機動 戦士 ガン ダム 


禁 動 戦士 ガン ダム 


赤い 彗星 


RED COMET 
ォ ン 公国 軍 
ナブ ル の 通り を 
邦 邊 を 沈め た 徹 


み ら 、 こ の 過 り 名 が 付 【 


款 と 共に 連邦 葉 を 護り 
放 速 で 5 集 の 舌 を 析 生 | 


RX 計 画 


PROJECT RX 


れ た 地球 連邦 重 に よる ジオ ン 公国 


の 誠二 


用 性 へ の 訂 問 2 
和幸 争 和 先 に 伴い MS の 放 果 上 
半 し た 連 放 事 は 、 それ まで 価 別に 進め られ 


た 開発 計画 を 読 合 。 新 墨 MS 開発 と 
型 戦 交 桂 造 が 新た い 
送 め られ た 


アイ ラン ド ・ イ フィ ッシュ 
ISLAND YFISH 


アカ ハナ 


同音 争 で 地 天 に 落 基 し た コロ サイ AKAHANA 
2 だ っ た が 、 一 年 戦争 
住民 は 3 オン 公国 軍 マ ッ ド ・ ア 


隊 隊 貞 。 ジャ プ 


青い 巨星 


BLUE GIANT STAR 


年 戦争 を 代表 する ジオ ンク 


時 較 時 い 
ナブ ル 大 仁 の 指揮 下 で 


中 画 舶 ド ッ ク と MS 工場 の 爆破 
7 た 。 し か し 、 工作 は 失敗 し 、 逃走 ケロ ー タ イプ や / 
る 戦時 の 搭乗 機 

カ + 鼻 の 盆 が 赤かっ た 


アサ クラ 
ASAKURA 
オン 公国 軍 の 技術 大 佐 。 マル 
を 改 半 し た コロ ニー- レ 
開発 責 任 者 で ある 。 発 
近 を 栓 っ た 。 シー マカ ラ 


破 が 直接 格 
志 で も あっ た 


脚 付き 


コモ ン 攻 略 埋 で 投入 され た ジオ ン 公国 軍 の 

A ザム の 異名 。 円 起 制 の 本 体 か 51 
本 の 足 と いう 特徴 的 な シル エッ ト か ら 、 こ 

の 名 で 呼ば れ た よう だ 。 MAOB ビグ ・ ザ ム 


け 情 性 を 利用 し な が ら | 初 の 計画 に お いて 地上 で の 運用 を 考慮 され て 
浴 げ た この 潜 果 は た た め 、 重 力 下 歩行 用 の 拉 部 を 付与 され た 
の 肢 部 に に き 3 本 の クロ ー を 持つ 


アッ ガイ 
AGGUY 


ー 隊 所 属 の 工作 オン 公国 軍 の 水陸 両用 MS。 性 能 こ そ ゴ 


問 


オン 公国 宣 の 大 遇 移動 次 座 。 MA が 登場 す 
る 以前 に 職 発 され た 覇 体 で 、MA の プロ ト タ イ 
われ る 兵器 で ある 。 月 面 用 の 枯 動 確 座 
ルナ タン グ 」 を ペー ス に 地球 用 に 改 過 
に よる 飛行 
大 価 が 視 
交 軸 し た 


LR | mg05 wmM1 


Fr Fs クー 
ABAOA QU 


通し た 宇宙 要 桁 。 グラ ナダ 


ロモ イド 3 の 最終 巧 大 ラ イン の 一 
覧 を 担う ーー 年 埋 多 最後 の 基 寺 地 
と な 円 算 杖 と 科大 の 小 七 


な 兵 匠 工 意 


年 戦 争 終 結 時 、 ア ッ バ オ 


きれ 、 ジ オン 共和 国 に 生 鐘 
+ 小 巧 性 と し て 機能 し た 。 の 

に ティ ター ンズ に 挫 収 され 、「 ゼ ダン の 門 」 と 呼 
ば れる 要 宣 と し て 運用 され た 


ア ・ バ オア ・ ク ー 攻 防戦 


CONQUEST A BAOA QU 


連邦 定 に よる ア ・ バ オア ・ ク ー 優 攻 作 埋 

あり 、 ジ オン 公国 軍 の 孔 礎 戦 。 連邦 東 で の 

作戦 名 称 は 「 星 一 号 作 越 」。 実際 の 攻撃 は 
9.12.31 に 行わ れ た が 。 そ の 


直撃 を 受け て 
皿 カ が 大 幅 に 誤 退 。 その 後 、 牙 隊 再 編制 を 
行い 翌日 に 寺 区 が 開か れる こと と な っ た 。 当 


初 、 加 力 を 師 存 する 公国 軍 に 応 
は 老 勢 を 強い られ た が 、 宇 軍 空 ! 
2 の 畔 沈 を 転機 に 形勢 運転 。 最終 的 に は 要 


[3] 
供給 が 休止 


工場 で 発生 し た 火 因 か ら 電 
析 較 能力 を 失っ た 


アフ リカ 戦線 


THE AFRICA FRONT 


公園 軍 に よっ て 名 付け られ た アフ リカ 地区 の 
軸 境 。「 北 アフ リカ 電線 」 と も 国 車 が 
地球 侵攻 作 昔 に よっ て 制圧 し 、 最後 ま で その 
勢力 を 保持 し た 地区 。 特に 北ア フリ カ 好 区 は 
ヨー ロッ パ へ の 足 描か り と きれ 、 中東 地 区 の 化 


石 人 料 産 出 地域 を 葵 6 た め 、 一 年 電 争 を 通 
て 両 辻 が 汚し い 栓 火 を 交え た 場所 で も ある 
UC.0079.12、 連邦 軍 に よる アフ リカ 朝 討 作 


埋 が 開始 され る と 公国 軍 は 痢 退 を 奈 備 な くさ 
れ た が 、 一 節 の 部 隊 は 留まっ て 和 克 兵 戦 を 
行 。 戦 接 も 地下 に 洪 っ て ゲリラ 戦 を 展開 する 
勢力 も あぁ り 、ULC.0088 に お ける 第 一 次 ネオ 
ジオ ン 電 争 当時 に も 存在 し て いた 勢 


ある 


アム ロ ・ レ イ 


AMURO RAY 


ーー 年 戦 多 に お ける ガン ダム の パイ ロッ ト で あり 
較 孝 重 の トッ プ エ ー ス 。 そもそも は サイ ド 7 に 住む 
民間 人 で あっ た が . ジ オン 公園 軍 の 急 且 を きっ か 
け に RX-78.2 ガ ンダ ム の パイ ロッ ホオ と な っ た 
み に 交 で ある テム ・ レ イ は ガン ダム の 抽 発 に 関わ 
る 地球 連邦 車 の 技術 士官 で あっ た 。 アム ロ が 
民間 人 な が ら 初め て 挫 業 し た ガン ダム を 提 拭 で 
きた の は 、 父 の コン ピュ ー タ ー か ら MS の デー タ を 
千 み 出し 、 す で に MS に 対し て それ な り の 知識 が 
も 理由 の ひと つと され る 。 一 方 、 彼 に 
ー タ イプ と し て の 径 基 が あっ た こと も 大 き な 理 
四 に され 、 一 年 理 争 の 中 で その 地 能 を 開花 

年 寺 争 後 参 の わずか 約 4 ヶ月 の 参戦 な が ら 、 多 
大 な 越生 を 挙げ た 。 し か し 、 一 年 戦争 後 は ニ 
タイ プ を 危 陳 視 する 連邦 軍 の 方 針 に 
く の 則 は 条 状態 の 生活 を 送る 


アル テイ シア ・ ソ ム ・ ダ イク ン 
| ARTESIA SOM DEIKUN 


ジオ ニズム の 提唱 者 で あり 、 ジ オン 茶 和 園 の 
初代 章 相 で も ある ジオ ン ・ ズ ム ・ ダ イク ン の 線 
ーー 年 戦争 時 の ホワ イト ペー ス (WB) クル ー、 セ 
イラ ・ マ ス の 本 名 で ある 、 


アル ファ ガイ ン 
ALPHAGAIN 


一 年 載 争 で 連邦 事 が 用 いた 暗号 コー ド 。 「o ゲ 
イン 」 と も 言わ れる 。 無限 乱数 を 利用 し た も の 
で 、 受 信 す る と 解読 され た 文章 が カー ド に 記録 
され て 、 通信 装置 か ら 打ち 出さ れる 。 た だ し 
公園 軍勢 力 下 で 使用 する と 、 解読 され る 乱 除 
性 が 指摘 され で いる 。 同様 の 内 呈 コ ー ド と し て 
は 、 82 (ペー タ ・ ツ ウー) が 存在 する 


暗号 通信 


ENCRYPTED MESSAGE 


年 戦争 当時 、 過信 を 傍 愛 され た 孤 の 内 容 
季 弄 を 目的 に 暗号 が 用 いら れる こと が 多 か . 
た 。 較 邦 宣 の 崎 号 と し て ほ の ガ イン (アル ファ ガ 
イン ) 、 82 (ペー タツ ー) な ど が 一 般 的 で ある 、 
フス キー 和子 の 式 暫 で 長 獲 区 通 
信 紅 は 寸断 され て し まい 、 通信 代 体 が 不可 能 
な こと も 多かっ た 


暗礁 宙 域 


DEAD AREA 


宇宙 空間 に 漂う コミ (スペ ー ス ダス ト ) が 多 委 
集まっ た 軍 域 の 線 。 果 宙 域 と も 呼ば れる , 
デブ プリ と も 呼ば れる スペ ー ス ダス ト に は 際 石 や 
小惑星 と いっ た 自殺 物 、 邊 本 され た 人 口 必 
や コロ ニー 建材 、 財 人 で 科 壊さ れ た 一 能 の 本 
分 と いっ た 人 工 物 が あり 、 これ ら は 引 カ の 凡 
定 空間 に 集まる こと が ある 。 こう し て 形成 
され た 購 健 軍 壌 は 抵 行 の 妨げ と な り 、 無理 に 
通過 し た 場合 、 ダ スト と の 術 突 で 事故 が 発生 
する 確率 が 高い 。 また 、 無 数 の グスト に よっ て 
レー ダー が 模 知 され る こと か ら 、 往 隊 や 基地 の 
潜伏 場所 と し て 利用 され も 多い 。 暗礁 宙 
域 の 中 で 量 も 有名 な も の は 、L1 の ハロ 軍 域 
存在 する 。 ここ は U.C.0079 の ルウ ム 双 役 で 
埋 場 と な っ た サイ ド 5 軍 培 で 、 コ ロニ ー の 残骸 か 
ら 双 数 の 入 条 、 寺 且 機 、MS が 洋 る 
規模 的 に も 広域 に 下っ て いる た め 。、 暗 村 害 域 
と 言う 場合 、 この 宙 域 を 示す こと が 多い 


アン チ ・ ミ サイ ル ・ ミ サイ ル 
ANTILMISSILE MISSILE 


飛来 する ミサ イル を 迎 回 する た め の 誘導 ミサ イ 
ル の 静 称 。 主 に 舌 船 や コロ ニー な ど に 搭載 さ 
れ で いる 。 た だ し 、 ミノ フス キー 和子 艇 化 
サイ ル を 講 導 する こと は 困 酸 で あり 、 あ まり 効 
還 的 な 防御 兵器 で は な い 


アン トニ オ ・ カ ラス 
ANTONIO CALLAS 


連邦 写本 部 ジャ ブロ ー 防 衛 を 任 さ れ て いる 土 
官 。 人 国軍 ャ ブ プロー 降下 作 埋 が 開始 さ 
れ た と き . 防 軍 作 戦 に 関す る 全権 を 委任 され た 


い 


E フ ィ ー ル ド 


E FIELD 


ジオ ン 公 国軍 の 宇 軍 要 春 で ある アパ オア クー 
の 防空 管制 エリ ア の ひと つ 。 ア ・ パ オア ・ ク 
を 上 か ら 見 た と き に 周囲 を 4 つの エリ ア に 区 : 
た も の で 、 短 エリ ア は それ ぞ それ S、N、W. E の 
名 で 呼ば れる 。 お そら く こ れ は South. North. 
West. East の 簿 文 字 に 由来 する と 考え られ る 、 
E フ ィ ー ル ド は 月 の 謀 面 を 臨む 方 向 で あり 、 ジ オ 
ン 公国 軍 の 月 面 基地 グラ ナダ を 障 む 重要 エリ 
ア で ある 。 ちな み に アー バオア クー 攻 軌 載 で は 
新兵 器 な どの 実用 試験 を 行う 「 第 603 技 術 試 
陸 隊 ] が E フ ィ ー ル ド に 参 得 。 戦 関 李 揚 柚 MA 
で ある MA-05Ad ビグ ・ ラ ング を 投入 し て いる 


| 一 年 戦争 
ONE-YEAR WAR 


り C.0079.01.03 に 発生 し た 地球 連 卸 
ン 公園 の 間 に 孝 発し た 宇宙 埋 争 。 こ 
は 、 戦い が は ば 1 年 間 怒 続 し た こ 
る 。 一 年 戦争 に より 、 ス ペー ス ノ イ ド 
民 者 ) と アー ス ノ イ ド (地球 居住 者 ) の 対立 は 
決定 的 な も の に な り 、 埋 徹 も 飲 々 の テロ や 圭 
乱 の 稚 を 残す こと と な っ た 。 また 、 一 年 争 で 
初め て 歴史 の 表 細 台 へ と 現れ た モビ ルス ー ツ 
IMS) は 、 そ の 後 の 戦 争 で も 主力 兵 問 と な 
名 洋 に 発 族 を 補 げ て いる 


一 週間 戦争 


ONE-WEEK BATTLE 


U.C.0079.01.03 の 一 年 戦 釧 開 始 か ら 最 初 
の 一 仙 間 に 発生 し た 戦争 の 越 称 。 公 国軍 は 
宣 理 布告 の 3 徐 後 に サイ ド 1、2. 4 を 攻 畔 し た 

楼 、 お よび 化学 兵器 に よっ て 各 サ イ 
また 、 初期 の 電撃 的 な 攻撃 に 対 
た 連邦 軍 も 多大 な 損害 を 裕 : 
ら に 公国 軍 は サイ ド 2・B バ ンチ の アイ ラン ド 

イフ ィ ッ シュ を 質量 弾 と し て 地球 に 投下 (プリ 
ティ ッシュ 作戦 連邦 事 本 分 ジャ 
を 坦 っ た も の で 公園 軍 は 短期 音 戦 を 目 剛 
で いた 。 し か し 、 連 邦 軍 の 紙 枝 に より コ 
は オー スト ラリ ア に 落 炒 


で き な か 


隈 石 基地 


ASTEROID BASE 


コロ ニー 潜 材 と し て 判 用 し た 小 湯 性 を 宇宙 基 
地 に 転用 し た も の 。 ルナ ツー や ソロ モン 
た 宇宙 要塞 も 央 石 基地 の 一 種 と 言え る 。 本 
来 は 宇宙 空間 の 一 定 宙 域 に 較 定 され て 要害 と 
し て 利用 され る が 。 栓 パルス を 利用 
すれ ば. 移動 させ る こと も 可能 で ある 


ーー 


っ ? 


宇宙 移民 


SPACE IMMIGRATION 


月 面 才 市 や コロ ニー と いっ た 地球 外層 住地 
移民 し た 人 々 る の 吉 称 民政 筑 そ の も 
の を 指す 。 増え 過ぎ た 人 口 に より 、 地球 境 が 
矯 笛 し た 旧 世 紀 (西暦)、 地 球 政府 は 宇宙 移 
民 故 策 を 実施 。 コロ ニー へ の 款 住 を 推進 ( 実 
共に は 半ば 維持 ) し た 。 そし て 、 移 民間 始 年 を 
守 軍 世紀 (UC.eUnversa ry) 元 年 
と し 、 人類 の 90% が 宇宙 を 生活 の 場 
董 っ た 。 し この 時 点 で 地球 政府 は 寒 
て 政策 変 要 を 決定 。 地理 は 地球 政府 放 
や ー 部 定 柏 必 だ けが 住め る 場所 と な っ て し ま 
た の で ある 。 この 頃 か ら 宇 宙 移 民 者 ( ス 
ノイ ド ) と 地球 属 住 者 (アー ス ノ イド ) の 格差 に よ 
る 対立 が 表面 化す る よう に な る の だ が 。 連邦 政 
府 は 高圧 的 な 手 息 で スペ ー ス ノイ ド を 舗 圧 。 あ 
くま で 達 邦 政府 主体 の 政治 体制 を 続け 、 コ ! 
ニー 社会 の 自治 を 認め よう と は し な か っ た 。 し か 
し 、U.C.0058.09.14 に は サイ ド 3 は 独立 を 宣 
aL 和 国 を 村立 。 の ち に 共 科 制 を 
廃止 国 が 成立 する 。 そして, UC 
007901.03 想 多 が 剖 発 。 さら に 各 
区 も ス ^ ス メ ノ イド の 
長き 
が 、 す 


ma 


3-32 


機動 戦士 ガン ダム 


エッ シェ ン バ ッ 人 前 市 長 エネ ルギーCAP 
Mr. ESCHONBACH ENERGY CAPACITOR あ 


U.C.0079 当 時 の 北米 都市 - 
市 長 。 ジオ ン 公国 軍 の 支配 下 に あっ た 北米 
肢 だ が 、 市 長 の 座 を 思い て も 地元 の 有力 者 
て 導 力も 有 し て お り 、 市 民 を 保護 する 

た いい 


縮 し た 1 
は 、 その 技術 を 転用 し た 


必要 と し 、 主 に 第 租 や 要塞 


宇宙 世紀 0 


UNIVERSAL CENTURY 


ーー 

| エド ワウ ・ マ ス 

が 敵 ト * スス EDOWW MASS 
— ーー 衛星 ミサ イル 

ウッ ディ ・ マ ルデン SATELLITE MISSILE 


WOODY MALDEN 


を 搭載 し た 岩 塊 。 直 
の 大 きき を 謗 る 質量 兵器 で 
導 塊 の 確 圭 は 容易 で 6 


較 孝 箇 の 宇宙 租 末 偽 提 当 


IN フィー ルド 


N FIELD 


PF ke 
ウラ ガン pr ga ー pt 
URAGANG 
- * 
j S フ ィ ー ル ド 
計 愛 と し て 傍 S FE 

ラ ラル 障 十 結 役 を 務め た 村 ーー MA 

指示 を 宅 実 に 守 き Mobile AR.M.O.UR. 

よる 水 糧 ミ サイ 


痛 動 を 


MS 


Moblle S.UIT 


My Tactics 
る スキ ー 物 理学 0 
まれ た 巨大 人 型 兵 器 で ある 


経 争 の 様相 を 


M3 作戦 


OPERATION M3 


ラン バ ・ ラ ル 際 が 実行 し た 作戦 名 。 MS-07B 
7 を 失っ た 上 に 、 受け 取る は ず だ っ た MS-09 
ドム 3 林 の 補給 も 叶わ な く な っ た ラン バ ・ ラ ル 
大 肘 は 、 ゲ リラ 作 埋 を 実行 に 移す 。 これ は ギャ 
ロッ プ と ザク 1J 型 が 理 動 を 行い 、 その 承 に 2 台 
の 掲 兵 戦車 キュ イ で ホワ イト ペー ス に 接近 、 自 
兵 則 で 艇 内 を 制 甘 する と い あっ た 
エル メス 
ELMETH 
無線 サイ コミ ュ 請 洗 を 導入 し た ニュ ー タ イブ 東 
用 MA。 搭載 され た サイ コミ ュ に より パイ ロッ ト 
の 精神 流 を 増幅 し. 無人 導 撃 端末 ニ ビ ッ ト を コ 
トロ ー ル 、 目 蛋 に 対し て 多 方 面 か ら 攻 撃 す る 
オー ルレ ンジ 攻撃 を 行う 。 一 年 戦争 琴 順 に 開 
発 され 、 ラ ラ ァ ー ス ン 少 肘 の 挫 継 に より 大 な 
机上 を 吾 げ た 。 この エル メス で 確立 され た サイ 


は 尼 も MS 開発 の 基 確 と し て 室 


エル ラン 
ELRAN 


車 の 本 佐 宮 で ある 地球 連邦 宇 の 中 


場 と は 裏 用 に 。 ホ ワイ トペ ー ス 隊 を 
タイ プ 部 柳 と し て 支援 す る レビ ル を 材 ん 
じ て い た 。 その た め エル ラン は 彼 の 失脚 を 勿 


ョ ー ロ ッ パ 方 面 車 の 実 株 を 理 ろ うと 画 人 
部 下 の ジュ ダッ ク を 通じ て マ ・ ク ベ と 内 通し 、 オ 
デ ッ サ 作 戦 の 情報 を 攻 に 流す スパ イ 行 泡 を 億 
いて いた 。 し か し 情報 衣 混 が 発 向 し て 拉 張 さ 
れ 、 軍事 法 扶 に よっ て 北 か れ た と 思わ れる 、 


エレ カ 
ELE-CAR 


electric cg 


内 人 人 関 け 宮 用 
まり 


カ に は 様 


に より 馬 動 する 車 輔 全般 を 指す 
に 伴い 月 面 都市 や スペ 


ン な 勧 


(っ た 


わ ゆ る 電気 自動 車 で あり 


se 


々 な イブ 存在 する 


エル アス 1 BEE 


イト ウ ) 宙 


【M3 作 埋 】 元 な し 」 
+ 能 。 作戦 は 上 
計り LO 
ん だ ラ : 座 だ 7 予 邊 人 
尺 に 導い * 


の 使用 に 劉 
る 電気 動 が 台 太 ! 


異名 を えら か も 
より 入 確 され た 


エレ ズム 


地球 を 柚 地 と し 

き 思 超 
宇宙 で 生活 可能 
地理 雷 横 再生 の 
を 移す へ 


UC.0044 項 
は 、 ジオ ンダ イ 
イド 画家 主義 
レン ・ ザ サビ の 
ハイ マシ な 


| 


PT 


宇宙 移民 に よっ て 


な 
た め 


ほ ば 定着 する 
が 提唱 し た コン トリ ズム 


Pr 


人類 は 宇 軍 に 住む 


1 手 宙 移民 開始 和 
ら ス ペー ス ノ イ ド の 間 で 徐々 に 支持 磨 を 載 や 
この 思 超 


サ 


オー ルド タイ プ 


OLD TYPE 


いわ ゆる 章 


通 の 人 間 を 指す 、U て 


宇宙 世紀 
宇宙 に 進 


出 | 
力 と 状況 話 議 力 を 身上 に 
イブ と 呼ん だ 。 こ 


タイ プ ブ の 対 
ア が 定義 付 けさ れ た 。 ま 
ス ノ イド た ち を オー ルド 


オー ルレ ンジ 攻撃 
ALL HANGE ATTACK 


ー の 目標 に 対し て 
攻撃 を 仕掛 げ ける 攻撃 方 3 
埋 要 に よっ て 、 ビ ピット や 
攻撃 デバ イス に よる 同時 攻撃 を 指す 
め 当 初 タイ プ 実行 可能 
な 攻撃 方 法 だ っ た が 
の 送 属 に より 、 の 
区 が 可能 な MS が 開発 され る 


で あり 陽 硬 性 間 
レン ジ 攻 撃 を 加 世 


オス カ ・ ダ ブリ ン 
0SCAR DUBLN 


ホワ イト ペー ス に 乗り 込ん だ 訓練 生 の ひと り 
で 、 右 米 担 当 の プリ ッ ジ 
面目 な 同僚 の マー カー 
砕け た 性 格 の 捕 ち 主 で ある 


PTTTTI 
て 舌 隊 。 ペル ファ ス 


MLj 1 


ere 

te 

オデ ッ サ 

ODESSA 

東 区 最大 の 工 章 地 秋 。 時 海沼 涯 に 広 が 

特 丈 な 代物 次 理 を 全員 する 鉱山 が 多数 存在 

する た め 、 埋 本 的 に 重要 な 場所 で ある 。 一 年 

則 多 に お いて 、 多 物資 居 に し い ジオ ン 公 

国軍 は 他 球 降下 作戦 を 展開 し て オデ ッ サ を 着 
方面 宣 の 補給 基地 と し て 利用 

た 。 U.C.0079.11.07 の 反攻 作戦 に よっ て 連 


孝 宣 に 


れ て いる 


オデ ッ サ 基地 
ODESSA BASE 


地上 で 最大 の 計 物 区 源 を 抱え る ジオ ン 公国 宣 
の 地上 基地 。 久山 ヤ 控 所 施設 を 億 朗 す る 本 


と し て 機能 し 、 好 球 国 | の 補給 物資 
疫 送 を 癒 理 ・ 実 行 し て いた 。 [考え て 

牧 々 が キリ シア 様 に お 送り し た 拭 物 綿 軍 の 

* オン は あと 10 年 は 戦え る 」 と の 基地 橋 


の 言 工 
を 本 国 に 送っ て いた こと が 
ゲー 年 濾 争 で 勝利 を も た ら す < 


科 が 大 


頂 洒 


を 和 地 に 使者 し 
4 と し て 運 


オデ ッ サ 作戦 


攻 作 
以降 、 放 
連邦 定 側 に 畑 


作戦 は 連 孝 の 肪 判 に 綴 わ ! 
閉 し て いた ミリ タリ 


き 、 一 年 圭 争 の 
謀 に は 作 時 開 始 は U て 
の 戦力 は 、 連 邦 軍 一 一 兵員 数 770: 
方 支援 400 万 人 、 現 地 民間 人 も 多数 加 | 
吉報 般 12 区 、 簡 5800 全 上 
2 万 5000 門 以 
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情 
1 
攻撃 ・ 坦 撃 機 3300 機 


以上 銘 上 圭 カ 6 価 理 隊 が 展 較 し た 。 一 方 の 
公国 宣 側 は 、 兵 負 堆 98 万 人 (後方 支 舞 8 万 
人 ). 陸 圭 能 13 儲 、 戦車 2000 肉 以上 、 寺 較 
車 帽 1500 緒 MS1100 機 以上 、 火砲 
1 万 門 以 上 、 埋 同機 600 機 林 以 上 、 対地 攻 
机 ・ 粒 責 機 800 機 以上 、 海上 昔 ュ 
コン 級 潜 水 艦 8 儲 が 配備 され てい た 。 また 、 連 


部 軍 側 に は ホワ イト ペース 蜂 に 加え 。 小 数 の 
先生 量産 MS が 投入 され 記録 も St 
が ザン ジ パ バル 超 机 凍 進 洋 散 で 


Bd より .11.09 に 作戦 ua 
オデ ッ サ は 吉孝 還 が 宮 所 し た 。 その 結果 、 地 
国軍 の 残 

[OUrOIE 


過多 人 兵 は その 地 で 軸 力 を 滑 量 
ゲリラ 活動 を 行う よう に な っ た の で ある 


| オデ ッ サ ・ デ イ 

ODESSA DAY 

ォ デ ッ サ 作 埋 の 開 給 日 時 、 また は 実行 され た 期 
問 を 凍 す 。 ホワ イト ペー ス 隊 も 、 レ ビル 将 定 の 
指示 に より 、 こ の 期日 に 合わ せ て 
U.C.0079.11.07 に 作戦 は 剛 始 昔 闘 は 
3 日 間 に 着 り 継続 。 11.09 に 夫 了 する 。 部 礎 


の 進軍 自体 は 10.10 か ら 隔 始 され て お り 、 そ れ 
けり け で も オデ ッ サ 作戦 の 規模 が 挫 察 され よう . 


a > 


機動 戦士 ガン ダム 


BLOSSARY 


オム ル ・ ハ ング 時 的 刀 後 に 両 戦 する 
OMUR FANG - 


に Ed | 


カイ ・ シ デン ATOMIC BOMB 


心 分 碧 反 応 を 利用 | 
年 戦争 開 埋 時 、 公国 


る )。 が ンダ ム 震 の 最新 
衣 夫 に 本 通し 、 笠 備 だ け で は 6 く 秋 新 欠 細 を 抽 


オル テ ガ 年 等 争 時 の 栓 保有 や 使用 が 
ORTEGA 記録 され て 連邦 も 、 戦 欄 
ス 


1 用 する つも り 


が 比 米 地域 タイ プ と ヨー ロ 
確認 され て いる 


学徒 動員 | 核 パ バルス ・ エ ンジ ン 
STUDENT MOBILIZATION NUCLEAR PULSE ENGINE 
戦線 投入 す 欄間 発 に よる 反動 を 利用 し た 推進 シス 
ム 戦 役 に ウム 3 と 凍 水 秦 か の ら 成 る 婚 料 . 


も 多大 な 徹 書 を 藤 る こ 
ト を 衝 


面 状 の 
反動 で 物件 を 前 
に 進め る と いう も の で ある 。 盤 料 ペレ ッ ト の 爆 
発 は 毎 守 200 回 の 周期 


行わ れる た め 、 古来 


開放 型 コ ロ NUCLEAR FUSION REACTOR 


理 講 化 と 研究 が 差 め ら れ た 発電 シ 
男 世 紀 で 
れる 。 初 惹 の 夫 栓 反応 炉 は 稼働 の 際 に 大 重 
の 放射 線 を 含む 中 性 子 を 発生 。 大 天 衝 融 物 
面 や 地上 と いっ た 限ら れ 


アー 配信 の MS-14A 
を 有する 高尾 
載 の 学科 


年 工 争 に 路 み 切 
用 化 が 決定 し 、MS の 配備 


ミタ キム 社 敵 部 検 肖 合 配 が 


カス タム 機 


CUSTOMIZED MACHINE 


特に 専用 本 
棒 備 、 機体 性 能 ま で が 大 きく 異な る 
ワン オフ 指 が あり 


カタ バル ト 


年 中 に MS カケ 
考 で あっ た 。 M 
信 を 馬 ける いい 
カツ ・ ハ ウィ ン 
KATZ HAWIN 
た 民間 人 の 少年 。 公国 軍 
俊和 し た 厩 に ホ 


ス に 避 
ET < の 


年 頃 の レ カ 
キタ モト と は 仲 が 良い が 、 お と pp 
他 の ふた り に 振り 回 され る こと が 多かっ た よう で 
ある 一 年 戦 争 終 結 後 と も ども 
せ ト 夫 女 の 養子 と (に 変え た 


R | mm 且 se 


カッ パ ド キ ア 高 原 

CAPPADOCIA HEIGHTS 

近東 人 世紀 の トル コ ) に 位置 する 高 
糧 発 に よっ て 地 村 


時 間 を か け て 侵食 され 、 舞 
幻 電 的 な 業 観 が 生み は 
使者 と 接 


ra13 | | カマ リア ・ レ イ 


カル パー ト 山 脈 


CARPATHIAN MOUNTAINS 


KAMARIA RAY 


WW 孝信 に 
- ガル マ ・ ザ ビ 
TE 
DE この GARMA ZABI 
に = 
その 内 い は 下さ れ て しき イ ビ 東 の 末弟 で 
外事 大 侍 


物 。 一 年 戦争 初期 


2】 敗 視 に 涯 吐 す る 
ミラ は 楽 的 な 條 度 で 欄 
と いう の が 織 の 失策 


カム ラン ・ ブ ルー ム 
CAMERON BLOOM 


MS の 実戦 配備 以 


が 決め た 姓 約 間 体 
自生 で 


機動 戦士 ガン ダム 


BLOSSARY 


ガル マ 専 用 ドッ プ 


DOPP GARMA'S CUSTOM 


て 模 半 本 


洒 す 信 


LCT 


ぞ 


を 者 


ガン ダリ ウム 合金 | 


GUNDARIUM ALLOY 


戦争 時 に 連 孝 宣 が 間 発 し た 方 
硫 界 的 な 鞭 果 を 


ガン キャ ノン 
GUNCANNON 


骨 機 きれ た 中 弄 区 支援 


GUNTANK 


V 作 戦 を 発動 し た 連邦 軍 が 初め て 
MS 力 法 車 RTX-44 の 開 


ガン ダム 


GUNDAM 


ガン ダム 】 民間 人 の 
ダ 指 還 す る 機体 が 
キキ カ MS を 再 条 
堪 き 果 た 


放電 ま 
で 押 異 的 な 


os 
皿 果 を 洗 げ 、「 連 孝 
Mk 軍人 
1 た 


ガン ペリ ー 
GUNPERRY 


樽 の 後 引 左 枚 
東 者 は リュ ウ ・ ホ セ 


1 
信人 を 


8 の 失 継 する が 
た 。 ちな み に 請 ね テ 


の 個人 デー 
詳細 な 人 柄 は 不明 の ま 


気象 コン ピュ ー タ ー 
WEATHER COMPUTER 


記 度 、 鐘 雨量 と いっ た 要 を 
日 訟 生活 に 最適 


キシ リア ・ ザ ビ 


KYCILIA ZABI 
オ 王 デ ギン ・ ソ ド ・ ザ サビ の 長女 で あ 
リ 、 突 員 織 動車 を 指揮 する 


条 や 情報 に 設 く 
し 進め る 行動 
に の 公国 軍 に お い 


それ を 現 
長け た 吉 将 で ある 。 それ 
IMS の 有用 性 を いち 
捧 い た 点 や に 将来 に お ける 運 邦 
軍 MS と の 格 凍 転 を 想定 し 、MS-06A ザク IA 
型 に スパ イク ・ ア ー マ ー と シー ルド を 装備 する よ 
う 提言 し た と いう 記録 か ら も 見 て 取 : 
ア の 甲 称 ぶ り は 戦 条 レ ベ 
ベル で も 発 揚 さ れ 


ア が 物心 つい た 時 に ギレ ン は 政治 の 世界 に あ 
着実 自己 の 権力 基盤 を 固め つつ あっ た 
め キ シリ ア が 政治 の 世界 を 志 し た 時 に 
常に 兄 の 後塵 を 拝 する こと に な り 、 そ れ が 
吾 守 、 埋 
リア の 対立 
暗 符 が 発覚 す 
名目 で ギレ ン 
を 射 符 し 、 公 国軍 の 実権 を 掌 撫 し た 。 し か し 
そん な キシ リア も ザビ 家 へ の 覆 讐 を 状 う シ 
ブル に よっ て 討た れ 、 ア ・ パ バオア 
内 湯 、 要 案 と 運命 を 共に し て いる 
いて は 彼女 の 百 カ も 及ば な か 


アズ 


キッ カ ・ キ タモ ト 
KIKKA KITAMOTO 


ル メ ル 隊 に よる 凍 渦 を 受け 


トペ 
を 探り 巻き 、 戦 い に 明 け 事 れ 
業 員 の 球 め と な に ジャ ブロ 
レッ と 共に MS 製造 工 場 に 仕掛け られ た 
取り 除く 活躍 を 見 せる 。 小さ な 子供 た 
が 連邦 の 戦力 基盤 を 至っ た の だ が 
ー 年 電 争 後 、 ハ ヤ ト 
Ko っ 夫 婦 の 美子 と な っ た 


キャ スバ ル ・ レ ム ・ ダ イク ン 


CASVAL REM DEIKUN 


アズ ナブ ル の 本 名 。 ジオ ン ・ ズ ム ・ ダ 
の 息子 と し て 許 生 し た キャ スパ ル は 、 ダイ 
クン 晴 疫 後に 名 前 を 変え 、 地理 に 身 を 過す 


キャ メル 


CAMEL 


一 の トレ ン が 指 探す る 「 キャメル] 

ル 六 隊 の 族 閑 。 ム サイ 綴 経 巡 洋 抵 に 分 

スペ ッ ク 寺 で ある が 、2 連 緒 メ 
2 門 に 換装 され 


キャ リオ カ 


CARIOCA 


公国 軍 の 潜水 艦 部 了 ・ ア ング ラー 隊 
所 属す る フラ ナガ ン ・ ブ ー ン の 官 。 大 西洋 上 
の ホワ イト と 共に 民間 

て 閉 工 し た 


オカ ] キャ リオ カ (を の 計 業 


キャ リフ ォ ル ニア ・ ベ ー ス 
CALIFORNIA BASE 
北栄 大 陸 に お ける 連 衝 最大 の 軍事 江上 


公園 宣 の 地球 降下 作戦 に よっ て U.C.0079」 
03.13 に 制圧 され 、 以後 、12 月 に 連 施 宣 が 奉 


暫 す る まで 、 公 国軍 の 地上 最大 の 拠点 
機能 し た 。 この 施設 は 海軍 空軍 - 宇宙 軍 
基地 に 加え 、 兵 革 開 介 工場 や 聞 衣 ドッ ク 。 実 
喜 場 を も 保有 する 補 人 施設 で あり 、 地球 に 自 
下 し た 公国 宣 の M 生産 ・ 祖 基地 と 
( 占 全 直 後 の 海軍 
ド 製油 水 態 が 無 
借 で 考 さ れ て お り この 能 体 を 改修 
洪水 生 部 隊 を 編 和 し た 
ル が 所 属す る マッ ド ・ ア 
他所 話 の 部 謙 で ある 。 また 、U.C.0079.1 
ブロー 基地 才 撃 に 投 和 


ルニア ・ ペ ー ス 所 攻 


ギャ ル 


GIYAL 


ガン ダム 電 破 計画 に 参加 
尾 性 的 な 人 手 不足 で あり 、 非 番 の 際 
体 整備 ば か りや ら さ れ て いた よう た 


ギャ ロッ プ 


GALLOP 


ジェ ッ ト ・ エ ン 
在 右 に 棋 載 され た ビ 

い 殿 進 力 を 得る 。 内 

作戦 司令 室 も あり 、 野戦 

する よう に な っ て いる 。 生産 台数 は あま り 多 
よう だ が 、 ガ ル マ ・ ザ ビ の 仙 対 ち 部 栗 と し て 

地球 に 旗下 し た ラン バ ・ ラ ル 際 が 使用 し た 


【 ギ ャ ロッ プ 】 機体 
FY1 


ギャ ン 
GYAN 


年 戦争 後 医 
カ MS 開 発 計 
機体 。 近接 格闘 戦 を 重視! 
MS で. 専用 に 
得意 と また ニー ド 
ポン プ を 内 蔵 し た 専用 
他 の MS と は 一 絵 を 画す る 


た よう で ある 
て 1 機 保有 


も あり 、 昔 四 線 で 重 
われ る 


強襲 揚陸 租 


ASSAULT LANDING CRAFT 


年 戦争 当時 の 地 寺 連邦 宴 が 模 枯 | 


た 強壮 揚陸 径 は 「 ホ 


a 
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機動 戦士 ガン ダム 


GLOSSARY 


【 改 有朋 コン ピュ ー タ ー】 サザ 
ク を 上 回 る 性 能 を 有する グ 
技 す べく ぐ アム ロ は ガ 

ンダ ム の 教育 型 コン ピュ ー 
ター に 保存 され て いた シャ 
専用 ザク と の 対戦 記録 
を 分析 し た 。 相手 の 能 カ 


| 教育 型 コン ピュ ー タ ー 


ARTIFICIAL BRAIN COMPUTER 


雛 の 戦法 


ATTACK BY DRILL 


タ を 保存 する だ け 
学習 する こと で 、 パ イロ ッ ト 同 様 に コン ピュ ー 
ー の 練 度 を 上 げ る こと が 目的 と され だ 
開 経 験 の 豊富 な 教育 型 コ ンピュータ ー ( 機 
体 ) ほど 様々 な 状況 に 対応 可能 と な り 、 結 果 
的 に 高い 戦闘 能力 を 発揮 する こと に な る の で あ 
る 。 さら に 番 積 さえ た デー タ を 別 の 機体 に 転用 
すす その 機体 の 戦闘 能力 を 向上 させ る 
こと も 可能 。 その た め 戦 闘 後 の デ ー タ 回 収 は 
最 優先 事項 と され 、 製造 コス ト の 高騰 に つなが 
る コア ・ ブ ロッ ク ・ シ ステ ム が 説 出 機構 と し て だ 
け で な く 、 デー タ 回 収 を 目的 と し て 搭載 され た 。 


局 地 戦 用 MS 


一 年 戦争 に お いて 戦線 投入 され た MS に は 
は 応 で きる 汎用 性 が 重視 され た 
特定 の 状況 


行動 を 考慮 し た 機体 に は 汎用 機 に は な い オ プ ブ 
ン 半 備 が 搭 虎 され 、 高 い 性 能 を 例 揮 し た 。 

代表 的 な 局 地 戦 用 MS 、 公 国軍 の 水 

陸 両 用 MS な ど が 挙げ られ る 

= ァ ー 


【 選 多 用 WS] 地 旨 MS の 中 で も 日光 まし い 
発展 を 遂げ た の が 水陸 両用 MS と 砂 江 江 用 MS で あ 
る 。 特に 水陸 両用 MS は メガ 粒子 交 を 主 兵 圭 と し た 
高い 放 撃 力 を 誇り 、 一 年 戦争 後期 に お いて も 様々 
な 理 場 に 投入 され て いる 


ギレ ン ・ ザビ 】 一 年間 争 終 
間 、 下界 を 引退 し 、 実質 


ラン バー ラル を 失っ た クラ ウレ ・ ハ モン が 、 残り 
い 戦 カマ ホワ イト ペー ス を 章 繋 する 際 に 探 
用 し た 攻撃 手段 。 まず 第 1 濾 が 標的 の 最も 一 
へ 突撃 、 続く 第 2 濾 、 第 
まく と いう も の 。 ほか の 標的 に は 目 も 


くれ な い 一 点 突 磁 の 攻撃 法 で 、 単 純 な が ら 効 
果 的 な 手段 で ある 。 その 反面 、 敵 の 防衛 | 


する 防御 手段 が 考慮 され て いな いた め 、 攻 撃 
側 に 壊滅 的 な 被害 が 出る と いう 危険 性 も は ら 
ん で いる 。 


[ 供 の 電 法 】 ハモ ン 隊 は ホワ イト ペー ス と ガン ダム を 
誰 地 に 際 れ た が 、 リ ュ ウ ・ ホ セイ の 捨て 身 の 政 撃 
形勢 が 逆転 。 部 隊 は 全 減 し 、 ハ モン も 命 を 落と 
いる 


| ギレ ン ・ ザ ビ | 
GIHREN ZABI | 


一 年 戦争 を 開始 し た ジオ ン 公 国 の 実質 的 指 
導 者 。 若く し て 政治 的 思 臣 的 に 非凡 な 才能 
ULC.0069、 父 で ある デキ 

な り 、 権 力 を 子供 た ち 
軍事 両面 を 掌 提 。 
性 で 国民 の 支持 を 取り 付け 
.C.0071 に 発表 し た 「 優 性 人 類 
時 27 歳 の 青年 が 


こう し て 公国 の 権力 を 掌握 し た ギレ ン は 吉孝 政 
府 と の 対決 と 勝利 を 目的 と し た 戦争 準備 を 推 
進 。 U.C.0079.01.03 の 宣戦 布告 を も っ て 地 
球 連 孝 と の 全面 戦争 を 開始 し た の で ある 。 し か 
し 、 政 治 に は 浴 明 な ギレ ン も 身近 な 人 問 の 心 
の 動き に は 諫 か っ : 


級 大 型 戦艦 】 


シリ ー ズ の 運 月 方 法 の ひと つと し て 立案 さ 
れ た 計画 。 コア ・ フ ァ イ ター (コア ・ ブ ロッ ク ) 
を 中 心 に A プ B パ ー ツ で 構成 され る RX シ リー 
ツ 交換 で 様々 な 戦況 に 対応 で きる 
され て いた の だ が 、 そ の パー ツ 交 換 を 


た ター の 上 空 に A プ B パ ー ツ を 搭 
但し た ガン ペリ ー が 移動 。 BーA パ - 


ツ の 順に 
パー ツ を 投下 し 、 変 形 し た コア ファ イタ ー( コ ア ・ 
ブロ ッ ク ) と 空中 で 合体 。 MS と な っ で 地上 に 


| 放 下 する と いう の が 空中 換装 の シー クエ ンス で 
ある 。 実際 、 ア ムロ ・ レ イ が 操縦 する RX-78- 
2 ガン ダム は 空中 換装 に 成功 し た と 言わ れれ て 
いる 。 し か し 、 交 戦 エ リア で 無防備 な 機体 を 晒 
す 行 為 を 畠 間 視 す る 向き も あり 、 変 形 に 伴う 
失速 の 危険 性 な ども あっ て 、 こ の 記録 の 信 泊 
性 を 疑う 者 も 多い , 


| 空 
空 
CARRIER 


宇宙 世紀 に 建造 され た 宇宙 艦船 の 中 で 、 い 
に 分 類 さ れる 艦 は ほとん ど 存 在 し な 
い 。 MS が 戦闘 の 中 心 と し て の 役割 を 示す よ 
うに な る と 、 艦 船 に は MS 発進 用 カタ バル ト や 
デッキ が 標準 装備 され 、 ほ と ん どの 戦闘 艦 が 
MS 空母 と し て の 役割 を 果たす こと に な っ た た 
る 。 同時 に 主戦 場 が 宇宙 へ と 移行 し た 
上 戦力 は 縮小 され 、 海 軍 所 属 の 空母 
も ほとん ど 見 られ な く な っ た 。 代表 的 な 空母 と し 
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て は 一 年 戦争 当時 の 公国 軍 が 保有 する ドロ ス 
級 超 大 型 空母 が 拳 げ ら れる 。 この クラ ス の 艦 
船 は 当時 の 地球 連邦 車 も 開発 し て お ら ず 、 公 
国軍 に よる MS 戦略 の 到達 点 と 言え る 軍用 艦 


| 空母] ドロ ス 約 超大 翌 空 還 は MS を 数 百 機 搭載 可能 
いい う 普 外れ た MS 運用 能力 を 有 し て いた 。 その た め 
単 交 で 作戦 動 が 充分 可能 で が )、 アパ オ アウ ー 
甘 で は HN フ ィ ー ル ド と 8 フィール ボ の 欠 条 を 担当 


ククル ス ・ ド アン | 
CUCURUZ DOAN | 


称 、 
も と も と は 公国 軍 MS パ イロ ッ ト と し て 地球 降下 
住民 抹殺 を 至上 命令 と す 
気 が 差 し て 脱走 。 難民 の 少 


と 島 に 0 3 共同 
公国 軍 の 執 押 か 
戦闘 を 行っ 
を し て いた アム ロー レイ も ドア ン に 発見 され 
詩 は その 補 虜 と な っ た と いう 記録 が 夷 さ れ て い 
る 。 主 な 搭乗 機 は MS-06J サク II! 型 


跡 か ら 逃れ る べく 仕方 な く 
に ま 偵 察 飛行 


【 ク クル ス ・ ド アン 】 ド アン に は 、 彼 を 問う 少年 少女 の 
給 を 自ら の 手 に 掛け て し まっ た と いう 邊 い 目 が あっ た . 
道 撃 部 際 と の 戦い の 量 中 、 

ロロ だ け に 打ち 明け で い 


際 LeouF | 


地下 作曲 が 計 M 
公国 軍 で は 、 汎 用 性 の 高 さ を 誇る MS-08 ザ 


ク T に 対し 、MS 同 士 の 格 同 戦 を 想 定 し た 局 
地 戦 対応 機 の 開発 が 進め られ た 。 その 中 の 1 
機 が 陸戦 能力 強化 を 主眼 に 開発 され た MS- 
07B グフ で ある 。 ザク J 型 を ペー ス に 開発 さ 
れ た 機体 は 大 型 の ジェ ネ レ ー タ ー と 冷却 問 を 
搭載 。 それ と 並行 し て 軽量 化 が 
運動 性 を 実現 し た 。 主 兵 装 と し 
ト ・ ロ ッ ド を 装備 。 また 左手 に 5 連装 フィ ン ガー 
バル カン 砲 を 内 蔵 する 。 これ ら の 武器 は 近 一 
距離 で 有効 で あり 、 根 体 の 開発 コン セプト で 
も ある 対 MS 格闘 示 で 効果 的 な 装備 と 言え る 。 


ウラ ウレ ・ ハ モン 】 ハモ ン は ソ ド ン の 街 で 
アム ロ ・ レ イ と 問 を 合わ せ で いる 。 は っ きり 
を を タキ と し て アム ロ の こと ま 


A ラル の 似 と し て 戦場 で 理 
る は 志 の 


クラ ウレ ・ ハ モン 
CROWLEY HAMON 


グラ ナダ 


| | GRANADA 


ラン パ ・ ラ ル の 愛人 と し て 知ら れる 女性 で 、 党 
に 昔 場 に 赴く ラル の 側 に 合 ん で いた 。 ラル と 
ルウ ム 戦 


の 馴れ 初め は は っ きり し て いな い が 、 
役 の ゲリラ 戦 で 彼 が ハモ ン を 助け 
け と 言わ れる (さら | ; 
の 沈 人 で あっ : も ある が 、 
で は な い )。 一 年 戦争 当時 、 
撃 の 任 を 受け た ラン バ ・ ラ ル 隊 に 同行 する 形 
で ハモ ン も 地球 に 降下 。 アジ ア 地 区 で ラル が 
戦死 する と 、 残存 部 隊 を 率い て ホワ イト ペー ス 
を 明 撃 し た 。 し か し 、 アム ロレ イ の 反撃 を 受け 
軌 す る 人 の 人 を 討つ こと は で き な か っ た 


これ も 定か 
ワイ トペ ー ス 人 


ホワ イト ペー ス を 追撃 する シャ ア ・ ア ズ ナ ブル 


コム サイ に 帰 艦 で き な : 
と の 摩 近郊 で 乗 機 ご と 燃え 尽き て いる 。 


"i 


【 ク ラウ ン 】 アム ロ ・ レ イ の 乗る RX-78.2 ガン ダム と 
違い 、 ク ラウ ン の MS-O6F ザク [F 型 に は 大 気 園 
入 能力 は 持た な い 。「 助 り て くだ さい 、 シャ ア 少 人 
礎 綿 な 叫び を 残 し 、 ク ラウ ン は 乗 機 と 運命 を 共に し た 


= 
CRACKER 


ーー 年 潜 争 時 の 公園 軍 が MS 用 に 開発 し た 手 
模 章 。 グレ ネー ド を 6 つ 組 み 合わ せ た 多 弾頭 手 
机 弾 と で も いう も の で 、 投 稿 後 、 本 体 か ら グ レ 


ネー ド 弾 が 飛散 し て 爆発 。 広範 囲 の 目標 物 を 
破壊 する よう に な っ て いる 。 


【 ク ラッ カー| ホワ イト ペー ス と 答 度 に 下る 戦 開 を 線 り 
返し た ラン バ ・ ラ ル 隊 も 、 ク ラッ カー を 用 いた と の 記 


録 が 孔 さ れ て いる 。 ガン ダム の 装甲 (ルナ ・ チ タニ ウ 
合金) を 破壊 する に は 幸 ら な か っ た が 、 相 手 を 提 
乱す る に は 午 身 の 兵 問 だ 


地球 か ら 見 る と 月 の 裏側 に 位置 する 月 面 都 
市 。L (ラグランジュ) 2、5 へ の 資源 供給 を 目 
的 と し て 建設 され 、 こ こ か ら 送ら れ た 資源 を 元 
に サイ ド 1、3 が 建造 され た 。 サイ 3 完成 後 は 
貴宏 な 資 間 を 利用 し た 工 華 都市 と し て 発展 し 
て いる 。 優れ た 生産 施設 と 港湾 施設 を 保有 す 
る た め 戦 略 上 の 重要 拠 上 と 見 な され る こと が 
多く 、 一 年 戦争 当時 は 公国 軍 の 突撃 機動 軍 
司 久 部 が 置か れ た 。 終戦 後 は 連邦 軍 の 基地 
が 置か れ 、 グ ラナ ダ は 都市 と し て より も 軍事 基 
地 と し て 見 られ る こと が 多く 、 軍 事 的 要衝 と し 
て 活用 され 続け て いる 。 
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| 


グレ ネー ド 


GRENADE 


宮 を 務め る 公国 軍 中 尉 。 ラ 
ル と は 古く か ら 行 動 を 共に し て きた 間柄 で あり 、 
ガル マ ・ ザ ビ の 似 討 ち を 命じ られ た ラル が 地球 
に 降下 する 際 に も 同 ワイ トペ ー ス と 
数 度 に 豆 る 交戦 を 行い 、 最 後に は 白兵戦 を 仕 
掛け て いる 。 その 際 に ラル と は 別 の 隊 を 率い て 
いた が 、 艦 内 突入 を 目前 に し て 銃弾 に 折れ て 
し まう 。 ラル が 自ら 前 線 で 兵 を 指揮 する タイ プ 
: の に 対し 、 ク ラン プ は 後方 で 指揮 の 補 
佐 や 提 護 を 展 け 持つ こと が 多 か - 


[クラ ンプ 】 ホ ワイ トペ ー ス の プリ ッ ジ に 取り 付い た クラ 
ンプ は 、 そ こ に 子 志 の 放 を 見 て 梅 然 と し た 。 旭 弾 
仕掛 け な がら も 子供 た ち に 下がる よう [ 

は 、 た と え 戦 争 屋 と は いえ 、 人 の 心 を 失っ て は いな い 
と いう こと な の だ ろう 。 


プラ ナダ 】 グラ ナダ は 、 地球 連邦 と 
ジオ ン 共 和 国 の 間 で 礁 戦 定 が 結 
ば れ た 場所 と し て も 知ら れ て いる 。 


模 を 誇る 工業 都市 で ある 。 一 年 戦争 開戦 直 
後 、 公 国軍 は グラ ナダ へ 電撃 的 に 侵 了 
を 占拠 し て 、 軍事 基地 化し た 。 以後 、 グラ ナダ 
に は 公国 軍 の MS 生産 ・ 実 験 施設 が 建設 され 、 
ソロ モン 、 ア ・ パ オア ・ ク ー、 グ ラナ ダ を 結 
ライ ン は 、 公 国 本 土 (サイ ド 3) を 守備 する 総 
防御 ライ ン と 定め られ た 。 


クラ ブロ ーー 
GRUBLO 


一 年 戦争 時 に 公国 軍 が 開発 し た 水中 用 MA。 
熱 核 水 流 タ ェ ッ ト を 6 其 備 え 、 無 補 絡 で 地球 を 
1 周 する ほど の 航続 下 庶 を 有 し て いた と 言わ れ 
る 。 水 の 抵抗 を 考慮 し た 機体 は 小型 の 潜水 
開 の よう な 外観 で あり 、 水 中 で の 機動 性 は 水 
陵 両用 MS を 大 きく 上 回 る 。 その 反面 、 水 中 
戦 以 外 で の 運用 方 法 は な く . 汎用 性 の な さ を 
欠点 と 見 る 向き も 多い 。 武装 と し て は 対 
イル (ブー メラ ン 状 ミサ イル ) と 魚雷 、 さ ら に 格 
闘 戦 用 の 大 型 クロ ー を 装備 する 。 主 な 搭乗 者 
は フラ ナガ ン ・ ブ ー ン 。 


UC.0080.01 01、 還 政府 は グラ 
ナダ で 符 に 部 、 一 年 
| に 上 が 本 た れ た 
| グラ ナダ 基地 グレ ー ト ・ デ ギン | 
| GRANADA BASE | GREAT-DEGWIN 
月 面 都市 グラ ナダ は フォ ン ・ ブ ラウ ン に 次 ぐ 夫 | 一 年 和 争 時 に 公国 軍 が 建造 し た グ ワ ジン 粗大 


型 戦 第 の うち の 1 令 で 、 デ ギン ・ ソ ド ・ ザ ピ ビ 公 王 
の 乗艦 。 外観 や スペ ッ ク は 他 の 同型 次 と 大 差 
な い が 、 秀 首 に 公国 の 紋 華 が 標 され 、 公 国 (そし 
て サビ 家 ) の 象 竹 と な っ た 径 で ある 。 U.C.0079 
12.30、 デ ギン を 乗せ た 本 艦 は 連邦 軍 の レビ ル 
艦隊 と 接触 し 、 和 平 交渉 の 実施 を 画策 。 し か し 
デ ギ ン の 思惑 を 雷 知 し た ギレ ン ・ ザ ビ が ・ 
レイ 先 射 を 指示 し 、 デ ギン も ろ と も 消失 し た 


【 グ レー ト ・ デ ギン 】 連 孝 軍 築 1 大 職 (レビ ル 押 隊 ) と 
の 接見 に 現れ た グレ ー ト ・ デ ギン ( 右 )。 レビ ル の 条 

直 戦 族 フ ェ ー ベ ( 左 ) と 共に 、 ソー ラ ・ レ イ 
の 光 に 飲み 込ま れ て し まう 


【 グ ラブ ロ 】 マッ ド ・ ア ング ラー 隊 k 
備 さ れ た グラ ブロ の 交戦 記録 に は ふ 
た つの 異説 が ある 。 ひと つ は 北大 西 
洋 で ホワ イト ペー ス 隊 と 交戦 し 、 ガ ン 
ベリー か ら 放 た れ た 対 深 魚 寺 の 直撃 
を 受け て 沿 破 され た と いう も の 。 も う ひ 
と つ は ガン ダム と 水中 戦 を 実行 し 、 中 
硫 ま で 追い 込ん だ が 、 克 部 * 
サー ベル の 下 撃 を 受け て 撃 磁 さ れ た 
と いう も の で ある 。 


MS 用 の 手 柚 弾 の 総称 。 歩兵 用 の 装備 を その 
まま MS サイ ズ に スケ ー ル アッ プ し た も の で 、 手 
投げ 式 の ハン ド ・ グ レネ ー ド と 専用 ラン チャ ー か 
ら 射 出さ れる グレ ネー ド ・ ラ ンチ ャ ー に 分 類 され 
る 。 マシ ン ガ ン や ビー ム ・ ラ イフ ブル と 比較 する と 
射程 距離 や 命中 率 に 劣る が 、 破 壊 力 で は 上 


回 り 、 単 続 な 構 造 で コス ト も 安い た め 大 量 生産 
され た 。 ちな み に グ レネ ー ド の 信管 は 時 限 式 も 
し く は 気圧 式 が ほとん ど で 、 近接 信 管 は まず 使 
用 され な か っ た よう ミノ フス キー 粒 


子 散布 下 で は 近接 信管 を 作動 させ る 電子 機 
器 が 記 動 作 する 危険 性 が 高い た めで ある 。 


THE BLACK TRSTARS 


公国 軍 突 撃 機動 軍 に 所 属す る 特務 小 謗 で 、 
正式 名 称 は 突撃 機動 軍 第 7 師団 筑 1MS 大 
隊 司 令 部 付 特務 小隊 と いう 。 ガイ ア 大 尉 を リー 
ダー と し て マッ シュ 中 尉 、 オルテガ 中 尉 か ら 成 る 
MS チー ム で あり 、 各 人 が エー ズ 級 の 提 技 術 
を 有 し て いた 。 彼ら の 名 が 知ら れる よ 
の は 一 年 戦争 序盤 の ルウ ム 戦 役 か ら で あ る 。 こ 
の 戦い に 参加 し た 彼ら は 連邦 艦隊 旗艦 「 ア ナ 
ン ケ 」 を 撃沈 し 、 紙 か ら 脱出 し よう と する 散 隊 総 
司令 レビ ル 中 将 (当時 ) を 捕獲 する と いう 殊勲 


特に 彼ら が 得意 と する 三 身 一 体 攻 撃 「 ジ ェ ッ ト 
スト リー ム ・ ア タッ ク 」 は 、 一 度 狙 われ る と 回 
不可 能 と 噂 され る ほど で あっ た 。 その 後 、 オ デ ッ 
サ 攻 防戦 の 最 中 に 


聞 小 陸 る の 邊 来 と し て は 、 松 ら の ノー マ 
ルス ー ツ が 黒い タイ プ で あっ た た め と する 説 と 、 乗 
を 黒く 送っ て いた た め と する 説 の 2 種類 が ある 。 どちら 
が 正しい 説 で ある か は 不明 


グ ワ ジン 級 大 型 戦艦 


GWAZINE CLASS BATTLESHIP 


一 年 戦争 時 に 公国 軍 が 建造 し た 大 型 戦 秋 。 
当時 の 連 孝 宣 の 主力 戦艦 で ある マセ ゼラ ン 級 を 
上 回 る 火力 ・ 装 甲 ・ 航 続 下 難 を 有 し 、 当 時 の 
宇宙 戦艦 に お ける 最高 峰 と 詞 わ れ た 。 最も 一 
般 的 な デー タ で は 全長 294m、 2 連装 メガ 粒子 
砲 3 門 、 2 軍装 機 鉱 10 門 と ある が 、 全長 440m 
と いう 同型 和 工 の 存在 も 確認 され て お り 、 正 確 な 
は 未だ 謎 の まま で ある 。 最も 名 の 知れ た 
艦 は デ ギ ン ・ ソ ド ・ ザ ビ の 乗艦 「 グ レー ト ・ デ ギ 
ン 」 で あり 、 そ の 他 に も 「 グ ワラ ン 」 「 グ ワリ ブ 」「 ア 
サル ム ] 「 グ ワ デン | な どの 同型 艦 が 存在 する 


ヴ ワ ジ ン 起 大吉 肖 抜きん出 た 性 能 を 誇る ダ ワ ジ 


級 大 翌 戦 能 だ が 、 一 年 戦争 中 に その ほとん ど が 
沈 、 も し く は 行方 不明 と な っ た 。 戦後 も 運用 が 確 
記さ れ て いる の は 、 アク シズ へ と 授 げ 廷 び た [アサ ル 
ム 」 と 、 デラ ー ズ ・ フ リー ト の 放散 と な っ た 「 グ ワ デ ン 」 
の み で ある 。 


衣 軸 ・ サ ン ライ ズ 
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2 ワシ ジ / 
CUARAN 
年 争議 、 公 国軍 の 発動 し た 地球 
旗下 作戦 ] に よっ て 多数 の 公国 軍部 隊 が 地 


球 に 降り 立っ た 。 クワ ラン 夏 長 も その ひと り で 
ある 。 U.C.0079.10、 彼 が 隊長 を 務め る 辺境 
パト ロー ル 隊 は 、 偶 右 に ホワ イト ペー ス 隊 と 遭 
過 。 クワ ラン の 提案 で 、RX-78-2 ガン ダ 
時 限 灯 弾 を 仕掛 ける と いう 決死 の 作戦 が 実行 
小型 ホ パ ー・ ク ラフ ト = ワ ッ パ で ガン ダ 
ム に 接近 し た クワ ラン た ち は 、 機 体 に 計 6 個 の 
功 。 ぁ と は 絡 発 
た が 、 ア ムロ ・ レ イ の 命 衝 け 
の 行動 で 爆弾 は 失 去 され て し まっ た 。 


GWARAN 


ドズル ・ ザ ビ 率 いる 公国 軍 宇 宝 攻 軸 軍 に 所 属 
する グ ワ ジン 級 大 型 間 弘 。 宇宙 攻撃 軍 の 族 
能 で ある 。 U.C.0079.12.24 に 発生 し た 
モン 攻防 戦 に お 地球 連邦 軍 第 2 連合 艦 
隊 (ティ アン ム 能 隊 ) 


月 面 都市 


MOON CITY 


宇宙 世紀 初頭 、 ス ペー ス ・ コ ロニ ー に 先 


と いっ た 都市 が 続々 と 建設 さ 


月 は 人 間 の 
生活 の 場 と し て の 地位 を 確立 し た 。 さら に 月 に 
は 核 融合 の 燃料 で ある へ リ 
種 レア メタ ル が 埋蔵 され て : 
資材 の 採 所 基地 と し て も 大 し B 
に 新規 コロ ニー 開発 は 凍 
その 後 も 月 面 都市 は コロ ニー と 地 


| ゲル ググ 
GELGOOG 
公国 軍 が 一 年 戦 希 末期 に ロー ルアウ ト し た 人 
作 機 。 ZEONIC 開発 され て いる が 、 


准 進 意 は ZIMMAD 社 、 ビ ー ム ・ ラ イフ ル に は 
MIP 社 が 参加 し て お り 、 公 国 宣 の 総力 を 結集 
し た 主力 MS 公国 軍機 と し て は 初め 
て 携帯 型 ビー ム ・ ラ イフ ル を 標準 装備 。 さら に 
シー ルド と ピー ム ・ ナ ギ ナ タ (また は ビーム サー 
ベル) を 搭載 し 、 高 い 白兵戦 能力 を 発揮 し た 
その 吉 村 反応 炉 ジェ ネ レ ー タ ー の 出力 は ガ 
ンダ ム を も 上 回 っ て ! し 一 部 の 先行 
量産 型 を 除く と 、 
戦争 末期 の ア ・ パ 
し か も の 


ウー 攻防 戦 で あっ た 。 
は 刺 練 パ イロ ッ ト が 


ゲル ググ クリ (イェ ー ガ ー) や ゲル ググ M( マ リー 
修 機 や 戦後 に 開発 され た 後継 機 
ガル バル ディ B、 リ ゲル グ ) な ど 、 本 機 が MS 
開発 史 に は 極め て 大 きい 。 


ゲル ・ ド ル バ バ 照準 


一 年 戦争 未 期 に 公国 軍 が 使用 | ・ レ 
公国 軍 は 連邦 軍艦 張 が 
R に 分 前 し て 行動 し て いる と の 情報 を 入手 
し て お り 、 そ の ひと つ に 対し て 便宜 的 に 付け ら 
準 名 が 「 ゲ ル ・ ド ル バ | で ある (残り ふ 
た つの 照準 名 は 不明 ) 


Cc 


ココ Fe チェ 
CORE CHANGE 


形 (また は その 逆 の 変形 ) を する 際 の 
連 の 動作 を コア ・ チ ェ ンジ と 呼ぶ 。 変形 に 要 
する 時 間 は 極め て 短い た め 、 空 中 で の 変形 と 
それ に 続く A プ B パ バー ツ と の 合体 (空中 換装 ) 
も 可能 と され て いる 。 た だ し 変形 に よる 失速 や 
中 の 補 弾 など を 考慮 し て 、 通 常 は ホワ イト 
ペー ス 内 で 変形 ・ 合 れ が 多い 
ちな み に RX シ リー ズ 以 外 の コア ・ フ ァ イ タ ー も 
合体 時 に は 変形 する が 、 その 動作 が コア ・ チ ェ 
ンジ と 呼ば れる こと は な か っ た よう で ある 。 


が 


a i 
CORE FIGHER 


ーー 年 戦争 時 に 連邦 軍 が 開発 し た RX シリ ー ズ 
の コク ビッ ト ・ モ ジュ ー ル に な る ユニ ッ ト 。 ブロ ッ 
ジ ) する こと で 、RX 
シリ ー ズ の 中 枢 パ ー ツ と な る 。 航空 機 と し て も 
優れ て お り 、2 連 装 30mm パ ルカ ン X2、4 連 
半 空 対空 ミサ イル x2 を 対 備 。 公国 軍 の ドッ プ 
や ルッ グン を 相手 に 互角 以上 の 空中 戦 を 展開 
し た 。 し か し 、 通 常 の 戦闘 機 と 比べ る と 火力 や 
航続 下 苑 に 劣 り 、 後に 強化 案 と し て コア ・ ブ ー 
スタ ー が 開発 され た 。 主 な 挫 例 者 は アム ロ ・ レ 
イ 、 リュ ウ ・ ホ セイ 、 ハヤ ト ・ コ パ 


| コア ・ ブ ー ス ター 
| CORE BOOSTER 


一 年 戦争 時 、 多 目的 戦闘 機 と し て 高い 汎用 
機体 サイ ズ 
め 、 航続 下 離 や 火力 面 で 満足 
で きる 結果 を 残せ な か っ た 。 そ こ で これ ら の 欠 
点 を 克服 すべ く 開 発 され た ブー スタ ー 兼 起 装 
ト が 、 コ ア ・ ブ ー ス ター で ある (通常 は コ 
ア ・ フ ァ イ ター と 合体 し た 状態 を この 名 称 で 呼 
)。 莉 核 ハイ ブリ ッ ド ・ エ ンジ ン と プロ ペラ ント ・ 
タン ク を 搭載 する コア ・ ブ ー ス ター は 、 全 長 は 
コア ・ フ ァ イ タ ー を 上 回 の の 、 大 気 国内 
外 で 高い 運動 性 と 硬 性 を 発揮 。 また 直面 
で は メガ 粒子 砲 を 2 門 搭載 し 、MS と の 戦闘 に 
も 充 9 きる よう に な っ て いる 。 主 な 搭 
乗 者 は セイ ラ ・ マ ス 、 スレ ッ ガ ー・ ロ ウ 。 パリ エー 
ショ ン 機 も 開発 され て お り 、 迎 没 機 仕様 の コア ・ 
ー ス ターI[ イン ター セプト タイ プ や 爆撃 機 の 
ジェ ッ ト ・ コ ア ・ ブ ー ス ター な ど が ある 


コア ・ ブ ー ス ター 005 号 機 
| CORE BOOSTER 005 

スレ ッ ガ ー・ ロ ウ が 搭乗 する コア ・ ブ ー ス ター で 」 
機体 ナン バー 「005] が 付け られ て いる 。 本 機 
は ジャ ブロ ー に 寄港 し た ホワ イト ペー スズ に 追加 
配備 され 、 同 じ く ジャ ブロ ー か 5 補充 兵 と し て 配 
属さ れ た スレ ッ ガー の 機体 と な っ ; 後 、 ソ 


イル で コク ビッ ト を 破壊 され な が ら も ビグ ・ 
ト 当 た り を 行い 、 後 続 の ガン ダム に 攻 
撃 の チャ ンス を 与え る の に 成功 。 だ が 、 こ の 戦 
いで 機体 は 失わ れ 、 スレ ッ ガ 自身 も 戦死 し た 。 


華々 し い 最 期 を 送 


か 


| コア ・ ブ ー ス ター 006 号 機 


| CORE BOOSTER 006 


EN 
| SOVEREIGN | 


| コ ズ ン ・ グ ラ ハ ム 


セイ ラ ・ マ ス が 搭乗 し た コア ・ ブ ー ス ター で 、 機 
体 ナ ン パ ー[006] と [SAYRA] の 文字 が 付け 
られ で いる 。 本 機 は 、 オ デ ッ サ 作戦 中 に マチ ル 
ダ 隊 が ホワ イト ベー ス に 運搬 し た も の で 、 そ れ 
以降 、 ホ ワイ トペ ベース 隊 の 新 戦力 と し て 用 いら 
れ た 。 地球 か ら 宇宙 まで さま ざま な 戦場 で 繰り 返 
し 実戦 を 行い 、 後 に 続く 航空 戦力 の 開発 に 中 
重 な デ ー タ を 残し て いる 。 最後 に は ア ・ バ オア ・ 
クー 攻略 圭 で 社 弾 し 、 要 震 内 部 に 不 時 落 。 そ 
の まま 要 寄 の 爆発 に 巻き 込ま れ て 消失 し た 。 


| コア ・ フ ロッ ク | 
| CORE BLOCK 


RX シリ ー ズ の コア ・ フ ァ イ タ ー が MS バー ツ と 
形 し た 状態 を 指す 。 機 首 と 
尾 豚 を 折り 畳み 、 コ ン パク ト な 形状 を 取 
で MS 内 部 へ の 収納 を 可能 に し て いる 
この 状態 で も 短 時 間 な ら 飛 行 可 能 変形 
に よっ て 戦闘 模 と し て の 機能 は 失わ れる の で 、 
短 時 間 で 合体 する 必要 が ある 。 


【 コ ア ・ ブ ロッ ク 】 が ンダ ム が 空中 換 寺 
まず 飛行 中 の コア ・ フ ァ イ タ ー が コア ・ ブ ロッ ク 
形 (コア ・ チ ェ ン ジ ) する 。 この 後 、B パ ー ツ ーA パ ー 
ツ の 順に 合体 し て 最終 的 に MS 形態 に な る 


| コア ・ ブ ロッ ク ・ シ ステ ム 
| CORE BLOCK SYSTEM 


RX シリ ー ズ に 導入 され た 特殊 機構 。 小型 戦 
闘 機 (コア ・ フ ァ イ タ ー) か ら 変形 し た コク ピッ ト ・ 
モジ ュー ル (コア ・ ブ ロッ ク ) が 制御 中 枢 と な り 、 
MS を 運用 する と いう も の で ある 。 コア ・ ブ ロッ 
ク が 脱出 カプ セル と な っ て パイ ロッ ト の 生存 率 
を 高め る ほか 、 内 茂 さ れ た 教育 型 コン ビュー 
ター が 理 闘 情報 を 記録 し て いる た め 、 緊 多 時 
の デー タ 回 収 も 容易 に な る と いう 利点 が ある 。 
MS 開発 で 公国 軍 に 遅れ を 取り 、 パ イロ ッ ト の 

不足 に 悩ま され た 


た デ ギ ン は 、 首相 で 
ズム ・ ダ イク ン の 死後 、 自 ら が そ 
尊い だ 。 そし て U.C.0069.08.1 
布 し た 「 公 国 宣言 」 に よっ て 共和 国 を 公国 に 
行 させ る と 、 公 王 の 地位 に 就き 、 ザ ビ 家 に よる 
午 赤 体制 を 確立 する 。 し か し 、 明 男 の ギ レン が 
頭角 を 現す と 表 舞台 か ら 退 いた た め 、 実 質 的 
な 権力 は ほとん ど な い 介 微 的 存在 で あ 


ワイ トペ ー ス に 乗 能 し た 避 民 の 少 
年 。 「 夫 の 故 名 で ある セン ト ・ ア ンジ ェ を 子 1 


ー] 公国 軍 の パム ロ ( 左 ) か ら 「 強 い 男 に 
て 、 還 きん を 守っ て や れ よ ] と 頭 
中 央 下 )。 少年 に 


コク ピッド 

| cockPiT | 
旧 世 紀 で は 航空 機 の 操縦 室 や レー シン グ カ ー 
の 運転 席 を 指す 言葉 、MS の 台頭 以 


来 、 パ イロ ッ ト が 搭乗 する 空間 を 含む MS の 操 
継 席 を 指す こと が 多い 。 MS の 控 終 は 基本 的 
に 左右 の レバ ー と フッ ト ・ ペ ダル で 行わ れれ 、 こ 
れ は 時 代 が 移り 変わ っ て も 共通 の デバ イス と 
る 。 それ と は 対照 的 に モニ タリ ング 系 は 大 

幅 な 進歩 を 遂げ 、 特 に U.C.0079 年 後半 か ら 

研究 が 進め られ た 全 天 周 囲 モ ニタ ー は 急 

普及 。 以降 、 スタ ンダ ー ド な 装備 と し て ほとん ど 
| の 機体 に 採用 され た 。 


ラン パ ・ ラ ル 隊 に 所 属す る MS パイ ロッ ト で 、 
階級 は 少 球 。 ラル と 共に ホワ イト ベース を 人 区 
し て いる 最 中 、 セ イラ ・ マ ス が 操 縮 する ガン ダ 
ム の 捕獲 を 試みる が 失敗 。 送 に アム ロ ・ レ イ 
が 操る ガン キャ ノン と 格 開戦 の 未 、 捕 虜 と な っ 
て し まっ た 。 し か し 陳 を 見 て 独房 か ら 脱出 し た コ 
ズン は 、 授 信 室 に 立て こも る と ホワ イト ペー ス 
その 後 、 艦 外 へ の 脱出 
パ ズ ー カ の 爆発 に 巻き 込ま れ て 
な 搭乗 機 は MS-06J ザク I 
み に 彼 こそ が 、 ホ ワイ トペ ー ス に 足 を | 
路 み 入れ た 最初 の 公国 軍人 で ある 。 


| 
COZUN GRAHAM | 
| 
| 


公国 軍 初 の 量産 型 水 陸 両 用 MS。 水冷 式 の 
冷却 機関 を 採用 し た こと で 、 従 来 機 よ り 冷 却 
効率 が 向上 より 大 出力 夫 村 反応 炉 が 
搭載 で きる よう に な り 、 偏 向 型 メガ 粒子 多 の 内 
戴 が 可能 と きら に 両院 に 計 備 され た ア 
イア ン ・ ネ イル は 格闘 戦 で 有効 な 武器 と な り 、 
| 水陸 両用 機 で あり な が ら 高い 陸戦 性 能 を 芸 
揮 。 頭 部 の マル チ プ ル ラ ンチ ャ ー は 信号 弾 な ど 
の ほか 、 フ リー ジー ヤー ド と 呼ば れる 水中 用 防 
御 兵 器 を 屋 義 で きる 。 一 方 、 水 の 抵 拓 と 硬 庄 
性 能 を 考 載 し た ボディ は 卵 移 で 四 凸 の 少な い 
形状 を し て お り 、 高 い 耐 弾性 能 も 有 し て 
の ち に 開発 され た ズゴック と 比較 する と 総合 性 
能 は 決し て 高く な い が 、 ゴ ッ グ の 稼働 デー タ は 
ハイ ゴッグ を は じ め と する 一 連 の 機体 開発 に 転 
用 され た 。 その た め MS 開 発 史 の 観点 か ら 見 れ 
ば 、 重 要 な 意味 合い を 持つ 機体 と 言え よう 。 


ロッ ピッ ト 】 Rx シリ ー ズ で 


お ける 連 孝 軍 参 謀 本 部 付 の 提 音 
ジャ ブロ ー ま で 公国 軍 に 追尾 され 
ー ズ を 「 永 吉 の 厄介 者 ] と 主 し 、 第 
13 独 立 者 隊 に 配属 し の 部 隊 は 固 専 門 


の 部 隊 で あり 、 配 属さ れ た 艦 も ホワ イト ペー ス 
1 艦 の み 。 つま り は 体 の いい 厄介 払い だ っ た 
この 役 遇 の 裏 に は ゴ ッ プ と レビ ル に よる 軍 内 の 
派閥 抗争 が あっ た と され で いる 」 


| コノ リー 
| connoLLy 


マッ ド ・ ア ング ラー 隊 所 属 の 下士 官 で 、 フ ラナ 
ガン ・ ブ ー ン の 副官 で も ある 。 それ ほど 目立た 
な いな が ら も 常に ブー ン を 補佐 し 、 割 官 と し て の 
役目 を 忠実 に 果たし た 。 また 、 時 に は 自ら 変装 
し て 前 線 に 赴く と と も あっ た よう で ある 


ュー 
COMILLY 


アム ロ ・ レ イ が 宇宙 に 移り 住む 以前 、 地球 で 
らし て いた 頃 の 幼なじみ : 
ムロ と よく いっ し ょ に 遊ん で い 
公園 軍 の 空 器 に よっ て 命 を 落と し て し まっ た 。 


コミ リー の 母 


COMILLY'S MOTHER 


アム ロ ・ レ イ が 故 統 の 町 に 戻っ た 時 | 
人 。 連邦 軍兵 士 を 相手 に 食料 を 売 
生計 を 立て て いた が 、 代 金 を 払 お うと し な い 兵 
土 も 多く . その 生活 は 苦し か っ た よう 


14-31 


機動 戦士 ガンダム 


GLOSSARY 


| 還 還 
COMMU 


[コミ ュ 】 主 に 公園 軍 東 ヨー ロッ (電線 
に 配備 き れ 、 マ ・ ク ベク 人 (は 当 
時 ) の 副官 で ある り ラ ガン 中 尉 が 、 ラ 

ルル 大尉 に 科 給 不可 能 の 皆 を 
伝え る 只 に 利用 し た 


崎 う 巨大 民生 企業 で ある 。 スペ ー 
ー は 生活 の 場 と な る 重要 な も の な の 
公社 の 業務 は ほか の すべ て の 業務 を 置い 
て 優先 され る 。 また 戦時 中 て 


コム サポ 


KOMUSAI 


| コロ ンプ ス 級 宇宙 輸送 | 


| COLUMBUS-CLASS TRANSPORTER 


コミ ュ 連 絡 機 と も 呼ば れる 、 公 国軍 の 地上 用 
小型 連絡 機 。 垂直 離着陸 機 (VTOL) で 、 機 
体 後部 の ロー ター を 使っ て 浮上 し 、 ジェ ッ ト ・ エ 
進 す る 。 武装 は な い の で 、 あ くま で 
| 用 され る こと が 多い 


ホワ イト ペー ス 隊 を 追撃 する シャ ア ・ ア ズ ナ ブ 
ル に 、 ド ズル ・ ザ ビ が 送っ た 捕 充 兵 の ひと !。 
大 気 軸 突 入 直前 の 戦闘 に 参戦 し た が 、 機 体 
に ガン ダム ハン マー の 直撃 を 受け て 戦死 し た : 


ロム | 自 可 が 小 し 
ある / パ イロ > ト 。 し 


が ら も 戦い を 続行 し た 
ガン ダム の 前 に 敗れ 夫 


コム | 


KoM | 


し ガン ペリ ー 内 に は ガン ダム も 搭載 さ 
それ に 気付 か ず に 機体 撃 如き 


pe 


ト ・ パ ッ ク で 部 脱 す る フラ ウ 
右 ) は 、 途 中 で コム (を ) と 目 が 合い 、 ウイ ンク を 
し て 見 せ た 。 思わ 展開 に コム は 真っ 赤 に な る 


は 落 中 邊 の 宙 流 と 地 交 変 9 
に 電子 か * ラ の 正 像 

送 さ れる よう 設定 

貨 重 な 映像 が 伝 


公園 軍 の ムサイ 組 軽 色 洋 艇 の 紙 首 に 接続 
れ た 大 気 國 突 入 カプ セル 。 ザク を 最大 で 2 機 
搭載 で きる ペイ ロー ド を し 、 大 気 国内 外 を 結 
簡易 輸送 機 と し て 利用 され た 。 た だ し 自力 で 
地球 の 重力 を 振り 切る だ け の 加速 性 能 は な く 、 
軌道 上 に 移動 する に は 大 型 カ タバ ルト (マス ・ 
ドラ イ バ ー) や 外 付け ブー スタ ー を 必要 と する 


【 コ ムサイ 】 個 導 雪 軍 替 力 園 外 へ の 脱出 
図 ろ うと する コア し 、 シ ャ ア 
イ で 店 撃 を 図っ た 


人 天上 上 大 の 6 Akm. 
全長 30km を 超え る スペ 
弾 と し て 、 地 青 (な いし 月 ) に 落下 させ る 

の 質量 が 地表 に 落下 し 


分 に も 相当 する 。 落着 地点 と その 周辺 が 壊 減 
的 な 禄 宙 を 杜 る だ け で な く 、 牙 星 規模 の 環境 
破壊 ( 地 井 変動 や 異常 気象 、 地 軸 の 歪み や 
自転 速度 の 変化 な ど ) が 引き 起こ され る こと | 
な り 、 人 的 ・ 物 的 被害 は 計り 知れ な いも の に 
な る 。 その 影響 の 大 き さ か ら 当 初 は 何 喝 手段 
し て 使わ れる と 予想 され て いた の だ が 、 一 年 戦 
争 緒 載 に お いて 、 初 め 
に 移し た 。 その 後 の 戦 
実行 され 、U.C.0093.08 ま で 
月 に 1 基 が 落下 し て いる 。 史 
と し 以降 、U.C.0083.11 に 公国 軍 
ラー ズ ・ フ リー ト に より 北米 大 陸 ワ シン トン 州 ウィ 
ル バ ー に 、 U.C.0087.08 に ティ ター ンズ 

て 月 に 、 UC.0088.10 に ネオ ・ 
タブ リン へ と 「 コ ロニ ー 落 と し . 


一 年 埋 争 時 に 地球 連 孝 軍 が 開発 し 、 実 較 投 
入 し た 宇宙 輸送 第 。 両 航 側 が コン テ ナ ・ ス ペ - 
お り 、MS1 個 中 隊 (MS を 50 機 搭 

も ある ) と 作戦 物資 を 搭載 運 


大 量 に 建 され 、 PE 「 星 一 号 
作戦] の 支援 艦 と し て 用 いら れる こと ( 
ソロ モン 攻略 戦 に 投入 され た ソー 
を 構成 する 400 万 格 (40 万 枚 と す 
の ミラ ー を 運搬 し た の が 、 コ ロン ブス 級 宇宙 輸 

能 体 の ほとん ど が ペイ ロー ド で 古 


ス 六 宇宙 答 送 和 】 「 星 一 号 作 埋 ] の 支援 
う コロ ンプ ス 宇宙 電送 艇 


国軍 が 開発 し た NT 用 MA ブ 
ラウ ・ ブ ロ の パイ ロッ ト の ひと り 。 サイ ド 6 直 域 
で の 軍用 飛行 中 に 機関 部 に 不調 を 来たし た ブ 
ラウ ブロ は 小惑星 に 身 を 潜め て いた 。 その 時 、 
に も 哨戒 任務 中 の ガン ダム が 接近 し た の 
居 え た コワ ル が 砲 撃 を 仕掛 け ; に 
発見 され て し まっ た 。 その 結果 、 大 た 抵抗 も 
いま ま 、 中 破 さ せら れ て し ま 


一 年 半 名 時 ( 


【 コ ワル 】 コワ ル ( 右 ) の 注 聞 な 攻撃 に 、 技 術士 宮 の 
左 ) は [馬鹿 め が 。 な ぜ 撃 っ た の 
彼女 に と っ 7 ロ の 


コン スコ ン 
CONSCON 


ー 年 戦争 に お ける 公国 軍人 で 机 幸 は 林 。 
ドズル ・ ザ 中 将 か ら の 信望 も 重い 式 人 で あ 
リ 、 戦争 初期 か ら 宇宙 攻撃 軍 の 中 】 

物 と し て 活躍 し た 。 そん な : 
成り 上 が り の 若造 で ある シャ ア 
快く 思わ な 


そし て シャ ア | 
つべ く 、 ド ズル が 編制 し 
ン 機動 態 隊 ) の 指揮 を 執っ た が 、 ガ ンダ ム を 駅 
る アム ロレ イ に よっ て 乗 秀 ( チ ベ 組 高 速 重 巡 
と 撃破 され て し まっ た 。 歴戦 の 武人 も 
ワイ トペ ー ス の 
また 


か ぶ 個 人 所 有 の 浮き ドッ 


に 向かう ホワ イト ベー ス を 追撃 し た らし い 


ロン スコ ン 】 ドズル 中 桂 の 下 に いた か と 思え ば 、 今 
度 は キシ リア 少 特 の 配下 に いろ 。 自分 を みっともない 


上 た し て 相手 に 拉 味 を ぶっ 0 
ャ ア は 「 若 者 を 


| コン スコ ン 機 動 部 隊 
| CONSCON MOBILE FORCE 


ドズル ・ ザ ビ が コン スコ | 令 と し て 編制 し た 
第 隊 。 その 目的 は サイ ト G 額 空 に 入っ た ホワ イ 
ス の 尼 減 に あっ た 。 艦隊 編制 は チ ベ 級 
高速 重信 洋 艇 を 旗艦 と し 、 ム サイ 級 軽 巡 洋 艇 
3 隻 、 リ ッ ク ・ ド ム 12 機 と いう も の で 、 これ は 最 
新鋭 第 が 相手 と は いえ 過 分 と も 言え る 戦力 で 
あっ た 。 その た め コン スコ ン は 音 闘 前 か ら 勝利 
を 確信 し て いた らし い が ガン ダム 1 機 に 
リッ ク ・ ド ム 9 機 を 撃破 され ) で ある 。 


| トリ ズム | 


U.C.0046 に ジオ ン ・ ズ ム ・ ダ イク ン が 唱え た 
思想 で 、「 サ イド 国家 主義 ] 「 宇 宙 国 家主 義 ] と 
も 言わ れる 。 当時 、 総 人 口 の 40%4 以 上 が 宇 
軍 移 民 を 空 了 し 、 コ ロニ ー は 人 頼 の 生活 の 場 と 
し て の 地位 を 確立 し つつ あっ た 。 し か し コロ ニー 
に て ぉ ら ず 、 す べ て の コロ ニー 
(と コロ ニー 群 で ある サイ ド ) は 地球 に 居 を 構 
える 較 邦 政府 の 政治 的 な 支 本 下 に あっ た の で 
ン は コン トリ ズム を 
提唱 。 各 サ イド が 地球 の 植民 地 的 な 地位 か ら 
脱し 、 連邦 を 構成 する 国家 と し て の 目 治 権 を 獲 
得する こと で 政治 的 ・ 経 済 的 な 自立 を 図る ペ 
きだ と 訴え うな 主張 は 宇宙 移民 の 開 
始 直後 か ら 多 く の 人 々 に よっ て な され て いた 
ジオ ン は 地球 を 不可 侵 の 聖地 と 定め る 「 エ レス 
ム 」 を コン トリ ズム と 独自 に 結合 させ 、 ス ペー ス 
ノイ ド を 中 心 に 絶大 な 支持 を 集 
引 的 に 、 全 人 類 が 宇宙 の 民 と な り 、 
人 類 の 革新 た る ニュ ー タ イプ が 
| ジオ ニズム | 思想 へ と 発展 させ た の で ある 


自ら の 思想 を 実践 すべ く 
自治 権 動 を 結 


pi | re 


れ た コロ ニー 群 (サイ ド 1) の 通称 で ある 。 全部 
で 7 つ あ る サイ ド の 中 で も 最初 期 に 建設 され た 


も の で あり 、 宇宙 移民 の 足 哲 か り と し て 発展 し 
た 。 し か し 、U.C.0079.01.03 に 勤 発し た 一 
年 戦争 の 緒戦 に お いて 、 公 国軍 の 電撃 的 な 
攻撃 を 受け て 壊 減 し て いる 。 


| 事 き a 8 | 


| PSYCHO WAVE 


ニュ ー タ イブ が 発する 特殊 な 捕 神 濾 で 「 感 店 
波 」 と も 言わ れる 。 継続 的 な 緊張 状態 に 置か 
れ た ニュ ー タ イプ が サイ コ ・ ウ ェ ー ブ を 発する 
て 発見 され 、 こ の 

・ 制 御手 段 と し て 応用 し た も の 
が サイ コミ ュ ( サ イコ ・ 


め 、 戦 場 に お ける 理想 的 な 通信 手段 と 考え 5 
れ た 。 また サイ コミ ュ を 媒介 と し て サイ コ ・ ウ ェ ー 
プ を 伝え た 場合 、 ひ と り の ニュ ー タ イプ が 複数 
の 機器 を 同時 に 制御 可能 な こと も 立証 され た 。 
その た め サ イコ ・ ウ ェ ー ブ は 兵器 に 応用 され 、 ビ ッ 
ト や ファ ン ネ ル と いっ た 遠 隅 攻 撃 デ バイ ス の 制 
御 に 用 いら れる こと に な っ た の で ある 


人 象 も 確認 され て いる 。 一 年 戦争 に お いて アム ロ ・ し レ 
イ は 厳 パ イロ ッ ト の ララ ァ ・ ス ン と 交感 状態 に 入り 
騙 間 的 に お 互い を 理解 し 合っ た と いう 


| サイ コミ ュ | 


| PSYCHOMU 


サ 


ニケ ー タ ー の 路 称 で 、 
ステ ム と も 言う 。 一 年 戦争 時 、 公 | 
託 と し て 設立 され た フラ ナガ ン 機関 が 開発 し た 
シス テム を 指す 。 基本 的 に は ニュ ー タ イプ が 発 
する 特殊 な 精神 波 (感応 波 ) を 受信 し 、 機械 本 
する イン ター フェ イス で ある 。 サイ コミ ュ を 
導入 する と 短 時 間 で 大 量 の 情報 伝達 が 可能 
に な り 、 ニ ュー タイ プ の 意思 を 直接 的 に 操 継 系 
統 に 反映 させ る こと が で きる 。 つ まり 機体 の 反 
応 加 度 を 飛 忠 的 に 高め られ る の で ある 。 さら に 
ひと り の ニュ ー タ イプ が 同時 に 複数 の 機器 を 操 
作 で きる よう に な り 、 無 人 攻撃 デパ イス (ビッ ト や 
ファ ン ネ ル ) の 発達 に も 貢献 し た 。 これ ら の 特 
微 を 路 ま えた 上 で サイ コミ ュ は MS の 制御 系 に 
導入 され 、 多 く の サ イコ ミュ 搭載 MS (NT 専用 
MS) を 生み 出す こと と な っ た 。 ちな み に 初 期 の 
: る 情報 伝達 を 行っ て い 


こと で 無線 コン トロ ー ル が 可能 に な っ た 。 その た 
め ミ ノ フ スキ ー 通 信 シ ステ ム を 含む サイ コミ ュ を 、 
サイ コミ ュー シス テム と 呼ぶ 場合 も ある 。 開発 
当初 の サイ コミ ュ は シス テム 自体 が 巨大 な も の 
と がり 、MS に 搭載 する の は 不可 能 だ っ た 。 そこ 
で 、 初 期 の サイ コミ ュ は 、 ブ ラウ ・ ブ プロ や エル メ 
ス と いっ た 大 型 MA を 中 心 に 搭載 され て いる 。 


| サイ コミ ディ シス テム | | 
| PSYCHOMU SYSTEM | 


ー (サイ コミ ュ ) の 発展 
ー タ イプ が 発する 
信 を 介し て 行う 
(、 無 株 コン トロ ー ル を 可能 に し た 。 ビッ ト 
や ファ ン ネ ル と い 人 攻撃 デパ イス は 、 サ 
イコ ミュ ・ シ ステ ム に よっ て 制御 され で いる 。 


最終 防衛 ライ ン 
FINAL DEFENSE LINE 


一 年 戦争 時 に お いて 公国 軍 が 設定 し た 本 土 
防衛 ライ ン 。 月 面 都市 グラ ナダ ー 呈 宙 要 者 ア 
パオ ア ・ ク ーー 宇宙 要塞 ソロ モン の 3 拠 
結ん だ も の で 、 サ イド 3 へ の 侵攻 を 阻止 する 防 
衛 線 と し て 機能 し た 。 地上 より も 立体 的 な 行 
動 が 可能 な 宇宙 空間 に お いて 直線 的 な 防衛 
線 が どれ だ け 有 効か 疑問 視 す る 向き も ある が 、 
補給 物資 や 支援 部 隊 の 配置 、 ま た 友軍 と の 
合流 タイ ミン グ を 加味 する と 、 宇 宙 舶 の 経路 は 
意外 と 限定 され や すい も の で ある 。 この 最終 
防衛 ライ ン は サイ ド 3 へ の 侵攻 経路 を 断ち 切る 
に 適切 な も の で あり 、 連 邦 軍 と し て は 防衛 
線 の 一 角 を 月 すこ と が 意 務 と され た の だ っ た 。 


イン 】 最終 防衛 ライ ン の 一 角 を な す ソ ロ 
了 球 連邦 定 は 、 サ イド 3 に 保 衣 すべ く 

ア ・ パ オア 
足掛かり に 公国 宣 本 国 へ と 進軍 する も の で あり 
の 最終 防衛 ライ ン の 謝 壊 を の で も 


連邦 政府 の 宇宙 移民 政策 の 一 環 と し て 建設 
され た スペ ー ス ・ コ ロニ ー は 、L (ラグ ラン ジュ | 
0 一 60 基 が グル ー プ と な っ て 設置 さ 


イド に は 建設 順に 番号 が 付け られ 、U.C.0078 
サイ ド 7 へ の 移民 が 開始 され た 。 また 各 サ 
イド に は 通称 が 付け られ て いる 。 それ ぞ れ の 通 
称 は 以下 の と お り 。 


リア の ー 
ーー 11 = 
* サ イド 3.4.6 は 一 年 後に 改名 され た 。 


し (ラグ ラン ジュ ) 5 に 建設 され た スズ 
ニー の 人 回 を 所 す 名 称 で 、 通称 「 ザ 


生れ た 素材 を マス ドライバ 
イド 百 域 に 射出 する と いう 方 法 が 用 いら れ た ) 
UCO0079.01.03 に 勤 発し た 
る 電撃 的 な 優 
再生 計画 ] 


し (ラグ ラン ジュ ) 4 に 建設 され た スペ ー ス ・ コ ロ 
の 集団 を 指す 名 称 で 、 通 称 「 ハ ッ テ 」。 サイ 


ド 1 同 様 、 一 年 戦争 で は 公国 軍 に よる 電撃 的 
な 侵攻 に より 壊滅 し た が 、「 コ ロニ ー 再 生計 画 」 
に よっ て 復興 し た 


| サイ ド ら ・B バ ンチ 
SIDE 2 8BANCH 


U.C.0079.01.03 ご 10 ま で の 「 一 週間 戦争 
に お いて 、 公 国軍 の コロ ニ 


ダー 前 部 が オー スト ラリ ア の シド 
落 。 後部 も 細か い 破 片 と な っ て 地球 全域 に 
り 注い だ 。 この 結果 、 地 球 は 激烈 な 環境 異変 
に 見 舞 わ れる こと どり ‘DT ある 


ニー の 集団 を 指す 名 称 で 、 肖 称 「 ム ンジ |。 
球 か ら 最も 遠く 離れ た 場所 に 位置 し て いて 、 
の 立地 ゆえ ジオ ン ・ ズ ム ・ ダ イク ン の 思想 実践 
の 場 と な っ た LA 
共和 国 が 建国 され た が 、 死 後 、 
サビ を 中 心 と する 公国 に 人 し 、 
と 名 を 改め で いる 。 一 年 戦争 終了 後 は 、 自治 
額 と し て 地球 連邦 政府 の 監視 下 ( 


イド 9】 ほか の サイ ド に 属す る コロ : 
て いる の に 対し 、 サ イド 3 の コロ : 
ん ど で あ る 。「 河 を 改 要 と し な い ' 
け 居 住 面積 が 広く 取れ 、 同 じ コ ロニ - 


公国 に よる 国力 増強 の 
れ た の だ と 思わ れる 


| サイ ド 3・1 バ ンチ 


SIDE3 1BANCH 


ジオ ン 公国 の 首都 で あり 、 
庁舎 が 置か れ て いる 。 


【 サ イド 3・1 パ ンチ 】 ズム ・ シ ティ 全景 。 人 の を 禁 し た よう 


は 公 王 と の 財 見 室 や 政 


関係 


機動 戦士 ガン ダム 


15-29 


| サイ ド 3・3 バ ンチ 
| SIDE3 3BANCHI 


通 衝 「 マ ハル ]。 一 年 戦争 終盤 に 公国 軍 に 
よっ て ソー ラ ・ レ イ へ と 改修 され た 。 住民 は 強 
制 邊 開 と な り 、 夫 員 工事 の 未 に 大 型 兵 器 と し 
て 生ま れ 変わ っ て い 


| サイ ド 3・9 バ ンチ 
| SipE3 9BANCHI 


内 部 に 巨大 な 人 工 の 海 を 持つ 海洋 型 光 用 
、 し か も 観光 
目的 に 用 いる の は 異例 と 言え る が 、 平 和 な 時 
代 に あっ て は 貴重 な 観光 資源 と な っ た 。 し か し 

年 戦争 が 勃発 する と 、 公 国軍 に よっ て 封 針 
され 、 水 陸 両 用 MS の 開発 テス ト の 場 と し て 利 
用 され る こと に : 


の 集団 を 指す 名 称 で 、 通 称 「 ム ー ア 」。 た 
日 サイ ド 4 は 一 年 戦争 で 公国 軍 の 急 朋 を 
受け て 壊 渡し 、 の ち に L1 に 場所 を 移し て 再建 
され る こと と な っ た 


ニー の 集団 を 指す 名 称 で 、 通 称 「 ル ウム ]。 一 
年 戦争 緒戦 に ルウ ム 戦役 が 勃発 し た 場所 で あ 
る 。 ジャ プロ ー へ の コロ ニー 落と し に 失敗 し : 
国軍 は 、 再度 計 画 を 実行 すべ く 、 サ イド 5・11 
パン チ 「 ワ ト ホ ー ト を 本 撃 し た 、 連邦 軍 も レビ ル 
を 艦 譜 司令 と する 宇宙 艦隊 を 編制 し て これ に 
対抗 。 ワ ト ホー ト の 強奪 は 避け られ た も の の 艦 
隊 自 体 に 大 き な 損害 を 出し 、 さら に レビ ル が 捕 
磨 と な る と いう 失態 を 演じ る こと と し か も 
この 戦闘 に よっ て 近傍 の エリ ア は 巨大 な 中 礁 
下地 と な り 、 艇 紛 の 航行 に 重大 な 支隊 が 生じ 


サイ ド 5・1 1 バン チ 

SIDE5 11BANCHI 
通称 「 ワ ト ホ ー ト ] この コロ ニー を っ て 連邦 
軍 と 公国 軍 と の 間 に 大 規 標 艦隊 戦 が 発生 し 


の ち に ルウ ム 戦 役 と 命名 され だ し 連邦 軍 
の 抵 挑 に より コロ ニー 奉 取 は 失敗 に 終わ る 


これ は 、 当 時 の 政権 を 担っ て 
事前 に 公国 と の 間 に 密約 
は ラン ク 内 導 の 根回し 
に よっ て 3 符 も 認め る と ころ と な り 、 以 後 、 
サイ ド 6 宙 域 で は いか な る 戦闘 行為 (戦闘 協力 
行為 も 含む も) も 禁止 と な っ た 。 た 

に な ら な いと 当局 か ら 認め られ た 活動 は 自由 で 


あり 、 公 国軍 は ニュ ー タ イプ 研究 の た め の フ ラ 
ナガ ン 機 関 を 設立 。 一 方 、 連 孝 軍 は U.N メ ディ 
カル ・ セ ンタ ー と 称す る 医療 機関 (実際 に は 


MS 開発 の た め の 秘密 研究 施設 ) を 建設 し た 。 
さら に U.C.0079.12.13ー15 に は 公国 軍 に よ 
る 戦闘 行為 が 発生 し て お り 、 完全 な 中 立 が 


| サイ ド 6・8 バ ンチ 


SIDE6 BBANCHI 


パル ダ 」。 第 13 独 立 艦 隊 に 任命 きれ た 
ス が 、 シ ャ ア ・ ア ズ ナ ブル が 指揮 
する ザン ジ バ ル の 迫撃 を 逃れ て 寄港 し た 。 その 
地 で アム ロ ・ レ イ は の 人 物 と 衝撃 的 な 
出会い を する こと と な っ た 。 ひと り は サイ ド 7 で 生 
き 別れ と な っ た 父 テム ・ レ イ 。 そし て も う ひ と り 
は 、 アム ロ と 同じ ニュ ー タ イプ で あり 公国 軍 パ イ 
ロッ ト の ララ ァ ・ ス ン で ある 。 特に ララ ァ と の 出 
会 いと 悲劇 的 な 結末 は 、 そ の 後 の アム ロ ・ レ 
イ の 運命 に 大 き な 影響 を 及ば すこ と に な っ た 。 


サイ ド G 政 府 


SIDE6 GOVERNMENT 


サイ ド 7・1 バ ンチ 
SIDE7 1BANCHI 


U.C.007901.11、 サ イド 6 政府 は 「 サ イド G 中 
立 宣言 ] を 発布 し た が 、 こ れ を 実施 し た の が 当 
時 の ラン ク 内 閣 で ある 。 ラン ク A 


後押し で 成立 し た 
異 が り が 深い 。 一 年 戦争 初戦 
壊滅 的 ダメ ー ジ を 受け た の に 対し 、 サ イド 6 だ け 
が 攻撃 を 免れ た の も 、 サビ 家 と の バイ プ が あっ た 
た め と され て いる 。 し か し 一 年 戦争 終盤 に な 
公国 軍 の 不利 を 悟っ た の か 、 次 第 に 地球 連邦 
寄り の 姿勢 を 示し 始め た 。 U.C.0079.12.17 に 
サイ ド S 外 務 省 が 発布 し た 、「 公 国電 秀 衣 に 対 
する サイ ド 6 括 域 か ら の 即時 退去 命令 ] な ど は 、 
まさ に フン ク 内 導 の 心変わり を 示す 好例 と 言え よ 
う 。 て 戦争 終結 後 の U.C.0080.01.14、 ラ 
ンク 内 閣 は 連邦 政府 と の 間 に 安全 保障 条約 を 
り サ イド 6 は 親 連 邦 座 勢 を 明 


| サイ ド 6 中 立 宮 


、 サ イド 6 の ラン ク 内 韻 が 発 
サイ ド 6 は 連邦 
どちら の 戦闘 行為 に も 与 さ な い 
この 中 立 宣言 は 極 
を 得 な い 。 上 世紀 
6 お る 中 加地 痢 の 2 は 条 の 所 伴っ 
、 サ イド 6 の 中 立 は 一 年 区 
行わ れ て で いる か ら だ 。 と は いえ サ 
イド 6 以外 の サイ ド 1、2、4 は この 段階 で ほぼ 
壊 減 状態 に あり 、 国土 の 保全 を 念 語 に 置い た 
全 保障 の た め と 解釈 すれ ば 、 こ の 判断 も も っ 

と も な こと だ 


U.C.007901.11 


『 言 発布 され て 以降 、 
ド 軍 ・ 公 国軍 邊 航 に は 試 


し (ラグ ラン ジュ ) 3 に 建設 され た スペ ー ス ・ コ ロ 
ニー の 集団 を 指す 名 称 で 、 通 称 「 ノ ア 」。 7 つ 
ある サイ ド の うち で 最も 新しく 、 一 年 戦争 当時 
に は コロ ニー が 1 基 存在 す る だ け だ っ た 。 これ 
は 、 サ イド 7 が 移民 目的 と いう より も 連邦 軍 に よ 
る 軍事 研究 施設 化 を 目指 し た 場所 で ある と い 
こと が 関係 し て いる 。 地球 連邦 政府 太 び 連 
邦 軍 は た だ 1 基 だ け 建 設 され た コ | を 軍事 
利用 し 、 敢えて それ 以上 の 開発 を 行わ な か 
の で ある 。 一 年 戦争 終結 後に は 再開 発 が 行 
われ て 複数 の コロ ニー が 建設 さわ ぅ 
サイ ド 7 が 連邦 軍 の 軍事 目的 の 場 で ある と いう 
こと に は 変わ りな か 


一 年 戦争 時 、 サイ ド 7 に 唯一 電設 され で いた コ 
。 その 当時 、1 パ ンチ に 移民 し て いた の 
は 連邦 軍 関 係 者 か その 家族 の み で あり 、 民 間 
人 の 移民 は 行わ れ て いな か っ た 。 それ は 、 サ イ 
ド 7 が 連邦 軍 に よる 軍事 利用 の 場 と し て 開発 
され た か ら で あ る 。 内 部 に は MS 開発 施設 や 
演習 場 が 用 意 され 、 ガ ンダ ム を は じ め と する RX 
シリ ー ズ の 最終 テス ト が 行わ れ た 


サイ ド 有 7 司令 宮 


COMMANDER of SIDE7 


一 年 戦争 で 連邦 軍 が 発動 し : ETV 作 温 ] の サイ 


ズ の 最終 テス ト を 担当 する は ず だ 
プロ ッ ク に いる 時 に ムサイ 級 錠 洋 艦 「 フ ァ ル メ 
ル ] の ミサ イル 攻撃 を 受け で 戦死 | 


ジオ ン ・ ズ ム ・ ダ イク ン が 提唱 し た 初期 の 思 
想 で 「 コ ント リズ ム ] 「 宇 軍国 家主 義 ] と も 呼ば 
れる 。 連邦 政府 の 宇宙 移民 政策 以来 人類 
の 多く は スペ ー ス ・ コ 生活 の 場 と し て 
いた が 、 コロ 自治 権 は な く 、 い わ ば 連邦 
政府 の 植民 地 的 な スタ ンズ これ を 打破 
し 、 地球 連邦 を 構成 する 国富 と し て 、 コ ロー 
の 政治 的 ・ 経 済 的 な 自立 を 促し た も の が サイ 
ド 国 家主 義 で ある 。 し か し UC.0067、 連 邦 
政府 は 「 コ ロニ ー 自 治 整 備 法案 」 を 廃案 と し 、 
コロ ニー と 各 サ イド の 自治 権 を 認め な い 変 勢 


経 漬 人 炉 を 強化 し 、 自 治 独立 運動 の 締め 付け 
を 図っ た の だ っ た , 


【 サ イド 7】 サイ ド 7 は ガン ダム ・ タ イプ 


0 


動 戦士 


BLOSSARY 


ザク H ザク IF 型 る | 
ZAKUT ZAKUTF TYPE | 
ザク ェ いて 公国 軍 が | 開発 し た IS で あり 、 公国 軍 が 開発 し た ザク IT の パリ エー ショ ン 機 の 
ー 年 戦争 を 通じ て 連邦 公園 軍 MS の 中 で 最 | 中 で も 最も 普及 し た タイ プ で あり 、 主 に 宇宙 空 


も 生 塗 台数 が 多い 「 名 機 」 で ある 。 その た め 「 ザ 
ク 」 と いう 名 称 は 本 機 を 指す こと が 一 般 的 で あ 
る 。 基本 的 な 開発 コン セプト は ザク を 踏襲 し 、 
PE 


生 型 MS の 開発 が 短期 間 で 
|、 ザ ク H『 は 陸戦 用 の J 型 や 局 地 専用 機 
な ど 多 く の 牧 生 機 が 誕生 し て いる 。 同時 に 整備 
性 も 大 きく 向上 し て お り 、 こ の 汎用 性 ・ 拡 張 性 
こそ が ザク I を 名 材 た らし め た 要因 で ある 。 


修 機 の 結 体 と な り 
れ て いる 


ザク IS 型 
ZAKUT S TYPE | 
ザク 1F 型 の 改修 機 で 、 ス ラス ター 推力 を 309% 


強化 し 、 機 体 の 構造 材 に 特殊 合金 を 用 いた 
高 性 能 機 で ある 。 外見 は F 型 と 大 差 な い が 内 


部 パー ツ に は 特殊 な 物 が 使わ れ て いる と され 
る 。 ジェ ネ レ ー タ ー 出 力 を 変え ず に 機体 の 軽量 
化 を 室 理 し 、 結 果 的 に 委 好 な 要 動 性 を 獲得 し 
た 本 機 だ が 、 そ の 性 能 が 災い し て 一 の 


扱い に くい ビー キー な 機体 と な っ て し まっ ) 
本 機 は 享 練 パ イロ ッ ト を 中 心 に 備 き 


に 小隊 一 中 隊長 機 と し て 使用 され た 。 


増設 され た マル チ ・ ブ レー ド ・ ア ン テ ナ 
は 隊長 機 の 証 で あり 、 指 揮 ・ 通 信 機能 の 強 
化 が 施さ れ て いる こと を 示す も の : 


H&L-SB25K/280mm 
AP. 通常 江 の ほか 成 表 
沙 や 本 涯 を どの 克 
が 用 し 


間 で の 運用 を 考慮 し た 汎用 主力 MS。 機体 各 
所 ー タ ー が 設置 され 、 AMBAC ( ア 
ン バ パック) 誌 と し て も 機能 する 四肢 と 併せ て 高 
い 機動 性 を 発揮 し た 。 さら に 簡単 な 装備 変更 
で 陸戦 に も 対応 で きた と され て いる . 


【 ザ クロ F 型 汎用 性 の 高き を 誇 オ ザク IF 型 は きま ざま 
な 戦場 に 投入 され た 。 U.C.0079.09.18. サイ 
債 任 季 を 行っ た の も 本 機 で あ 


ザク TIJ 型 


ZAKUI J TYPE 


ザク 1 の パリ エー ショ ン 村 で て 、 ザ タク THF 弄 を 重 カ 
下 仕様 に 改修 し た も の 。 大 気 園内 で の 運用 を 
前 提 と し た 機体 か ら は 宇宙 法 用 装備 が 孝 去 さ 
れ (推進 剤 の 減少 、 気 密 性 を は じ め と する 生 
命 維持 装置 の 簡 貼 化 な ど )、 代 わり に 論戦 に 
耐え られ る だ | ke 脚 部 関 


戦争 に お ける PS で 遇 下 剖 隊 に 
投入 され た 本 機 は 、 の ち に キャ リフ ォ ル ニア ・ 
ペース で 生産 され て 各 条 線 に 投入 され た 。 そし 
て 戦況 に 応じ て 一 層 の 局 地 化 が 施さ れ 、 こ の 
機体 を ペー ス に 湿地 戦 用 を は じ め 、 秦 漢 用 や 
中 距 難 支援 用 が 開発 され る こと と な っ 


ザ サザ タバ パ ズー カ 


ZAKU BAZOOKA 


一 年 戦争 時 に 公国 軍 が 開発 し た 、 MS 用 実体 
弾 無 反動 砲 の こと 。 主 に ザク [お よび ザク I が 
用 いた こと か ら 、 こ の 名 称 が 付け られ た と 思わ れ 
る 。 口径 は 280mm (一 部 資料 で は 240mm) 
で 搭載 多数 は 単発 (5 連装 式 
発 遇 薬 の 爆発 に よっ て 発射 され た 
部 の ロケ ッ ト で 自力 推進 し て 探 的 に 向かう 。 弾 
頭 に は 戦術 核 が 搭載 され て いた が 、 こ れ は 南 
極 条 約 の 縮 結 に よっ て 廃止 され 、 そ の 後 は 通 
ピー ム 兵 器 の 開発 が 遅れ 
っ て 、 ザ ク ・ パ ズー カ は 最も 高 火 
っ た 。 また 構造 が 単純 で 低 コ スト 
と か ら ビ ー ム ・ ラ イフ ル の 完成 後 も さま 


吾 機 の 限界 と いう こと で あろ うか 。 


| ザク ・ マ シン ガン 
ZAKU MACHINEGUN | | 


ne05 mg08 


ザク I 
ZAKU I 


一 年 戦争 初期 より 中 期 に か け て ザク TI が 携行 
し た 口径 180mm の MS 用 マシ ン ガ ン を 指す 
ザク が 使用 し た MS マシ ン ガ ン す べ て 
を この 名 称 で 呼ぶ こと も 多い 。 基本 的 な 構造 
は 人 間 用 マシ ン ガン を MS サイ ズ に 拡大 し た も 
の で 、 全 属 薬 英 を 有する 実体 弾 を 連射 する , 
弾頭 は ドラ ム ・ マ ガ ジ ン で 供給 され 、 装 境 や マ 
ガ ジ ン 交換 と いっ た 基本 操作 は すべ て MS の 
マニ ビュ レー ター で 行う こと が で きる 


ザク レロ 

ZAKRELLO 

一 年 戦争 時 に 公国 軍 が 開発 し た MA の 中 で | 
最も 奇怪 な 形状 を 持つ 機体 。 モノ アイ で は な く 
複眼 式 メ イン カメ ラ の 採用 、「 口 」 を 模 し た 拡散 
ビー ム 砲 、 さら に ュ レ ー タ ー の 代わ ! 


載 され た ヒー ト ・ ナ タ の 存在 が 、 異様 な 
ト を 障 立 た せ びている 。 ビグ ロ や ブラ ウ 
先駆 け て 開発 され 


勢 制御 を 行う 
推力 が 不足 し て いた 。 その た め 標的 を 一 撃 で 
松 破 し 損なっ た 場合 、 妥 勢 制 御中 に 反撃 を 受 
ける 恐れ が ある と され た の で ある 。 また 拡散 ピー 
ム 砲 の 有効 射程 の 短 さ も 叔 案 事項 と な り 、 結 
果 と し て 本 機 は 実戦 テス ト 前 に 廃案 処分 が 
定 し た の で あっ た 。 主 な 搭乗 者 は トク ワン 


ジオ ン 公 国軍 が 開発 し た 初 の 実戦 用 MS で 
U.C.0074.02 に ロー ルアウ ト 。 ミノ フス キー 料 
子 散布 下 に お ける 有 視 界 戦闘 を 考慮 し た 
機 は 、 四 肢 を 有する 人 型 を 模 し て お り 、 そ れ 
既存 の 兵器 体 系 か ら 大 きく 逸脱 する も の だ っ た 
(連邦 軍 も 、 テ スト 機 の 情報 を 得 た 段階 で 兵 
器 と し て の 有効 性 を 疑っ た と いう この 四肢 
は 、 宇宙 空 間 で は AMBAC (アン バッ ク ) 肢 と 
し て 涯 0 に 活用 で き 、 高度 か 本人 を 多 
揮 し た 。 さら に 腕 部 マニ ビュ レー ター は 複数 の 
兵 誠 守 用 を 可能 に し 、 脚 部 は 地上 に お ける 高 
い 走破 性 を 実現 し た 。 優れ た 総合 性 能 を 獲得 
し た 本 機 は 公国 還 才 機動 大 隊 に 配備 され 
パイ ロッ ト 育 成 と 新しい 戦術 理論 の 確立 に 用 
一 年 戦争 緒戦 で 大 量 投入 され 、 主 
に コロ ニー 制圧 戦 に 用 いら れ た 。 その 第 、 後 
継 機 で ある ザク I の 出現 で 本 機 は 第 一 線 か ら 
退く こと に を 補給 部 隊 の 証 衛 や 抽 
防衛 用 と し て 終戦 間際 まで 利用 され る こと に 
な っ た 。 主 な 搭乗 者 は ガ デム 


| 「 夏 漠 に 蝶 は 飛 が の か ?」 


一 年 戦争 時 に 地球 連邦 軍 が 
ド 。「 砂 漠 に 名 は 飛ぶ の か 9] の 問 
[ 珍 凍 に 式 ぶ の は サポ テン の 灯 」 と 応じ る こと 
で 、 両 者 が 仲間 で ある こと を 確認 する と いう も 
の で ある 。 U.C.0079.10.10、 ア ジア 地区 の 
ロブ 湖 近 辺 で レビ ル の 伝令 と 遭遇 し た ホワ イト 
ペー ス 隊 は 、 前 述 の コー ド を 使っ て 身分 を 明 ら 
か に し た と され て いる 。 伝令 の 兵士 は ホワ イト 
悪 する 途中 で 公国 軍 と 
傷 を 負っ て いた 。 そし て ブラ イト ・ 
ジ を 伝え る と 息 を 引き 取っ た 


【「 泊 に 拓 飛 ぶ の か 2 レビ ル が か ら 夢 信 を 受け た 
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ザビ 家 


THE ZABI FAMILY 


サブ フラ イト ・ シ ステ ム | 


SUB FLIGHT SYSTEM 


動 性 、 も 
られ る 機体 で 、 SFS と 申 


[ ゆ ビ 表 ) デキ ン 
リア 、 サス ロ 、 ド ズル 


5 人 の 子 (ギレ ン 、 キ > 
) が いた が 、 キレ ン と 

お 互い に 依 秀 な 政治 家 

一 年 戦 名 後 の 公 国 

か し ギレ ン は キシ リア の 

ャ ア ・ ア ズ ナ ブル に 議 科 

権 

ドズル の ひと り 朗 

オン の 委 往 に 利用 され 


サジ に ジリ ウジ 


SUB BRDGE 


直し に 
在 意義 自体 が 問わ れ 


トペ ー ス に 白兵戦 を 仕掛 けた 


た 数 少な い 艦 と し て 知ら 
編 は ル ザル を 旗艦 と し 


発 きれ た SFSt 公 国軍 の ド ・ ダ イ YS で 
埋 委 根 と し て 設計 され た 本 
機 で ある が 、 挫 載 され た 熱 株 ジェ ッ ト ・ エ 
ンジ ン の 推力 に 奈 客 が あり 、SFS と し て 
年 戦争 の 地 


本 機 Wig 人 動 す る 交 が 狐 に 目 
泉 さ れ 


サム ソン 
SAMSON | 


一 年 戦争 時 の 公国 軍 地 上 部 隊 が 運用 し た MS_ 

運搬 用 トレ ー ラ ー で 、 サ ム ソ ン ・ ト レー ラー と も 呼 

庄 席 部 分 と 荷台 部 分 に 分 割 で き 、 

MS を 1 機 (も し く は マセ ラー トッ プ を 2 機 
まま 移動 が 可能 。 武装 は 2 連装 機銃 を 

殿 し て いる が 、 戦闘 に は 不向き で あり 、 あ 
手段. て 用 いら れ た 。 


も 及ぶ MS を 運搬 する に 
専用 車輌 が 用 
ジア の 平鹿 や アフ リカ の 夏 漢 
地帯 を 中 心 に 配備 され 、 MS の 展開 に 一 買っ た 


| サム ソン "ha 
| SAMSON TOP 


ン の 運転 と 分 離す る と 、 
ナム ソン ・ ト ッ プ と し て 機能 する 。 ホバー に よる 
単独 走行 が 可能 で あり 、 兵 員 輸 送 車輌 (APC) 
用 され る こと が 多い 。 サム ソン と 比較 
する と 較 送 能力 に 労 る も の の 、 機 動 性 に 優れ 
る た め に 前 線 で は 重宝 され た よう で ある 。 


バ ・ ラ ル 隊 の 残存 兵 を 率い 
レ ・ ハ モン は 、 戦 不足 を 補う た め に 2 機 の 

を 攻 各部 隊 に 加え た 。 MS に 比べ る 

と 笛 癌 さば 否め な い が 、 苦肉の策 と いう と ころ だ ろう 


ラミ ス 級 宇宙 巡 洋 租 
| SALAMIS CLASS 
| BATTLE CRUISER 


邦 軍 が 「70 年 人 軍備 増強 計画 ] に : 
発 ・ 建 造 し た 字 宙 巡洋艦 
イ ヨ ネ スコ 弄 


な いぼ ほど の 就役 期 
対 メ ガ 粒 子 砲 を 6 門 搭 
テム と 同調 し た 2 連装 機銃 
ャ ー を 有する 。 その た め 対 艦 火 
(の ムサイ 級 軽 信 洋 艇 に 匹敵 する 。 た 
用 能力 は 尊 無 で 、 戦 後 は MS カタ バ パ 
設 し た 改修 能 に 世代 交代 し て いる 


は D5 SHEET 出 


ザン ジ バ ル 級 機動 巡 洋 能 | 
| ZANZIBAR-CLASS 
TASK FORCE BATTLE CRUISER 


一 年 戦争 時 に 公国 軍 が 開発 し た 巡 洋 能 で 、 
公国 軍艦 と し て は 唯一 、 大 気 園 突入 能力 を 有 


巨大 な 主 紙 は 宇 軍 空 間 よ り も 大 気 園内 
用 を 考慮 し た 結果 で あり 、 翼 と リフ ティ ン 
ィ ー を 利用 し て 、 大 気 園 突入 後 も 一 
時 間 の 飛行 が 可能 その た め 失 信 機 
関 に は 熱 村 ハ イブ リッ ド ・ エ ンジ ン が 採用 され 
天気 国外 で は 堆 杖 ロケ ッ ト 、 大 気 国内 で は 熱 
枝 ジ ェ ッ ト に よる 推進 が 行わ れる 。 また 専用 ブー 
置 す れ ば 大 気 園 離 税 も で き 、 運 用 
範囲 の 広 さ は 公国 軍艦 の 中 で も 群 を 抜い て い 
る 。 この よう な 性 能 が 与え られ た 背景 に は 、「 地 
球 侵攻 作戦] の 立案 に 伴っ て 公国 本 土地 
上 の 制圧 地域 を 結 の 移動 力 の ある 戦 
同系 が 必要 と され た こと に よる 。 武装 と し て は 
火薬 式 の 2 連装 砲 を 主砲 と し 、 さ ら に メガ 粒子 
砲 と 機関 元 を 搭載 。 また MS 運用 能力 も 高く 、 
機動 母艦 と し て の 機能 も 有 し て いる 。 


| ヴ ン ジ バ ル 引 動 洋 艇 ] ジャ プロ ー カ 5 前 脱し た 
ホワ イト ペー ス を 追尾 する 際 に 、 シ ャ ア ・ ア ズ ナ ブル 
は ザン ジ バ ル 級 に 搭乗 し た 。 そし て 地球 周回 特 首 上 

中 遇 し た 両 和 は 至近 衣 か ら の 砲戦 を 了 行 


た 症状 の こと 。 宇宙 を 生 : 

スイ ド に と っ て は 比較 的 よく 知ら れる 衝 
思わ れる 。 症例 と し て 記憶 の 混 
論 失 、 人 格 の 変貌 な ど が あり 、 症 状 が 重い 場 
合 は 意識 不明 に な っ て し まう こと も あっ た 


内 ] の 決 の 者 と し て 
られ て いる 。 高 性 能 MS で ある ガン ダム の 設 
・ 開 発 を 手掛け た テム だ が 、 サ イド 7 の 問 開 に 基 
き 込 まれ て 酸 欠 十 を 福 っ て か ら は 、 役 
い 部 品 を 後生 大 事 に 扱う 日 々 を 送っ た 。 その 変わ り 
恨 子 の アム ロー レイ も 矯 き を 時 せな か っ 
この よう に 酸 雪 欠乏 症 は 、 そ の 前 後 
テ 変 させ て し まう の で ある 。 


【 サ ラミ ス 級 宇 宙 信 洋 衝 】 地球 連邦 軍 
が ジオ ン 公園 本 土 へ の 優 攻 を 目 挫 し た 
「 星 一 号 作戦 ] で は 、 サ ラミ ス 紙 を 主力 
艇 と する 大 族 隊 が 編 提 さ れ た 。 その 数 


1 は 98 集 に の ぼる と いう が 、 う ち 60 業 が 


pa | 
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SUNMARO 


ホワ イト ペー ス の 、 。 負傷 者 の 絶え ない 
ホワ イト ペー ス に と っ て に 重要 な 存在 で ある , 
また 非 戦闘 時 に は 兵員 の 健康 管理 も 行っ て い 
た らし く 、 乗 員 を 陰ながら 支え て いた 。 ちな み に 
普段 は 眼鏡 を か け て いる が 、 診 療 の 時 
し て いる こと も 多かっ た よう だ 。 


【 サ ンマ ロ 】 ソロ モン 攻略 埋 で 負傷 し た ハヤ ト ・ コ バ 
ヤジ ( 諾 ) に 治療 を 施す サン マロ ( 右 ) 。 この 較 

は ハヤ ト 以外 に も 多数 の 負傷 者 が 出 た の だ が 、 心 配 
する フラ ウ ・ ボ ポッ ゥ に 適切 な 指示 を 発し て いる 


Cm と ーー 
G ARMOR 
一 年 戦争 時 に 地球 運 邦 軍 が 開発 し た ガン ダ 


ム 支 援 パー ツ 「G パ ー ツ 」 の 運用 形態 の ひと つ 
で 、 長 距 次 重 爆撃 機 と し て の 運用 が 見 込ま れ 
た 機体 。 ガン ダム 本 体 を G パ ー ツ A と G パ ー> 
B で 挟み 込み 、 そ の まま 高 吉 飛行 で きる だ 
推力 を 有する 。 さら に 飛行 中 に ガン ダム を 分 攻 
し 、 自 機 は 重 攻撃 機 (G フ ァ イ ター) と し て 機能 
する こと も で きる 。 その た め G ア ー マ ー の 登用 は 
ガン ダム の 行 穫 囲 を 飛 押 的 に 増大 ませ る と | 
と に つなが り 、 結 果 的 に 有効 な 戦力 と な - 
2 連装 メガ 粒子 砲 や 機 首 ミ サイ ル と いっ た 強 カ 
な 武器 を 搭載 し 、 高い 攻撃 力 を 発 探し た こと か 
ら 、 さまざま な 戦況 に 投入 され で いる 。 その 反 
面 、 防御 カ に 少々 難 が あり 、 特に ガン ダム と の 
接続 部 分 の 脆 層 さき が 又 念 さ れ て いた 。 実際 
飛行 中 に 接 続 部 分 に 被 将 し た ケー ス も あり 、 | 
これ は 座 時 か ら 実戦 投入 まで の 時 間 の 短 さ に | 
起因 し た 問題 県 と 言 ま よう 。 操 線 系 は 2 系 続 あ 
| 


リ 、G パ ー ツ A の ほか コア ・ ブ ロッ ク か ら も 操 縮 
可能 で ある 。 主 を パイ ロッ ト は セイ ラ ・ マ ス 、 ス 


レッ ガー・ ロ ウ 。 


が 機体 の 両側 面 に 装備 され た 汰 態 で 運用 され る (ガン ダム に 分 杏 し た 際 
ね て 1 枚 に し て 使用 し た に きれ で いる ) 


長 下 昔 間 区 機 と し て の 運用 が 見 込 
機体 。 G パ ー ツ B と ガン ダム B パ ー ツ 、 コ 
ア ・ フ ァ イ タ ー が ドッ キン グ し た も の で 、 機 動 性 
を 活か し た 一 机 角 脱 戦 法 を 揚 章 と する 。 
武装 が 搭載 され て いな い の 
形態 で 使用 で きる の は コア ・ フ ァ イ タ ー| 
搭載 され た 武装 の み で ある 。 その た め 火 力 面 
は ほとん ど 強 化 され て お ら ず 、 純粋 に 推力 向上 
を 狙っ た 機体 と の 場合 、 搭 載 し 
ンダ ム B パ ー ツ が デッド ・ ウ ェ イ ト と な っ て し 
まい 、 これ を 解消 すべ く <、 G パ ー ツ B と コア ・ 
イタ ー の み で 構成 され た 「G ス カイ ・ イ ー ジ ー」 
が 発案 され た 。 と は いえ G ス カイ に も 利点 は あ 
る 。 ガン ダム A パ ー ツ を 次 か ら 射出 する こと で 
任意 の 地点 で 空中 換装 が 実行 で き 、 ガ ング ダム 
の 作戦 行動 半径 を 拡大 し た の で ある 。 た だ | 
空中 換装 は 多く の 危険 を 件 うた め 、 そ の 運 
実例 は ほとん ど 記 録 され で いな い 


【G ス カイ 】 G ス カイ ( 左 ) は G ブ ル ・ イ ー ジ ー ( 右 ) と 
の 出撃 が 相性 の 良い 組み 合わ 

ジー に は ガン ダム A パー 

体 し て G ア ー マ ー 


G ス カイ ・ イ 
G SKY EASY 


一 年 戦争 時 に 地球 連邦 軍 が 開発 し た ガン ダム 
支援 パー ツ 「G パ ー ツ | の 運用 形態 の ひと つ で 、 
支援 戦闘 機 と し て の 運用 が 見 込ま れ た 機体 
G パ ー ツ ロ と コア ・ フ ァ イ タ ー で 構成 され 、 ガ ン 
ダム A、 昌 パー ツ は 含ま な い 。 その 
と は 別に 運用 で きる の が 最大 の 利 


】 G パ ーッ B が 生み 出す 大 推力 を 
SFS (サブ ・ フ ライ ト ・ シ ステ ム ) と し て 運 
と も あっ た 。 オデ ッ サ 作戦 に お いて 、 ガ ン 
て 公国 軍 の ドム と 交戦 する 次 が 目撃 


ょ ド 
、2 板 の 盾 を 重 


@ パ バー ツ AB と ガン ダム が ドッ キン グレ 3 
ガン ダム の 作戦 行動 半 往 の 向上 に 用 いら れ た 。 


GG パー ツ A、B が ドッ キン グレ た 支援 用 時 攻 軸 


ガン ダム を 機体 上 に 積載 し た まま 飛行 可能 で ある 。 


コア ・ フ ァ イ タ ー と ガン ダム B パ ー: 
ドッ キン グ し た 支援 戦 関 機 。 高い 暗 重 性 を 誠 る 。 


GY が 


・| G ス カイ の 側 易 版 で 、 コ ア ・ フ ァ イ タ ー と G パ ーッ 


B が 


ング し た 晶 東 車 。 字 宙 空間 で の 運用 も 可能 で ちる 。 


ドッ キン ダグ し た も の 、 


G プ ル の 億 移 版 で G パ ー ツ A と ガン ダム A パ ー ツ が 


逆 に ガン ダム B パ ー ツ が 外さ れ 


ガン ダム に G パ ー 
便宜 上 ガン ダム MA 形態 と 呼ば れる 。 


ッ B を 装 矯 し た 高 機動 昔 関 形態 で 、 


な る 。 この よう に 条件 に 応じ て 坦 
多 特 


| G パ 
| G PARTS | 


一 年 戦争 時 に 地球 連邦 軍 が 開発 し た 
ム の サポ ー ト ト で 、「G メ カ ] と 呼ば れる 
こと も ある 。 ガン ダム (コア ・ フ ァ イ ター を 含む 
と の 連携 を 考慮 し て 設計 され た G パ ー ツ は ふた 
つの パー ツ で 構成 され 、 コ クビ ッ ト を 含む 前 部 
(G パ ー ツ A) と 、 推 進 機器 を 有する 後 
ッ 割 され る , 
た つの パー ツ と ガン ダム を 構成 する パー ツ (A 
B パ ー ツ と コア ・ フ ァ イ ター) を 組み 合わ せる と 
種 多様 な 戦況 に 対応 
ガン ダム の 支援 機 と し て 高い 戦果 を 発 押 し た 
ツ は ガン ダム と の 
組み 合わ せ で 運用 形態 が 大 きく 変化 する こと 
か ら 、 全 パー ツ を 含め て [ガン ダム 
と 呼ば れる こと も あっ た 
構造 の 類 雑 化 や 開発 コス ト の ; 
産 に は 至っ て いな い 。 主 な パイ ロッ ト に 
マス 、 ハ ヤ ト ・ コ バ ヤ シ 、 ス レッ ガー・ 品 ウ 。 ま 
た パー ツ の 組み 合わ せ に よる 機体 名 称 と その 
簡単 な 機能 に つい て は 上 表 の と お り で ある , 


Gr ター 
GFIGHTER 


| 一 年 戦争 時 に 地球 回 邦 軍 が 開発 し た ガン ダム 
支援 パー ツ 「G/ の 運用 形 能 の ひと つ で 


支援 用 重 攻撃 機 と し て の 運用 が 見 込ま れ た 機 
体 。 G パ ー ツ A と G パ ー ツ B の み で 構成 され 、 ガ 
ンダ ム や コア ・ ブ ロッ ク を 抱え て いな い 分 、 機 
体 は 軽量 と な り 、G ア ー マ ー よ り も 高い 機動 性 
を 実現 し た 。 また コア ・ フ ァ イ タ ー よ り も 航続 下 
離 ・ 火 力 の 両面 で 優れ て お り 、 攻撃 機 と し て の 
能力 は 極め で 


し い 。 きら に 機体 が 軽 
: 裕 が 生ま れ 、 SFS (サブ 
シス テム ) と し て の 使用 も 可能 と な 
イロ ッ ト は セイ ラ ・ マ ス 、 スレ ッ ガ ー・ ロ ウ 。 


【G フ ァ イ ター】 グフ の ヒー ト ・ ロ ロッ ド を 受け て 腹部 伝 直 
回 遇 が 焼き 切 


で 、 重 戦車 と し て の 運用 が 見 込ま れ た 機 休 
G パ ー ツ A ヒ ガン ダム A パ ー ツ 、 コア ・ ブ ロッ ク が 
操 縮 は コア ・ 


く 形 ヒ な る 。 主 兵 装 で ある メガ 粒子 砲 は ガン ダ 
ム A パ ー ツ と コア ・ ブ ロッ ク の 謀 村 琶 合 炉 の 出 
カ を 利用 、 
の 反面 、 防 和 力 と 機動 性 が 低下 す 
戦況 を 見 極め て 投入 する 必要 が あっ た 。 お 
ブル と G ス カイ を 同時 に 運用 し た 場合 、G ア 


【G ブ ル 】 地 更 連邦 軍 べ 
陸 布 用 MS コッ グ が 本 撃 し た 際 に 

ブル が 記録 され て いる 。 重 枝 甲 を 誇る ゴ 

G プ ブル の メガ 政子 多 の 直 還 を 台 部 に 受け て 

た 。 それ ほど G ブ ル の メガ 科 子 確 は 強力 な の で ある 、 


G プ ル ・ イ ー ジ ー 
G BULL EASY 


年 戦争 時 に 地球 連邦 室 が 開発 し た ガン ダ 
ム 支 援 パ ー ツ [G パ ー ツ ] の 運用 形態 の ひと 
つ で 、 重 戦車 と し て の 運用 が 見 込ま れ た 機体 。 
G パ ー ツ A と ガン ダム A パ ー ツ で 構成 され 、 コア ・ 
ブロ ッ ク は 排除 され で いる 。 その た め 操 導 は G 
パー ツ A の コク ピッ ト で 行う こと と な り 、G ブ ル と 
G ブ ル ・ イ ー ジ ー で は 正面 の 向き が 正反対 と な 
る 。 主 な パイ ロッ ト は セイ ラ ・ マ ズ 


【G プ ブル ・ イ ー ジ ー】 6 ブル ・ イ ー ジ ー 
5 含む ) は 四 車 だ が 。 宇宙 補 | 
通用 も 可能 で ある 。 だ が 宇宙 で は 二重性 
に 問 が あり 、 公 国軍 の MA ビグ ロ と 対戦 
: 林 に は 相手 の アイ アン ・ ク ロー に 機体 
っ 掛け られ て U 


a 


機動 戦士 ガン ダム 


ee EN 2 
SIEG ZEON 


ジオ ン 公 国軍 料 兵 と その 信 泰 者 (ザビ 家 の 信 
幸 者 も 含ま れる ] が 、 公 国 の 勝利 


わす か け 声 。 また 、 部 隊 の 土気 を 高め た り 、 自 
分 自身 を 募 舞 する 際 に も 使わ れる 。 ちなみ に 


「SIEG」 は 旧 世 紀 の ド イツ 語 園 に 属す る 言葉 
と 思わ れ 、 謗 利 を 意味 する も の で ある 


「 シーラ ンス 級 水上 高速 | 


SEALANTH 


ジオ ン 公 回 軍 が 一 年 戦争 時 に 運用 し た 水上 
高速 艇 。 コク ピッ ト 部 分 を 除く 船体 が 水中 翼 と 
し て 機能 し 、 コ クビ ッ ト 側 面 に 設置 され た 2 基 
の ジェ ッ ト ・ エ ンジ ン の 推力 を 利用 し て 、 水 上 を 
滑走 する 。 公国 軍 潜 水 艦 部 隊 に 配備 され 、 主 
に 連絡 艇 と し て 利用 され た 。 ちな み に 公 国軍 
の 洪水 角 部 隊 を 構成 する 澄 水 能 の 多く は 地 
球 連 邦 軍 か ら 傘 縛 し た 艦 を 利用 し た も の で ある 
ンス 級 は その 特異 な 形状 か ら 公国 
軍 が 独自 に 開発 し た も の と 思わ れる 。 主 な 搭 
乗 者 は シャ ア ・ ア ズ ナ ブル 


ラン ス 地 水 
位置 が 機体 の 高い 
シャ ア ・ ア ズ ナ ブル は : 


シー ルド 
SHIELD 


ュ レー ター で 保持 (も し く は 

ウン ト ) し て 使用 する 装甲 板 の こ 
と 。 基本 的 に は 訪 御 に 用 いら れる が 、 攻撃 に 
転用 可能 な シー ルド も 存在 する 。 MS の 防御 
力 向上 に は 大 きく ふた つの 方 法 が あり 、 ひと つ 
は 機動 性 の 向上 に よる 攻撃 回 避 、 も う ひ と つ 
は 被弾 し て も 致命 的 な 損害 を 受け な い だ 
頑強 な 機体 を 開発 する こと で ある 。 防御 手段 
と し て の シー ルド は 後者 の コン セプト を 引き 継 
い だ も の で 、 防 御用 の 装甲 板 を 外 付け に 
こと で 機体 その も の の 重量 増加 を 中 け 
に 応じ て 装備 と 排除 が 選べ る と いっ 
ある 。 その 反面 、 シ ー ル ド を 装備 する に は マニ 
ビュ レー ター を 使用 する た め 、 攻撃 能力 の 低下 
を 招く 場合 が ある 。 また 敵 の 攻撃 を 確実 に シー 
ルド で 受け な けれ ば 何 の 役 に も 立た な い 


パイ ロッ ト に も 相応 の 技量 が 求め られ る こと 
な っ た 。 と は いえ MS 戦 で その 有効 性 を 認め ら 
れ た シー ルド は さま ざま な 機体 に 採用 され 、 形 
状 や サイ ズ 別 に 多様 な タイ プ が 登場 する こ 。 
さら に 初期 の シー ルド は MS の 装甲 材 
と 同じ 材質 で 造ら れ て v UC.0120 年 
代 に な る と ピー ム 膜 を 防御 に 転用 
シー ルド が 開発 され 、 既 存 ルド と は 一 線 
を 画す る 性 能 を 発揮 し た 。 


な っ た 。 


は 、 ルナ ・ チ タ : 全 
チー ル 合 金 な ど に よ 


ULC.0079.09.18、 地 球 連 邦 軍 の 「V 作 戦 」 
の 詳細 を 探る べく 、 サイ ド 7 の 1 バン チ ・ コ 
に 潜入 し た 公国 軍 MS パ イロ ッ ト の ひと り 。 彼 
の 任務 は あく まで 偵察 で あっ た が 、 連 邦 軍 製 
MS と その パー ツ を 発見 する と 、 功 を 
断 で 攻撃 を 開始 し て し まっ た 。 日 く [ 
だ っ て 戦場 の 戦い で 勝っ て 出世 し た ん だ 。 手 
柄 を 立て ちまえ ば こっ ちの も ん よ 」 と いう こと 
た らし い 。 し か し アム ロ ・ レ イ が 操縦 す る ガン ダ 
ム の 前 に 敗れ 去り 、 手 柄 を 立て る こと な く 命 を 
落と し て いる 。 主 な 搭乗 機体 は ザク IIF 弄 


大 気 園 突入 直前 
の ホワ イト ペー ス に 森 青 を 仕掛 けた MS パイ ロッ 
ト の ひと り 。 味方 に も 危険 が 及び か ね な い 作 
戦 に 参加 し た こと か ら 、 パ イロ ッ ト と し て の 技量 
は 佑 れ て いる と 思わ れる 。 だ が ガン ダム に 接近 
載 を 仕掛 け よ うと し ろ に 、 相 手 : 部 
バル カン の 直撃 を 党 け 、 機 体 と 共に 提 敢 し て 
果て た 。 主 な 搭 業 村 は ザク IF 型 . 


ジェ ッ ト ・ ス トリ ー ム ・ ア タッ ク | | | ZEONIC 社 


JET STREAM ATTACK 


ガイ ア 、 マッ シュ 、 オル テ ガ の 3 名 か ら 成 る 公国 
軍 の MS 小 潤 「 黒 い 


、 標 的 か ら は 接近 し て きた 1 機 が 突然 3 
機 に 分 裂 し た よう に 見 え 、 回 必 は 極め て 媒 し い 
と 言わ れる 。 一 週間 戦争 に お いて 地球 連邦 


の 攻撃 の 際 に は マッ シュ 機 を 撃破 し て みせ た 


9 
ZEONISM 


宇宙 世紀 最大 の 政治 思想 家 と 呼ば れる ジオ 
ン ・ ズ ム ・ ダ イク ン が 構築 し た 思想 体系 。 スペ ー 
ス ノ イ ド の 独立 主権 を 唱え た ジオ ン ・ ダ イク ン 
は 、 各 サイ ド が 地球 の 植民 地 で は な く 、 地 球 
連邦 を 構築 する 国家 と し て 政治 的 ・ 経 済 的 に 
自立 すべ きだ と いう コン トリ ズム (サイ ド 国 家主 
義 ) を U.C.0046 に 発表 。 さら に U.C.0040 年 
代 に 発生 し た エレ ズム (地球 を 不可 島 の 聖地 
と 考え る 自然 振 的 な 思潮 ) を 取り 入れ る こと 
大 き な 影響 を 与え た 「 ジ オ 
その 基本 的 な 主 振 は 、 
宇宙 国家 の 実現 に より 全 人 頼 は 宇宙 の 民 と 
な り 、 最 終 和 的 に は 人 類 進 化 の 次 の 段階 で ある 
ー タ イプ ] へ 到達 する と いう 独自 の 歴史 
観 に 基づい て お り 、「 ニ ュー タイ プ ブ と 史観 」 と で も 


年 代 に 高まり つつ あ - 


(ペース ノ イド の 閉塞 
感 を 打破 し 、 ス ペー ス ノ イ ド が アー ス ノ イ ド に 
劣る と いう 風潮 を 唱え た 。 スペ ー ス ノイ 
ド は 地球 連邦 か ら 氷 民 され た の で は な く 、 人 
類 の 進化 の た め ! 宙 を 生活 の 場 
に し た と いう の だ 。 そし て ジオ ン ・ ダ イク ン は 自 
ら の 歴史 観 を 現実 の も の と し て 展開 すべ 
U.C.0052 に サイ ド 3 へ と 移住 し 、 自治 析 獲 
の た め の 運動 を 開始 し た の で ある 。 


ZEONIC COMPANY | 


ジオ ニッ ク 社 。 サイ ド 3 に 本 社 を 置く ジオ ン 公 
国 の 機械 メー カー で 、 史 上 初 の 人 型 汎用 兵 
器 (MS) を 開発 し た こと で その 名 を 知ら れる , 
U.C.0070 年 代 初頭 、 ジ オン 公国 軍 は 地球 
連邦 軍 と の 開戦 を 見 越し て 、 次 期 主力 汎用 
戦術 兵器 の 開発 を 急い で そし て 最終 選 
考 コン ペティ ショ ン に 残っ た の が ZEONIC 柱 、 
MIP (エム イー ペー) 社 、 ZIMMAD (ツィ マ 
社 だ の 時 、ZEONIC 社 が 提出 
XA3 は 手足 の 付い た 人 型 を を し て お り 、 視 察 
に 訪れ た ギレ ン ・ ザ ビ の 和 失笑 を 買っ た と 言わ れ 
る 。 だ が 一 見 不要 に 見 える 手足 は 、 宇宙 空間 
で は AMBAC (アン バッ ク ) 肢 と し て 高い 運動 
性 を も た らし 、 重 力 下 で は 佑 れ た 不 整 地 走 磁 
性 と さま ざま な 武器 を 使用 可能 と する 汎用 性 を 
発揮 し た 。 そ の た め ZEONIC 社 の ZHXAS は 
最終 選考 を パス し 、 こ の 機体 を ペー ス に MS の 
型 と その 運用 理論 が 構築 され て いっ た の で 
ある 。 そう し て 完成 し た MS-05 ザク I は 初 の 実 
戦 用 MS と し て 量産 化 され 、 さ ら に 後継 機 と な っ 
MS-06 ザク T は 一 年 埋 争 を 通し て 最も 大 量 
産 さ れ た の で あっ た 。 た だ し ー 年 戦争 終 
結 後 、EONIC 社 は 地球 連邦 軍 に よっ て 解体 
きれ 、 所 属 技術 者 や 開発 / ウ ハウ の 多く は ア 
ナハ イム ・ エ レク トロ ニク ス 社 (AE) に 中 収 
れ で し まっ た 。 
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| ジオ ン 共 和 
| THE HEPUBLIC of ZEON 


| ジ ォ ン 公国 


| PRINCIPALITY of ZEON 


一 年 戦争 疫 半 後 に サイ ド 3 の 自治 権 を 握 っ た 
政府 組織 の 名 称 (一 年 戦争 開戦 
ン ・ ズ ム ・ ダ イク ン を 首相 と し た 国家 も 「 共 和 
国 」 で あっ た が 、 こ の 時 の 国名 は 「 ジ オン 共和 
国 」 で は な く 、 ジ オン の 名 を 冠 する よう 


の は 「 ジ オン 公国 ] 建国 以降 で ある 。 その た 
一 年 戦争 終結 後に 樹 
初代 内 閣 は ジオ 


「 ジ オン 共和 国 ] と は 、 
立 し た 共和 制 国家 を 指す )。 
公国 制 下 
バハ ロ に よっ て 組織 され た 。 i 
公 王 の 信任 も 厚く 、 ソ ロモ ン 陥 落 以 前 に 公 王 
か ら 連 孝 と の 和平 工作 と 公国 議会 へ の 工作 
を 任 さ れ た 作物 で ある 。 終戦 協定 終結 時 に 結 
和 条 約 に よっ て 、 ジ オン 共和 国 は 独 
立国 家 と な っ た . し それ は あく まで 建前 で 
あり 、 名 目 上 自治区] と 称す る だ け で 、 実際 
の と ころ は 共和 国 と し て の 自治 権 は な い に 等 し 


っ て 、 連邦 軍 の 駐留 と 有事 に お ける 
連邦 軍 の 指揮 下 へ の 参入 が 取り 決め られ る 
と 、 その 監視 の 下 、 再 軍備 が 許さ れ て いる 。 と 
は いえ ぇ ジオ ン 茶 和 国 を 国 奈 と し て 認め な いも の 
和 国 を 否定 する 公国 軍 残 党 た 
戻ら ず に 地表 園 各 地 に 潜伏 する と 、 
され て いる 。 また 共和 
発し た グリ プス 戦役 で 
は ティ ター ンズ の 指揮 下 に 置か れ 、 共 和 国 軍 は 
「 ア ボロ 作戦 ] を は じ め と する 軍事 行動 に 駆り 
出さ れる こと と な っ た 。 この よう に 一 見 し た と こ 
ろ 自 治 独立 を 獲 揚 し た ジオ ン 共 和 国 だ が 、 実 
胡 に は 連邦 政府 の 便 信 政権 的 な 側面 が 強く 、 
ー ス ノイ ド か ら 「 斉 切り 者 ] と 呼ば れ 


| ジオ ング 
| zEoNe 
ジオ ン 公 国軍 が 、 一 年 戦争 未 期 に 国家 の 威信 


を 一 け て 開発 し た と され る MS。 脚 部 の 代わ り に 
大 型 の 封 枝 エ ンジ ン を 捨 載 し て いる の が 特徴 
で ある (本 来 は 脚 部 も 計画 され て お り 、 こ の 状 
態 の 機体 は 「 パ ー フ ェクト ・ ジ オン グ ] と 呼ば れ 
た 。 た だ し 本 機 の 実戦 投入 は ア ・ パ オア ・ ク ー 
の み で あり 、 この 時 に は 脚 部 の な い 状態 で 出 届 
し て いる )。 サイ コミ ュ が 搭載 され た 本 機 は 、 メ 
粒子 砲 内 蔵 の 腕 部 を 本 体 と 分 名 す る こと で 
オー ルレ ンジ 攻撃 を 可能 と し た この 際 の 
誘導 方 式 は 、 無 線 で は な く 有 有線 コ ント ロー ル 式 
が 採用 され て いる 。 これ は 本 機 が ニュ ー タ イブ 
以外 の 者 に も 操 縮 が で きる よう に 考慮 され た た 
めで あり 、 頭 部 と 胸部 の 2 ヶ所 に コク ピッ ト を 有 
する の も 同じ 理由 に よる 。 つま り 頭 部 コク ピッ ト 
は 及 部 の コン トロ ー ル に 専 薦 し 、 機 体 その も の 
の 操縦 は 用 部 コク ビ 小 で 行う よう に 
の だ 。 また 頭 部 コク ビッ ト が ニュ ー タ イプ の た め 
こと は 、 の EN 


ば 単独 で の 
操縦 も 可能 で あり 、 事 実 、 シ ャ ア ・ ア ズ ナ ブル 
は 頭 部 コク ピット か ら 単 独 操 絶 を 行い 、 地 球 加 
邦 軍 の ガン ダム を 相討ち に 持ち 込ん で みせ た 


U.C.006908.15 に 建国 され た サイ ド 国 計 で 、 
ジオ ン ・ ズ ム ・ ダ イク ン か ら 受 け 継 い 
に し つつ も 、 共 和 制 か ら 公国 制 
殺さ れ た 。 08.15 の 「 公 国 宣言] か ら 
ギン ・ ソ ド ・ ザ ビ は 、 自 ら の 
部 を 掌握 させ 、 事 実 上 の ザビ 家 
に よる 独裁 政治 を 行っ た の で ある 。 し か し 地球 
連邦 軍政 府 に よる 外交 圧力 が 強まる 最 中 、 強 
力 な 指導 力 を 欲し た 国民 は 、 ザ ビ 家 の 台頭 を 
歌 迎 し た と 言わ れ て いる 。 この 結果 、 ジ オン 公 
国 は 連邦 政府 か ら の 独立 色 を 強め 、 同 時 に 独 
立国 家 と し て の 存続 を 保つ と いう 名 目 で 軍備 拡 
大 を 推進 。 そし て 「 公 国 宣言 」 か ら 10 年 が 経過 
し た ULC.0079.01.03、 ジオ ン 公国 は 連邦 政 
府 に 対し て 独立 を 宣言 い 家 戦 布告 を 行っ た の 
で ある , て 公国 と 連邦 の 間 で 勃発 
年 戦争 」 は 、 当 初 は 公団 側 に 有利 な 状態 で 進 
め られ て いた が 、 戦 線 が 鹿 落 状態 


ジオン 公国 は 無休 人 降伏 を 先 り 入れ 
。 その 後 、 ジ オン 公国 は ジオ ン 共和 
国 に 改め られ た が 、 公 国軍 残党 の 中 に は 新 国 
家 を 認め な い 者 た ち が 続 出 。 彼ら は 公国 の 再 
興 を 己 に ゲリラ 化し 、 一 年 革 争 後 も ジオ ン 公国 
を 3 る 争い の 火種 は 煙 ぶ り 続け た 。 


【 ジ オン 公園 | サイ ト 国 家 で ある ジオ ン 公国 が 居 を 醒 え 


ジオ ン 公 国軍 
PRINCIPALITY of ZEON FORCE 


地球 連邦 に 対し て 独立 宣言 を 行っ た サイ ド 国 
家 の ジ オン 公国 が 独自 に 保有 する 軍隊 で 、「 ジ 
オン 軍 ] 「 公 国軍 ] と も 呼ば れる 。 U.C.0058 
に サイ ド 3 が 共和 国 と し て 独立 し た 際 の 国防 隊 
を 母体 と し 。 そ の 第 、 国 家 が 公国 制 に 移行 
た 際 に 国軍 に 昇格 し た 。 公国 軍 の 軍 組 織 は 
政 組織 と 密接 に 関わ っ て いて ( 政 軍 一 体 と 
言わ れる )、 公 王 で ある デ ギ ン ・ ソ ド ・ ザ ビ が 軍 
組織 の 頂点 に 位置 し て いる 。 さら に その 下 に は 
総帥 と 各 軍 団 (宇宙 攻撃 軍 突撃 機動 軍 . 

地球 方 面 軍 また は 地球 攻撃 軍 ) が 置か れ 、 そ 
れ ぞ れ の 要 講 に ザビ 家 一 門 が 就 在 し て いる . 
つま り ジオ ン 公 国軍 は 、 ある 意味 で ザビ 家 の 私 
兵 と な る 可能 性 を 秘め て お り 、 事 宏 、 一 年 戦 
争 終盤 に は 兄妹 間 の 確執 が 作戦 指揮 に 影響 
を 及ぼ し た と 言わ れれ て いる 。 公園 軍 の 敷 戦 に 
は 、 こ の よう な 軍 組 織 の 欠陥 が 大 きく 影響 し て 
いた の だ 。 その 一 方 で 公園 更 が 開発 し 、 一 

戦争 に 投入 し た 汎用 人 型 機動 兵器 (MS) は 
既存 の 兵 問 体系 を 一 変 させ 


ジオ ン 丁 字 生 章 


2 組 ジ オン 十字 章 


ME 5 SHEET 1 0 


| 最 ジ オン 十字 意 ] 等 が ある 。 


一 年 戦争 時 に 公国 軍 が 将兵 に 与え 
の 中 で も よく 知ら れる も の で 、 し ば し ば 
功 十字 章 と いう 名 で も 呼ば れる 
人 で 戦闘 に 多大 な 功績 の あっ た 者 に 与え られ 、 
一 年 戦争 中 期 ま で は エー スパ イロ ッ ト や 優秀 な 
長 ・ 部 隊 指 揮 官 な ど が この 深谷 に 漆 し 
戦争 末期 に は 民間 人 に も 授与 され る 
が あっ た と も 言わ れ て いる 。 ちな み に 公 国軍 に 
は ジオ ン 十 宇 勲 音 に 代表 され る 勲功 賞 が 数 多 
く 存 在 し 、 将兵 の 戦意 高揚 に 役立っ た . 


| ウォ ン ・ ズ ム ・ ダ イク ン | 
ZEON ZUM DEIKUN | 


宇宙 世紀 最大 の 政治 思想 寒 と 評 さ れる 人 物 . 
また サイ ド 3 に 建国 され た 共和 国 の 初代 首相 で 
あり 、 ス ペー ス ノ イ ド の 外 立 の 機運 を 高め 
命 家 と し て も 知ら れる 。 ジオ ン の 名 が 全 地 球 園 
規模 で 知ら れる よう に な っ た の は 、U.C.0046 
に 提唱 し た 「 コ ント リズ ム ] の 影響 が 大 きい 。 サ 
イド 国家 主義 と も 言わ れる コン トリ ズム は 、 地球 
連邦 を 構成 する 国家 と し て の 自治 権 を 各 サ イド 
が 持つ べき と する も の で ある 。 さら に この 考え 
「 エ レズ ム (地球 を 不可 侵 と する 自 
な 思想 潮流 )」 を 結合 させ た 「 ジ : 
字 下 画家 の 宛 成 が 全 人 舌 を 宇宙 の 選 と し 、 や 
が て 人 類 進 化 の 次 段階 た タイ プ を 生 


むと いう 彼 独 自 の 歴史 観 で あり 、 そ の 主張 は ス 
ペー ス ノ イ ド の 自治 独立 要求 の 精神 的 基盤 と 
な っ た 。 U.C,0052、 こ の 主 娠 を 現実 
し て 展開 させる べく <、 ジ オン は サイ ド 3( 
自治 権 獲得 運動 を 開始 。 そし て U.C.0058、 
ザビ 家 の 壇 力 も あぁ っ て 、 サイ ド 3 は 夫 和 | 
独立 する 。 この よう に スペ ー ス ノイ ド の 自治 権 
獲得 を 目指 す 彼 の 思想 は 、 死 後 も 連綿 と 受け 
継が れ た 。 その 一 方 で 一 部 の 施政 者 は 彼 の 
思想 を 曲解 また は 拡大 解釈 し 、 自 ら の 正当 性 
を 証明 する た め に 利用 し た と も 言わ れ て いる 。 


織 者 と する 」 と の ジオ ン の 蛋 志 ど 
方 で は デ ギ ン を 告発 する 行為 だ 


で 使わ れる 独自 の 言葉 違い を 指す 。 標準 的 な 

常 会 話 と と の よう な 差異 が ある か は 不明 だ が 
その 者 が サイ ド S 出 身 で ある こと が 判明 する ほど 
顕著 だ っ た らし い 。 託 り は 中 央 の 政治 や 文化 体 
系 か ら 分 離し た 地方 文化 の 熱 款 を 表す パロ メー 
ター で あり 、 ス ペー ス ノ ド (この 場合 は サイ ド 3) 
の 文化 が 豊か だ っ た こと を 証明 し て いる 。 


| 「 ツ ジ ォ ン に 兵 な し ] | 


一 年 戦争 大 戦 に お いて 、 公 国軍 の 捕虜 
た 地球 連邦 軍 大 糧 レ ビル が 、 英 地 か ら 脱 出し 
説 の 中 の 一 節 。 も し く は この | 
演説 自体 を 「 ジ オン に 兵 な し 」 演説 と 称す る こと 
も ある 。 南極 条約 締結 会 議 の 開催 期間 中 
ルナ ツー カ ら 全 地 球 賠 に 向け て 発せ され 
の 演説 は 公国 軍 の 窮状 を 暴 吉 し た も の で 、 結 
果 と し て 連邦 軍 は 休戦 条約 の 締結 を 提 否 し 、 
戦時 条約 レベ ル 


て きた 。 我 が 連 邦 
ジオ ン も 六 遇 し て いる 。 か つて の コ 
ニー 落と し と ルウ ム 戦 役 は 
苦い 勝利 で し か な か っ て 
に 残さ れ た 兵力 は 少な い (以下 略 )」。 


mS 


主 に 小隊 ~ 中 隊 の 指揮 担当 者 に 支給 8 れ た 
機体 外 鶴 は 通常 機 と 同 通信 機能 を 
高め る 仕様 を 施さ れ た 機体 が 多い 。 ま た 機体 の 
軽量 化 と スラ スタ ー 推 の 増強 に よっ て 栓 動 性 
を 高め た 機体 も 多く 、 通 常 機 を 上 回 る 性 能 を 発 
揮 す る 。 さら に パイ ロッ ト に よっ て は 機体 を パー ソ 
ナル カラ ー で 塗装 する 者 も お り 、 戦 場 に お ける 
ッ プ 機 と し て の 役割 も 果たし : 


用 MS】 指揮 官 用 MS は 、 通 信 機能 強 
頭 部 に マル チ ・ プ レー ド ・ ア ン テ ナ を 搭 温 

の 改修 は 外 由 上 で も 大 き な 効 果 を 発 畠 

の 機 人 は 公国 宣 バ イロ ッ ト の 憧れ と な 
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. シャ ア ・ ア ズ ナ ブル 
中 配 機 と し て 、 一 年 潜 争 以後 も | CHAR AZNABLE 
F 


一 年 戦争 に お いて 「 赤 い 彗 星 ] と 呼ば れ た ジ 
| オン 公団 軍 パ イロ ッ ト 。 た だ し その 名 は 倫 名 で 
あり 、 本 当 の 名 は キャ スパ 


に 移 そ うと し な が ら 志 半ば で 命 を 落と し た 
治 思想 家 ジ オン ・ ズ ム ・ ダ イク ン 
シャ ア が この 偽名 を 名 乗る 


派 の 追及 を 送れ る た 
パル は 、 ま ず [| 
し て 青年 と 
ミ ] ss = 変え た 共和 国 に 入国 。 新 
ジッ ヨ 2 | | ブル の 名 を 名 乗り 公園 軍 士 宮 学 校 に 入学 し 
| cco | GM | た の で : 後 、 士 定 学 校 を 首席 で 卒業 


一 年 才 争 中 に ジオ ン 公 
艇 で 、 小型 突 繋 普 に 分 類 さ れる (宇宙 戦闘 機 | MS。 基本 設計 は ガン ダム を ベース と し 、 生 産 
の 一 種 と 見 る 向き も ある )。 能 首 に ミサ イル ・ ラ よる 低 コ スト 化 が 図ら れ 
ンチ ャ ー7 基 を 搭載 し 、 対 能 攻 撃 に 用 いる 。 ま | た リア ・ ブ ロッ ク ・ シ ステ ム は 
た 2 基 の 推進 機関 の 問 に 爆雷 を 装備 で き る 。 また 装甲 は チタ ン 系 合金 を 採用 
ビー ム 捉 乱 模 が 開発 され る と 、 爆 寺 ( 、 機体 強度 は HX シ リー ズ より も 低下 し 
布 カ イセ ル を 装着 する こと も あっ より 飛躍 的 に 生産 性 が 向上 し た 
の た め 本 機 は 地球 連邦 軍 の パブ リク 突撃 前 と | 本 機 は 大 間 で 大 部 隊 を 構 
同様 に 位置 付け 5 れる こと が 多い 。 


量 
生産 型 (前 其 型 ) 
版 と 


彼 が 名 前 を 変え た の も 自分 の 出自 を 悟ら 
せな いよ うに する た めで ある 。 彼 の 長期 
巧み な 工作 は 功 を 奏し 、 ド ズル ・ ず | 
改良 が 加え られ 、 カ タロ グ ・ ス ペッ ク に | ミネ バ を 除く と ザビ 家 の 血 緑 は 総 
機体 に な っ た と いう て 彼 の 復讐 は 達成 され 
シャ ア に は 新た な 目標 が 生ま | 
呈 記 ララ BPI ラ | | し だ! ニュ ー タ イプ | と いう 概念 の 確か な 
シム ス ・ ア ル ・ バハ ロフ ムロ ・ レ イ や ララ ァ ・ ス ン ) と 出 
SIMUS AL BAKHAROV | | 人 類 の 新しい 可能 性 を その 目 で 見 た いと 思い 
ーー パー ーー | 始め 、 ニ ュー タイ プ に よる 新た な 社会 の 斉 生 を 
思い 描く よう に な っ た の で ある 。 だ が その た め に 
は 地球 の 重力 に 締 ら れ た 人 々 の 存在 が 政 魔 と 
年 戦争 終了 後 、 ザ ビ 家 
ャ ア が 選ん だ の が この よう な 「 重 力 に 紳 


ツ 精度 が 低く 、 
ウイ メー ジ が 付い て し まっ た 。 その : 


一 年 戦争 時 の ジオ ン 公 国軍 に 所 属し て し 
フラ ナガ ン 機 関 が 開 発し た 

ステ ム の 実戦 導入 
本 シス テム を 初め て 
ブロ の 運用 試験 を 担当 し て い 
ト で ある シャ リア ・ ブ ル と ブラ ウ ・ ブ 
み 、 実 戦 デ ー タ も 収集 し て いる 。 


ジッ コ ( 右 上 り 】 ソ ロモ ン 教 援 の た め に グラ ナダ 基地 か 
隊 に は 、 多 数 の ジッ コ が 配備 さ 
本 来 は 艇 載 機 と し て より も 、 和 宇宙 要 


ハロ フ 】 ガン ダム と の 交戦 で 命 を 
以前 に も ガン ダム 


て 太陽 光 を 円 逢 内 部 に 取り 入れ る の で あ 
の 構造 か ら 、 島 3 号 型 コロ 「 開 放 型 | 
コロ ニー」 と も 呼ば れる 。 これ に * 


ャ ア ・ ア ズ ナ ブル 】 人 前 
常に 仮面 を 枝 り 、 決 | 
素顔 を 古 す こと は な か - 
その 理由 と し て 「 普 に 酷い 
借 の 病 が ある 」 と 語 


シャ ア 専 用 ゲル ググ 


| CHAR'S GELGOOG 


ググ 先行 量産 型 を 
修 し た カス タム 機 。 機体 色 が パー ソナ ルカ : 
更 さ れ た ほか 、 頭 部 に は 中 隊長 機 の 印 で 
る マル チ ・ ブ レー ド ・ ア ン テ ナ が 追加 され て い 
し 、 機 体 能力 の 具体 的 な 改修 点 は 不 
ー タ ー 出 力 と 推力 を 中 心 に 強化 さ 


る 
明 
れ た と 思わ れる ) 。 本 機 は テキ サス ・ コ ロニ ー 


で アム ロ - レ イ の ガン ダム と 交 閉 。 さ 
スン の NT 専用 MA エル メス の 運用 試験 を 兼 
ね て コン ベイ トウ 再 域 で 戦闘 を f 


【 シ ャ ア 専 用 ゲル ググ 】 
J ittehets に ros 
を +m る csh、 テキ 


ーー の 1 os 


シャ ア 専 用 ザク I 
CHAR'S ZAKUL 


ーー 年 戦 争 に お いて ジオ ン 公国 軍 が 戦線 投入 
し た ザク HIF 型 の 指 探 官 機 (8 型 ) で あり 、 シ ャ 
ア ・ ア ズ ナ ブル 用 に 改修 され た カス タム 機 。 本 
機 で ルウ ム 戦 役 に 参 加 し た シャ ア は 、「 通 常 の 
3 倍 ] の 速度 で 移動 し た と 評 さ れ 、5 隻 の 地球 
連邦 軍艦 を 撃沈 し た 。 これ に より シャ ア は 「 赤 


ちな み 
カ は ペー ス 機 の 30% 増 し に 過ぎ ず 、「3 倍 の ズ 
と いう の は 大 侍 鉄 と する 向き も ある 。 お 
そら 5 く この 速度 は 、 シ ャ ア の 技量 に 基づい た 作 
戦 進 行 速度 を 指し て いる と 思わ れる 


シャ ア 専 用 ズゴック 

CHAR'S Z'GOK 

ジオ ン 公 国軍 が 戦線 投入 し た 水陸 両用 MS ズ 
ゴ ッ ク を 、 シ ャ ア ・ ア ズ スナ ブル 用 に 改修 し た カス 
タム 概 し 本 機 は ジャ プロ ー 降 下 作戦 で し 
れ て お ら ず 、 残 され て いる 記録 は 極端 
ベー ス 機 か ら の 改修 部 分 も 判然 と 
レー ター 出力 と スラ スタ ー 
化 さ れ て いた と 思わ れる 。 


【 シ ャ ア 専 用 ズゴック 】 
格 開 戦 を 圭 意 と する 
本 模 も 正 
ム を 
林 し 


pa | 
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シャ ア 専 用 ムサイ | ジャ ブロ ー ジャ ブロ ー の 育児 官 重力 ブロ ッ ク 
CHAR'S MUSAI | JABURO の GRAVITY BLOCK 
一 年 戦争 時 ン 公 国軍 が 建造 し た ムサイ ーー 年 戦争 時 の ジャ ブロ ー 基 地 に 設け られ て い ホワ イト ペー ス を は じ め と する 一 部 の 宇宙 艦船 
婦人 当 航 の バリ エー ショ ン の ひと つて で 、 秀 名 た 保育 施設 を 預かる 女性 士官 で 、 名 前 は オー | に 用 意 き れ た 、 人 工 重力 を 用 いた 居住 フロック 


は | ファ ル メ ル 」。 能力 的 な 差 は は と ん ど な い が 
艦橋 の 形状 が 大 きく 変わ っ て お り 、 ヘ ル メ ッ ト 
を 模 し た その 外観 が 最大 の 特徴 と な っ て いる 。 
本 来 は ドズル ・ ザ ビ の 乗艦 と し て 填 造 され た も 
の の 、 グ ワ ジ ン 李 大型 戦 艇 の 就役 に 伯 っ て そ 
の 任 を 解 か れ た 。 そし て 一 週間 戦争 で の 功績 
を 評価 され た シャ ア ・ ア ズ ナ ブル に 譲ら れ た の 
で ある 。 以後 、 フ ァ ル メル 
な り 、「 赤 い 彗 星 ] の 名 と: 
れる 存在 と な っ た 。 だ が ガル マ 淵 死 の 責任 を 
問わ れ て シャ ア が 軍 を 難 れ る と 、 徹 の 副官 で 
る ドレ ン が 受け 継ぎ ず 、「 キ ャ メル ・ パ トロ ー ル 次 
これ に は 


異説 も ある )。 


【 シ ャ ア 専 用 ムサイ 】 目 の よう な 盤 窓 と 工 橋 側面 か ら 突 
き 立 つ 2 本 の アン テ ナ が 異彩 を 放つ ファ ル メ ル 。 MS 
と 異な り 征 給 の カス タマ イズ 例 は 非常 に 珍し く 、 そ の 
意味 で は 貴重 な 存在 で ある 。 


ジャ イア ント ・ バ ズ 


GIANT BAZOOKA 


ジオ ン 公 国軍 が 開発 し た ドム の 主 兵 装 と し て 採 
用 され た 実体 弾 無 反 動 砲 。 口径 は 360mm ぁ 
り 、 こ れ は 一 年 戦争 当時 の MS が 携行 する 実 
体 弾 砲 と し て は 最大 起 で ある 。 破壊 力も 凄まじ 
で 、 直撃 を 受け た ガン ダム 
た と いう 記録 も 鐵 さ れ て い 
で 取り 回 し づら いと いう 欠 
く の 公国 宣 系 MS に よっ て 用 いら れ た 。 だ 
無 話 導 の 砲弾 を MS に 命中 させ る の は 難し く 、 
一 磐 的 に は 上 艦船 や 拠点 攻撃 用 に 用 いら れ た 
うだ 。 と は いえ ビー ム 兵 器 と 比較 する と 構造 の 
単純 な 本 兵 装 は さま ざま な バリ エー ショ ン を 生む 
こと が で き 、 一 年 戦争 後 で も 一 部 の 機 っ 
て 運用 され て いた 。 それ だ け に 本 兵 装 は 火力 と 
運用 性 に 優れ て いた と いう こと な の だ ろう 。 た だ 
し ビー ム 兵 器 の 改良 が 進み 、 信 束 性 が 増す 
つれ て 本 兵 装 は 廃れ て いき 、 大 出力 ビー ム 兵 
器 に その 座 を 斉 る こと に な っ た 


[ジャイ アン ト ・ バ ズ 】 本 兵 装 は 軍用 地域 や 年 代 に よっ て 役 妙 な 必修 が 施さ れ で いる 
イア ント バズ 。 回 は 東南 アジ ア 方 で 用 いら れ た イプ で 、 久 の 天変 わっ て い 


きら に 軍事 施設 だ け で な く 、 工 場 
施設 も 多数 建設 され 、 連 邦 軍 の 頭脳 も 心 左 
と も 言わ れ た 。 南米 大 陵 の 部 帯 十 林地 帯 に 人 
置 する ジャ プロー は 、 施 設 の 大 半 が 地下 | 4 
る 天 療 の 大 空洞 を 利用 し て 建設 され 、 核 兵 知 
で も 破壊 不可 能 と され た 。 また 名 問 雨林 を 巧み 
に 使っ た カモ フラ ー ジ ュ に よっ て 基地 の 位置 特 
定 が 難し く 、 正確 な 場所 は ジオ ン 公 国軍 も 長年 
ro し か し ホワ イト ペー ス を 追尾 
・ ア ング ラー 隊 に よっ て 宇宙 穏 ドッ ク 
の 位置 が 判明 し 、 こ の 情報 に 基づい て 公国 軍 
は ジャ ブロー 降下 作戦 を 展開 し た 。 し か し 基地 
攻略 は 失敗 し 、 ジャ ブロ ー は 戦後 まで 連 孝 軍 基 
地 と し て 機能 し た の で ある 。 た だ し 、U.C.0087 
に は 、 基地 機能 は ほとん ど 移転 され 、 内 部 ! 
少数 の 防衛 部 隊 し か 駐留 し て いな か っ : 


ジャ プロー] 地下 大 空洞 に 建造 され た 基地 施設 。 こ 
の よう な 施設 が ジャ ブロ ー の 地下 に 複数 建設 され て お 
り 、 1 ヶ所 が 攻略 され て も 基地 全体 の 機能 が 停止 する 
こと は な い 。 し か も 地上 の ら 直接 攻撃 を 仕掛 ける こと も 
で きず 、 まさ に 問 攻 不 落 の 要 案 


ジャ ブロ ー 降 下 作戦 


DESCENT to JABURO OPERATION 


U.C0079.11.30、 ジ オン 公国 軍 は 地球 運 
邦 軍 基 地 ジャ ブロ ー に 対す る 降下 作戦 を 実施 

・ ペ ー ス か ら 発 
進 し た ガウ 大 型 空母 を 中 心 と する 攻撃 部 隊 は 
ジャ プロー 上空 で MS 部 隊 を 降下 。 同時 に マッ 
ド ・ ア ング ラー 隊 所 属 の MS 部 隊 が 基地 潜入 
を 行い 、 空 と 水中 の 両面 か ら 大 規模 な 軍事 作 
戦 が 行わ れ た 。 し か し 降下 部 隊 は ほぼ 全 減 
作 埋 は 失敗 。 ご れ 以降 、 地 上 の ミリ タリ ー パ ラ 


【 ジ ャ ブロ ー 降 下 作戦 】 作戦 に 参加 し た 公国 軍 の ある 

MS パイ ロッ ト は 、 地表 の ら 放 た な な 仙 弄 な 対空 

を 目 に し て 、 思わ ず 「 お 、 降り られ る の か よ ぁ I?] と 叫ん 

だ と 言わ れる 。 事 室 、 降 下 の 作 中 に 大 半 の MS が 

琉 さ れ 、 地 豆 に 弱り 立っ た の は わずか 24 機 だ っ た (た 
この 狗 に つい て は 異説 も 存在 する ) 


毅 的 な 形 汰 の ジャ 
| は 「 娠 合 整 代 計 画 ] 


以降 の タイ ブ で 、 排 ガス の 処理 が より 効率 化し て いる 。 回 は 第 1 次 ネオ ・ ジ オン 戦争 に お いて 、 ア フリ カ 解 放 戦 
勿 に 履 す る 部 屋 が 用 いた タイ プ で 、 砲 身 に サー マル ・ ジ ャ ケッ ト が 知 か れ て いる の が 特徴 。 砂漠 地帯 で の 運用 を 


考 感 し た 仕様 だ と 思わ れる 


リン 。 ふく よ か な 体つき で 人 当たり の 良い 人 物 
「、 カツ ・ レ ツ ・ キ ッ カ は 懐 こう と し な : 
た 。 し か も ホワ イト ペー ス に 戻 ろう と 3 人 が 施設 


を 抜け 出し た た め 、 右往左往 させ られ 7 


[ジャ プロー の 育児 官 】 ホワ イト ペー ス に 戻る と いう 子 
供 た ちの 意見 を 法 々 な が ら 愛 け 入 れ 大志 。 アム 
ロレ イヤ フラ ウ ・ ポ の 時 と 、 何より 子供 た 
い 決 章 の 前 に は 彼女 も 折れ る し か な か っ た よう 


ジャ ブロ ー の 軍務 官 


一 年 戦争 時 の ジャ ブロ ー に 勤務 し て いた 連邦 
軍 士 官 。 基地 に 辿り 着い た ホワ イト ペー ス 隊 ク 
ルー に 任命 証 を 与え た 。 この 時 、 彼 と アム ロ ・ 
レイ と の 間 に トラ ブル が あっ た 。 


【 ジ ャ プロ ー の 軍務 官 】 口 答え する アム ロ ・ レ イ に 平手 
打ち を し よう と し た 電 季 官 を が 相手 が 身 を | い たため 
に 見 事 に 空振り し て し まう 。 取 を か か され た 軍 季 官 は 

中 と 逢 し 文句 を 口 に し て か ら 


シャ リア ・ ブ ル 


CHALLIA BULL 


オン 公国 軍 士 官 で あり 、 一 年 戦争 終盤 に 木 
星 園 か ら 地 球 園 に 帰 思 し て きた 
と し て の 資質 を 持つ こと か ら ギレ ン ・ ザ ビ 


れ 、 キリ シア ・ ザ ビ の 下 に 送ら れる と ブラウ ・ ブ ロ 
の パイロ 小 に 任命 され た 。 そし て コン ペイ トウ 密 


域 で アム ロ ・ レ イ の ガン ダム と 交戦 し た が 、 オ ー 
ルレ ンジ 攻撃 を 回 放さ れ た うえ に 本体 に ! 
ライ フル の 直撃 を 受け て 機体 と 運命 を 共に し ; 
この 戦い の 最 中 、 ア ムロ か ら ニ ュー タイ プ の ひら 
めき を 感じ 取っ た シャ リア ・ ブ ル は [凄い MS と バ 
イロ ッ ト だ 。 あの バイ ロッ ト こ そ 真 の ニュ ー タ イブ 
に 違い な い ] と 驚 悔 し た と 言わ れ て いる 。 


ド 


【 シ ャ リア ・ ブ ル 】 出撃 直 前 、 シャ ア ・N 


アズ ナブ ル と 会 見 し た シャ リア ・ ブ ル 
は 「 も し 我々 が ニュ ー タ イブ を な ら 」 
ニュ ー タ イブ 全体 の 平和 の た め に 宏 
ずる の で す 」 と 、 ひ と つの 道 を 示し 

彼 の 言葉 が シャ ア に どの よう 3 

を 与え た か は 定か で は な い が 、 こ れ 
以降 、 シャ ア は ニュ ー タ イプ に よる 社 
会 村 短 を 部 想 す る よ 


の こと 。 艦内 に 設置 され た 円 形 の ブロ ッ ク を 回 
転 さ せる こと で 、 赴 心 力 に よる 擬似 重力 を 発生 
させ る と いう も の で ある 。 その た め 重 力 ブロ ッ ク 
に は 乗員 の 居室 や 食堂 、 医務 室 や パス ルー ム 
な ど が 設置 され 、 宇 宙 空 間 で の 長期 航海 に お 
ける 乗員 の 精神 ・ 肉 価 両 面 の 健康 雑 持 に 役 
立っ た この 施設 は 無重力 下 で の み 有 
効 で あり 、 地 球 上 で は 使用 で き な いと いう 問題 
が ある (遠心 力 に よる 擬似 重力 より も 、 地球 
引力 の ほう が 圧倒 的 に 大 きい た め )。 その た 
め 重 力 ブロ ッ ク を 有 し 、 な お か つ 大 気 園内 外 で 
の 運用 が 見 込ま れる 艦 に は 、 恒 力 下 用 の 食堂 
な ど が 別 科 必要 と : 


【 陣 カフ ロッ ク 】 円 彩 の フロ ッ ク を 回 転 さ せ て 後 人生 
を 得る た め 、 円 の 内 壁 が 床 と な る 。 その た 
ブロ ッ ク 内 の 悪し 領 才 し て いる の 特徴 。 この 機 
構 に よっ て 香 ら れる 重力 は 1G (地球 上 の 重力 ) に は 
た その 程度 の 重 カ で も 宇 軍 で 丘 敵 な 
に は 必要 な の だ 


ジュ ダッ ク 
JUDOCK 


一 年 戦争 時 の 地球 連邦 軍 士 官 だ が 、 ジ オン 
公園 軍 の スパ イヒ し て も 活動 し て いた 人 物 。 上 
官 で ある エル ラン と 公国 軍 マ ・ ク ベ と の 問 の 連 
絡 係 を 務め て いた 。 し か し オデ ッ サ 作戦 の 最 中 、 
公国 軍 陸 戦 租 ダブ デ か ら 飛 び 立 つ 姿 を アム ロ 
レイ に 目撃 され 、 エ ル ラン 共々 拘束 され た 。 


ペリ ー と v 

に 手先 が 問 用 だ っ た た め 甲 板 士 宮 や メカ ニ . 
ク の 補佐 に 回 され る こと も あり 、「 便 利 屋 ] と し 
て 重 主 さむ て いた よう で ある 。 一 年 戦 多 後 も 較 
邦 軍 に 残り 、 一 説 に は S.N.R.I. (サナ リィ ) に 
所 属す る よう に な っ た と 言わ れ で いる 。 


レ ョ プ ・ ジ ョ ン 】「 便 利 


107 号 ミハル ・ ラ トキ 
エ ) と の 接触 を 許し て し 
と も あっ 


ュ プ 


19-31 


機動 戦士 ガン ダム 


GIL RATOKIE 


一 年 戦争 時 に ジオ ン 公国 軍 の スパ イ を 務め て 
ツレ ・ ラ トキ ネエ の 弟 。 年 の 割 に は し っ か り 
し て お り 、 ミハル の 言い 付け に 従っ 
ペー ス を 降り た カイ ・ 


する と 、 妹 の ミリ ー の 面倒 を 
を 待ち わび る 日 々 を 送っ て 
ツル は 大 西 上 の 人 で 放 ら 6 人 と な り 


が 、 一 説 に よる と 戦後 
地 玉 連邦 軍 の ニュ ー タ イブ 研究 所 に 引き 取ら 
れ 、 フ ォ ウ ・ ム ラサ メ と 共に 強化 人 間 の 被 栓 
体 に まれ た と も 言わ れ で いる 


る 

SHIN 

ティ アン ム 能 隊 に 所 属す る ジム の パイ ロッ ト . 

ン ロ モ ン 攻 略 戦 で は 友軍 部 隊 ど 共に 和寒 内 

部 に 突入 し た の だ が 週 し た ビグ ・ ザ 
、 化物 


密閉 型 コ ロニ ー は 大 陽光 を 透過 させ る 容 部 分 
が な いた め 、 内 部 を 照ら し | 特別 な 装 

れ が 人 工 太陽 で ある 。 円 
簡 形 の コロ ニー の 長 軸 に 沿っ て 建造 され た 人 
工 太陽 は : 分 と も れ を 取り 巻く 反射 帯 で 


増減 させ る こと で 日 の 出 か ら 日 の 入り 
の 変化 を 再現 で き 、 コ ローー 内 部 の 環境 
放 型 コロ ニー と 変わ る と ころ が な い 。 


ジン バ ・ ラ ル 
JIMBA RAL 


ジオ ン 公国 軍 の MS パイ ロッ ト 、 ラン パ ・ ラ ル の 
あり 、 公国 を 出 奏 し た キャ スバ ルー レム ・ 
ダイ クン と アル テイ シア ・ ソ ム ・ ダ イク ン の 育て 
・ ズ ム ・ ダ イク 
ン 派 と し て 知ら れる ジン バ ・ ラ ル は 、 U.C.0053 
に 起 和 国 の 独立 革 古 に 参加 し 、 ジ オ 
ン の 思想 実践 に 尽力 し た 。 だ が ジオ ン の 死 と 


公国 制 へ の 移行 に よっ て 親 ジオ ン 派 は サビ 家 


は 、 ジ オン の 忘れ 形見 で ある キャ スパ ル と アル 
テイ シア を 連れ て 公国 を 離れ た の で ある 。 そ 
の 後 、 成 人 し た キャ スパ バル は シャ ア ・ ア ズ ナ ブ 
ル と 名 を 変え て ザビ 家 に 復讐 を 許 う よう に な っ 
その 背景 に は ジン パ ・ ラル か ら の 伝聞 
が 大 きく 影響 し で いた ら 


ヤス バル に 
われ る 。「 お 父様 の ジオ ン 様 が 、 
オン 共和 国 を お 作り か ? それ は 、 


し て 再生 する 人 類 全体 の 未来 
を 考え て の こと で ご ざい まし た 。 と ころ が 
病 に 倒れ 、 そ の ご 臨終 の 際 に 、 お 父上 に 
ン 公 を ご 指名 に : で す 。 私 は ジオ ン 様 の 
ご 気性 を 、 よ く 存じ て お り ま す 。 デ ギ ン を ご 使命 
に な っ た の は 、 ご 自分 の 暗殺 者 が デ ギ ン 公 
と 教え た か っ た の で す 。 そう で な けれ ば お 
の お 味方 が 次 々 と 個 され た り 、 キ ャ スパ ル 様 と 
アル テイ シア 様 に 嘘 の 名 前 まで つけ て 、 地 球 
で お 育て する よう な こと を 、 こ の 部 は 致し ませ ぬ 


ー 


| 水爆 ミサ イル 
| 


一 年 戦争 時 に ジオ ン 公 国軍 オデ ッ サ 基地 司令 
を 務め る マ ・ ク ベ が 秘匿 し て いた 
枝 兵 器 の 所 有 や 使用 は 南 格 条 
て いる の だ が 、 追い 
サイ ル の 使用 を レビ ル に ほのめかし : 
ル は この 敵 据 を 無視 。 その 結果 、 水 爆 ミ サイ 
ル は 壮 射 され 、 あ わ や 枝 攻 撃 が 実施 され る と ご 
る し か し G ス カイ に 搭乗 し 


水陸 両用 MS 


下 


HE 5 SHEET 1 2 


スカ ー ト 付き | 


水中 と いう 極限 環境 で の 運用 を 視野 に 入れ 
た MS で あり . 地球 侵攻 作戦 を 実施 し た ジオ ン 
公国 軍 が 開発 に 普 手 し た の が この カテ ゴリ ー 
の 只 矢 と 言わ れる 。 水中 で の 効率 的 な 移動 を 
考 虚 し た 機体 は 水 の 抵 岳 を 極限 まで 減ら し た 
流 線 形 を な し 、 さ ら に 高い 水圧 に も 耐え 5 れる 
だ け の 同性 を 持つ に 至っ た 。 また 添 却 シス テ 
ム 式 を 採用 し : 部 スペ ー ス ト 
余裕 が で き 、 公 国軍 MS と し て 初め て メガ 粒子 
砲 を 内 蔵 する こと を 可能 と し た の で ある 。 その 
一方. 複雑 な 機構 を 有する マニ ピュ レー ター は 
排除 され 、 代 わり に アイ アン ・ ク ロー を 装備 す 
る 機体 が 増え た 。 こう し て 誕生 し た 水陸 両用 
MS は メガ 料 子 管 に よる 高い 火力 と 分 厚い 装 
甲 を 有 し 、 陸 上 で の 稼働 時 間 が 短い と いう 欠 
点 は ある も の の 、 使 いよ うに よっ て は 既存 の 汎 
用 MS を 上 回 る 音 果 を 発揮 し た 。 その た め 公 
国 以 外 の 勢力 も 水陸 両用 MS の 開発 を 行い 、 
U.C.0153 に 勤 発し た ザン スカ ー ル 戦争 で も 
実戦 投入 され た と いう 記録 が ある 


【 水 陸 両 用 MS】 初め て 実用 1 
公園 軍 の ゴッグ で ある 。 この 


に 水陸 両用 MS は 


スー 
| SUPER NAPALM | 


ー 年 戦争 時 の 地球 連 孝 軍 が 用 い 広域 
用 ナパ ー ム 弾 の 名 称 で 、 ハ イ パ ー・ ナ パーム 
と も 呼ば れる 。 サイ ド 7 で 最終 調整 作業 中 だ 


た RX シリ ー ズ が ジオ ン 公 国 再 の 偵察 部 隊 
よっ て 破壊 され た アム ロ ・ レ イ は ガン ダ 


ム に 携行 させ た スー パー 
存 パ ー ツ を 焼き 払っ た 。 この 時 の 映像 か ら ビー 
ム ・ ラ イフ ル に スー パー・ ナ パー ム と し て の 機 
能 が 付加 され で いる と いう 説 が 生じ た が 、 実 際 
の スー パー・ ナ パーム と は 円 簡 状 の 発射 装置 
に 搭載 され た 実体 弾 で ある 。 お そら く ア ムロ は 
これ を 対象 物 の そ 5 ー ム ・ ラ イフ ル 
で 着火 し た の だ ろう 


ナパ ー ム を 使っ て 残 


下 。 村 電 発 は 防 が れ 、 地球 連邦 
サ の 制圧 に 成功 し た の だ っ た 


ジオ ン 公国 軍 が 開発 し た リッ ク ・ ド ム に 対し て 
リッ ク ・ ド ム は 
内 直 


地球 連邦 軍 が 名 付け た 通り 名 。 
間 機 動 用 スラ スタ ー: 
、、 ま る で スカ ー ト を は いて いる 
ル エ ッ ト を 有 し て いる 。 その た め 、 連 施 軍 ょ 「 ス 
カー ト 付き ] と いう 名 称 を 与え 、 機 体 識別 に 用 
ちな み に 同様 の 装備 は 後続 の ゲル ググ 
も 搭載 され た が 、 そ ちら は [スカ ー ト 付き ] と 
呼ば れる こと は な く 、 あ くま で リッ ク ・ ド ム を 指す 
半 に だ け に 用 いら れ た , 


ラス ター が 搭載 され 、 禁 の 装甲 が 
また ふ に も サブ ・ 


} 
が 開発 し た 水陸 両用 MS。 水中 
= け で な く 陸 上 で の 円 滑 な 運用 を も 視野 に 入 
計 が な され 、 水 陸 両 用 MS の 中 で も 完 
成 度 の 高い 機体 と し て 知ら れる 。 水 の 抵抗 を 
考 應 し た 凹凸 の 少な い ボ ディ ー に は 水冷 空 
冷 式 テラ ジ エ ー タ ー を 搭載 。 さら に 背部 に 熱 核 
水流 ジェ ッ ト と 熱 核 ジェ ッ ト ・ エ ンジ ン の ハイ ブ 
リッ ド 推 進 器 を 設置 する こと で 、 水 中 で の 高速 


に 240mm ミ サイ ル 砲 を 有 し て いる 。 さら に 両 


腕 に は 格闘 寺 を 考慮 し た アイ アン ・ ネ イル も 装 
備 し て お り 、 陸戦 に も 充分 対応 可能 で ある 。 そ 
の た め 本 機 は 投入 直後 か ら 、 先 行 する ゴッグ 
に 代わ っ て 水 陵 両用 MS の 主力 機 と な っ た 。 ち 
な み に 公国 軍 の 水陸 両用 MS の 多く は 、 戦 後 
に 海中 投球 され た と 言わ れる 。 それ だ け に 一 
部 の 好事家 の | 本 機 は コレ クシ ョ ン と し て 
珍重 され て お り 、 中 で も U.C.0088 に お いて 、 
スタ ン パ ・ ハ ロイ は 自分 が 支配 する コロ ニー 内 
に 本 機 を 陳列 し で いた と いう 。 


ご 


ク ] 地球 連邦 車 ベル ファ スト 基地 を 朋 軸 し た ズ 


を 相手 に 善 半 し 、 一 時 は ガン 


付 


ガン ダム 


GLOSSARY 


スパ イ 107 号 スペ ー ス ノイ ド 

SPY No.107 SPACENOD 

一 年 戦争 当時 、 ジ オン 公国 軍 の スパ イ と し て | スペ ー ス コロ ニー へ の 移民 を 果たし 、 宇 宙 を 
働い て いた ミハル ・ ラ トキ エ の コー ド ネ ー ム 。 地 | 生活 の 場 と する 人 々 を 総じて スペ ー ス ノイ ド と 


球 連 邦 軍 ベル ファ スト 基地 を 監視 し 、 そ こ に 
イト ベー ス の 情報 を マッ ド ・ ア ング 
ラー 隊 に 伝達 し た 。 だ が その 情報 の お か げ で , 
彼女 自身 が ホワ イト ペー ス に 潜入 する こと に 
潜入 後 は ホワ イト ペー ス の 針 
に する な ど し た が 、 大 西洋 上 の 戦闘 


ル ・ ラ トキ エ 。 ホ 
要 な 情報 を 探す 


【 ス パイ 107 号 】 ス パイ 107 号 : 
ワイ トペ ー ス の 士官 室 を 物色 
ピク ビク し な が ら 作業 する その 次 は 、 と て も で は な い が 
優 衝 な スパ イ に は 見 えな い 。 


LT RR 


SPIKE ARMOR 


MS の 近接 格闘 戦 用 兵 装 。 主 に 肩 部 装甲 や 


マー を 搭載 し た も の が 多い 。 中 
大 化し た スパ イク - アー マー を 搭載 し た # 
ある が 、 これ は 装飾 用 の 装備 と 思わ れる 。 


【 ス パイク ・ ア ー マ ー] 最初 に スパ イク ・ ア ー マ ー を | 
装備 し た の は ジオ ン 公 国軍 の ザク I。 シャ ア ・ ア ズ ナ 
プル は 格闘 軟 に お いて 積極 的 に 活用 し て いる 。 MS 
| 土 の 格闘 戦 を 予想 し た キシ リア ・ ザ ビ の 提言 
鞭 展 され た も の で あり 、 ザ ク 由 以降 の 機体 
も スパ イク ・ ア ー マ ー は 経 承 され た 。 


ズ スペ = ヌコ コロ ニー 
SPACE COLONY 

字画 移民 を 果たし た 人 類 の た め の 人 工 の 大 
地 。 宇宙 世紀 に 移行 する 以前 か ら 構想 され 、 
いく つか の モデ ル が 提出 され た が 、 最 も 主流 な 
の は 「 島 3 号 型 (アイ ラン ド 3) ] と 呼ば れる タイ 
プ で ある 。 半径 3.2km、 長 さ 30 一 40km と い 
う 円 短 の 内 壁 に 遠心 力 を 利用 し た 揚 他 重力 を 
発生 させ 、 その 部 分 が 居住 エリ ア と な る 。 太陽 
光 は 円 個 の 側面 に 開い た 「 窓 か ら 取り 入れ 、 
朝 タ の 光量 の 変化 も 人 工 的 に 再現 で きる た 
ーー で の 生活 は ほとん ど 地球 と 変わ ら 


呼ぶ (これ に 対し て 地球 に 居住 し 続け た 者 は 
アー ス ノ イ ド と 呼ば れ た )。 新天地 で の 生活 を 
開始 し た スペ ー ス ノイ ド は 、 生 活 基盤 が 安定 す 

る に 従っ て 地球 連 孝 か ら の 独立 ・ 自 洛 を 要 示 
する よう 連邦 政府 高官 に 代表 さ 
れる アー ス ノ イ ド は 自ら の 既得 権益 が 侵害 され | 
る こと を 型 れ 、 ス ペー ス ノ イド の 独立 運動 を 直 
接 ・ 間 接 的 に 弾圧 し た (この 裏 に は アー ス ノ イ 
ドー 社会 的 エリ ー ト と いう 概念 が あっ た 。 また ス | 
ペー ス ・ コ ロニ ー で の 生活 を 支え る 酸素 や 水 と 
物資 の 多く は 地球 か 運び 込ま れ た も の 
で あり 、 こ れ も ア ー ス ノイ ド の エリ ー ト 意識 を 増 
長 する 一 因 と な これ に より 両者 の 対立 
は 決定 的 な 様相 を 帯び 、 さ ま ざ ま な 起 様 や 衝 
突 が 生じ る こと と な っ た 。 その 最大 の も の が 一 
年 軽 争 に 巡 を 発する 尊 多 の 埋 争 で ある 


| スペ ー ズ ・ I 
| SPACE BUS 


スペ ー ス ・ コ ロニ ー 間 を 結ぶ 小型 宇宙 艇 で あ 
り 、 ス ペー ス ノ イ ド の 征 と し て 利用 され て いる 
通常 の 宇宙 船 の よう な 推進 装置 の 類 は 
な く 、 姿 勢 制御 用 スラ スタ ー が 搭載 され て いる 
の み で ある 。 これ は 、 スペ ー ス ・ パ ス が コロ ニ - 
の 回 転 速度 を 利用 し て 移動 する た めで あり 、 自 
転 する コ か ら 放 出さ れ た 機体 は 、 初 速 を 
維持 し た まま 飛行 し 、 目 的 地 に 到達 する 。 その 
た め 任意 の 目的 地 に 向かう こと は で きず 、 あ く 
まで コロ ニー 間 移 動 に の み だ け 用 いら れる 。 


スペ ー ス ・ バ パス 】 ソ ー 
ハル] 


に 改造 まれ た 3 バン チ ・ 
居住 者 \ 強 制 退去 する 際 に も | 


| スペ ー ス ・ ラ ンチ 
| SPACE LAUNCH 


中 宙 秀 艇 に 挫 載 され た 小型 組 の こと 。 主 に 人 

員 輸 送 に 用 いら れ 、4 基 の スラ スタ ー と 迷 継 区 

画 、 ペ イロ ー ド 部 分 で 構成 まれ て いる 。 その た 

め 戦 闘 能 力 は な い が 、 艦 同士 の 移動 や 物資 

搬入 に 利用 され た 。 ホワ イト ペー ス に は 2 貨 の 

ラン チ が 搭載 され て お り 、 乗 員 た ち が ア パオ | 
クー か ら 脱出 する 際 ら 


ラン チ 】 スペ ー ス ・ ラ ンチ で 脱出 し た ホワ イト ペー ス 乗員 た 


糧 発 に 透け 遅れ た アム ロ ・ レ イ が 差 き 入 まれ た も の と 思い 
時 的 な 調 会 を 果 た 


コア - フ ァ イ ター で 脱出 に 成功 し て お り 、 ラ ン テ 上 で 


スミ ス 
SMITH | 


スレ ッ ガ ー・ ロ ウ 


SLEGGAR LAW 


サイ ド 7 に 暮らす 民間 人 の 老人 で 、 ジ オン 公国 
軍 の 製 軟 を 避け て ホワ イト ペー ス に 逃げ 込ん 
だ 。 コロ ニー に 移住 する 以前 は 南米 地区 に 暮 
らし て お り 、 コ ー ヒ ー 団 を 経営 し て いた よう で あ 


る 。 その た め ホ ワイ トペ ー ス が 地球 に 降下 する 
と 聞く と 、 再 び 故 郷 の 大 地 を 踏め る こと を 心 待 
ペロ と いう 孫 が いる 


ち に し て いた 


「 も 3 二度と 地球 の 土 は 路 め ん 
地球 へ 帰っ た ら 、 わ し は 総 対 に 動か ん | 


ズム ・ シ ティ 
| 2UM CITY 


ジオ ン 公 国 の 首府 で ある サイ ド 3、 1 パン チ 
ロニ ー の こと 。 ズム ・ シ ティ に は 公 王 庁 が 設 * 
られ 、 さ ら に その 裏手 に は ギレ ン ・ ザ ビ の 官 色 
ズム ・ シ ティ は 公国 
、 こ こ に 籍 を 置け る の は | 
政府 高宮 高級 軍人 、 また は 名 家 の 者 だ け で 
ちな み に 地 下 連 邦 軍 が 発動 し た 「 星 
一 号 作戦 ] は ズム - シ ティ の 占拠 が 最終 目標 で 
あっ た が 、 ア ・ パ オア クー 阻 沙 後 、 共 和 制 に | 


移行 国 制 府 が 終戦 協定 を 申し 出 た た め 
に ズム ・ シ ティ は 戦火 を 免れ た | 


ば ム 
人 の 顔 を 机 

ズム 文化 運動 下 の 代表 的 な 独 信 物 で ある 
物 は デ ギン ・ ソ ド ・ ず ザビ 公 王 公 放 を 兼ね 、 内 部 に 
調 見 の 間 や 公 王 の 私 空 と いっ た 設 


MA で いい) 


ホワ イト ペー ス が ジャ ブロ ー へ 到着 し た 
補充 要員 と し て 配属 され た 士官 。 正規 斉 練 を 
胡 けた 戦闘 機 乗 り で あり 、 コア ・ ブ ー ス ター ( 異 
は G フ ァ イ ター) の パイ ロッ ト と な っ た 。 コン 
ピュ ー タ ー 制 御 を 好ま ず 、 手 で 動か す 感覚 を 好 
ん だ に い う だ け あ っ て パイ ロッ ト と し て の 能力 は 
高く 、 宇宙 ヘ 上 が っ た ホワ イト ペー ス 隊 の 一 覧 
を 担う まで に 頼り に され た 。 だ が ソロ モン 攻略 
回 で ワオ ン 公国 宣 の 大型 MA ビ グ ・ ザ ム と 交 革 
突破 すべ 
し て いる 。 ホワ 
魚の 中 で も 大 柄 で 年 長者 で も か 
スレ ッ ガ ー は 、 子供 た ちか ら [リュウ さん みた い 
だ 」 と 幕 われ た と いう 。 だ が リュ ウ と は 性 格 の 條 
に 子 佐 た ち へ の 採 し 方 も 彼 独 
特 の 狼 々 と し た も の で あり 、 相 手 を 煙 に 巻い て 
は 面白 が っ て いる よう な 節 が あっ た 。 と は いえ 


縮め る べき と ころ は きっ ちり と 縮め る 男 で あり . 
彼 が 


ワイ トペ ー ス 隊 に な く て は な ら な い 人 材 


は 確か で ある 、 


スレ ンダ ー 
SLENDER 


ズ ナ ブル 配下 の MS パイ ロッ ト で 、 デ 
と 共に サイ ドア へ の 偵察 任務 に 参 


いた た め 、 コ ロ : 
と な く 母 艦 に 戻る こと が で き : 
の サイ ド 7 宇 域 で の 戦闘 
ライ フル の 直撃 を 受け 、 機 体 と 運命 を 共に し て 
いる 。 主 な 搭乗 機 は ザク TI 


公国 軍 が 開発 し 
(和子 間 2 由 
あり 、 同型 艦 と し て 「 キ ャ メル 


トク カル] な ど 
が 挙げ けら れる 。 キャ メル 艦隊 に 属す る この 艦 は 


ジャ ブロ ー か ら 宇 宙 に 上 が っ て きた ホワ イト ペー 
ス を 吐 撃 し た が 、 直 上 か ら 接 近 す る ガン ダム に 
艦橋 と 砲塔 、 機関 部 を 射 抜か れ 、 沈黙 し た 


20-29 


機動 戦士 ガン ダム 


GLOSSARY 


| t 


EE 


ZEYGAN 


町 に 現れ 後 を 尾行 し 、 ま ワイ ト 
ペー ス の 位置 を 突き 止め た 。 また クラ ウレ ・ ハ 
モン が ラン パー ラル の 伯 討 ち を 仕掛 ける 直前 
も ホワ イト ペー ス を 偵察 し た と され て いる が 


ワイト ペース を 発見 し た ゼイ ガン は 「 風 は 
れ を 受け た ラン 


SAYLA MASS 
一 年 戦争 で は ホワ イト ペー ス 隊 に 所 属し た 女 
性 兵 。 だ が 本 名 は アル テイ シア ・ ソ ム ・ ダ イク 


ンーー ジ オン ・ ズ ム ・ ダ イタ ン の 長女 で あり 、 シャ 
ア ・ ア ズ ナブ ル こ と 、 キ ャ スパ ル ・ レ ム ・ ダ イク 
ン の 妹 で ある 。 旧 共 和 国 時 代 の サイ ド 


画定 に 関わ り e 持 
オデ ッ サ 作戦 以後 は コア 
isG フ ァ イ ター) の パイ ロッ ト と 


は | 図ら ず も も 敵対 する こ , 


兄妹 


で 実現 し よう と し て い 
兄 の 死 を 望む ま 
の で ある 。 幼い 頃 は あれ ほど 仲の 良 か 
の 別離 が 、 セ 


【 第 13 独 立 部 隊 】 


| セキ 


| sEki 


セン 22 ジミ クエ 
StANGE 


瑞 HE 05 SHEET 19 


隊 
| soLAR RAY | 


マチ ル ダ 隊 と 共に ホワ イト ペー ス に や っ て 来 た 
地球 連邦 軍 技 術士 官 。 艦 と 搭載 MS に つい 
て 競 知 し て お り 、 修理 と 整備 作業 を 取り 仕切 
た 。 一 見 温 物 
挙げ る アム ロレ イ を 「 ニ ュー タイ プ の サン プル 」 
と 評 す る な ど 、 シ ビア な 軍人 と し て の 一 面 を 見 


ら は 冷た 


よう な 女性 乗員 た は 冷 
『、 本 人 は 全く 気 に し て いな 


いま せん か 」 と の 


も 、 [あぁ 、 思 わん ね 」 と 切っ て 捨て る ほど だ 


セシリア ・ ア イリ ー ン 
| CECILIA IRENE 


ギレ ン ・ ザ ビ の 秘書 官 。 有 能 な 人 物 だ が 
て 行動 する こと は な く 、 ギレ ン の サポ ー ト 役 に 徹 
レイ の 認可 を 求め る ギレ ン 
ッ ド ・ ザ ビ と の 調 見 の 場 


l ZENNA ZABI 


ザビ の 妻 で あり 


ドズル ・ 


人 の 女官 と 共に 
脱出 。 その 後 、 グ ラナ ダ を 
ヾ 艦隊 に 収容 され 、 一 年 戦争 
国軍 残存 部 隊 と 共に アク シズ へ と 逃れ 
だ が 夫 の 死 や 慣れ な い ア クシ ズ で の 生活 
心労 の た めか 、U.C.0080.05.05 に 病 


【 セ ナ ・ ザ ビ ] ソロ モン か ら 
きる 直前 、 ド ズル と 別れ の 
言葉 交わ ナオ ゼナ (な 


ホワ イト ベース を 下船 し た 鍵 民 の 母子 、 ペ ベル シ 
ア と コー リー が 目指 し て いた 場所 。 北米 大 陸 
の 西方 、 か つて グレ ー ト キャニオン 
と 呼ば れ て い 域 の 近郊 ! 位置 する 街 で 、 
ルッ ア の 夫 の 和 


広がる ば か り 


て し まっ た 
言え よう 


し 


SOLAR SYSTEM 


一 年 戦争 末期 に 


する 抑止 力 と! 
ソ ド ・ ザ ビ の 承認 を 受け 、 開発 が 行わ 
し か し その 後 デ キン は 独自 に 地球 連邦 軍 
と の 和平 工作 を 実施 。 それ を 知っ た ギレ ン ・ ザ | 
は デキ ン 作 隊 も る と も 「 星 一 号 作戦] に 参加 
する 地球 連邦 軍 衝 隊 を ソー ラ ・ レ イ で 和 
た の で ある 。 た だ し この 兵器 は 1 回 限り の 使い 
の で あり 、 絶大 な 攻 没 力 は 表 庶 に 、 汗 造 コ 


に は 連射 性 能 と 移動 能力 を 付加 し た 同系 統 
兵 装 で ある 「 コ ロニ ー・ レ ー ザ ー] が 開発 され た 


イ 本 体 、 そ の 周辺 
パネ ル で ある 。 この パネ ル が も た ら 
8.500GW、 直径 6.4km と 


一 年 戦争 時 に 地球 連絡 軍 が 開発 し た 対 要 窒 
攻略 兵器 原理 的 


で は 大 へ 光線 の 用 は 極め て 効果 的 
な の し て 実用 化 さ れ た ソン 
ム の サイ ズ は 数 十 kmt: 
4.000 で を 超え る ほど で ある 。 た 
巨大 な 兵器 を 単 一 の 
く 、20mx10m の : ッ ト を 400 万 枚 
異説 で は 40 万 枚 ) 用 いる < 巨大 な 包 
面 鏡 を 構築 し た 。 この 兵器 は ソロ モン 攻略 戦 
に 投入 され 、 要 宏 第 6 ゲー ト に 数 十 称 間 の 
\、 こ れ を 岩盤 ご と 焼き 払う と いう 威力 
その 後 、 ジオ ン 公 国軍 の 反撃 に 訪 っ 
に も の の 、 第 2 次 照射 で も 一 
功 し て いる , 


る は ず も な 


Eh 水陸 両用 MS の ひと 

つ 。 水中 で の 円 滑 な 運用 を 重視 し た 前 和 対 
と いう 特異 な 形状 を 有する 。 ま 
レー ター と 水冷 式 冷 却 問 の 使用 に 
メガ 粒子 砲 の 通用 が 可能 と 
じ れ ば 同時 代 の MS を 上 | 


陸上 で の 機動 性 で の も の た た 。 
脚 部 は ほとん ど 用 を 成 さす 、 陸 上 移動 は パー 
推進 を 利用 し て そろ そろ と 行わ れる 有 相 
本 機 が 「 局 地 埋 用 移動 メガ 粒子 砲 座 」 
呼ば れ た の は 、 こ の よう ス な 機体 性 
能 の た めで ある 。 主 な 搭乗 者 は ボラ スキ ニ フ , 


= 


[ソック 】 両 扇 に 8 基 、 頭 謝 部 に 
装備 し 、 機 体 を 動か さ ず と も 、 広 : 
る こと が で きる > 
ダム の ビー ム ・ ラ イフ ブル を か わせ ず に 没 貴 され た 


の メガ 粒子 奏 を 


レー ラ ・ シ ステ ム ] 数 十 
百 万 枚 も 
成 さ it る ソー ラ ・ シ ステ ム だ け ( 
展開 し 、 そ れ を 
の 焦 京 に 局 昌 
Me その た め ソ ロモ ン 


ンド ン 
SODON 


] 3 組 の ザク 
型 を 更 吉 する だ け 


ソロ モン 攻略 戦 
CAPTURE of SOLOMON 


『 用 し た 宇宙 巡航 
信 剤 タン 


オン 公国 軍 が 
クビ ッ ト 、 後 部 が 推 


艇 。 前 


だ が MS の 出現 
MS が 果たす よう に な り 、 次 上 
し て いっ た の だ 


ン ル 
SOL 
北米 地区 に 駐屯 する ジオ ン 公 国軍 パト ロー ル 
隊 の 通信 兵 。 戦功 を 挙げ 計時 し よう 
と いう 同僚 の クワ ラン や ギャ ル 調 し 、 ガ ン 
ダム 最 破 た 。 その 際 、 通 信 兵 と いう 


利用 し た ソル は 、 司 全部 か ら の 情報 を ク 
提供 。 実 埋 で は 自ら 小 弄 ホ バー クラ フ 
ト の ワッ パ に 乗り 、 ガン ダム に 爆弾 を 設置 する 


ワラ 


EY 


頂点 を 持つ 特徴 的 な 外観 を し て いる 。 完成 は 
ULC.0079.05 で あり 、 そ の 後 は アパ オア ・ ク ー 
公国 軍 本 土 防 衛 ラ イン ( 最 
『 ラ イン) を 形成 、 ド ズル ・ サ ビ 率 い : 
軍 攻 撃 車 の 司令 部 と な っ た 。 また 公国 軍 宇 宙 


U.C.D079.12.24、 ジ オン 公国 軍 の 宇宙 要 案 
ソロ モン を 攻略 すべ く 、 地球 連邦 軍 が 実施 し た 
戦闘 の こと , ドズル ・ ザ ビ 率い る 公国 軍 宇 宙 攻 
撃 軍 に 対し 、 連 孝 軍 は 2 方 向 か ら 侵攻 を 時 始 
ワッ ケイ ン が 指揮 する 第 3 艦隊 (ホワ イト ベース 
隊 を 含む ) が 陽動 を 仕掛 ける 最 中 、 テ ィ ア ン ム 
の 第 2 連合 艦隊 が ソー ラ ・ シ ステ ム を 展開 し 、 
要塞 に 直接 攻撃 を 行っ た 。 この 攻撃 で 戦力 が 
激減 し た 公国 軍 は 要塞 の 放 窒 ドズル 
は ビグ ・ ザ ム で 出 設 し た が 、 
命 を 共に し た 


ソロ モン の 世 霊 
GHOST of SOLOMON 


公国 軍 の ラ 
ン ペ イト 9 (かつ 
ス の 運用 誌 験 を 制御 
に よる ビット を 用 いて 要 案 に 駐留 する 地球 連 
邦 軍 艦隊 を 奇 醒 、 少な か ら ぬ 損害 を 与え た 。 そ 
し て 、 警戒 興 を すり 抜け る 正体 不明 の 攻撃 に 
恐れ 連邦 軍 将 兵 に 「 ソ ロモ ン 
の 亡 圭 」 と 挟 ば れる よう 


レロ モン 】 画 
発 押し 、 ソロ 
主 と 臣 われ た 。 だ が 
兵 閑 ソー ラ ・ レ イ を 
軍 に よ 


第 一 世代 MS 


れ は 、 そ の 当時 の MS は 地球 
連邦 軍 と ジオ ン 公国 軍 で 機体 構造 や 機能 が 
大 きく 異な り 、 明 確 な 
で ある 。 その 
ゴリ ー の 機体 に 比べ て 明確 な 区 分 が ある わけ 
で は な く 、 主 に 開発 時 期 で 判断 する よう だ 


UC.0073, ZEONIG 


MS-01 


に 


し た 地球 連邦 軍 散 隊 の 
担当 する レビ ル 将 軍 が 
座 乗 する マゼラン 級 宇 宇 戦 能 「 フ ェ ー ベ 」 が 放 
態 と な っ て いる こと か ら 「 レ ビル 艦隊 ] と も 呼ば 
れる 。 U.C.0079.12.30、 作 戦 決行 直前 
オン 公国 公 王 デ ギ ン ・ ソ ド ・ ザ ビ の 艦隊 と 接 熊 
し た 第 1 大隊 は 、 そ の まま 和平 交渉 を 行う 

と な っ て いた 。 だ が 、 デ ギン の 行為 を 裏切り と 
見 な し た ギレ ン ・ ザ ビ は ソー ラ ・ レ イ で デ ギ ン も 
ろ と も 両 艦隊 を 攻撃 。 この 攻撃 
戦力 の 3 分 の 1 を 失う こと と な っ: 


3 狂 立 部隊 


| 第 108 採 掘 基地 


中 央 アジ ア 地 区 に 建設 され 
鉱物 資源 採掘 基地 の ひと 


ほぼ 意味 が な い が 、 機動 兵器 ア 


: の で ある 。 ちな み に ア ムロ は こ 
の 差 地 を 地球 連邦 軍 が オデ ッ サ 作戦 の 標的 に 
し て いる と 勘違い し て 、 必要 以上 の 転 壊 
た の だ が 、 数 ある 採掘 
いと 知っ て 情 然 と し た の 


「 ソ ロモ ン 攻 略 戦 」 所 玉 連 邦 還 
隊 の ひと つ 。 ルナ ツー 司令 で ある ワッ ケイ ン が 
指揮 する この 艦隊 は 戦い の 口 火 を 切る と 共 
に 、 敵 の 戦力 の 賜 動 を 担っ て の た め 
任務 は 遂行 し た も の の 、 多大 な 損害 を 出す 
ちな み に 第 13 独 立 部 際 「 ホ ワイ トペ ー ス 」 も こ 
の 艦隊 に 所 属し 、 要塞 攻略 繋 に 参加 し た 


第 1 独立 部 隊 


THE 13ih AUTONOMOUS CORPS 


る 彼ら に 求め られ ] 
の は 「 田 ] 役 ある 。 その 理 不 
定 を 、 能 長 の ブラ イト ・ ノ ア は 苦 
情 を 浮か べ な が ら 屋 け 入れ た の ) 
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GLOSSARY 


第 a 連合 艦隊 耐熱 フィ ルム ダブ デ 級 陸戦 艇 ダル シア ・ バ ハロ 
THE 2nd ALLIED FLEET DABDECLASS LANDING CRAFT DARCIA BAKHARO 

た 地球 者 
rte 


馬 作 戦 」 に 才 


年 戦争 時 に ジオ ン 公 国軍 国 制 を 販 


を 4 
初 者 の 男性 
戦争 細線 


旧 を 季 ま 


PTTT 
8 子 の 包 
本 浴用 


タム ラ 
TAMURA 


0 し て も 有効 で ある 。 ホ 
- だ け て と a ブラ イト ・ ノ ア は 絢 間 の 輝き を た 


CT ] 大 所 穫 に 交 
で ロ 

YY IS 1 

強直 する 

性 宮 ぶ ぷりを 物語 る 和信 


本寺 


BLOSSARY 本 


チ ペ べ 級 高速 重 巡洋艦 
CHIBE-CLASS HIGH-SPEED 
BATTLE CRUISER 


年 戦争 時 に ジオ ン 公 国軍 が 運用 し た 生 運 
た だ 番 毅 の 就役 は 


[5] 


チェ ン バ ロ 作戦 


地球 侵攻 作戦 地球 連邦 軍 


を メカ 科 


EARTH INVASION OPERATION EARTH FEDERATION FORCE MS 搭載 設備 を 増設 す 
U(C 0079.12.24 に 実施 さ ず 、 現 状 の まま と な 
の ソロ モン 護 輸 作戦 に 与え られ UC.0079.02.07. 公国 軍 が 実施 し た て 成立 次 撃 能力 
ム 。 連邦 軍 抵 人 の 人 攻 先 を に 対 で ある 。 だ と 主権 を 保つ た め 


ス に 抱 章 する 火力 を 発 和 
ら 秒 隊 する 目的 で 与え られ た 名 称 と 時 


に 地球 を 制 た 軍事 組織 目 き に 
地球 の 線 持 に あり 、 連 邦 政 : 
< 要 と | 行動 する よう に 規定 され で た 
地下 水脈 な る 持物 資 押 と 化石 押 科 の 確保 に あっ た ペー ス ノ イド の 自治 要 水 運動 が 活発 化す る 
WATER VEIN 


田 ( 資源 が 絶対 
これ を 確保 する 


治安 弥 持 を 重視 | 
が 急務 | 信 増 強 を 決 


連邦 は 連 孝 軍 の 軍 


対す る 椅 め 


球 詩 | 付け を 強化 し た 。 これ に 対し て サイ ド 3 に 歴 を 本 
に - は 天上 地 える ジオ ン 公 国 も 独自 に 和民 抽 を 

下 を 地 で あり 年 戦争 を 3 引き 起こ すこ と と な っ た 。 さら に この 戦 
床 が 流れ て いた ょ 


て スペ ー ス ノイ ド へ の 警 惑 心 を 高め た 


の 較 邦 軍 人 た ち は 独 自 の 軍隊 
誇る 流れ も 確 対 さ れ - 時 の 連邦 軍 を それ する 勢力 
を 出入 口 と な か っ た ( 主 に な っ て し まっ た 。 さら に 長期 健 1 
の 牧 林 性 を 重視 し た た め と 思わ れる は 地球 連邦 車 に 戦力 回 復 の 全 裕 を 与 ーー トー 
決定 的 を 打開 全 を 見 


国事 は ゆっ くり と 敗 協 へ の 坂道 


- チタ ン ・ セ ラミ ッ ク 複 合 チヨ 
地球 連邦 TITANIUM CERAMIC COMPOSITE CHIYO 
EARTH FEDERATION 


人 類 史上 最大 の 提 合 国家 と し て 位 症 づ けら れ 
男 の 統治 機 問 。 旧 世 記 来 に 深 到 化 
8 - た 人 口 粒 発 を エネ ルギー 村 泥 、 吾 境 汚 此 と 
| 地下 本 】 ジェ プロ ー に 者 入 し た 人 庄 問 里 を 解決 する た 

人 は 地下 大 攻 を 利用 し て 区 出 し た 詳 基 を 欠 決 する た 

また ま 水中 用 MS が 導 行 する の 束 間 の 


地球 降下 作戦 


UC.0079.02.07 に ジオ ン 公 国軍 が 実施 し た 
| 地球 降 下 作 埋 」 の 一 理 と し て 、3 月 1 日 か 
数 度 に 責 っ で 行わ れ た 作戦 。 HLV に 搭載 し た 
MS を 主力 と する 保 世 部 隊 を 軸 道 上 か ら 降 下さ 
せ 、 目 標 地域 を 占 損する と いう も 
と きれ に 
オデ ッ サ 節 山 基地 (東欧 )、 キ ャ 


超 硬 ス チー ル 合 金 
SUPER HIGH TENSILE STEEL 
チタ ン 系 合金 = 
年 潜 多 で ジオ ン 公 国軍 が 開発 し た M 
に 使用 され て いた 将 時 材質 。 地球 連 孝 軍 
8 mm 生後 棚 地球 連 軍 が MS ガン ダリ ウム 人 
TTYTYEYTTYTTR 材 と し て 利用 する よう に な っ た 新 信人 = エ 性 に る 
tr トー ー ズ ) 和 力 が 低 く 、 ビ ー ム ・ ラ イフ ル を 覆 
は の られ 意思 目指 し た も の で . 備 し た 達 邦 製 M! 
a ん と 6 の 本 材 より も 守 た 。 その ため 
に 開発 され 
20 | [チラ ンプ チタ 
いり 、 地味 | 時 の 寺 は ジム 


は 初 生産 
MS# 用 


VOTTG TI 
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BLOSSARY 


つ 


ZIMMAD 社 


ZIMMAD COMPANY 


ト 社 。 一 年 戦争 時 の サイ ド 3 に 居 を 柚 
ぇ る MS 人 人 業 。 ZEONIC ニッ ク ) 林 
や MIP (エム イ 


人 得意 と し て お り 
団 軍 次期 主 力 機動 兵 疾 


各 用 東 主 カ MS の 層 

ZEONIC 社 
ょ うに ZIMMAD 
で 音 欲 的 な 機体 を 次 々 と 
選定 王 争 に 敗れ る こと も 多く 、MS 開 発 


1 の 座 に 登り 詰め る こと な く 終 戦 を 補 
ちな み に ジオ ン 共 和 国 の 
保有 する MS 改良 を 請け 負っ て いた よ 


で ある , 


トピ 


ティ アン ム 

TIANEM 

年 暫時 の 地球 連邦 宮中 1 

田 の 名 征 と 言 れ れる 人 物 。 一 年 凡 緒 電 の 
も 参加 し 、 コ ロニ ー の 地球 閣下 


0 と する 直孝 重 衝 隊 を 指揮 し た 。 た 

よっ て 擬 隊 は 震 減 的 報 害 を 受け 
ィ ア ン ム 本 H し た も の の 
まっ た 。 その 寺 
モン 攻略 畔 で は 弟 2 連 全 能 隊 
新兵 器 ソ ー ラ ・ シ ス 
要 者 を 攻撃 。 駐 条 部 隊 と 要塞 に 

大 な 裕 害 を 与え る こと に 成功 し た 。 だ が 要 
泰 際 落 直 朋 、 ビ ピグ ・ ザ ム の ヒ 
族 艇 タイ タン を 撃沈 され 戦死 し て いる 


TT 
テム の 展開 


ティ アン ム 艦 隊 
TIANEM FLEET 
UC.0079.12.24 に 開始 され た 


JE 


DISH 


スト 基地 に 移動 
る ホワ イト ペー ス 隊 を 訪問 し た 


テキ サス ・ コ ロニ ー 
TEXAS COLONY 


サイ ド 5 に 建造 
の 1 基 。 製 
紀 ア メリ カ の 
た た め 、 

載 争 施 戦 に お 
芋 で も 破壊 され 
八栗 が 


オン 公国 軍 の 電撃 
た が 、 軟 争 の 滞 化 に 伴 
刷 後 は 一 郎 の 従業 員 と 
な 人 が 保安 要 


スト と 
に 目 を 付け た 公国 軍 
ー タ イプ 研究 所 (フラ ナガ 
場 を コロ ニー 内 に 設け 、 ニ 

MA の 間 発 テス ト 場 


に U1 
機関) の 実験 
ー タ イブ 対応 MS 


テキ サス ・ エ リア 
TEXAS AREA 


テキ サス ・ コ ロニ 
ルウ ム 戦 筑 の 主 
和 小 的 な 破 害 を 受け た 。 そ 
は 残 帳 や コロ ニー の 土壌 
無数 に TT 
サス ・ コ ロ 
軍 壌 ) と 叶 ば れ 
た と され て いる 


エリ ア 】 無 側 の 婦 害 特 が 浮橋 す る テキ 


ア は 牙 般 の 1 
Sr こそ 

テキ サス の 戦い 

BATTLE in TEXAS 

テキ サス ・ コ ロニ ー 周 辺 軍 域 と 内 部 で 

ホワ イト ペー ス 隊 が は 

の 設 が ある に 撃 げ た ① が 通 

有力 視 す る 向き 


杜 所 き が ー 


鍵 作 菅島 提 の 


U.C.0079.12.24. ソロ モ 
する ホワ イト 
辺 の 監 複 
内 に 保 入 し た アム ロ ・ レ イ の : 
ア ・ ア ズ ナ ブル が 搭乗 する 
グ ) と 中 遇 。 両者 の 間 で 埋 敵 が 行わ れる 
た 。 た だ し 、 最 終 的 を 決 消 は つか ず 
ア は 杯 地 侍 に よる 目 く ち まし を 使っ て 途 走 
いる 。 その 後 、 ア ムロ を 援護 す べく コロ 
に 優 入 し た ホワ イト ペー ス は 貸 察 隊 を 浅 中 


ン 攻 還 戦 に 参加 
ス 隊 は テキ サス ・ コ ロニ ー 周 
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隊 は 性 一 号 作 戦 に 参 
域 を 移動 


に こだわ っ た 


に 敗れ 去り 、 機体 と 


デ ギ ン ・ ソ ド ・ ザ ビ 
DEGWIN SODO ZABI 


オン 公団 の 公 王 で あり 、 ザ ビ 家 の 目 。 か つ 
和 国 の 独立 運動 に も 参加 し 、 ジ 
ダイ ウン の 腹心 と な っ た 

首相 と な っ た ジオ ン が 病死 する と 
その 様 を 継ぎ 、 国体 を 公 王 制 に 移行 
共に ザビ 家 に よる 狂 功 制 を 委 い た の で ある 。 た 
だ し 一 年 革 争 の 時 点 で は は と ん どの 権力 を 胡 
男 の ギレ ン ・ ザ ビ に 委 味 し て お 


必 力 を 有 し 、} 
に は 内 補 に 3 和平 交渉 を 画策 
触れ 。 我 が 子 


事実 で ある と すれ ば 、 デキ ン 自 身 の 非 華 の 死 は 


因果 の 


葉 だ と も 考え られ る 


シャ ア ・ ア ズ ナ ブル 率い る ファ ル メ ル 隊 に 属す 
る MS パイ ロッ ト 。 UC.0079.09.18、 地 坦 較 
部 軍 の MS 間 連 絡 設 債 宮 の た め 、 部 下 の ジ ー 
ン と 共に サイ ド 7 に 潜入 し た 。 だ が 戦 業 に 途 る 
ジー ン が 先 滑 攻 撃 を 加え て し まっ た た め 、 従 も や 
で む な く 電 師 に 参加 。 アム ロ ・ レ イ が 起動 させ た 
ガン ダム と 交 圭 し 、 コク ピッ ト を ビー ム ・ サ ー ベ ル 
で 買 か れ て 電 死 し た 。 主 な 挫 乗 机 は ザク HF 型 


性 を 凡人 
は 自ら の 合 で 王 紅 の 性 能 
EET る SE 


ーー 年 戦争 で 地球 連邦 軍 が 運用 し た 重 粒 撃 
2 枚 の 重 直 尾 四 と 安定 加 が ある 以外 は 選 平 な 
機体 を し て お り 、 ポ ディ ー・ リ フ テ ィング に よっ て 
揚力 を 得 で いた と 思わ れる 。 搭載 され た エン ジン 
は 他 機 に 比べ て 性能 が 高く 、 航 続 還 警 と 攻 生 
達 度 を 高い レベ ル で 両立 し た 。 その た め 島 再 機 
と し て は 健 れ で いる が 、 ミノ フス キー 和子 散布 下 
の 戦場 で は 有 複 界 糧 撃 を 余 備 な くさ れ 、 格 好 
の 標的 に され て し まっ た 。 と は いえ 連邦 宣 の MS 
配備 が 本 格 化す る まで は 本 織 の 火力 は ジオ ン 
公園 宣 の MS 部 衣 に 抵抗 で きる 唯一 の も の で 
あり 、 さま ぎ まな 毅 場 に 投入 され で いる 。 


ログ 】 UCO079.11.07. 


ジオ ン 公 国軍 が 開発 し た 試作 MA、 ザ クレ ロ の 
テス トバ イロ ッ ト に 拓 握 され た 人 物 。 運用 試験 
で 目 伴 数値 か っ た ザク レロ は 廃 論 人 
分 が 決定 し て いた の だ が リー 自身 は こ 
の 機体 を 信頼 し て いた と 言わ れる 。 その た め 統 
愛す る トク ワン が ガン ダム に 了 区 れる と 、 上 官 で あ 
る シャ ア ・ ア ズ ナ ブル に 無断 で ザク レロ に 乗り 
込み 出撃 。 ホワ イト ペー ス 唄 と 交戦 し た 。 だ が 
機動 性 に 庄 の ある ( 加 達 性 能 は 高い が 小回り 
が 利 か な い ) ザク レロ の 動き を 先読み され 、 ガ 
ンダ ム の ビー ム ・ サ ー ベ ル の 首 撃 を 受け て 、 ト 
クワ ン の 後 を 追う こと と な っ 


失 半 を 錠 行 し た 
摘 な 
写本 され る と は 欠 に も 


テム ・ レ イ 
TEM RAY 


アム ロ ・ レ イ の 父 観 と し て 知ら れる 人 物 。 地球 
連邦 箇 の 技術 士官 で あり 。 連邦 一 が 推進 し た 
「RX 計 画 ] と 「V 作 戦 」 を 技術 面 か ら パ ッ ク ア - 
プ 。 の ち に 伝説 と し て 縛ら れる よう に な っ た 高 
性 能 MS、 ガン ダム の 設計 開発 を 担当 し た 。 事 
実 、 彼 が 手掛け た RX シリ ー ズ は 一 年 戦 多 の 
直 勢 を 隆 す きっ か け と な り 。 連邦 宣 と ジオ ン 公 
国軍 の 到 方 か ら 注 目 を 浴び 、 戦 後 の MS の 発 
民 に も 影響 を 及ば す は ほど の 標 体 と な っ た 。 だ が 
RX シ リー ズ の 名 声 と は 裏腹 に 、 テ ム 自 身 の 名 
は ほとん ど 歴 史 に 残っ て いな い 。 それ は 、 ガ ン 
ダム の 初 埋 闘 に まつ わる 不幸 な 事件 に 起因 し 
て いる 。 RX シ リー ズ 受 額 の た め に ホワ イト ペー 
ス に 乗 散 し た テム は サイ ド 7 に 入っ た が 、 シ ャ ア ・ 
アズ ナブ ル の 部 隊 と の 寺 闘 に 巻き 込ま れ 、 コ 
ー 外 壁 に 関 いた 穴 か ら 宇 宙 に 穏 い 出さ れ 
て し まっ た 。 そし で 宇宙 を 漂流 後 、 サイ ド 6 の 民 
凍 始 に 攻 助 きれ た の だ が 、 角 案 欠 十 に 便 き 
れ た た め に 彼 の 人 人格 は 一 変 し て し まっ た の で あ 
る 。 その 後 の テ ム は サイ ド 6 の ジャ ンク 屋 | 
み 込 み 、 執 道 さ れる ガン ダム の 活躍 に 一 族 一 
亭 する 毎日 を 送っ て いた 。 そし て 最後 に は 、 サ イ 
ド G 軍 寺 で の ホワ イト ペー ス 隊 の 埋 占 に 手 書 し 
に 末 に 、 階段 か ら 足 を 滞 ら せ 転 藻 死 し て し まう 、 
歴史 に 技 る MS を 開発 し た 人 物 に し て は 、 そ の 
最期 は あま り に 果 気 な いも の だ っ た 。 な お 、 テ 
ム は 天 学 で トレ ノ フ ・Y・ ミ ノ フス キー 博士 に 師 
事 。 ミノ フス キー 物理 学 を 学び 、 当 初 は サイ ド 
の 建設 技 僚 で あっ た 。 技術 に 令 側 する 彼 は カ 
マリ ア と の 結婚 後 も 仕事 に の め り 込 み 家 庭 を 
抽 み な か っ た 。 名 の 知ら れ た 技術 者 で ある が 
私 生活 は 成功 し て いた と は 言い 


ム ・ レ イ 】 サイ ド 6 に 香 

アム ロ (を ) と 疹 時 的 な 再 

を 時 た し た テム ( 右 ) だ が . 量子 
の 再会 古び も せ ず ガン ダム 
すい 


マ ・ ク ベ が 産業 する チ べ 級 高 速 重層 洋 艇 の 
艦長 。 ギャ ン 乗 し た マ ・ ク ベ が テキ サス ・ 
コロ ニー に ガン ダム を 縛 い 込む の を 拓 諸 し 、 コ 

ー 外 に 斑 る ま ワ イト ペー ス を 急 替 し た 。 が 
ンダ ム の いな い ホ ワイ トペ ー ス を 落と す の は 容 
易い と 見 込ん 
軸 し た セイ ラ ・ マ 
その 陳 を ホワ イ 
に 果 され た 未 に 見 と 運命 を 共に し た 。 


いと 起り や る こ 


た 結果 が 、 和 を 前 


トク メル 


TOKMEL 


ジオ ン 公 国定 士官 ある ドレ ン が 指揮 官 を 務め 
る 「 キ ャ メル 艇 除 に 所 属す る ムサイ 綴 軽 暫 洋 
末 (2 宮 維 秦 菩 型 ) の 艇 名 。 ホワ イト ペー ス を 
地球 周回 軌道 上 で 週 え 撃つ べく 接近 し 
ク ・ ド ム 癌 評 の 先制 攻撃 に 続い て 秀 學 射撃 を 
行っ た 。 だ が ホワ イト ペー スズ の 反撃 に 罰 い 。 主 
確 を 提 壊 。 さら に メガ 幸子 碑 の 撃 を 受け 、 条 
隊 の 中 で も 最初 に 撃沈 され て し まっ た . 


トク ワン 
TOKWAN | 


ジ ォ ン 公園 軍 に 所 属す る MA/ パ パイ ロッ ト 。 ホワ イ 
トペ ー ス を 追尾 する シャ ア ・ ア ズ ナ ブル と 共に 
ザン ジ バ パル 級 機 動 館 洋 牙 に 業 工 し 、 地球 周回 
執 道上 に 上 が っ た ホワ イト ペー ス を ビグ ロ で 強 
柚 し た 。 MS 以上 の 加速 性 能 を 発 捧 する ビグ ロ 
の 特性 を 活か し 、 男 撃 の た め に 出 萌 | ” 
ム を 本 赤 。 埋 同 中 に 相手 を 捕 
の アム ロ ・ レ イ を 気絶 させ る こと に 成功 し た 。 そ 
し て メガ 燈 子 砲 で と とめ を 着 そ うと し 
ー 符 早く アム ロ が 正気 に 戻り 、 至近 面 区 
ビー ム ・ ラ イフ ブル の 一 上 撃 で 機体 と 拓 合 を 共に し 
て し まっ た 。 ちな み に 顔 に 泊 手 な 傷 が ある た め 
に 無 代 な 印象 を 与え る が 、 部 下 に 対す る 面倒 
見 は よく 、 特に ザク レロ の テス ト パ イ ロッ ト を 務め 
る デミ トリ ー か ら は 信博 を 寄せ られ て いた 。 それ 
だ け に トク ワン 戦死 の 報 を 知ら され た デミ トリ ー 
は 、 独断 で 人 討ち に 向かっ た と 言わ れ て いる 、 


ドズル ・ ザ ビ 


DOZLE ZABI 


デ ギ ン ・ ソ ド ・ ザ ビ の 息子 で あり 、 ジ オン 公国 
香蘭 撃 宣 司令 を 務め る 臣 人 。 2m を 超え 
を よく 知ら な 
た 。 だ が 実 
し 軍 を 措 種 
し た サビ 宮 の 兄 毅 の 中 で 、 兵士 た ちか ら 地 も 弄 
た 人 物 で ある 。 自ら 武人 を 森重 し 、 一 年 埋 
争 縛 報 に お いて は 箱 1 次 第 2 次 プリ ティ 

作 圭 の 指 控 を 執り . 公園 宣 に 大 竿 利 を も た らし 
た (特に 2 
人 人 能 多 の 市 外 か ら 毅 語 令 
秋 破 する な ど 、 箇 四 家 と 
う 人 邊 話 も ある 
し て 箱 画 権 の 確保 に 力 を 注 
称し て 自ら 専用 MS に 乗り 込み 、 特 兵 
回 る 次 が よく 見 られ た (これ を ポー ズ 
する 向き も ある が 、 兵 た ちの 人 気 を 博 し た 理 
由 の 一 端 で も ある )。 だ が り C.0079.12.24. 
地球 軍 邦 軍 の ソロ モン 要 案 攻 四 報 で 残存 条 
自ら は 巨大 MA ビグ ・ 
ィ ア ン ム 第 謙 に 大 打撃 
に は ガン ダム に 根 体 を 撃 
る 。 ちな み に ド ズル は ザ 
弟 の 中 で 唯一 の 麦 帯 者 で あり 、 末 
セナ ・ ザ ビ と の | ・ ザ ビ と いう 一 
人 嫌 を も うけ て いる 。 ドズル は ソロ モン 海 に 艇 - 
た が 、 ゼナ と サビ は アク シズ へ 逃げ 抵 び た 


ド ・ ダ イ YS 
DO-DAI YS 


ー 年 寺 争 時 に ジオ ン 公 国軍 が 開発 し た 要 誤 
介 撃 機 。 同 発 当初 は 機 導 に 設置 され た B 門 の 
ミサ イル ・ ラン チャ ー を 用 いた 電撃 機 と し て の 
運用 法 が 期待 され で いた 。 だ が 搭載 され た 閑 
柱 ジ ェ ッ ト ・ エ ンジ ン の 推力 に 人 補 が 
これ に MS を 指 載 させ る と いう 計 
た 。 この 背景 に は 、MS の 行 
お ける 東庄 上 の 足 
こと が ある 。 ガウ 攻 軸 空母 は 飛 
の 直接 才 租 に は 不 


柳 と な 
行 志 度 が 較 い た め 、MS と 
S 自 体 に 敢行 能力 を 持た せ 


法 で MS の 移動 力 を 
必要 性 が あっ た の で ある 


か 達成 で きず 、 は ほか 7 


攻 化 する 


IF・ ダ イ YS】 ド ・ ダ イ YS に は 主 
きれ た 。 内 電機 と し て 開 争 さ れ た グ 
ET 5 軍 凶 域 が 本 補 き 
TE3 


し は 


22-32 


23-31 


機動 戦士 ガン ダム 


GLOSSARY 


ドッ キン グ ・ サ ー チ ャ ー 
DOCKING SEARCHER 
た 空中 換装 


ク ) を 中 心 に AB パ ー ツ で 構成 きれ 
開発 当初 か 
上 法 拡大 が 見 込ま れ 


に ] 


突撃 機動 軍 


MOBILE ASSAULT FORCE 


国東 が 締 す る 3 軍 の ひと つ で 、 弱 動 
株 まれ る こと も ある 。 キシ リア ・ ザ 
ょ 教導 橋 動 大 隊 を 搬 か り 
する 一 方 。MS の 埋 術 柄 
琴 や 新兵 問 の 開発 を 担当 し て 
の 基礎 研 究 と 専用 林 体 の 
ナガ ン 機 関 も 突撃 飛 動 車 


発 を 担当 し た フ 
所 属す る 一 分 


科 林 動車 は 和幸 本 問 も 手 
水面 下 の き ま ざ ま な 工作 活動 
\ 事 する 部 箸 で あ 


て 地球 の 制空権 確保 を 目指 
開発 し た 理 還 攻撃 機 。 上 


+ ト を 有する 
航空機 


を 頼り に する 連邦 電 系 


空 機 が 宰 界 不良 に 混入 方 で 、 有 視 
界 飛 行 を 前 挫 と し た 本 機 は 舘 れ た 禁 動 性 を 発 
拓 て 極 妖 に 大 き 


財 四 を 
その た め 本 機 は 地球 各地 で 


ドム 

DOM 

ー 年 戦争 時 に ジオ が 開発 し た 時 理 

MS。 重力 下 で の 行 重 壮 撤 大 を 図る べく 、 肝 
殺 検 ジェ ト を 后 載 し 、 これ を 合 

て 地上 を 清 る よう に 移動 する 


ホバー 走行 は 凌 戦 用 MS の 開発 に 基 今 を も た 
SFS= サ プ ・ フ ライ ト ・ シ ステ ィ 


用 され る まで 、 さ きま ざま な 機種 に 導 ま 
た 厚い 装甲 と ジャ イア ント ・ パ バズ + 
る 高い 火 の 
A 
草地 の 埋 線 | 


リカ 戦線 で ある 


CE 
維 が れ 、 第 一 次 ネオ ・ 
直系 林 と 見 な され る ドラ イ 
る 。 主 な パイ ロット 


析 人 人 『 用 


ドラ ゴン ・ フ ライ 
DRAGON FLY 


年 戦争 時 の 
結 機 。 尾部 に 備え た プ 
め 、 宮 や 打 各 は 還 時 代 の 抽 空 林 に 池 
長い 潜 走 路 を 必要 ど | 
レー 級 財 上 戦 穫 に 柄 載 され 
スキ ー 替 子 散布 下 に お ほ 

ちな み に 武装 は 施さ れ で お ら 
まっ た く 不向き で ある 


トリ アー エズ 


も 軍 邦 還 が 開 発し て 


ァ イ ター・ パ リエ ー 


ト 周 辺 や 主 臣 


ョ ン に 含ま れる 機体 (コク ピ 
の 形状 か る の は 
両機 が は ば 同時 期 に 開発 され た た めで あ ! 
一 色 設 計 の 共用 が 較 ら れ た た め と 思わ れる 


全長 10m に 満た 大 気 園内 
外 で の 運用 が 可能 で あり 、 地球 だ け で な く ル ナ 
リー や 各 サ イド の 連邦 罰 岬 軍 に 配備 され た 


ー ス に 決死 の 突撃 を 仕 
の 活躍 の 前 に 敗れ 、 本 債 


【 ト ルカ ン 】 死 @ 邊 依 し た 人 数 


し た 人 内 ビ 所 穫 し ひ 


は 相本 の MS 替 因 の 


FE D5 SHEET 1 B 


ィ 】 由 時 で 肌 王 が 
機 の 和己 を 信 


の 特性 を 利用 
有 急 に 使用 


DREN | 


2 シャ ア ・ ア ズ ナ ブ 
ル の 一 官 を 務め た 田 。 また 地球 連邦 軍 の 新 
造 婚 ホ ワイ トペ ー ス と 因 線 の 深い 人 物 
知ら れる 。 ムサイ 級 軽 退 洋 弘 「 フ ァ ル メル 」 の 
ス を 首尾 


し た ドレ ン は . サイ ド 7( 
作戦 | の 情報 を 得 た 
球 に 降下 し た 


ガル マ 臣 


被 も 任 を 解 か れ 、 机 | 


キャ メル 自 隊 司 信 に 級 任 


活躍 の 前 に 敗北 
午後 の 描い 


て は 納 説 が あり 、 軍 に 復帰 し た シャ ア と 共 
ホワ イト ペー ス を 挟撃 し よう と し た と も 言 む 
る 。 どちら に せよ ドレ の 難い で 戦死 
る こと に 違い は な 


| ドロ ス 級 大 型 輸 送 空母 


DOLOS-CLASS HEAVY-DUTY 
| TRANSPORT MOTHER SHIP | 


国軍 が 幸人 造 し た 、 一 年 戦 鈴 最大 の 軍 
用 空 還 。 全長 495m の 秀 体 に 100 引 を 超え る 
MS を 醒 載 し ( 赤 大 182 機 と いう の が 定 肢 )、5 
を の 鍛 槻 ロケ ルト で 移動 する ドロ 
は 回 合 空 還 と し て 禁 め て 有効 だ 
連結 メガ 粒子 碑 を 8 門 閉 備 し て し 
要 密 と し て も 機能 し 、 後 方 で 
能 と し て いた 。 その 反面 
大 か つ 多 機能 の 散 興 を 大 量 生産 す 
最終 的 に は 3 隻 が 確 造れ 
「 ド ロワ 」 の 2 介 が 実戦 投入 され た 
1 番 能 の 「 ド ロス 」 は 一 年 戦争 来期 
方 面 に 配備 され て いた が 、 地 球 較 邦 車 が 「 是 
号 作戦 ] を 実 許す る と 。 ア ・ パ オア ・ ク ー 防 
軍 の 任 に 就 い た 。 そし て N フ ィ ー ル ド で 乱 衛 線 を 
展開 し 、 連 邦 還 穫 多 の 猛攻 を 凄い だ 。 だ が 最 


中 目 計 目 


| ドロ ワ 
poow 


一 年 戦争 に ジオ ン 公国 宣 が 投入 し た ドロ ス 弘 
大 時 輸 送 空 母 の 1 頒 。 ドロ ワ は キシ リア ・ ザ ビ 
配下 の 突 壁 機動 車 に 配備 され る 予定 だ っ た 
が 、 政 冶 工作 の 一 環 と し て ドズル ・ ず ザビ の 宇 
軍 攻 撃 軍 に 眼 洪 され た 。 その 後 、 購 装 作業 が 
完了 し な いま ま ソ ロモ ン に 息 備 さ れ た ドロ フ は ソ 
ロモ ン 防 新 戦 に 参加 。 ソロ モン 史 落 後 は ア ・ 
パオ ア ・ ク ー に 移り 、S フ ィ ー ル ド の 防 箱 弧 諾 
開 の 中 検 と な が 1 番 散 の ドロ ス 撃 沈 電 
後 、 それ を 伺う か の よう に 沈ん で いる 。 ちな み 
本 牙 は 「 ソ ロモ ン の 悪夢 」 の 異名 で 知ら れる ア 
ナベ ル ・ ガ トー の 乗 散 だ で 有名 で ある 


トワ ニン グ 1 
TANNNG 


キシ リア ・ ザ ビ の 側近 を 務め る ジオ ン 公国 軍港 
特 。 ガル マ ・ ザ ビ 埋 死 の 責 を 問わ れ て 租 沈 され 
た シャ ア ・ ア ズ ナ ブル の 行方 を 追い キシ リア の 
配下 と し で 宣 に 複 帰 させ た の は トワ ニン グ の 功 
績 で ある 。 また ア ・ パ オア ー ク ー 乱 衛 洪 に お いて . 
キシ リア に よる ギレ ン - ザビ 提灯 を 正当 な 行為 
貴 伝 し て 事 本 の 彼 失 を 図る な ど 、 キ シリ ア の 耕 
胸 と し て 働い た 。 その 後 、 キシ リア は ア ・ パ オア ・ 
クー 脱出 に 失 瑞 し 、 乗 散 で ある ザン ジ バ ル 綴 機 
動 補 洋 艦 の 爆発 に 飲み 込ま れ て 果て た が 、 ト ワ 
ニン グ は キシ リア の 説 出 を 手引 き し た の ち に 埋 死 
し た と も 、 最 後 まで 防 寺 部 隊 を 指揮 し て 地球 軍 
邦 軍 に 捕らえ られ た と も 言わ れ て いる 。 


DWE た 

アー を 時 人 きせ 自分 
っ 衝 際 た 
その 閉 の 確 が と 


ドン ・ エ スカ ル ゴ 
DON-ESCARGOT 


一 年 雪 時 に 地球 放電 が 到 用 し た 計 湯 攻 
財 機 。 機 首 に 大 型 レー ダー を は じ め と する 対 電 
子音 柏 問 を 接 載 し 、 そ の 形状 が か 
似 て いる こと か ら 「 エ スカ ル ゴ 」 と 呼ば れる よ 
に な っ た 。 また 禁 体 前 後に 計 4 門 の 機 名 を 閑 
備 す る ほか 、 対 溢 ミ サイ ル や 坦 電 を 搭載 し 、 海 
上 や 海中 の 幅 的 に 優れ た 攻撃 力 を 発揮 し た 


と ん が り 帽 子 


一 年 圭 争 に ジオ ン 公 A 男 軍 が 実戦 投入 し た 
ニュ ー タ イブ 専用 MA エル メス に 対し て 、 堆 球 
連邦 軍 が 付け た コー ド ネ ー ム 。 機体 後者 に 設 


面 さ れ た サイ コミ ュ 送 受信 用 アン テ ナ や 、 全体 
的 に 較 避 の 少な い 機体 形状 $ 手 し て 、 こ の よ 
5 に 名 f だ と 思わ れる 

内 火 艇 

LAUNCH 


理生 で ジオ ン 公 国軍 が 人 用 小生 
補 軍 穫 。 コク ピッ ト ・ ブ ロッ ク と 球形 の 推 入間 
タン ク 、 ス イン グ ・ ア ー ム に 取り 付け られ た スラ 
スタ ー と いう シン プル な 構 て お り 、 主 

軍門 角 間 の 連結 用 に 用 いら れ た 。 ザン ジ バ ル 
緩 機動 通 洋紙 に も 搭載 され て お り 、 コン スコ ン 
機動 艇 隊 と 含 流し た シャ ア ・ ア ズ ナ ブル は 。 こ 
れ で コン スコ ン の 産業 態 ま で 出向 いて いる 


ナカ ワレ 
NAKAWARE 


一 年 戦争 時 に 地球 連邦 軍 が 運用 し た 輸送 機 
ガン ペリ ー に 対す る 、 ジオ ン 公国 箇 の コー ド ネー 
ム 。 ガン ペリ ー は 機体 下部 
指 載 し で お り 、 必 要 に 応じ て 
自体 が 左右 に 大 れる よう に な っ て いる 
を 目撃 し た 公国 軍兵 士 が 「 ナ カワ レ 」 と 称 り 
と が 由来 と され て いる 


で 投下 する 則 
し] 林 衣 は 醒め で 有 介 


南極 条約 


THE TREATY OF THE ANTARCTIC 


年 圭 争 開 載 後 か ら 約 1 ヶ月 が 経過 し た 
U.C 0079 01.31、 ジ オン 公国 と 地球 連邦 政 
府 と の 間 に 総 詰 され た 戦時 条約 を 「 南 李 条 的 
と 呼ぶ ( 旧 世 紀 か ら 衣 世 中 立地 短 と され た 赦 
権 で 条約 の 綿 結 が 行わ れ た た め に 、 こ の 名 称 
され る )。 公国 宮 側 と し て は この 条 
て 連邦 牙 府 に 休戦 協定 を 追 り 、 埋 争 
の 時 終結 を 圏 ろう と し て いた 。 還 放 の な い 公 
国 に と っ て 戦争 の 長期 継続 は 望ま し く な か っ た 
導 と し に よっ て 三吉 し 
た 運 邦 政府 も 長期 戦は 望む と ころ で は な く 、 第 
に よっ て 地球 に 回 復 不可 能 
な ダメ ー ジ を 繋 る より は 降伏 も や む な し と 考え ら 
れ て いた 。 また MS と いう 新兵 疾 を 投入 し た 公 
回 宣 の 電力 を 拒 所 し て いな いこ と も 、 降 代 論 を 
加速 きせ る こと に な っ た 。 た が 条約 締結 直 凍 
公国 軍 の 補 虜 と な っ て いた 連邦 宣 大 笠 レ ビル 
が 才 出 きれ た と の 報 が 入っ た 。 続い て レビ 
有名 を 「 ジ オン に 兵 な 
受け て 公国 と 連邦 族 大 
休戦 比 定 は 急 達 、 戦 時 条 的 に 改定 きれ 、 戦 
争 は 長期 化 の 様相 を 見 せる こと に な っ た の だ 
た 。 ちな み に この 時 に た 条約 は 、 主 に 
以下 に 区 げた 3 つの 項目 か ら 成 り 立っ て い 


兵器 の 使用 制 恨 一 -NBC ( 炎 ・ 生 物 ・ 化 
学 ) 兵器 と 、 コ ロニ ー 藩 と し に 代表 され る 大 換 
量 兵 益 の 使用 を 禁止 し た も の 


特定 の 対象 、 地域 へ の 攻撃 禁 止 一 地球 
田 の エネ ルギー 次 送 の 根 坪 を 支え る ヘリ ウム 3 
H3) の 輸送 に 携わる 森重 船団 へ の 攻撃 の 
桂 止 。 ま 軍制 甘 下 に ある グラ ナダ を 隊 く 
月 面 都市 誕 め と ずる 中 立地 域 
へ の 攻撃 を 止 し た 


要素 の 確認 一 一 縛 護 の 待 時 を 垢 定 
た も の 。 食事 内 容 や 尋 間 商法 まで 多岐 に 及 


難民 キャ ンプ 


| REFUGEE CAMP 


一 年 協 争 の 戦火 に よっ て 地 
人 に は 参 く の 披 害 が 出 た 。 そし て 挽 け 出さ ね た 
人 々 の 一 部 は 難民 キャ ンプ に 到 住 し 、 そ 
の 生活 を 余 貸 な くさ れ た 。 電気 や ガス 、 水 道 と 
いっ た ライ フラ イン が 油 り が ち で 、 食 尊 の 配給 
や ゃ 医療 面 で も 不安 を 換え る キャ ンプ の 生活 に 
と 毎日 を 送っ て いた 


され た 理由 が わか る 
が 本 末 、 ジオ ン が 項 え 
集 よ り も 時 大 面 を 本 


ニホン 
JAPAN 


アジ ア 地 区 の 東工 に 位置 する 島 男 で あり 、 地 
球 達 邦 を 構成 する 一 国 で も ある 。 一 年 電 争 の 
頃 に は 達者 軍 極 来 方 面 軍司 今 部 が 置か れ 
東南 アジ ア 地 区 の 埋蔵 資 湊 を 狙う ジオ ン 公園 
軍 隆 下部 隊 に 対す る 防 千 線 を 族 開 し た 。 コジ 
大喜 狂 に 所 属す る 
a 


ニュ ー タ イブ 
NEWTYPE 


宇宙 世紀 最大 の 思 枯 家 ど 時 ば れる ジオ ン ・ ズ ム 
ダイ クン が 提唱 し た 新しい 人 類 ( 人 類 の 革新 ) を 
ー タ イプ 」 と 呼ぶ 。 人 類 は 漠 在 的 に 新 | 
い 環境 に 適応 する 能力 を 艇 め て お り 
新た な 生活 の 場 を 手 に 入れ た 人 類 か ら 
その 再 弄 に 送 応 し た 新た な 人 間 が 話 生 する 
の よう 4 人 々 は 


2 ュ ニ ュー タイ ブ と 名 付け た の で あ 
る 。 事実 、 ス ペー ス ノ イ ド の 中 か ら は 直観 カ に 
便 れ た 者 が 証 生 し し か も 精密 な 検査 
研究 の 結果 、 人 間 を 弘 練 的 な 緊張 状態 に 半 
いた 場合 、「 政 応 波 」 と 呼ば れる 特殊 な 活動 
を 発する こと が 確認 され た 。 つま り 
の 存在 が 科学 的 に 実証 され た の で 
早く ニュ ー タ イプ の 能力 に 目 を 付け 

団 補 は その 能力 の 軍事 転用 を 図り 
利用 し た 速 名 操作 シス テ , 
ム ) の 開発 に 成功 し た ド 
イプ を 埋 争 の 道具 に 諸 め る 結果 と な り 、 以 徐 
香 軍 組織 は ニュ ー タ イブ の 還 事 研究 に 没 頭 
最 絆 的 に 人 工 釣 な ニュ ー タ イプ 能力 者 (強化 
人 間 ) を 生み 出す まで と な っ た 。 その 一 


人 々 は ニュ ー タ イプ の 存在 を 否定 し 
タイ プ を 生み 出す 土壌 な る スペ ー ス ノイ 
ド を 憎 生 す る よう に な っ た 。 一 年 電 和 以後 、 ス 
ス ノ イ ド と アー ス ノ イド の 同 に 帳 独 く 王 っ た 
タイ プ の 存在 も 湊 く 関 人 


23.32 


動 戦士 ガン ダ 


BLOSSARY 


ニュ ー タ イブ 研究 所 


NEWTYPE LABOLATORY 


ェ 特性 を 縮 持 し た まま 


eg rir gy 
emis her 
つじ 

soce | 熱 核 人 ハイブ リッ ド ・ エ ンジ ン 
ィ が ある 対象 し 


ケッ ト ・ エ 然 本 ジェ ッ ト 

と も 呼ば れる 推進 機関 
ト ジン と 鈴 槍 ジェ ッ ト 
を 借 せ 持っ て いる 


0 に 搭載 され 、 ま ず 低 高 度 
権 進 剤 と し て 利用 する 


釘 栓 ロケ ッ ト ・ エ 
多核 ハイ ブリ ッ ド ・ エ 
癌 高度 機 は 2 棒 類 の 推 差 
で いた が 、 こ れ は 機体 の 重 
き 、 あ まり 効率 的 な シス テム と は 言え 
それ に 対し て 然 棲 ハ イプ リッ ド ・ エ 
重量 が コン パク ト で あり 、 推進 
な が る と いう 特権 を 有 し て いる 


推進 講 を 消費 
り 替 わる の で 。 
誕生 以 間 
磯 関 を 持 
ht 


た 的 空 標 の 多く に 搭載 され る よこ な っ た WM 


の 軍 約 に も 


熱 桜 反応 炉 


THERMONUCLEAR REACTOR 


宇宙 世紀 に 実用 化 され 、 人 燥 の エネ ルギー 事 


情 を 一 変 させ る た 性 明 合 炉 の 一 竹 
世 理 談 が 提 明 され た 「 水 
重 ホ 系 
ある 。 その た め 、 この 
i 通常 の 覆 除 合 炉 と き 
地上 に お ける 公園 宣 の 重要 拠点 と な っ た 。 地 名称 が 与え られ = 
の ガル マ 従来 の 村 識 合 は 種 動 時 に 話 大 な 衣 


放射 線 を 遮 黄 す る た め に 6 
必要 と され た 。 その た め 栓 
細 率 が 高 利点 を 要 


【 1 
団 . カ ウ の 推 引 も 時 
機 の MS 措 載 を 可能 に する 巨 4 


合 炉 は エネ ルギー 


健 れ る 未 杜 ト ・ エ 必要 > 難 た 
に 大 な 土地 を 有する 場所 
重水 秦 - へ 


MS に 搭載 可 

U.C.0047. トレ ノ 

ネス コ 捕 士 を 中 
フス キー& イ ヨ 


半 及 | 


発 


し て 利用 され る 


る 熱 械 反応 妨 は さま ざま な 改良 が 加え られ た も 
の だ が ノ フ スキ ー・ イ ヨネ 
か ら ほ と ん ど 変 も の 反 記 


炉 の 優秀 き が わか る と 


季 を 交 任 きれ 
虹 箇 6 を 機械 的 に 加 当 
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に D5 SHEET 17 


湯本 
理 約 な 所 林 関 た 


熱 核 ホバー 推進 | 


了 時 四 用 MS や 陸戦 第 の 画 期 的 な 移動 手 自 と 
で て 衝 及 し た 推進 シス テム 。 府 本 的 に は 殺 村 
ト ・ エ ンジ ン を 応用 反応 

炉 で 推進 前 を プラ ズ マ 状態 に し て 駄 入 し た 大 


所 で 機体 は 地上 浮か び 上 が り . 
フト の よう に 移動 する . 
推進 ム を 初め て 本 格 1 
た 機体 と し で は ジオ ン 公国 軍 の ドム が 知ら れ 
用 部 維 四 ・ ア 1 
* を 内 蔵 し た ドム は 62.6I 自生 を 物 
損 加 達 性 能 を 実現 し た 。 そし て ドム 
有効 性 が 立証 され た 然 様 ホ パー 推 
まな 鞍 戦 用 MS に 採用 され る よう 


Ne 


た 。 だ が 、 一 年 圭 争 後に SFS (サブ 
シス テム を 用 いた MS 運用 法 が 確 
れる と 、 次 第 に 姜 を 消し て いっ た の だ っ た 


作 人 地上 を 浦 る よう に 疾走 する 
:、 笛 慌 ホ バー 洗 送 の 物 で ある 。 そ 
も 友 び 。 球 5 只 間 の ネバー 推 人 


熱 核 ロ ケッ ト ・ エ ンジ ン 


熱 杜 反 応 炉 を 基 餅 と する 推進 模 関 で 、 主 に 宇 
軍艦 艇 の 推進 シス テム と し て 探 用 され て いる 
鈴 柱 反応 坊 登 場 以前 の 宇宙 基 導 

ケッ ト に よる 推進 を 行っ て いた が 、 これ は エネ ル 
ギー 効 車 が すこ ぶる 一 く 、 長期 航海 に は 大 

の 推進 剤 を 必要 と し た 。 これ に 対し て 航 械 ロ 


ケッ ト ・ エ ンジ ン は 外 検 反応 炉 の 趣 高 温 で 然し 
た 椎 入 誠 を 噴出 させ る こと で 桁外れ の 推 カ を 
発 種 し 、 エ ネル ギー 効 車 に も 優れ 
が ある , 


が 移民 目的 で 建造 され た の に 対し 、 ノ 
デア は 当初 か ら 地 球 連 邦 軍 の 軍事 研究 施設 化 
を 悦 ん で 造ら れ た も の で ある 。 U.C.0078 の 5 
月 に コロ ニー が 1 基 完成 し た 段 陳 で 移民 が 開 
始 さ れ た の は この よう な 事情 が ある た めで 移 
民 の ほとん ど は 較 孝 軍 関 係 者 と その 家族 で 構 
成 さ れ て いる 。 一 年 埋 争 縮 較 に お ける ジオ ン 
公国 宣 の 各 サ イド 攻撃 を 上 れ た ノア は 、 連 攻 
東 の MS 運用 試験 場 と し て 利用 され た 。 また 戦 
後に は 名 称 が 「 グ リー ン - オ アシ ス ] に 変更 され 
ティ ター ンズ の 軍事 施設 と し て 利用 され た 。 


レア 】UCOO78.09.16、 達 事 の 「V 寺 を 人 


置 され た 諾 作物 地 培 
祥 100m は 
どの 円 簡 形 の 施設 が 委 十 個 並 び 、 履 住 者 の 
た め 、 も し く は 輪 出産 業 用 の 食糧 生産 が 行わ 
れ て いる 。 農法 は 主 に 水 耕 震 で 、 太 隊 漁 
蛋 の 角 射 量 の 調 北 や 有 寄 寄 字 の 閥 的 な 提 
勾 、 油 伝 子 工学 の 応用 に よる 生産 性 の 向上 
が 図ら れ て お り 、 生 産 効 率 は 地上 で 行わ れる 
諾 業 の 比 で は な い (事実 宇 軍 移民 政策 の 撤 
大 に 伴っ て 地球 園 の 食糧 生産 の 場 は コロ ニー 
が スペ ー ス ノイ ド の 発言 
な が り 、 ア ー ス ノイ ド の 人 久 尼 を 助 
長 する こと に な っ た )。 また 、 プ ラン ト 内 に 水 を 
満た し 、 魚の 閉 形 が 行わ れる 場合 も ある 。 た だ 
し 構造 物 に 対す る 謝 食 性 の 問題 か ら 海 水 は 
使用 され ず 、 主 に 洪水 生 の 魚 が 養 玉 さ れる 


ノー マル スー ツ 

NORMAL SUIT 

いわ ゆる 宇宙 服 の 引 称 で あり 、 宇宙 に 生活 の 
場 を 移し た 人 類 に と っ て 必要 不可 欠 な 午 民 で 


ある 。 大 気 が な く 温 記 変化 の 激しい 宇宙 空間 
で の 活動 を 可能 に する 最低 限 の 装備 で あり 
ヘル メッ ト と 体 を すっ ぱり 種 ラス ー ツ 部 分 と で 醒 
成 され で いる 。 また 酸素 供給 装置 や 放射 款 回 
困 剛 憶 、 通 信 機 器 な ども 用 意 さ れ て お り 、 ノー 
マル スー ツ を 甘 数 時 間 一 十 数 時 間 の 
単 凌 宇宙 活動 が 可能 で ある 。 ちな み に ノ ー マ 
ルス ー ツ と いう 名 称 は MS の 出現 に よっ て 用 い 
られ る よう に な っ た 。 MS の 「S.ULT.S.」 は 戦 
術 激 用 宇宙 機 問 の 時 称 で あり 、 琶 と し て の 意 
その た め 服 と 同じ 
ッ と 呼ば れる , 
その た め 最 初 ( 
い 始 め た の は ジオ ン 公 国軍 だ 
埋 で MS の 存在 が 広く 知ら れ 
は 、 地 球 連 邦生 で も 用 し 3 
以 繁 、 ノ ー マ ルス ー ツ は 組織 や メー カー、 使用 
用 送 に よっ て さま ざま に 分 起す る こと に な る が 
5 な 能力 は ほとん ど 変化 し て いな い 


レー マル メー ツ 】 ここ 
U.C 0079 縛 の 地球 束 
ある 。 柱 宙 屋 と 凍 生 宇 胡 に E 


灯 宇 軍 本 (を ) は パイ ロッ トス ー ツ ど 
和仁 の 給 に フィ ッ ト し た 形状 まし てい る 、 も 

者 の 動き を は と ん だ 妨げ な いか 、 条 度 を 
ある 、 一 方 の 量 半 宇宙 層 ( 右 ) は 各 動 導 者 や 
下村 寒 動 季 午 が 重用 し た モデ ル で 、 軽量 性 や 生 暫 
性 を 度 外 横 する 代わ り に 師 画 性 を 遍 め て いる 


は | 


バー ソナ ル ・ ジ ェ ッ ト 
PERSONAL JET 


大 気 田内 で 使用 する 信人 用 移動 推進 装置 の 
夫 称 。 小型 液体 区 料 ロ ケッ ト も し く は 圧 商 ガス 
の 噴出 力 を 利用 し て 空中 飛行 を 可能 と する 結 
備 で ある 。 2 本 の レバ 保 作 性 の 容量 き 
と 胡 続 下 離 の 長 さか ら 一 年 戦争 時 の 艦船 に は 
常備 され 、 譜 出 用 に 使わ れ た 。 また ラン パ ・ ラ 
ル 隊 
ホワ イト ペ 


ハイ ドボン ブ 


HIDE BOMB 
ジオ ン 公 国軍 が 開発 し た 機電 の 一 竹 


空間 や コロ ニー 内 の 舞 恒 力 空 間 に 放 

機 の 接近 を 組む 防 筐 の 形成 に 用 いら れ た 
レー ダー の 利 か な い ミノ フス キー 雪子 散布 下 に 
あ い ハ イド ポン プ は 発見 が 導 
し く 、 気 付い た 時 に は 地 香 原 侵入 
し て いる 場合 が 多 か さらに 浮 選 禁 電 い 


分 類 さ れる ハイ ドボン プ は 時 間 と 共 
変動 する た め に 場所 の 特定 が 本 
な 兵器 な が ら も 非常 に 有効 だ っ た よう だ 。 ハイ 


し た の で ある, 攻撃 を 受け 止め る た め の 


て は 誘電 の 危 陵 が 高 


FD sm17 


ハイ バー・ ハ ンマ ー 
HYPER HAMMER 


MS の 戦 客 を 模索 する 地球 運 邦 軍 開 例 時 が 
製造 理 用 格 本 兵 状 で 、 ガ ンダ ム ・ ハ 
ンマ ー の 改 邊 版 。 大 質量 の 鉄 球 を 高速 で 様 
命中 させ る こと で 
で ある 。 また 奈 力 を 増す た め に ロケ ッ ト ・ モ ー 
ター を 内 工 し 、 投 
| 
鉄 球 を 標的 に 


トド 


バイ ロッ トス 一 
PILOT SUIT 


EM MS, 

名 称 で 呼ば れる よ 
/ は 着用 者 の 体 に フ . 
"最大 の 特徴 で ある 。 そ 
め 防 押 面 で は 重義 宇 軍服 に 及ば な いも 
寺 旧 (特に MS 泡 士 の 動 寺 押 ) の 前 
5 な い 緒 備 と し て 利用 され た 。 時 代 の 経 
と 共に パッ ク バ パック の 形状 の 変化 や 、 防 諸 
バッ ド の 追加 と いっ た 改良 が 行わ れ ね た が 、 基 本 
的 な 構造 は 科 発 当初 か ら 変化 し て い 


Ya ホス 
LT TT 
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バ オ ロ ・ カ シア ス 
PAOLO CASSIUS 


当時 の 夫 理 連 孝 軍 
人 物 で 、 挟 人 同 拓 


條 秀 き を 物語 る 


し 6 
+ ロ は 素 寺 し て 尼 紅 庫 に 直さ 
る 要 国 と な = で し まっ た 


+ 
tT 


バ ソ ク 級 輸送 角 


PUZOCK-CLASS TRANSPORTER 
国軍 が 運用 し 


され た コン テ ナ 
特異 な 形状 が 特 徹 で ある 
『 兵 や 食料 、 徐 

兵 半 や 束 備 用 棚 半 を 搭載 し 
華 で MS を 60 機 二 携 可能 と いう デ 
の 輸送 引 と し 


た 輸送 


避 送 区 は 資材 の 之 和 


バッ ク バ パッ ク 


BACK PACK 


対す る 命令 を 下 


ハッ テ 
HATTE 


類 軍 や 祖 退 と 


が 新た に 振り 分 けら れ 


・ ポ イン ト に 移 


や 体温 手 機 剛 な と 
マル スー ツ が 骨 島 宇宙 無 


た 部 隊 全 体 に 
す に は 有効 な 手段 で ある 


パブ プア 級 補 給 艦 


PAPUA-CLASS TRANSPORTER 


年 畔 争 時 に ジオ ン 公国 軍 が 運用 


ド を 有 し て いる 。 と | 
の パブ ゾク 引 袖 絵 能 を 下 園 っ て お 

香 多 問 戦 当時 に は すでに は と ん 

区 一 線 を 選 


が 、 物 資 の 4 
懇 の 韻 襲 を 受け て 撃沈 され た の だ っ た 


役目 は 減り 、 代 わっ て 
ム 控 乱 暮 を 展開 する 松 を 担う こ 


イル の 交 王 に ビー ム 抵 艇 
れ を 要塞 の 民 囲 に 般 布 する 
た の で ある ( こ 


叶 較 に 技 入 され 
トコ 境 乱 幕 を 展 
対空 次 火 を 無効 化し 、 運 邦 軍 
の 初期 進軍 を 助け て いる 
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ハヤ ト ・ コ バ ヤ シ 
HAYATO KOBAYASHI 


ホワ イト ペー ス 隊 の 一 員 と し て 
球 連 都 軍 の 少年 兵 
民間 人 


年 戦争 に 参加 


暮らす 


オン 公園 重 の 本 時 を 受け 
半 難 し た ハヤ ト は 正規 捧 不 足 
に や む な く 戦 笛 に 参加 


が 計 実 な ハヤ ト 


し 1 3 


ハロ 

HARO 

U.C.0078 年 代 に 玩具 メー カーSUN 社 が 発 

自筆 AI 措 載 工 ペ ッ ト ・ ロ ボッ ト の 

売 下 後 は 5.000 セ っ ト に 満た な い 商 品 だ 
ト を 遂げ 、70 年 以上 

ロ を 記録 し た 。 外見 は 直入 

40cm ほ どの 球体 で 内 歳 さ れ た カメ ラ ・ ア 


売 
発 


に ] 


間 声 入出 力 閑 置 を 怠 使 し て ユー ザー と 簡単 な 
コミ ュ ニ ケー ショ ン を 団 れ る よう に な っ て いる 。 さ 
ら に ユー ザー を 語 計 する こと が で き 、 こ れ が ペ 


ト ・ ロ ボッ ト と し て の 人 気 を 確立 し た 千 密 と 思わ 
れる 。 の ち に 最高 の ニュ ー タ イプ と 陳 わ れ た ア 
ムロ ・ レ イ も 独自 の 改造 を 施し 所 有 し て いた 


バロム 
BAROM 


キシ リア ・ ザ ビ 配下 の ジオ ン 人 色男 士官 
ロモ ン 教 援 隊 を 素 いる マ ・ ク ベ の チ ベ 組 重 
遂 洋 散 に 乗馬 し た が 、 本 来 は ソロ モン が 持ち 
地 え た と き の た め の 作 埋 参 主 と し て 派遣 され る 
予定 だ っ た 。 し か し ソー ラ ・ シ ステ ム と MS 部 藤 
を 投入 し た 地球 連 施 軍 の 攻撃 で ソロ モン は 銘 
藩 。 や む な く 要 塞 か ら 脱 出し た ゼナ ・ ザ ビ と ミ 
ネリ ・ ザ ビ を 回 収 し . グラ ナダ へ と 帰 運 し た 


た 駅 測っ ド を 発見 し た マ 

3 それ を 見 栓 て よう と し た 。 だ が 
ム (だ | が それ を た し な め た た め に 欠 女 た ち は 回 下 
され た 。 一旦 者 多 析 も サビ 宮 の 各 腰 が 残れ た の 
: き が 萌 履 し て いた の で ある 


ドー ス を 脱走 し た アム ロ ・ し 
イ に 各 沖 が 下 な な いこ と に 契り を 覚え 、 さ ら に 
ブラ イト ・ ノ ア が アム ロ の 活躍 に 期待 
と 知る や 、 ハヤ トコ パ ヤ シ ら と 引 を 


だ が 庶 解 が 解け た の ち は メ カニ て の 役 
Et ーー 年 戦争 終 計 まで ホワ イト ペー ス 
の 整備 を 担当 ン 語 幸い 


袖丈 し た スレ ッ ガ ー・ ロ ウ の コア ・ ブ ー ス ター(G 
ファ イタ ー と する 異説 あり ) を 修理 し て いる 


革 休 作業 に 打ち 込 
天明 し 


バン マス 
VAMMAS 


ホワ イト ペー ス の ブリッ ジ 要 員 の ひと り 。 た だ 
サイ ド 7 を 出 漠 し た 項 に は 交 が 見 られ な か 

と か ら 、 ス レッ ガー・ ロ ウ の よう に ジャ ブロ ー 基 
地 で 新た に 配 履 さ れ た 将兵 だ と 思わ れる 。 主 
に 操 邊 を 担当 し 、 時 に は ミラ イ ・ ヤ シマ に 代 れ 

て ホワ イト ペー ス の 能 を 任 さ れる こと も あっ た 


Lo 


ヒー ト 系 兵 装 
HEAT TYPE WEAPON 


MS が 装備 する 近 失格 闘 用 兵 付 の 一 和 。 
基地 の 形状 を 棋 し て お り 、 妨 の 部分 を 加 然 す 
る こと で 栖 的 の 装甲 を 切身 く と いう も の で あ 
る 。 加 鈴 に は MS に 搭載 され た 杜 酸 合 配 の 電 
の を 利用 ( 情 を 狼 る MS の レー ター を 通 
じ で 電力 が 供給 され る )。 また 妃 の 部 分 は セラ 
ミッ クス 系 高 分 子 化合 物 で 構成 され 起動 
局 時 に 軸 財 的 に 加 然 す な っ て いる 
発し た ザク 1 に 採用 され た 「 ヒ ー 
ク 」 が ヒー ト 系 兵 装 の 走り で あり 、 以 
税 、 形状 と で ヒー ト 剣 、 ヒー ト ・ サ 
ル し 、 ヒート ト ・ ナ タ 。 ヒー ト ・ ト 
マ ホ ー ク と 名 称 も 変わ っ た が 、 基本 原理 は 同じ 
で あ ム 系 兵 半 の 実用 化 に 成 


功 す る まで ヒー ト 素 兵 装 は MS 同士 の 近接 絡 
関電 に 不 た 。 さら に ビー ム 系 兵 半 
が 登場 し 少な い 電力 で 株 働 する 

ト 系 兵 続 は 副 格 開 兵 半 と さま ざ 


な 機体 に 狼 代 され る こ 


近 一 中 悪 将 で 有効 な 対 MS 用 格闘 兵 装 。 伸 
の よう な 形状 を し て お り 、 様 的 に 柏 衣 
させ 、 パ ルス 状 の 導電 圧 を 掛け る 
ロ 小 と 重子 機器 に 直接 ダメ ー ジ を 与え る も の 
で ある 。 その た め ヒ ー ト ・ ロ ッ ド を 電 在 坦 と 呼ぶ 


向き も ある 。 ヒー ト ・ ロ ッ ド に 欠か せな い の は ほし な 
その た め 導 電 性 の 高い デン 
ドリ マー (フラ クタ ル 構 造 を 有する 高 分 子 1 


物 ) が 素材 に 用 いら れ た 。 デン ドリ マー は 電圧 を 
変化 させ る こと で 任意 の 方 向 に 動か すこ と が 
き 、 この 特性 か ら ヒ ー ト ・ ロ ッ ド は 策動 用 モー タ 

て いな の 変化 に 応じ て 


掛け られ た デン ドリ マー は 謝 然 を 生じ る た め 、 得 
的 の 装甲 を 切断 する こと も 可能 で ある (一説: 
は 、 表面 温度 は 4.000 度 に も 遅し た と され る 

その 反面 、 部 線 し た パイ ロッ ト で な いと 効果 的 
運用 上 の 欠点 が あり 、 結果 
ド を 装備 し た 想 ? に 限ら 
た 。 最初 期 に 閣 載 し た の は グフ で あ 
ガイ に は 画 手 に 2 本 ( 計 4 本 ) 装備 
型 が 採用 され た 


池 殺 し た 
2 ム 綿 申 も 重 


ピー ム 捜 乱 幕 


ビーム 状 攻 用 粒子 で 構成 され た 対 ビー ム 兵 問 
用 防御 手下 主 に 宇 軍 要 究 共 申 に 用 いら れ 


涯 頭 に ビー ム 枚 前 粒子 を 満載 イル を 要 


これ に よっ て 要 秦 周辺 
に 濃密 な ピー ム 所 起草 が 形成 され る の で ある 
宮 乱 草 を 通過 する ビー ム は 統 散 する か 夫 道 を 
松 じ 曲げ られ て し: 結果 的 に 要 寒 か ら 


の 給 撃 を 無 だ が 要 寒 に 対す る ビー 
され て し まう の が 欠 
で ある 。 また 要 乱 幕 は 時 間 経過 と 共に 

て し まう の で 、 長 時 間 の 埋 要 で 
ト 般 粒子 を 艇 布 する 必要 が ある 
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ピー な 2 サー ペル 
BEAM SABRE 


MS が 装備 する 近 拓 格 抽 用 兵 装 の 一 種 。 に 
ト 薬 兵 義 と 異な る の は 刃 の 部 分 が 
の 放射 東 で 形成 され て いる こと で ある 
発 に は 銘 栓 反応 
化 さ れ た エネ ルギー 
る 。 締 退 寸前 の 
ピー ム 兵 器 の エネ ルギー 反 と し て 利用 する の が 
エネ ルギーCAP で あり 、 こ れ を 情事 分 に 内 本 


する ピー ム ・ サ CAP か s 
放出 され た ミノ フス ルド の カ 
で 人 の 形状 に 固定 放出 され た ミ 


子 は 極め で 高温 を 保持 し て お り . この 
高熱 で 標的 の 桂 甲 を 注 交 ・ 切 断 す る の で ある . 
また 1 フィー ルド 起動 時 は 強力 な 破 夫 ゲ 発 生 
個 界 が 生 お 圧力 に よっ て ピー ム ・ サ ー ベ ル は 倍 
サー ベル や ヒー ト 系 大 凌 と 切り | 
まり 本 来 な ら 実 体 
- 笠 子 で 構成 され て で いな が ら 、 あ 
うな 特性 を 示す の が ヒ 
使用 時 に は 大 電力 を 


肝 胃 兵 装 に 転用 し た ビー ム ・ カ ン 開 ビ ピー ム ・ サ 


ル と いっ た も の も 開発 され た が 
を 本 原理 は 変わ っ で いない 


に の 場合 も 


BEAM JAVELIN 


ガン 
特技 機構 。 サー ベル を 


し に 括 載 され て いた 
司 に 変形 させ る も 


ム の 


の で 、 シス テム が 作動 する と 柄 か ら 全 衝 抽 
が 伸び 


憶 状 に 変 を 変え る 
電 鉛 に 三 丸 に 形 騙さ 
相応 し い 兵 凌 と な る 
ャ ペリ ン に は エネ ルギー 盗 率 に 優れ る と 
待 奏 が ある 。 ビー ム ・ サ ー ベ ル の 柱 働 に は MS 
本 体 の ジェ ネ レー ター か ら 5 の エネ ルギー 供 若 が 
不可 欠 だ が 、 ビー ム ン は MS か ら 苗 か 
て も 内 歳 さ れ た エネ ルギーCAP た 


入射 
より も 突 


D 直 剛 で 使用 きれ 
と と な っ た 。 純 拓 する か ウ 如 6 
げ 村 け て 撃 鍵 し た こと が 記録 に 槻 され で いる 


ma.» 
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ビー ム ・ ラ イフ ル ビグ ロ ビッ ト ビン ソン 計画 
BEAM RIFLE BIGRO BT 


公国 軍 が 開発 し た MA。 開発 メー カー は オン 公国 軍 が 開発 し た 無人 攻撃 問 末 。 釣 杜 年 電 争 緒戦 で 大 数 を 喫し た 地球 連邦 車 が 
ZEONIC 社 と の 次 其 主 兵器 の 先行 競争 坊 と メガ 粒子 砲 を 搭載 し 、 サ イコ ミュ ・ シ ス | 実施 し た 
ドー) 社 で 、 その 時 テム を 介し て 放射 され 
PX1 が ビグ ロ の 承 | に よっ て 倍 隅 弱 作 さ れる 
推進 用 に 搭載 し た 科 子 に 影 衝 され な いた め 、 ビ ピット: 
は 爆発 的 な 加速 | 科 子 散布 環境 下 で も 運用 する こと が で きる 。 さ 
の サイ ズ は 一 般 的 な MS より も 計画 
攻撃 に は 最適 の 兵 計 で ある UC.0079 04.01 に 発動 し た この 計画 は 
ト を 用 いた 多 方 向 か ら の 同時 | 計画 を 失 進 し た 
ジ 攻 撃 ) は 回 必 が 国難 で あ 軍 貞 MS の 開発 
体 は 反 没 も まま な ち に 撃 て RX 計画 が V 作 戦 に 集 
ん ど だ っ た 。 この よう な 能力 を め と する RX シリ ー ズ を 生み 出す 一 方 
イプ 専用 機 の 特 復 的 な / ン 計画 も 着 々 と 進行 し 、 連 
ニュ ー タ イブ の 維 対 数 が 充分 な 艇 船 が 建造 され る 
な か っ た 。 し か レー 一 年 終 筑 、 ジ ャ ブロ ー を 先 居 し た ホワ | 
年 閉 争 後に は エネ ルギーCAP を 導 載 し て 小型 ー ス に 公国 軍 の 注意 が 集中 し て いる 隊 を 


調和 隊 圭 (ルウ ム 戦 役 ) で ジオ ン 公 
弄 事 に 敗れ た 連邦 宴 は 、 多 く の 宇 軍旗 箱 を 
和 失っ た だ けり で な く 、 広 半 囲 に 百 る 抽 宙 権 を 手 


は ミノ フス キー 


S の 携行 兵 装 内 に 鉛 め る 
CAP 技 条 


軍用 され た 
前 する も 
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化 に 成功 し た ビッ トニ フ 病 発 され らい 、 新 た に 建造 し た 熊 鐘 も 続々 と ジャ ブ 
の 開発 ちの MA 開発 の 指針 を 示 | ト の 系 列 が 廃れ る こと は な か ロー を 発進 。 ルナ ツー 宏 域 に 集結 する と 、 公国 
す も の と な り 、 特 に 高 機動 型 MA の 結 福 と な 軍 に 対す る 一 大 反攻 作戦 (プロ モン 攻防 戦 や 
た 。 主 な パイ ロッ ト は トク ワ 性 一 号 作戦 ) に 投入 され た の で ある 。 


で 挫 千 され た 医 は サラ ミス 
直幸 能 (お よび その 改作 
と ん ど で 、 新 規 設計 の 宇宙 能 箇 は 対 造 され 

か っ た 。 だ が 一 説 に よれ ば ベガ サス 綴 強 敵 揚 
郁 が 数 信 守 造 され 、 ホ ワイ トペ ー ス と 同様 
団 任 季 に 引い た と され て いる , 


ナイ ほ 


1 投 
PTPYTY 
け て で 


失神 に 人 


寺 え られ な 


ビ ピッグ ・ ト レー 級 陸戦 艇 
ビグ ・ ザ ム BIGTHAY-CLASS LANDING CRAFT 


BIG-ZAM 年 香 争 時 の 地球 較 孝 軍 が 運用 し た 除 戦 能 
スキ ー 科 子 散布 下 で の 
て 軍用 され 、 疾 載 き れ た 熱 槍 ま バー・ ジ ェ ッ ト 


移動 す 


を 2 門 、 両 寺 ‘ E 7 ふい 
確 撃 能 力 に 
aro | ヒマラヤ 級 航空 還 艦 4 


大 蝶 メ カ 香 子 を 1 基 ボディ ー 全 周 6 


一 年 戦争 時 の 地球 達 邦 海 征 が 保有 し て いた 1 
大 連 洋 衝 と 空 の 大 民 を 人 w せ | | ファ ッ ト ・ ア ンク ル | 
ょ レビ ル 笠 軍 が 生 藤 し た | 持ち 、 連 革 克 や 結 機関 克 と いっ た 火 半 を | | FATUNCLE 

バタ ー ン ] 号 で あり 黄色 と 線 の 如 肛 棋 様 に | 括 載 する は か 、 左 統 四 板 に は 

の 中 核 | 用 の アン グル ド ・ デ ッ キ が 団 事 が ゲー 年 戦 多 時 に 夢 用 し た 大 弄 給 


オ 


れ に よっ て ヒマ ラ ヤ 起 は ド 送 林 。 編 形 の 生体 に 大 聖 ロー ター を 2 基 設 
攻撃 機 を 26 一 30 相 搭 載 可能 で あり 、 ジ オ 置 し た フォ ルム を し て お り 、 お よそ 兵器 らし か ら ぬ 
公国 軍 が 運用 する 潮 水 北 の 探査 と &( ちょ お じき ん 」 と いう 名 称 が 付け られ 
が 主 を 任務 と な っ た 。 だ が 公国 軍 か た の だ と 思わ れる 。 輸送 能力 は 高く 】 


MS を 輸送 する こと が で きる 反面 、 達 度 や 武義 
面 で 劣っ て お り 、 単 独 で 行動 する だ け の 能力 
な い 。 主 に 中 央 アジ ア 地 区 で の 運用 が 記録 さ 
れ て お り 、 マ ・ ク ペ 配 下 の 前 線 基 地 に 多 迷 配 
備 さ れ て いた よう で ある 


水陸 両用 MS 
の 落選 と な 


TE 
¥ 

ET 

の 戦 で 之 邦 還 源 2 軍 合 覆 除 に 大 揚 0 

か ら も 、 ピ ビグ ・ ザ ム の 能力 を 天 を 

乗 者 ドド ズル 


1 
右 寺 を 名 男 す る 


生業 】 大 本 洋 を 航行 する に ド 
する 公国 軍 マ ッ ド ・ ア 時 に MS を 槍 

RE } + れ た 。 秦 潤 地 才 
生か ら 0 MCB STTTTTY5 


CU 


BLOSSARY 


「 フ ァ ン ファ ン ブラ イト ・ ノ ア フラ ウ ・ ボ ゥ 
| FANFAN BRIGHT NOA FRAW BOW 
一 年 鞍 争 で 地球 連邦 軍 が 運用 し た 小 年 均 空 ー タ イプ 部 職 と まで 呼 ば れ た ホワ イト タイ プ に よる ネ ホワ イ 


機 。 2 基 の ロー ター で 浮上 し 、 機体 後部 に 捧 を 率い た 地 珠 連邦 軍 士 官 。 本 来 は シス テム と | 女 
載 さ れ た ジェ ッ ト ・ エ ンジ ン で 柳 動 する 。 と は 士 菅 候補 生 と し て ホワ イト ペー ス に 乗 胃 し 小型 宇宙 | らし て 
え 通 党 の 航空 機 ほど の 速度 は 望む べ が 。 ジ オン 公国 軍 フ ァ ル メル 魚の 名 敵 を | 征 礎 並み の サイ ズ と な り 、 機 動 性 は 句 た 見 る 姉 の よう な 存在 だ っ た 


どちら か と いえ ば へ ヘリコプター 的 な 運用 が な さ け て 正規 軍人 の 大 半 が て 
思わ れる 。 武 革 と し て は 村 体 サイ ズ た め 行 き 措 が り 上 、 族 長 代理 に 任 
な は ほど 大 き な ミ サイ ル ・ ラ ライ ト は 、 尊 民 と 民間 人 上 が り の 新 来 パ 
力 は 凌 車 に 区 生 す る ほ を 指 探す る こと と な っ た 。 当初 は 指 二 官 
の 要 宗 も わか ら ず 部 下 に 当たり 骸 ら す だ け た 


その | た (初め て プラ ウ ・ 


れ た ブ 


に よる サイ ド 7 凌 撃 の 信 り を r 
に 音 区 正規 兵 不 足 に 條 お 引 で 者 細 役 と 

仁 く こと と な っ た 。 の ち に 壮 子 と 入れ る こ 
と と を る カツ 、 レ ツ 、 キッ カ た ちと 
トペ ー ズ で 孤児 の 世話 を す 


結果 た が 、 場 数 を 譜 む こと で さま ざま な 事 司 に 革 機 が きっ か け で ある 。 その 後 、 通 信士 の セイ ラ ・ マ 
ス を 性 能 を 有する 機体 と な 応変 に 対応 し て 才能 を 発揮 。 一 年 戦争 後半 それ 自体 が 分 離し て 独自 に 機動 で きる | ス が パイ ロ 小 に 抜 握 さ れ た こと か 
搭乗 者 は ウッ ディ の 潜 開 で は 、 連 邦 軍 能 隊 に 濾 じ っ て 公国 軍 宇 この 分 離し た メガ 暫 子 想 の | 。 後 工 に 紅く こと に な っ た 。 その 
宙 要 究 攻 軸 の 一 角 を 宜 う まで に 成長 し た 。 と は ュ ・ シ ステ ム が 半 入 さ 世話 を 焼き 続け る が 、 次 筑 に ニュ ー タ イプ と し 


いえ 身 喝 18 歳 の 身 に 上 長 双 は 相当 の スト レス ュー タイ ブ の 優れ た 空間 放 議 能力 の 力 発 現す る アム ロ と の 下記 じ . 自 ら 身 
を 同時 に 運用 する こと を 可能 と し を 3K こ と と な る 。 そし て アム ロ に 負け まい と 必死 
狙っ た り 、 単 一目 低 に 攻撃 を 集 | に な る ハヤ ト ・ コ バ ヤ シ に 自ら の 次 を 重ね 合わ せ 


責任 感 の 書い | 別個 の 根 


プラ イト は 的 数 々 の 洛 吉 を | 中 し た り で きる 。 さ ら に 標的 の 周囲 を 取 ! 心 惹か れる よう に な 
藩 り 抜 ける こと に 成功 し て いる 。 ちな み に 操 能 | だ 上 で の 多 方 向 か ら の 攻撃 ( オ の 自 い は 欠 の うち に 残 
手 7 で 撃 ) は 回 避 が 吾 し く 、 こ の 攻撃 力 に 涯 邊 され た C か ら も 断ち 切り 難く 


; 年 鞭 科 "| ブラ ウ ・ プ ロ は 欄 に 実 
a 軽 投入 さ れ た 。 た プ 能 カ ー ン 記 
8 お する 5 | |[ フ ライ ・ マ ンタ の 確保 が 離し か っ 栓 拓 で も 本 フラ ナガ ン 機 関 
よう な ホバー 柳 夫 を 主 と す る 機体 が 重 室 され た プ ビィ 天 用 で きる よう に 複 儲 の パイ ロ FLANAGAN AGENCY 
時 われ る | FLY-MANTA ト が 用 意 さ れ で いる 。 また 買 生 な 


タイ プ 能 力 者 の 生存 率 を 高め る オン 公国 軍 が 橋 移 理 


プ 研 究 機関 。 U.C.00 


ー 年 寺 争 時 に 地球 連 抑 軍 
V 作 戦 敵 場 撃 機 。 リフ ティ ング ・ ーー 模造 を 採用 
OPERATION V し た 機体 は 記 平 で 、 こ こ か ら マ ンタ (エイ ) の 名 
が 付け られ た と 思わ れる 。 機 章 に 対空 対地 ミ 
年 電 争 の 硬 発 か ら お よそ 3 ヶ月 が 経由 し た | サイ ル 発 射 導 置 66 門 、 電 体 下部 に は 掃 
U.C.0079 の 4 月 に 地球 連 部 軍 が 発動 し た 計 | を 億 え 、 機 動 性 と 攻撃 カカ の パラ ンス に 何 
画 。 緒 埋 の 明 退 に よる 沈 勢 を 柳 固 する こと を 目 | いる 。 た だ し ミノ フス キー 重子 の 実戦 投入 以前 括 載 欄 の 開発 に 萌 貞 し た 
的 と し た この プラ ン は 、 連邦 軍制 MS の 便 産 と そ ダー の 効か な い 目 複 れ だ け で も ブラ ウ ・ ブ ロ 
の 王 艇 と な る 凌 敵 陸橋 の 開発 建造 主 良 て わら ず 、 実 本 に は 、 完 成 度 | 開発 史 に 名 を 残す べき 機体 と 言え よ 
と し 、 きら に 新兵 器 に よる 新た な 運用 シス テム の 回 重 の 主力 半 議 ド ッ プ と 互 | 手 乗 者 ア ・ ブ ル 、 シ 
構築 まで も 視野 に 入れ た も の だ っ た 。 レビ ル 笠 角 の 戦闘 を する の が や っ と と いう 有 様 だ っ た ル 
> 抽 さ か け で 発動 し た V 作 戦は 、U.C.0078 
か ら 実 施さ れ て いた RX 計 画 を 引き 継い だ MS 
開発 計画 で ある 。 RX 計画 は 基礎 研究 の 域 を 
出る も の で は な く 、MS の 戦 導 ・ 戦 中 的 運用 法 
は 者 座れ て いな か っ た 。 これ を 引き 継ぐ 形 と な 
り 、 ガンダム を # じ め と する RX シ リー ズ (と その 余 
制 ー ツ を 使っ て 急造 され た 先 : 作 弄 MS 
の 軍用 デー タ か ら ジ ム を 開発 。 そし て 、 ジム の 量 
産 化 茂 功 に よっ て 連邦 軍 は 束 力 回 優 に 成功 し 
た 。 また 運用 母 組 の 開発 で は ワイ トペ ー ス に 
代表 され る 強 陵 交 の 建造 に も 成功 - ち 
み に ジ オン 公国 軍 も V 作 戦 の 存在 は 詩 知 し て 
た が 、 その 実体 を 編ん だ の は U.C.0079.09.18 
で あり 、 そ の 時 点 で RX シ リー ズ は | 
た の だ っ た 


用 し た 主戦 


いえ 本 機 の 運用 デ 


ュ ) の 基礎 理論 を 尼 研 一 年 理 争 末期 


る 試作 機 を 完成 させ て 


2] 機体 全体 で 織 カ 発生 さ て 移 麻 さ れ た まま 


尼 関 の 研究 成果 は 地表 
タイ プ 研 究 所 に 受け 継が れ 、 そ 
人 介 と いう 那 で 結実 し た 


【V 人 9 埋 】 VW 理 が 生ん だ RX 
尼 合 の を 机 四 に 身 を 
回 ん だ 高 作 計 カ 

大 き 泡 し 。 押 宣 の 罰 

は か 、 の ちの MS 開発 に も 大 


na. 
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ペル シア 
PERSIA 


か し 戦乱 の 祭 
は 跡形 も な く 消滅 


ルシア は 号 


航 冗 船 間 発 
火星 以遠 の 外 宇宙 へ の 長期 
航海 が 可能 に な る と ム 3 を 大 量 
大 気 を 有する 木星 が 控 所 場所 


ム 3 絆 取 と 地球 男 
に 引き 受け る た の で 


フラ ナガ ジュ ジー ジ 
FLANAGAN BOONE 


の 一 般 隊 で ある マッ ド 
国軍 士 宮 。 益 段 
綴 潜 水 杉 1 番 艦 の 巧 ’ 
て いる が ャ に 吉 身 され た ゲル 装 秩 質 が 
いす 林 護 が 機 寺 を 結 め 取る 


大 西洋 上 に て と 
だ が 機体 を 隆 う 内 交 が 准 苑 用 水 
デ 講 委 の 作業 細 合 員 を る N る る た め 、 英 時 間 の 人 
動 先 を 聞き 出し た の も さき - 


ベル ガミ ノ 
プ ブロー バー 級 情報 収集 艦 PERGAMINO 


PROBER 中 立 コ ロ 
球 較 孝 軍 と ジオ 

国 還 が 潜水 籍 部 隊 に 配備 し た 情報 身 対 する 組織 の 間 を 
た つ 笛 げた 特典 な 


イド Gt 
ガミ ノ に 修理 を 信頼 
の se 


二 島 組合 】 公国 東 か ら 

放 環 を まめ た + 
} 通 的 見 圭 か ト 
結果 的 に スパ イ を 招き 入れ る 


か も 戦闘 の 煽り を 
00 け ロ を 失 っ た 
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ベル ファ スト 
BELFAST 


ル 1 
年 層 争 を 通し て 遅 邦 海 軍 了 
利用 され た 。 基地 施設 内 に は 折衝 の 和 
を 有する た め 拉 枯 や 修理 が 

われ る » 


ホワ イト 


に 面 

の 要 者 と な Tt 
た 千 新 絹 が 数 か れ 、 楽 上 お よ げ 海中 か ら 基 地 

林 近 する の は 部 し いと きれ て いる 


ベル ファ スト 基地 司令 
BELFAST BASE'S CAPTAIN 


スト を 地 可 る ] 
と に 性 を 佐 す 基 夫 
2 he 


で られ る 

全 和 を 指揮 する 者 が 
儲 の ろ 
MW 


た 区 械 を 部 
か 5「 林 衣 」 の 


| 星 一 号 作戦 


| ホワ イト ベース 
THE STAR ONE CAMPAIGN WHITE BASE 
a RUC a 
邦 軍 が 発令 級 砂 咽 提 財 艇 


| *」 


マー カー クウ クラン 

3 MARKER CLAN 
PIT 

ター 障 香 直 柏 。 基 た 
柏 幸 載 定 が ドイ 
で 5 と 


ス の 左 艇 担当 オ ター。 訓練 


9 
3 健 放 は 見 送ら れる 


ボラ スキ ニ フ 
BORASKYNIV 
ン 川 流域 を 控 査 和 
連邦 軍医 
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マグネット ・ コ ー テ ィング がく な テス ト 
も し て いな い 新 技術 と いう と と の 


と よ < 理解 で き な か っ 
ライ トノ アビ は 「 油 を 工 す よう な も の 
と 説明 し て いる 。 


が 格段 に 優れ て いれ ば 、 マセ ゼ 
アタ ッ ク は 航空 機 と 戦 還 車 縛 の 


セラ ・ ト ッ プ に 大 推 カ スラ スタ ー を 搭 
載 で きる は ず も な く 、 画 は 夢 の ま まで 
終わ っ て いる 。 


= ジニ 
MARSHY 


マグ ネッ ト ・ コ ー テ ィング 
IMAGNET COATING 


マサ キ 
MASAKI 


マセ ゼ セラ トッ プ 


MAGELLA-TOP 


マ ボ ・ ア ング ラー 隊 に 所 属す る M8 パイ ロッ ト 。 
ゴッグ に 搭乗 し 、 コ ー カ ・ ラ サ と 共に ペル ファ スズ 
ト 基地 で 本 給 を 受け る ホワ イト ペー ス を 急襲 。 
接近 する G ブ ル に 体 当たり を 仕掛 け よ うと し た 
の だ が 、 メ ガ 粒 子 砲 の 一 撃 で 頭 部 を 撃ち 抜か 
れ て 敢 え な く 戦 死 し て いる 。 


き それ が G ブ ル 
の > ガ 拉 子 を 正面 か ら 錠 け る こと と な っ て し まう 。 


に ルン 
MARCH 


ホワ イト ペー ス 隊 と の 合流 を 人 
撃 し た ジオ ン 公 国軍 の MS パイ ロッ ト 。 ヒ ー ト ・ ロ ッ 
ド の 影響 肢 部 に 異常 を 来たし た ガン ダム と 空 
中 戦 を 線 り 広げ る が 、G フ ァ イ ター と の 連携 攻 
雌 に 稔 弄 さ れ て し まう 。 そし て 最後 に は 地上 に 
落と され た ヒ こ ろ を コク ピッ ト に ビー ム ・ サ ー ベ ル 


を 突き 立て られ て し まっ た 。 主 な 搭乗 機 は グフ 。 


は 気 溢れ し た も の の [どの みち パパ ワー は 次 も て ん だ 
と 戦い を 挑ん だ 。 だ が G フ ァ イ ター を SFS (サブ ・ フ ラ 
・ シ ステ ム ) 代 ゎ り に 利用 する アム ロ に 敗れ た 。 


地球 運 邦 軍 技 術士 宜 の モス ク ・ ハン が 独自 
に 開発 し た 、MS の 駆動 系 の 反応 速度 を 向上 
させ る 技術 。 関節 又 動 に 用 いる モー ター・ シ 
ステ ム の レス ポン ス 向 上 の た め 、 モ ノボ ポー ル を 
主 と す る 磁気 成分 で 可動 部 分 を コー ティ ング 
し 、 フ ィ ー ル ド ・ モ ー タ ー に お ける 機械 的 な 千 
渉 を 打ち 消す 。 いわ ば [駆動 部 分 を 電磁 気 的 
に 包み 込む こと で 機械 的 な 干渉 を 打ち 消し 、 
理論 上 は 反応 速度 を 無限 大 まで 速く する こと 
が で きる ] と いう 代物 で ある 。 ニュ ー タ イプ 能力 
ムロ レイ の 反応 に つい て いけ な 
く な っ た ガン ダム だ が 、 マグ ネッ ト ・ コ ー テ ィング 
を 施さ れ た こと で 以前 に も 増し た 反応 速度 を 示 
す よ うに な 
時 間 を 27% 短 縮 じ し 


れ 、 さまざま な MS に 導入 され た 。 また ジオ ン 公 
男 軍 で も 独自 に 研究 し て いた よう で 、 終 戦 直 
前 に 開発 され た 機 休 (アク ト ・ ザ ク ) に 、 マ グ ネ 
トト コ ー テ ィング 技術 が 導入 され て いた 。 


マ ・ ク ベ | 
MQUVE | 


キシ リア ・ ザ ビ の 使用 と 評 さ れ た ジオ ン 公国 軍 
土 官 。 es 光源 採 所 基地 オデ ッ 
|、 軍 需 物資 の 採 舞 と 輸送 
機 を 見 る に 基 な マ ・ 
クベ は 濾 後 処理 も 視野 に 入れ て お り 、 採 提 資 
源 の 一 部 を キシ リア に 引き 渡す こと で 彼女 の 
信頼 を 勝ち 得 た 。 その 一 方 、 前 線 の 兵士 に 対 
する 思 意 は 薄く 、 狂 に キシ リア 派 に 属さ な い 者 
に は 冷 骨 を も っ て 私 し た と され て いる (一 部 兵 
士 か ち 「 前 線 に 立つ 兵士 の 気持 ち が わ か っ て 
いな い 」 と 批判 され た ほど で ある )。 と は いえ 政 
治 的 手腕 に 長け る マ ・ ク ベ は 公国 軍 に 必要 
不可 欠 な 存在 で あり 、 地 球 連 邦 軍 将 宮 エル ラ 
ン と 内 通す る な ど 、 優 れ た 策謀 家 と し て 活躍 し 
た 。 た だ し オデ ッ サ 作戦 の 敗戦 後 は グラ ナダ に 
移り 、 第 一 線 か ら 身 を 引い て いる 。 そし て ソロ モ 
ン 要 究 陥 落 後 、 ミ ネバ パラオ ・ ザ ビ と 共に アク 
: と 言わ れれ る (異説 と し て テキ サス ・ 
コロ ニー で ガン ダム の 刺 破 を 目論む が 、 返 り 対 
ち に 蛋 っ た と いう も の も ある が 、 真 偽 の 程 は 定 
か で は な い )。 主 な 搭乗 枝 は ギャ ン 。 


ホワ イト ペー スズ の 痢 護 兵 。 医療 斑 を 取り まとめ 
る サン マロ の 補 体 役 と し て 、 忙 し < 走り 回 っ て 
いた 。 サイ ド 7 出港 以 玉 激戦 の 只 中 に 身 を 置 
く こと が 多かっ た ホワ イト ベー ス だ け に 負傷 者 
は ひっ きり な し で あり 、 マ サキ は 休む 間 も な か っ 
た に 違い な い 。 


【 マ サキ 】 ソロ モン 旨 で 人 竹 し た ハヤ ト ・ コ バ ヤ ン を 
配 す る フラ ウ ・ ボ ゥ の 後ろ で 、 午 護 に 己 料 され る マサ 
キ ( 太 )。 目立つ 存在 で は な か っ た も の の 、 彼 去 の 技 
量 は な く て は な ら な いも の だ 


RCRD 


IMAGELLA-ATTACK 


一 年 戦争 時 に ジオ ン 公国 軍 が 運用 し た 大 型 
戦車 。 地上 に お ける MS の 補助 兵器 と し て 開発 
され 大 量 生産 され た 。 車体 部 (マセ ラ ・ ペ ー ス ) 
と VTOL 機能 を 有する 砲塔 部 ( マ ゼ ラ ・ ト ッ プ ) 
で 構成 され 、 通常 は 合体 し た 状態 運用 され る 
が 、 分 離 後 、 そ れ ぞ れ が 独自 に 行動 する こと も 
可能 で ある 。 その た め 地 球 連 邦 軍 が 開発 し た 
61 式 戦車 に 比べ て 生 財 密 が 高く 、 公 国軍 の 
独自 性 が 反映 され た 兵器 の 代表 格 で ある 。 


【 マ ゼラ ・ ア タッ ク 】 大 量 に 

国生 に おけ る 地上 戦 カ 

ビ は ドッ プ と の 両 画 攻 撃 に 用 い 

ワイ トペ ー ス に 対し て 攻撃 を 仕掛 け て いる 。 


マセ ゼラ アタ ッ ク の 砲塔 を 薬 ね る VTOL 提 。 機体 
下部 に ホバー・ エ ンジ ン を 浴 載 し て お り 、 本 体 か 
う 分離 後 は 空中 飛行 や 静止 が 可能 と な る 。 ま 
た マ ゼ ラ ・ ア タッ ク の 主砲 (175mm 舞 反動) 
も 使用 可能 で ある 。 た だ し 飛行 し な が ら の 大 型 
意 に よる 射撃 は 機体 の 安定 が 維持 し に くく 、 命 
中 精度 は 芳しい も の で は な い 。 また 飛行 時 間 が 
極端 に 短く 、 検 動 性 も 3 


MAGELLA-TOP CANNON 


型 砲 。 マ ゼ ラ ・ ア タッ 
ク の 主砲 (175mm 無 反動 砲 ) を ほほ その まま 
の 形 で 流用 し た も の で あり 、 砲 身 を 保持 する た 
め の グ リッ プ や 給 弾 装置 が 増設 され て いる も の 
の 、 基 本 的 な 外観 は その まま 残っ て いる 。 ちな 
れ は 正規 の 武 凌 で は な い が 、 物 資 が 不 
足す る 前 線 で は 使え る も の は 何で も 使わ な けれ 
ば な ら ず 、 苦肉の策 の 急造 兵器 な の で ある 。 


| マ ゼ ラ ト ッ プ 窟 】 急造 の 転用 兵器 と は い 
み を 比較 する なら ば 、 ザク TO 失 行 兵 装 の 中 で も 最 


トッ プ の 後生 動 が 可能 だ 
ゼラ - ア タック の 主 兵 装 は マ ゼ ラ ト ッ プ 側 に 設 
置 され て いる ( マ ゼ ラ ・ ペ ー ス の 回 定 兵 装 は 3 連 
装 35mm 機 関 和 の み ) の で 、 分 離 後 は 戦闘 能 
力 が 格段 に 低下 し て し まう 。 さら に ドッ キン グ に は 
専用 設備 を 必要 と する た め 、 臣 急 時 以外 に は 
マセ ゼラ ペー 単体 で 行動 する こと は な か 


es 
ま 


SHEE 


ング と し て は ワッ ケイ ン 雇 生 艇 ( 旨 系 
続 )、 レ ビル 族 生 世 (グレ ー 系 妹 ) な ど が 替 
Sh る 。 


【 マ ンド ・ ア ング ラー 隊 】 能 隊 要員 や MS 
を 押し て いた マッ ド ・ ア ング ラー 隊 。 
位置 を 特定 する や 独自 


壊 を 試み 5 と いっ : 


マゼラン 級 宇宙 戦艦 | 
MAGELLAN-CLASS SPACE BATTLE SHIP 


マッ シュ 
MASH 


マッ ド ・ ア ング ラー 隊 
MAD-ANGLER CORPS 


地球 連邦 軍 が 建造 ・ 配 備 し た 宇宙 戦艦 。 
UiC.O070 年 代 の 軍備 増強 計画 に よっ て 建造 
きれ 、 以後 、U.C.0080 年 代 前 半 ま で 、 連邦 字 
軍 宣 艦上 の 放 意 と し て 運用 され た 。 全長 300m 
を 超え る 巨体 に 連装 メガ 料 子 砲 が 7 基 和 設置 さ 
れ 、 対 生 交 撃 カ の 優 芳 に に は 定評 が ある (これ 
は 連邦 軍 が 標 拉 す る 大 態 巨砲 主義 に 則っ た コ 
ン セ プ ト で ある )。 だ が その 反面 、 ミノ フス キー 料 
子 艇 布 環境 下 で の 須 視 界 戦闘 に は 対応 し て お 
ら ず 、MS 運 用 能力 に も 欠け て いた 。 その 
ー 年 戦争 繕 戦 で は 、 多 数 の MS を 投入 し た ジオ 
ン 公国 軍 か ら 格好 の 標的 と され 、 多 く が 宇宙 の 
演 局 と な っ て いる 。 その 後 、 券 き 返し を 図っ た 連 
邦 軍 は 能 隊 戦力 再編 制 の た め に マゼラン 級 を 
姓 造 し た が 、 そ の 際 に も MS 運用 能力 は 付加 さ 
て いな か っ た 。 その た め 同 時 期 に 款 穫 
幸信 洋 艦 の 系 譜 が U.C.0150 年 代 ま で 
し 、 マゼラン 級 は U.C.0080 年 代 
前 半 を 最後 に 姿 を 消し て いる 。 


マチ ル ダ ・ ア ジャ ン 
MATILDA AJAN 


地球 連邦 軍 ミ デア 輸送 部 隊 の 指揮 を 季 め る 
ホワ イ 


女性 士官 。 レビ ル 将 軍 の 勤 合 を 受け 、 
トペ ー ス の 補給 と メン テ ナ ン ス を 
軍 上 拓 部 の 対応 に 不満 を 抱い て 
ペー スズ 乗員 か ら は 理 魚の ある 人 間 と 見 な され 、 
多く の ファ ン を 搬 得 し た 。 到着 の 折 、 い つも は 
クー ル な カイ ・ シ デン が マチ ル ダ と 記念 写真 
揚 ろ うと し た こと か ら も 、 彼 女 の 人 気 の 高 さ が 
アム ロ ・ レ イ も マチ ル ダ に 憧れ た ひと 
彼女 か ら こ れ ま で の 戦果 を 賞 貸 され 


ろう と し て ミ デ ア で 突進 。 アム ロ の 限 
前 で コク ピッ ト ご と 潰さ れ て し まっ た 。 ちな み に 
ジャ ブロ ー 其 地 で 任 和 務 に 広い て いる ウッ ディ と 
は 婚約 関係 に あっ た の だ が 、 ふ た り の 結婚 式 
が 挙げ られ る こと は な か っ た 。 


・ ア ジャ ン 】 マチ ル ダ の よう な 女性 が 戦場 に 
居る 理由 を 問う アム ロ は 、「 戦 争 と いう 由 壊 行為 の 中 
痢 に 携わる 補給 任務 を 張り に こし て いる ] と の 
答え に 目 を 丸く し た 。 生き 抜く こと に 精 一 杯 の 彼 は 大 
局 を 見 拍 え て 戦う マチ ル ダ の 言葉 に 冊 動 し 、 以 後 
自分 な り の 戦う 理由 を 見 い 出 そ うと あ が く よ うに な っ た 。 


ジオ ン 公 国軍 の MS 小隊 「 黒 い 三連星 ] に 所 
属す る MS パイ ロッ ト 。 集 眠 と いう ハン デ が ある 
も の の 、 数 々 の 條 名 場 を 潜り 法 け た 経験 斉 
打ち され た 、 優 れ た 採 問 セン ス を 有 し て いる 。 
小隊 長 の ガイ ア 、 同 僚 の オル テ ガ と の 連携 攻 
撃 で も 彼 の 技量 は 骨 憶 な く 発揮 され 、 必 殺 の 
「 ジ ェ ッ ト ・ ス トリ ー ム ・ ア タッ ク ] は 回 選 因 難 | 
し か し ガン ダム と の 
ジェ ッ ト ・ ス トリ ー ム ・ 
クビ ピッ ト を 買 か れ て し 


な 技 と し て 妨 れ られ て い ! 
戦闘 で は 、 得 意 と する 


まっ た 。 主 な 搭乗 機 は ドム 。 


【 マ ッシュ 】 仲間 と の 連 


星 」 の 中 で 最初 の 穫 
者 と な っ て いる 。 


| アン グラ ー 級 
洪水 母艦 

| MAp。 ANGLER-CLASS 

| | SUBMARINE 


ン 公 国軍 洪水 艦 部 隊 「 マ ッ ド ・ ア ン 
隊 ] が 運用 し た 大 型 潜水 母艦 。 地球 連邦 軍 
キャ リフ ォ ル ニア ・ ペ ー ス で 開発 され て いた 大 
型 洪水 母艦 を 接収 し た 公園 軍 が 改修 し た 
の で 、 対 地 ズ 対空 / 対 族 戦 闘 能力 の ほか に 
MS 運用 能力 が 付与 され た 。 その た め 水 中 用 
MS や MA の 母 能 ヒ し て 利用 され 、 公 国軍 の 制 
海 権 獲得 の 中 心 的 な 役割 を 果たし た 。 ちな み 
に 複数 の 同型 第 が 存在 し た と され る が 、 そ の 
中 で も 一 年 戦争 従 壮 に シャ ア ・ ア ズ ナ ブル が 
転属 し た 艦 (同紙 の 1 番 艦 で ある る マッ ド ・ ア ン 
グラ ー) が よく 知ら れ て いる 。 


ン 公 国軍 突撃 機動 軍 地 球 攻 撃 軍 海 洋 部 


ジ 
隊 に 所 属す る 洪水 系 部 隊 。 海上 や 海中 お よ 


び 沿 岸部 で の 作戦 行動 に 従事 し 、 軍 の 
海洋 輸送 ルー ト 分 断 に 多大 な る 温 果 を 挙げ た 
(公国 軍 が 長期 に 評 っ て 制海権 を 保有 し 続け 
た の は 、 マ ッ ド ・ ア ング ラー 隊 の 功績 が 大 きい 
と きれ る ) 。 また ガル マ ・ ザ ビ 戦 移 の 責 を 問わ 
ヤ ア ・ ア ズ ナ ブル が 転属 し た 部 隊 と し て 
も 知ら れる 。 放 能 は マッ ド ・ ア ング ラー 披 浴 水 
母艦 。 ほか に ユー コン 級 潜水 艦 を 複 致 保有 し 、 
ゴッグ や ズゴック と いっ た 水中 用 MS も 多数 配 
備 さ れ て いる 。 


マリ ガ 
MULLIGAN 


マッ ド ・ ア ング ラー 隊 に 配属 され た シャ ア ・ ア ズ 
ナブ ル の 副 宮 と な っ た 若き 公国 軍 士 官 。 ホ ワイ 
トペ ー ス を 追う シャ ア が ザン ジ バ ル で 宇宙 に 上 


が っ て 以降 も 副官 を 務め 、 一 年 戦争 終 約 の 戦 
い を シャ ア と 共に し た 。 株 の 細い エリ ー ト で 実 
戦 経験 に 乏しい らし く 、 一 時 の 感情 か ら シ ャ ア 
の 意 と は 異な る 行動 を 取 
官 の 人 計 ち に 遂 る デミ トリ ー の 出撃 を 独 新 で 許 
可 し た り 、 キ シリ ア か ら の 旬報 に 気 の 利 みな い 
返答 を し た り し て いる )。 これ に 対し て シャ ア は 
叱責 する だ け に 留め て お り 、 マ リガ ン の 成長 を 
見 守る ろう と し て いた よう で ある 。 だ が ゲル ググ で 
出撃 し た シャ ア に 代わ っ て ザン ジ バ ル 級 の 指揮 
を 執っ て いた 折 、 ホ ワイ トペ ー ス か ら の 直 繋 を 
連 け 、 艦 と 運 合 を 共に し て いる 。 


【 マ リガ ン 】 シャ ア の 元 弄 官 の ドレ ン が 叩き 上 げ の 宣 
対し 、 マ リガ ン は 正反対 の タイ プ だ っ 


【 マ ポ ・ ア ング ラー 級 洪水 母 私 】 怪 了 


た る 部 分 が 
た し と の 人 が ベ ペー カル な っ た 

! け 継が れ た も の か ど 
除 と せ ず 、 人 公国 独自 の 改修 
と 5 考え ft 


イロ ッ ト の 他 に 香奈 攻 仙 
その た め 連 邦 軍 共 

入 工 作 を 決行 。 さら に 

密 行 動 を 実施 し て いる 。 


地形 連 孝 軍 が 軍用 し た 輸送 模 
es 機 


を 支え る た め に は 主翼 上 部 と 皿 端 に 計 6 発 の 
ジェ ッ ト ・ エ ンジ ン を 、 さ 5 に 機体 下部 に は 5 基 
の ロー ター を 必要 と する 。 それ で も 最高 速度 は 
マッ ハ 0.82 に し か 及ば な か っ た 。 また ペイ ロー 
ド を 稼ぐ 凌 は 最低 限 の も の (対空 機 
銃 ) し か 用 意 さ れ て お ら ず 、 単 機 で の 飛行 は 誠 
険 極まりない と 言わ ざる を 得 な い 。 その た め 輪 
江 R で G 抽 了 # 電 で 生ずる こ IE 
ど だ っ た 。 北米 大 陸 を 横断 する ホワ イト ペー スズ 
に 補給 物資 を 拉 送 する 任務 を 言い 付か っ 
チル ダ ・ ア ジャ ン の ミ デ ア 部 鱗 も 、 複 数 の 機 
体 に よる 編 獣 を 組ん で 移動 し た 。 


デア 】 連 孝 軍 第 136 連 隊 所 属 の マチ ル ダ 隊 に 
っ て 運用 され た 。 黒い 三 連 星 の 猛攻 か ら ホワ イト 
ペース を 守る た め 、 マ チル ダ の 指示 
み 枝 壊さ れ て し まう 。 


ミネ バ ・ ラ オ ・ ザ ビ 
MINEVA LA0 ZABI 


か ザビ と ゼナ ・ ザ ビ の 間 に 生ま れ た 少女 。 
公園 の 敗北 に よっ て ザビ 
中 


0 サンライズ 


28-30 
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ミノ フス キー・ ク ラフ ト 
MINOVSKY CRAFT 


符 子 の 性 質 を 応用 し て 同 発 され た 
ム 。 宇 軍 穫 巡 に 大 気 還 飛 f 
れ 、 実用 的 

載 し た 態 と し て は 地球 連 
6 を 


これ が 浴 電 気力 と 左 カ 
を 形 感 す 
ラフ ト は この 性 質 を 利用 


ミノ フス キー 物理 学 


MINOVSKY PHYSICS 


サイ ド 3 在住 の ロシア 系 物理 学者 。 ト レノ フ ・ 


根 電 と な る 学 衣 に 昇 
ミノ フス キー 物理 学 


すす 1 
力 な 電 硬 人 放 
江 成 する こと も で き 


ミノ フス キー 粒子 
MINOVSKY PARTICLES 


サイ ド 3 在住 物理 学者 トレ ノ 
キー 博士 が 、 大 統 
証明 する た め に 仮定 
自身 の 
笠 子 論 の 要 幹 を 成す こと と な っ た 。 性 質 と 
寺 目 質量 が ほぼ 
帯電 性 を 有する 。 そ 
負 の 電荷 


格子 


と 調合 炉 が 開発 され る こと と な っ た 
また 、 この 特殊 電 短 波 効 果 に 芳 目 まれ ミ 

キー 粒子 を 戦場 に 本 。 し 
作動 を 


と 共 昌 する 性質 が あり 、 こ 
る こと で サイ コミ ュ 兵 療 を は 


ミハル ・ ラ トキ エ 
MIHARU RATOKIE 


地 束 較 邦 軍 基 地 が 建 計 さ れ た 北ア イル ラテ 


の 超 市 、 ベ ルフ ァ ス ト の 郊外 に 暮らす 民間 人 
の 少女 。 ジル と ミリ ー と いう 幼い 弟 と 妹 を 装う た 
め 、 較 邦 兵 を 相手 に 物売り きす る 傍ら 、 ジ オ - 

公園 軍 の スパ イ と し て ベル ファ スト 基地 を 政 視 


た 。 ある 時 、 ホ ワイ トペ ー ス が 共 地 に 寄 

準 す る の を 目撃 し た ミハル は 。 艦 へ の 補導 を 

ちら れ 、 埋 闘 の どき くさ に 紛れ て 基地 施設 内 に 
ワイ トペ ー ス に 乗 

尊 民 に 自分 の 弟 や 抹 と 


きら に 彼ら が 條 


に 


重 と 埋 う 重 味 を 


ミラ イ ・ ヤ シマ 
MIRAI YASHIMA 


地球 連邦 軍 正 可能 ホワ イト ペー ス の 操 
手 を 務め た 民間 人 上 が り の 女性 。 サイ ド 7 に 人 
た ジオ ン 公 園生 か ら 人 逃れ る た め に ホワ イト 
ペー ス に 選 し た 折 、 正 規 兵 不足 か ら 出 洪 
ぃ る 畿 の 挫 船 役 モ 申し 出 それ 以来 
和 を 任 さ れる よう に な っ た 。 その 
場面 で 窪 越し た 失 
し た ミラ イ に 乗員 た ち は 倍 頼 を 寄せ 
に 族長 の ブ プラ イト ・ ノ ア は 事 あ 
科 女 の 重 見 を 参考 に し た ほど だ っ た 。 と 
これ に は ブラ イト の 個人 的 な 感情 も 含ま れ て 


を 聞い て 思い 当たる 飼 が ゅ 
争 前 に 角 隅 士 で 取り 交わ され た と いう カメ 
ブル ー ム と の 骨 約 も 、 ヤ シマ 吉信 鐘 と し て 政治 


店 ば れ た も の だ っ た 


ミリ ー・ ラ トキ エ 
MILLY RATOKIE 


北ア イル ラ : 


民間 人 の 


港 漂 都 市 ペ 
女 。 両親 
ハル ・ ラ トキ エ ) に 養 わ れ て 
も 大 人 び た 人 性格 で 、 ジ オン 公国 軍 の スパ イ と 


ムサイ 級 軽 巡洋艦 5 
MUSALCLASS 
LIGHT BATTLE CRUISER 


た 構造 を 
地球 連邦 軍 の サラ 
を 画す る 列 
ウス キー 電子 本 
理 的 な 形状 で ある 
連携 寺 陸 を 者 曽 に 入れ て お り 、 MS 軍用 殺 
て の 能力 も 見 込ま を て いた 。 な お 、 配 備 時 期 
9 に よっ て 、 さ ま ざ ま な 改修 が 施さ れ て 
お り 。 公 国軍 が 運用 し た ムサイ 組 に は 、 シ ャ 
『 ズ ナブ ル の 卒業 代 で あっ か 
放 橋 の 形状 が 異な る 散 も 存在 し た 


モビ ルアー マー 


MOBILE A.R.M.O.UR 


も 


モス ク ・ ハ ン rt 


MOSK HAN 


MOBILE All Range Maneuverability 
Ofience UGliy Renforocement( 全 領域 汎用 


選 体 サイ 


ズ が 大型 で 大 火力 兵 義 を 多数 装備 
連邦 軍 の 技 和 電 笠 工 学 で きる よ 鬼面 、 量産 性 は 考慮 さ 
和 m ら れ 、「 板 横 の 秋 動 部 を 電 史 気 で 覆う こと | れず 、 生 産 コ スト や 整備 面 で MS に 労 っ て いる 


に より 干渉 を 打ち 消し 、 明生 
いう マグ ネト 
その 理論 に 藩 | : 
反応 達 度 に 追 晴 で き な く な 

ング 役 置 を 実 
応 達 度 は 以前 

の 理論 は 実証 さ 


モビ ルス ー ツ 


MOBILE S.U.i.T. 


MOBILE Utility Instrume 
Tactical( 典 汎 に 1 下 名 称 
章 が 地球 連 孝 軍 に 対す る 切り 
MS と いう 兵 問 
手足 を 持つ 機 | 
の 可能 性 を いち 早く 見 技 い 
よっ て 開発 は 続行 その 結 
の 次 勢 制御 に 親 や 壮 が 有 
月 し (これ は の ち に AMBAC 


モノ アイ 


MONOEYE 


ジオ ン 公 国 重 の MS や MA の 多く に 採用 され た 
主 光学 尋 末 。 光学 装置 と 各種 セン サー も 
合わ せ た 宰 含 装置 で あり 、 機 外 の 情報 ( 交 学 
情報 の みな ら ず 電 在 気 や 音 故 な ども 含む ) を 
イロ ッ ト へ 伝 遅 する た め に 利用 され た 。 また 
な 尼 能 を 有する レー ザー・ セ ン サ ー を 利 
レー ザー 通信 の 送受 信 機 と し て 使 
る こと も あっ た 。 地球 孝二 が 採用 し た デ 
も 構造 が 単純 
モノ 一 年 戦争 接 も 利 
技術 を 浦和 し た 連邦 抽 MS に は モ 
し た 機体 が 多数 存在 し て 

外部 映像 講 装 置 
社 製 の 


以後 、MS は 棄 存 の 兵 状 
あら か る 戦場 に 投入 され る 


モビ ルポ ボッ ド U.C. 
MOBILE POD UNIVERSAL CENTURY 
年 戦争 時 に 地球 連邦 軍 が 導 発 し た MS 支 | ユニ セン チュ リー、 も し く は 宇宙 選 


提 兵 問 ボ ー ル に 与え られ た カテ ゴ 軍 
空間 作業 用 ワン マン ・ ポ 
SP-03) を 基 に 開発 され た 
カテ ゴリ ー 分 けが 成 され 
機体 村 造 旧 純 で あり 
が 、 便 れ た 生産 性 を 発 控 
され た 。 また 改修 が 容易 
ョ ン 機 も 開発 さ 
業 な ど に 用 いら れ た 


ゆ 


ユー コン 級 潜水 艦 


JUKON-CLASS SUBMARINE 


宙 可 民 
権 要求 に 端 を 発 す 


か の パリ エー 


PE る 扶 立 戦争 が 久 発 する こ 


に 


ら 


ラグ ラン ジュ ・ ポ イン ト 
LAGRANGE POINT 


本 月 ラン ス が 拘 衛 
ー 年 王 争 に お ける 公園 軍 潜 水族 隊 の 中 村 を する 地域 の こと 。 地球 の 周囲 に は 5 つの ラグ ラ 
成 し た 満水 艦 。 本 来 は 地球 連邦 定 の 次 主 - ポイ ント (L1~ し 5 重力 の 


カカ 潜水 能 (攻撃 和 潜 水 径 シュ 匠 を 受 け な 
道 さ れ た の だ が 、 関連 施設 
公国 軍 信 の 系 と し て 軍用 され る こと 
陣 、MS の 格納 庫 が 過 
まれ 変わ っ た 


この 宣 域 ーー 嫌 
に 最適 の 場所 で ある 。 その た め 呈 定植 民 政 
第 を 推進 する 地球 連 孝 贅 府 は 、 そ れ . 
(イド 
それ ぞ れ の ラグ ラン 


され た サイ ド は 以下 の 通 


失 進 Li | サイ ド 5( ル ウム 
方 式 を 搭載 せ ず 、 替 栓 水 湾 ジ ェ ッ ト に よる 無音 
就 行 が 可能 で あっ た 。 その MS 挫 壇 数 は 一 毅 Lo | サイ トド 3( ム ンプ 


名 


サイ F ド 6 (リア 


L5 | サイ ド 1 (ザー ジ )、 サ イド 4( ム ー ア ) 


ET 3 
時 と し て 有名 な 
き 商 博 任 の を 主 と す る 
鐘 を 二 握 し た 


30.29 
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アジ ok2X ジ / 
LALAH SUNE 


キシ リア ・ ザ ビ が 編制 し 


プ 能 力 に より 、 戦場 
ぐ ほ どの を 発揮 し 
た 。 し か し ララ 


は ペ テ ラ ン バ イロ ッ ト を 渡 
シャ ア も 舌 を 巻く ほど た 


も の を 巡 5 
シャ ア と ア 


し と すこ と (ご 
乗 機 は エル メス 、 


ラン バ ・ ラ ル 
RAMBA RAL 


ゲリラ 戦 の スペ シ 


リス ト と し て 知ら れる ジオ ン 
ン ・ ダ イク ン の 側近 で あっ た 
ドズル ・ ザ ビ か 
ち を 依 束 


され た 。 そし て 
降下 し 、 数 度 に 


『 意 の 白兵戦 で ホワ イ 
トペ ー ス の 制圧 を 強行 。 作戦 は 成功 する か と 
思わ れ た 。 と ころ が セイ ラ ・ マ ス と 遺 遇 

ら 重傷 を 負い 、 つ い に 手 楓 弾 に よる 自決 


な 生き ざま 


軍人 と し て の ラル の 凄 


リー ド 
| REED 


地 世 連 邦 軍 ル ナッ ー 能 隊 所 属 の サラ ミス 組 巡 
洋 艇 艦長 。 ルナ ソ RRS TT Th 


の 交戦 で 負傷 。 以後 
し て その 指揮 を 幸 
め と する 乗員 の は う が 


| リックドム 


RICK-DOM 


| リュ ウ ・ ホ セイ | 


| RYU JOSE 


陸戦 MS の ドム を 宇宙 用 に 改修 し た 機体 。 礎 部 
と 脚 部 に 内 蔵 さ れ た 熱 核 ホ バー を スラ スタ ー に 
変更 し 、 最 低 限 の 改修 で 宇宙 用 MS に 生ま れ 
変わ ら せ た 。 ドズル ・ ザ ビ 中 青 の 提案 に よっ て 
開発 され た と 言わ れ 、 宇 宙 仕 様 に 変更 し た 際 
に 地上 用 装備 が 取り 除 か れ た 結果 、 本 体重 量 
が 20t 近 く 軽 量化 され 、 推 進 剤 の 増量 が 成 さ れ て 
いる 。 生産 ライ ン も ドム の も の が 流用 可能 な た 
め 、 一 年 戦争 末期 に は 大 量 に 製造 され て いる 、 
地力 MS に ゲル ググ が 採用 きれ る と 、 


生き 
イロ ッ ト 候 補 生 と し て RX-75 カン タン 
操縦 き 担 う 。 アム ロ ・ レ イ な ど 軍 | 
い 民 間 人 が 多い ホワ イト ペー 
まとめ る 存在 で あり 、 同 じ 軍 馬 の ブ ライ ト ・ ノ ア 
っ て は 頼れ る 相談 役 で あっ た 。 事実 
た 戦闘 力 を 発揮 し つつ も ナイ ー ブ な アム ロ に 
し あぐね て いた ブラ イト に 対し 、 ア ムロ と よく 
助 両者 の 摩擦 を 和 


ホワ イト ペー スズ の 数 少な い 正 | 
残っ 


る 


ルウ ム 戦 役 


BATTLE OF LOUM 


一 年 戦争 背 戦 に お いて サイ ド 5 宙 域 で 勃発 
た 地球 連邦 軍 と ジオ ン 公 国軍 の 宇宙 艦隊 戦 
と し を 主軸 と する プリ ティ ッシュ 作戦 
た 公国 軍 は 第 
、 サ イド 5 の コロ 
邦 軍 は レビ ル 


に レビ ル 和 将軍 が 捕虜 に な る と いう 不測 の 事 能 
に 陥っ て し まっ た . 


bl | 


| ルッ グン | 
LUGGUN 


ジオ ン 公 国軍 が 運用 し た 債 用 航空 機 。 ミ ノ フ 
スキ ー 科 子 散 布 環境 下 で も 必要 充分 な 全寮 任 
務 が 実行 で きる よう 、 レ ドー ム と 聴音 セン サー を 
琶 合 し た 複合 セン サー を 2 基 備え て いる 。 その た 
め 外 観 は 肥 存 の 穫 空 機 か ら 大 きく 避 脱 し て 
が 、 こ れ は 航空 開 
通す る 特徴 で 
し た 代案 能 力 を 示し た 本 機 は 各地 部隊 
備 さ れ 、 若 十 の 改修 機 を 生み 出す まで に 至っ て 
いる 


a SS 


いる 
発 の 歴史 が 浅い 公国 軍機 
る 。 し か し 起 定 以上 の 安定 


ルナ ・ チ タニ ウム 合金 | 
| 


地球 連邦 軍 の MS 研究 開発 陣営 が 開 等 し た 
新 素 材 。 チタ ン を ペー ス に 複数 の 稀少 金属 
を 融 含 させ た チタ ン 系 超 高 弓 力 合 会 に 分 類 さ 
れ 、 耐 束 ・ 耐 酸 ・ 放 射 能 絶縁 性 に 優れ る ほか 
高 硬度 か つっ 軽量 と いう 特性 を 持つ 。 その た め 
MS の フレ ー ム 素材 と し て 最適 で あり 、RX シ リー 
ズ を に じ め と する 連邦 製 MS に 採用 され た 。 し か 
し その 一 方 、 チ タン の 加工 が 技術 的 に 難し い 
こと や 精製 コス ト が 高い と いう 問題 点 も あ - 
と は いえ ルナ ・ チ タニ ウム 合金 の 性 能 は 著しく 
戦後 は この 合金 を 用 いて 絶大 な 戦果 を 挙 
ガン ダム の 名 を 取っ て 「 ガ ンダ リウ ム 合 全 」 と 
呼ば れる よう に な っ た 。 


| ルナ ツー 


LUNA T 


宇宙 に お ける 地球 連 攻 軍 の 最大 点 誠 
採掘 の た め に 小惑星 帯 か ら 率 引 され だ た 
ユノ ー を 軍事 要 究 化し た も の で 、 1 
時 は 連邦 軍 の 制 宙 権 の 要 と し て 機能 し た こと 
で 知ら れる 。 内 部 に は 軍司 令 部 の ほか に 本 格 
器 工 識 が 設置 され 、 ジ ム の 量産 が 行わ 


れ 


bY コア 
LETZ COFAN 
サイ ド 7 か ら 焼 け 出さ れ - 


た 召 民 の 子供 。 同じ 境 過 の カツ ・ ハ ウィ ン や ヤキ 
カ ・ キ タモ ト 53 人 組 の 中 で は 一 番 の や ん ちゃ 坊 


主 で 、 ホワ イト ペー スズ 内 を 所 烈 し と 駆け 回 っ て い 
た 。 と は いえ 決し て お た わけ で は な く 、 フ 
の 手伝い を し て 乗員 に 食事 を 配っ た り 、 
た 雑用 を こなし て い メ た め 乗員 


ち を 艦 の 一 員 と し て 認め て いた の 
争 後 は フラ ウ と ハヤ ト ・ コ バ ヤ シ 
し て 引き 取ら れ 、 レツ ・ コ バ ヤ 


取 じ 


レビ ル 将 軍 
GENERAL REVIL 


一 年 戦争 に お ける 地球 連邦 軍 の 実質 的 な 最 
高 指 控 官 。 先見 の 明 が あり 、 ジ オン 公国 軍 の M 
S 開 発 を 察知 する や 、 連 邦 製 MS と 運用 末 艦 
の 開発 を 実行 させ た 。 また 戦中 家 と し て も 優れ 


た 才 を 持つ 。 ルウ ム 戦 役 で は 公国 軍 MS 部 隊 
に よっ て 捕虜 と な る も 、 無 事 脱出 。 有名 な 「 ジ 


作戦 を 指揮 し て 連邦 軍 を 勝利 に 導き 、 さ ら に 
公国 本 国 侵攻 作戦 「 是 一 号 作 紙 」 を 発令 。 し 
か し デ ギ ン ・ ソ ド ・ ザ ビ 公 王 と の 和平 協定 に 赴 
いた 隊 、 ギ レン ・ ザ ビ 総 帥 が 放 ・ レ 
イ で 焼 か れ て し まう 


] ホワ ィ 


TYPE-61 MBT 


一 年 戦争 当時 の 地球 連邦 隊 軍 で 制式 採用 さ 
れ た 主力 戦車 。 開発 時 期 は U.C.0061 だ が 、 基 
本 設計 の 佑 秀 さか ら U.C.0079 の 戦乱 で も 大 
量 に 実戦 投入 され た 。 その 裏 に は 、 ジ オン 公国 
軍 が 配備 し た MS に 対抗 し うる 鞭 上 兵器 が 、 当 
時 の 連邦 軍 に は な か っ た と いう 事情 も ある 。 特徴 
と し て 150mm 滑 空砲 を 2 門 搭載 し て いる が 、 こ 
れ は 各個 別 の 標的 を 狙う の で は な く 、 片方 
着 を 確認 する ほか 1 発 目 が 外れ た 場合 、 も う 1 
門 で 次 弾 を 発射 する と いう 使わ れ 方 が 成 さ れ た 。 
な お 、 ミノ フス キー 弓子 発見 前 に お ける 従来 の 
電子 戦 で は 最高 峰 と 言う べき 名 戦車 で あっ た 。 


ロラ ジェ チュ アシ 
ROLLAN CHUAN 


ジオ ン 公 国軍 の 脱走 兵 、 ク クタ ルス ・ ド アン と 共 
同 生活 を 送っ て いる 少女 。 ド ア : ン が 面倒 を 見 て 
いる 戦災 孤 児 
供 た ち が 際 児 と な っ 
知っ て いた が 、 そ の こと で 彼 を 責め た り せ ず 、 逆 
に ドア ン の 苦し み を 理解 し よう と 努め た 3 


わ 


| | ワッ ケイ ン 
| WAKKEIN 
一 年 戦争 に もり 2 才 8 区 還 の 軍 抽 上 


家 と し て 知ら れる が FNC 
ある 。 ホワ イト ペー スズ で サイ ド 7 を 脱出 し た 一 同 
を 軍事 機密 に | 触れ た と いう 理由 か ら 拘留 し た の 


いも の を 感じ て し 
ン 攻 略 戦 で 、 成 長 し た ホワ イト ペー ス 際 の 姿 を 
目 に し た ワッ ケイ ン は どこ と な く 嬉 し そう で あっ た . 


Nb ふい \ Wa 


し 公 国軍 が 率 用 し た 

車体 の 前 後に ロー ター 

を 設置 し 、 こ れ を 用 いて 低空 高速 移動 する 

武装 と し て 機銃 を 基 装 備 し て いる も の の 火力 
盟 で あり 、 主 に 條 任務 ! 


ス 用 や ホビ ー 用 の 車体 も 登場 し て いる , 


PE 


機動 戦士 Z く ガン ダム 


(C1) neD5 wm 


アク シズ 軍 アス トナ ー ジ ・ メ ド 


AXIS FORCE ASTONAIGE MEDOZ 


勢力 と し て の < 
救 軍 一 体 の 組織 で ある た め 、 政 活 形 盤 の アク 
ンズ ニア クシ ズ 宣 と 才 え て いい 。 U.C.0087 
地球 周 へ と 帰 周 し 、 グリ プス 戦役 に 参加 | 


の 整備 技師 。 アー 
琴 備 だ け で な く MS 理論 
モス ク ・ ハ ン に 大事 し た 
埋 粗 に 搭乗 し て 多岐 
吾 後 に アナ ハイ ム ・ エ レク 
参加 す る 


の:een が に 


ARGAMA 


アウ ドム ラ 
アク ト ザ ク 
ACT ZAKU 
オ 軍 の MS 開発 ブ | <> 
計画 」 で 開発 され た ザク ・ タ イブ MS MS 
ィング 和希 理 に よる 高い レス ポン ス と 趣 動 ASSHIMAR 


特徴 。 一 年 馴 欄 、 連 孝 軍 に 反 邊 され 
北 ※ タ 研 


連 者 軍 の 


人 
ィ 


] 変 MA。 MA 形 感 に 全 
する に 1 改 な ど を 使用 せ ず に 自 
es 和 行 する 季 力 を 持っ て いる 。 当 セ 


に 配置 され で いた が 
に 配備 され 
な ど に 充 


tm 


アジ ス ・ ア ジ バ 
AJIS AZIBA 


アー ム ス ト ロン グ 広 場 


ARMSTRONG PLAZA 


戦争 後 一 U.C.0088. 


アド ル ・ ゼ ノ 


ADOL ZENO 


ザビ を 頂 喜 と し た 


アナ ハイ ム ・ 
エレ クト ロニ クス 社 


ANAHEIM ELECTRONICS 


遂 称 AE、 ア ナハ イム 。 地球 に 本 社 を 持つ 巨 
大 複合 企業 。 も と も と に 開発 に 対 
て 投資 を 行っ て いた が 、 一 年 待 争 終結 後 

オン 公国 最大 の MS メー カーZEONIC( ジ オニ 
ク ) 柱 を 路 収 合 億 。 急 達 に MS 開発 技術 を 身 
に つけ 、 地 球 画 最大 の MS メー カー と な る 。 月 
面 都市 グラ ナダ に MS 開発 工場 を 有 し 、 多 く 
機体 を リリ ー ス し て きた 。 その た め 連 孝 政 | 
コロ ニー 妊 に 対す る 発言 力 は 紅 く 、 政治 ・ 娠 
注 界 に も 通じ る 存在 で ある 。 7 軽 営 モ ラ 
の 利益 を 追 
来 す る た め に 遂 対 する 組織 双 方 に 持 術 提供 を 
行っ た り 、 裏 工作 を 働く な ど と いっ た 、 いわば" 吾 
争 商 人 "的 な 一 面 も 有 し て いる 。 U.C.0087 に 


\。 と は いえ 
ス 社 の 投入 が 宇 密 


を 多重 


アボ ポジ ・ モ ー タ ー 
APOGEE MOTOR 


型 パ 機体 各所 に 配置 さ か 
AMBAC (アン パッ ク ) シス テム と 併用 する こと 
で 高い 機動 性 を 発揮 する 
遂 目 衛 量 軌道 に 投入 する 
で 、 アポ ジ ・ キ ッ ク ・ モ ー タ ー と も 言わ れる 。 宇 
空間 で の 活動 を 前 控 と する 機体 


で は を く 、 幸 道 調整 や 方 向 
転換 な ど に 用 いら れる 


アポ リー・ ベ イ 
APOLLY BAY 


エッ ー ゴ 所 属 の MS パイ ロッ ト 。 ロベルト と 共に 
クワ トロ ・ パ ジー ナ の サポ ー ト を 担当 し 、 数々 
の 作戦 に 従事 し た 。 人 当たり が 良く 、 部 下 た 
ちか ら も 悪 われ て いた よう で 、 感受 性 の 尋 い カ 
ミー ユ ・ ビ ダン と も うま く 付き 合っ て いた よう た 
クワ トロ に 従っ て ロベルト と 共に グリ プス へ の 
債 府 季 に 基 加 。 以後 も エッ ー ゴ の MS パイ 
ロッ ト の 主力 と し て 載っ て し セダン の 門 で 
ユイ リィ の MS メタ ス を 底 っ て 
参加 し た 理由 は 不 
年 区 争 当時 か ら シ ャ 


た らし い 


アー アズ ナブ ル の 部 下 だ 


アボ ポロ 作戦 


OPERATION APOLLO 


ティ ター ンズ に よる 月 面 都市 フォ ン ・ ブ ラウ . 
制圧 作 茎 。 U.C.0087 当 時 プラ ウン 
せ は 月 面 最大 の 都市 で あり 、 こ こ を 掌 探す れ ば 月 
ける 軍事 行動 上 、 大 き な 利点 と な る も の 
ィ ター ンズ は 逢 隊 を 組織 し て フォ 
ン ・ プ ラウ ン へ 優 攻 。 エ 防衛 線 を 展開 
する が 、 戦 庄 の 最 中 、 パプ ティス ・ シ ロッ コ の ド 
ゴス ・ ギ ア が フォ ン ・ 上 空 へ 突出 。 エッ 
ゴ が 挫 選 し な けれ 攻撃 を 間 始 する と 黄 
迫 し た ゴ は 部 遂 を 撤収 。 フォ 
ズ の 勢力 下 に 入る こと 
ユ ・ ビ ダン た ち が フ ォ ン ・ 
時 、 都 市 内 で MS 載 が 発 


生 する こと に な る が 、 エ ウー コ ゴ が 客人 電設 人 
を 究 控 し 、 ティ ター ンズ を 失 選 に 造 い 込ん だ 
アム ロ ・ レ イ 

AMURO RAY 


年 圭 争 で ガン ダム に 搭乗 し て 以 茎 、 提 多 の 
戦果 を 挙げ た 較 施 軍 の エー ス で あり 
イプ 。 戦争 経 結 儀 は ニュ ー タ イプ 能力 を 
車 に よっ て 地球 上 に 軟 茜 さ れ て いた 。 し か し 
ユ ・ ビ ダン と の 出会い が か つて の 気 英 を 
吾 ら せ 、 反 地球 連邦 組織 カラ バ に 身 を 投じ て 
グリ プス 戦役 に 参加 する 


アム ロ 邸 の メイ ド 
AMURO'S HOUSEKEEPER 


一 年 半 争 終 結 後 、 軟 鉄 状態 に 置か れ た アム 
ロ ・ レ イ の 世話 を 焼い て いた 女性 。 だ が 。 その 
正体 は 、 連 邦 軍 が アム ロ を 監 失 する た 
通し た 監視 者 で あり 、 住 み 込み で 働き 
四 六 時 中 、 ア ムロ の 動向 を 軍 に 都 告 し て い 


アレ キサ ンド リア 
ALEXANDRIA 


カ 生 宙 之 洋 引 
リア 事 の 1 番 衣 。 同型 柳 に は 孝 軍 所 属 か ら 
テ に 編入 され た テッ ド ・ ア ヤ チ 秀長 の 
臣民 近辺 の 帆 半 | 


アム ロロ の 監視 員 


WATCHMAN OF AMURO 


空 浴 に ゃ や 
男 。 フラ ウ ・ コ バ ヤ : 


て 来 た ア ムロ ・ レ イ を 監 
と その 家族 を 見 送る 

ムロ は カツ ・ 
と 共に 彼 の 目 を 区 き 、 輪 送 機 で 脱出 
選 、 不 寄 な アム ロ の 行動 
彼 が 輸送 橋 に 乗り 込む 寸前 


1 アム ロ の 臣 役 員 ] 雑誌 を 読む 


Poo 6 な アン グラ 雑誌 
ネー UNDERGROUND MAGAZINES 
アム ロロ の 執事 


AMURO'S BUTLER 


アム ロ 認 に 動 め て 実は メイ ド と 共に アリ 
ムロ 監視 の 任 を 言い 湊 さ れ た スパ イ 。 ニ ュー タ 
イプ で ある アム ロ が 再び 宇宙 へ 出 た り 、 反 連 
孝 的 な 行動 を し な いか 見 娠 っ て いた 


回 の 情報 を 入手 


| アン ナ ・ ハ ン ナ 
アメ リア ANNA HANNA 
AMELIA 


アー ガマ の 乗組 員 。 U.C.008「 
戦役 で は アー ガマ の メ か 
・ ユ イ ! で ある 


ティ ター ンズ の パイ ロッ ト 、 カ クリ コン : カ クー ラテ 
の 恋人 。 大 融 囲 突入 時 に 後 殖 
に し た の が アメ リア の 


TIT TS 


(に 住む プロ ンド の 人 物 で あっ 


a + 


に 


31.32 
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GLOSSARY 


ウォ ジュ リー 
WON LEE 


United Govemement ( 反 
指 近 系 続 を 持 


相 織 が 儲 ま 
その た め 夫 球 連 邦 軍 か ら 
発生 


ら も 次 金物 
覆 船 を 保有 する 


提供 され 


大 組織 


アナ ハイ z 
の よう ( ゴ を 揚 助 す 

気 き 者 
り 、 深 し て 一 枚 療 の 組織 で 
ノイ ド の 


構成 員 は 多 する 


1・30 


行わ れれ て チ の 住民 
タ 毒ガス で 席 林 し た 「30 バ ンチ 事件 
を 発端 と し 、 軍 組織 化 が 進ん だ 。 指導 者 で も 

ウス ・ フ ォ ー ラ ー 准 料 さ れ 、 殺 


海 へ ビ 


HEAT WHIP “SEA SERPENT” 


ぃ . 


イジ ェクション ・ ポ ッ ド シス 
EJECTION POD 


A.E.U.G. 


エゥーゴ の 出資 者 た ち 


A.E.U.G.'S SPONSORS 


福 幼 化 を 生 ーー 
れ た 。 吾 季 。 落 資金 、 物 次 両面 


ちの 財力 が あれ 
者 全員 が エッ 


1 | meD5 se D2 


エネ ルギー バッ ク 


ENERGY PACK 
E バ パッ ク と も 呼ば れる 。 一 年 寺 争 当時 、MS が 
携行 する 兵器 ルギーCAP シ ス 


新柄 され た 


する 小型 エネ ルギーCAP: 
の エネ ルギーCAP を 六 


降 の 携行 和 
式 を 採用 し て いる , 


] 天体 葛 を 使用 する 締 
すれ ば エネ ルキ の 上 
2 の 重 場 
eT 


TI 


MP 

MILITARY POLICE 

連 窟 ) の 中 称 - 主 に 
才 持 を 担当 する 
3 1 


MILITARY POLICE 
軍 が 活動 する 地 
と 7t 


軍港 


メサ に 下 り か か っ た カミ ー ユ 
+、 MP に 連行 され 尋問 を 受け る こと と な 


BLOSSARY 


[s] 


オー ガス タ 研 究 所 
AUGUSTA LABORATORY 


に に 筐 設 さ れ た ニュ 
に 色 化 人 間 と 専用 M 


・ キ ャ バ 、 TMA ギ ャ 
主 な 研究 員 と し て 


の 地名 。 一 年 埋 争 後 、 連 邦 還 が 相 
往 謀 に 座 設 し た ニュ ー タ イブ 研究 所 が ある 
お 肌 の 触れ 合い 通信 

通常 、MS 同 士 の 通信 に は 介在 流 や レーザ 
回 線 が 用 いら れる 通信 手帳 
は 第 三 者 に 傍 芝 され る 可能 性 が あっ た 。 これ 
を 防止 する た め に 利用 され る の が 「 お 員 の 航 
れ 合い 通信 」 で ある 。 つま り 、MS 同 士 を 接触 
させ 、 機 体 を 伝わる 振動 を 利用 し て 通 人 
の だ 。 通信 男 団 は 限定 され る が . 接 鱗 し て 
けれ ば 通信 棒 受 も 不可 能 で 、 情 報 漏 洲 の 族 
険 性 は ほとん ど 機体 の 一 部 を 接触 


信 可 能 と 言う 手軽 さか ら 、 日 常 的 ( 
通信 手段 で ある 


活 信 】 ゲロ 大里 機 と 棲 態 し て 「 も 

肌 の 触れ 会 い 通 人 を する アポ リー 中 膨 欄 。 これ は 情 
吉江 江上 対 策 む . う より も ミノフスキー 圭子 穫 怖 
日 掌 的 才 信 手 給 と し て 使 も た 


に | は フロ ント ス か ー ト 内 
に 2 の 生 し 錠 を 義 備 する 、 この 主 で に 

ム ・ サ ー ベ ル を 維 る こと も で き 、 挫 近 又 で 押 
細 の 格 き を 欠 栖 し た 


カク リコ ンジ カク ターラー カツ ・ コ バ ヤ シ 
か KACRICON CACOOLER KATZ KOBAYASHI 
ト 。 根っから の 橋 業 | 旧姓 は ハ 年 昔 争 終 ハト 夫 
て の 技量 も 高い 。 グリ 地 の 美子 と 
運用 試験 に 参加 る 。 由 休 状 台 


に に 機体 を 痛 礁 され る と 
| カイ ・ シ デン 
KAI SHIDEN 


ー 年 戦 多 当 時 
パイ ロッ ト 。 一 年 戦争 終了 後 は 
の 可能 性 


ホワ イト ペー ス 


と は 震 じ られ た 

U.C.0087 の グリ プ 

相 役 時 に は ティ ター ンズ に 危機 感 を 挫 き . エ 
カ に 情報 提供 し て いた 


カ を 抄 あ い 、 筐 
の 斉 体 


隠れ ハイ ザッ ク 


HIZACK CUSTOM 


ガ デ ィ ・ キ ン ゼ ー 


拡散 メガ 粒子 砲 


乏 は ハイ ザ GADY KINSEY 
DFFUSION MEGA PARTICLE CANNON a a ム 
2 の 科 子 科 の | フー 
ター を 設け 度 の 軸 撃 で 複 堆 的 を 攻撃 
可能 に し た 砲 。 開発 当初 は 1 フィ ー ・ ジ ェ ネ 
束 化 が 間に合わ ず 、 主 に MA や や 大 

に の み 指 載 さ れ た か し 、 U.C.0090 年 
代 に な る と 小 事 化 が 進み 、 通 常 の 機体 に も 描 
載 さ れ た 。 精密 射撃 に は 不向き 7 庄 男 囲 
に 仙 る 標的 へ の 攻撃 に 効果 的 


き 


UM tM] UC.O087 に 登場 し た Pe 


栓 品 に 彼 般 メカ 和子 夏 を 3 基 作 
機体 は 大 遇 化し 。 全 洋 41.0m (MS 


ガブ スレ イ 
GABTHLEY 

可変 MS。 MS 市 馬 で ! 
胡 馬 を 得 奄 と し 、 バ ラ 


隠し 腕 


ル ・ フ レー ム が 敵 
て 格 凍 昔 に も 対 褒 可 能 


Fr 


人 負 を 粒 
経時 控 し た 


カブ セル 


CAPSULE 


可変 MS 


TRANSFORMABLE MOBILE S.ULLT. 


カラ 


KARA 


TMS。 可変 林 構 を 有する 第 三世 代 機 の うち ンズ の MS パイ ロ 小 。 ソ ラマ と コン ビ を 組 
MS 形態 で 主 酸 と し て 開発 され た も の | ん で サイ ド 2 の 13 パ に 潜伏 、 接 
を 指す が 可変 MS で あり 、 中 に る エゥーゴ の MS を 笑 軸 クワ トロ 
は カ 喜 ぐ も の も 存在 する の 百 式 も 狙撃 し た が 失敗 。 聞 に 潮 伏 
て 撃 硫 さ れ た 。 措 乗 機体 は 


タム (通称 時 れ ハ イザ 


ミー ユ ・ ビ ダン 
KAMILLE BIDAN 


空手 部 
可変 機構 


TRANSFORM STRUCTURE まで 
元々 は 
住む 民間 人 の 少 
寄 曽 を 培 に ガン タ 
参加 し た 。 家 


対す る 


U.C.0087 に 発 
た を 


0087 年 代 か ら MS に 取り 入れ られ 
た 特 株 械 購 。 人 
使 れ 、 華 々 し い 赤 果 を 


た の が MA た 


研究 が 送 


れ た 結果 が 機体 の 
わ め る 可変 機構 で ある 


# の MS は 変形 に よる 人 リナ イ と 
度 が 追い つか ず | 
か か り 骨 ぎる こ N 
し か し 、 蜂 量 ・ 高 財 ィ シ ティ を 超え た 能力 を 発 Ni ss) | 
ト ・ コ ー タ い を 倒し た が 、 カ ミー ユ 自身 の 内 神 も 肛 MP) J EFA 
ht A : 線 を 選 い て 地球 r 
り 変 機 尼 を 有する MS が 次 策 に 健康 な 輔 神 を 
要 蛋 を 有する 欄 世 = 
カラ バ 
* 連 放 組 織 。 結成 当初 は 


可変 MA 


TRANSFORMABLE MOBILE ARM.0JUH 


民代 柏 
発 


(a) nD5 sr D3 


ガル ダ 級 超大 型 輸送 機 


GARUDA 


UC 0080 年 代 後半 に 登場 し た 大 大 型 輸 送 機 
7m 下 長 524m に 達する 機体 は 、 そ 

カー ゴ で 占め られ 、 大 重 
思 示 に 輸送 する こ きる 。 本 来 


上 時 陸 穫 ME 


ガル バル ディ 8 


GALBALDY-8 


年 戦争 後 
地 専用 MS 開発 


国軍 系 MS の 技術 体系 と 局 
IPEZN= ペ ズン 計画 
れ を 共に 新型 機 開発 


>、 ガル / 
外装 を 全面 的 
時 期 の MS と 比較 する と 運動 
層 の 隊 兵 機 に 配属 き 


ラ ・ ラ イラ 


ガン キャ ノン 重 装 型 

GUNCANNON HEAVY WEAPON TYPE 
キャ ノン の 強化 案 の ひ と つ で あ 
は 同型 機 の 部 隊 細 制 
て 開 発 され た 機 f 


た め 生 産 数 は ご 
争 後 で お っ} 


ガン ダム Mk-LI 


GUNDAM Mk-L 


グリ プス 問 彼 期 、 グ 
4 


オア シス で 機動 訓 
検体 を エッ ー ゴ が 強 訟 、 機体 カラ ー を | 
変更 し 、 そ の まま 自軍 の 電力 と し た M 
この 事件 以降 、 テ ィ ター ンズ は 新た な カンダ 
Mk: を 配備 し な か っ た た め 、 通常 は 、 ガン ダム 
Mk-H と いえ ば エッ ー ゴ ・ カ ラー の 機体 を 指す 
ムー パブ ル ・ フ レー ム を 採用 し て いる 以外 は 性 
能 的 に 特 芋 する 委 素 は な い が 、 搭 乗 者 の 骨 力 
も あっ て 、U.C.0087 一 0089 (グリ プス 圭 役 
徐 一 次 ネオ ・ ジ オン 軟 争 ) に お ける エゥーゴ 
の 中 性 機 と し て 活躍 し た 。 主 を 搭乗 者 


ユ ・ ピ ダン 、 エマ ・ シ ー 


ガン ダム MKk-I 

(ティ ター ンズ ・ カ ラー) 
GUNDAM Mk-H TITANS COLOR 
ける ティ ター ンズ の 次 其 主 カ M 
開発 され た 素 時 の 尼 体 
理 争 の 名 栖 、RX.78 カン ダム の 開発 
ト を 組 承 し つつ 


ル ・ フ レー ム の 採用 な ど 
甲 材質 は 旧来 の チ 
で あり 、 結 合 的 な 性 
言い か ね る も の で あ 


れ は 較 発 者 の 
は MK-I の 先 を 見 て いる ん た 
よう 。 事実 、 ガ ンダ ム MkrI は 量産 化 さ れ な か 

た が 、 直 系 の 複 続 機 で ある RMS-154 バー ザ 
ム や RGM-86R ジム 皿 が 制式 採用 され る こと 


な っ た 。 主 な 的 業者 は カク リコ ン ・ カ 
ド ・ メ サ 、 ミー ユ ・ ビ ダ 


ガン ダリ ウム Y 
GUNDARIUM Y 


ガン ダリ ウム ガン マ 。 一 年 鞭 争 時 に 吉孝 定か 
開発 し た ルナ ・ チ タニ ウム 合 全 (ガン ダリ ウム 0 
を 基 に 、 ガ ンダ リウ ム を 醤 て 完成 し た 新 合 全 
で ある 。 開発 し た の は 旧 公 国勢 の の アク シズ だ 
が 。 シャ ア ・ ア ズ ナブ ル が 地球 国 に 放 直 し た 馬 
技術 が 持ち 込ま れ 、 グリ プス 輸 役 以降 の 
MS に は ほとん ど # て いる 。 軽量 ・ 高 則 
性 か つ 高 展 性 と いう が ム の 特徴 を さら 
向上 きせ た も の で 、 高 性 態 MS の 開発 に は 錠 
要 不 可 欠 。 特 に 可変 MS MA と L 
ム に 急激 な 負荷 が 書か る 柚 価 
東 材 で ある 。 Z ガ ンダ ム や 百 


ガン タン ク I 


GUNTANK I 


ー タ を 共に 、 突 再 支 援用 装甲 束 
届 と し て の 能力 を 特 化し た 機体 。 臣 杯 面 が 大 帳 
れ 、 4 連装 ロケ ッ ト ・ ラ ンチ ャ ー. 3 連 終 


サイ ル ・ ラ ンチ ャ ー に 加え 、 長 距離 キャ ノン 移 
機関 克 を 指 載 。 その た め 外 缶 は ます ます MS か 
用 


ち 骨 ざか っ て し まっ た 。 た だ し 重 戦 車 と 
合 は 優れ た 生 力 を 発 少 し た た め 
事後 の ジャ ブロ ー に 少数 楓 が 配備 され た 


きま 


キー スロ ン 

KEITHRON 

アー ガマ の ブリ ンジ 要 任 と し て 通信 ・ 案 二 任 季 を 

担当 。 ブリ ッ ジ 要員 の 中 で は 一 番 莉 く 、 年 の 近 
ユ ・ ビ ダン と は 伸 が 良かっ た よう で ある 

ス 戦 役 終 了 筐 も アー ガマ を 降り ず 、 系 

・ ジ オン 戦争 に 参加 。 ネェ ル ・ ア ー ガ マ 

て 戦 乱 終 了 ま で 半 い 抜い た 


キ グ ナ ン 
CYGNUN 


年 戦争 時 は 公国 軍 に 所 属し 、 シ ャ ア ・ ア ズ 
ナブ ル の 全 下 と し て 配属 さ れ た こと も あっ た 人 
物 。 アク シズ か ら 匂 通し た シャ ア が クワ トロ ・ バ 

か ら も その 中 計 心 は 変わ 4 
な 手引 き を し た 


キタ メト ロ チ オ ネイ ン 


仙 放 射 能 剤 。 親 化 人 間 の 夫 体 改造 に 用 いら 
れる 著 物 の ひと つ 。 この 薬物 か >。 強化 人 間 は 
宇宙 に 層 応 する た め の 身体 条 化 も 施さ れ 
た と 考え られ る 。 ロ ザ ミ ィ ( ロ ザ ミ バダ ム ) が 
ら 異常 な ほど 検出 され て お り 、 穫 女 は キタ オロ 
チオ ネイ ン 漬け の 体 だ っ た 


キッ カ ・ コ バ ヤ シ 


KIKKA KOBAYASHI 


た の は 、 ホ ワイ トペ ー ス 乗員 を 宇宙 に 戻す 
に 人 機 台 を 覧 えた 連邦 数 府 の 方 針 と され 
る 。 U.C.0087 の グリ プス 戦役 


カ た ち は 地 上 に お り 、 連邦 定 シ ャ イア ン 基 地 に 


キッ チマ ン 


KITCHMAN 


アレ キサ ンド リア 


に 余 泊 中 の ア 


ギャ ブラ ン 
GAPLANT 


北米 大 陵 オー ガス タ の ニュ ー タ イプ 研究 所 
用 試験 が 行わ れ た 可変 MA (TMA) 。 大 出力 ス 
ラス ター を 搭載 し 、 自力 で の 大 気 園 内 衆生 能 カ 
を 竹 則 し た 。 MA 形 仁 に 変形 する と 概 動 性 と 航 
想定 其 が さら に 増加 す 
常人 に は 舌 え られ る も 
賠 の 括 果 が 前 提 と され で 


2 * う こと 


に 突 か れ て 撃 硫 さ れ 
ロ ザ ミ ア ・ パ ダム 、 ヤ ザ ン ・ ゲ ー プ ル 


33.30 


機動 戦士 アガ ンダ ム 


L7 | nD5 am04 


強襲 巡洋艦 

ASSAULT CRUISER 

UC.0087 一 0088 に エ た 宇宙 

拓 ネェ ル ・ ア ー ガ マ は . 絢 半 人 洋 杉 

に 分 類 さ れる こと が ある 。 元々 は 尋 提 隊 
る ホワ イト ペー ス 組 や ベガ サス 越 の 


可 力 を 高 


キュ ベレ イ 競技 用 Jr. モ ビル スー* 


QUBELEY JrMS ATHLETIC TYPE 


キリ マン ジャ ロロ 基地 
KILIMANJARO BASE 
強化 人 間 

CYBER NEWTYPE 

肉体 と 本 神 を 人 為 89 に 操作 する こと で 高い 勅 


脱 座 力 を 獲得 し た 者 の 経 称 
催 也 に よる 条件 付け 、 先物 


強行 偵察 型 ザク 


ZAKU RECON TYPE 


栗 し て | 
と 硬 に 大 融 モ 
口 任 高 博 度 カメ ラ に 換装 
前 線 で の 貸 可 活動 た 


グフ 飛行 試験 弄 


GOUF FLIGHT-TEST TYPE 


叫 


グラ ナダ グリ ー ン < ツア ら 
GRANADA GREEN NOA 2 


グリ ブス 2 


GRYPIOS 2 


置 す る 恒久 都市 
資源 供給 を 目的 と = 
れ た 資源 を 元 に サイ ド 
成 後 は 豊富 な 次 


圭 争 後 、 地 球 連 孝 が L3 に 詐 造 し た 守 
間 族 型 コ ロニ 

な っ て いる 。 内 部 は 軍事 
され 、 連 邦 軍 (の ち に ティ ター ンズ 


に 配備 する MS や 衣 般 の 開発 ・ 生 産 が 衣 め ら 


グラ ナダ 市 長 


MAYOR OF GRANADA 


UC.0087 当 時 


グリ プス 


GRYPIOS 


0080 年 代 
た コロ 


ナダ 市 市 


ERE 


グリ ー ン ・ オ アシ ス 
GREEN OASIS 


か つて サイ ド 7 と 呼ば れ 


GREEN NOA 1 
ーー 年 戦争 村 、 地 球 軍 


わけ る 活動 的 点 と し て 利用 し た 


グリ プス 1 
GRYPIOS 1 
きれ た グリ プス (グリ の うち 
タ か れ で いる は う の 名 称 
どの 生産 施設 も あり . 分 割 後 


MS や 算 船 


て 機能 し た 


二分 割れ た 


グリ ブス 工場 


FACTORY IN GRYPIOS 


| グリ ブス 戦役 


| GRYPIOS CONQUEST 


C0087 


| クレ イ ・ バ ズー カ 


0088 


| CLAY BAZOOKA 


UC.Q087 


に 配備 


が 付 備 する 実 人 強兵 問 。 一 年 戦 


黒い ガン ダム 


GUNDAM IN BLACK 


給 模 され た の も 
変更 され た た め . 


機動 戦士 アガ ンダ ム 


グ ワ ン バ ン 


GWANVAN 


) 孝太 


宙 埋 義 の ネー 

の 統計 思想 を 受け 継ぎ 、 炎 
の 達 孝 宣 箇 給 を 上 
備 用 


グ み ー 


GETTAR 


グリ プス 埋 役 ター ンズ が 利用 し た ス 

ー 性 )、 MS を 固 / 
で 醒 成 され た シン プル な 
次 移 動 に 用 いと 
を だ が 、 コス ト が 安価 た 
産 さ れ 、 大 各 
非 変形 MS! 


コー ラル オリ エン タル 号 


SORAL OF 


IENTAL 


)C.0087 頃 に 未 役 し て いた 要 工 客 租 世界 


血判 状 ー 財 行え 5 れる 埋 の 角 で 
クワ トロ ・ バ ジー ナ コンド 人 し て いと に は 


杖 
MR し て いた シャ ア 稀 約 講 を 送る と 


た 際 に 用 いた 偽 ロ 
て 連 邦 二 困 を 手 に 氏 刊 状 を 送 


UATTRO VAC 


ゲー ツ ・ キ ャ バ 
GATES CAPA 


深化 抽 置 と 訓 紅 を 施さ れ 


自身 も 柄 神 | 


ケネディ ・ ス ペー ス ・ ポ ー ト = 9 
KENNEDY SPACE PORT コロ ニー・ レ ー ザ ー 
COLONY LASER 


埋 邊 時 
互 大 し 


も 増強 され 
ド 2・18 バ ンチ を 壊滅 に 


サイ コ ・ コ ント ロー ル ・ サイ ド 1 ・30 バ ンチ サイ ド 2・ 18 バ ンチ 
ーー シス テム SIDE1 30BANCHI SIDE2 18BANCHI 
だ PSYCHO CONTROL SYSTEM と N a 


サイ コミ ュ を 応用 し た MS や 
テ 直 多 終結 
人 し た 連邦 軍 
UC.0080 年 代 後半 ! 


| 


サイ コ ・ ガ ンダ ム 


PSYCHO GUNDAM 


8 と 障 部 、 折 
放 没 力も 極め 


な も 


サイ ド 2・ ら 1 バン チ 


SIDE2 21BANCHI 


サイ コミ ュ 式 
ビー ム ・ ソ ー ド 
PSYCHOMU BEAM SWORD 
に 棒 報 され た 、 有線 コ 
ド 発 和義 を 有 


サイ コ ・ ガ ンダ ム Mk-L 


PSYCHO GUNDAM Mk-H 


サイ ド 2・13 バ ンチ サイ ド ら ・25 バ ンチ 


SIDE2 13BANCHI SIDE2 25BANCHI 


0087.09 21. 月 本 各市 2 0 1 


機動 戦士 アガ ンダ ム 


サイ ド ら の 市 長 


MAYOR of SIDE2 


サエ グ サ 


SAEGUSA 


グリ プス 理 役 イド 


ス 江 役 た ー ガ マ の 操 能 を 担当 する エゥーゴ の 
人 物 。 日 和 見 主義 的 な 


も 庫 め る と 
潜 け て こら れ た の 


に 投 陸 
危機 を 脱 す る 
事実 を 司 庄 し よ 
し か し 18 パ ンチ に コロ 
[0 
h す る 時 度 を 見 せ た 


3 に 喧 只 を する こ 
ー ユ の 良い 記し 相手 


ザク キャ ノン 


ZAKU CANNON 


サイ ド 4・ ら 7 バン チ 


SIDE4 27BANCHI 


UC.0087.08.24. ティ ター 
ラナ ダ 


府 可 処 分 され ター ンズ が 
接収 し 、 グ ラ と し た 。 し か し エッ ー | に 改め 、 射 界 を 広く 取っ て いる 。 また 肢 部 に 補 
ゴ の 電撃 に よ エン ジン に 点火 き | 量 推 條 問 が 増設 され 

た 牧 道 を 変更 。 グラ ナダ 上 空き 通 | 機動 カ の 低下 を 村 

A m 輔 れ た 無人 地帯 に 落着 し た を 中 心 に 本 6 


も 投入 され た 。 そ 


と 名 特 を 改め 
リ 、 宣 事 要塞 と 


ザク キャ ノン ラビ ッ ト ・ タ イプ 


ZAKU CANNON RABBIT TYPE 


の 小 薩長 仕様 機 。 頭 部 アン テ ナ 
状 が 変更 御 揮 ・ 千 全能 力 が 強化 

その 形状 が ウサ ギ の 耳 を 思わ せる た 
られ た 


サイ ド 7・1 バ ンチ 


SIDE7 1BANCHI 


ス 戦 役 時 に ティ タ 


0087.0302 
行 訓 線 が 行わ れ た ヵ " ns, t に 
て 強 俊 され で いる 現さ h れ て お ら ず 基本 性 桂 は 作 和 


ザク タン ク 


ZAKU TANK 


改 佐 横 で 、 設 部 パ 
ビラ ・ ペ ー ス が 接続 され て いる 。 重力 下 
運用 で 最も 負担 が 族 か る の が 肢 
間 節 を 中 心 と する 調 部 の 故 
福 給 の き し い 前 線 で は 交換 パー 
こと も あっ た 。 また 胃 騰 で 施 部 
まう と 移動 も まま な ら ず に 機体 を 放 
を 梨 な い 場合 も 発生 し た と いう 

いえ 前 線 に お ける MS の 項 要 は 増す 一 方 で あ 
り 、 そ の 結果 不足 や 損 に より 
戦 胃 力 を 失っ た 機体 の 請 利 用 が 図ら れ た 。 こう 
し て 急造 され た 本 機 は 主 に 作業 機 と し て 重量 


物 の 移動 な られ た 。 ちな み に 本 機 は 
現地 上 人 所 族 部 隊 に よっ て 幼 カ 
仕様 が 変わ マ ゼ ラ ・ ペ ー ス の 下 半 
身 、 的 爪 大 の マニ 要素 は 
通 だ が 、 背 邊 ュ ニ ッ ト を 接続 し て 
作業 監督 を 行う 機体 も あっ た 。 さら に ビー ム 砲 


や ロケ ッ ト 砲 を 増設 
も あっ た と 


て 手 点 防 新 に 用 


ザク ・ マ シン ガン 改 
ZAKU MACHINEGUN CUSTOM 


軍 が 新規 開発 し た MS、 ハ 


開発 
お ける ZEONIC 事 業 導 

り と き 100 発 
本 装備 の 際 の 格 関 兵 
装備 で きる 


サチ ワ ヌ 


SICHUAN 


グリ プス 圭 役 時 に ティ ター ンズ が 保有 し て いた 
間 洋 艦 の 1 箋 が 
上 キサ ンド リア の 秋 面 
ー ン ・ ノ ア 2 を 出 和 し た 。 し か し 月 面 都市 
に 入港 し た 際 に エゥーゴ の 容 半 を 受け 
て 強者 され る 。 以後 は エ 


必 史 に は ライ トバ パープル 


サボ テン 
CACTUS 


アー ガマ 隊 に 所 属す る レコ ア 
で 植物 を 毅 培 する の を 趣味 と 
め 徳 女 の 部 屋 は 豆 科 の 植物 
に は 大 小 の 鉢 棲 え が 置か れ て お り . 
よう な 様相 を 旦 

も ちろ ん サポ テ 


テマ ス ・ シ ロッ コ に 個 い て いっ た 時 
の 植物 は 処分 され て し ま 
植え だ け は その まま 徳 女 


A 


Ln 


BLDSSARY 
サマ ー ン 


SAMARN 


アー ガマ 謗 に 所 属す る 人 物 で 
ター 補佐 を 揚 


正面 右 艇 の ナ 


】 当代 士 と し て も 何れ た セン ズ を 有 し て 

共 号 謎 で は 反 半 の 前 を 見 せ た 。 サ イド 

ンズ の ガ ス 攻 軸 を ア が 

事 知 し た の は 、 サマ ー ン が 不審 な 通信 を 信二 
租 便 内容 の 錠 新 に 感 1 めし た か ろ で ある 


| サラ ・ ザ ビア ロフ 
SARAH ZABIAROV 


グリ プス 戦役 期 に パプ テマ ス 
と し て 活躍 し た 女性 MS パイ ロ 
タイ プ 能 力 を 有 し て お ! 酔 する シ 
ロッ コ の 祖 佐 を 務め た 。 ちな み に サラ が シロ 
ー 年 戦争 で 彼女 が 戦災 
因 す る と 言わ れる 。 硫 喝 


ち に 才覚 を 発揮 する と 支店 長 
た の で ある 。 それ が グリ プス に あ 
タイ プ 研究 所 の 目 に 留まり 、 弧 余 申 折 
を 経て シロ ッ コ の 下 に 送ら れる こ 


だ っ た 。 その 菜 、 サラ は 自分 を 必要 と 

シロ ッ コ の た め に 生き よう と 決心 し 、 そ れ 以 来 

窟 実 な 部 下 と し て 仕え た と され る 方 で 
ふつ う の 女 の 子 と し て 見 られ た し し 4 

が な か っ た わけ で は 年 相応 の 暮らし に 便 
を 抱く 泰 振り を 見 せ た こと も あっ た 。 また 自分 


を 礎 せ る カツ ・ コ バ ヤシ を 憎 か ら ず 思い 
ある に も か か わら ず 、 彼 に 情報 を も た ら す こ 


好 
で 
と も あっ た 。 最後 に は シロ ッ コ を 底 っ て 、 カ ツ の 
i 


に その 身 を 三 し 、 埋 電 に 消え で し 
指 業 村 は マラ サイ 、 メ ッ サ ー ラ 、 ボ リノ 


主 な 


どら 一般 市 民 に 補 桂 及ぶ 作歌 も サラ は た め ら わな 
か っ た 。 店 性 は カミ ー ユ ・ ビ ダン に 

亜 上 され た が 、 そ の 要 、 カ ミー ユカ ら 「 仙 

て いる ん だ | と 言わ れ た は 作 理 の 失 刺 よ り 
も 、 普 で ある 


【30 パ ンチ 事件 ] [人 間 は 地球 
回 愉 カ を 手助け する 以外 、 し で 


で 生活 すべ きだ | 30, 


を 維 行 し た 。 ちな み に 当時 、307 
チ が 全 工 し た 理由 とし て 着任 
半生 が 報道 きれ た が 、 そ れ 
ター シズ の 情報 導 作 に 志 ぎ な 


サラ ミス 改 級 宇宙 巡洋艦 
SALAMIS MODIFIED 


ULC.0080 征 代 牧 半 に 諾 造 さ れ た サラ ミス 角 
の 改修 義 。 U.C.0083 に 型 場 し た 同名 馬 と は 
別 で あり 、MS 洋 用 能力 が 付与 され た こと が 最 
大 の 相違 点 で ある 。 前 部 主砲 を 廃し て MS カ 

本 単 な 改修 で 
相克 撃 力 と MS 軍用 能力 
の 取れ た 能力 を 打 
連邦 重 の 主力 算 と し て 


19 ラ ミス 池宮 て 
FS hE 
Ro 


30 バ ンチ 事件 


UC.0085.07.31 に 発生 し た 、 テ ィ ター ンズ に 
よる コロ ニー 住民 大 量 謀 公園 宣 条 江 
狩り を 名 目 に 設立 され た ティ ター ンズ は 次 第 は 
スペ ー ス ノイ ド に 対す る 弾圧 妻 勢 を 強化 。 特に 
反 夫 球 較 孝 運 動 に 対し て は 高圧 的 な 肖 勢 で 
臨ん だ 。 だ が 反 地 理 連 邦 の 機電 が 衰え る こ 
は な く 、 特 に サイ ド 1 の 30 パ ンチ は 友軍 邦 色 
1 と し て 知ら れる まで に な っ た 。 そし 
事件 当日 、30 パ ンチ で は 連邦 政府 に 対す る 
大 赴 民 捧 計 行動 が 実施 され た の だ が 、 こ れ を 
g 箇 の 出動 を 要請 
に 属す る と 考え 
要請 し た の で 


て も 作用 し 、 テ 
ンズ の 穫 走 を 和 褒 する 
本 格 的 に な り 、 AEU.G. 
地球 連邦 組織 ) の 結成 に 市 が っ た 
も 事実 で あっ た 


サン フラ ン シ ス コ 
SAN FRANCISCO 


北米 大 隆 西 海岸 に 位置 する 大 都市 。 天 交 の 
天海 購 を 有する こと か ら 補 委 基地 


結 後 


UM-H で 無 新 発 基 し な カ 
アー バダ ム と の 埋 剛 中 に 全 

眉 ( ゴ ー ル ト 0 由 

Ta 


高 が 30m 近 
に 50 基 に 及ぶ 数 勢 
機動 性 を 発 探す る 


.0] クリ プス 戦 答 の 電導 局面 に 
の Z ガ 時 し た 


年 争 時 に 地球 連 寿 宣 ゲ 天才 
の 運 必 コン セフト を 引き 継い で 
MS と の 連 失 に よっ て 真人 を 介し た 
で も 遇 模 と し て 機 確 す る と ころ な ど は 、 ま さ に 
ス 輸 答 に お ける 「G パ ー ツ 」 的 ユ 


ス と は 仲 が 良かっ た 
ほ い 抽 は 麻 
填 に 適し た 机 ! 


ャ ー】 プラ イト 


枯 違 や MS の 管 埋 な ども 0 


世紀 に 開発 され た 欠 死 和 


G デ ィ フ ェ ン サー 
G DEFENSER 


定理 闘 機 と 


機動 戦士 Z く ガン ダ 


GLOSSARY 


m05 ser07 


GM CANNON 


一 年 肖 争 中 に 地理 連邦 定 が 開発 し た 
支援 用 MS。 [ジム 」 の 名 


Hp は ガン キャ 
FTO で ある 。 た だ 
連邦 軍 が MS 

* あ りり カミ 様子 が 夏 わ れる 。 本 機 は : k 

め と する 多く の 乗員 が その た と カ 不 足 を 補う べく 可能 な 本 り の パー 


を 流用 する こと で 生産 性 を 高め 


G デ ィ フ ェ ン サー の バイ ロッ ト ジェ リド ・ メ サ 
G DEFENSER'S PILOT JERID MESSA 


Ip < 合 は 大 Iam MRCSSY2. PDE 


し と か 任 格 を 達成 


ジム ・ ス ナイ バー カス タム 
GM SNIPER CUSTOM 


と 呼ぶ 。 ( 
Mk-II を 正 業 
移動 か 


年 戦争 時 に 
ィ ブ MS の パリ エー シ 
より 基本 能力 の 低 き を 補 
路 力 向上 を 目指 し て 開発 さ 
助 装 申 の 追加 と 機動 


する 株 条 を 実話 で き 
を する 3 


燈 動 幸二 


BLOSSARY 


ジム I (エゥーゴ 仕様 ) 


GMI(AEUG. TYPE) 


ス 加 傘 の 前 接 で 地球 連 孝 軍 の 主力 析 
に 採用 され た ジム は 、 エゥーゴ で も 運用 さ 
ゴ も 連邦 重 の 一 部 で あ 
反発 する 連邦 軍部 隊 が 保 
と エッ ウー ゴ に 参加 し た た め [ 

で ある 。 エゥーゴ の 
\、 将 
体 性 能 
あく まで 外見 だ け の 変更 
だ っ た 。 その た め 続 々 と 出現 する 高 性 能 機 に 
は 対応 し 切れ ず 、 従 発 機 の ネモ に 主力 の 座 を 
早々 に 者 われ て し まっ た 


| ジム I (地形 連邦 軍 仕 様 ) 
[GMI (EF.S! F.T TYPE) 


U.C.0080 年 代 章 半 に 地球 軍 導 宣 の 主力 析 
と な っ た ジム ・ タ イプ MS。 一 年 戦 兆 に お いて 
大 量 生 産 され た ジム に 改良 を 施し た 機体 で あ 
リ シー ト の 医 入 や 装甲 ノ セ ン サ ー 
の 妖 化 、 ジェ ネ レー ター 出力 の 増強 が 図ら れ て 
いる 。 その た め 生 産 性 は 向上 し た 
し た 個々 の 機体 の 性 能 差 (% 
と 後期 生産 肌 の 性 能 差 ) に よっ て 完 
体 の 性 能 は 著しく 上 下す る こと に な り 、 結 果 的 
に 、 時 代 に 取り 残さ れ た 新型 村 と な っ て し ま 
た 。 と は いえ ハイ ザッ ク が 導入 され る まで は 
部 宣 の 主力 機 と し て 幅広 く 運 用 され て いた 
は 事実 で ある 。 ちな み に 連 孝 軍 仕様 は 弱体 色 
が 赤 系 続 に 冒 閉 さ れ て いる 


[RTT Ts Dl 
グリ ー ン ・ オ アシ ス か ら 織 選 
する アー ガマ 呈 撃 任務 に 
協力 た 地球 孝 月 
首 牙 隊 に も 本 欄 が 本 
れ て いた 。 と は いえ リッ ク 
イア ス を 主夫 と する アー ガ 
マ 召 に 対 扶 する 
カカ 不足 だ っ た よ 


北ア メリ カ 大 陵 の コロ ラド スプ リン グ ス に 位置 す 
る 地球 連 邦 軍 基地 。 旧 世 紀 で は 精密 レー ダー 
た 宇 画 防空 司 rt て 機能 し て い 
ー 答 子 の 出 現に よっ て 基 
! 味 を 失っ て し まっ た 。 一 年 戦争 擬 の ア 
コ ・ レ イ は 、 連 邦 軍 に よっ て その 能力 を 危険 
祝 さ れ た た め 、 この 基地 の 保守 点検 と いう 開 理 
に 回 され で いる 。 か つて の 英 既 に 対す る 扱い と 
て は 酷い も の で あり 、 こ の 紅 置 が アム ロ に 長 
い 鯉 属し た 日 々 を 送ら せる こと に な っ た 


ャ イア ン 】ー 征 四 欠 欄 の 
に 位置 する 大 時 
夫婦 を 挫 え 、 基 地 へ の 


自身 も 講 っ て いる 


シャ クル ズ | 
| SHUKLLES 


グリ プス 戦役 時 に エッ ゥ ー コ が 用 いた 宇宙 用 SFS 
サブ ・ フ ライ ト ・ シ ステ ム ) 。 ほか の SFS と 比 
較 す る と 禁 体 サイ ズ が ひと 回 り 小さ く 、 MS は 弱 
体 上 に 直立 し た 変 勢 で 固定 され る 。 宇宙 専用 
の 本 機 の 運用 に は 空気 抵抗 を 考慮 する 必要 
が な く 、 大 気 園内 用 SFS の よう に 機体 上 に 拓 
商機 を 宰 そ べら せる 必要 が な いこ と か ら 、 こ の 
よう な 仕様 に な っ た と 思わ れる 。 も っ と も 従 絢 


率 を 下げ る た め 、 埋 且 軍 壌 で は 機体 を か が ま 
せ た は ず だ が その た め SFS と いう より は 
MS 用 追加 プー スタ ー と いう 感 が 強い 


の 長友 授 を 目 的 と 
コス ト が 安価 で 注 み 、 合 用 徒 は 使い 挫 て に きれ る こと 
も し ば し ば あっ た と いう こと だ 


ジャ ブロ ー 侵 攻 作 戦 


INVASION OPERATION to JABURO 


UC.0087.05.11、 エ ゥ ー コ は ジャ 
隆 下 作戦 を 実施 し た 


ブロ ー へ の 
当時 の ジャ ブロ ー は ティ 
て お り 、 埋 力 に 劣る 


期 終結 を 図っ た の で ある 。 し か し こ 
前 に ティ ター ンズ に 洗 浅 し て お り 
ジャ プロー の 基地 機能 は あら か た 
移転 を 終え て いた の だ っ た 。 さら 
ズ は ジャ ブロ ー の 地下 に 検 埋 紅 を 
設置 。 基地 も ろ と も エッ ー ゴ 部 隊 の 姓 注 を 回 
た の で ある 。 た だ し 検 爆発 の 直前 に エゥーゴ 部 
騰 は 脱出 に 成功 し て お り 、 全 減 は 入れ 


ジャ マイ カン ・ ダ ニン ガン 
JAMAICAN DANINGAN 


パス ク ・ オ ム の 隆 心 の 語 下 で ある 
作戦 立案 と 寺 闘 指揮 を 務め 
覚 を 有 し 、 グ リー ン ・ オ アシ ス を 畠 説 する ア - 
マ 隊 を 追撃 し た 。 ティ ター ンズ の 選民 
現し た よう な 性 格 の 椅 ち 主 で 、 地球 連 
ティ ター ンズ ) に 


反感 を 抱く 者 は 味方 に も 多く 、 条 
ブル は いち いち 口 を 挟む ジャ 


ジャ マイ カン の 副官 


アポ ロ 作 戦 の 発動 以降 、 ガ ディ ・ 
代 ね か リア に 入っ た ティ 
の 財前 と し て エ 


tine; た が 
た 婁 に 共に 命 を 落と 


ウン を 族 業 し よ 
在 ) を 僚 し 契 め る 抽 和 
上 導 の 槍 示 に 従っ た 


ャ マイ カン 
Tt. 


ジャ ミト フ の 側近 


ティ ター シズ 閑 帥 で ある ジャ ミト フ ・ ハ イ 
補佐 する 高 直 士 官 。 ジャ 
は 辻 に 付 従い 、 キ リマ ン 


基地 の 攻防 


【 ウ ミト フ の 休 の 5 く 


PT 


リア で 竹 竹 を 松 る 


ジャ ミト フ ・ ハ イマ ン 
JAMITOV HYMEM 


ティ ター ンズ の 前 


設 革 で あり 


ス ノ ド 疑 圧 の 地 杉 
ャ ミト フ は 地球 
礁 力 を 駐 使 し. 連邦 車 を 
傘下 に 攻 決議 案 を 承認 
た 。 この 時 、 長 年 対立 し て いた エ 

攻 者 、 ブ レッ クス 


tr 
も 地帯 の 未 峡 を 要 
その 方 寺 論 を 大 きく 取り 違え 


宣 の 規律 を 破っ た り 
体 表 を 加え て 気合 


お っ た 


ナ を 「 僚 正 』 する カミ ー ユ 
を 入れ る と いう より も 
半 情 細 量 と し て 起こ っ た も の 


だ が クワ トロ きせ せん じ て 受 け 入れ 
が 著 き か り われ て いる 


a. + 


37.32 


機動 戦士 アガ ンダ 


Jr. モ ビル ス 一 


Jr MOBILE SUIT 


MS を 全高 2m 程 度 に 小型 化し た も の を 「Jr モ ト す る ティ ター ンズ 
人 所 有 の ハン ド メ 


ンド メイ ド 機 で は 定 


が 多 か 
っ 付き に な 


うな 軽 給 で シロ 
彼 に 宙 識 を 穫 
スク オム が 析 和 謀 に 進め る 強 
(に も た らし た 


た か は 不明 だ か 


化 人 間 部 隊 の 情報 を シロ 


シタ 
SHINTA 


グリ プス 理科 と 第 一 次 キオ ・ ジ オン 戦争 に お い 
ガマ に 乗 疾 し て いた 潜 商 太 児 の 明 の 子 
地球 連邦 議会 に 出席 し た クワ トロ ・/ パ ジー ナ が 


アー ガマ に 竹 北 し た 果 に 連れ 帰り 、 そ れ 以 来 
5) ガマ に 居 つ いて し まっ た 。 ファ ・ ユ イリ ィ が 面 
ジュ ピ ト リ ス し て いた ずら の 度 が 過ぎ 
JUPITRIS 


年 争 後 に 託 役 し た ジュ ビ トリ ス 引 革 星 間 
H3) 輸送 角 の 一 番 秀 で あり 、 同 引 
する 巨体 
地球 国 と 
する た め の 長 期 
は 採掘 し た H3 


手 で き な か っ た 。 一 方 、 巨 大 ガス 

木 旦 還 に は H3 が 無尽 惑 に 存在 

億 の コス ト や 期間 を 考 鹿 し て も 木星 
略す る 

長期 間 置 か れ た 

る 乗 音 も いた と 言わ れる 


スー ツ ・ キ ャ リア 


SUIT CARRIER 
MS の サポ ー ト ・ 参 さ れる 有人 宇 
軍 組 。 通常 の と ペイ ロー ド が 
小さ きい 反面 ト 固 り も 効 < 
た め 、 前 娠 部 隊 ほ 離 輸送 に 用 いら れ 
た 。 ボディ ー 中 央 の コン テ ナ に 物資 を 指 載 す 
る ほか 、 上 部 甲板 に MS を 外 付 け で きる 。 また 
西夏 と 機 普 部 分 に ビー ム 机 を 備え 、 支 援 戦 関 
も 可能 。 その た め 上 堅 禁 応 変 な 想 求 され 


実働 分 隊 で り 


る エ よく 利用 され た 


馬 導 旗 橋 と し て 栓 する 
EN 
re 


ET 


スー ドリ 
SUDORI 
ー 年 幸多 後に 地球 連邦 軍 が 運用 し た ガル ダ 
綴 半 大 拉 輸 送 機 の 1 絆 で あり 、 機体 色 が 線 系 


る 。 グリ ブス 戦役 で は 、 ジ ャ 
する カ アウ ドム ラ を 追撃 
て 運用 され た 


続 で ペイ ント され 


け て 撃 組 さ れ た 。 主 な 搭乗 者 
ルター ク 、 ペン ・ ウ ッ ダ 


スー バー ガン ダム 
SUPER GUNDAM 
ィ タ ー ン ズ の 新 東 MS に 対し て 


テ 
案 し た ガン ダム Mk-H の 機体 強化 プラ ン 。 G デ ィ 
フ パー ガン 
ダ 火 カ ・ 防 御 
カ 特に チタ ン 

な 素材 を 用 い 


ら 防 首 面 に 不安 を 拘 
G デ ィ フェン サー を 前 各 強 化 
装 申 と する こと で この 間 題 上 を 解消 し 、 テ 

主力 MS と も 
また 火力 面 で 
し を 装備 する ィ 
使用 可能 だ が 、 ド ッ キ ング す 


ダム Mk 
り ジ ェ ネ レー ター 出力 を 利用 で き 、 より 高い 攻 
撃 力 を 発 箇 す る こと が 
能 を 獲得 ! パー ガン ダ 
を 音 い 換 い た 。 主 な 搭乗 ャ シーン 


ダム ) が 
TI 
の 主力 幅 し て 軍用 


スカ ウト ・ カ メラ ・ ポ ボー ル 


SCOUT CAMERA BALL 


アー ガマ や ネェ ル マ に 設置 され た 債 夫 
用 の 小 製 カ メラ 。 ワイ ヤー で 接続 され た 球形 

を 射出 人 を 揚 影 する と いう も の で 
租 が 発見 され る こと な く 全 夫 を 行 


る 。 ワイ ヤ 


の 長 さ ま な 
欠点 は ある も の の . スキ ー 科 子 の 影響 
め 、 信頼 性 の 高い 装備 と 言え る 


ステ ファ ニー・ ル オ 


STEPHANIE LUIO 


て 名 高い 


れる 人 物 だ が 、 彼 の 名 代 と 
切っ て いる の が 実 の 灸 の ステ フ 
ある 。 彼女 は 大 の 軍人 嫌い と し て 知ら 


ば 「 ま る で 女 ウォ 
ルオ 商会 を 靖 
の 紹介 で あ に 

に は 渦 対 者 が 多く 
た アム ロ は ステ ブフ 


中 


ルオ 
接触 し よ 
で 手 骨 


スペ ー ス ・ プ ラッ トホホ ー ム 
SPACE PLATFORM 


ス ・ プ ラッ ト ホ ー ム と 呼ぶ 。 車輌 の 運行 や 施設 
の 管理 ・ 運 営 は ほとん ど 自 動 化 され て お 
て いる 車 輸 に 本 り 込む だ け 


し ば し ば 「 洗 乃 」 と 同義 的 に 使わ れ 、 強 化 人 
し て 偽 の 記憶 を 植え 付け る こと を 「 吊 り 
込み 」 と 称す る こと が 多い 。 た だ し 洗脳 が 以前 
の 記憶 や 人 格 を 消去 し て か ら 新た な 記憶 を 年 
える の に 対し 、 騰 り 込 み は 記 億 を 上 書き する よ 
うな も の で ある 。 その た め 対 象 者 は 戦闘 な どの 
ショ ッ ク で 騰 り 込み 以前 の 記憶 が 募る こと が あ 
り 、 矛盾 し た 記憶 に よっ て 負 乱 状態 に 銘 る と い 
う 征 状 が 見 られ た 


[ts] 


青酸 ガス 入り イヤ リン グ 


ゼ ぜ ダ ン の 門 で 行わ れ た フ ・ ハ イマ ン と ハ 
マー ン ・ カ ー ン の 会 談 に お いて 、 ハ マー ン が 持 
夫 し た 呈し 式 問 。 イヤ リン グ の 中 に 育 醒 ガス を 
封入 し た 少し 力 を 加え れ ば ガス が 吹き 
いる 。 会 談 の 決 装 を 予測 
フ 晴 報 の た め 用 量 し た 


CTE 
負 す ハマ ー ン 見 人目 


2 イヤ レフ 


セイ バー フィ ッシュ 
SABER FISH 


年 埋 争 以前 か ら 地球 連邦 軍 が 実 謀 配 備 し 
て いた 宇宙 高々 度 戦闘 機 。 FF-S3 の 型式 
番号 が 与え られ た 本 機 は コア ・ フ ァ イ タ ー・ パ リ 
エー ショ ン の 1 機 と し て U.C.0071 に 完成 。 マ ゼ 
ラン 級 宇 宙 戦 双 の 導 載 機 と し て 運用 され る 巴 
定 だ っ た 。 し か し 連邦 宇宙 宣 の 反発 か ら 連 邦 


空軍 に 配備 され 、 高々度 戦 主機 と し て 利用 され 
た [ルウ ム 昔 役 に 本 機 が 投入 され 
経 問 視 す る 向き が ある の 


その た めで ある 


て 投入 きれ た 


i 
セイ ラ ・ マ ス 

SAYLA MASS 
元 ホ ワイ トペ ー ス 隊 の 女性 兵士 。 一 年 戦争 
後 、 ダ イク ン 家 の 違 産 や 軍 か ら の 思 結 、 さ ま ざ 


まな メデ ィ ア か ら の 収入 で 虎 い た 時 産 を 元 手 
に 、 株式 の 売買 で 生計 を 立て る よう に な る 。 そ 
の 後 、 医 療 を 学び 直し た セイ 連邦 箇 関 
係 者 専用 の 療 要 所 の 医者 と な っ た 。 グリ プス 
典 役 の 攻 、 カラ バ の 少年 を 連邦 か ら 匿 っ た こと 
が 縁 と な り 、 カラ バ の 医者 と な っ た と い 


Z ガ ンダ ム 
Z GUNDAM 


グリ プス 戦役 に お いて エゥーゴ の シン ポル と 
る べく 開発 され た 可変 MS (TMS)。 ガン ダム 
Mk と リッ ク ・ デ ィ ア ス の 長所 (ムー バブ ル ・ 
フレ ー ム と 新雪 材 ガン ダリ ウム マ ) を 義 
ね 備え 、 攻 撃 力 と 機動 性 を 高い 次 元 で 両立 す 


また 醒 価 行動 生 囲 拡大 
尼 を 搭載 し 、MA 形 聴 (ウェ 
イブ ・ ラ イダ ー) で は 単体 で の 大 気 園 突入 能 
カカ が 可 これ に より Z ガ ンダ グ ム は 戦闘 


領域 に 影響 され な い 高い 汎用 性 を 獲得 し 、 グ 
リブ ス 戦 役 期 を 代表 する 高 性 能 機 と な っ た 。 ま 
た 戦乱 後期 に は 簡易 サイ コミ ュ ・ シ ステ ム の 
一 種 で ある バイ オ ・ セ ン サ ー が 取り 付け られ 
さら な る 高 性 能 化 が 図ら れ た 。 だ が その 反面 
機体 構造 の 複雑 化 や 生産 性 の 低下 を 招き 
実戦 投入 され た の は ご くわ ず か で ある 。 さら に 
挫 首 素 が 非常 に 村 細 で あり 
ト で すら 音 を 上 げ る は ほど だ っ た 
ロッ ト は カミ ー ユ ・ ピ ダン 


Z 計 画 (プロ ジェ クト ) 
Z PROJECT 


ェ アナ ハイ ム ・ エ レク トロ ニク ス 社 (AE 
が 共同 で 描 進 し た 新規 MS 開発 計画 。 軍事 カ 
で 募る ティ ター ンズ に 対 抗 する た め に 高 性 能 
機 の 癌 発 を 目標 と し た この 計画 は 、 新 素材 で 
ある ガン ダリ ウム Y (ガン マ ) を 用 いた 謝 性 能 泊 
用 機 と 、 新 た な MS フレ ー ム 機 橋 で ある ムー バ 
プル ・ フ レー ム を 江 入 し た 可変 MS (TMS) と 
いう ふた つの カテ ゴ 究 隊 発 が 行わ れ 
た 。 当初 、 ム ー パ ブル ・ フ レー ム に 関す る デー 
タ 不足 が 起因 し て ふた つめ の カテ ゴリ ー は 進 
行 が 佑 濡 し て で い た が 、 テ ィ タ ー ン ズ か ら 書 守 し 
た ガン ダム Mk-H の フレ ー ム 構造 を 解析 する こ 
と で 必要 充分 な デー タ を 取得 。 これ に より 
画 は 乱 激 に 進 必 し 、 い くつ か の 試験 機 を 経て 
最終 的 に Z ガ ンダ ム と いう 高 性 態 TMS を 生み 
出す に 至っ た 。 さら に 計画 は グリ ブス 鞭 役 後 も 
峰 続 され 、 コア ・ ブ ロッ ク ・ シ ステ ム を 導入 し 
重 MS、ZZ ガ ンダ ム を 空 成せ た 。Z 計 画 ( 
て 開発 され た 主 な 機体 と 特徴 は 以下 の と お り 
[MSLO99 (MSA-099) リッ ク ・ デ ィ アス 

最も 初期 に 開発 され た 機体 。 装甲 材質 に 初 


て ガン ダリ ウム Y を 使用 し た た め 、 開 発 当 初 は 
「y ガ ンダ ム ] と 呼ば れ て し 


MSAOO5 メタ ス 


変形 機構 の 軍用 試験 を 療 ね て 開発 され た 試作 


懐 。 その た め 双 全 用 と し て は 火 カ 臣 部 力 と も 


に 不 充分 だ で の 本 動 力 は 目 を 見 娠 
る も の が ある 

MSN-00100 百 式 

ガン ダム Mk の 解析 に より も た 5 さ れ た ムー パブ 
ル ・ フ レー ム を 搭載 し た 機体 。 強度 の 問題 か ら 変 


形 機構 は 枠 除き れ た が 、 恋 合 的 な 
れ 。 高い 埋 謎 力 を 発 畠 し た 


取 宇 し た 運用 デー タ を 基 に 完 
と 機動 性 が 高い 次 元 で 結実 
さら に ウェ イブ 


成 し た TMS。 


し . 優れ た 戦 敵 能 力 を 発揮 し た 
ライ ダー 形態 で は 行動 男 囲 が 拡大 する だ け で な 
て 、 単体 で の 大 気 副 突入 を 可能 と する 


ゼ ダ ン の 門 


ける ティ ター ンズ の 
は ア ・ パ オア ・ ク : 
れ 、 ジオ ン 公 国 の 最終 入 箱 ライ ン を 
た が 、 了 後に 地球 連邦 還 が 接収 
オン 共和 国 の 馴 理 下 に 置か れ た の だ が 、 窒 約 
に よっ て ティ タ 引渡 され た 。 そ 
プス 2 (コロ ニ ザー) と 宙 に お け 
る ティ ター ンズ の 要 寄 と し て 機能 する こと と な 
が 小間 星 基 地 アウ シズ と の 衝突 に よ 
町 され 、 以後 は 作業 され た よう で ある 


君主 に 代わ っ て 政務 を 替り 行う 者 の 
か の 事情 で 未成 年 者 が 君主 に な っ た 時 に 捧 
政 が 置か れる こと が 多い 。 だ が 政権 を 学 細 し た 
振 政 が 独自 政 穫 を 君主 の 
座 を 内 奏する と いう 事例 も あり 。 必ず し も 公正 
な 制度 と は 言 ネオ ー ジ オン 
いて も 夏 女 ラオ ・ ザ ビ は 生 窟 8 
護 の 幼子 で あり 季 は 畠 政 で ある ハ 


戦争 博物 館 

WAR MUSEUM 

UC.0087 に お いて ケネディ 宇宙 港 の 生地 

内 に 論 設 され た 情 和 館 補 機 か 

ち 一 年 圭 争 で 活躍 し た ガン の レプ リカ 

まで が 展示 され て お り 、 戦 釣 の 記録 と 兵 療 の 
叶 を 包括 的 に 学ぶ こと が で きる 。 放 

長 は 元 ホ ワイ トペ ー ス 系 員 の ハヤ ト ・ コ 

ニュ ー タ イプ 施 酸 と 呼ば れ た ホワ イト ペー ズ 層 

の 存在 を 筐 ま 理 示 邦 軍 は 、 疲 析 

に 乗員 追い や っ て お り 、 ハヤ 


多 情 物 婦 連 長 の 度 が 与え られ た 


CTTTT の は ハト が 実 介 可 M 
ET 1 
人 凌 を 宇 軍 へ 上 げ る た め に 用 いら れ た 


全 天 周囲 モニ ター 


PANORAMIC SCREEN MONITOR 


戦闘 記憶 バネ ル 


役 時 の MS に 組み 込ま れ で いた 機 村 
の で 、 戦 関 中 の 林 体 の 動き や 攻 軸 手 役 
戦 敵 パ ター ン な ど を 記録 する 。 記録 され た デ 
タ は 球 敵 解 新 や 圭 術 パタ ー ン の 構 人 
新型 MS 開発 の 基礎 デ 


ロト に と 
ッ に 相当 する も の で ある 
の RX シ リー ズ に は 教育 和 
搭載 され 、 これ も 戦 了 パケ 

て いた 。 教育 可 は 著 積 し 
フィ ー ド バッ ク す る 機能 を 持 


汗 球 園 の 誕 欧 振り を 見 
ライ ド と 価 価 観 を 育ん / 


カ 者 ) を 、 彼女 は 「 倍 物 」 と 
女 の 感 情 を 送 控 で す 


機 の 間 討 ち を 行っ て いた 


た ガザ C に 討た れ て 戦死 し 


第 三世 代 MS 


宇宙 世紀 に 登場 し た 人 型 机 動 兵器 「MS」 を 
機能 的 に 区 分 し た も の で 、「 弟 三世 代 MS」 
属す る 機体 は 第 二 世 代 MS」 の 機能 を 有 し 
MS MA 形態 へ の 可変 機構 を 
る と いう 特徴 を 有する 。 関 乱 部 分 
成功 バブ ル ・ 
と 、 族 形 に よる 応力 集中 に 耐え られ る 
有する 新 模造 材 カン ダリ ウム Y 
用 が 、 こ の よう な カテ ゴリ ー の 機 
こと に な っ た の で ある 。 変形 能力 
た 搬 三 世代 MS は 行動 半径 の 拡大 と 
左右 され な い 機 体 運用 性 を 至 得 
の 機体 は 単体 で の 大 気 園 突入 態 
だ が その 反面 、 機体 構 


民代 MS、Z が 
人力 を 有 し 、 機動 性 
に 感 功 し た 
きえ も 痛 を 上 げ る 
て し まっ た た め 、 性 能 に 友 


第 二 世 代 MS 


宙 世 紀 に 登場 し た 人 型 林 動 兵 凌 「MS] を 
機能 的 に 区 分 し た も の で 、「 症 二 世代 MS」 に 
属す る 機体 ムー パブ ル ・ フ 
ンダ リウ ム Y ( ガ 
で いる と いう 特徴 を 有する 。 従 

フレ ー ム より も 広い 可動 
ブル ・ フ レー ム は 、 関節 の 
MS の 動き を より 人 間 に 
また 剛性 と 展 性 を 両立 させ る 
ダリ ウム Y は 機体 の フレ ー ム 
重量 の 軽減 や 防 件 力 の 
し た の で ある 。 これ 
代 MS の 械 体 性 
飛 座 的 に 上 昇 し た 。 その た め 、 こ の カテ ゴリ 
に 属す る 機体 は U.C.0120 年 1 
役 機 と し て 利用 され た の で ある , 


ど が 路 わ れ で 


7 | mg05 sm 


耐 放射 能 剤 


正式 名 称 は 「 キ タメ トロ チオ ネイ ン 」。 知力 強 
化 剤 と 差 び 、 グ リプ ス 埋 役 に 実戦 拉 入 され た 
強化 人 間 に 投与 され た 開 剤 で ある 。 アー ガマ 
隊 に 保護 され た ロ ザ ミ ィ ( ロ ザ ミ ア ・ バ ダム ) か 


この 委 剤 が 検出 され た こと か ら 、 彼 女 は ティ 


ター ンズ の 強化 人 間 で ある と 断定 され た 


太陽 電池 発電 衛星 


UC.O087 に 直 用 され で いた 大 隅 電 池 発電 箱 


性 は 、 十 字 型 の 発電 パネ ル ( 季 大 幅 20km) を 
有する タイ プ 。 地球 衛星 替 首 に 機 数 建造 
た この 衛星 に よっ て 、 地 上 の 電力 供給 の ほとん 
る 。 また 施 訟 自体 は 完全 無人 
で あり 、 自 衛 用 の レー ザー 次 を 備え て いる も の 


の 、 MS 部 隊 に 対し て は ほげ 無力 で ある 


還 電 発電 需 性) し.C.0087 硬 に 茸 
た タイ ブ の 発電 是 。 地球 連 2 
EE MS 

北 迷 エリ ア は 大坪 


アフ リカ 大 陵 の 西方 、 多 邊 海岸 の 内 陵 に 広 が 
る 砂漠 地帯 に 位置 する 都市 。 地球 連 邦 定 の 
年 次 綴 全 人 講 場 が 置か れる 都市 と し て も 知ら 
れ 、 こ の 地 回 損する こと は 地球 連邦 の 喉元 
に 刃 を 突き 付け る の と 同じ 三味 を 持つ 。 その た 
め 大 規模 な 乱発 生 する 7 さま ざま な 
勢力 が ダカール 右手 を 試み た 


ダカール 議会 潜入 工作 員 


クワ トロ の 演説 を 地 東国 に 族 映す べく 、 テ レビ 
クル ー を 装っ て ダカール の 連邦 諸 会 に 潜入 し 
た エゥーゴ の 協力 者 。 ベル トー チカ ・ イ ル マ の 
菩 っ て 演説 を 撮影 し 、 講 会 を 攻撃 する 
ズ の 要 を も カメ ラ に 収め よう と し た 


tz 


CT 
坦 を 目 に し て 礎 


ダカール 基地 MS 部 隊 隊 長 


カー ル 駐 禄 の 防空 部 隊 を 指揮 する ティ ター 
ズ 兵 で あり 、 ア ジス ・ ア ジ バ の 上 官 。 エッ ー 
の MS 者 麻 の 出現 に 林 し て 、 怪 衝 を 押し て 出撃 
し よう と する アジ ス を 引き 止め た 。 彼 に 言わ せる と 
怪物 人 に 戦 を させ る ほど 、 昔 貞 員 は 不足 し て 
お らん 」 と の こと だ 。 主 な 搭乗 横 は アッ シマー 


シグ ウー パー 
DUNKEL COOPER 


ャ ザン - ゲ 
ター ンズ の MS パイ ロッ ト 
サ を 加え た 3 機 1 組 の フォ ー メ ー 
を 杜 和 技 と し 、 時 に は カミ ー ユ ・ ビ ダン や クワ ト 
ロ ・ パ ジー ナ さ え 圧 倒す る ほど の 技量 を 発揮 
に 薫 味方 か ら 「 野 麗 ] と 恐れ られ る ヤ ザ 
まく 付き 合っ て いた よう だ 。 だ が 、 グ リプ 
周辺 宙 域 の 決戦 で エマ ・ シ 
ガン ダム に 撃ち 落と され 、 峰 死 し て いる 。 主 な 
拘 乗 機 は ハン ブラ ビ 


リス ー パ ー 


- ア 子供 で 
年 革 争 後 の 温 乱 基 
幼い 頃 か ら 数 々 の 戦乱 を 目 ( 


ら に 両親 が ホワ イト ペー ス 鎌 の 間 休 
グリ プス 圭 役 時 の ニ 
ズ の 人 質 


地球 至上 主義 


ズ 総 机 フ ・ ハ イマ ン が 提唱 
で あり 、 テ ィ タ ー ン ズ を 支え る 理念 で も 
2 も 現状 の まま で は 人 類 は や が て 
地球 を 食い 滴 し て し まう と 危 傾 。 一 年 戦争 後 
の 笠 婦 政策 が 地 束 の 再生 の み を 目的 と は し て 
ず 、 再 開発 の 名 の 汚染 を 引き 起 
いる こと を 芝 座 し た 。 これ は 地球 連邦 政 
部 に 既得 権 の 座 持 と その 拡大 に 魔 心 
る 勢力 が 存在 する た め と 、 ジ ャ ミト フ は 考え た 
その 一 方 で 、 彼 は スペ ー ス ノイ ド を 怖 れ て も 
其 大 な 被害 を 与え る 作戦 を 実 
ノイ ド の メン タリ ティ ー は 、 危 際 
し か も 人 の 薬 
タイ プ が スペ ー ス ノイ ド か ら 生ま れ 
の な ら 、 そ れ は 現 生 人 類 を 田 か す 突然 
変異 体 と し か 考え られ な か っ た の で ある 。 そ ! 


と を 牙 ま え 、 地 球 の 真 の 両生 を 考え た 時 

ミト フ は 「 選 ば れ た アー ス ノ イ ド に よる 地球 | 
の 管理 運営 」 と いう 結 誠に 直せ ざる を 得 な が 
た 。 これ が 「 地 球 至上 主義 の 香子 で ある , 
この 思想 に 基づい て 、 テ ィ ター ンズ は スペ ー ス 
ノイ ド に 再 圧 を 加え る と 同時 に 、 較 部 政府 と 較 


孝 軍 を その 支配 下 に 置 こう と し た の で ある 、 


地球 連邦 議会 


地球 連邦 の 意思 決 定 棒 間 で 
政府 年 次 総会 と も 呼 ば れる , 
の 都市 ダ カ 


あり. 地球 連邦 
議会 語 事 党 は ア 
ル に 置か れ 、 こ 
で 連邦 の 指針 を 決定 する 数 々 の 講 題 の 探 舌 
が 行わ れ て いた 。 その た め ダ カー ル と 連邦 講 会 
8 する こと は 連邦 政府 を 押さ える こと に も 矢 
し <、 数 々 の 軍事 組織 が 制圧 作 圭 を 政行 し た 


本 材質 に 3 


チ べ 改 級 重 巡洋艦 
CHIBE CUSTOM.CLASS HEAVY 
BATTLE CRUISER 


年 穫 争 後 、 ジオ ン 共 和 国 に 配備 され た 宇宙 


戦 還 本 。 ジオ ン 公国 重 が 開発 し た チ ペ 緩 高層 
重 人 洋 全 の マイ ナー チェ ンジ 版 と も 言う べき 入 
で . 火力 を 航 の 向上 は 小 規 模 に 握ら 


MS 達 用 馬力 は 大 幅 に 増強 


艦 首 に MS カタ バル ト が 増設 され た ほか 
挫 載 機 数 も 9 機 と な っ た 。 また 艦隊 族 紙 と し て 
用 が 意 定 され た た め 、 通 信 指 手 設 備 も 充 


て いる 。 ちな み に ジ 
ンズ の 傘下 と な っ た た め 


隊 と 協力 し て エゥーゴ と 


和 国 
本 能 も ティ ター ンズ 
対し た 


地球 連邦 政府 年 次 総会 


地球 達者 政府 
関 で あり 


の 指針 を 決定 する 最高 決議 棋 
単に 連邦 政府 議会 
エゥーゴ の 指導 者 で 


は 連邦 議会 議員 を 全員 宇宙 に 移住 させ る 法 
が 取ら れる 前 に 王 


ャ ミト フ が 提出 


fh ジュ セー 


いい 
ライ ラ の 上 官 
を 追 便 する アレ キサ ンド 

思 を 売 ろ うと 画集 す 
に よっ て 計画 は 水泡 に 帰し て し まっ た 


ET 


ズ に 国 斑 する 表 勢 見せ た 


チタ ン 合 金 セ ラミ ッ ク 複 合 材 
TITANIUM ALLOY 
CERAMIC COMPOSITE 


ー 年 戦争 後に 開発 され た 
用 いら れ た 装甲 材質 。 ル 

ダリ ウム 合金 ) に 比べ る と 低 コ スト で あり 

性 も 高い た め 、 量産 MS に 最適 を 素材 と 
く 使 われ た 。 た だ し この 音量 に は 
邦生 が 主 に ムー バブ ル ・ フ 
先 し た た め に 、 新 装甲 材質 に 関す る 研 
た と いう 事情 が ある 。 と ころ 


* 連 邦 軍 MS に 


グリ プス 潜 役 の 頃 の 北米 ヒッ コリ ー 基 地 で 運 
用 され た 聴音 車輌 。 ホイ ー ル を 付け た 集 音 装 
置 と いう 代物 で 、 吉 引用 の エレ カ と 併用 する こ 
用 輪 団 の 拓 大 を 目論ん で いる 。 また 集 
音 凌 置 邊 條 も 高 性 能 化 さ れ て お り 、 収 集 し た 
ー タ を デー タ / 情報 と 脱 合 する こ 
和裕 に 音夢 の 特定 が で きる よう に 


り 、 ク ワ ト ロ ・ バ ジー ナ 
球面 に も た ら され る と 、 チ タン 合金 
合 材 の 使用 は 下 火 と な る 。 だ が 第 
ジオ ン 圭 争 後 は 再び 量産 MS に 用 


ょ 


わり 
ム 合金 より も 
タン 合 全 セ ラミ ッ ク 宰 合 材 が 適当 で ある と いう 
考え に 回 帰し た た め と 思わ れる 」 


コス トバ パ フォー マン: 


CTTTTULSEOETT 


a- マラ ィ ズ 39.32 


月 企業 連合 体 


宇宙 世紀 で は 月 を 活動 の 郊 点 と する 企業 が 増 
え 、 重 化学 工業 を 中 心 と する 工場 衝 を 月 に 移 
せる 企業 が 増加 し た 伴い 本 社 や 
関連 企業 を 移転 させ る 動き が 高まり 月 は 一 
大 工業 地帯 と な っ た 。 その た め 多数 の 企業 
間 の 連絡 や 折衝 を 行う 機関 が 必要 と な り 、 最 
終 的 に 組織 され た の が 「 月 全 業 連合 体 で あ 
大 量 の 資 湊 を 捕 し 、 コ ロ いう 大 消費 
を 抱え る 月 企業 連合 体 は 地 束 硬 経済 の 一 
四 を 担う まで に 発 属し 、 地 球 連 邦 政府 の 意向 
に 抗 す る ほど の 発言 力 を 身 に 付け た 。 さら に 月 
企業 較 合 体 は ルナ リア ン で 構成 され る た め 、 ス 
ー ス ノイ ド や アー ス ノ イ ド と も 異な る 意 護 を 有 
する に 至り 、 地 球 還 の 平穏 より も 自ら の 経済 
重視 する 領 向 が あっ た 。 U.C.0087(k 
グリ プス 戦 松 で アナ ハイ ム ・ エ レク ト 
(AE) を は じ め と する 月 企業 連合 体 

ゥ ー ゴ に 資金 提供 し た が 。 こ れ は ティ ター 
ンズ を 挫 減 する と いう だ 昔 争 特需 に 
よる 利益 拡大 を 色 


月 企 全 全体 有 
少 人 物 で 、 休 
まれ る た め 、 豆 化学 


TMA 


TRANSFORMABLE 
MOBILE AR.M.O.UR 


可変 機 橋 を 有する MA の 大 株 
る 。 TMS (可変 MS 
が 、MA 形 態 で の 運用 を 主 


可変 MA と も 


に 衝 っ た TMA は 、 グリ プス 電 役 か ら 第 一 次 ネオ 
オン 部 争 を 通し て 多数 機 が 開発 され て いる 


TRANSFORMABLE MOBILE S.ULT 


可変 機構 を 有する MS の 総称 で 
呼ば れる 。 TMA (可変 MA) と の 区 別 
軍用 を 主として 開発 され た 可 


因 と な 


る 。 人 台本 疾 で ある MS は 高い 


行動 半径 が 琴 いな ど )。 そこ で 
で 指 載 ス ラス ター の 推力 ペク トル を 
同一 方 向 に 向 か せ 、 得 発 的 な 加 連 性能 を 持た 
せ た の が TMS の 走り で ある 。 そし て TMS は 予想 
グリ プス 埋 役 か ら 基 一 次 ネ 


公 男 軍 残 党 に よる テロ が 鐘 発 し た 当時 の 


以上 の 成果 を 季 げ 


軍 残 党 の 偶 感 を 重 図 的 に 強調 し た 政 
拡大 に 拍車 き 失 
に ーー 槍 持 な 
アー ス ノ イ ド に よる 地球 園 の 管理 運営 (地球 至 


こと に な っ た 。 だ が その 反面 、 変形 機構 は 機 
体 構造 の 複 商 化 を 招く 除 因 と な り 、 運 用 性 の 低 
下 や 開発 コス ト の 増大 に も つなが っ た の で ある , 


リッ ク ・ を 革 に 開発 し た 重 
下 仕様 MS。 頭 部 に コク ピ っ ト を 設置 し た と 
ペー ス 機 の 名 残り だ が 
左肩 は 大 型 マウ ント ・ 
チ ) や 背 郎 の 放 稚 用 フィ ン な ど が 独自 の シ 


拓 運動 を 生じ きせ 、 友 地球 組織 エゥーゴ 


MS 開発 技術 の 番 横 が 
の 産物 と 見 る 向き も ある 
性 能 は 当時 の 主力 MS を 上 回 り 
し た キリ マン ジャ ロ 攻 還 載 
ラバ MS 部 莉 の 中 村 


か し 圭 合 的 な 機体 


を 反し た 
電 雑 化 や 


ティ ター ンズ 
TITANS 


地 丈 運 邦 宣 史上 、 最 大 規模 を 計る 軍服 で あ 


UC.0087 に グリ プス 勅 科 を 引き 起こ す 原 
た 組織 。 ジャ ミト フ ・ ハ イマ ン を 却 便 と 
・ オ ム を 総司 久 官 と する テ 


は 、U.C.0083.12.04、 ジ オン 公国 軍 残 沈 持 
り を 名 目 と し て 発足 。 地 東 連 邦 宣 か ら は 独立 し 
た 指示 系 続 を 有する エリ ー ト 部 


急 語 に その 勢力 を 抜 大 し た 。 その 要因 と 


情勢 が 挙げ られ る 。 治安 の 安定 を 求め る 地球 
還 の 人 々 、 伺 よ り 連 孝 下 府 高 富 に と っ て 、 当 
時 の ティ タダ 


デラ テー PC 行わ れ た 


フ の 真 の 意 
で は な <、 避 | 


する 殖 圧 を 勾 化 


きら に 連邦 政府 議会 へ の 働き 掛け に よっ て 連 
邦 軍 傘下 に 収め た 
球 男 で 最大 規模 の 重 事 組織 と な っ た の で ある 


ター ンズ は 、 一 時 は 地 


だ が 急激 な 台頭 と 多 し い 弾圧 活動 は 各種 


息 癌 状態 に 突入 する < 


TIN コ ッ ド 
TIN COD 


地球 連 施 還 が 一 年 電 争 以前 か ら 制式 配備 し 
て いた 巻 空 用 高々 度 戦 関 居 。 RX シリ 
クビ ピッ ト ・ ブ ロッ ク と し て 機能 する コア 
の 開発 母体 と な っ た 機体 で も ある 。 コン パク ト 
な 機体 に 2 基 の デュ アル ・ タ ー ボ ・ エ ンジ ン を 
搭 畔 し た た め 、 大 気 園内 の 機動 性 は 良好 で あ 
り 、 対 空 笑 開戦 を 得意 と の 反面 、 直 
装 は 要 関 克 と が MS を 
相手 に する に は 火力 不足 は 否め な か っ た 


I 


は 地球 軌道 
ハリ オ の MS 部 立 は 手 を 出す な 
の 勝手 を 要求 に 引 
命 も ある た め に 、 不随 不 承 従 


段 が 多用 され 


テッ ド ・ ア ヤ チ 


TED AYACH 


居 洋 艇 ハリ オ の 菜 長 を 務め る 初老 の 地球 連 
邦 軍 少 佐 。 パス ク ) 
ス に 先行 し て 入 着 し た パプ テマ ス 


オム の 指示 で 


迎え た 。「 ア ー ガ マ を 追撃 す 


) を 覚え る か 


伝書 鳩 


CARRIER PIGEON 


北米 の ヒッ コリ ー 基 地 で 銅 育 さ れ で いる 長 語 
区 連絡 用 の 鳩 。 電波 に よる 遠 信 と 比 は 
間 が か か り 、 達 絡 男 囲 も 恨 ら れる が 


キー 給 子 の 影響 を 受け ず 、 情 報 が 漏 3 
いと いう 利点 も ある 。 その た め 由 密 行 動 を 重視 
する 任 季 で は 、 この よう な 時 代 遅れ に 見 える 手 
うだ 


テン プ テ ー シ ョ ン 
TEMPTATION 


ブラ イト ・ ノ ア が 骨 長 務め る 宇宙 
ル の 名 称 。 月 と 地球 、 コ 
守 や 貨物 の 輸送 を 行う た め の 交 寄 旭 で ある 
ホワ イト ペー ズ の 元 第 長 の 租 と し = 
ア の 間 で は 有名 
よう と する 者 
プリ ー ン ・ ノ ア 1 を 脱 
ロッ コ が 揉 る メッ サ 
避 


入港 時 
で ある 。 岩下 
する 培 中 で パブ 


の オペ レー ター 
を 務め る 男性 。 ブリ ッ ジ 要員 の 中 で は 気さく な 
性 格 の 持ち 主 で 、 カ ミー ユ ・ ビ ダン の 良き 相談 
相手 と な っ た (軽口 が 過ぎ て 、 路 噂 に な る こと 
だ が オペ レー ター と し て の 技 
激戦 が 続く アー ガマ を 的 確 に 


ド ゴ ス ・ ギ ア 
DOGOSSE GIAR 


グリ プス 1 で 建造 され た ティ ター ンズ 擬 衝 の 族 
攻 。 大 列 メ ガ 較 子 克 を は じ め と する 族 棒 を 多数 
代 え 、 さ ら に 秀 体 人 部 に 20 基 を 超え る MS デ 
に 機動 力 に も 優れ て 
代 の 章 能 を 大 きく 上 
回 っ て いる 。 その た め ティ ター ンズ 放 艇 と し て 
の 働き が 期待 され て いた の だ が 実際 の 本 尋 
は 数 奇 な 運命 を 骨 る こと と な っ た 。 まず 進 宙 
後 、 ジ ャ ミト フ ・ ハ イマ ン に 忠 放 を 挿 う パ プ 
ス ・ シ ロッ コ に 代 与 され た た め 、 拓 一線 で 活 中 
する 場 を 奉 わ れ た 本 秀 は ー ガ マ 道 撃 に 
利用 され る こと と な が エゥーゴ と の 戦 開 
が 閣 化 する と ティ ター ンズ に 返上 され 、 バス ク 
ナム の 座 尊 と な っ た 。 その 後 も 真価 を 発 押 
する 根 会 に 専 まれ ず 、 最終 9 
ザー を 連 る 戦 号 に お いて 、 レコ ア ・ ロ ンド の 駆 
る パラ ス ・ ア テ ネ に 和 橋 を 直撃 され 、 撃 
まっ た 
用 され た バー ミン ガム 綴 宇 宇田 生 の 後 経 算 と 
言わ れ て いる 。 確か に 両 杉 の シル エッ ト は 醒 仙 
し て お り 、 大 和 巨 主 義 を 様 栓 する 連邦 宇宙 
軍 と ティ ター ンズ に 相 応 し い 護 と 言え よう 


ド ゴ ス ・ ギ ア の 艦長 


DOGOSSE GIAR'S CAPTAIN 


柄 佐 役 と し て も 重用 され で 
だ が グリ プス 堪 役 末期 の ティ タ 


ド ・ ダ イ 改 
DO-DAI CUSTOM 


グリ プス 戦役 時 に 好 球 連 邦 車 が 達 用 し た 大 気 
男 内 用 サブ ・ フ ライ ト ・ シ ステ ム (SFS) の ひ 
つ 。「 ド ・ ダ イ 」 の 名 を 継承 『、 その 形 
恒平 な 統 空 析 


状 は 大 きく 異な た も の 
体 に リフ ティ ング 効果 
イロ ー ド の 増加 を 考 


刻 し た 結果 と 軒 わ れる 。 機体 上 度 に Mt 
搭載 で き 、 徐行 サポ ー ト 用 に 利用 され 
単体 で 攻撃 機 や 輸送 機 と し て も 使わ れ た 


UF FR | 
に MS 

リップ が 設け られ で 
+ に 症 さ す 


る 。 四 合 の 所 に MS は 機 休 の 
の 体勢 で 還 用 され た 


トラ ジャ ・ ト ラジ ャ 
TRAGIER TRAGIER 


アー ガマ に 乗 杉 する メカ ニッ クマ ン の ひと り 。 ア 
スト ナー ジ ・ メ ドッ ソ の 指揮 の 下 、 ア ー ガ 
種 多様 な MS の 整備 を 担当 


EO EN 
h 6 


トリ ッ パ ー 
TRIPPER _ 


に 所 属す る リッ ク ・ デ ィ ア ス 孫 の パイ 
ロッ ト 。 エー ス 級 の 腕前 を 持 j 
ク ・ デ ィ ア ス 隊 は 、 他 に パッ チ と 、 埋 死 し た 徐 
(の 補充 机 員 で ある ボテ ィ 中 尉 が いる 。 
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ドリ モチ 
TORIMOCHI 


気密 泌 れ に 使用 する 福 修 剤 
ルル 状 の 物質 だ が 外気 
> 特 性 が ある 
漏れ 蘭 所 に トリ モチ を 綱 | 
刻 れ 対策 と 
使用 され 
必須 


スペ ー ス ノイ ド 
て 重宝 され で い 
の た め 宇 軍 江 や 宇宙 和 


h け チッ ラン Be 一 
TORIMOCHI LAUNCHER 


気密 漏れ 補修 剤 と し て ポ ピ ュ ラ 
を 射出 する 装置 の こと 。 U.C.0087 以 降 の 
MS の 多く に 描 載 さ れ 、 こ の 名 で 呼ば れる よ 
に な っ た ュ レー ター に 内 
イド する と 射出 口 が 押出 


m05 sm 


[を 


ナッ クル ・ バ スタ ー 
KNUCKLE BUSTER 


アク シズ (の ちの ネオ ・ ジ オン ) が 開発 し た 可変 
MS (TMS) で ある ガザ ・ シ リー ズ が 主 琴 装 と す 
る 大 型 メ ガ 粒 子 給 。 本 体 と 直 
結 し た 大 重 射 撃 大 項 で 、 三 が MS の 右 用 
ト さ れ て いる 。 その た め 取 り 加 
は 同時 代 の MS が 携行 する 
を 大 きく 上 還っ て いる 。 ナッ ク 


も の の 、 ナ ッ ク ル ・ パ スタ 
作れ た 財 撃 能力 を 禁 得 
斉 射 演 型 ろ し い ほ どの 火力 を 発 
と され る 。 その た め 覆 紀 
を 格 載 。 さら に ガ ・ ゾ ウ 
エネ ルギーCAP を 内 戴 し 


ナミ カー・ コ ー ネ ル 
NAMICAR CORNELL 


ー 年 電 
イプ 研究 所 の ひ メ 研 究 所 に 所 属 
する 主任 イン スト ラク ター。 強化 人 間 で ある フォ 
ウ ・ ム ラサ メ の 調 可 役 と し て スー ドリ 

研 収集 を 企 先 す る あま り ブ ォ 


球 連 邦生 が 


ュー タ 


タイ プ の 研究 を 行 
ロ 攻 的 転 に 巻 を 
た 。 ちな み に 寺 技研 究 に 従事 す 
が 操 縮 セン ス は 番 舞 で あり 、 竹 度 
倍 ま され で いた よう で ある 。 章 
> ー の 人 賢 作戦 
D を いち 早く 信 り . 自 ら ホ / 
転じ た 


ta 


4030 


41.31 


機動 戦士 Z ガ 


ニタ 研 
NEWTYPE RESEARCH INSTITUTE 
NRI) 


年 分 終了 徐 国 一 の ニュ ー タ 
イブ 研 究 を 3l き 引い だ 寺 東 連邦 軍 は 狂 自 
欄 数 ある 許 設 の 


5 言葉 が 用 いら れる 


オー ガス タ 研 究 所 


北米 大 陸 の ジョ ー ジ ア 州 と サ り スカ ロラ イナ 


に 位置 す ク ヒ ル 潮 の ほとり に 
尽 設 きれ た ニュ 研究 所 。 ロ ザ ミ ア ・ パ 
を 松 王 者 と し て さま ざま な 実 守 を 行っ た 


また TMA (可変 MA) ギャ プ 
従事 し て いる 。 第 二 次 ネ オ ・ ジ オン 戦争 
ャ ア ・ ア ズ ナ ブル の 陳 心 を 務め た ナナ イ ・ ミ 


RM 

北米 大 陸 の 一 都市 で ある オー クラ ンド に 建設 
きれ た ニュ ー タ イプ 研究 所 。 アッ シマ ー や パウ 
型式 番号 が 「NRX] で 始ま る 
研究 所 で 開発 され た と 言わ れる 


は 置 する ティ ター シズ 基地 
規模 な ニュ ー タ イブ 研究 所 


タイ プ 研 究 所 。 公 
ュ ・ シ ステ ム の 解析 
ム を 描 載 し た MS 
の 開発 と 、 シ ステ ム を 運用 可能 な 強化 人 間 
の 痛感 を 実施 し て いた 。 そう し て 誕生 し た の 
) サ イコ ・ ガ ンダ ム と 強化 人 間 
メ で ある 。 し か | 
で 発 生 し た 動乱 の 責 を 問わ れ て 大 
規 民 を 縮小 され る こと と な っ た 


区 に 位置 する テ 


新設 され た 小 規模 な ニュ ー タ イブ 研究 所 。 グ 
理 役 の 未 化 に 従っ て 建 直 され た 施設 
で あり 、 より 実戦 的 な 研究 が 行わ れ た 


ー ギ ニア 基地 


NEW GUINEA BASE 


グリ プス 圭 役 時 の 東南 ア 


た 地理 運 孝 軍 の 軍事 手 点 
ズ の と し て 楼 収 され で 
小 規 奏 タイ プ ブ 研 究 所 が 位 


タイ プ 用 MS の 研究 が 進め られ 
らし い (一 説 に よる 
基地 で 簡 発 され た 
も 


)、 ニ ュー キン コン 


EM 
一 施設 を 利用 し て ・ ピ ダン を 宇 
り 返 そう と し て いた よう で ある 


ニュ ー タ イブ 専用 機 


ニュ ー タ イブ の 持つ 特殊 能力 (優れ た 刀 穴 力 
や 未来 予知 に 近い 先見 性 な ど ) を 軍事 利用 す 
る た め に 特別 に 開発 され た 機体 。 サイ コミ 
また は それ に 道 する 装置) を 搭載 し 
が 特徴 で ある 。 サイ コミ ュー シス テム 
ュー タイ ブ が 発する 感応 濾 を 電気 信号 
変換 し 、 ヒ 


ト や ファ ン ネ ル と 呼ば れる 連中 攻 
撃 堪 末 の 夢 用 を 可能 に する 。 これ を 用 いた 全 
方 位 攻 軸 (オー ルレ ンジ 攻撃 タイ ブ 
専用 機 の 主要 な 埋 福 と な っ て いる 。 また 感応 
動 素 に 反映 させ る と 相 動 性 の 格 
る き 、 佑 れ た 回 羽 を 


バク ト 化 が 
尼 造 に 休 補 が あ 


MA 中心 
桂 術 革新 に よっ て 小 製 サ イコ ミュ ・ シ ステ 
が 開発 され る と 、 ニ ュー タイ ブ 専 用 機 は MS 
が ペー ス と な り 、 さ ま ざ ま な 機体 が 話 生 する 

た 。 だ が ニュ ー タ イブ の 総 対数 が 少な い 


サイ ステ ム が ニュ 
神 に 千 渉 し 、 輔 祥 哨 壊 を 招き か ね な い 擬 念 な 
どか ら 、 大 重 生 産 は 見 送ら れ て いる 


| ね は 


ネモ 


NEMO 


ジム に 代わ る 主力 MS を 求め る エッ ー ゴ が 、 ア 
ナハ イム ・ エ レク トロ ニク ス 社 (AE) と の 協力 の 
下 に 開発 し た MS。 装甲 研 材 や 操 羅 性 が 改良 
され て お り 、 喜 合 的 に 接 い や すい 要 体 と な っ た 
また ビ 、 ライ フル と ビ サー ベル を 既存 
ら 流 用 する こと で 生産 性 を 高め 、 結 果 と 
打 時 間 で ジム II の 座 に 取っ て 代わ る こと と な 
エゥーゴ に よる ジャ ブロ ー 優 攻 作戦 の 前 徒 
に 配備 され た 本 機 は さま ざま な 電場 に 投入 され 
ゴ の 則 線 を 寺 え た の で ある 。 ちな み に 本 
横 は 宇宙 戦 を 想定 し て 開発 され た が 、 戦 軸 プロ 
グラ ム の 書き 換え で 陸戦 に も 対応 可能 。 その た 
め ジ ャ ブロー 保 攻 作 載 で 地上 に 降下 し た 機体 
を 、 カラ パ が 運用 し た と いう 記録 も 残 - 


な 剛体 性 馬 は 大 きく 上 
TSTTT7R 


ニル 
NORMAN 


北米 の 地球 連邦 宣 基 地 ヒ ッ コ リー に 所 属す る 
で の スタ ッ フ 。 ベル トー チカ ・ イ ル マ が 族 
書 答 の メッ セー ジ か ら ア ウド ムラ が 接近 を 
窪 知 し 、 己 の 中 、 消 走路 に 火 を 席 く こと で 
着陸 場所 を 示し た 。 また 基地 に 接近 する 機体 
の 勢 向 を 聴音 義 素 で 確 記し た り 、 カ イ ・ シ デン 
れ た メッ セー ジ を ハヤ ト ・ コ バ ヤ シ に 手 
通信 等 を 担当 し て いた よう だ 


バー ザム 


BARZAM 


グリ プス 半 役 時 に 地球 連邦 宣 が 開発 し た 江 用 
量産 型 MS。 既存 の 量産 機 と の 互換 性 を 畠 複 
する こと で 生産 性 を 高め 、 ロ ー ル アウ ト か ら ご く 
短 時 間 で 連邦 軍 (お よび ティ ター ンズ ) の 主 カ 
MS と な っ た 。 ガン ダム Mk-I[ の 技術 も 転用 され 
る らし く 、 吾 問 の バル カン ・ ポ ッ ド ・ シ ステ 
その 名 残り を 見 る こと が で きる 。 その 反面 
斑 部 や 胸部 装甲 、 剛 部 フレ ー ム に 本 機 杜 特 
の 形状 が 見 て 取れ 、 グ リプ ブス 戦 役 に お ける MS 
周 発 現場 の 鉛 旨 振り が 反映 され た 結果 と 言え 
る か も し れ な い 。 その た め パ ー ザ ム の 系列 は の 
ちの 標 体 に 継承 され ず 、 軍 却 還 主力 MS に は 
再 げ ジム ・ タ イプ MS が 拝 用 され る こと と な 


バイ アラ ン 
BYALANT 


地球 連邦 軍 が 開発 し た 試作 MS。 非 変形 モデ 
ル で あり な が ら SFS (サブ ・ フ ライ ト ・ シ ステ ム ) 
の 補助 な し に 飛行 能力 を 獲得 する こと を 主 
し 、 両 肩 と 礎 に 大 型 バー ニア を 内 蔵 し て いる 、 
この 装備 に よっ て 半 大 な 加 連 性 能 を 茜 得 し た 
反面 、 外見 は 人 製 か ら 大 きく 代 局 し 、 汎用 性 に 
< まっ た 。 きら に 飛行 の 紡 げに な る 
ト し た た め 、 兵 装 は ピー ム ・ サ ー 
ベル 切 用 メガ 簡 子 秦 の み と な っ て し まい 、 決 定 
的 な 火力 に 欠け て いる 。 と は いえ その 加 和 達 力 は 
目 を 見 張る も の が あり 、 
の Z ガ ンダ ム と 互角 の 空中 
る 。 また 凌 備 の 換 財 に よっ て 宇宙 戦 に も 
き 、 ゼ ダン の 門 を 人 る 戦 開 に 参加 し た 雪が 記録 
に 残さ れ て いる 。 主 な 搭 業者 は ジェ リド ・ メ サ 


バイ オ ・ セ ン サ ー 
BIO SENSOR 


ガン ダム や ZZ ガン ダム に 搭載 され た 疾 易 サイ 
コミ ュ ・ シ ステ ム の こと 。 ピッ ト や ファ ン ネ ルト 
代表 され る サイ コミ > ュ 兵器 の 吉 只 失 作 を 行う た 
め の 閉 備 で は な く 、 パ イロ ッ ト の 意 時 を 機体 に 
反映 させ る こと で 追従 性 の 向上 を 目的 と し た 
の と 思わ れる 。 た だ し 実 埋 で は 当初 の 予定 
は な い 効 果 を 発 舞 し た と の 報告 も も る 。 パイ ロ 
ト の 意 情 の 高まり に よっ て バイ オ ・ セ ン サ ー が 


ピー ム ・ パ リア ー を 展開 し た り 、 分 離し た 機体 
の ドッ キン グ 博 箇 を 行 の で ある 。 これ 
ら の 現象 の 詳細 な メカ : は 明らか に な っ て 


いな い が 、 パ イオ ・ セ ン サ ー が サイ コミ ュ の 流 
れ を 退 む 評 置 で ある こと か ら 、 パ イロ ッ ト の 
が 由 因 し て いる の は 間違い な いで あろ う 


へ 


サー】 ヤ ザン ・ ダ の 事 り を 場 
その 吉 情 に 呼応 する か の 
スガ ンダ ム は 光 に 所 まれ 、 油 か ら の ピー ム を こ 
続 ね 返し た 。 これ も バイ オ 
株 と 言わ れる が 、 ど の よう な メカ ニズム が 働い て いる 
か は よく わか っ で 


ハイ ザッ ク 
HIZACK 


一 年 雪 後 、 ジ オン 公園 軍 の MS 開発 技術 を 
接収 した 地球 連邦 定 が 開発 し た 機体 名 横 と 
呼ば れる ザク を ペー ス に し つつ リニア ・ シ ー ト 
や 全 天 周 囲 モ ニタ ー を 標準 装備 し 、 同 時 代 の 
最新 技術 が 明り 込ま れ た 機体 と な っ て いる 。 そ 
の た め 外 見 は ザク に 台 恨 し て いる が 性 能面 で 
は 格段 に 優れ て お り 、 ジ ム 『 に 代わ る 主力 MS 
と し て U.C.0087 ま で に は 広く 配備 され て 
その 反面 レー ター 出力 が 予想 値 より も 
他 い と いう 欠点 を 持ち 、2 種 類 の ビー ム 兵 状 を 
局 時 に 運用 で き \ う 問題 を 抱え る こと と 
な っ た 。 その た め 後 発 機 に 道 を 半 け られ 、 次 式 
に 第 一 級 か ら 変 を 酒 し て いっ た 。 ちな み に 本 横 
は ティ ター ンズ や ジオ ン 共 和 国 で も 鞍 用 され 
が 、 そ の 概 に は カラ ー リ ング が 青 系 か ら 緑 系! 
変更 され て いる 。 主 な 挿 業者 は ジェ リド ・ メ サ 
カク リコ ン ・ カ クー ラー 


【 い イザ 2] I 拉 か 6 
ビーム ・ ラ イフ ル 、 と - ト ・ ホ 
た 多様 を 林 主 

きれ て いる が , すべ て ジェ ネ 


rr 
え こ か は 機能 の 箇 
を 使い こなせ る だ け の 沢 


性 を 桂 っ て いる こと の ほ 時 
で も あり 一 邊 に 低 価 す 
夫人 


ハイ ザッ ク ・ カ スタ ム 


HIZACK CUSTOM | 


ハイ ザッ ク に 各種 改装 を 約 し て 選好 載 へ の 対 
応 を 図っ た 機体 装甲 面 を 見 直す と 共に スラ 
スタ ー 礁 力 を 権化 し て お り 、 俺 れ た 機動 性 を 
発 探し た 。 さら に 専用 兵 装 と し て ビー ム ・ ラ ン 
チャ ー を 結 備 。 長 射 程 を 講 る この 試 器 を 用 
た 衝撃 埋 で 真価 を 発 挿 し た 。 その た め 、 物 陸 
か ら 班 撃 する 本 機 を 指し て 「 古 れ ハイ ザッ ク 」 と 
呼ぶ 向き も 多い 。 主 尋 乗 者 は カラ 、 ソラ マ 


ハイ ザッ ク 
(地球 連邦 軍 カ ラー) 


HIZACK (ELF.F.COLOR) 


グリ プス 埋 笛 時 に 地球 連邦 軍 が 莉 用 し た ハイ 
ザッ ク は 再来 の 梁 装 が 施さ れ て お り 、 テ ィ タ ー 
ンズ の 緑 素 の ハイ ザッ ク と 区 別 され て いた (た 
だ し 機体 性 能 に 変化 は な く 、 あ くま で 識別 の た 
の 変更 だ っ た と 思わ れる ) 。 ちな み に ハ イザ 
ク を 開発 し た の は 地球 連邦 軍 で あり . その た め 
理系 の 潜 閉 が ハイ ザッ ク の 正規 の 丘 装 だ っ た 
よう だ 。 と は いえ 当時 の 連邦 定 は ティ ター ンズ 
に よっ て 邊 耳 ち れ て お り 、 ハ イザ ッ ク と いえ ば 線 
系 の 浸 団 と いう 認識 が 一 船 的 だ 


【 い イク HR 
カラ ー)】 当 の 才 宮 

内 の あく を テ ィ 
クー シズ に 萌え 5 れ て いい 
の Rt 
て 守 用 ずる 潜 吉 を 
Ge. Li SFs 


用 する こと で 企 れ た 
補 邊 能力 を 人 押し 夫 枯 
に 中 下 し た エゥーゴ 才 隊 

A 


細 体 抽 和 可能 と 
に は バイ ンダ ー を 分 量 
ょ 


AED EF 
の WS を 


ハイ ファ ン 
HIPHAN 


パプ テマ ス ・ シ ロッ コ の 制 官 を 季 め る 地球 連邦 
軍 士 官 。 ティ ター ンズ に 与 する シロ ッ コ の 部 下 
と な る べく 洲 遣 され 、 以 後 、 ジ ュ ビ トリ ス 付 の 圭 
官 と し て 手腕 を 探る っ た 。 ティ ター ンズ 側 と し て 
は シロ ッ コ の 動向 を 内 債 する 目的 で ハイ ファ ン を 
送り 込ん だ の か も し れ を い が 、 配 司 様 の 徒 は シ 
ロッ コ に 忠 議 を 尽く し 、 有 能 な 万 官 と な っ て いる 
シロ ッ コ が ジャ ミト フ ・ ハ イマ ン を 晴 和 し 
ンズ の 実権 を 党 控 する と 、 ハイ ファ ン も 彼 に 従 
て エゥーゴ ヤ ア クシ ズ と の 決戦 に 参加 し 


ティ ター 


バイ ンダ ー 


BINDER 


無重力 空間 で の MS の 次 勢 制 避 を 補 動 する 
専用 ユニ ッ ト の 埋 称 。 宇宙 空間 で 


制 導 栖 財 に 一 商 責 
こう と する 方 向 と は 正反対 の 方 向 に 腕 部 や 脚 
部 を 動か すこ と で 、 推進 剤 を 消費 する こと な く 
機体 の 向き を 制 位 す る 。 これ が AMBAC (能動 
的 質量 移動 に よる 自動 導 勢 釘 部 ) と 呼ば れる 
シス テム な の で ある 。 AMBAC の 登場 に よっ て 
MS が 四 前 を 持つ こと は 極め て 有効 と な っ た の 
だ が 、 携帯 兵 寺 の 使用 中 な ど は 無間 に 攻 を 折 
り 回 せ ず 。 胸部 や 笠 部 に 依存 し な い AMBAC 
シス テム の 確立 が 求め られ る 
の 命 本 に 応え て 麻生 し た の が 「 バ イン ダー] で 
ある 。 バッ ク バ パッ ク や 機体 の 一 卿 に バイ ンダ 

と 呼ば れる 専用 の 作動 陵 を 取り 付け 。 機体 の 
動き を 妨げ る こと な く 生 軟 な 家 勢 制御 を 可能 
に し た この シス テム は 、U.C.0083 前 後 か ら 開 
発 が 始 まり 、U.C.0087 の グリ プス 潜 役 で は 多 
竹 多 柏 な MS や MA に 拝 用 され た 。 また その 名 
株 も 融 置 部 位 や 用 達 に 応じ て 変わ り 、 シ ョ ル 
ダー・ パ イン ダー、 ウイ ング ・ パ バインダー. テー ル 
スタ ビラ イザ ー な ど と 呼ば れ て いる , 


バウ ンド ・ ド ッ ク 
BAUND DOC 


グリ プス 埋 役 に お いて 地球 軍 失 宣 が 間 発 し た 
ニュ ー タ イプ 専用 TMA (可変 MA) 。 オー ガス 
ー タ イプ 研究 所 で サイ コミ ュ の 最終 
訂 刺 が 行わ れ た の ち に テ 3 引き 洋 さ 
れ 、 パス ク ・ オ ム 配 下 の ニ ュー タイ ブ 部 隊 で 運 
用 され た 。 ほとん ど フ レー ム の み で 形作ら れ た 
上 半身 に ドー ム 損 の 下半身 を 有する 美形 の 機 
体 だ が 機動 性 に 優れ 、MA 形 態 に 変形 する 
と Z ガ ンダ ム に 匹敵 する 動き を 見 せ た 。 また 見 
た 目 以 上 に 汎用 性 が 高く 、 射撃 戦 や 格 敵 戦 し 
も 対応 可能 な 高 性 能 機 で ある 。 だ が パウ ンド 
ドッ ク の 本 質 は 機体 性 態 で は な く 、 打 雷 さ れ た 
サイ コミ ュ ・ シ ステ ム に ある 。 本 機 の サイ コミ ュ 
ステ て お り 。 パイ ロッ ト 


時 を 夫 要 し さえ し た の で ある 
が 本 機 を 「 莉 刻 の マシ ー 
イロ ッ ト を 圭 い に 騙り 立 
と で ある み に 本 機 は 計 3 幾 が 開発 され 
灰 急 に 閉 ら れ た 1 号 引 は 主 に 運用 デー タ 収 集 
に 用 いら れ た (その た めこ の 機 だ け シ ー ト が 裕 
細 と ピン ク に 塗ら れ た ク 号 
グリ ブス 戦 人 終 健 の 綾 い ( 


投入 され た が 、 最終 決戦 で 失わ れ た 。 3 号 購 
は 紅 と 黄色 に 凌 られ た と され る が 、 こ の 機体 の 
記録 は ほとん ど な く 、 ど の よう な 作 埋 に 投入 さ 


れ た か は 不明 で ある 
キャ バ . ロ ザ ミ ア 


を パイ ロッ ト は ゲー ツ 
ダム 、 ジェ リド ・ メ サ 


八 サ ウェ イ ・ ノ ア 


HASSAWAY NOA 


プラ イト ・ ノ ア と ミラ イ 夫 尋 の 間 に 許 生 し た 男 
の 子 で 、 チ ェ ー ミ ン と いう 妹 が いる 。 両 前 が 本 
ワイ トペ ー ス 隊 の 一 員 と いう こと か ら 地 球 較 孝 
宣 の 監視 下 で の 生活 を 人 傷 な くさ れ 、 長い こと 


ャ プロ ー 基 地 で 生活 し て いた 。 だ が グリ プス 
財 役 が 泊 化 する と ジャ ブロ ー を 透 れ 、 ニ ュー ホ 


ロ ・ レ イヤ や カ 


コン に 移動 。 その 地 で ア 
ユ ・ ピ ダン と 商 を 合わ せ 
央 いし て ティ ター ンズ の 人 
移送 中 に 禁 型 の グラ イダ ー を 飛ば! 
ンズ の 注意 を 引 こ うと する な ど 、 幼 いな が ら も 
K 少 年 で ある 。 アム ロ に 教 出さ れ て か 
ンド に 夢 の 地 で 埋 争 
の 妊 結 と 区 庁 と の 再会 を 符 な っ た 


4231 


機動 戦士 アガ ンダ ム 
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ハミ ル 
HAMIL 


ド ゴ ス ・ ギ ア に 所 属す る ティ タ 


その 直後 、 リ ッ ク ・ デ 
て 戦死 し て いる 。 主 な 扶 虐 機 は / 


て で) ノ 
ヾ $ 


バス ク の 副官 
BASK'S ADJUTANT 


バス ク ・ オ ム 
BASK OM 


と 見 る や 、 彼 を 只 条 し 、 組 織 を A バ A ヤ イー 
人 時 の 万 は 有人 の 和 野 | | HAYAY 
= て いる と 考え た シロ 


指揮 官 。 アー ス ノ イド 
する エリ ー ト 重 潤 に 取り 授 か れ て お ! 
イド の 台頭 を 愉 く 思っ て いな い 。 ス 


の 草間 を 感じ 取 


バッ ハ 竹 の カ に 還 し 、 町 記 ば 
BACH た 。 主 な 措 乗 橋 は ジ ・O 
推 艇 手 と 航法 土 を 務め る 
レキ サン ドリ ア の | 用 マ ー ン ・ カ ー ン 
HAMAN KARN 


共 性 基地 アク シズ 
宣 球 党 を 率い る 才女 
と 冷静 な 判 下 力 の 持 
クシ ズ 李 政 の 地位 に 就く や 


人 ハヤト ・ コ バ ヤシ 
| HAYATO KOBAYASHI 


年 潜 争 後 、 ニュ ー タ イプ 部 隊 と し て 危 陵 複 さ 
れ た ホワ イト ペー ス 隊 の 面々 は 地球 連邦 軍 の 
監視 下 に 置か れ 、 ハ ヤ ト も ケネディ 宇宙 浴 


術 数 を 玉 便 | 併設 され た 戦争 博物館 館 
に 取り 、 最 縦 決戦 で 両者 が れ で し ま か し テ 
5 オン 和 興 の 基盤 を 作り 上 げた た ハヤ 


館長 革 を 全う する 素 近 り を 見 せ 
その 裏 で 反 地 球 連 邦 給 織 り の 
活動 に 参加 。 ジャ プ ブロー 優 攻 作 戦 を 遅行 し た 
AS 本 の サポ ー ト を 引き 受け 


あり 、 ハマ 
地球 団 に 派遣 


の 作 埋 に 聞き 耳 を 立て 
内 補導 な も の 


| バラ ス ・ ア テ ネ 
| PALACE-ATHENE 


パプ テマ ス ・ シ ロッ コ が 設計 し た PMX 系 MS の 
1 機 。 火力 に 特 化し た 機 偽 で あり 、 メ ガ ・ ビ ー 
ム 礎 や 拡 橋 ビー ム 砲 と いっ た 還 定 党 装 の 他 に 
2 連 ビ ー ム 秦 や ミサ イル 内 坪 シ ー ル ド な どの 提 
行 兵 装 を 装備 。 さら に 対 艦 大 型 ミ サイ ル も 描 
載 で きる だ け の 拭 強 性 を 太 し て いる 。 その た め 
全高 は 27m を 超え る が 、 背 部 に 設置 し た バ 
ニア ・ ス タビ ライ ザー の 機能 に よっ て 機動 性 
の 低下 を 補っ て いる 。 これ ほど まで に 火力 に 特 
化し た 本 機 の 能力 は 他 の PMX 系 MS と の 連携 
を 考慮 し た も の で あり 、 案 英 役 の ポリ ノー ク ・ 
サマ ー ン や 格 関 戦 主体 の ジ ・O と 達 換 す る こと 
で 、 機体 性 能 を 最大 限 に 発揮 する よう に な 
て いる 。 だ が 実際 に は 単機 で 出撃 する こと が 
多く 、 運用 コン セプト が 充分 に 活か され る こと は 
な か - と は いえ 単機 で も 至近 距 衣 か ら の 一 
撃 で ド ゴ ス ・ ギ ア を 責 沈 に 追い 込ん で いる 。 主 
を な 挫 業 考 は レコ ア ・ ロ ンド 。 


【 パ ラス アテ 金 身 に 大 火 カ 兵 導 を 振 
対 要 寿 穫 で 像 れ た 崇 力 を 発 畠 し た パラ ス 
対 MS 理 用 に は ピー 肢 部 ク 
人 意 さ れ て いた が 、 巨体 が 
生還 で は な か っ た よう た 


ハリ オ | 


| HARIO 


グリ プス 戦 簡 時 に 地球 連邦 軍 が 徒 進 し た 宇宙 
重 色 洋紙 。 アレ キサ ンド リア 細 に 属す る が 、 ブ 
リッ ジ の 形状 が 左 な る の が 特徴 で ある 。 地球 
連邦 軍 の 主力 艦 で ある サラ ミス 級 や マゼラン 
組 と は 異な り 、 攻 体 各部 が 独立 し た ブロ ッ ク 構 
造 に な っ て いる 。 これ は 、 禄 弾 鐘 に ほか の ブ 
ロッ ク に 被害 が 拡大 する の を 防ぐ た め の 構 造 
で あり 、 ジ オン 公国 軍 系 の 技術 転用 を 副 わ せ 
る も の で ある 。 


プス 幹 役 の 最終 決 圭 
ビダン が 札 
の ハリ オ は 直前 の 彼 抽 で 


上 * 機 
顕 射 を 埋 け た ハリ オ は 舌 形 も な く 


バリ ュー ト ・ パ ッ ク 
BALLUTE PACK 


MS や 宇宙 秀和 能 が 大 気 周 に 突入 する 原 に 用 い 
られ る 刑 熱 凌 備 。 グラ ス フ ァ イ バ ー な どの 弘 
で 造ら れ た エア ・ パ ッ グ を MS や 和 艇 の 周囲 に 
展開 す る こと で 、 大 気団 容 入 叶 の 空力 加 震 か 
ら 機 体 を 保護 する と いう も の で ある 。 また 展開 前 
は コン パク ト に 白 り 午 まれ て 、MS の 育 部 (衝角 
' ら メイ ン ・ ス ラス ター 周辺 ) に 搭載 され る の で 
隊 を 来たす こ \。 その 反 
機体 の 機動 性 を 閉 し く 削 ぐ こ と 
格好 の 栖 的 に され る 危 論 性 が 
加点 を 服 し た の が フラ イン グ ・ 
アー マー で ある 。 と は いえ 安価 で 使い 勝手 の 良 
い パ リュ ー ト ・ パ ッ ク が 腐れ る こと は な く 、 ビー ム ・ 
シー ルド の 益 及 まで は 、 大 気 園 突入 時 の 必 角 
品 と し て さま ざま な 組織 に 用 いら れ た . 


バル キリ ー 


VALKYRIE 


旧 志 紀 に 建造 され た 有人 戦時 糧 撃 機 。 B-52 
に 次 ぐ 次 期 戦略 燈 撃 機 計画 の 一 環 と し て 開発 
され た 機体 は 、 全 長 56.39m、 全 帆 32m。 デ 
ル タ 舞 と カナ ー ド を 装備 し 、 最 高速 度 マッ ハ 3 
と いう 超 音 轄 爆撃 機 で あり 、 米 ソ の 冷戦 時 代 
を 集 徴 する 機体 に な っ た 。 し か し 大 陸 間 弾道 示 
(ICBM) の 出現 に よっ て 超 音 達 爆 撃 機 の 配 
備 は 見 直さ れ 、 実際 に は 2 機 が 試作 され る に 留 
まっ て いる 。 U.C.0087 の ケネディ 埋 争 博物 館 
に 展示 され で いる 機体 は 、 当 時 の 設計 を 極限 
まで 再現 し た レプ リカ で ある 。 レプ リカ と は いえ 
直 部 まで 忠実 に 建造 され て お り 、 ハ ヤ ト ・ コ バ 
ヤシ は この 機体 を 操っ て 、 ケ ネ デ ィ 宇 宙 港 を 目 
指す アウ ドム ラ を 先導 し て いる 


フォ ルム と 純白 の 機 性 色 
航空 史上 も っ と も 美しい 


プリ カ に 


対し 、 連 反 側 は 天 | 
履 地 東邦 業 会 に 夫 
ター ンズ が 寺 坦 す : 
件 ) が 境 発 する 

スン イド 
波 に まで 発 


\ ハ ロ OND 
HORO HF 


一 年 載 争 の 英雄 で ある アム ロ ・ レ イ が ハロ を 所 
て いた 事実 は ハロ の 人 気 を 再 能 させ る こと 
な が り 、 製 作 元 の SUN 杜 は アム ロ ・ レ イ 
モデ ル を 逆 ラ イセ ンス する こと で 新た な ハロ を 生 
み 出 し た 。 それ が 「 ハ ロ II と 呼ば れる タイ プ 
る 。 外見 上 の 人 違い は さほど 見 られ な い が 
に 相当 する ライ ン が 開 義 し 、 内 郎 に モバ イル 
PC や ボイス ノー ト を 設置 で きる よう に な っ て い 
る 。 また アム ロ ・ モ デル に あっ た マニ ピュ レー ター 
は な く な 代わ り に 回 転 や 名 躍 能力 を 加 
える こと で 移動 能力 の 向上 を 図っ て いる 。 月 面 
・ ヤ ー ド で カミ ー ユ ュ ・ 


の 手 で 修理 が 施さ れ た の ち は 、 ア ー ガ マ の マス 
コッ トト と し て 可愛 が られ た よう で ある 。 


反 地 球 連邦 活動 


宇宙 移民 と それ に 続く スペ ー ス ノイ ド の 歴史 は 
反 地 球 吉 邦 活動 の 歴史 と お お よそ の 部 分 で 重 
ね 合わ せる こと が で きる 。 環境 汚染 の 進行 を 廊 
\ 止 め る べく 宇宙 称 民政 策 を 実施 し た 連邦 数 
府 だ が 、 そ の 手法 は 半ば 強制 的 な を も の で あり 
土地 や 財産 を 案 わ れ た 
た 人 々 の 不満 が 募る の は 当然 だ っ た 。 し か も 連 
孝 政 府 は 移民 政策 を 途中 で 打ち 切り 連邦 
係 者 と 一 部 の 特権 階級 の み で 地球 を 独占 し て 
し まっ た の で ある 。 さら に 宇宙 移民 者 (スペ ー ス 
ノイ ド ) の 自治 独立 を 認め ず 、 地 球 か ら ズ 
ノイ ド を 支配 する に 及 ん だ た め 各 スペ ー ス ・ コ | 
ニー か ら は 不満 の 声 が 続出 自治 独立 を 求め 
る 運動 が 勃発 し る (その 最たる も の が 
ジオン 公園 が 引き 起こ し た ジオ ン 独 立 戦 争 
年 戦争 だ と 言っ て も いい だ ろう )。 一 年 戦争 終 
結 季 も 較 邦 政府 は 懸 魔 を 改め よう と せ ず 、 そ れ 
ば か りか スペ ー ス ノイ ド の 中 か ら 族 生 し 
タイ プ が いずれ 地球 国 を 符 か す と の 妄想 に 取 ! 
拓 か れ 、 ス ペー ス ノ イド 弾圧 を 強め 
た 。 この 時 流 に 乗っ て 尾 生 し た 連邦 宣 エ リー ト 
部 陰 の ティ ター ンズ は スペ ー ス ノイ ド 弾 圧 の 先 
陣 を 切っ た も の の 、 反 地球 連邦 馬 情 を 抑圧 す 
る に は 至ら ず 、 最 後に は 達 邦 軍 内 で 内 乱 を 三 
発 させ る 事態 (グリ プス 戦役 ) と も な っ て いる 。 そ 
の 後 、 連 邦 政 府 の 威光 は 地 に 落ち 、 地球 天 境 
と 人 類 に 良かれ と 連邦 政府 に よっ て 行わ れ た 
移民 政策 は 、 長期 間 に 店 っ て 地球 国 に 混乱 を 
引き 起こ すこ と と な っ た 。 し か し 地球 の 環境 は 未 
だ に 夫 え て お ら ず 、 も し 移民 政策 が 実施 され て 
いな けれ ば 、 地 球 が 人 類 居 住 不可 能 を 星 に 成 
と も また 事実 で ある 


バン デン バー グ 
VANDENBERG 


北米 大 陵 カ リフ ォ ルニア 州 に 位置 する アメ リカ 
空軍 基地 。 上 世紀 で は フロ リ ダ 州 の ケー プ カ 
ナベ ラル 空軍 基地 に 次 ぐ ロ ケッ ト で 
あり 、 シ ャ トル の 工 発 状 場 と し て 運用 され た 。 宇 
軍 世 紀 に 移 は 地理 連邦 軍 の 管轄 下 
に 入っ た が 、 グ リプ ス 戦 役 の 頃 に は か 
動 拠点 の ひと つと な り 、 北米 大 酸 に 移動 し た 
ウド ムラ 隊 を サポ ー ト する 手短 と な っ て いた 


| ハン ブラ ビ 
| HAMBRABI 


グリ プス 埋 役 叶 に 地球 吉孝 軍 が 開発 し た TMS 

可変 MS)。 既存 の MS と は 一 線 を 画す る 独 
特 な シル エッ ト を 有 し で いる の は 、 基 本 設計 
パプ テマ ス ・ シ ロッ コ の アイ ディ ア が 加味 され 
て いる た め と 言わ れる 。 シン プル な 可変 機構 を 
IMS 形 酸 と MA 形 馬 で の 性能 差 
を 結 め る た めで 、 MA 形態 で も 格闘 昌 が 可能 
も 優れ た 機動 性 を 発 拓 する 
の 高い 機体 で ある 。 臣 
ル や フェ ダー イ 
フル と いっ た スタ ンダ ー ド な 兵 装 の ほか 
ビ 」 や 「 ク モ の 異 ] と 呼ば れる 電 克 ワ イ 
装備 。 これ は 確 壊 ブ の の 、 醒 的 を 結 
め 取 っ た の ち に 電子 機器 や パイロット 自体 に ダ 
メー ジ を ちち え 、 禁 能 偽 止 に 店 ら せ る と いう も の 
で ある 。 その よう な 特殊 を 機体 能力 と 兵 装 を 騙 
人 使 する ハン ブラ ビ は 、 グリ プス 戦役 中 血 一 後半 
戦 の 戦場 に 投入 され 、 運用 期間 が 短い な が ら 
も 多大 な 戦果 を 挙げ た 。 主 な 搭乗 者 は ヤ ザ ン 
ゲー ブル 、 ラム サス ・ ハ サ 、 ダン ケル クー パ 


ラビ 鮭 部 を 祈り 介 
MA 用 坦 は 、 海洋 

因む 雪 で ある 
CT 


は YO 


HICKORY 


北米 大 陸 に 位置 する 地球 連邦 軍 基 地 の こ と 。 
北 地 と し て の 現 横 は 小さ い が HLV 族 発着 場 を 
有 し て いる た め 、U.C.0087 頃 に は カラ バ の 族 
設 と し て 利用 され て いた 。 この 基地 で は ミノ フス 
キー 和子 の 影響 を 受け を い 連 絡 手 答 と し て 伝 
計 注 を 使用 。 ヒッ コリ ー に アウ ドム ラ を 先導 し た 


の は ベル トー チカ ・ イ ル マ で 、 ら 転 
工 し て きた クワ トロ - バ ジー ナ た ち は ヒ ッ コリ ー の 
]LV で 宇宙 に 戻っ た 。 一 方 . 前 部 隊 の 巡 遇 
可 っ た 


K の 間 、 カ ラバ と 行動 を 共に し て いる 。 


ヒッ コリ ー の 隊長 


北米 大 陸 に 位置 する 地球 運 邦 還 基地 ヒッ コ 
リー を 活動 拠点 と する カラ バ パ の スタ ッ フ 。 アウ ド 
ムラ で 飛来 し た ビダン や クワ トロ ・ バ 
フー ナ た ち を 宇宙 に 戻す た め 、 HLV を 提供 し て 
* れ た 。 打ち 上 げ 作業 の 最 中 、 ブ ラン ・ ブ ルター 
率い る 連邦 軍 MS 部 隊 の 可 撃 を 受け た も の 
の 隊長 を は じ め と する カラ バ の 奮闘 に よっ て 
LV は 無事 打ち 上 げに 成功 し て いる 。 


HYAKUSHIKI 


エゥーゴ と アナ ハイ ム ・ エ レク トロ ニク ス 社 に よ 
る MS 開発 計画 「Z 計 画 (プロ ジェ クト ) 」 に よっ 
て 開発 され た 機体 。 当初 は 可変 MS (TMS) と 
し て 設計 され 、MS と MA の 両 形態 で 優れ た 機 
能 を 発揮 する AMBAC (アン バッ ク ) シス テム 
が 組み 込ま れる 予定 し か し ムー バブ プル ・ 
フレ ー ム の 強度 に 問題 が ある こと が 判明 し た こ 
と か ら 変 形 機構 の 導入 を 新 念 。 非 変形 氏 MS 
と し て 再 設計 され る こと と な : 完成 し た 機 
体 各 部 (特に 獲 部 ) に ムー パ バブル ・ フ レー ム が 
寺 出 し て いた り 、 パック パッ ク に フレ キシ ブル ・ 
パイン ダー が 設置 され て いる の は 変形 MS と し 
て の 名 残り で ある (と は いえ フレ キシ ブル ・ バ パイ 
ンダ ー は AMBAC 岐 と し て 和 有効 で あり 、 百 式 の 
高い 機動 性 を 支え る こと と な っ た )。 本 機 の 最 
大 の 特徴 は 外部 装甲 に 許さ れ た 全 名 の 待 珠 
コー ティ ング で ある 。 これ は ある 種 の プラ スチ ッ 
ク 度 膜 を 応用 し た も の で 耐 ビー ム ・ コ ー テ ィ ン 
グ と し て 機能 する 。 も っ と も 百 式 は 、 高 い 機動 
性 を 活か し た 被弾 率 の 低 さ を 詩 る 機体 で あり 、 
シー ルド も 疲 備 し て いな いこ と か ら 、 こ の 装備 
は 不要 だ っ た か も し れ な い 。 この 塗装 に よっ て 
載 場 の 百 式 は 異彩 を 放ち 、 エ ウー ゴ の 中 核 と 
し て の 立場 を 明 建 に し た の だ っ た 。 また 機体 
名 に 用 いら れ た 漢 数 字 「 百 」 は 、 開 発 主任 の 
M. ナ ガ ノ 情 士 が 「 吾 年 後 で も 通用 する MS」] と 
いう 願い を 込め て 付け た も の で ある 。 主 み 挫 乗 
者 は クワ トロ ・ バ ジー ナ 。 


| ヒル ダ ・ ビ ダン - 
HILDA BIDAN 


カミ ー ユ ・ ビ ダン の 母親 。 地球 連邦 宣 技術 
中 時 と し て 材料 工学 を 専攻 し て お り 、 ガ ンダ ム 
Mk-I の 開発 や ド ゴ ス ・ ギ ア の 建造 に 携わっ て 
いた 。 家庭 を 願 みず に 研究 に 波頭 し 、 
と の 間 に は 希薄 な 且 子 関係 し か な か - 


た と 言 
える 。 夫 で ある フラ ンク リン ・ ビ ダン が 愛人 を 


いる の を 知り な が ら そ れ を 落 説 し た の も 、 
自分 の 研究 を 優先 し た た めで ある 。 し か し 、 研 
いた の は 悲し い 運命 
= カン ダム Mk-H を 強 奏 | 
する 人 質 と し て バス ク ・ オ ム | 


に 、 エ ッ ゥ ー ゴ と の 交渉 材 
そし て カミ ー ユ の 目前 で ティ ター ンズ 
メサ に カプ セル を 撃ち 抜か れ 、 虚 空 に 
いっ た の だ っ 


A 


ファ ・ ユ イリ ィ 
FA YUIRY 


エゥーゴ の エー ス に 成長 し た カミ ー ユ ・ ビ ダン と 
は 同級 生 の 間柄 で あり 、 両 親 が 留守 が ちな : 


し た ファ は パプ テマ ス ・ シロ ッ コ の 褒美 を 受け 、 
それ を 逃れ る た め に 避難 し た アー ガマ 艇 内 で カ 
ユ と 再会 する こと と な る 。 と ころ が 短 時 間 の 
別離 の 間 に さ ま ざ ま な 経験 を 送 げ た カミ ー ユ は 
以前 と は 変わ っ て お り 、 事 あ る ご と に すれ 人 違い を 
感じ て し まう 。 それ で も カミ ー ユ の 身 を 実 じ る ファ 
は つ ! ゴゴ に 加わ る と 、MS パ イロ ッ ト に 
志 題 。 アー ガマ の 補充 パイ ロッ ト と し て グリ プス 
理科 に 参加 する こと と な っ た 。 も と も と が 若 通 の 
少女 で あり 、 お 世辞 に も セン ス が ある と は 言い 
難い が 、 埋 況 の 悪化 と 彼女 の 強い 意志 が 戦 
線 離 脱 を 許さ ず 、 戦乱 を 最後 まで 乾い 抜い て い 
る 。 それ と 同時 に 戦災 孤児 の シン タ や クム の 親 
代わ り と な り 、 人 間 的 に も 著しく 成長 し た 。 その 
結果 、 時 に は 衝突 し つつ も カミ ー ユ に 従い 、 非 
情 な 現実 に 向き 合う 後 の 心 を 支え る 存在 に まで 
な っ た の で ある 。 主 な 挫 乗 機 は メタ ス 。 


「 フ ァ ・ ユ イリ ィ の 母 


FA'S MOTHER 


ダリー ン ノ ア 1 の ハイ スク ー ル に 通う ファ ユイ リィ 
る 還 事 要 宇 化 が 廷 む 

軍 間 作者 と その 家族 が 多 

一 切 関係 の な い 民 間 

か ら こそ ガン ダム Mkr1 痛 春 

に 関す る 事情 聴取 で ティ ター ンズ に 回れ て 行か 
れ た 抵抗 する 術 を 持た な か っ た の で ある 。 


[i mM5 sf 19 


ファ ン ネ ル 
FUNNEL 


サイ コミ ュ ・ シ ステ ム に よっ て 遠隔 揉 作 さ れる 
無人 攻撃 端末 の 総称 。 一 年 戦 争 で ジオ ン 公 
国軍 が 開発 し た 無人 攻撃 端末 ビッ ト と 原理 的 
に は 同じ で あり 、「 フ ァ ン ネル 型 ビ ピット 」 「 フ ァ ン 
ネル ・ ビ ピッ ト ] と 呼ば れる こと も ある が 、 単に ファ 
ン ネ ル と 貼 す の が 一 般 的 と な っ て いる 。 た だ | 
原理 は 同じ で も ビッ ト ヒ ファ ン ネ ル の ! 
定 的 な 導い が ある 。 内 華 ジ ェ レ ネー ター の 有 短 
で ある 。 エネ ルギーCAP 技 術 が 未成 式 だ っ た 
一 年 電 争 当時 に は 小型 商 末 に 接 載 で きる ほ 
と の エネ ルギーCAP は 存在 せ ず 、 その た め ビッ 
専用 ジェ ネ レ ー タ ー の 搭載 を 祭儀 な くさ れ 
た め ピ ッ ト の サイ ズ は 増大 し 、5m 以 上 
に も な っ た の で ある (それ で も MS の 平均 サイ ズ 
より 小さ いた め 、 秒 屋 性 は 保 た れ た )。 し か レグ 
リプ ス 載 役 の 頃 に は MS 開発 技術 も 著しく 発 
寿し 、 エネ ルギーCAP も 小型 化 が 進ん 


フォ ウ ・ ム ラサ メ 

FOUR MURASAME 
ムラ サメ 研究 所 で 人 エニ ュー タイ プ (強化 人 
間 ) の 拉 体 と な っ て いた 少女 。 4 番目 の 和 験 
佑 で ある こと か ら 「 フ ォ ウ 」 と 名 付 
本 名 は 不明 で ある 。 また 過去 の 記憶 ち 失っ て 
ちり 、 研 究 に 協力 すれ ば 記憶 を 取り 戻し て や る 
と いう 約束 を 信じ て さま ざま な 実験 に 参加 し た 。 
U.C.0087.06.29. ター ンズ へ の 協力 を 強 
要 さ れ た ムラ サメ 研 は 、 フォ ウ と 可変 MA サイ コ ・ 
ガン ダム を 引き 濾し 、 以後 、 彼女 は ティ ター ンズ 
に 入る 。 そし て カラ バ の アウ ド ムラ を 
、 ガ ンダ ム Mk-T 


龍 い : 


さら に 競 度 か の 運 秘 を 通し て カミ ー 
た フォ ウ は 、 英 味方 


な 強化 処置 を 施さ 
の 被験 体 に され る 。 
ユ と 再会 し た フォ ウ は 一 締 に 脱出 を 図る 
が 、 戦 場 の 重苦しい 夫 囲 気 と 、 サ イコ ・ ガ ンダ 
ム に 搭載 され た サイ コ ・ コ ント ロ - 
ら 戦 開 を 開始 。 ユ の 説得 で 再 
取り 戻す が 、 その 直径 ジェ リド ・ メ サ の 攻撃 か ら 
ミー ユ を 旗 っ て 戦死 し て し まう 。 ティ ター ンズ 
利用 され な が ら も 健気 に 生き よう と し た フォ ウ 
の 死 は 、 カミ ー ユ の 心 に 深い 俺 を 残し 


| ブラ ン ・ ブ ルター ク 


BURAN BLUTARCH 


ある オー クラ ンド の 動 
属す る MS パイ ロッ ト 
き 


面 か ら 採 所 され た 鉱物 資 涯 を ラグ ラン ジ . 
と し て 利用 され 


つい て か 5 は 


フラ ウ ・ コ バ ヤ シ | 
FRAU KOBAYASHI 


この 都市 の 穫 胡 が 見 て + ぁ と ぃ 3 も | | プラ イト ・ ノ ア | 
の で ある 。 その た め [フォ ン ・ ブ ラウ ン を 制す る 
は 宇宙 を 机 す 6」 と まで 言わ れ 、 戦 が 人 生 


後 、 カッツ を アム ロ の : 
キッ カ は ニホン に 向 


残し て 、 フ ラウ と レツ 


し て いる 。 以後 
、 伝 説 的 北 : 
な く 発 手 し て 多く の 作 電 


ライ シグ ニア ニ マニ 


| FLYING ARMOR | 


エゥーゴ が 運用 し た MS 用 大 気 国 突 和 装備 
エゥーゴ と アナ ハイ ム ・ エ レク トロ ニク ス 社 が 
に ZZ 計画 (ブヒ 
カ 大 気 園 突入 


コラン クリ シ ィ ビダン 
FRANKLIN BIDAN 


流 の 上 を 流 る よ 
て 空力 加熱 の 影響 を 


紅 ウン ) パプ テマ ス ・ シ ロッ コ の 密命 を 愛 

た サラ ・ タ ビア ロフ が 、 ア ー ガ で の 提 作 の た め 

潜入 。 そこ で カミ ー ユ ・ ビ ダン と 再会 し 、 穏やか な 
Cy 
まう 


ー マ ー は 優れ た 機能 性 を 
は ガレ ダム の MA 計 ウェ 


、 家族 の 関係 は 冷え 切っ て ブルネイ] アレ キサ ンド リア ( 左 ) か 5 バス ク を 移送 
ル ガ リ ー タ と いう 形 人 を 固 っ て 


受け て い : 


する プリ ッ ジ ・ オ ペ ベレー ター 
ガン の 命令 に よ | 
ジャ マイ カン 束 死 後 は 


ブル ネイ の 艦長 


| CAPTAIN of BRUNEI 


[フラ ティ イン 地球 男 回 載 首 から 地上 に 
MSGe 江 り 作る 
[ブル ネイ の 秀長 】 > で ある バス ク 


オム (を ) を 前 いるか 也 気味 の 護 (お 
と 


BLOSSARY 


ブレ ックス ・ フ ォ ー ラ 

BLEX FORER 

地形 連邦 軍 高官 で ある と 同時 に 志 球 達 都 詳 
会 に 籍 を 置く 議員 で も ある 。 ティ ター ンズ の 台 
頭 を 危険 視 し た ブレ ックス は 密か に 有力 者 や 
民間 企業 に 接触 し 、 エ ゥ ー ゴ を 結成 。 その 指 
導 者 的 な 立場 に 就く と 、 テ ィ タ ー ン ズ の 行動 を 
牽制 し た 。 さら に 議会 工作 を 行い 、 テ ィ タ ー ン 
ズ の 規模 縮小 を 図っ た 。 ティ ター ンズ に 連邦 
宣 の 指揮 権 を 委譲 する と いう 議案 を 撤回 させ よ 
うと し た の も ブレ ックス で あ 
れる 直前 、 プ レッ クス は 何者 か 
れ て し まい 、 志 を 完遂 する こと な く 果て て いる 。 


ベー ス ・ ジ ャ バー 
BASE JABBER 


グリ ブス 戦役 の 頃 に 地球 連邦 軍 と ティ ター ンズ 
が 利用 し て いた 大 気 園内 用 SFS (サブ ・ フ ラ 
イト ・ シ ステ ム )。 MS を 2 機 搭載 し た 状態 で 飛 
行 で きる ほか 、 底 部 の ホバー・ ユ ニッ ト を 使っ 
て 地上 や 水面 を 滑走 する こと も 可能 で ある 。 
また 機 首 に は メ 方 粒子 確 が 1 門 搭 筑 さ れ て お 
り 、 火力 増強 の 役割 も 果たし て いた 。 ちな み に 
ャ パー の 機体 コン トロ ー ル は 搭乗 し 
ら 行 っ て いた 。 


ノズル を 備え る 。 2 機 の WS を 折 生 可 攻 。 


ベル トー チカ ・ イ ル マ | 
BELTORCHIKA IRMA | 


ー ラ イブ や 衝 人 人 間 が 3 す る 
ー タ イブ に は 精神 
的 を プレ ッ シ ャ ー と し て 感じ られ る こと が ある 。 
充分 に 強力 な プレ ッ シ ャ ー は 相手 の 戦意 を 減じ 
させ た り 、 肉 体 的 な 束 疾 を 生じ させ る 。 その た 
め ニ ュー タイ プ 同 士 の 戦い で は 、 プ レッ シャ ー 
に よる 応酬 が 積極 的 に 行わ れる こと が ある 。 


ベルトーチカ ・ イ ル マ 】 アム ロ の 許 
そ 革 っ た ベル トー チカ は 、「 交 の 飼 
揮 で 男 を 客 い 立た せる こと が で きる 
の な ら 、 女 は それ を する と きも ある の 
よ 」 と 悪びれ る こと な く 言っ て の け 
た 。 アム ロ は 近 す 計 業 を 失 
結局 は 彼女 の 言う 通り に な っ 


エゥーゴ を 支援 する 地上 の 反 地 球 連邦 組織 カ 
ラバ に 所 属す る 女性 。 カミ ー ユ ・ ビ ダン と クワ 
トロ ・ パ ジー ナ を 中 定 に 記 す べく 、HLV の 打 
ち 上 げ 設 備 が ある ヒッ コリ ー 基 吉 ま で の 実 内 役 


と し て アウ ドム ラ と 合流 し た 。 その 際 、 ニ ュー タ 
イプ と し て 名 高い アム ロ ・ レ イ と 出会い 、 戦 い 
に 術 怖 する 彼 の 姿 に 興 叶 を 授 き 立て ら : 示 


し て 色仕掛け で アム ロ を 奮起 きせ 、 彼 の 復活 
を 促す こと と な る の だ が 、 そ の 性 切な や り 方 は 
時 に 周 固 の 反発 を 拍 い た 。 中 で も カミ ー ユ と は 
そり が 合わ ず 、 ガ ンダ ム Mk-Tf を アム 口 に 裏 っ 
て 欲し いな ど と 無神経 な 言動 か ら 旗 離 を 置か れ 
ムロ に 惹か れる 一 方 で 、 ク ワ ト ロ の こと 
は 快く 思っ て いな か ライ ・ ノ ア は ペル トー 
チカ を た し な め 、 も っ と じっくり と 他人 と 付き 合っ 
て いく こと も 必要 だ と 論 し て いる 。 その 足 告 が 
功 を 奏し た か どう か は 定か で は な い が 、 エ ゥ ー ゴ 
が ダカール の 地球 邦 政府 議会 を 占 抱 し た 頃 
に は 、 激しい 琶 情 の 起伏 は 鳴り を 潜め 、 


ヘレ ン ヘ レン 


ジャ ブロー の 地球 連邦 基地 か ら カ ラバ が 強 
奏し た 大 型 輸送 機 アウ ドム ラ に 備え 付け られ て 
いた 石鹸 の 銘柄 。 等 り が 良い こと で 女性 の 問 
で 愛用 者 が 多い らし く 、 ペ ベル トー チカ ・ イ ル マ も 
ヘレ ン ヘ レン の 香り が 好き だ と 口 に し て いる 。 


みせ た 。 初対面 の 女性 の 思わ 行動 に アム ロ は 目 
を 白黒 させ た が 、 り の 間 の 喘 張 を ほぐす こ 


BEN WOODER 


ブラ ン ・ ブ ルター ク の 副官 を 務め る 男性 。 ヒッ 
コリ ー 基 地 で の 戦闘 で ブラ ン が 戦死 し て 以来 
スー ドリ の 衝 長 代理 に 着任 し 、 ア ウド ムラ 追撃 
を 指揮 し た 。 その 一 環 と し て ムラ サメ 研 究 所 と 
渡り を 付け 、 強 化 人 間 フォ ウ ・ ム ラサ メ と サイ 
コ ・ ガ ンダ ム を 供出 させ た 
を 使っ て ミラ イ ・ ノ ア 母 子 を 人 質 
目的 の た め な ら 手 段 を 選ば な い 人 物 で ある 。 し 
か し 思っ た ほど の 載 果 が 挙げ られ ず 、 操縦 プロ 
グラ ム を 書き 換え 、 自ら サイ コ ・ 
し た こと も あっ た 。 だ が 満足 に に 
コン トロ ー ル を 奪わ れ 明 け 渡し て いる 。 最後 
は スー る アウ ドム ラ へ の 体 当 た り を 試み 
その 隊 、 ユ ・ ビ ダン を 宇宙 に 上 げ る 
艦内 の ブー スタ ー を 持ち 出し た フォ ウ に 
銃 を 向け る 。 その 後 、 自ら 機銃 刻 に 着い て ブー 
スタ ー に 取り 付い た ガン ダム Mk-T を 狙っ た が 、 
アム ロ ・ レ イ の リッ ク ・ デ ィ ア ス に 葬 ら れ た 。 ち 


ドリ で の 体 当 た り を 決意 し た 際 、 直属 の 部 下 
が 肖 邊 命令 を 拒ん だ こと か ら も 、 ウ ッ ダ ー が 上 
宣 と し て 章 敬 を 集め て いた こと が わか る 。 


[ペン ・ ワ ウッ テー] ブラ ン が ティ ター ンズ の 台頭 に いい 
は 「 今 は ティ ター ン 
ed 
を 包ん で いる の は 、 彼 の 
信念 を 表す た め の パ フォ ー マ ンス だ と も 考え られ る 


ロ ・ パ ジー ナ と 共に グリ ー ン ・ オ アシ ス へ の 威 
力 偵 察 に 参加 し 、 ガン ダム Mk-T 強 奏 に 壇 カ し 
た カミ ー ユ ・ ピ ダン を 保護 し た 。 これ は 、 
ユ が ニュ ー タ イプ で ある こと を 期待 し て の 処遇 
で ある 。 同じ よう に ティ ター ンズ を 離反 し た エマ ・ 
シー ン も 保護 し て いる が 、 ご : 
と し て 期待 し た だ 
た こと が 要因 らし い 。 実際 、 ヘ ン ケ ン は 事 あ る 
ご と に エマ に アブ ロー チ を し て いる が 、 生 真 面 
目 な エマ は 彼 の 想い に 応え よう と し な か っ た 。 そ 
れ で も めげ ず に エマ を 慕い 半 け た の が ヘン ケン 
と いう 人 物 で ある 。 U.C.0088.02.21 に 葵 生 
し た コ ! レー ザー を 巡る 鞭 闘 で 、 被 弾 し 
た エマ の ガン ダム Mk-I を 底 っ た の も 、 彼 女 を 
っ て の こと で ある 。 そし て エマ の 無事 
を 確認 し た の ち 、 艦 の 爆発 に 巻き 込 

を 落と し た の だ っ た 。 


ほ 


ホウ セン カ 
HOUSENKA 


U.C.0083 一 0087 に か け て 運用 され た 天気 
国 突入 カプ セル 。 機体 サイ ズ は 人 ひと けが 
と 乗れ る だ けし か な く 、 武装 も 施さ れ て いな 
その た め 戦 闘 に は 不向き だ が 、 小 型 と いう 利 
点 を 活か し て レー ダー 網 を 巧 


アー ガマ 隊 の レコ ア ・ ロ ンド が ジャ ブロ ー 革 地 
へ の 潜入 に 用 いて いる 。 


に し て 和 す 5、 その 所 
わし く な い は ほど 大 き な ス ラス 
、 加 問 性 能 は か な り の も の 


| 
は 


7 披 自 に 組織 し た 讐 奉 機 構 に 
アウ ドム ラ が ニュ ー ホ ンコ ン 
ンコ ン 市 長 に 掛け 合 
の 特 季 謙 員 を 借り 
屋 け た 。 そし て 窟 ら の 調査 綱 を 利用 し て アウ ド 
い 人 物 (ミラ イソ ア 還 子 ) 
の 身柄 を 拘 実 。 彼 女 た ち の 解放 を 条件 に アウ 
ドム ラ の 引き 濾し を 要求 し た 。 し か | 
イ と カミ ー ユ ・ ビ ダン の 活躍 に よっ 
は 無事 に 教 出さ れ て いる 。 


ラミ ス 改 級 巡 洋 | 
控 を 執る ガル バル ディ 8 部 鐘 の 王 紙 で も ある 。 
アー ガマ 追撃 任務 を 実行 する ティ ター ンズ に 徹 
カカ し 、 サ イド 1 宏 域 で アー ガマ 隊 と 交戦 し た 。 し 
か し この 戦闘 で ライ ラ は 戦 区 。 その 後 の ポ スニ 
ア の 消息 も 不明 で ある 。 航 長 は テッ ド - ア ヤ チ 。 


付き の 胡 を ハー 
け 、2 本 の レバ ー と 体重 移動 


られ る も の の 、 う まく 気流 を 捕 、 相当 な 
理 離 を 飛行 で きる 。 地球 は も ちろ ん コロ ニー 内 
で も 運用 可能 で あり 、 か つて カミ ー ユ ・ ビ ダン は 
ホモ ・ ア ビス 組 扶 大 会 で 優 詳し た 経験 が ある 。 


地球 に 陸 下 し て いた カミ ー ユ ・ ビ ダン が アー ガ 
| に 持ち 帰っ た 土産 品 の ひと つ 。 立体 画像 を 
録画 し た ホロ テー プ だ が 、 内 容 に 関し て は よく 
の て いな い 。 た だ し トー レス が し つこ く 見 せ 
に 要求 し た と ころ を 見 る と (し か も エマ ・ 
、 な に や ら ア ダル ト な も の 


ポリ フー ク ・ サ マー ツン 
| BOLINOAK-SAMMAHN 


パプ テマ ス ・ シ ロッ コ が 設計 と 製造 を 行っ た 
PMX 系 MS の うち の 1 機 。 ミノ フス キー 和子 散 | 
布 下 で の 債 察 ・ 寄 赤 模 能 を 年 宰 し た 設計 が 成 
され て お り 、 頭 部 に は レ ド ー ム 、 左 議 
チ ・ セ ン サ ー が 内 琴 さ れ て い 
察 用 MS と は 異な っ て 武装 が 充実 し て いる の も 
特徴 の ひと つ で る り 、 特に 右 院 の 大 型 シ ー ル ド 
に 設置 され た シザー ス で 標的 を 捕捉 し 、 拉 り 潰 | 
す と いっ た 格 野戦 を 得 章 と し て いる 。 と は いえ 
他 の PMX 系 MS ( ジ ・O や パラ ス ・ ア テ ネ ) と 
比較 する と 火力 が 低く 、 債 究 機 の 域 を 説 する こ | 
と は な か 
ン は 他 の PMX 系 MS と の 退 携 を 前 探し し て い 


た と され る 。 だ が 実際 に は ほとん ど 連 携 は 見 5 | 
れず 、 格 製 戦 主 何 の 運用 が 多かっ た 。 主 な 搭 
業者 は サラ ・Y ビ アロ フ 。 


モー 
MICROWAVE 
電 因 波 の 中 で 最も 短い 波長 を 有する も の で 、 


マイ クロ 波 と 呼ば れる こと も ある 。 舞 線 や 笑 星 
| 用 され 、 送信 下 離 や 大 気 
『 ほ と ん ど な い と いう 特 和 
め 宇 害 世紀 で は 、 静 止 害 星 渦 


する 大 に 用 いら れ て いる 。 
同人 と れる 半 志 半 民 の 絡 織 が 
発電 衛星 を 管理 し て お り 、 マ イク ロウ ェ ー ブ に 
変換 し 


地区 は 大 誠 な 1 


マウ ウド ジジ ラオ 


MOUAR PHARA0H 


ジャ ブロ ー 基 地 か 
中 、 必死 に 生き 延び よう と する ジェ リド 
ti を 引か れ 、 彼 に 手 を 差し 出し た 。 それ が 緑 
と な っ て 彼女 は ジェ リド の パー トナ ー と な り 、 パ プ 
マス - シ ロッ コ の 指揮 下 に 入る こと と な っ た 。 以 
後 、 ア ポロ 作戦 を は じ め と する いく つも の 戦 且 
出撃 し 、 ジェ リド の サポ ー ト 役 を 務め て いる 。 時 | 
郊 く な けり 過ぎ る 悪 の ある ジェ リド が カミ 
と の 戦闘 で 冷 醒 で いら れ た の は 、 彼女 に 負う と こ 
ろ が 大 きか っ た と 言え よう 。 5 に 


て お り 、 最 愛 の 人 を 奪わ れ : 
し みか ら カ ミー ユ へ の 起り を 増大 させ た と いう こと 
だ 。 主 な 搭乗 機 は ハイ ザッ ク 、 ガ ブス レイ 。 


ャ ブロ ー 保 攻 作 戦 を 決定 し た 
で の こと だ が 、 その 強硬 な 作戦 内 容 | 
ナ は 額 を し か め て みせ た 


MASADA 


カク リコ ン ・ カ クー ラー の 部 下 で ある テ . 

ズ の MS パイ ロッ ト 。 月 面 郡市 アン マン 

エッ ー ゴ の 動向 を 探っ て いた 。 そし て アー ガマ 

ガ ア ンマ ン に 寺 溢 し た こと を 知り 援軍 要請 の 
・ ダ ニン ガン を 訪ね て いる 。 


| マト ッシュ | 
MATOSH 


グリーン ッ ノア: 
ジェ リド ・ メ サ に 臣 り 損 か っ : 
衝 問 し た 。 その 際 、 カ ミー ユ を エッ ゥ ー 


者 と 決め つけ た マト 
相手 が 口 を 


ゴ の 関係 
容赦 の な い 質 問 を 
いと みる や 、 警棒 で 
て いる 。 し か し この 行為 が 


ユ の 恨み を 買い 、 
受け る こと 


味 な 仕返し を 


機動 戦士 アガ ンダ ム 


BLOSSARY 


Ee 
MANACK 


マラ サイ 
| MARASAI 


ク の ひと り 。 アス ト 
MS の 整備 作業 


ク 】 著作 粗 の 不 基 を 突 か 
ロサ ミィ 制止 で まず 、6 ぎ 
まっ た 


マニ ティ "ペン デカ 
MANITEE MANDANA 


地 百 較 邦 軍 の 玄 性 士官 (アイ リッ シュ 散 の 艦 

だ に する 説 も ある ) 。 エッ ー ゴ の 活動 に 賛同 
し 、 ティターンズ の 横暴 な 手段 に は 反 
た 。 だ が 当時 の 連邦 軍 内 部 は ティ ター ンズ の 


あか ら 5 さま に ティ ター ンズ 
で も グラ ナダ 
ンド リア へ の 補欠 を 断る な ど 
ゴ に 協力 し て いた 


ハイ ザッ ク の 発展 穫 を 目指 し て アナ ハイ ム ・ エ レ 
クト ロニ クス 社 (AE) が 開発 し た 機体 。 ティ ター 
ンズ に 対抗 する 戦力 を 求め た エゥーゴ が 新型 
機 の 開発 を 依頼 し 、 ジ ェ ネ レー ター 出力 の 強化 
や ガン ダリ ウム Y ( に よっ そ , 本 
格 的 な 
いた 。 と ころ が エゥーゴ と の 関わ り を 細 わ れ た AE 
は 、 その 追求 を か わす た め 、 ティ ター ンズ に 譲渡 


用 機 と な り 、 エ ゥ ー 


こと と な っ 後 

ク 部 隊 の 指揮 官 機 と し て 運用 され 、 次 期 主力 
機 候補 の パー ザム 開発 以後 も 連邦 軍 の 一 角 
を 謙 え 続け で いる 。 主 な 搭乗 者 は ジェ リド ・ メ サ 、 
カク リコ ン ・ カ クー ラー。 サラ ・ ザ ビア ロフ . 
マリ ン ・ ハ イザ ッ ク 


MARINE HIZACK 


一 年 戦争 時 に ジオ ン 公 国軍 が 開発 し た 水中 
用 MS を 地球 連邦 軍 が 接収 し 、 改 修 を 施し た 
機体 。 グリ プス 戦役 の 頃 は ニュ ー ホ ンコ ン 地 
区 に 配備 され て お り 、 ア ウド ムラ を 追尾 する べ 
と は いえ ペー ス と な る 
機体 が 旧型 機 で あっ た こと か ら 基 本 性 能 は さぼ 
ど で も な く 、 得 意 な は ず の 水中 戦 で も ガン ダム 
に 圧倒 され る 有 様 だ っ た 


の 父 、 フ ラン クリ ン ・ ビ ダン が グ 
に 愛人 。 栓 の ヒル ダ は | 
マル ガリ ー タ の 存在 に 勘 付 いで いた が 、 研究 に 
没頭 する あま り に 夫 を 無視 し で ある 
その た め フ ラン クリ ン も ます ます 家庭 を 願 みな く な 
4 = 取り 残さ ぐれ た 
両親 に 対し て 複雑 感情 を 抱く ば か り だ 


恒 信 | D5 ser 15 


ET 


| ミネ: ラオ "ザビ | 
| MINEVA LAO ZABI 


ドズル ・ ザ ビ と ゼナ ・ ザ ビ の 間 に 生 まれ た 


ジオ ン 公 国 の 数 | て ザビ 家 : 
し まっ た た め 、 唯 一 ミネ バ だ けが ザビ 家 の 血 般 


な る 者 と な る 。 グ レミ ー・ ト ト の よう | 
案 の 関 係 者 を 名 乗る 者 も いる が 、 公 式 に 
ネバ が 唯一 の 稿 子 と され て いる 。 戦 多 終 結 後 
の 時 点 で まだ 赤 パ は 、 公 国軍 残 
に 移動 。 その 地 で ザ 
ビ 家 の 女王 に 困り 上 げ ら れ 、 来 る べき 地球 帰 
遂 と ザビ 家 笛 尋 の た め の 象徴 と な っ た 。 そし て 
ULC.0087、 グリプス 戦 入 の 最 中 に 地理 民 へ 
と 帰 思 し た アク シズ は ミネ パ の 名 を 掲げ て 戦乱 
に 介入 。 コロ ニー・ レ ー ザ ー を 巡る 埋 闘 で ティ 
ター シズ が 減 亡 し 、 エ ゥ ー ゴ も 状 問 し た と みる 
や 、 地球 園 支配 に 柴 り 出し た の だ っ た 。 と は い 
の 計画 は ミネ パ の 後見 人 と な っ 
夢 で 行っ た も の で あり 
の 力 以 外 は ほとん ど 無 
た 。 し か し 幼い ミネ パ に バハ 
マー ン の 思惑 が わか る は ず も な く 、 後 見 人 を 信 
する 彼女 は 唯 々 庶 々 と ハマ ー ン の 指図 に 従 
の で ある 。 


ビ 


| ミラ イ ・ ノ アァ 


一 年 戦争 時 、 ホワ イト ペー ス の 操 能 手 を | 
いた 女性 。 終戦 後 は ブラ イト ・ ノ ア と 
エイ と チェ ー ミ ン の 一 男 一 女 の 母 と な っ 
宇宙 勤務 の ブラ イト と は 離れ 苑 れ で 生活 する こ 
と を 宗 位 な くさ れ て いた が 、 良 き 味 と し て 子 人 た 
ち を 育て 上 げ る 。 U.C.0087 に お ける グリ プス 
戦役 に お いて は 、 住 ん で いた ジャ ブロ ー 基 地 を 
技 け 出し 、 
込む 。 ブラ イト の 希望 通り 子供 
て る べく 、 コロ ニー 行き の 切符 を 求め 
ンコ ン に 境 り 、 ア ムロ ・ レ イ や ハヤ ト ・ コ バ - 
と 再会 。 その 際 に エッ ー ゴ の 関係 者 と し て : 
ター ンズ に 人 質 に され る が ユ ・ ビ ダン ちら 
の 活躍 に よっ て 助け られ る 。 その 後 、 ス 
ー・ ル オ の 提 助 を 受け イン ド へ と 向かっ 


容 船 コー ラル オリ エン タル 号 に 乗り 
宇宙 で 育 | 
ー ホ 


イ ・ ノ ア 】 アム ロ に 対す る ペル トー 


柄 李 的 過ぎ る 補欠 に 感じ る も の が あり 。「 あ な た 
用 便 に 他人 の 心 の 中 に 入り 込み 過ぎ ます | と 
同士 の 間 係 急ぎ 過ぎ な いよ うに と 制 し て いた 


ムー バブ ル ・ フ レー ム 
MOVABLE FRAME 


trite これ は 装甲 その も の が 
る 外 箇 構造 を 成 し て いた 
それ に 対し て 第 二 世 代 MS は 人 体 の 骨格 に 相 
当 する フレ ー ム に 装甲 材 を 設置 する スタ イル を 
用 し て いる 。 この よう に 装 支持 な し 
こ 機 体 を 支え る 構造 を ムー パブ ル ・ フ レー ム と 


呼ぶ 。 ムー パ ブル ・ フ レー ム の 採用 は MS の 
可動 範囲 に 区 命 を も た らし 、 人体 に 匹敵 する 
動き を 可能 に する まで に な っ た 。 また 装甲 が 補 


弾 し て も 機体 構造 その も の に 影響 
に 修理 も 容易 と いう 利点 が ある 
パブ ル ・ フ レー ム は 短 時 間 で MS 開発 現場 に 
漫湖 し 、 さま ざま な 機体 に 失 載 され 
た 。 グリ プス 戦役 以降 に 可変 機 が 頻 
は ムー パブ ル ・ フ レー ム の 患 恵 に は か な ら な い 


レー ム が 搭載 され た ガン ク 
東 さ れ 、 フレ ー ム 骨 燃 も 流出 す 


ムサイ 改 級 軽 巡洋艦 


| MODIFIED MUSAI CLASS 


者 の 充実 主 陣 と し た 
る 。 と は いえ 同時 期 の 新鋭 散 


力 が 著しく 制限 され て お り 、 せ っ 
級 も 充分 な 数 が 揃え られ な 


【 ム サイ 履 統 経過 洋 秀 】 テ 


され た 共和 国 は 、 や む な 
3 = の 邊 
中 四 (アポ ボロ 作戦 ) に 投入 され 
制 # 組 っ て いる 


a | 


LLCEzZPZ73 


NN : ; neD5 se 15 


| ム ソ ー ル | ] 
MUSSOL A め 


| メメ ー ン ・ メ ックス | 
| MEZ0ON MEX | 


サイ ド 7 の コロ ニー、 グ リー シ ・ ノ ア ] 
民間 人 の 少年 


レッ サー ラ ) 大 動 性 だ け で な く 。 MS 形 紅 で は 條 れ た 格 住 能 も 示し た メッ サ 
本 計 に 起 還 す る も の で あり . ガ ブス レイ を は じ め と する 邦 車 MS の 同 介 に も ゆな か ら 昌 


| メガ ・ ラ ンチ ャ ー メッ サー 
MEGA LAUNCHER | | |Messaa 
が 運用 し 


PMX 系 MS 


MS 用 の 大 型 メガ 


| ムラ サメ 研究 所 
MURASAME LABORATORY 


【 メ ズー ン メ ックス 】 宇 軍港 に 寄港 し た テン プ テ ー シ ョ 

を 見 学 し た い カ ミー ユ ( 左 ) は 、 病 欠 と 入っ て 各 活 
を 欠席 し よう と し た 。 これ に 想っ た メメ ー ン ( 右 ) は 有 
無言 さ ず 一 息 を 入れ た 


メー ル シ ュ トロ ー ム 作戦 | 
OPERATION MEELSTROM 


も 事実 で ある 


中 


包 
レー ザー に 接近 し 、 最 終 
分 を 制圧 する と いう も の で ある 。 コ 


ば ガ ・ ラ ンチ ャ ー】 地球 か ら 糧 因 す る クワ トロ ・ パ バラ 
ナ と の 会 濾 を 目 橋 す Z ガ ンダ ム に 寺 

ロフ が 用 いた の が メガ ・ ラ ンチ 

イザ ッ ク の うち 1 紅 は エネ ルギー 

昌 撃 で 機体 出 力 の は と ん ど を 使い 


メタ ス 
METHUSS 


図 を 
みず 、 巴 盾 を 


の 戦 語 を 続行 し て いた の だ 


レー ザー に 向け て 保 攻 を 開 絡 する こと に な る , 


| メガ ・ バ ズー カ ・ ラ ンチ ャ ー | 
MEGA BAZOOKA LAUNCHER MA で 


期待 


で a 
ンズ の 杏 下 を 務め る ハマ 
切れ ず 、 幸い は 層 の 度合 いも を 軍 め 


【 ム り 3 季 ヒル ダ の 死に バスク が 関与 し て いた の か ど 
プ ブリッジ で 尋ね る フラ ンク リ : F 
て は G 客 合 が 人 か 
パス 2。 その 言葉 に 、 ムリ ョ ( 右 ) は 
5 と 共に 耳 を そば だ で 


ラン チャ ー】 替 以 は 移動 形 を し て お り 、 攻 撃 す る 思 に 射撃 能 に 移行 。 この 映像 か ら も その | 【 メ タス 】 MS 形 電 
まで 軍 団 科 字 を 天 行 する 際 に は 、 他 の MS を エネ ルギー・ パ ッ ク 代 わり に も で きる 、 性 が 相 如 され て し まう 


機動 戦士 アガ ンダ ム 


L7 | mW05 mg16 
P まず ee 上 ライ ラ ・ ミ ラ ・ ラ イラ 
本 に + ィ ” とう で FE (アウ と ほ や | LILA MILLA RIRA 


洋 絡 ポ し 
り 、 在 富 な 経験 に 府 打 ち 
間 圭 問 を 行う 。 その 肛 ワ 


ヤ ザ ン ・ ゲ ー ブ ル 
メロ ッ ド モル ガル テン し つっ トー トー 0 
MELORD MORGARTEN ティ タ ズ し か し 作戦 の 過程 * 


コロ ニー に 筆 フ 
ンズ の 最 導 
も 連邦 宣 と し て の 請 り を 捨て 切 
アー ガ で 追撃 を 続行 する が 、 カ 
討た れ で し まっ た 。 最期 の 用 
ー タ イプ に 無 意 議 の 人 見 を 持 
され る 。 も っ と 早い 成 柴 
と で きれ ば 
b し れ か 


また 胃 い が も た ら す 英 天 感 を 
お り - 帳 い を 孝 民 す 


邦 軍 が 運 
橋 で 


ゆ 園 すさ 園 誕 


プス 圭 入 の 最終 局面 に お 
の 了 に 脱出 機構 が 働き 、 辛うじて 
な 搭乗 機 は ギャ プラ ン 、 ハン プラ 


モウ クサ 


ラム サス ・ 八 サ 


RAMSUS HASR 


a ラー ディ ッシュ 
RADISH 


TT hy > BT 
も 座 て ら か て いな モン ブラ ン され た アイ リ 
MONTBLANC 守 用 生 散 と し て 
木星 船団 り 監 間 的 な 監 能 と な 


JUPITER FLEET 


栖 全 に 必要 不可 欠 な 
リ を 木星 で 捧 折 し 

専用 の 栓 送 

で あぁ る 木星 開発 事 
は 栓 バルス ・ エ 


9B 介 km) を お よそ 2 
ゆめ 乗員 
柄 神 的 な 強 和 

所 属す る 著 


(ロッ ク が 麻 赴 され た こと や 
PPT TFT 
は 


4631 


森重 剛 ガン ダム 


員 lSSM 
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リッ ク ・ デ ィ ア ス ルオ 商会 
RICK-DIAS LUIO&Co. 
エッ ー ゴ ゲ 独 自 に 開発 し た MS。 新 研 材 ガン ダ し オ ・ ウ ー ミ ン を 竹 頭 と する 華 億 の 商 藤 集 . 
リウ ム Y (カンマ) を 初め て 使用 し た 機体 で あり ニュ ー ホ ンコ ン を 拠点 に し て 地上 の 者 都市 


ヴ な 外 酸 な が ら も 佐 れ た 標 動作 を 発 匠 店 を 広げ 、 世界 的 な 商業 ネッ トワ ー ク を 構築 


た 。 また 武装 も 難 守 で あり 、 エ その た め 経 済 界 だ け で な く 政 因 に 
ラン パイロット を 中心 に 配備 され た 。 ちな か な り の 発言 力 を 有 し 、 地 球 連 政府 
当初 の 機体 色 は 黒 系 続 で あり な 影響 力 を 有 し て いる 。 だからこそ. 


クワ トロ ・ バ て も 多 だ 
ー ナ の 機体 だ けが 赤 に 変更 し て / | ゆく ゆく は 連邦 の 支配 を 目 給 む ティ ター 
台 三 を 快く 思 ず 、 陰ながら エッ 
ラバ の 活動 を 支援 し た の だ っ た 


た 。 主 な 搭 


【 ル 商会 】 商会 の 手 に 格 か れ ば シャ トル の チケ ッ ト 

ちろ ん 、 還 事物 注 で きえ も 靖 単 に 入手 する こと が 
た だ し それ ほど まで の 人 力も を まめ る 

それ を 知ら ず 
用心 


品 
を 引か が 


レコ ア ・ ロ ンド 

リニア シート PECCOALONDE 
LINEAR SEAT の 女性 メン バー。 一 年 戦争 当時 は 月 
i で ゲリラ 活動 に 身 を 投じ て いた が 、 い 危 
第 二 世代 MS へ の 導入 を 度 切り に 、 以 欄 に 登 か 生き て いる 実感 を 


と ん どの 機体 
多重 関節 か ら 成る アー ム で 
よる パイ ロッ ト の 人 


ィ は 彼女 の 胸中 を 何 か 
う で ある 。 だ が 信義 を 還 ん じ る エ 
の 生き 方 を 否定 し 、 相 手 を 
本 な 搭乗 械 は メタ ス 、 メ 


ゆ ニ アー シー ト 】 回 は ガン ダム Mi + 
前 G 末 訂 が 妹 化 され トペ ルト は 千 わ な 


レツ ・ コ バ ヤ シ ロ ザ ミ ア ・ バ ダム 
ROSAMIA BADAM 


LETZ KOBAYASHI 


オー ガス タ タイ プ 研 究 所 で 育成 され た 
化 人 間 。 一 年 戦争 の 時 に 


て 以来 
われ て いる 
イブ 研究 所 に よっ て スペ ー ス ノイ ド や 
給 椅 感 を 埋め 込ま れ 、 埋 開 を 強 
は か し 次 生 に 精神 の 安定 度 を 
軍 が 派遣 し た 執事 や 齋 牙 絆 に 監視 され た 電 を 軽減 新しい 記憶 を 擬 


乏 状 態 で ある こと を ち が 知 る ご る 選 乱 状態 を 


度 も 丁 え 付け られ た 


の 区 別 も 


を 誠に し 、 き ッ カ と 共に 身重 の フ 
め 地 上 に 残り , ニ た 
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ロー レン ・ ナ カモ ト 
LOREN NAKAMOTO 


に 協力 する ニュ ー タ イブ 研究 所 
の 主任 研究 員 。 ロ ザ 
強化 処 仁 
ー タ イプ 部 
隊 の 管理 の た め に 派遣 され た 。 村 神 的 に 不安 
定 な ロ ザ ミ ア が カミ ー ユ ・ ビ ダン と 基 き 
に 押上 の 代わ り に ゲー ツ 


ナカ モト ロ ザ ミア 
て 許さ れ た 


の 居 き の 朱 
記憶 欄 衝 で ある 。 時 


アー 
ARGAMA 


の 旗艦 と 


H・ ジ ャ ジャ 
RJARJA 


用 MS。 白 兵 埋 
ド を 内 蔵 す 


[Z | mg05 mml1 


アク シズ アナ ハイ ム ・ エ レク トロ ニク ス 社 


AXIS ANAHEIM ELECTRONICS あ 


邊 で ある 小 馬 星 基地 。 摘 一 AE。 地球 国 で 最大 の コ 
机 争 の 末期 、 ハ マー ン ・ カ ー ニー・ ヒ ュー・ カ ー バ イン が 9 
機動 戦士 ガン ダム ZZ 5 

5 の 手配 や ZZ ガン ダム な ど 寺 カ 
テー ガマ に 全力 し た 


アイ ザッ ク 
EYEZACK 


開発 し た 債 府 用 MS。 ハイ ザ 
し 


アス トナ ー ジ ・ メ ドッ ソ アヌ 


ASTONAIGE MEDOZ ANU 


アフ リカ 沿岸 の 途 村 ビ 
ン が ネオ ・ ジ オン に 全 で 礎 わ れ て いる 


青 の 部 隊 


BLUE TROOPS 


アフ リカ 解放 戦線 
アッ グ ガ イ AFRICA LIBERATION FRONT 
年 戦争 終結 後 、 ア フリ カ 方 面 に 展開 し て 


AGGUY 


水陸 両用 MS。 ジャ 界 
ーー 種 で 、 属 関 理 に 重点 
また 、 その レプ リ 
在 し て 
a 紛争 を 角 読 する 勢力 
し 、 連 邦 政 府 に 戦い を 拓 , 
の 勢力 を 指す こと も ある 。 し 


ザー トロ 
歴 や 、 連 邦 政 


柏 動 料 士 ガン ダム ZZ 


GLOSSARY 


| アマ サ ・ ポ ー ラ 
AMATHA POLA 


の 給仕 を 提 当 する 
科 給 を 送る 


ARIUS MOMA 


ドラ に MS パウ と サイ 
て きた ネオ ・ ジ オン 


長 ダ ャ ー ル の 夫人 
の 移住 を 考え て いた 
を MS ズ サ や カ ザ C が 立て 
た 総 果 、 家財 一 式 を 失い 、 そ 
者 え た よう で ある 


ゲニ ュー タイ ブ だ か 
ダム MM. の 使用 許可 を グレ 
h、「 革 器 が ……・ | 」 と 内 心 で 


アル ピン 
ALVIN 


| ぃ 


イー ニノ: アッパー ブ 


は ダム ・ チ ー ム 
オン 胃 争 を 昔 い 抜 
どの バイ ロッ ト を 季 め る ほか 


医 座 。 ハン マ ・ ハ 
飼 し た Z ガ ンダ ム を 半 席 に 再生 し て [ザク] を 
造り 上 げた こと 
仲間 の な だ め 
は 、 ジ ュ ド ー ら ジャ ンク 屋 仲間 で も 


目 で 温和 な 性 格 を し て 


る た め の よ 


イリ ア ・ パ ソム 


ILLIA PAZOM 


ウォ シ ・ リ ー 
WON LEE 


A 浴 し た アー ガマ 


ア に 作戦 を 指 


宇宙 移民 船 カ シオ ペア 


SETTLERSHIP CASSIOPEIA 


ム を 改造 し た 簡 晃 客室 が ま 


ピン コム 】 イン コム が 実用 化 きれ た 
0089M と 言わ れる 。 ネオ "ジオ 

音 倒 に 2 攻 護 報 。 また » 
MS に も イン コム が 捕 載 きれ た と いう 記録 も ある 


ニー: 
[時 和 欄 民 般 カ シオ 
より も 乗客 用 6 
LT 

言う と 中 
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LOSSARY ーー [Z |] mg05 sm02 


に Ed | 


[Ls] 


オウ ギュ スト ・ ギ ダン 


AUGUST GUIDAN 


[ ぇ | 


エマ リー・ オ ンス 
EMARY OUNCE 


エル ピー・ プ ル エン ドラ 隊 
ELPEO PLE ENDRA CORPS 


る 宇宙 思 洋 艦 エ ンド ラ を 
称 。 U.C.0088.03、 地 
カー ン は 各 コ ロ 


RT 


エロ ・ メ ロ エ 
エル ゴ レ ア ELO MELLOE 
ELGOLEA 


リカ 解放 胃 線 の 「 青 の 部 際 


で 興 い 朱 か っ た が 、 池 遂 さ 


エル ・ ビ アン ノ 
ELLE VIANNO 
エン ドラ 級 宇宙 巡洋艦 


ENDRA CLASS SPACE CRUISER 


0] 人 理科 


な の YD】 ヵ が 表示 絆 に 一 痢 れる と 共に 杜 
【 る DTC FPP 
る と 黄 層 な 部 分 は あ 攻 一 次 


én a ォ ン 埋 争 補 項 に お ける 軽 共 の 属 開 に の を 発 拉 | 


ガザ ・ ス トー ム ・ 
フォ ー メ ーション 
GAZA STORM FORMATION 


セロ の 部 下 で ある 「 ガ ザ の 還 」 隊 
折 。 まず 3 機 の ガザ D が フォ ー メ ー 
周囲 を 高速 移動 
時 、 ガ ザ D は 移動 し な が ら 煙 幕 を 放 
開 し て お り 。 調 く 間 に 標的 は 視界 を 審 わ れ て し 
まう 。 こう し て 邊 手 の 反 渦 手 段 を 寺 じ 
攻撃 を 仕掛 ける と いう も 


「 ガ ザ の 嵐 」 隊 
GAZA STORM TEAM 


・ セ ロ 配 下 の ガ ザ D バ イロ ッ ト 。 パン 
ダ 、 ワイ ム 、 ピア ン の 3 人 で 構成 され 、 必 
役 扶 「 ガ ザ ・ ス トー ム ・ フ ォ ー メ ーション ] を 使う 
が 、 意外 と 見 掛け 押し だ 


カー ン 車 いる ネオ ・ ジ オン 軍 で は 
ハマ ー ン や ミネ パ ・ ラ オ ・ ザ ビ と いっ た 高 言 な 
人 物 の 只 稀 に あたる 役 宗 を ロイ ヤル ガー ド と 呼 
称 。 そん な ロイ ヤル ガー ド の た め に 2 機 1 細 と し 
て 開発 され た MS の 片割れ で ある 。 ガル バル 
ディ の B 般 を ペー ス に し て いる が 、 殺 対象 の 
右側 の 防 得失 当 す る た め 、 右 肩 ア ー マ ー が 
いる の が 特徴 と な っ て いる 。 グレ 


乱 で は キ ー ン の 格 乗 する ル 
ク の 護 箱 を 行い 、 そ の 身代わり と な っ て 撃破 さ 
れ た 。 主 を パイ ロッ ト は ニー・ ギ キー レン 


ガ ズ エ ル 
GAZL 


ガ ズ ア ル 同 様 、 ロ イヤ ル ガ ー ド 専用 機 と 
発 され た MS。 機体 性 能 や 武 導 
ビー ム ・ キ ャ ノン 兼用 ハイ バー・ ビ ピー ム ・ サ ー 
じ だ が 、 ガ ズ ア ル が 青 系 続 の カテ 
に 対し 、 ガ ズ エ ル は 赤 系 越 に 変更 さ 
側 の 防 復 を 担当 


ズ ア ル が 撃破 され た 後 も 
性 大 を 行っ た が 、 量産 型 キュ ベ 
の 集中 砲火 の 前 に 敗れ 去っ た 。 主 を パイ ロ 
ト は ラン ス ・ ギ ー レ ン 


【 ガ ズ エ ハル 】 絢 始 革 を 線 
春 疾 し た の ぁ ん ( 右 
琴 す る ゲー マル 


ガ ・ ゾ ウム 
GA-ZOWMN 
ズ の 最終 式 と な る 可変 MS。 音 部 


の 9 連 ミ サイ チャ 向上 し 
ナ パス ター を 装備 し 、 誌 
准 関 係 が 充実 AMX.006 ガザ D を 


戦 醒 穫 と する と 撃 拉 に 分 類 で き 
る 。 主 な 描 乗 者 は ゴット ン ・ ゴ ー 


EE 1 
か が 


ガ デ ブ ・ ヤ シン 


GADEB JASIN 


アフ リカ 貞 放 旨 線 を 指 探す る 錠 
ル ダ ー ヤ の 衛 を フラ ンク (西洋 人 
立 させ る べく 活動 
た 者 は 確 壊す る ] と 
を 加え た 


の を 土 。 ガ 

手 か ら 乏 
ラン ク の 手 拓 に まみ れ 
名 目 で 都市 に 対し 攻撃 


】 民族 緒 立 実現 
ネオ 


カブ ー ル 


CAPULE 


地球 許 下 作戦 用 に ネオ - ジ オン 軍 が 間 
水 藤 両 用 MS。 U.C.0088.08 の ネオ ・ ジ オン 
本 衣 の 地球 計 下 に 前 後 し て 実 半 撤 入 され た 
は 水 の 抵抗 を 権 良 
り 、 胸 部 や 財部 を 
で 、 水 中 
能 に し た 。 また 、 地 上 に お いて : 

勲 する 耶 力 を 発 搾 し 、 フ レキ シブ ル に 信 編 する 
朋 部 は 格 厨 革 で 有効 を 式 状 と し て 機能 する 


仔 敵 に 涼み を 帯び た 


FET 


し = 
KAMILLE BIDAN 


て / ・ シ ロッ コ を 
柄 神 が 其 壊し て 心身 表 失 状態 


ム ・ チ ー ム と 再会 し タイ プ 能 力 を 発 近 
レ て エル ピー・ プ ル を 助け た こと も あっ た 。 再び 
ファ と アー ガマ に 保 座 き 
ネオ ・ ジ オン 軍 に よる コロ 
精神 が 不安 定 と な り 、 フ 


カラ バ ・ 北 西アフリカ 地区 
の 責任 者 


アフ リカ 】| 


の メル リル 湖畔 に 位置 する カラ バ 
する 部 際 の リー ダ 必 下 
筆 に 補給 物資 を 提供 し 、 ダ ブリ ン 


カラ ハン 
CHARAHAN 


アフ リカ 地 困 還 狂 党 、 ロ ン メル 氷 の 形 
官 を 務め る 人 物 。 ディ ザー ト ・ ザ ク に 乗 
ダム ・ チ ー ム に 兵 ん だ 


ガル ス J 

GALLUSS-J 

キオ ・ ジ オン 軍 が 地球 攻略 用 に 開発 し た 隊 理 

用 MS。 生産 性 を 重 被 する と 同時 に 新 機内 の 

武 凌 (アー ム ・ パ ンチ 、 フィンガー 

が 徐 備 され 、 以後 の 機体 半 健 の 

に 利用 され た 。 生産 は 少 和 

な 失 本 者 は tn 
【 カ ミー ュ ・ ピ ビダン 】 青 一 ネオ 
オン 則 争 の 経 後 。 カ ミー ュ ( 

に 向かい 、 な 湊 で ファ (を 
一 牙 に まる 楼 見 られ た 
sas 4832 
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LZ | mm05 sD3 


キュ ペレ イ Mk-LI 
(エル ビー・ プ ブル 専用 ) 


QUBELEY Mk-T 


ガル ダー ヤ 


GALDIA 
| さま 


キー スロ ン 


KEITHRON 


アス 戦 笛 か ら 引き 続き 乗 


監視 者 


WATCHMAN 


キャ トル 


CATTLE 


ムー ン の 住人 が 神 
MS 開発 最初 期 


キュ ベレ イ Mk-L 
(ブル ツー 専用 ) 


QUBELEY Mk 


和 交 源 を 含有 する 鉱山 奇 星 
に 強制 竹 用 され た 者 が 
業 の か た わら 
ゆ を 展開 
ピン で あぁ 


キャ ラ ・ ス ー ン 
が 4 際 そ た ヵ 時 は 横 CHARA SOON 
ーー 騎士 道 精神 


CHIVALRY 


ガン ダム ・ チ ー ム 


GUNDAM TEAM 


CH 


BLOSSARY 


グレ ミー の 反乱 

GLEMY'S REBELLION 
ucooes 
ズ 六 大 に あ た 
突如 反旗 を 調 


ジオ ン 戦 
指 揚 を 軟 る 艦 
と 共に ア - 


に 反論 を 久 し た 
入 し た 大 型 MS。 多数 の 


グレ ミー・ ト ト 
GLEMY TOTO 


高い 攻撃 力 と JC.0088 に 元 発 
で ある た 
が 妹 力 過ぎ 搭 業 
本 神力 を 要求 する と いう 問題 


オン 一 の MS パイ 
E 下 だ っ た 


の 矢 設 を 機 に 頭角 を 現 


ゲ ゼ ( ゲ モ ン 機 ) 


GEZE (GEMON CUSTOM) 


義生 し た ブル や 
えれ る 時 が 来る まで 全 導 謗 原状 居 に 置か 
央 中 の 肉体 は ほとん ど 写 胡 
の 


マン サ は 。 キュ ペレ イ の 3 倍 
者 四 和 と き 種 メガ 幸子 細 を 姜 代 する 
300m を 時 える ラビ ア - 


ユイ リィ が ダブ プリ 


PFI 49.30 
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ゲ ゼ ( ヤ ザ ン 機 ) ゲル ググ ( 青 の 部 隊 所 属 機 ) コア ・ ベ ペー ズ 


CUSTOM GOOG of BLUE TRIBE CORE BASE 


の 地域 B 
解放 戦線 ] を 柄 

構成 され で 
前 の 


え 動 性 ・ 概 動 性 を 発 任 す る 。 其 面 
ル チ ・ ブ コア 3 x2、 ミ 


CORE 3 


7 部隊 色 の 青 
三 区 用 に 改修 
は ば 原型 機 と 同 准 の 能力 し か 
その た め 高 性 能 機 が 接 う ガ 
で 


点 李 培 に 成功 し た 


問題 を 抱え る こと に 


コー ルド スリ ー ブ 
COLD SLEEP 


宇宙 世紀 に 実 
状態 に する 技術 。 コー 
代 章 連 度 が 植 区 に 補 
必要 と され る 物質 消費 便 が 
成長 も 李 端 に 遅く な る た め 

に 吉 い て も 、 そ の 
計 め られ な 


ゲ モ ン ・ バ ジャ ッ ク ゲル ググ (マサ イ 和 機 ) コア ・ ト ッ プ 
N BAJACK GELGOOG MASAI CUSTOM CORE TOP 


U.C.0088 


し を 目指 す 


重 下 敵 機 。 根 普 


女性 が 埋 い を 挟ん だ 
で ある ダグ の 無念 を 時 


た め 航 空 機 と 


カ を 発揮 する 。 ネオ 
た 状 台 (コア 
され る 。 この 状態 


ゴット ン ・ ゴ ー サイ コミ ュ 式 ハン ド ・ ビ ー ム サエ グ サ ザク ・ タ ンカ ー 
eorNeon 。 PSYCHOMU HAND BEAM SAEGUSA ZAKU TANKER 
プス 圭 役 か ら の アー ガマ の 娠 秀 手 公国 還 が 間 発 し た と 思わ れる 
入港 し た 陣 に ヤ ザ > し の 妥 連 | 上 給 の 形状 が ザク 


彰人 
3 憶 の MS を 搭載 する 


また 寺 艦 に 搭載 す 
と 専用 ジェ ネ レ 


ザク HI 


サイ ド 3・24 バ ンチ 


SIDE3 24BANCH 


通称 「 タ イガ ー UC.0088 に は 
パ ・ ハ ロイ が 狂 業 的 な 支配 体制 を 重い 
‘ 目 を 恒 う も の が あり 、 住 
金 が 課せ られ 、 入港 し た 北 に 誤 
力 的 な 手段 に 訴え て 


時 で あれ | 
配 する な ど 庄 め られ ザク ・ マ リナ ー 
う 場所 柄 や 少 一 ZAKU MARINER 
オン 困 争 が 継続 中 と いう こと も あり 


サイ コ ・ ガ ンダ ム Mk-L 
PSYCHO GUNDAM Mk 


本 され て いた 


MA 形 馬 ( モ 


こと が 可能 で ある 


ダム に よっ て 撃破 され た 残 般 が アク シズ (ネオ ・ 


聞 ね る 頭 部 で 肌 


51-31 
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【 シ ュ ツ ルム ・ デ ィ ア ス . 
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サダ ラー シン . 
SADALAHN 


サト ウ 隊 長 


SATOH 


A 
SAMARN 


サン ドラ 


SANDRA 


第 一 次 ネオ 


ジオ ン 戦 名 
ン 軍 が 新た な 艦隊 放 稔 


グ ワ ダン 級 、 グ ワン パン 
級 を 上 回 る 能 体 サイ ズ と 武装 を 持ち 、 ネ 
オン 軍 (と 軍 を 指揮 する ハマ ー ン ・ カ ー: 
力 の 象徴 と な っ た 。 特に 2 連装 メガ 粒子 砲 を 
主 確 と する 対 艦 克 撃 能力 の 高 さ は 圧倒 的 で 
あり 、 同 時 代 の 連邦 軍艦 船 を 大 きく 上 回 っ て 
リュ ー ト に よる 大 気 園 突入 機能 を 
有 し て お り 、 こ の 機能 を 使っ て ダカール へ と 降 
下 。 地球 運 邦 議会 の 制圧 を 行っ た 。 


の 直 徐 に 族 尾 か ら パリ ュー ト を 展開 し て 大 気 と の 麻 近 
名 を 邊 断 する こと に な る 。 ちな み に 見 体 和 部 に ある 秀 
橋 は 宏 は ダミ ー で あり 本来 の 角 構 は 穫 近く に 目 立 
た な 設置 され て いる 。 この よう に 実戦 を 者 庫 し た 機 
構 が 随所 に 見 られ る の が 、 本 艦 の 特徴 と 言え よう 。 


サダ ラー ン の 艦長 


SADALAHN'S CAPTAIN 


グ ワ ン パン に 続い て ネオ ・ ジ オン 能 隊 の 放 能 と 
な っ た 、 サ ダラ ー ン の 艦 長 を 和 務め る 初老 の 士 
官 。 と は いえ ぇ 艦 の 指揮 は ハマ ー ン ・ カ ー ン が 掌 
所 し て いた た め 、 あ まり 目立っ た 活躍 を する 機 
会 は な か っ た よう で ある 。 


【 サ タラ ー ン の 族長 ] 年 馬 か ら 考え れ ば 上 公国 
人 と 思わ れる が 、 歴戦 の 笑 の 経験 や 才覚 も ハマ 

の 前 に は 及ば な か っ た よう で ある 。 だ が 人 
の 信頼 が 低かっ た わけ で は な く 、 有 能 な 補佐 役 と し 
て 活躍 し た 。 ハマ ー ン が IMS 軟 に 出向 い は 杉 
双 指 控 を 任 され で いる と と な どか ら 、 彼 の 力量 が わか 
る と いう も の で ある 


[ ゆ ビ 表 復 具 宣 言 ] サザ ビ 家 の 復興 
を し て 催 きれ た 祝賀 会 に 


た ハマ ー ン と ミネ バ 。 並み 居る 通 
邦 政 人 を 前 に 自ら の 成 光 を 
振り か ざし た の だ が 、 そ の 栄光 も 
4 月 あま り し か も た な か っ た 。 


ー 年 戦争 終了 後 、 共 和 制 に 移行 し た サイ ド 3 
(ジオ ン 共 和 国 ) で 隠棲 し て いた 公国 軍 残 党 
の ひと り 。 エゥーゴ や グレ ミー・ ト ト の 部 隊 か ら 
サイ ド 3 を 守る べく 、 マ シュ マー・ セ ロ が 指 探す 
ュ ツ ルム ・ 
に 任命 され た た め 、「 サ ト 
ウ 隊 長 と 呼ば れる こと が 多い 。 し か し 旧 公 国 
軍 の 理想 を 追求 する お: シュ マー の 命令 
を 聞こ うと し な か っ た た め 、 誠 殺さ れ た 。 主 な 挫 
琴 機 は シュ ツル ム ・ デ ィ アス 。 


サト ウ 硝 長 ] 一 年 戦争 を 体験 し た と いう 初老 の 男 
が は 依 疾 奏 え て いな い 

エル ・ ア ー ガ マ と の 再開 で は ブリ ッ ジ を 照準 に 提 ユ え 
た が 世 撃 の 直前 に イリ ア ・ パ ゾ ム か ら 独 軟 され た 。 


砂漠 の 控 


過酷 な 環境 下 で 生活 する 砂漠 の 民 に は 一 竹 
独特 の 百 俗 が あっ た 。「 砂 漠 の 錠 ] と 呼ば れる 
も の も その ひと つ で 、 不 文 律 で あり な が ら 、 夏 
漢 で 生活 する 人 々 の 行動 規 男 を 十 め た 重要 な 
も の で ある 。 詳し い 内 容 は 外部 に 伝わっ て こ な 
い が 、「 (砂漠 で) 還っ て いる 者 に は 救い の 手 
を 差し 伸 べ る 」 と いう 考え が 根底 を 成 し て いる 。 


イン ガバ ( 右 )。 


ザビ 家 復 興 宣言 


U.C.0088.08.31、 地 球 連 邦 政 府 議会 の ある 
ダカール に 入っ た ハマ ー ン ・ カ ー ン が 、 地 球 連 
孝 政 府 と 取り 交わ し た 約定 。 表向き は ネオ ・ ジ 
オン に サイ ド 3 を 裏 渡す れ ば 、 連 邦 に 対し て 危 
音 を 加え な いと いう も の で ある 。 し か し これ は 言 
外 に ザビ 家 再 興 を 容認 する こと を 含ん で いた 。 
後 、 サ イド 3 の ジオ ン 共 和 国 は 消滅 し 、 
ネバ ・ ラ オ ・ ザ ビ を 女王 と する 政権 
すなわち ザビ 家主 凍 の 国家 が 誕生 する こと に 
な っ た 。 ・ ジ オン 壊滅 後に この 宣言 
れ 、 ジ オン 共和 国 が 復活 し て いる 。 


アー ガマ の 右 般 の ナビ ゲー ター 補佐 。 ダリ プス 
戦役 に 引き 続き 、 第 一 次 ネオ ・ ジ オン 戦争 で も 、 
アー ガマ 隊 の 一 員 と し て 参戦 し た 。 


困ら ず 、 フ ライ ト ・ ノ 
ア と 共に 後方 へ と 引い た 。 その 際 、 ネ ェ ル ・ ア ー ガ マ 
の 武運 を 祈っ て 、 サ マー ン (中 内 ) の 手 で 発 交信 号 
が 上 げ ら れ て いる 。 


サラ サッ ム 
SARASA MOON 


宇 定 移民 の 初期 段階 に 建造 され た 旧式 コロ 
ニー「 ム ー ン ・ ム ー ン ] に 暮らす 少女 。 ムー ン ・ 
ムー ン の 民 は 機械 文明 の 排除 を 唱え る 「 ヒ カリ 
の 教え ] を 信 泰 し て お り 、 そ の 教祖 が サラ サ で 
ある 。 徳 女 は コロ ニー 住民 の た め を 思っ て 教 
福 と し て の 役割 を 季 め て いた が 、 副官 ロ オ ル | 
よっ て その 教え は 捨 じ 引 げ ら れ て し まう 。 その た 
め 直 を 分 けた 双子 の 謝 妹 (ラサ ラ ・ ム ー ン ) と 


界 を 見 て 回 っ て いた が 、 サ イド 3 の タイ ガー バウ 
ム で アー ガマ 隊 の 面々 と 再会 し た 。 


【 サ ラサ ・ ム ー ン 】 着く し て 神秘 的 
な 夫 里 気 を 身 に まとい 、 教 福 と し 
て 高い カリ スマ 人 性 を 持つ す サラサ 


【G フ ォ ー ト レ 2】 コ アト ッ プ 、 コ ア ・ 
ペー ス 、 ネオ ・ コ ア ・ フ ァ イ タ ー の 
3 機 が 合体 し た 飛行 形 態 基本 
的 に 3 機 それ ぞ れ 分 区 し て の 運用 
神 条 変形 村 を 

、 整備 は 大 変 だ っ た と 思 放 


ネオ ・ ジ オン 軍 が 開発 し た エン ドラ 級 軽 刀 洋 舟 
の 1 令 。 基本 性 能 は ペー ス 艦 と 変わ うな い が 、 
艦 体 色 が 青 系 続 に 変更 され て いる の が 特徴 


で ある 。 また 内 部 に は ブル ツー を は じ め と する ク 還 還 還 還 


ロー ン 戦 士 が 眠る コー ルド スリ ー プ 設備 が 用 意 
され で てい る 。 グレ ミー・ ト ト の 座 生 艦 。 


落と し が 行わ れ た ダカール 地区 に 
1S 和 用 母 和 と し て 高い 能力 を 計る 
リン ダム Mk は 搭 し 切れ ず 、 艦 尾 
に 特設 デッキ が 増設 され る ご と に な っ た 。 


し 


サンドラ] コロ 
現れ た サン | 


シー サー 
CAESAR 


アー ガマ の 左 舌 ナビ ゲー ター。 グリ プス 戦役 後 

は 第 一 次 ネオ ・ ジ オン 戦争 に も 参加 し 、 サ エグ 

サ の 代わ り と し て 操 能 手 を 和 務め る こと も あっ た 

た だ し ネェ ル ・ ア ー ガ マ に は 乗 能 せ ず 、 プ ライ ト ・ 

ノア た ちと 共に 第 一 線 を 退 い て いる 。 
es 


ル ・ ア ー ガ マ が 引き 渡さ れる 

・ ジ オン 軍 の 陣 撃 を 受け 、 シー サー( 右 ) は ラ 

『 ン ロー ズ で 管制 を 揚 い 、 そ の まま サマ ー ン ( 左 ) と 
ル ・ ア ー ガ マ の 出港 を 見 叶っ た 。 


G FORTRESS 


ZZ ガン ダム が 変形 し た 飛行 形態 で 、 重 好機 
と し て 機能 する 。 この 形態 に 変形 する と 機動 
カカ が 増加 する の で 、ZZ ガ ンダ ム の 作戦 行動 
半径 の 向上 を 目的 と し た 仕様 と 考え られ る 。 た 
だ し 実戦 で は ほとん ど 利用 され な か っ た 。 これ 
は 、G フ ォ ー ト レス 状態 で は ZZ ガン ダム の 絶大 
な 攻撃 力 を 充分 に 発揮 で き な いた めで ある 。 


さ 


(ジム ネオ ・ ジ オン に 制圧 され 
た カー ル を 容 回 する た め 、 カ ラ 
バ の 主力 構 と し て 戦線 投入 され 
だ ジム 拉 。 ジム ・ タ イブ の 伝 


シャ ング リラ 
SHANGRILA 


回 収 し て いた の で ある 。 その た め コ ロ 
ニー 内 壁 の 居住 区 に は あちこち に ジャ ンク 山 
が 築 か れ 、 選 住 区 全体 も 術 然 と し た 雰囲気 を 
項 び て いた 。 そこ で 、 シ ャ ング リラ の 住民 は こ 
の 地域 一 体 を 「 下 町 | と 季 し た (これ に 圭 し て 、 
両端 の 高台 に な っ た 場所 は 「 山 の 手 ] 
と 呼ば れ 、 主 に 高 所 得 者 層 が 暮らす 場所 と 
下町 の 住民 は 、 口 は 悪い な が ら も バ 
れ 、 戦 時 中 に お いて も 遅し く 
日 々 の 生活 を 送っ て いた 。 また 目 敵 の 利く 者 も 
多く 、 生 活 費 の 足し に な る な ら 次 み も た め ら わ 
な い 者 が ほとん ど だ 
ンダ ム の パイ ロッ ト に な る ジュ ドー・ ア ー シ タ ヤ や 
徒 の 仲間 た ちち 下町 出身 者 で あり 、 シ ャ ング リ 
ラ に 入港 し た アー ガマ か ら Z ガ ンダ ム を 盗み 出 
そう と し た こと か ら 、 エ ウ ー ゴ と 関わ り を 持っ た 。 


年 活 忠 の 溢れ る 空間 と な っ て いる 。 ジュ ドー た ち が 事 
ある ご と に 発 探し た 須 し さ は 、 そ の よう な 下町 で の 生 
活 に よっ て 育ま れ た も の な の で ある う 。 


島 1 号 型 コ ロニ ー 


旧 世 紀 の 物理 学者 G・K・ 
K・ オ ニー ル ) が 提 只 し た -. 
ひと つ で あり 、 宇 宙 世 紀 で は 実際 | 
の 生活 の 場 と し て 建造 され た 。「 島 1 号 型 (アイ 
ラン ド 1)」 と 呼ば れる この タイ プ は 、 半 径 Skm 
の 球状 の 居住 区 (パナ ー ル 球 糞 ) と 、 積 麻 化 
し た ユニ ッ ト で 構成 され た 農業 プラ ント 、 居 住 
区 を 取り 団 お ドー ナツ 形 で 構成 され て 
いる 。 敵 心 力 を 利用 し て 擬似 重力 を 発生 させ 、 
居住 者 は 球 の 内 壁 を 生活 場所 と する 。 また 回 
転 軸 に 近い 両極 は 師 心 力 が 杉 く な る た め 、 ここ 
を 窓 と し 、 っ て 反射 され た 太陽 光 を 取 
り 入 れる よう に な っ て いる 。 た 2 
が あま り 広く 取れ な いと いう 構造 上 の 欠 
り 、 の ち に 建造 され た 「 島 3 号 型 コ 19 
試験 用 に 利用 され る こと が 多かっ た 。 その た め 
宇宙 移民 が 本格 化し 始め る と 、 こ の タイ プ の コ 
は 建造 され な く な っ た と いう こと で ある 。 


【 委 1 号 型 コロ ニー】 コ ! 
型 な 島 1 号 型 コロ ニ 
それ を 取り 差 く ドー ナツ 形 


統 で ある 「 生 産 性 の 高 さま ] は 本 
欄 に も 受け 継が れ て お り 、 物 重 
を 言わ せ た 作戦 に よっ て ネ 


GM 


第 一 次 ネオ ・ ジ オン 戦争 時 に 、 カ ラバ が アナ 
ハイ ム ・ エ レク トロ ニク ス 社 (AE) と 協力 し て 開 
発し た ジム ・ タ イブ MS。 従来 の ジム を ペー ス 
に し つつ 、 ガ ンダ ム Mk-II の 技術 を 導入 する こ 
と で 、 機 体 性 能 を 大 幅 に 向上 させ る こと に 成 
功 し た ( 肩 部 装甲 の 形 杖 HI、 パ バッ ク バ パッ 
ク の 形状 に ガ カン ダム Mk-II か ら の 影響 を 見 て 取 
る こと が で きる )。 基本 装備 は ビー ム ・ ラ イフ ル 
と ビー ム ・ サ ー ペ ベル 、 専 用 シー ルド と スタ ンダ ー 
ド だ が 、 機 体 各所 に オプ ショ ン 装 備 用 の マウ ン 
チ が 用 意 さ れ て いる 。 必要 に 応じ て 各 
種 ミサ イル ・ ポ ッ ド を 凌 備 する こと で 、 高 い 汎 
用 性 と 火力 を 実現 し た の で ある 。 ジム ・ タ イプ 
と 聞く と 量産 性 を 重視 し た 廉価 版 と い ラ イメ ー 
ジ が 付き まとう が 、 本 機 は その よう な 評価 を 一 
掃 する だ け の 能力 を 有 し て いる 。 それ は 戦乱 終 
結 後に 本 機 が 地球 連邦 軍 に 制式 採用 され 、 
ULC.0093 に 勤 発 し た 「 シ ャ ア の 反乱 ] に お い 
て 実戦 投入 され た こと か ら も 明らか で ある 。 


x ン 戦 争 時 に ネオ ・ ジ オン 軍 
が 開発 し た 可変 MA (TMA)。 本 来 は 大 型 MA 
と し て 開発 され で いた 機体 を TMA に 設計 変更 
し た と いう 経緯 を 持つ 。 その た め 頭 部 や 腕 部 、 

部 と いっ た 機体 各部 は 起 造 パー ツ で 構成 さ 
れ て いる 。 と は いえ MA 形態 を 基本 と する 本 機 
は 高い 機動 性 を 発揮 。 さら に ハイ ・ メ ガ ・ キ ャ | 
ノン を は じ め と する 大 出力 射撃 兵 装 を 装 催し て 
いる た め 、 急 造 と は 思え な い ほ どの 性 能 を 有 し 
て いる 。 本 機 が 配備 され た 「 ス リー ロ ] 隊 は 、 
機体 性 能 を 活か し た 三位一体 の 連携 攻撃 ( 技 
名 も スリ ーD と 呼ば れ た ) を 得意 と し 、 ガ ンダ 
ム ・ チ ー ム を 苦し め て いる 。 主 な パイ ロッ ト ほ ダ 


フィ ン 】 長 い 首 と 突出 し た 選 部 装甲 、 そ 
れ に 対し て 小さ 過ぎ る マニ ビュ レー ター が 叙 謝 類 の よ 


うな 印象 を 与え る 。 さら に 、 高い 機動 性 も 鳥類 を 連想 
させ 、 ZZ ガン ダム も その 動き に 女 弄 され た 。 


宇宙 空間 を 漂流 する ジャ ンク (スペ ー ス ・ デ ブ 
リ と も 呼ば れる ) の 回 収 ・ 転 売 を 生業 と する 
人 その 総称 人 類 が 宇宙 を 生活 の 場 と し て 以 
、 宇 宙 は 人 間 の 出 する 居 で 汚染 され る こ 
た 。 一 年 戦争 を は じ め と する 規 多 の 戦 
乱 は 、 破 壊さ れ た MS や 艦船 の パー ツ を 軌道 
上 に 拉 き 散ら し 、 中 に は 宇 軍船 の 航行 
を 来 す ほ ど ジ ャ ンク の 密度 の 濃い 宙 域 が 誕生 
する ほど だ っ た 。 この ジャ ンク を 回 収 し た の が 
た と 言わ れる 。 た だ し MS 
は 民生 品 に は 使用 され て い 
な い 貴 重 な 素 材 や パー ツ が 多く 


ンク 屋 と いう 職業 が 形作ら れ 
ンク 屋 に よっ て は 、 集 め 


た 廃材 を 使っ て オリ ジ ナ ル MS を 組み 立て る ほ 
どの 技術 を 有する 者 も いた よう だ 。 


U.C.0088 の サイ ド 1、 1 バンチ ・ コ ロニ ー (? 
ング リラ ) は ジャ ンク 屋 が 多数 在籍 する 場所 と 
し て 知ら れ て お り 、 彼 ら は 「 ジ ャ ンク 屋 組合 」 と 
呼ば れる 共同 体 を 形成 し て いた (リー ダー は ゲ 
モン ・ バ ジャ ッ ク )。 組合 の 活動 内 容 の 詳細 
は 不明 だ が 、 ノ ー マ ル スー ツ や プチ ・ モ ビ 等 の 
レン タル 業 を 行っ て いた こと が 記録 に 残っ て い 
る 。 レン タル 料 は 法 外 な 額 だ っ た が 、 道具 が な 
けれ ば ジャ ング を 回 収 で を な いた め 、 ジ ャ ンク 屋 
た ち は 流 々 な が ら も 利用 し て いた よう 


サイ ド 1、1 バ ンチ ・ コ ロニ ー の 名 称 。 宇宙 
移民 が 開始 され た 初期 段階 に 建設 され た 由 
緒 あ る コロ ニー で あり 、「 理 想 郷 (シャ ング 
ラ )」 の 名 に 開拓 時 代 の 気概 が 鶏 え る 。 
U.C.0088 で は 工 葉 用 コロ ニー と な っ て お り 、 
空気 や 電力 と いっ た イン フラ の 価格 は か な り 高 
額 だ っ た 。 その た め 住 民 問 の 貧富 の 差 が 激 し 
く 、「 山 の 手 」 は 高級 住宅 街 、 対 する 「 下 町 」 
は 工業 地帯 と と な っ て いて ジャ ンク 屋 も 多数 働い 
て いる 。 ちな み に エ ゥ ー ゴ と ティ ター ンズ の 対立 
の 影響 で 、 景気 は あま り 良 く な いら し い 。 


形状 や 型式 番号 (RMS-099B) か ら 判 断 で き 
グリ プス 戦役 で エ ウ ー ゴ が 運用 し た リッ 
ク ・ デ ィ ア ス (HMS-099) の 改修 機 で ある 。 グ 
リプ ブス 戦役 終結 後 、 ア ナハ イム ・ エ レク トロ ニ 
クス 社 (AE) に よっ て 開発 され 
エゥーゴ の エー スパ イロ ッ ト に 


われ 、 ジ オン 共和 国 を 通じ て ネオ ・ ジ オン へ と 
渡っ て し まう 。 その 結果 、 マシ ュ マー・ セ ロ の 指 
押下 に 編入 され 、 図 ら ず も ネェ ル ・ ア ー ガ マ 隊 
と 戦火 を 交え る こと に な っ た 。 な お 、 コア 3 の 守 
備 な ども 担当 し て いる 。 主 な 挫 乗 者 は サト ウ 。 


と 変わ りな い が 、 間 に 増 
され た グラ イ ・ バ イン ダー が 


マ を シャ ング リラ か 5 追放 させ よ 
うと し た 。 し か し 、 元 々 人 路 の 
な い ゲ モン の 言葉 に 従う と 
すき 者 は ほとん どい な か 


Nm サン ライ ズ 


機動 戦士 ガン ダム ZZ 


GLOSSARY 


ee 


年 に 遂 ぎ な 


ジュ ドー・ ア ー シ タ シン タ 
JUDAU ASHTA SHINTA 
サイ ド 1 の シャ ング リラ で ジャ ンク 屋 を た 14 リリ プス 圭 役 時 、 地 束 連 お 
PU ar 


相補 ド 

7 次 ネオ ・ ジ オ 
一 緒 に 台 
* を 愛 幅 する 了 


| 夜 事 や 法 運 、 時 に は カタ 
いた 。 帳 計 


を 仲間 に 3 き 入 れ よ 


天 他 に 弁 ら れる 


ジュ ネ ・ コ ク 


回 軍 が 開 


事 表 の 間 で 


ば ゴ > ク 】 内 部 は 全 天 陣 画 モ 


に 小 団 され も 


Ll 


キキ 宙 へ 放り 


きれ た 


た 水 
本 機 は 


問題 点 を 直 
者 名 な ど に 配備 され 


| ズ サ 隊 の 隊長 


ZSSA CORPS'S CAPTAIN 


ェ サ 部 隊 で 


サイ ル を 人 名 撃ち 
の 帰 馬 を 含 じ た の た 
シ か ら 蛇 責 


>] 
重 作 の 台 に 普 ら れ た 本 お 色 の 
この よう な 休 休 が 屋 
見 られ た 。 ちな 
は 車 な る 隊列 物 
きち ん と レス ト ア され て あり 
で も 株 考 で きる 状 作 た 


【 さ す ] 本 、 抽 、 遇 . 許 . 半 に 
箇 委 の ミサ イル ・ ラ ンチ ャ ー を 失 
ち 、 一青 制 宙 に よる 放 替 カ は か 
を がり の も の 。 ビー ム ・ サ ー ベ ル も 


村 備 し て いる の で 移 剛 還 に も 対 


ガー バウ ム ] 0 


税 を か ける 一 方 、 自 分 は 大 


は スタ ン バ (お 


所 る され て し まっ た 


スタ ン バ ・ 八 ロイ ・ コ レク ショ ン 


STAMPA HALLO『S COLLECTION 
観光 コロ ニー 「 タ イガ ー バ ウム 」 の 支配 者 で あ 
る スタ ン パー ハロ イ は 、MS の コレ クタ ー と し て 


も 有名 で あっ た 。 特に 一 年 紙 争 時 0 
NMS に は 目 が な か っ た よう で 
けず に 集め た 機体 を 、 礎 敷 の 
た 。 し か も それ ら の 機 人 
が 話さ れ 、 摩 村 不 思 議 な 等 8 
た 木 時 両用 M: 
中 で も アッ グ ガ イ * 
当時 で すら 数 の 少な い 
た だ し 本 物 か レプ 
能 な を 状態 だ っ た 


不明 だ が 


使用 可 


に ry | 


スペ ー ス ・ ウ ルフ 隊 
SPACE WOLF TEAM 


か ラン が 隊 長 を 務め る MS 穫 誤 で 
F ウル フ に 畠 業 する 。 第 一 次 ネオ 
オン 転 争 に お いて 、 グレ ミー・ ト ト 人 に 裕 所 

ラカン に 従い 、 ハ マー ン ・ カ ー ン の 1 

は x 2 較 を 「 匠 が 条 

呈 連 隊 | と 呼ん で お り 、 そ の 自信 ある 

被 に と っ て 藤 心 の 部 下 た ち で あっ た 


と 思わ れる 。 非常 に 携 の 取れ た 次 員 た ち で 


あり 、 集団 寺 に お い 
強化 処置 を 施さ れ た 
ぁ り 
模 を 科 縛 
ナ せ か けた の で ある 。 だ が 鞍 く キャ ラ 
の ゲー マル ク の 戦 肢 で は は と ん どの 隊員 


4】 ラカン ・ グ カラン を きめ 6 
暗 仙 で 尼 訪 され て いる ス ルフ 実 
記 全 は コア 3 近 情 の 四 時 の みよ 本 斑 に 少な い が 


員 び 便 先 な バイ ロッ ト で あり . 補 雑 提 を 有 す 
る ウル フ を 自在 に 使い こなし て いた 


を 蝶 る ネオ ・ ジ オ 
事 の MS 小 除 の 名 前 。 隊長 の ダニ 
うに 全員 の 名 
と か ら こ の 名 
技量 は 高く 。 特 

位 の 軍 失 攻撃 で は ジュ ドー・ ア ー シ タ の 
ダム を 圧倒 し た ほど で ある 。 ちな み 


スリ ー デ ィ ー。 ジャ ムル ・ フ ィ 


め 
た 。 パイ ロッ ト と し て の 
単 


発 拉 し た ジュ ド タ に よ 
秦 は コア 3 の 隊 和 任務 に 回 さ れ た よう で ある 


も の の . 二 と 見 間 
か ら 取 本 


セシリア 
せ CECILIA 

月 面 都 市 ク 

条 員 で ある ト 


セイ ラ ・ マ ス 
SAYLA MASS 


ゴン に 偽 の 情報 を 渡 


ス 隊 に 所 属 | に 透 げ よう と し た の だ が 、 キ 
パ の 医者 と な が トー レス の 逆 希 に 触れ で 
ジオ ン 戦 争 時 に 重傷 を 負 な ん と か トー レス 


宙 の 脱 正 | 振り 絆 っ た セシリア は 、 ゴ ッ ト 


を 哲 え て 移民 般 を ひと り で 部 胎 。「 潤 き 
な いこ と を 証明 し 、 侵 発 に 天 き 込ま れ て 宇宙 
て し まっ た 。 実は 志 か に トー レス に 電 

て いた の だ が 、 任 季 に 追わ れる トー レ 


を 生後 まで 
笠 争 経 結 後 木星 行き を 決 重 し た 兄 な みっ A 
タ の 決心 を 続 ら せな いた め に 人 
と 我 民 し て いた リィ ナ に 対 な た は お 


ぁ 
さん を 馬 障 に し て いる わ 」 と 人 し く 請 し 。 兄 価 


を 後押し し た 


第 一 次 ネオ ・ ジ オン 戦争 


(et 1 兄 シ ャ ア ・ ア スナ ブル 
の 行 訪 を 気 に 科 4 て お りり 、 プラ イト に ネ 
の 誰 抽 を 疾 わ て いた 。 その 麻 一 漁 


U.C.0088~0089¢: 


を 破損 し た Z ガ 


て いな いた め に 神 界 が 限 いっ た 新た な 圭 力 を 編入 し た ガマ 
を 機体 内 に 収納 で き な TTT 時 も 理 い に 加わ り 、 東 争 終 術 b ス 理 
と いっ た 間 題 点 も ある 。 だ が 月 ・ ジ ャ ジャ Ts な | と 同様 の 三つ巴 の 電 た の だ っ た 
4 る 土 官 た ちば 時 
い 活躍 を : EA レミー と ハマ 
} に 戦乱 は ー 


【 革 一 ネネ オ ・ ジ オン 戦 多 】 主 
キオ ジオ ン 軽 争 は ハマ 


カー ン の 他 較 と し て 設え る 
ゲ で きる 、 一 年 旨 争 か 3 
クン シス で の 再 双 生活 を 


TH 
スン イ F き 憶 み 、 自 
タイ プ に よる 選 

を まぁ る ご 
引き 入れ よう と し た の で あ 
だ が 邊 の 性 急 な やり 方 は 
PIT が 


機動 戦士 ガン ダム ZZ 


タイ ガー バウ ム 


第 四 世 代 MS 


た 人 型 機動 兵 問 IMS」 を 


と 呼 \ 場 合 も あり 
つの 特 徴 に 人 致す る 
きれ 


機体 を 「 希 四 世 
般 的 に は この 


反面 、 村 体 の 急速 な 大 
結 業 、 開発 コス ト の 高 織 や 
用 上 の 支障 を 
C.0100 以 降 。 
新 


開発 され 


ダカール 降下 作戦 


て 実 行 に 移し た 作戦 。 サダ ラ - 


人 ネオ 


的 な 


天保 攻 の 一 
ン を 族 橋 と する 
オン 邊 謙 が 地球 周回 直道 か ら ダ カ 


カ ネバ パ ・ ラ 
較 孝 政府 や 連邦 重 高 


市 長 時 謗 5 計 全 計 人 
が 本殿 ド に 9 も 


ダナ ・ キ ライ 
DANA KIRAI 


オ ォ ン 輸送 部 隊 に 所 放す る MS パイ ロ . 
碑 長 の アリ アス ・ モ 
Mk を 輸送 する シ 


移動 
ず 攻 撃 を 仕掛け た 
ム 届 で は 「 ス 
携 攻撃 で 相手 を 凍 季 し て 
ニュ ー タ イプ 能力 の 前 に 敗 


防御 画 父 に 配備 され た 


ダブ リン 


DUBLIN 


アイ ル ラ ンド 2 受け 幼 が れる 
歴史 を 大 切 に する る 。 中 心 部 は 
ョ ー ジ 王朝 風 の 

市 と し て の 風格 を 人 


美しい 都市 で 
地理 連 孝 政 
な 屋 委 ) が 設け られ 、 第 一 次 
に は 埋 乱 を 嫌う 高官 
だ が U.C.0088.10.31 に ネ 
ーー 落と し を 敗 行 し た 結果 、 ダ 
か ら 窓 を 消す こと に な っ た 


LZ | mw05 mg07 


ダブ リン 市 長 
MAYOR of DUBLIN 


秋 一 次 ネオ ・ ジ オン 鞭 争 の 頃 に ダブ リン の 市 
を 本 か っ て いた 人 物 。 地球 連邦 軍 と 壇 計 | 

接収 し よう 
が 送 双 を 
の 保 攻 


3 


ネオ ・ ジ オ 


ダブ リン の 医者 


DOCTOR in DUBLIN 


め る 男 性 医 僚 。 実 
MS 部 際 が ダブ 
隊 を 急 講 し た 松 、 護 
人 磁 者 の 救護 の た め に わざ わざ 出張 し て いる , 


ダブ リン の 看護 帰 


NURSE in DUBLIN 


大 雪 。 アリ アス ・ モ 
孝 政 府 高官 用 の 選 著 地 
駅 


な 屋 到 」 を 絆 し た 
ァ と 共に 怪 乏 人 の 手当 て 編 て 回 っ た 


LC 


GLOSSARY 


ダブ リン の TV レポ ー タ ー ダマ ー ル タン デム 学 マ ター 
REPORTOR in DUBLIN DAMAR TANDEM CHIMATTER 


V 選 に 動 め る 人 物 。 ネオ ・ ジ オ ・1 パ ンチ ・ コ ロニ ー [シャ ング リラ 」 を | U.C.0088 に お 連 孝 数 府 0088 頃 上 = 
作戦 が 発覚 後 、 市 内 か 公社 管理 事務 所 り 。 ネオ ・ ジ オ グ 管理 事 移 所 に 
する 基 葵 民 の 様子 を へ リコ プ タ クシ ズ (ネオ ・ ジ オン ) の エン ドラ する 前 に 脱 て 
が だ が 中 避 の 半ば で 、 ラ カ : の 見 返り と し て 全 培 を 差し 出し た こ 話 設 「 ぶ な 屋 和 
の MS 部 本 に よっ て 琴 災 さ れ て いる 。 を 売却 し て 列 の コロ ニー へ の 柳 住 を イド 9 を カー ン ? 
内 し 当日 2 ロリ 補欠 視 し 
隊 の 履 来 で 屋敷 や 自 怪 プラ ア の 息 り を 買 


ョ ン が 全域 し 、 移住 の 夢 は 各 と 消え た 


の 


中 生 で まで に 析 す 


市 で 地 王 各地 の 沿 を 


ZZ ガン ダム 計ら す ヤ > ター 条 て も 、「 た 2 っ 0 た | の と うに を の 

ZZ GUNDAM もっと を ーー 
POG 

ェ ッ ー ゴ と アナ ハイ ム ・ エ レク 


が 推 廷 し た 「Z 計 画 (プロ ジェ ク 
ス 埋 邊 時 に 百 式 や Z が 
きら 


時 代 の MS と 5 
肪 師 ・ 機 動 性 の すべ て に 修 れ る 本 機 
その 最大 の 特 科 


だ が 埋 争 の 影響 で 導 が 


地球 連邦 議会 議長 で 


兵 問 を 運用 で きる と 
面 、 機 体 構造 


アク シズ (ネオ ・ ジ オン 】 見 隊 が ダカール に 晒 

た 頃 の 連邦 議会 の 講 長 を 務め た 誠 館 
男性 。 当時 、 は と ん た ち は 

に 選手 し て し ま 
贅 さ れ て いな か っ た と 思わ 
オン に と っ て は ダカール と 連邦 線 

あ そ の も の が 重要 で あい 

講 長 に それ を 止め る 力 | 
市 長 と 一 貼 に ネオ 


| ディ ザー ト ・ ザ ク 


DESERT-ZAKU 


公国 軍 が 開発 し た 砂 江 
デザ ー ト タイ プ 。 夏 濾 
ーー 


機体 。 形状 は ペー * 
S 盾 術 が 導入 され て いる た め 、 機体 性 能 

向上 し て う 本 を 麗 境 
関 葬 や イ 
が 施さ れ 、 夏 


また 大 型 の 


ーー は 長期 間 (に 
ダミ ー 限 石 た 。 8 
DAMMY METEORITE スキ 

移動 する 
機 は 台 い 林 重 


障 い 記す は 
ダー を 提 乱 で きる 。 また 
研 や 姜 閉 に 健 入 し た り 、 提 弾 を 設置 し た ダミ ー 
順 石 を 本 守 代 わり に する こと も ある , 


使っ た の も ダミ ー 隅 で 
1! に 身 を 隊 し て 周 陸 に 衣 
テク シズ 半 


ム 兵 震 を 多 衝 性 撤 。 その 低 力 をもって 靖 
TTPTNTOE 8 


na. 


機動 戦士 ガン ダム ZZ 


= 」 0 
ディ ドー・ カ ルト 八 ne 
DIDO KALTOHA 
HR 
D] の 一 中 
た 較 換 攻撃 で ZZ fae ct FT 


だ が ニュ ー タ イ 


機体 に 番 更 する と 
コア 3 周辺 の 防 守 作 


に も 参加 し た よ 


i a | 


ドラ イセ ン 


DREISSEN 
ネオ ・ ジ オン ) が 開発 し た 泊 用 硬 MS 


ドー ベン ・ ウ ルフ 


り ® 6 DOOBEN-WOLF 
eT 

se の YY 節 一 次 ネオ ・ ジ オン 畔 争 終 鮭 に お 

し た ぇ 人 全 拉 ニー トト 幸い る グ 軍 が 実 昔 投 入 

テフラ 民代 MS に 属す る 本 機 は そ 

TERRA を 最も 色 選 く 反 映し た 機体 で ある を ね 姜 し た 際 に も 本 機 が 投 

デ ガ だ が コロ ーー 落と し 作 肖 後 、 主 還 場 が 
デ ガ ス サイ タイ カ に 


次 清 に 第 一 線 か ら 次 を 
ある 。 主 を 描 乗 者 タ 
オウ ギュ スト ・ ギ ダン 、 グレ ミー・ ト ト 


DEGAS 


ド ワ ッ ジ 
DWADGE 


オン 公国 宣 が 開発 し た 計 紙 用 M 
終 量 秦 ク イブ で あり 、 主 に 奏 地 天 


は 隊 力 を 提 
開発 コス ト で 問 
機 の 後 引 慢 が 開発 され 
搭乗 者 は ラカン ダ カ 


デザ ー ト ・ ロ ン メ ル 


DESERT ROMMEL 


CST = 騙り 人 ガル ダー ヤ + sn 


LPCE ジ ) 


BLOSSARY | 05 sm08 


| ド ワ ッ ジ 改 ニキ の 息子 ネオ ・ コ ア ・ フ ァ イ タ ー 


| DWADGE CUSTOM NIKI'S SON NEO CORE FIGHTER 


ーー 
デザ ー ト ・ ロ ン メ ル ] の 要 名 を 持つ ジオ ン 公 ん に 旧 ジ オン 公国 還 士 


UC.0088 に アナ ハイ ム ・ エ し 
国軍 陵 千 の ロン メル が 運用 し て AE) が 開発 し た ZZ ガン ダ 

年 電 争 示 期 に 開発 され た ド ル と な 

月 を か け て 改修 し た も の で 、 ワン オフ の か て いた 。 口数 は 9 1 

メイ ド 機 で ある (その た め MS- 09H と で rs ニキ を 尊 間 する 素 振 | 表す る か 

番号 も 正式 を も の か どう か 疑わ し ニー・ ギ ー レ ン に 

修 点 と し て は 局 秀 閉 皿 内 に ロケ ッ ト ・ ノ ズル を NEE GYLEN Mii 

増設 。 さら に スカ ー ト ・ ア ー マ ー 内 に 3 基 、 両 と の 鞍 凍 で ニキ が 潜 死 し た カン 克 を 終 

紀 に それ ぞ れ 3 基 の スラ ド (宮腰 大 隊 ) の ひど 胃 は 計り 知れ キン グ す る と コア ・ ト ッ プ 、B/ 休 す 
を 向上 させ て いる 。 同時 に ジェ ネ レ ー タ スー ギー レン と 共に ハマ ー ン に 仕え ス と な り 、 そ れ ぞ れ 生 時 上 林 垂 
も 増強 し て お り 。 連邦 宣 制 の ビー ム ・ カ ノ の 命令 に よっ て 街 化 処置 が 放さ 撃 候 と し て 機能 する 。 ZZ ガン ダム の A BB 
使用 を 可能 と し た 。 これ に より 火力 と 幾 動力 ュー ン の 族 首 を 相当 し た 。 精神 的 


を 理 商 枝 の オプ 


に 転用 


画 立 させ た 本 標 は 、 守 温 鞭 で 無類 の 妹 き を 発 | に 不安 定 な 面 を 抱え る キャ ラ に 操り 回 され る こと 本 機 最大 の 特 春 と 言え よ 
FI と 地上 に 分 楓 し た カ も 多かっ た が 、 あ くま で も 徳 女 に 融 量 を も っ て 拉 ドー・ ア ・ ル カ 
ダム ・ チ 連携 攻撃 に 晒さ れ て 、 陳 えな た 。 主 @ 搭 乗 柚 は カズ ア ル 

難 確 され て し まっ た 


それ で れ 衝 ンク 本 
れ は 圭 移 剛 の 生存 人 を 攻め る た め と 思わ れる か 
AS 人 時 に は 癌 き を 基 選 する 


ネオ ・ ジ オン 


NEO ZEON 


の 若き 指導 者 
軍事 相 織 (「 キ オー ジオ ン 宣 言 
と か ら 共 国家 価 痢 
87.10.12 
国 に 短 選 し た アク 


DFAT に | | ネエ モル アデ ガマ 


公国 軍 士 宮地 元 衣 性 と 恋 に 江 ち て 結 NAHEL ARGAMA 


況 を も うけ て いる 。 その た め 、 は か の 隊員 


よう に 公国 の 倫 権 に 身 命 を 請 す る 覚悟 が で き 次 キオ ・ ジ オン 戦争 を ほぼ 単 箕 で 戦う アー と エゥーゴ の 対立 に 加 拒 する 一 方 
て お ら ず ロン メル を 若 立 た せ な 隊 に 送ら れ た 新造 栖 動 香 導 。 そ は 店 俳 し た 頃 を 見 計ら 
た 。 ガン ダム ・ チ 陽動 を 命じ られ 、 還 に いも の 」 を 但 味 する サ 


用 され た ニキ は 友軍 部 隊 の 集中 幼 火 を 洪 び て 合 ト 計 で 、 そ の 名 が 示す よう に アー 

を 落と し て し まう 。 主 な 裕 乗 模 は ディ ザー ト ・ ザ 用 宇宙 選 洋 租 を 参考 に 開発 
能 橋 や 紙 休 形状 の 各部 に ア は 影響 力 を 他 ば 
ル エッ ト を 見 る こと が で きる が 、 自 動 化 され た 名 拭 す る カカ は 残さ 


を 拓 用 し て いる た め 友 合 性 能 は 格 彼 に を 占 撮 され 
要員 だ け で 通常 航行 や A ま れ た 。 だ が グ 
が 艦 の 潜 カ の 高き 族 を 紹 し 、 最 絡 約 C 
グレ ミー 折 に 分 軸 
の 昔 い に 発展 


トゥ アレ グ 族 と も 呼ば れる 。 北ア フリ カ の 広い 
敵 本 で ま ら す 先住 民族 
半 衝 民 の こと 。 中 世紀 に は サハ ラ 人 
を 云え 、 し ば し ば 立 商 を 負 近 し た こと か 5 好 5 区 | | 二 キ の 妻 


れ ら れ た 。 また 旗 の 人 々 NIKI'S WIFE 
パン と 民族 衣装 を 矯 る こ 


と か: 理 衣 の 民 」 と 呼ば れる こと も で ある ニキ の 春 。 内 心 で 

あっ た )88、 ア フリ カ 稲 作戦 線 の て ぉ り 。 ガ ン | を 招き 、 こ 講 が 受け 継が れ 

部隊 と し て 祖国 殖 放 の た め に 戦っ て いた 「 青 と する ニキ か っ た 。 これ 以降 の 字 軍 電 葉 は 、 電 生 能力 を 
の 独 隊 」 は トワ レグ 族 出 身 者 で 占め られ て お 般 MS に 依存 する て の 色 
後 ら の の ら 青 い 塗装 


人 
が 


も 見 える 。 し か し そ 


を 聞 叶 桂 の 抽 も 角 記 され る 
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ネオ ・ ジ オン 宣言 ハイ ・ メ ガ ・ キ ャ ノン バウ ・ ア タッ カー 
の HIGH MEGA CANNON BAWOO ATTACKER 
ct が 間 し た タク z に ネオ ・ ジ オン が 則 発 た 可変 ・ 全 価 MS パ 2 
es « 箇 攻 軸 機 。 バッ ク バ ッ ク の 負 を 民 
束 に 和貴 部 と 腕 部 を 収納 し ロ 


男 に まで 持ち 上 


ノル ウェ ー 基 地 


NORWAY BASE 


ネル ・ マ ー セ ン は 
NEL MARSEN 


ラ 忠 に 所 属す る MS. 
部 下 。 ゴット ン と 行動 を 共に 
エゥーゴ の 補給 態 を 究 林 | 


ハイ パー・ メ ガ 粒 子 砲 BOO 


HYPER MEGA PARTICLE BEAM GUN 


] 集 操 困 が 可能 
員 必 し て 衝動 す 
M 巡 を 放 回 し つつ 特 柱 


REMMTS 
A 


可動 暴 ガン ダム ZZ 


GLOSSARY 


A A 8 
| HAMAN KARN 


グリ プス 将 科 終結 後 、 江 し た ティ ター ンズ や 
春 人 化し た エッ ー コ と は 対照 的 に 鞭 カ を 
て いた の ちの ネオ ・ ジ オン ) 6 

ン の 指揮 の 下 、 地 球 還 掌 提 に 乗り 出 
す 。 ま ず 手 始め に 各 コ ロニ ー に 間 圧 区 鐘 を 洲 
を 俊 を 瑞 め る と 、 次 は 地球 達者 
が 置か れ た ダカール に 降下 部 隊 を 派 中 
最終 的 に 自ら が ダカール に 入り . 連邦 講 会 を 制 
丘 し た 。 これ に よっ て 勢力 基盤 を 確固 た る も の 


た ハマ オン 再 軸 を 連 
講 江 され た サイ ド 3 の コア 3 に 層 を 模 
な っ た の で ある 。 し か し エゥーゴ の 残 


アー ガマ 隊 ) の 度 重 な る 攻撃 に 恒 ま さ 
ー・ ト ト の 反乱 に よっ て 組織 
と か ら 角 速 に 疾 体 化 を 悦 げ る こ 
(に な っ た 。 そし て 最後 に は ジュ ドー・ ア ー シ タ と 
ちの 果て に その 

リプ ス 戦役 の 頃 は ザビ 寄 と ジオ ン 公 国 
の 大 具 を 組織 の 8 / 

齋 遼 異 に は 関心 が な 


仕え 
地球 か 
が ザビ 表 に 対す 
の だ 。 つま り ザ 


本 の 條 大 は 組織 を まとめ る た め の 方 便 で あり . 
地球 較 の 二 配 体 朱 が 確立 し た ザビ ま 
を 権 力 の 産み ら 追 落と す つも 

る 。 ザビ 衣 の 血筋 に 当たる ミネ バ 
を 拉 立 し な が ら も 実は 形 臣 
3 ネバ の 安全 を 
地 を 裏付け る 証 交 と 見 る こ 
この よう な 矛盾 する 立場 に 身 を 置く ハマ ー ン は 
汰 し い 硫 多 感 に 荷 ま れ て いた 


ハヤ ト ・ コ バ ヤ シ 


HAYATO KOBAYASHI 


避難 民 を 凍 撃 する 


夫 の 7: 
8 子 の 健康 を 気 に 掛け 
上 言わ れる が 、 そ の 一 方 で 彼 は 最期 まで カラ 


な 搭乗 


ら 連 を 鞍 れ よ 
ピー ト の 齋 旅 も 他 の コロ 


た 。 だ が 飲 ん だ くれ の ピー ト の 令 に 4 


パン バ パ ・ リ ダ 


PAMPA LIDA 


当 性 を 訴え 
と 画 簿 す 
ま に 載 


や む な く 徹 も MS 圭 に 夫 加 
ドー・ ア ー シ タ が 操る Z カ 動き を ま 


< 「 ガ ザ ・ ス トー ム ・ フ ォ 


線 サ イコ ミュ 
隊 で 試験 軍用 が な さ 
区 戦 し た 。 両 和 
イコ ミュ の 攻撃 中 と 
元 欄 、 狂 自 に 標的 を 手 
み に 攻撃 立 末 の 旨 作 ( 
補 怒 も 畠 い で 


堪 筑 を 有利 に 
行動 を する こと 


機動 性 の 強化 も 


な か の 指 入手 藤 
最前 幸 は ジュ ドー ら に 任せ 
の 作る 場所 を 守っ た の 


『 乗 森 は 百 式 


に 量産 化 は 見 送ら れ 
よう で ある 。 主 な 指 乗 者 は マシ ュ マ ー・ セ ロ 


か る 
宙 
時 回 の 
re 
tt 
不知 な がら 


FTTH 二 は 3 1 


マ の 才 用 例 は 報告 
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ヒカリ の 教え プチ ・ モ ビル スー ツ 


PETIT MOBILE SUIT 


の 民 ( ヒ か リ 族 ) が 信仰 する 宗 
A 類 の 練 れ は 機 筐 に 新 
る と 信じ る 彼ら は 、 機 枚 


MMS 
ビ で は ある が 、 ヤ 
の 押 き を 蜂 せ で いる 


ブラ イト ・ ノ ア 


Tu BRIGHT NOA 


は 提 れ 一 入 を 二分 する 対立 状態 を 佑 い て し ま 
ティ タ 危 側 を 覧 え 、 エ ッ ー ゴ に 
た ホワ イト ペー ス の 元 一 長 
な っ た プラ イト は 、 クリ ブス 戦 
え 打 便 を 乗 た す 


ファ ・ ユ イリ ィ 
FA YUIRY 


方 支援 と 較 都 政府 


オン 軍 の 壮 撃 か ら 族 


失い 。 そ の まま ア 


ガマ を 前 れ た の 


王 一 次 ネオ ・ ジ オン 圭 争 が 終わ 
前 の 快活 さま 取り 戻し た 


た よう で ある 。 主 な 


トノ ア ] 華 
恒 長 代 天 の エ 
NEEhsh 


フル アー マーZZ ガ ンダ ム 
FULL-ARMOR ZZ GUNDAM 


攻撃 力 を 
夏 化 製 ZZ ガン ダム 


る クィ ン ・ マ ン サ に 対抗 


増加 装甲 と 


する た め 


加 不 装 を 施し た 機体 。 増加 装甲 は フッ 素 系 樹 


且 を ネモ ティ ッ ク が が に も 塗り 重 
の で 、 ビー ム の 直撃 に も 3 秒 まで な ら 宙 える こと 
が で きる 。 また ZZ カ の 玉 点 の ひ 


お り 、 防 御 カ は は ば 
加 装 甲 内 に 大 
に 族 部 に ハイ ・ メ ガ 
この 結果 
た が 、 増加 
を 用 いて 栓 動 性 の 低下 を 防い で いた 。 は 

な 必修 を 施さ れ た FA ZZ が 
幸 


イプ 能力 か 


フル ツー 


PLE-TWO 


分 だ け を 移植 され て いる 
荒い 。 また ニュ ー タ イプ と 


た 精神 状 


まう 
まっ か 
bees 
戦い に も 支障 を 来たす 
な っ て し まっ た 。 し か し 、 彼女 の 埋 昭 能力 
《 栓 て 導く 感じ た グミ も 戦い を 光 要 
ドー を 伺 せ ば 不快 惑 も 消え る と そそ の か 
神女 を 戦場 へ と 送り 出し た 。 だ が ジュ ドー の 人 
死 の 相 得 と 、 彼 の 心 に 栓 っ て いた プル の 介護 
クレ ミー の 齋 示 か ら 解放 


に 穏 発 され 、 逢 後 
し か し その 直後 、 乗 機 の 爆発 
て 重 傷も 負っ て し まう 。 そし て 性 
ドー の 脱出 を 力尽き て | 


た 。 主 な 搭乗 幾 は サイ MT 


Waal 


ある ダマ ー/ 
と 浪費 家 の ア 
誠に 鐘 草 し て いた が 


セロ の 共 撃 の 備 り を 9 


ネオ ・ ジ オン の 料 学者 
関す る 研究 が 専門 た 


棒 笛 し て も 衣 色 ひと 


半 守 ah た も の 
と な っ て 信和 

ーー ドー 
(人 


州 目 正 


ベン スン 
BENSON 

ャ ング リラ の コロ ニー 公社 管理 事 季 所 所 長 で 
仕え る 輸 事 。 全 の 亡者 の 主人 
去 人 に 医 き 使 われ る 生 
仕事 の 


生き で いく だめ 、 や む な く 仕え 続け で いた 
だ か ら こ そ 屋 致 を 売っ た 会 で ダマ ー ル が シャ 
ラ を 苑 れ る と 剛 い て 益 ん だ の だ が 、 マ 


て 礎 数 は 
の 細 待 は ぬか 喜び に 終わ っ た 


に と の ピー 
MAGANY 


記憶 失 作 や プル の 輔 神 状態 の 
グ を 一 手 に 引き 受け で いる 。 補講 者 の 人 権 に は 
無関心 で あり 過 骨 な 実 アル ツー カ 


芝 え な か っ た 


ミネ バラ オ ・ ザ ビ (影武者 ) ミン ドラ 


MINEVA LAO ZABI MINDORA 
第 一 次 ネオ ・ ジ オン 理 争 に お いて 、/ ト が 艦長 を 務め る エ 

カー ン が 穂 立 基本 性 能 は 変わ 

だ っ た 。 か グ が 貢 色 に 変更 され て 

れ た 練 女 は ミ 昔 で は ネオ ・ ジ オン 短 了 ! ダカール 
ネオ ジオ 降下 、 ガン ダム ・ チ 

いう の だ 。 ち 後 . グ 

の は ほか な ら め シャ ア ・ ア ズ ナ ブル で あり カー ント 

悦 に よる と グリ プス 埋 机 の 終 決 覧 混乱 を と な っ た x 


マザー・ フ ァ ン ネル マシ ジュマ ー* セ セロ 


MOTHER FUNNEL MASHYMRE CELLO 


ネオ ・ ジ オン 軍 が 開発 し た ニュ ー タ イブ 専用 | ネオ ・ ジ オン 軍 の 青年 士官 。 ハマ ー ン ・ か 
MS、 ゲ が ー マ ル ク に 搭載 され た 大 租 サ イコ ミ の 蘭 党 に 報い る た め 、 ザ ビ 再 束 の 後 と な る 
兵 問 。 攻撃 久 囲 の 祝 大 を 通い 、 マ ザ 7 ぺ 鶴 戦 し た 。 だ が 門 い の 強 さ に 行動 が 付 
ル と いう 2 種類 の テ か ず に 和 失敗 続き と な っ て し まっ た 。 サイ ド 1 
使用 時 に は まず マ 健 攻 し た 鍵 に は ジャ ンク 三 の 少年 ジュ ド 

アー ガマ を 取り 所 か 
で 師 沿 畔 で も こと ご 
章 衝 官 と し て の 地 
と 強制 送還 させ 


ド ・ フ ァ ン ネル と を 結ぶ 中 幼 療 と し て 機能 を 章 箇 
その 結果 、 フ ァ ン ネル の 攻 軸 範囲 が 飛 共 的 に れ て し ま 


拡大 する と いう わけ で ある 。 その 反面 、 チ ルド る マ < = 
ファ ン ネ ル を 多数 内 蔵 し た マザー・ フ ァ ン ネル | それ を 3 ミリ ィ ・ チ ル ダ ー 
は サイ ズ の 大 悪化 を 人 備 な くさ れ 、 通 常 サ イズ | を 施 / MILLY CHILDER 
の MS に は 搭載 で き な いと いう デメ リッ ト が 生 結果 マー は 鬼神 の よう な を 発祥 す に rh 
て し まっ た 。 ゲー マル ファ ン ネ ル を | る MS パイ ロッ ト と し て 回 っ た の だ が 、 そ の 反面 MOON MOON 
括 載 で きた の は 、 機体 サイ ズ が あっ た た 彼 に 話さ れ た 強化 処置 は 強力 過ぎ 、 次 導 
めで る 息 の 縛 神 を 時 ん で て し まう 。 ネ | 3 を 地 弄 運 孝 政府 に 

る 最終 決戦 で つい に et 繊 造 さ れ た ス 

走 。 機体 と 臼 応 し て 数 機 の ド 7 を の 


畠 に し て 撃 確 し た が 、 マ シュ マー 自身 も 増大 


する 柄 神 力 に 付 7 ず に 自 減 し た の た て 6 を 本 佐 

た 。 それ で も 「 ハ マー ン 様 、 万 巡り] と 口 に し た た よう で ある 。 若い 女性 な が ら も 鞭 人 気質 で ~~ 
よう に 、 最 天 の 詩 間 まで ハマ ー ン へ の 包 誠 が メカ ニッ ク と し て の 腕前 は 確 

失わ れる こと は な が っ た 。 主 な 搭乗 機 は ガル ス 


震 に チル ド 
ル 。1 基 の 


ン ネ ル が 内 蔵 さ れ て いる 


【 
任 さ れる こと も めった ‘ 
の も の で 、 ゴ ッ ルト が YD に 直 学 

で る と 手 凌 の 放 を 上 げた 


ミド ル ・ モ ビル スー 
マサ イ ・ ン ガバ MIDDLE MOBILE SUIT 


ミレ アム 


MASAI NGAVA 民間 で 広く 用 いら れ た 作業 用 重機 で 

二 和 タン の MIRIAM 
サハ ラ 砂 温 の 一 画 に ある オア シス の 和装 に 事 の パワ ー を 必要 と する 作業 
す 女 性 。 ジオ ン 公園 軍 敗 斑 兵 の タグ と の 仲 を ディ ー の 大 半 を 占め る コク t サイ ド 3 の タイ ガー パウ ム に 暮らす 民間 人 の 2 
長老 に 肝 め て も ら え ず 、 タ グ が は | ター と 珍 動 用 敵 分 を 接 桂 し た だ けり の シン プル な | 女 。 リー ダー 格 の ルナ ン に 従い 、MS を 奉 う た 
村人 か ら 衣 を 置い て 生活 し て いた 。 その た め | 構造 で は 本 作業 用 の 2 め ジ ュ ドー アー シタ ら を 壮 撃 する も . 逆 に 清 ま 
ジュ ドー・ ア - を タグ の 形見 の MS (ゲル グリ ラ を 井 点 て し まっ た 。 し か し スタ ン パ ・/ 
ググ ) で 側 す 疹 人 の 汚名 を 返上 し ょ うと 9 ミド ル MS を 保有 し て お り せ た いい 
た 。 し か し 秦 濃 の 特性 を 知り 尽く し て いる と は 導入 し た 買 材 の 帯 備 に 当て ら 性 力 する ょ 
え 、 ろ く な 操 訓 款 も 受け て いな い マ サイ が を 
迫 う は ず も な く 、 機 体 を 確 壊さ れ て し まっ た tN し て 

か な か の 敵 ドー は ど 


コロ ーー 
イ で 、 それ に 


サイ 


て いた ヘル メッ ト 、 肝 上 ひとり で ORE 
生き て きた の で ある を 失っ た の は タ 00 人 竹 座 の 人 内 
7 を 再び 失っ た の に 湯 EET ょ うな タイ TI 


に 作り ある も の で あっ た 
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を ) が 長 還 鏡 語 で 補 ね 


| 、 目 | | 量産 型 キモ ュ ペ レイ ル チ ー ナ ・ レ ビン ロン メル 


り MASS-PRODUCED QUBELEY RUTINA REVIN ROMMEL 
ハマ 反 ネオ オン 傑 有 の 四 基 惑星 キケロ アフ リカ 地区 に 潜伏 する ジオ OY も 4 
女 。 反 埋 活動 ー 生 理 争 当 時 は 「 秦 温 の ロン メル 」 と 性 われ 
る 際 し た た め 、 身代わり と た は ほど の 勇士 で あり 、 最後 は 江 地 基 の 和 
る 時 、 キケロ に 潜入 し た ジュ ドー・ ア ー 着 み 、 時 が 満ち る の を 待っ て いた 。 そ 
と 再会 。 さら に 仲間 た ォ ン 能 隊 の ダ カ 


リィ ナッ ゲ アー シタ 撃た だ け て 能 と | に ネ 


配 に 反抗 再開 。 は 送 を 横断 す 


LEINA ASHTA を り 解放 させ る こと に 成功 し た の か た 。 その 作 馬 を 決 
に を 

ZZ ガン ダム の パイ ロッ ト を 務め る ジュ ド 『 グ (店 系 続 と グレ 

ンタ の 妹 。 無 鉄 間 な 史 を 支え る どちら が 主 に な っ た か は 判 燃 と ! 


それ が 漁 レミ ー・ ト ト c 
た だ し グレ ミー は 彼女 を ル 


人 エニ ュー タイ プ 少 女 兵 


ダム に 紛 て 身 の 攻撃 を 仕掛 け て 
な 拓 乗 機 は ド 


負う 。 し か も 身 を 湯 め て いた 小屋 | 
た た め 死亡 し た も の と 思わ れ た が 
され て お り 、 セ イラ ・ マ ス の 下 で 姜 生 し て 
て 第 一 次 キオ ・ ジ オン 執 争 が 終 圭 する と 
元気 な 次 を ジュ ド 見 せ た の だ っ た 


ルナ ン 
LUNAN 


サイ ド 3 の コ C 
少年 。 税金 を 払う 
ネェ ル ・ ア ー ガ マ か ら MS を 強 寺 し よう 
失敗 。 し か し ルナ ン の 妄 に か つて の 自分 の 要 
を 見 た ジュ ド 9 と 重 気 投合 し 、 の ち 
に コロ ニー の 支配 者 で ある ス 


ひと 海員 か せる こ 


リゲル グ 


REGELGU 


年 圭 争 の 頃 に 開発 し た ゲカ ー ス と る 
アク シズ で 改 伏 を 施し た 機体 。 元 々 は 捉 
と し て 使用 され て いた が 、 合 れ た 機動 性 を 
作 み て 実 再 配 備 さ れ た 。 巨大 な 肩 部 純 申 か わ 


特徴 で 、 内 蔵 さ れ た 増加 ステラ スター が 機動 性 


ルー・ ル カ 


ROUX LOUKA 


ゴ に 参加 し た 志 頼 
ズ か ら ネ オ 


に ジュ ムー ン ム ー ン ] に 募ら す ヒカリ 
を 本 成す る まで | 族 の 長老 。 一族 が 信孝 す る 「 ヒ カリ の 教え 」 の ァ 
ト と し て の 撤 量 と は | 神宮 を 務め て いる 。 し か し 外 の 世界 に 値 れる 口 | ザ の 間 


斉 陣 に 人 間 的 に は 未成 熱 な 年 下 | オル は 教祖 


(キネ ナ ・ ジ オン ) の MS 
ひと り 。 女性 の よう な 吾 っ た 閣 立 
の が 特 懲 だ が 性格 は 男 その も の 


お 開き ん 峰 を 次 か せ て は 芋 台 | 「 ヒ カリ の 教え を 広め る た め 寄港 し た アー カマ の 
その た め 閉 任 当時 は | 約 行 する 箱 旭 を 容 し よ ドー・ ア ー シ タ の Z 
活躍 に よっ て ロ オ ル の 野 晴 は 


ムー ン に は 再び 静 竹 が 訪れ 


) 間 二 靖 料 を 本 
の ら 疫 芋 
ti 


ぁ | 


アー ム ・ レ イカ ー 


ARM LAYCER 


始め た モ 
レバ ー 
比べ て 
が 特 往 で ある 。 珠 
配置 され 、 撮 導 負 揚 
る 。 し か し 、 グリ ッ プ 

覧 前 の 軍 再 
て し まう 事例 が 多かっ た < 
) 経 用 に 留まっ た 


業 一 次 キオ ・ ジ オン 幸多 後 は 地球 較 邦 の 管 
UC.0093 に お ける 閑 二 次 
ャ ア の 反乱 ) で 
オン に 売り 濾 さ れ 、 地 球 


オン 直久 


動 戦 士 ガン ダム 逆 製 の シャ ア 1 


アス トナ ー ジ ・ メ ドッ ソ 
ASTONAIGE MEDOZ 


エゥーゴ の 整備 接 新 だ っ た が 、 第 一 次 ネオ 
オン 戦争 後 は ロン ド ・ ベ ル 科 に 所 属し 、 族 態 
り イラ ム の チー フ メカニック 
イロ ッ ト で ある ケー ラズ 
と ャ ア の 反乱 」 で 彼女 を 夫 
い 紋 い で 寺 死 し 


アデ ナウ アー・ バ ラ ヤ 
ADENAUER PARAYA 


アム ロ ・ レ イ 
AMURO RAY 

プス 埋 役 で 折 地 球 連 才 織 か 
投じ た の ち 、 連 孝 軍 外部 組 編 ロ ンド ・ ペ ベル の 
中 心 人 物 と な る 。 U.C.0090.03、 テ ィ ター ン 
メ と ハマ の ネオ ・ ジ オン が 倒さ れ 


た の ち され た 
最初 に 配属 され た 日 ネ 
オ ・ ジ オン 兵 の 欄 挙 と ナブ ル の 


接 索 を 任務 と する , 
すべ て の コロ ニー を 


ャ ア の 反乱 」 全 圧 に 参加 


) 落 下 を 阻止 し た も の の 


C・ ア ジー ル 


0-AZIERU 

アル バ ・ ア ジー ル 。 ネオ ・ ジ オン 軍 の 医大 MA. 
U.C.0093 以 前 に 登場 し た サイ コミ ュ 指 載 MA 
を 参 ま に 建造 され た 機 以 で 、 比 部 スカ ー ト ( 
ファ ン ネ ル を 9 機 的 澤 。 これ を 使っ た オー ルレ 

攻撃 を 得意 と する 。 その ほか に も 有線 サイ 

ミュ 式 メ ガ ビ ー ム 砲 、 バ ルカ ン 克 、 メ ガ 科 子 窒 


な ど あ 数 の 火 義 を 装備 。 また 


る 部 分 は プ 


絞 部 に 相当 す 


意 械 し た 兵 装 が 多 


巨大 な 順 石 を 地球 に 
ど を 使用 せ ず に 大 規 禁 
狂う 非 人 道 的 な 戦 新 。 有 

の 反乱 」 に お ける 5th ル ナ 落 下 が あ る 
は 地球 連邦 玉 府 の 


を 落と す 前 例 は これ まで 
大 で 質量 も ある 巨大 馬 石 
人 類 史 上 聞 の 昌行 

は それ を 人 類 の 舞 


し ( 下 ) と の 確 幸 の 
録 で も まる 。 時 に 生計 


ます 


[ ーー 
] 

オク トバ ー・ サ ラン 

OCTOBER SARAN 

アナ ハイ ム ・ エ レク トロ ニク ス 社 (AE) の M 


者 。 ヤ ガ ンダ ム の 開発 に も 携わり 、 ア 
レイ と 茶 に 量 音 調 撃 を 行っ た 。 新聞 発 素 
ある サイ コ ・ フ レー ム を コク ピ - ト 則り の 材質 に 
オク トバ ー だ が 、 それ が 


カイ ザ ス ・M・ バ イヤ ー 
KAISES M BUYER 


ナブ ル 率 いる ネオ ・ ジ オン の 高官 
府 と の 交渉 に 蘭 も 


カム ラン ・ ブ ルー ム 
CUMLAUN BLOOM 


\ て 税 副 再 に 行わ れ た シャ 
連 施 政府 と の 


pa 店 a | 


Lc 


BLOSSARY 


ク ェ ス ・ バ ラ ヤ 
QUESS PARAYA 


地球 連邦 東 高官 ア 
持つ 13 歳 の 少女 


クリ スチ ー ナ 
CHRISTINA 


UC.0093 当 時 、 チ ペ ッ ト 地 区 の ラサ 
て いた 不法 居住 者 の 女性 。 ク 
友人 で 、 符 ” 


イプ 能力 を 開花 させ 
長 し た 。 し か し 犯 激 な | ナ が 落下 する 直 

の 成 表 が 追い 付か ず 、 最 で け て 落下 する 
の 掲 り 処 を 見 出し た の 


て も 高い 資質 を 見 
未成 箇 な 部 分 が 残 

その こと が 幼児 性 を 織 う 

に 隊 り 、 量 後 ま で 科 嫌 を 据 り 向 か 


記 の 恋 信 で あっ た 。 ネオ R は 止 で き 
ジオ ン が 実行 し た 「 地 球 補 准 化 作戦 


すべ く 、 地球 へ 向け て 移動 を 握 始 し た アク シス 


クラ ッ プ 級 巡 洋 艦 
CLAP CLASS SPACE-CRUISER 


。 | UC.0093 因 に お の 主力 之 洋上 
a し ナッツ ー 往 禄 衝 隊 に 配備 され て いる は か 、 錠 立 
外郭 引 織 ロン ラー・ 


サイ コ ・ フ レー ム 

PSYCHO FLAME 

た 改修 艇 が 合 
V で 、 F91 の 6 

LC.0153 に リガ 

れ た りー ン ホ ネー ス な ど が 好例 で あ 


ズ ナ ブル 率い る ネオ ・ ジ オン 軍 0 
カ 機 。 一 年 埋 争 当時 に 開発 され た ザク ・ 
プ MS の 溢れ を 色濃く 受け 継ぎ つつ 
ン セ プ ト を 導入 。 その 結果 
用 性 の 高い 令 れ た 機体 と な っ た 
る 工 器 の 多様 さ に 直結 
を は じ め と する 重富 な 


TTPT 
る 


5931 


機動 戦士 ガン ダム 逆 醒 の : 


BLUSSMNY 


た た めで ある 
較 孝 軍制 式 採用 機 
U.C.0100 年 代 


て 利用 され た 。 主 


シャ ア の 反乱 
CHAR'S COUNTER ATTACK 


UC.0093 に 、 シャ ア 
ォ ン と 地球 連邦 軍 


埋 遇 を 柏 し て 、「 シ ャ ア 
炎 ネ オ ・ ジ オン 革 」) と 呼ぶ 。 U.C.009 
ト ・ ウ ォ ー タ 旗 を 度 切 り に . 舌 々 と 宣 
サザ ビー シャ ア ・ ア ズ ナ ブル 事 力 を 著 え た ネオ ・ ジ オン は ULC.0093 02 27 
CHAR AZNABLE に 地球 連 才 に 対し て 宣戦 を 布告 。 03.04 に は 
地球 の ラサ に 対し て 小 星 [5 ルナ を 第 下 
きせ 、 地球 連邦 軍 と 本 格 的 な 電 関 状 混 と 


た 。 その 一 方 で キオ ・ ジ オン は 政治 工作 も 
クシ ズ 斉 六 を 引き 換 


た 。 だ が それ は 巧 


C.0090 年 代 で 最 


本 機 は 
数 えら れ た 。 な お 、 本 機 欄 反 地 球 連 邦 体 后 を 買え 
ネル の 制 人 た て UC.0093.02.27. イン タビ ュー 
サイ コ ・ フ レー ム の 導入 番組 を 通し て 事実 上 の 宣 陵 布告 を f 
も 大 きく 影響 を 及ぼ し て お ロ )3.04 に は 5 ルナ を 地球 に 落と す と 
対す る 機体 の 人 の 事件 を 
重 MSG が ら 使 れ た 機動 性 を 示し た の 反 
の の 戦 癌 で 機体 は 失わ 7 
と な 泊り 
いて 
栓 の 


る 地球 冷 化 を 妖 っ た の で ある 。 そう 
類 は 嫌 で も 地球 か ら 宇宙 に 移り 住ま ね ば な 


し た た スウ ィ ー ト ・ ウ ォ ー タ ー 
SWEET WATER 


も あっ た 。 一 年 埋 
馬 二 を 決 


Ce、 こ の 2 | 各 い で 
で を ま 株 3 
tg 


だ が その 均 衝 は 戦 庄 が 激化 する に つれ て 破 
れ 、 最終 


7 る 地球 軍 邦 軍 の 制式 


連邦 軍 が 保有 する ジィ 
ポ * モ 系 の デー タ を 反 
統合 し た 機体 で も る 。 その 
t 


(CA) 05 su 02 


FT ] 
る 総記 を あの 

自ら の 手 で 大 を 行 
に 用 但し た 「 名 


第 二 次 ネオ ・ ジ オン 戦争 
NEO ZEON WAR I 


1.C.0093¢: 


チェ ー ミ ジン 
CHEIMIN NOA 


dd EE a pd | 


LE 四 


BLOSSARY ! CA me D5 mm02 


チェ ー ン ・ ア ギ 前 1 
と 上 に ゎぉ] 


アム ロ に 代わ っ て 月 の : 


x 社 (AE) と の 折衝 を 行っ た 。 その 押 、 リ カ 


ト 明 の 所 和 (9 イ ユー ラレー ム ) | | ドウ ー ス ガン ダム ネオ ・ ジ オン 


ヶ 便 bh て いる と 開き 、 そ の 寺本 す TooTH GUNDAM NEO ZEON 
上 作戦 に 際 し て は ロン ド ・ ベ ル 必 放散 ラ ー・ カ イラ ム 付 の 土 宮 で | ニュ ー ガ ンダ ム 。 ア ムロ 1 を 
ne 7+ あり 、 作 明夫 を 担当 する 。 地 王 際 下 直道 当 し 、 月 の アナ ハイ ム ・ エ レク トロ ニク ス 社 (A 


し も 本 2 入っ た アク シズ を 破壊 する た め 


人 で 開発 が 進め られ た 機体 。 その 名 が 示す 


た に . 一 年 法 多 で 伝説 と 王 わ れ た RX-78 ガ 
まう 。 た を | た の 下 系 械 で あり 、 外 観 や 基本 性 能 に 類 0 
| ム を 介し て 埋 場 の 爆 | 点 が 多い 。 と は いえ U.C.0093 当 時 の 最新 所 に 若 り を 
ビー に 指 載 きれ た サイ ぃ の 失 | 破 で 分 世 し た ア 


ら 半 ざか る か と | 窒 を 悦 し みな く 投入 きれ た た め S や 条 衣 を 有する まで 
確 過ぎ 、 アク > 


振 現 依 を 引き 起こ す 引き 鍼 と な っ た 思わ れ た 。 し か 


で あり 。 パイ ロン ト の 思念 を 迅 漂 か 
的 確 に 機体 へ と 反映 させ られ る と いう 画 須 的 な 
仁 能 を 有する 新 素材 で ある 。 さら に サイ 

兵 赤 の 使用 を 可能 


香 い に 没 頭 イ 
TL うこ と thK 
時 は 、 何 と も 言え 


地球 寒冷 化 作戦 技術 で あり 


に 予想 外 の 事 血 と 言え 
地球 落下 を 


アム ロ と の 対等 な 決着 を 

ー 7 ・ アズ ナ ブ た の だ が 、AE 

ー 側 は 友 え て それ を 清和 サイ 
UL.C.0093. シャ ア ・ ア ズ ナ ブル 率い る ネオ レー ム に よっ て 拡大 生 思 は 
オン が 実話 し た 内 石 落と し 人 本 を | AE 開発 陣 の 予 枯 を を 発 佑 し た 
括 載 し た 大 質量 陳 石 を 地球 て 「 価 区 没 氏 末 と し て 用 凍 ネル トッ 
の を 」 を 起こ し 、 地 表 を 人 間 の 住 状態 が アム ロ の 危機 に 原 内 円 
能 を 発揮 し た の は (1 フ 


止 せん と する 


ナナ イ ・ ミ ゲル 


NANAI MINGERU 1// と し た 不可 aa 
艦 放 は 投降 を 作 装 し て 導 か れる よう に し て アク シズ カ 


理 を 仕 拘り る 
は 、 続 
束 の 完 居 を 狙っ た 。 だ 
隊 の 働き に よっ て 落下 婁 首 


現象 
所 長 で も あ 


機 や 強化 人 間 を 保有 し て いる の は | に は 


まお 
、 計 語 
] 
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きき 
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レゾ 
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よる も の と され る 


/Z / 5th ル ナ 


/ 
/ 5th LUNA 
ナナ イ 
ド ルナ 。 地球 連 孝 軍 の 管 連 下 
た め だ と て いる 次 居 用 小 馬 星 。 底 物 資源 
の 軸 韻 た も の だ 2 
を 強 軍 の 活動 拠点 地球 周回 替 遂 上 
し た 人 れ て いた 。 し か し U.C.0093.03.04、 ネ オ 
【 地 球宴 准 化 作 赴 ] シャ ア が 地理 の 自 圧 理 ! 死 し て 
さる 大 規 旨 作 圭 を 実施 し た の は 地球 を で ある 
ほ ゆ 人 類 を 手 軍 に よ の 視 


全く うし た めで 58 つかま 
で 見 た 場合 、 地 還 大人 作戦 ナナ イ は 全力 を 傾け 
KEAN る 9 人 時 失 や 垂 の すべ て を 受け 入れ よう と 
名 を 守 た 。 だ が 最終 決戦 に 薄 ん だ シャ ア は ナナ イ よ 
トロ と の 決着 を 選ん だ の で 
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ロン ド ・ ペ ル 欄 の 族 艇 、 ラ ー・ カ イラ ム の 副 艦 
長 を 務め る 男性 。 絡 長 の し 

町 を 許せ られ て お り 
隊 指 様 を 執る 直良 が 


フィ ン ・ フ ァ ン ネル ・ バ リア 
FIN FUNNEL BARRIER 


ズ ナ ブル 束 

た 字画 牙 能 
思想 を 編 承 し て 

デッキ や 


る 限り 、 より 実 


ライ ル 
や LYLE 
ネオ ォ ン 艦隊 の 旋 散 で ある レ ウ ル 
長 を 移 め る 人 物 。 シャ ア ・ ア ズ ナブ ル か ら の 信 
厚 が 出撃 し て いる 時 に は 族 栗 指 


ヤク ト ・ ド ー ガ 


JAGD-DOGA 


ぁ 
ミゲル が 指 


を 使い こ 
オ ・ ジ オン に は ほとん ど お ら ず 
ルアウ ト さ れる 


幸 乱 を 通し て 


者 市 。 また チ 
標高 3000 
が ら 賑 わい を 見 せ 
埋 争 終結 後 
末 転 


M(B) は メカ 
の 負 圧 戦 で 真価 を 発 理 し た 


ーー も 代表 する 硬 的 大 

ラー・ カ イラ ム も 5 ルナ の 下 
から 在 地 と 失 め られ 

RA-CAILUM 


お 同型 区 が 吉 役 
) 佑 秀 さ を 物語 る 証 


] ネオ ・ ジ オン に よる [区 球 究 当 1 


間 度 に 計る 了 圭 を 実施 


る 


ルナ ッ ーー 
LUNA I 


軍 に お ける 地球 軍 邦 重 の 区 大 注 
用 基地 。 だ が 


UC.0093 頃 い 

値 が 薄れ 、 柏 講 庫 と し て 利用 され る 

て いる 反乱 に お いて は 。 ネ オ ・ ジ オ 
より 貯蔵 され で を 奉 わ れ 、 地 


作戦 に 使 必 され た 


軍 


レ ウ ル ー ラ 
REWLOOLA 
オン 邊 隊 の 族 北 と 


ネオ ・ 
[3 
オン 系 艇 船 の 流れ を 
タン ク を 搭載 し て い 
し て の 機能 も 有 す . 


【 レ ウル ー タ 】 Sm ルナ を 
下 作 埋 まで 、 さ ませ まな 各 場 で 
行間 


守 必 され る こ 


レズ ン ・ シ ュ ナ イダ ー 
| REZIN SCHNYDER 


所 属す る 女性 バイ ロッ ト 。 放 本 
ラ 所 属 の ギラ 

た ロン ド 
スゥ を 圧倒 


ロン ド ・ ベ ル 
LONDO BELL 


61.31 


ーッ 


ARTHUR JUNG 


ル エ 学部 
ク ・ ア ノー の 親友 で あ 
ガー ド の 暗 撃 に 抵 撤 す 
協力 する が 、 糧 飲 に 疹 き 込 ま 


アン ナマ リー・ ブ ルー ジュ 


ANNAMARIE BROUGIA 


っ 


ヴェ スバ パー 


VS-B-R 


練 力 の 絢 い も 
ビー ム 兵 器 で あ ! 1 
下 身 する 。 ガン ダム F91 に は ラン ド セ ル に 可 


レー ル と 共に 義 備 き れ 、 善 疲 は AMBAC 
パッ ク ) と し て 赦 勢 机 御 に 貢献 する が 、 射 区 時 
に は 店 に 移動 し 射撃 吉 勢 を 取る 
a 
gz グ 


ーー 
理学 的 に は 「 自 株 」 「 主 体 を 認識 する 意 護 」 


と 解釈 され 般 的 分 自身 の 意 議 を 指 
す 。 U.C,0080 年 代 臣 ん われ た 強化 
人 間 処 置 は 肉体 強化 だ け に 独 ま ら ず 、 仙 記 拓 
用 いた 章 議 強化 も 交 ん に 行わ れ た 。 こう し 
評 生 し た 強化 人 間 た ち は ニ ュー タイ ブ と 天 色 
な い 東 骨 力 を 発 大 。 反面 、 不 安定 な 精神 
に 代表 され る 各種 の 埋 害 を 生じ させ た 。 録 人 

の 場合 、 ラ フレ シア と いう カカ を 手 に する と 岡 
エゴ が 無根 大 に 拡大 。 作戦 行動 より も 自 
目的 を 催 先 する と いう 、 時 才 の バラ ンス を 
た 状態 に 多 ゆあ る 


は 


エビ ル ・ エ ス 
| EBIRHU-S 
クロ スポ ー シ ・ パ ン ガ ー ド 製 の MS と し て は 最も 
小型 の 機体 。 ダ ギ ・ イ ルス 同様 に 全 行 動 を 
主 議 に 開発 され 、 右 局 に 債 松 ポッ ド を 振 協 し て 
の ポッド を 飛ば し て 情報 収集 を 行う ほ 
起 軸 に 直通 し た 場合 に は 敵 機 の 戦闘 デー 
タ 収 集 も 担当 する 。 その た め 、 債 府 枯 と し て は 

・ ク ロー 


エル ム 夫 人 


Mrs.ELM 


フロ ンティア IV の レジ スタ ンス 抵 挑 派 」 の 女 同 
クロ スポ ー ン ・ パ ン ガ ー ド の 侵攻 に 自ら 式 問 
を 手 に 取っ て 反抗 する 。 レジ スタ ンス の 面々 の 指 


控 を 較 る な ど . 柄 李 的 に 大 拡 軍 動 に 大 加 し た 


ーー ーー* 
、 ーー 
ガル ・ ブ ラウ 
| GARR BROW 
バ 軍 埋 馬 ザ ム ス ・ 
ガル を 情 成す る 4 つの パー ツ の うち 、 左 首都 分 


の 名 称 
ロン ティ ア ・ サ イド の 電力 を 利用 し て 


パグ の 運用 母 散 で あり 後 は フ 
バク の 
起動 を 行っ た 。 その 後 、 ピ ギ ナ ・ ギ ナ に よっ て 
破壊 され た た め 、 パグ の 箇 感 が 他 の サイ ド に 広 


が ら ず に 済ん で いる 


ガン ダム F91 
GUNDAM FORMULA 91 


UC.0111、 閑 電 的 進化 を 遅 げ た MS に 対 
し 、 連邦 軍 上 刻 部 は 基本 コン セプト へ の 回 
帰 を 提言 。 それ に 基づい て 、 海 宣戦 略 研 究 
所 (SNRI サ ナリ ィ ) は MS の 新規 格 、F 
) シリ ー ズ を 発表 、 連 邦 軍 公式 模 
て 請 可 され る こと に な っ た 。 この F シ リー ズ 
の 最高 健作 が U.C.0123 に 完成 し た ガン ダム 
F91 で ある 。 構造 材 そ の も の に 電子 橋 革 を 内 


華 し た MCA 装 甲 の 採用 に より 、 機 体 サ イズ は 
15m 経 度 に 小型 化 。 同 ネ レー ター の 
高 出力 化 や 制御 系 へ の バイ オ ・ コ ンピュータ 


5 導入 に より 、U.C.0120 年 代 の MS 小型 化 
技術 の 集大成 と まで 言わ し め た 。 搭載 兵器 に 
は ピー ム 系 が 多く 、 ピ ビー ム ・ ラ イフ ル 、 ビ ピー ム 
ラン チャ ー、 ビー ム ・ シ ー ル ド 、 V.S.B R. (ヴェ ス 
パー) を 装備 。 主 な 接 乗 者 は シー ブッ ク ・ ア ノ - 


ガン ダリ ウム 合金 
セラ ミッ ク 複 合 材 
GUNDARIUM ALLOY 
CERAMICS COMPOUND 


ガン ダリ ウム 合金 と せ ラ ミッ ク 素 材 に よる 複 人 
装甲 。 詳 し い デー タ は 明らか に な っ て いな い 
が 、U.C 0120 年 代 の サナ リィ で 開発 され 、F 
シリ ー ズ の 凌 申 研 材 と し て 用 


| ガン タン ク R-44 


| GUNTANK R-44 


連邦 事 が 開発 し た 可変 MS で 、 人 和製 と 電車 
に 変形 可能 。 連邦 軍 の 特殊 部 隊 エ コー ズ が 
面 用 し た 、 サ ナリ ィ 製 MS ロト の 運用 デー タ を 用 
いて 開発 され た と も 言わ れる 。 U.C.0123 の コ 
ロニ ー、 フ ロン ティ ア IV に 建設 され た ロイ 埋 争 
博物 能 に は この 機体 が 1 機 展 示さ れ て いた 。 ク 
ロス ポー ン ・- バ パン ガー ド 調 沿 の 了 に 貞 長 の ロイ ・ 
グ に よっ て 持ち 出さ れ た も の の 戦力 の 足し 
に は な ら ず , 即座 に 無力 化 さ れ た 。 その 後 、 博 
物 館 に 避難 し て きた シー ブッ ク ・ ア ノー た ち 学 
生 が 移動 手段 と し て 使用 し て いる 。 


紛 が 繧 

因 特 で きる 百 季 

中 局 、 シ 

ブッ ク た も 学生 が 電 火 を 送 
れる 際 に 松 立 て て いる 


乗 民政 策 | 


UC.0100 年 代 以降 の 地球 連邦 が スペ ー ス ノ 
イド に 対し て 行っ た 政策 。 U.C.0093 年 に 発生 
し た 「 シ ャ ア の 反乱 」 (第 二 次 ネオ ・ ジ オン 圭 争 ) 
以来 、 地 球 国 で は 大 き な 動乱 は 発生 せ ず 、 経 
済 力 を つけ た 震 コ ロニ ー は 、 戦争 で 失わ れ た 地 
球 の 工業 ・ 食 糧 生産 を 肩代わり する まで に 成 
長 し た 。 地球 借 も コロ ニー の 生産 力 な くし て は 
立ち 行か な い 状 態 で あり 、 結 果 と し て 、 地球 国 
に お ける コロ ニー 経済 の 重要 性 が 増大 する こ 
と に な っ た の で ある 。 それ と 平行 し て コロ 
政治 的 発言 力も 増大 し た の だ が 、 これ を 危 慣 し 
た 連邦 夏 府 は 挟 民政 策 と も 取れ る 圧力 政策 を 
実行 。 当 医 、 コ ロニ ー 仙 も この 政策 に 反発 し 
両者 の 韻 に 再び 繋 張 吾 が 高まる こと に な っ た 
フロ ンティア - サイ ド の 住民 に クロ スポ ー ン ・ バ 
ン ガ ー ド を 掴 名 する 動き が 見 られ た の は その た 
めで ある , 


た 。 孝 車 制 MS 
を 画す る デ ッ サ ー タ イブ や ペ 
ル ガ ー タ イプ MS の 陳 例 に 記 


[<」 


クリ ス 


CHRIS 


フロ ンティア M に 典 て られ た ロイ 埋 狗 博物 本 の 
事務 員 。 館長 の ロイ ・ ユ ング に 心酔 し て いた よ 
う で 、U.C.0123 に 発生 し た クロ スポ ー ン ・ バ 
ン ガ ー ド の 健 攻 で は ガン タン ク R-44 の 挫 凌 を 
相当 し て ロイ と 共に 出撃 し て いる 、 


クリ ス 】 クリ ス が 隊 押 し た ガン 
x バンガード の MS に 尊 力 化 さ れ 
党 で ロイ が 吹き 敬 ば され て 死亡 。 それ を 


グル ス ・ エ ラス 
GRUCE ERRAS 


コス モ ・/ パ バビ ロニ ア 建 園 戦争 に お いて 、 ガン ダ 
ム F91 の 母 態 と し て 機能 し た 連邦 軍 線 習 牙 ス 
ペー ス ・ ア ー ク の メカ ニッ ク 。 F91 に 細 み 込ま 


れ た バイ オ ・ コ ンピュータ ー の 起動 に 菩 心 し た 
が 、 リ ィ ズ ・ ア ノー の ヒン ト (あや と り の 符 丁 ) を 
きっ か け に 何と か 成功 し た 


1 グル ス ・ エ ラス 】 細 欄 好 | 

新兵 問 で ある F9! 

か っ た らし い 。 また FT YS 
大 仰 に 反応 し 、 背後 に いた 上 菅 の コ ズ モ 

右 ) に 馬 突 き を 入れ る 形 に な 


| クロ スポ ー ン ・ バ ン ガ ー ド 


CROSSBONE VANGUARD 


UC 0120 年 代 に 実 箇 出 現し た 還 集団 。 コ 
スモ 壮族 主義 を 推し 進め る マイ ッ ツ ァ ー・ ロ ナ 
の 実働 覆 隊 で ある この 部 隊 に は 、 民 紫 の 上 に 
立つ 理 族 と し て の 品格 と 高度 な 戦闘 カ が 要求 
され 、 廣 迷 し た 連邦 政府 と 績 落 し た 一 般 市 民 
を 訂 清 する と いう 使命 が 与え られ て いた 。 し か 
し 部 隊 の 統率 者 で ある 鉄 仮面 (カロ ッ ゾ ・ ロ 
ナ ) ツァ ー の 理念 を 独自 に 抜 大 解釈 
し 、 増え 過ぎ た 人 類 の 間引き を 行う 部 藤 と し 
て 幾 能 さ せよ うと し た の だ っ た 。 魚 仮面 自身 は 
U.C.0123.03.30 の 埋 敵 で 才 元 し た が 、 そ の 
接 の クロ スポ ー ン ・ パ ン ガ ー ド が どの よう な 性 質 
を 持つ に 至っ た か は 定か で は な い 、 


黒 の 部 隊 


BLACK VANGUARD 


クロ スポ ボー シン ・ パ ン ガ ー ド の 一 覧 を 担う 精 錠 部 
職 の 名 称 。 ブラック ・ パ バン ガー ド 隊 。 黒 の 戦隊 
と も 呼ば れる 。 この 部 隊 に 属す る 機体 は 機体 
色 が 時 系 続 に 変更 され て いる の が 特 敏 。 さら 
に 外見 上 の シル エッ ト に は 変化 を いも の の 、 性 
能面 で は 細か い 改修 が 加え られ て いる よう で あ 
る 。 隊長 は ザビ ー ネ ・ シ ャ ル 。 隊員 に ボブ ルス 
な ど が お り 、 ペ ラ ・ ロ ナ も 初 了 で は 時 の 部 隊 
の 預かり で あっ た 。 大 隊 の 構成 は XM-05 ペ 
ル ガ ・ ギ ロス x1、XM-01 デ ナ ン ・ ゾ ン x6. 
XM-02 デ ナ ン ・ ゲ ーx6、 XM-03 エビル ・ エ 
ス X2. XM-07 ピ ギ ナ ・ ギ ナメ x1 だ っ た と され る 
他 の 大 隊 と し て は レッ ド ・ バ ン ガ ー ド と 好 ば れ た 
ドレ ル 大 隊 と ゼル ゲス 大 隊 が 存在 し て いた 


け 


の デー ルー バー 


KAYNEE HAHHAH 


地球 連邦 軍 の 練習 罰 ス ペー ス ・ ア ー ク に 搭乗 
し て いた メカ ニッ ク 要 員 。 同僚 の グル ス ・ エ ラ 
ス ら と 共に 、 封 印 さ な て いた ガン ダム F91 の 直 
動 に 成功 し た 


】 吉 湯 し た ビギナー ギ ナ の 
(を ) は こっ ち は こ こ 
りり と 即座 に 刊本 。 応急 処 

ら 見 事 な 手 粒 を 発 押 し て 、 條 理 を 


を 付け る だ 


| み ェ ジェ メグ 
| cAm SOHN 


地球 軍 邦 軍 所 属 の 練習 工 ス ペー ス ・ ア ー ク の 
ブリ ッ ジ 要員 。 も と も と は 計 二 兵 の ひと り と し て 
乗 血 し て いた が 、 正 規 軍 人 が 足り な いた め に 
急 較 オペ レーター 松 を 言い 注 され た 


1 ン ン 】 不 情 れ な オペ レー ター 業務 に 本 

著 す る ケ を )、 し か し 、 全 座 任 和 

ガン ダム F91 に 放出 絡 の 確 語 を 橋 示 する な ど 、 手 
い 指 示 を 発し 、 的 縮 に 任務 を こなし て いた 


1 
ト の 技 軒 は 便 れ で 
る も の の 、F91 の 性 駅 
ず 。 押 刀 を 全備 な くさ せら れ た 


を 


小型 MS 


| SMALL SIZE MS 


UC.0100 年 代 に 連邦 定 が 提 明 し た . 新 機 
輸 MS を 指す 。 U.C.0090 年 代 に 技術 的 頂点 
を 避 え た MS は 、 そ の 一 方 で 機体 の 大 型 化 や 
生産 整 備 性 に 対す る 支障 が 目立つ よう に 
な っ た 。 この 状況 を 打破 する た め 、 連 邦 軍 内 
の シン クタ ンク で ある 連邦 車 海軍 較 還 研究 所 
SJNRI ニ サナ リィ ) は 、MS の 小 股 化 を 提 
唱 。 これ 以降 、MS の 開発 コン セプト は [小型 
か つ 高 性 能 な 汎用 人 事 兵 北 ] へ と 流れ を 変 
え 、12 一 15m ク ラス の 機体 が 主流 と な っ た の 
で ある 。 この 時 六 に 乗っ て 誕生 し た 小型 MS 
は 、 一般 的 に [第 到 世代 MS」 と 呼ば れる , 


Sm ~。 


【 小 WWMS】 G・ キ ャ ノ 
民代 MS を り リ 


先 多 術 の 
PT 


コ ズ モ ・ エ ー ゲ ス 
COSMO EIGESSE 


クロ スポ ー ン ・ パ ン ガ ー ド に よる フロ ンティア ・ 
サイ ド 凌 撃 に 反対 する 拓 拡 涯 の リー ダー 的 存 
在 。 連邦 箇 選 疫 軍 人 と いう 選書 き を 奈 に 抵抗 
涯 を 指 手 する が 、 そ の 実体 は 、 実 力 は な く と も 
リー ダー 風 を 吹か せ た いと いう 独り よがり な 指 
揮 官 で ある 。 その た め 際 で は コズミック と 名 
を 付け られ 、「 ム カ つ く よ こ の 弧 父 、 座 か 殺し 
ちまえ 」 と まで 言わ れ て いた 。 そん な 周囲 の 
価 な ど 本 人 は まっ た く 気付 いて いな か っ た の た 
が 、 銚 仮面 の 送り 込ん だ 新兵 器 バグ の 攻撃 を 
受け る と 、 あ っ さり 昔 死 する と いう 最後 を 敢えて 
いる 


コテ モ 
きっ き と 戦 え ] と 、 シ ー プ ンー を 


エー ゲス 】「 妹 が 輪 さ れ た く 


を 庄 み 付け に し た コ ズ モ 。 そん な 


度 が 凍 
バグ と の 戦い で と 


還 も コ ズ モ を 守 ろ 


BLOSSA 


コス モ 貴 族 主 義 


(The)COSMO NOBILITY DOCTRINE 


UC012 モ ・ パ ピロ ニア 建国 
埋 争 に お いて ロナ が 提 只 し た 
思想 。 旧 世紀 の に 伝わる 言 業 ノー プ 
レス ・ オ ー ブ リー ジュ を 季 句 ど は 
高 それ に 伴う 義務 が ある 」 こ と を 
体現 し た も の と され で いる 。 人 間 は 人 権 こそ 平 


革 だ が 必 く 者 と 潮 な れる 者 と に 分 拓 さ れる 。 そ 


れ ゆ え に 、 大 乗 は 高中 な 人 間 に 導 か れる べき 
だ と いう ロナ 齋 は 
地球 連邦 か 


け 1 て 


コス モ ・ バ ビ ロ ニ ア 
COSMO BABYLONIA 


末 が 翌 頂 する コス モ 貴 許 主 義 を 体現 し た 


の 戦乱 が コス 


る 任 彰 と 
仁 に 反発 する 革 


サイ ド 4・4 バ ンチ | 
SIDE4 4BANCH 


L ジュ ) 1 に 場所 を 
ド 4 の チ で 、 通 称 「 フ 
U.C.0123.03.16. 


に よる 最初 の 用 軸 が 
食し て いた 連 孝 宣 陣 隊 は 紹 斉 で 寺 江 し 
時 間 で コロ ニー 制圧 は 完了 し た 。 この 憶 。 ク ロ 
ス ー ド は 一 般 市 民 へ の 被害 を 
性 れ で も 5,000 人 あま り が 峰 特 
t そ 連邦 軍 の 無 中 
6 きら に 03.26 
コス モ ・ パ ピロ 


が 行わ れ 、 莉 者 に 制定 さ 
モ ・ パ ピロ ン 」 と 名 を 改め 


いる 


サウ ザン ズ :・ ジ ュ ピ ター 
THOUSANDS JUPITER 


NGO 較 体 「 木 星 エ ネル ギー 
国 と 本 性 還 を 往復 する サウ ザ 


建国 埋 争 が 動 発し た 材 に ネ 
ザン ズ ・ ジ ュ ピ ター| が 地球 国 に 衝 碧 し た 


コス モ ・ バ ビ ロ ン | 
COSMO BABYLON 


電力 を 利 用 し て 役人 兵 療 


サイ ド 4・1 バ ンチ 
SIDE4 1BANCH サウ ザン ズ ・ ジ ュ ピ ター 
ーッ 記 の 艦長 
CAPTAIN of THOUSANDS JUPITER 
UC.01230.03.24 に 地球 
ザン ズ ・ ジ ュ ビ ター 請 超 大 蝶 ヘ リウ 


グ 」 を 起動 


住人 炉 が 設置 され た の 
た 尊 特 邊 理 の 情 目的 と 


サウ ザン ズ ・ ジ ュ ピ ター 
の 能 長 夫人 
CAPTAIN'WOMAN of 
THOUSANDS JUPITER 


30.03.24 に 地球 園 に 放 則 


ュ ピ ター 上 正大 
の 能 長 の 妻 。 夫 に 伴い - 
生 国 宣言 式典 に 出席 し た 


【 サ ウ ダ ン 
二 調 府 か ら 見 守る 細長 と 引 其 夫人 (前 多古 か 52 生 
が 近づい な 摩 、 夫 に 佐 さ れ て 一 村 


と 連邦 軍 に 貢い 取ら 
後 . 連邦 軍 の 話 問 機関 と な 
較 戦 筑 研 究 所 」 と 名 を 改め 
た 戦術 ・ 戦 時 時 画 を 取り ま 
た 。 そし て 乱 」 終結 和 


に 地球 較 の 
管理 体制 の 見 直し を 図る 連 部 軍 に よっ て 傘下 


の 各 請 関 機関 も 再 六 


所 (サナ 


きれ 、「 海 軍 戦 四 研 究 
) で ある 。 再編 後 の 
旧 サ イド 4 


MS 開発 市 場 を 独占 
ロニ クス 社 (AE) を 確 
こう し て U.C.0100 


NT 
下 施 計 も 座 彼 され 、MS 


pi Ed | 


G・ キ ャ ノン 
G-CANNON 


U.C,0120 年 代 の 夫 球 軍 邦 宴 が 出 式 控 用 し た 


と = ー 中 男 謀 支 援用 MS。 サナ リィ の [フォ ー ミ ュ ラ 計 
ザビ ー ネ ・ シ ャ ル ザム ス ・ ギ リ クト )」 に 基づい て 開発 され た 機体 は 
ZABINE CHAREUX ZAMOUTH-GIRI 14m 種 度 ま で 小型 化 さ れ 、 高い 構 和 性 を 発 揚 

さら に 支援 戦 関 に 必要 の な い 杜 備 を 徐 底 的 


クロ スポ ー ン ・ パ ン ガ で も 最 交 と 訪 わ クロ スポ パン ガー ド の 戦 能 。 MS カタ バル | 排 論 し た た め 、MS 単 価 も 優れ 
れる 角 隊 が 「 ブ ラッ ク ・ パ バンガー ド ( 黒 の 部 隊 ト が 1 基 し か な く 、 秦 撃 戦 に 特 化し た 能力 が 与 | る 。 主 兵 義 は 両 記 に 設置 し た * 
で あり . その 指揮 宮 を 務め る の が ザビ ー ネ えら れ て いる 。 クロ スポ ン ガ だ が 。、 こ れ を オミ し て 格 関 転 能 力 を 高め た 機 
ル で ある 。 優れ た パイ ロッ ト セ ンス を 持つ た 笑 欄 に よっ て 明確 な 役割 分 揚 が 与 えら れ て する 。 た だ し クロ スポ ー 
貴族 主義 を 規 幼 と する ザビ ー ネ | り 、 本 租 は 対 箇 胃 本 を 重複 し た た め 、 こ の よ 
厚い 信 末 を 受け た 。 | と な っ た の で ある 


か し 彼 の 行為 を 評 し て 「 成 り 上 が り 者 ] と 抑 
する 者 も 多かっ た 。 右目 を 本 で 符 
は クー ル で 非情 な 昔 士 に 科す る が 、 人 
外れ た こと は し な い 涯 き を 涯 ち 合わ せ て 
見 し た 連 者 宣 の 放 民 船 を 琶 えて 見 送 し た 
も 彼 の 涯 暮 さ が わか る )。 その た め 銭 仮面 が 
推進 する 「 ラ フレ シア ・ プ ロ : 1 
反発 し 、 銚 仮面 の 万 官 の ジレ ・ ク リュ ー ガ ー を 
問答 無用 で 射 末 し た 。 主 な 捧 業 機 は ベル カ 
時 の 部 際 ] 仕様 


戦場 


サム ・ エ ル グ 
RUG 


ザム ス ・ ジ ェ ス 


ZAMOUTH.JETH 


お 子 克 
よる MS 運用 能力 の 
その た め 双 数 が 建 計 ・ 加 

力 能 と 


入 さ れ 、 クロ スポー 
て 軍用 され た 


ドラ ム 演奏 を 春 味 と し て いる 。 クロ ス 
パン ガー ド が 保 攻 し た 時 に は シー ブッ ク 
と 共に 壮 痺 し 、 地 球 軍 孝 軍 の 計 細 族 © ガー ド 
アー ク に 身 を 寄せ る こと 


シー ズック: アブー 
SEABOOK ARNO 


サイ ド 4 の 新 敵 コロ ニー 衝 の ひと つ 、 フ ロン テ 


事 ら す 青 年 。 プロ ンティア 絶 合 学園 工 
学部 楓 村 科 2 年 に 在籍 し 芋 通 の 


一 学生 だ っ た 。 だ が U.C.0123 に 夫 発 し た コス 
モ ・ パ ピロ ニア 建国 戦争 の 結 洪 に 大 き 込ま れ 
地球 運 邦 軍 の 茜 尾 葉 ス ペー ス ・ ア ー ク に 義 


ザム ス ・ ガ ル 


ZAMOUTH-GARR 


トス ・ ジ ェ ス 】 フロ ン テ 
ET GT 
か と 隔 


クロ スポ ー ン ・ バ パン ガー ド の 族 攻 と な 
宇宙 吉備 。 高い 窟 光 能力 を 有する と 同時 ある 。 MSt 
MS 容 還 艇 と し て も 機能 し 、 同 時 代 の 地球 = た が 
連邦 埋 細 を 上 回 る 性 能 を 持つ 。 この 牙 に た ザム ス ・ ナ ー ダ 
り 投 自 に 導入 きれ た 特殊 機 構 と し て 分 時 橋 ZAMOUTH-NADA 
を 有 し 、 邊 前 (ガル ・ プ キ 返し 


た 大 民 ァ に 
よる 埋 還 経験 は な い シー ブック だ 
バイ オ ・ コ シビ ピ 
初 
を 学 げ て それ 以 叶 も 数 度 の 電 計 を 
最終 的 に は 鉄 仮面 が 臣 る 大 型 MA 「 ラ 


クロ スポ バン ガー ド の 駐 震 衣 。 克 撃 能力 フレ シア 」 の 撃破 に 成 
は 黄 絞 だ が 、 機動 性 を 活か し た 電撃 戦 を 初生 は 当時 の 状況 か ら 仕方 な 
て いる め 華 態 と し て は 無類 の で あり 、 本 当 は 戦い の 中 


吉 度 を 隊 り 、 重 和 を 格 弄 する 


ロッ ク は 大 型 MA 「 ラ フレ た 父親 を 19 じ よう な 心 の 像 


て. 独自 設計 が な され で | 


ジェ ガン A タ イプ 


JEGAN A TYPE 


UGC0i2 


ザ 追 加 され 


ジェ ガン ノー マル ・ タ イプ 


JEGAN NORMAL TYPE 


U.C.0120 年 代 の 地球 達 邦 宣 が 制式 拓 用 し 


て いた MS。 高 動 措 の A タ イプ 、 火力 重 提 
WB 有 確 な 特 長 が な く 、 ペ ー 
ス 機 の に 最も 近い 機体 で ある 。 その 
た め 汎用 性 が 謝 


と 昔 域 を 


イザ に その 人 能 
欄 も 
の 感 が 


を 指す 電 傍 の 
er 
牟 で 行動 する こ 
あか っ た 。 氏 定 介 な 


62.32 
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ェ ガ ン B タ イブ 
JEGAN B TYPE 


の 地球 軍 邦 軍 が 末 


大 改 を 喚 す る こと 


ジェ シカ ・ ン グロ 
JESSICA N'GURO 


シオ ・ フ ェ ア チ ャ イル ド 


THEO FAIRCHILD 


ジョ ー ジ ・ ア ズ マ 
GEORGI AZUMA 


ショ ッ ト ・ ク ロー 
SHOT CLAW 


柄 府 用 MS 
を 搭載 


姓 先 部 分 
PT 


に し る 


ショ ッ ト ・ ラ ン サ ー 
SHOT LANCER 


昌世 代 の 長槍 を モチ 


ト を 正 確 に 笛 
内 で の 柱 健 発 を 回 選 
これ を 用 いて 重 先 を 
で き 
AN 


ジレ ・ ク リュ ー ガ ー 


GILAIS KREUGER 


が カー ド の 理 瞬 指揮 官 
名 仮面 


の 実態 を 拒 所 し て いた 。 そ 
ガル の 指揮 を 


も] 


Pk 


スト アス ト 


STOASTO 


スペ ー ス ・ ア ー ク 
SPACE ARK 


林 生 電 士 ガン ダム F 


GLOSSARY タイ [05 sg 上 


スペ ー ス ・ ポ ボート | 戦争 博物 館 | | タキイ ルス 


SPACE BOAT WAR MUSEUM DAHGHIRIS 


UC.0120 年 代 の スペ ー ス . コ ロニ ー に 設置 さ クロ スポ ボーン ・ パ バン ガー ド が 開発 し た 強 病 府 
雑 設 され た 博物 館 。 フロ 用 MS。 一 般 用 偵察 * る エ ェ ス 部 


れ て いた 脱出 用 宇宙 艇 。 円 凍 製 の ポ ボディ に 柳 
動 用 スラ スタ ー と 作業 用 アー ム ティ ア V か ちら 資金 提 供 を 移り で お り 。 旧 世紀 | 礎 を 率い る 指揮 官 織 と し 
の 手持 武器 の ほか に 、 ザク や ゲル ググ 、 ガ | た た め 通 信 機 能 が 強化 され 


り の シン プル な 小型 赤 で ある 
長大 な 末 訣 を 移動 する だ け の 角 ンタ ンク R-44 と いっ た 各種 MS が 履 \、 | 隊 草 用 機能 も 高め られ て いる 。 また 凍 障 居 く 


ほか の に 移動 する 程度 な る ア と し て 知ら れる 胃 長 に 突入 する 痛 攻 債 松 に も 向 え られ る = = 
で ある 。 また 自動 車 と 司 部 の MS を 独自 に レス ト アト 3 ディ ー ナ ・3 四 ググ 
と 言わ れ て お り 、 そ の 時 代 の スペ ー ス ノイ ド な ら その た め 公共 の 拓 和 人 DINA JYOK 
大 た と 思わ れる 。 事実 、 ク ロ | いう より も 、 ロ イ の 四 味 を 体現 し た 施設 と いう 
ー ド の 講 撃 を 拓 れ ス 7 カニ ッ ク の ひと り 。 フ 
自分 た ちの 手 で スペ ー ス ポート を ロン ティ アサ イド 再 寺 で 捉 閑 海 に 参加 し て 
フロ ンティア IM なら の 脱出 に 成功 た 叶 に 、 ク ロス ポー ン ・ パ ン ガ ー ド の 負 遇 に 


夫 き 込ま れる こ た 


性 的 な 人 手 不足 で 、 ジョ ク も M 
な く 、 デッキ クル ー を 開 任 し て い 


た め 、 箕 は 邊 
整備 だ け で 


| に 3 


ダ ギ ・ イ ルス 
(地球 連邦 軍 カ ラー) 


DAHGIIRIS (E.FF.) 


UC.0100 年 代 、 地 球速 邦 軍 は 大 ・ ブ ルー ジ 
座 化 が 進む MS の 開発 を 原点 に 立ち 直っ て 見 ル に 対す る 私 的 考 情 の 
型 ・ 高 性 能 の 汎用 MS | 地球 補 邦 事 所 履 笑 の ス 


FTCTSTTT'T 和 


直す こと を 提 舎 

た 01 の と 

の 開発 計画 を 提 味 し た (S.NRI 一 サナ リィ が L 砕 に 流 女 の i 
し た 「 フ ォ ー ミ ュ ラ 計 画 」 と は も スペ ー ス ・ ア ー ク 隊 の " 


MS 開発 計画 の こと 色 が 緑 系 続か ら レ モン イエ ロ 


た し 直後 の 埋 還 で ア - マリ ー は 
に 上 機体 も 失わ れ で いる 鉄 仮面 


IRON MASK 


セシリー・ フ ェ ア チ ャ イル ド 


1 


CECILY FAIRCHILD ) a 2 5 

- 後 、 マ イッ ツァ ー・ ロロ 
ロン ティ ア M 総 合 は 貴族 主義 」 に 情 倒 する よ 
通う 2 年 生 で 、 シ a の 理 起 を 実現 する 
シオ ・ フ ェ ア チャ イル ド の 鍛 ど 


人 間 に 故 造 し 、 さ ら に クロ ス 
実際 に は カロ ッ ゾ ・ ロ ナ と ナ デ て の 絹 動 な 本 神 
生ま れ た 人 物 (ペラ ・ ロ ナ ) で ある 


スポ ー ン ・ バンガー ド が 軸 兵 する と 


て てい? 【 表 一 MMS】 義一 一 策 固 世代 MS が こ 
流さ れる まま ロナ 家 に 入 ーー ーッ ーー 属す 
る 。 し か し シー ブッ ク と 奇跡 的 な 再会 を 果たし た こと の 
彼女 は セシリー・ フ ェ ア チャ イル ド と し て 生き る 決 | ぇ トン 
や を し た の だ っ た 。 主 な 失 全 橋 は ビ ギ ナ ・ ギ ナ 


面 】 秒 化 箕 置 を 装 し た 昭 


年 切っ た 。 それ は ロナ 事 
の 一 中 と し て の 泡 休 を 持て 
に いた 自生 に 牙 ん 人 切 
DOF RT 
れ ま で の 生 
味 す る も の で 


で 
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BLOSSARY 


レン 0 ンー 
DENAN-GEI 


[と 」 


が 接近 埋 で 切り | 
を 拉 流 する 運 ドレ ル ・ ロ ナ 
に So DOREL RONAH 


意 さ れ た 
アイ を 採用 す 
は ガー ド 制 MS の 
村 は 受け 経 が れ て いる, 


た 標準 的 な 兵 凌 が 
スポ 


と は 異 末 兄 妹 の 
風 を 受け 離 ぐ ロナ 家 
IMS 大 隊 藤 其 と 
か っ た 。 息 乱 の 口 炎 
車 先 
人 の 持ち 

作 を 実施 する 祖 立 マ 
特 断 で 圭 合 を 
だ が 実 ョ 経験 が 
た た め (また 人 誠に 導通 し た ガン ダ 
予想 外 の 性 能 に 気圧 され て )、 搬 退 
の 苦い 圧 験 が 功 を 奏 
ティ ア 1 制圧 載 で 


AF910 


デ ナ ン ・ ゾ ン 
DEN'AN-ZON ドロ シー・ ム ー ア 
ーッ PP 誠に 凍 DROSIE MUR 


7 に 属す る 機体 
栓 栓 


FE 
全力 


た 機体 


ドワイト ・ カ ムリ 


DWIGHT CAMURY 


ティ ア 門 合 学 還 普通 笠 の 3 
年 生 で . 父 線 は 地球 較 孝 宴 フ ロン ティ ア ・ サ イ 
ド 駐 撤 軍 模 避 ェ 

バン ガー ド の フロ ン テ 


連邦 事 の 無能 を 


られ 。 行動 を 共に する よう 
ポー ト の 柳 法 に 通じ て お 
達者 宮 線 吾 研 ス ・ ア ー ク 」 に 合 六 で 
フイ ト の 給 船 村 こ 

方 で 意外 と 


面 が ぁ 


フェ アチャ イル ド が 
知る や 、 連 邦画 の 最新 
を 持っ て 投降 する こと を 


[gs 」] 


ナディ ア ・ ロ ナ 
NADIA RONAH 


ロナ 家 の 当主 で ある 


て ロナ 家 


と きら に ナディ ア 自 身 も 録 仮 
面 の 手 の 著 に よっ て 吊 聞 され て し まい 、 以後 
彼女 の 変 は 歴史 の 表 衣 消え で 


配属 され た 整備 


最新 鋭 MS。、 が 


[ 間 | mg05 srr 04 


地球 運 邦 軍 の 妹 暫 和 

ち を 東 ね る チ 
の 本 員 が 訓 款 生 
ある 疹 は 閣 も 


で フロ 
ノー ら 必 民 

攻 に 配備 され た 
ダム F91 の 吾 人 を 指 探し た ! 

面 六 提 の 活 中 を 見 せ た 。 ス 
ロス ボ ガー ド の 笑 攻 を 実 硫 で 
ト が あっ た か ら と 言っ て も 


で あり 、 族長 代行 の し 


供 た ちの 面 個 を 見 た ! 


FT* 
Dr) 

っ て 

EE FT Hh 


は 


で AP ピッ ーー ニー ンコ 
BIO COMPUTER 


の 意思 を 吉 知 す 
* て 護 体 性 能 に 制限 を 
れ は F91 が あま り に 高 性 能 過 ぎる た め 、 芝 
力 が 径 ら な い パ イロ ッ ト 有 
で き な い ば か り で な く 
けず に 怪我 を する 
る 。 送 に 者 え れ ば 
れ た 人 物 な ら 
も 機 條 性 能 を 細 限 まで 


ド バ ッ ク を 円 滑 に する こと が 期待 され て 
モ ・ パ ピロ ニア 建国 電 争 で 
4 の 枝 果 を 見 れ ば 明 


F91 の パイ オ ・ コ ンピュータ ー を 開 


臣 
た 
= 
な 
画 
は 


相生 暫 二 


BLOSSARY 


で て 最終 09 
BARE 


| バグ ビ ギ ナ ・ ギ ナ 

LBUG VIGNA-GHINA 

フフ レッ ア 時 画 | を 行 す る た め に 欠 仮 面 ん 2 ロス ポー ン ・ パ バン ガー ド (CV) が 開発 し た AM 

製造 を 命じ た 首 人 兵 問 。 下 族 に よる 支配 価 舞 用 MS。 デ ナ ン 素 や ペ と い 

の 確立 を モ =| の 委 兵 と ー 妹 を 画 | 

な の 思 牧 を 拡大 解 羽 し 、 不 珍 推 進 ン ステム 「 プ ド ー 
i 結 謎 に 達し て し ま た 機動 性 を 発 捧 する 。 これ 


体温 や 


ルフ ・ ノ ズル を 性 眼 
分 割 され た スラ スタ ー・ ノ ズル 


ビー ム ・ シ ー ル ド 
BEAM SHIELD 


も | 実体 型 計 に 代わ っ て MS の 防御 手段 と な っ た 

いる 。 また 狭 る エネ ルギー 系 基本 的 な 原理 は ビー 

内 虐 し た グ と 同じ で 前 

消去 する の で ある 。 「 村 
に よる 無 作為 の 書 浦 」 を 狙う 鉄 仮面 に と 

て 、 パ グ は まき に 格好 の 兵 問 だ っ た と 言え よ 


フロ ンティア ・ サ イド 
FRONTIER SIDE 


能力 を 有する バグ は 、 発 』 
浦 去 する 。 円 般 議 の 機体 に 
ザー 磁 が 設置 され 


た 人 間 を た 


する 能力 を 衝 


た 。 し か 年 圭 争 の 余 注 で 壊 江 状 台 に 多 っ た スペ ー 


施 軍 の 機体 と し て 精 
て 銚 仮面 の 最 挙 を 止め る 
に 立ち 向 か で 


母 能 の ガル ラウ を 破壊 され め に 計画 

は 縛 持 し た 本 来 な ら ば 地球 較 に 暮らす 人 

類 の 9 制 が バグ に よっ て 抹 末 され る 予定 だ っ た ビル ギ ッ ト ・ ピ リ ヨ 
と 言わ れる 


BERGHITO PIRIEAU 


| バル ド 


BARDO 


地球 軍 孝 重 フ ロン ティ ア ・ サ イド 方 面 還 フ ロ 
ティ ア M 背 3 症 の 指 近 瓶 を 務め る 男性 。 クロ ス 


に フロ ンティア MV 
る 映 に 対 扶 する が 、 装備 と 款 度 に 劣る 薬 3 軍 FRONTIER V 

は 艇 えな く 敗 過 。 や む な く バ ルド は 残存 部 隊 を 違い な い 。 性 格 的 に 物事 

引き 達 れ ロン ティ ア 1 に 勧 選 し 、 コ ズ モ ・ エ 笠 に 構え て 見 る 傾向 が あ ! ク 


ゲス が 組織 し た 抵抗 浜 」 と 者 力 し て CV に 対 た ち を か ら か 


と する 選 果 | 


ほし た 。 ガス ・ タ ンク を 用 いた トラ ッ プ を 仕 指 ーー う 場面 も 見 られ た 
る な ど 作 赤 立 朗 の セン ス は ある よう で 、 実 圭 で ビー ム ・ フ ラッ グ ガン ダム F91 の パイ テ 
も それ な り に 戦果 を 挙げ その 一 方 で | |BEAM FLAG を よく サポ ー ト る . UC.0153.03.16、 2 ロス ポー ン ・ パ パン ガ ー 


ク ・ ア ノー た ち 子 供 を CV に 
と し た こと が あり ロス ポー ン 
行動 を 取っ て いる に 枚 載 され た 乱 珠 
の 投入 に よっ て ほぼ 壊 若 し 、 バ ルド の 消息 は キー 粒子 を 用 3 
伝え られ て いな い 委 兵 凌 で は な 


カ を つけ る 


0 され た 直後 


ド (CV) が 開発 し た MS 
結 信 直 友 
展開 する も の で 


われ た が 、 機 体 サ イズ を 上 回 る 旗 を 民間 する に 
より 視 議 性 に 優れ る と いう 特 衝 
) 反 面 、 醒 に 機体 の 位置 や バイ 
1 る 危険 
こと は な か っ た 。 その 重 味 で 


ルド 】 情報 館 か ら 持ち 出し た ガン タ 
を 還る シー プッ ク た ち 、 そ 見 た 
甘 勇 丘 と 思い 込み . 自分 の 配下 に 置 こ 
も シー ブッ ク が 組 枝 する と 二村 を 軸 け 
7 を 磯村 。 いく ら 非 常時 と は いえ 。 バル ド の 行動 は 和正 | を は じ め 
に 全 る と 言わ ざる を 得 使用 し 、 床上 


を びく こと に な 


物 が 数 多く 奉 座 され で 
7 IV は 護 書 当時 か 
スモ ・ パ バビ ロニ ア の 普 者 と な 
く 用 香 さ れ て いた た めで あり 
中 旅 主義 の 実 中 の 江 

い 到 物 が 前 も っ て 数 


グ 属 記し た MIS 基 が 出現 
で 光 業 を 見 上 げ る 見 特 客 
に 凌 才 を よ げ た と 


a + 6432 


機動 戦士 ガン ダム F91 


LOSSARY 


フロ ンティア I 
FRONTIER I 


へ ビー ガン シ 


HEAVY GUN 


ベル ガ ・ ギ ロス 
BERGA-GIROS 


PH FOIEN 
CT 


ベル ガ ・ ダ ラス 
BERGA-DALAS 


ET 
宣長 傾 も 3 
屋 析 を 指 TIN | 
信 軸 穫 MS の 名 に 棄 じ な い 戦 時 を 


ベル トー・ ロ ドリ ゲス 
BERTUO RODRIGUEZ 


補給 作業 や 食事 当番 
され て 


eR 


[ ギ MANU SOFU 


医 
建国 戦争 に 巻き 込ま れ 


ボブ ルス 
BOBLES 


サ に 機体 を 剖 断 され て 命 を 族 


マヌ エラ ・ バ ノバ 
MANUELA PANOPA 


地球 連邦 箇所 性 の 線 習 軒 ス ペー ス ・ ア 


マイ ッ ツ ァ ー・ ロ ナ 
MEITZA RONAH 


回 戦争 を 


の 融 い 
え 過 ぎ た 民 紫 を 抹消 す 
思想 が こ 


自生 | 


Vi i 


LCs 


BLOSSARY 


i レズ リー・ ア ノー 
み ら り LESUIE ARNO 


め リ ィ ズ の 屯 
た り の 子供 を 邊 2 


ミグ シマ ウジ ン リア ・ マ リー バ 
MIGEN MAUJIN LEAH MARIBA 


キー ニタ き 
wt 
ミシン ミエ ディ ッ ド 』 ろ 
MINMI EDITOH リィ イズ ・ ア ノー 
REES ARNO ーー 
ロイ ・ ユ ング 
ROY JUNG 


ロイ 埋 争 居 物 館 の 衣 胡 
陽 和 を 謝 用 し て 古今 東 
接し と 展 


+】 性 幸 人 
秩 箇 が 除け 人 


ラフ レシ ア 計 画 
LAFRESSIA PROJECT 


モニ カ ・ ア ノー Eh 
MONICA ARNO 


較 孝 軍 海 宣 埋 峰 
る 技 閑 者 / 


レア リー・ エ ド ベ ペリ ロー パー 


LEAHLEE EDABERRY ROHBAR 


る 事務 員 。 博物 人 
4 に 乗り 


機動 戦士 ガンダム 


アー ティ ・ ジ ブラ ル タ ル 


ARTIFICIAL GIBHALTAR 


り 。 一 年 戦争 の 際 も 
” れれ て 


アー ネス ト ・ リ ゲル 


ERNEST RIGEL 


LV] neD5 sf 


機動 戦士 ガン ダム 


アイ ン ラ ッ ド 


EINERAC 


アビ ゴル アメ リア ・ コ ロニ ー 


ABIGOR AME 


COLONY 


期 的 に 四 り 行わ れ た 


( アマ ル テ ア 
AMALTHEA 


入隊 の 上 


ARLKAND 


アド ラス テア 


ADRASTEA 


アマ ル テ ア の 艦長 


AMALTHEA'S CAPTAIN 


の 断 中 昔 華 、 ア ドラ ステ 
ド 臣 と 呼ば れる タイ ヤ 


が 指 迷 を 任 き れ た アマ ル 
" 研 宇 宙 埋 紙 の 艦長 。 ク ロ ノ クル が MS で RC a 
- 出撃 し た 後 は 。 能 の 指 近 を 執っ た を 当 全 な くき て いも 


アル バニ アン 政庁 


ALBANIAN GOVERNMENT 


LCCESZ) 


BLOSSARY 


アル ベ オ ・ ビ ビニ ー デ ン 
ARBEO PIPPINIDEN 


ペ ベスパ の 土 官 で 、 ク ロ ノ クル ・ ア シャ ー の 土 官 
学校 時 代 の 先輩 で も る 。 ヨー ロッ パ 地 域 の ! 

手 討 の た め に 地球 に 降下 し 、「 ビ 
ビニ ー デ ン ・ サ ー カ ス 」 と 呼ば れる トム リア ッ ト 


ル し を 橋 と する 作戦 
を 授け た 。 た だ し 、 そ の 作戦 が クロ ノ ク ル の 不 
納 を 貢 っ て し まい 、 最 後に は ル ペ 
の 庄 場 に 状 き 込ま れ て 死亡 し て いる 、 


アン ダー フッ ク 
UNDERHOOK 
メキ シコ 滴 内 に 建造 


ランド 比 狂 を 追撃 する 
た 礎 、 カ テ ジ ナ ・ ル ー ス ( 


[ 


イエ ロー ジャ ケッ ト 
YELLOW JACKETS 


ザン スカ ー ル 意 国 の 
基地 に 駐留 する ペ ス 
名 。 柄 摘 部隊 ど 


地理 攻 穫 作 埋 の 
に 、 地 上 用 MS 
季 も 帯び て いる 。 超 隊 名 
ツ の カラ ー リ ング に よる , 


V ガ ンダ ム 
VICTORY GUNDAM 


ヴィ クト リー ガン ダム 。 アナ ハイ ム ・ エ レク トロ ニ 
クス 社 (AE) の 協力 を 得 た り ガ ・ ミ リティ ア が 
ザン スカ ー ル 帝 園 に 対 績 する た め 狂 自 開発 し 
た 分 区 MS。 か つて の 伝 角 的 な 機体 「 ガ ンダ 


ム 」 を モチ ー フ に 、 拭 撤 軍 動 の シン ポル と 
民生 し た 。 コア ・ フ ァ イ ター、 ト ッ プ ・ リ ム 
半身 )、 ボ トム ・ り ム (下半身 ) の 

か ら 醒 成 され 。 戦 近 に 応じ た 合体 ・ 分 苑 ・ 本 
形 が 可能 。 これ に より 既存 の MS を 上 回 る 汎 
用 性 を 発 提 する 。 また 、 ミ ノ フ スキ ー・ ク ラフ ト 
を 搭載 し て いる た め 、SFS ( サ プ ・ フ ライ ト ・ シ 


な し に 大 気 園 実 入 が 可能 で あ 


V ガ ンダ ム ・ へ キサ 
VICTORY GUNDAM HEXA 


V (ヴィ クト リー) ガン ダム の パリ エ 
攻 部 アン テ ナ の 形状 が 変わ り 、 セン 
と 通信 概 散 が 強化 きれ た 。 諸 義 面 
グ 秦 や 八 手 ビー ム ・ サ ー ベ ル と いっ た 特殊 兵 
装 を 装備 。 主 に 小隊 指揮 盲 が 用 いる こと が 多 
く 、 シ ュ ラ ク 鍼 隊長 の オリ ファ ー・ イ ノエ も この 
機体 に 拓 乗 し て いる 


V ダ ッシュ ・ ガ ンダ ム 
VICTORY DASH GUNDAM 


V (ヴィ クト リー) ガン ダム の 火力 強化 バージョン 
で 、 攻撃 力 と 指 力 が 向上 し て 


は 背部 に 括 協 され た オ 


オー パー・/ 
に も 接続 で きる 
で も 利用 可能 


ウー イグ 


WOOWIG 
則 世紀 に 存在 し た チェ コス ロ 
ラ ハ が 、U.C.0150 年 代 


る 。 文化 道産 が 数 多く 保存 され る 特別 居住 区 


と し て 商業 活動 が 矯 ん 
リガ ・ ミ リティ ア の 活動 拠点 で ある と 推測 し た 
ケッ ト の 無 差別 電撃 に よ 


ウォ レン ・ ト レイ ス 
WARREN TRACE 


の 少女 マル チ ナ 


埋 禄 は 仲間 と 一 緒 に ウー イッ グ で 暮らし た 


宇宙 引越 公社 
PUBLIC CORPORATION OF 
SPACE TRANSPORT 


ま 軍 世紀 に お ける NGO の ひと つ 。 U.C.0030 
に 較 孝 政府 ブ 開発 局 を 民 辻 化 
た 宇宙 引 直 母体 お り 
U.C.0034 に 同局 が 再編 され た 災 に 宇 
社 が 設立 され た 内 容 は 


ロニ ー へ 末 住 移動 手段 の 提供 と 
財産 管理 。 その た め 専 用 シャ トル や 発 落 場 を 
恒 し 、 戦時 中 に は 攻撃 ・ 占 押 目 尾 に され る 
多かっ た 。 その 反面 、 引 越 公 ーー 


は 人 類 の 室 だ と 者 
組織 に も 与 し な い 中 


も 多く 、 基本 
立場 を 取っ て いる 


宇宙 漂流 刑 
SPACE EXILE BANISHMENT 


ー ル 帝国 事 が 欄 行 する 外 革 の 中 で も 
次 ぐ 能 男 に 相当 する 柱 刑 。 好 生 


ギロチン 
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機動 戦士 V ガ ンダ ム 


LOSSARY 


ガリ ー・ タ ン カリ ン ガ ・ ヴ ォ ー ゲ ル カレ ル ・ マ サリ ク 
GARRY TUNN KALINGA WOGEL KARREL MASSARIK ニコ 
cm PPP (る 3 


ガリ クソ ン 
GALICSON ガル グイ ユ 
ダン スカ ー ル GALGUYU 


キー う 】 状 


涯 転 れ 。 全量 する 


た MS。 機構 の 


キス ハー ル ・ バ グ ワ ッ ト 


KISHOWL BAGWATT 


ガン ブラ スタ ー 
GUNBRASTER キッ サロ リア 
7 QUISSALORIA 


カル ルマン ・ ド ゥ カー トゥ ス 
KARLMANN DUKARTUSE 


LCCrnZPZ7 


m05 se D3 


キル ・ タ ンド ン クラ ンス キー 夫妻 
KILL TANDON Mr. And MrsKRANSKIE 


ル 帝 国 所 


大 昌 池 発 電 寧 星 ハイ 


クロ ノ ク ル 専用 ゾロ 


ZOLO CRONICLE VERSION 


け 


TT CT TT TE ーー ケイ ト ・ ブ ッシュ 
SC ンー KITE BUSH 
ギロチン の KWAN LEE 
GUILLOTINE クリ ス ・ ロ イド アル ベネ a ーー 
CHRIS LLOYD Pg の OE + 


軍医 


ARMY SURGEON 


依頼 さ 


カリ ン の DNA 穫 


の a | | の ドラ 
GEDLAV 


クロ ノ ク ル ・ ア シャ ー 
CRONICLE ASHER 


クッ フ ・ サ ロモ ン 
KUFFU SALOMON 


RE 
自体 に ビ イ 


機動 戦士 ガン ダム 


ゲト ル ・ デ プレ 


GETTLE DUPRE 


a 


コア ・ フ ァ イ タ ー 


CORE FIGHTER 


ゲン ガオ ゾ 結果 、 MS の 馬 
異な シル エント を 有 す 


型 胃 障 機 と し て 


キー・ ク ラフ ト を 括 埋 
生 直 条 着 陵 補 


キー な 幸 法 
な 的 業者 は ウ 
皿 役 期 に 登 2 ア ィ ン ガ ー ハ ッ ト 


仙 に 物 を 


し わせ た 埋 
き な い 。 主 な 挫 生 者 は ファ ラ + 


コア ・ フ ァ イ タ ー (V2) 


CORE FIGHTER (V2 


っ た V2 ガ ンダ ム の 、 コ ク ピ ッ ト ・ モ 
ト -。 新 根 輸 の 堆 拓 シス テ 
イブ 」 を 括 載 し 。 衣 表 が 


i 夫 度 を 発 手 す る 


る よ 
れ 
また 、 新 相 輸 の 推進 


中 


LV | 05 sO4 


ゴ ズ ・ バ ー ル 


GOZ BARL 


ゴッド ワル ド ・ ハ イン 
GODWALD HEIN 


ヴァ ゴ の 部 下 で ある MS パイ ロッ ト で 
人 唄い 府 」 の 異名 で 
ば れる 凶 昌 無比 な 男 で ある 。 V ガ ンダ ム の バ 


モト ラッド 監 謙 に 配置 され た アル ペ オ ・ 
デン の 部 下 で あり 、 ク ロ 2 
まり 込ま れ た 人 特 。 自分 


た て 二 度 目 は カイ ラス ・ ギ リー 近 午 軍 域 
を 偵 府中 に 四 迄 て いた も 
て 埋 本 を 挑ん だ 。 洒 戦 

( 破 さ れ な が ら も 説 出 
と し た が 、 機 体 の 旭 発 巻 
た Pt は 


士 の 鉄則 を 才 わ る 


ゴト ラタン 
GOTTRLATAN 


ェ ン ジェ ル 
最終 決 筆 に 。 ザ 
た 汎用 試作 MS。 背部 | 
キャ ノン ・ ユ ニット を 括 電 
使う と V2 ガン ダム の メガ 
区 本 す る 長 外交 大役 
ユニット 応じ て 


ハイ ロ 2 軍 培 に お ける リガ ・ ミ リティ 
介 国 が 投入 


癌 


ピー ムラ 


ウタ ン は きま ざま な 部 況 に 店 で き 


コー 
GODZORLA 


ザン スカ ー ル 国 が 間 発 し た 、 染 身 能 力 を 強 
FMS。 ドー ム 形 を し た 特 
高温 度 の 対物 ・ 対 人 も 
遅 評 物 に 忠 れ で ) 


| コニー・ フ ラン シス 
CONY FRANCIS 


FTP TI 


も ある 。 アガ 


と も 可能 で 


違っ た トリ 


ー ビ ag ete 
ご | ザン スカ ー ル 帝国 
ZANSCARE EMPIRE 


は 
7 か し 後 事 を 者 者 
EL て っ て 百 場 に 坪 っ て し ま 


近衛 師団 用 リグ ・ シ ャ ッ コー 
RIG-SHOKEW for Imperial Guard 


カー ル 仙 国 が 雑 国 きれ . 
に 書 戦 が 繰り 返さ れん 


サン ドー 


サイ ド @ 連 合 
UNION of SIDE2 COLONIES 


uco 


3 の サイ ド 2 


FETUETDD 


抗 運動 


oper et サン ドー ジュ 公社 職員 
が あり 。 民 系 の カチ SANDHOGE P.C'S STAFF 
沈 は 請 会 の 萌 三 党 に まで 青 進 て 義 締 的 

に サイ ド 実権 を 季 揮 する カ 
を 近田 し 、 マ リア を そ 


認め られ た コロ ニー も あ 
に 過ぎ ず . 実際 


た の で ある 、 た だ し 、「 マ 
類 の 明神 的 な 変 基 を 目指 
瑞 寺 勢力 を ギ 
現実 的 な 手 由 を 


ザンスカール 薄 還 】 婦 王 の 背 党 の 
地球 に も た ちら す と いう 大 義 名 分 
う 補 兵 だ カ 
よる 世 浦 の 行わ れ て 


機動 戦士 ガン ダム 


ジェ ムズ ガン 


JAMESGUN 


満た な い 小 製 の 機体 


ザン ネッ ク サン ノ ゼ ファ クト リー 


ZANNECK SANJOSE FACTORY 


に 選 牙 
慣 体 を 昭 


面 も 


シノ ー ペ 級 宇 宙 哨 戒 艇 


SINOPE 


ザン ネッ ク ・ キ ャ ノン 


ZANNECK CANNON 


が 装備 する 荷 米 子 ビー ム ・ ラ ンチ この 


サン ノ ゼ ファ クト リー の 
ドク ター 


SANJOSE FACTORY'S DO( 


リー・ フ ィ ッ ツィ ー ネ 


ms h. SISSLY FITZENNE a - 
pr スカ ー ル 帝 園 還 ご "1 に 
か ィ 指 欄 を 維 る 
配属 され た ー 
ザン ネッ ク ・ ベ ー ス ぁ ジム ・ ス ティ フ 


ZANNECK BASI JIM STIFF 


シャ イタ ー ン シャ ッ コ ー ジャ パコ 


SHY-TARN SHOKEW JABACO 
ザン スカ ー ル 帝 
x 還 力 を 有 
介 国 の 首 大 肪 生 
イロ ッ ト 不 足 の 


て 配 備 され 


シャ トル 
SHUTTLE ジャ ン ヌ ・ ダ ルク の 艦長 
NGO 加 件 で ある CAPTAIN of JEANNE D'ARC 
ゞ トル を まあ 欠 保 者 する 


医 叶 の 族 填 ジャ ン ヌ ・ タ 


ジャ ベリ ン 
JAVELIN 


シャ クティ ・ カ リン 
SHAHKTI KAREEN 


は 笑 先 を 赤 替 化 させ て 標的 を 射 捧 本 
格闘 兵 装 で あり . か つて クロ スポ 

の ガー ド 製 MS が 下 た ショ ッ ト ・ ラ ン サー を 
改修 し た も きら ( 


や ビー M ド と いっ た ス 


上 穫 備 用 性 を 発 押 。 ザ 時 華 ま で 便 
"3 に 対 杭 する 連邦 軍部 隊 の 主力 織 と し て 多 牧 機 a hp 
入 され た 。 本 本 # 


a る MS で ジュ es 三 、 
る シュ バッ テン 
RE < SCHBATTEN 
韻 勢 を 送っ た 。 


を 問わ ず 峰 


機動 戦士 V ガ ンダ ム 


GLOSSARY 


ジュ ンコ ・ ジ ェ ン コ 
JUNKO JENKO 


シュ バッ テン の 艦長 
SCHBATTEN'S CAPTAIN 


ゴ が 座 乗 する 、 アマ 
テン の 生長 を 務め る 男性 士 
ィ ロ っ を 巡る 帳 い で 、 突 類 


煙 発 に 巻き 込ま れ て 
の 信 志 は ウッ ソ を ば 


シュ ラク 隊 
SHRIKES 


構成 


ジョ アン ナ ・ ナ ビル 
JOANNA NEVILLE 


PO 
CT 0 


ク 壁 省 敵 に 身 を 准 
HERE 


個人 的 
の 人 
な く な っ た 者 
評 圭二 


Z1.31 


を 中 心 に 再編 の MS 

部 障 。 メン ソ と 漠 っ て し まっ た 

が 、「 シ ュ ラ クニ モズ 」 の 名 に 相応 し い 双 末 昨 
だ が 教授 に 志 し は 封 在 で あっ た 。 だ が 莉 戦 の 中 さ 


敢 を 戦い 質 


ファ ー に 畠 弄 され 、 そ の 乏 を 突 か れ * り ず つ 机 っ て いき 、 最 後 まで 
直っ て し まう 。 主 な 的 業 | 生き 残っ た コニー も エン ジェ ル ・ ハ イロ ゥ を 迄 る 
+ 埋 全 の 最 中 に 到 死 し で ウッ ソ ・ エ ヴィ 
を 壁 り 立 て で 堪 い 、 江 る 限 も ウッ ソ を 手動 
て で あっ た 。 主 な 挫 乗 農 は V ガ ン 
キサ 、V ダ ッシュ ガン ダム へ キサ 


DRE RR 
の 詩 皿 を 


て) 


ジン ・ ジ ャ ハナ ム 
GIN GEHENNAM 


ア の 指導 的 
特定 個人 を 指す 


島 の 人 物 か 
上 導 者 の 所 在 を わか り づ 


スー ジィ ・ リ レー ン | 
SUZY RELANE 


る 姦 が 印 旬 的 
み を 座 より も 書く 合議 し 
た だ け で パニ ッ ク 状 更に 脆 る 


ジン ・ ジ ャ ハナ ム (影武者 ) 
GIN GEHENNAM (double) 
ア 指 導 部 か ら リ ー ン ホー 


実 隊 に は 数 多く いる : ャ ハ 
り と り に 條 ぎ な い 。 性 格 は 自 
隊 の 指 打 を 較 ! 


Btn)] 
了 條 は 着工 に 革 


スク イー ド 級 宇宙 戦艦 


Saulp 


ザン スカ ー ル 帝国 が 建造 し た 趣 大 型 宇 軍 


開 。 500m に 達 す 
ム 砲 を 装備 し 


スク イー ド 1 の 艦長 


CAPTAIN OF SQUID 1 


ド 弧 宇宙 江 旗 「 ス クイ ー ド 
ギリ ー 攻 和 を 目指 す リ が 


ー 防 箱 秀 職 に 所 属す る ス 


」 の 医長 。 カイ ラス 
ミリ ティ ア 部 隊 を 相 
体 当たり を 表 


ま 


スト ライ カー・ イ ー グ ル 


STRIKER EAGLE 


パ の 強襲 後 は カミ オン 確 と 行動 を 共に する よう 


ギ 軍 


ホ ン ホ ー ス Jr 


戦 の 続 < 艇 の 机 備 と 修理 を 担当 


と な り , 性 
だ が 最終 決 


保 さ れ て 退 義 し 、 体 当 


ス Jr を 見 守 


ド 陳 宇宙 電信 当 た り を 仕 


+  ( 右 ) を 避 湯 する 
ド 和 補 害 江 ( る て 2 條 上 
トド 坦 の 巨 * で 
の で まる 
ズブ ロフ ・ シ モネ フ 


ZUBROCH SIMONEV 


サイ ド 2 アメ リア ・ コ ロ 
の 保守 を 担当 する NGO 
敵 員 。 MW (モビ ピル ワー カー 
開発 者 で あり 、 作 業 用 の 機体 
\ る こと を 証明 し よう と V ガ ンダ ム に 戦い を 扶 
れ に より 横 体 の 売込み を 較 ろ うと し て 

5。 作業 ー に 決 入 し よう 
エ ヴ ィ ン た ち を 捕まえ 


リク に 協力 
一 度目 は 敗北 
H リン ダム を 補 獲 し て みせ 
体 変形 機構 を 利用 し た ウッ ソ ・ エ 


ヴィ ン は トム ・ フ ァ イ ター 形 肖 で 脱出 し て し ま 
た 。 その た め 商 国 に 取り 入ろう と し た 彼 の 目 論 
み が 成 功 し た か どう か る ない 


セッ ター | 
SETTER | 


ザン スカ ー ル 子 争 時 に リガ ・ ミ リティ ア が 軍用 
し た サ プ ・ フ ライ ト ・ シ ステ ム (SFS) 。 訪 平 
機体 に ミノ フス キー・ ク ラフ ト を 搭載 し 、 佐 れ た 
機動 必 を 発振 する 。MS そ 指 載 する 族 に は ス 
分 が 下方 に 折れ 、 MS2 機 分 の スペ 
確保 され る よう に な っ て いる 。 その 反面 
式 装 は 施さ れ て お ら ず 、 あ くま で MS 輸送 用 の 
機体 で ある 


HUURT 
If ロト 
D8 


戦場 の 洗濯 兵 


6 感 の 学 容 


た 。 潜入 し た ウッ ソ 


兵員 た ちの 制服 


戦 開 に 潜入 し た ウ 
ク が 道明 し た 
動員 兵 で あり 、 ア | 


サイ ズ の 礎 


よう 警備 の 兵士 か ら 言い 送れ 、 その 際 
声 を 掛け る 。 だ が ホワ イト 
き 込 ま 


戦闘 バイ クタ イプ 


BATTLE BIKE (OTSU TYPE 


モト ラボ 逢 と 呼ば れる バイ ク 戦 峰 の 運用 デ 
タ 取 得 の た め 、 ザ ン 


2 型 機動 兵器 


カー ル 帝 国軍 が 


の ひと つ 。 る タイ 


タイ プ よ り も 小型 で 


セン ト ・ ジ ョ セ フ 
SLJOSEPH 
ザン スカ ー ル 戦争 時 に は 中 立 覆 勢 を 保 


巨大 な 湊 
し て 居住 を 可能 と し て 
て の 規模 は 中 程度 と 


め 、 栓 送 提 点 と し 


都市 
PT 


: 
を 


月 面 交通 


V2 ガ ンダ ム | 


を 利用 し た 


の 中 雑 
時 必 


た 際 に 家族 と 


戦闘 バイ ク 甲 タイ ブ 


BATTLE BIKE (KOU TYPE 


れる 


バイ ク 湯 の 運用 


ソフ ィ ア ・ イ エリ ネス 
SOPHIA JELLINES 


大明 発電 新星 ハ イラ 


1 た イエ リネ ス 3 
第 が いる 。 リー ン ホ 


ども 乗馬 
移っ た 。 まだ B 歳 な の で 埋 負 
た が 、 自 ら が で きる 


事 や 洗濯 ) に 者 走 し た 


保守 要員 
女 で 


71.32 


機動 戦士 V ガ 


CY] 05 se 07 


ゾ リ ディ ア ゾロ アッ ト 


ZOLLIDIA ZOLOAT 


ザン スカ ー ル 疹 国 が [地球 作戦 | に お 
入 す べく 開 発し た MS。 ゾロ アッ ト を ペー ズ に 重 


開発 され た す 
N 特種 的 な 「 幸 目 」 は 
僚 か ら 受け 継が れ た も の で あ 


i ケッ ト の 最 容 続 括 の 任 を 負う 実力 者 。 野心 
容 団 の 実権 を 舞 る フォ ン セ ・ カ 
ライ ガチ の 追い 落と し を 狂っ て いた 。 その た め カイ 


6 ルド と いっ た U.C.0150 年 ラス ・ ギ リー の 直 北 部 隊 の 模 近 官 と し て 活動 
代 の MS と し て 権 準 的 な 装備 を 有する ほか 。 可 = て いた が 、 リ ガ ・ ミ リティ ア の 攻撃 に 敗れ る 
アイ ヤー の ビー ム 第 五 世代 MS と その 責 を 問わ れ て ギロチン に か けら れ そ 
ポイ ント な っ た 。 だ が リガ ・ ミ リ テ 
れ て 鹿 地 を 放し 、 以 様 は カ ガ チ へ の 対 

か 宙 選 紀 に 登場 し た 人 型 村 動 兵 其 [MS] を | を 明確 に し て ゆく 。 そ 

運用 され た 機能 的 に 区 分 し た も の で ,「 第 五 世 代 球 作 圭 」 が 失 

属す る 機体 は 前 より も サイ ズ が 小さ く 、 さ タシロ 自身 も 前 線 か 


加 孝 車 製 ・ 高 性 能 MS の 開 ロロ は すばやく 行動 に 移り 

ょ っ て 放 を 人 質 に 取り 

ゾロ 改 た 。 し か し 。 マ リア が 自分 
と ウッ ソ ・ エ ヴィ ン に 訴え か 

『 悪 り に 任せ て 手 に 棋 け て 

フス キー クラ フト すう 。 そし て 最後 に は 、 女王 殺 目 各 し た り 


それ まで の カテ に 討た れ 、 彼 の 野望 が 
ー の 機体 を 上 回 る 高 性 能 機 が 続出 する こ た 。 ち 


する こと は な か 
フォ ン と は 愛人 関係 
われ 、 反乱 に 除 し て 徒 女 を 自分 の 


口座 乗 箇 で も ある 。 だ が テ 
pr 
も 散 と 電 命 を 共に し て 


太陽 電池 発電 衛星 


UC.0153 に 運用 され て いた 大 隅 電 池 発 電 審 
20mr 
を 補 に 複数 


の 分 苑 ・ 変 形 林 相 


< 面 機体 
き 、 簡易 克 形 機構 を 有 
する と 新 二 線 に 選 


7231 


ダル マシ アン ディ ・ ト ラン プ 


DALMATIAN 3 DEE TRUMP 
ザン スカ ー ル 帝国 宣 が 計る スク イー ド 統 宇宙 琴 ザン スカ ー ル 閉 国 の MS パイ ロッ ト 。 パク ー・ チ 
と 7 小隊 に 所 属し 、 ウッ 


括 の 1 集 で 、 ム ッ タ ー マ ・ ズ ガン 艇 障 の 族 彼 を 
務め る 。 本 来 は 「 ス クイ ー ド 2」 と 呼ば れ 、 同 弄 
眉 の スク イー ド 1 と 共に 宇宙 要 導 カイ 
の は ず だ っ た 。 と ころ が リ か ミリ ティ ーー 
ア の 筐 て カイ ラス ・ ギ リー と スク イー ド 1 地球 クリ ー ン 作戦 ツイ ン ラ ッ ド 
は 醒 の 手 で 強 守 され て し まっ た 。 そ 
本 一 に 従 退 し た スク イー ド 2 は 、 新た 
其 兵 状 「 エ ンジ ェ ル ・ ハ イロ っ 」 の 中 


を 圭 め た クロ 
対し て 最 樹 を 往 い た 結果 、 持 み : 
) た め 帝 国 TWINRAD 発展 。 鉄 を 向け た が 、 崎 士道 馬 神 を 重んじ る 
保 タリ ー に よっ て 弄 浦 され た 。 主 な 指 業 機 は プロ 
て 礁 国 が 実施 し た 地球 健 攻 作戦 の | ド o カ ー・ イ ク 隠 の 部 下 の 技 術士 官 、 シシ リ 


ズ ガ ン の 座 乗 入 と な っ た の で ある 。 その 後 、 タ シ | 作 埋 名 。「 地 球 浄 化 作戦 」「 ロ ー ラ ー 作 埋 ー ネ が アイ ン ラ ッ ド を 改修 し た タイ ヤ の 
相 隊 と 共に エン ジェ ル ・ ハ イロ を 訪 衛 し た が 言わ れる 。 女王 マリ ア ・ ビ ア が (の サポ ー ト ・ マ シン 。 2 基 の アイ ン ラ ッ ド を ひ 
タシロ ・ ヴ ァ ゴ が 帝国 に 反旗 を 額 したため に 、 ズ 持 に 降 議 する 前 に 地上 を 浄化 する と いう 鞭 と つ に 合体 し た 構造 を し て お り 、2 機 の MS を 
ガン 親 議 の み で 防 条 線 を 奴 桂 する こと と な っ た の 下 に 実施 され た が 。 その 実 馬 は タイ ヤ 戦 艦 で 括 載 する こと が で きる 。 また 攻撃 用 と し て 外周 


そし て 最後 に は 、 地球 連邦 還 弱 放 艦 「 ジ ャ ン | 編 需 され た モト ラド 散 訂 
ヌ ・ ダ ルク ] の 体 当 だ 護 受 け て 詩 沈 し た 物 を 牙 み 漬 し 、 住 民 を 護 殺 する 
た 。 結 司 、 地 球 電 邦 政 


の 建造 に 引き 込み 式 の ブレ ー ド が 設置 され 、 1 
よる ダメ ー ジ 増大 か 


走行 も 可能 で あり 、 北海 を 保 攻 する リ 


悦 定 が 結ば れる と 作戦 は た 。 こ の 作戦 衝 用 と し て 重用 され た 
は ェ ル ・ ハ イロ ゥ 」 の 存在 を 昌 毅 する = 
た め の 則 夫 を 本 ね て いた と も 言わ れ て いる 


デュ アル タイ プ モ ビル スー ツ 


DUALTYPE MS 


可変 給 憶 を 有する 一 部 
Ist 


ダル マシ アン の 艦長 


DALMATIAN'S CAPTAIN 


CI 1 機動 性 を 活か 
た 一 撃 区 説 載 法 を 得 便 と する アビ ゴル は 
況 に 応じ て 変形 する こと で 1 機 で 
能 性 を 持ち 合わ せ 言え る 


ムッ ター マ ・ ズ ガン 衣 隊 の 旗 艇 で 
ド 引 宙 埋 馬 「 ダ ル マ シ アン の 艦長 。 エン 
・ ハ イロ ゥ 攻 罰 圭 に 参加 し た が 、 地 球 
軍隊 放 「 ジ ャ ン ヌー ダル ク 」 の 体 当 た TITANIUM ALLOY 

リリ を 受け 族 と 運命 を 共に し た NEO CERAMIC COMPOSITE 


例 セ ラミ ッ ク 宰 合 材 
の 上 位 に あたる 素材 。 詩 甲 素材 と し て 必要 な 


強度 を 維持 し つつ 、 コ スト パフ ォ ー マ ンス や 加 
工 性 を 向上 し た も の で 、 生産 性 を 宣 宰 する 便 
産 標 に 最適 の 素材 で ある 。 また この 時 代 の 
MS の 多く は ピー ム ・ シ ー ル ド を 標準 装備 し て お 


り 、 過 度 な 防御 性 能 を 有する 装甲 は さほど 
要 で は な が 、 チ タン 合金 ネオ セラ ミ 
短 及 に 油 車 を 失 け た と 時 われ る 


DD テン グラ シー・ ル ー ス 


TENGLACY LOOS 


親 。 東欧 の 特別 区 の 
イッ グ で 商取引 を 行い 、 そ こそ この 地位 財産 
を 球 き 上 げた 。 その た め ザ ンス カー ル 帝 5 

産 が 失わ れる こと を 人 危 修 し た テン 
は 、 悦 か に 奄 国 と 接 般 物資 を 供 店 する 


タン ピコ 
TAMPICO 


\ る が 実果 に は 提 
< こ に は 民間 の 飛行 場 が あり 
の 地 に 集まっ た リガ ミリ ティ ア 秀 隊 
ジブラ ル タ ル に 移動 
こと に な っ て の ゲト ル 
リガ ・ ミ リティ ア の 暗号 を 解読 し て DD に 向 か 
う が 、 隊 動 し よう と し て 出撃 し た ウッ ソ と 較 遇 
揚 護 に 午 け 付 
ク 訣 と も 交 埋 し 。 デ プレ は 甘 死 し て 


UC.0153 の メキ シコ 潤 岸 に 位置 する 地方 衝 
市 の 名 称 。 「 地 球 ク リー ン 作 理 」 を 実施 する モト 
ラボ 牙 隊 が 北米 大 隆 優 攻 の た め の 上 陸地 点 
に 選ん だ 場所 と し て 知ら れる 。 これ を 誤 止 すべ 
く 、 地 理 連邦 軍 と リガ ・ ミ リティ ア の MS 部 隊 が 
タン ピコ を 中 心 と する 防 新 団 を 展開 し た 。 だ が 
モト ラボ 工 欄 の 医大 な タイ ヤ に よっ て 、 防 番 酸 
隊 は 特 普 みごと 話 み 満 され て し ま 


a- 13417 72.32 
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GLOSSARY 


トム リア ッ ト 
| TOMLAT 


と 


尼 を 載 し た 機体 で 


ドゥ カー・ イ ク )| 1 間 08 
DUKER IQ 有する トム リ 


ト の 強度 も 向上 
を 可能 と 


| ドッ ゴー ラ ( 水 中 用 ) トマ ーシュ ・ マ サリ ク Rt P 
TOMACHE MASSARIK た 度 な 連携 攻撃 (ビビ ニ yー 男 
呼ば れる ) を 和 全 し て り ガ ・ ミ リティ ア の カ は 

ォ ン 科 と 団 敵 を 疑 り 拉 し た : 


ォ ・ ピ ビニ 1 


トッ リ ・ ア ー エ ス 


TORRI ARES 
星 に 佑 れ る MA 市 系 と 困 生 を 
ザン スカ ー ル 間 一 間 の MS で. 二の宮 半 す 
た 。 ちな み に 本 


PY 


ドム ッ ト リ ア 
DOMUTTLIA 


MS 形態 で の 樺 動 性 ・ 格 関電 


トッ リ ・ ア ー エ ス 隊 
TORRI ARES CORPS 
ーー で 


ング 1 " 恋 


2】 友軍 の 導 送 了 を 確認 
を ) に 機 通 を 居 言 し た 。 だ ゲ 「 一 度 


可変 能力 を 有する 和 帝国 軍 ト 
ま 引 えた の 
れる 。 主 を バイ 


ER 


GET で 


ヵ 人 電 写 味 氏 ビーム と 明 
信 拓 績 を 記 10 基 丘 曽 し て いる 。 これ ら の 反 半 を 15 
接 り 、 中 旗 麻 で の 抽 昔 で は 押手 の 強 を 代 提 | 
の 和銅 拉 を 一 の 
挫 た ず 。 依 に 預 び 入 まれ る ト TwT TTP 


LLCEnZPZ2 


BLOSSARY 


ネネ カ ・ ニ ブロ ー 
[ 一 NENEKA NIBROU 
(し タンス 


ニコ ライ ・ ハ ンス 


NIKOLAI HANS な い 格 好 で V ト ガ 
内 再 由 を 兵 まさ れ た ェ 
カー ル 乏 国生 が イィ ロッ の 影 邦 下 に ぁ ィ 


ヴィ ン ) を さら に 提 乱 す 
必要 と いう の 
協 兵 と 


ー ハイ ラン ド 
HILAND 
の 地球 乾 止 新星 軌道 上 


ノ マ イ ズ ・ ゼ ー タ 


NOMISE ZEDA 


ネネ カ 隊 の 隊員 


NENEKA CORPS 


スカ ー ル 錠 国 宣 近 症 師 材 け 


生き 本 く 事 人 の む 尼 えき 抽 


6 
5 
ネス ・ ハ ッ シ ャ ー は ee の 
NESS HUSHER ve dais あっ た 
コリ ー ン の 地下 dsiis 
ハイ チタ ン 合 金 
ネオ セラ ミッ ク 複合 材 


HIGH-TITANIUM ALLOY 
NEO CERAMIC COMPOSITE 


使用 され た 装甲 
に 開発 され た MS の 多く 


境 褒 まれ た バグ レ 可 は 。 カ 
キリ ー 息 陣 に 素 了 な を 仕掛け 1 


も 機関 全 | に 導入 され 
世 全 MIS に 用 いら # 
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ハズ ・ カ イフ パト リッ ク ・ ブ ー ン 


HUS KIFE PATRICK BOONE 
最 全 穴 押 321」 の 履 長 を 

務め る ザン スカ ー ル 帝国 軍人 。 森 昌 電池 大 

三 ハ イラ ンド を 制圧 ¢ 

た ちの シャ トル を 発見 。 身柄 を 確保 し て 春男 


スカ ー ル 帝国 軍兵 5 

2 防 圭 で 敗北 し た 友軍 部隊 の 和 退 

を 仁王 すべ く 填 抽 軍 壌 に 留まり 、 休 然 に 中 過 
P エ ヴ ィ ン の V ガ ンダ ム と 交 四 


ル ま で 強化 され て 
e 録 や その 映像 を ホロ 


生 機能 を 利用 


' サポ ボート 機能 で 
ハリ ー・ モ スト 専用 の コ . 
ーー JARR ター 役 を 務め る だ け の 能力 を 有 | 
ハッ テ HARRY MOST 
A タン ピコ 路面 埋 に 参加 し た り リガ の ca ココ 
i 2 ンコ 江 の 所 ハン ゲル グ ・ エ ヴィ ン 
と HANGERG EWIN 
中 に 所 属す る 女性 メカ ニ 


ロ 中 見 知り だ リガ ・ ミ リティ ア の 措 導 者 と 
人 還 ヴィ ン の 父親 で も ある 。 元 は 
た 動 め て いた の だ が 、 ザ 


を 欠 馬 視 し て 抵抗 組織 


その 一 方 で 、 春 の ミュ ー ラ 
ィ パ バル 術 や MS の 操 羅 法 を の 


ビー ム ・ ス トリ ング ス 
BEAM STRINGS 


3 B 連 孝 軍 蓄 隊 
WT 族 閉 ジャ ン ヌ ・ ダ ルク に 本 能 し た か > 
が 体 当たり を 覧 情 し た と 見 る や 、 早 々 に 選 季 
その 後 の 消息 は 不明 だ か 


バル セロ ナ な が る 木星 較 合 と の 戦 
BARCELONA を 指導 し て 


し 帝国 軍 (ベス パ ) の 宇宙 用 MS に 
搭載 され た 特殊 兵 装 で ・ ワ ィ 
りあ る 。 実果 に は 電撃 兵 義 


され る 兵 問 で 
ヤー を 標的 に 巻き 付け 
を 与え る と い 
田 軍 が 開発 し た ヒ 
それ が 機体 を 破壊 する 


位置 する ス 


ー) ッ り も 用 性 に 合 れ 、 難 開 パイ ロト 
~ 単に 使用 で きた 。 また 橋 引 の 
人 栖 的 の 移動 コー 
m 


ビビ = ター 
| BEAM ROTOR 


ザン スカ ー ル 帝国 が 開発 し た MS の 大 
洲 行 シス テム 。 腫 部 も し く は 機体 上 部 に 設置 
た ビー ム ・ ロ ー タ ー 発 生 デバ イス か ら ヘ リコ プ 
ター の ロー ター 状 の ビー ム を 展開 。 これ を 回 転 
させ る こと で ロー ター の 上 下 で ミノ フス キー 科 子 
の 密度 を 変化 させ 、 科 子 の 引 カ 圧 力 に よ 
て 空中 浮 層 を 可能 に する 
回 転 面 を 人 便 の 方 
ら に 移動 で き 、 まき に ヘリ コ プ タ 
MS で 行う こと が で きる 。 従来 の 飛行 型 MS: 
比べ る と トッ プス ピー ド に は 劣る が 、 意 抽 
た 械 動 性 に 優れ る 
ある 。 また ビーム ・ ロ ー タ ー は ビー ム ・ シ ー ル ド Y 
も 転用 で きる た め 、 格 闘 兵 病 と し て も 和 有効 で あ 
る 。 この 独自 の 展 行 シス テム に より 、 サンス カー 
し 容 国 は 地上 で の 勢力 統 大 を 円 油 に 進め た 


バリン 


うぅ 利点 が 


光 の 翼 


リガ ・ ミ リティ ア が 開発 し た V2 ガ ンダ ム に 発現 | 
た 特 珠 能力 。 V2 ガ ンダ ム に 括 載 され た 新規 椎 

ム ミ ノ フ スキ ー ド ライ ブ 」 は ミノ フス キー 
ト な 推力 を 生み 出す 失 
人 機関 だ が 、 意 江本 箇 を 強 いた 時 や フル ス 
ロッ トル 状態 で は 祭 制 エネ ルギー が 大 量 の メガ 


て 背部 スラ スタ ー か ら 噴 出す る こと が 
ht が 下 大 な 買 の よう に 見 えた こと 
と 呼ば れる よう に な っ た の で ある 。 メ 


粒子 か ら 構成 され る 光 
可能 で 、V2 ガ ンダ ム の パイ ロッ ト で あ 
る ウッ ソ - エ ヴ ィ ン は 章 国 的 に 発生 させ た 舞 で 
格 敵 戦 を 演じ て いる 。 また 買 の 同 の < 

し た メガ 牧子 が 十 し く 飛 
昔 が 生じ て いる よう な 状 理 に な 
めこ の 空間 内 で は 電子 機 如 が 動作 不良 に 臣 る 
と いう 視 次 的 効果 が 生じ で いる 。 さら に 光 の 翼 
ドイ ロッ ト の 意思 に 呼応 し て 形状 を 変化 させ 
エン ジェ ル ・ ハ イロ ゥ の 決 畠 に お 
ム に ま と わ せ た ウッ ソ は 
パリ ア 代 わり に 使用 し て いる 


リティ ア 散 隊 の 放電 
要 肌 に 配 挟 され た 男性 で 


て 抵抗 運動 に 参加 する よ 


だ が 最終 決戦 で リ 
た り を 敢行 する 直前 
医 し 、 坦 発 炎上 する 括 


ビッ グ ・ キ ャ ノン 
BIG CANNON 


ザン スカ ー ル 等 国定 が 地球 
確 造 し た 巨大 ピー ム 確 。 カイ ラ 
ぼれ る こと も あり 、 地 球 周 回 婁 道 

合 の 地 京 を 電撃 で きる だ け の 
る 。 し か し その ス ク ゆ え 建 造 
が か か り . り ガ ・ ミ リティ ア が 宇宙 6 
た 時 も いま だ 建造 達 中 (お お よそ の 家 
で は 終わ り 、 編 作業 中 だ っ た らし い ) だ 
た 。 その 化 。 ピッ グ ・ キ ャ ノン を 危 験 視 し た り カ 
ギ 攻略 戦 を 実施 

ティ ア の 手 に 湾 


ザン スカ ー ル 帝国 宣 の MS パイ ロッ ト 
ハイ ン の 二 つ 名 。 帝国 軍 バ イロ 
最も 
ティ ア に も その 存在 を 知ら れ 
ゴッド ワル ド と 交戦 し た 
全力 で 携 む 相手 の 攻撃 の 六 に 肝 地 き 
だ が ウッ ン は 確か に 敬 し い 人 で 


ビビ ニー デン ・ サ ー カ ス 


PIPPINIDEN CIRCUS 


ザン スカ ー ル 帝国 宮 士 官 の アル ペ ベ オ ・ ピ ビニ 
が 率い る MS 部 隊 (ビビ ニー デン 隊 ) が 得 
意 と する 連携 攻 列 に な っ た MS 部 隊 


雷 交 暫 折 を 搭 き な が ら 標 的 に 授 近 し 、 す れ 貼 
ざま 立て 続け に 攻撃 を 加え る と いう も の で あ 
5 緑 は 標的 を 包 固 し て 四方 か 
光 硫 本 は 醒め て 高い 。 一 

より も アク ロ 


異名 が 付け 
だ と 思わ れる 。 この よう に 優れ た 較 携 共 
6 ゲー 


デン が 後方 か ら の 
指揮 に 往 し た た め と 思わ れる , 
径 礎 配 必 後 は 作 尊 
す 実 戦 の 機会 は 失わ れ た の だ っ た 


Me 


を 


か 


お 。 1 


5 


秘密 警察 


SECRET POL 


ザン スカ ー ル 錠 国 軍 に 属す る 艇 宙 組 織 。 次 
奉 」 と 呼ば れる も の の 通 千 の 公安 部 隊 と は 凌 
な り 、 帝 国軍 の 下部 組織 と いっ た 憧 が 

柳 更 警 容 は 主 に 層 審 や 犬 


イ ま が い の 任 季 を 委託 され で 
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ビル ケ ナ ウ V2 アサ ルト ガン ダム PS 
BIRKNAU VICTORY TWO ASSAULT GUNDAM 人 を 人 と な 
VCTORY 人 を 時 
の ・ ミ リティ アゲ に 
HW を 


ザン スカ ー ル 帝国 軍 が 開発 し た 電導 用 
た 飛 


直接 戦闘 


機動 


戦況 を 定 


V2 ガ ンダ ム フォ ン セ ・ カ ガチ 
VICTORY TWO GUNDAM FONSE KAGATIE 


還 理 を 晴 み 結 え て し 
只 境 を 偽 活 させ る 


デー の 時 人 し て 半 く 守 
電力 を 寺 2 
用 法 で ある 


A “ 


V2 アサ ルト 

バス ター ガン ダム ワ 
ファ ラ ・ グ リフ ォ ン VCTORY Vo ASSAULT ED | 8 
FUALA GULFON Rt 装 畠 。 これ re ン し 


戦争 を 戦い 技 
が 十 全 に 発 探さ 


V2 バス ター ガン ダム 


VICTORY TWO BUSTER GUNDAM 


ォ ン セ ・ カ ガチ 】 本 応 は 模 四 に 
置き 拾わ っ て お り 、 そ れ が 外見 
重大 の 寺本 る 。 どの 
よう で 班 誠 から 林 化 き 乗 た し た の 
pee 


に 科 革 し て いる り の バ 
る 全休 全 価 の 動き を 摘 な うこ と も 
は V2 ガ ンダ ム の 隊 代 初 か ら 増加 
よる 和仁 が 槍 対 され で いた た め 


バスター ガン ダム 】 + 
DM ES ’ は 炎 
相応 し た 生業 を 有 し 、 禁 動 性 に 信 れ 
の は や や 大 き 過ぎ る 講 休 

ザ 多 委 に 記 じ て パー フツ 
きる た め 、 村 介 の 生 用 


を ザン ス : 
命じ られ 


示 世 中 


利便 を 図る の は お 


ラル タル 


で あり 
で ある 


トル で カイ 
立 を 宣言 する 引越 
し な 話 


ら 撤 退 さ せる に は 仕方 


屋 す る シャ トル の 般 長 。 局長 の マン デラ ・ 

5 クロ ノ ク ル ・ ア シャ 
ル 仙 国軍 導 胡 に 送り 選 
スギ リー に 商 


ダリ 


それ は フサ ー ク 自身 も 理解 し て 


し 
道上 に 


フ ビラ イ ・ コ ゴヤ 
KHUBILAI GOYA 


サイ ド 2 


マケドニア の 宣 語 令 を 季 め る 男性 


ル 商 国 


拘束 


に 属す る スペ ー ス ・ コ ロ 


の 台頭 を 快く 
も の の 


ア に 寄港 し 
て 夏 や MS を 接 邊 する よう 


ト 国 か ら 克 ン 
際 。 乗員 を 


TOT 
て 地球 に 落下 する Y 
x s の 半量 で 回 
た も の の 、 交 自身 、 肝 を 洗 や す 思い を 


た 


ブラ スタ ・ イ エリ ネス 
BRASTA JELLINES 


太陽 電池 和 新星 ハ イラ ンド の 保守 要員 で ある イ 
エリ ネス 夫 欄 の 6 歳 に な る 息子 。 ソフ ィ ア ・ イ エ 
リネ ス と いう 婦 が いる 。 ハイ ラン ド の 傘 収 を 画 和 の 
し た ザン スカ ー ル 竜 国軍 に よ 子供 た 
ちと 共に 揃 ら われ る が 、 価 克 、 近 く を 閑 行 する 
ウッ ソ ・ エ ヴィ ン ら 5 に よっ て 教 出さ れ 、 以 後 は リガ ・ 
リティ ア に 身 を 寄せ る よう に な る , 
す が に 6 歳 の 子供 が 埋 い の 役 に 立 
大 内 で じっと し て いる こと が 多かっ た 
その 後 、 軽 局 の 落 化 に 伴っ て 茎 を 職 り た 


て ほか の 


中 内) は 書い 牙 を する 
生還 へ の 所 便 が ある 
次 力 宮 突 を 起こ す 


全休 


フラ ンチ ェ ス カ ・ オ ハラ 
FRANCHESCA OHARA 


5 堂 称 で 呼ば れる こと 


ば か り の メガ ・ ビ ルド を 使 
乗 機 を 大 破 さ せ た うえ に 自ら 

目 に 中 っ て いる 。 結局 

リー ク に 教 出さ れ た の だ が 


の 胡 力 の 昌 界 を 条 


ン を 高く 評価 する よう に な っ た ソ 
キワ イト アー ク 隊 の 面々 を 積 橋 ト す 
る よう に な 員 と し て の 面目 也 
吉 を 果たし て | ル ・ ハ イ 
を 巡る 攻 訪 埋 


り 、 そ の 身 を 
ダッ シュ ガン ダム ・ へ キサ 


ブル ッ ケ ング 
BRUCKENG 


スカ ー ル 幣 国軍 が 且 人 先 し た 汎用 MS。 ゲ 
と 同様 


を 阻止 する た め の 仕様 で もり. ブル 
よっ て ザン スカ ー ル 帝国 の タイ ヤ 系 MS は ひと 
の 頂点 を 橋 め た と 言え る 。 主 に モ 

隊 に 配備 され て いた が か 


試作 機 し か 検 入 さか 
ル ・ ハ イロ ゥ を 通 


で は 多数 機 が 投入 さき 
れ た 。 主 な 林 ・ シ ノ 


ブロ ッ ホ 
BROGH 


ザン スカ ー ル 竜 園 の パパ 
た 抽 型 が トレ ー ド マー ク 。 リガ ・ ミ リティ 
戦 開 で 前 輸 を 失っ た アド ラス テア 紙 
橋 の 修理 時 間 を 棒 ぐ た め 、 世 大 MA の 
軸 。 任 意 に 分 離す る テー ル ・ ユ ニッ ト を 
騙 使 し た 変 紀 自在 の 戦術 で 

た ち を 笑 弄 し た 。 だ が 接近 圭 


CTT ee 


か 自ら の 


[= 


ペギー・ リ ー 
PEGIE LEE 


きら に ザン スカ ー ル 泰 園 の 本 国 ( 
ソ を 逃がす べく 、 自 ら が 下 と な 
る 。 主 な 搭乗 機 は カ 


潜入 し 
て 命 を 落と し て 


A +>3z 75.32 


機動 戦士 V ガ ンダ ム 


LOSSARY 


ベス バ 
BESPA 


| スズ メ バ チ 
研 味 も あり 、 そ の 名 
各 を 埋 仙 で 地球 補 施 還 
民放 を 林 し た も も 
Be も し れ を 


へ ビー ガン (マケドニア 仕様) 


ザン スカ ー ル 奏 国 が 像 有する 軍隊 の 途 称 で 
株 は [Ballstic Equipment & 


Patrol Armory ( 殖 半 誕 貸 と 宇宙 全 穴 部 隊 本 
部 ) 」。 フォ ン セ ・ カ ガチ が 寺前 を 務め る ガチ 党 
の 一 完 衝 基 休 制 が 確立 し て いく 過程 で 梓 了 | 

イド 2 駐 究 の 地理 較 放 軍部 隊 と 連邦 軍 海 


還 乾 研究 所 サナ リィ の 一 郎 が 国体 と な っ て 
いる 。 ビー ムー シー ルド ロー ター と 

た 新 機 暫 の 装備 を 接 載 し た MS を 保有 し て 
る の の た めで ある 。 ペ スパ に 所 属す る 代 


表 的 部隊 や 艦隊 は 以下 の 通り 


・ イ エロ ー ジ ャ ケッ ト 

スパ に よる 地球 何 攻 作戦 の 先発 際 。 部 隊 
居 隙 員 が 着る 黄色 い パイ ロッ ト 
(に よる も の で ある 。 博 錠 パイ ロッ ト で 構成 
地上 で の 勢力 拡大 の ほか 、 地 上 用 MS 
馬 用 も 湯 当 する 


下 の MS 部 隊 だ っ た が 。 イ エ 


ー ン 基 他 に 深 
ッ ワン ・ リ ー と いっ た 疾 
れ た 連携 攻撃 「 ビ 


を 得意 と する 


の た め に 編制 され た 部 
で 必修 機 が 多く 
装備 を 有する 


・ カ イラ ス ・ ギ リー 
皇 軍 要 究 カ - 
た タシロ ・ ヴ ァ ゴ 配 下 の 態 三 。 放 艦 は ス 
ド 緩 宇宙 台紙 「 ス クイ ー ド 1」。 リガ ・ ミ リ 
の 交 埋 

ド 1 を 


や 対 由 隊 作 埋 ( 
な 再 力 を 講 る 。 し か し リ 
ガ ・ ミ リティ ア に 強 葉 され た カイ ラス ・ ギ 
を 受け 、 艦 隙 の 3 害 が 机 沈 され て | 

の ち に カイ ラス ・ ギ リー 義也 や モト ラド 能 
屋 の 兵 存 兵力 を 編入 し て 再編 制 され た 


・ モ トラ ッ ド 租 隊 
地球 クリ ー ン 作戦 
4 


ES 1 ア 
介 な どの バイ ク 二 疾 で 
た 。 


サイ ド 2 に 所 属す る コロ 
自国 防 箱 用 に 保有 する 
凛 申 の 
以外 、 外 埋 釣 な 変化 は な 
タ スラ スタ ー 浴 力 

ー ス 機 を 上 回 る 基本 性 能 を 発 捧 す る 

え U.C.0150 年 代 の MS と の 性 能 差 は 導 類 
の が ある の は 否め な 


t ド を 引合 し た 条 憎 の 前 に 
替 も まま な ら ず 、 一 方 内 に で ら れる ば 


ヘレ ン ・ ジ ャ クソ ン 
HELEN JACKSON 


J ガ ・ ミ リティ ア の MS 笠 隊 「 シ ュ ラク 隊 」 の 
員 。 隊 の 中 で は 最も 箇 狂 果 敷 な 性 物 で 、 ど ん 
な 強 秀 が 相手 で も 世 れ ず 岳 む その 夫 は 、 件 間 
た ちか ら 一 目 言 か れる ほど た か し ペチ 
で の 東関 で 、 難 陸 科 中 の 輸送 
る た め トム リア っ ト に 挑 と 
[っ 信和 
め 、 仲 間 た ち は 一 柏 
梨 欄 は ガン イー 


の 


ヘン リー・ ダ グラ ス 
HENRY DOUGLAS 
+ ル 剖 国 所 属 の 人 宮 散 「 シ ノ 
321」 に 乗艦 し て いた Mi 太陽 電 
池 電 星 ハイ ラン ド の 子供 た ち を 人 質 に し 、 球 
国 本 国 に 戻る 達 中 で か ら 上 が の 


ソ ・ エ ヴィ ン ら と 蘭 遇 。 彼ら を 捕虜 と し た 
後 、 脱 走 し た ウッ ソ を 追っ て ゾロ アッ ト 

する が 分 区 機構 を 坊 み ( ノ に 許 弄 さ 
れ 、 逆 に 機 休 を 補 獲 され で し まう 。 そし て 身柄 


引き 渡し の 条件 と し て ゾロ アッ ト と シノ ー ペ 321 
を 奉 わ れる う 敵 々 な 結果 に な っ て | 
か も 奉 わ れ た 弱体 は 白く 要り 直さ れ ガ 
リティ ア の 壮 恒 な 戦力 と し て 利用 され で 


pa ー ゃ 


ほ 


ポイ ント ・ カ サレ リア 


POINT KASARERIA 


中 に 南方 系 の 人 
付け られ た 


ボー ディ ナム 
BORDINUM 
洋 馬 の 相 長 を 移 め る ザン ス 


クロ ノ タ ル ・ ア シャ ー が 括 


探す 作戦 」 に 参 
ル の アド ラス テア 締 バ イク 戦 臣 の 庶 番 棒 を 担 
当 し て いた 。 し か し 北米 の 漂 佑 地帯 
リティ ア と 地球 連 孝 軍 に よる 挫 撃 を 受け た 本 
修 の 制 簡 に 失 欧 。 加速 を 命じ た 直 複 に 前 輪 を 
帳 に 取ら れ て 散 体 が 読 ね 上 が り 、 背 欄 か ら 作 


て くる アド ラス テア 編 に 激突 し て し まう 


奄 必 に 便り 
ド を 出し 過ぎ れ ば 安寺 


ホラ ズム 


充実 し た 施設 を 有 | 
7 に は ペ ス パ の 季 
相 呈 し て し まう 危 際 性 が あっ た 
P が この 地 に 工場 を 計 


設 し た の は 。 補給 物資 
使 性 を 考慮 し た 上 で の こ 


ホワ イト アー ク 


WHITE ARK 


ミリ ティ ア が 運用 し た 小 爾 宇 宇 秀 。 全長 
32m 足 ちず だ が 、 左 痢 に は メガ 牧子 克 と ピー 
ム ・ シ 発生 デバ イス を 装備 。 また 般 側 
の 主 糞 に MS を 最大 4 機 まで 駐 機 させ る こと が 
で き 、MS 運 用 母 血 と し て も 機能 する 
キー・ ク ラフ ト を 措 載 し て いる た め 大 気 国内 
行 も 可能 で あり 、 機体 サイ ズ と は 相反 する 多 
欄 能 さ が 特 重 で ある 。 ホワ イト アー ク は 独立 部 
と し て 行動 する こと が 多かっ た 


リガ ・ ミ 


9 較 古 麗 


ホワ イト アッ ト 


WHITE AT 


ザン スカ ー ル 帝国 の 債 宮部 隊 
か ら 書 鶴 し た ゾロ アッ ト を 

宣 の 戦力 と し た も の 。 カラ 
され た 届 外 に 村 能 的 な 遠い 


理 法 も 探 ら れ た 。 ウッ ソ 
ンス カー ル 本 国 に 潜入 する 上 
の まま 回 収 され て し まっ た よう で ある 。 主 な 指 径 
者 は ト ・ フ ィ ン ガ ー ハ ッ ト 


マイ クロ ウェ ー ブ ・ ガ ン マサ リク 夫妻 


Mr.&Mrs. MASSARIK 


MICROWAVE GUN 


大 陽光 発 電 寿 三 ハイ ラン ド を 朗 探 し た 兄弟 の 両親 。 大 
リティ ア は 、 カ イラ ス ・ ギ リー 攻 暑 戦 に 員 で あり 、 夫 
奇 量 に 設置 され た マイ クロ ウェ ー ブ 咽 射 装置 を の バー は その 中 で リー ダー 的 な 役割 を 果 
初期 攻撃 に 用 いた 。 送電 用 に 用 いら れ た こと | た ザン スカ ー ル 帝国 軍 に 子供 を 人 
か ら も わか る よう プ は それ 自 協力 を 強要 され て いた 


帝国 へ 


を 有 寺 護 で 子供 た ち が 教 

と 行動 を 共に す 
宇 画 秀 ホ ワイ ト ア - 
胃 い を 周 か ら 支え た 


体 が 高い エネ ル ギ おり. 長 時 間 時 身 


は な く な っ て し まっ た 
押 鐘 を 攻め あぐね て い 


マケドニア 

MACEDONIA 
マー ペッ ト ・ フ ィ ン ガ ー ル ハット U.C 0150 年 代 の サイ ド 2 に 位置 する コロ ニ 
MARBET FINGERHAT 国家 の ひと つ 。 当時 の サイ ド 2 は ザン スカ ー ル 
容 国 の 勢 カ 下 に あり 、 独 立国 と は 言い な か 
リティ ア の 女性 MS パイ ロッ ト 。 が 実際 に は マケドニア も 帝国 の 属国 表 い を 受け 


ム の 開発 に 手 わ っ て いた が 、 テ スト 蘭 行 て いた 。 し か 
ザン スカ ー ル 帝国 軍 に 貴明 。 足 を 負 休 

だ が その 怪 折 が 元 で ウッ ソ ・ エ ヴィ ン 
こと を 考え れ ば 


マケドニア 軍 和 を 続 べ る フ ビ ライ 


マス ・ ド ライ バー 
MASS DRIVER 


まさ に 怪 銭 の 


帝国 か ら の 独立 区 人 争 に 役 立 


で ある 。 だ が 破 の 合図 を 共 テ ナ を 設置 
シャ ー は 、 必 えて 挑発 する を 注入 する 。 その 後 し 高 電 
攻 の 口実 を 作っ て いる , 位 を か ける と 電 春 気 的 な 反発 に よっ て プラ ズ マ 


‘る 結果 的 に 内 
= 
る ト ネル ギー 効 素 と 軍手 量 に 人 れ 
る 軍 世 紀 初期 に は スペ ー ス ー の 建築 
分 か 資材 運 落 に 用 いら れ た 。 また 地球 一 宇宙 往還 
く 番 足し た の で ある 。 主 な 搭乗 織 は V ガ ンダ シャ トル が 大 気 園 離 説 に 必要 な 加速 度 を 補 る 
ム 、 ホワ イト アッ ト 、 ホワ イト アー ク た め の 外部 手段 と し で も 利用 きれ る 
ペッ ジニ ネン へ 
EL KN 3 / 


N 3 


マウ ルーン ドコ 


MAZIS WARKER 


ラ ゲ ー ン 基 所 属 の MS パイ ロッ ト 。 カサ レ リ ア 
の 自然 を 気に入り 戦争 因 結 後 は 奏子 を 呼 
で 第 二 の 訟 事 に し た いと 考え て いた 
カサ レ リ ア に 保 入 し た ホワ イト アー ク 鐘 を 排 
すべ く 、 低 協定 を 引 っ て まで 難 闘 を 仕 村 け た 
の で ある 
に 対 
屋 を 付け 
を 是 と せ ず 脱 走 兵 と ぃ 


チ ス の 事 を 知る 。 戦 稼 は 3 人 で カサ 日 
住 し て お り 、 マ チ ス の 悲 応 は 秋子 が * 
言え る 。 主 な 搭乗 根 は ソロ 


マ ヘ リア ・ メ レル 
MAHERIA MERIL 


に 対す 


攻 の 口実 を 作ら その 責任 を 取る た 


め に も 最前 線 に 詳 ! 

8 隊 を 相手 に 番 埋 し た 

る 商 風 に 対応 し 切れ ず 、 最 飛 に は 幅 対 ち 
て 業 て て いる 。 マ ヘ リア か ら 可 愛 が られ て 


1: 
ト か ら 梓 女 を 生 
と で ある 


を 付け た フォ Rt EC 


マル チ ナ ・ ク ラン スキ ー 


MARTINA KRANSKIE 


太 購 電池 客 性 ハイ ラン ド の 保 字 要員 で ある クラ 
スネ ー 示 夫 の 次 女 。 エリ シャ と いう 姉 が いる 


ころ を 発 捕 し て いる 。 も 


に 満ち た 地球 環境 
地上 


に 感じ る 草 いき れ 


マル チ ブ ル MS 


MULTIPLE MS 


ガ ・ ミ リティ ア の 間 発 し た V ガ ンダ ム の 特徴 を 
針 的 に 示し た 昧 び 方 。 ハン カー と ブ コア 
3 っ つの か ら 構成 され る V カ 


うー ツ が ドッ キン グ し た MS 形 帳 た 


マン デラ ・ ス ー ン 
MANDELLA SOONE 


両 前 を よく 知っ て 
エ ヴ ィ ン は 。 引 綴 
公社 を 該 ね た の 


ミサ キュ アイ ザウ 


MISAKI AIZAWA 


し 仙 国 軍 の 全 難 尊 シノ ー ベ 321] 
に 格 業 する MS パイ ロッ ト 。 太陽 電池 庁 星 ハイ 
ラン ド を 接収 し 、 傑 守 要 員 の 子供 た ち を 人 質 | 

1! へ の 性 選 傍 中 に ウッ ソ 

+ 
た が 、 オデ ロ 
で 回 に 了 り 付け ち れ で 
が 取れ な いま ま 味 方 の 助け を 待 


nD5 si 12 


ミズ ホ ・ ミ ネガ ン 
MIZUHO MINEGAN 


ガミ リティ ア 夫 上 部 隊 に 性 す る 女性 メカ ニ 
テン 支援 作 載 の 一 正 と し て 。 メキ シ 
コ 没 誠 (タン ピコ 付近 ) に 上 味 し た 
に 対す る 騙 箱 線 を 展開 し た 。 そ の 
整備 し た ジャ ペリ > 
テア 霞 戦 能 に 基軸 を 仕掛 け て いる 。 だ が 江 
密 な 対空 枕 炎 ト 
シー ルド を 展開 し よう と する が 時 す 
ア 弧 の タイ ヤ ( に 押し 漬 され で | 


ミノ フス キー・ ド ライ ブ 
MINOVSKY DRIVE 


ソノ フス キー 物 理学 を 応用 し て 開発 され た 推進 
ステ ム 。 推 人 装置 フス キー 条 子 の 


立方 衝 子 を 弄 友 させ 、 そ れ 反発 
の 推進 力 と する も の で ある 。 その た め 椎 剤 
を 員 朋 する 既存 の 推進 シス テム に 比べ る と 少 


で 自 大 な 描 進 力 が 福 ら れ 、 理 
加 連 可能 と され た 。 た だ 
の 小 化 が 区 
の 大 重 戦 義 に 搭載 され る の が や っ と 
U.C.0153 頃 に な る と MS に 搭載 で きる ま 
小型 化 れ 、 リガ ・ ミ リティ ア の フラ ッ グ 
尼 と な っ た V2 ガ ンダ ム に 採用 され で 


っ ーー 


ミュー ラ ュ ミダ リル 
MYRA MIGGELLE 


/ ガ ・ ミ リティ ア の 指導 者 の ひと り で ある ハン ゲ 
ル グ ・ エ ヴィ ン の 要 で あり )、 ウッ ソ 
る 。 ザン スカ ー ル 意 国 の 


方 知れ ず げに な っ で てい 
ム の 間 発 に 機 わ っ て お り 


よる と V2 ガン ダ 
計 計 図 を 持っ て 月 面 


基地 に 向かっ て いた よう で ある 。 その 要 、 帝国 
軍 柚 宙 警 察 に 拘留 され そう に な る が 、 そ の 場 を 
通り か か っ た ウッ ソ に よっ て 救 動き れ 。 奇 誠 的 な 


し か し その 直 
ロ ノ クル 交渉 に 向かう シャ 
カリ ン を 動け よう と ! ジ ナ ・ ル ー ス に 回 わ 
まい . 母子 の 再会 は 束の間 の も の と な る 。 
か も ウッ ソ を 替 制 し よう と する ゴ ズ ・ バ パール 
よっ て 人 質 に され 、 最 後に は 量 走 し た リ シ テ 
幼 人 洋紙 に 枯 し 清 さ れ て 非 華 の 最期 を 
る 。 ちな み に D 死 と 入れ 遅い で 連邦 
還 と 奄 園 重 と の 間 に 体協 定 が 締結 され て * 
り 、 それ を 知っ た ウッ ソ は 「 あ と 少し 協定 が 早 か 
た ら ー…-1 と 愉し 涯 に 暮れ た の だ っ た 


ミリ エラ ・ カ タン 
MILIERA KATAN 


ラ ゲ ー ン 基地 か ら 宇宙 に 
以後 シュ ラク 
女性 パイ ロッ ト 。 同時 期 に シュ ラク 隊 に 加 も 

た フラ ンチ ェ ス カ ・ オ ハラ と は 以前 
か ら の 角 友 で 、 息 の 合っ た 連携 攻撃 を 揚 意 と 
た 。 エン ジェ ル ・ ハ イロ ゥ を 信 る 攻防 埋 
で 東 死 し た フラ ニー の 似 を 取る べく 、 真っ向 


が カテ ジ ナ ト 
前 う は ず も な く 、 す ぐに 角 友 の 検 を 追 
な っ て し まっ た 。 主 な 扶 業 機 は V ガ ンダ 
す 、V ダ ッシュ ・ ガ ンダ ム へ キサ 


と 


へ キ 


ムッ ター マ ・ ズ ガン 
IMUTTERMA SUGAN 


ザン スカ ー ル 帝国 No.2 の 座 に 就く 実力 者 
フォ ン セ ・ カ ガチ と は 木星 船団 以来 の 明 友 で 
カ ガ チ の 最大 の 理解 者 と し て 帝国 の 地球 便 
攻 に 協力 し た 。 その 析 、 区 治 家 と し て の 頭角 を 
現し た カ ガ チ に 対し て 軍人 と し て の 孝 息 を 発揮 
し た ズ ガ ン は 新型 機 を 近 す る 大 艦 (帝国 最 


雄 と 言わ れる ムッ タ ガン 邊 区 ) を 指揮 
管 国 の 台 吾 に 歯 向かう 地球 連 施 軍 や サイ 
ド 2 軍 合馬 隊 を 打ち 破っ た 。 また エン ジェ ル ・ 


ハイ ロッ 攻 恩 載 で は スク イー ド 級 胃 能 ダル マシ 
エン ジェ ル ・ ハ イロ ゥ の 湊 大 を 
担当 。 し か し 体 当たり を 敗 行 し た ジャ ン ヌ ・ ダ ル 
ク に 巻き 込ま れ 、 放 と 運命 を 共に し た 


ム バ ラク ・ ス ター ン 
MUBARAC STARN 


ザン スカ ー ル 帝国 の 台頭 を 危険 視 す る 地球 連 
孝 軍 の 提 人 ジャ ハナ ム (ハン ゲル グ 
エグ ヴィ ン ) の 呼び 掛け に 応 


て 配下 の 反 隊 ( ム 
バラ ク 艦隊 ) を 動か し 、 リガ ・ ミ リティ アバ 

連合 本 談 を 旨 練 する と その 司令 に 統 任 し 、 エ ン 
ジェ ル ・ ハ イロ っ 攻略 戦 の 指揮 を 内 っ た 。 その 
戦い の 最 中 、 クロ ノ ク ル ・ ア シャ ー の リグ ・ コ ン 
ティ オ に 座 乗 (ジャ ン ヌ ・ ダ ルク ) の 由 橋 を 
撃ち 抜か れ て 命 を 落と し た が 、 彼 の 胃 念 が 乗り 
移っ た 艇 は その まま 進撃 を 続け 、 帝 園 邦 隊 放 
ダル マシ アン ) に 体 当たり を 仕掛 け で いる 


】 還 量 に 本 ちら われ ず 、 秩 事 を 


て も 子供 だ か っ ら と 幸 複 する 
で 愉 の 実 


大 ) と 斉 光導 
TT 
れ 生業 


メッ チェ ・ ル ー ベ ンス 
METCHET RUBENCE 


ラ ゲ ー ン 基地 司令 ファ ラ ・ グ リフ ォ ン が 目 を 提 
けた パイ ロッ ト 。 処 利 転 行人 の 家系 に 連なる と 
た ファ ラ に 下 放 を < 
で 気 を 配っ て いた 。 そのため 


て は 純粋 な 葛 級 の 念 か ら の 
い 。 常に ファ ラ の 傍ら に 身 を 置き 、 埋 開 
で は ファ ラ が 座 乗 する MA リカ ー ル を 挫 綻 する 
ジブ ラル タル 海峡 で の 昔 本 で は マー ペッ ト ・ ブ 
ン ガ ー ハ ッ ト の トッ プ ・ フ ァ イ タ ー に よる 攻撃 
被弾 し た リカ ー ル か ら フ ァ ラ を 遂 が し 、 自分 は 機 
体 と 運命 を 共に し た の だ っ た 


メッ メド ー ザ 
MEMEDORZA 


ザン スカ ー ル 帝国 宣 が 開発 し た 地上 用 紅 作 
MS。 両 肌 部 に ター ボ ・ フ ァ ン ・ エ ンジ ン を 内 
草 し て いる た め 、MS 形 馬 の まま で 舎 れ た 大 気 
環 内 飛行 能力 を 得 。 また 
悦 品 に 設置 し た た め に 抄 行 中 
ター を 自由 に 使え . 格 丘 載 に も 対応 可能 
\ る 。 アー ティ ・ ジ ブラ ル タ ル を 館 る 肉 開 で 
ファ ラ ・ グ リフ ォ ン の 部 鱗 に 乱 連 配備 され 。 マ 
ス ・ ド ライ バー を 守 ろ うと する シュ ラク 隊 を 相手 
に 克 威 を 振る っ た 。 し か し ウ ン の 用 
攻 を 受け て 撃 樽 され て 化 は 見 送ら 
れ た 。 主 な 搭乗 春 は クワ : 


メリ リン 
MARILYN 


ザン スカ ー ル 帝 画 軍 が 運用 し た 大 型 ド ッ ク 聞 
長 1.000m 趣 える 船体 は 円 簡 疹 を し て ま 
り . 円 基 の 端 に ガン トリ ー ア ー ム や 作業 用 重 
が 設置 され た 特異 な 形状 を し て 
形状 は 艦船 の 補 結 ・ 待 理 作 適し 
由 簡 の 両 針 に 能 船 を 停泊 させ る こと で 2 儲 問 
時 に 情 夫 や 補修 作 業 を 行う こと が で きる 。 地 
球 ク リー ン 作 戦 に 参加 すべ < 月 面 を 飛び 立っ た 
モト ラド 北 叶 誠 衝 多 理 
下 直 前 に メリ リン で 補修 を 受け て いる , 


ゆ 


ユカ ・ マ イラ ス 
JUCA MEILASCH 


カイ ラス ・ ギ リー 六 隊 に 揉ん で 敗れ た 、 地球 
連邦 車 バグ レ 名 の 生き 残り で ある 女性 パイ ロ 
ス に 含 流し 、 新 生 シュ ラ 
ンス カー ル 由 争 を 載 い 接 
の 的 確 な 状況 判断 能 カ 
想 還 で は ウッ ソ ・ エ ヴィ ン も た び 


だ が エン ジェ ル ・ ハ イロ 
ソ を セン ター・ ハ ブ に 向かわ 

突 黄 を 掛け る 。 そこ を 

カテ ジ ナ ・ ル ー ス の ゴト ラタン に 曹 後 か ら 抽 た 
れ て し まっ た 。 主 な 搭乗 機 は ガン イー ジ 。 V ダ 


ュ ・ ガ ンダ ム へ キサ 


77:32 


ライ オー ル ・ サ バト 
LIOLE SABAT 


ラ ゲ ー ン 茎 地 に 駐留 する ザン スカ 


MS 部 陳 、 イ エロ ー 
グ 電 吾 に 向かっ た 共に ウ 

する シャ ッ コ ー と 性 過 ( 

て し まう 。 その た め 

た 。 た 

重 弄 され 、 最後 に は ビー ム 、 2 
ト を 綱 か れ て し まっ た 。 主 な 挫 業 機 は ゾロ 


ラ ゲ ー ン 基地 
RAGAINE BASE 


ザン スカ ー ル 帝国 軍 が 地球 保 攻 の 足掛かり と 
し て 利用 し た 軍事 革 地 。 本 来 は 東 現地 区 
近郊 ) に 位置 する 国際 空港 た 
飼 国 重 に よっ て 接収 され 、 軍事 要 雪 人 
ラ 基地 に 配備 さ れ た MS 部 礎 
ジャ ケッ ト ] は 、 重力 下 で 
戦術 研究 を 主 と す る 部 隊 で ある 
に は 周辺 地域 の 革 力 制圧 に 度々 乗り 出し 、 血 
も 涯 も な い 攻撃 を 行う 刻 欄 と し て 刀 : 
た 。 U.C.0153 に お ける 基 
リフ ォ ン 。 地球 連邦 政府 と ザン スカ 
癌 で 休戦 境 定 が 結ば れ た 暫 に 


ル 堆 国 と 
基地 の 部 


歴 は 武装 解除 され て いる 


BR で Rt 


リー ン ホ ー ス 
REINFORCE 


UC.0090 年 代 に 
リガ 


ホー ス は 、 帝国 宣 謝 
不能 に 風 れ る と いう 昔 還 
秀長 は ロベルト ・ ゴ メス 


リー ン ホ ー ス Jr. 
REINFORCE Jr 


ン ホ ー ス に 代わ っ て リガ 
と な っ た 宇 軍 理 開 。 中 破 し た リー ン ホ ー ス に 本 
捕 し た スク イー ド 1 を 流用 し て 大 改装 を 実施 


新 癌 昔 散 と し て 生ま れ 変わ る こと と な っ た 。 急 
造 族 で は ある が 孝 誠 能力 は 帝国 還 穫 通 と 角 
で あり 、MS 夢 用 能力 も 高い 。 また 特殊 装備 と 
て 牙 首 に 突撃 用 の ラム を 搭載 し て 
いる 。 族長 ば ロペ ベル + 


ゴメ ス 


リカ ー ル 
RECARL 


ザン スカ ー ル 韻 国 宣 が 開発 し た 大 気 面 内 飛行 
有馬 大 型 MA。 戦場 視 黄 や 長 距 離 福 を 主 呈 と 
て お り 、 高 出力 の メガ 粒子 克 を 搭載 し て いる , 
また 挫 近 戦 用 に ビー 
る が 
の た め 前 線 で 理 

指 橋 や 支援 克 撃 機 と 
乗 者 は ファ ラ ・ グ リフ ォ ン 


リガ ・ ミ リティ ア 
LEAGUE MILITAIRE 


人 台頭 を 危 検 寝 す る 有志 に 
スタ ンス 組織 。 「 神 可 
れる 。 UC.0139 頃 に 構想 


事 同 明 と も 呼ば 
が 生ま れ 、 民 間 | 

人 物 の ひと り が 
ン ゲ ル グ ・ エ ヴィ ン で ある ) 。 の 
発する 企業 や 各種 団体 の バ 
軍隊 色 を 強め 、U.C.0149 に は 独自 の 
発 計画 (ヴィ クト リー 計画 ) を 発動 。 V ガ ンダ ム 
と 系 別 機 の 開発 に 感 1 め 的 な 抵抗 を 実 
行 し た 。 ちな み に こ の 時 代 の 地球 較 孝 軍 は 攻 
名 無実 化し て お り 、 秦 園 の 地球 保 攻 に 対抗 で 
きる の は ! ア だ け と いう 有 欄 だ っ た 


リグ ・ コ ン テ ィ オ 
RIG-CONTIO 


ル 飼 国軍 スー パー サイ コ 研 究 所 が 


連邦 車 に よる 連合 条 
ク 」 を 大 破 さ せ た の も 本 機 の 火力 が あれ ば 
で ある 。 主 な 括 乗 者 は クロ ノ ク ル ・ ア シャ ー 
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リグ ・ シ ャ ッ コー 
RIG-SHOKEW 


ザン スカ ー ル 爾 国軍 地球 保 攻 部 隊 「 イ エロ ー 
ジャ ケッ ト 」 が 試験 運用 し 
発 され た 浜 用 MS。 外 振 
も の の 、 ソ ロア > ト を 湊 維 する 攻撃 力 と 林 動 性 
を 併せ 持つ 。 の ち に 量産 化 さ れ 
マリ ア 近 和合 団 隊 の 専用 機 ど 
また 地球 クリ ー ン 作戦 に も 投入 され た が 、 優 れ 
た 継 人 性 能 と は 裏腹 に 目立っ た 活躍 は し な か っ 
た よう で ある 。 主 な 描 乗 者 は カテ ジ ナ ・ ル ー ス 、 


リ シ テ ア 級 巡洋艦 
LYSITHEA CLASS CRUISER 


ザン スカ ー ル 合 国 軍 が 同 発 し た モト ラッ ド 秀 の 
一 枚 で 、 之 洋 能 に 分 類 さ れる 。 アド ラス テア 級 
理 和 の 朋 星 版 で ある が 、 巨 大 な ホイ ー ル を 持 代 
て お わり 、 モ トラ ッ ド 艦 と し て の 感 容 は その まま 受 
け 継い で いる 。 主 に 軒 隊 の 先代 を 季 め た は か . 
ホワ イト アー ク を 追撃 する ドゥ カー・ イ ク の 座 業 
下 「M」 の よう に 単独 で 行動 する こと も あっ た 


テア 纏 層 洋 態 】 アド ラス テ 
テア 駿 。 ネイ 
甘 過 する tT 


ET 


し を 本 じ る と 地上 や 疾 中 を 礎 二 でき 
ES 


REPET CINEAU 


ザン スカ ー ル 電 国 軍 の 女性 MS パイ ロッ で 、 ア 
ル ペ オ ・ ピ | ン の 部 下 の ひ と り 。 任 移 達 
成 の た め に は 民間 人 の 口 封 じ も 千 さ な い 浴 

さと 、 人 間 の 器量 を 圭 闘 能力 の 雄 敵 だ け で 判 
断 する 灘 し い 気性 を 併せ 持っ て いる 。 また 女性 
と し て の 充実 (特に 自分 の 子供 を 手 に 入れ る こ 
と ) に こだわ っ て いた が 、 戦場 で は 息女 の 件 信 
に 相応 し い 男性 と 返り 合う こと が で きず 、 そ の 人 
わり と し て ニュ ー タ イプ と お ば し き ウ ッ ソ ・ エ ヴィ 
ン を 理想 の 子供 と し て 手元 に 置 こう と 考え た 
だ が 独り 著 が りな 彼女 の 想い は ウッ ソ に 拒 好き 
れ 、V2 ガ ンダ ム の ピー ム ・ サ ー ベ ル で コク ピッ ト 
を 言 か れ て し まう 。 その 後 、 彼 女 の 機 体 は ビビ 
ン が 后 乗 する ピル ケ ナ ウ に 突進 し 、 そ の 
まま 巡 発 し て 乗 て た の だ っ た 。 主 な 搭 業 機 は ト 
ムリ アッ ト 、 グ ゲド ラ フ 、 ブル ッ ケン グ , 


は ペー シン ] 信男 本 画 に 潜入 
た ウッ ソ (大 ) を 捕え た ル 
シノ () は 、 穫 間 と 称し て 大 を 
恒 品 柏 の ス キン シ 
を と 朝 書 に な ろ 
い きわ 


レイ ・ ブ ラッ ド 

RAY BLOOD 

帝国 宣 の MS パイ ロッ ト 。 同僚 の 
ラ と カサ レ リ ア を 探索 中 に 、 駐 機 し 
FV ガン ダム を 捕 攻 する と いう 快挙 を 成 し 
だ が その 後 、 休憩 の つも り で 立ち 寄 
エ ヴ ィ ン 宅 で 子供 た ちの 反撃 に 違い 
) 上 げ ら れ で し まう 。 主 な 搭 業 機 は ゾロ 


シ カリ ン の 作っ た 料理 を 人 
和則 に 的 し た し 
の を 追 お うと する が 、 そ れ は オデ ロ ・ ヘ シリ ー ク た 


ちの 刀 だ っ た 。 ロー プ 
き 独 られ 気 始 し て し ま 


尽 を すく わ れ た うえ に 福 表 


レー ナ ・ ワ ー カ ー 
LENA WARKER 


ザン スカ ー ル 帝国 軍人 マチ ス ・ ワ ー カ ー の 大 
夫 の 伏 で ある ウッ ソン を 綱 め ず 、 彼 の 将来 を 心配 
し た り 、 そ の 母 の 草 に 花 を 手 向け る な ど 、 強 さ 
と 優し さ を 併せ 持つ 女性 で ある 。 戦乱 終結 共 
は マチ ス が 愛し た カサ レ リ ア に 移り 住み . 
り の 紛 と 共に 夫 の 幕 を 守っ た と いう に 
の 濯 と ウッ ソ ・ エ ヴィ ン に 石 を 投げ る ふ 
し な め 、 夫 の 死後 も 気丈 に 振る 舞う 。 


TLT] 
全 痢 に う の は 自分 だ け 
ナ は . とり 本 し み を 才 え 


レオ ニー ド ・ ア ル モ ド バル 


LEONID ALMODOVAR 


ン 隊 に 所 属す る 老人 の ひと り 。 ウッ ソ ・ エ 
イン た ちの 戦闘 を 本 佐 する 一 方 、 負 偏 兵 を 手 
当て し た り 、 時 に は 料理 に 精 を 出し た り と 多彩 な 
一 面 を 見 せ て いる 。 と は いえ ザン スカ ー ル 帝国 
の 台 類 を 阻止 する と いう 志 は 忘れ て お ら ず 、 エ ン 
ル ・ ハ イロ ゥ を 送る 最終 決戦 で は 破 握 し た 
ガン イー ジ に 乗り 込み 、 体 当たり を 仕 持 け る リー 
ン ホ ー ス Jr の 砲台 代わ り と し て 命 を 艇 ら せ た 


Jr 


レン ダ ・ デ ・ パ ロマ 
RENDA DE PAROMA 


ザン スカ ー ル 帝国 軍 の 女性 パイ ロッ ト 。 「 パ バイ 
ク 乗 り 」 を 自 各 す る ドゥ カー・ イ ク の 部 下 で あり 


し 、 あ と 一 歩 
で 撃沈 する と ころ まで 追い 詰め た 。 だ が ウッ ゾ 
エ ヴ ィ ン の V2 ガン ダム に 機体 を 射 技 か れ て 答 
通 。 リ シ テア 細 館 洋 皿 「M] に 帰 艦 し た と ころ 
を オデ ロ ・ ヘ ン リ ー ク に 討た れ 、 ド ゥ カー と 共に 
柄 っ た の だ っ た 。 主 な 扶 乗 柏 は 戦闘 バイ ク 、 ガ 
ル グ イ ユ 、 ド ムッ トリ ア 。 


ロブ ・ オ レス ケス 


LOB OLESCHES 


バル セロ ナ 近 郊 の 海岸 で 多 師 を 営む 考 人 。 ザ 
ンス カー ル 載 争 で ひと り 人 息子 の ニコ ル を 軍事 
者 用 に よっ て 失っ て 以来 、 記 憎 に 混乱 を 素 た 
す よ うに な っ て し まっ た 。 偶然 知り 会 っ た ウ の 
エ ヴ ィ ン を ニコ ル と 同一 視 し た の も その た めで 
ある 。 その 後 、 パ ル セ ロナ 広場 に ギロチン を 設 
置 す る ザン スカ ー ル 帝国 兵 に 反発 。 ウッ ソ と 共 
に 走 を 還る が 息子 ニ ウッ ソ を 透 が そう と 自ら 
が 慎 と な っ て 命 を 落と し た 


ろう と 身 を 李 
は 理 争 が も た ら す 古 貢 を 


ロベルト ・ ゴ メス 


ROBERT GOMEZ 


地球 連邦 車 ロン ドン デリ ー 基 地 所 属 の 輸 
部 麻 隊 長 。 当時 の 連邦 還 の 体 質 を 体現 
うな 事 を か れ 主 義 者 で ある 。 し か し リガ 
ア 輸送 任 季 を 手 
ソ ・ エ ヴィ ン が 戦い | 
化 き れ て 
[| 
リー 克 を 動か し 、 以後 は リー ン ホ ー ス お よび げ リー 
ン ホ ー ス Jr. の 族長 を 歴任 し 、 お 希 り で ある 
ジャ ハナ ム の 影武者 を 上 手 く 立て な が ら り 
ミリ ティ ア 擬 隊 の 中 検 と し て 活 忠 。 エン ジェ ル ・ 
ハイ ロ ゥ を 途 る 最終 決戦 で は リー ン ホ ー ス Jr. で 
アド ラス テア に 体 当たり を 私 行 し 、 乗 能 と 運 信 
を 共に し て いる 。 


し か し の 欄 一 転 
て 低 活動 に 身 を 入れ る よう 


タダ 
ト を 栓 られ 


太夫 を 呈し 込ま れ た 


ロメ ロ ・ マ ラバ ル 
ROMERO MARVALL 


ン 隊 の 老人 の ひと り 。 元 S.N RI (サナ 
リィ ) の 技術 者 だ っ た よう で 、 リ ガ ・ ミ リティ ア が 
発動 し た V (ヴィ クト リー) 計画 に も 深く 問わ っ て 
いる 。 た だ 若 段 は ロ や か まし い 老 人 で 、 組織 
の 理念 に 米 個 する あま り ウッ ソ ・ エ ヴィ ン に 戦 
強要 し た り 、 それ に 意見 する カテ ジ ナ ・ ル ー 
ス を 非 護 す る こと も あっ た 。 と は いえ 緒 と し て は 
己 の 信念 を 貢い て いる だ け で あり 、 本気 が あ 
た わけ で は な い の だ ろう 。 


ミ 


ワタ リー・ ギ ラ 


WATTARY GILLA 


ンス カー ル 春 国軍 に 所 属す る MS バイ ロッ ト 
フタ リー 圭 闘 小隊 評 長 を 務め る 男性 。 戦 
重要 な の は 騎士 道 博 神 で ある と 言っ て は 
ば か ら な い 人 物 で ある 。 リ が ミリティア の コリ ー 
ン 工 場 場 撃 に 参加 し た 昧 に ウッ ソ ・ エ ヴィ ン の 
V ガ ンダ ム と 交 昔 する が 、 枚 退 を 祭儀 な くさ れ 
る 。 騎士 の 謗 り を 矢 っ た ワタ リー は 討ち 死に 覚 
情 で 再戦 を 扶 ん だ の だ が . 自分 を 打ち 負かし た 
相手 が 13 意 の 少年 と 知り 、 死 酷 な 現実 を 織 き 
な が ら 自 決し で ! 主 な 搭 業 模 は ゾロ 


訴え 
か ら は 、 確 が 王権 頁 っ 当 
芝 を 持っ て いる こと が 殖 え る 
区 州 抽 圧電 で 残 大 半 導 
を 橋 り 直 し た 事 国 事 人 が 多 
い 中 、 ワ タリ ー の 井本 
の 隊 を 突く も の が あっ た 


機動 武 凍 伝 G セ ガン ダム 


[分 D5 sl1 


アル ティ メッ ト ガ ンダ ム アン コウ ガン ダム 


ULTIMATE GUNDAM ANGLER GUNDAM あ 


アパ ダイ ト 合金 


あ スー パー セラ ミッ ク 複 合 材 


アキ ノ 曹 長 


SERGEANT MAJOR AKINO 


性 軍人 。 決 肝 大 人 
Ct 


アラ クノ ガン ダム 


ARACHNO GUNDAM 


ANDREW GRAHA 


アレ シン ビー ビア スリ = 


ALENBIE BIAZURIE 


アシ ュ ラ ガン ダム 


URA GUN 


アン ドレ 


ANDRE 


1 31 


ウィ リア ム 獲 


| LORD WILLIAM 


| ウォ ルター ガン ダム 


WALTER GUNDAM 


で 凍 に 喰らい 付く 


ミカ ムラ の ライ 


E 


が DG 存 胸 で 変 


その 後に 複 


ウォ ン ・ ユ ン フ ァ 
WON YUN-FAT 


前 大 会 優勝 の ネオ ホン コン 首相 に し て 、 弟 13 
固 が ファ イト 委員 
確保 し て 恒久 的 な 
た 


デビ ル ガ 
実 配 を 企 
ジア (東方 不 黄 ) に 接 各 
と する が 、 逆 に 利用 され で し 
野 許 的 に ドモ シュ の 手 で 

た の だ が を 之 慢 
て ウォ ルター ガン ダム 


を 和 く ト 


モン に よっ て あっ さり 没 棚 され て し まう 


宇宙 海賊 


SPACE PIRATE 


地球 外 を 航行 する 宇 軍船 や 宇宙 ス 
を 標的 
団 の 総称 


非 合 法 的 な 叶 行 為 を 働 


ウル ベ ・ イ シカ ワ 
ULVE ISHIKAWA 


ネオ ジャ パン 軍 少 人 
任 者 。 ラ 
ト ガ ンダ 
眉 を 握ら ん と 
敗 する と 事実 を 攻 甚 、 ド モ 
か し て アル ティ メッ ト ガ ンダ 
控 索 に 利用 し た 。 野望 が 堅 見 し た 
た 雪 で 登場 し 


塞がる が 
に 敗れ 去っ た 。 実は 第 12 回 

ー だ っ た が 、 マ ス 
敗北 が 天地 
た く 傷 付け 、 幸 首 


し 同 久 務 の 
坦 の が 


ウル べ の ガン ダム 
| ULvE'S GUNDAM 
秋 12 回 が ガン ダム ファ イト 


挫 乗 し た が 
も 


| ウル ベ 旗 艦 
ULVE'S FLAG SHIP 


ネオ ジャ パン 還 所 属 の 宇宙 戦 租 で 
括 業 し て いる 。 話 価 の あ ち 【 
を 稚 載 し 、 過 制 と も 言え る 攻撃 力 を 時 る 、 


ウル ペ べ 護 衛 艦 


ULVE'S ESCORT VESSEL 


| ぇ 


エピ ガン ダム 


LOBSTER GUNDAM 


ネオ ジャ パン コ 化し た デビ ル ガ 
ダム と の 最終 決 洗 に 投入 され た 、 海 産物 系 放 


の 1 機 。 エピ を 機 し た 要 で 、 前 


ル チ ・ ブ レー ド ・ ア ン テ ナ 


選 


の 代表 が MF で 代理 電信 を 
ム フ ァ イト 時 代 を 迎え る の で 


MF 
Mobile FIGHTER 


の 路 。 来 茶 殿 紀 (F.C 


の 機体 、MF が 


ある 
て 開 発 され 


エリ ッ ク ・ ザ ・ バ イキ ング 
ERIK THE VIKING 


ネオ ノ 
* 


ーー 代表 の カ 
全 を 受け 細 ぐ 革 才 

を 騰 ち 抜き 、 病 13 回 決 須 
場 し た 。 措 果 MF は パ バイキング ガ ンダ ム 


本 


79.28 


カニ ガン ダム 


CRAB GUNDAM 


旗 は 直接 閣 か ら 生え 


ガイ アク ラッ シャ ー 
GAIA CRUSHER 


カミ ラ 
CAMILLA 


立て て 大 地 才 破 嬢 
岩 個 で 身動き を 圭 
で と ど め を 音 す ほ 


レン と 2 


ネオ マレ ー シ ア 代表 
上 ま 類 を 思わ せる 青 
形 モ ヒ カ ン が 特徴 
ガ ポ ー ル の GF ラ 
み 、 ド モン ぁ 


は スカ ル ガ 


" カラ ト 委員 長 
KARATO the CHAIHMAN 
カッ シン グ 


CUSHING 
司 発 し た 無人 MS。 ジェ ント ル ネオ 
の 者 マノン が 無線 コ て いる 保 食 さ 3 市 民 の 妊 を 優先 さ 
カ 再 い で は 雷 に 恩 か た 面 も ある 。 基本 的 に は 善人 で あり 。 ウ ル 
で の 撃 埋 を 仕掛 けた が 、 蘭 準 に 撃 起 され て の 企み を 見 抜け ず 利 用 され て し まっ た 


カル ロス ・ ア ンダ ルシア 
CARLOS ANDALUCIA 


ネオ スペ イ 
室 々 と し た 勝負 を 重んじ 、 表 工作 を 企 
チャ リオ ッ ト の 講 い を 拒 知 。 その た め 、 窟 樹 に 旨 
天 を 仕掛 けら れ て 員 偽 、 要 権 と な っ て し まっ た 
挫 乗 模 は マタ ドー ル ガ ン ダム 


ィ 2 


ガン ダム シュ ピー ゲル 


GUNDAM SPIEGEL 


ら 相 手 に 突進 する 「 シ ュ トゥ ルム ・ ウ ント ・ ド ラ : 
ク 」 は シュ ピー ゲル 最大 の 必殺 持 で ある 。 搭 本 
ルツ ・ ブ ルー ダー (その 正体 は DG 環 


且 で か られ た キョ クジ ・ 


ガン ダム ゼブラ 


GUNDAM ZEBRA 


栖 的 に 必殺 の る 戦法 を 得 
量 と し て いる 。 その 実力 を も っ て 決 騰 トー ナメ 
ト ま で 勝ち 嫌っ た 。 ガ ィ タ ー は マサ イ 


の 替 士 、 コン タ ・ ン ・ ド 


(6) mg05 wm02 


ガン ダム ファ イタ ー 


FIGHTER 


コロ ニー 国家 
の 出場 相 を 与え られ た 者 た 


表 と し て ガン ダム ファ イト 
稚 。 反 生 か 
ファイ ター (MF) の 能力 を 最良 

引き 出す た め に 、 吉 人 が さま ざま な 格闘 
身 に 付け て いる 。 彼ら に 求め られ る の は た だ ひ 
と つ 、「 列 を ] だ け で あり 、 ガ ンダ ム フ ァ イト に 
企 勝 すれ ば 国 示 の 疾 護 と 
る 。 し か し 、 六 中 妙 退 する と 全国 民 か ら 産 み の 


目 で 見 られ る こと も あり 、 そ の 落差 は あま り に も 
大 きい 。 また 、 ガ ンダ ム フ ァ イタ ー (GF 

に は 個人 的 な 理由 で 大 会 に 参加 し て いる 者 も 
お り 、 彼 ら に と っ て は 佑 勝 の 栄 を ど 二の次 


の よう で ある 。 第 1 回 大 会 の 優勝 者 へ ロ 
は バル カン 生 術 の 達人 で あっ た 


か ら 、 以 中 の は 格 呑 家 が GF と な 
いく 。 その 彰 成 の た め 経 合格 闘技 で ある コロ 
ニー 格闘 技 が 考案 され 、 大 会 は 格闘 宣 の 人 層 


ら 第 
13 回 大 会 まで ly 
下 の 呈 り 
© 者 1 回 大 会 
ネオ ギリ シャ パル カン ガン ダム 


ヘ ロ ー ダ ・ デ ィ オニ ソス 


が 2 回 大 会 
ネオ アメ リカ ガン ダム フリ ー ダ ム 


フィ ラ デ ル 


@ 系 3 回 大 会 


ネオ エジプト ファ ラオ ガン ダム 田代 


ネオ フラ 


@ 和 6 回 大 会 
ネオ イタ リア ガン ダム トー ネー ド 
トリ オ ・ ア ル ジ ェ ント 


@ 各 7 回 大 会 


ネオ ドイ ツー カイ ザー ガン ダム 


る 系 8 回 大 会 


ネオ ロシア コ サ 


9ー11 回 大 会 


@ 委 12 回 大 会 


ネオ ホン コン ク 


る 第 13 回 大 会 


ネオ ジャ ゴ ボ ガ ンダ ム 
モン ・ カ 


TTY 
田 齋 の 主導 権 の 手 に 入る た め 、 カ ッ 


ガン ダム ファ イト (GF) 


GUNDAM FIGHT 


FC07. ーー 国 室岡 士 の 圭 争 回 選 の 手 
朗 と し て 、 軍 事 研 究 案 の デュ ー ダ ー 情 士 が 提 


幼 し た 「 新 し い 埋 争 」 スタ イル 。 衆 人 環 被 の 中 
で 、 各 国家 代表 が 基本 同 


する モビ ルフ ァ イ タ ー (ガン ダム ) で 戦い 、 勝 
る と いう も の で ある 。 健勝 し た 
の の 主導 権 が 与 


ガン ダム ファ イト 
決勝 トー ナメ ント の アナ ウン サー 


ANNOUNCER OF GUNDAM FIGHT 
CHAMPION SHIP TOURNAME 
系 13 回 ガ イト 決勝 ト の 実 


中 午 を 担当 し た 女子 アナ ウ 
細 ば り の 鈴 い 実況 を 聞か せ て くれ た 


られ 、 ご これ を 破っ た 場合 に は 大 会 
を 含む 且 叶 が 与え られ 


儲 騰 者 の 権 
また 、 前 回 億 募 因 に て 行わ れる 
の 主催 国 が 独自 ルー ル を 制 
特例 も ある 


ガン ダム ファ イト 国際 条約 七 ヶ 条 


7 PROVISIONS OF GUNDAM FIGHT 


が 閑 定 し た 各種 
デン で 通 応 さ 


の 属 字 か 
文 を 掲載 し て お く 


た の が 請 叙 以外 で あれ 
誠勝 リー グ を 自 手 すこ と か 


ガン ダム ヘッ ド 


GUNDAM HEAD 


先 兵 と ピル 
休 か ら 伸び た 秀 手 の 先 に ガン ダム 
ぇ 壊 され で も 即 


アナ 高地 で 修行 を 行う 


ガン ダム へ ブン ズ ソ ー ド 
GUNDAM HEAVENS SWORD 


デビ ル ガ ン ダム 四天王 の 1 標 で 
「 天 創 双 刀 (て ん けん ぜ 

リー ド 」。 ミケ ロ ・ チ ャ リオ ッ ト の ネロ スガ ン 
ダム が DG 細 区 に よっ て 変化 し た 機体 で 、 供 
(スタ ン ディ ング モー ド ) と 飛行 形態 (アタ 

モー ド ) を 使い 分 け 斉 條 動 性 を 
た 空中 旨 の 強 さ は 知 を 抜い て いる 。 人 
主 に キッ ク を 主体 に 戦う が 、 飛行 形態 


ト 、 落 火 を 導き 武 
イタ ー を 吹き 飛ば す 突 必 トル ネ 
な 攻撃 を 探る 


ガン ダム マグ ナー ト 


GUNDAM MAGNAT 


ネオ ポー ラン ド 所 属 の モビ ルフ ァ イ タ クー。 ガン ダ 
ム フ ァ イト 視 進 国師 発 され た た め 
た 長所 が な い 。 実 角 
眉 で は 一 方 的 
ファ イ 


ガン ダム マッ クス ター 
GUNDAM MAXTER 


ネオ アメ リカ が 開発 し た モビ ピル 
を 代表 する モチ 


ガン マン 、 サ 
中 算 苑 の 戦闘 に 適 

歴 の ギガ ン テ ィ 

で は ナッ クル グロ ー プ を 装備 し て 

意 と する 。 再選 と ボディ の 装甲 

装 四 を 外し て 機動 作 が 向上 し た ボク サー モー 
で は 、 接 折 埋 で 無 醒 の 水 さき を 発 探す る 。 必殺 
接 の 事 紛 マン ン ガ ン パ ンチ ビ 無 数 の 


込 


ファ 


ガン ダム 連合 


GUNDAM UNION 


数 百 機 と も 言わ れ 
な か っ た 機体 も 数 多く 参加 
高い 秩 鐘 能力 を 桂 つ ガ 7 
乗る だ け に 


も の が ある 


ガン ダム ロー ズ 


GUNDAM ROSE 


ネオ フラ ンス が 詩 ァ イ タ ー。 二 士 を 
モチ ー フ と し た 機体 は 全 モ ビル ファ イタ ー で 

ー を 事 う 渡世 さ を 裕 つ 。 その 美しき と は 理 放 
高い 機動 性 を 活か し て 備 漆 
特 和 。 主 兵 続 は 話 に 閥 
ル だ が 最大 の 武器 は 

を 肩 の で 
人 方 か 


80-30 


機動 武闘 伝 G ガ ンダ ム 


分 | mr05 wm03 


** | | 強制 収容 所 の 所 長 


6。 ダム + に # 人 THE CHIEF of LABOR CAMP 
た まし て いな く て も す | ネオ ロシア が 秘 寄 に 建造 し た 猪 容 月 


を 捕まえ て 


クイ ー ン ・ ザ ・ ス ペー ド 


QUEEN the SPA 


ガン ダリ ウム 合金 
スー パー セラ ミッ ク 複 合 材 。 キャ ス ・ ロ オリー 


の に 
医 介 面 を 担当 


pi 


キョ ウジ ・ カ ッシュ 
KYOHJI KASSHU 


ギア ナ 高 地 モン ・ カ ッシュ の 交 ラ イリ ウ ・ カ 


GUIANA HIGHI 


クー ロン ガン ダム 
KOWLOON GUNDAM 
ー ネオ ホン コン 所 属 の MF で 第 12 回 大 会 の 條 
~~ " 勝機 で も ある 。 全身 を 導 杖 の 厚い 装甲 で 間 


キン グ ・ オ ブ ・ ハ ー ト 


KING OF HEART 


最強 の 候 開 家 を 
詳 の 一 黄 で ある こと 


この 称号 
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ゲル マン 流 妨 術 


ネオ ドイ ツ 代表 の ガン ダム ファ イタ 
が 胃 使 する 信条 
妃 術 ] の 流れ 
れる 。 自分 と 他 の 物体 を 了 時 
を 幻 意 させ る 「 移 し 身 ]。 負 計 抽 の 
を 展開 し て 相手 の 動き を 封じ る 「 ア イア 


打 須 利 の た め に は コク ピッ ト を 狂う も 


クラ ブ ・ エ ー ス グラ ンド マス ター ガン ダム | 


CLUB ACE 


GROUND MASTER GUNDAM 第 3 条 この 下 に 最終 パト ルロイ ャ 
た 最後 の 1 体 に 「 ガ ンダ ム ・ ザ ・ ガ 
の 党 党 が 与え られ る 


デビ ル ガ ン ダム 四天王 の 


グレ ー ト ・ ウ ォ ン 


GREAT WON 


その 下松 誠 の 人 決勝 大 会 (決勝 トー ナメ ント ) | | コア ・ ラ ンダ ー 
5 て CORE LANDER 


ガン ダム ファ イト の 最終 段階 で 行わ れる リ 
イト 開始 か ら 11 月 ( サ / 
を 勝ち 3 ダム ファ イタ 


て 利用 され 、 
発 探す る 。 また ガン 
ド 飛来 する 


と 前 回 便 騰 国 (ネオ ホン コン ) の ファ イタ ー が 
最終 パト ルロイ ヤル に 出場 し 、 最 終 的 な 朋 者 が 


ザ ・ ガ ンダ ム 」 に な る 


グラ ンド ガン ダム 


GROUND GUNDAM 


ル ガ ン ダム 四天王 の 1 張 で 
碧 王 多面 (し し お うそ 
ム 」。 ジェ ント ル ・ チ ャ ッ プ ョ ン ブ ル ナ 
が DG 編 腹 に よっ て 変 胡 し た 概 伯 で 。 分 厚 
通常 は 人 数 
ディ ング モー ド ) を 取り 、 島 から の 電 
た 手首 を 使っ た オー ルレ ンジ 攻撃 を 
時 形 般 か ら 四 先 展 馬 


恵 雲 豪 熱 マ シン ガン バン チ 


KEIUN 


ケ デ ィ ・ マ クラ ン 


ネオ アメ リカ の か 


イタ ー、 チ ポ テー 
ト が 、 ギ アナ 高地 で の 修行 の 未 に 体得 


た 新 必 載 失 。 硫 壌 力 技 妊 の バン チ を 店 
ネオ アメ リカ 国防 結 省 の エ ト 。 チ ボ | 連打 する 荒 技 で 、 無 数 の 笛 が マシ ン ガン を 乱 舟 
デー・ ギ ャ ルズ の パニ ー に 催 朗 術 を か け 、 ド モ た と き の よ うに 関 い 持 か る と ある 

・ カ ッシュ に 価 の 対戦 場所 を 伝え させ た 


ma 3x B132 


ゴー ジャ スタ ー 


GORGEOUSTAR 


中 国 大 圭 の 山 典 に 柴 食 う 送 星団 
紅い 、 黄 殖 的 な 悪党 集団 で あり 
の 還 可 行為 を 継 り 近 | 


中 と 呼ば れる 武術 家 


ゴダール 

GODARL 

ネオ フラ ンス が 国 肪 用 に 配備 し た MS。 痢 兵 民 
の デザ イン に 、 赤 ・ 育 ・ 白 の トリ コロ ー ル カラ 
で 移ら れ た 全 欠 な 模 体 で ある 。 寿 用 ピー ムラ イ 
フル を 装備 し 、 射撃 戦 を 得意 と し で 


82-31 


タ 


者 


i 


を 入手 


件 は 飛 


国家 反逆 罪 


宙 に 生活 の 場 を 移 f 


た F.C. に お いて は 
体面 を 著しく 備付 ける 


て 栖 刑 が 適応 


ゴッド ガン ダム 
GOD GUNDAM 
第 13 回 ガン 


て 設 対 さ れ た た め 
マル 時 て 

を 上 回 る カ を 持 
り ド 発生 殺 
ィング 処理 が 


背 各 に 設置 され た 
開 する と 全身 に マグ ネッ ト ・ コ 
索 さ れ . 林 動 性 が 飛 論 的 に 上 昇 


て いる 。 また 胸部 に は 搭 業 考 の 「 気 」 を 線 る 
た め の マル チ ・ エ ネル ギー・ サ プラ イヤ ー を 描 
伴 。 これ に より ドモ ン ・ カ ッシュ の 「 気 」 に ダイ レ 
クト に 反応 し 主 湊 ・ 東 方 不敗 の 技 を 和 余す と 
ころ な く 再 現 で に な っ た 


琶 で 様 的 を 失 好 する 電熱 ゴッド フ 
ド で 凍 を 両 下す る 坦 然 ゴ 
に 流派 ・ 東 方 克 の 最終 庄 義 
さえ も 使い こなす 


ゴッド シャ ドウ 


GOD SHADOW 


正式 名 称 は 「 分 身 秩 法 ゴッド シ 


庫 理 は 不明 だ が 
ダー が 見 せ た ゲ | 
変わ り 身 の 新 ) に 


ゴッド スラ ッシュ 

GOD SLASH 

正式 名 称 は 「 旭 然 ゴッド スラ ッシュ 」。 ピー ムツ 
ド を 用 いた ゴッド カン ダム の 智 接 を 指す 。 刀身 


に ゴッド フィ ン ガ 


感 力 は 通常 の MF が 装備 する ビー ム 
ノー ド を 大 きく 上 回 る 。 きら に 新 る ・ 突く と い 
た 攻撃 の ほか に 、 ゴ ッ ドス ラッ シュ タイ フー ン と 
いっ た 大 接 に も 用 いら れる 


の エネ ルギー が 流入 する の 


[WW] mg 上 5 sr 04 


ゴッド スラ ッシュ タイ フー ン 
GOD SLASH TYPHOON 


サン ド の 体得 し た ロー ゼス ・ ハ 


ョ ル ジ ュ ・ ド 
リ ケ ー ン に 対 て 、 ドモ ン ・ カ ッシュ が 編み 出 
し た 缶 技 。 ビー ム ソ ー ド を 水平 に 構え た まま 高 
較 回 岐 し 、 そ れ に よっ て 生じ た エネ ルギー で ロー 
ゼス ・ ビ ピット を 弾き 飛ば ビッ ト の よう な 多 
控 の 小 ト を 一 山 打 忌 に する に は 最適 
の 技 と 言え よう 
ゴッド フィ ー ル ド ダ ッシュ 
GOD FIELD DASH 

ル ゴ ・ の 体得 し た ガ 

を 打ち 破る ドモ ン ・ カ ッシュ が 編み 

た 技 。 ゴッド ガン ダム の 背部 に 搭載 さ 


フィ ー ル ド 人 先生 半 置か ら 発生 する エネ ルギー を 
後方 に 噴 倖 し 、 敬 界 的 な 加 避 力 を 得る 


ゴッド フィ ン ガ ー 


GOD FINGER 


科技 で ある 。 シ 


発展 させ た 技 で 。 本 生か ら 放射 
きれ る 浴 体 本 閣 の 流 達 に 
に ドモ ン ・ か 所 


秩 り で 標的 を 破 幸 する 


記し い 技 で ある 


TETTE 


コブ ラガ ンダ ム コロ ニー 格闘 技 ゴン ザ レ ス 


COBRA GUNDAM GONZARES ここ 


ネオ イン ド の MF。 巨大 な コプラ を 草 負 っ た ガン ダム ファ イト 弟 1 回 大 会 の 優 蘭 者 が 格 
な 表 を し て いる が 通常 は コブ ラボ ポッド と 呼ば れ 束 で あっ た こと に 血 を 発し 、 優 秀 な 格闘 家 を 
音 育 庶 する た め に 考案 され た 経 合格 評 技 


を る と に 寺 か ら 論 を 現す 。 運 | タ の た ドモ ン ・ カ ッシュ は 
は を 合 し た 格 近東 方 
年 直 を 得意 と する 。 また アジ ア は ドモ サー カス 


前 可能 で 本体 
き を 桂 


CIRCUS 


ネオ アメ リカ の ガン ダム ファ イ 


LTEEZE】 PT 


PT T RS トド も 


四 に 当 か ん だ 講和 を オイ タ まで は * 
サト ら の 所 動 が 一 抽 前 が ね 
大 会 の 知名 度 と 寺 圭 か の 大 きき ゲ 世 える 


コロ ニー 国家 連合 
ゴル ビー 


ネオ ロシア が 所 有する 大 弄 輸 送 機 。 MF を 2 機 
僧 載 で きる ペイ ロー ド を 有 し 、 内 部 で 補給 や 條 
理 作業 も 可能 で ある 。 第 13 回 ガ t+ 
で は ポルト ガン ダム の 


た 。 艦 の 責任 者 6 


屋 の 電 太 間谷 を 記 こ す 


ゴル ビーI 


ゴル ビー に 次 で ネオ ロ 
気 還 内 外 で の 短 用 か 
道上 に 上 昇 で きる は どの 推力 を 有する 


で 較 COLONY BOXING イタ ー。 大 重 原 を 自 


た 出身 で あり 、 東 直 
カ に 條 か 
掛か 


本 大 コロ ニー ポ ボク シン グ 
由 


ルピー に 対し て 、 ゴ ルビ ーII に は 
が 設置 され て お り 、 戦 闘 態 と し て も 栖 能 す 
る 。 笑 の 責任 者 は ゴル ピー に 引き 続い て ナ 


ター シャ ・ ザ ビ コ 


[88 ncD5 mM 


最終 バト ルロイ ヤル サイ ・ ロ ン バ イ 


FINAL BATTLE ROYAL 


新 13 回 ガン ダム ファ イト に お いて ウォ ン ・ ユ 
ファ が 商用 し た 特別 ルー ル ナメ ント 
を 勝ち 流 い た 11 機 の す 委 ( 
集結 させ 、 最後 の 1 機 に な る まで 戦わ せる と し その 後 、 サ イシ ー も ネオ チャ イナ 全 
も の で ある 。 最後 まで 礁 ち 天 っ た 者 が 俸 勝者 を 受かる 
て 「 ガ ンダ ム ・ ザ ・ ガ ンダ ム 」 の 株 号 を 得る か し 決勝 トー ナメ ント の 弘中 
こと に な る の だ が 。 人 書 を 見 つけ た こと で 、 父 閑 の 道志 を 明 
荒れ ( 
ダム を 
カッ シュ が 最終 的 な 栄 計 
あぁ る 。 開始 当初 は ドラ ゴン ガン 
3 ボド タダ サバ イ バ ル イレ ブン ジェ スタ ー ガ ンダ ム 
生ま れ た が 、 早 々 に 側 さ れ た ゼ SURVIVAL ELEVEN JESTER GUNDAM 
G 趣 胸 に 公 さ れ コ ブラ ガン ダ 
。 と ジェ スタ ー ガ ンダ ム を 転 壊 。 その 後 デ ビル ガン ダム ファ イト の 序 舗 を 飾る 、11 ヶ 月 に 及 $ ネオ ポル ト ガ ル の MF。 ピエ ロ を 相 
ガン ダム の 出現 で 新生 シャ ッ フル 同 是 同士 の サバ パイ バル 埋 の こと 。 大 会 に 参加 する た め 地 | の 油 攻 を 庄 う が 、 サ バイ バル イレ ブ 
中 断 。 結局 、 新 生 シ ャ ッ フル 同 田 vs 球 に 降下 し た ガン ダム ファ イタ ー は 、 お 互い いた だ け あっ て 機体 性 
ガン ダム 宣 団 た 対戦 相手 を 求め て 移動 し 、 好き な 場所 で 隊 負 7 ス や バルーン ビット と 
を 兵 む 。 そし て 対戦 相手 の 吾 部 を 実 く 葉 府 を 多数 装備 し て お り 
は 切断 ) する こと で 詳 迷 が 決し 、 最 後 まで 生き | グ 状 の 武 療 「 ジ ェ ス ター エ 
カ ファ イタ ー ト 場 | 厨 で ある 。 さ ら に 本 機 の ガン ダム フ 
1 る ロマ リオ ・ モ ニー ニ は 聞 戦 相 
する と いう 特 珠 能力 を 有 し 、 そ の 
映 さ せる だ け の 性 能 を 秘め て 
の 特 導 能力 と し て は 変形 能力 を 備え. 下半身 
を 収納 し て コマ 型 の トッ プ モ ー ド に 変形 する 。 そ 
の 状 修 で 高達 回 転 し な が ら 相手 に 体 当たり を 
仕 持 け る 「 ト ッ プ アタ ッ ク 」 が 導 得 技 で ある 


未 業 選 紀 (F の ニ ョ ー ク 地区 で 医 場 を 

アカ の カン タ | ジー ナ ・ ロ ドリ ゲス 
ム フ ァ イ ボデー クロ ケット の 幼 ゆ 和 代 

を 知る 人 物 で ある 。 披 玄 に 言わ せる と 葵 の 

デー は 「 手 の 付け られ な い 懸 方 キ 」 だ っ た と ネオ メキ シコ の ガン ダム ファ イ 
) 妹 。 幼い 頃 か ら 地球 で 暮らし た い : 


を 連れ て 地球 に 評 
その 直後 、 妹 と 共に 行方 を くら まし た 。 そ 


ガン ダム (ネオ の た め ネ オメ キシ コ 政 病 間 係 者 に 追わ れる 身 と 
タ オイ な る が . ドモ ン ・ カ ッシュ の で 追 手 か 
ポム (ネイ ら 逃 れる 。 その 後 職 り の 人 生 を 兄 と 


共に 地球 で 過ごし た と いう こ 


ジェ ッ ト ・ ス クリ ー ム ・ 
クラ ッシュ 
JET SCREAM CRASH 


ザク リウ ム 合 金 
スー パー セラ ミッ ク 複 合 材 


臣 し た 台 携 持 


ネオ ジャ パ 
手 に 入れ た (その 時 の 未練 が 元 で 、 ダ ハ ー ル は | 使用 され で 
DG 屯 胸 の カ を に な っ た 2 


橋 業 モビ ルプ 


相 穫 時 倒 G ガ ンダ ム 


GLOSSARY 


ジェ ント ル ・ チ ャ ッ プ マン 
GENTLE CHAPMAN 


箇 畠 を 必 叶 す れ ば 詩 
寿 め を 栖 人 で 衝 表 


ル 同 高 と 拳 を 交え 


ジム ニウム 合金 
スー パー セラ ミッ ク 複 合 材 


ガン ダム F.C. に お ける ネオ ン が 開発 し た 地上 用 
EMS. に 用 いら れ た 装甲 材 質 。 組 
成 や 特性 な ど は 不明 だ が 性 と 加工 性 
優 か ノブ ッ シ の 大 枝 貫 っ た 


ぇ MF に 探 用 され た ガ 
福 合 


第 13 回 が 


ネオ ボン コン 首相 
持 け た 対戦 の カー ド の こと 。 ドモ ン ・ カ ッシュ の 
台 環 4 
を 用 


ei 
シャ イニ ング ガン ダム 
SHINING GUNDAM 


往 13 加 ガンタ 
チ で 発し た MF で 


りな い ウ ォ ン は 、 大 会 科 催 国 特権 
て 対戦 カー ド を 変更 。 新生 シャ ッ フル 
機体 と 連続 し て ぶつ か り 全う よう に 差 
最初 に ガン ダム マ タ 
ズ 、 ド ラゴン ガン ダム 、 最後 に タ 


イト 用 に ネオ ジャ パン が 間 
開発 者 は 


ダム 寺 が 組ま れ た 。 だ が ウォ わた 取れ た 弧 
ドモ ン は 連 才 を 講 ち 板 ト ム フ ァ イ 
は 難い を 通じ て 新生 ァ メンバ まっ て 
の 友情 を 厚く する こ た に は 情 を 本 


6 性 を 葉 異 的 に 高め 
機構 が 組み 込ま れ て いる 。 ドモ ン の 起り が 高 ま 
る と 。 機体 が ノー マ 


行 。 パト ル そ 


トル モー ド へ 
放熱 性 を 高め 
する の が 特徴 で 
が 最高 潮 に 達する と 


ある 。 さら に ドモ ン の ® 
機体 は 
+ 
板 も 必 間 
現し 。 根 動 性 の 
性 が 


[ カ 
CT 


シャ イニ ング ・ フ ィ ン ガ ー 
SHINING FINGER 


ネオ ジャ パン の MF 
ah 

を 高達 墳 出 

る 。 この 時 。 高 


必要 が ある が 、 ドモ 
機動 を 誇る 機体 性 能 
る 納 康 を この 技 で 次 々 
る エネ ルギー を 利用 


シャ イニ ング ・ フ ィ ン ガー・ 
ソー ド 
SHINING FINGER SWORD 


ガー の エネ ルギー を に 
る 標的 に 困り 付け 
で ある 。 この 時 、 ピ ー ム ソ 
仙 倍 一 散 十 人 


詳 る エネ ル ギ 


ド を 発動 させ る 
特に 了 り ) が 最 


を 機体 に フ 
使用 可能 と 


れ 欄 る 兄 の 
BE RS ィ 
相手 を 析 叶 し た の だ 。 だ の 、 こ の 則 お ドモ ン は 記 江 


ジャ ッ ク ・ イ ン ・ ダ イヤ 
JACK in DIAMOND 


ル 賠 盟 の 一 員 
袋物 談 か な 生 度 の 人 物 で 
の ナン バー2 と し て 参謀 松 を 税 
に 長け 、 束 詩 


二 士 押 


シャ ッ フ ル ・ ク ラブ 
SHUFFLE CLUB 


ャ ッ フル 同盟 の 一 員 で ある 巨 漠 の 務 法 宮 
ラプ ・ エ ー ス の 乗 機 。 光 昔 を 思わ せる 

と 両 局 が 1 
は 一 嫁 を 画す る 異 欄 
を 香合 と する が 、 両 大 に ビー ム 砲 が 
る た め 射 撃 電 

乱打 と 


シャ ッ フ ル ・ ジ ョ ー カ ー 
SHUFFLE JOKER 
が 離反 し て ヵ 


本 楓 左右 に 大 きく 張り 出し た 特 条 


ル エ ッ ト を な 


もい 格 合 性 能 を 有 し て いる 
留 の 機体 の 中 E 
俸 を 球 の よう 
を 発 探す る 
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機動 武 周 伝 G ガ ンダ ム 


BLOSSARY 


れ 、 由 客 か ら 多 数 の 死人 者 を 
で ル セ イ ユ 


シャ ッ フ ル ・ ス ペー ド シャ ッ フ ル 同 盟 
SHUFFLE SPADE SHUFFLE ALLY 


負 で ある 光速 の ナイ フ 使 
ド の 業 機 。 巨大 な 応 
れる が 、 機 

で も 古 を 拓 

見 強 る ほ す 集 団 で あり . 無秩序 


で 常に 軟 い を コン トロ ー ル し . 人 類 の 
で きた 涯 陸 集 団 。 一 吉 

ら 存 在 し た と も 言わ れる が 、 評 細 | 
包ま れ で いる 。 戦い に 検 庫 を も た 
無制限 に 拡大 


する の を 未然 に 防ぎ 、 佐 の 進歩 を 促す の が 
" 詳 の 役目 で ある 。 シャ ッ フル 同 題 
1 
3 き 
1 本 PT 


邊 の 動き に 局 調 


カ LV 


体 の 和風 野江 


が 属し て いる 。 最後 の 絞 


シュ バル ツ ・ ブ ルー ダー 
SCHWARZ BRUDER 


る 舞 橋 兵器 。 ネオ 


シャ ッ フ ル ・ ダ イヤ 
SHUFFLE DIAMOND 


9 1 0 な シャ ッ フ の 参謀 徐 

乗 機 。 巨大 な 肩 部 と 

B が 目 を 引く 。 戦闘 

を 探 を 担当 す 

格闘 能力 を 発振 する 

1 計 の 根 体 と いっ た と ころ 
変形 に 変形 する 
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シュ バル ツ ・ ブ ルー ダー 
(本 物 ) 


SCHWARZ BRUDER 


流 渦 術 の 使い 手 だ 
キョ ウジ と 入れ 替わる 麻 に DG 幼 邊 に よ 
体 が 大 替 に 強化 。 ゲル マン 流 妊 新 も パ 
アッ プ を 達 げ て いる 。 その た め シ ュ パ ルツ の 技 
匹 前 する も の と な っ た 


その 普 、 中 国 地 法 の 最高 峰 と し て 多数 の 某 
子 た ち を 換え て いた 少 株 辱 だ っ た が 、 未 来世 
紀 (FC.) に お いて は 、 か つて の 栄華 は 地 に 限 
て いた 。 その た め ネ オチ ャ イナ の 
少林 寺 再 只 を 奏 願 と し 
で ある 。 ネオ チャ イナ の ガン 
も 少林 午 興 
H 場 し た 。 だ が 当初 の サイ ・ 
決 息 は な く 、 衝 | 
の み に 専念 し て いた よ 
に き 父 (サイ ・ ロ ン パ イ ) の 軒 言 を 目 
サイ シ 少林 寺 再 異 に 難い 
) 垢 い に 打 た れ 、 ド モン ・ カ ッシュ と の 対 音 
大 会 史上 に 残る 名 勝負 を 見 せる ま 


寺本! 
et 
ィ TLT 


ショ ー ン ・ ダ グラ ス 


総省 に 動 め る 人 物 で 


ー の 実力 を 主 め て お ら ず 、 ド モン ・ カ ッシュ と 


信 の 対 埋 場所 を 伝え 
ダム に 失業 する 前 に 抹殺 し よう 
軒 才 な 行為 が チ ボ デ 


避 箇 と 電 度 で 四 


ジョ ル ジ ュ ・ ド ・ サ ンド 
GEORGE DE SAND 


イヤ の 称号 を 受け 災 ぐ 。 講 り 高き サン ド 齋 の 中 


昔 相 手 の 役 情 を 逆 撫 で す 


) 短 度 は 戦 障 スタ イル に も 反 瑞 さき 
條 陰 な 硬 き か ら 線 り 出さ れる 技 の 人 
衆 た ち を 多 了 し た と 言わ れ て 


CEE ER 
な 徹 昌 の 玲 LT 


ジョ ン ブ ル ガ ンダ ム 
JOHNBULL GUNDAM 


像 13 回 ガン ダム ファ イト 用 に ネオ イ 

が 開 例 し た MF。 通常 の MF が 格闘 昔 を 
する の | ー ム ライ フル を 閉 代 する 
撃 農 に 特 化し て いる 
回 大 会 を 制 し た ブリ テン ガン ダ 


ル ガ ン 
これ は 弟 9-1 


ム が 村 撃 洪 を 杜 四 と し て いた た めで あり 、 本 機 
の が 


だ 。 サバ イ バ 
布 時! 
相手 を 区 破 
と の 戦 騰 で 右 部 を 


その 後 、 大 人 


新生 シャ ッ フル 同盟 


キ オプ ・ ハ ー ト の 絞 章 を 生 け 幼 
か ダー と する 次 世代 の シャ 
毛 の こと 。 先代 の シャ ッ フル 同 明 


真 流星 胡蝶 合 


5 最終 庶 義 少林寺 の 没 と 


まっ た と され て いた が 


林寺 に 6 
共に 失わ れ て | 
通 吉 を 受け 幼 
合力 を 電 や す 


瑞 山 


ZUISEN 


シー の 補佐 役 と 
サイ ・ サ イシ ー に 少林 寺 再 員 の 夢 を 託し た 
だ が サイ の 不 四 斐 


も 休肝 『 目 林 


知る 画 も な か っ た 


武岡 伝 G ガ ンダ ム 


GLOSSARY : (8) m05 sr O07 
| 石 二天 
[ せ 全休 東方 不敗 の 最終 奥義 Te 


本 限 ま 


セイ ッ ト ・ ギ ュ ゼ ル | 


スー バー モー ド 
SUPER MODE 


、 明 前 自 き を 聞 

イト に 関す る 
すず 、 毎 回 詳細 で わか 
みな きん 、 お 待ち 


に 壮 す / 
熱 装置 が 加 る 
理 き (細か な いこ と で 

f この きか + 
る 。 当初 


スカ ッ ド ガン ダム 
SCUD GUNDAM 


ネオ ジャ パン 軍 の 隊長 
を 完成 させ た カッ シ 
国家 反逆 罪 で 告発 
メッ ト ガ ンダ ム の 引き 渡し を 
抗 し た キョ ウジ に 銃口 を 
カッ シュ を 名 射 し て | 


・ 東 方 不 数 の 最終 箕 義 「 石 
必 答 技 「 人 電熱 ! ゴッド 

た 臣 維 技 で ある 。 その 見 
マス ター・ ア ジア は 、 ド モン を 


て 放 め . 区 れ 去 


"ee 


\ー ト 


スカ ル ガ ン ダム 
SKULL GUNDAM 


ロ ) を 人 


所 と 
肩 部 状 忠 、 ス カー 
が 引く 、 格 騰 戦 に は 不 向 
きだ が 往き 出す 強力 交 注 崩 演 を 用 いた 格 陳 戦 も 神意 と する 


PT は 、 上 空 か ら 且 大 6 


エネ ルギー を 肖 
起き の イカ ソチ も 


カ を 発 探す 
ダム を 硬 り 去 


| セシル ・ ホ ル ガ ー 


[全品 全 生理 言 を ぶち か ます ドモ 


拍 事 た ち は 一 香 に 目 を 娠 
TO 


RT 


総帥 


= 1 


NEOCHINA'S LEADER 


ソ ク ニ ウム 合金 
スー パー セラ 


で 失 え に 再 た れる と きわ 


国家 元 普 。 国 落 の すべ て を 取 


eee 


ソフ ィ ア 
SOPHIA 


ソン ビ 兵 


ZOMBIE SOLDIER 


' ダークネス フィ ン ガ ー 
DARKNESS FINGER 


| 


as の 衣 の を も 提 


ダ ハ ー ル ・ ム ハマ ンド 
DAHAR MUHAMMAD 


柚 疫 し た 


DAMOCLES 


チコ ・ ロ ドリ ゲス 

HICO RODRIGUEZ 

ネオ メキ シコ の 7 ァ イ ター。 だ が 邊 が 
ファ イタ ー に 老 講 し た の は 国家 の 名 堂 の た め 
で は な く 、 妹 の ジー ナ の た め だ っ た 。 余命 析 ば 
も な い ジー ナ は 地球 の 海 を 見 た が っ た の た 


自由 に 地球 へ と 放り る 。 
で ガン ダム ファ イタ ー ト 
ファ イト に 参加 する と いう 名 
目 で 妹 と 共に 地球 に 円 り 、 その まま 行方 を くら ま 
る 。 その た め 政 府 か ら 忠 われ る 


タン トラ ガン ダム 


TANTRA GUNDAM 


た が 、 ド モン ・ カ ッシュ の 機転 に よ 
薬 1 1 回 ガン ダム 場 し た ネオ チバ 逃 で に 成功 。 以後 は 戦い か ら 身 を 引き 。 銚 
を 使っ た 格闘 鞭 | と 共に 穏やか うこ と で ある 。 括 


乗 MF は テキ ー ラ ガン ダム 


技量 も 相 ま 
角 に 数 えら か 


チ ポ デー・ ギ ャ ルズ 


CHIBODEE GALS 


イタ ー、 チ ボデー 
ー タ ー を 務め る 4 人 の 美 
キャ ス ・ ロ ナ 
ヒギンズ の 4 
ク や 医 稼 な ど 各 分 野 
キス パー ト で あり 、 レ セ プ タ ン ト と し て も チ ポ 


地球 の ボク シン グチ ャ ン ピ オ ン 


活 に 値 れ た 4 和 は シャ トル に 弄 航 。 だ が 発見 
れ 、 強 前 送 四 され そう に な っ た と ころ を チ ボ デ ー 
に スカ ウト され た の だ っ た ( 悪 ガ キ と 呼ば れ た 子 


供 詩 代 の 自分 の 雪 を 、 4 
ダ | め と 言わ れる )。 以来 、 チ ボッ 
と な っ た 4 人 は 、 磁 体 整備 や 情報 民代 
身の回り の 世話 を 担当 し た 

ー の そば 


ャ ン ピ オ 


対戦 相手 


で ある チ ボ ポ 


第 13| 


撃 で KO され 
て し まっ た よ 


王座 


や む や に な 
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チ ポ デー・ ク ロケ ッ ト 


CHIBODEE CROCKET 


ガン ダム ファ イタ ー 


リ 、 新生 
一 員 と し て クイ ー ン ・ ザ ・ ス 
また コロ ニー ポ 


ド の 称号 を 受け 幼く 理 年 
タイ トル 保持 者 で 
ヨー ク の ダウ ンタ ウン で も 
の 一 評 は ネオ アメ リカ ・ コ | 
て いた 。 それ に 目 を 付け た 政府 間 
係 者 が 彼 を スカ ウト し 、 ガ ンダ に 疲 
手 し た の で ある 。 第 13 回 大 会 に 出場 し た チ ボ 
デー は 優 議 し て 故 盾 に 線 話 する つも り だ っ た 
と ころ が ドモ ン ・ カ ッシュ を は じ め と する 雑 毒 と 
の 出会い が 彼 の 斑 に 火 を 点け 、 工 宮 と し て 
の 高み を 目指 す よ うに な っ た 。 怖い も の な し と 
思わ れる チ ポ デー だ が 、 ピ エロ が 若手 と い 
面 が ある 。 これ は 、 還 山 に 較 れ られ て サー カス 
を 見 に 行 


れ た が 、 徒 を 信頼 する チ ポ デ 

いい 声援 を 愛 け て 克 散 し た 。 搭乗 MF は ガン 
マッ クス ター 

チャ ン 


ガン ダム ファ イト に 憧れ る ネオ ホン コン の 少年 
友達 の ホイ を 及 し て ゴッド ガン ダム に 乗り 込 も う 
た 。 だ が 、 チ ャ ン は モビ ルト レー スシ ステ ム 


の 負荷 に 押し 潰さ れ そ うに な っ て し まう 。 な ん と 
か ドモ ン に 動け りら れ た も の の 、 そ の 際 、 局 を 負 
偽 し た ドモ ン は 直径 の ガン ダム ファ イト で 思わ め 


葵 戦 に 晒さ 
分 
の よう に ドモ 


て し まう 。 その 栓 子 を 見 た チャ 
あ を 反 痢 し 、 彼 の 声援 に 応え る か 
は 勝利 を 編ん た 


分 | HE 5 MEET D8 


チャ ンド ラ ・ シ ジー マ 
CHANDLER SWEMA 


ネオ イン ド の ガン ダム ファ イタ ー。 勝負 の た め な 
ら 手 疲 を 選ば な い 卑 劣 満 で 、 ド モン ・ カ ッシュ 
と の ガン ダム ファ イト で は 負傷 し た 肩 を 較 拓 
に 攻め る と いう 圭 法 を 探っ た 。 ま た 衛 の 益 を 
使っ て 自由 自在 に 巨大 な コプラ を 操る と いう 特 
殊 柏 能 を 有 し て お り 、 ひ と り と 1 匹 に よる 連携 
攻撃 で ドモ ン を 苦し め た 。 搭乗 MF は コブ ラガ ン 


ダム 


出す と あ ず 


チャ ン の 仲間 た ち 


ガン ダム フ : 


ァ イ ト に 人 憧れ る ネオ ホン コン の 少年 
いる 番 友 二 人 組 。 ホイ 
ドガ ンダ ム に チャ ン を 乗り 込ま せ た 
ト で 苦し む 彼 の 万 に 右往左往 す る 


超重 力 フ ィ ー ル ド 発 生 装置 


未来 世紀 (FC.) に お ける 薩 異 の 発明 品 の ひ 
と つ で 、 任意 に 挿 人 重力 を 発生 させ る 装置 の 
一 脱 に よる と 、 各国 コロ ニー が 宇宙 に 遂 
動力 源 や 、 宇 宙 空 間 で の 擬似 
桂 置 が 用 いら れ た と 言わ れ 
ンダ ム フ ァ イト 決勝 トー ナメ ン 
馬力 フィ ー ル ド 発 生 装置 が 和志 
置 され 、 通 常 の 2000 倍 の 重力 で ゴッド 


ダム の 動き を 妨げ る こと に 用 いち れ た 。 こ 
れ に よっ て ドモ ン ・ カ 試合 小刀 寸前 ま 
で 追い 結 の だ が 、 試 謗 家 の 章 地 と 諸 


り に よっ て 生地 を 脱出 し て いる 


を 


テキ ー ラ ガン ダム 


TEQUILA GUNDAM 


引き ずり 込 まれ た 場 
ず で ある 。 だ が 、MS が 障 れ 


デス アー ミー 
DEATH ARMY 


て 無 限 に 生み 
を 形成 
兵 装 は 実体 氷 
6 

芋 さ れ て お ! 
況 に 対 店 す 


移動 用 オ 
換 終 する 


て 活 動 する Mi 


病 を 圧倒 する 
ライ フル や 金 科 凍 ビ 


デス ドラ ゴン 


DEATH DRAGON 


ギア ナ 医 ち を 抽 要 
た デス アー ミー の パリ エー ネオ チャ イ 
ナ の MF、 ドラゴ た 外 戦 を 
お り . 伸縮 自 窒 の 腕 や フレ キシ ブル に 二 く 弁 
た 要 伯 性 
人 も よう で 、 機動 性 を 
衝 か し た 格 問 戦 を ネオ ロ s 


を 馬 黄 し た テ 


内 恨 尽き た 両者 を 鉛 梓 
の の いえ 

3 り 本 物 に は 勲 わ ず 、 修行 の 成果 を 発振 
る 属 好 の 條 的 と し て 撃 


デス ネー ビー 
DEATH NAVY 


水中 珍重 用 オプ 


置 し た 機体 。 下 年 身 に 設置 され た 己 洒 


デス バー ディ 
DEATH BIRDIE 


体 。 脚 部 
な 血 型 オプ 
能力 を 獲得 し た 。 そ 
空欄 を 大 きく 上 回 る 


頂 69 を 掴み 、 高 空 か ら 括 と す 
する 


デス ビー スト 


DEATH 


デス マス ター 


DEATH MASTER 


を 怪 


た 環 部 の 


倫 り と 理名 の 


デビ ル ガ ン ダム 


DEVIL GUNDAM 


化 」 の 3 大 理論 を 


供 価 強 模 を 画 芝 し た か 
博士 は 機体 を キ 


共 力 に 目 を 付け た イン カワ は 


k 独自 に 活動 を 開始 し た 。 一 方 
デビ ルカ ) 能 力 を 詩 め 切 れ な 

モン ・ カ ッシュ を 利用 し て 機体 
計画 。 また 、 ネ オオ 首相 の ウォ ン ・ ユ 

も 自ら の 地位 を 不動 の も の 

ビル ガン ダム を 利用 し よう と し た i 
充 府 を 暗く 東方 不 欧 マ スタ も デビ 
ガン ダム の 力 を 合 きま 
ざま な 人 々 の 思 感 か 
た の だ っ た 。 最終 人 


デビ ル ガ ン ダム 軍団 


の 手足 と 

憶 成 され た 大 部 隊 の こ 
を 中 心 に 。 デ 

と いっ た 機体 が 
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機動 武闘 伝 G ガ ンダ ム 


[分 | mr05 sa09 


W ticr | | テム ジン ガン ダム 


wu も の の E TEMJIN GUNDAM と 
すま まじ 6 あま り 人 


デビ ル ガ ン ダム 最終 形態 デビ ル ガ ン ダム 四天王 


THE FOUR DEVAS of 


電脳 遊興 坦 


GAME ARCADE 


の 起業 


の る よう に な 
番 人 気 は 体格 合 ゲ ー ム 


デビ ルコ ロニ ー 
DEVIL COLONY 


デビ ル ガ ン ダム に よっ て 合 食 され た ネオ ジャ 
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可動 二 伝 G ガ ンダ ム 


GLOSSARY . : 分 | mM sr D9 


ドラ ゴン ガン ダム 0 
DRAGON GUNDAM 


得 重 と する サイ ・ サイ 


ナス ター シャ ・ ザ ビ コ フ 
中 研 訂 和 剛 繧 で | | NASTAHSHA ZABICOV 

だ が 本 機 の 最大 の 特 
に も な っ た 障 部 (ドラゴ 

分 が 職名 独 し た 


腹 郎 は 伸縮 自在 で あり 、 広 い リー チ を 活か し た た 妙 享 の 女性 
ペー 格 敵 戦 を 可能 と する 。 また 郊 に 時 み 付か せ て | る 執 特 も 康 わ な * 
東方 不敗 ドモ ン ・ カ ッシュ 様 9 の 動き を 圭 じ た り . 口 から 放 た れる 六 欠 の 
DOMON KASSHU 炎 で 相手 に ダー な 03 


ター・ ア ジア | ネオ ジャ 
5 史 を 三角 < と 東 | グー オプ ・ ハ ー ト 
20 世 紀 の 中 国 で 発表 され た 武 | 方 不 欧 の 使い 手 
「 笑 代 浅 (原作 者 は 例 茶 ) に 見 る こ 
度 中 の 東方 下 政 は 「 江 潜 に 重 
武芸 の 達人 で あり 、 
を 会 得する た め に 
か ぬ 人 怪人 に な っ た 
スタ ー・ ア ジア は 
6 で あり 。 第 12 回 
ト を 制す る ほど の 技量 の 持ち 主 と 
彼 の 誠 術 渡 湊 を 「 東 方 不敗 | の 
に な っ た の だ と 思わ れる (自ら 
の 風 | と 夫 結 す 

が MA る 
の 演 旨 に 込 


本 詳 に 状 き 込ま れる に 移 を 條 め た 
ル テ ィ メッ ト ガ ンダ ム を | ド と 相対 ちと な り 優勝 を し : 


ファ イト に 出場 する 
勝 す れ ば 父親 を 解放 する 


ょ 好 綴 合 だ っ た か ら だ 
く 大 会 期間 中 、 各地 を 転載 し な が ら 
情報 を 集め て いた ドモ ン だ が 、 師匠 で ある 


ワル 同 題 の 仲間 で あり 
ム フ ァ イ タ ー た ちや ネオ ドイ 
ター で ある シュ バル 
を 通し て 、 武 開 家 と も 人 間 
遂げ て いっ た 。 そ カ ーー 
相 を 知っ た ドモ ン は 、 デ ビル ガ 
手中 に 収め ん と する 人 物 (ネオ ポン 
ユン ファ や 、 ド モン を 利用 し た 
東方 不敗 は 王者 の 風 よ 回 中 。 ド モン の パー トナ ー を 
ムラ で ある 。 も と も と 幼 』 
全 新 系 列 天 破 合 乱 13 回 大 
手 を 乗り 継 え て た 
い が 通 じ イ 時 は 区 れ た こと も あっ た レイ 
見 よ だ っ た が 、 ト ドモ キン が 且 の 内 を 唱 け 出す と 再び 確 
Pe a の 下 へ 戻っ て いる の 気持 ちい = 
東方 は 赤く 燃え て いる える か の よう に 。 ドモ ガン ドラ ゴン メカ 
に om 本 DHAGON MECHA 
は シャ イニ ング ガン ダム = 
この 一 説 は 次 の よう な 恒 球 を 含ん で いる ネオ チャ イナ の ナス ター シャ の 上 官 
の 人 世 は 常に 新しい 渡 乱 に 書 ち て いる 。 権 きま と 時 蘭 団 」 が 用 
動け を 求め る 声 は 天 を 確 らん ば か り だ 。 見 よ 乗り の エア ・ バ : 
その た め に 東方 は 赤く 艇 えて いる な いか カ を 先頭 と ! 
民 洲 東方 不 覆 の 役目 は 、 王者 の 履 を 容 か せ と 巨大 な 龍 と な る 
それ を 鏡 め る こと な の だ 」 この 一 文 か な ら わ か る よ 信 料 や や 人 金 、 さら に 知 
うに 、 齋 方 不 覆 は 世 の 乱 れ を 正す た の め の の 異様 な 雪 に 村 
の で あぁ る 。 素早 い 身 7 と 変幻 自在 の た よう だ 
勤 々 の 技 を 揉 り 、MS す ら 乗 手 で 撃 巡 す る 注 
洋 ・ 東 方 不 瑞 は FC (未来 世紀 ) 最 
給 の 名 に 了 配 じ な 言え よ 
— 


ロロ の よう に 間 け 博 攻 
見 た 目 も 動き も 藤 そ の も の 


a 87-30 
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ね 


ネー デル ガン ダム 


NETHER GUNDAM 


時 必 攻 村 
アーン] を 仕 換 ける 本 に 使わ れる 
外し た 風車 を 機体 下部 に 計 置 
直す と 高達 艇 行 が 可能 ト 
計 と 言え る 。 また 特 珠 な 変 


て 応用 で きる 
機構 を 有する で も 知ら れる 。 馬 部 と 膨 部 を 
格納 し 、 フェ イス ガー ド を 閉じ る と 風車 そっ くり の 


メン ト に 騎 を 進め て いる 
示 げ も 限れ も 
まっ た 。 ちな み に ネ オ 
同時 機 が 多 委 開発 され て いた よ 
変形 し た 無 


ネオ アメ リカ ・ コ ロ 


NEO AMERICA COLONY 


ネオ アメ リカ ・ コ ロニ ー¢k 不信 と 栄光 を 
体現 し た 次 を し て を し た コロ ニー 基 
の 中 央 に は 巨大 な 自由 の 女神 像 が 設置 さ 
むように アメ リカ を 代表 する モチ 
て ラス ベガス の カ 


大 半額 像 ナイ 
ュ ッ キー 山原 な ど 
立 する 地 


し しょ り 7 


ネオ イン ド ・ コ ロニ ー 


NEO INDIA COLONY 


ネオ イン ド ・ コ ロニ ー は か つ 
く 反映 し て いる 。 世界 上 に 
乗っ た 4 詩 の 象 が 云え て いる 


に 蛇 を 加え る 


と も ある ) と 信じ られ て お り 、 そ の 思想 を 


ネオ エジプト ・ コ ロ 
NEO EGYPT COLONY 


コニー は 、 ナ イル 河 流域 に 許 
佑 れ た 石造 和希 物 を 狂 し た 古 


ネオ エジプト の クル ー 
NEO EGYPT'S CREW 

第 13 回 ガン ダム ファ イト に 出場 し た ネオ エ 
トチ ー ム の サポ ー ト 要員 。 サパ バイ バル イレ ブ 


ず ト 領内 に 劉 
が 太 誠 を 避け る た め に ダ ハ ー ル 


DG 細胞 の 
され 、 大 
を 破壊 され て し まっ た 


ネオ オラ ンダ ・ コ ロニ ー 


NEO HOLLAND COLONY 


て 機能 する よう に な 
ネオ オラ ンダ ・ コ ロニ 
ー 国 末 随 一 と 言 


業界 の 美 し さ は 
1 


1 


ネオ ギリ シャ ・ コ ロニ ー 


NEO GREECE COLONY 


ネオ ギリ シ 
古代 文明 に よ 
モチ ー フ と する 。 中 央 | 
立て た 建物 を 配 し 。 そ れ を 取り 還 
ロ セ ウム 劇 の 巨大 な 観 臣 席 が 位置 
ギリ シャ 神話 に 登場 する 神々 た ち は 
頂き か ら 世 界 を 見 下ろ 
宇宙 に 浮か ぶ ネ オギ リ シ ャ ・ コ ロニ ー は 
さ に 神々 の 住 た 感 が ある 


ネオ エジプト と 同様 
て 手 級 け られ た 石造 拓 術 物 を 
ン ポ ス 神 屋 に 見 


潤 形 の 族 旋 の 全長 は 250m も あり 
回 式 の 主砲 を 義 備 する ほか 、 区 体 者 部 に 大 小 
の ビー ム 砲 を 配 し 、 克 撃 能力 を 凍 視 し た 設計 に 
型 な が ら も その 形状 1 
桂 則 を 香草 と する 胡 力 


ネオ ジャ パン 


国 、 九 州 と 周辺 護 島 で 構成 され た 日 本 列島 が 


デビ ル ガ ン ダム の 消息 を 探る た め 


[ 島 ] mm05 mwl0 


ネオ ジャ バン 宇宙 戦艦 


NEO JAPAN SPACE FLEET 


ネオ ジャ パン が 誠 る 宇宙 艦 歴 は 旗本 を 中 核 と 


無数 の 画 和 本 を 揃 する 大 艦 隊 で ある 。 深 
両 赤 に 旋 


て いる 。 一 方 の 証 衛 義 は 全長 130m と 小 

環 と 本 仙 し て お り 、 綱 
まま 受け 幼い で い 
機動 性 に も 備 れ て お 
運用 が 見 込ま れ て 


きら に 縛 硬 杉 は 速力 
邊 隊 団 の 主 


な 


ネオ ジャ バン ・ コ ロニ ー 
NEO JAPAN COLONY 


コロ ニー は 日 本 列島 その も の と 
た 形状 が 特徴 で ある 。 北海 道 、 本 州 、 四 


その まま し ゃ 
すい だ ろ ーー 国家 は 自国 を 信者 
する モチ ー フ や 特徴 的 な 最 観 を コロ ニー の デ 

に 転用 し て いる の に 対し 、 介 国士 の 
状 を その まま 利用 し た の は ネオ ジャ パン ・ コ ロ 


ある 


ネオ ジャ パン の 課 報 員 
NEO JAPAN'S SPY 


ネオ ジャ パ 
放 都 用 を 地上 に 演 遺 し た 


所 在 を 拉 む こと は 
幸 員 と の 連絡 が 才 夫 えた の が ネオ シ 
あっ た た め 
向かう よう 命令 が 下さ か 


まり 紅 系 物 の 内 衝 に 押 青 の 
いる の で あり 、 それら を 
の 生 秩 は 巨大 


ネオ シン ジュ クシ ティ ー 
NEO SHINJYUKU CITY 


る 旧 新 答 


ネオ シン ジュ クシ ティ ー の 市 長 


MAYOR of NEO SHINJYUKU CITY 


茜 さ れる ネオ - 
防 誕 隊 を 組織 し て デ 


意見 を 控 
を る る れ 
た り 保身 に 走 
それ で も 本 


宣 正 規 兵 だ け で な 

の 有志 も 所 属す る 選 成 部 膨 で あり 
と x 

る 者 も 出 た ほ 


アダ 析 控 を 幸 東京 漠 か 
ら 神 し 寄せ る デ ー 更 団 を 撃退 する こ 


ネオ ドイ ツ の スタ ッ フ 上 


NEO GERMAN'S STAFF I 


イト 決勝 トー ナメ ント に お 
と 装 典 し た ドモ 

実 の 兄 (キョ ウジ 
試合 後に 重 側 を 負 
ね た 。 だ が 面会 を 求め る ドモ 


あ 
を 許さ ず 、 や む な く ドモ ン は その 場 を 
て 、 最終 バト ルロイ ヤル が 行わ れる ラン 


ネオ ポル ト ガ ル ・ コ ロ 


NEO PORTUGAL COLONY 


ネロ スガ ンダ ム 


NEROS GUNDAM 


て 大 航海 時 代 を 
その コロ ニー は 


フ を 利用 し た 


計 16 基 搭載 


ネオ チベット の 高官 
HIGH OFFICIAL of NEO TIBET 


Ut 
第 1 回 ガン ダム ファ イト に 参加 し た ネオ チ ペ よ 機 を 
ト の 高 窒 た ち は 、 優 騰 に 園 四 す る あま り に 決 
話 戦 で 改選 し た キラ ル ・ メ キレ ル を ね ぎら お う 
セイ か 国 橋 者 だ と し て 追放 し て 
イト 便 勝 の 野望 を 失 
ダム ファ イト で は 隊 者 
な っ た キラ ル を 再び 時 
対戦 相手 を 果 する よう に 
る 行為 


a kt | | フー ベル ガン ダム 


NOBELL GUNDAM 


か し 幸 


度 は ドモ ン ・ か 


想 何 する 新 体 
音 還 を 得 量 と する 
を 48 秒 で 


の 載 い で は 「 ジ 
う 巡 失 技 を 接 村 し て いる 


ネオ フラ ンス ・ コ ロニ ー 


NEO FRANCE COLONY 


ネオ フラ 
反映 し た 形状 を な 


に 見 立 


許 わ れる 年 戦 二 
転 時 能力 を 発 往 す る 


地帯 が 
る 。 中 で 
ル サ イ ユ 


ネオ フラ ンス の 万 信 を 往 
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機動 武 脱 伝 G ガ ンダ ム 


軍 警 補 剛 憐 に 略 
ステ で 製 河 任 


務 に 就 いて いた 。 だ が 任期 満 了 ま で あと 1 週間 
と いう 時 、 警察 に 追わ れ た 宇宙 海 堪 ア ル ゴ 
ガル スキ ョ ン に 激突 。 衝撃 
間 い た 出さ れ 、 ノー マ は 竹 
め 人 て 、 目 の 前 で 起す 


る ま それ 以降 アル ゴ を 


ノブ ッ シ 
NOBUSSI 


ネオ ジャ パン が 開発 し た 量産 MS。 MF に 比 
る と 束 闘 能力 (特に 格 恒 戦 ) に 劣る が 、 そ れ は 
本 機 が 小 可 単位 の 集団 戦 を 棋 坪 と し て いる 
た めで ある 。 ノブ ッ シ サー ペル と 


た 取り 回 し 性 に 佑 れ る 臣 装 を 有 


は 


バー サー カー シス テム 


BERSERKER SYSTEM 


ム フ ァ イタ と は 関係 なく 作動 する こ , 5 ES 
を 鑑み れ ば 、 そ の 対策 に 仁 置 する 技術 と 言 バイ キン グ ガ ンダ ム 
で も いい だ ろう 。 事 要 アレ ン ピ ー・ ビ アズ スリ VIKING GUNDAM 


器 み に じ る こ 
その 使用 を 戸 固 
ほど の 実力 の ある 基 


は 、 と も すれ ば ファ イタ 


ダム ファ イト に ネオ ノル ウェ ー が 投 


水上 乾 を 主 鍵 


ある )。 その た め ネ オス 大 午 船 「 オ セ % 

ウェ ー デ ン ・ チ ー ム 内 で も カー シス テ オセ ベル ク ・ モ ー ド と 呼ば 
れる ) する こと で 水上 を 高速 で 移動 し 、 対 戦 相 

手 を 独 界 する の が 必勝 法 で ある 。 また オセ 

ルク に 設置 され た ビー ト オ ー ル を 投げ 付け た 


れ た 火 導 放射 器 を 使っ て 
次 を 


場 。 だ が 並み 居る 強 六 
タオ 島 で の 最終 バト 


肌 Dn 
LT ) 


ハイ バー モー 


HYPER MODE 


バー ド マ ン 


ア の 強制 収容 所 に 入れ られ た ドモ 
か 同室 に な っ た 男 。 彼 自身 も か つて は 


某国 の ガン ダム ファ イタ ー だ っ た が 、 収容 所 に ネオ ジャ パン の MF、 ゴ ッ ド ガン ダム が その 持 
か り 諾 め 痢 が つき 、 脱出 て る 典 力 を 十 二 分 に 発 種 し た 状態 を ハイ パ 
係 史 き に され る ドモ ン を モー ド と 好 . ぶ 。 挫 乗 者 で ある ドモ ン ・ カ ッシュ カ 
だ が 決し て 挫け な い ド モ 気 を 杯 る 明仁 止 


て いた 開 争 心 を 呼 
て つい に 収容 所 脱出 を 感 功 
バー ド マ ン は ガン ダム 
を 求め て 今 も 地球 上 を 


人 息 ま さ ハイ パー モー ド が 発現 する 
機体 が 人 金色 に 導く と 同時 
た の イン グ 所 鹿 凍 。 ここ 
ルド を 発生 させ る こと で 機体 
ト ・ コ ー テ ィング が 施さ れ 、 機動 性 が 格段 


ル チ プ ライ ヤー が 展開 に キン グ ・ オ ブ 
ハー ト の 紋 草 が 浮か が び 上 が る な ど 、 ま さ に 「/ 


る MS。 MF と 


た 醒 造 で 、 無 則 な 外 揚 や 抽 き 
分 、3 本 模 の マニ ビュ レ 
用 と は 言い 苑 い 。 し か し 


で キャ ッ チ し て みせ る 


は 自分 も ゲー ム に 参加 


(868) 05 mg11 


バト ラー ベン スン マム 
BUTLER BENSOUMAN 


ョ ル ジ ュ ・ ド ・ サ ンド の 起 事 、 レ イモ 
る と あか ら さま に 棚 貼 


飛来 する ミサ イル を 宰 中 
見 か け に よら ぬ 性 能 


の 相手 を し た 


を 撤 填 する 。 だ が これ は 機体 が 偽 れ て いる の 


ョ ル ジ ュ を 引 う レイ モン ド の 気持 ち が な 
ちな み に 機 習 の 操 経 は 


見 せる 


グラ ム 映 像 


ム で 峡 竹 の 快 進撃 を 続け る アレ 
ズリ ー を 目撃 し た ドモ ン ・ カ ッ シ 
ダム ファ イト さ な 
の 然 昔 を 展開 し た 。 だ が ふた り の 重 
つい に 坦 発 。 ゲ 


ター で 火事 馬 き を 起こ し て し まう 


ゲ 付 いて いけ ず 


オア メリ カ の ガン ダ 
ロケ ッ ト の サポ ー ト チ 
ズ 」 の 一 員 。 シ ョ ー ト ポ フ 
精 が 特 微 の 快活 な 女性 で 、 メ の 中 で は 
通信 や 詳 二 を 担当 し て いる 


バリ アー 
BARRIER 


ダム ファ イト 決 肝 
ト は ネオ ホン コン 会 場 特 | 
は ラン タオ 島 ) の 周囲 6 


大 13 回 ガ 場 する ネ 
マー ク 代表 ダム ファ イタ ー で 、 セ シル 
ホル ガー 見 た 目 も 性 格 も 爽やか な 好 青 


ァ イ ター の 名 に 相応しい 人 物 
が 対戦 相手 で ある ネ 


ャ イナ の ガン ダム ファ イタ ー( サ イ 


だ か ら こ そ セ 


最大 限 の 力 と 技 を も っ て 対 矢 し 
試合 の 敗北 に 終わ っ た が 
た 。 後に デビ ルカ 
の 台 い で 、 ガ ンダ ム 連 合 
いる 。 皇 業 MF は マー メイ ドガ 


GT 
本 手 を 理 衣 
加 送 する 


浮か ぶ 老朽 船 に 大 を 構え 


詳し て 自分 の 船 に 
て 世話 を 


ファ ラオ ガン ダム MV 世 
ひ 1 mM PHARAOH GUNDAM 4th 


ビグ ザ ニ ウム 合金 ファ イ テ ィ ング シグ ナル 
スー バー セラ ミッ ク 複 合 材 FIGHTING SIGNAL 


ー 4 年 に 1 度 開催 され る ガン ダ 


を 没入 。 見 事 
ネオ チャ イナ の 


ャ パン が 間 発 し た 大 型 MA フ ァ ント マト 開 反 を 告げ る 特殊 信号 。 発信 器 は 
れ た 益 甲 材質 。 続 四 材 と し て の 詳細 な ファ イタ ー (MF) に 内 貢 さ れ て お り 

謗 元 は 不明 だ が 。 巨体 を 計 る ファ ント マ が 軽 選 | が 戦 肌 醒 勢 に 入る と 自動 的 に フ 

ヶ 要 動 性 を 発揮 し た の は 装甲 が 外見 グ ナ ル が 発信 され る よう に な っ て 

反し て 軽便 で ある こと を 示し で い に 乱入 確認 され る こと で 開催 が 宣言 され る , 

で も 優れ て お り 、 指揮 宜 機 て は 


最適 だ っ た と 思わ れる 


ファ イ テ ィ ング スー ツ 


アァ イタ ー が MF を 章 の まま に 府 
ステ ム が モビ ルト し 

ネオ ロシア の MF ) ステ ム を 作動 さ ー ン 
た 更 動 機関 光弘 用 デパ イス が フ の =‘ 
ェ ン ジ 見 た 目 は 身体 に 補 凛 する 直 禁 区 の ボディ ス 
世 二 機関 を 配 し 。 こ れ を 連動 / だ が 、 生地 ロジ ー を 応用 し た 
て 高い パパ ワー を 発揮 する と ペー ス セン サー が 埋め 込ま 
の た め ボ ルト ガ 一 般 的 な モビ フェイ ター の 

ファ イタ ー の 的 2 倍 と 言わ れ 、 無類 の パワ 動き を 正確 に トレ ー ス し 、 機体 に 反映 させ る の で 


な っ た 。 さら に ひと つの エン ジン が あめ MF は 従来 の MS より も 格段 に 人 


周 に 近い 動き が 可能 と な っ た 。 だ が その 反面 、 | | ファ ラオ ガン ダム 骨 世 


ィング スー ツ を 区 PHARAOH GUNDAM 13th 


衣 13 回 ガン ダム フ 
の MF。 靖 3 回 大 


ある )。 その た め 相 当 の 実力 を 有する と 思わ れ た 


が 、 DG 細胞 に 属 此 
届 補 を 受け . 反撃 する 間 も な 


89-28 


機動 武闘 伝 G 


BMMNY 


フェ イロ ン ガ ンダ ム ブッ ド ・ キ ャ リア ー 
FEILOON GUNDAM 


ト で 合 騰 


が 軍用 し た MF 直利 装置 導 


の 福 物 を 使う 昔 開 ス 
だ が 給 の 


tam 


ファ ント マ | 風雲 再起 
FANTOMA | 


トメ カ EE 


フォ ー リ ング ・ レ イン 
FALLING RAIN 


ブラ ッ ク ・ ジ ョ ー カ ー 


て お り 、 了 時 醒 時 


イィ イナ の 山 氏 坦 帯 に 挟 食 』 の 大 日 を 「 フ ォ 
回 プル よこ わす P 
全 全 を 絆 か 
者 は ドラ コ 3 
診 も 飛 赤 の 虹 直 を 3 
る こと は で き 地球 に 降下 中 


を 手 に 入れ て カ 


LT 


BLOSSARY 


フラ ンク ・ ガ スト ロ ボル ト ガ ンダ ム 
FRANK GASTRO BOLT GUNDAM 
り の セーヌ 川治 い に 現われ た の し 3 ら 


人 。 一 役 で 斑 部 を 撃 綾 され て 失格 = 
ゃ に ネオ フラ ンス 国家 元 半 の 鐵 マ リ ァ | | ペ ス カ トー レ ホイ 
SO ED PESCADOR 

メキ シコ 軍 が 開発 し た 水 暑 画 用 舟 MS 


y し 水 の 抵抗 を 覆 限 まで 洒 
の 仕様 で ある 水中 移動 の 妨げ 


は 補 雪 の 紀生 機関 

も の で ある 
機体 の 一 部 を 提 電 
状態 で も フ 


ブリ テン ガン ダム 


BRITISH GUNDAM 


人 間 の 精 
人 格 を 左 り 、 祖国 に 有 利 を も 
ー の 室 ( ティ な 試合 内 容 に も 目 を 
ま を 未 | 名 準 を 重んじ る ウィ リア ム 遇 
ざる を 得 イ 破 は 中 で 計 光 を 遂げ 
時 が 購 で 通じ て いた 


TTFTES1 
* Ww (を 
8 


"mit | ベイ ラ 


1 


ベル チー ノ 警 部 | 


発 廃し た ネオ イ 


住民 の 生活 を 考慮 


作戦 も 講 呈 す 
間 発 し た 


ト を 甘 枚 接し て いる の 区 時 を 業 り 訟 える 光量 を 
を 入れ 特 え た よう で ある 


Cr 90-30 


ネオ ギリ シャ 代表 と し て 第 13 回 ガン ダ 
に 参戦 し た 試 抽 密 。 居 隊 由 補 の 呼び 声高 
4m に も 層 す る 巨体 が 生み 出す 圧倒 的 な 


バ ワ ー を 務 使 し て 、 並 み 居 る 強 春 を こと ご と く 
拉 じ 供 せ て いた 。 決勝 トー ナメ ント に お いて も 

の 実力 は 道 帳 な く 発揮 され 、 計 む 私 闘 で 
は ドモ ン ・ カ ッシュ を 一 方 的 に ぶち の めし て 


る 。 だ が 実 昧 の 試合 で は 、 ハ ン 老人 の 教え を 
受け た ドモ ン が 放っ た ゴッド フィ ン ガ ー の 身 に 騰 
を 還 し た 。 括 業 MF は 


マー メイ ドガ ンダ ム 


MERMAID GUNDAM 


礎 力 を 活か し て 予選 
だ マー メイ ドガ ング 
イト に よっ て 機体 は す で 
言わ れる 。 それ で も ガン ダム 
3 束 合 を 清め る こと な 


を 間 っ た が 幅 を ソーマ 


マス ター・ ア ジア 


MASTER ASIA 


※ 派 ・ 東 方 不 必 
ダム ファ イト に 出場 し ネオ ホン コン [ 
た 後 ド モン に キン グ ・ 
プ ・ ハ ー ト の 設 全 を 託し て 大 を 消し た マス タ 
系 13 回 ガン ダム ファ イト の サバ イ 
デビ ルカ ンダ ム と 人 遇 。 これ を 
た め の 人 類 抹 を 企む 。 第 
発 府 ぶ り を 目の当たり に し 
は ガン ダム ファ イト の 祭 害 を 知り 、 自 
分 も 地球 の 自然 を 破壊 する 一 鐘 を 演じ て いた 
こと に 絶望 し て いた の で ある 。 その 債 り が 。 人 
類 涼 弧 に よる 地球 環境 の 再生 へ と マス ター を 
突き 動か し て お り 
マス ター は 、 より 自力 に 羽化 させ る た め ネ オシ 
ティ ー で 内 確 し て いた 。 そ 
を 、 寿 命 が 民 きつ つ あ っ た キョ ウジ ・ か 
シュ の 代わ り に 生体 ユニ ッ ト と すべ く ギ アナ 高 
地 や 決勝 大 会 で 働き 掛け る 


マス ター ガン ダム 


MASTER GUNDAM 


第 13 回 ガン ダム 
の MF。 指 乗 者 で ある マス 
使 する 「 注 注 ・ 東 方 不敗 ] の 技 を 完全 に 反映 
で きる だ け の 基本 性 態 を 縛り 、 格 生 戦 で は 無 
類 の 残さ を 発 探す る 。 また 機体 装甲 や 
は DG 細 軸 で 構成 され 、 受け た ダメ 


イト に 出場 し た ネオ ホ 
アジ ア が 台 


限 時 


に 修復 する 舞美 修復 能力 を 有 し て いる 
マス ター・ ア 』: の 技 重 と 相まって 最 有 カカ 
勝 人 補 と 目 され て いた が 、 ラ ンタ オ 島 で の 最終 
天 四 で 

る 。 し が 


内 で 複製 され Dt 罰 


パーツ と し て 使わ れ た の だ 


マタ ドー ル ガ ン ダム 


MATADOR GUNDAM 


第 13 回 ガン ダム ファ イト に 出場 し た ネオ スペ イ 
代表 の MF 邦 牛 の 豆 部 を 標 し た ポ 


た 肉 弄 戦 を 得意 と する 。 特 
給 し た 状 舌 で 標的 に 突進 し 、 ヒ ー ト ホ = 王 ) 
刺し に する と いう 奉 余 な 振 に は 定評 が ぁ | | 三 力 ムラ 博士 | 
は せ . 真っ 赤 な ビー ムク ロ PHOFESSOR MIKAMURA 

すれ 違い ざま に 一 机 必 天 

カモ ン 」 が | レイ 


相 で ある ネオ 
科学 者 。 シャ イニ ング ガン ダム や ゴッド ガン ダム 
の 開発 を 担当 欄 綻 者 の 感情 を エネ ルキ ー 
詳 交 する 直義 的 な シス テム を 構築 
が 友人 の ライ ゾウ ・ カ ッシュ が 手掛け た ア 

メッ ト ガ ンダ ム と 機体 に れ た 3 大 理論 ( 自 

再生 、 自己 堪 馬 自選 進化 ) に 織 細 心 を 人 

い を ウル ベー イシ ガワ に 利用 され て し ま 
ノウ を 国家 反 傍 者 に 仕 て 上 げ 、 ア 較 計 
ま 


ダム の 秩 占 を 企む ウル へ 
さら に アル ティ メッ ト ガ ンダ 


ヾ の 庄 撃 を 受け て し まう が 、 死 の 同 陣 . 
村 で マタ ドー ル ガ #4 刑 に 処せ られ た ライ ゾウ を 解放 し で いる 


マリ アル イ ゼ 


MARIALOUIZE 


ネオ フラ ンス 元 普 の 換 
ダム ファ イタ 


行動 洲 の お 娠 様 で ある 


ミケ ロ ・ チ ャ リオ ッ ト 


MICHELO CHARIOT 


箇 13 回 ガン ダム ファ イト に 参戦 し た ネオ イタ リア 
の ガン ダム ファ イタ ー。 マフ ィ ア 衣 れ の 一 党 だ 
が 実 カ が ある こと か ら 国 宮代 表 に 選出 され た 
代表 の 特 幅 を 傘 に 著 た ミケ ロ は や り た い 放題 


に 振る 舞い 、 ネ オイ タリ ア 市 民 の 尊敬 を 集め る 
第 13 回 ガ イト に お ける ネオ ネパール どこ ろか 人 々 を 恐怖 に 腹 れ て し まう 。 だ が ドモ 
代表 の MF。 脚 部 代わ り の 巨大 な 的 鏡 状 の ユ | カッ シュ と の 対戦 に 敗れ 、 一 度 は ガン ダム ファ イ 


状 の 信者 と 
る 。 釣鐘 に ボディ を 埋没 
ド ) に 変形 する こと で 9 可能 
込み 鍵 槍 で 、 居 合い 斬り を 得意 と する 
さら に 負 校 に は 火 次 族 桂 器 が 設置 され て お 
び せ か ける 「 キ ラル 


搭乗 者 は 商 目 の ガ 


な 雪 し で ター と し て の 資格 を 大 守 され て いる 。 
要員 長 の 差し 金 で 決勝 トー ナメ 
に DG 細 胸 の 力 を 借り て パワ 

わ わ せ た ド モン へ の 後 
島 で 開催 され た 決 午 大全 


て 連 破 さ れ 
IMF は ネロ ス 


BLOSSARY 


ミラ ー ジ ュ ガ ンダ ム 


モビ ルト レー スシ ステ ム 
MOBILE TRACE SYSTEM 


テイ ト に 出場 する MF に 導入 され た 
推 縮 シ ステ ム 。 パイ ロッ ト の 没 勤 を ダイ レク ト 
機体 に 反 喘 させ る と いう 特性 が あり 、 パ イロ ッ ト 
性 セン サー を 仕込 ん だ ファ イ テ 

を 靖 用 する 。 この セン サー を 介し て パイ 
の 動き が 機 人 ク さ れ 、 結 果 的 に 
に トレ ー ス する 


が 、 相 受 の ハ : 


ら も 楽し い 生活 を 送っ て いた 


ライ ジン グ ガ ンダ ム 
RISING GUNDAM 


ャ パン 軍 に 所 属す る MF 


で 発展 し た 道教 の 教え 。 も 
を 志す 者 が 目指 す 人 間 心 理 の 境地 。「 伴 の よ 
穏やか な 心 」 を 量 味 


ライ ゾウ ・ カ ッシュ | 
RAIZOU KASSHU 
アル ティ メッ ト ガ ンダ ム を 、 息 
に 開発 し た 科学 者 。 だ が 彼 
カム う 博 士 と アル ティ 


ダム 対策 を 生 計 し た 


ドモ 
対戦 


搭乗 MF は アシ ュ ラ ガン ダム 、 


その 力 は ネオ ロ シ 


る 。 また 両 有 に 大 草 ラ 


備 し て お り . それ を 和 使 し た 接近 戦 を 得 章 と 
て いる 。 決勝 大 会 で の 変則 タ チ で 
体 に 大 き な ダ メ 


パト ルロイ ヤ 』 
ンダ ム フ ァ 


の > 
払っ て し まう は ど で あ る 


話 か ら 食 事 の 支度 、 対 
情報 収集 、 機 体 の 整備 まで 
引き 受け る は 


レイ ン ・ ミ カム ラ 
RAIN MIKAMURA 


人 MF の 壁 備 と 條 8 
で ある 


に 


新 機動 戦記 ガン ダム W. 


新 機動 


宇宙 要塞 バル ジ 


SPACE STATION BARGE [ 
宇宙 に お ける 0Z 最 大 の 埋 店 者 点 。 旧 地 球 還 
三 一 六合 が 、 宇 宙 空 間 で の 還 事 掲 点 と し て 建 


苫 し た 大 衝 戦 町 星 
ナー タダ が 槍 力 の 座 に 就 いて カ 
が 指 控 を 担当 し て いた 

砲 座 と 析 人 を 備え 移動 砲台 と し て 機能 する 
きら に 改良 が 加え られ 、 誰 進 シス テム と 商店 し た 
直 大 型 ビ ー ム 砲 を 推 載 。 コロ ニー を も 一 没 
玉 で きる 甚 力 を 持ち 、 各 に 対す る 情 
手段 と し て 利用 まれ た 。 し か し 、 0Z に 反 族 を 凍 
宇 破 され て いる 


トレ 


主 に レデ ィ 


門 の 大 型 ビー ム 


た ゼクス ・ マ ー キ ス に よ 


宇宙 用 リー オー 
LEO SPACY TYPE WI 国 | 


の 主力 MS で ある リー オー に 、 空 間 機 勢 用 
ク パ ッ ク を 搭載 し た 宇 軍 理 仕様 。 織 体 性 
能 ゃ 式 閉 な と 横尾 と 変わ らち な い が 、 機 


所 備 さ れ て いる 空 上 
キ 身 を 3 き 込 ん で 寅 較 内 動 


用 


ダム W Endl 


H 教 授 
PROFESSOR H Li: 」 


の 兵 串 作 を 目指 し て ウイ ング が 
ロ を 開発 し た 5 人 の 科学 者 の うち の 一 


MO-I 
MO-H W 


所 有 の 次 源 衛星 。 AC.195.12、 世 界 国 


家 生 と ホワ イト ファ ング (WF) の 最終 決戦 が 


面 の MS と MD( モ ビル 


暴発 生 


を 見 せ 、 地 天 男 克 一 


MO-II 
MO-M LM 


AC.195 の 戦 陸 後 に 粗 さ れ た 3 つの 交 洒 星 
軍 の 拠点 で あ 
MS 工 府 や 多数 の 内 送 租 を 有 1 
を 備え て お り . それ 自体 が 
般 と し て 機能 する 


MD 


Mobile DOLL W 


モビ ルド ー ル 。 人 間 が 提 角 す る MS に 対し て 
自動 制 包 で 衝 働 する 無人 の 人 型 兵 疾 を 指す 
その た め MS よ り も 機動 性 に 優れ て いる の が 特 

MD て 外 部 


MD 指揮 命令 シス テム 


MD COMMAND SYSTEM [WW 


1 機 ずつ が 独自 
MD (モビ ピル ドー 
取ら せる の 中 橋 に は 人 
剛 が 組み 込ま れる 必要 が あり 、 そ の 人 間 は 基 
騙さ れる 。 その た め 軍 用 が 見 送ら れ て 


世 過 日 ー 


L1 COLONY W 
ポイ ント 1 に 位置 する 導 

ドク ターJ が ウイ ング ガン ダム を 同 発 
で も ある 。 オペ レー ショ ン ・ メ テオ 発動 


イロ ・ ユ ィ イ 捧 業 の ウイ ング が 
球 に 向け て 発 差 し た 


i a 


L2 COLONY Ll 

ラグ ラ ポイ ント 2 に 位置 する コロ ニー 落 
の 直 牧 。 この コロ ニー を 中 心 と し て 活動 する ス 
イー パー グル ー プ は デブ プリ の 回 収 屋 と し て 知 5 


法 活 動 に 手 を 染め て いる 
デス サイ ズ や ピー スミ リオ ン も この 集 


L3-X18999 


L3.x18999 


ラグ ラン ジュ ・ ポ イン ト 3 に 位置 する コロ ニー の 
ひと つ 。 AC.195 に 計画 され た オペ レー ショ 

メテオ で 、 コ ロニ ー 落 と し 用 に 用 便 さ れ て 
た も の で ある 。 し か し 、5 人 の 科学 者 の 角 疾 
より 計画 は 当初 と は 違っ た 形 で 発動 。 し 3 
X18999 が 地球 に 落下 す な か っ た 。 と 
ろ が 、 オ ペレ ーション ・ メ テオ 発 央 者 で ある 
デキ ム ・ パ ー ト ン は これ を 送 手 に 取り 、AC.196 
に 発生 し た マリ ー メ イア 軍 の 反乱 に 利用 。 L3. 
X18999 を 介 過 材料 に し て 、 自軍 の 地 珠 国 陸 


下 を 成功 させ た 


L3 コ ロニ ー 

L3 COLONY Ll 
の 継 称 。 ド 
開発 し た 


ポイ ント 3 に 位置 する コ 
トル S が ガン ダム ヘビ ピー アー 
匠 で も ある 。 オペ レー ショ ン ・ メ テオ 
ら ト ロワ ・ パ バー トン 搭 乗 の ガン 
ムズ が 発進 し た 


L4 コ ロニ ー 


L4 COLONY 


ラグ ラン ジュ ・ ポ イン ト 4 に 位置 する コロ ニー 首 
の 総称 。 教授 が ガン ダム サン ドロ ッ ク を 開 発 
場所 で も ある 。 オペ レー ショ ン ・ メ テオ 先 
か ら カ トル ・ ラ バー バー ウィナー 指 
乗 の ガン ダム サン ドロ ッ ク が 発進 し た 


| B mi m = て 


L5 COLONY 


ポイ ント 5 に 位置 する コロ ニー 攻 
の 総称 。 老師 0 が シェ ン ロ ン ガン ダム を 開発 し 
た 場所 で も ある 。 オペ レー ショ ン ・ メ テオ 発動 
五 飛 (チャ ン ・ ウ ー フ ェ イ ) が 
ロン ガン ダム が 発進 し た 


W| 

0Z 総 鯉 、 トレ リナ ー ダ の 美学 。 ノー 

ル な フ 知ら れる トレ ー ズ は 人 

特 の 美学 と 親 学 を 持ち 、 そ れ は 戦場 に お いて 

も 例外 で は な 「 何 事 も エレ ガン ト に こ 
なき な けれ な い 」 と の こと で ある 。 


作り 上 げた 謙 で あ 
まで MD 導入 に 反対 し た 
内 同士 の 拭い に エレ ガン ト な 要 着 を 見 測 セ 


商 1 0Z 宇 宙 軍 
お | 0Z SPACE FORCE W 
保有 する 宇 軍 戦 カ 


大 型 空母 


LARGE CARRIER W オッ トー 
0Z 邊 克 の 能 で ある 大 た つの 空母 orTTo W 
を 民 に 連結 させ た 形状 を 持つ 双 庁 船 で 、 弟 載 er 


機 だ け オー や エア リー ズ と いっ た MS 


オペ レー ショ ン ・ メ テオ 
OPERATION METEOR [WW][ 量 ) 


: か 


AC195 の 6 時 に G、 ドッ ターJ55 人 の 和 | 2 


学者 た ちの 妨害 


ガン ダム 5 機 カ QUINZE 


ー の 指 末 者 ヒ イ 
口 の 優 讐 を すべ く ホ 
H 購 の 岳 名 に 各 | 


オリ ファ ント 
オペ レー ショ ン ・ テ デイ ブレイク | | Olen rn 


OPERATION DAYBREAK [WW 


宣 び 込ま れる 物資 の 管理 を 
惜 拉 入 開発 会 社 」 を 前 
空間 で の 作業 


地球 較 続 一 
ま 園 支配 を 実現 す 


よる 反動 を f 
本 0 性 を 発揮 する 


の 間 与 を 溢 め た の で 
0 款 任 し た 
身 の 理 想 を 推進 する 道具 と 

と 画 第 


カト ル ・ ラ バー バ ・ ウ ィ ナ ー 


EE RABERBA WINNER ( 前] 軸 


の 大 宝 要 
発し て 表 を 


還 と の 軒 租 に 戦 
は 無 康 の 大 人 
給 画 や 音楽 に 才能 を 発 舞 する 

の 未 拉 を 許 え る よう に な 


オペ レー ショ ン ・ ノ ヴァ 
OPERATION NOVA W 


MO 輸送 区 
1 


a 93-32 


94-29 


ム W Endl 


ガン ダム エピ オン 
LAL GUNDAM EPYON LW 
提唱 ・ 実 貴 さ | トー ル ギ ス や 5 体 の ガン ダム の 機体 デー タ を 参 
寺 に 、 トレーズ ダ が 完成 させ た 
カン ダム 。 射撃 兵 装 を 構 ! 大 出力 の 


ピー ム ゾ ソード と ヒー トロ ッ ド の み を 装備 。 また パー 
ド 形 能 へ の 変形 も 可能 で あり 
接近 埋 で 真価 を 発 挿す る 
イン グ ガ ン 
の イン ター 
擬 集 者 を 周 ぶ 機 4 


本 揚 好 
ロ ・ ユ イ に 衣 
手 に 渡 


ガン ダニ ュ ウ ム 合 金 


GUNDANUM ALLOY [ 型 [ 男 


生成 可能 な 特定 製法 に よ 
示す 総称 。 無重力 空間 に 


どの 高 性 能 MS 
Genetic on Univer 
Alloy (電気 的 
例 ) で . 間 発 当 
か し 。 複数 の 


Neutraly Difterent 
まな 界 衝 構造 の 宇 軍 製 合 
NND 合 金 と 呼ば れ て いた 


同種 の 含 多 が 多数 


出発 まれ た た め する た め 

NUMJ を 付け と ーー 
ガン ダム サン ドロ ッ ク 
GUNDAM SAND ROCK W 
ウィ ナー 家 に 身 を 寄せ て いた け 孝 授 が 開発 し た 
ガン ダム 。 秦 江 茸 の 


書 な 環境 で 最大 限 の 
性 態 を 発 畠 する よう に 意図 され た 機体 は 
ワー と 防 矯 力 を 重視 。 また マグ アナ ッ ク | 


長 機 と し て 機能 すべ く 、 指揮 系 続 も 強 

v 定 武 葵 は バル カン と ミサ イル 
背部 に 設置 され た ヒー トシ ョ ー テ ル を 使っ た 接 
近 雷 を 得意 と する 。 そ ョ ー テ ル は パ 
ク バ パッ ク と 組み 合わ せる と “あり 
れ を 使っ た 


WC) mw05 貴明 


ガン ダム サン ドロ ッ ク 改 


GUNDAM SAND ROCK CUSTOM 


ガン ダム デス サイ ズ 


GUNDAM DEATH SCYTHE [W 


H 吉 授 が 改修 、 宇宙 戦 に も 適応 可能 な 機体 | オ 


ョ ン の た め に プ C 


と し て 琴 っ た サン ドロ ッ ク 。 自 但し た サン ドロ G が 開発 し た ガ カメ ラ や レー ダ 
ク を OZ が 複 元 し 、 そ れ を 窟 取 し た マグ ク 探知 を 妨害 する ハイ パー マー を 措 載 高 
時 が カト ル ・ ラ バー バ ・ ウ ィ ナ ー に 引き 渡し た い 則 性 を 発揮 する 。 また 、 巨 大 な 鏡 の 

外 M は 先行 機 と は ぼ 同じ だ が 、 機 人 各所 に 空 を 玖 備 し . 接近 四 を 得意 と する 。 主 な 


問 機 


Dp を 搭載 。 中 下着 攻撃 用 
装 と し て ビーム ・ 


括 乗 者 


デュ オ ・ マ 


マ ガン が 用 間 さ れ ま 
た ホワ イト ファ ング (WF) と の 埋 忠 で は ぜ ゼロ シス = っ 
テム を 搭載 、 ガ ンダ ムチ ー ム の 指 控 富 欄 と し て ガン ダム デス サイ ズ ヘ ル 
機能 し て いる sc a 
イズ を 5 人 の 科学 者 た 


た 橋 体 。 追加 結 備 


部 分 が 2 枚 に な っ た ツイ ン ヒ 
その 結果 、 単 織 で の 隠 寄 
比類 な き 戦 闘 能 力 を 攻 1 


ガン ダム サン ドロ ッ ク 改 (EW 版 ) 
GUNDAM SAND ROCK CUSTOM 
EW VERSION 国 


ワ ァ ング と の 昔 い の の ち に 太陽 に 向 
か っ て 廃 本 され た ガン ダム サン ドロ ッ ク 改 だ が 
マリ ー メ イア の 反乱 を 鎖 左 する た め に 回 収 さ 
れ 。 大 寺 府 を 遂 る 埋 闘 に 投入 され た 。 先生 
機 より も まな 搭 
者 ほ カ トル 


ガン ダム デス サイ ズ ヘ ル 
(EW 版 ) 


AM DEATH SCYTHE HELL 


投入 され た 
り 生物 的 に な っ て 
吉 は 頭 部 バル カ み で 、 7 
ター シー ルド は 装備 され て いな がい 開発 者 の 


ガン ダム へ ビー アー ムズ 


GUNDAM HEAVY ARMS LlW 


間 発 し た 射撃 戦 を 主体 と する が 
笛 性 能 に 優れ る ビー 
身 に 実体 押 兵 療 を 装備 
制圧 に 威力 を 発揮 する 。 その 反面 、 近 接 
ナイ フ し か な く 、 郊 を 撃ち 尽く 

光波 する の が 斑点 。 た だ し 
近 す る 前 に 妖 の 巣 に な っ て し まう の が 
ど で あ る 、 主 を 搭 信者 は トロ ワ ・ バ ー ト ン 


ガン ダム へ ビー アー ムズ 改 


GUNDAM HEAVY ARMS CUSTOM 


と 共に MS 開発 


補間 机 重 用 装備 が 施さ れ た 柄 体 。 主 兵 装 
の ピー ム ・ ガ トリ ング が 2 連 練 (ツイ ン ・ ピ ビーム 
か リング) に な っ た の が 最大 の 相 培 虎 。 た 
し 、 も と も と 搭載 直 其 が 四 定 だ っ た た め 
スタ ー の 追加 和 や 誰 増強 に 力 が 往 が れ た 感 が 
ある 。 その た め 。 改修 後 の 外観 は あま り 変化 が 
な い 。 主 を 描 集 者 は トロ ワ ・ バ パー 


ガン ダム へ ビー アー ムズ 改 
(EW 版 ) 

GUNDAM HEAVY ARMS CUSTOM 
EW VERSION E 


ホワ イト ファ ング と の 戦い の の ち に 太陽 に 向 
か っ て 廃棄 され た が 、 マ リー メイ ア の 反乱 を 結 
る た め に 回 収 。 大 統領 府 を 返る 胃 醒 に 投 
人 され た 。 2 和 身 の ビー ム ・ ガ トリ ング (ダブ 
か リン グ ガ ン ) を 2 基 装 備 。 さら に 全身 に 大 小 
サイ ル を 捕 載 し て お り 、 単価 
み の 火 力 を 発 手 する 。 一 方 
な い 。 本 な 格 業 者 は トロ ワ ・/ バ 


き 


| 北大 西洋 0Z 補 給 基地 


NORTH ATLANTIC OCEAN =_ 7 
0Z SUPPLY BASE Ll 4 こ 
北大 西洋 エリ ア に 設置 され た 0Z の 補給 用 中 / 
克 共 夫 。 イン ダス 本 絵 基地 同様 、 地 束 に 降下 
5 機 の ガン ダム に 開 再 され た 
99.822 人 
bp LI 
キャ スリ ン ・ ブ ルー ム 
CATHRINE BLOOM AC.195 に 発生 し た 一 達 の 戦乱 で 、 地球 連 
合 と ホワ イト ファ ング の 最 許 戦 が 始ま る まで 
コロ ニ 栓 竹 と な っ た 人 の 数 。 編 五 睦 と トレ ー ズ ・ ク シュ 
トロ ワ リナ ー ダ に よる 決 工 で 、「 貴 様 の た め に 何人 


を 自販 に な っ た と 思っ て いる ん だ | と 

を 取り 戻し た トロ ワ が 戦場 は 「 昨 日 まで の 時 点 で 
する が 、 最 後に は 彼 の 心情 を 原 し 、 そ 

と る 。 戦い が 終わ る と トロ ワ は 再 


ー カ ス 団 に 身 を 寄せ 、 キャス 


A 


合 宇宙 宣 を 綱 合 し て 0Z に 反 拓 | 


1 
も 言わ か 


キャ ン サ ー 
CANCER 
ギン ター の 祖父 


GWINTER'S GRANDFATHER [ 


0Z が 開発 し た 、 水 中 で の 作業 革 本 用 に 特 
化し た MS。 瑞 え で 下半身 を オミ ッ ト す る こと で 
紙 扶 を 軽減 、 高い 木 中 機動 能力 を 実現 
た 。 武装 と し て は 魚 電 と 大 型 クロ ー を 有 し 、 主 
に 小指 揮 を 相当 する こと が 多い 


セブ テム 殖 軍 の 父親 。 対 コロ ニー 政策 友 
の 息子 と は 人 違い 、 至 っ て 穏やか な 人 物 で 、 孫 
の ギン ター に も 助言 を 与え て いる 


クラ イス ト 


CHRIST W 


トレ ー ズ 湊 の 二 容 。 信 挟 
E ィ レッ ド ワ ン の 
て 受け 入れ 。 共 に 新生 OZ。 
を 


て 0Z に 身 を 投じ た 
ド ネ ー ム を 
駐 還 する 市 和 地 


月 面 基 地 


MOON BASE LW 
0Z が 月 面 に 書 設 し た 


設 を 備え て お ! 

投入 され た 大 

この 基地 で 生産 され た 

を 生み 出し た 科学 者 た ち も この 基 

れ 、 既 存 の ガン ダム 以上 の MS 開発 を 強要 さ 

れ た 。 そう し て 誕生 し た の が ヴァ イエ イト と メ 

リウ ス で ある 。 また 、 ガ ンダ ム デ ス サ イズ と 
の 基地 に 回 収 され て お り 


(0Z の 目 を 流 ん で 施設 を 用 
駿 化 し て いた 


a + 


W Endles 


新 機動 戦記 ガン ダ / 


96、 ネ ホワ イト ファ ング と の 戦い が 終結 
地球 国 継 一 国家 の 


コロ ニーC101 1 


COLONY C1011 


ん C 移行 後に 建造 され た スペ 
の 連合 の 軍備 洪 強 に 反対 する ドー! 


高 機動 型 リー オー 


| io euMoeury cusrou CH) ーC108 
COLONY C102 I 
語 機 動 を 装備 し た リー オー。 飛行 性 
馬 を 付 ち す ター ボ フ ァ ン ・ エ ンジ ン と | AGC. 行 後に 建造 され た ス 
コグ を 併用 し た オプ ショ ン バ の ひと つ 。 OZ 宇宙 軍 の 軍事 
ロケ ッ ト メタ ー で 初期 る 場所 で も ある 。 デュ オ ・ マ 


を 棋 重 し て いる 


の 合 入 を 試み た が 、 聞 に 縛 ま っ て し まっ 


コロ ニーC1213 
COLONY C1213 


コロ ニーC8923 


COLONY C8923 


AC. 桶 行 後 に 書 造 まれ た スペ ー ス ・ 
の ひと つ 。 地 珠 国 練 国家 模 立 後 、 デ ュ オ 

ェ ル と ヒル デ ・ シ ュ バ イカ ー が 葛 ら 
で ある 


加速 性 能 と 運航 速度 に 優れ る 反 
トー ル ギ ス 1 機 し か 卑 載 

式 装 は 覆 力 で 、 族 痢 に 大 数 ピー ム 苑 を 
る ほか 、 対 MS 用 ピー ム 確 を 2 門 義 供 | 


コロ ニーD13087 


COLONY D13087 WN 


答 に 寺 


AC. 移 


95-31 


コロ ニーD 王 りり 只 
COLONY D-AREA 


AC. 桶 行 後に 計 造 きま れ た スペ ー ス ・ コ ロ . 
の 中 っ か の コロ 
で いる も の が ある 。 D エ リ 
勲 団 の ひと つ で ある 。 D エ 
た ち で 構成 され る 議会 は 、 レ ディ ・ ア 
ーー 人 朱 帝 を いち 早く 屋 け 入れ 
で 地球 に 降下 し た 
を 反 他 者 と 見 な す 声 明 を 発表 し た 


コッ ト か ら すれ 
で あっ た に 


コロ ニーO6E3 
COLONY 06E3 


AC. 条 行 後に 建造 され た ス 
の ひと つ 。 0Z の コロ ニー 尼 預 筑 を 受け 入れ 


六 親 を コロ 


ET 
ダム 'D に 対し . コロ ニー 作 を 
答 半 に され て し ま 


に 必用 
ル の 一 臣 


コロ ニー 第 3 世代 


ん C. に お ける 

世代 を 指す 

1 人 世代 、 そ の 征 1 選 代 か ら 

第 2 世代 で あり . 築 3 世代 は その 次 の 世代 と な 
る 。 第 1、2 世 代 が 地球 生 話 を 体 馬 し た 

ある 者 が 多い こと に 対し 、 弟 3 世代 は 寺 
ギ 宙 で 誕生 し た 者 た ち で 構成 され て いる 

た め 、 こ の 世代 か ら は 、 地球 国 統一 連 


の 独立 を 求め る 声 が 替 に 大 きい 


LW [| 05 serO4 


コロ ニー 名 準 顧 問 


コニー 連合 
一 目 置 


加 脅し て 
る 老人 


まだ 妖 い 発言 権 を 有 し て いる 。 レー 
コロ ニー 依 務 筑 に 傾き っ つっ ぁ る っ 較 較 
ち に 対し 、 ガ ンダ ム パ イロ ッ ト の 

ダム パイ ロ さ 


て 聞か せ 


サー カス 団 


CIRCUS TROUPE 


サー カス 団 の 団長 


LEADER OF CRCUS TROUPE 


見 
に 不審 夫 を 鬼 


ム の 口 近 えも あ 


信 顔 する よう に な 


サー ペン ト 
SERPENT | 


AC.196 に 動 発し た 「 マ リー メイ 
パー トン 身 団 が 投入 し た 醒 MS 
アー ムズ と 同じ 
撃 戦 に 優れ 。 ツイ ン ガ トリ ング ガン を は じ め 、 各種 
射 朗 兵 装 を 装備 し て いる 。 地球 国 作 一 国吉 に 
対す る 武装 中 起 を 行う べく 資 池 害 星 MO- 加 で 
400 島 近く の 機体 が 大 統 額 
し か し 5 標 の ガン 
め と する プリ ベン ター 勢力 。 さら に 平和 を 巴 う 市 
民 た ちの 抵抗 に より 作 爆 は 失 欧 。 その 第 
ペン ト 自 体 も 破 本 され た も の と 思わ れる 
に 機体 名 は 、 黄道 十 二 宮 に 属す る 
星座 、 巡 使い 座 (正確 に は 閉 座 ) に 


ザイ ー ド ・ ウ ィ ナ ー 


ガン ダム サン ドロ イロ ント を 季 め る カル 
ラバ ー パ ・ ウ ィ ナー の 令 開 。 ウィ ナー 家 の 当 主 
で あり 、 資源 新 呈 を 多数 保有 する 富 牽 で も あ 
る 。 彼 自 身 は 非 理論 者 で あり 、 連合 と の 直 挫 
対立 を 林 け で を 身 績 者 の 所 業 
と 秦 じ た カト ル が 反発 。 きら に ザイ ー ド も カル が 


MS の パイ ロッ ト と し て 戦い に 身 を 投じ る こと に 痢 
し 3 ふた り の 関係 は 決し て 良好 で は な か 
た 。 し か し 実際 に は 、 ザ イー ド は コロ し 
達 合 の 情 濃 し 役 と し て 穏健 的 な 活動 を 

あり 、 トル は その 内 情 を 知ら な か っ た 。 地球 連 
合い て 頭 を 始め る と 、 コ 


OZ (オズ 
こそ っ て 0Z に 基 基 姿勢 を 示し た 


分 警 し た の で ある 。 その 結果 FF る は コロ 

ー 国 天 に 対す る 音 潜 行為 判断 され 、 カ トル 
の 見 守る 目前 で コロ ニー か ら の 碑 撃 を 受け 、 資 
池 冗 星 も ろ ) 身 を 磐 ら せ た の だ っ た 


財団 の 綴 世 を 決する 会 講 。 世界 
国家 連合 代表 に 任命 され た クイ ー ン ・ リ リー ナ 
リリ ー ナ ス が 提案 し た 「 世 界 
平和 の た め の 0Z 府 夫 案 ] を 、 ウ ェ リ ッ ジ 備 鋳 
を 中 心 と する 多数 漂 が 可決 し た ょ っ て 


足 族 に よる 支配 を も くろ ん だ デル マイ ユ 泊 は 地 
球 を 追わ れ 、 宇 宙 で 信 抽 を 立て 直さ ざる を 得 
い 事態 に な っ た の だ っ た 

サダ ウル 


サリ イ ・ ポ オ 


SALLY PO Om 


で 軍医 を 務め る 胸 明 な 女 

な 性 略 で 、0Z に 支配 き 

の 現状 を 良し と し な か 
リラ に 身 を 投 


寺地 を 転載 。 さ 
戦争 終結 の 希望 


PB 


彼女 の 尽 カ が あ 
人 は 地球 一 国家 の 
に スカ ウト され 、「 マ リー 
メイ ア の 反乱 才 結 に 向け て 活躍 し た 


サン クキ ング ダム 


SANK KINGDOM 


AC 


ラフ 
イ が 


182 に 
北 歌 の 

ト 王 は 、 コ | 
提 中 す る 
自衛 用 の 武器 すら 放 宣 


ナー ビー スク ラフ ト に よ 
新生 0Z の 
較 の 戦乱 を 「 サ ンク キ 

ラッ ラ 半 団 の 
紛争 &0Z ト レ 


武力 侵攻 が 開始 され る と 時 


全 平和 主義 」 を 実 聞 


人 


大 で 


ィ 泌 や 上 


本 来 。 が 
動 を 揚 華 と する 者 
ドロ 指 載 され た ゼロ シス 
ナー の 指 拉 能力 に よっ て 、M 
を 相手 に 見 事 な 連 歓 役 軸 を 行 


用 いた 大 杯 送 機 。 主 炎上 面 に 4 基 の 椎 進 


品 が 設置 され て いて 、STOL ( 短 華 交 克 睦 
弱 と し て の 能力 を 発 手 する 。 また 機内 格納 堺 
に 最大 で 4 本 の MS を 搭載 可能 で ある 。 工 装 
放さ れ て お ら ず 、 各地 へ の 物資 ・ 兵 員 ・MS 


られ た 


新 機動 戦記 ガン ダム W 新 機動 戦記 ガン ダム W Endl 


シェ ルター・ シ ー ル ド 
SHELTER SHIELD E」 LL: 』 
球 較 紅 一 国家 プリ ュ ッ セル 
れ た 孔 和 件 シス テム 。 大 引 領 
同時 に その ト が 間 じ られ 


ト で 地下 の 大 続 領 府 を 防 衝 


メテオ 」 に 投入 され た 5 機 の 
機能 や 運用 特性 が それ そ 
っ だ り け 共 通す る 


それ が 自 場 桂 置 で あ 


想定 し 提 る あら め る 攻撃 か と 自 電 対置 は コク ピッ ト か ら の 挫 作 (も し く は 機体 
だ が ヒイロ ・ ユ 外 か ら の 加 属 操作) で 起動 し 、 機 体 の 科 
ィ ィング カ EW 族 ) の ツイ 関わ る 重要 填 壊 する 


た ほど で ある 。 また これ と は 別に 
囲 の 二 禁 を 道 問 れ に す 
と する こと も あっ た 


装置 は 自 価 を 
覇 力 を 及ぼ す は 


シェ ン ロ ン ガン ダム 


SHENLONG GUNDAM [ 


が 武道 に 通じ て 門 e 
特殊 装備 と し て 右腕 に 失 シベ リア 基地 


SIBERIA 


可 で の 格 開 昔 で 胡 
尾 村 力 を 持 


に 蜂 伏 を 迫 
自 機 (ウイ ング カ 


MS 覧 に お 


[CW] mg05 sm05 


真 の オペ ベレ ーション ・ メ テオ 
W W | 還 


ジム 


Z の 技 舌 長 。 0Z を 出 弄 し た ゼクス 
けけ き 笠 っ て 南極 地 に 六 っ て 
は 自 坦 し た ウイ ング ガン ダム が 密か に 雷 て 3 込 き 
れ て お り . 機体 の 修復 作業 を る 庄 す る と いう も の な 
称 さ れ た 場合 、20 供 人 も の 人 人 金 が 失わ れる 


日 人 


シル ビア ・ ノ ベン タ 
SILVIA NOVENTA W 


AC.195 に お ける 地球 弄 
ノ ベ ンタ 元帥 の 拓 嫌 。 コロ ニ 
衝突 が 選 け られ な い 状 態 に あ 
読も 説く 祖父 を 坦 党 し 、 ノ 

を 可愛 が っ て いた 


イロ が 会 い に 来る の だ 
まま に 彼 の 命 を 夏 お うと する 


最後 に は 俳 の 告白 を 受け 入れ て 彼 を 許し た 


スイ ー バ ー グ ループ 


SWEEPER GROL 


9 辺 を 本 失 地 と し 
移民 者 の 棄 称 
軍事 講 線 を 行っ て お り 、「 オ ペレ 


夫 
する 特権 陣 越 礎 に よ 
デル マイ ユ は 、MD を 中 
支配 地域 を 拡大 し て 
替 す る 一 部 将校 は 新生 0Z か ら 設 人 す る 
た ズ 派 を 形成 し 、 新生 0Z と C 
ラ 財 団 と の 軍事 面 突 に 突入 。 また 0Z の 翌 乱 新生 0Z (オズ ) の MS: 
を 好 林 と する コロ ニー の 臣 装 市 民 は ホワ イト 
グ を 結成 し て 反 0Z 変 勢 を 明確 化し た 


し ギ ス の 重 黄 を 受け て 次 選 し た 


さ 


スペ シャ ルズ 政府 軍 


SPECIALS LC FE に NT る 6 
全 が 保有 する MS 名 隊 で あい オペ レー ショ ン ・ デ イブ レイ ク ] に * \ 

と 式 名 称 は ル モ ビル スー ツ 障 画 紅 一 連合 軍 は 壊 減 し た が 

きか ら の 分 立 を 求め て 過 洪 化 が 進む コロ ニ 校 は 軍 を 抜け 、 狂 自活 動 を 履 開 し た 


ME EB の 山 角地 域 に 位置 する 自 
の 地位 を 確立 し 、 トレ ー ズ ・ ク シュ リ 


リス マ 性 を 発揮 する と . スペ シャ 


り 、 汚 力 拘 


嫌 滅 と 0Z に よる 支配 


部 了 を 制圧 する に は 充分 だ 


ロフ を 拘 餅 。 さら に 0Z が 詩 
た 電 大 遇 宇宙 音 態 リー ブラ を 符 控 し 、 世界 
戦乱 終結 後に 世界 | 国家 軍 に 対し て 小 を 判 いた の で ある 


1、 地球 再 の 新た 
末吉 ] に お いて は 


する を PT 見 られ た [ 平和 主義 が 確 


代表 と し て 搬 立 され た 


ウェン ウー) ァ | クス ミー キス 


統一 田 末 の こと 。 地 東園 ZECHS MARQUISE Ll 」 
国 素 間 の 垣根 を 描 廃 する 


0Z の MS パイ ロッ ト で あり .「 ラ イト ニ 
の 美 名 を 苑 く 青年 士官 
で あり . か 


れ た サ グ ダ ム 王国 の 王子 で ある 。 王 
園 哨 壊 後 、 渡 転 の 人 生 を 歩ん で いた Pt 1 
Fe ビー スク ラフ ト も 行方 不明 と な っ た NG 科 合 に 析 符 する た Fe : 
聖 ガブ リエ ル 学 園 ズ ・ ク シュ リナ ー ダ と の 親 - < 
ST.GABRIEL SCHOOL I する オペ テ 
を 次 壊 に 導い た ーー 
続 一 達 合 高 官 の 子女 た ち が 多 数 通 た の だ が 、 ヒ イ セ プ テ ム 


の 後 の 運命 を 変え 
柄 を 実行 する 
ス は 


学園 。 高い 気品 と 教本 を 華 ね 備え る 
れる が の 生 視 は それ を 鼻 に 描け 
て 節 外 者 を 導 視 する 信 向 が ある 。 事実 学園 


SEPTEM W 


地球 続 一 直 含 宇宙 軍 を 束ね る 


に 転校 し て きた ヒイロ ・ ユ イ は フ の 後に フト 
称し た イジ ァ 紹 を 受け た が 男 の 選 を 秋 
相手 を 確 り 、 周 団 を 必然 と させ る こと 側 の 急送 泊 引 織 、 キワ イト フ る 


栖 で あり 、「 学 園 一 の お 全 持 ちの お 
られ て いる 


キ 和 以上 を 
FTTSTT で N 


世界 国家 軍 


た トレ ー ズ ・ ク シュ リナ 
球 に 残る 軍備 の 再 続 一 を 
と し て まとめ 上 げた 
と の 全面 戦争 の 了 ( 


地球 側 の 載 力 と な っ た 組織 で ある 。 と は いえ 一 
事 力 を も っ て 地 寺 園 を 平 ー 


新 機動 戦記 


ガン ダム W/ 新 機動 戦 


ゼロ シス テム ・ 


ZERO SYSTEM 


ロッ ト を ダイ 


ぇ ば 


る 加 況 分 析 と 対 9 
イロ ッ ト が 講 刊 
め パ イロ ッ ト に 見 せ 


を 及ば す 危 栓 性 


LH 


ゼロ を 開発 し た 
た MS 操 把 シス 


する イン タ 
より 操 継 6 


こと に 成功 し た 。 だ が 


シス テム 自身 


込ま れ 


潜水 MS 母艦 


Z が 保有 する 大 型 洪水 馬 
に 位置 する MS 


又 肌 型 で 、 両 時 


ク に は 水中 用 MS (パイ シ 


人 の 科学 者 


ム W Endiess Waltz 


| そ 


ソマリ ア 戦 線 


0Z が 発動 し た オペ レ ョ ン ・ デ イブ レイ ク に 
よっ て 地理 画 統 一 連合 宣 は 壊 減 、 連 合 宣 は 
0Z の 下 に 再編 制 され る こ 


北ア メリ カ 西 部 の 夏 温 地帯 に 証 設 
の 中 継 基地 。 オペ し 
た ロー ム 
所 する と 
が 立て 購 も 


た 0Z 
ァ を 発動 
ラ う 財団 が 0Z の 直 栓 指環 権 を 沼 
それ を 快く 思わ な い ト レー ズ 派 符 兵 


ダイ ゴ ・ オ ネ ゲ ル 


DAIGO ONNEGEL 


地球 還 一 
本 部 ルク t 
に お いて 、 サ ンク キン グ ダ ム を 
軍 の 指揮 を 執っ た 人 物 で も あ 
年 後 、0Z に 潜入 し た せ 
ルド ・ ピ ビーズ 


タウ ン ゼ ント 伯爵 


面 民 の 安全 の た め ( フェ ラ 財 団 と 手 を 
いる が 、 心 の 底 で は 財団 の 政 息 を 妹 | 


て 含 講 制 に よる 集団 的 安全 保障 組 貫 が 設立 


た Fl 国 統 一 較 合 で ある 。 地球 蘭 議 
て *ー バ ・ ウ ィ ナ 機能 て を さ 
る の を 部 度 世界 的 な 第 の に 一 
態 反する 国家 も 存 を し 較 証 
地球 較 の 平和 縮 持 
働 的 な た 


高まる も 
に 置い た 


の 妹 一 を 乱す と 信和 視 さ れ た た めで ある 。 3 
強行 な 去 配 体制 に は ロー ム フ ェ ラ 財 団 の 奄 
向 が 反映 きれ て いた 。 地球 園 の 政治 ・ 経 済 を 


は 
線 を 主張 。 その た め ロー ム フ - 
団 0Z( オ ズ ) を 動 


の 協調 路 


Ls 1 


地球 圏 統 一 国家 大 統領 


世界 国家 軍 と ホワ イト ファ 


た AC.196、 地 球 代表 か 
新た な 地球 国 起 治 機構 「 地 球 弄 統一 国家 
た 。 初代 大 続 価 は リリ ー ナ ・ ピ 
完全 平和 主義 」 を 受け 


め と する 戦 開 兵 替 
立 に 終止 特 を 打 


チタ ニュ ウム 合金 


TITANIUM ALLOY 


ーー AC. に お いて リー オー な どの 生産 MS の 装甲 材 
地球 男 続 一 国家 の 施政 の 中 心 と な る 官庁 や フレ ー ム に 用 いら れ た チタ ン 系 合金 字 寄 
地下 に は さま ざま な 関連 施設 用意 され 空間 で し か 生成 で き な い ガン ダニ ュ ウ 


面 で 


る 。 さら に 大 寺領 府 ご と 地下 比べ で 精製 が 容 史 加工 ャ コス! 
で 保 護 優れ て いる た め 、 多 数 の MS に 利用 され た 。 そ 
算 上 は あら ゆ の 反面 、 防御 力 は ガン ダニ ュ ウ 


ウイ ング ガ る 。 の ち に 改良 され た ネオ チ 


全 が 発明 され 、 MS サー 導入 され た 


rr 


新 層 動 C ガ ンダ ム W。 新 本 


GLOSSARY 


臨み に じ る 行基 を 贈 う 。「 オ ペレ り 。 LZ: ニー 郡 を 手 点 と する スイ ー パ - 7 生 0Z と も 呼ば れる 。 トレ ー ズ 酔 する I 旧 0Z 
に レー プ の 出身 で 、 幼い 固め ら 球 | 勢 か カト レー ズ 汽 ) と 前 対し. 地球 一連 人 
OC 松 術 を 0D き 込ま れ て いた ショ ン ・ メ | 員 寺 繁 の 机 権 を 正 け て 多 っ た 。 だ が 勢力 拡大 
下行 中 に 0Z 引 時 で あ ズー ク ーー ES テオ | 発動 積 は ガン ダム デス サイ ズ で 地球 に | の 久 た 世界 国事 と その 代表 で あ 
ナー ダ に 一 菜 対 ち を 的 み 、 逆 に 完 数 を 央 ディ フェ ンス ・ フ ォ ー メ ーション 陸 下 し 、 ハワード の バッ クア ッ プ の 下 、 0Z 間 連 | リリ ー ナ フト が 多 自 に 平和 政策 
DEFENCE FORMATION  [W] 施設 の 破 寺 活動 を 行っ て いた 。 そ の 作 索 し 缶 め た こと に より 、 則 局 は 混迷 。 そ 
最 中 、 ウ イン グ ガン ダム の パイ ロッ ト で ある ホワ イト ファ ング の 製 撃 で デル 
1 会 い 。 不利 な 状況 新生 0Z と ホワ イト ファ ング と の 間 で 発生 し た バ | ロ ・ ユ イ と 遺 遇 し 、 彼 に 軸 味 を 抱い た テ す と 。 デル マイ コ ユ 泊 も 六 工 し た 
て も 戦い を 止め な い 疲 女 の 普 を 目 | ル ジ 攻 恩 埋 に お いて 、 パ ル ジ 克 防衛 を 図る 新 | 行動 を 共に す 
て の 論 り を 取り 戻す 生 0Z が 取っ た 布陣 。 衝 一次 防 害 ラ イン に 座 | 活動 は 0Z 綴 人 
ュ イ た ちと 続 力 し て ホワ | 近 す る ピル ゴ II の 足 を 止め る た め 、 ト ー ラ ス で 絶 | 利用 され 、 ガ ンダ ム パ イロ ッ ト は 地球 
止 し 、 ト レー ズ と の 再戦 対 防 箱 線 を た 。 だ が の 到 方 か ら 非 光 を 受け て し ま 


を と 自ら の 計画 に 従っ で ガン ダム エピ オン の 乱入 に よっ て 防衛 線 は 期 | 争 心 を 失い か けた が 、OZ 志 央 兵 の ヒル テ 
と の 決着 より も 計画 の 道 | 壊 。 バルジ 砲 も 朴 壊さ れ て し まっ た バイ カー と の 出会い が 、 再 び デ ュ オ を 者 い 立 
先 し 、 助 ち 通 げ の よう な 形 で ふた り の 対 せる こ し バ イロ ッ ト に 模 
を 引く <。 その 結果 、 強 席 を 求め る 内 士 帰し 、 コ ロニ ー 市 民 の 起 装 組 織 ホ ワ グ 
て の 箋 と 。 戦い の 末 に も た ら さ れ た 平和 と の WF に 危険 な も の を 感じ 取っ た デュ オ は 


は の 4 人 の ガン ダム パイ ロッ ト と 
ア の 反乱 」 に お いて い 板 いた の だ っ た 。 戦乱 終結 


た の は 、 戦 士 と に ジャ ンク 屋 紅葉 に 動 し ん で トー ラズ 
を 世 界 に 知ら し め 、 そ 時 を 只 ぎ 付け る 医 カ は 健在 で 


TAURUS 

tt いと いう 超 い か ら の も の で ある 。 主 発し た 「 マ リー メイ ア の 反乱 で 
を 搭 業 機体 は シェ ン ロ ン ガン ダム 、 アル トロ ン リー メイ ア 軍 が 保有 する 資源 衛 性 に 漠 入 。 さ 0Z の 宇宙 用 MS。 史上 初め て 実用 化 さ れ た 
ガン ダム ら に 地球 還 練 国家 大 統 府 を 選 る MD (モビ ルド ー ル ) で も ある 。 MD 仕様 は バイ 
【 ア マフ ーー メー ショ ン 】 プラ ネイ ト テ に も 参戦 し た 。 主 ロト を 必要 と し な いた め 、 有 人 機 より も 滴 し い 
き 億 報 し た ビル ゴ H » ズ 、 ガ ンダ ム デ ス サ イ ズ 機動 埋 闘 が 可能 で あり 、 小 隊 単 位 の 的 確 


多 果 的 な 想 新 で は な ょ イズ ヘル (EW 族 達 携行 動 を 実施 する こと で 、 集団 芽 で 真価 を 

発振 する 。 また 艇 単 な 三 表 機 構 を 搭載 し て お 

=. 守 = り 、 戦況 に 含 わせ て MS 形 表 と 高 達 移 二 了 態 

) デキ ム ・ バ ー ト ン デル マイ コ ユ 公 和 懇 を 使い 分 ける こと が で きる 。 主 に 0Z 宇 鶴 還 
DEKIM BARTON DERMAIL DUKE 用 され た 本 材 は 、 表 没 入 


デュ オ ・ マ ックス ウェ ル デル マイ コ 派 
CHANG WUFEI W 本 DUO MAXWELL ロ [町 
チャ ン ・ ウ ー フ ェ イ 。「 力 な き 正 義 は 無量 味 | を AC.195 に 実施 され た 「 オ トレ ー ズ ・ ク シュ リナ ー ダ が 02 在 全 を | 過 し た 
信楽 と する 請 り 高き 載 士 で 、 力 を も っ て 郵 者 を オ ] に 参加 し た 5 人 の カン ダム パイ ひ 後に デル マイ ユ に 同 講 し た 一 流 の こと で 、 新 


ュ が 使 を 落 


だ が デュ オ た ち 


の 強 さ を 発 林 し た 。 し か し 新 穫 M 
j が 登場 する と 、 次 第 に 第 一 団 を 退 
な っ た 。 その 最大 の 要因 と し て は 本 機 に 指 載 
の 未成 府 さ が 挙げ られ る 


コロ ニー 連合 の 有力 勢力 で ある バー トン 徹 団 ロー ム フ ェ ラ 針 団 の 代表 を 移 め る 老人 
所 。 古く か ら 反 地球 國 一 連合 連動 を 支 に よる 地球 園 支配 を 画策 する 
Em 中 援 し て お り 、AC.195 に 実施 され た 「 オ ペレ 財団 の 私 兵 集 団 で ある OZ を 自 
ツバ ロフ レ ョ ン ・ メ テオ 」 の 発案 者 で も ある 。 だ が ロー ム フ ェ ラ 財 団 に よる 支 包 体 測 の 権 立 を 目 
TUBAROV 画 は デキ ム が 思い 提 い た 計画 と は ! 指 ころ が 0Z 総 前 の ト レー ズ 
形 で 発動 し て し まっ た た め 、 自 ら の 手 で | ナー ダ が デル マイ ユ と 意見 を 
デル マイ ユ 公 革 の 直属 と な る 02 計画 を 実 狂 す べく 。 不 面 下 で 活動 し て | OZ は デル マイ ユ 
士 。 無人 MS=MD (モビ ルド ー ル 


+ N ユ 派 と も 呼ば れる ) と トレ ー ズ 派 に 分 
障 否 指 提 を 内 り 、 ロ ー ム フェ ラ 妹 団 が 0Z を 室 

押す る こと に 貢献 し た 
用 の 大 列 宇 宙 戦 能 「 リ 
措 か る が 、 それ を コロ ニー 代 の 反 


を 拉 立 し 、 地 球 園 続 一 団 家 に 対す る ク 
で ある 。 だ が ガン ダム パ 


戦う 寺 


う 。 その た め 事 態 を 愛 庁 し た デル 


を 女王 と する 統治 機関 「 世 界 国家 」 を 組 紅 


ト フ ァ ング (WF) に 利用 され て し まう 。 WF の 5 ¢ リー ナ の カリ スマ 性 を 利用 し て 地球 園 の 安定 
員 で あっ た セ デ ィ ッ チ を それ と 知ら ず 割 官 に 任 | フト (リリー ナド た 。 と ころ が リリ ー ナ が 世界 国 
命 し て し まい 、 リ ー ブ ラ の 完成 と 同時 に 替 わ れ | され 、 筐 発言 権 を 失っ た デル マイ 


て し まっ た の で ある 。 さら に WF に 身柄 を 拘束 さ | れ を 底 っ た ト 球 か ら の 透 亡 を 余 備 な くさ れる 。 し か も 
れ 、MD 開 発 基地 に 痢 隊 さ れ た と ころ を 、 ア ル た ち 最後 に は 直属 の 爺 下 か ら 図っ た 宇宙 で ホワ イト フ ) 開 概 を 受け 
トロ ン ガ ンダ ム の 講 撃 に 巻き 込ま れ て 命 を 落と 逆 賊 ] と し て 射 条 され た の だ っ た 野 雇 半 ば に し て 命 を 落と し た た 


イ ユ 公 動 ) まぐ ま を 方面 で 加 
る 及 才 力行 使 す る 立 電 に あ 

TTF 

対立 を 険 か ら 肪 典 し 、 衝 時 

ヶ 流 が な 厩 史 の 家計 


Pi 


FL て 
1 5 の 野 守 
時 代表 め て いた その 反面 、 分 幅 に 直面 
する と 小物 作り が 回 わ に な り . 自 導 へ た 御 9 


新 機動 戦記 ガン ダム W/ 新 機動 戦記 ガン ダム W Endless Waltz 


|[ 還 | mm 上 5 wwg07 


トー ラス (サン クキ ング ダム 仕様) ドー リア ン 外 務 次 官 | 
W| [ 草 


ピー スク ラフ ト に よっ て 建国 され た 新 | リリ ー ナ ・ ド ー リ アン (リリー ナ ・ ビ ピー スク ラフ ト 
キン グ ダ ム に お いて 、 国 放 防 衛 用 に の 鞭 父 。 元 は サン クキ ング ダム の 元老 だ っ た 
用 重き され た 機体 。 機体 色 が 白 に 変更 され て い | が 、OZ の 保 攻 に 除 し て 、 王 斉 の 血筋 を 引く リ 
る が 、 基 本 的 な 性 能 は ペー ス 根 と 大 差 な いと | リー ナ を 連れ て 脱出 。 以後 は 彼女 の 大 父 と し 


ィ ア ・ フ イン が 搭乗 し 。 サン て 、 和 妻 と 共に 茂 し み 深く 育て 上 げた 。 また 王国 
ダム に 保 攻 す る 新生 0Z と 脱出 後 は 身分 を 名 し て 地球 続 一 連合 政府 
いた 。 また 、 記憶 を 失っ た トロ ワ ・/ に 入り 、 外 季 次 官 の 地位 に 紅い た の だ が 、 こ 
の 機体 を 使用 し た こと も ある れ は 地球 と コロ ニー 国家 と の 対立 を 愛 え る 令 
な り の 行動 だ っ た 。 王 亡き 後 も その 思想 を 実 
誤 し よう と 勢 め 、 その 一 環 と し て 地 束 と コロ ニー 
の 橋 遅 し 役 に な ろう と し た の で ある 。 だ が 、0Z 
の 硫 壌 工作 の 様 的 と され て 命 を 落と し て いる 


トー ル ギ ス トー ル ギ ス I 
TALLGEESE I TALLGEESE TW 


AC. に お ける 、 す べ て の | 
体 。 の ち に 5 機 の ガン ダム 


り 礎 型 と な っ た 機 | トー ル ギ ス の 予 借 パ ー ツ か ら 准 造 さ れ た 2 弱 の 
タイ ブ MS を 開発 し 模 体 の うち の ひと つ (残る 1 機 は の ち に トー ル ギ 
た 5 人 の 科学 者 に ハワード を 加え た グル - ス 男 と 命名 され た )。 額 部 の 章 攻 が ガン ダム ・ タ 
よっ て 、A.C.175 頃 に 設計 ・ 開 発 され 1 イプ MS の よう に 変更 され 。 尼 性 色 も 青 系 交 
われ る 。 開発 叶 の 基本 コレ セプト は 「 生 装甲 | 直さ れ て いる が 、 性 能 は ペー ス 機 と 変わ らち な い 
の 機体 を 高い 推進 力 で 強引 に 制 爾 する 」 と い | 世界 国家 元首 と な っ た トレ ー ズ ・ ク シュ リナ ー ダ 
う も の で 完成 すれ 次 まじ いま で の 松竹 能 | 。 が 搭乗 し 、 ホ ワイ ト フ ァ ン グ を 相手 に 激戦 を 雑 り 
が 実現 する は ず だ っ た 。 だ が 、 そ れ は パイ ロッ ト げた 。 だ が . 尋 到 飛 が 駆る アル トロ ン ガ ンダ ム 
に 最大 15G と いう 役人 的 な 負担 を も た ら す 結 いで. トレ ー ズ と も ども 宇宙 に 散っ て いる 。 
果 と な り 、 通常 の 人 間 に 御 せる 機体 で は な し 

と 判断 され た 。 さき ら に 、 ひ と つの 機体 に 多 
能力 を 未 め 過ぎ た 結果 機体 サイ ズ が 記 大 ( 


トー ラス (ホワ イト ファ ング 仕様 ) 


[] 以後 に 開発 され る で あろ う MS の 栖 準 規格 と す 
る に は 不適 上 と 見 な され た 

新生 OZ に 対し て 誌 桂 橋 起 し た ホワ イト ファ ング は 途中 で 開発 が 許 され 

WF) が 初期 戦 入 し た 機体 。 弱体 素案 に スケ ー ル ダウ ン と 生産 性 を 向上 


色 が 赤み の 強い 筑 に 変更 され て いる が 、 機 体 
性 能 は ペー ス 機 と 変わ ら な い 。 また MD シス テ 


リー オー が 許 生 し た の で ある 。 一 方 、 来 完成 の 
| トー ル ギ ス は コル シカ 島 革 地 に 封印 され で いた 


夫 球 団 一 連合 と コロ 


ム は 排除 され て お り 、 有人 機 に 改修 され て いる | AC.195 に 圭介 が 、AC.195、0Z 特 士 の ワー カー が これ を 発 
月 面 基地 や バル ジ 攻 略 埋 ニー 国家 と の 軍事 衝突 (の ち に 0Z と ホワ イト | 見 。 折り し も 「 オ ペレ ーション ・ メ テオ 」 で 地球 

と ビル ゴ エ が 登場 する と 、 急 速 | ファ ング の 衝突 に 発展 ) 終了 後 。 リリ ー ナ ・ ド ー | に 降下 し た 5 枝 の ガン ダム に 比 記し 得る 機体 
に 取っ て 代わ られ る こと と な っ た ン は 地球 統一 国 誠 の 外務 次 宣 と な り 未 め て いた ぜ ク ス ・ マ ー キ ス が この 根 体 を 主 り 


園 か ら の 貸 力 導 総 と 恒久 的 平和 の た め | 受け 、 自 ら の 果 機 と し た 。 この 時 、 テ スト パイロ 
くす こと と な っ た 。 実父 サン クキ ング ダム 王 | ト を 和 務め た オッ トー は 機体 性 能 を 実証 し て 見 せ 


が 提唱 し た 「 完 全 平和 主義 と 、 材 父 ド ー リ ア | た が 、 骨 度 の G に よっ て 死亡 。 さら に ゼクス 自 
ン の 信念 を 引き 赤 い だ の で あろ う . 身 も 本 標 の 加速 カ に は 符 し め られ る こと と な っ 
た 。 だ が 、 つい に ゼクス は 機体 を 完全 に 制御 


| する まで と な り 、 ウ イン グ ガ ンダ ム や ガン ダム へ 
ビー アー ムズ と の 一 艇 討ち で も 互角 以上 の 埋 
い を 披露 し て いる , 


トー ル ギ ス 四 
トー ル ギ ス TALLGEESE I 


打ち 上 げ 用 ブー スタ ー 


トー ル ギ ス の 予備 パー ツ か ら 書 追 さ れ た | 
A.C.196 に 勃 代 し た 「 マ リー メイ ア の 反乱 」 に お 


ト いて 、 プ リン タ ー に 与 す る ゼクス マー キス (コー 
ーー 型 プ ー ス ター。 MS の 衝 借 と も な る 巨大 な 代物 | ド ネ ー ム : ウ イン ド ) が 杖 集 し た 。 主 兵 姜 を ウイ ン 
トー ラス キャ リア ー で 双 調 シャ トル と いっ た 外見 を し て で い | グ カン ダム ゼロ の ウイ ン パス ター ライ ブル に 区 


に 設置 し た ブー スタ ー は 専用 輸 | する メガ キャ ノン に 換 凌 。 さら に ガン ダム エビ ピオ 
輸送 機 の 推力 を | ン に 搭載 され た も の と 同型 の ヒー トロ ッ ド を 新設 
鎖 1 次 加速 と し て 利用 し つつ 、 大 気 面 上 盾 部 | し . 格 間 胃 か ら 抽 軸 埋 に まで 対応 可能 な 機体 
著 し た 後 は ブー スタ ー 自 体 の 推力 を 使 と な っ た 。 ちな の 慣 体 は トレ ー ズ ・ ク シュ 
に 地球 周回 軌道 に まで 中 ね 上 リナ ー ダ が ゼクス と の 決 生 用 に 用 但し て いた と 
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トー ラス 専用 の 高 吉 輸 送 毅 。 儲 の よう な 船首 
と それ に 続く シャ フト 状 の 船体 で 構成 され 、 識 
装 は 施さ れ で いな い 。 シャ フト 分 分 に 最大 3 標 W ー 
の トー ラス を 接続 し 、 戦 敵 画 域 ま で 到達 し た の て いる 。 その た め 飛 行 中 の が され る 。 だ が ぜ ク ス が ガン ダム エピ オン に 搭乗 
ち に 機体 を 基 妥 する 。 その 複 、 船 体 は 回 収 き | ドー リア ン 外 務 次 官 の 妻 で あり 、 リ リー ナ ・ ド ー も の に な る が 、 ト ー ル ギ ス の 操 訳 に 情 れ た | た た め に 不要 と な り 、 封印 され て いた の だ 
れる か その まま 放 婁 され た よう で ある 。 トー ラス | リア ン ( リ リー ナ ・ ビ ピー スク ラフト) の 葵 母 。 地 | ゼクス ・ マ ー キ ス (ミリ アル ド ・ ピ ー ス クラフト 
キャ リア ー の 登場 に よっ て 、 ト ー ラ ス の 戦場 到 | 東園 の 平和 の た め に 電 走 する 夫 を 理解 する は 難なく 乗り こ 
科 時 間 は 大 帳 に 短縮 され 、 機 体 自体 の プロ ペ | 同時 に . 彼 の 身 に 危険 が 人 迫り つつ ある こと を 覚 
ラン ト 簡 減 に も 役立っ た 。 た だ し 次 期 MD の ビ | 眉 し て いた 。 ド ー リ アン 暗 埋 の 報 を 受け た 夫 

ル ゴ が 実戦 投入 され る と 。 トー ラス キャ リア ー も が 気丈 な 息 度 を 見 せ た の は 、 い つか 
二 座 の 増 を 失っ て いっ た 事 箕 を 記 こ る こと を 錠 っ て いた か ら な の だ ろう . 
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ドク ターJ 


| pocToR 』 


トー ル ギ ス と ウイ ング ガン ダム ゼロ を 開発 し た 5 人 
の 科学 者 の ひと り 。 ウイ ング ガン ダム の 開発 者 
で も ある 。 また ヒイロ ・ ユ イ に 理 闘 各線 を 施し 
理 士 と し て 育て 上 げた 人 物 で も ある 。 か つて は 
に 所 属し て MS の 開発 に 協力 し て いた が 、 の 
[反し 、 コロ ニー 導 立 組織 の 一 軸 と し て 「 オ 
協力 し た 


押 に 大 限 紅 
見 る か ら に 容 性 
と 本 可能 で め 
i 


ドク トル S 


DOCTOR S 


トー ル ギ ス と ウイ ング ガン ダム ゼロ を 開発 し た 5 
人 の 科学 者 の ひと り 。 ガン ダム へ ヘビー アー ムズ 
の 開発 者 で も ある 。 地球 へ の コロ ニー 落と し を 
凌 行 し よう と する トロ ワ ・ パ バー トン を ドク トル S の 
分 下 が 射殺 し た 茶 、「 名 無し の 少年 ] に トロ ワ 
の 名 を 与え 、「 オ ペレ ーション ・ メ テオ ] に 参加 
させ た の は 彼 の 判断 に よる も の で ある 。 


トラ ゴス 
TRAGOS 


0Z が 開発 し た 支援 補 撃 尋 の 本 戦 MS。 商 選 
に 脱 基 可能 な 実体 苦 式 の 大 型 キャ ノン 砲 を 装 
備 可 能 で 、 そ の 陳 に は 機 休 安 定 度 を 高め る た 
め に 脚 部 を 変形 し て 全高 を 低く する (この 機 本 
は 結果 的 に 位 載 物 越 し の 砲撃 を 可能 に する 
っ た )。 また 変形 後 の 脚 部 に ホ パ ー ユ 
ト を 設置 する と 根 動 性 の 向上 も で き 、 重 工 
馬車 績 と し て の 運用 も 可能 と な る 。 この よう 
状況 に 応じ て オプ ショ ン ユ ニッ ト を 使い 分 ける こ 
と で 、 本 機 は さま ざま な 支援 作戦 に 対応 で き 
の で ある 。 だ が 汎用 性 で リー オー に 劣っ て いた 
に は 成り 得 ず 、 MD を 中 心 と する 新 
され る と 、 次 薄 に 導 一 線 か ら 消え 


トラ ント ・ ク ラー ク 
Ll 


新生 0Z (デル マイ ユ 派 ) の 技術 士官 。 ソバ ロ 
フ の 諸 訂 と 称 さ れ て いた が 、 内 心 で は ツバ ロフ 
を 出し 拓く こと を 考え て お り 、 直 狂 さ れ た ウイ > 
グ ガ ンダ ム ゼ ロ と ゼロ シス テム の 接 術 の 独占 を 
だ が 自分 で は ゼロ シス テム を 扱え な い 
と わか る と 。 デュオ ・ マ ックス ウェ ル を テス トバ イ 
ロッ ト に 仕立 て 上 げ 、 そ の 運用 デー タ か ら ゼ ロ 
シス テム 制御 用 の プロ グラ ム を 作り 上 げた 。 だ 
が 、 完全 に 制御 で きず 命 を 落と し て いる 。 


トレ ー ズ ・ ク シュ リナ ー ダ 


TREIZE KHUSHRENADA 


0Z 綴 帥 、 そ し て ロー ム フ ェ ラ 肝 団 の 幹部 を 務 
め る 俊英 。 生ま れ な が ら の エリ ー ト で あり 、 率直 
し た 頭 懇 で 地球 較 と 人 類 の 未来 を 見 通し 、 好 
球 園 の 完全 な 平和 の 実現 の た め 活躍 し た 。 彼 
が OZ (と ロー ム フ ェ ラ 肝 団 ) に 身 を 寄せ た の は 
自ら の 理想 を 実現 させ る た めで あり 、 細 織 と し 
て の 力 を 利用 し た に 過ぎ な い 。 そん な 彼 の 理想 
と は 「 地 球 園 か ら の 完全 な 武力 の 麻 絶 」 で あ 
る 。 だ が 「 紙 いこ そ が 人 類 を 育て る 」 こ と も 承知 
し て いた トレ ー ズ は 、0Z と 財団 の 力 を 使っ て 地 
東園 を 渓 池 に 導き 、 その 中 か ら 出現 する で あろ 
う 新た な 希望 を 育て よう と 考え た 。 そこ で まず ト 
レー ズ は 地球 国 読 一 連合 と コロ ニー 国東 の 対 
立 を 乱 長 し 、 項 合い を 見 て 連合 を 壊 減 さ せ た 。 
そし て 達 合 の 代わ り に 指導 者 的 立場 に 就 い 

0Z を 探り さら な る 温 乱 を 拍 こ うと し た 。 だ が 彼 
の 意図 は ロー ム フ ェ ラ 句 団 の 望む と ころ で は な 
く 、 志 半ば に し て 測 閉 の 愛 ま 目 に 違っ て し まう 
し か し トレ ー ズ を 信奉 する 兵士 た ちの 反乱 に 
よっ て 0Z は 分 製 。 混乱 の 最 中 、 ロ ー ム フェ 
時 団 を 倒し た トレ ー ズ は 再び 歴史 の 家 間 台 に 
立ち 世界 家 元 前 と し て 、 コ ロニ ー 側 の 強 
行 勢力 ホワ イト ファ ング と の 傘 底 杖 載 を 表明 し 
た 。 これ に よっ て 地球 国 は 今 ま で に な い 規 禁 
の 戦乱 に 尊 ま 込ま も る こと に な っ て し まっ た が 
その 一 方 で 5 人 の ガン ダム パイ ロッ ト や [完全 
平和 主義 」 を 提唱 する リリ ー ナ ・ ビ ピー スク ラフ ト 
の よう な 希望 も 謀 生 し た 。 6 球 還 の 未 
来 を 託し 、 最 後に 昔 い の 愚か さ を 人 々 に 示す 
た め に 自ら MS( ト ー ル ギ ス 中 で 電場 に 向 か 
トレ ー ズ は 、 張 天 飛 と の 江 い に わざ と 敷 れ 、 自 
ら の 項 引 き と し た の だ っ た 。 つま りあ る 意味 で 
トレ ー ズ は 誰 よ り も 地 珠 一 の 平和 を 願っ て いた 
と 考え る こと が で きまる 。 と は いえ 独自 の 美学 に 
則っ た 彼 の 言動 は 一 般 人 に は 理解 し 骨 く 、 そ 
の 方 法論 は さら に 難解 その も の だ っ た 。 その た 
め ト レー ズ の 胸 の 内 を 正確 に 理解 で きた 者 は 
皆無 で あり 、 側 近 の レデ ィ ・ ア ン で すら 理 能 に 
昔 し むこ と が あっ た と いう こと だ た 


トレ ー ズ 派 


TREIZE PARTY 


MD の 投入 に 反発 し た トレ ー ズ ・ ク シュ リナ ー ダ 
が 0Z 総 爺 の 座 を 退 も 破 の 理想 を 琶 
け 雑 ぎ 、 デ ル マ イ ユ 公 魚 (ロー ム フ ェ ラ 財 団 代 


家 ) が 実 棒 を 所 っ た 新生 OZ に 反旗 を 本 し た 一 
派 の こと 。 両者 の 対立 は 急速 に 藻 化 し 、 地 球 
国 を 二分 する 武力 面 突 に まで 発展 。 事態 を 重 
く < 見 た デル マイ ユ は 、 リ リー ナ ・ ピ ー ス クラフト 
を 拉 立 し 、 彼 女 が 提唱 する 「 完 全 平和 主義 」 
を 利用 し て 舗 圧 を 還る うと し た 


ドロ シー カタ ロニ ア 
DOROTHY CATALONIA (W ][ 還 ] 


ロー ム フ ェ ラ 肝 団 の 代表 で ある デル マイ ユ 公 時 
に 地球 と コロ ニー の 武力 和 突 
に 巻き 込ま れ て 両親 を 失っ た ドロ シー は 、 以来 、 
し て ある 種 の 屈折 し た 政情 を 拘 く よ う 
に な っ た 。 表面 上 は 戦乱 の 鞭 素 を 希求 し 、 すべ 
て の 破壊 を 望み な が 5 も 、 胸 の 内 で は 加 争 の も 
た ら す 非 憶 さ を 人 一 倍 憎 ん で いた の で ある 。 そ 
の た め 祖 父 で ある デル マイ ユ が 0Z の 実権 を 捧 
る や 、 り リー ナ ・ ピ ビー スク ラフ ト の 下 を 訪れ た ドロ 
シー は 、 リリ ー ナ の 提 順 する 「 完 全 平 和 主 義 」 を 
理 定 し 、 寺 争 の 到来 を 待ち 焦 が れる よう な 朋 度 
を 示し た 。 きら に 0Z が 新生 0Z と トレ ー ズ 派 に 分 
裂 し 、 地球 國 に 混乱 が も た ら さ れる と . 今度 は コ 
ニー の 武力 細 織 ホワ イト ファ ング と 接 苑 。 自ら 
MD シス テム を 名 作 し て きら な る 混乱 を も た ら そう 
と し た 。 だ が カト ル ・ ラ バー パ ・ ウ ィ ナ ー と の 一 
騎 討 ち に 際 し て 、 「 自 分 が 戦争 好む の は 、 そ の 
意 眉 き を 人 々 に 思い 知ら し め る た め た 
告白 。 その 後 は ば 戦い か ら 身 を 5 引 
だ が 軽 争 を 憎む 心 が 彼女 か ら 消え る こ 
AC.196 に 二 発 し た 「 マ リー メイ ア の 反乱 」 で は 
民衆 を 動 し て 反戦 運動 を 展 間 し て いる 


トロ ワ ・ バ パー ドジ シ 


TROWA BARTON 


ガン ダム ヘビ ピー アー ムズ の パイ ロッ ト 。 年 齢 や 経 
礎 と いっ た 一 切 の デー タ が 不明 (トロ ワ ・ バ ー ト 
ン と いう 名 前 は 本 名 で は な い ) で ある が 、 幼い 頃 
か ら 工 作 員 と し て の 市 線 を 受け て いた らし く 、 MS 
の 拘 導 を は じ め と する 各 様 走 壌 工作 に 長け て 
いる 。 それ が 影響 し て か 、 自 分 は 戦う た め だ け に 
存在 する 兵士 だ と 思い 込ん で お り 、 戦 し 
て 常に クー ル な 答 度 を 座 さ な い 。 その 反面 、 人 
間 と 狗 め た 者 に は 3 中 り の 変 勢 を 見 せ 
容 晃 な が ら も さり げ な く 相手 を 気 違 っ て いる 。 気 
難し い ヒイロ ・ ユ イ や 張 五 飛 が h ロ ワ に 対し て だ 
は 憎まれ 口 を 叩か な い の は 、 彼 の 優し さ を 知 
いる か ら な の だ ろう 。 AC.195、 コロ ニー 勢 カ 
の 先 締 し て 「 オ ペレ ーション ・ メ テオ ] に 参加 し 
た トロワ は 、0Z の 台頭 と コロ ニー 側 の 府 切 り に 
も 屈せ ず 、 兵 士 と し て の 使命 を 果たそ うと し た 
だ が 時 走 す る 四 有 ル ・ ラ バー バ ・ ウ ィ ナー を 止め 
その 身 を 投げ 出し 、 その 戦 閲 に より 記憶 末 
失 に 胞 り 、 半 ば 魔 人 の よう 
地球 園 の 平和 の た 
目 に し た こと か ら 自 分 を 取り 戻し 、 以 往 は 世界 国 
京 と ホワ イト ファ ング の 戦 関 を 針 圧 すべ < く 参戦 し 
た 。 また AC.196 に 勤 発し た 「 マ リー メイ ア の 反 
乱 ] で は 、 い ち 早く マリ ー メ イア 軍 に 潜入 し て 詞 
査 を 開始 、 兵 士 と し て の 甚 が 錠 っ て いな い 様 を 
見 せ 付け た 。 ちな み に 平 時 に は 各 コ ロニ ーー を 
業 す る サー カス 団 に 身 を 寄せ て お り 、 ビ エロ と し 
て 優れ た 身体 能力 を 扶 可 し サー カ 
ス の 花形 の キャ スリ ン ・ ブ ルー ム は トロ ワ の こと を 
気 に 棋 け て お り 、 彼 も 表 に は 出さ な いも の の キャ 
スリ ン を 思い 違っ て いる よう で ある 。 主 な 授 乗 模 
は ガン ダム へ ビー アー ムズ 、 ガン ダム へ ビー アー 
ムズ 改 、 ガン ダム へ ビー アー ムズ 改 (EW 版 


て いる 


トロ ワ ・ バ ー ト ン (本 物 ) 


TROWA BARTON Hi 


カ の 用 泊 閣 (バー トン 久 団 ) の 指 
痢 者 で あり 「 真 の オペ レー ショ ン ・ メ テオ 」 を 計 
画 し た デキ ム ・ パ ー ト ン の 息子 。 苑 著 に 長け た 
デキ ム に 対し て 魔 な 息子 と 東 さ れ て いた が 
本 人 は 周囲 の 反応 に まっ た く 気づか ず 、 親 の 
威光 を 等 に 藩 て 大 き な 感 度 を 取っ て 3 
の オペ レー ショ ン メ テオ 」 で 彼 が ガン ダム へ ビー 
アー ムズ の パイ ロッ ト に 抜 括 さ れ た の も 、 デキ ム 
の 影響 が 大 きい と 思わ れる 。 だ が 。 あ まり に 好 
理 的 な 太 度 を 危険 提 し た 内 剖 の 者 に よっ て トロ 
ワ は 晴 務 され て し まい 、 た また まそ の 場 に 選 合 
る 無し の 少年 が 「 ト ロワ ・ バ ー ト ン ] に 成 
り 圭 わっ て 地理 に 降下 し た 


MA・ ャ ン ラ ィ 


新 機動 戦記 ガン ダム W 


新 機動 戦記 ガン ダム W Endless Waltz 


(WM) mg05 ser08 


ナナ キ ニュ ー ポ ー ト ・ シ ティ 
PE レー NEW PORT CITY W 

地球 還 続 一 連合 の 士官 で あり 、 ブ ント の 部 (し 人 平生 義 を 提唱 す る リリ ー ナ ・ ピ ー ス クラ 

下 。 「 オ ペレ ーション ・ デ イプ レイク] を 発動 し フト (リリ ー ナ ・ ド ー リ アン ) が 中 心 と な っ て 革 国 

た OZ に よっ て 連合 が 壊 減 し た こと で 連合 軍 は し た 独立 国家 サン クキ ング ダム の 首都 。 海 剛 

0Z の 傘下 に 併 香 さ れる こと に な っ た が 、 逆 6 線 に 広がる 丘 隊 地帯 に 圭 訟 され 、 高 礎 尋 然 物 

これ を 好機 と 見 た ブン ト は 自 部 隊 を 率い て 連合 = を 配 し た 得 や か な 千 癌 み が 特 徴 で ある 。 また 官 

ナイ ロビ 基地 軍 を 部 反 。 中 国 の 山 后 地区 に 属 を 憶え 、 そ こ ニコ ル 邸 の 類 は 確 設 され ず 、 リリ ー ナ が 学園 長 を 務め 
NAIROBI BASE W を 独立 自治 区 と し て 宣言 し た 。 0Z の 支配 の ら | | NicoL [本] | | < 学園 が 放 政 の 中 心 と な っ て いた 。 し か し 先 


ーー 地元 民 を 守る た め と いう ブン ト の 言葉 を 信用 し 平和 主義 と リリ ー ナ の 


カカ を 恐れ た デル マイ 


アフ リカ 大 隆 東部 に 位置 する 地球 園 紙 一 連 た ナナ キ は 、 自 分 た ち に 償 向 か う レ ジス タン ス 0Z に 吉 誠 を 医 う 士 写 。 レデ ィ ・ ア ン の 部 下 で ュ が 新生 OZ 部 藤 を 差し 向け 、 ニュ ー ポ ー ト ・ シ 

合 の 前 線 基地 。 OZ に よる 軍事 グ クーデタ ー「 オ と 交 載 。 その 最 中 に 突如 と し て 山岳 地区 に 優 あり 、 レ ディ に 対す る 信頼 と 患 閉 は OZ へ の 思 ティ は 電 火 に 焼 か れる こと に な っ て し まっ た 
ペレ ーション ・ デ イブ プレ イク 」 の 攻撃 有恒 に な り 攻 し て きた 0Z 部 潤 に も 応戦 し た 。 だ が ブン ト は | い を 上 回 る ほど だ っ た 。 0Z か ら 明 反 し た ミリ ア ョ 
ゼクス ・ マ ー キ ス と ルク レツ ィ ア ・ ノ イン が 率い | 自治 区 の 安全 を 保障 する 代わ り に 0Z と 裏 取 | ルド ・ ピ ー ス クラ フト (ゼクス ・ マ ー キ ス ) の 重 な 
る 構 誤 が 攻撃 を 仕掛 けた 。 優秀 な 兵士 を | 引 を 交わ し て お り 、 ナ ナ キ は ゲリラ に 杏 返 っ た | 向 を 独自 に 調査 し た の は その た めで ある 。 また 

ふた り も 派遣 し た こと に クー デ タ ー の 普 謀 者 で | 裏切り 者 と いう 千 印 を 押さ れ て し まう 。 そし て 友 ッ パ ロフ に 撃た れ て レデ ィ が 息 師 状態 に 胞 Et 


ある トレ ー ズ ・ ク シュ リナ ー ダ は 首 を 儲 げ た が 軍 の 近 護 も 受け られ な いま ま 、0Z か ら 集中 砲 | た 際 に は 片 時 も そば を 離れ よう と し な か っ た は 
基地 に は 0Z に 同調 する 勢力 が 少な 火 を 命 を 落と し た の だ っ た 。 主 を 搭乗 機 | 冷酷 な 軍人 と 駐 生 の よう な ふた つの 人 格 を 併 

め に 洪 埋 が 予測 され る と いう 腹心 、 レ デ は リー オー せ 持 つ レ ディ に 振り 回 され る こと も 多々 あっ た 

ン の 説明 に 得 心 が い だ っ た が 、 最 後 まで 徳 の 中 放心 が 据 ら ぐ こ と は な か . 


た よう だ 


の が 
3 


の 中 億 に 見え 


南極 103 ポ イン ト nea 
~~ 
ロ ー - ネオ チタ ニュ ウム 合金 
GO1 (連合 が 付け た ウイ ング ガン ダム の コー ド ュー エド ワー ズ 基 地 NEO TTANIUMALLOY  [ 還 
ネー ム ) の 消息 を 追 吐 す る 連合 の アハ ト 調 査 NEW EDWARDS BASE W] ya っ Lc 
| 官 が 、 ト ロワ ・ バ パー トン の ガン ダム へ ビー アー ム デキ ム ・ バ パー トン 率い る パー トン 脚 団 に よ 
ズ と 交戦 し た 場所 。 近く に は OZ の バー クレ ー | 北米 大 陸 に 位置 する 地球 還 紙 一 連合 の 基 | 開発 され た MS サー ペン ト の 装甲 材質 。 税 来 
| 到 18 が あり 、 そ こ で ゼクス ・ マ ー キ ス は 極秘 東 | 地 。0Z 趣 師 、 ト レー ズ ・ ク シュ リナ ー ダ が 画策 | の チタ ニュ ウム 合 全 よ り も 届 性 に 富む と 同時 
に ウイ ング ガン ダム を 修理 し て いた 。 機体 の 存 | し た 軍事 クー デ タ ー「 オ ペレ ーション ・ デ イブ プレ | 重量 の 増加 を 極力 抑 えて お あり 、 ガ ンダ ニュ ウム 
在 を 連合 と 0Z に 伏せ る べく 出撃 し た ルク レツ ィ | イク ] の 中 心地 で も ある 。 コロ ニー 国家 が 5 機 | 。 合 例 に 次 ぐ 能 力 を 有する 装甲 材質 で ある 。 た 
ア ・ ノ イン を 助け る た め 、 ト ロワ は 、 アー ミー ナイ の ガン ダム を 地球 に 降下 させ た と の 較 を 受け た が 、 ネ オチ ウム 合金 は MS 用 以外 に ほほ 
ナタ ク フ の 一 繋 で アハ ト の エア リー ズ を 一 関 。 だ が 機 人 高官 ち は ニュ ー エ ド ワ ー ズ 基地 に 信 結 | と ん ど 用 傍 が な いた め 、 こ の 合 全 の 過 穫 出 
NATAKU WE 件 が 場 発する 前 に アハ ト は 鞍 情 を 完了 し て し ま | し 、 対 策 を 講じ る こと と な っ た 。 だ が 得 鍵 派 で | に 目 を 付け た プリ ペン タ 
い 、 ガ ンダ ム の 存在 が 連合 と OZ に 感知 され て | ある 運 合 軍 最 高司 久 官 ノ ペン タ 元 本 と 撤 紙 注 | イア の 反乱 を 刻 知 す で きた の だ 
林 区 所 が 自分 の 生 繧 (シェ ン ロ ン ガン ダム と ア で ある 連 合 補 宙 軍 セブ テム 和 軍 が 対立 し 、 会 
ルト ロン ガン ダム ) に 付け た 別名 。 本 素 は 古代 談 は 物 分 か れ に 終わ っ て し まう 。 や む な く 〈 ノ ペン 
タ 元 名 を 含 衝 健 泊 は 基地 を 去る うと する が 
その 能力 それ こそ が トレ ー ズ の 狙い だ っ た 。 彼 は エド ワー 
に 絶対 の 信頼 を 置い て いた よう で ある 。 その 一 ズ 基 地 で 開催 され る 会 講 の 情報 を ガン 
方 で 、 ナク ク と いう 名 は 五 族 の 許婚 が 名 華 っ て イロ ッ ト に 温 光 し 、 基地 を 疫 撃 する よう に 差し 向 
\ た も の で ある 。 これ に よれ ば 、 五 擬 は L5 コ ロ けた の で ある 。 し か も その 情報 は トレ ー ズ に よ 
の 指導 者 で ある 夫人 (ロン ・ シ リン ) の 承 て 巧妙 に 操作 きれ て あり 、「0Z の 前 硫 部 が 入 
娘 で ある 功 妹 本 (ロン ・ メ イラ ン ) と 婚約 し て お 結 す る 」 と いう 内 容 に 改 置き れ 、 全 世 界 に 流れ 
り 、 妹 誤 が 自ら を 「 ナ タク ] と 名 乗っ て いた 。 だ る よう に 工作 きれ て いた 。 その た め 、 出 現し た 5 
が 尋 菩 は コロ ニー を 狙っ た 0Z と の 東 騰 で 命 を 機 の ガン ダム に よっ て 基地 は 壊滅 。 さら に ノ ベ 
落と し 、 彼 女 の 名 を 残す た め に 愛 機 を そう 時 人 ん ンタ 5 穏健 泊 を 乗せ た シャ トル も ウイ ング ガン ダ 
だ と いう の で ある 。 さら に 元 連合 軍医 の サリ イ ーー デー ム に 撃隊 され て し まい 、 伸 戦へ の 道 は 閉ざさ れ 
ポテ は 五 飛 が 機体 を ナタ ク と 呼ぶ の を 見 て 、 古 が ー を る こと に な っ た 。, うし て トレ ー ズ は 労 せ ず し て 
代 中 国 の 武信 小 直 「 寺 神 演 義 ] に 登場 する 人 運 含 軍 の 抵 統 溢 開 を 処 政 し 、 き さち に 0Z に よる 
人 造 人 間 を 思い 出し た と も 言わ れ て いる 連合 宴 中 層 を 進め て いっ た の で ある 
99.29 


プペ ンタ 
NOVENTA 


地 天 転 一 較 合 の 最高 司令 官 ( 元 伺 ) で 、 コ 
ロー ニー 連合 と の 苑 和 を 順 う 要 健 派 に 属す る 人 
物 。「 オ ペレ ーション ・ メ テオ 】 に よっ て 5 機 の 
ガン ダム が 地球 に 降下 し た こと を 楓 に コロ ニー 
国家 と の 関係 改 療 を 進め 、 地 球 の 軍縮 か ら 宣 
偽 措 廃 まで を 視野 に 入れ て 行動 し て いた 。 だ 
が それ は 、0Z 絶 帥 トレ ー ズ ー ク シュ リナ ー ダ の 
望む と ころ で は な く 、 ト レー ズ が 條 っ た 医 に か 
か っ た ヒイロ ・ ユ イ の 手 で 命 を 落と し て 
し て 、 彼 の 死 が 0Z の 台頭 と 地球 園 
泥 乱 を 拓く こと と な る 。 ちな み に 
と いう 馬 が お り 、 日頃 か ら 目 に 入れ で も 全く な い 
ほど 徳 女 を 光博 し て いた と い 


ノ ベ ン タ 夫 人 


Mrs. NOVENTA 


ヒイロ ・ ユ イ の 手 に 詩 か っ て 命 を 落と し た 地球 
尋 統 一 連合 最高 司令 官 ノ ペン タ の 委 。 シ チ 
リア で 障 通 生活 を 送っ て いた と ころ を 訪問 し た 
ヒイロ の 真 便 を 国 り か ね 、 一 度 は 冷た く 追い 
返し て し まう 。 だ が 、 の ち に ヒイロ も 電 い の 自 
性 者 な の だ と 思い 芋 り 、 徳 の 身 を 案じ た 手紙 
を リリ ー ナ ・ ピ ビー スク ラフ ト に 託し て いる 。 以下 
に 挙げ た 一 文 は その 手紙 か ら の 挨 粋 で ある 。 
「……… 実 療 の 訪問 に 覧 き 、 私 は 自分 の 心 の 
中 に ある こと を 、 あな た 方 に 上 手 く 伝え る こと が 
で き な か っ た と 思い 、 こ の 手紙 を 書く こと に し ま 
葉 い の 中 、 自分 の 犯し た 作 斉 の ミス で 苦 
し お む の は お や め な さい 。 あな た 方 の よう な 純粋 
な 少年 た ち が 明 る く 生き られ る 世界 を 早く 作ろ 
うと し て 、 ノ ベン タ や ベン ティ は 死に まし た 。 属 
い は あり ませ ん 。 これ が 戦争 な の で す 。 誤っ た 
過去 は 護 も 辛い も の 。 で も あな た 方 は まだ 
の で す 。 未来 を 作り 出す こと を 考え で くだ さい 、 
私 た ち 一 族 は あな た 方 に 会 えて 光栄 で す 。 一 
日 も 早く 、 戦い の な い 世 界 が 訪れ ます よう に 
親 党 な る ヒイロ ・ ユ イ さま 。 


ノ ベ ン タ 砲 


NOVENTA CANNON 


地球 国 寺 一 連 含 の モ ガ デ ィ ジ オ 基地 に 設置 
され た 大 型 ビー ム 砲 。 要 窒 の ジェ ネ レ ー タ ー と 
直結 する こと で MS の 武装 と は 桁 遺 い の 大 出 
カビ ー ム を 撃つ と と が で き 、 周 団 に 賠 み を 利 か 
せ て いた 。 また HP 弾 と 好 ば れる 特 交 弾頭 を 発 
射す る こと も で きる 。 これ は 標的 の 直前 で 提 艇 
し 、 無 数 の 小 弾頭 を 浴び せる と いう も の で あ 
る 。 だ が 要 攻 早 を 狙う ゼクス ・ マ ー キ ス は 
トー ル ギ ス の 高 機動 性 を 活か し て 敵 に 有 準 を 
付け る 隊 を 与え ず 、 逆 に ドー バー ガン の 一 撃 で 
ノ ベ ン タ 秦 を 破壊 し て いる 


は 


パー ガン 


リリ ー ナ ・ ド ー リ アン (リリ ー ナ ・ ビ ピー スク ラフ ト ) 
の 字 実 な 胃 事 。 サ ンク キン グ ダ ム 時 代 か ら リ 
リー ナ に 仕え て お り 、 彼 女 の 身 の 安全 を 和久 一 
に 考え て 行動 する 。 日 頃 は リリ ー ナ の 身の回り 
の 世話 や 運転 手相 いる が 、 実 は フェ 
ン シ ン グ が 得意 で あり 、 必 要 に 辿 ら れる と 情 に 
尋 ば せ た 地 銚 を 使う こと も た め ら わ な い (幼少 
時 の ミリ アル ド ・ ピ ー ス クラ フト に フェ ン シ ング 
の 稽古 を つけ た の は パー ガン で ある )。 温厚 な 
人 物 で あり 、 リ リー ナ は 厚い 信頼 を 寄せ て いる 。 


バー クレ ー 基 地 


BERKELEY BASE 


南極 地区 に 詳 論 され た 0Z の 軍事 絡 王 。 周囲 
を 厚い 氷壁 で 違 ら れ 、 吉 空 織 以 外 の 接近 は ま 
ず 困 心 と いう 陸 の 柱 島 で ある 。 その た め 音 四 
的 な 価値 は 低い が 、 物 を 隊 す に は 最適 の 場 
所 と 言え る 。 この 特徴 を 逆手 に 取っ た ゼクス - 
マー キス は 、 0Z に は 内 密 で 坦 破 され た ウイ ング 
ガン ダム の 修復 を この 基地 で 行っ た 。 し か し 
修 役 に 必要 と な る ガン ダニ ュ ウ ム 合 全 を 大 量 
に 運び 込ん だ た め 、0Z の 注意 を 著 き 付け る こ 
と に な っ て し まっ た 


バー トン 財団 
BARTON FOUNDATION  [ 国 ] 
地球 時 一 連合 と 対立 する コロ ニー 国家 連 


合 の 中 で も 建 大 な 発言 を 持つ 有力 者 で 、 代 
表 は デキ ム ・ パ ー ト ン 。 AC.195 に コロ ニー 
連合 が 実施 し た 「 オ ペレ ーション ・ メ テオ ] は 
財団 が 中 心 と な っ で 計画 され た と 言わ 
れる 。 た だ し その 時 の 計画 は 財団 (お よび デキ 
ム ) が 思い 描い て いた も の と は 異な る 形 で 発動 
し て し まっ た た め 、AC.196 に は 「 真 の オペ レー 
ショ ン ・ メ テオ ] の 実行 を 目指 す 「 マ リー メイ ア 
の 反乱 」 を 引き 起こ し た 。 その 際 、 財力 に 物 を 
言わ せ た 有 財団 は 新型 MS の サー ベン ト を 開発 
さら に この 機体 を 400 機 も 配備 し 、 戦 力 を 放 要 
し た 培 球 園 の 掌 畠 を 目指 し が ガン ダム 


の パイ ロッ ト た ちや プリ ペン ター を は じ め と する 
者 た ちの 活躍 に よっ て 反乱 は 失 到 。 デキ ム 自 
身 も 部 下 か ら 某 清 され て し まっ た 。 その 後 の 財 
団 の 存続 不明 。 


パイ シー ズ | 
PISCES LL 


連合 海軍 と 0Z が 層 用 し た 水中 
同系 列 機 の キャ ン サ ー と 比較 す 
る と 戦 負 能力 に 劣る も の の 派 用 性 に 優れ 、 達 
合 が 支配 する 海域 の 多く で 使用 され た 。 可変 
機 農 を 備え て お り 、 サ ブ マ リン モー ド ( 氷 中信 
航 モ ー 形 す る こと で 大 其 度 凌 
に な る 。 この 能力 を 利用 し て 禁 海 で 0 
利用 され る こと が 多かっ た 。 ゼクス ・ マ ー キ ス と 
の 埋 闘 で 海底 に 没 し た ウイ ング ガン ダム を サル 
ペー ジ す る た め に 投入 され た 。 主 な 搭乗 者 は 
ルク レツ ィ ア ・ ノ イン 


バス ター ライ フル 


BUSTER RIFLE W 


ウイ ング ガン ダム の 主 兵 閉 と な る 大 市 ピー ムラ 
イフ ル 。 通常 の ピー ムラ イフ ル よ り も サイ ズ が 
大 きく 、 形 状 も 複雑 化し て いる の は 、 そ れ だ け 
高い 火力 を 秘め て いる た めで ある 。 モ ー ド セレ 
クタ ー に よっ て 火力 の 調節 は 可能 で あり 、 最 
大 出力 で は 半径 150m の 空間 が 完全 に 焼き 
払わ れる こと に な る (また 男 周 外 で も 電磁 環 審 
な ど に よっ て 精 名 弧 器 に 深刻 な ダメ ー ジ を 受け 
る )。 その 反面 。 最大 で 3 発し か 撃て な いと いう 
橋 め て 限定 され た 武 療 で ある 。 だ が ウイ ング ガ 
ンダ ム の パイ ロッ ト で ある ヒイロ ・ ユ イ は パス ター 
ライ フル の 特性 を 見 事 に 使い こなし 、0Z の 
MS 部 隠 を 相手 に 多大 を 還 果 を 。 
ちな み に バ ー ド 形態 に 変形 し た 際 に パス ター ラ 
イフ ル は 機 昔 に 設置 され 、 そ の 状態 で も 使用 
可能 で ある 


バル ジ 砲 


BULGE CANNON 


| 


増設 され た 大 型 ヒ 
ニー 勢力 に 対す る 名 


ハワード 
HOWARD 
ドク ターJ ら 5 人 の 科学 者 と 共に 、 ト ー ル ギ ス の 
同 発 に 携わっ た 人 物 。 だ が 自ら の 研究 が 地 圭 


の 戦 息 に 拍車 を 掛け る こと に な っ た 
研究 か ら 身 を 引い て 地球 も 


2Z に 反 枯 する 人 る の 支 栖 者 と な り 、 地 
上 を 四 け 還っ て いた 。 オペ し i 
の 発動 に よっ て 地球 に 拓 下 

メ ウ ェ ル の 活動 を パッ クア 

下 乱 桁 期待 を 寄 


鞭 反 し た セ 


100-31 


れ た も の の 、 そ 
WiFi は 往還 すさ ざる を 得 な か 


ハワード の クレ ー ン 船 


地球 国 罰 一 連合 に 代わ っ て 
揮 っ た 0Z に 紙 撤 する 人 々 に 対し 
探す る ハワード が 記 有 する 大 査 クレ 
た 目 は 武装 も 何 も 許 され 


カ で 制圧 
克 発 し 、 妹 自 に 交 凌 活動 を 行 
表 は 元 連合 軍医 

地上 各地 に 醒 ら ば る 反乱 分 
0Z の 


ぃ を 回 収 し 、 コ ロニ 
と の 材料 に 利用 し よう 
イロ - ト を 保護 し 、 彼ら 
を 担当 し た こと も ある 

連合 宣 将 兵 や コロ ニー 連 
間 の 忘 用 兵 と いっ た 維 多 る 
し サリ ィ の 指 挿 の 下 、0Z』 
困 を 歴 放す 多種 多様 な 作 


WM mM5 se 09 


EAC.180. 
ト 王 は 「 完 全 平 和 
式 力 の 廃 状 を 新 え た 。 地球 と 
が 武力 衝突 に 発 属 し た 場合 
贈 害 が 生じ る こと を 


義 」 を 提 
宇宙 の 対 
地球 園 と 人 


に 王 の 気 高 き 訴 え 


ピー スク ラフ ト 学 園 


存 | 時 


ビー スク ラフ ト が 復 異 させ た サン クキ 

ム に 建設 され た 、 完 全 寄 宿 載 の 学園 
完全 平和 主 閉 」 に 同調 す 
の 生徒 で ある (新生 
よる 支配 体制 を 
ち を 札 芋 させ た と する 

きも ある ) 。 通常 の 勉学 の 他 に 完全 平和 主 
の 理念 を 教え て いた が 、 新 生 0Z の 健 攻 に 
国 は 艇 体 。 学園 の 生徒 た ち も バラ バ 
て し まっ た 。 と は いえ リリ ー ナ が 伝え よう 
平和 主義 の 教え は 彼ら の 脚 に 鐵 
に 区 ける 一 文 は 学園 に 集 


リー ナ 


の 人 に 与え られ た 

ヾ て の 自由 が 認め られ な い 

ば な り ませ ん 。 協和 共存 に 必 

は 他人 を 思い 條 る 気持 ち で す 。 決し て 
あり ませ ん 。 過去 


ピー スク ラフ ト 家 の 高速 飛行 機 


ピー スク ラフ ト 家 が 保有 する 自家 用 高達 飛行 
楊 。 ノ ベ ペン タ 夫 人 の 手紙 か ら ヒ イロ ・ ユ イ が 生 
き を 知っ た リリ ー ナ ・ ピ ビー ス ク ラフ ト は 
友 座 に この 機体 で 南極 の バー クレ ー 基 地 に 向 
か っ た 。 その 中 不審 な 行動 を 取る ゼクス 
マー キス を 探査 する 0Z 特 季 部 隊 と 接触 。 危う 
撃 絆 され そう に な っ た が 、 ト ロワ ・ パ ー ト ン の 
挫 料 で 誠 機 を 彼 す る きた 


こと も 知ら な け 
Ec 


k ッ プ ト 斉 の 融和 波 な が ら も VTOL 
機 座 を 代え 民間 の 幸 栖 と し て は 権 め て 高 作 
る 、 ちな ナ の 候 事 を 務める パー ガ 

0Z 邊 手 の 寺 亡 痢 で は な か な か 


わずか 
朋 に 王 の 肌 像 画 が 還 か 
13 年 舞 り に 王国 へ と 戻っ た 
いり ド ) は 三信 げに そ 


は 


ピー スミ リオ ン 
PEACE MILLON 1 


如 座 を 備え 、 実 了 の 戦闘 能力 
と 勢力 の 決戦 
も な く 艇 を 調 直 


め に WF が 投入 


最 和 に は 
Mf 
ピー スミ リオ ン 攻 撃 部 隊 


ピ オン を 凍 撃 し た り 卿 
イエ イト と メリ ク \ と する 

ルコ ゴロ! 隊 で 展 成 され て いる 。 リー ブラ の 主 栃 タ 

控 め 、 笑 体 が 挫 ? ミリ オン は 許 業 コ 

ロニ ー 地 吾 に 身 を 履 め て 修理 を 行っ て いた 

だ が 、 そ れ ( ズ が 攻撃 部 障 を 

中 一 方 、 ヒ か ら は ら 5 模 の ガン ダ 
周辺 軍 域 で 落 埋 5 
た 。 し か し し ィ 

ビル コ ゴ 了 は 全 江 


リウ ス も 


夫 村 され で し 


ヒイロ ・ ユ イ ヒイロ ・ ユ イ ビ ピクト リア 養 成 所 


101-31 


ndless Waltz 


ピル コ 】 有人 型 
ス と 界 な り 。 ビル ゴ は 完全 自筆 午 の MD で 
ある 。 だ が MD シス テム に 柔軟 性 が 足り ず 、 


と も すれ ば 単調 な 戦闘 そ 線 り 返 す だ け と な 
る 問題 点 を 抱え て いた 


[W][W| mm05 se 10 


フォ ー メ ーション FV | 
FORMATION FV 


| ラウ ト 邊 


CO) 


新生 0Z の トー ラス 部 隊 が 実施 し た 戦術 バター 
ン の ひと つ 。 搬 動 性 に 佑 れ る トー ラス の 特徴 を 
取 使 し た 高 机 動 連携 攻撃 の と と で ある らし い 。 
トロ ワ ・ バ パー トン と カト ル ・ ラ バー バ ・ ウ ィ ナ ー 
を 乗せ た ルク レツ ィ ア ・ ノ イン の シャ トル に 対し 
て この 戦術 が 行わ れ た 。 この 時 の トロ ワ は 記 
憶 吾 矢 状 態 だ っ た が 、 身 体 が 戦い を 覚え て い 
た た 区 に 攻撃 を 寄せ 付け な か っ た 。 さら に カト 

ンダ ム サ ン ドロ ッ ク の 控 護 に よっ て トー ラ 
ス 部 隊 は 全 減 し て いる 。 


ビル ゴ | 
| VIRGO LI 


ヒル デ ・ る a バイ カー 
HIRDE SCHBEIKER  [W][ 還 ] 


| プリ ベン ター 


PREVENTER 


0Z に 囚われ た ドク ターJ を は じ め と する 5 人 の 
科学 者 が 開発 し た 攻撃 力 に 特 化し た ヴァ イエ 
條 と 、 防御 力 重視 の メリ クリ ウス の 能力 を 1 機 
で 体現 する こと を 目的 と し て ツバ ロフ が 開発 し 
た 。 その た め 主 兵 装 は ヴァ イエ イト と 同系 続 の 
ピー ムキ ャ ノン を 装備 (た だ し 粒子 加速 器 が 右 
肩 に 内 惑 され た た め 、 火 力 は ヴァ イエ イト より 
も 劣る ) 。 また 防御 面 で は 左肩 に 3 基 の プラ ネ 
イト ディ フェ ン サ ー を 搭載 し て いる (3 基 で は 機 
体 全 体 を 防御 し 切れ ず , 3 機 1 組 で 行動 する こ 
と を 全 儀 な くさ れ た )。 また 07 系 列 開 と し て は 、 
初め て 装甲 素材 に ガン ダニ ュ ウ ム 合 会 を 採用 
し た 機体 で も ある 。 これ ら 装 備 は ビル ゴ の 開発 
コス ト を 跳 れ 上 げ る 要因 と : 『、「[ オ ペレ ー 
ショ ン ・ ノ ヴァ 」 の 遂行 を 目指 す OZ は 月 面 基 
地 で 大 量 に 生産 。 その 後 、 地上 各地 に 配備 さ 
れ た ビル ゴ は 、 既 存 の MS を 上 回 る 能力 を 活か 


し て 各地 の 電場 を 席 扶 し た 。 
ビル ゴ L | 
VIRGO I | 
0Z の 月 面 基地 を 占拠 し た ホワ イト ファ ング が 、 
基地 の MD 生産 施設 と 余剰 改良 パー ツ を 


完成 させ た 機体 。 その た め 外 観 は 似 て 
汎用 性 を 重視 し た ビル ゴ 『 は 主 兵 装 と 
し て 長 砲身 の ビー ムラ イフ ル を 装備 。 また ビー 
ム サ ー ベ ル を 追加 する こと で 近接 戦闘 へ の 対 
応力 を 付加 し た 。 一 方 、 防御 の 要 と な る プラ ネ 
イト ディ フェ ン サー を 両 肩 に 計 8 基 設置 する こと 
で 死角 を 減ら し 、 背 部 に 大 型 スラ スタ ー を 増設 
し た こと か 5 ら 機動 性 も 向上 し て いる 。 さら に 搭 
載 さ れ た MD シス テム は ゼロ シス テム と の 連動 
が 可能 と な り 、 ド ロ シ ー・ カ タロ ニア は リー ブラ 
の ゼロ シス テム を 駆使 し て ビル ゴ T 部 隊 を 組織 
的 に 運用 する こと で G チ ー ム を 苦し め た 。 だ が 
は チー ム 側 も ガン ダム サン ドロ ッ ク に 増設 され : 
セロ シス テム を 駆使 し 、 カ トル ・ ラ バー パ ・ ウ ィ 
ナー を 中 心 と し た 組織 戦 に よっ て ビル ゴロ I 部隊 
は 壊 小 に 追い や られ た . 


コロ ニー 出身 の 0Z 記 願 兵 で 、 偶 林 遭 遇 し た 
オ ・ マ ックス ウェ ル の 捕 締 に 
、 コロ = 


後 は 彼 の サポ ー ト に 尽力 す 
て し て ふた り で 行動 する 機会 が 
無鉄砲 な 行動 に 出る デュ オ を 心 
、 危 な っ か し い 彼 を 特別 な 存 
在 と し て 意識 する よ た よう だ 。 コロ 
の 武装 勢力 ホワ イト ファ ング の 旗艦 で ある リー 
ブラ に 単身 で 潜入 し 、 重 傷 を 負い な が ら も 艦 の 
デー タク を 持ち 帰っ た こと は 、 彼 女 の 一 途 る 想い 
の 表れ と 見 て 取れ る 。 ヒル デ の 想い は デュ オ に 
届き 、 戦乱 紅 結 後 は 共に ジャ ング 屋 を 賞 で な ど 
に 渡る パー トナ ー に な っ た よう だ 。 主 な 搭 
乗 機 は リー オー、 ト ー ラ ス 。 


な っ た ルク レツ ィ ア ・ ノ イン 
ム 。 冷静 な 表情 の 下 | 
熱い 情熱 を 隠す ノイ ン に 相応 し い 名 前 で ある 、 


【 フ ァ イ ア ー】 戦乱 の 火種 を 消す た め に 結成 され た 
に 炎 の 名 を 持つ 構成 
か も し れ な い 。 し か 


し 再 を も っ て 専 を 
強力 な 炎 を 


A.C.195 の 戦乱 終結 後 、 あ 5 ゆる 武 問 を 放 爆 
し た 地球 較 続 一 国家 に お いて 、 唯 一 の 実戦 ・ 
謙 報 組織 と し て 編制 され た 部 隊 。 地球 園 の 平 
和 の 誰 持 と 武装 勢力 の 台頭 を 監視 する の が 
主 な 任務 で ある 。 鏡 圧 用 の 宇宙 戦闘 艦 や MS 
を 保有 し て いる た め 、 部 隊 の 存在 は 一 般 市 民 
は お ろか 、 政 府 高官 で も ご く 一 部 に し か 知ら さ 
れ て いな い 。 また 構成 員 た ち は お 互い を コー ド 
ネー ム で 呼び 合い 、 そ の 素性 は 不明 な 部 分 が 
多い 。 し か し 組織 と し て は 極め て 有 能 で あり 、 
AC.196 に 発生 し た マリ ー メ イア の 反乱 の 半 
候 を いち 早く 発見 し た の も プリ ベン ター で ある 。 
指揮 官 の レデ ィ ・ ア ン は 「 ゴ ー ル ド 」、 ル クレ 
ツィ ア ・ ノ イン が [ファイアー]、 サ リィ イ ・ ポ ウゥ が 
「 ウ ォ ー タ ー」 を 名 乗る 。 なら に マリ ー メ イア の 
反乱 で は 、EVE WARS 以 来 行方 不明 だ っ た 
セ ゼクス ・ マ ー キ ス が 「 ウ イン ド 」] の コー ド ネ ー ム 
で 反乱 舗 圧 に 手 を 貸し た 。 


を 組織 し メ 7 
ォ や ルク レツ ィ ア ・ ノ イン ) を 迎え 入れ 


有 能 ヵ 鐘 夫 関 と たっ た の で ある 
プロ フェ ッ サ ーG 
PROFESSOR G [WI[ 還 | 
クタ ーJ ら と 共に ウイ ング ガン ダム ゼロ を 開発 し 


た 5 人 の 科学 者 の ひと り 。 の ち に ガン ダム デス 
サイ ス を 手掛け て いる 。 ステ ルス 技術 の 権威 で 
あり 、 デ ス サ イズ に 搭載 され た ハイ パ 
は 彼 の 最高 傑作 で ある 。 その 一 方 で デス サイ 
ズ を 任せ る に 相応 し い 人 材 を 探し 、 デュ オ ・ マ ッ 
クス ウェ ル と いう 逸材 を 見 つけ 出し た 。 スイ ー 
パー グル ー ブ に 属す る デュ オ は 物事 を 斜め か ら 
見 る 状 が あっ た が 、 彼 は それ 以上 に 偏 屋 で あ 
リ 、 時 に は デュ オ を も 驚か せる ほど の 行動 力 を 
発揮 し た 。 デス サイ ズ の 破壊 を 試み る デュ オ の 
先回り を し て 、 あ ら か じ め 坦 弾 の 信管 を 抜き 取っ 
て お いた の も 彼 の 行動 カ の 現れ と 言え よう 。 


中 国 山 岳 地 域 を 管理 下 に 置く 地球 園 統一 連 
合 の 将校 。 0Z の クタ ー デ ター に よっ て 連合 が 倒 
れる と 、 管 理 地区 を 独立 させ て 自ら の 王国 (と 
いう 名 の 独裁 政権 ) を 築 こ うと し た 。 その た め 
| に は 斉 切 りや 窒 通 も 辞 さ ず 、 部 下 の ナナ イ を 
悪役 に 仕立 て 上 げ 、0Z に 王国 を 説 め させ よう 
と し た 。 し か レシ ェ ン ロン ガン ダム の 攻撃 を 受け 


ショ ン ・ デ イブ レイ ク 」 に よる 0Z の 連合 解体 
の 温 : 独立 国家 で は 次 々 と 内 載 が 発生 , 
連合 の 駐留 部 隊 を 率い て クー デ タ ー を 起こ し た 
ブン ト は 、 その 代表 的 人 物 で ある 。 


| 
ロー ム フ ェ ラ 財団 を 中 心 と する 武力 に よる 支配 
制度 に 反対 し た 地球 各国 国 室 が 、 サ ンタ キン 
グ ダ ム で 極秘 会 謎 の こと 。 完全 平和 
主義 を 掲げ る リリ ー ナ ・ ビ ー ス クラ フト に 殴 同 し 、 
平和 共存 の た め の 方 策 を 話し 合 と は い 
え サ ンク キン グ ダ ム に も ロー ム フ ェ ラ 財 団 は 人 
会 合 が 効力 を 発揮 する 


サーG】 5 人 の ガン 
特徴 


ed 人 
を 掲げ る 国 は 多い が 、 ほ と ん ど が 小国 の た め , 
ロー ム フ ェ ラ 財 団 に 対抗 で きる 力 は な い 。 その 
た め 彼 ら は サン クキ ング ダム と の 協力 を 考え 、 リ 
リー ナ と の 間 に 会 談 を 設け た の だ っ た 


| ペン ティ 


地球 早 統一 


連合 の 将軍 。 ノ ペ ンタ 元帥 が 提 
勢力 と の 融和 路線 に 替 同 し て 
お り 、 和 を 唱え 6 セブ テム 笠 電 と 対立 し 


ポ ナ ー パ 


地球 園 統一 較 信 コル シカ 基地 の 


令 宣 を 務 
め る 人 物 。 連合 の 飛 直 的 軍備 増強 


買っ て いた スペ シャ ルズ (の ちの 0Z) 
不信 感 を 鍵 わ に し て お り 、 彼ら を 追い 落と そう と 
画策 し て いた 。 だ た が ガン ダム の 概 撃 か ら 合 懸け 
ドナ ー パ を 逃 が そ うと し た 0Z 特 届 、 ワ ー カ ー 
に 胸 を 打 た れ 、「 す まん ] て いる 。 


| ボナ ー バ の 飛行 骨 


地球 國 続 一 連合 コル シカ 基地 司令 宜 、 ポ ナー 
パ が 指 探す る 空中 発令 所 。 外観 も 構造 も 古 
風 な 飛行 船 そ の も の で 、 戦闘 に は まっ た く 不 向 
き で ある 。 だ が 連合 の 権威 を 重んじ る ボ 
は 艇 えて 飛行 船 か ら 指揮 する こと で 、 連 合 内 
で 勢力 を 伸ばし つつ ある 0Z の 牽制 を 図っ た の 
だ っ た 。 部 隊 の 頭上 か ら 指揮 する こと で 、0Z 
より 優位 に 立 と うと し た よう で ある 。 


| ホワ イト ファ ング 
| WHITE FANG 


WF。 コロ ニー 勢力 の 過激 集団 が 編制 し : 
一 勢力 の 指導 者 ヒ イ 


装 組織 。 か つて の コロ 
口 ・ ユ イ の 右腕 と | 


独立 運動 組織 を 母体 と し 、 
残党 や OZ トレ ー ズ 派 、 ス イ 
吸収 し て 武装 部 起 。 手始め | 
ポリ ュー ショ ン を 発動 し た WF は OZ 宇宙 軍 総 
司令 ソバ ロフ を 拘束 する と 同時 に 、 月 面 の MD 
生産 工場 と 宇宙 戦 能 リー ブラ を 掌握 し 、 そ の 
戦果 を 地球 園 に 喧伝 する こと で 歴史 の 表 舞 台 
を 現し た 。 さら に ミリ アル ド ・ ピ ー ス クラ フト 
を 組織 の 象徴 と し て 迎え 入れ 。、 世界 国家 に 対 
し て 宣戦 を 布告 。 WF と 世界 国家 軍 の 戦闘 は 
トレ ー ズ ー ク シュ リナ ー ダ の 死に よっ て WF の 
勝利 に 終わ っ た 。 し か し WF 側 も 指 害 は 大 きく 、 
リー ブラ の 主砲 と MD 制御 シス テム の 破壊 に 
よっ て 戦力 は 壊 小 。 カー ンズ も 戦闘 中 に 行方 
不明 と な り 、 最 終 的 に ヒイロ ・ ユ イ と の 決闘 に 
アル ド が 、 リリ ー ナ ・ 

に こと で WF は 消 減 し 


地球 園 統一 連合 


パー グル ー プ を 


ー ダ ] 徹 
いら ヒイロ ユイ 


マツ アカ ッ クシ 


La 


0Z の 台頭 を 危険 視 す る 中 東庄 国 が 独自 に 開 
発し た 局 地 戦 用 量産 MS。 特に 砂漠 で の 運用 
を 考慮 され て お り 、 夏 漢 で の 戦闘 能力 は リー 
オー を 上 回 っ て いる 。 また 少し の 改修 で 宇宙 戦 
も 可能 な ほか 、 移設 戦 用 MS オリ ファ ント ヒ パ ー 
ツ を 共有 する こと で 汎用 性 を 高め て いる 。 ちな 
み に 本 機 を 運用 する マグ アナ ッ ク 隊 に は 全 40 
機 が 配備 され て いる が 、 パ イロ ッ ト の 特性 
わせ た カス タマ イズ が 各 機 に 施さ れ て いる た 
め 、 同 一 機 は 存在 し な いと いう こと で ある 。 


イロ ッ ト 特性 に 応じ 
在 する 


マグ アナ ッ ク 隊 
MAGANAC CORPS 


ラシー ド - ク ラマ を 隊長 と する MS 部 隊 で 、40 人 
と いう 大 所 帯 が 特徴 。 0Z と の 対決 を 予 漠 し た 
中 東 諸 国 が 編制 し た の だ が 、 実 際 に は カト ル 
ラバ ー バ ・ ウ ィ ナ ー の 補佐 役 と し て 活 忠 し て い 
る 。 それ ぞ れ が 独自 に カス タマ イズ し た 専用 マ 
グ ア ナ ッ ク を 有 し 、 カ トル の ガン ダム サン ドロ ッ ク 
に よる 指揮 の 下 . 乱れ ぬ 戦 闘 を 行っ た 

、A.C.195 の 戦乱 を 


証 済み で ある 。 また A.C.196 に 起き 
イア の 反乱 の 際 は 、 太陽 に 向け て 廃棄 され た 
ガン ダム を 回 収 する た め カト ル に 協力 し て いる 


マリ ー メ イア ・ ・ ク シュ リナ ー ダ | 
MARIEMAIA KHUSHRENADA _ ( 画 | 


AC.196 に 乏 肝 ん た 「 マ リー メイ ア の 反乱 に 
お いて 、 軍 事 ク ー デ ター を 起 
軍 の 総 大 将 に 奈 り 上 げ ら れ た 少女 。 
クシ ュ リ ナー ダ の 忘れ 形見 で ある と 主張 し 、7 
犬 と は 思え な い は ほど の 威 誠 を も っ て 軍 を 制 し た 
だ が 実際 に 指揮 権 を 有 は 彼女 の 後 
見 人 た る デキ ム ・ バ パート. マリ ー メ イア 
は 単なる 使 倫 に し か 過ぎ な の で ある 。 し か 
し デキ ム か ら 教え られ た 出自 を 信用 し 、 父 の 遺 
を 継ぐ こと こそ が 自分 の 使命 だ と 信じ る 少女 
デキ ム の 思惑 な ど 気づく よし も な か っ た 。 し 
か し 完全 平和 主義 を 細く リリ ー ナ ・ ピ ビー スク ラフ 
て 最後 に は 目 を 開か され 、 ク ー デ ター 
鎖 圧 後 は 新しい 人 生 を 歩む こと と な っ た 。 


あり 、 


マリ ー メ イア の 反乱 | 


画 | 


AC.196 に 勤 発し 
者 は マリ ー メ イア ・ 
ン )。 完全 平和 主義 へ の 道 を 進む 
地球 園 統一 国家 を 否定 し た マリ ー メ イア が 、 父 
で ある トレ ー ズ ・ ク シュ リナ ー ダ が 思い 描い 
界 国家 を 復活 させ る た め に 蜂起 し た と され る 。 だ 
が ーー 勢力 に よる 地球 園 支配 
論 む デキ ム が カモ フラ ー ジ ュ と し て マリ ー メ 
イア を 擁立 し : 棄 し た 地球 
統一 国家 は マリ ー メ イア 軍 の 侵攻 を 止め られ 
ず 、 一 時 は 大 統領 官邸 を 占 操 さ れ て し まう 。 し か 
し 秘 補 組織 プリ ベン ター と 、 ガ ンダ ム パイ ロッ ト 
た ちの 活躍 反乱 は 銀 圧 。 混乱 の 最 中 デキ ム 
は 床 役 され 、 マ リー メイ ア も 重 作 を 負う こと じ な っ 
た が 、 一 命 は 取り 留め て いる 。 


アナ ッ ク 隊 】 「 マ グ 


ク ] と は タガログ 語 


り 、 隊員 た ち は 


神通 ・ サ ンタ イズ 


101-32 


102-29 


ガン ダム W 新 機動 戦記 ガン ダム W Endless Waltz 


a 


| ニュ ニシ 


0Z の 台頭 に 反発 する モデ ィ ジオ 基地 の 制 
圧 任務 を 与え られ た MS パイ ロッ ト 。 技量 は 優 
人 格 に 問題 が あり 、 基 地 語 令 の 
け 入 れる こと な く 無 抵抗 な 基地 要員 
し か し 、 そ の 非道 な 行為 を 許さ 
な か っ た セク ス ・ マ ー キ ス に よっ て 周 清 され て 
いる 。 搭乗 機 は エア リー ズ 


ミリ アル ド ・ ピ ー ス クラ リト | 


mm 


| 0Z 所 属 の 技 4 


士 。 レイ ク ・ ビ クト リア 基地 
勤務 し て いた が 、 ゼ クス ・ マ ー キ ス に よっ て 持 
ち 込 ま も た トー ル ギ ス に 触れ た こと で 技術 者 と 


し て の 血 が 叉 ぎ 、 以 


、 ゼクス と 行動 を 


っ た 。 ゼ クス が トー ル ギ ス を 複 元 し 、 
0Z に は 内 密 で 自 探し た ウイ ング ガン ダム を 修 
復 で きた の は 、 メ ー ザ ー の 技術 力 が あっ た れ ば 
こそ で ある , 


MILLIALD PEACECRAFT WI 


0Z 上 級 特 尉 ゼウス ・ マ ー キ ス の 本 名 。 完全 
平和 主義 を 提唱 し た た め に 地球 国 続 一 連合 
に 減 ぽ され た サン クキ ング ダム の 王子 で ある 。 
祖国 の 復讐 の た め に 名 を 変え て いた が 、 連 合 
崩壊 後 は サン クキ ング ダム 親善 大 使 と し て 本 


名 を 名 乗り 、 コ ロニ ー 勢 力 に 平和 と 非武装 化 
を 説い て 回 っ た 。 し か し 完全 な る 平和 を 打ち 立 
て る に は 人 々 に 戦い の 愚か き を 見 せつ ける 必 
要 が ある と 吉 フイ ト フ ァ ン グ の 指導 者 と し 
て 世界 国家 に 宣戦 を 布告 し た 。 そし て ヒイロ ・ 
ユイ と の 決戦 の 機 を 地球 園 全域 に 知ら し め る 
こと で 、 戦い の 酸 さ を 示し た の で ある 、 


ミリ アル ド ・ ビ ピー 


メリ クリ ウス 
| | MERCURIUS Ea 
0Z に 身柄 を 拘束 され た 5 人 の 科学 者 が 開発 


し た 試作 MS で 、 ヴ ァ イ エ イト と 名 付け られ た 兄 
弟 機 が 存在 す る 。 長計 能力 を 重 禄 する 
こと で [最強 の 矛 ] と な っ た ヴァ イエ イト に 対し 、 
メリ クリ ウス は 圧倒 的 な 防御 カ を 有する [最強 
の 盾 」 と し て の 能力 が 付与 され る こと と な っ た 
その 臣 、 防 御 の 要 と な っ た の が 、 音 部 に 10 基 
装備 され た 円 角 状 の フィ ー ル ド ・ ジ ェ ネ レー ター 
「 プ ラ ネ イ トディ フェ ン サ ー」 で ある 。 ご これ は 強 
力 な 電 左 フィ ー ル ド を 発生 させ る 装置 で 、 ジェ ネ 
レー ター を 機体 誠 団 に 配 する こと で あら ゆる 方 
向 か ら の 攻撃 を 防ぐ こと が で きる 。 この 兵器 は 
MD の ビル ゴ に 度 け 継が れ 、 鉄 避 の 防御 力 を 
見 せ た 。 さら に ビー ム サ ー ベ ル を 内 吉 し た 専用 
シー ルド 「 ク ラッ シュ シー ルド | を も 装備 し 、 ま さ 
に 鉄 吾 の 取 御 能力 を 押入 し た の で ある 。 月 基 
地 で の 完成 直後 は 、 ガン ダム パイ ロッ ト の ヒ イ 
ロロ ・ ユ イ が テス ト パ イ ロ ッ ト を 季 め て いる 。 その 
| 只 に トロ ワ ・ パ バー トン の 乗る ヴァ イエ イト と コン ビ 

を 組み 、 ミリ アル ド ・ ビ ー ス クラ フト の 乗る トー ル 
| ギ ス ャ カト ル ・ ラ バー パ ・ ウ ィ ナ 

ンダ ム セ ゼロ | 戦 し た 。 

に よっ て 暴走 する ヒイロ を 止め る た め 、 カ トル に 
) ち に 自爆 し て いる 。 の ち に ホ 
区 る と MD シス テム を 搭載 
され た 無人 機 と し て 生ま れ 変 わっ た 
得 な い 高 加速 に よ : 


CW 05 mm11 


も | 


モビ ルド ー ル | 
| MOBILE DOLL 四面 )| 


0Z が 開発 し た 無人 MS の 総称 で 、 正 式 名 称 
は 「MOBILE Direct Operational Leaded 
Laborl。 優秀 な パイ ロッ ト の 戦闘 デー タ を アル 
ゴリ ズム と し て 組み 込む こと と で 、 そ の バイ ロッ ト 
の 能力 を 愛 け 継い だ 無人 機 を 多数 配備 する こ 
と が 可能 と な る 。 その た め 安 価 で 優れ た 兵器 
る 手段 ど 、 そ の 一 方 、 戦 争 
て し まう 危険 性 も 同時 に 取 


リナ ー ダ は MD の 導入 を 毛嫌い し て お り 、 そ れ 
が 元 で OZ を 追わ れる こと と な っ た 。 


[モビ ルド ー ル 】 無人 機 
械 的 で 、 一 片 の 狂い も な い 連 携 機 


が 特徴 で ある 


a | 
RASID KURAMA WM) 
地球 国 統 一 連合 と OZ に 対 扶 す る 中 東庄 国 
組織 し た MS 部 層 「 マ グ ア ナ ッ ク 隊 |] の 隊長 
隊員 た ちと 家族 の よう に 接する 反面 、 戦 開 で 
は 厳し い 指揮 官 と し て の 一 面 を 見 せる 。 だ 
れ も す べ て は 隊員 た ちの た めで あり 、 ラ シー ド を 
中 核 と する マグ アナ ッ ク 隊 は 回 い 絆 で 結ば れ て 
いる の で ある 。 また ガン ダム サン ドロ ッ ク の パイ 
ロッ ト 、 カ トル ・ ラ バー バ ・ ウ ィ ナー の よき 従者 
と し て 働き 、 カト ル の 活動 を 全面 的 に サポ ー ト し 
た 。 主 な 搭乗 機 は マグ アナ ッ ク (ラシー ド 機 


| リー オー 
LEo 男 画 
0Z が 開発 し た MS。 すべ て の MS の 原型 と な 


ー ル ギ ス を ペー ス と し つつ 、 量 産 化 を 踏ま え 
改修 が 施さ れ て いる 。 また 操作 性 も トー ル ギ 
ス よ り も 重量 化 され 、 結 果 的 に 時 代 を 代表 する 
MS と な っ た 。 その 後 、 地球 世 統 一 連合 へ の 正 
式 配 備 が 決定 し た 本 量 に 生産 され 、 そ 
れ に 伴っ て いく つも の 派生 機 を 生み 出し て いる 


9 還 


ed A | 


| UBRA 


新生 0Z 宇 宙 軍 の ツバ ロフ が 主導 し て 建造 
艦 。 地球 園 を は ぼ 統 一 し た 新生 OZ 
が 、 完 成 直前 に 
WF) が 強奪 。 以 


の カ の 象 | 
半 命 組織 ホワ イト ファ ン 
後 は WF の 旗艦 と し て 軍用 され た 。 正八 面体 
の セン ター ブロック と それ を 取り 囲む 4 個 の 形 
の ブロ ッ ク で 構成 され 、 お よそ 宇宙 革 能 らし 


い 雇 を し て いる 。 だ が 攻撃 と 防御 力 は 並み 
の 艦艇 を 上 回 り 、 特 に 艦 中 央 に 設置 され た 主 
砲 ( 砲 ) は 、 地球 周回 軌道 上 か ら 地上 
を 狙撃 で きる は どの 威力 を 有 し で いる , 


リリ ー ナ ・ ピ ー ス クラ フト 
| RELENA PEACECRAFT [ W [町 ] 


0Z に 減 ぼ され た サン 
クキ ング ダム の 王女 と いう 出自 が 明らか と な り 、 
0Z の 台頭 を 如 問 視 す る 彼女 は サン クキ ング ダ 
ム を 再興 。 亡き 父 の 遺志 を 継ぎ 、 完 全 平和 主 
義 を 提唱 する 。 彼女 の 唱え た 主張 は や が て 地 
球 国 を 動か し 、 地球 と コロ ニー の 戦乱 を 停止 さ 
せる 応 動 に な っ た の だ っ た 。 EVE WARS 後 
は ドー リア ン の 姓 を 名 乗り 外務 次 官 と し て 平和 
に 尽 カ し て いた 。 A.C.196 年 に 起き た 「 マ リー 
メイ ア の 反乱 」 で は 、 か つて の 世界 国家 元首 
クイ ー ン ・ リ リー ナ と し て 、 マ リー メイ ア ・ ク ッ 

リナ ー ダ に 地球 囲 の 最高 位 を 譲る よう 
れる 。 だ が 反乱 の 首謀 者 デキ ム ・ パ バー トン (に 
距 ら され る マリ ー メ イア に 葵 炊 と し た 態度 を 見 
せ 、 過 ち を 認め る よう に 


ルク レツ ィ ア ・ ノ イン 
LUCREZIA NOIN LE 


0Z 上 級 特 尉 と し て 男性 顧 負 け の 活躍 を する 
女性 士官 。 ゼクス ・ マ ー キ ス を 誰 よ り も 信頼 し 
彼 の 活躍 を 陰ながら 支援 し て いた 。 ゼクス が 
0Z 出 革 し た の ち も 最 後 まで 彼 の は 
・ ビ ピー スク ラフ ト と し ] 
た ゼクス の 姿 に 苦悩 し な 
も 、 彼 が 真意 を 明か し て くれ る の を 待ち 続け た 
そし て ゼクス の 行動 か ら 地球 園 に 戦乱 を も : 
電 乱 終結 の 


ゅ ら だ 。 すべ て の 戦い が 
終結 し 、 地 球 國 か ら 争い の 火種 が な く な っ た 
時 、 ゼ クス は 行方 を くら ませ た が 、 そ れ で も ノイ 
ン は 彼 の 帰還 を 信じ て 待ち 続け た 。 彼女 の 苦 
労 が 報 われ た の は それ か ら 約 1 年 後 。 再び 地 
球 園 に 戦乱 の 予兆 が 満ち は じ め た と きだ っ た 
主 な 搭乗 機 は エア リー ズ 、 トー ラス 


団 


りら 続い て いる 組織 で 、 欧 州 を 中 4 
を 重んじ る 王 合 貴族 な どの 特権 隊 
と する 。 自ら の 既得 権益 の 維持 と 拡大 の た め 


レデ ィ ・ ア ン 

LADY ANN [Wm] 

0Z 疹 似 ト レー ズ ウ シュ リナ ー ダ タダ の 右 枕 。 ト レー | | 曹 此 鈴 

ズ と 彼 の 掲げ る 理想 を 強く 信 病 し 、 軍 務 か ら RON SHIRIN 
政治 工作 まで 幅広 い 分 野 で 補佐 し そし て 

トレ ー ズ の 期待 に 応え る べく 自 己 古 示 で 可 女 | ロン ・ シ リン 。 L5 コ 1 


と し て の 人 格 を 生じ させ 、 コ ロニ ー 側 と の 外交 
に 牙 ん だ 。 これ に より 冷徹 な 0Z 将 校 と 甘党 に 
満ち た 聖女 の 人 格 の 下 で 揺れ 動く が 、 ト レー ズ 
の 真意 を 理解 し た は 人 格 が 地 合 。 世界 
平和 の た め に 行動 する よう に 


老師 0 
LAO-SHI-O LE 
9 グ ht 


生 0Z に 身柄 を 拘束 され て ガン ダム 以上 の MS 
開発 を 強要 され る が 、 そ の 裏 で シェ ン ロ ン ガン 
ルト ロン ガン ダム 


ダム の 改造 を 実施 。 新た に 
と し て 生ま れ 変わ ら せ た 。 


ン ロ ン ガ ンダ ム の パイ ロッ ト で ある 3 
族 の 長 。 自ら が 戦う 意義 を 見 失 

五 て 、「 カ ど | 
戦い 0 お 前 が お 前 自身 に 
いか な けれ ば 、 お 前 の 敢 は 3 
で き な い 」 と 進む べき 道 を 説い た 


工 語 上がり と いう 経歴 か ら 地 球 (に 
の ガン ダム の 性 能 に 興味 を 持ち 
する 能力 を 擁する トー ル ギ ス を 
そし て 機体 を 運搬 する 時 間 を 枕 


rR 


ヌメ 102-30 


FE 5 SHEET DN 


アイ ム ザ ッ ト ・ カ ー ト ラル | 


新 夫 球 連 孝 軍 の 前 身 で ある 政府 再建 委員 会 
の 調 報 統括 官 に し て 、 最 若手 メン パー。 フロ ス 
ト 兄 弟 の 直属 の 上 司 で 、 彼 ちら に ニュ ー タ イプ 
の 確保 を 命じ て いる 。 ゾン ター エ プ タ を 拠点 と 
し て ガン ダム DX の 開発 の 指揮 を 的 っ て お り 
ュー タイ プ と ガン ダム DX で 委員 会 を 出し 抜 こ 


新地 球 連 孝 軍 の 中 下 族 隊 族 旗 ア マネ 
随伴 する 護衛 戦艦 。 艦 後部 中 央 に M 
が 存在 し 、 空母 機能 も 付与 され て いる 


| 赤い 二 連 星 


RED TWIN STARS 


ー タ イプ を 名 乗る 二 人 組 。 第 7 次 字 宙 戦 
で は ふた り で 戦艦 15 令 を 撃沈 し た と 、 街 顕 
イプ を 騙 
本 当 は 特別 な 能力 な ど 


売り 込み 
て い 


職 探 


| 7 ス ド ラ 語 氷 

ASTROAZA 

宇宙 革命 軍 の アス トラ ー ザ 級 宇 軍 巡洋艦 の 
総称 。 ラン スロ ー・ ダ ー ウ ェ ル の 座 乗艦 [パテ 
オオ 」 を ど が あり 、 宇 宙 委 命 軍艦 陣 の 中 核 を 占 
めで て いる 。 


地球 連邦 軍 と 宇宙 革命 軍 に よる 第 7 次 宇宙 
戦争 終結 を 元 年 と する 年 号 。 宇宙 に 移民 し た 
人 人類 は 地球 側 (地球 連邦 軍 ) と 宇宙 側 (宇宙 
革命 軍 ) に 分 か れ 、 数 度 に 計る 宇宙 埋 争 を 線 
り 返し た 。 そし て 第 7 次 宇宙 戦争 に お いて 、 地 
球 連 邦 軍 は コロ ニー 破壊 を 目的 と する ガン ダム 
X を 投入 。 宇宙 革 命 軍 は コロ ニー 落と し で 対抗 
し た 。 これ に より 鞍 争 は 人 類 絶 減 に 近い 共 倒 
れ と いう 形 で 終結 を 迎え で いる 。 その 結果 、 地 
球 国 は 人 口 の 9 宙 を 失 文明 や 技術 は 大 き 


「 ア ベル ・ バ パウ アー 
LABEL BAUWER_ 


お 6 六 か 5 の 宮 5 き 
| だ 中 折 。 ニュ ー タ イプ の 素質 を 持っ 


まう 


イプ 能力 を 目 


| アマ ネ セル 
LAMANECER 


新地 球 連邦 軍 総 司令 官 フィ クス ・ ブ ラッ ド マ ン 
自ら が 乗り 込む 、 宇宙 艦隊 旗艦 。 志方 向 に 構 
並べ た 特異 な 艇 体 が 特徴 的 で 
IS カタ バルト が 設置 し ある 。 


動 する こと は は と ん ど な く 、 ア 
る 護衛 が 付く 


ネ セ ル ] 単独 で 


| アル タネ イ テ ィ ヴ 社 | 
| ALTERNATIVE CORPORATION 


を 軍事 利用 し て 軍事 産 葉 の トッ プ に 躍り 出 よう 
と 画 筑 し て いた 。 2 度 に 渡り ティ ファ ・ ア ディ ー ル 
を ラボ に 拉致 し た が 、 フ リー デン の クル ー と が ロー 
ド ・ ラ ン に よっ て 礁 財 さ れ て いる 。 その 後 、 パ ル 
チャ ー 同 士 の 抗争 に 巻き 込ま れ て ラボ は 消失 し 
て いる 。 総 責任 者 は フォ ン ・ ア ル タ ネ イ テ ィ ヴ , 


ーー 
ウツ ツー | 
WITS SUU 
フリ ー の MS 乗り 。 し : アル タネ イ テ ィ ヴ 社 
棋 撃 の ト に 雇 わ れ て か ら は 


ン の 専属 パイ ロッ ト と な っ た 。 直情 型 
で ロ が 悪い た め 仲間 と トラ ブル と も 多 
根 は 善良 な の で 憎まれ る こと は 少な か っ 
故 卿 に 母親 と 4 人 の 弟 手 を 残し て い 
て 、 彼 5 の 生活 を 笠 く だ め に 危 際 な MS 乗り 


稼業 を 続け て いる 。 搭乗 機 は 、 世 | 
バル チャ ー の 形見 と 
アマ スタ ー。 の 


スト に 改修 され た 


| | ウィ リス ・ ア ラミ ス 
WILLIS ALAMIS | あ 
エス タル ド 人 人 民 共 和 国 の 若き 国家 主席 。 新 連 
邦 発足 の 隊 、 徹 底 抗戦 を 訴え る 軍部 と 無益 な 
争い を 選 け よう と する 議会 の 間 に 立 っ て 苦悩 す 
る 。 同盟 国 で ある ノー ザン ベル の 敗北 を まっ か 
け に 、 重 臣 グ ラン ト - スチ ュ ア ー ト の 計ら いで フ 
リー デン と 共に 国外 へ の 脱出 を 試み る が 、 主 
席 と し て の 責務 を 全う し よう と 決心 。 新 連邦 か 
らち 戦争 責任 を 追及 され る こと を 覚悟 の 上 で エス 
タル ド へ と 戻る の だ っ た 


1 ウリ ステ 
同年 代 の ガロ ー ド ・ 


女性 の MS 乗り 。 ガロ ー ド ・ ラ ン が 起動 させ 
お 宝 (一 ガン ダム X) を 堆 お うと 企む が 失 数 。 ガ 
ンダ ム X の 反撃 で 股 部 を 破損 し た と ころ を 、 周 
リ の MS 乗り に 隈 われ た 。 錠 機 は 赤い ボディ に 


モル テ ] ヴェ ド バ と 同 楼 、 情 幸屋 か ら 軸 
> 直っ て 集まっ た 同業 者 に 


REVOLUTIONARY SPACE FORCE | 


上 連 孝 の 弾圧 支配 を 打ち 破り 、 宇 宙 に 閑 牧 序 
を 確立 し た 革命 国家 クラ ウド 9 の 軍隊 。 
態 は ザイ デル ・ ラ ッ ソ 総統 の 私 兵 集 団 | 
ず . 旧 連 邦 を 屈 必 させ る た め 40 基 に 及 3 
ニー 落と し を や っ て の けた 。 な お 、 宇 宙 側 の 勢 
カ も 地球 上 と 同様 に 一 枚 岩 で は な く 、 ザイ デル 
の 独 栽 に 異 を 唱え る 反革命 軍 組 織 サ テリ コン 
な ど が 抵抗 運動 を 行っ ザイ デル は 人 
類 革新 議 を 訴え る が 、 新 連邦 設立 後 、 議論 の 
中 心 た る ニュ ー タ イプ の 存在 を D.0.ME. (ドー 
ム ) に よっ て 理 定 され た 。 DO.M.E. を 進 る 新 
連邦 と の 戦い で ザイ デル は 死亡 し 、 ラ ンス ロー・ 
ダー ウェ ル が 親 閉 大 使 と な っ て いる 


| APM 
APM 


エー・ ピ ー・ エ ム 。 オル バ パ ・ フ ロス ト が 持っ て い 
た 薬 。 これ を 投与 され た 療養 中 の ティ ファ ・ ア 
ディ ー ル は 容体 が 急変 し て し まい 、 絶対 安静 と 
な る 。 そう し て フリ ー デ ン に 正体 を 偽っ て 潜入 し 
ル バ は ティ ファ を さら っ で いき 、 ア ル タ 
ネイ ティ ヴ 社 に て 解毒 措置 が な され た 。 


People's Republic of ESTARDO 


南ア ジア に 位置 する 独立 国家 。 豊か な 海洋 
資源 を 経済 基 毅 に 、 第 7 次 宇宙 惑 争 終結 直 
後 か ら 復 異 し た 。 と は いえ 国防 力 は 不 充分 で 
あり 、 新 地球 連 孝 の 圧力 の 前 に 屈する こと に 
国 天 主席 は ウィ リス ・ ア ラミ ス 。 隣国 
主 共和 国 、 ノ ー ザ ン ペ ル 連 合 
| で 同盟 を 結ん で いる も の の 、 民 族 
っ て エス タル ド と ガス ター ル は 旧 連 邦 


【 エ スタ ルド 人 民 共 和 
リス 。 軍部 と 議会 の 板 挫 


エス タル ドス 
| ESTARDOTH 


| エス ペラ ン サ 

| ESPERANSA 

セイ ンズ アイ ラン ド ! 在 する オル ク 、 ル マー 

ク ・ カ ウト が サル ペー ジ し た パー ツ か ら 組 み 上 
| げた ハン ド メ イ ド MA。 寄せ 集め マシ ン な の で 各 
所 に MS の 流用 パー ツ が 見 える が 、 水 上 で の 
機動 力 は 他 の 機体 を 大 きく 上 回 る 。 フリ ー デ ン 
に 再会 し た エニ ル ・ エ ル は 、 わ ざれ ざこ の 機体 
を 購入 し て まで ガロ ー ド ・ ラ ン を 追撃 し た 。 


サ 】 ソン ダー エ プ タ 島 
し か し 、 それ が 


エニ ル ・ エ ル 
LENNLEL 


宇宙 革命 人 宣 の 父親 と 地球 人 の 回 規 の 間 に 生 
まれ た 、 フ リー の 女 MS 乗 り 。 何事 に も 勝気 な 
性 格 と 確か な MS 操縦 技術 で その 名 を 知ら れ て で 
いる 。 ガン ダム X を 手 に 入れ よう と ガロ ー ド ・ ラ 
ン を 誘惑 する も の の 失敗 し 、 そ れ 以来 、 彼 を 付 
け 狙 う よ う に な っ た 。 し か し 、 ト ニヤ ・ マ ー ム と の 
女 の 友情 を 通し て 確 赤 を 解消 し 、 最 終 的 に は 
フリ ー デ ン に 協力 し て 宇宙 に 上 が っ て いる 。 主 
な 搭乗 機 は ジェ ニス 改 (エニ ルカ スタ ム ) 。 


エス タル ド 、 ノ ー ザ ン ベ ル 、 ガ スタ ー ル の 同盟 
三国 が 第 7 次 宇宙 戦争 以前 に 設計 し た MS。 
生産 性 に 問題 が あり 、 量 産 計画 は 見 > 


ド の 老 勇 リー ジャ クソ ン 将 軍 が 多 断 で 描 
ガス ター ル 国 境 付近 の 戦闘 で 、 敵 機 を 道連れ 
に 杜 絶 な 最期 を 差 げた 。 


究 所 に よっ て 極秘 裏 に 進め られ て いた 計画 。 
電子 機器 を 破壊 する こと で 相手 を 無力 化す る 


と いう も の だ が 、 中 枢 シ ステ ム (し シス テム ) に 
ニュ ー タ イプ を 必要 と する 。 戦争 末期 の コロ 


[シス テム | 
| 上 SYSTEM | 
し 作戦 の 核 と な る シス テム 。 その 中 枢 に は 生体 
ユニ ッ ト と し て 、 ニュ ー タ イブ の ルチル ・ リ リア ン 


ト が 組み 込ま れ て いる 。 第 7 次 宇宙 戦争 末期 
に 行方 不明 と な っ て いた が 、 ロ ー レ ライ の 海 で 
見 。 ルチル の 精神 が ティ ファ ・ ア ディ ー 
り 移り 、 シス テム が 稼働 し た 。 


オー ルド タイ プ 

OLDTYPE 

A.W. 5 ける 概念 自ら を ニュ ー タ イブ と 
信じ る コロ ニー 側 の 人 間 が 、 地 球 の 和 人間 


を 指し て 使っ た 言葉 。 た だ し 、 月 面 基地 の 
F 在 する ファ ー ス トニ ュ 
ー タ イプ の 概念 その も の が 幻 
で ある と 否定 され た 。 その た め オ ー ル ド タ イ ブ と 
いう 言葉 も 自ずと 意味 を 失っ て いる 。 


| 陸 ( お か ) バル チャ ー 

A.W. に お いて 、 旧 連 郊 軍 施 設 跡 を 物色 し 、 獲 
得 し た 兵器 や 電子 部 品 を 各地 で 売り さば く 「 バ 
ルチャ ー] 。 中 で も 陸上 を 活動 拠点 と する 者 を 
「 時 バル チャ ー」 と 呼ぶ 。 ちな み に 海上 や 海 
中 で 活動 する 者 を 「 海 (シー) バル チャ ー] と 呼 
ぶ が 、 そ の 数 は 多く な い 。 その た め 、 一 盤 的 に 
バル チャ ー と 呼ぶ 場合 は 陸 バ ルチャ ー を 意味 
する こと が ほとん ど と で ある 。 


| オク ト ・ エ イブ 


OCT APE 


ジェ ニス の 簡 継 機 と し て 、 第 7 次 宇 軍 戦争 時 
に 旧 宇 宙 革 命 軍 が 開発 し た 宇宙 用 MS。 重 
量 級 の 機体 だ が 、 全 身 に 配置 し た パー ニア と 
大 型 バ ッ ク パ バック に より 高い 軍 動 性 を 発 探す 
に 臣 装 は 胸部 50mm ガ トリ ング キャ ノン 、 ビー 
ライ フル な ども を 装備 する 


| オク ト ・ エ イフ 改 


OCT APE CUSTOM 


バル チャ ー の グリ ー 回 収 し 、 自分 
の 部 隊 に 配備 し て いる MS。 基本 性 能 的 に は 
元 の 機体 と 大 差 な い が 、 陸 戦 用 に 変更 され て 
お り 、 カラ ー リ ング も 一 新 さ れ た 。 


オクト ・ エ イプ 改 】 オク ト ・ エ イプ の 機 
が 、 グ の 弱体 に は 邊 と 


| ウィ ッ ツ 兄弟 の 長女 で 、 お っ と り し た 性 格 の 物 
脆 か な 女性 。 ピア ノ を 強く の は 苦手 5 らしい 


A.W. に お ける 海賊 集団 。 海上 都市 や 島 な ど を 
典 撃 し て は 、 早春 行為 を 働い て いた 。 


機動 新 世紀 ガン ダム X 


| オル バ ・ フ ロス ト 


OLBA FROST 


フロ スト 兄弟 の 革 。 兄 に 比べ る と 感情 を 表 
し や すく 、 綴り に まかせ て 目的 を 記 
ば し ば 。 その こと で 兄 の シャ ギア か ら 叶 責 さ れる 
こと も ある が 、 兄 に 対し て は 絶対 的 な 信 頭 と 
誠 を 持っ て いる 。 ニュ ー タ イプ と し て 覚醒 で きず 
に [カテ コリ ーF] の 考 印 を 押さ れ た こと を 極度 
の コン プレ ックス に 感じ て お り 、 自 分 た ち を 認め 
な か っ た 世界 へ の 復讐 を 画策 。 し か し 、 ガ ロー 
ド ・ の 活躍 で 、 そ の 野望 は 阻止 され て 
いる 。 搭乗 機 は ガン ダム アシ ュ タロ ン 、 ガ ンダ 
ム ア シ ュ タロ ン ・ ハ ー ミ ッ ト ク ラブ 。 


104-27 


お =~ ペ ベラ 
| GERBERA 


宇宙 革命 軍 が 保有 する 宇宙 艦隊 旗艦 。 高い 
戦闘 力 と 指揮 能力 を 発揮 し 、 パ ラオ な どの 宇 
公洋 胃 を 多才 従え て 行動 する 


カザフ 
KAZAKH 


新地 球 連 邦 軍 第 36 方面軍 司令 官 で 、 階 組 
は 大 将 。 移動 要塞 パン ダー ル T 世 を 指 探し て 
第 8 宇宙 基地 (マス ・ ド ライ バー 
参加 し た 。 荷 笠 子 ビー ム 念 | 5 
が 、 フ リー デン の 捨て 身 の 突撃 に 巻き 込ま れ 、 
要塞 と 運命 を 共に し て いる , 


| ガス ター ル 民 
| 


第 7 次 宇宙 戦争 後 の 独立 国家 。 エス タル ド と 
は 同盟 を 結ん で いる が 、 か つて は 滴 し い 民族 
are 新 連邦 と 対立 し て 
盟 国 の ひと つ で ある ノー ザン バル が 
計 代 する と エス タル ド を 見 捨て て 新 連 邦 と 和 
平 朱 約 を 結ん だ 


GADEEL 


新 連 邦 が 開発 し た 空 募 用 MA。 飛行 特性 の み 
、 豆 部 と 
ター 以外 は 通常 の 航空 機 と ほとん ど 変わ ら な 
い デ ザイ ン に な っ て いる 。 マニ ビュ レー ター を 備 
部 は 筒 相 下部 に 収 雪 さ れ て お り 、 機 体 
下部 の ビー ムラ イフ ル を 掴ん で 照準 を 往 調 束 
する こと が で きた 。 新 連 邦 の 航空 戦力 強化 の 
開発 され た が 、 汎 用 性 に 勝る パリ エン ト 
式 採用 の 座 を 奪わ れ た 。 


| カテ ゴリ ーF 
| SEY EP 


FI は FAKE (フェ イグ : ま や か し 、 模造 品 の 意味 ) 
の 頭 文字 を 取っ た も の で 、 特 異 能力 を 持ち な 
(フラ ッシュ ) シス テム に 対応 し な い 者 を 
称 。 ニュ ー タ イブ を 至上 の 存在 と す 
いて は 屈辱 的 な 呼び 名 で ある , 
ュー タイ プ 和 能力 を 発揮 し た 者 に つい て は 、 え そ 
つて 別 の カテ ゴリ ー 分 けが さ 
その 名 称 は 記録 に 残さ れ て 


| カト ッ ク ・ ア ル ザ ミ ー ル | 


新 連 孝 に 所 属す る 叩き 上 げ の 軍人 。 フリ ー デ 
ン 捕 径 作戦 を 一 在 さ れ 、 政府 再建 委員 会 か ら 
プ タ 島 に 派遣 され た 。 漁師 に 変装 し 
ン へ と 革 入 する が 、 失 履 し て 捕虜 と 
沙 と し で 家族 を 失っ た こと か ら . 
その きっ か け を 作っ た ニュ ー タ イプ の ジャ ミル ・ 
ニー ト を 恨ん トッ ク だ が 、 前 向き に 生き 
る ティ ファ ・ ア ディ ー ル や ガロ ー ド ・ 
た こと で 過去 を 払拭 。 過ち を 繰り 返さ な いよ う 
に と ガロ ー ド に 手 を 貸し て ティ ファ の 礁 退 に 協 
カカ する 。 その 戦い の 最 中 に ガロ ー ド と ティ ファ 
を 底 っ て 銃 理 を 受け 、 命 を 落と | 


| カト ッ ク の 部 下 


心 に 溢れ る 優秀 な 部 下 た ち , 
師 に 変装 し て フリ ー デ ン 潜入 
作戦 に 参加 し た 者 と 、 作 戦 に 呼応 し て フロ スト 
兄 部 と 共に フリ ー デ ン を MS で 遇 設 す る 者 と に 
分 か れ て 作戦 を 決行 する が 、 失敗 に 終わ る 


【 カ トッ ク の 部 下 】 フ リ 
海 へ と 説 出 し た カト ッ ク 


新 軍 邦 が 試作 し た 超重 量 型 MS。 圧倒 的 な 防 
御 力 と ビー ム 兵 器 を 無効 化す る フィ ー ル ド ・ ジ ェ 
ネ レ ー タ ー を 有 し て いる 。 射撃 武器 は お る か 格 


闘 用 の 兵 装 も 内 蔵 ・ 携 行 し て いな い が 、 何 よ 
り も 巨体 その も の が 武器 で あり 、 渦 を 圧倒 し た 。 
フラ リー デン 隊 を 突 地 に 陥れ た が 、 ガ ンダ ムレ オ 
パル ド の 捨て 身 の 攻 撃 で 撃 嘩 され た 。 機体 名 
の 「 ガ ブル ] は ペル シャ 語 で 「 死 」 を 意味 し て い 
る 。 主 な パイ ロッ ト は ミル ラ ・ ド ライ ド . 


ガブ ル 】 提起 
の MS の 数 任 は あろ うか と 
も の 。 パワ ー で ガン ダム レオ バル ド を 圧 人 


一 切 装備 し て いな 
いう 巨体 自体 


至近 離 で の 実 攻 撃 
を 全壊 され 渦 尋 さ れる ! 


フィ ー ル | 


[LM 本 人 sie 02 


カリ ス ・ ノ ー テ ィ ラ ス | 
CARRIS NAUTILUS | 


自治 都市 フォ ー ト セパ ー ン の 自警 部隊 隊長 を 
務め る 少年 。 その 正体 は 、 旧 宇宙 革 合 宣 の 
っ た 市 長 ノ モ ア ・ ロ ング 
ー タ イブ で ある 。 
破壊 兵器 パト ゥ ー リ ア の 起動 キー と し て 利用 さ 
れ 、 や に 深い 傷 を 訪 う が 、 の ち に 北米 大 陸 で 
の 反 連 邦 活 動 に 身 を 投じ 、 フ リー デン の 危機 
を 救っ た 。 ガロ ー ド ち が 宇 宙 へ 行け た 
の は カリ ス の 働き が あっ て る 。 主 な 搭 
乗 機 は ペル ティ ゴ 、 パト ゥ ー リ ア 、 


荷 粒子 光 弾 砲 
巨大 MA グラ ン デ ィ ー ネ に 搭載 され た 超 長 射程 


大 型 メガ 粒子 應 。 第 7 次 字 宙 戦争 で は 地 対 
地 和 砲 と し て 利用 され た 


応 弾 


新 連 孝 の アス トラ ず 委 字 軍 肖 に 搭載 され 
た 新型 爆弾 。 新型 MS クラ ウ ダ と 共に 地球 連 
邦 と の 新た な 戦い の た め に 開発 され た 新兵 器 
で あり 、 そ の 演習 と し て 反 宇宙 半 命 軍 組 織 サ 
テリ コン の 本 拠 地 が ター ゲッ ト に され た 。 


| @ARRop RAN 


ガ シ ダ バア ショ タロ ジ シ 
GUNDAM ASHTARON 


第 7 次 宇宙 戦争 で 両親 を 失っ て か ら 、 何 で も 
屋 稼業 を 生業 と し て いた 少年 。 父親 が 軍 の 
科学 者 だ りあ っ て MS に は 精通 し て お り 、 初め 
て 見 た ガン ダム X を 苦 も な く 推 綻 し た 。 そ の 際 
女 テ ィ フ ァ ・ ア ディ ー ル を 辿る 戦 
き 込 まれ る 形 で バル チャ ー の フリ ー デ 


ン と 合流 。 新 連邦 や 宇宙 革命 軍 と の 
戦い に 参加 す - に 。 し か し 、 ガロ ー ド 
目 敢 れ し た ティ ファ を 守る 


に と っ て は あく まで 


で ある 。 し か し 、 - 
ト の 目的 で ある ニュ ー タ イプ を 保護 する 旅 
、 様 々 な 人 々 と の 出会い 
や 出来 事 を 通じ て ガロ ー ド の 意識 は 変わ 
いく 。 そし て 戦後 の 平和 と 自分 た ちの 未来 を 
勝ち 取る べく 戦う の だ 
幸 を 感じ させ な い 明 る い 性 格 の 持ち 主 で ティ 
ファ の 頑 な な 心 が 次 第 に 開か れ で ド 
ガロ ー ド の 尽力 に 食う と ころ が 大 きい と 言え よ 
う 。 主 な 搭乗 機体 は ガンダム X、 ガ ンダ ム X 
ディ バイ ダー、 ガン ダム DX。 


カカ ロン ラッ ト | 

| CARON RAT | 
新 連 都 の 管理 下 に あ : ー タ イプ 研究 所 の 
女 所 長 。 ジャ ミル ・ ニ ー ト や ティ ファ ・ ア ディ ー 
ル を 研究 対象 に し よう と し た が 、 フロ スト 兄弟 の 
四 に 突っ て 命 を 落と し た 


| 艦隊 司令 官 | 


FLEET COMMANDER | 
サテ リコ ン 掃 討 作 戦 に お いて 編成 され た 宇宙 
革命 軍 秀 隊 の 司令 官 。 アス トラ ー ザ 級 戦艦 に 


第 7 次 宇宙 戦争 終了 後 、 新 吉 邦 に よっ て 開発 
され た ガン ダム ・ タ イプ の 1 機 。 機動 性 を 重視 
し た ガン ダム ヴァ サー ゴ と は 違い 、 こ ちら は 装 
時 と パワ ー を 重視 。 接近 戦 を 得意 と し て お り ) 
背部 に 装備 され ッ ク シ ザー ス を 用 い 
リッ キー な 攻撃 を 行う 。 さら に ガン ダム エア マス 
ター と 同じ トラ ンス シス テム を 搭載 し 、MA に も 
変形 可能 。 変形 後 は 機動 性 が 向上 し 、 ヴ ァ 
サー ゴ を 搭載 し た まま 飛行 も で きる 。 また 、 専 
用 の 携行 武器 と し て ビー ム ス ピア を 持つ ほか 、 
燃料 ポッ ド 兼 使い 捨て ナー スタ ー を 装備 で き 
速度 と 航続 玉 離 を 劇 的 に 伸ばす こと が 可能 で 
ある 。 の ち に 改修 が 施さ れ 、 ガ ンダ ム ア シュ タ 
クラ ブ へ と 生ま れ 変 わっ た 。 主 
な パイ ロッ ト は オル パ ・ フ ロス ト 。 


| | ガン ダム ヴァ サー ゴ 


GUNDAM VIRSAGO 


第 7 次 宇宙 戦争 終了 後 、 新 軍 孝 に よっ て 開発 
され た ガン ダム ・ タ イプ の 1 機 。 装甲 と パワ ー 
を 重視 し た ガン ダム アシ ュ タ ロン と は 違い 、 機 
動 性 を 重視 。 両 腕 の スト ライ ウ ク ロ ー と クロ ー 
ビー ム 砲 を 了 使 し た 高 機動 戦闘 を 得意 と する 。 
また 腹部 を 屋 開 する と 大 口径 メガ 粒子 秦 (メガ 
ソニ ッ ク 砲 ) を 使用 で きる 。 この 装備 は 「 人 類 
最大 の 悲劇 を 生ん だ サテ ライ トキ ャ ノン な し に 
より 大 き な 破 壊 力 を 得る 」 と いう コン セプト で 開 
発 さ れ た 。 の ち に ガン ダム アシ ュ タ ロン と 同様 
に 改修 を 受け 、 ガン ダム ヴァ サー ゴ ・ チ ェ スト ブ 
レイ ク と な る 。 主 な 搭乗 者 は シャ ギア ・ フ ロス ト 


| ガン ダム ヴァ サー ゴ ・ | 
チェ スト ブレ イク 


GUNDAM VIRSAGO CHESTBREAK 


シュ タ | 


ヴァ サー ゴ が 止め を 籍 す 


ガン ダム アシ ュ タ ロン ・ 
ルー ミッ ドク タラ ゴ 
GUNDAM ASHTARON HERMITCRAB 


宇宙 空間 で も 活動 で きる よう アシ ュ タ ロン を 改 
造 し た 機体 。 MA に 変形 する と いう 最大 の 特徴 
は その まま に 、 推進 シス テム を 一 新 。 機動 力 の 
同上 に 成功 し た 。 MA 時 の 速度 は 大 気 展 内 外 
を 問わ ず G フ ァ ル コン と 同等 の 機動 性 を 発揮 
する 。 また アト ミッ クシ ザー ス は 、 よ り 大 型 の ギ 
ガン ティ ッ ク シ ザー ス に 換装 され 、 挫 近 戦 の 基 
撃 力も 増し て いる 。 ちな み に 名 前 の 由来 は MA 
形態 の 外 失 か らき て お り 、「 ハ ー ミ ッ ト ク ラブ ]」 
は 「 ヤ ドカ リ 」 を 意味 する 。 最終 決戦 に お いて 
は 、 ツ イン サテ チラ イト キャ ン ン に 匹敵 する 成 力 の 
サテ ライ トラ ンチ ャ ー が 搭載 され 、 月 の マイ クロ 
ウェ ー ブ 送信 施設 の 掌握 に よっ て 実用 可能 と 
な り 、 MA 形態 時 に ガン ダム ヴァ サー ゴ ・ チ ェ ス 
トブ レイ ク と の 連携 で 発射 可能 と な る 。 主 な 搭 
乗 者 は オル バ ・ フ ロス ト 。 


| 宇宙 空間 で も 活動 で きる よう ヴァ サー 
造 し た 機体 。 高 機動 性 は その ま : 
| 、 強 。 ボディ に 新設 され た トリ プル メガ 
の 威力 は 絶大 で 、 サ テラ イト キャ ノン を 際 く と 、 
当時 の MS に 搭載 され た 最強 の 武装 で ある 
背部 の 展開 式 プ レー ト は 、 放 圭 板 と し て だ け で 
な く サ テラ イト ラン チャ ー 用 の 受光 部 と し て も 機 
能 する 。 主 な 搭乗 者 は シャ ギア ・ フ ロス ト 。 


| ガン ダム ヴァ サー ゴ ・ チ ェ スト ブレ イク 】 
が 割れ る (ブレ イク ) する 特 列 6 


ガン ダム エア マス ター 


GUNDAM AIRMASTER 


旧 連 邦 軍 が ガン ダム X に 先 蛋 け て 開発 し た 
機動 可変 MS。 トラ ンス シス テム を 搭載 し て お 
リ 、 ファイター モー ド に 変形 する と 高速 飛行 が 
可能 に な る 。 装甲 や 火力 は 他 の MS に 劣る も 
の の 、 機動 性 を 活か し た 一 刺 離 脱 攻撃 を 得意 
と する 。 主 な 搭乗 者 は ウィ ッ ツ ・ ス ー だ が 。 も と 
も と の 持ち 主 は 名 も 無き パル チャ ー の リー ダー 
く 家 を 飛び 出し 

と し て ウィ ッ ツ に 託し た と 言わ れ 


【 ガ ンダ ム エ ア マス ター】 バス ター ライ フル は 、 フ ァ イ 
より 使 中 率 ] を 
多い 


| | ガン ダム エア マス ター・ 
バー スト 
GUNDAM AIRMASTER BURST 


エス タル ド 共 和 国 の 協力 を 受け て キッ ド ・ サ ル 
サミ ル が エア マス ター を 改修 し た MS。 その 結 
果 、 機動 性 と 火力 が 高い 次 元 で 融合 し た 機体 
まれ 変わ っ た 。 民 敵 と 機 音 に 追加 され た 
武装 (ブー スタ ー ビ ー ム キャ ノン 8& ノ ー ズ ビー ム 
キャ ノン ) に より 、 火 力 が 増強 。 き 
出力 も 強化 きれ 、 ガ ンダ ムレ オバ ルド ・ デ スト ロ 
イ を 搭載 し た まま で も 飛行 可能 で ある 。 主 な 搭 
乗 者 は ウィ ッ ツ ・ 


ガン ダム X 
GUNDAM X 
ガン タム エッ クス 。 地 百 連 邦 軍 が 第 7 次 宇宙 


戦争 終盤 に 投入 し た 決戦 兵器 で 、 通 称 GX 
(ジー エッ クス )。 動か す に は 操 継 程 と 兼用 の 


サテ ライ トキ ャ ノン を 搭載 し 、 単 体 で コロ ニ 
を 撃破 する 火 カ この 能力 を 危 恨 し 
た 宇 軍 昔 命 軍 が コロ ニー 落と し を 泊 行 し 、 戦 
争 の 終結 を 促し た 機体 と も 
邦 軍 工 場 跡 
ディ ー ル の 導き で ガロ ー ド ・ ラ ン が 発見 、 愛 機 
と し た 。 また 、 第 7 次 宇宙 戦争 時 に は ジャ ミル ・ 
ニー ト が 搭乗 し て いた ガン ダム ・ タ イプ で ある 。 
の ち に フォ ー ト セ / ける ペル ティ ゴ と 
の 戦闘 に よっ て 中 破 し 、 ガ ンダ ム X デ ィ バ イダ ー 
へ と 改修 され る 


削 通 * サ シン ラ イズ 104-28 


グラ ンド スズ チコ ュ アート クレ マチ ス 宮 殿 
ほ = | 
エス タル ド 人 民 共 和 国 国民 会 議 議 長 を 務め る | 宇宙 章 古 軍 の 本 拠 地 で ある コロ ニー、 ク ラウ ド | 


要 人 。 武力 に よる 地球 囲 統一 を 推し 進め る 新 
連邦 車 と の 和平 を 支持 し て いる た め 、 撤 戦 泊 
の リー・ ジ ャ クス ン 和 将軍 と は 対立 し て いる 。 


ト ・ ス チュ アー ト ] 


フリ ー デ ン が 発し た パル チャ ー サ イン 
け 付 けた パル チャ ー の ひと り 。 か つて ジャ 
ニー ト か ら 受 けた 借り を 返す べく 、 ア ル タ ネ イ テ ィ 
ヴ 社 農 撃 に 協力 し た 。 自分 の 名 前 を 付け た テ 
ン ザ ン 級 陸上 戦艦 (プリーツ 艦 ) を 指揮 する 


テン ザン 級 に 分 類 さ れる 陸上 戦艦 。 艦橋 を 右 
交 側 に 寄せ た 構造 を 採用 し て お り 、 甲 板 に 物 
資 や MS を 大 量 に 搭載 で きる の が 特徴 で ある , 
その 分 、 能 窒 に よる 攻撃 力 は や や 低め 。 


クル スク | 
| KURSK 
第 7 次 宇宙 戦争 以前 か ら ク ルス ク 市 と 呼ば れ 


て いた 地域 の こと 。 新地 球 連邦 軍 総 司令 フィ 
・ ド マ ン は 、 連 邦 の 力 の 象徴 た る 方 


造 され た 革命 軍 総計 サイ デル ・ ラ ッ ソ の 
宮廷 。 優 美 な 曲 緑 を 多用 する ロコ コ 調 を 基調 と 
春 な 造り と 周囲 に 配 され た 庭園 の 美 し さ 
内 の 施設 と は 思え な い ほ ど で あ る 。 
ティ ファ ・ ア ディ ー ル は この 宮 雄 に 軟禁 され た 


肖 兵 の 調 見 や 、 重 


変形 モヒカン を トレ ー ド マー ク と する 
の MS 乗り 。 必要 物資 を 強 玲 し よう と セン トラ ン 
ジェ の 街 を 柚 っ た が 、 居 合わ せ た ガ ロー ド ・ ラ 
ン に よっ て 返り 討ち に 違っ た 。 搭乗 機 は ジェ ニ 
ス 改 (クロ ッ カ スペ シャル ) で ある , 


衣 れ 


決戦 兵器 


第 7 次 字 宙 戦争 に お いて 、 宇 宙 事 命 軍 は コ 

落と し を 軸 と する 大 規模 軍事 作戦 (ライ 

ラッ ク 作戦 ) を 画策 し て いた 。 それ を 阻止 すべ | 
く 、 地 球 連邦 は 極秘 開発 し た ガン ダム X を 投 

入 。 この こと か ら 同 機 は 決戦 兵器 と 呼ば れる よ | 
っ た 。 ガン ダム X に は コロ ニー を 一 撃 で | 
破壊 する サテ ライ トキ ャ ノン と F (フラ ッシュ 
ステ ム を 挫 載 。 地球 連 却 は この 能力 を も っ て 
宇宙 吾 命 軍 へ の 抑止 戦力 に し よう と し て いた 
し か し 、 ガ ンダ ム X の 能力 に 私 怖 し た 宇宙 革命 
と し を 強行 し て し 


(一 


コー ド ネ ー ム 8 
CODE NAME S 

第 7 次 宇宙 戦争 以後 に 成立 し た 新地 球 連邦 
政府 が 発案 し た 「 サ クリ ファ イス 作戦 」 の 暗号 
名 。 新 連 邦 の 政策 に 反発 する 南ア ジア の 三国 
(エス タル ドス 、 ノ ー ザ ン ベ ル 、 ガ スタ ー ル ) へ 
の 武力 優 攻 を 目的 と し た 計画 で ある 。 


ンダ ム X を 大 破 さ せら れ て 自信 
ラン を 目覚 め さ せ る べく 、 ジャ 
選ん だ 修行 場所 。 水 
た 湖上 に 置か れ た G コ ン を 取っ て くる と いう も の 
、 場 所 に よっ て 水 は か な り 薄 く 、 命 叔 け の 
修行 と な 


コク ピッ ト 恐 怖 症 | 
| COCKPIT PHOBIA | 


元 地球 連邦 の MS パイ ロッ ト で ある ジャ ミル ・ 
ニー ト を 悩ま す 精 神 的 な 病 。 第 7 次 宇宙 戦争 
に お いて ガン ダム X に 搭乗 し て いた ジャ 
宇宙 革命 軍 の コロ と し を 阻止 で きず 、 
地球 園 壊 減 の きっ か け を 作っ て し ま 
ー タ イプ 能 
ト に 足 を 味 み 入れ る 
の で ある 


こと を 激しく 拒絶 する よ 


導 頂 症 を お 


光 と は 周波 数 や 位相 が 摘 っ た 光 (レー ザー は コ 
ヒー レン ト 光 。 赤外線 や 紫外 線 を は じ め と する 、 
さま ざま な 波長 の 光 が 混 じ 光 
ヒー レン ト 光 ) で あり 、 効 率 的 な 


コル トル ・ ス ー 
| カル タム ェ ァ マス ター の パイ ロッ ト 、 ウィ ッ ・ 
スー が 実家 に 残し て きた 双子 の 妹 の ひと り (も 
う ひ と り は サエ リア ・ ス ー)。 幼く し て 父親 を 亡 
| くし て いる が 、 そ ん な 不幸 を 少し も 感じ させ な い 
| 明る < 快活 な 少女 で ある , 


コル レル 

CORREL | 
新地 球 較 孝 が 開発 し た 試作 MS の 1 機 。 装甲 
の 排 際 を 主 と す る 徹底 的 な 軽量 化 を 図り 、 機 
動 性 を 標 限 ま で 高め た 機体 で ある 。 その た め 
上 半身 と 下半身 は 4 本 の シャ フト の み で 接続 さ 
れ た 異様 な 姿 を し て いる 。 当初 は 本 体 の 灰色 
を 主体 に 両 腕 を 赤色 で 塗ら れ た 機体 で あ - 


が 、 ア フリ カ 戦 線 で 「 白 い 死 神 ] と 呼ば れ た 
マー・ グ ライ フ の 要望 に 
り 替 えら れ た 


な お 、 機 体 名 の 「 コ ルレ ル ] は 
「 走 る 」 を 意味 する 。 武装 は ピー 
ム ナ イフ 1 本 の み だ が 、 高 い 機動 性 こそ コル レ 
ル 最 大 の 武器 と 言え る 。 事実 、 ガン ダム DX を 
相手 に 互角 以上 の 戦い を 機体 の 軽 


た 。 挫 乗 者 は デマ ー 


MM. 


105-30 


機動 新 世紀 ガン ダム X 


コロ ニー 落と し 作戦 


第 7 次 宇宙 戦争 に お ける 宇宙 革命 WE 
礼 と な っ た 作戦 。 地球 に 多数 の コ 
下さ せる と いう も の だ 本 来 は この 作 湯 を 島 
を 司 喝 し 、 降 伏 な いし は 停 
する つも り で あっ た 。 し か し 」 
ンダ ム ] を 擁する 連邦 軍 が 徹 
底 抗戦 を 唱え た た め に 作戦 は 実施 され た 。 そ 
の 結果 、 多 数 の コロ ニー が 地球 各地 に 落下 
し 、 地 球 人 口 の 9 割 以上 が 失わ れ で し まっ た 
の で ある 。 また コロ ニー が 落下 する まで 防衛 任 
務 を 行っ た 宇宙 第 命 軍 自 体 も 大 き な 被 害 を 腕 
下 を 機 に 第 7 次 宇宙 戦争 は 終 


第 7 次 宇宙 戦争 後 の 地球 で 大 流行 し た 流行 
性 感 置 。 早急 に 適切 な 治 撫 を 施さ な いと 死に 
至る 場合 も ある 恐ろし い 病 で ある 。 ウィ ッ ツ ・ 
スー の 未 の 弟 、 パ ステ ル ・ ス ー も この 病 の 犠 
性 と な っ た 


コロ ニー 迎撃 作戦 


宇宙 革命 軍 の 「 コ ロニ ー 落 と し 作戦 ] を 察知 し 
連邦 軍 が 、 起 死 回 生 の 策 と し て 立案 ・ 
実行 に 移し た も の 。 ニュ ー タ イブ 部 隊 と F シ ス 
テム を 搭載 し た 決戦 兵器 (ガン ダム X、 ガ ンダ 
ム デ スト ロイ 、 ガ ンダ ム エ ア マス ター) を 投入 し 
て 、 地 球 に 降下 する コロ ニー を 破壊 する と いう 
も の で ある 。 確 り に その 目論見 は 成功 し た よう 


106-31 


サイ コミ ュ ・ ダ クト 


| PSYCHOMU DUCT 


(Cx) D5 srr 04 


サク リフ ァ イ ス 作戦 


に 宇宙 革命 軍 に よっ て 


第 7 次 宇宙 戦争 当時 | 
開発 が 進め られ て 大 MA パト ゥ ー リ ア の コ 


ント ロー ル ・ シ ステ ム 。 外観 は 棋 を 思わ せる カ 
プ セ ル 状 の 装置 (に ニュ ー タ イプ が 入 
り 、 サ イコ ミュ に よる 機体 制御 を 行う と いう も の 

| で ある 。 し み し こ の シス テム は 完全 で は な く 、 接 
続 され た 者 の 精神 が 語 壊 する 危険 性 が ある と 
いう 重大 な 外 点 を 人 ん で いた 。 


コロ ニー レー ザー 
COLONY LASER 


第 7 次 宇宙 昔 争 時 に 宇宙 革命 軍 が 開発 を 計 
画 し た 巨大 レー ザー 砲 。 開発 半ば で 終戦 を 字 
え 、 そ の まま 放置 され て いた が 、 新 地球 連邦 の 
台頭 を 警 式 し た 革命 軍 が 完成 させ た 。 し か 


ラッ ン は 、 屈 服 し よう と し な い テ ィ フ ァ ・ ア ディ ー 
ル に コロ ニー・ レ ー ザ ー の 力 を 見 せ 付け て 従わ 
せる べく 、「 ダ リア 作戦 」 に 同和 
果 、 レ ー ザ ー を 人 質 に 取っ た 
を 奉 財 され る こと と な る 


ザイ デル ・ ラ ッ ソ 
| ZAIpEL RASSO 


クラ ウド 9 を 拠点 と する 宇 
軍 革 語 軍 の 総統 。 「 字 宙 を 生活 の 場 
は 、 や が て 革新 の 時 を 迎え る ] と いう ニュ ー タ イ 
プ 主 義 を 提げ 、 新 地球 連邦 の 排 隊 を 目指 し た 


イブ の 持つ 能力 に は 一 切 尋 味 
ニュ ー タ イプ 能力 を 失っ た ラン スロ ー・ ェ 
ル を 章 命 軍 の 象 竹 と し て 重用 する 一 方 地球 
生ま れ の ニュ ー タ イプ で あ 
ル を 認め な か っ た の は その た めで あ . 


[サイ アル ・ ラ ッ ン 】 
プ に 道明 し た 


地上 に 秩 訂 を も に すべ < 政和 信和 上 会 が | 
れ た 。 その 意思 決定 機関 が 最高 審議 RO 

る 。 新 連 孝 の 総司 令 フィ クス ・ ブ ラッ ド マ 
ン が 役 底 抗戦 を 主張 し て いた も の の 、 政 府 首 
用 で ある 審議 会 メン バー は 宇宙 革 使 軍 と の 和 
平 を 重視 する 科 健 派 が 多数 を 占め て いた 。 し か 
し 、 再び 戦 呈 を ち た ら そ うと 企 お フロ スト 兄弟 に 
租 健 派 が 排除 され た こと で 、 新 連邦 は ブ 
ド マ ー の 独裁 組織 と な る 。 


ガン ダム エア マス ター の パイ ロッ ト 、 ウィップ: スー 
が 実家 に 残し て きた 麗子 の 妹 の ひと り (も う ひ と 
り は コル トル ・ ス ー)。 ウィ ッ ツ が 不在 の 間 に 母 
は 再婚 し て お り 、 その こと を ウィ ッ ツ が 快く 思っ て 
いな いと 知っ た 新しい 父 は 、 サ エリ ア と コル トル 
に 「( 自 分 と ウィ ッ ツ は ) 会 わな い ほう が いい ] と 
母 ショ ー ラ ・ ス ー へ の 言 伝 を 痛ん だ 


エリ ア ・ 
好 ら の に 和 


第 7 次 宇宙 戦争 後 の 南ア ジア で は 、 エス タル ド 

ノー ザン ペル ガス ター ル の 3 国 が 同 副 を 結 
成 し て 新地 球 連邦 に 反抗 し て いた 。 この 同盟 
を 分 裂 さ せ 。 連邦 軍 の 勢力 拡大 を 狂っ 
が サク リフ ァ イ ス 作戦 で ある 。 実は 同盟 を 結 
前 の エス タル ド と ガス ター ル は 民族 対立 を 繰り 


返し て いた 。 この 2 国 間 を 取り 持っ た の が ノー ザ 
そこ で ノー ザン ベル を 先 に 陥落 
させ 、 残 る 2 国 の 民族 対立 を 煽り 、 ど ちら か 一 


方 と 停戦 協定 を 絡 
で ある 


いう の が 本 作戦 の 骨子 
この 作戦 は 順調 に 進み 、 ノ ー ザ ン ペ ベル 


ザコ ッ ト ・ ダ ッ ト ネル | 


火 交 放射 問 を 使う ファ イヤ ー ワ ラビ ー 隊 「 炎 の 
時 計 部 隊 ] を 率い る パル チャ ー の ポス で 、 エ ニ 
ル ・ エ ル と 交流 が ある 。 ガン ダム X の 奪取 に 幸 
燃やし 、 エ ニル と 組ん で フリ ー デ ン を 杉 撃 し 
だ が 部 下 の 発見 し た ウィ 


どちら も 手 に 入ら 
伏せ て い : 
に 吹き 飛 % 


最後 に ほ フ リー デン を 待ち 
水蒸気 爆発 を 受け て 艇 と 共 
て し まっ た 


ザコ ッ ト 艦 


ザコ ッ ト ・ ダ ッ ト ネル が 指 探す る トリ エス テ 級 陸 
上 戦艦 。 ほか の 陸上 戦艦 と 比較 する と 極 貞 
凹凸 の な い 胃 体 を し て いる が 、 こ れ は この 艦 が 
溢水 能力 を 有する た めで あり 、 水 の 抵抗 を 軽減 
する た め の 和 形状 で ある 。 また MS 母 態 と し て の 
機能 も 持ち 、 艦 首 左右 に 内 蔵 式 の MS デッキ 
が 1 基 ず つ 設 置 され て v 


ーーー 


サテ ライ トキ ャ ノン 
| SATELLITE CANNON 


サテ ライ トラ ジ チ ャ ー 
SATELLITE LAUNCHER 


| サテ リコ ン 掃 討 作戦 


ガン ダム X と GX ビ ピット に 搭載 され て いる 大 型 
ビー ム 兵 器 。 スペ ー ス ・ コ ロニ ー を 一 撃 で 破 
壊す る だ け の 火力 が あり 、 ガ ンダ ム X が [決戦 
兵器 ] と 呼ば れる の は 本 兵 装 の た めで ある 。 
構造 的 に ま シン プル で 、 主 に 砲身 と リフ レク 
ター バネ ル で 構成 され て お り 、 普 彼 は ガン ダム 
X の 青 部 に 折り 甘 ま れ て いる 。 そし て 使用 時 | 
は 砲身 が 伸び 、 右 肩 に 担ぐ よう な 形 で 固定 さ 
れる 。 それ と 同時 に リフ レク ター パネ ル が X 字 
に 開き 、 発 身体 勢 を 取る の で ある 。 と は いえ サ 
単体 で は 攻撃 で き な い 。 この 
は MS の 
不足 で あり 、 外 部 


、 月 面 の マ 
イク ロウ ェ ー ブ 送 信 施 設 で ある 。 ガン ダム X か 
ら の サテ ライ トキ ャ ノン 発射 指示 を 受け た マイ 
クロ ウェ ー ブ 送 信 施 設 は 、 ま ず ガ イド ビー コン 
用 の レー ザー を 発射 。 これ に より ガン ダム X の 
確 な 位置 を 特定 し 、 続 いて エネ ルギー 供給 
用 の マイ クロ ウェ ー ブ を 発射 する 。 そし て リフ レ 
クタ ー パ ネル が マイ クロ ウェ ー ブ を 受け 、 エ ネル 
E 換 する こと で 、 初 め て 発射 可能 に な 
る の で ある 。 この よう な 一 連 の 手続 き が 必要 な 
た め 、 本 兵 装 は 対 MS に は 不向き と 言え る 。 し 
か し 、 と ある 偶然 か ら ガ ンダ ム X の パイ ロッ 
ン は 、 出 力 を 鋼 束 し て MS 戦 
あっ た 。 それ ば か り 


と 、 思 いも 寄ら な い 使 
い 方 を 示し て みせ た 。 ちな み に ガン ダム X の サ 
テラ イト キャ ノン は ベル ティ ゴ と の 戦闘 で 破壊 
、 ガン ダム DX に は K カ を 増強 し た 
され た 


サテ ライ トシ ステ ム 

SATELLITE SYSTEM 

ガン ダム X に 搭載 され た サテ ライ トキ ャ ノン の 射 

昌 管 制 と 、 マ イク ロウ ェ ー ブ 送信 施設 と の コン タ 
テム 。 さら に この シス テム は F ( フ 

MT, 


一 度合 人 し て し まえ 必要 

ド が 発見 し た 
アデ ィ ー ル が 同乗 し て お り 、 彼 女 の ニ ュー タイ 
プ 能 力 に よっ て サテ ライ トシ ステ ム は 起動 する こ 
& ど | また 、 ガン ダム DX の ツイ ン サ テラ イ 
トキ ャ ノン は 、 ジ ャ ミル ・ ニ ー ト が 搭乗 し た ガン ダ 
ム X の 運用 デー タ を 転用 し た も の で ある 、 


ガン ダム アシ ュ タ ロン ・ ハ ー: 
トク ラブ の 友部 に 搭載 され た 大 型 ビー ム 兵 器 。 
運用 に は ガン ダム ヴァ サー ゴ ・ チ ェ スト ブ 
レイ ク と の 連携 が 必要 に な る 。 まず チェ スト ブレ 
イク の スト ライ ク ・ ク ロー が 砲身 に 接続 され る と 
同時 に 、 チ ェ ス トブ レイ ク 背 部 の リフ レク ター バ パ 
ネル が 展開 し て 発射 体勢 を 取る 。 その 後 、 上 
面 の マイ クロ ウェ ー ブ 送 信 施 設 か 
イク ロウ ェ ー ブ を リフ レク ター パネ ル で 月 
エネ ルギー チャ ー ジ 後 、 発 射 と な る 。 本 来 な ら 
マイ クロ ウェ ー ブ 送 信 施 設 と の コン タク ト に は 
、 フ ロス ト 兄弟 


サテ リコ ン ] 
SATYRICON 


第 7 次 宇宙 戦争 は 一 応 の 終結 を 見 
の 後 も 革命 軍 は 戦力 を 番 え 、 新 地球 連邦 へ 
の 反撃 の 機会 を 貼っ て いた 。 し か し 、 あま り に 
急進 的 な 戦略 ー タ イプ を 偏重 する 姿勢 
ー タ イプ 主義 ) に 反抗 する 運動 が 続発 。 
そん な 反革命 軍 運 動 を 指揮 | が 「 サ テリ コ 
ン 」 と 呼ば れる 反 政 府 組織 で ある 。 彼ら は 旗 
され た 小惑星 を 拠点 と し て 終 温 直 後 か らし ジス 

ンス 活動 を 行っ て いた 。 し か し 、 章 命 軍 の 本 
格 的 な 侵攻 に よっ て 共 地 も る と も 圭 減 させ られ 
て いる 。 リー ダー は ロイ ザー と 呼ば れる 偉 丈夫 
ほか に も 主力 戦 能 ヴァ ロー ナ の 艦長 で ある ト グ 
サ ・ ア イン や G フ ァ ル コン の パイ ロッ ト で ある パー 
ラ ・ シ ス な ど が 加わ っ て いた 。 


宇宙 章 命 軍 が 、 サ テリ コン 基地 壊滅 
の た め の 軍事 作戦 。 さら に この 戦闘 は 新兵 義 
( 荷 鐘 子 反 応 弾 ) の 運用 テス ト も 兼ね て いた 
そし て 、 荷 粒子 反応 絢 を 鐘 頭 に 収め た 6 発 の 
っ て 、 サ テリ コン の 小惑星 基地 は 
消滅 周辺 宙 域 に 族 開 し て いた 艇 隊 も その 箇 
て 失わ れ 、 作 戦は 革命 軍 の 一 方 的 な 
サテ リコ ン の 本 所 


ず 、 応 援 に 向かっ た と き に は 時 す 
ラ ・ シ ス と 近 げ 延び る の が 精 一 本 ; 


了 作 昌 】 共和 子 反応 鑑 が 二 中 し た 小 


サラ ・ タ イレ ル 


SALA TYRRELL 


陸上 和 租 フリー デン の オペ レー ター を 季 め る 婦 
判断 能力 と 続 率 力 に 優れ る こと か 
・ ニ ー ト の 副官 的 役割 も 担う 。 性 格 
的 に 生 真 面目 で 時 
で ある 。 その 反面 で 、 
け て お り 、 女 性 らし い 面 も 多分 に ある 
し が ティ ファ ・ ア ディ ー ル を 保護 
サラ が 珍し く 妨 心 を 抱い た こと か ら も わ 


か る 。 た だ し 、 テ ィ フ ァ を 仲間 と 認め て か ら は 彼 
女 の ニ ュー タイ プ 能 力 を 信頼 し て いた 。 軽薄 に 
見 える ロア ビィ ・ ロ イ と は 最初 か ら そり が 合わ な 


か っ た が 、 彼 に 積極 的 に 口説 か れる うち に 憎 か 


ラ の 生 中 面目 を 
う 。 だ が 、 最 終 
で あり 、 弟 8 次 宇宙 戦争 終結 後 は ジャ ミル と 共 
に 新地 束 軍 邦 和平 協議 会 の メン パー と な り 
彼 の 職務 を 捕 佐 し た 


サン ・ ア ンジ ェ ロ 市 | 
SUN ANGEL 


フリ ー デ ン が 寄港 し よう と し た 都市 。 復 異 を 導 
げ 始 め た ば か り の A_W. で は 質素 な 小 集落 ば か 
り で ある サン ・ ア ンジ ェ ロ は 高層 ビル が 
建ち 並び 、 き ら びやかな 発展 を 遂げ で いる 。 ま 
た 洒落 た ホテ ル や 小 奇 故 な カフ ェ な ども 軸 を 並 
べ 、 十 期 的 に バル チャ ー 主 催 の バザー も 催さ 
れる ほど の 盛況 ぷり 


| サン ・ ア ンジ ェ ロ ホテ ル 
| SUN ANGEL HOTEL 


第 7 次 宇宙 戦争 終結 徒 、 復 興 を 天 
アン ジェ ロ 市 に 建設 され た 大 型 ホテ ル 。 この 市 
的 に バル チャ ー が 寄港 し て は パ バザー を 
、 それ を 当て 込ん で の も の らし い 


開催 する : 


| サン ルー カス 海岸 


北米 大 陸 西 端 に 位置 する 海岸 。 竜頭 風 と 呼 
ば れる 特 香 的 な 岩 が 目印 と 2 
ルー カス 海岸 の 沖合 い は 魚 影 
ルカ の 群 が 集 まる : 


| 
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機動 新 世紀 ガン ダム X 


ビッ ト MS の 一 種 で 、 ガ ンダ ム X の サポ ー ト 用 に 
開発 され た 専用 機 。 頭 部 と 胸部 以外 の シル 
エッ ト は ガン ダム X と 酷似 し て お り 、 サ テラ イト 
キャ ノン と シー ルド パス ター ライ フル で 武装 し て 
いる の も 同様 で ある 。 この 機体 自体 は 無人 だ 
が 、 ガ ンダ ム X に 搭載 され た F (フラ ッシュ ) シス 
テム に よっ て 遠隔 操作 され る 。 最大 で 12 機 の 
GX ビッ ト を 遠隔 操作 で きる た め 、 パ イロ ッ ト ひ と 
り だ け で 、1 部 隊 に 匹 仙 する 戦力 を 発揮 特 
3X ピ ビット は サテ ライ トキ ャ ノン を 搭載 し て い 
る た め 、 そ の 斉 射 還 は 地球 に 竹下 する コロ 


の 起動 に は ニュ ー タ イプ 能力 が 必要 と され る た 
め 、 普通 の パイ ロッ ト に は 扱え な い 」 


G コ ント ロー ル ・ ユ ニッ ト 
G CONTROL UNIT 


通称 は 「G( ジ ー) コ ン ]。 ガン ダム X の 起動 キー 
リ 、 払 続 後 は 右側 の 操 綻 反 と し て 機能 す 

る 。 その た めこ れ が な いと 機体 を 動か せな い 。 
この 機能 を 逆手 に 取っ た ガロ ー ド ・ ラ ン は 、 ガ 
か けた 時 に 、 本 体 と G コ ン を 

る と いう 商 弄 の 遅し さ を 発 押し た 。 さ 
RNN 
も 兼ね て お り 、 ガ ンダ ム X に は な く て は な ら な い 
パーツ で ある 。 も と も と は フリ ー デ ン の 公庫 に 
ジャ ミル ・ ニ ー ト が 保管 し て いた の だ が 、 ガ ロー 
、 廃 工場 に 眠る ガン ダ 
ム X を 起動 させ た の だ っ た 。 ちな み に ガ ンダ ム 
DX の 起動 に も 使え た が 、 こ れ は ガン ダム DX 
に ガン ダム X の 運用 デー タ が 利用 され 


(xX) HE 5 SHEET D5 


| GEy ト (D.OME) | 


6 コン トロ ー ル ユニ (DX 用 ) シー バル チャ ー 
G CONTROL UNIT (DX) SEA VALTURE | G BIT (D.O.MLE.) | 
新地 球 運 邦 が 開発 し た ガン ダム DX の 起動 か つて の 戦争 で 海底 に 沈ん だ 軍事 兵器 や MS | 月 面 の マイ クロ ウェ ー プ 送 1 


キー で あり 、 操 綻 租 と な る ユニ ッ ト 。 形状 と カ 
ラー リン グ は 異な る も の の 、 機 能 は ガン ダム X 
の G コ ン と 同じ で あり 、 こ ご れ が な いと ガン ダム 
DX は 動か せな いと され て いた 。 し か し 機体 の 
ンダ ム X の 運用 デー ク を 利用 し て いた 
X 用 の G コ ン で も 起動 させ る こと が 可能 
だ っ た 。 これ は 、 開 発 責任 者 で ある アイ ム ザ ッ 


ト ・ カ ー ト ラル も 見 落と し て いた 盲点 だ っ た 。 


ー ト 用 に 開発 され 
た 専用 の ビッ ト MS。 頭 部 と 腹部 以外 の シル エッ 
ンダ ム エ ア マス ター と 柄 似 し 、2 基 の パス 
ター ライ フル で 武装 し て いる の も 同様 で ある 。 こ 
の 機体 自体 は 無人 だ が 、 ガ ンダ ム エ ア マス ター 
に 搭載 され た F シ ステ ム に よっ て 遠隔 操作 され 
る 。 最大 で 12 機 の GW ビッ ト を 遠 隅 探 作 で きる 
た め 、 パ イロ ッ ト ひ と り だ け で 1 部 隊 に 匹敵 する 
戦闘 力 を 発揮 。 さら に 本 機 は 飛行 形態 へ の 変 
形 シス テム (トラ ンス シス テム ) を 搭載 し て お り 
機動 性 を 活か し た 一 撃 離脱 攻撃 を 得意 と する 。 


ガン ダム エア マス ター の サカ 


ガン ダム レオ パル ド の サポ ー ト 用 に 開発 され た 
専用 ビッ ト MS。 頭 部 と 胸部 以外 の シル エッ ト 
は ガン ダム レオ パル ド と 酷似 し て お り 、 イ ン ナ ー 
アー ム ガ ト リン グ で 武装 し て いる の も 同様 で あ 
る 。 この 機体 自体 は 無人 だ が 、 ガン ダム レオ パ 
ルド に 搭載 され た F シ ステ ム に よっ て 遠隔 操作 
され る 。 最大 で 12 機 の GT ビッ ト を 加 隔 操作 で 
パイ ロッ ト ひ と り だ け で 1 部 隊 に 匹 
する 戦闘 力 を 持つ 。 特に イン ナー アー ム ガ ト リ 
ング を 使っ た 対 MS 圭 、 対 艇 温 に お 
いて も 効果 的 で ある , 


GT ピット 】 ガン ダム レオ バル ド の 動き に 台 


埋 射 する GT ビッ 


誠 
大 型 態 
まう 火力 を 代打 す 


の サル ペー ジ を 生業 と する 集団 で 、 海 路 を 利用 
する 交易 商人 に 引き 掲げ た 物資 を 売り 流し て 
いる 。 ちな み に 海 を 生活 の 場 と し て いな が ら も 
交易 商人 や 沿岸 の 村 や 街 か ら 略奪 を 繰り 返す 
臣 閲 集団 は 「 オ ルク ] と 呼ば れ 、 シ ー バ ルチャ ー 
と は 区 別 され て いる 。 また 陸上 で 活動 する バル 
チャ ー は 「 陸 (おか) バル チャ ー] と 呼ば れる 


ーー 
SEA VALTURE SHIP 


シー ルチャ ー が 利用 する 海上 肖 

査 用 の ソナ ー や サル ペー シ 

その シル エッ ト は 大 型 作 業 船 と いっ 
> と は いえ オル ク の 開 直 に 備え 

が fs 


海底 探 


【 シ ー バ ルチャ ー 秀 ] 海上 を 移動 する フリ ー デ 
給 を 行う 紙 [左上 ) も 、 シ ー バ パル チ 
ば れる フリ ー 


の が 
GE ビッ ト 
GBIT 

F シ ステ ム を 搭載 し 


ンダ ム ・ タ イプ の サポ : 
ト 機 と し て 開発 され た 無人 MS。 母 機 と な る ガン 


ダム ・ タ イプ | ー タ イプ が 搭乗 し 、 精 神 波 
に よっ て コン トロ ー ル され る 。 ガン ダム ・ タ イプ 1 機 
12 機 の ビッ ト MS が 用 意 さ れ 
プ ひ と り で 中 隊 を 編制 で きる 。 その た め 戦 略 的 に 
は 非常 に 有利 な シス テム で あり 、 ガ ンダ ム X、 ガ 
ンダ ムレ オ パ ル ド 、 ガ ンダ ム エ ア マス ター の 各 模 
に 専用 の G ビ ッ ト が 配備 され た 。 さら D.O.MLE 再 
用 G ビ ッ ト も 格 秘 斉 に 開発 され て いる 。 だ が 、 
第 7 次 宇宙 戦争 に よっ て ほとん どの 機体 は 失 
われ 、A.W. に お いて は ガン ダム X と D.O.ME. 専 
用 の G ビ ッ ト 以 外 は 確認 され て いな い 。 


設 D.O.ME. の 
自動 防衛 ッ ステ ム と し て 配備 され た ピット MS。 
D.0.ME 専用 の G ビ ッ ト は 、 ガン ダム ・ タ イプ 
の GE ビット と は 異な り 、 母 機 に 相当 する 有機 
は 確認 され て いな い 。 それ は 本 機 を コン トロ ー 
ル し て いる の が D.O.MLE. に 保管 され 
トニ ュー タイ プ だ か ら で あ る 。 サテ ライ トキ ャ ノン 
こそ 持た な い が 、 宇 宙 革 古 軍 の 新 MS タラ ウ ダ 
の 重 装 甲 を 撃ち 抜く ビー ム パ ズー カ を 装備 し 、 
総合 的 な 戦闘 能力 は 極め て 高い 、 


ファ ルコ ン ] 


G FALcON 


第 7 淡 呈 才 戦 争 に お いて 旧 地 球 軍 孝 軍 は ガ 
| ンダ ム ・ タ イブ MS を 極秘 開発 し て いた が 、 そ 
| れ と 同時 に サポ ー ト ・ ユ ニッ ト の 開発 も 行っ 
いた 成 し た の が G フ ァ ル コン で ある 。 
単体 で は 重 攻撃 機 と し て 機能 する ほか 、 コ ク 
ピッ ト 部 分 (A パ ー ツ ) と ブー スタ ー 部 分 (B パ ー 
ツ ) に 分 離し 、 ガン ダム ・ タ イプ と ドッ キン グ する 
こと が で きる 。 ガン ダム DX と ドッ キン グ し た 場合 
は 高宮 巡航 形 態 と MS 形態 の ふた つの 形態 を 
選択 で き 、 戦 況 に 合わ せ て 変形 する 。 対し て 
ガン ダム レオ バルド や ガン ダム エア マス ター と の 
ドッ キン グ で は B バ ー ツ の み を 使用 し 、 主 
加 ブー スタ ー と し て 機能 する こと に : 
よう に 多 廊 的 な 運用 方 法 を 考慮 され 
た が 部 7 次 宇宙 戦争 で は ほ と 
と が な か っ た 。 だ が 戦後 、 ス クラ ッ プ 
宙 を 漂流 し て いた 機体 を 反 政 府 組織 
リコ ン が 回 収 し 、 宇 宙 革 命 軍 と の 英 闘 に 
投入 し た 。 サテ リコ ン 壊 滅 後 は ガロ ー ド ・ ラ 
と 行動 を 共に し 、 フ リー デン の 新 戦力 と : 
いる 。 主 な 搭乗 者 は パー ラ ・ シ ス 。 


し な か っ た 最大 の 要因 
ラス ヴェ ー ト の ビッ ト MS が 造 


NA 


| G フ ァ ル コン (高速 4 前 形態 ) 


高速 移動 を 主眼 と し て いる 。 A パ 
B バ ンダ ム DX を 挟み 込む よう な 
り 、 重 戦闘 機 と し て 機能 する 。 この 状態 で 
イン サテ ライ トキ ャ ノン は 使用 で き 、 火 力 的 に は 
通常 の G フ ァ ル コン を 上 回 っ て いる 。 また この 
形態 で は 、 単 体 で の 大 気 囲 突入 も 可能 で ある 。 


] 機 首 の 横 か 53 
イト キ 


| G フ ァ ル コン (MS 形態 ) | 
ガン ダム DX と ドッ キン グ し た G フ ァ ル コン の 一 
形態 で 、 MS 形態 で の 運用 を 重視 し て いる 。 ガ | 
ンダ ム DX の 胸部 に され た A パー ツ は 増加 
装甲 ヒ し し て 機能 し 、 背 部 の B パ ー ツ は 大 型 ブ ー 
スタ ー と な る 。 その た め ガ ンダ ム DX の 戦闘 能力 
(特に 格闘 能力 ) を 損なわ ず に 、 機 動 性 と 防 
御 力 を 増加 で きる ある . 


| 
JENICE for SPACE | | 
地球 連邦 宣 に 対抗 する 宇宙 革命 軍 が 独自 


に 開発 し た MS。 曲線 を 多用 し た マッ シブ な ボー | 
ディ 、 モ ノア イ ・ ス リッ ト が 2 本 入っ た 頭 部 、 局 
部 装甲 に 設置 され た スパ イク な ど が 特徴 て 
る 。 生産 性 が 高く 多数 が 戦 泊 投入 され た 。 そ 
の た め 第 7 次 字 百 戦争 後 で は 本 機 を ベー ス と 
し た カス タム 機 が 数 多く 登場 する こと に な っ た 。 


| ジェ ニス (地上 用 ) 


JENICE for GROUND 


(宇宙 用 ) を 陸 電 仕様 に 改造 し た 機体 

ジェ ニス 改 と も 呼ば れる 。 宇宙 戦 に 必要 
な 装備 (アポ ジ モ ー タ ー や スラ スタ ー、 冷却 シ 
ステ ム 、 生 命 維持 装置 ) が 捧 除 され て いる が 、 
外見 上 は ペー ス と 大 差 な い 。 唯一 の 違い は 肩 
部 装甲 の スパ イク が な く な っ た 程度 で ある 


(地上 用 ) の カス タム 機 で 機体 名 は 
バッ ファ ロー」。 名 前 の 由来 は 頭 部 
に 設置 され た 2 本 の 衣 で あり 、 猛 生 を 模 し た シ 
ル エ ッ ト か ら こ の 名 が 付け られ た と 思わ れる 。 改 
造 は 豆 部 の 角 に 留まら ず 、 シ ョ ル ダ ー ア ー マ ー 
の 大 型 化 や 長大 な フロ ント アー マー の 増設 が 
な され で お り 、 防御 に 特 化し た カス タマ イズ を 施 
し て いる 。 し か し 、 ガ ンダ ム X の ビー ム サ ー ペ ル 
に よっ て 装甲 ご と 容易 右腕 を 切断 され て し ま 
い 、 ビ ー ム 兵器 に は 無力 で あっ た 。 搭乗 者 は 
女 MS 乗り の ヴェ ド パ ・ モ ル テ 


ジェ ニス 改 エ ニル カス タム 
ス (地上 用 ) の カス タム 機 で 、 エニ 
ル の 導 に 対応 する よう な 調整 が 施さ れ て いる 
恋人 の マイ ルズ を 役 害 し た 新 連 邦 軍 と 戦う た 
め に 、 オ ルク の ル マ ー ク ・ カ ウト か ら エ ニル が 
購入 し た 。 機体 の 特徴 と し て 頭頂 部 に サブ ・ 
カメ ラ と ブレード ・ ア ン テ ナ を 増設 し 、 素敵 能力 
が 強化 され て いる 。 また スラ スタ ー 出 力 を 増加 
させ る こと で 新型 MS と の 性 能 差 を 捕っ て いる , 
これ に より 新 連邦 の 新型 MS パリ エン ト な ど と も 
互角 以上 に こと が 可能 で あっ た 


| ジェ ニス 改 ク ロッ カオ リ ジ ナ ル 


(地上 用 ) の カス タム 模 で 、 無 類 の MS 
乗り で ある クロ ッ カ の 乗 機 。 基本 構造 は ペー ス 
模 を 貴 豚 し て いる が 、 頭 部 に モヒカン を 思わ せ 
る 装飾 パー ツ が 付い て いる 。 クロ ッ カ 自身 の へ 
アー スタ イル に 合わ せ た も の と 思わ れる 


ジェ ノ ス ・ ク ライ シス 


野 姿 衣 れ の バル チャ ー の リー ダー. ス 改 
で 直 装 し て お り 、 収 穫 骨 の 農村 か ら 略 鶴 を 働 
いて いた 。 ウ スー の 故郷 を 軸 っ た 了 に 
まま 里帰り し て いた ウィ ッ ツ に 撃 瞬 され た 、 


| シナ ッ プ ス ・ シ ンド ロー ム 
SYNAPSE SYNDROME 

人 エニ =. 

る 持病 。 「 死 に も 等 し い ] と いう 

醒 わ れる と いう も ほぼ 1 ヵ月 に 一 度 の 周 


期 で 線 り 返さ れる 。 事前 に 衝 置 を 放せ は 痛み 
る が 、 生 涯 その 苦し み と 共 に 生き な 
症状 で ある 。 さら に 
ティ ファ ・ ア ディ ち は 、 相手 の 
ー タ イプ 能力 の 影響 を 受け て 発作 の 周期 
1 く な り 、 さ ら な る 苦し み を 味わう こと と な っ た 


シャ ギア ・ フ ロス ト 
SHAGIA FROST 


オル バ - フ ロス ト の 兄 で あり 、 晃 弟 で 北 度 と な く 


ステ ム ] を 起動 させ る まで に は 至ら ず 、 
不 名 誉 な 「 カ テ ゴ リ ーF] の 郊 印 を 押さ れ て し 


っ た 地球 連邦 関係 者 に も 憎しみ を 向け 、 
に は 人 類 全 体 を 復讐 の 対象 と 考え る よ 
た 。 新 連邦 の エー ジェ ント と し 
活動 する シャ ギア が 、 そ の 裏 で 宇宙 革命 軍 
と の 戦乱 を 助長 する よう な 行動 を 取っ て いた 

めで ある 。 その 後 、 巧 みな 工作 に 
て 新地 球 連邦 軍 参 謀 本 部 に 抜 控 さ れ た シ 
ア は 、 新 連 施 軍 と 共 合 軍 を 全面 条 


っ た の だ っ 
た 。 主 な 搭乗 機 は ガン ダム ヴァ サー ゴ 、 ガ ンダ 
ム ヴ ァ サー ゴ ・ チ ェ ス トブ レイ ク 


称 熱 の 湖 


デン が 逃げ 込ん だ 湖 の こと 
湖 ] と は 本 当 の 名 前 


て 湖上 の フリ 
| ト の 機転 で ガロ ー ド が サテ ライ トキ ャ ノ 
ン の マイ クロ ウェ ー ブ を 湖水 に 誘導 し 、 水 蒸気 
補 発 を 起こ し て 炎 を 消し 飛ば し た 。 
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ジャ ミル ニード a= I R= シン ゴ ・ モ リ セイ ンズ アイ ラン ド 
JAMIL NEATE | SHINGO MORI | SAINS ISLAND | 
了 上 戦 能 フ リー デン の 交 長 を 務め る 人 物 。 冷 | ガン ダム エア マス ター の パイ ロッ ト 、 ウ ィ ッ ツ ・ | フリ ー デ ン の 操 能 手 を 担当 する 青年 。 陽気 で | 太平 洋上 に 浮か ぶ 大 小 6 つ の 島 か ら 成る 者 


静 さ と 大 胆 さ を 朱 な 備 
頼 を 寄せ られ て いる 。 だ が 15 年 前 に は 地球 連 
邦 軍 に 所 属す る ニュ ー タ イプ と し て 、 第 7 次 宇 
軍 戦 争 に 参加 し て いた 。 ガン ダム X の パイ ロ 
ャ ミル は 宇宙 革命 軍 の コロ ニ 


クル ー か ら 絶 大 な 信 


テラ イト キャ ノン の 一 軸 が 結果 的 に コ 
と し を 計 発 きせ 、 地 束 と コロ ニー の 反 方 に 寺泊 
的 な 被害 を も た ら す こと に な っ て し ま 
ショ ッ ク か ら ニ ュー タイ プ 能 力 を 環 失 し た ジャ ミ 
ル は 、 ニ ュー タイ ブ が 自分 の よう に 戦争 の 道具 
に され 上 ぬ よ うに 保護 し よう と 考え る よう に な - 


その た め バ ルチャ 活動 し つつ ニュ ー タ 
イプ を 捜索 し 、 つい に ティ ファ ・ ア ディ ー ル と 色 
り 会 っ た の で ある 。 さら に ティ ファ を 追っ て フリ ー 


デン に 侵入 し た ガロ ー ド ・ ラ ン と 出会っ た こと か 
ら 新た な 戦乱 に 巻き 込ま れ 18 
年 前 の 悪夢 を 清算 すべ く 宇 宙 へ と 上 が り 、 第 
8 次 宇宙 戦争 の 終結 に 尽力 し た 。 主 な 指 乗 機 
は ガン ダム X、 カン ダム X デ ィ バ イダ ー。 


ジュ ラッ グ 
JURACG 


症 が 地 貞 用 機 と し て 開発 し 
量産 型 MS。 ジェ ネ レ ー タ ー や フレ ー ム な どの 
各 コ ニット が 新規 設計 され た が 、 生 産 ライ ン を 
ジェ ニス と 共用 し て いる た め は 


処理 が 施さ れ 、 低温 下 で も 支障 な く 行 動 で きる 


よう に な っ て いた 


スー の 母親 。 37 歳 と いう 若 さ で 夫 を 亡くし て 以 
来 、 6 人 の 子供 
邪 で 死亡 ) を 女 手 ひと つ で 育て 上 げ て き , 

て は 頭 の 上 が ら な い 唯 
『 家 族 の 下 を 飛び 出し 
、 そ の 事 
告げ て いい か わか ら ず 、 久 し 振 
り に 再会 し た ウィ ッ ツ と の 間 に ギ クシ ャ クレ た 空 
気 が 流れ る こと と な っ た 。 再 発し て いた 
ウィ ッ ツ だ が 、 パ バー テン ダー が ショ ー ラ の こと を 
て いる こと を 知り 、 納 得 は し な いま 


| 白い イル カ 


| WHITE DOLPHIN 


ー タ イプ を 探す ティ ファ ・ ア ディ ー ル の 導き 
、 サ ン ル ー カ ス 海 岸 へ と 向かっ た フリ ー 
が 出会っ た イル カ 。 前 れ の 仲間 と 作っ て 全身 
が 自 い の が 特 復 。 不思議 を 力 を 持っ て お り 、 
この 能力 を 使っ て 仲間 た ち を オル ク の 製 撃 か ら 
守っ て いた 。 人 間 を 悩ん で いた が 、 テ ィ フ ァ と 
触れ 合い 、 フリ ー デ ン の 危機 を 救っ た . 


自然 発生 し た ニュ ー タ イプ で は な く 、 人 工 的 に 
ニュ ー タ イプ 能力 を 付与 され た 人 物 の こと 。 上 
革命 軍 が 確立 し た 技術 を ノ モ ア ・ ロ ング (ドー 
ラッ ト 博士) が 実用 化し 、 カ リス ・ ノ ー テ ィ ラス 
その 能力 は 先 


運用 や 敵 の 接近 の 予知 な ど 、 多 方 面 開花 し 
た カリ ス と いう 成功 例 を 手 に する : 
モア は 多く の 人 間 を 秩 特 に し て いな 


[人 エニ ュー タイ プ | フォ ー ド 


いる カリ ス は | 


は 


自ら 


気 の い い 性格 の た めか 、 や や 苦労 性 で 押し に 
弱い と いう 一 面 が ある , その た め 提 能 だ け で な 
く 補 給 作業 や 整備 の 助手 、 交 易 品 の 管理 や 
捕 鹿 の 見 張り 穫 ま で や ら さ れ て いた 。 と は いえ 
操 能 手 と し て の 腕 は 確か で 、 フ リー デン が 撃破 
され て か ら は 、 宇宙 触 で ある フリ ー デ ン I の 操 
継 を 担当 し た 


衝 と し の 科 


が 、 ザ コッ ト ・ ダ ッ ト ネ ル 率 
いる 「 炎 の 時 計 部 隊 」 に 包囲 され た の も この 


場所 で ある 。 


| 政府 再建 委員 会 


第 7 次 宇宙 戦争 後 の 地球 を 統一 し 、 新 地球 
連邦 政府 を 作る た め に 発足 し た 組織 で ある 。 
その メン バー は 旧 地 百 連 邦 政府 問 係 者 、 軍 
上 層 部 、 産 業界 の リー ダー た ち で 構成 さて て い 
る 。 さら に この 委員 会 は 最高 議会 と 呼ば れる 
意思 決定 機関 に よっ て 運営 され 、 そ の トッ プ を 
務め る の が フィ クス ・ ブ ラッ ド マ ン で ある 。 メン 
パー た ち は 一 様 | ー は 地球 に 隷属 す 
べき 存在 だ と 考え て お り 、 彼 ら 自身 が 戦争 を 引 
き 起こ し た 元凶 と も : う 


市 。 航海 の 中 継 地点 と し て 、 シー バル チャ ー や 
オル ク の 支配 を 受け る こと な く 独 自 の 発展 を 送 
げた 。 その た め 参 数 の 貿易 華 者 が 行き 交 う 商 
華 都市 と し て 知ら れ 、 そ の 規 橋 は 北米 の サン ・ 
アン ジェ ロ 市 を 上 回 る ほど で ある 。 北米 と は 異 
な る 紙 贅 が 流通 し て いる こと か ら も 、 こ の 地域 

経済 的 に 優れ て いる の が わか る 。 また コロ 
ニー 落と し の 被害 を 先 ん た エネ ルギー プラ ント 
を 保有 し て お り 、 そ れ が 発展 の 一 助 と な っ た 。 
し か し 、 新 地球 運 邦 政 府 が 樹立 する と 、 新 地 
球 連邦 軍 に よっ て 制圧 され て し まっ た 。 


| WORLD POPULATION 


第 7 次 宇宙 戦争 が 終結 し て か ら 15 年 が 経過 
.W.0015 に お いて 、 世 界 の 総 人 口 は 
9,800 万 人 。 戦争 以 前 に は 100 億 以上 の 
人 々 が 生活 し て いた こと を 考え る と 、 生 き 残 っ 
た 人 々 は 100 分 の 1 以下 で あり 、 い か に 激しい 
戦争 で あっ た か が 推測 で きる と いう も の で ある 


フォ ー ト セパ ー ン 市 長 で ある ノ モ ア ・ ロ ング が 推 
開 す る 計画 。 戦後 世界 に 「 真 の 意味 で の 千年 


ア の 片腕 と し て 働い 


ノ モ ア の 正体 は 宇宙 革命 軍 の ドー ラッ 
彼 は か つて の 戦争 で 仲間 た ち が 


取 か れ や すか っ た 


に 


た 
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セ プ テ ム 
SEPTEM 


軽減 し て いる 。 宇宙 で の 運用 を 前 提 に 開発 さ 
れ た が 、 地 球 降下 作 和 使用 され 
地上 戦 に も 用 いら れ た 。 その た め 戦 後 は バル 
チャ ー の 機体 と し て 利用 され て いる 。 また 宇宙 
革命 宣 に お いて は 、 教 導 大 隊 の 演習 機 と し て 
使用 され で 


セ プ テ ム 改 


SEPTEM CUSTOM 


セ プ テ ム を 地上 用 に 改修 し た 機体 で 、 主 に バル 
軍用 され た 。 外見 的 ス 機 
が 、 パ イロ や 所 属 部 隊 に よっ て さ 
まさ ざま な マー キン グ や カフ ラー リン グ が 施さ れ て いる 。 


[セブ テム 改 】 オル バ パーフロ 


8 球 軍 邦 政府 が 
支配 を 脱し た 各国 
ph これ を 総称 し て 「 戦 後 独立 
国家 群 | と 呼ぶ (この 背景 ( 旧 連 邦 の 支 
配 に 対す る 不協和音 も 影響 し て い 
る ) 。 だ が 新地 球 軍 邦 に よる 地球 支配 政策 が 
実施 され る と 、 戦 後 独立 国 案 群 の 多く が 新 連 
邦 に 仲 香 さ れる こと に な - 


セン トラ ンジ ェ | 
St.RANGE 


次 宇宙 戦争 後 の 地 球 に 建設 され た 街 の ひ 
北ア メリ カ 大 陵 西 部 の 夏 温 地 汰 に 位 
加わ る 以前 の ガロ ー 
に し た MS 狩り を 生 


ツン ンー ョ 2 
SONDEUREPTA | 


旧 地 球 運 孝 軍 が 
ぶ 人 工 島 。 旧 連 孝 軍 の 兵器 プラ ント で 
政府 再建 委員 
た 。 その た め ドー トレ ス ・ プ : 
で きる 大 型 空母 ドリ テア と い - 
を 固め て いる 。 政府 再建 委員 会 識 報 統括 官 
の アイ ム ザ ッ ト ・ カ ー ト ラル は 、 < 
DX の 開発 を 進め サン 
ガロ ー ド ・ ラ ン が 目撃 し た サテ ライ トシ ステ ム の 
ガイ ドレ ー ザ ー は 、 ゾ ンダ ー エ プ タ で 開発 中 の 
ガン ダム DX に 向け て 放 た れ た も の だ っ た の だ 
後 、 ガイ ドレ ー ザ ー の 場所 を 目指 し た フリ ー 
行 は アイ ム ザ ッ ト に 拘束 され て し まう が 、 


第 7 次 宇宙 戦争 
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宇宙 革命 軍 邦 と の 間 に 動 発し た 戦 
事 の 名 称 で 、 最 的 に 地 珠 県 境 と 人 類 に 寺 
な ひと っ の 


ー の 衝立 運動 に 端 を 発し た 紛争 
球 園 全域 を 巻き 込む 全面 戦争 と な り . 
再戦 を 繰り 返し 、 長 期 
な っ た 。 その 最後 の 戦い が 「 
で ある 。 開 埋 か ら 8 ヵ 月 後 
戦況 を 打開 す Myy 
と し 作戦 を 立案 
し て 連邦 に 降伏 を 飼っ 1 
は 極秘 に | 開 人 し た 決 衣 「 ガ ンダ ム ] を 投 
し 徹底 抗戦 の 構え を 見 せ た の で ある 。 そ | 

レ し ・ ニ ー ト の 乗る ガン ダム X の サテ 
ノン の 一 刺 が 革命 軍 の 焦り を 呼び 、 コ 
落と し を 強行 きせ て し まっ た 
ペー ス ・ コ ロニ ー が 落下 し た 地球 で 
を 超え る 人 口 の ほとん ど が 失わ れ 、 ヨ 
火 を 生き 延び た 人 々 に も 「 村 
な 運命 を 背負 わせ る 結 
命 電 側 の 補 害 も 大 きく 、 


な いま ま に 再 び 休 戦 と な っ た の だ っ た 


夫 争 を 動 発 


第 8 次 宇宙 戦争 
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新地 球 連邦 ( 新 連邦 ) ど 
凍 発 し た 一 連 の 戦乱 の こと 。 第 7 次 宇宙 戦争 
よっ て 旧 地球 連邦 は 解体 し た が 、 関係 者 の 多く 
は 政府 再建 委 ン パ バー と な り 、 新 た な 地 
連邦 を 目 


症 旦 し た 補 字 軍人 
再編 。 両者 の 間 の 回 張 が 
月 面 の マイ タロ 


両 軍 が 全面 和 宰 する と いう 事態 


香織 し て いる 。 の 香 乱 の 陰 で は 人 
類 を 憎む フロ ス スト 兄弟 が 閉路 新 連 孝 と 宇宙 革 


の 野望 
隊 に よっ 


| 第 8 動力 施設 跡地 


旧 地 球 連 邦 の 動力 供給 施 
ンク 部 品 や MS が 数 多く 眠 
ギー 妨 が 暴走 

を 付け よ 

る バル 


内 部 に は ジャ 


の MS 乗り で ある エ 
繰り 広げ 、 エ ネ 


ダリ ア 作 戦 


OPERATION DAHLIA 


主筆 道上 に 配置 し た 能 隊 を 実 
う 一 邊 構え の 作戦 で ある 。 反 政 府 
ン は ダリ ア 作 戦 昌 : 
全 軍 の 猛 牙 を 愛 け て 載 泊 
詳細 を 掴ん だ 新地 球 連邦 
め に 艦隊 を : 
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GLOSSARY 


を 


D ナ ビ 


D NAVI 


幅 が 100m を 優 に 
イロ ー ド で 占め られ 上 部 
区 陵 用 カタ バル ト 、 後 部 に は 芽 胡 用 デ ッ 
飛行 中 で も 搭載 機 の 離発着 が 
の 次 は さながら 移動 基地 の よう 
な 輸送 力 は 白地 球 連邦 
きく 貢献 する こと と な っ た 


軍 の 勢力 拡大 


【 直 大 刑 輸 送 機 】 尾 忌 の 作 わ り に 設け られ た ワイ ヤー 
+ 飛行 中 の 安定 を 図る と 

村人 画像 を よく 見 る に 後部 

行 機 の 妄 が ある が 、 これ が 通 

これ と 比較 すれ ば 本 機 の 


| ツイ ンズ ・ シ ンク ロニ シテ ィ 
| TWINS SYNCHRONICITY 
見 られ る 靖 神 感応 能 双子 の 


兄弟 で ある シャ ギア と オル バ は 、 地 球 宮 邦 軍 
タイ プ 能 力 の 訓練 を 行っ て いた 。 


考 を 通い 合わ せる 
能力 に より 、 戦闘 中 の ふた 


され て し まっ た の だ っ 


正式 名 称 は 「 ド ルフ ィ ン ・ ナ ビ ゲ ー シ ョ ン 
(DOLPHIN NAVIGATION) 


第 7 次 宇宙 
中 探査 シス テ 

、 研 究 者 や 開発 施設 
を オル ク の ドー ザ ・ バ ロイ が 手中 に 収め 、 ほ か 
の オル ク に 販売 し て いた 。 高 性 能 の 秘密 は シ 
ステ ム の 中 枢 に イル カ の 生体 脳 を 使っ て いる 
た 、 そ の 反面 、 生 体 脳 の 寿命 が 短い と 
いう 問題 虚 を 抱え て いる 。 その た め 常 に 新しい 
イル カ を 確保 する 必要 が 生じ た ドー ザー 味 は 、 
イル カ を 狩る 「D ハ ント 」 を 線 り 返し て 


【 ロ ナビ] シス テム 自体 は コン パク ト で 、 円 簡 形 の ユニ ッ 
ト 内 に イル カ の 生体 話 が 封じ 込ま れ て いる 。 た だ し 価 
格 は か な り の 高額 で . D ナ ビ 数 基 で 「 ガ ンダ ム 

の MS が 買え る ほど 


ティ ファ ・ ア ディ ー ル 
TIFFA ADILL 


A.W. の 時 代 に 自然 発生 し た ニュ ー タ イプ の 少 
女 。 出生 時 の 記録 や 両親 の デー タ は 残さ れ て 


いな い が 、 その 人 能力 を 見 込ま れ て 、 幼 い 頃 か ら 
アル タネ イ テ ィ 収容 きれ 、 研究 対 
集 と され て いた ニュ ー タ イプ の 保護 を 


目的 と する ジャ ト と フリ ー デ ン に 救出 
され 、 そ の 弁 動 の 中 、 ガ ロー ド ・ ラ ン と 運命 的 
な 出会い を 果たす こと に な る 。 誰 と で も 分 け 隔 
て な く 接 する ガロ ー ド に 


徳 婦 
カカ を 利用 し よう と する 好 玉 連 才 と 宇 補 人 命 


は 、 ガ ロー ド の 存在 が 大 きい と 
そし て 月 面 基 地 D.0.M.E. で ファ ー ス 
トニ ュー タイ プ と コン タク ト し た 彼女 は 、 ニ ュー タ 
イブ と し て の 自分 を 捨て 、 ガ ロー ド と 共に 新た な 
人 生 を 歩む こと を 決意 し た た 。 性 格 は 無 
口 で 人 見 知り する タイ プ だ が 、 大 切な こと は き 
ちん と 口 に 出す だ け の 勇気 は ある 。 また ガロ ー 
ド に 喜ん で も らい た い ー 心 で 化粧 を 試し 
な ど 、 女の子 らし い 一 面 も 持っ で いる 


1 
ィ ー ル ] 精神 感応 や 未 
放し 、 必 


いた 。 テ 
/ | He 


記さ ヴェ ルレ ー 
を そら 5 ん じ る ほど の 知性 派 で ある 。 その 一 方 
で 若者 な ち に 信 け まい と ビリ ヤー ド の 秘密 
特訓 を する と いう 一 面 も あっ た 。 


テクス ズラ ファ ニ ゼ シバ ニー 
TECHS FARZENBARG 


kd 


2 


ン の 専属 医師 。 クル ー の 肉体 面 か ら 精 

に 艦 の 最 
年 長者 と いう こと か ら 相 談 役 と し て も 頼り に され 
た 。 患者 あっ て の 医師 と いう 姿勢 を 買 き 、 第 8 
次 宇宙 戦争 後 は 野戦 病院 に 勤務 。 口論 する 
新 連邦 と ゲリラ に 割っ て 入り 、「 大 概 の 問 
コー ヒー 一 杯 飲ん で いる | 
だ 」 と コー ヒー を 手渡 し な が ら 含 薔 ある 言 
葉 を 投げ 掛け て 争い を 収め た . 


テツ ジュ テ イ ゴジ 


新 連邦 に 占領 され た 元 エ スタ ルド 人 民 共 和 
国 の 領地 を 根城 と する 民族 独立 戦線 の リー 
ダー。 新地 球 連邦 に よる 強硬 な 各国 併 香 に 
反対 し 、 武 力 則 争 を 続け で いた 。 仲間 の ひと り 
ユリ ナ ・ サ ノ ハラ を ガン ダム パイ ロッ ト の ロア ビバ 
ロイ に 接近 させ た の も 、 新 運 孝 に 対抗 する た め 
の 畔 力 を 敬 し た か ら に ほか な ら な い 。 だ が ロア 
ビィ を 説得 し て いる 最 中 に 新 連 邦 の ゲリラ 狩り 
に 遭い 、 次 々 と 仲間 を 失っ て し まう 。 そし て 最後 
に は ロア ビィ を 逃がす た め バ パ バリケード を 築く 新 連 
邦 部 譜 に 突進 し 、 旭 死 し て 活路 を 聞い た 


【 テ ッ サ ・ テ イン 】 頼ん で も 普 を 綻 に 振ら な い ロア ビィ に 
業 を 更 や し た テッ サ [ 中 央 ) は 銃 を 実 き 付け る 。 いく ら 祖 
田 解 放 の た め と は いえ 、 武力 で 従わ せよ 

態度 は ロア ビィ の を ます ます 頭 な に | 


デマ ー・ グ ライ フ 


新地 球 連邦 軍 に 所 属す る MS バイ ロッ ト 。 アフ 
「 自 い 死神 ] と 呼ば れ 、 敵 味方 か 
5 その 後 、 ニ ュー タイ ブ 研究 所 か 
ー タ イプ 候補 者 に 抜 控 さ れ 、 二 暴 弧 特 
進 を 馬 け て の 実戦 テス ト に 出撃 する こと に な っ 
た 。 寺 軽 量 級 MS の コル レル を 駆り 機動 性 を 

追い 詰め る こと 


突 か れ て 討た れ た 


【 デ マー・ グ ライ フ 】 コル レル を わざ わざ 白く 潜り 替え る 


ほど [白色 」 に 執着 する タイ プ 儲 補 の 
最 初 の ひと り と し て ガン ダム DX に 槻 い を 的 ん だ 


バル チャ ー が 使う 陸上 戦艦 (ラン ド シ ッ プ ) の ひ 
と つ . 陸上 幹 能 は 全長 に よっ て クラ ス 分 けさ れ 
て お り 、 テ ン ザ ン 級 は 全長 180~200m ク 

に 属す る 能 で ある 。 他 の クラ ス の 艦 に 比べ て 起 
装 は 少な いも の の 、 尊 橋 を 右 航 側 に 寄せ る こと 
で 広い 甲板 スペ ー ス を 確保 し て いる 。 その た め 
物資 輸送 能力 に 優れ 、 そ れ が 交易 を 生業 と す 
る バル チャ ー に 好ま れ た 理由 と 思わ れる , 


ヨコ | 
ネグリ ー ツ ・ ジ ョ ー の 垂 区 が 
ネイ ティ ヴ 社 を 衝撃 する フリ ー 


の ひと り 。 子犬 を 愛でる 心 優し い 性 格 と 、 仲 間 
で あろ うと 政 忠 いな く 切 り 刻 む 残 忍 な 性 格 が ひ 
と つの 肉体 に 宿る 多重 人 格 者 で ある 。 二階 級 
特進 を 悪 け て の 実戦 テス ト で ガン ダム DX と 交 


戦 。 腕 部 を 切り 落と す な ど 圧倒 的 な 戦 
夫 し た が 、 


最終 的 に は ニ を 
< 撃破 され た 。 主 な 搭乗 機 は ブリ ト 
or ibd ドゥ エー ト が 造ら せ 
ま 兵 の ビ 


フ 】 性 格 が 約 変 する と 凶 時 さ が 
|、「 東 部 軽 線 の 狩人 ] と 呼ば れ て 、 肛 
本 時 の よう な 形相 を 


同盟 軍 


武力 に よる 地球 圏 統一 を 画策 する 新地 球 連 
邦 軍 に 対抗 する た め に 、 東 アジ ア の 3 つの 小 
国 (エス タル ド 人 民 共 和 国 。 ノー ザン ペル 連合 
王国 ガス ター ル 民 主 共和 国 ) は 同 思 条 
締結 , その 条約 に 則っ て 発足 し た 連合 軍 を 「 同 
器 軍 ] と 呼ん だ 。 し か し エス タル ド と ガス ター ル は 
か ね て か ら 民 族 対 立 の 歴史 を 繰り 返し て きた 問 
柄 で あり 、 両 者 を 取り 持つ ノー ザン ペ ベル が 陥落 
する と 、 同 盟 は 条 気 な 解体 。 ガス ター ル は 新 
連邦 に 与 し 、 エ スタ ルド も 新地 球 連 孝 へ の 併 香 
余儀 な くさ れ な だ! 


ぱー ザー バ ロ イ 


ど で あ る 。 特に 彼 が 独占 的 に 扱う 海中 探 
査 ユニ ッ ト 「D ナ ビ 」 は イル カ の 生体 腹 を 必要 と 
する た め 、 ド ー ザ ー 味 は イル カ 狩 り 
て いた 。 その 最 中 、 特 殊 能力 を 持 
の 存在 に 気付 いた ドー ザ は それ を 
イル カ を 守る うと する フリ ー 
その 後 「 
最強 の 男 で ある こと を 示 そ うと し た 
ルカ に 助け られ た ガロ ー ド ・ ラ ン た ちの 反撃 に 
道 い 、 乗艦 と 共に 


行 と 出会う 。 


ドー ザ ・ バ ロイ の 部 下 


ドー ザ ・ パ ロイ が 率い る オル ク (ドー ザー 味 ) の 
一 員 と し て 導 賊 行為 に 手 を 染め る 荒く れ 者 た 
ち 。 リー ダー の ドー ザ 司 様 に 粗暴 な 性 格 の 持 
ち 主 た ち で 、 海 を 生活 の 場 と する 者 に と っ て は 
麗 怖 の 対象 で ある 。 D ナ ビ の 部 品 採取 と 称し 
て 彼ら が イル カ 狩 り (D ハ ント ) を 行っ た 後に は 
海 が 真っ 赤 に 染まる と 言わ れ て いる , 


eu=t 
DAUGHSEAT 


旧 地 球 連 邦 軍 が 開発 し た 初 の 水陸 両用 MS、 
ドー タッ プ や ドー トレ ス を 用 いた 運用 試験 デー タ 
を 反映 し た 末 に 量産 へ と 溝 ぎ 籍 ける こと に 成功 
し 、 数 少な い 水 中 用 MS と し て 利用 され 、 第 7 
次 宇宙 戦争 後 は シー バル チャ ー や オル ク を 中 
心 に 用 いら れ て いる 。 水中 で は ピー ム が 減退 し 
て し まう た め 、 主 兵 装 に は 魚雷 を 搭載 。 また 伸 
縮 自在 の 脆 部 と 釣 爪 型 の マニ ビュ レ 
駆使 し た 格 関 戦 も 得意 と する 。 その 一 方 で 陸 
に 上 が る と 機動 性 が 激減 し て し まう た め 、 あ くま 
で 水中 の 運用 を 主眼 と し た 機体 で ある 。 ガロ 
ド ・ ラ ン の ガン ダム X デ ィ バ イダ ー も 、 水 中 を 自 
在 に 移動 する ドー シー ト に は 苦戦 し て いる 。 


ー ト I 
DAUGHSEAT I 


オル ク の マー カス ・ ガ イ と その 部 下 た ち が 運 用 


し た ドー シー ト の 発展 型 。 水 中 で の 機動 性 を 
向上 きせ 推進 機関 を 従来 の スク リュ ー 
か ら ウ ォ ー タ ー ジ ェ ッ ト エ ンジ ン に 換装 し て いる 


の 改修 は 水中 で の 運用 を 主眼 と | 
る た め 、 陸 上 で の 機動 性 や 戦闘 能力 が 極端 
に 低下 する 結果 と な っ て し まっ た 。 その た め 本 
機 は 水陸 両用 機 に カテ ゴ ラ イ ズ さ れる が 、 実 
隊 に は 水中 専用 機 と 考え た ほう が いい だ ろう 


トニ ーー 


ドー タッ プ 

DAUGHTAP 

旧 地 球 連邦 宇 が 開発 し た 戦闘 ポッ ド 。 球形 
ボディ ー に 2 本 の マニ ビュ レー ター を 備え 、 機 
体 下 部 に は 大 型 ビー ム 砲 を 装備 | \ る 。 これ 
ら の 装備 に よっ て 最低 限 の 戦闘 は 可能 だ が 、 
対 MS 戦 を 行え る ほど の 能力 は な く 、 主 に ドー ト 
レス の 支援 機 と し て 運用 され た 。 また 後方 で の 
作業 機 と し て も 利用 され 、 直接 戦闘 に 関わ ら な 
い 場 面 で 重宝 され た よう で ある 


ドー タッ プ 水 中 型 


第 7 次 宇宙 戦争 終結 後 、 ド ー タ ッ プ を 水中 仁 
な 構造 は 変化 な 
ト と 同 タ 


いも の の 、 
イブ に 換装 し . 


ー バ ルチャ ー の 間 で 運用 され 
IS や 軍用 物資 の サル ベ 


ドー トレ ス 
DAUGHTRESS 


旧 地 球 連 邦 軍 が 開発 し た 汎用 ・ 
宙 昔 命 軍 の MS が 曲線 を 主体 と 
シル エッ ト を 有 し て いる の に 対 
直線 を 多用 し 
メイ ンカ メラ が 3 基 搭 載 さ れ て いる の も 、 本 機 
の 特徴 的 な 仕様 で ある 。 突出 し た 機体 性 能 は 
な いも の の 生産 性 に 優れ 、 旧 地球 連邦 軍 の 
主力 MS と し て さま ざま な 戦場 に 投入 され た 。 さ 
ら に 弟 7 次 宇宙 理事 後 は 、 バ ル : 間 
の 自警 団 で も 運用 され て いる , だ け 本 機 の 
生産 数 が 多かっ た と いう こと だ ろう 


ドー トレ ス 
(アル タネ イ テ ィ ヴ 社 仕様) 


アル タネ イ テ ィ ヴ 福 が 保有 する ドー トレ ス 。 旧 
地球 連邦 軍 が 開発 し た ドー ト | 社 カラ ー 
を 施し た も の で 、 頭 部 が 赤く リペイント され て い 
る の が 特徴 で る る 。 た だ し 性 能 的 に は ほとん ど 
変化 は な いよ うだ 


| ト グ サ ・ ア イン 


反 宇 宙 革 合 軍 を 禁 椅 する 反 政 府 細 締 「 サ テリ コ 
ン 」 の メン バー で 、 宇宙 戦艦 「 ヴ ァ ロ ー ナ 」 の 能 
長 を 務め る 男性 。 宇宙 草 命 軍 に よる サテ リコ ン 
壊滅 作戦 に 立ち 向かい 、MS の 大 部 隊 を 前 に サ 
テリ コン の 本 換地 で ある 小惑星 基地 を 防衛 し た 。 
し か し 圧倒 的 な 獣 の 数 を 前 に し て 劣勢 に 追い 込 
まれ 、 最 後に は 態 と 共に 宇宙 | 


| トニ ヤ ・ マ ー ム 


| TONIYA MALME 


デン で 通信 士 を 務め る 女性 ブ 
誰 に 対し て も 気さく に 接する 開 
放 的 な 性 格 で 、 お し ゃ れ や 買い 物 に 目 が な い 。 
その た め 軽 い 性 格 と 見 られ る こと も ある が 、 フ 
な く て は な ら な い 
存在 で ある 。 また 、 女 性 と し て の 感性 に 優れ 、 
面 も 持ち 合わ せ て いる 。 落 ち 込 
を 元気 付け よう と する ティ ファ 
辛 さ を 紛 ら わ せる た め に 無 
見 せ た の は 、 彼 女 な り の 優 
は 多く 、 フ 


陵 上 戦艦 プリ 


リー の 女性 MS 乗り ル ・ エ ル が フリ ー 
デン に 協力 する よう | トニ ャ の 存 
在 が 大 きい 。 セイ ンズ アイ ラン ド で 敵対 し て い 


た と 知ら ず エ ニル と 偶然 知り 合 
ち ま ち 意 気 投合 し 、 最 後に は 親友 同士 に : 
で ある 。 フリ ー デ ン 所 属 の MS 乗り 、 ウ ィ ッ 
・ ス ー と は 衝突 する こと が 多かっ た も の の 、 
お 互い に 落 か れ 合っ て お り 、 最 終 決 戦 を 前 に 
ウィ ッ ツ か ら 指 輸 を 贈ら れ て いる 。 そう し て フリ ー 
デン 解散 後 は ウィ ッ ツ の 故 卿 を 訪れ た 


像 右 ) に 要 み 、 
いる 。 「 男 の 子 を 


アン 0c ちく 


ダム エア マス ター を 駆る フリ ー の MS 乗り 、 
ウィ ッ ツ ・ ス ー の 第 。 家 を 飛び 出し た ウィ ッ ツ に 
代わ る 唯一 の 田 手 と し て 、15 才 な が ら も 母親 
の ショ ー ラ を 助け る 気丈 な 少年 で ある 。 ウィ ッ ツ 

っ 2 年 振り に 帰っ て き 
親 の 再婚 を ウィ ッ ツ が 聞い 
いな いと 考え た 家族 が 、 


て いた 。 


新地 球 連邦 が 誇る 大 型 空母 。2 隻 の 態 を 結合 
させ 、 そ の 中 央 に 艦橋 を 設置 し た カタ マラ ン ・ 
タイ プ で ある 。 その た め 飛 行 甲板 は 通常 の 空 
母 の 2 倍 の 広 さ が あり 、 ペ イロ ー ド と 角 載 機運 
用 能力 に 秀 で て いる この 空母 に 搭載 
され た 艦載 機 は 航空 機 で は な く 、MS の ドー トレ 
ス ・ フ ライ ヤー で ある 。 艦長 は 新 連邦 軍 謀 報 


機関 統括 官 を 季 め る アイ ム ザ ッ ト ・ カ ー ト ラル 。 


海 の 要 寄 」 と いう 形 人 
の 制 海 保 に 


新地 球 連 邦 軍 の 大 弄 補 ド リ テ ア を 語 箱 する 
任 を 幕 び た 機動 巡洋艦 。 テア を 中 核 と し て 


CIWS を 搭 
ペー ト が 備え られ 、 ド ー 


艦 体 サイ ズ に 
微 で ある 


べ て 速力 に 優れ て いる の も 特 


な 


| ナー ダ ・ エ ル 


に 


ニコ ラ ・ フ ァ フ ァ ス | 
J 


旧 宇 宙 革 命 軍 の 将校 。 フリ ー の 女 MS 乗り で 
ある エニ ル - エル の 父親 で 、 第 7 次 宇宙 戦争 
の 際 に 工作 部 隊 と し て 地球 ! 
地球 の 女性 と の 間 に 誕生 し 
る 。 その 後 、 コ ロニ ー 側 の 将校 だ と いう 正体 が 
填 見 し た ナー ダ は 、 エ ニル が 9 歳 の と き 目 の 前 
で 処 刊 され た 。 その 際 、 父 を 奪わ れ 
に と 1 られ な い 記 憶 と な る 。 


陸上 戦艦 フリ ー デ ン に 乗艦 する メカ ニッ ク の ひ 
と り 。 長 難 に 垂れ 目 が トレ ー ド マー ク で い : 


持つ 。 と は いえ チー フ の キッ ド ・ サ ル サ : 
頭 が 上 が ら ず 、 無 茶 な 指示 を 受け て は 如 戦 苦 
関す る 姿 が 見 受け られ た 。 フリ ー デ ン 角 散 後 
は 、 キ ッ ド た ちと 共に 修理 工場 「 フ リー デン 皿 」 
を 開業 し て いる 。 


新地 球 連邦 が 設立 し た ニュ ー タ イプ 研究 所 の 
職員 。 だ が その 正体 は 宇宙 革命 軍 の スパ イ で 
あり 、 研究 ー タ イプ に 関す る 情報 収集 
う 一 方 、 新 補 邦 軍 に 追わ れる エニ ル ・ エ 
ル を 蕎 い 、 鞍 命 軍 の 同志 に 誘っ て いた 。 その 
後 、 研究 所 に 接 衣 し た フリ ー デ ン か ら テ ィ フ ァ ・ 
アデ ィ ー ル を さら い 、 革命 宣 本 国 (クラ ウド 9) 
に 連れ で くる 。 彼 と し て は 生粋 の ニュ ー タ イプ 


ッ ン は 地球 に 生ま れ た 人 間 
出現 し た こと を 認め ず 、 テ ィ 
さら に 地球 と の 戦争 
を 強行 し よう と する ザイ デル に 対し ニコ ラ は 地 
球 と の 和平 を 訴え 、 戦 争 反 対 の 立場 を 貫く 

その 行為 が 反 政 府 思想 者 と し て 赴 弾 され る 原 
因 と な り 、 最後 に は 銃殺 刑 に 航 せら れ で いる 


を 求め る 遺言 を 託し て いる 


ニニ ュー オリ ンズ 基地 
NEW ORLEANS BASE 


北米 大 陸 南 部 に 位置 する 旧 地 表 連 邦 軍 基 
地 。 宇宙 艦船 の 造 拠点 だ っ た らし く 、 第 7 次 
宇宙 埋 争 中 に は 地下 の 大 型 ドッ ク で 航 軍艦 の 
開発 が 進め られ て いた 。 その 後 、 戦 闘 は 休戦 
と な っ た た め 航 宙 艦 の 圭 造 も 取り 止め と な り 、 
基地 と 共に 放棄 され て いた 。 だ が 新地 球 連邦 
が 台頭 する と 、 そ の 急進 的 な 政策 に 反発 する 
反 政 府 組 織 の 拠点 と な り 、 彼 ら の 手 に よっ て 
航 軍 北 の 修復 も 進め られ ; , 


tx 110-28 


111-31 


機動 新 世紀 ガン ダム X 


ー ク リア ミサ イル 
NUCLEAR MISSILE 


宇 軍 攻 命 軍 が 保有 する 荷 粒子 反応 汗 の 別 
名 。 弾頭 に 封入 され た 特殊 荷 粒子 が 標的 と 揚 
発 的 な 反応 を 引き 起こ し 、 核 弾頭 並み の 破 壌 
力 を 発揮 する と いう 代物 で ある 。 アス トラ ー ザ 
約 宇 宙 戦 第 に 扶 載 され た イル は サテ リ 
コン と の 戦 闘 で 使用 され . 
ン の 本 拠 地 で ある 資源 衛 


ニュ ー タ イジ 
NEWTYPE 


「 人 の 革新 ] を 意味 す - 、 宇 宙 に 居住 
する よう に な っ た 人 類 が 得 た 特殊 能力 の 持ち 
主 を 指す 。 事実 、 第 7 次 宇 宇 戦 争 以前 に は 旧 
宙 革 命 軍 と も に ニュ ー タ イプ 
狐 能力 を 軍事 転用 し て 


ー ス トニ ュー タイ プ を 遺伝 子 レ ベル 
で 解体 し 、 月 面 の マイ クロ ウェ ー ブ 送 信 施 設 


の 名 称 が 伝え 5 れる の み と な る 。 だ が 、 戦 第 
革命 軍 の 嘩 減 地球 連邦 軍 は 独自 に 
ニュ ー タ イブ の 研究 を 実施 業 資 本 で 
再建 され た ニュ ー タ イプ 研究 所 を 政府 直轄 と す 
その 特殊 能力 を 利用 し た 専用 MS の 
する 革命 軍 は 、 ニ ュー タイ プ 
人 類 の 進化 の 証 で ある と し 、 
ーー の 象徴 と し て 利用 し た 
ュー タイ ブ は その 特 


に ファ ー ス トニ ュー タイ プ に よ - 
否定 され る こと と な っ た 。 彼 は 人 類 の 進化 
定 づ ける の は ニュ ー タ イプ の よう な 特殊 能力 者 
で は な く 、 個 人 の た ゆま め 9 
す と 宣言 し た の だ 。 これ に よっ て 
と いう 概念 は 否定 され て いる 


ニュ ー タ イプ 研究 所 
| NEWTYPE LABOLATORY 


旧 地 球 連 孝 軍 の 主導 の 下 、 ニュ ー タ イブ の 研 
進め られ た 研究 機関 。 第 7 次 宇宙 戦争 後 
こ 民 間 企業 の 資本 投入 を 受け て 再建 され 、 カ 
ロン ・ ラ ッ ト が 所 長 に 才 任 し た 。 そし て ニュ ー タ 
イブ の 研究 を 続け て いた の だ が 、 覚 醍 率 5% 
未満 の アベ ル ・ バ パウ アー を 見 出す こと が や っ と 
と いう 有 様 だ ャ ギア & オ ル バ 
の フロ スト 兄弟 も この 研究 所 出身 だ が 、 ニ ュー 
タイ プ 能 カーF( フ ラッ シュ ) シ ステ ム を 本 働 させ 
られ な か - は 「 カ テ ゴ リーF (フェ イク ) 」 
の 天 印 を 押さ れ て し まう 。 その 結果 、 フロ スト 兄 
弟 は ニュ ー タ イプ と それ に 関係 する も の を 見 境 
く 憎 むように な っ て いっ た 。 そん な フロ スト 
兄弟 を 部 下 と する 新地 球 運 邦 軍 の アイ ム ザ 
ト ・ カ ー ト ラル は 、 新 
タイ プ の カ が 必要 
研究 所 と 接触 を 図っ た の だ が 、 フ ロス ト 兄 弟 に 
よっ て 暗殺 され た 。 さら に 研究 所 自体 も フロ ス 
ト 兄弟 の 策 隊 に よっ て 壊 減 し て いる , 


| ニュ ー タ イブ ま 義 | 


宇宙 革命 宣 の 指導 者 で ある ザイ デル ・ ラ ッ ソ 
が 提唱 する 思想 。 人類 の 革新 で ある ニュ ー タ 


ペー ス ノ イ ド は こぞって 
ニュ ー タ イプ 主義 を 信奉 。 地球 に 暮らす 人 々 
を オー ルド タイ プ と 見 下 し 、 対 立 の 溝 を 深め て 
いっ た 。 し か し ザイ デル 自身 は ニュ ー タ イプ と そ 
一 切 興味 が : 幅 まし く 感 
彼 に と っ て の ニュ ー タ イプ と は 思想 続 


て いた 
制 の た め の 方 便 に 過ぎ な か っ た の で ある , 


| ネ ラー・ ガ モウ 


新地 球 連 邦 軍 の 補給 施設 ( 弟 8 宇宙 軍 基 
地 ) を 取り まとめ る 男性 。 だ が その 正体 は 宇 
宙 革 命 軍 の スパ イ で あり 、 新 連 邦 の 動向 を 監 
視 し つつ 、 有 事 の 共に は 基地 に 設置 され て い 
る マス ・ ド ライ バー と シャ トル を 使っ て 、 
り 出 すす 手 答 を 整え て いた 。 ティ 
ファ ・ ア ディ ー ル を 宇宙 軍 に 連れ 去ら れ た ガ 
トル で 宇宙 に 
上 が ろう と する が 、 ネ ラ ー は 素性 の 知れ な い 方 
ロー ド の 頼み を 断る 。 と ころ が 、 ジャ ミル ・ ニ ー 


ト か ら ガ ンダ ム DX と パイ ロッ ト の ガロ ー ド 


を 許可 し た 。 だ が 、 ガ ロー ド に は 革命 軍 に 亡 
命 す る 気 は な く 、 宇宙 に 上 が っ た と ころ 
ご と シャ トル か ら 脱 出し て し ま 
の 思惑 は 見 事 に 外れ て し まっ た 


ノー ザン ベル 連合 王 | 


UNITED KINGDOM NORTHERN BELL 


第 7 次 宇宙 幹 争 後 、 旧 地球 連邦 の 衰退 に 
伴っ て 独立 し た 南ア ジア の 小国 の ひと つ 。 同 
様 に 独立 し た エス タル ド 人 民 共 和 国 や ガス タ 
ル 民 主 共和 国 と の 間 に 電 事 同 盟 を 結び 、 不 
仲の 2 国 間 を 取り 持っ て いた 。 新地 球 連邦 の 
強硬 な 地球 園 統一 政策 に 対抗 し よう と し た 
新 連邦 の サク リフ ァ イ ス 作戦 に より 首都 ベル ー 
ド を 陥落 され て し まう 。 そし て 、 こ の こと が 同盟 
軍 の 均 御 を 破る 契機 と な り 、 最 終 的 に 
と も に 新 連 邦 の 傘下 に 入る こと と な っ た . 


R] 本 0 se 09 


フォ ー ト セパ ー ン の 市 長 と し て 、 市 民 か ら 絶大 
な 支持 を 得 て い た 人 物 。 また 優秀 な 科学 者 で 
も あり 、 カ リス ・ ノ ー テ ィ ラス に 人 エニ ュー タイ 
プ と し て の 力 を 与え 、 市 の 防衛 を 任せ て いた 。 
その た め フ ォ ー ト セパ バーン は 、 第 7 次 宇宙 戦争 
後に 発展 し た 理想 的 な 都市 と し て 名 を 幅 せ た 
が 、 ノ モア の 真 の 望み は そん な こと で は な か っ 
た 。 実 は 宇宙 革命 軍 の 科学 者 (当時 の 名 は 
ドー ラッ ト 博 士 ) だ っ た 彼 の 目的 は 、 地 球 人 類 
へ の 復讐 に あっ た の で ある 。 カリ ス に 力 を 与え 
た の も その 一 環 で 、 巨 大 MA パト ゥ ー リ ア を 起 
動 さ せる 鍵 と する べく 、 彼 の 力 を 利用 
が 、 ガ ロー ド ・ ラ ン や フリ ー デ ン 
カリ ス は 自分 を 取り 戻し 、 野 望 


の 活躍 に よ 


な 


を 豆 失 し た ノ モ ア は 戦い の 狂気 に 居 か れ た ま は 


ま 、 最後 に は 自害 し て 果て て いる 。 


バー テン 
BARTENDER 


ヴィッツ スー の 母親 ショ ー ラ - ス ー の 再 拓 相 手 。 
ウィ ッ ツ の 生ま れ 故 郷 の 農村 に ある 酒場 で 働 
スス し 振り に ウィ ッ ツ が 戻っ て き 
り は 結婚 し て いた 。 その た め 、 初 
め て 母 の 再婚 を 聞か され た ウィ ッ ツ は 獲 反 対し 
て し まう 。 し か し 、 バ : 
を 代弁 。 その 言葉 に 揺り 動か され た ウィ ッ ツ は 、 
ふた り の 仲 を 認め て 村 を 去っ た 


パ バーベナ 作戦 | 


| OPERATION VERBENA 


パイ ロン ] 


PYRON | 


地理 に 潜伏 し て いた 宇宙 革命 軍 の スパ イ た ち 
が 、 成 果 を 手 に し て 宇宙 へ と 帰 二 する 極秘 作 


戦 。 身分 を 偽っ て 新地 球 連 邦 タイ ブ 
研究 所 に 潜り 込ん で いた アフ ァ ス は 
ニュ ー タ イプ で ある ティ ファ 


ディ ー ル の 情報 
を 入手 する と 、 フ リー デン か ら テ ィ フ ァ て 
宇宙 へ と 連れ て 行く 。 それ が ティ ファ や 革命 軍 
の た め だ と 思っ て いた ニコ ラ で あっ た が 、 革 命 


タイ プ を 認め よう と せ ず 、 ニ コラ の 
は 運ば な か っ た 


PAALA SYS 


反 政 府 組織 サテ リコ ン の メン バー で 、G フ ァ ル 
コン の パイ ロッ ト を 務め る 少女 。 第 7 次 宇宙 戦 
馴化 に 難民 般 で 生ま れ た スペ ー ス ノイ ド で 、 宇 
宙 を 放浪 中 に 両親 を 失い 、 サテ リコ ン に 助け ら 
れ た 。 その まま 組織 の 計 護 の 下 で 育ち 、 男 勝 
り で 快活 な 性格 の 少女 に 成長 。 サテ リコ ン の 


貴重 な 戦力 と な っ た 。 A.W 0015、 鞍 命 軍 に 
連れ 去ら れ た ティ ファ ・ ア ディ ー ル を 追う ガロ 
ド ・ ラ ン の 危機 を 救っ た パー ラ は 、 同 年 代 の 


子供 が サテ リコ ン に いな か っ まち ガ 
ロー ド と 打ち 解け る 。 革命 軍 の 攻撃 で サテ リコ 
ン が 壊 減 し た の ち は ガ ロー ド に 協力 し て ティ ファ 
を 救い 、 フ リー デン と 行動 を 共に し た 。 第 8 次 
宇宙 戦争 後 は 気 が 合 っ た キッ ド ・ サ ル サ ミ ル ら 
と 修理 工場 「 フ リー デン 皿 」 を 開業 し た 


深い 起 い が 
な 性 格 上 . 
は で き な か 


軍 戦 笑 の 通 . 
パテ オ は 、 革 | 
諾 で あっ た 


南ア ジア の 小国 で ある エス タル ド ノー ザン ペ 
が 共同 開発 し た 汎用 MS。 最 
スタ ルド ス の 改良 機 で あり 、 
機体 の 軽量 化 を 図る こと で 機動 性 の 向上 に 
成功 。 また ビー ムラ イフ ル を は じ め 、 ビ ピー ム サ ー 
ペル や グレ ネー ド 、 半 固定 式 ス ナイ パー ライ フ 
ル と いっ た 複数 の 兵 装 が 用 意 され 、 さ ま ざ ま な 
戦況 に 対応 で きる よう に な っ て いる 。 と は いえ 
新地 球 連邦 軍 が 開発 ー ト レス ・ タ イプ と 
互角 に 戦う だ け の 性 能 は 持ち 合わ せ て お ら ず 、 
性 能 不 足 を 集団 戦 で 埋め 合わ せ て いた 。 ちな 
み に 本 機 は 運用 国 に よっ て カラ ー リ ング が 異な 
こと で も 知ら れ て いる 。 エス タル ド 軍 で は 青 
ノー ザン ペル 軍 - ガス ター ル 軍 で 
塗装 が 施さ れ 、 そ れ ぞ れ の 所 属 を 明 
て いた 。 


は 緑 


バイ ロン] 上 ヵ 
下 が ガ スタ ー ル 軍 で 3 
リン グ は 違う が 機体 


共 命 軍 が 残し た 
れる 


艦 の 1 集 
外観 は 他 の アス トラ ー ザ 組 と 違い は な く 、 改 修 


スロ ー・ ダ ー ウ ェ ル の 密 乗 


だ が 施さ れ た 様子 も な い 。 第 7 次 宇宙 戦争 の 英 
雄 が 乗る 艦 と し て その 名 は 知れ 渡っ て お り 、 ラ 
ンス ロー の 優れ た 指揮 能力 も あっ て 第 隊 の 中 
核 と し て 運用 され た 。 


| パト ゥ ー リ ア 

PATULIA 

第 7 次 宇宙 戦争 に お いて 、 宇 宙 革 命 軍 の 地 
上 上 陸 作 戦 [ライ ラッ ク 作 戦 ) に 投入 さき 
大 型 MA。 MA と いう より は 戦艦 に 近い > 
MS の 上 半身 が 


て お り 、 艦橋 部 分 
位置 し て いる 。 だ が これ は 巡航 形態 で あり 、 攻 


撃 時 に は 艇 体 が 左右 に 大 きく 展開 し 、 そ 。 
ビー ム 砲 を 備え た 無数 の 前 手 が 姿 を 現す 。 
の 兵 装 を 駆使 する こと で リア は 地上 を 

命 す は ず で あっ た 
だ が 作戦 は 大 気 園 突入 時 に 阿 止 され 、 北 米 
地区 に 落下 し て し まう 。 だ が 作戦 責任 者 で ある 
ドー ラッ ト 博 士 ( の ちの ノ モ ア ・ ロ ング ) は 戦後 、 
極秘 裏 に 機体 を 回 収 。 落下 地点 


ン 市 を 火 の 海 に 変え た が 、 ガ 


は フォ ー ト セ バ 
を は じ め と する フリ ー デ ン の 活躍 で 
本 機 の 操縦 系 に は サイ コミ ュ ・ ダ 
クト が 用 いら れ て お り 、 コ ア と し て ニュ ー タ イプ 
を 必要 と する 


| バリ エン ト | 
| BALIENT 


新地 球 連 邦 軍 が 開発 ・ 量 産 し た 空 陸 両 用 
MS。 新 連 邦 に よる 地球 統一 の 一 環 と し て 制 
空 園 の 確保 を 主眼 に 開発 され た 。 脚 部 ! 
易 変 形 機構 を 搭載 し 、 膝 下部 分 を 折り 崇 む 
と で 飛行 を 行う 。 これ に より 変形 後 も 両 腕 が 使 
える た め 、 携 帯 兵 装 を 持ち 換え る こと で さま ざ 
まな 戦況 に 対応 可能 で ある 。 その た め 新 連邦 
の 初期 戦略 を 支え る 主力 機 と し て 利用 され た 
空戦 に 特 化 し た MA ガ デ ィ ー ル も 開発 され た が 
試作 に 留まり 、 汎 用 性 に 優れ た パリ エン ト が 主 
力 機 と し て 制 直 採 用 され 


| バル チャ ー 

| VULTURE 

第 7 次 宇宙 戦争 終結 後 、 復 箋 の 混乱 が 続く 
社会 を 象徴 する 職業 と し て 誕生 し た の が [バル 


チャ ー」 で ある 。 ハ ゲタ カ を 意味 する この 名 称 
は 、 戦時 中 の 軍事 施設 や 兵器 の 残 剛 を 漁っ 


て 売り き ば く 彼 ら の 行動 か ら 付け られ た も の で あ 
り 、 パ ルチャ ー の 活動 か ら 戦 後 の 商業 活動 の 
下地 が 形成 され 。 そ 


の 後 、 社 会 シス テム が 確立 され て いく に つれ . 
バル チャ ー の 仕事 や その イメ ー ジ も 大 きく 変わ 
に MS の 回 収 や 修理 を 良心 的 な 
り 、 街 を 巡っ て 生活 物資 の 
ャ ー が いる 一 方 、 回 収 し た 兵 
や 村 を 只 い 、 物 資 を 巻き上げる 
次 賊 紛い の バル チャ ー が 続出 し た の で ある 。 そ 
の た め AL.W.0015 の 頃 に は 、 バ パル チャ ー は 一 
帝人 か ら 忌 み 嫌 われ る 存在 に 成り 下がっ て し 
と は いえ 良心 的 な バル チャ ー も 少数 な 
が ら 存 在 し 、 そ の よう な バル チャ ー が 戦争 の 傷 
ら 優 県 する 人 々 を 支え て いる の は 事実 で あ 
る 。 ち なみ に バル チャ ー の 多く が 陸上 戦 穫 ( ラ 
ンド シッ プ ) と 呼ば れる 艦 を 保有 する 


| バル チャ ー サ イン 
| VULTURE SIGN 


IMS 乗 りや バル チャ ー た ち が 自ら の 意志 を 伝え 
用 いる 発光 弾 の こと 。 発光 色 に よっ 
て さま ざま な 意味 が あり 、 た と えば 赤 は 「 協 力 
要請 」、 白 は 「 攻 撃 の 意思 な し 、 全 面 降伏 する 」 
を 示し て いる 。 また 複数 の バル チャ ー サ イン を 
同時 に 上 げ る こと で 、 自 ら の 所 属 を 明らか に し 
より 複雑 な 意味 を 伝達 する こと も で きる 
ちな リー デン は 、 自 艇 の コー ド と し て 水色 
の バル チャ ー サ イン を 用 いて 


Mm サラ 


111-32 


機動 新 世紀 ガン ダム X 


ルリ レト ー ク 級 宇宙 巡洋艦 


新地 球 連 孝 軍 が 開発 し た 宇宙 巡洋艦 。 火力 
と 速 カ の バラ ンス に 優れ 、 宇 宙 芋 命 軍 と の 艇 
隊 戦 で 主力 と な る べく < 多数 が 建造 され た 。 月 面 
の マイ クロ ウェ ー ブ 送 信 施 設 D.O.M.E. を 巡る 
攻 罰 戦 で は 、 新 軍 孝 軍旗 艦 ア マネ セル を 護 術 
する アオ ヤギ 級 宣 宙 戦 能 に 混じっ て バル トー ク 
級 の 姿 も 多数 確認 され て いる 。 1 番 艦 は 地上 
の 第 8 宇宙 軍 共 地 で 建造 され 、 軌 首 上 へ の 打 
谷 軍 の スパ イ 
た 。 ティ ファ ・ ア ディ ー ル の 
・ ラ ン が 乗 艇 し た の も 

の 1 番長 て あり 、 世 命 軍 の 第 7 番 軍 事 コ 
に 入港 し て いる 


バン ダー ル 


新地 球 連 邦 軍 が 建造 し た 移動 要 寒 。 バル 
チャ ー の 使う 計上 入 (ラン ド シ ッ プ ) を 大 きく 上 
回 る サイ スズ を 持ち 、 各 部 に 重 火器 を 搭載 し た : 
は まる で 城 特 の よう で ある 。 ホバー 走行 に よ 
自力 移動 が 可能 で あり 、 パン ダー ル 1 基 で MS 大 
隊 に 匹敵 する 戦力 を 発 探す る 。 新 連邦 軍 の 支 
配 体 制 確立 に 反対 する 東南 アジ ア 諸 国 (エス 
タル ボン ガス ター ルン ノー ザン ペル ) の 制圧 に 投 
入 さ れ た パン ダー ル は 連合 軍部 隊 を 圧倒 し た 。 


バン ダー ル 紋 移動 
荷 粒 子 ビー ム 砲 82 基 電 設 し 
長 距 難 答 撃 戦 で 圧倒 的 な 火力 を 発揮 


要 雪 の 改修 各 
て お り 、 
する 。 新 軍 孝 軍 大 将 カ ザ フ が 率い る 筆 36 方 


面 軍旗 艦 と し て 、 宇 宙 革 命 
宇宙 軍 共 地 制圧 に 乗り 出し た 。 


で 、 ガ ロー ド ・ ラ ン が 本 
ガン ダム X を 吉 り 落と そう と し た 男 
額 を 提示 し 、 ガ ロー ド ・ ラ ン か ら ガ 
ンダ ム X を 議 り 受け る こと と な る 。 だ が 喜び も 東 
の 間 、 ガ ンダ ム X の 操 総 に は 専用 コン トロ ー ラ ー 
「G コ ン 」 が 必要 だ と 聞か され 、 そ の 上 、 直 後 
に エニ ル ・ エ ル が G コ ン 含 め 3 値 で 競り 落と し て 
し まう 。 起り 心頭 に 発し た 男 は カロ ー ド を 間 計 
ち す る が 、 そ の 場 に 駆け 付け た フロ スト 兄弟 に 
追い 払わ れ 、 捨 て 台詞 を 残し て 逃げ て い - 


F (フラ ッシュ ) シス テム に 対応 する よう に 
され た 無人 MS の こと 。 外見 や 性 能 は 通常 の 
MS と 変わ らち ない が パ イロ ッ ト は 搭乗 し て お ら ず | 
操 継 は ド シ ス テム を 介し た ニュ ー タ イプ に よっ て 
行わ れる 。 その た ぬ ビ ッ ト MS は 無人 機 な ら で は 
的 確か つ 連携 の 取れ た 動き を 発揮 で き 、 ニ ュー 
2 り で も 1 個 中 隊 並 み の 紙 力 を 発揮 
ト MS と し て は 、 
箇 が 開発 


区 宇和 名 に お いて 地上 
し た 決戦 兵器 ガン ダム に 用 意 し た 専用 の G ビ ッ 


ト が 知ら れ て いる 。 宇 軍 革 命 軍 の コロ ニー 落と 
| 抗 すべ 前 発 され た ビッ ト MS は 、 ペ ー ス 
と な る 機体 (ガン ダム X ご ガン ダム レオ バル ド 

ガン ダム エア マス ター) に よっ て 能力 が 異な 
る 。 一 方 、 新 地球 連邦 軍 も ラス ヴェ ー ト を ペー 
ス と し た ビッ ト MS を 開発 し て いる 。 さら に 月 面 
の マイ クロ ウェ ー ブ 送 信 施設 D.OME に は 、 
ファ ー ス トニ ュー タイ プ に よっ て コン トロ ー ル され 
る ビッ ト MS が 配 代 さ れ て いる 」 


パル チャ ー が 運用 する 陸上 戦 態 (ラン ド シ ッ プ ) 
の ひと つ 。 ビレ ネー 級 は 全長 100m 以 下 の 艦 を 
指し 時 上 戦艦 と し て は 最も 小型 な 部 舌 で ある 、 
その た め 積 載 量 や 航 統 正 離 は 他 の 艦 に や や 
劣る が 、 軽快 な 機動 性 と 高 吉信 航 性 に 
が ある 。 曲線 を 多用 し た 艦 体 で 、 艇 の 前 
基 ず つ ホ パー 推進 装置 を 備え て いる 。 武装 は 2 
連装 次 1 門 の み だ が 、 艦内 ドッ ク に MS を 6 機 
積載 で き 、 戦闘 で は この MS が 主戦 力 に な る 


FIRST NEWTYPE 


地球 連邦 と 宇宙 半 命 軍 の 対立 が 深まる 混 速 の 
時 代 に 誕生 し た 特殊 な 人 物 の こと 。 彼 が 発揮 し 
た 優れ た 予知 能力 や 感応 力 は 「 人 類 の 新た な 
る 革新 | と 語 わ れ 、 そ の 能力 (ニュー タイ プ 能 力 ) 
に よっ て 、 彼 は いつ し か ファ ー ス トニ ュー タイ プ ブ と 
呼ば れる よう に な っ た 。 し か し 彼 の 能力 を 悪 れ た 
回 地球 連邦 政府 は ファ ー ス トニ ュー タイ プ の 存 
在 を 岡 蔽 する 一 方 、 徹底 的 な 生体 検査 を 実施 
( 伝 子 レベ ル に まで 及び 、 人 と し て の 姿 を 
失っ た ファ ー ス トニ ュー タイ プ は 検査 記録 と 共に 
月 田 の マイ クロ ウェ ー ブ 送 
ム ) に 封印 され て し 
失っ て も ファ ー ス トニ ュー タイ プ の 意思 が 減 び る ご 
と は な く 、 以 後 、 彼 は DO.ME. の 意思 を 代弁 す 


つた 。 そう する こと で ファ ー ス トニ ュー タイ 


プ は 地球 曜 の 争い か ら 身 を 退き 、 彼 の 意思 を 引 
き 継 ぐ 資 質 を 有する 者 の 到来 を 待っ た の で ある . 


LX | mM5 sem10 


フィ ー ル ド ・ 
FIELD GENERATOR 


新地 球 連 邦 軍 が 開発 し た 試作 大 型 MS ガ ブ 
ル に 搭載 され た 本 ビー ム 防 竹 シス テム 。 これ は 
ピー ム の 軌道 を 曲げ る 特殊 フィ ー ル ド を 展開 す 
る も の で 、 戦艦 の 主砲 クラ ス の 大 出力 ピー ム で 
も この フィ ー ル ド を 突破 する の は 難し い 。 元 
分 厚い 装甲 を 有する ガブ ル は 実体 細 兵 回 
が 、 フィ ー ル ド ・ ジ ェ ネ 
レー ター の 導入 に よっ て 射撃 兵 装 に 対し て は 
ほぼ 無敵 と いう ほど の 防御 力 を 獲得 し た 。 し か 
テム は 試作 し く <、 ガ ンダ ム 
レオ パル ド の 捨て 身 の 攻撃 で ガブ ル が 撃破 さ 
れる と シス テム の 開発 は 中 断 。 以後 、 フ ィ ー ル 
ド ・ ジ ェ ネ レー ター を 搭載 し た 機体 は 確認 され 
て い を い 


し こ 


フィ クス ・ ブ ラッ ド マ ン 


第 7 次 宇宙 戦争 終結 第 の 地球 に 新た な 統治 
機関 を 設け る た め に 発足 し た 組織 、「 政 府 再 
建 委 員 会 」 の 最高 補記 を 務め た 男性 。 
新地 球 連邦 の 樹立 を 極秘 裏 に 進め 、 新 連邦 
発足 後 は 綴 司 令 宮 に 就任 する 。 そし て 長年 の 
間 、 対 立 関係 に あっ た 宇宙 草 命 軍 と の 来る べ 
き 戦い に 備え 、 地 球 各地 に | 立 小国 
家 の 併 符 を 開始 し た 。 その 最 中 、 危 恨 し て い 
通り 宇宙 革命 軍 が 動き 出し て し まう 。 ブラ ッ ド 
マン は 抗戦 を 叫ぶ も 、 地 球 の 平定 が 済ん で な 
い 今 は 和平 を 結ぶ べき と いう 委員 た ちの 意見 
を 抑え 切れ な か っ た 。 し か し 、 フ ロス ト 兄 弟 の 時 
足 に よっ て 委員 た ち は i 
新 連 都 の 全権 を 押 る 、 
ド マ ン は 、 フ ァ ー ス トニ ュー タイ プ が 封印 され た 
D.O.M.E. を 利用 し よう と 、 宇宙 革命 軍 より も 先 
に 月 画 の マイ クロ ウェ ー ブ 送 信 施 設 を 占拠 すべ 
< 宇宙 に 上 ファ ー ス トニ ュー タイ 
革命 軍 総 硫 の ザイ デル ・ ラ ッ 
に D 0.ME へ と 招 か れ 、 換 り 所 と し た 
ー タ イプ と いう 概念 が 否定 され て し まう 。 そ 
ュー タイ プ に す が ろ うと し た ブラッド マン 
野望 を 剥 き 出し に し た フロ スト 兄弟 が 放っ 
た サテ ライ トラ ンチ ャ ー の 直撃 を 受け 、 乗 態 と 
共に 宇宙 の 薄 選 と 化し て いる 。 


ブ に よっ て 、 宇宙 
ッ と 


フェ ブラ ル 
| FEBRAL 


| ワオン 70 ル クス イフ イヴ 


FREEDEN 


第 7 次 宇宙 戦争 時 に 宇宙 革命 軍 が 投入 し た 
ニュ ー タ イブ 用 MS。 肢 部 は な く 、 下 半身 が 紡 
狂 形 の 複合 スラ スタ ー で 構成 され て いる 。 また 
ュ レ ー タ ー も な く 、 主 兵 装 は 腕 部 に 内 蔵 
され た 計 10 基 の ピー ム 砲 で ある 。 本 機 の パイ 
ロッ ト と し て 選抜 され た ラン スロ ー・ ダ ー ウ ェ ル 
は 、 弟 7 次 宇宙 戦争 末期 に 地球 連邦 軍 の ガ 
ンダ ム X (パイ ロッ ト は ニュ ー タ イプ の ジャ ミル ・ 
ーー ト ) と 交戦 し 、 そ の 頭 部 を 撃破 し た 。 し か し 
フェ ブラ ル 自 身 も ボディ を 撃ち 抜か れ 、 や お な く 
ラン スロ ー は 頭 部 を 分 離し て 説 出 。 り の 戦 
い は 強み 分 け に 終わ っ た の 


| フォ ー ト セ バ ー ン 
FORTSEVERN 


北米 大 陸 の 北方 に 位置 する 都市 。 一 年 の 大 
半 を 雪 に 関 ささ れ た 典 し い 環 境 だ が 、 周囲 を 
まれ た 街 は 外界 と は 打っ て 変わ っ 
な 様相 を し て いる 。 その た め 野 次 や 
バル チャ ー が 街 を 角 撃 する こと も あり 、 宇 宙 革 
命 軍 が 残し た ベル ティ ゴ や ジュ ラッ グ (ボーラ 
ペア ー) で 構成 され る 自警 団 を 組 識 し て いる , 
こと に 自 敬 団 の リー ダー で ある 人 エニ ュー タイ 
ィ イラ ス の 活躍 に よっ て 街 の 
平和 は 保 た れ 、 人 々 は 英 か な 生活 を 送っ て い 
た 。 し か し 大 半 の 人 々 は 街 の 秘密 に 気付 いて 
実は フォ ー ト セパ バー ン は 、 第 7 次 
いで 宇宙 車 古 軍 が 投入 し た 巨 
大 MA パト ウー リア の 落下 跡 に 建設 され た 街 で 
あっ た 。 そし て 作戦 の 責任 者 で ある ドー ラッ ト 博 
士 は ノ モ ア ・ ロ ング と 名 を 変え 、 市 長 と し て 施 
政 を 担当 し つつ 、 自ら の 復讐 を 果たす た め に パ 
トゥ ー リ ア の 再建 を 行っ て いた の で ある 


第 7 次 宇 室 戦 争 終結 後 の 世 界 で 躍 進 し た 軍 
雷 コ ング ロマ リッ ト 「 ア ル タ ネ イ テ ィ ヴ 社 ] の 総 
再任 者 。 元 は 旧 地球 連邦 軍 の 技術 士 宮 だ 
た らし く 、 戦 火 を 衝 れ 
MS の 生産 と 販売 を 一 手 6 
ニュ ー タ イプ 能力 に 関心 を 持ち 、 ラ ォ 
ティ ファ ・ ア ディ ー ル を 研究 材料 と し て いた 
そし て ティ ファ が フリ ー デ ン に さら われ る と 、 雇 


用 が 演 
リー 


れ た ガン ダム X の サテ ライ トキ ャ ノン に より 、 グラ 
デ と 吹き 飛ば され て し : 


| フラ ッシュ シス テム 
| FLASH SYSTEM 


F シ ステ ム 。 旧 地 球 連邦 軍 が 開発 し た 
タイ プ 専 用 の 特殊 ンス テム 。 ニュ ー タ イプ 能 
を 感知 し て 起動 し 、 ニ ュー タイ ブ の 意思 を 無 
線 で 伝達 する こと で ビット MS (無人 MS) を コン 
トロ ー ル する 。 テラ イト シス テム と 連動 し 
月 の マイ クロ ウェ ー ブ 送 信 施設 D.0.M E. と 
信 し 、 サ テラ イト キャ ノン の 初期 起動 登録 を 
行う 際 に も F シ ステ ム が 用 いら れる 。 サテ ライ ト 
キャ ノン は スペ ー ス ・ コ ロニ ー を 一 撃 で 破壊 す 
る は ほど 強大 な 砲 で あり 、 無 聞 な 使用 を 封じ る た 
の よう な 処置 が 取ら れ た の だ ろう 
ステ ム を 搭載 し た MS と し て は ガン ダム 
X、 ガ ンダ ム エ ア マス ター、 ガン ダム レオ パル ド 
戦後 で は ラス ヴェ ー ト な ど が 挙げ られ る 」 


ジャ ー ト を 中 心 と する バル チャ ー (フリ ー 
デン 隊 ) が 徒 用 する 陸上 戦艦 旧 地 球 連邦 軍 
が 開発 し た アル プス 細 陸 上 更 艦 改修 し た も 
の で 


ト 裕 が あっ た よう だ 。 また 長期 航海 に 備 
内 部 に は 個人 用 向 室 や レス トル ー ム が 用 意 さ れ 


ンド まで 持ち 込ま れ 
交易 般 と し て だ け で な く 、 乗員 
し て も 重要 な 役割 を 果たし て いた の で ある 。 ガン 
ダム ・ タ イプ の MS を 複数 (2ー4 機 ) 運用 し た 


ジル 
FREEDEN I 


母 能 を 失っ た フリ ー デ ン 隊 に 、 カ リス ・ ノ ー テ ィ 
ラス が 託し た 宇宙 戦 能 。 当初 は 北米 の 反 新 
地球 連邦 組織 に よっ て 修復 が 進め られ て いた 
が 、 フ リー デン 際 を 月 面 の マイ クロ ウェ ー ブ 送 
信 施 設 D.0.ME に 向かわ せる た 
る こと と な っ た 。 ちな み に 原 型 は 旧 地 球 連 邦 
軍 の 宇宙 戦艦 と みち られ 、 同 型 第 と 思わ れる も 
の と し て は 反 宇 宙 革 命 軍 組織 サテ リコ ン が 保 
有する ヴァ ロー ナ が ある , 


| FREEDEN HM 
| FREEDEN Wl 


第 8 次 宇宙 戦争 停戦 後 、 キ ッ ド ・ サ ル サ ミ ル が 
中 心 と な っ て 開業 し た 修理 工場 の 店 名 。 シン 
ゴ ・ モ リ や ナイ ン . ロコ コ 、 パー ラ ・ シ ス と いっ た 
(の 面々 も 働い て いる 。 MS の 整備 
な か な か っ た よう で 、 ようやく 巡 っ て き 
IS 好き な キッ ド は 大 春 び する が 、 勝 
に 釘 を 刺さ れ で いた 。 


に 用 いら れ | | 


ゴブ リト ヴァ 

BRITOVA 

新地 球 連 邦 軍 が 開発 し た 試作 MS。 本 来 は 
胸部 や 脚 部 に ミサ イル や ピー ム 砲 を 満 意 し た 
重 武 装 MS と な る 予定 だ っ た 。 し か し 「 東 部 戦 


線 の 詩人 ] の 異名 を 持つ パイ ロッ ト . ド ゥ エー ト - 
ラ の 意向 に より 、 標 いい 込む た め 
の マイ クロ ミサ イル の み を 巨大 な 肩 部 装甲 に 
内 蔵 。 主 兵 装 と し て 新た な ヒー トワ イヤ ー ( モ 
フフ ィ ラ メン トワ イヤ ー カ ッ タ ー」 し た 。 視 

難 な ワ イヤ ー 攻 撃 は 、 あ た か も カマ イタ 
チ に 切り 毅 か か の よう な 錯覚 を 相手 パイ 
ロッ ト に 抱か せ 、/ ク に 和 陥れ. は 本 
素 の プリ ト ヴ ァ の 開発 意図 と は 大 きく か け 離 れ 
て いる が 、 新 連邦 参謀 本 部 の 直々 の 命令 に 
よっ て 改修 が 強行 され た と の こと で ある 。 と は 
ガン ダム DX と の 戦闘 で は ワイ ヤー カ . 
その 能力 を 


ター そ 駆 使 し て 侵 の 接近 を 阻 み 
十 全 に 見 せ 付け た 


フロ スト 親衛 隊 


フロ スト 兄弟 (シャ ギア & オ ル バ ・ フ ロス ト ) の 
直轄 と な る MS 部 隊 。 最新 の 量産 機 ド ー ト レス ・ 
D.O.M.E を 信 る 戦闘 


「 合 を 捨 


構成 され て お けり 


mia + 112-32 


113-2? 


機動 新 世紀 ガン ダム X 


ベル ティ ゴ 
BERTIGO 


第 7 次 宇宙 戦争 の 折 、 宇 宙 
タイ プ 専 用 MS。 ニュ ー タ イプ の 精神 
ント ロー ル さ れる 無人 遠隔 攻撃 交 末 ビ 
を 用 いた 多 方 向 か ら の 一 音 
る 。 ベル ティ ゴ 本 体 は 優れ 


ト を 搭載 し 


ラッ ク 作戦 に 投入 され る 予 
巨大 MA トゥ ー リ ア の 護衛 と な る は 
た 。 し か し ライラック 作戦 は 失敗 に 終わ 
り 、 パ トゥ ー リ ア は 墜落 。 作戦 に 投入 され た 5 
機 の ベル ティ ゴ も 失わ れ て し まっ た 。 だ が 作戦 
立案 者 で ある ドー ラッ ト 博 士 ( ノ モ ア ・ ロ ン 
は 戦後 も 密か に 計画 を 続行 し 、 予 備 パ ー ツ か 
ら ペ ル テ ィ ゴ を 組み 上 げた 搭乗 者 は 
人 エニ ュー タイ プ の カリ ス ・ ノ ー テ ィ ラス 


ず 者 の バル チャ ー 「 ザ コッ ト 一味 」 が 擁する 
MS 部 隊 の こと で 、 火 災 放 射 器 を 搭載 し た ドー ト 
レス (ドー トレ ス HMC・ フ ァ イ ヤ ー ワ ラビ ー) 12 
機 で 構成 され て いる 。 部 隊 名 の 由来 は 特徴 的 
な 攻撃 方 法 に ある 。 まず 標的 を 中 心 と する 円 
陣 を 形成 し 、 時 計 の 文字 盤 の 状態 に 位置 する 
ファ イヤ ー ワ ラビ ー が 突 を 治 び せ か ける の だ 。 こ 
うし て 業火 に より パイ ロッ 
え 、 残っ た 機体 を 頂戴 す 
オリ ー な の で ある , 


マー カス = ガッ 


洪水 配 ポ リ ベ イモ ス を 利用 する 武装 集団 オル 
ク の リー ダー。 オル バ ・ フ ロス ト か ら [ロー レラ 
イ の 海 ] で の サル ペー ジ を 依頼 され 、G ビ ッ ト と 
共に ルチル ・ リ リア ント が 封印 され た [シス テム 
リー デン の 接近 を 知っ 
、 ル チル が 発動 させ た 
り 機器 異常 が 発生 し 、 戦闘 は 中 
断 を 奈 備 な くさ れ た 。 その 後 、 オ ル バ の 痛 後 に 
いる 新地 球 連邦 軍 の 援軍 を 受け て 搬 退 する 
が 、 ル チル の を 代り た > ・ ニ ー ト に よっ 
て 杉内 に 回 収 し た G ピ ッ ト が 起動 され 、 ポリ ペイ 
モス は 航行 不能 に 陥っ て し まう 。 艦 を 捨て て 脱 
し た マー カス だ が 、 機 密 保 持 の た め に オル バ 
殺さ れ て 海 の 菩 悦 と な る 


| マイ クロ ウェ ー ブ 送 
| 


D.O.ME. (ドー ム ) と 呼ば れる 、 月 面 に 設置 され 


載 され た サテ ライ トキ ャ ノン の 根幹 を 成す エネ ル 
ギー 供給 設備 で ある 。 コロ ニー を も 一 撃て 撃 
破 す る サテ ライ トキ ャ ノン に 必要 な 英 大 な エネ 
ルギー は 、MS の スペ ッ ク で は 賭 える も の で は な 


ェ ネ ルギー を 確保 し た 
サテ ライ トキ ャ ノン は 引力 過ぎ る 


に よる 登録 が 必要 と な る 。 また 第 7 次 宇 
軍 戦 争 終了 後 、 マ イク ロウ ェ ー ブ 送 信 施 設 は 
D.O.ME. の 支配 下 と な り 、 新 地球 連邦 も 宇宙 
革命 軍 も 斑 開 に 手 が 出 せな く な っ 


み 


ミル ラ ・ ド ライ ド 


新地 理 連邦 軍 に 所 属す る MS パイ ロッ ト 。 イン 
ド 戦 線 で 戦い に 参加 し て いた が 、 自 ら の 死 を 恐 
れ な い 戦 い 振り か ら 「 不 死 身 の 殺 人 マシ ー ン ] 
と 呼ば れ て いた 。 その 後 、 ニ ュー タイ プ 想 情 の 
ひと り に 選ば れ 、 超 重量 級 MS ガ ブル に より ガ 
ンダ ム DX を 秦 地 に 追い や る 。 し か し 、 ロア ビィ 
っ て 敗れ 去っ 


| ユリ ナ ・ ゼ ノ ハ ラー 


| YURINA SANOHARA 


で ビア ノ を 弾い て いた 女性 
を 一 時 的 に 人 退 艦 し て いた ロア ビィ ・ 
説 か れ 、 見 ず 知 ら ず の 彼 を 家 | 


だ が 彼女 の 正体 は 新地 球 連邦 軍 と の 戦 
ロア ビィ に 


に 身 を 投じ る レジ スタ ンス で あり 」 
接近 し た の も 徳 の 力 を 借り た か 
だ が ロア ビィ を 戦い に 巻き 込む こと 
念 。 その 直後 、 新 連邦 の ゲリラ 狩り に 
遺 っ て 命 を 落と し て いる , 


[マイ クロ ウ 


CX m05 ww]1 


ら 


ライ ラッ ク 作 戦 
OPERATION LILAC 


第 7 次 宇宙 戦争 で コロ ニー 落と し が 逆行 され る 
以前 に 、 宇 宙 革 命 軍 に よっ て 実施 され た 地球 
上 陸 作 戦 。 ニュ ー タ イブ 専用 MA パト ウー リア と 
ィ ゴ 5 機 で 構成 され た 決 埋 部 了 を 地球 
に 送り 込み 、 あ ら か じ め 潜伏 させ て お いた 工作 
部 隊 と 合流 、 地球 連邦 政府 の 狂 洲 を 回 る と い 
う も の で ある 。 だ が 大 気団 突 入 直 前 の 戦闘 で 
ゴ 部 隊 は 全 減 。 パト: も 軌道 を 
人 逸れ 、 北米 大 陸 の 一 疫 に 落下 し て し まう 。 と こ 
ろ が 作戦 責任 者 の ドー ラッ ト 博士 は 戦後 も 作 
湯 統 行 を 画 穫 し 、 宅 ウー リア の 修復 を 


| 記 世 2E 三 に 


RASVEHT 


新地 東 連 邦 軍 が 開発 し た 試作 MS。 ニュ ー タ 
イブ 能力 に 護 応 する F (フラ ッシュ ) シス テム を 
搭載 し て お り 、 本 体 と 同型 の ビッ ト MS に よる 
連携 攻撃 を 仕掛 ける こと が で きる 。 当初 、 パイ 
に 選出 され た アベ ル ・ パ ウ ア ー は F シ ステ 


ブ プ 能 力 に 目覚 め 


ビッ ト MS を 使い こなせ る よう 
に な っ た の で ある 。 だ が アベ ル は ニュ ー タ イプ 
の 存在 を 尋 悪 する フロ スト 兄弟 に よっ て 時 条 さ 


れ 、 以 後 、 ラス ヴ 
ト は 現れ な か 


ト を 使い こなせ る パイ ロ 


は 


| ラン スロ ー ・ ダ ー ウ ェ ル | 
| LANSLOW DARWELL 


所 属す る MS パイ ロッ ト 。 第 7 次 
ー タ イブ パイ ロッ ト と し て 、 地 
ト と 数 度 満 


宇宙 革命 宣 に 』 


その 戦い の 
ンス ロー だ 
が 、MS パ イロ ッ ト と し て の 技 午 は 高く 、 戦 後 は 
教育 大隊 の 教官 と し て 兵士 の 育成 を 任 さ れ て 
いる 。 だ が その 役職 は プロ パガン ダ の 一 環 で あ 
り 、 ニ ュー タイ プ を 政治 の 道具 と し て 考え る 共 
命 軍司 令 ザ イデ ル ・ ラ 分 が 利用 され て 
いる こと を 密か に 思い 悩ん で いた 。 そん な 彼 の 
悩み を 払拭 させ た の が 、 地 球 か ら 連 れ て こら れ 
ー タ イプ の 少女 ティ ファ ・ ア ディ ー/ 
り 、 徳 女 を 追っ て 宇宙 に 上 が っ た ガロ ー ド ・ ラ 
ン だ っ た 。 彼ら と の 出会い を 通じ て ザイ デル の 
炊 購 を 強く 意識 する よ 3 
革命 軍 に 身 を 置き な が ら も 最終 的 
らち に 協力 。 第 8 交 字 宛 争 の 終結 に を 貸 し 
主 な 搭乗 機 は ラン スロ ー 専 用 クラ ウ ダ 


り 


| リー・ ジ ャ クソ ン | 


エス タル ド 軍 の 最高 司令 管 を 稀 め る 老 特 軍 . 
新地 球 連邦 に 対し て 徹底 抗戦 を 唱え る 強硬 
派 で 、 和平 路線 を 主張 する 人 民 会 議 議長 グラ 
ント ・ ス チュ アー ト と は 事 ある ご と に 衝突 し て い 
た 。 と は いえ 路線 は 違え ども ふた り が エス タル ド 
の こと を 考え て いた こと は 間違い な い 。 そし て エ 
スタ ルド が 新 連邦 に 降伏 を 決め る と 、 リ ー は 旧 
型 MS で 出撃 。 民族 の 誇り を 守る た め に 戦い 
果て た の : 搭乗 機 は エス タル ドス 。 


SR フリ ー デ ン 所 属 の 


| ルク ス ・ ハ ノ マ ア ク 


エス タル ド 人 民 共 和 国 の 国家 主席 ウィ リス ・ ア 
ラミ ス の 側近 。 前 主席 の 代 か ら 仕え て いる 忠 
臣 で 、 末 だ 経験 不足 で ある ウィ リス の 情 佐 を 担 
う 。 先 の 国家 主席 か ら 厚 い 信頼 を 得 て お り 、 
その 遺言 に よっ て ウィ リス の 代わ り に 国政 を 決 
断 する 権限 を 持ち 、 ウ ィ リ ス を 熊 し くも 温か が く 見 
守っ て いる 。 新地 球 連邦 に 対す る 全面 降伏 を 
ウィ リス 自身 が 決断 し た こと を 喜び 、 そ の 成長 
を 見 届け た ルク ス 。 そし て 身代わり と し て 自身 
が 戦争 責任 の すべ て を 仙 っ た 


| ルチル ・ リ リア 
LUTIL LILIANT 


| 旧 地 球 連 邦 軍 が 組織 し た ニュ ー タ イブ 部 隊 の 
女性 教育 士官 。 ガン ダム X の パイ ロッ ト に 選抜 
され ー ト の 上 官 で あり 、 科 の 密か 
な 憧れ の 対象 で も あっ た 。 ルチル 自身 も 優れ た 
ニュ ー タ イプ だ っ た が 、 戦 い の 果 て に 精神 を 破 
壊さ れ て し まう 。 それ で も な お 、 彼女 に 残っ た 埋 
い を 嫌う 心 すら 利用 し た 旧 連 孝 軍 は 、 新 機軸 
の 電子 機器 妨害 装置 (し システム) の 生体 ユ 
ニッ ト と し て ルチル を 利用 し た 。 だ が 運用 試験 
の 最 中 、 宇 宙 半 命 軍 の 攻撃 に よっ て L シ ステ 
ム は 海中 に 没 し た の で ある , 


ント 


ろ 


ロア ビィ - ロイ 
HOYBEA LOY 


ン と 再 本 鐘 約 を 結ん た MS 乗り - し 
み を 嫌い 、 面 白 お か し く 暮らす こと を 信条 と し 


な い プ レイ ボー イ で 、 各地 
性 が 大 た 。 本 命 は か つて 自分 に ガン ダム を 
、 彼 女 は すでに 亡くな 


結局 彼女 は ジャ ミ 
いえ 、 そ ん な こと で めげ る ロア ビ 
戦争 終結 後 は 
の 故郷 に 訪れ て いる 。 主 な 搭乗 機 は ガン ダム 
レオ バル ド 、 ガン ダム レオ バル ド ・ デ スト ロイ 


| ロイ ザ 


パー ラ ・ シ ス を 娘 の よう に 見 宰 る 友介 命 軍 組 
織 サ テリ コン の リー ダー。 クラ ウド 9 の ダリ ア 作 
戦 を 阻止 する た め 、 同 志 と 共に 抵抗 守 動 を 続 
け て いた 。 救助 し た ガロ ー ド ・ 


た 。 その 後 、 革 命 軍 の 掃討 作戦 ( 
| 粒子 反応 弾 に より 本 換地 ご と 消 減 し 


| 


【 ロ イザ ー】 パー ラ の 様子 が 変 
に 、 組 織 に は 同年 代 の 子供 が 


【 ロ ッ ン 和 ] 能 体 は 区 丈 な よう で 、MAY 
ー ネ に よる 長 外 茶 子 3 


近 指 区 で 
避け 、 フロ スト 


回 


フリ ー デ ン の 呼び 掛け に 応え た 女性 バル 
チャ ー。 ピン タ の カラ ー リ ング が 施さ れ た ビレ 
ネー 級 の 艦長 で あり 、 搭載 MS も 7 統一 さ 


れ た セ プ テ ム 改 を 主力 と し て 運用 する , 


ン に 所 属す る メカ ニッ ク の ひど りり 。 ナイ ン 
キッ ド の 腹心 の 部 下 で あり 、 第 8 次 宇宙 
i ドド ・ サ ル サ ミ ル や パー 

・ モ リ と 一 緒 に 修理 工場 を 開い た 


1 


| ロッ ン - ア ラマ ンド | 


アル タネ イ テ ィ ヴ 社 租 撃 に 向け て 応援 要請 

ッ 集 
チャ ー の ひとり 。 ジャ ミル も ー 目 置く 訂 の 人 物 
、 集 っ た 3 人 の バル チャ ー の 中 で 唯一 、 
ジャ ミル が 敬語 を 用 いて いた 人 物 で ある 


是 面 の バル チャ ー、 ロ ッ ソ ・ ア ラマ ンド が 用 い 
て いた ロッ キー 級 (全長 120m ま で ) の 陵 上 戦 
艦 。 艇 前 方 の 両 秋 に MS の 発進 口 を 備え . 
い MS 之 用 能力 を 持つ 。 主力 は 赤 と 黒 の カラ 
リン グ が 施さ れ 


114-27 


アス ビビ = 
ASPITE 
ギン ガ ナ ム 家 私 設 艦 隊 の 旗艦 。 MS 発進 品 


が 宰 数 備わり 、MS 運 用 能力 が 非常 に 優れ た 
艦 で ある 。 整備 は 完璧 で あり 、 就 役 当 時 の 状 
[3 て いる と いう 。 その 形状 か ら ア スピ ー テ 
と 名 付け られ た れ て いる 


保 


アグ リッ = 
AGRIPPA MAINTAINER 


ン テ ナ ー 家 の 


ムー ン レ ィ ス の 有力 氏族 
ひと り 。 地球 に 降下 し た ディ アナ ・ ソ レル の 代 
理 と し て 内 政 を 担っ て いた 行政 責任 者 で ある , 
だ が 、 地 球 帰 過 作 戦 に 反対 し て お り 、 デ ィ ア 
ナ の 量 殺 と 月 の 権力 掌握 を 図っ た 


| 
MLARK 


イン グレ ッ サ 領 ビ シ ニ | 
ワイ トド ー ル 像 ] | 
の 下 で 成人 

黒 歴史 」 
去 の 遺物 や 疾 村 の 眠る 場所 「 マ ウン 
サイ クル 」 の ひと ワイ トド ー ル 僅 の 
は V ガ ンダ ム が 


の 儀式 が 行わ れ て いる , 


アデ スカ 
ADESKA 


南ア メリ ア 大 陸 の 南方 
ピチ が ある 地方 


アデ スカ の 民 | 


the People of ADESKA | 


アデ スカ に 住む 人 々 。 迷信 深い が 素朴 で 純粋 
な 人 々 が 多く 、 王 に 支配 され て いる 。 古き 伝承 
に より 、「 古 き 王 は 新しき 王 に よっ て 討た れる ] 
と いう 控 が あり 、 こ の 控 に 従い 、 古き 王 ク ワウ ト 
ル は 新しき 王 タ ルカ 


ンタ ー の 大 佐 で 、 地 球 帰 骨 作 | 
健 派 に 属す る 人 月 
地球 と の 話し 合い の テー ブ 


し か し 、 ポ スト ニア 城 で の 会 


ポニ ミン アメ 
EARTIAN 


| | アデ ス の 枝 
branch of ADES 


LF.B.D 


1FIELD BEAM DRIVE 


アイ エフ ピー ディ ー。 [1 (アイ ) フィ ー ル ドビー ム 
駆動 」 の 路 称 。 機体 内 部 か ら 発生 する エフ | 
ルド の 梁 を 機体 表面 に 張り 巡ら せ 、 そ れ を 制御 
する こと で 四肢 を コン トロ 
h に より 、 ジ ェ ネ レー 
ホバー 走行 が 可能 


ガー」 の こと を 指す 。 し か し 、 天 
空 を 買 き そびえ る 模 「 軌 道 エ レベ ー タ ー」 と 、 分 
か た れ た 枝 「 ザ ッ ク ト レー ガー」 は 、 時 代 的 に も 
機能 的 に も まっ た く 無 関 


(Oy HE D5 SHEET 川 


アデ ス の 樹 


tree of ADES 


アデ スカ の 民 に 伝わる 伝承 の ひと 
地 を 買 き そびえ る 樹 の こと 。 アデ スカ 
存在 し た 、 宇 宙 と 地球 を 結ぶ 軌道 エレ ペー ター 
は すでに 失わ れ て お り 、 今 で は 伝承 に その 次 を 
残す の み で ある , 


ガワ ョ ジン 
ANAN 


いな い MS か ら 選 
宣 刑務 所 で 


アニ ス ・ ベ ル 
ANISE BELL 


戦場 の 近く に 住み な が ら も 頑 な に 移転 を 拒否 
老婆 。 戦線 を 拡大 し 、 土 地 を 破壊 す 
り の 言葉 を ぶつ けた 。 ディ アナ ・ カ ウ 
ンタ ー の コレ ン ・ ナ ンダ ー 配 下 の パ イロ ッ ト で 
ある ブル ー ノ & ヤ コッ プ の コン ビ が 逃 走 し た 際 
耕作 を 手伝わ せ た こと も ある 。 


本 国 一 般 な アニ ス 


| アル マイ ヤー 


| ALMAIYA 
ムー ン レイ ス が 使用 する 戦 能 。 単体 で 大 気 国 


鈴 し く 近接 埋 周 用 の 
それ を 


ズ も 、 アル マイ ヤー 級 戦 艦 


アル マジ ロ 
AHMADILLO 


ムー ン レ ィ ス の 小型 MS ウ ァ ッ ド の 別称 。 
シャ に 属す る 機体 が て の 名 で 呼ば れる 。 全 : 
7m と 小型 で ある の に 加え 、 専 用 アサ ルト ライ フ 
ル を 射撃 する 際 に 4 本 脚 体勢 に な る こと が 別 
称 の 由来 と 思わ れる 。 


ムロ ン ・ ム ロン の 祖先 。100 年 ほど 前 に ディ ア 
ナ ・ ソ レル と 共に 地球 に 降下 | ン レ ィ ス 
で あり 、 そ の まま 地球 に 帰化 し た 。 ムロ ン ・ ム 
で ある らし く 、 デ ィ アナ 曰く 「 本 当 
と の こと で ある 、 


EAGAIL | 


ディ アナ ・ カ ウン ター の 格闘 戦 用 MS。 スパ イ 
ン ・ コ ン セ プ ト ・ フ レー ム を 採用 し た 機体 は 近 
接戦 闘 に 特 化 し て お り . 
行 形態 へ の 変形 が 可能 
える 部 分 は 打 突 用 武器 で 、 


加 歩 行 形 | 


月 の マ ・ サ イク ル で 発 所 され た も の に 、 
コレ ン ・ ナ ンダ ー が 独自 の 改造 を 施し て 地球 
に 持ち 込ん 


| ECO 型 


| ECO TYPE 


イー シー オー 型 。 ムー ン レレ ィ ス の MS、 フ ラッ ト の 
装甲 素材 。 フラ ッ ト 自 体 、 黒 歴史 時 代 に 地球 
で 使わ れ て いた 機体 を 改装 し た MS で ある た か 」 
ECO 型 も その 当時 の も の と 思わ れる , 


> 


| DOLPHIN 


人 類 が 恒久 前月 面 生活 を 開始 し た 際 に 地球 か 
ら 稼 送 さ れ た イル カ の 子孫 。 月 面 都市 フォ ン ・ 
息 し て いる 。 


| イン グレ ッ サ ・ ミ リ シ ャ 
INGHESSA MILITIA 


イン グレ ッ サ が 保持 す シャ の 便宜 上 の 名 
前 。 ミリ シャ と は アメ リア 大 陸 の 鶴 主 た ち が ム ー 
ン レ ィ ス の 地球 帰還 作戦 に 対抗 す 
織 し た 市 民 軍 で あり 、 そ の 土地 の 名 前 を 付け 
て 区 別 さ れる 。 表向き は 、 ガ リア 大 陸 の 国家 
が 戦争 を 仕掛 け て きた 場合 の 自衛 軍 と な っ て 
いる が 、 実 際 に は 対 デ ィ ア ナ ・ カ ウン ター 用 の 
軍 で ある 。 砲 と 兵員 、 レ シ プ ロ 機 が 主 な 戦力 だ 
が 、 マ ウン テン ・ サ イク ル か ら MS カブ ル が 発 
所 され る と 、 それ も 戦力 と し て 投入 され た 


「 イン グレ ッ サ 領 
し INGRESSA | 


北ア メリ ア 大 陸 に 建国 され た 国家 の ひと つ , 
大 陸 は 北 つ か の エリ ア に 分 割 され 、 エ リア ご と 
遇 制 領主 が 治め る 封 権 社会 と な 
る 。 イン グレ ッ サ の 領主 は ライ ン フ ォ ー| 
都 ノッ クス は 工業 化 が 進み 、 区 画 整 理 され . 
街並み に ビル 群 を は よじ め 、 デ パー| 
組 店 か ら 庶民 が 利用 する 商店 
な 建物 が 軒 を 連ね て いる 。 舗装 
は 自動 車 や 路面 電車 が 走り 、 交 通 綱 も 発展 し 
て いる 。 また 、 外 部 に は 差し い 自然 と そこ に 点 
在 する 街 の 姿 も 見 受け られ 、V ガ ンダ ム が 発見 
さき も 、 ノ ックス 郊外 に 位置 する 
街 の ひと つ で ある 


WAD 


正式 名 称 は 「WALKING DUNPLING」。 ディ 
アナ ・ カ ウン ター が 主 に 対人 用 機動 兵器 と し 
て 利用 する が で は MS 凝 に も 対応 
可能 。 月 で は な く 民 間 作業 用 に 
MS フラ ッ ト よ り も 
フレ ー ム を 採用 し 
5 の 可動 男 囲 は 多く 
ほど 広い 。 その た め 数 多く の 武器 の 搭載 ・ 使 
用 が 可能 で あり 、 格 闘 用 の ジョ イン トバ パス ター 
射撃 必 の ガト リン グ 式 機関 玖 、 ロ ケッ ト 剖 全身 
砲 、 機関 砲 、 ミ ンチ ドリ ル な ど を 運用 
更 時 の 姿勢 が 四 足 燈 の よう に 見 か 、 
地球 の 軍隊 で ある ミリ シャ 側 か ら は 「 ア ル マ ジ 
ロ 」 と 通称 され て いた 


所 シス 


ウィ ル ・ ゲ イム (初代 ) 
WILL GAME 


球 に 降下 し た と き 
地球 の 男性 。 し か し ディ アナ は 
、 ふ た り の 恋 が 成就 す な か っ 
た 。 残さ れ た ウィ ル ・ ゲ イム は 月 へ 行く 方 法 を 
検索 し 、 つ い に は キン ダス レー の 谷 に 宇 再 航 
が 埋まっ て いる と いう 話 を 聞き 付け た 。 それ 以 
楽 、 ゲ イム 家の子 孫 は 宇宙 租 発 見 を 目指 し て 
代々 発掘 作業 に 従事 し て いた の で ある 。 ウィ 
ル ・ ゲ イム (初代 ) の 姿 は 、 ゲ イム 家 に 残さ れ 
た 写真 か ら 知る こと が で きる 


サ 領 ] 多く の 人 々 が 生 


前 サン ライ 


CY 05 mm02 


MFE ガ ン デ ィ ウ ム FG 了 人材 | 時 
ーー Modralon Fecia Edge Gundum Rmclorely 
スス Gradent inligent Comoosite Matetais 。 | 


洒 進 性 フラ クタ ル ・ エ ッ ジ ・ ィ ゥ ム 機 か 

能 傾斜 知能 複合 材 [Moduration Fractal 

Edge Gundium Functlonally Graolent 
| Inteliigent Composite Maerials)。MS ス 
| モー に 採用 され た 装甲 材質 で 、FE 装 甲 に 学 

吾 機 能 効果 ( 滞 進 性 ) を 持つ 機能 令 斜 性 を 与 

える べく 、 ム ー ン レ ィ ス の 科学 班 が 開 発し た 。 
受け れ ば 受け る ほど 防御 能力 が 向 
異な 性 質 を 有する 。 最強 の 装 
甲 を 目指 し て 開発 され た が 装甲 の 自己 進化 
制御 する ナノ モジ ュー ル が 予定 通り に 機能 し な 
か っ た た め 、 そ の 人 性能 は 従来 の FE 外 甲 を アッ 
プ デ ー ト し た 得度 に 留まっ て いる と いう 。 


ウィ ル - ゲ イム ウォ ドム | 


WILL GAME WADOM 


祖先 が ディ アナ ・ ソ レル と 恋仲 で ディ アナ ・ カ ウン ター が 地球 降下 作 入 
確 め め る た め 、 キ ング スレ ー の : し た MS。 名 前 の 由来 は ドー ム 型 の 頭 部 を 持 
ルケ ム を 発掘 し て いた 。 この まま 宇宙 船 を 握り | つ 機体 が 歩く 次 (ウォー キン グー ドー ム ) 
出し て も 戦争 の 道具 に 利用 され る だ け だ と 、 地 | て いる が 、 地 球 人 か ら は も っ ぱら 「 カ カシ ] 「 ク 
球 人 に な りす まし た ムー ン レ ィ ス の テテ ス ・ ハ レ | ラ ケ 」「 大 型 2 本 脚 ] と 呼ば れ た 。 本 来 は 対 艇 
に 唆 され 、 発掘 し た キャ ノン イフ リー ト で 戦闘 用 MS で あり 、 主 兵 装 の 対 艦 用 ビー ム 砲 
を 主 撃 。 し か し 、 力 及ば ず 、 機 佐 は 撃破 され . や 3 連装 大 型 ミ サイ ル な どの 大 火力 を 誇る 。 ま 
徳 も 命 を 落と し た | た 装甲 に は ナノ スキ ン が 採用 され て いる 


ウィ ル ゲ ム 


WILGHEM 


エス トロ リー タ 


キン グ ス レ ー の 谷 か ら 発掘 され た 宇宙 船 。 ゲイ 
ム 家 の 祖先 が 発見 し 、 代 々 発掘 し て いた 。 大 
気 国難 脱 能 力 と 再 突入 能力 を 備え 、 ロ ラン ・ 
セア ッ 
た 。 タ 
ロー ラロ ー ラ 号 と し で 


ムー ン レ ィ ス と 地球 人 の 中 立地 帯 で ある カラ 
モー ト に 住む 民間 人 の 女性 。 子供 が 懐い た ディ 
アナ ・ ソ レル と コレ ン ・ ナ ンダ ー に 食事 を 振る 
持っ た 。 カキ ト と いう 娘 が いる 。 


ウォ ドム 改 エリ ソナ 領 
WADOM REFORMATION ERIZONA | 
ウィ ル ゲ ム 発 揚 現 場 を 急 謙 する 際 に 、 デ ィ ア アメ リア 大 陸 に 点 を する 領地 の ひと つ で 、 頒 主 


ナ ・ カ ウン ター の 


・ エ イジ が 搭乗 し た カス は エリ ブナ 公 。 大 陸 の 西 内 陸 に 位置 する 乾燥 


地帯 で ある が 、 詳 し い 記録 は 伝え られ て いな い 。 


タム 機 。 頭 部 後方 に 外装 式 の 大 型 ジェ ネ レ ー 
対 


ター を 増設 する こと 
増大 を 図っ た も の で あぁ: 


E 用 ビー ム 砲 の 火力 


| FE 型 | | 


| FE TYPE | _ 


V ガ ンタ ム に 用 いら れ て いる 装甲 材質 。 詳し ぃ | | オー バニー 
デー タ は 不明 だ が 、 装 甲 表面 に は ナノ スキ ン | | OHBUNNY 
処理 が 施さ れ て お り 、 あ る 程度 の 損傷 な ら 自 己 ーー 
修復 が 可能 ' ワ イト ドー ル 像 か ら 出 現し た と アメ リア 大 陸 の 地名 の ひと つ 。 宇宙 船 ウ ィ ル 
ゲ ム を 発掘 する 男 、 ウ ィ ル ・ ゲ イム の 出身 地 で 
も ある 


| 運河 人 


UOOGIE ARMOR a 
月 の 赤道 上 に は 都市 温度 の 調整 と 漁業 資源 
極端 に 増殖 の 強い ナノ マシ ン を 利用 し た 装 5 | が 張り 傍ら され て い 
甲 で 、 分 泌 装 甲 と も 呼ば れる 。 被弾 し た 箇所 | る 。 その 運河 の 漁業 で 生計 を 立て た り 、 運 河 
か ら ナ ノ マ シ ン が 溢れ 出し て 硬化 し 、 面 弾性 を の 保守 点検 ・ 清 掃 を 行う ムー ン レ ィ ス は 運 : 
得る と いう も の で 、 主 に MS パン デット に 採用 3 | (うん が びと ) と 呼ば tL、 ム ー ン レ ィ ス の 中 で は 
れ て いる 下級 階級 と され て いる 。 と は いえ 、 都 市 で 暮 ら 
| す 人 々 より も 伸び 伸び と し た 生活 を 送っ で いる 。 


| オール トン 


115-31 


| 御大 将 (お ん た いし ょ う ) | 


| カキ ト 


| KAKiTO 


カラ モー ト 。 


KARAMORT 


| 

開 争 本 能 に 駆 ら れ た ムー ン レ ィ ス 、 ギ ム ・ キ ン | 
ガ ナ ム の ふた つ 名 。 月 の 武 門 を 司る ギン ガ ナ 

ム 家 の 長 に 相応 し い 呼び 名 で ある 。 | 

| 

| 

| 


カイ ラス ・ ギ リ | 
月 の トレ ンチ ・ シ ティ に 埋設 され た 高 エ ネル ギー | 
潤子 加速 堪 。 | 旧 世界 の 末期 に 外 ( 代 星人 ) 
の 興 来 を 視野 に 入れ て 建造 され た も の で 、 地 
球 園 防 衛 用 最終 兵器 で ある 。 

カエ ル 頭 


地球 人 が ムー ン レ ィ イス の MS フラ ッ ト に 付け た あ 
5。 ドー ム 型 の 丸い 頸 部 が カエ ル に 似 て い 
る こと が 中 来 ら し い 。 


。 大 な 手足 ば か り が 上 立つ 特 和 な 
、 その 名 が 付け 5 れ た 。 


カラ モー ト の 町 の 収 術 際 で 、 デ ィ ア ナ ・ ソ レル 
と コレ ン ・ ナ ンダ ー が 出会っ た 子供 た ちの ひと 
り 。 初め て 会 っ た コレ ン に 人 見 知り も せ ず 仲良 
く な り 、 子供 の 中 で 一 番 懐 いて いた 」 


ル ジ ャ ー ナ 領内 に ある 村 の 名 前 。 ムー ン レ イス 
と 地球 人 の 中 立地 帯 の よう な 場所 で 、 年 に 
一 度 の 収穫 際 で は 両者 が 入り 浸 じ っ て 束 作 を 
祝っ た 。 人 々 は 野 工 を 橋 し た 価 装 を し 、 ハ リボ 
テ の 像 を 乗せ た 山車 を 引い て 練り 歩く 。 最後 
に 山車 は いか せら れ て 河 を 下っ て いく 


ガ ナ ム 隊 に 所 属す る 歩兵 隊長 。 MS ズ サ 
ン を 操り 、 デ ィ ア ナ ・ ソ レル の 地球 出発 を 阻止 
し よう と し た 。 し か し 、 ハ リー・ オ ー ド 率い る 釘 
衛 隊 の 前 に 敗れ 去っ て いる 。 


カナ ダン 


| CANADAN 


旧 世 紀 に カナ ダ と 呼ば れ て いた 地域 の 名 称 。 
正 暦 (C.C.) の 時 代 で は アメ リア 領 の ひと っ と 
な っ て いる 。 


| カフ ル | 
| KAPOOL 


イン グレ ッ サ 領 の マウ ン テ ン ・ サ イク ル か ら 多 
数 発掘 され た 機械 人 形 (MS) 。 前 時 代 的 な 装 
備 し か な か (は 、 カプ ブル を 中 心 に 機械 
人 形 部 隊 を 編制 し た 。 伸縮 自在 の 両 腕 に 備 
わっ た 大 型 クロ ー を は じ め 、 ハ ンド ガン な どの 各 
種 武 装 を 搭載 。 見 た 目 以上 の 戦 開 能力 を 発 畠 
し た 。 また 操 継 方 続 で 、 航 空 機 乗り な 
ら 簡単 な レク チャ ー を 受け れ ば 失 綻 で きた 。 そ 
の た め ソ シ エ ・ ハ イム や メシ ェ ー・ ク ン な ど は い 
ち 早 く 乗 3 込ん で 戦 開 


カル バニ ア 領 | | 
CALVANIA | 
アメ リア 大 陵 最 西 郊 に 位置 する 領地 の こと 。 | 
西 に は 海 、 東 に は 高い 山脈 が あり 、 湿 明 湿 潤 | 
な 気候 が 特徴 で ある 。 | 
| 
ガリ ア 大 陸 | 

GARIA | 

旧 世 紀 の ヨ ー ロ ッ パ 大 陸 の こと 。 正 唇 に お け | 
る アメ リア 大 際 の 領主 た ち は ガ リア 大 陸 を 仮 | 
想 負 国 と 見 な し 、 武装 組 織 ミ リ ジ シャ を 結成 し た 。 


し か し 、 ガリ ア か ら 血 感 が 押し 寄せ る こと は な く 、 | 
代わ り に 月 か ら 使者 が や っ て きた の で ある 。 


看護 婦長 


HEAD NURSE 


を 取り 仕切 る ペ テ ラン 婦長 。 慢性 的 な 人 手 不 | 
足 ! - も か か わら ず 、 美顔 で 負傷 者 の 看護 に 当 
ンティア を 申し 出 た キ エ ル ・ ハ 
レル ) に 、 戦争 の 現実 と 自分 
た ちの 成す べき こと を 教え た の も 彼女 で ある , 


a 


| キー ス ・ レ ジェ 
| KEITH LAMIE 


ロラ ン ・ セ アッ ッ ク と 失 計 胃 作戦 の 
調査 隊 と し て 志願 し た ムー ン レ ィ ス 。 地球 て 
バン 屋 に 剖 子 入り し 、 親 方 か ら 認 め られ る まで 
の 腕利き 職人 に 成長 し た 。 その 後 、 ディ アナ ・ 
カウ ンタ ー に よる 地球 帰 軍 作戦 が 開始 され る 
と 、 ミ リ シ ャ と ディ アナ ・ カ ウン ター の ど ち 
与 せ ず 両 陣営 に 分 け 隔て な く パ ン を 志 り 、 
つの 世界 の 架け 橋 に な ろう と し た 。 念願 の パ 
ン 屋 の 経営 を 任 さ れ て か ら は ディ アナ ・ カ ウン 
ター か ら 逃 げ 出 し た ムー ン レ ィ ズ を 雇っ た りす る 
な ど 、 巧み な 商 才 も 発揮 し て いる 


キ エ ル ・ ハ イム | 
| KIHEL HEIM a | 


領 ビシ ニ ティ の 名 家 、 ハイ ム 衣 の 
長女 。 ハイ ム 家 の 名 代 と し て ノッ クス に 赴 い た 
・ カ リン ター の 措 撃 を 受け て 爺 親 
持ち 前 の 聡明 さと 社会 性 の 高 さ 
を 発揮 し て 社会 へ 進出 し た 。 その 後 、 グ エン ・ 
サー ド ・ ラ イン フォ ー ド の 秘書 と な っ て ムー ン レイ 
ス と の 雇 見 に 出席 する うち 、 ち ょ っ と し た いた ず 
ら 心 か ら 月 の 女王 ディ アナ ・ ソ レル と 表 服 を 交 
換 。 女王 の 視点 か ら 人 々 の 思惑 を 知る こと で 
両 陣営 の 意見 の 食い 違い を 靖 感 し 、 地 球 と 月 
の 関係 改善 に 力 を 注い だ 。 戦後 は 再び ディ ア 
ナ ・ ソ レル と 立場 を 入れ 替え 、 ム ー ン レ ィ ス の 
女王 と し て 地球 を 後に し て いる 


い 付い た 
ず 5] 6 


前 綴 サ シラ イズ 115-32 


116-29 


記さ れ た 伝説 上 の 存在 で ある MS 
ツガ ンダ ム 、 タ ー ン X の み を 指 | 
いる わけ で は な い 。 MS を 機械 人 形 」 と 呼 
場合 も ある が 、 そ の 場合 は 込め られ た ニュ アン 
ス が 少々 異な 歴史 " で 語ら れる 「 魔 神 ] 
て 地球 園 に 戦乱 を も た 
あり 、 人 知れ 封印 し て お くべ き 
" 黒 歴史 " の 喘 像 記 
ャ ー ノ ン に 酷似 し た 魔神 が よ 
く 見 受け られ 、 ス エサ イド 部 隊 の エイ ムズ は 、 
の 活躍 に 喜ぶ 次 を 見 せ た 。 


機械 人 形 


C.C. ( 正 暦 ) の 時 代 、 地 球 の 人 々 は [MS] 
の 存在 と その 名 称 を 忘れ 去っ て いた 。 その た 
め ム ー ン レイ ス が 運用 する 人 型 機械 や マウ ン 
テン ・ サ イク ル か ら 発掘 され る 機体 に 対し て . 
暴れ を 込め て 機械 人 形 ] と 呼ん だ の で ある 。 
ムー ン レ ィ ス 問 で も 同じ 言い 回 し が され る こと が 
ある も の の 、 彼 5 に と っ て MS は 道具 に 過ぎ な 


れ て いな い 


帰 船 
ディ アナ ・ ソ レル が 提唱 し た 地球 帰 本 作戦 の 
一 環 と し て 、 ム ー ン レ ィ ス の 地球 降下 に 用 いら 
れ た 宇宙 船 。 全長 500m の 船体 の ほとん ど が 
資 物 エ リア で 占め られ 、 500 名 の 乗客 を 乗せ ら 
れる ほか 、MS 収 容 コ ン テ ナ を 4 基 搭載 する 。 
着陸 後 は 船体 を ブロ ッ ク ご と に 分 割 し 、 簡易 
と し て 利用 で きる よう に な っ て いる 。 


立っ て 行わ れ た 、 地 球 環境 が ムー ン レ イ 
える 影響 の 事前 調査 を 指す 。 OPE 
と いう 低 重力 下 で 生活 し > 


また 、 地 束 環境 生存 
ベル まで 回 復 し た か を 確認 する た め の 調査 で も 
ある 。 調査 員 は 体内 に 生体 発信 機 を 埋め 込ま 
れ 、 地球 降下 後 は 自力 で の 生活 を 行う 。 そう す 
る こと で 得 ら れ た 買 硬 な デー タ は 発信 機 を 通し て 
[の 立案 に 利用 され た 。 


北ア メリ ア 大 陸 

NORTH AMERIA 

* 黒 酢 史 " に お ける 、 北 アメ リカ に 該当 する 大 
陵 。 多数 の 自治 額 が あり 、 領 こと に 世 議 の 頒 


主 が 存在 する 。 代表 的 な 自治 領 と その 領主 
と し て は イン グレ ッ サ 撤 ー ド 家 、 ル 
ジャ ー ナ 領 の : ノ 家 な ど が 挙げ られ る 。 


軌道 エレ ベー ター 


| SATELLITE ELEVATOR 
航 宙 船 舶 の 重力 


上 衛星 軌道 に まで 延び る エレ ベー ター。 アデ ス 
カ の 民 に 伝わる 伝承 の 中 に ある 「 始 まり の 樹 」 
で は な いか と 思わ れる 。 アデ スカ の 民 の 神話 伝 


承 で は 「 始 まり の 樹 が 倒れ た 時 に 、 枝 の 一 本 
が 弾け て 宙 に 留まり 、 そ れ が アデ ス の 枝 に な っ 
た ] と 語ら れ て いる 。 「 ア デス の 枝 ] と は ディ ア 


ナ ・ ソ レル た ち が 月 に 向かう と き に 利用 し た 施 
ザッ クト レー ガー を 指す 。 軌道 エレ ベー ター 
は ザッ クト レー ガー より も 大 型 で あり 、 宇 宙 進 出 
の 初期 段階 に 建造 され た た め 、「 始 まり の 樹 」 
と 呼ば れ た と 推測 され る 。 また 「 始 まり の 樹 が 
個 れ た 時 ……」 と いう 記述 か ら 、 軌 道 エレ ペー 
ター 自体 は 失わ れ て し まっ た も の と 思わ れる , 


ギ ム ・ ギ ン ガ ナ ム 


GYM GHINGNHAM 


通称 「 御 大 将 (お ん : 
ス の 武 門 を 司る ギン ガ ナ ム 家 当 詩 
の 治安 維持 の た め 、 約 2000 年 間 
軌道 上 で 戦 開演 百 を 繰り 返し て い 
に 戦争 その も の を 求め る よう に な っ て 
ディ アナ ・ カ ウン ター の 地球 降下 作戦 に 馬 じ 
て 暗躍 。 月 の マウ ン テ ン ・ サ イク ル か ら タ ー ン X 
を は じ め と する MS を 発掘 す る と 、 デ ィ ア ナ ・ ソ 
レル に 対し て 反旗 を 劉 し 、 独 自 に 地球 侵攻 を 
開始 し た 。 た だ し 彼 の 目的 は 地球 と 月 の 支配 


で は な く 、 戦 いそ の も の を 継続 させ る こと に あっ 
た よう で ある 。 主 な 搭乗 機 は ター ン X。 


| mM5 部 09 


| キャ ノン ・ イ ルフ ー ト 
CANNON ILLFUTO 


オー パ バニー 渓谷 の マウ ン テ ン ・ サ イク ル で 発 所 
され た 機械 人 形 。 右 肩 に 大 型 の 同 輸 複 列 砲 
左腕 に シー ルド を 装備 し 、 中 下 離 支援 攻撃 に 
真価 を 発揮 する 機体 と 思わ れる が 、 詳 し い ス 
ペッ ク は 不明 で ある 。 ウィ ル ・ ゲ イム に よっ て 
ディ アナ ・ カ ウン ター に 持ち 込ま れ 、 ル ジ ャ ー ナ ・ 
ミリ シャ と の 陽 闘 に 投入 され た 。 その 際 、 至 近 
昌 離 か ら ボ ル ジ ャ ー ノ ン の パ バズーカ を 受け て 大 
破 し た 。 主 な 搭乗 者 は ウィ イル ・ ゲ イム 。 


ギャ バン ・ グ ー ニ ー 


ャ ー ナ ・ ミ リ シ ャ の 機械 人 形 部 隊 (スエ サ 
ド 部 隊 ) 隊長 。 名 家 の 出身 だ が 貴族 的 な 生 
染め ず に 各地 を 放浪 し 、 最 後に は 自ら 
志願 し て 兵隊 と な っ た と いう 経歴 の 持ち 主 で あ 
る 。 性 格 は 府 快 で 熱血 の 一 言 で 、 部 下 か ら 幕 
われ て お り 隊 長 と し て の 能力 も 高い 。 し か し 物 
事 を 過小 評価 する 傾向 が あり 、 マ ウン テン ・ サ 
イク ル か ら 発 掘 さ れ た 械 兵器 の 危険 性 を 最後 
まで 見 破る こと が で き な か っ た 。 その 結果 、 枝 
爆発 に 巻き 込ま れ て 命 を 落と し て し まう . 


ギャ バン 専用 ボル ジャ ー ノ ン | 
GAVANE'S BORJARNON 


4 ー ノ ン ( ギ ャ パン 機 ) と 表記 する 場合 も あ 
る 。 ル ジ ャ ー ナ 領 の マウ ン テ ン ・ サ イグ ル か ら 発 
掘 され た 機械 人 形 。 他 の ボル ジャ ー ノ ン と は 違 
い 、 この 1 機 だ けが 装甲 形状 と カラ ー リ ング 人 


ノン と の 性 能 差 は は っ きり し て いな い が 、 
運用 に 関し て は さほど 問題 な 


3 細 
部 ハッ チ に カブ プル 


居 張 計 < NH の al | | 

| ギャ ロッ プ ギン ガ ナ ム 家 グエン ・ サ ー ド ・ ラ イン フォ ー ド | | | グエン の 秘書 

GALLOP | THE GHINGNHAMS GUIN SARD RHINEFORD | GUIN'S PRIVATE SECRETARY 
ウィ ル ゲ ム が 埋まる キン グ ス レ ー の : 発見 月 の 武 門 を 司る 一 族 の 名 称 。 外 宇宙 か C.C.( 正 暦 ) に お ける 北ア メリ ア 大 陸 イ ング レッ グエン の 私 設 秘書 。 ムー ン レ ィ ス が 地球 に 降下 


され た 陸戦 艇 。 通常 は ホバー で 移動 する が 
両 航 の し を 作動 する 
異 的 な スピ ー ド を 発揮 する 。 発掘 後 は ロラ ン ・ 
ク が 第 長 に 任 病 さ れ 、 地 上 で の 独立 人 
撃 部 隊 の 移動 換 点 と し て 利用 され た 。 ブリ 
クル ー に は 、 ディ アナ ・ カ ウン ター を 離脱 し た ブ 
ルー ノ と ヤ コ ッ プ が 就 いた 


| キャ ン サー ・ カ フカ 


CANSER KAFKA | 


ディ アナ ・ カ ウン ター の 一 部 弱 「 レ ッ ト 隊 ] の 女 
隊長 。 か つて 地球 に 取り 残さ れ た ムー ン レ ィ ス 
を 先祖 に 持つ キャ ン サ ー た ち は デ ィ ア ナ ・ ソ レ 


ル の 地球 降下 、 外 の 社会 と は 隔絶 
し た 生活 を 送っ て いた 。 そん な 生活 を 何 代 も 続 
、 キャンサー の 代 に は 服装 か ら 風 


け て い 


俗 、 立ち 居 振 る 舞い に 至る まで 、 月 と も 地球 と 
も 異な る も の に 変化 し て し まっ た の で ある 。 そ 
の た めか どう か 定か で は な い が 、 デ ィ ア ナ へ の 


中 誠心 は 埋 常 に 高く 、 彼女 が 地球 に 降下 し て 
か ら は 最後 まで 女王 の た め に 戦い 抜い た 


絆 が れ た 月 へ の 想い を 体現 し た 
れ て し 


| ギン ガ ナ ム 艦隊 
GHINGNHAM FLEET | 


ギン ガ ナ ム 家 が 代々 の 紙 隊 司 久 官 を 担当 する 、 
月 の 防衛 用 に 組織 され た 大 北 隊 。 外 宇宙 か ら 
の 侵 路 者 を 想定 し た 艇 隊 だ が 、 外 敵 が 侵攻 し 


て く < る こと は な く 、 約 2000 年 間 て ひ た す 
ちら 軍事 演習 を 繰り 返す だ け で あっ た 。 その た め 、 
いつ し か 月 の 防衛 より も 戦闘 その も の を 欲す る 


よう に な り 、 地 球 と ディ アナ ・ カ ウン ター の 対 
に 乗じ て 、 独自 に 地球 時 下 を 開始 し て いる 


ギン ガ ナ ム 
か 、 MS 部 隊 


略 者 か 5 月 面 都市 を 防衛 する と いう 任 を 受け 、 
独自 艦隊 や MS 部 隊 を 保有 する 。 ディ アナ ・ ソ 
レル が 地球 帰還 作戦 を 開始 し た 時 の 当主 は 
ギ ム ・ ギ ン ガ ナム 、。 


隊 和 人 


北ア メリ ア 大 陸 オ ー バ 位置 する 渓谷 地 
帯 宇宙 船 が 埋まっ て いる と の 伝説 が め あり 、 そ 
ウィ ル ・ ゲ イム が 発掘 作業 を 続け て 

> は 宇宙 組 ウ ィ ル 
黒 歴史 " の 吐 


| クー エン ・ モ ラッ ド 


ムー ン レ ィ ス の 帰 加 民 の ひと り で 、 レ ー チ ェ と い 
う 妻 と リネ と いう 赤ん坊 が いる 。 地球 降下 後 の 
生活 環境 の 急変 か が ら レ ー チ ェ の 乳 が 出 な く な 
り 、 その こと で 毎日 思い 悩ん で いた 。 だ が 、 ロラ 
ん と か 穴 族 を 美 う 目処 
- つ 。 クー エン 自身 は 地球 人 と 反目 する 意思 


サ 領 主 ラ イン フォ ー ド 家 の 御曹司 。 技術 文明 
し て 先進 的 な 考え を 持ち 、 い つか 自分 の 
手 で 産 類 革命 を 起こ そう と 族 起 。 その た め 高 
度 な 技術 を 保有 する ムー ン レ ィ ス に は 並々 な ら 
関心 を 示し 、 デ ィ ア ナ ・ カ ウン ター の 地球 降 
下 の 折 に は 自ら イン ダレ ッ サ の 代表 と し て 交 
の 窓口 を 務め た 。 し か し 戦乱 
イン グレ ッ サ 領 の 首都 ノッ クス ! 


ン レ ィ ス と 直接 交 沙 する た め 月 へ と 向かう 。 そ 
こ で " 黒 歴 史 "の 記録 に 触れ た グエン は 技術 の 
虜 と な り 、 ム ー ン レ ィ ス の 科学 技術 で 文明 開化 
を し よう と その デー タ を 密か に 引き 出し 、 今 度 は 
独自 に 月 の 武 門 を 司る ギ ム ・ ギ ン ガ ナム と 接 
り 込 も うと 画策 
を 制御 で きる は ず も 
グエン は 、 ギ 
ン ガ ナム の 部 下 メ リー ベル と 共に ガリ ア 大 陸 へ 
と 旅立っ て 行っ た 。 


グエン 付き の 運転 手 | 
GUIN'S DRIVER | 


担当 する 。 ノッ クス 崩壊 時 に 
げ 出 し て し まう 


| グエン 邸 の メイ ド 


| GUIN'S HOUSEKEEPER 


ン フ ォ ー ド 家 に 仕え る メイ ド 。 掃 除 か 
食事 の 用 意 と 雑事 全般 を 取り 仕切 - 


し て か ら は 、 彼 ら と の 通信 記録 を 取っ た り 、 会 
議 の 記録 係 を 担当 する な ど し て グエン に 尽く し 
た 。 常に グエン の 側 に 立ち 、 そ の バックアップ 
に 勤しん で いた 。 ム ー ン レイ ィ ス と の 対談 で グ エ 
ン が うま く 立 ち 回 れ た の も 、 彼 女 の 助 力 が 
て こそ で ある 。 


THE PALACE OF BLACK 


ムー ン レ ィ ス が “ 黒 歴史 "を 保管 封印 し て 
施設 の 名 称 。 月 面 に 建造 され た ムー ン レ ィ ス 
の 首都 ゲン ガ ナ ム に は 冷凍 睡眠 用 の 施設 ( 冬 
の 宮 農 ) が 設け られ て いる が 、 そ の 一 角 に ^ 時 
歴史 " が 封じ られ た デー タル ー ム も 
いた 。 これ が 「 黒 の 宮殿 ] と 呼ば れる 施設 で 
る 。 黒 の 宮殿 の 管理 は メン テナー 家 に 一 任 さ 
れ 、 出入 り は 堅 < 
の 女王 ディ アナ ・ ソ レル 
の 詳細 は 知ら ず に いた の だ っ 
を 図っ た アグ リッ パ ・ メ ン テ ナ ー が 時 の 宮殿 で 

5 ディ アナ は " 黒 歴史 " 
に 戦争 の 歴史 を 公 


前 箇 ・ サ ン ラ イズ 116-30 


117-31 


BLACK HISTORY 


黒 歴史 | 


正 暦 (C.C.) 以前 の 時 代 を 指し 
て 地球 は 、 現 在 より 高度 な を テクノ ロジ 
開い て お り 、 特 に ナノ マシ ン 技 術 を 応用 し た 高 
度 文明 が 築 か れ て いた 。 し か し 発達 し 過ぎ た 
文明 は や が て 戦乱 を 招き 、 最 終 的 に 地球 文 
明 は 自 減 の 道 を 辿る こと に な っ た の で ある 。 こ 
の 時 、 月 へ と 逃れ た 少数 の 人 々 は 当時 の 技術 
レベ ル を 維持 し な が ら 独 自 の 世界 を 構築 し た 
が 、 地 球 文明 は 産業 革命 前 退 し 、 
現在 に 至っ て いる 。 この 類 劇 を 継 り 返さ な いた 
め 、 月 の 人 々 は 過去 の 記録 を "時 歴史 と し て 
は 印 。 その 封印 を 破る こと は タブ ー と され た 。 た 
「 黒 歴史 " と し て 封印 され た の は 、 戦 争 の 
歴史 や 戦争 の 道具 =MS だ け で は な い 。 " 黒 礎 
史 " の 本 質 は 「 人 間 の 闘争 本 能 の 封印 | と 見 
て 取れ る 。 だ か ら こそ "* 黒 歴史 " の 封印 を 司る 
アグ リッ パ ・ メ ン テ ナ ー は 、 月 と 地球 が 接触 し て 
「 黒 歴史 "が 紐 解 か れ 、 ム ー ン レ ィ ス の 問 争 本 
能 が 目覚 の る こと を 恐れ て いた の だ 。 な お 、 ム ー 


て " 黒 歴 中" と は オカ ルト 紛い の 
だ と 見 な され て いた が 、 デ ィ ア ナ ・ ソ レル 
に よる 開示 に よっ て 過去 に 実際 に 起こ っ た と い 


う 事 実 が 月 の 社会 に 知れ 渡る 。 


クワ ウト ル 


マニ ュー ビ ピチ に 暮らす アデ スカ の 民 の 王 。 アデ 
スカ の 民 に は 「 古 き 王 を 戦い で 倒し 、 新 し い 王 
が 生ま れる こと で 民 に 降り か か る 災厄 を 打ち 払 
う 」 と いう 伝統 的 な 位 式 が ある 。 クワ ウト ル も 死 
すべ き 古 き 王 な の だ が 、 新 し い 王 タル カ と の 対 
決 を 拒ん だ こと で 申 居 者 呼ば わり され て いた 。 
し か し それ は 、 王 に な る こと に 対し て の 恐れ を タ 
ルカ が 抱え て いる と 気付 いた か ら で あっ た 。 クワ 
ウト ル が 対決 を 避け で い 


そし て 、 タ ルカ が 王 と し て の 器 に 目覚 め た の を 
確認 する と 、 そ の 役割 を 見 事 に 全う し て 果て た 


け 


ケイ サン ・ ダ ー カ イ 
KEISAN DAAKAI 


ムー: ン レ ィ ス の 施政 を 司る アグ リッ パ ・ メン テ 
ナー の 移 書 官 。 理知 的 な 風貌 と 何 が あっ て も 
顔色 ひと つ 変 えな い 度 胸 が 印象 的 。 常 
言 で アグ リッ パ の 言動 を 記録 し て お り 、 秘 書 官 
と し て は 相当 優 委 と 軒 わ れる 。 キ エ ル ・ ハ イム 
が 女王 と な っ た の ち も 、 淡々 と 傍ら に 仕え た 。 


際 


使用 し た 姿 が 美しい 光 を 広げ た 嫌 の よう に 見 え 
る こと が 名 前 の 由来 と 思わ れる が 、 美 し い 見 た 
目 と は 裏 放 に 破滅 前 な 能力 を 秘め た 兵器 で あ 


シン を 大 量 に 散布 する も の な の だ が 、 細 か い 
原理 や 効果 は 不明 な 部 分 が 多い 。 唯一 、 月 
され た " 黒 歴史 "に 、V ガ ンダ ム が 月 光 蝶 を 
使っ て いる 映像 が 残さ れ て いる 。 それ に よる と 、 
か つて 地球 で 第 えた 機械 文明 は 月 光 蝶 に 
て ナノ マシ ン に 埋め 尽く され 、 踊 形 も な く 減 ぽ さ 
れ た と いう の で ある 。 そし て 正 暦 の 時 代 、 V ガ ン 
ダム と ター ン X は 戦闘 中 に お 互い の 月 光 映 が 
暴走 し 、 両 機 と ち ナ ノ マ シン の 草 に 包ま れ て 永 
い 限り に 入っ た 。 これ も 月 光 蝶 に 秘め られ た 能 
カカ の ひと つと 思わ れる が 詳細 は 不明 で ある 。 


| ゲン ガ ナ ム 


の 
| 


設 され た 都市 で 
生活 し て いる が 、 そ の 都市 群 を 束ね る 首都 が 
ゲン ガ ナ ム で ある 。 か つて ギ ム ・ ギ ン ガ ナム の 
祖先 が ご iy それ を 記念 し 
て この 名 が 完 れる 。 人 工 運 河 が 
本 大 0 クレ ーー ド 中 必 に レ イア ウト 
れ た 都市 に は 、 一 般 人 の 居住 エリ ア を は じ め , 


月 の 行政 府 で あり ディ アナ ・ ソ レル の 居城 で も 
生 眠 カプ セル が 保管 され て 


ある 「 白 の 宮 典 」、 
いる 「 冬 の 宮殿 」 
が 保存 され る 「 
が ある 。 ちな み に 地 球 に 降下 する 前 の ロラ ン ・ 
セア ッ ク は 人 口 運河 を 管理 する 運河 人 (うん が 
びと ) と し て 、 この 都市 で 募ら し て いた 


・ フ ァ イ ター 
| CORE FIGHTER 


イン グレ ッ サ ・ ミ リ シ ャ が 運用 し た V ガ ンダ ム の コ 
クビ ピッ ト ・ モ ジュ ー ル に な る ユニ ッ ト 。 円 簡 形 の 
コク ピット と V ガ ンダ ム の フロ ント スカ ー ト で 構成 
され 、 分 離 後 は 飛行 も 可能 で ある 。 構造 は か な 
り シン ブル で 起 装 も 施さ れ で いな いた め 、 緊 急 
腹 出 用 と し て 用 意 さ れ た シス テム と 思わ れる 
な お 、 コ ア ・ フ ァ イ タ ー が 外れ た V ガ ンダ ム に ス 
モー の コク ビッ ト を 装着 し て 操 疑 する こと が 可能 
で 両機 の コク ピッ 構造 は 類似 し て いた こと が 
わか る 。 主 な パイ ロッ は ロラ ン ・ セ アッ ク , 


レッ ト 隊 の 隊長 を 務め る キャ ン サ ー・ カ フカ の 
祖先 。 ディ アナ ・ ソ レル に よる 地 束 降 下 作戦 
開始 以前 に 、 地 球 と の 親善 大 使 と な る べく 派 
遣 され た ムー ン レ ィ ス 。 任務 終了 後 も コウ ジン 
は 地球 に 残り 、 節 の 子孫 た ち は 先祖 伝来 の 
文化 を 保持 し つつ ディ アナ の 帰 選 を 待つ こと と 
な っ た 。 実は ディ アナ の 近 従 で あっ た と いう 説 
も ある が 、 実 際 の と ころ は 定か で は な い 。 血気 
盛ん な 人 物 で あっ た と いう 


コー ルド スリ ニー 

COLD SLEEP 

バーン レ イス の 間 で は コー ルド スリ ー プ 技術 は 
一 般 に 普及 し て お り 、 市 民 が 眠り に 就く た め の 


施設 「 和 を の 宮 必 ] が 用 意 さ れ で いた 。 中 で も 
女王 ディ アナ ・ ソ レル は 長期 の コー ルド スリ ー 
プ を 複数 回 物 と し て 知ら れ て いる 。 彼 
女 は 100 年 に 一 度目 覚め 、 現 状 認識 と 政策 
決定 を 下 し た 後 、 再 び 永い 眠り に 就く と いう サ 
イク ル を 経 り 返 し て きた 。 正確 な 年齢 は 定か で 
は な い が に は 1000 年 以上 も の 間 、 月 
世界 に 君 政 し て いる と 言わ れる 


| 穀倉 地帯 
| GRANARY 


C.C.2345 に [地域 放 作戦 ] を 実行 し た ディ 
アナ ・ カ ウン ター は 、 北 アメ リア 大 陵 の サン ペ 
ルト 地帯 を 独立 国家 と する 宣言 を 発布 し よう と 
し た (サン ベル ト 独 立 宣言 )。 し か し 、 泥 帯 に 
必 す る この 一 帯 は アメ リア の 負 倉 地帯 で あり 、 
れる こと は 地球 側 に と っ て も 
者 は 対立 し 、 
言 は 搬 回 され て いる 


ムー ン レ ィ ス の ブル ー ノ と ヤ コ ッ プ が 搭乗 する 
窒 撃 戦 用 MS。 青 部 に 折り 霊 み 式 の レー ル 
キャ ノン を 搭載 し 、 展 開 す る と 機体 全高 を 上 回 
る 長 さ と な る 。 こ の レー ルキ ャ ノン と 両 腕 部 に 
内 蔵 し た マイ クロ ミサ イル (28 発 x2) を 用 いた 
長 距離 砲 設 戦 を 得意 と する 。 また 左肩 に は ス 
パイ クア ー マ ー と 大 型 シ ー ル ド を 装備 し て お り 、 
多少 の 格闘 戦 な ら うこ な すこ と が で きる 。 ちな み 
リ シ ャ が 使用 し て いる ゴ ド ウィ ン は 、 中 破 し 
ッ ゾー を 改修 し た 機体 で ある , 


か 


さ 


ELOSSARY 


【 黒 歴史 】 - 【 ジ ェ 


ゴ ド ウ ィ ン 
GODWIN 


中 破 し た: ミリ シャ が 大 幅 な 
手直し を 加え て 復活 させ た 機体 。 改造 前 後に 
お ける 最大 の 相違 点 は 、 背 部 レー ルキ ャ ノン が 
実体 弾 型 の 機関 砲 に 換装 され て いる 』 
また 腕 部 と 脚 部 は ボル ジャ ー ノ ン の , 
り 換 えら れ 、 砲撃 能 力 が 低下 し た 分 、 格闘 性 能 
が 向上 し た 。 主 な 搭乗 者 は ブル ー ノ 、 ヤ コ ッ プ 。 


【 ゴ ドウ ィ ン 】 改造 後 は すっ か り ミ リ シ ャ 所 属 の 機体 
な っ た ゴ ド ウ ィ ン ( 右 ) は 、V ガ ンダ ム や ボル ジャ ー ノ ン 
と 協力 し て 戦っ た : 


コレ ン 専 用 カブ ル 

KAPOOL CORIN'S CUSTOM | 
ギ ム ・ ギ ン ガ ナム の MS 部 隊 と の 戦闘 で 、 コ レ 
ナン ダー が 搭乗 し た 機体 イン グレ ッ サ ・ ミ 
リ シ ャ の 主力 機 で ある カブ ル を 赤く 塗装 し 、 右 
腕 の アイ アン ネイ ル を ボル ジャ ー ノ ン の パー ツ と 
換装 し 、 さ ら に その 上 か ら ウ ォ ドム の 手 を 被せ る 
と いう 、 いか に も コレ ン ら し い カス タム 化 が な され 
て いる 。 この 改造 に よっ て 本 機 は 格 開戦 能力 
が 飛び 抜け て 高く な り 、 マ ヒロ ー や ター ン X に も 
引け を 取ら な い 戦 闘 を 行っ た 。 も っ と も 、 パ イロ ッ 
ト で ある コレ ン の 技量 も 大 きく 影響 し てい る 。 


し 


【 コ レン 専用 カプ ル 】 対 ター ン X 戦 で は 、 外 付け し た ウォ 
ドム の 手 を ロケ ッ ト の よう に 射出 し て みせ る と いう 葉 業 
を 披 款 し た 。 ちな み に 射出 し た パー ツ は 自 
こない の で 、 射 出 役 は 自分 で 回 収 し な けれ ば な ら な しい 


コレ ジン ナシ ター 
CORIN NANDER 


ディ アナ ・ カ ウン ター 所 属 の MS パイロ 
の 女王 ディ アナ ・ ソ レル の 忠実 な 部 下 だ っ た 
が 、 デ ィ ア ナ へ の 反乱 を 意図 し た 兵士 た ち を 
虐殺 し た 罪 で 冷凍 刑 に 処 さ れ て いた 。 し か し 
「 地 球 帰 思 作 戦 」 が 開始 され る と 、 アグ リッ パ ・ 
メン テナー の 指示 で 復活 し 、 地 球 に 送ら れ た 
の で ある 。 過去 に ガン ダム ・ タ イプ の MS と 戦っ 
と が ある よう で . V ガ ンダ ム 打 倒 に 執着 する 
も の の 敗北 。 その 結果 、 記 憶 を 失 く し て 僧 島 
と な っ て し まっ た 。 だ が 、 メ リーベ ル ・ ガ ジッ ト が 
発動 させ た 月 交 嫌 の 交 を 見 て 記憶 を 取り 戻し 、 
ディ アナ ・ カ ウン ター に 復帰 し た 後 は 、 ギ ム ・ 
ギン ガ ナ ム と の 戦闘 に 参加 し た 。 主 な 搭乗 機 
は イー ゲル 、 コレ ン 専 用 カブ ル 。 


サウ ス ・ ア メリ ア 大 陸 
SOUTH AMERIA LAND 


* 黒 歴史 " に お いて 南ア メリ カ 大 陸 と 呼ば れ た 
地域 。 ノー ス ・ ア メリ ア 大 陸 (単に アメ リア 大 


陵 と 呼ぶ こと も ある ) は 各 領主 に よっ て 分 宮 統 
治さ れ 、 そ れ ぞ れ 発 展 し て いる の に 対し て 、 サ 
ウス ・ ア メリ ア 大 陸 の 情報 は ほとん ど 伝わっ て 
いな い 。 これ は 、 正 暦 (C.C.) に お いて は 通 
信隆 段 が 電話 や 手紙 と いっ た ロー カル な 手際 
に 限定 され て いる た め と 思わ れる 。 さら に 長 距 
離 交通 手段 も 整備 され て いな いた 
ざ サ ウス ・ ア メリ ア 大 陸 ま で 旅行 し 
が 極端 に 少な いた めで も ある だ ろ 
. に 「 ザ ッ ク トレ ー ガ ー」 と いう 地名 が 
ある らし い が 、 それ すら も 定か で ある か は 怪し い 
と ころ だ 。 
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SACKTRAGER 


ドイ ツ 語 で 「 養 虫 ] を 意味 する 宇宙 往還 シス テ 
ム で 、 ス カイ フッ ク と も 呼ば れる 。 そ の 全長 は 
8.000km に 及び 、 両 敵 に スタ ー プ パレ ル と い 
う 宇 宙 角 繋留 江 設 を 有する 。 また 
セン ター ハブ と いい 、 地 麗 周 回 軌道 に 
ザッ クト レー ガー は セン ター ハブ を 中 
て いる 。 その た め ス クー プ パ レル は 、 最も 地球 
に 接近 し た 際 に は 高度 100km 程 度 
下す る こと に な る 。 地球 衛星 軌道 に 上 が ' 
い 宇 宙 船 は スク ター プ バ レル の 回 転 
を 合わ せ て 上 昇 し 、 バ レル 内 に 移動 す 
と 後 は パレ ル が 自動 的 に 回 転 し て 高 高 
に 移動 する の で 、 そ の 時 に 部 脱 す れ ば 、 
| 剤 を 消費 する こと な く 宇宙 空間 に 移動 て 
で ある 。 この 経済 的 な 宇宙 往還 シス テム は " 黒 
歴史 "の 時代 に 建設 され 、 地 球 と 字 宙 を 結 ※ 
架け 橋 と し て 利用 され た 。 と ころ が V ガ ンダ ム 
に よっ て 地球 文明 が 滅ぼさ れる と ザッ クト レー 
ガー の 存在 も 忘れ 去ら れ 、 ア デス カ の 民 を は じ 
め と する 民族 の 伝承 の 中 ] 
て し まっ た 。 ちな み に アデ スカ の 伝承 で ザッ クト 
「 ア デス の 枝 」 と 呼ば れ 、「 ア デス 
の 樹 」 と いう 巨木 が 悪魔 た ち に 切り 倒さ れ た 時 
に 、 樹 か ら 離 れ て 天 を 巡る よう に な っ た と 言わ 
れ て いる 。 その ほか に も 「 天 の ミノ ムシ 」「 天 の 
階段 」 「 宇 宙 パ チン コ 」 と も 呼ば れる 。 


トー 


[ザッ クト レー ガー】 ザッ クト レー ガー の 先端 
る スク ー プ バレ ル 。 遠近 感 の な い 宇 宙 で 
は この 部 分 だ け で ウィ ル ゲ ム を 数 隻 


け の スケ ー ル を 


【 コ レン ・ ナ ンダ ー】 言 動 や 衣装 、 す 


べ て に お いて 突拍子 も な い 人 物 だ 

が 、MS パ イロ ッ ト と し て の 技量 は 直 
流 。 ちなみ に V ガ ンダ ム を 最初 に 

「 ガ ンダ ム 」 と 呼ん だ 人 物 で あ 。 

過去 に コレ ン と の 間 で 何 が あ 

は 不明 で ある 


サム 
SAM 


ハイ ム 家 の 使用 人 。 か な り の 年 寄り た 
力 仕事 や 雑用 を こなす 
・ ハ イム を 信頼 し て お り 、 
ムー ン レ イス と の 戦闘 が 原 
た 際 は 募 の 用 意 を する な 
に 。 地球 に 妖 り た 直 


後 、 川 で 漠 れ た ロ 


【 サ ム ] 普段 は 実 下 な サム だ が 、 和 有 越 し の 茜 り の 時 
突 し む 麦 が 見 受け られ た 


仕事 を 店 れ で 


正 暦 に お ける 北ア メリ ア 大 陸 の 額 地 の ひと つ , 
* 黒 歴史 " で 語ら れる 北ア メリ カ 大 陸 の 南東 
部 分 、 フ ロリ ダ 半 島 一 メキ シコ 湾 の さら に 東側 
に 位置 する 。 その た め 大 陸 と の 連絡 は 短 各 で 
あり 、 大 し た 情報 は 伝わっ て こない 。 


サン ベル ト 

SUNBELT 

サン ベル ト 地 帯 と も 5 呼ば れる 。 " 黒 歴史" に 記 
述 さ れる アメ リカ 合衆国 南部 、 お よそ 北 継 37 
度 以 南 の 温暖 な 地域 の こと 。 一 年 を 通し て 日 
R いこ と か ら この 名 が 付け 5 れ 、 農業 
が 盛ん な 場所 で も ある 。 サン ベル ト に 含ま れる 
州 と し て は 、 ノ ー ス カロ ライ ナノ サウ スカ ロラ イ 
アフ ロリ ダ アラバマ 
サス ー ニ ュー メ 
オク ラ ホ マー アリ ゾ 
ナン カリ フォ ルニア な ど が 挙げ ら れる 。 正大 に 
お いて も サン ベル ト の 名 を 頂い た 地域 は 農業 
に 適し て お り 、 北 アメ リア 大 陸 の 重要 な 栽 廊 
地帯 と な っ て いる 。 


サン ベル ト 共 和 | 
| SUNBELT REPUBLIC 


ディ アナ - カ ウン ター の 指揮 官 で ある フィ ル ア ッ 
カマ ン が 唱え た 、 地 球 に お ける ムー ン レ ィ ス の 
国 。 た だ し これ は フィ ル の 独断 に よる も の で 」 
り 、 実 際 に は この よう な 国 が 建国 され る こ 
な が か: フィ ル が この よう な 暴挙 に ! 
彼 が ディ アナ ・ ン ソレ ル と ソシエ ・ ハ イム が 


替わっ て いる こと を 知ら な か っ た た めで ある 。 そ 
し て 、 ふ た り の 入れ 替わり を 手引 きす る ハリ ー・ 
オー ド の 疲 を 見 た フィ ル は 、 ハ リー が ディ アナ を 

解 。 地球 側 と の 徹底 


技 戦 の 意思 天明 と し て 、 ム ー ン レ ィ ス の 国造 り 
を 唱え た の で ある 。 


サン リト 共和国) 共和国 の 計 国 宣言 を 映像 信 
する フィ ル 。 ちな み に こ の 時 の 演説 内 容 は 以下 の と 


お り 。 | 地球 人 を 役 底 的 に 、 完 膚 を きま で に HH いて 
ムー ン レ ィ イス の 、 ム ー ン レイ ズ に よる 

た め の 国 家 を この 

ン ペ ルト 共和 国 と いう ーー 


ムー ン レ ィ ス の 技術 者 で 、 キ ング スレ ー の 谷 か 
ら 発 掘れ た 宇宙 船 ウィ ル ゲ ム の 挫 艇 士 を 務 
め る 。 ウィ ル ゲ ム に ディ アナ ・ ソ レル ( キ エ ル ・ 
ハイ ム ) が 乗り 込ん だ こと を 喜ん で いた 


垂 り 込ん だ キ エ ル ・/ 


と 間違っ て 確信 し 
ジェ シカ 
JESSICA 
ハイ ム 家 の 使用 人 で ある 中 年 の 女性 ハイ ム 
家 の 人 々 (主人 や 夫人 は も ちろ ん 、 子 供 た ち 
に 至る まで ) を 絶対 的 に 募っ て いる 。 その た め 


川 で 甘 れ た ロラ ン ・ セ アッ ク を ハイ ム 姉 妹 が 連 
胡散臭 げ な 顔 を し な が ら も 食事 を 
の 後 、 ロ ラン が ハイ ム 家 の 使用 


心根 は 便 し 
と の 波 問 で 父親 を 亡くし て 弄 
も あっ た 


を い 風 梗 の 持ち 主 で ある ジェ シカ ( 右 
<、 ディ アナ ・ カ ウン タ 
(シシ エ を 生か に 時 


ジェ ッ ト ス トリ ー ム 
JET STREAM | 


ムー ン レ ィ ス の 作業 用 重機 「 モ ビル ・ リ ブ ] に 
付け られ た 機体 名 。 フ レー ム 選 き 出し の ボディ 
に デュ レー ター と 脚 部 を 搭載 し た 無骨 な シ 
ル エ ッ ト を 有 し 、 コ ク ピ ッ ト ( 頭 部 ) は スパ イン ・ 
コン セプト ・ フ レー ム に よっ て 自在 に 可動 する 
ディ は ほとん ど 空 洞 で 、 そ こ に 各種 機材 を 搭 
戦 し て さま ざま な 作業 に 対応 で きる よう | 
いる 。 MS に 近い 姿 を し て いる が 、 あ くま で 重機 
扱い な の で 武器 は 装備 し て いな い , 


ェ ッ ト スト リ 


ム 】 ボ デ 
トス トリ ー ム は 

切り その 内 貞 を ム 

その た め 土 地 を 算 奏 する 者 


a 


x 117-32 


118-29 


塩 の 街 


正 暦 (C.C.) に お いて 、 北 アメ リア 大 陸 の 北西 
隆 部 に 位置 する エリ ゾ ナ 領 の 一 都市 の 通 
称 。 正式 名 称 は ソル ト ボ ゥ と いう が 、「 哲 の 告 」 
と いう 名 前 が 用 いら れる こと が 多い 。 郊外 の 広 
い 範 囲 に 塩 が 厚く 堆積 し て いる 地域 が あり 、 こ 
こ か ら 街 の 名 が 付け られ 


シド ・ ム ン ザ | 
SID MUNZER 


「 山 師 と 呼ば れる 職業 に 就 いて いる 老人 。 
山師 と は 土地 改良 や 地下 資源 の 発 擬 を 生 華 
と し て いる 者 た ち だ が 、" 昧 歴史 "研究 家 と し て 
も 知ら れる シド は 、 各地 の マウ ン テ ン ・ サ イク 
の 熟 を 注い で いた 。 そ 
人 の 中 で は 機械 人 形 (MS) の 知 
識 に 通じ て お り 、 カ ブル や ウィ ル ゲ ム の 発掘 に 
も 参加 し て いる 。 ミリ シャ と 共に 月 世界 に 向かっ 
た 際 、 グ エン ・ サ ー ド ライ ン フ ォ ー ド の 指示 で "時 
歴史 " み 出 す が 、 そ の こと を 後悔 
し て ディ アナ ・ ソ レル に 協力 し た 。 


所 属す る 機械 人 形 部 
ゼ フ ・ ヨ ッ ト 。「 ジ ャ ラビ ィ 」 と は 
自動車] を 指す 子供 の 
葉 で ある 。 ディ アナ ・ カ ウン ター カ ら 捕獲 し 


部 隊 の 名 前 と し て は 
ラビ ィ 隊 の 機体 は 議 別 の 
の 塗装 が 施さ れ で いる 。 


| ジャ ンダ ルム 
| GENDARM 


ギン ガ ナ ム 隊 が 所 有する 汎用 昔 能 。 能 体 サイ 
ズ は ミリ シャ の 宇宙 船 ウィ ル ゲ ム と 同 程度 だ が 、 
能 体 後部 に 長大 な 帯状 の ユ 」 
載 で きる 。 これ は ミノ フス キー 
で あり 、 こ の 装備 の お か げ で > 
加 ブ ー ス ター や マス ・ ド ライ / 
で 、 単 艦 に よる 大 気 園 離 脱が 可能 と な っ て 
・ ミ ドガ ルド に よる ディ アナ ・ ソ レル 
の 月 へ の 送 軍 時 に ジャ ンダ ルム を 用 いた 際 、 大 
気 園 離 朋 を 図る 艦 を モハ リー の スモ ー が 
追尾 し た こと が あっ た 。 し か し ミノ フス キー・ ド ラ 
イブ の 推力 に 追い つけ る は ず も な く 、 礁 思 を 思 
な お 、 艦 音 は 脱出 疾 と な っ て 
ルド が 女王 を 売る うと し て いる こと を 
知っ た キャ ン サ ー・ カ フカ と ムロ ン ・ ム ロン は ディ 
アナ を 連れ 出し 、 こ の シャ トル で 人 逃げ 出し た 。 


カラ モー ト の 町 に 暮らす 少年 で 、 友 達 の カキ ト と 
トニ ー ニ ョ と 共に 収穫 祭 に 参加 し た 。 よそ 者 で 
ある コレ ン ・ ナ ンダ ー に も 人 懐く 接し た 次 が 
印象 的 で ある 。 


正 暦 に お ける 中 部 アメ リア に 分 散 す る 自治 領 
の 中 で 、 最 も 南 に 位置 する ポー ト べ ロ 領 の 者 
市 の ひと つ 。 北ア メリ ア 大 陸 の 都市 の よう に 
文明 化 は され て お ら ず 、 詳 し い 情報 は 伝わっ て 
き て いな い 


| [ジョ イン トバ パス タテ 
JOINT BUSTER 


LU] 能 則 sl5 


白 の 宮殿 
THE PALACE of WHITE 


小型 MS ウ ァ ッ ド が 装備 する 格闘 兵 装 。 槍 と 弄 
股 (さす また ] を 組み 合わ せ た よ うな 独特 の 形 
状 を し て お り 、 その 長 さ は ウ ァ ッ ド の 全高 を 上 回 
る 。 槍 の 穂先 で MS の 関節 部 分 を 突い た り 、 
形 股 部 分 で 相手 の 手足 を 絡め 取っ た りす る な 
ど 、 標 的 の 動き を 封じ る た め に 用 いら れ た 。 ま 
た 内 部 に は 高 電 圧 発生 装置 が 組み 込ま れ て 
お り 、 電 撃 に よっ て 標的 の 制 系 硫 や パイ ロッ 
こ を 与え る こと が で きた 本 
| 来 は 対人 捕獲 を 目的 と し て 用 竜 され 


MSt 


| ジョ ゼ フ ・ ヨ ッ ト 
JOSEPH YAHT 


山師 シド ・ ム ン ザ の 助手 と し て “ 黒 歴史 " の 諾 
を 探求 し て いた 人 物 。 ディ アナ ・ カ ウン ター の 
地球 帰 軍 作戦 後 、 シ ド と 共に マウ ン テ ン ・ サ イ 
クル で の MS 発掘 に 従事 し て し 
の 操縦 を 覚え て ミリ シャ に 入隊 し 、 
の 隊長 と な る 。 ウィ ル ゲ ム で 
月 世界 の テク ノロ ジー を 興味 深 そ うに 眺め て い 
た 。 主 な 搭乗 機 は フラ ッ ト (ハイ ヒー ル と 呼ば れ 
て いる )、 V ガ ンダ ム 。 


と の 戦闘 で 


ムズ と は 気 が 合う らし く 、 一 緒 
目 軟 され て いる 。 主 な 搭乗 機 は 


月 面 都市 群 の 首都 ゲン ガ ナ ム に 建設 され た 
ディ アナ ・ ソ レル の 居城 。 月 世界 の 施政 の 中 
心 で あり 、 ドー ム の 天井 する 巨大 な 構 
造物 は 、「 白 の 宮殿] と いう 言葉 に 相応 し い 優 
雅 な 次 を 搭 き 出し て いる 。 その 内 部 に は 調 見 
の 間 や 施政 室 と いっ た 公務 施設 の ほか . ディ 
アナ の プラ イベ ー ト な 施設 も ある 


に あたる 部 分 に アン テ ナ と も フェ イス ガー ド と も 
思わ れる 装甲 板 が 付い て いる こと か ら 、 こ の 名 
が 付け られ た と 思わ れる 。 その ほか に も 単 
ゲ 」 と 呼ば れる こと も 多い 


| DIANA'S BODYGUARD 


月 の 女王 で ある ディ アナ ・ ソ レル の 身辺 警護 
を 第 一 と する エリ ー ト 部 隊 。 ディ アナ ・ ソ レル 
暗殺 計画 を 末 然 に 防い だ の も 親衛隊 の 功 問 
る と ころ が 大 きい 。 それ は 親衛 隊 が ディ ア 
ナ 直 属 の 部 隊 で あり 、 デ ィ アナ ・ カ ウン ター 側 
の 軍規 に 縛ら れる こと な く 、 自 由 裁 量 権 を 与え 
られ で て いる た め だ 。 女王 を 守る た め な ら 友 軍 と 
の 戦闘 も 床 わ な い 彼 ら は 、 謙 王 だ け に 忠誠 を 
状 い 、 女 王 の た め に 機能 する 部 隊 で ある 。 ち 
な み に 親 衛 隊 の 乗 機 は 銀色 の スモ ー だ が 、 隊 
長 の ハリ ー・ オ ー ド に は 専用 機 と し て 金色 の ス 
モー が 与え られ で いる , 


PL 


ARTIFICIAL CANAL | 


| スエ サイ ド 部 隊 


| SUICIDE CORPS 


| スパ イン ・ コ ン セ ブ ト ・ フ レー ム 


大 気 も 河川 も な い 月 面 の 人 工 空間 で 暮らす 
ムー ン レイ ス に と っ て 、 文 字 どおり 「 生 合 線 」 と 
な る 巨大 構造 物 。 月 の 赤道 を 周回 する よ 
構築 され た 運河 は 透明 な 材質 で 造 
体 の 中 を 流れ 、 そ の 下 に は ムー ン レ ィ ス た ち が 
暮らす 都市 部 (運河 都市 と 呼ば れる ) が ある 
つま り 人 工 運河 は 運河 都市 の 天井 を 流れ て 
いる の で ある 。 量 と 夜 が 2 週間 続く 月 面 で は 量 
夜 の 温度 差 が 極め て 大 きく な る が 、 人 工 運 河 
は 温度 差 を 緩和 し て 都市 の 温度 を 一 定 に 保 
つ ヒー トバ イプ と し て 機能 する 。 さら に 運河 で は 
魚介 類 の 壮 殖 が 行わ れん 、 ム ー ン レ ィ ス の 食糧 
供給 の 場 と し て も 利用 おま れ て いる 。 その た め 運 
河 の メン テ ナ ン ス は 重要 で あり 
担当 し た り 、 運河 で 漁業 を 
いる 者 は 「 運 河 人 ] と 呼ば れる 


ET 


全 が 舞い 、 
河 の 光景 う 
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スエ ッ ソ ン ・ ス テロ 
SWEATSON STERO 


ギ ム ・ ギ ン ガ ナ ム に 仕え る 巨漢 の 男 。 マヒ ロー 
隊 の 隊長 と し て 演習 に 明け 暮れ る うち に 実戦 
を 激しく 求め る よう に な り 、 武力 に よる 地球 制 
圧 を 嬉々 と し て 実行 し た 。 その 一 方 で 下克上 
の 気風 を 持ち 、 ギ ン ガ ナ ム を 押し 退け て 大 才 
の 座 を 狙っ て いた 。 だ が 最後 に は ギン ガ ナ ム に 
よっ て 抹殺 され て いる 。 搭乗 機 は マヒ ロー。 


戦い と 同じ くら い に 好 き な の 
べ 物 を 食 る 誠 が よく 


ル ジ ャ ー ナ ・ ミ リ シ ャ に 所 属す る 機械 人 形 部 隊 
の 名 称 。 「SUICIDE| は 自殺 や 自決 を 意味 す 
る 言葉 で あり 、 命 を 失う こと を 砂 わ な い 胃 敢 な 
隊員 た ち で 構成 され た 部 隊 と いう こと か ら こ の 
名 が 付け られ た と 思わ れる 。 実際 、 デ ィ ア ナ ・ 
カウ ンタ ー と の 戦闘 で は 常に 第 一 線 に 立ち 、 
胃 多 果敢 に 戦っ た 。 隊長 は ギャ バン ・ グ ゲー ニー 
が 、 彼 は マ ' ・ サ イク ル を 巡る 戦い で 
死亡 。 それ 以降 は 特定 の 隊長 は 定め ず 、 
シャ の 一 部 隊 と し て 戦闘 に 参加 し た 


較 す る と 基 だ 用 
みた だけ は 負け て は いな 


| スク ー プ バレ ル 


歴史 "の 時 代 に 建造 され た 回 転 式 機動 エ 
レベ ー タ ー 「 ザ ッ ク ト レー ガー」 の 両端 に 位置 
する MS ドッ ク 部 分 。 衛星 軌道 上 に 浮か ぶ 

クト レー ガー は セン ター ハブ を 中 心 に 自転 運動 
を し て お り 、 ス クー ブ バ パレ ル は 3 時 間 ご と に 大 
気団 に 突入 し て は 、 高 度 100km 程 度 の 地点 
を 通過 する 。 この 時 に 宇宙 船 が スク ー プ パレ 
ル 内 に 飛び 込む と 、 自 転 に よっ て 、 推 進攻 を 
使用 せ る 。 これ に より ザッ クト レー 
ガー は 低 コス ト 移送 シス テム と し て 用 いら れ た 


ギ ム ・ ギ ン ガ ナ ム の 私 設 軍隊 が 、 月 の マウ ン テ 
ン ・ サ イク ル か 5 発 据 し た MS。 中 衣 郊 射撃 戦 
を 得意 と し て お り 、 全 身 に 装備 し イル に 
よっ て 高い 攻撃 力 を 発揮 する 。 また 接近 戦 用 
の 特殊 装備 と し て 腕 部 に 伸 縮 機能 の アー ム パ 
ンチ を 搭載 。 さら に 脚 部 に ワイ ヤー 付き の アン 
カー 射出 機構 を 備え 、 標的 の 撃破 や 捕縛 に 利 
用 され る 。 ディ アナ ・ ソ レル の 地球 行き を 阻止 
する た め ギ ン ガ ナ ム 軍 の 多久 部 隊 が 運用 し た 


ディ アナ ・ カ ウン ター が 運用 する 一 部 の MS が 
採用 し て いる 特殊 な フレ ー ム 構造 。 薄板 状 の 
バー ツ を 何 枚 も 連結 させ た も の を 背骨 (スパ 
を 軸 に 機体 が 構成 され 
る と いう も の で ある 。 スパ イン 部 分 は 柔軟 
富み 、 こ の 構造 を 採用 し た 機体 は さま ざま な 
勢 を 取る こと が で きる 。 また スパ イン 部 分 は 伸 
絶 可能 で あり 、 一 時 的 に 機体 の 全高 を 変更 さ 
せる こと も 可能 に な っ て いる 。 その 反面 、 構 造 
的 に や や 脆く 、 通 常 の 運用 に は 支障 は な いも 
の の 、MS 同 士 の 戦闘 に は や や 不安 が 残る と 
ころ が ある 。 この シス テム を 採用 し た 機体 に は 
フラ ッ ト 、 ウ ァ ッ ド 、 モビ ル ・ リ ブ が ある , 


ム を 理 
広い 可 生 域 を 用 


Eo 

| SUMO | 
ディ アナ ・ ソ レル 親衛 隊 に 配備 され た 特別 機 
で あり 、「Strike Unit Maneuver Operation 
動 戦闘 ユニ ッ ト ] の 頭 文字 を 取っ て 「 ス 
モー」 と 呼ば れる 。 月 の 都市 内 で の 埋 闘 を 想 
定 し て いる た め 接 近 戦 を 得意 と し て お り 、 兵 装 
も ビー ム ガ ン や ヒー ト ・ フ ァ ン と いっ て 中 距 
半 戦 に 特 化し た も の が 用 意 さ れ て いる 。 双 動 
方 式 に は V ガ ンダ ム と 同様 の IFBD (| フィ ー ル 
ド ・ ビ ピー ム ・ ド ライ ブ ) を 採用 。 また 、 IFR 効 果 
を 用 いる こと で 同時 代 に 開発 され た MS の コン 
トロ ー ル を 奏 い 、 無 力 化 する こと も 可能 で ある . 
外見 的 に も 複雑 な 分 割 操 で 区 切ら れ た 
装甲 や コク ピッ ト の レイ アウ ト な ど ! 
いた め 、 何ら か の 技術 的 な 関 人 
る 。 一 般 根 は 課 色 を し て いる が 、 親 箱 了 了 胡 
の ハリ ー・ オ ー ド に は 金色 の 専用 機 が 与え られ 
た 。 主 な 搭乗 者 は ハリ ー・ オ ー ド 、 ボゥ ・ エ イジ .。 


| 聖 間 


| STIGMATA 


ビシ ニテ ィ の 民 に 伝わる 成人 式 の クラ イマ ッ ク 
ス は 「 朋 越し の 奈 り ] と 呼ば れ 、 ひ と 組 の 男女 
が 「 ホ ワイ トド ー ル の 聖なる 着 ] も し く は 「 塞 | 
と いう 症 を お 互い の 背中 に 付け 合う 備 式 が あ 
る 。 癒 を 付け る た め に 用 いる の は 生き た 里 ( ひ 
る ) で 、 時 が 血 を 吸っ た 跡 が 聖 首 と な る の だ 
その 共に は 男女 は 着 表 を 脱ぎ 、「 我 に 6 っ の 
聖 概 を 授け よ ] と 唱え る の が 尼 わ し と な っ て い 
る 。 ちな み に この 避 舞 の 條 式 は 、Y ガ ンダ ム 
の 操 弘 シス テム に 関係 し て いる と いう 見 方 が あ 
る 。 胃 越し の 祭り は ホワ イト ドー ル と 呼ば れる 
神像 の 前 で 行わ れ 、 神像 に 自分 た ち が 成人 と 
な っ た こと を 示す の が 目的 な の だ が 、 こ の 神像 
の 中 に は V ガ ンダ ム が 封印 され て いた 。 また V 
ガン ダム の パイ ロッ トシ ー ト に は パイ ロッ トス ー ツ 
と 接続 する た め の ア タッ チ . 人 
お り 、 そ れ を 知ら ず に 座っ た ロラ ン ・ セ アッ ク の 
背中 に は アタ ッ チ メン ト の 跡 が くっ きり と 刻ま れ 
る こと に な っ た 。 以上 の こと か ら 聖 柄 と V ガ ンダ 
ム の 関係 性 が 窯 わ れる の で ある 。 聖 倫 の 数 と 
アク ッ チ メン ト の 数 が これ は 長い 時 間 
の 果て に 変化 し た と 見 られ る 


成人 の 儀式 


BECOMINGAMAN 


ビシ ニテ ィ の 民 に 伝わる 成人 式 の こと で 、16 
蔵 に な っ た 未成 年 者 が 大 人 と し て 認め られ る 
た め の 困 り で も ある 。 位 式 は いく つか の 段 路 を 
踏ま えて 盛り 上 が り 、 最 機 に 行わ れる 「 有 有 越 
する 。 未成 年 者 た ち は 、 


乗せ た 神 遇 を 担ぎ 、 ホ ワイ トド ー ル の 神像 の 前 
まで 移動 し 、 女性 が 男性 の 主役 を 代表 
そし て 代表 と な り が お 互 
避 六 ] を 付け 、 そ れ を ホワ イト ドー』 
で 参加 者 た ち は 成 人 と し て 認め られ る よ 
な る の で ある 。 地球 に 降下 し た ロラ ン ・ セ 


土地 の 祭り に 参加 で きる と いう こと は 、 
その 住人 と し て 認め られ た 証拠 で も あり 
ン は 当日 の 朝 、 歓喜 に 打ち 畠 え た の 


118-30 


119-31 
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CORRECT CENTURY 


か つて の ナノ マシ ン ・ ハ ザー ド か ら 優 興し 


囲 の 新た な 年 号 で 、 [C.C.」 と 宮 記 され る 。 正 歴 
元 年 の 根拠 は 不明 だ が 、C.C.2945 に 実施 さ 
れ た ムー ン レ ィ ス の 地球 帰 骨 作 戦 を 「 ム ー ン レ ィ 
月 両 へ の 移 
な み に 


ス 2.000 年 の 悲願 」 と いう こと か 
民 と 定住 に 関係 が ある と も 思わ : 
正 訂 以前 の 記録 は ナノ マシ ン ・ ハ ザ 
て 失わ れ 、 わ ず か に こ マ イノ リティ ー 剖 族 の 
「 黒 歴史 "の 中 で て 語り 継が れる の み で ある 。 


セ シ リ ィ 
CECILY | 


メ クン が 療養 し て いた 野 東 病院 で 働く 
看護 婦 の ひと り 。 口 は 悪い が 腕 は 確か で 、 看 
生 婦 長 か ら の 信任 も 画 い 。 手伝い を 名 乗り 出 
た キ エ ル ・ ハ イム (実は 入れ 替わっ : 
ン レル ) の 教育 係 と な っ た が 、 患者 以上 に 何 か 
と 手 の 掛か る 彼女 に 果 れ る こと し まり だ っ た 


| cELEGA 


北ア メリ ア の 西海 央 に 位置 する カル バー ニア 領 
の 首都 で あり 、 港 町 と し て 知ら れる 。 また 南部 に 
は マウ ン テ ン ・ サ イク ル ら し き 山 が 存在 する と 言 
われ る が 、 詳細 は 不明 


セント 


ロラ ン ・ セ アッ ク の 友人 で ある ムー ン レ ィ ス の 少 
年 。 下 層 市 民 の 運河 人 の 室 を 訪ね た ディ アナ ・ 
ソレ ル に 基く 感激 し 、 ハ メッ ト や ドナ と 協力 し て 月 
面 都市 ゲン ガ ナ ム へ の 潜入 を 手引 き し た 。 左 耳 
に 付け た 赤い イヤ リン グ が ポイ ント 。 


る 地球 は か つて の 科 


科学 技術 を 見 承 し 寺 
る 断絶 に よ 


と いう 不幸 な 護 解 を 生む こと と な - 
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ソシエ ・ ハ イム 


SOCHIE HEIM 


ハイ ム 家 の 次 女 で あり 、 キ エル ・ ハ イム の 妹 。 
ショ ー ト カッ ト の 活発 な 少女 で 、 デ ィ アナ ・ カ ウ 
ンタ ー の 地球 帰還 作戦 の 条 流 を 愛 け て 父親 
が 命 を 落と す と 、 自 ら イ ング レッ サ に 
志願 し 、MS パ バイ ロット と な っ た 。 そし て 戦闘 の 
激化 に 従っ て 各地 を 転載 、 黒 て に は 月 に まで 
赴き 、 戦 い の 終結 に 寿 走 し た の で ある 。 その 
一 で 、 キ エル 家 に 仕え て いた ロラ ン ・ セ アッ 
想い を 寄せ る と いう 少女 らし い 一 面 
も あっ た が 、 ロ ラン が ムー ン レイ ス だ と 告白 し た 
直後 は 彼 を 憎 々 し く 思 っ て いた 。 さら 
スエ サイ ド 部 隊 の ギャ パン ・ グ ー ニ ー か ら プ ロ 
"され る 。 と は いえ ギャ パン は ロス トマ ウン 
| テン の 戦闘 で 命 を 落と し 、 ソ シェ と 結ば れる こ 
と は な か っ た 。 や が て 人 種 の 壁 を 越え て 、 ロ ラ 
ン の 人 間 性 を 見 る よう に な っ て いく 。 
地球 人 と ムー ン レ イス に 対し て 比較 的 公平 な 


が ロラ ン の 気持 ち は デ ィ ア ナ ・ ソ レ 
! け られ て お り 、 彼女 の 想い が 成 款 する ご 
その 後 、 ソ シ エ は ロラ ン が 大 切 
リキ の 会 魚 を 川 に 流し 、 彼 へ の 気 
持ち を 断ち 切っ て いる 。 主 な 搭乗 機 は カブ ル 、 
Y カ ガンダム 。 


レシ エ ・ ハ イム 】 自分 
(手前 ) は 、 車 あ : 

れ は 本 当 の 気持 

の で 


SOLEIL 


「 地 球 帰還 作戦 」 を 実施 し た ディ アナ ・ カ ウン 
ター の 旗艦 。 通常 の 宇宙 艦艇 と は 根本 的 に 
計 理念 が 異な っ て いる (一 説 に よれ ば ン レ イ 
ユ は 特殊 プロ グラ ム を 施し た ナノ マシ ン が 自動 
生成 し た 艦 で あり 、 完 成 に は 100 年 を 超え る 
蔵 月 を 必要 と し た と 言わ れる ) 。 優 獲 な 外観 に 
そぐわ ず 、 戦 闘 艦 と し て 高い 機能 を 有 し 、 艦 体 
各部 に 大 小 の ピー ム 砲 を 搭載 。 さら に V ガ ンダ 
ム の 月 交 蝶 の 拡 敵 を 抑え る ほど の 高 出力 バリ 
アー を 備え 、 攻守 と も に 優れ た 能力 を 持つ 。 


ソレ ル 家 5 | 
SORIEL FAMILY 」 


か つて 月 に 
本 な 宇宙 生活 を 生き 抜く た め 、 能 格 な 階級 制 
度 を 作り 上 げた 。 女王 を 頂点 と する この 階級 
制度 は 、 王族 、 貴族 、 上 流 市 民 、 下 流 市 民 で 
構成 され 、 特に 王族 は ムー ン レ ィ ス の 施政 を 司 
家系 か ら 成 る 王族 の う 
ち 、 中 心 的 な 家 馬 が ソレ ル 宣 で ある 。 ソ レル 
家 は 、 ムーン レイ ィ ス が 月 に 移民 する 際 に 食糧 を 
は じ め と する 生活 基 角 を 整備 し た こと で 知ら れ 
る 。 そし て この 家 の 長 が ムー ン レ ィ ス の 女王 と 
な り 、 月 で の 施政 方 針 を 最終 的 に 決定 する 権 
限 を 有する 。 


| ソン ドー ム 


レス ・ ニ ー ベ ン 同 様 、 ミリ シャ に 亡命 し た 」 
ン レ ィ ス の 技術 者 。 地球 に 残る ^ 黒 歴史 " の 記 
録 と その 遺物 に 興味 を 示し 、 ウ ィ ル ゲ ム の 発 
撮 ・ 復 昌 を は じ め 、MS の メン テ ナ ン ス や マス ・ 
ドラ イ バ ー の 起動 まで 様々 な 場面 で 活躍 し た 。 


ロ ーー おら 


RE D5 SHEET D6 


【 ン レイ ユ ]】 円 鑑 を 模 し た 開 体 の 中 央 部 分 
いる 人 箇所) が 柳橋 て あり . 
ソレ ル の 大 室 も この 部 分 に 位置 
橋 紙 省 ユ 
の 尼 角 を 有 し 、 本体 
か 分散 し て 移動 で きる 


EE 
V ガ ンダ ム 
TURN A GUNDAM | 


ター シン エ ー ガ ンダ ム 。 イ ング レッ サ ・ ミ リ シ ャ が 
軍用 し た 機械 人 形 の こと 。 ホワ イト ドー ル の 神 
像 内 に 封印 され て いた が 、 ディ アナ ・ カ ウン ター 
の 地球 帰還 に 呼応 する よう に し て 復活 。 以後 
は ミリ シャ の 貴重 を 戦力 と し て 用 いら れ た 。 当 
初 は 機体 性 能 を 十 全 に 発揮 で き を か っ た が 、 
運用 する に つれ て 本 来 の 戦闘 能力 を 発揮 する 
よう に な っ た 。 本 横 の 機能 に は 謎 の 部 分 が 多 
く 、 そ れ だ け に 危険 な MS と も 言え る 。 その 最 た 
る 機能 が 「 月 光 螺 | で ある 。 " 黒 歴史 "が 語る と 
ころ に よる と 、 か つて V ガ ンダ ム は 月 光 蝶 を 用 
いて 地球 の 文明 を 減 ぽ し た らし い 。 その 一 方 
で 、V ガ ンダ ム は 外 宇宙 か ら 飛 来 し た ター ン X を 
参考 に 開発 され 、 外 宇宙 か ら の 侵 路 に 備え : 
機体 と も 言わ れる 。 この よう に 矛盾 し た 情報 が 
錯 線 する こと か ら 、V ガ ンダ ム 本 来 の 建造 目的 
や 機能 に は 不明 な 部 分 が 多い の で ある 。 " 黒 
歴史 "に 触れ て いた らし き コ レン ・ ナ ンダ ー や テ 
テス ・ ハ レ と いっ た ムー ン レ ィ ス は 、 宇 宙 移 民 
者 を 慮 げ る MS と し て 「 ガ ンダ ム 」 を 敵視 し て い 
た 。 また 、 本 機 を 「 シ ステ ムタ ー ン エー (ター ン 
居 ク ) を 体現 する た め の マ シン ] と 言う 
者 も いる が 、 そ の シス テム 自体 が 判然 と し て お 
5 ず 、 謎 は 深まる ば か り で ある 。 と は いえ 戦力 と 
し て は 竹 め て 優秀 で あり 、 ディ アナ ・ カ ウン ター 
部 隊 と の 戦い (の ち に は ギ ム ・ ギ ン ガ ナム 艦隊 
と の 戦い ) で は 、 常に 最前 線 に 投入 され た 。 そ 
し て ター ン X と の 最終 決 載 に お いて 、 相 討ち と 
な っ た 両機 は ナノ マシ ン の 薄 に 取り 込ま れ 、 氷 
い 眠 り に 款 く こ と と な る 。 主 な 搭乗 者 は ロラ ン ・ 
セア ッ ク 。 


放 
で 
_ 


レン ジ 攻 撃 で V を 
に 、V の パイ ロッ ト で 


| ター ン X 
LTURN X 

月 面 の マウ ン テ ン ・ サ イク ル か ら 発 撮 さ 
MS。 V ガ ンダ ム の 兄弟 機 と 言わ れ 、 設 計 思 
想 や 機体 構造 、 さ ら に 機能 面 で 共通 し た 部 分 
が 見 られ る 。 と は いえ 明らか な る 部 分 も 多 
く 、 謎 の 多い 機体 で ある 。 一 説 に よる と ター ン 
X は " 黒 歴史 " に 語ら れる 宇宙 戦争 時 代 に 外 
宇宙 か ら 漂 落し た 機 自分 た ち 以外 
の 高度 な 技術 文明 の 存在 に 気付 いた 地球 園 
の 人 々 は 、 外 宇 軍 か ら の 侵略 を 怖 れ - 
ン X を 基 に V ガ ンダ ム を 建造 し 
る 。 また ター ン X の 胸部 の 傷 は V: 


人 独立 きせ て 乏 作 で きる こと が 学 ザ 


られ る 。 コン トロ ー ル を 司る 頭 部 ユニ ッ ト (X ト 
プ ) を 中 心 に 分 難し た 各 パ ー ツ は 、 内 蔵 武 器 を 
用 いて それ 自体 が 遠隔 攻撃 ユニ ト と し て 機能 


ムタ ー ン エー) 」 と 呼ば れる 機能 を 有 し 、 月 光貞 
の 使用 も 可能 で ある 。 その た め タ ー ン X と 互角 
に 対 時 で きる の は V ガ ンダ ム の み で あり 、 そ れ 
ほど まで に 異質 な 機体 と 言 その よう な 能 
力 を 秘め た ター ン X だ が 、 地球 で の V ガ ンダ ム ヒ 
の 決戦 で 両者 は 相討ち と な っ た まま ナノ マシ 
り 込 まれ 、 永 い 眠 り に 就く こと と な っ 
主 を 搭乗 者 は ギ ム ・ ギ ン ガ ナム 。 


| ター ンタ イプ 


| TURN TYPE 


V ガ ンダ ム と ター ン X の 2 機 を 指し て [ター ンタ イプ | 
と 呼ぶ こと が ある 。 2 橋 が 同時 代 の 
MS と まっ た く 異 な る 設計 思 門 と 機能 を 有する た 
め だ が 、 中 で も 「 シ ステ ムタ ー ン エー( タ ー ン エー シ 
ステ ム )] と 呼ば れる 特殊 機能 を 搭載 し て いる こと 
が 大 きい 。 と は いえ この シス テム が どこ まで の 能 
力 を 有する の か は 未だ 不明 で あり 、 未知 の 機能 
と 言わ ざる を 得 な い 。 「 月 光 蝶 ] は シス テム ター ン 
エー に 付随 する 機能 と いう こと だ が 、 誰 が 何 の 目 
的 で 搭載 し た の か は 謎 に 包ま れ て いる 。 


| ダイ スケ 
1DANSUKE 


アル マイ ヤー 前 攻 突 和香 和 [ホエー ルズ l 
の 艦長 を 務め る ムー ン レ ィ ス 。 月 に 置き 去り に 
ディ アナ ・ ソ レル に 協力 し て 、 彼女 : 

を 地球 に 送り 届 に お 


太陽 光 発 電 芝 

見 た 目 は 通常 の 芝 と ほとん ど 変 わら な い が 、 太 
陽光 を 利用 し て 発電 する 人 工 。 "時 歴史 "の 
時 代 に 開発 され た と 言わ れる 。 大 規模 な 動力 
供給 施設 や エキ ルギー ライ ー が 整備 され て いな 
い C.C. ( 正 礎 ) で は 、 庶 民 に 電力 を 供給 する 
道具 と し て 用 いら れ た 。 


ディ アナ ・ カ ウン ター の MS パイ ロッ ト 。 マス ・ ド 
ライ バー で 地 末 星 首 に 上 が ち う を する 9 ィ 
ル ゲ ム を ムッ トゥ ー で 肌 撃 し た 。 だ が V ガ ンダ ム 
の 反撃 に 遣い 、 撤退 し た 


| タル カ 


よっ て 新しい 王 に 選ば れ : 
年 。 アデ スカ の 伝統 に よれ ば 、 新 し い 王 が 古 
き 王 の 命 を 奪う こと で 王 仁 は 継承 され 、 王 が 持 
つ 偉 大 な 力も 新た な 王 に 受け 継が れる と され て 
いる 。 だ が 古き 王 ク ワウ トル は な ぜ か 備 式 を 條 
け 、 卑 司 者 の 汚名 を 受け 続け て いた 。 実は ク 
ワウ トル が 儀式 を 避け た の は 、 タ ルカ が 王 と な 
る こと に 迷い を 感じ て いる こと に 気付 いた 


アデ スカ の 民 に 


で あっ た 。 その こと を 知ら され た タル カ は 迷い を 
振り 切り 、 王 を 爆薬 付き の 矢 で 射 ぬ いた 。 クワ 
ウト ル も タル カ の 決意 を 見 て 取り 、 身 を 翻す こ 


と な く 、 堂々 と | 


いっ た 


| 地域 則 思 作戦 

月 に 移住 し た ムー ン レ ィ ス が 「2.000 年 の 悲 
願 ] と 称す る 作 旨 。 月 の 女王 ディ アナ ・ ソ レル 
が 発案 し 、 絶 密 な 事前 調査 が 行わ れ た 。 この 
作戦 は 、 月 の 移住 者 を 地球 へ と 戻し 、 地 上 で 
新た な 国家 を 建国 する と いう も の だ っ た 。 建国 
場所 に は 北ア メリ ア 大 陸 の サン ペル ト 地 束 が 
選ば れ た が 、 そ の 地 は 北ア メリ ア 住 民 の 吉倉 
地帯 で あり 、 地球 人 た ち は 受 け 入れ を 拒絶 。 し 
か し それ を 無視 し て ムー シレ ィ ス が 作戦 を 強 
し た た め 、 両者 の 間 の 起 剛 は 抑え 難く な り 、 軍 
で 発展 し た の だ っ た 。 


| チャ バス 領 
L CHIAPAS | 


北ア メリ ア の 南部 ( 部 ア メリ ア と も 呼ば れ 
る ) に 位置 する メジ コ 額 の 東側 に ある 自治 

" 黒 歴史 " に よれ ば 、 メ ジコ 領 に | か つて メキ 
シコ と 呼ば れる 国 が あり 、 そ の 州 の ひと つ に 
チャ パス 州 と いう も の が あっ た らし い 。 と は い 
え 、 そ れ が チャ パス 額 と 関連 が ある か どう か は 
不明 で ある 


音 器 


イン グレ ッ サ ・ ミ リ シ ャ が 保有 する 大 型 務 音 和 


向 に 向け 、 集め た 音 を 判別 する こと で 音源 の 位 
置 や 種別 を 調べ る 装置 で ある 。 レー ダー を 保有 


し て いな い ミ と っ て 、 聴 音 器 は 目視 範囲 
外 の 遠方 の 様子 を 探る た め の 唯一 の 手段 で あ 
る 。 ディ アナ ・ カ ウン ター が 地球 帰 周作 戦 を 実 
施し た 際 に は 、 サー チラ イト や 高射 克 と 連動 し 
た 聴音 句 が 用 いら れ 、 前 機 の 迎撃 が 図ら れ た 


| 月 の 魂 

| 

レッ ト 隊 に 代々 伝わる 月 に 奉 げ る 歌 で 、「 月 の 魂 
(た ま )」 と 呼ば れる 。 レッ ト 隊 の 先祖 は ムー ン 
レ ィ ス で あり 、 地 球 に 降り 立 5 
月 に 戻っ た 後 で も 地球 
アナ ・ ソ レル の 地球 帰 中 を 待ち 他 び た と され て 
そし て ディ アナ と 月 へ の 貸 歌 が 代々 受け 
満月 を 迎え る 度 に 歌わ れる こと に な っ 


月 の 女王 ディ 


月 の 鞍 よ 
月 の 次 よ 宿 れ 宿 れ 容れ 
RR 計れ 宿 れ 宿 れ 


アー ハッ ハ アー ハッ ハ 
月 の 魂 よ アー ハッ ハ 


月 の 部 よ 玲 
我ら が 魂 と 来 
来 た れ 来 た れ 
来 た れ 来 た れ 来 た れ 
ポテ 
月 の 殊 よ 


れ 来 た れ 来 た れ 
来 た れ 来 た れ 


側 通 サン 


x 119-32 


120-31 


月 の 民 | 


MOON RACE | 


月 を 生活 の 場 と する 
ン レ ィ ス と も 呼ば れる , 
な か っ た 月 の 民 に 


C.C. ( 正 暦 ) に お いて 
人 々 の こと で あり 


を も っ て 開始 
と は 異な る 人 間 が 独自 
の 文明 を 碧 し っ の 文明 の 出 会 
は 戦乱 を 引き 


a i er 


DIANNA COUNTER 


アナ 家 が 保有 する 私 


MS や 宇宙 給 を 所 大 する こ 
5 い 水 準 を 保っ て いる , 
発案 に よる 「 地 球 帰 
9 れる と ディ アナ ・ カ ウン ター も 地 


の 折衝 を 取り 計ら お うと し た 
機械 人 形 (MS) が 


こと か ら 強 硬派 の 副官 フ 
ル ・ ア ッ カマ ン ザ 実 を 探り 、 デ ィ ア ナ の 拓 
を 図っ た 。 だ が . 月 の ギン ガ ナ ム 艇 隊 が 地理 
降り 、 攻 撃 を 仕掛 け て きた 
し た 女王 に 装 順 を 示し 、 


ディ アナ ・ ソ レル | 
DIANNA SORIEL | | 
月 の 王族 の ひと つ で ある ソレ ル 家 の 当主 で あ 

り 、 ム ー ン レ ィ ス の 女王 を 務め る 女性 。 外見 は | 
19 歳 程 族 だ が 、 実 際 に は コー プ t 線 

り 返 すこ と で 、 1.000 年 以上 も の 間 | 
ス を 統治 し て きた 。 母親 の 跡目 を 継い 
な っ て 以来 、 お よそ 100 年 ご 
まつ り ご と ) の 指示 を 出し 

と いう 生活 サイ クル を 送っ て いた 。 そん な 徹 女 
画 が 「 地 球 帰 思 作 戦 ] で 
る 事前 調査 の 後 、C.C.2345 
これ より 以前 の 


再び 眠り に 就く 


ィ ア ナ と し て は あく まで 平和 な 帰還 を 
望ん し か し 先 遺 隊 と し て 派遣 
ナ ・ カ ウン ター が 地球 側 と 戦端 を 開い て し まっ 
た こと か ら 、 計 画 は 難航 。 ディ アナ 自身 も 帰 務 
民 を 引き 連れ で 地球 に 降り 立つ が 、 混 乱 に 乗じ 
イア ナ の 追い 落と し を 図る アグ リッ パ ・ メ ン 
テナー や 、 戦 い の 拡 大 を 望む ギ ム ・ ギ ン ガ ナム 
の 購 躍 に よっ て 、 事 態 は さら に 悪化 し て し まう 
だ が 、 と ある 偶然 か ら 、 自 分 と を っ くり な 地球 人 
の 少女 ( キ エ ル ・ ハ イム ) と 入れ 替わり 、 地 球 
人 の 心地 を 理解 する 機会 を 得 た ディ アナ は 自ら 
の 早急 さ を 悟 り 、 最 終 


ディ アナ は 月 
が 、 一 説 に は 政 か ら 身 を 引き 、 地 球 の キン グ ス 
レー 周辺 で 隠 造 生活 を 送っ た と の こと で ある 、 


| 
イト ナ 
DAETONA 


北ア メリア 大 陸 北 西部 に 位置 する 自治 領 の ひ 
と つ 、 エ リゾ ナ 領 の 首都 。 ちな み に エ リゾ ナ 領 
に は 塩 の 街 と 呼ば れる ソル ト ボ ゅ や マウ ン テ ン ・ 
サイ クル が あり 、 イン グレ ッ サ 領 に 次 ぐ 工業 レベ 
ル を 維持 し て いた よう で ある 


テテ ス ・ ハ レ 
TETETH HALLEH 


アグ リッ パ メ ン テ ナ ー の 密命 を 受け た ムー ン レイ 
ス の 女性 。 テテ ス の 先祖 は 地球 人 で 
れ が 元 で 彼女 は 差別 を 受け て い : 
ディ アナ ・ ソ レル を 暗殺 すれ ば 月 の 名 堂 市 民 と 
し て の 身分 を 与え る と いう アグ リッ パ の 甘 言 に 
乗っ 最後 に は 暗殺 計画 の 血 星 を 衝 れ 
ドガ ルド に 暗殺 され た . 


テ ベ トル 


アデ スカ の 民 の ひと り で 
資格 を 有する タル カ の 
に 従い 、 古き 王 
ルカ を 促し た 。 た 
る こと の 重責 に タル カ が 舗 えて い 
気付 か な か っ た よう で ある 


次 期 アデ スカ 王 の 


| ディ ラン ・ ハ イム 
| DIRON HEIM 


北ア デメ リア 大 陸 の 領地 の ひと つ 、 イ ンダ グレ ッ サ 
領 の 地方 に 居 を 構え る 実力 者 。 アル ミ 鉱石 が 
出土 する ハイ ム 鉱 山 を 経営 し て お り 、 そ の 資源 
を 通じ て 領主 の ライ ン フォ ー ド 家 と も 太い パイ プ 
を 持っ て いた 。 さら に 若 領 主 で ちる グエン ・ サ ー 
ド ・ ラ イン フォ ー ド の 先見 の 明 を 買っ て 何かと 協 
だ が 、 デ ィ ア ナ ・ カ ウン ター が 実 
施し た [地球 下 作戦 」 に お いて 、 降 下 し た 先 
発 隊 の ボゥ ・ エ イジ が 放っ た 流れ 弾 が 屋敷 を 直 
容 。 ディ ラン は 巻き 添え を 受け て 命 を 落と し た 


天文 台 


ASTRONOMICAL OBSERVATORY 


イン グレ サ 令 の ヒル スソ 。 クス と いう 場所 に 内 
造 され た 天文 台 。 イン グレ ッ サ 
て 月 の 動向 を 探る 唯一 の 観測 施設 
C.C.2345 の 夏至 の 夜 に ディ アナ ・ カ * 
が 地球 に 降下 する と の 情 報 を 利 
イン フォ ー ド は 

て 、 そ の 情報 どおり 月 に 異変 を 察知 し 
)、、 グ エン は ミリ シャ の 軍事 パレ ー ド の 開催 時 
を 前 倒し し 、 月 に 対す る 警戒 態勢 を 敷い た の 


で ある 


LV | nD5 mm07 


[ドナ ・ ロ ロイ 


月 世界 の 生命 線 で ある 運河 の メン テ 
担当 する 「 運 河 人 (うん が びと )」 の 女性 
ガン ダム の パイ ロッ ト を 務め る ロラ ン ・ セ アッ ク 
苫 な が ら の 同胞 で ある 。 誰 と で も すぐ 


っ て 来 た ソ シ エ ・ 
な っ た 。 また 月 の 女王 ディ アナ ・ 
て も 向い つつ 自然 な 態度 で 接し 、 そ れ が 女王 
小気味 良く 感じ られ た よう で ある 。 運河 人 
と し て の 技量 も な か な か の も の で 、 競 を 自由 自 
長け て いる 。 運河 内 を 進む ロラ 
が マヒ ロー 隊 の 襲撃 を 受け た 際 に 鯨 の 
じ て 揚 乱 させ 、 マ ヒロ ー 隊 の 隙 を 請 発 
し た 。 ディ アナ が ギ ム ・ ギ ン ガ ナム を 追っ て 地 

33 仲間 た ちと 協力 


戦い の な い 中 立地 帯 に ある カラ モー ト の 街 に 
住む 少年 。 反 穫 侍 の 時 期 に 街 を 訪れ た ディ ア 
ナ ・ ソ レル と コレ ン ・ ナ ンダ ー| kdev 


0 て みせ る と 、 昌 を 伴 か せ て そ 
の 様子 を 見 つめ て いた 。 


| トレ ンチ ・ シ ティ | 


A で か ID:( な 0002 っ 
フォ ン ] の 全景 。 無数 の 柱 に 支え られ 

井 の よ うに 見 える の が 月 面 に 造 さ れ 
月 面 の 峡谷 に 蕎 

空間 を 確保 し た 。 「 ト レン 

和書 設 方 


| ドン キー 
DONKEY 


月 面 に 建設 され た 人 工 運 河 の 下 に 広がる ムー 
ン レ ィ ス の 街 の 名 称 (運河 の 底 は 透明 な 材質 
で 造ら れ 、 運 河 が 都市 の 天井 の 役割 を 果たし 
て いる )。 トレ ンチ ・ シ ティ に 大 住 する の は 運河 
の 保守 点検 を 生業 と する 「 運 河 人 ] な ど 、 ム ー 
ン レ ィ ス の 中 で も 身分 の 低い 者 た ち が 中 心 で 
ある 。 だ が 、 そ れ だ け に 街 に は 生活 邊 が 溢れ 、 
月 の 首都 [ゲン ガ ナ ム 」 
所 と な っ て いる 。 ち 
外界 か ら の 侵入 
者 を 攻撃 する 大 型 ビー ム 砲 「 カ イラ ス ・ ギ リ 」 
の 粒子 加速 器 が 設置 され て いる と 言わ れる 
が 、 人 々 は 一 向 に 気 に す る 様子 も な く 、 至っ て 
平和 な 街 で ある 


トロ イ 


キー ス ・ レ ジェ の パン 工場 で 働い て いた ムー ン 
レイ ス の 男性 。 元 は 下級 民 の 出身 で あり 、 
い 思 い 出 の な い 月 を 見 限っ て 先進 調査 員 
願 し 、 地 球 に 降下 し た らし い 。 だ が 地理 で も 
活 が で きず 、 半 ば 腐っ て いた と ころ を テ 
テス ・ ハ レ に そそ の か され 、V ガ ンダ ム 強 奪 の 
片棒 を 担 が され て し まう 。 本 来 テテ ス が 優し い 
女性 だ と 感じ て お り 、 彼 女 が 真意 を 鍋 わ に し て 
も 信じ 続け 凶行 を 止め よう と する 。 


の の 、 テ テス が V ガ ンダ ム で 
ー ソ レル ) を 人 質 に する ! 
め よ うと し た が 聞き 入れ で | 


ドン キー 


DONKEY 


ックス の パン 屋 「 ド ン キ ー」 の 娘 で ある ペ ベル 
レー ヌ の 祖母 アニ ス ・ ペ ベル が 飼っ て いる ロバ 
の 名 前 。 年 を 感じ させ な い パ ワ フ ル な 鍋 い 主 
に 似 て 相当 の 曲 者 で 、 気 に 入ら な い 相 手 を 馬 


AP 
ス に だ け は 従順 で 
いる よう だ っ た 


信 い 主 の アニ 
全部 


イン グレ ッ サ 領 の 首都 ノッ クス に ある パン 屋 。 
丈 国 だ が 気 の 良 い 店 主 と 一 人 抱 の ペル レー ヌ 
が 切り 盛り し て お り 、 の ち に ムー ン レ ィ ス の キー 
ス ・ レ ジェ も 働く よう ディ アナ ・ カ ウ 
ンタ ー の 括 攻 で ノッ クス が 月 壊し た も 演 
れ て し まっ た が 、 キー ス が 店 を 引き 継い だ 


バン が 美味 し く な い は 
ン は ミリ シャ で 大 好 


| ナノ フス キン 
NANO SKIN 


ナノ マシ ン 装 甲 と も 呼ば れる 。 9 ガン ダム や 
ウォ ドム の 外需 に 採用 され た 特殊 装甲 で 、 ス 
キン は 「 皮 (SKIN)」 の 意味 を 持つ と 同時 に 
「Surface Kinetic Improvement Nervation 
( 表 暦 の 動 的 活性 構造 )] の 略 で も ある 。 ナ 
ノ ス キン 内 に は 特殊 な プロ グラ ム が 施さ れ た ナ 
フ マ シン [全長 が 10 地 分 の 1 メー トル 単位 の 栖 
微 マ イク ロ ・ マ シン ) が 存在 し 、 装 甲 面 に 損傷 
が 生じ た 場合 、 増殖 に 必要 な 元素 の 補給 が あ 
る 限り 、 決 め ら れ た 配列 模造 に 従っ て ナノ マシ 
ン が 自動 的 に 再生 し て いく 。 その た め 理 論 上 、 
素材 きえ あれ に 無限 の 再生 が 可能 と いう 夢 の 
よう な 装甲 で ある 。 た だ し 再生 され る の は 装甲 
部 分 の み で あり 、 装 甲 に 舞 わ れ た 内 部 機器 は 
人 の 手 で 補修 する 必要 が ある 。 


画像 は 修復 中 の 次 を 】 
な も の は 自 己 人 
の 「 死 骸 ] で ある 。 は 本 人 所 


えて 央 能 


ナノ マシ ン 
NANO MACHINE 


[ナノ 】 と は 物質 の 長き を 定義 する 単位 で あり 、 
1 ナノ メー トル は 10 億 分 の 1 メー トル を 示す (1 
ナノ メー トル は 水素 原子 3 個 と ほぼ 同じ 長 さ ) 
そし て ナノ マシ ン と は 、 原子 の よう な 微細 な 物 
質 を 構成 要素 と する マイ クロ ・ マ シン の こと で 
ある 。 あら ゆる 物質 を 構成 する 原子 に 匹敵 す 
る サイ ズ の ナノ マシ ン は 、 物 質 の 原子 配列 に 
働き 掛り 、 そ の 配列 を 変更 する こと を 可能 と す 
る 。 配列 が 変更 され た 物質 は 組成 や 性 質 が 
変わ る こと と な り 、 新 素材 や 超 小 型 電子 回 路 
の 開発 、 さ ら に 新 物質 の 生成 を ど が 可能 に な 
る と され て いる 。 V ガ ンダ ム に 搭載 され た ナノ ス 
キン も 、 この よう な ナノ マシ ン の 特性 を 利用 し た 
自己 修復 機能 を 備え て いる 。 その 一 方 で 物質 
の 組成 に 直接 作用 する ナノ マシ ン は 物質 その 
も の を 破壊 する こと も 可能 で あり 、 そ の 使用 に 
は 厳重 な 注意 が 必要 と され る 。 "時 歴史 " 
られ た 過去 の 世界 を 月 壊 させ た の は ナノ マシ ン 
の 暴走 (ナノ マシ ン ・ ハ ザー ド ) が 原因 と も 言 
われ て お り 、 ナ ノ マ シン は | 創造 」 と 「 破 壊 ] の 
両面 を 有する 諸刃 の 剣 な の で ある 。 


ナノ マシ ン 保 護 層 


北ア メリ ア 大 陸 に は ナノ マシ ン が 厚く 堆 策 
地層 を な し て いる 場所 が 確認 され て いる 。 イン 
グレ ッ サ 領 の ビシ ニテ ィ 郊 外 に 位置 する マウ ン 
テン ・ サ イク ル や 、 ル ジャ ー ナ 領 と の 境 に ある 
キン グ ス レ ー の 谷 が よく 知ら れ て いる 。 この よう 
な 場所 に は " 黒 歴史 " 時 代 の 機械 人 形 (MS) 
や 宇宙 船 が 稼働 可能 な 状態 で 埋設 され て い 
る 。 これ は 地層 と 化し た ナノ マシ ン が 埋設 され 
た 機械 の 補修 を 自動 的 に 行い 、 さ ら に 厚い 地 
層 自 体 が 外部 か ら の 侵食 を 妨げ で ある 
つま り ナノ マシ ン の 地 履 は 機械 を 保護 する 敢 と 
し て 機能 し た の だ 。 この よう な 場所 は アメ リア 
大 陸 各 地 や 月 で も 存在 が 確認 され て いる 。 


見 され た MS 
- 保 諾 層 で あ 
きた 
の 科 子 の ひと つ ひ と つが ナ 


大 な 地 礎 を 形成 し で 


ス と は いえ 


月 の 立 明 
打ち で き な か っ た 


減 ば し 
月 光線 
ト は 


と 


偽 ホ ワイ トド ー ル | 


カラ モー ト の 街 の 下 穫 禁 で 披露 され た 山車 (だ 
し ) の ひと つ 。 ガン ダム に 似せ て 作ら れ た 紙 
と 角 組 み の ハリ ボテ で ある 。 と ころ が この 像 を 


本 物 と 思 ・ ナ ンダ ー が 攻撃 を 
仕掛 け 、 奈 り が 台 りか ける 。 この 時 、 
ロラ ン ・ セ アッ ク は ハリ ボテ の 像 を 本 物 の V ガ 
の 攻撃 を 受け で 普 を 

これ で 本 懐 を 送 


レン は 落ち 着 さ を 取り 戻し た 。 


3 
血 が 


ブッ クス 


NOCIS 


北ア メリ ア 大 陵 の 東海 岸 に 位置 する 自治 領 
「 イ ング レッ サ 領 」 の 首都 。 ほか の 地域 と 比べ 
る と 文化 レベ ル が 高く 、 大 小 の 建築 物 が 建ち 
並ぶ 市 内 に は 新聞 社 や カル チャ ー セ ンタ ー を は 
じ め 、 デパ ー ト 、 市 電 、 機械 工場 、 飛行 場 な ど 
が 存在 する 。 これ は 、 か つて の 機 入 文 明 を 復 
異 させ て 産業 革命 を 図 ろ うと する 領主 代行 の 


ダ エ ン ・ サ ー ド ・ ラ イン フォ ー ド 用 前 り の 政策 に 
よる も の で ある 。 だ が せっ か く 文明 が 花 開 こう と 
し て いた ノッ クス も 、 デ ィ アナ ・ カ ウン ター の 取 


撃 に よっ て 瓦 の 山 と 化し て し まっ た 


前 通 . サ ン ラ イズ 120-32 


121-29 


ノッ クス ・ ク ロニ クル 
_NOCIS CHRONICLE 


イン グレ ッ サ 領 で 最大 部 数 を 誇る 新聞 社 の 名 
称 。 社 の 発行 する 新聞 の 名 称 で も 
ある 。 ムー ン レイ ス の 調査 員 と し て 地球 に 降り 
立っ た フラ ン ・ ド ー ル は 、 活 字 工 か ら ノ ックス ・ 
ル の 新聞 記者 に 昇進 。 地球 と 月 の 問 


は 


ハイ ヒー ル 


HIGH HEEL 


シャ に 接収 き ト の 通称 。 警 の 形状 
が 特 珠 で 、 ま る で ハイ ヒー ル を 履い て いる よう に 
見 える こと か ら この 名 が 付い た と 思わ れる 。 機 
体 色 が 黒 か ら 赤 に 変更 され 、 イ ング レッ サ 
シャ の 機械 人 形 部 隊 [ジャ ラビ ィ 隊 ] の 中 模 と 
軍用 され た 。 主 な 搭乗 者 は ジョ ゼ フ ・ ヨ ッ ト 。 


ハイ ム 家 の 執 


ビシ ニテ ィ の 有力 者 で ある ディ ラン ・ ハ イム に 仕 
える 初老 の 男性 。 久山 の 管理 を は じ め 、 何 か 
と 忙し い ハ イム 氏 に 代わ っ て 屋敷 の 雑用 を 切り 
盛り し て いた 。 帳簿 や 屋敷 の 管理 、 使 用 人 の 
幹 旋 は も ちろ ん 、 ハ イム 氏 が 着る も の の 用 意 ま 
こなす な ど 、 執事 と し て は か な り 優秀 な 人 材 で 

それ は ハイ ム 氏 も 承知 の こと で あり 、 彼 に 

N を 寄せ て いた よう だ 」 


| ハイ ム 鉱 山 


HEIM MINE 


ビシ ニテ ィ の 有力 者 で ある ハイ ム 家 が 所 有する 
鉱山 。 豊富 な アル ミ 鉱石 の 鉱脈 を 有 し て お けり 
ハイ ム 家 の 主 な 収入 は この 鉱山 に よっ 
れ て いる 。 ここ か ら 産出 され 


う 。 ちな み に ディ アナ ・ カ ウン 
ター の 先行 調査 員 と し て 地球 に 降下 ! 
ン ・ セ アッ ク が 住み 込み で 働い て いた の も ご 
鉱山 で ある 。 な お 、 か つて は 鉱山 と し て 知ら れ 
で いな か っ た ノッ クス 郊外 の 土地 で あっ た が 、 
若き 日 の ディ ラン ・ ハ イム が 買い 取り 、 そ の 後 
アル 鉱脈 を 発見 し た と いう 


| ハイ ム 夫 人 


| Mrs.HEIM 


日 々 忙し い ディ ラン ・ ハ イム 氏 に 代わ っ て ハイ 
ム 家 を 取り 仕切 る 女性 で 、 キ エル と ソシエ の 
母 。 基本 的 に は 人 の 良い 女性 だ が 、 ハ イム 家 
の 人 間 は 下 々 の 者 と は 違う と 考え て いる 節 も あ 
り 、 時 折 お 高く と まっ た 言動 が 見 え 隠 れ す る ( 出 
自 も わか ら な い ロ ラン ・ セ アッ ク を 雇う こと を ハ 
イム 氏 は 雑色 を 示し 
いう 。 この こと か ら も 彼女 の 性 格 が 推し 量 
れる )。 と は いえ ハイ ム 氏 と の 仲 は 良好 で 、 率 
な が ら 夫 を 気遣っ て いた と いう こと だ 。 だ か ら こ 
そ テ ディ アナ ・ カ ウン ター の 攻撃 で ハイ ム 氏 が 命 
を 落と し て し まう と 、 シ ョ ッ ク の あま り 寝 込ん で し 
まっ た の で ある 


八 メ ッ ト ・ ロ ロイ | 
| 
月 面 都市 で 募ら す ム ー ン レイス の 生活 基盤 と な 
る 人 工 運 河 の 保守 点検 を 揚 う 運河 人 (うん が び 
と ) の ひと り 。 ドナ ・ ロ ロイ と いう 姉 が いる 。 また 


また 、 地球 に 向かう 手段 を 探 
壇 力 し 、 ア ル マ イ ヤー 組 戦 艦 (の 
ー ル ズ ) の 改修 に も 一 役 買っ て いる 


| ハリ ー・ オ ー ド | | 
HARRY ORD 


ディ アナ ・ カ ウン ター の 若き 士官 で あり 、 月 の 
女王 ディ アナ ・ ソ レル の 護衛 を 務め る 親衛 隊 
隊長 と し て 知ら れる 。 地 辻 帰 直 作戦 を 推進 す 
る ディ アナ の 気 高 き 意思 に 共感 し 、 彼 女 の 忠 
臣 と し て 常に 傍ら に 控え て いる 。 また 作戦 実施 
に 際 し て は 女王 に 先駆 け て 地球 に 降下 し 、 地 
球 人 の 間 に 広 が る 反感 を 抑え よう と し た 。 だ が | 
月 の 民 ム ー ン レ ィ ス の 側 に も ディ アナ に 反旗 を 
翻す 勢力 が あり 、 その 結果 、 地球 と 月 の 間 に 激 

し い 軍 事 衝突 が 発生 し で て し まう 。 そん な 時 に も 
ハリ ー は ディ アナ へ 忠誠 を 尽く そう と し た 。 し か し 
ハリ ー も 気付 か な いう ち に ディ アナ は 地球 人 の 
少女 の キ エ ル ・ ハ イム と 入れ 替わっ て お り 、 そう 

と は 知ら ない ハリ ー は キ エ ル に 従っ て いた 。 そし 
て つい に 真相 が 判明 し た 時 、 地 球 人 の 中 に も 
ディ アナ と 同様 に 気 高 い 意思 を 持つ 者 が いる 
を 悟っ た ハリ ー は 、 地球 と 月 の 戦乱 を 鎮め る 
の 矢面 に 立ち 、 最 後に は 戦乱 を 助長 | 
する ギ ム ・ ギ ン ガ ナム と の 対決 次 着 を 胃 わ に し | 
た 。 主 な 搭乗 機 は スモ ー (ゴー ルド タイ プ ) 


E D5 SHEET D8 


| バン デット 
| BaNDIT 


ギ ム ・ ギ ン ガ ナム 率い る ギン ガ ナ ム 艦隊 が 保 
有する MS。 ディ アナ ・ ソ レル に 反旗 を 翻す に 
当たっ て 月 の マウ ン テ ン ・ サ イク ル か ら 発掘 さ 
で ぁ り 、" 黒 歴史 " の 遺産 の ひと つ で 
め 現 行 の MS と は 大 きく 異な る 機 
能 を 搭載 し 、 それ が パン デット の 特徴 と な 
る 。 最大 の 特徴 は ナノ マシ ン を 利 月 し 
・ ア ー マ 
装甲 か ら 特殊 な ナノ マシ ン を 冷 み 出さ せ 、 そ れ 
を 硬化 させ る こと で 耐 天性 能 を 飛躍 的 に 向上 
させ る と いう も の で ある (一 説 に よれ ば 、V ガ ン 
ダム に よる ナノ マシ ン ・ ハ ザー ド 発 生後 、 ナ ノ 
マシ ン の 使用 に は 厳し い 制限 が 設け られ 、 そ の 
一 環 と し て パン デット は 深 結 保存 され た と 言わ 
いる ) 。 背部 に は 大 型 ク ロー を 設置 し た ワイ 
ヤー 兵器 (スク ィ ー ズ 兵器 ) を 搭載 し 、MS の 捕 
獲 に 効果 を 発揮 し た 。 これ は 対 MS 犯罪 用 の 
公安 機 と し て パン デット が 開発 され た と する 所 以 
と も 言わ れる 兵器 で ある 。 さら に 運用 面 で も 特 
狐 機能 を 有 し て お り 、8 一 4 機 に よる 小隊 で 行 
動 する 場合 、 パ イロ ッ ト が 搭乗 する 1 機 に より 、 
残り の 機体 無線 に よっ て コン トロ ー ル する こと 
が 可能 。 その た め 連 携行 動 に 優れ て お り 、 V ガ 
ンダ ム も 苦戦 し た よう で ある 。 な お 、 無人 機 は 
ビ ピル ウォ リア ー と 呼ば れ て お り 」 
動 し た 場合 は まとめ て 「 バ ン デ ィ ッ 
る 。 主 な 搭乗 者 は メリ ー ベ ル ・ ガ ジッ ト 。 


HAMMER 


ガン ダム が 使用 し た 格闘 兵 装 の ひと つ 。 ビシ 
ニテ ィ の 広場 の 地下 に 封印 され て い だ " 黒 歴史 " 
時 代 の 武器 庫 か ら 発見 され て 以降 、V ガ ンダ ム 
が 使用 し た 。 スパ イク の 付 大 な 鉄 球 を 
チェ ー ン で 芋 げ た 単純 な 構造 で 、 振 り 回 し た 鉄 


搭載 。 きら に スパ イク 部 分 を 射出 し て 
与え る こと も で きる 。 扱い に くい 代物 だ が 、 
ダム の パイ ロッ ト で ある ロラ ン ・ セ デック は 何かと 
ハン マー を 活用 し た 
を 示し て みせ 
回 転 さ せ た ハ ンマ ー を パリ アー 代わ り に し て 層 来 
する ミサ イル を 防い だ り 、 チ ェ ー ン で 敵 機 を 絡め 
取っ で 動き を 封じ た り し た の で ある 。 それ に 棚 発 
きれ ソシエ ・ ハ イム は カブ ル に ハン マー 
志 持 た せ 、 科 の 宮 典 近辺 の 戦闘 で マヒ ロー の 
軸 退 に 成功 し た こと が ある 。 


ひ 


ヒゲ の モビ ルス 一 


シ ニ テ ィ の 神像 「 ホ ワイ トド ー ル ] か ら 目 覚め 
IMS、V ガ ンダ ム に 付け られ た 俗称 。 口 に あ 
ずる フェ イス ガー ド が 名 
の よう に 見 える こと か ら こ う 名 付け られ 、「 ヒ ゲ ] 
「 白 ヒゲ 」 と 呼ば れる こと も 多かっ た 。 ちな み に 

) 句 に どの よう な 機能 が 付加 され て いる か は 
定か で は な い 。 MS と の 格闘 戦 で ヒゲ が 歪ん で 


モビ ルス ー ツ 】 目 の 前 に 3 
が 


ee 4 
VICINITY | 


イン グレ ッ サ 領 の 首都 ノッ クス か ら 南 西 に 向 
所 に ある 地方 都市 。 昔 か ら の 伝統 を 
く 残 す 街 と し て 知ら れ 、 特 に 街 を 挙げ て 行 
われ る 成人 の 供 式 は よく 知ら れ て いる 。 主 な 産 
業 は 鉱業 で 、 ハ イム 家 が 経営 する 鉱山 か ら 産 
出さ れる アル ミ 鉱 石 を 精製 し て ノッ クス | 
て いる 。 この 鉱石 が ノッ クス の 機械 産業 の 発 
展 を 促す と 共 | シャ の 軍 抜 の 基盤 と な っ 
その た め ノ ックス と の 結び 付き は 深く 、 特 
イム 氏 は ノッ クス 領主 の 孫 ケ エン ・ サー ド ・ ラ イ 
ン フ ォ ー ド と 懇意 の 間柄 で ある 


コツ Ac ニー 
HIP HEAVY 


ブル ワン の 後継 機 と し て 開発 され た 、 イ ング 
レッ サ ・ の 臣 撃 機 。 プロ ペラ を 機体 後 
部 に 配 し 、 尾 夏 が 機 首 に ある 前 尾 蛋 タ イプ の 
機体 で 、 操 縦 は 難し いも の の 、 加 速力 と 機動 
性 に 優れ て いる 。 また 武装 も 残 化 され 、 栓 首 
機関 究 を 2 門 搭載 する ほか 、 機 体 下部 に 


は 爆弾 投下 装置 が 設け られ て いる 。 その た め 
C.C.2345 の 北ア メリ ア で は 間違い な く 最 強 


の 航空 戦力 で ある 。 と は いえ ディ アナ ・ カ ウン 
ター が 投入 し た MS に は 敵 う は ず も な か っ た が 、 
リ シ ャ の 面々 は この 機体 で 無謀 な 攻撃 を 線 り 
返し た の だ 


ヒル ズ 


い 丘 が あり 、 
そし て イン グレ ッ サ 領 の 若き 領主 グエン ・ サ ー| 
ライ ン フ ォ ー ド は 、 こ の 天文 台 を 通し て 月 と ムー 
ン レ イス の 動向 を 観察 し て いた の で ある 。 


フィ ル ・ ア ッ カ マン 


ディ アナ ・ カ ウン ター の 指 控 官 を 務め る ムー ン 
レイ ス 。 ディ アナ ・ ソ レル が 発動 し た 「 地 球 帰 
作戦 ] の 先発 隊 と し て イン グレ ッ サ 領 に 降下 
し 、 当 初 は アジ の 片腕 と し て 地球 側 と の 折衝 
を 行っ て いた 。 だ が 根っから の 軍人 気質 で ある 
フィ ル に は 地球 と 和平 交渉 を 結ぶ つも りな ど な 
く 、 それ どこ ろか 地球 人 を 論 族 と 見 な し て いた 。 
その た め ア ジ が 暗 負 され る と ディ アナ ・ カ ウン 
ター の 実権 を 握り 、 武 力 に よる 作戦 
た 。 さら に 和平 を 主張 する ディ アナ の 方 
を 唱え 、 つ い に ク ー デ ター を 勤 発 さす る と ディ 
アナ を 追放 し 、 ム ー ン レ ィ ス の た め の 国家 「 サ 
ン ベ ル ト 共 和 国 ] の 建国 を 宣言 し て いる 。 し か 
し フィ ル の 一 連 の 行動 は ムー ン レ ィ ス の 民 を 思 
えば こそ の 最 走 で あり 、 徳 自身 は ディ アナ に 対 
を な くし て は いな か っ た 。 だ 


そう と する ギ ム ・ キ ンカ ガ ナ ム と の 戦い に 臣 ん だ 
の で ある 。 


VoN ciTY 


ムー ン レ ィ ス が 暮らす 月 面 都市 の ひと つ で . 巨 
大 な クレ ー タ ー を 横切る 人 工 運河 の 地下 に 位 
マヒ ロー 隊 と の 戦 開 で 破壊 され た 
ミス ルト ゥ 」 の 破片 に 


冬 の 宮殿 
WINTER CASTLE 


アグ リッ パ ・ メ ン テ ナ ー を 頂点 と する メン テナー 
一 族 (月 社会 の 施政 を 司る 一 族 ) が 管理 する 
人 工科 眠 施設 。 ここ に は デー タバ ンク も 存在 
し 、 ム ー ン レ ィ ス の 女王 で ある ディ アナ ・ ン ソレ 
ル の 居城 「 自 の 宮殿 ] や 人 工 冬眠 施設 と いっ 
た 重要 施設 の さら に 奥 に ある , 足 を 踏み 
入れ られ る の は アグ リッ パ を は じ め と する ご く 一 
部 の 人 間 の み で あり 、 そ れ は 冬 の 宮殿 に は 尽 
まわ し い 過 去 の 記録 (時 歴史 ) が 残さ れ て いる 
た めで ある 。 古 の 戦い の 記録 で ある " 黒 歴史 " 
に 触れ る こと で 、 ム ー ン レ ィ ス の 闘争 本 能 が 吐 
び 覚 まさ れる こと を 恐れ た アグ リッ パ は 、 月 の 『 
民 に も その 存在 を 隠し た 


ムー ン レ イス が 運用 し た 可変 MS。 Flexible 
Ladder Aciuator Technology (柔軟 な 欄 子 
状 の 駆動 装置 技術 ) の 頭 文字 を 
れ 、 背 旨 に 相当 する フレ ー ム 構造 (スパ イン ・ 
コン セプト ・ フ レー ム ) に 独自 の 構造 を 見 る こと 
が で きる 。 広い 電 囲 で 屈折 する フレ ー ム は 人 

る だ け で な く 、 変形 


に 使っ た の も フラ ッ ト で ある )。 その 
ほか に も 装甲 全体 に 極 超 音速 を 超え る 振動 を 
発生 させ て シー ルド と し て 利用 する 音響 兵器 も 
フラ ッ ト 独 目 の 装備 で ある 。 ある 程度 の ビー ム 
兵器 さえ 無効 に する 
ト は 華 秦 な 外見 な が ら も 優れ 
澤 し た 。 主 な 搭乗 者 は キャ ン サ - 


ノン や カブ ル に と 
めし た 


フラ ッ ト 改 


ミリ シャ の ジャ ラビ ィ 隊 が 運用 し た フラ ッ ト を 指す 
ロラ ン ・ セ アッ ク た ち が 地 球 降下 時 に 使用 し た 
機体 や レッ ト 隊 が 保有 し て いた 機体 を 入手 し 、 
ジャ ラビ ピ ィ 隊 の 戦力 と し た も の で ある 。 「 改 と 名 
付け られ で いる も の の 機体 性 能 は ペー ス 機 か ら 
ら 赤 に 変え 
IMS の 絶対 数 が 
っ て は 貴重 な 戦力 で あ 
動 する 姿 が し ば し は 目撃 
乗 者 は ジョ ゼ フ ・ ヨ ッ ト 。 


り 、 V ガ ンダ ム と 共に 
され て いる 。 主 な 


フラ ン ・ ド ー ル 
FRAN DOLL 


リ シ ャ と ディ アナ ・ カ ウン ター の 戦い を 取材 し た 
両 陣 営 の 真実 の 姿 を 伝え る こと で 、 彼女 な り に 
戦争 の 早期 終結 を 
3 り 合 
児 を も うけ て いる 。 し か し 母親 に な っ て 
も 記者 と し て 働き 続け 、 時 に は ジョ セ フ に 子供 
を 預け て 取材 に 駆け 回 っ た 


ブリ キ の 金魚 


ディ アナ ・ カ ウン ター に よる 地球 降下 作戦 の 先 
行 調査 員 と し て 地理 に 降り 立っ た ロラ ン ・ セ ア . 
ク が 所 持 し て いた オモ チャ の 金魚 。 何 の 変 哲 
も な い ブ リキ 製品 だ が 、 地 球 降下 後 も ロラ ン は 
肌身 離さ ず 持ち 


し 、 父 親 が 気まぐれ に 費 天 
い 与え た と も 、 親 に 持て 


れ 、 正確 な と ころ は 不明 で ある 。 と は いえ ロラ ン 
に と っ て 、 こ の 金魚 が 大 切な 品 で ある こと に は 
変わ り は な い 。 だ が の ち に ディ アナ ・ 
生活 を 共に する よう に な る と 、 父 親 と ( 


に 執着 する 必要 は な く な で 、 ソ 
イム に 託し て いる 。 ちな み に ソ シ エ は 金魚 を 川 
に 流し て し まい 、 その 後 の 消息 は 不明 で ある 。 


コレ ン ・ ナ ンダ ー の 部 下 と し て 地球 

ムー ン レ ィ ス 。 アグ リッ パ ・ メ > 
で ディ アナ ・ ソ レル の 活動 を 妨害 する 
P 、 詳 細 は 不明 で ある 。 コレ 
ン が 行方 不明 に な る と 同僚 の ヤ コ ッ プ と 共に 
ディ アナ ・ カ ウン ター を 出 借 し 、 ハレ と 


共感 する よ て 
ク た ち が 月 に 向かう 頃 
6 + っ て お り 、 発 所 し た 宇宙 
船 ウ ィ ル ゲ ム の パイ ロッ ト ヒ し て 錠 を 振る っ て い 
る 。 また グエン ・ サ ー ド ・ ラ イン フォ ー ド が ディ ア 
ナ に 反旗 を 翻す と 、 こっ そり ウィ ル ゲ ム を 抜け 出 
し て ディ アナ の 下 に 馳せ 参じ て いる 。 


正式 名 称 は ライ ン フ ォ ー ド 39 式 戦闘 爆撃 機 
いわ ゆる レシ プロ 型 の 複葉 機 だ が 、 上 次 に 比 
て 下 買 が 短く 、 両 四 端 に 機関 砲 が 1 門 ず つ 
これ は プロ ベラ の 回 転 に 連動 
し て 射撃 間 隔 を 調整 する 仕様 が 開発 され て い 
な いこ と に よる 妥協 の 産物 と 思わ れる )。 エン ジ 
ン は 性 聖 12 気 筒 で 、 当 時 と し て は ずば抜け た 
出力 を 誇っ て いた 。 だ が 後発 機 の ヒッ プ ヘ ビー 
が 量産 され る と 第 一 線 を 退 い て し まい 、 や が て 
次 を 消し た 。 主 7 


フロ ジス トー ン 


* 黒 歴史 "の 遺物 と も 言う べき 水素 吸蔵 合金 。 沿 
岸部 か ら 採掘 さ れる フロ ジス トー ン は 海水 か ら 水 
素 を 分 解 ・ 吸 収 し 、 熱 を 加え る こと で 吸収 し た 水 
来 を 放出 する と いう 性 質 が ある 。 その た め ア メリ 
ア の 人 々 は これ を 水素 エン ジン の 燃料 と し て 日 常 
的 に 利用 し て いる 。 ちな み に フ ロジ スト ー ン の 正 
体 を 、 か つて 海洋 を 浄化 する た め に 大 量 散 布 さ 
れ た 化学 物質 が 海水 中 の 水素 と 結合 し た も の 
と 見 る 者 も いる が 、 真 相 は 明らか に な っ て いな い 、 


a っ | 


フロ リャ 領 


北ア メリ ア 大 陸 を 分 割 する 自治 額 の ひと つ で 、 
大 陸 の 東海 岸 か 5 突出 し た 半島 を 中 心 と し た 
帯 を 治め て いる 。 サン ペル ト 地 帯 に 位置 す 
と か ら 年 間 を 遂 じ て 温 暖気 候 で あり 、 農 
物 の 義 培 に 適し た 土地 が 多い 、 小 の 
海流 が 流れ 込む 大 き な 湾 に 隣接 し て いる た め 、 
漁業 も 貴 ん と 思わ れる 。 首都 は 
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ベル レー ヌ の 父 
VERLAINE'S FATHER 


イン グレ ッ サ 領 の 首都 ノッ クス で [ドン キー| と い 
う バ パン 屋 を 経営 する 親方 で 、 本 名 は ジョ ル ジ ュ ・ 
ボン ド 。 ディ アナ ・ カ ウン ター が 実施 し た 地球 帰 
還 作 戦 の 余波 を 受け て 入院 し て し まい 、 店 の 経 
営 は 住み 込み で 働く キー ス ・ レ ジェ に 任せ て い 

| た 。 それ ほど まで に キー ス の 胸 を 信用 し て お り 、 
の ち に ひと り 纏 の ベル レー ヌ と の 結 頑 を 放 め た 。 | 


合 に 貴 開 す 


と も 考え て い メ 


ベル レー ヌ ・ ボ ンド 
VERLAINE BOND 


イン グレ ッ サ 額 の 首都 ノッ 
「 ド ン キ ー] の 和 看板 嬢 。 入院 中 の 父 ( 
住み 込み 職人 の キー ス ・ レ ジェ 
せ て 店 を 切り 盛り し た 。 ちな み に 
相愛 で あり 、 キ ー ス が ムー ン レ ィ ス だ と わ 
と で も 、 ベ ルレ ー ヌ の 受 が 変わ る こと は な か っ た 。 


ベロ ナ 
BELLONA 


ムー ン レ ィ ス の 作業 機械 メー カー 「MIGHTY 
FELLOW (マイ ティ ー フ ェ ロー 作 
人 型 汎用 機械 。 機体 フレ ー ム に スパ イン ・ コ 
ン セ プ ト ・ フ レー ム と 呼ば れる 背骨 杖 の 構造 
採用 し て いる 。 広い 可動 範 較 を 有する この フ 
レー ム 構 造 に よっ て 、 車 輌 が 入れ な い 不 整地 
な ど で の 物資 運 撤 作業 や 、 月 発 所 人 
華 に 用 いら れ た 。 その 反面 、 あ くま で 作業 用 な 
の で 武器 の 類 い は 一 切 搭載 され て いな い 


ra 


「 ヤ カン タム … … ” EEE 


ポ ウ ゥ ・ エ イシ 
| POE AUEE 


ディ アナ ・ カ ウン ター の 女性 士官 。 ディ アナ ・ 
ソレ ル が 実施 し た 地球 帰 呈 作 戦 の 先遣 隊 と し 
て イン グレ ッ サ 領 に 降下 し た 。 し か し 、 地 球 人 
を 論 族 と 見 な す 彼女 が 放っ た 不用 意 な 一 撃 が 
イン グレ ッ サ ・ ミ リ シ ャ と の 間 に 戦端 を 開く こと 
と な っ て し まう 。 その 後 も ディ アナ ・ カ ウン ター 
の 実働 部 隊 と し て 数 々 の 戦闘 に 参加 し 、 デ ィ 
アナ が 地球 人 と の 和平 を 望ん で いる と 知る や 
フィ ル ・ ア ッ カ マン の 話 い に 応じ て クー デ タ ー 
に 参加 。 ディ アナ を 放 遅 し 、 新 た に サン ペ ベルト 
共和 国 建 団 の た め の 戦 い に 身 を 投じ た 。 だ 
戦い を 至上 と する ギ ム ・ ギ ン ガ ナム が 地球 に 
降下 する と 、 そ の 暴挙 を 食い 止め よう と する ディ 
アナ に 再び 忠誠 を 的 っ た の だ っ た (この 時 、 
ディ アナ は 以前 の ボゥ の 振る 無い を 責め よう と 
は せ ず 、 そ の 寛大 な 心 に ポ り は 基く 感動 し た と 
に で ある )。 ちな み に 戦 後 は " 黒 歴史 " 研 
完 家 で ある シド ・ ム ン ザ の 弟子 と な り 、 マウ ン テ 
ン ・ サ イク ル の 発振 に 従事 し た と いう こと た 
主 な 挫 乗 様 は ウォ ドム 、 ウ ァ ッ ド 、 スモ ー。 


ホエー ルズ 
WHALES 


ギ ム ・ ギ ン ガ ナ ム と グエン ・ サ ー ド 


イン フォ ー 


ド の 策略 に よっ て 月 に 取り 残さ れ た ディ アナ ・ 
地球 に 向かう 


用 し た アル マ 
イヤ ー 級 戦 第 。 親衛 隊 が 保管 し て いた 予備 艦 
を 急 層 改 條 し た も の で 、 基本 性 能 は 変わ ら 


| ボス トニ ア 城 
| CASTLE BOSTONIA 


| ボル ジャ ー ノ ン 
| BORJARNON 


の 象徴 で も ある 。 また 行政 の 中 心 と し て も 利用 
され 、 領主 代行 の グエン ・ サ ー ド ・ ラ イン フォ ー 
ド は 城内 を 施政 の 場 と し た 。 し か し ディア ナ ・ 
カウ ンタ ー と の 軍事 衝突 が 本 格 化す る と ボス ト 
ニア 城 も 無残 に 破壊 され て し まっ た 。 


| ボル ジャ ー ノ 公 
BORJARNO 


北ア メリ ア 大 陸 の ル ジ ャ ー ナ 領 を 治め る 男性 
で 、 リ リ ・ ボ ル ジ ャ ー ノ の 駐 親 で も ある (ちな み 
に 彼 に は り リ を 含め て 13 人 の 子供 が いる )。 産 
業 間 命 を 推進 し 、 独自 に 軍隊 を 整備 する イン グ 
レッ サ 領 を ライ バル 視 し て お り 、 ル ジャ ー ナ 
リ シ ャ と 名 付け た 部 隊 を 編制 し た 。 さら に ディ ア 
ナ ・ カ ウン ター と の 戦闘 で イン ダレ ッ サ 領 が 大 
打撃 を 受け る と 、 そ の 軍 隣 を 受け 入れ て 
力 の 強化 を 目論む な ど 、 な か な か の 遣り 手 で あ 


る 。 と は いえ 前 近代 的 な 思 根 か ら 抜け 出す こと 
が で きず 、 ギ ン ガ ナム 艦隊 と の 戦闘 を 通し て 、 
娘 の りり に 跡目 を 譲る こと と な っ た 。 


ナ ・ ミ リ シ ャ の 主力 と な る 機械 人 形 。 ル 
ジャ ー ナ 領 の 首都 オー ルス トン の 置 する 
テン ・ サ イク ル か ら 天 量 に 発掘 され た 
で ある ボル ジャ ー ノ 公 の 名 を 冠 し て こう 
イン グレ ッ サ ・ ミ リ シ ャ が 
運用 する カブ ル に 比べ る と 人 間 的 な 外観 を し 
て いる の が 特徴 。 特に マニ ビュ レー ター が 5 本 
の 指 を 揃 す る 人 間 型 で あり 、 パ ズー カ や マシ ン 
ク ヤ クラッ カー と いっ た さま ざま 
携行 兵 装 を 使用 で きる こと か ら 優れ た 汎用 性 
を 発揮 し た 。 主 な 搭乗 者 は スエ サイ ド 隊 の 面々 
(ギャ バン ・ グ ー ニ ー、 エイ ムズ 、 ジョ ン 他 ) 


ウス ーー バジ 


ン ・ サ イク ル や そこ か ら 発 掘 さ れる 比 械 人 形 に 
対す る 興味 が 高じ て 帰還 民 居 住 区 か ら 難 脱 , 
接触 し 、V ガ ンダ ム な ど を 触ら 
な 協力 を 申し 出 た 
の の 起動 方 

っ て 、 ホ 


| ホワ イト ドー ル | 


WHITE DOLL | 


地球 の 人 々 に よっ て 名 付け られ た V ガ ンダ ム の 
別名 の ひと つ 。 イ 郊 外 に 位置 する 神像 
ホワ イト ドー ル の 中 か 5 出現 し た た め 、 こ の 名 が 付 
けら 5 れ た 。 と は いえ 誰が 、 い つ 、 何 の 目的 で V ガ ン 
ダム を 神像 内 に 保管 し た の か は 庄 の まま で ある 、 


| ホワ イト ドー ル 


| WHITE DoLL 


イン グレ ッ サ 領 の 地方 都市 、 ビ ピッ ニテ ィ の 郊外 
に 横たわる アー ク 山 の 衝 に ある 神像 。 ビ 
ティ に 住む 人 々 に と っ て 土着 信仰 の 対象 で あ 
り 、 特に 成人 式 の 儀式 が 行わ れる 場所 と し て も 
知ら れる 。 その 年 に 成人 し た 男女 は ホワ イト ドー 
ル の 神 大 (みこ し ) を 担ぎ 、 歌 い 踊り な が ら 神像 
の 前 まで 移動 する 。 そし て 選ば れ た 一 組 の 男女 
が 神像 の 腕 に 系 か れ た 奈 坦 で 互い の 身体 に 
可 療 を 付け る こと で 成人 の 証 と する の で ある 。 と 
は いえ ホワ イト ドー ル の 神像 が いつ 頃 造ら れ た 
の か 知る 者 は 居 ら ず 、 神 像 の 中 に V ガ ンダ ム が 
眠っ て いる と は 誰 も 予想 も し な いこ と だ っ た 


| ホワ イト ドー ル の 神 奥 ( み こし ) 
| 

ビシ ニテ ィ の 人 々 が 成人 式 を 祝う 時 に 用 いる 
奈 具 。 4m ほ どの 木 影 り の 像 に 担ぎ 棒 を 付け た 
簡単 な 指 造 だ が 、 成 人 式 に は 欠か せな いも の 
で ある 。 式 で は 、 そ の 年 に 成人 を 迎え た 女性 
の 代表 が 神 諾 に 乗り 、 残 っ た 若者 た ち が 宰 商 
を 担い で ホワ イト ドー ル の 英 増 まで 向かう こと 
な る 。 そ の 問 、 若 者 た ち は 大 声 で 歌い 、 中 
め 、 祭壇 に 向かう 行列 は 表 寺 な 夫 気 を 限 し 
出し 、 ビシ ニテ ィ の 名 物 と な っ て いる 。 


仙台 サン ライ ズ 122-30 


123-31 


マウ シテ ン ・ サ イク ルル 
MOUNTAIN CYCLE 


特殊 な ナノ マシ ン が 地層 の よう に 折り 重 な 
場所 の 総称 。 地球 各地 に 存在 し て お り (の ち 
に 月 面 に も 存在 が 確認 され た )、" 黒 歴史 "の 
遺産 と も 言う べき 機械 人 形 や 大 型 艦船 、 さ ら 
に 使い 方 も わか ら な い 不 可 解 な 機械 が 発掘 さ 
"時 歴史" は 地上 の 
横 極 に 発掘 行 
山師 と 呼ば れる 研 


う 者 は いな か 
究 束 が 好奇 心 を 満 
クル を 訪れ る 程度 


マニ ュー ピチ 
MANUPICHI | 


南ア メリ ア 大 陸 に 位置 する 都市 の 名 前 。 この 
地 に 募ら す ア デス カ の 民 は 神話 時 代 ( 黒 歴史 
思わ れる ) か ら の 伝承 を 大 切 に し 
お 古き 時 代 の 教え に 基づい 
る 。 ちな み に 伝承 に よれ ば 、 か つ 
アデ スカ の 地 に は 天 と 地 を 買い て 貸 え る 巨木 
「 ア デス の 樹 」 が あっ た と いう 。 と ころ が 天 と 
地 の 民 の 間 で 争い が 起こ り 、 大 地 の 女 神 を 教 
うた め に アデ ス の 樹 は 切り 倒さ れ て し まっ た 。 
その 時 、1 本 の 枝 が 宙 に 舞い 、「 ア デス の 枝 ] | 
と 呼ば れる よう に な っ た 。 そ の 棒 は 今 も 天空 を 
漂っ て し れ て いる 。 事実 、 高 原 に 位 
置 す る マニ ュー ビ チ で は 、 空 気 が 浴 む 明 け 方 
に 上 空 で 際 く 物体 が 目撃 され 、 こ れ が 伝承 の | 
根拠 と な の で ある 


ー ビ チ を 中 心 と する 一 帯 を 生活 の 場 と し 
数 民族 。 この 一 帯 で は 民族 間 の 許 い 
ご と が 絶え ず 、 マ パ 族 は アデ スカ の 民 に よっ 
減 ば され て し まっ た 。 た だ し すべ て の 血統 が 絶 
えた わけ で は な く 、 DT XD 


ヤリ ト や 、 イ ンダ レッ サ ・ ミ リ シ ャ の 一 員 で ある 
ジョ ゼ フ ・ ヨ ッ ト は マ パ バ 族 出身 で ある 。 


i 
MAHIROO 


ヤン ガ ナ ム 邊 陸 の ま カ MS。 採 私 に 代 
筋 細 維 を 用 いた トレ ー. テム を 採用 し て い 
る た め 、 パイ ロッ ト の 動き に 同調 し た 機動 性 の 
さ が 特徴 で ある 。 また 機体 各部 が ユ 
て お ぉ り 、 一 部 が 破損 | 
を 分 離 ・ 交 換 で きる よう に な っ て いる 。 その た 
め 装 甲 が 若干 薄く な っ て は いる が 、 優れ 
動 性 を 活か し た 集団 電 術 を 得意 と し 、 月 
し ペイ ンク レッ サ ・ 


ン サー・ カ ワカ 


クワ ウト ル 王 に 仕え る マ パ 族 の 少女 。 か つて マ 
バ 族 は アデ スカ の 民 に よっ て 減 ぽ され た の だ 
が 、 生 き 残っ た 幼い マヤ リト を クワ ウト ル が 保護 
ら 、 彼 に 中 織 を 状 う よう に な っ た 。 聡 
クワ ウト ル の 


明 さ と 行動 力 を 併せ 持っ て お り 、 
意思 を 波 み 取る ほど 敬愛 し て いる 。 民 の 将来 
を 考え 、 早 居 者 の 汚名 を 甘んじ て 受け た クワ 


ウト ル に 従っ た の も その た めで ある 。 クワ ウト ル 
へ の 忠誠 の あま り 、 最 後に は 彼 に 付き 従っ で 
その 身 を 犠牲 に し て いる 。 


マリ ガン 
MALLYGAN 
ル ジ ャ ー ナ ・ ミ リ シ ャ の 最高 司令 官 で あり 、 スエ 
サイ ド 部 隊 の 責任 者 で も ある 男性 。 ル ジ ャ ー ナ 


領 の 領主 で ある : ャ ー ノ 家 に 仕え る 貴族 
の 出 で あ る た め に プラ イド が 高く 、 部 下 や ー 盤 
人 に 韓 大 な 能 度 を 示す こと が 多々 あっ : た 。 ル 
シャ より も 規模 の 大 きい イン グレ ッ 
を 一 方 的 に ライ バル 視 し 、 両 軍 の 
立つ こと を 目論ん で いた の も 、 高 過ぎ る 
見 せ た 夢 で ある 。 その 反面 、 半 術 や 戦 
路 の 素 佐 は 低く 、 お 世 各 に も 優れ た 司令 宮 と 
は 言え な か 


nD5 wall 


| ミー ム ・ ミ ドガ ルド 
LU MEAM MIDGARD | 


ハレ を を その か し て ディ アナ の 命 を 夫 お うど した 
だ が 計 申 が 失敗 に 終わ っ た た め 、 新 た に デ 
ナ を 月 に 連行 する 指令 を 受け る 。 その 後 、 月 に 
ある 白 の 宮 典 で 対立 する ディ アナ と アグ リッ パ 


要 と 判断 し て 射殺 し : 
シス テム を 乱す 者 と 考え て 亡き 者 に し よう と する 
が 失敗 し 、 最 後に は ハリ ー・ オ ー ド の スモ ー に 
よっ て 法 の 寺 き の 下 に 処刑 され て いる 。 


| ミス ルト ゥ 


月 周回 軌道 上 の アス テロ イド ・ コ ! 月 の 
女王 の 血筋 で ある ソレ ル 家 緑 り の 場所 で ある 。 
月 へ の 殖民 で 中 心 的 な 役割 を 果たし た ソレ ル 
家 の 祖先 は 、 ム ー ン レ ィ ス の 大 冬 の 時 代 に 空 
気 と 食糧 を 再生 する た め 、 模 業 を 
再生 させ る 実験 を 実施 。 宇宙 で 栽培 で きる 束 


南ア メリ ア 大 陸 


北ア メリ ア 大 陸 と は 海 を 隔て た 位置 に ある 大 
陸 。 北ア メリ ア と 同様 に 複数 の 領地 に 分 割 き 
れ 、 地 方 領主 が それ ぞ れ の 土地 を 治め て いる 
だ が 、 イ ング レッ サ 領 に 代表 され る 北ア メリ ア 
の 領地 が 機械 化 に 熱心 で も る こと に 対し 、 南 
アメ リア の 民 は か つて の 伝 談 的 な 風 人 を 宣 ん 
じ る 傾向 に ある よう だ 。 ちな み に C.C.2345 の 
頃 は 長 距離 交通 機関 や 通信 網 が あま り 発展 し 
て お ら ず 、 北ア メリ ア で 暮らす 人 々 に と っ 
アメ リア は 近く て 遠い 場所 で ある らし い 。 


ミハエル ・ ゲ ルン 
MICHAEL GERN | 
イン クタ レッ サ * の 司令 官 を 務め る 男性 。 軍 
人 と し て の 使命 感 と 庄 り を 胸 に 、 侵 略 者 で ある 
ディ アナ ・ カ ウン ター と の 戦闘 に 功 ん だ 。 と は い 
え 指 揮 能 力 に は 少々 難 が あっ た よう で 、 後 先 を 
考え な い ミ ハエ ル の 指揮 | ャ が 振り 回 わ さ 
れる こと も 多かっ た 。 その 反面 、 ムー ン レ ィ ス の 亡 
命 技術 者 を 迎え 入れ る な ど 、 彼 な り に 戦局 の 打 
破 を 考え て いた よう で ある 。 ちな み に ル ジャ ー ナ ・ 
ミリ シャ の 司令 官 マ リカ ン と は 犬猿 の 仲 デ 
アナ ・ カ ウン ター と の 戦闘 で は や む な く 共闘 し た 


MIRAN REX 


月 の 女王 ディ アナ ・ ソ レル の 側近 。 ディ アナ 
が 推進 する 「 地 球 帰 思 作 活 ] に 参加 し 、 副 窒 
か っ 執政 官 と し て 地球 側 と の 折衝 を 担当 し た 。 
と は いえ 地球 人 を や や 見 下 し て お り 、 穏 健 路 
線 に 反発 する ディ アナ ・ カ ウン ター の フィ ル ア ッ 
カマ > ける と . 女王 を 排 居 し て し ま 
し か し 、 地球 に 降下 し た ギ ム ・ ギ ン ガ ナム を 追っ 
て 再び 目 の 前 に ディ アナ が 現れ た 際 、 改 め て 
ディ アナ に 恭順 を 示し た 


ミリ シャ 
| MLITA | 


北ア メリ ア 大 陸 の 自治 領 が 保有 する 軍事 組織 
失 称 。 た だ し 自治 領 に よっ て 装備 や 規模 は 
さま ざま で 、 代 表 的 な 組織 と し て は グエン ・ サ ー 
ド ・ ラ イン フォ ー ド が 指揮 する イン グレ ッ サ 領 の 
ャ (イン グレ ッ ャ ) や ル ジ ャ ー ナ 領 
の ミリ シャ ( ル ジ ャ ー ナ ・ ミ リ シ ャ ) が 挙げ られ る 
本 来 は 海 を 隔て た ガリ ア 大 陸 の 飛行 船 部 隊 
の 優 攻 を 防ぐ た め に 組織 され た が 、 ム ー ン レ ィ 
ス の 存在 が 確認 され る と 月 の 帰還 民 か ら 祖国 
を 守る 害 隊 と いう 性 格 を 帯び る よう に さき 
ら に 軍拡 に 積極 的 な グエン は マウ ン テ ン ・ サ イ 
クル の 発掘 に 着手 。 ナノ マシ ン の 地層 に 眠る 
MS カブ ル や 陸戦 艇 ギャ ロッ プ 、 宇 宙 船 ウィ ル 
ゲ ム を 据 り 出し 、 戦力 と し て 運用 し た の だ っ た 


| 
話 RE 


| MOON RACE 


C.C. ( 正 暦 ) に お いて 月 世界 

准 称 。 " 黒 歴史 " で 語ら れる 、 地 球 と 宇宙 の 間 | 
で 発生 し た 最終 戦争 を 逃れ て 月 に 移民 し た 者 | 
た ちの 子 衝 で ある 、 空気 も 水 も な い 環境 で 生 
き 抜 く た め に 女王 を 中 心 と する 王政 を 敷い た 
ムー ン レ ィ ス は 、 漁 格 な 身分 制度 に よる 役割 
分 担 を 行い 、 居 住 環境 を 拡大 。 複数 の 巨大 
な 都市 を 有する まで に 成長 し た の で ある 。 


| MUTTOWO00O 


地球 の ロス トマ ウン テン か ら 発掘 され た 可変 
MS。 巨大 な スカ ー ト アー マー 内 に ボディ と 腕 、 

部 を 収納 で き 、MA 形 態 で は 優れ た 飛行 能 
力 を 発揮 し た 。 木星 の 大 気 囲 上 層 部 で の 運用 
を 前 提 と し た 機体 と され る 。 主 兵 装 と し て ヒー ト 
ナギ ナタ と ビー ム ガ ン の 機能 を 併せ 持つ 兵器 
を 有 し て いる が 、 こ れ は 飛行 性 能 の 効率 化 を 
鑑み た た め と 思わ れる 。 複数 の 兵 装 を 搭載 す 
る こと で 機体 重量 を 増加 させ る より も 、 コン パク 
目的 兵 装 が 契 励 され た 
た 機体 の コン ディ ショ ン は 完 主 杖 態 
で は な く 、 不 完全 な まま 運用 され 


| ムロ ン ・ ム ロン 
| MURON MURON 


か つて ディ アナ ・ ソ レル と 共に 地球 に 降下 し 
その まま 地球 ムーン レイ ィ ス の 子孫 。 同 
じ 境 遇 の キャ ン サ ー・ カ フカ た ちと 共に ディ ア 
ナ の 帰還 を 待ち 蛋 び る 日 々 を 過ごし て いた が 、 
ディ アナ ・ カ ウン ター の 地球 帰 思 作戦 を 知っ 
て 合流 。 レッ ト 職 の 一 員 と し て 行動 する こと と 
な っ た 。 し か し ディ アナ の 失脚 を 狙う アグ リッ パ * 
テナー の 企み き 、 デ ィ ア ナ を 連れ 
て 戦 第 ジャ ンダ ルム より 脱出 する 。 その 後 、 月 
に 落下 する ミス ルト ゥ を 阻止 する 作戦 に お いて 
キャ ン サ ー と 一 緒 に 行方 不明 と な っ て し まう 。 


め 


メシ ェ ー・ ク ン | 
MIASHEI KUNE 


イン グレ ッ サ 領 で 三代 に 吾 り 飛行 機 屋 を 営ん で 
いた ラダ ラム ・ ク ン の ひと り 模 。 飛行 機 乗り の 
父 を 誇り に 思っ て お り 、 自 身 も パイ ロッ ト と し て 
の 修行 に 勤しん で いた 。 その た め ディ アナ 
ウン ター が 降下 し た 際 に は 率先 し て イン グレ ッ 
サ ・ ミ リ シ ャ に 参加 し 、 最 前 線 に 身 を 置い て い 
る 。 ビシ ニテ ィ の 鉱山 主 の 娘 で ある ソシエ ・ ハ 
イム と は 親友 で あり 、 彼 女 が ミリ シャ に 参加 し た 
裏 に は メシ ェ ー が 大 きく 影 響 し で いる 。 主 な 挫 
乗 機 は ブル ワン 、 ヒッ プ ヘ ビー、 カブ ル 。 


抽 重 ・ サ ン ライ ズ 


* ン 


123-32 


124-29 


メッ サー・ ラ イン フォ ー ド 


北ア メリ ア 大 陸 の 自治 領 の ひと つ 、 イ ング レッ 
サ 領 を 治め る 地方 領主 。 し か し 相当 の 高齢 の 
た め 、 実 務 は 撮 の グエン ・ サ ー ド ・ ラ イン フォ ー 
ド に 一 任 し て いた 。 産業 革命 を 目指 す グ エン の 
施政 に は 彼 も 満足 し て いた よう で ある 。 ちな み 
に メッ サー に は 変わ っ 性癖 が ある と され 、 幼い 
頃 の グ 装 ば か りさ せ て いた と する 説 も 
ある 。 グエン が ロラ ン ・ セ アッ ク を [ロー ラ 」 と い 
う 女 性 名 で 呼ん だ 背景 に は 、 メ ッ サ ー カ ら 受 け 
た 幼い 頃 の 思い 出 が 影響 し て いた よう で ある 。 


メリ ー ベ ル ・ ガ ジッ ト 
MERRYBELL GADGET 


ギ ム ・ ギ ン ガ ナム の 傍ら に 付か ず 離れ ず 従 う 道 
化 の 少女 。 ムー シレ ィ ス の 中 で は 下 飛 民 と され 
河 人 (うん が びと ) 以下 の 下 入 階 杉 出身 
が 、 ギ ン ガ ナム に 拾わ れ た こと で 破格 の 扱い 
を 受け る こと と な っ た 。 と は いえ ギン ガ ナ ム に 思 
義 を 感じ て いる 栓 子 は な く 、 逆 に 馬鹿 に する こ 
と も し ば し ば で 自由 春 放 な 彼女 は 既存 
の 身分 や 肩書 き れる こと な く 、「 馬 鹿 に 
し 甲斐 の ある 人 間 か どう か (身分 や 肩書 き に 較 

た 人 問 で ある か どう か )」 で 相手 を 判断 し て 


ナム の 命令 で ター ン X を 起動 し た メリ ー ベ ル は 


共に V ガ ンダ ム と 対 財 し た 。 その 後 ギン ガ ナ ム 
と 手 を 組ん だ グエン を 「 馬 鹿 に し 甲斐 の ある ボ 
> と 判断 し て 彼 の 下 に 身 を 寄せ る の だ っ 
た 。 そこ で ギン ガ ナ ム 艦隊 と 共に 地球 へ 降り た 
ベル は グエン に 戦い を けし か け 好 き 勝手 
暴れ る が 、 コレ ン ・ ナ ンダ ー に 繋 詳 され て し ま 
その 後 グエン に 拾わ れ 、 彼 と 一 緒 に ガリ ア 
大 陸 へ と 渡っ た 。 主 な 搭乗 機 は パン デット 。 


人 mm11 


【 ヤ コッ プ 】 軍 を 脱走 し た ヤ コ ッ プ ( 右 ) と 
ー ノ ( 左 ) は 、 一 
農場 で 下働き を し て 


確 朗 し な が ら 再起 を 


CE | 


厳格 な 階級 が 定め られ て いる ムー ン レ ィ ス の 中 
に お ける 、 三 王家 の 一 角 。 月 の 女王 を 募 出す る 
ソレ ル 家 を 補佐 し 、 女 王 ディ アナ ・ ソ レル が 人 
工 和 を 眠 に つい て いる 間 は 、 月 社会 の 管理 運営 
に 関す る 全 責務 を 負う 立場 に ある 。 また 、 人 工 
入眠 施 訟 で ある 冬 の 宮 雄 の 管理 な ども 担う 


| ヤー ニ ・ オ ピュ ス | 
| YANNY OVIESS | 


イン グレ ッ サ ・ ミ リ シ ャ の 軍曹 で 、 ミ ハエ ル ・ ゲ 
ルン の 副官 を 務め る 男性 。 デ ィ ア ナ ・ カ ウン 
ター と の 戦闘 で は 常に 最前 線 に 立っ て いた 
が 、 そ れ は ムー ン レ ィ ス に 対す る 差別 心 と 敵 
属 心 の 理 返 し で あっ た ( 便 れ た 持 術 力 


だ )。 その た め 宇 軍船 ウィ ル ゲ ム に 乗艦 し て 月 
面 都市 を 訪ね て か ら は ムー ン レ ィ ス に 対す る 
考え が 多少 な り と も 改 ま り 、 最 後に は 戦い に 
固執 する グエン ・ サ ー ド ・ ラ イン フォ ー ド を 見 限っ 
て 拓 走 し て いる 。 な お 機械 人 
と は 少な が 、 地 球 に 帰ろ うと し 
ドル ジャ ー ノ ン に 乗っ た 時 、 す ぐさ ま 宇 宙 戦 闘 
| 応 。 ロラ ン ・ セ アッ ク を 驚か せ た 。 


| ヤ コ ッ プ | 


JACOP 


コレ ン ・ ナ ンダ ー の 部 下 と し て 、 ブル ー ノ と 共に 
地球 に 風下 し た ムー ン レ ィ ス 。 アグ リッ パー メン | 
テナー の 密命 を 受け て ディ アナ ・ ソ レル 暗殺 
を 企てる が 、 コ レン が 行方 不明 に な っ て し まっ 
た た め 軍 を 脱走 。 その 後 ち テテ ス ・ ハ レ と 手 を 
組ん で 暗殺 計画 を 続行 する が 、 


ギン ガ ナ ム 艦隊 の 一 員 で あり 、 ス エッ ソン ・ ス 
テロ が 隊長 を 務め る マヒ ロー 隊 に 所 属し て い 
る 。 好戦 的 な スエ ッ ソン と は 対照 的 に 生 真 面 
目 な 性 格 で 、 スエ ッ ソン か ら 昔 め ら れ て いた 。 


直 骨 し 、 カウ ンタ ー1 


ヨハ ネス 


ギン ガ ナ ム 隊 に 所 属す る MS パイ ロッ ト 。 月 の マ 
ウン テン ・ サ イケ ル か ら 発 援 さ れ た 


オー ド の 目 を 見 張る 奮戦 で 部 隊 は 全 減 し た 。 


【 ヨ ハネ ス 】 歩兵 隊長 の カシ ム ( 左 ) に 連れ られ て 格 
PT ヨハ ネス ( 有 ) 


ヨロ ル 


アデ スカ の 民 を 統べる クタ ワウ トル 王 の 側近 。 V 
ガン ダム の 出現 を 契機 に 王 を 裏切っ て し 
た 。 伝説 で は 、 外 の 世界 か ら や っ て 来 た 白 い 
悪魔 が アデ スカ の 民 に 災い を も た ら す と 伝え ら 
れ て お り 、 王 位 に 固執 する クワ ウト ル に は 災い 
を 打ち 払う カ が な いと 考え て の こと で 


[ヨロ ル ] アデ スカ に 


| ラダ ラム ・ ク ン 

| LADDERRUM KUNE 

イン グレ ッ サ 額 の 首都 ノッ クス で 、 代 々 飛行 機 
屋 を 営む 機械 工 ーッ サ ・ ミ リ シ ャ に - 


加 し た メシ ェ ー・ ク ン の 令 親 で も ある 。 メカ ニッ 
ク と し て の 技量 と 設計 セン ス は な か な か の も の 
で 、 ブ ル ワ ン や ヒッ プ へ ビー と いう 複葉 機 を 次 々 
と 送り 出し た 。 また パイ ロッ ト と し て も 優れ た 操 
技術 を 有 し て いる だ け で は な く 、 飛行 機 乗り 
必要 な 度胸 も 併せ 持っ て いる 。 と は いえ デ 


E 
アナ ・ カ ウン ター の MS 
の は 刻 田 で あり 、 師 し 
ら 振 り 洲 と され 、 危 うい と ころ を 同乗 し て 
の メシ ェ ー に 救 わ れる と いう 失態 も 演じ て いる 。 


ディ アナ ・ カ ウン ター 
し 、 マ ウン テン ・ サ イタル 


呈示 後山 人 の シ 


MS の 


bi 1 陸中 | 


| ラル ファ ・ ゼ ノア | 


マウ ン テ ン ・ サ イク ル の 発 揚 を 担当 する ディ ア 
ナカ ウン ター。 ロス トマ ウン テン の 発 所 も 行い 、 
MS ムッ トゥ ー な ど を 掘り 出し た が 、 それ と 同時 に 
枝 弾 唄 を 握り 出し て し まう 。 し か も それ を スエ サイ 
ド 部 隊 に 強 礁 され る と いう 失態 を 犯し 、 つ い に 
は 地表 で 核 爆発 を 引き 起こ し て し まう 。 村 の 恐 
ろ し き を 目 の あたり に し た ゼノ ア は 、 贅 り の 村 弾 
頭 が ディ アナ ・ カ ウン ター を 牛耳る フィ ル ・ ア ッ 
カマ ン の 手 に 渡る こと を 恐れ 、 補 か >- 
セア ッ ク た ち に 廃棄 を 託し た の 


リリ ・ ボ ポル ジャ ー ノ | 
LILY BORJARNO | 


北ア メリ ア 大 陸 を 分 割 統治 する 領主 の ひと り 
ポル ジャ ー ノ 公 の 13 番 目 の 末 娘 。 典型 的 な 世 
間 知 ら ず の お 嬢 様 で 、 デ ィ ア ナ ・ カ ウン ター の 
出現 に も 当初 は 的 外れ な 発言 ば か り し て いた 。 
し か し イン グレ ッ サ 陥落 の 報 を 聞く と 考え を 改 
め 、 次 第 に 政治 家 の 娘 と し て の 頭角 を 現し た リ 
リ は 、 や が て ミリ シャ を 率い る 人 材 と な っ て いく. 
ちな み に イ ング レッ サ 領主 の 御曹司 で ある グ エ 
ン フォ ー ド と は 交流 が あり 、 先 


| リンダ: ハレ | 
| 
アグ リッ パ ・ メ ン テ ナ ー に そそ の か され て ディ ア 
ナー ジレ ル 暗 末 を 企ん だ ムー ン レ ィ ス の 女性 、 
テテ ス ・ ハ レ の 母親 。 地球 人 の 血 を 引い て い 
る こと か ら 他 の ムー ン レ イス から 蔵 ま され て い 
が 、 据 害 る こと な く テ テス を 育て 上 ( 
し か し テテ ス は 理不尽 な 中 傷 に 我慢 が で きず 、 
つい に 女王 事 害 に 手 を 徐 め る まで 思い 詰め て 


し まっ た の だ 


ル ジ ャ ー ナ 領 


LOUSANA 


北ア メリ ア 大 陸 の 自治 領 の ひと つ で 、 領 主 は 
ボル ジャ ー ノ 公 。 大 陸 の 内 陸 に 広大 な 土地 を 
所 有 し て お り 、 イ ング レッ サ 領 に 次 ぐ 徐 済 カ を 
有 し て いる 。 さら に 領内 の マウ ン テ ン ・ サ イク ル 
か ら は 機械 人 形 の ボル ジャ ー ノ ン や ギャ ロッ プ 
が 発 所 され 、 独 自軍 (ルル ジャ ー ナ や ) を 
編制 する ほど 軍事 面 で も 充実 し て いる , 


ー 


の 人 押 を 琶 けた ボル 
エリ ソナ 領 の 額 主 と 


i i me 
| LAURA ROLLA 


ディ アナ ・ カ ウン ター と の 交渉 を 兼ね た 星 中 会 
に 参加 する た ゆめ 女装 する 羽目 に な ラン ・ 
セア ッ ク に 、 グ エン ・ サ ー ド ・ ラ イン フォ ー ド が 
付け た 名 前 。 キ エ ル ・ ハ イム の 特訓 の 成果 も 
あっ て 立派 な 足 婦 人 と な っ た ロラ ン を 、 ほとん 
どの 人 は 女性 と 信じ て 妊 わ な か っ た 。 元々 グ エ 
ン は ロラ ン を 「 ロ ー ラ 」 と 呼ん で お り 、 周 囲 は 不 
思 議 な 顔 を し つつ 受け 入れ て いた 。 結局 の と こ 
ろ 、 ミリ シャ が 探る 機械 人 形 ホワ イト ドー ル (Y ガ 
る パイ ロッ ト は 正式 に 「 ロ ー 
ラ 」 と し て 発表 され 、 舞 路 会 は その お 撤 露 上 の 
場 と も な っ た の で ある 。 その た め デ ィ ア ナ ・ カ ウ 
ンタ ー が 主催 し た サン ベル ト 共 和 国 建国 式典 
で も 、 ロ ラ ロー ラ 」 と し て 出席 す 


| ロラ ン ・ セ アッ ク 
| ROLAN CEHACK 


ディ アナ ・ カ ウン ター の 地球 帰還 作戦 に 先 妥 
り て 、 先 條 調査 員 と し て 地球 に 送り 込ま れ た 
ムー ン レ イス の 少年 。 ハイ ム 家 の 使用 人 と し て 
平穏 な 生活 を 送っ て いた が 、 帰 通 作戦 を 実施 
ィ ア ナ ・ カ ウン ター と 地球 人 と の 間 で 


ロラ ン も 両 勢力 の 戦闘 に 巻き 込ま れ 
まう 。 月 と 地球 、 ど ちら も 大 切 に 思う ロラ 
は 、 月 の 女王 ディ アナ ・ ソ レル の 平和 的 促 炉 
に 期待 する が 、 実 際 に は 戦乱 に 乗じ て 東 権 を 
所 ろう と する さま ざま な 思惑 が 働き 、 状 況 は 混 
送 の 一 途 を 辿っ て いく 。 その た め ロ ラン は ふた 
つの 世界 の 橋渡し 役 に な 
ル ・ ハ イム と 入れ 替 わ 
積極 的 に 行動 する よう 


凍 軸 サン ライ テ 
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23 の EE ジグ | 

ARCH ANGEL 

地球 連合 軍 が 填 造 し た アー クエ ンジ ェ ル 級 強 
問 機 動 特 装 艦 の 1 番 艦 。 MS の 開発 に 合わ せ 


て 造ら れ た 実 只 和 還 
電子 硫 地 交 ロ ー エ ング リン な どの 特殊 兵 装 が 


源 衛星 コロ ニ 
ず の MS (第 1 期 GAT-X シ リー 
われ 、 正 規 ク ルー の ほとん ど を 失 
見 習い 士官 と 現地 志願 っ て 運用 され る 
アラ スカ 戦線 に 参加 し た 本 
艦 は 、 作 戦へ の 反発 か ら 地球 連合 軍 を 苑 脱 
オー ブ に 身 を 寄せ る が 、 そ の 後 は 地球 連合 軍 
の 攻撃 を 受け た オー ブ の 残党 、 そ し て プラ ント 
の クラ イン 派 と 手 を 結ん だ 。 艦長 は マリ ュー・ 
な お 、 アー クエ ンジ ェ ル 級 の 2 番 艦 が 


アー クエ ンジ ェ ル の 本 来 の 艦長 。 司令 ブー ス | 
て 地球 連合 軍 の MS パイ ロッ ト の 着任 挨拶 を 
受け て いた 際 、 ザ フト の 奇 典 を 受け て 死亡 し た 


| アイ シャ | 
| | isHA | 


ザフト の バル ト フ ェ ル ド 隊 の 隊員 
リュ ー・ バ パル ト フ ェ ルド と は 恋人 関 人 
性 。 バル ト フ ェ ルド の 良き 理解 者 で 
し て MS ラ ゴ 9 の ガン ナー を 務め る 。 キラ ・ ヤ マ 
ト と 決着 を つけ よう と する バル ト フ ェ ルド に 最後 
まで 付き 合い 、 戦い の 中 で 命 を 落と し 


コー ディ ネイ ター に 自信 を 持っ て 診断 で き な い 
と 語り な が ら 


その 身体 能力 の 高 さか ら 心配 な 


アー ノル ド ・ ノ フイ マン | 
| 2RNOLD NEUMANN 


アー クエ ンジ ェ ル の プリ ッ ジ クル ー。 
トノ ムラ 、 ダリ ダ ・ ロ ー ラ ハ ・ チ ャ ン | 
メロ ・ パ ル と 共に 、 ザ フト の 礎 普 か ら 生き 残っ 
た 連合 軍 士 官 で ある 。 管制 官 の ひと り と し て 
操 能 を 受け 持ち 、 艦 の 動き を 管理 ・ 制 御 し て 
いた 。 地上 で パレ ル ロ ー ル を 繰り 出す な ど 高い 
控 民 技術 を 有 し 、 艇 を 守り 抜い た 


3 り 、/ ト リッ クー ザラ 死後 は プラ ント の 指 
探 を 執り 、 地 球 連 合 と プラ ント に 停 理 


ラン チャ ー ス トラ イク バッ ク に 装備 され て いる 大 
出力 火 問 で 、320mm 趣 高 イン パル ス 秦 と も 
| 時 Fite。 全長 20m 近 い サイ ズ の た め 取り 加 


| De スジ 5 た 0 
| ARMOR-SCHNEIDER | 


し が 悪い も の の 、 ス トラ イク ガン ダム 用 の 火砲 
スト ライ ク ガン ダム が 両 腰 の ホル ダー に | と し て は 最大 級 の 成 力 を 持つ 。 その 一 繋 は コ 
備 す る アサ ルト ナイ フ の 名 称 。 その 名 の 通り ロニ ー の 外壁 すら 易 々 と 破壊 する 


MS の 装甲 を 貫く 性 能 を 持つ 。 た だ し 、 あ くま で 
緊急 用 の 補助 武器 で あり 、 威 力 や リー チ は ビー 
ム サ ー ベ ル と 比べ て 大 きく 劣る 。 


Em nD5 senD1 


| | 明け の 砂漠 


アフ リカ 共同 体 の リビア 秦漢 で 、 反 ザフト 活動 
レジ スタ ンス 組織 。 リー ダー は サイ ー プ ・ 
マン と いう 男 で 、 構 成員 は 地元 の 砂 
の 民 が ほとん ど を 占め る 。 MS な どの 兵器 は 持 
た な い が 、 地 形 を 利用 し た トラ ッ プ や 対人 用 重 
火器 を 用 いて タッ シル の 街 を 拠点 と し 
て いる が 、 バル ト フ ェ ル ド 隊 の 攻撃 に よっ て 街 
の 人 々 ご と 焼け 出さ れ て いる 。 C.E.71.02 に 
は 地球 連合 軍 の アー クエ ンジ ェ ル と 共同 戦線 
| を 原 開 し 、 ザ フト の パル ト フ ェ ル ド 隊 と 交戦 し て 
撃破 し て いる 。 一 時 期 、 オ ー ブ 連 合 首長 国 の 
| カガリ ・ ユ ラ ・ ア スハ が 所 属し て いた 。 


| アサ ギ ・ コ ー ド ウェ ル | 

| ASAGI CALDWELL | 
| オー ブ 軍 の 女性 パイ ロッ ト 。 ジュ リ ・ ウ ー 
| 


ン 、 マ ユラ ・ ラ バッ ツ と 3 人 で 、 モ ル ゲ ン レー テ 
社 の エリ カ ・ シ モン ズ の 下 で M1 ア スト レイ の テ 
スト を 行っ て いた 。 3 人 の 女性 パイ ロッ ト の 中 で 
| は リー ダー 的 な 存在 で あっ た が 、 第 2 次 ヤキ ン ・ 
| ドウ ー エ 攻防 戦 に お いて 命 を 落と し た 。 


地球 連合 軍 の アー クエ ンジ ェ ル を 指す 、 ザ フト 
の コー ド ネ ー ム 。 左右 に 突き 出し た 艦 首部 分 を 
| 周 に 見 立て て 名 付け られ 


| ATHRUN ZALA | 


ザフト の クル ー セ ゼ 隊 に 所 属す る 赤 服 で 、 地 球 


の スト ライ ク ガ ンダ ム の パイ ロッ ト で ある を 
マト と は 幼年 学校 時 代 か ら の 親友 同 


の ニコ ル ・ ア マル フィ が キラ に 
契機 と な り 、 友 で ある キラ と 死 剖 
し て キラ を 討っ た アス ラン だ が 、 帰 直し た プラ ン 
本 国 に お いて 許嫁 の 裏切り を 知る 。 ラク ス を 
見 つけ 、 ス パイ に 核 動力 搭載 MS フリ ー ダ ム ガ 
ンダ ム を 引き 渡し た こと の 責 意 を 問い 質 す も の | 
の 、 逆 に 何 の た め に 戦う の か 問わ れ 、 徒 女 か ら 
キラ の 生存 を 聞か され る の だ っ た 。 その 後 、 父 
パト リッ ク ・ ザ ラ か ら ジ ャ ステ ィ スガ ンダ ム を 託さ 
1 た ア スラ は 、 ラ リー ダム ガン ダム 本 の 提 | 
を 受け て 地球 の オー ブ 連 合 首長 国 へ と 向 か 
う 。 そこ で 連合 宣 の 侵攻 か ら 5 オープ を 守っ て 戦 
う キ ラ と 再会 。 戦い を 終わ ら せ た いと 腺 う 心 は 
互い に 同じ だ と 理解 し 、 共に 歩む 決意 を する , 


| アフ メド ・ エ ル ・ ホ ズン 
| Ee 。 中 = | 
「 明 け の 砂漠 の 少年 兵 。 当時 レジ スタ ンス に 
身 を 寄せ て いた カガリ ・ ユ ラ ・ ア スハ の こと を 
者 : て いた 。 パ ルト フェ ルド 酸 が タッ シル 
の 街 を 襲っ た 際 、 復 讐 の た め に バギー で 追撃 
し か し バク ゥ の 攻撃 で 命 を 落と し た : 


| AHMED'S FAMILY 


し の 街 に 住む アフ メド の 家族 。 マラ カイ ト 
う 宝石 の 原石 を カガリ ・ ユ ラ ・ ア スハ に 託 
親 は 、 パ ルト フェ ルド 隊 と の 決戦 に 向 か 
う カ ガリ や 仲間 た ち を 見 送っ た | 


アフ リカ 共同 体 


North Africa Community 


アフ リカ 大 陵 北 部 地域 の 国家 で 構成 され る 軍 
事 ・ 経 済 同盟 。 オー スト ラリ ア 北 部 に 位置 す 
る ザフト の 地上 最大 基地 カー ペン タリ ア に 次 
ぐ 、 ジ ブラ ル タ ル 基地 の 直下 に 位置 し て いる 
政治 的 に は プラ ント (ザフト ) 寄り で ある た め 
勢力 園内 の リビア 砂 漢 近 都 に お いて レジ スタ 
ンス 組織 「 明 け の 砂漠 」 の 活動 が 活発 で ある 


| アラ スカ 基地 
| ALASKA BASE 


地球 連合 本 部 基地 。 地球 連合 軍 の 中 枢 で あ 
る 統合 最高 司令 部 が 置か れ 、 通称 「JOSH-A 
(Joint Supreme Headauarters-Alaska) 」 
と 呼ば れる 。 ア ー ク エン ジェ ル は ザフト の 追撃 
を 逃れ て アラ スカ 基地 を 目指 し た が 、 到 着 第 
宇宙 艦隊 所 属 か ら ア ラス カ 守 備 隊 に 再 配属 さ 
れ た 。 これ は スト ライ ク の パイ ロッ ト が コ 
イタ ー と な ど 、 加 合 の 上 層 部 (の 主 
流 で ある 反 コ ー デ ィ ネイ ター 組織 ブル ー コ スモ 
ス ) に と っ て 不都合 な 面 が あっ た こと か ら 、 ザ フ 
ト も ろ と も 抹殺 し よう と し た た めで ある 。 ザフト の 
「 オ ペレ ーション ・ ス ピッ トブ レイ ク ] を 事前 に 
塞 知 し て いた 連合 上 層 部 は 、 基 地 の 地下 に 
大 量 破 域 兵器 サイ クロ ブス を 仕 潮 け て お り 、 ザ 
フト の 侵攻 部 隊 と アー クエ : を 一 綱 打 尽 
に する 計画 を 立て る 


rh 
ALLEY CATHIM 


プラ ント 最高 評議 会 を 構成 する 講 員 の ひび とり 
議員 は 他 に タッ ド ・ エ ルス マン 、 オー 7 
イト 、 ヘル マン ・ グ ー ル ド 、 ルイ ー ズ ・ ラ イト ナ - 
パー セル ・ ジ ェ セ ッ ク 、 ジェ レミ ー・ マ クス ウェ ル 、 
アイ リー ンカ ナー バ 、 エ ザ リ ア ・ ジ ュー ル 、 ユ ー リ ・ 
アマ ルフ ィ な ど が いる 。 プラ ント 最 会 
や が て シー ゲル ・ ク ライ ン ら 穏健 派 を 追い や り . 
起 進 派 で ある る パト リッ ク ・ ザ ラ の 独裁 体制 
突き 進ん で いく 。 結 局 の 
争 に 突き 進む ブラ ント を 止め られ な か 


下位 の 60 
堪 長 や 書記 を 当 


アル ・ ジ ャ イリ ー 


地球 連合 と ザフト の 双方 に 通じ る ブロー カー 
か な り の 割高 で は あっ た も の の 、 ザ フト の 勢力 
園 で ある アフ リカ 共同 体 に 降下 し た アー クエ ン 
ジェ ル に 水 や 食料 武器 弾 薬 を 提供 し た 。 レ 
ジス タン ス 組織 「 明 け の 砂漠 ] の リー ダー、 サ 
イー ブ ・ ア シュ マン と は 深い 因 緑 が ある よう だ 
サイ ー ブ は 侵略 者 に 抵抗 する 道 を 選ん . 


| アル ・ ダ ・ フ ラガ | 
AL DA FLLAGA 


ムウ ・ ラ ・ フ ラガ の 父親 。 アル は 自分 の 妻子 
甘 子 工学 者 の ユー レ 
ン ・ ヒ ビ キ 博 士 と 接触 。 富 と 
る べく 、 研 究 資金 る 鮨 に 信 
ロー ン 培 養 を 依頼 し た 。 こう し て 誕生 し た の が 
ラウ ・ ル ・ ク ルー ゼ で ある 。 た だ し クロ ー 
養 は 不 完全 な も の で あり 、 ク ルー ゼ は 通常 の 
人 間 よ り 老化 が 早い と いう 業 を 負う こと と な っ 
た 。 アル の 父 慢 な 所 業 は 、 ク ルー セ が 世界 と 
人 人間 す べ て を 恨む 原因 と な っ て し まう 


アル テ ミ ス 
ARTEMIS 


地球 連合 の 参加 国 で ある ユー ラ シ ア 連 邦 
L3 に 有する 軍事 要塞 。 戦略 的 な 価値 は 低 し 
も の の 、 い か な る 物質 、 エ ネル ギー の 透 遇 も 
無効 化す る 全 方 位 光波 防御 帯 を 持つ の が 
微 。 大 西洋 連邦 の 機密 を 探る た め ア ー ク エン 
ル と スト ライ ク ガ ンダ ム を 拘束 し た が 、 師 中 
し て きた クル ー ゼ 隊 の 攻撃 を 受 
害 が 発生 し た 。 


| アル テ ミ ス の 傘 
| UMBRELLA OF ARTEMIS 


アル テ ミ ス 基 地 に 設置 され た 防御 設備 。 一 度 
展開 する と あら ゆる 物質 、 エ ネル ギー の 透過 を 
無効 化す る 絶対 的 な 防 便 フ ィ ー ル ド を 形成 す 
る 。 その 能力 が 基地 要員 の 過信 を 生み 、 
ジュ コロ イド を 展開 し た ブリ ッ ツガ ンダ ム の 侵入 
を 許し て し まう 。 そし て 内 部 か ら 光 波 防 御 考 発 
装置 破壊 され 、 ザ フト の 攻撃 を 受け る こと 
て し まっ た 。 発生 装置 は 複数 備わり 、 そ 
に よっ て 基地 全体 を 覆う 。 この た め 一 郭 を 
開放 し て 艦艇 等 の 出入 り も 可能 で ある 、 


| アル バト ロス 
ALBATROSS 


オーブ 軍 の 大 型 飛 行 艇 。 相当 量 の 貨物 や 人 
し の 要請 
イク ガン ダム 


の 残骸 を 回 収 し た こと も あ 


本 


ーー 


アル バト ロス 1 
国家 で が: 


前 通 ・ サ ン ライ ズ 
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アン チビ ー ム 爆 
ANTLBEAM DEPTH-CHARGE | 


アー クエ ンジ ェ ル に 搭載 され た 防御 兵 装 の ひと 
つ 。 爆発 する と ビー ム を 吸収 ・ 提 乱す る 粒子 
状 物質 を 散布 する 。 


アン ドリ ュー・ バ ルト フェ ルド | 


ANDOREW WALDFELD 


ザフト 地上 部 隊 の 指揮 官 。 アフ リカ 地区 の バ 
ナディ ー ヤ を 本 手 と する 、 バル ト フ ェ ルド 隊 隊 長 
で ある 。 地上 戦艦 レセ ッ プ ス を 指揮 する が 、 戦 
士 と し て の 血 が 騒ぐ の か 自ら MS を 駆っ て 乾 場 
る こと も あっ た 。 スト ライ ク ガ ンダ ム の パイ 
ロッ ト が コー ディ ネイ ター だ と 見 抜い て 興味 を 抱 
き 、 キラ ・ ヤ マト と 接触 。 戦う 理由 を 問い 掛け り 、 
「 そ の 意味 を 考え る きっ か け を : 物 
5 ある 。 乗 機 の ラ ゴ ウ は 複 座 で 、 バル ト フ ェ ル 
ド が 操縦 を 担い 、 深 関係 に あ * 
トナ ー の アイ シャ が ガン ナー を 務め , 

ンジ ェ ル と の 決戦 で アイ シャ を 失っ て し 
バルト フ ェ ル ド 自 身 も 職 死 し た か 
、 重傷 を 負い な が ら も 生 通 。 プラ 
ント で 身体 を 痺 や し て お り 、 パ トリ ッ ク ・ ザ ラ | 
新 半 戦 艇 エタ ー ナ ル の 艦長 と し て 起 月 され : 
帰 の 時 を 待っ て いた 。 だ が 、 そ の 実は 部 下 の 


| イー ゲル シュ テル ン | 


IGELSTELUNG 


75mm 対 空自 動 バル カン 砲 培 シ ステ ム 。 第 1 
期 GATX シ リー ズ 、 通 称 「G」 の 内 装 火 器 で 、 
頭 部 側面 に 搭載 され て いる 。 火 力 は 低い た め 
実体 弾 に 対す る 防 視 や 字 制 な ど に 用 いら れる 
が 、 本 体 に 装備 され た 唯一 の 射撃 兵器 で あ 
る 。 な お 、 ア ー ク エン ジェ ル も 同 規格 の 近接 対 
空 防御 火器 が 装備 され て いる 。 


イー ジス ガン ダム 
し AEGIS GUNDAM 


型式 番号 GAT-X303。 地球 連合 軍 の 大 西洋 
連邦 に 所 属す る 機 住 だ が 、 ヘ リオ ポリ ス を 措 撃 
フト に よっ て 専 取 さ れ 、 ザフト の 戦 
力 ヒ し て 利用 され た 。 第 1 期 GAT-X シ リー ズ の 
中 で 唯一 可変 機構 を 備え 、 巡 航 形 態 / 砲 軸 
形態 の 2 種 の MA 形態 に 変形 可能 。 この 松村 
は 本 来 、 ア ー ム で 艦船 を 畑 み 、 腹 部 メガ 粒子 
砲 580mm 複 列 位相 エネ ルギー 砲 「 ス キュ ラ ] 
で 撃破 する た め に 考案 され た も の だ が 、 対 MS 
戦闘 に お いて も 多用 され た 。 他 に は 両 腕 に 内 
蔵 型 ビー ム サ ー ベ ル 、260mm ビ ー ム ライ フル 、 
イー ゲル シュ テル ン を 装備 し 、 極 め て 高い 攻撃 
力 を 発揮 する 。 スト ライ ク ガ ンダ ム と の 交戦 に 
お いて 、 相 手 を アー ム で 挟み 込ん だ まま 自爆 、 
機体 は 大 確 し た 。 パイ ロッ ト は アス ラン ・ ザ ラ 。 


【 イ ー ジ スガ ンダ ム 】 高 
が 可能 な MA 

と 変形 で きる 、 
撃 機 で 

可変 機構 そ を 実 


| イザ ー ク ・ ジ ュー ル | 
| YZAK JULE 


(ED nD5 mg02 


ウィ リア ム ・ サ ザー ラン ド | 
WILLIAM SUTHERLAND | 


「G」 替 取 作戦 に 参加 し た クル ー セ 隊 の MS パ 
イロ ッ ト 。 母親 は 急進 派 の ブラ ント 最高 評議 
全 議 員 エ ザ リ ア ・ ジ ュー ル で あり 、 ナ チュ ラル 
見 を 持つ 。 非常 に プラ イド が 高く 、 ア スラ 
・ ザ ラ に 対し て 対抗 意識 を あか ら さ ま に 奏 
す 。 スト ライ ク ガ ンダ ム と の 戦い で 顔 に 傷 を 負っ 
こと か ら 激 し い 復 確 心 に 四 わ れ 、 執 畠 ま で 


に アー クエ ンジ ェ ル を 追撃 し の 戦い の 中 
で アス ラン と は 衝突 し て ば か り で あっ た が 、 仲 
間 の ニコ ル ・ ア マル フィ を 失い 、 信 , 


間 の 絆 を 感じ る よ て いく 。 そ 
の 後 、 ア ー ク エン ジェ ル に 捕らわれ た クル ー ゼ 
隊 の 仲間 で あり 親友 の ディ アッ カ ・ エ ルス マン 
と 戦場 で 再会 。 アー クエ ンジ ェ ル や クラ イン 派 
が 集まる 第 三 勢 力 に 身 を 寄せ た 彼 か ら 、 何 の 
た め に 戦う の か 問わ れ 、 す べ て の ナチ ュ ラル を 
排除 し よう と する ザフト (パト リッ ク ・ ザ ラ ) の 方 
針 に 疑念 を 抱く よう に な る 。 最終 的 に は 第 2 次 
ヤキ ン ・ ド ゥ ー エ 攻防 戦 で ディ アッ カ た ち に 手 を 
貸し 、 戦争 終結 の 一 相 を 担っ . 


[イザ ー ク ・ 
の 医療 技術 で あ 
は 消せ る も の の 、 取 
ま に し 、 ス トラ 
確 を 折っ 


| ヴィ ア ・ ヒ ビ キ 


| VIA HIBIKI 


ユー レン ・ ヒ ビ キ の 妻 に し て 、 キ ラ ・ ヤ マト の 実 
の 母親 。 最高 の コー ディ ネイ ター を 生み 出 そ う と 
我 が 子 を 実験 材料 に する ユー レン に 反対 する 
が 、 最 終 的 に 受精 卵 を 故 わ れ て し まう 。 し か し 、 
一 卵 性 の 双子 : め 、 ひ と つ は 人 工 子宮 
で スー パー コー ディ キイ ター (キラ ・ ヤ マト ) と し 
て 誕生 。 も う ひと つ は 母 褒 の まま ナチ ュ ラ ル の 
女の子 (カガリ ユラ アス ハ ) と し て 生ん で いる 


地球 連合 軍 大 佐 。 ブ ルー コス モス の 一 員 で も 
ある 。 アラ スカ 基地 の JOSH-A に 辿り 着い 
ル を 査問 会 で 叶 責 し た 。 オペ 


侵攻 する ザフト だ け で な く 、 自 軍 も 中 路 な く サ イ 
クロ プス の 暴走 に 巻き 込ん だ 


ヴェ サリ ウス 
VESALIUS 


ザフト の 誇る ナス カ 級 高速 戦闘 艦 で あり 、 ク 
ルー セ 隊 の 旗艦 。 主 兵 装 は 120mm 単 装 高 エ 
ネル ギー 収束 火 線 砲 。 艦 体 中 央 ニア カ 
タツ v ト を 設置 し て お り 、MS 母 艦 と し て も 機能 
する 。 艦長 は アデ ス 。 


ウズ ミ ・ ナ ラ ・ ア ス 八 


カガリ ・ ユ ラ ・ ア スハ の 養父 に し て オー ブ 連 合 
首長 国 の 代表 。 オー ブ は 「 眠 れる 獅子 ] と 形 
容 さ れ た 洪 在 的 力量 の ある 国家 で 、 C.E58 に 
代表 首長 と な っ た ウズ ミ は オー ブ を 強国 へ と 成 
長 させ た 立役者 と 言え る 。 その 手腕 か ら 「 オ ー 


ブ の 獅子 ] と 呼ば れ て お り 、 中 立 宣言 を 行っ 
て 国家 の 理念 に 所 えた 人 物 で も ある 。 地球 連 


合 軍 の 「G] 開発 に ヘリ オ ポ リ ス が 関与 し て い 
た こと の 責任 を 取り 、 代 表 の 座 を 退 い た 。 だ が 
発言 は 絶大 で あり 、 ア ー ク エン ジェ ル る を 厄介 
払い する 高官 た ちの 意見 を 一 距 す る ほど で あ 
る 。 だ が 地球 連合 へ の 協力 要請 を 拒否 し た 
め 、 中 立 で ある オー ブ も 連合 軍 の 攻撃 対象 と 
な っ て し まう 。 そこ で ウズ ミ は 、 ア ー ク エン ジェ ル 
と 鳩 カ ガリ に 平和 へ の 希望 を 託し て 宇宙 へ と 

下 後 、 連 合 に マス ドラ イ バ ー を 
施設 ご と 自爆 し て 還 ] 


え | 


エー ルス トラ イク ガン ダム | 
AILE STRIKE GUNDAM | 


スト ライ カー パッ ク の ひと っ 、 エー ルス トラ イカ ー 
パッ ク を 凌 稀 し た スト ライ ク ガ ンダ ム の 名 称 。 
エー ルス トラ イカ ー パ ッ ク は 3 基 の 大 型 ブ ー ス 
ター で 構成 され て お り 、 こ れ を 装備 する こと で 
空中 や 宇宙 空間 で の 栓 動 性 に 優れ た 機体 と 
な る 。 主 兵 装 に 57mm 高 エネ ルギー ビー ムラ イ 
フル を 装備 。 また 、 ビ ー ム サー ベル は エー ルス 
トラ イク バッ ク 装備 時 の み 使用 で きる 。 主 な 搭 
乗 者 は キラ ・ ヤ マト 、 ムウ ・ ラ ・ フ ラガ, 


エ ザ リア ・ ジ ュー ル | 


プラ ント 最高 評議 会 の | 員 | 、 

ト MS パ イロ ッ ト の イザ ー ク ・ ジ ュー ル の 母親 。 | 
人 の 上 に 立つ 者 の 厳し さと 母親 と し て の 優し さ | 
を 併せ 持っ て いる 。 第 2 次 ヤキ ン ・ ド ゥ ー エ 攻 
防戦 で は 、 ジ ェ ネ シス で 指 探 を 畔 る バト リッ ク 
ザラ に 代わ り 、 プラ ント で 指揮 を 担当 し た 。 


に タテ チル | 
ETERNAL | 


ザフト で 開発 ・ 建 造 され た 最新 録 宇宙 戦艦 
だ が クラ イン : われ 、 ラ クス ・ ク ライ ン の 
鹿 乗 和 工 と し て 第 三 勢力 の 一 覧 を 担っ た 。 フリ ー 
ダム ガン ダム と ジャ ステ ィ ス ガン ダム の 運用 を 
前 提 と し た 専用 盤 で あり 、 原 子 炉 の 整備 機 村 
を も 有する 。 対 艦 べ 対 MS 用 ミサ イル を 多数 扶 
載 。 疾 長 は [砂漠 の 虎 」 と 呼ば れ て いた アン ド 
リュ ー・ バ ルト フェ ルド , 


Evidence01 
Evidence01 


「 エ ヴィ デン ス ゼ ロワ ン 」 と 読む 。 ジョ ー ジ ・ グ レ 
ン を 船長 と する 木星 探査 船 が 発見 し て 回 収 し 
た 化石 で : 地球 以外 で 発生 し た 生命 体 の 証 
換 。 外 宇 軍 か ら 飛 来 し た 防 石 か ら 大 型 生物 の 
化石 が 発見 され た 。 外 観 が 翼 を 持っ た クシ 
に 似 て いる こと か 
と 呼ば れる こと も あ 


| M69 パル ルス 改 ・ 
| 特 火 重 粒子 砲 


ザフト の 主力 MS ジン 本 時 等 で 装 
備 する 大 型 ビー ム 砲 。 MS と 同 サ イズ の 砲身 か 

ら 発 され る エネ ルギー は コロ 
る ほど の 威力 を 有する 。 


で 3 発 分 の エネ レギ ー し か な い 。 | 


| M68 キャ ッ ト ゥ ス 
| 500mm 無 反動 砲 | 


| M68 バル デュ ス 3 連装 


短 距 離 誘導 弾 発射 筒 
ザフト の 主力 MS ジン が 装備 する ミサ イル 
ポッド 。 拠点 制圧 用 の 重 爆 撃 装 備 で 。 D 
(Dastruction) 装備 に 分 類 さ れる 。 枕 部 の 
ハー ド ポ イン ト に 装 汗 さ れる の で 、 機体 の 可動 
範 団 に 寺 渉 する こと は な い 。 


M66 キャ ニス 
短 距 離 誘導 弾 発射 筒 


ザフト の 主力 MS ジン が 装備 する 複合 
ル ラ ンチ ャ ー。 ビー ムラ イフ ル な ど 
イブ の 武器 で 、 大 型 ミサ イル と 小型 ミサ イル を 
2 基 ず つ 搭 載 し て いる 。 特に 大 型 ミサ イル は 高 


アス トレ イ 
M1 ASTRAY 


ジン の オプ ショ ン 兵 装 の ひと つ で ある 無 反 動 
砲 。 高 成 力 を 誇り 、 対 艦 ." 対 要塞 用 と し て 用 


いら れる 。 使い 勝手 が 良く 、 の ち に ジン 以外 の 
MS で も 運用 され た 。 


トゥ ス 500mm 押 反動 
アー クエ ンジ ェ ル と の 合 


ヘリ オ ポ リ ス で 密か に 開発 され た アス トレ イ を 
オー ブ で 量産 化し た MS。 第 1 期 GAT-X シ リー 
ズ を 参考 に する こと で 高い 機動 性 と 汎用 性 を 
獲得 し た 。 機体 自体 の お テン シ ャ ル も 高く 、 同 
時 期 に 開発 され た 地球 連合 軍 の スト ライ クダ 
ガー と 同等 か それ 以上 の 性 能 を 持つ 。 開発 当 
初 は 0S に 問題 が あり 満足 に 操縦 で き な か 
が 、 キ ラ ・ ヤ マト の 協力 で ナチ ュ ラル 用 の 0S 
が 完成 し 、 量産 化 に 成功 し た 。 オリ ジ ナ ル の ア 
スト レイ シリ ー ズ は 実験 的 な 要素 の 多い 機体 で 
あっ た が 、M1 ア スト レイ は オリ ジ ナ ル を 実用 に 
合わ せ て 再 設計 し た も の で 、 安 価 な が ら も 高い 
性 能 を 実現 し て いる 。 兵 装 は ビー ムラ イフ ル 、 
ビー ム サ ー ベ ル 、 イ ー ゲ ル シ ュ テル > 
に 対 ピ ビー ムコ ー テ ィング が 人 
意 され て いる が 、 PS 装甲 は 採用 すさ れ て いな い 。 
主 な 揉 給 者 は アサ ギ ・ コ ー ド ウェ ル 、 マ ユラ 


| エリ カ ・ シ モン ズ 
ERIKA SIMONS 


M1 ア スト レイ を 開発 し た 、 モ ル ゲン レー テ 社 の 
0S を 再 
協力 を 要請 し た , 


オー プ 侵 攻 時 に は 、 カガリ ・ 


ユラ ・ ア スハ に 同 
行 し 、 戦艦 クサ ナギ で 宇宙 に 脱出 し て いる 。 夫 


と 息子 の 三 人 暮らし で 、 息子 の 名 は リョ ウタ 


| エル 
eue 


アー クエ ンジ ェ ル に 救助 され た へ リオ ボリス 避 
差 民 の 女の子 。 ユニ ウス セブ ン の 死者 を 琶 め 
る 折り 花 を フレ イ ・ ア ルス ター た ちと 折り 、 そ の 
ひと つ を キラ に プレ ゼン ト し て いる 。 し か し 、 地 
環 降 下 途中 、 搭 乗 し た シャ トル を ザフト の イザ ー 
ク ・ ジ ュー ル に 撃墜 され て 命 を 落と し た : 


地球 連 含 軍 MA パ イロ ッ ト 、 ムウ ・ ラ ・ フ ラガ の 
異名 。 月 面 の エン デュ ミオ ン ・ ク レー タ 
し た ザフト と の 戦闘 (グリ マル ディ 戦線 
て 、 MA メビウス ゼロ で ジン を 5 機 撃破 し た 


と か 


5 この 名 が 付い た 。 以来 、 連 合 と ザフト 双方 に 
[エン デュ ミオ ン の 鷹 」 の 名 は 知れ 渡っ て いる 


ン ・ ホ ワイ ト | 


プラ ント 最高 議会 を 欄 成 する 問 員 。 中 立派 
が 急進 派 寄り の 立場 を 

物理 学者 で も あり 、N 

発明 し た 中 心 人 物 の ひど り と し て 知ら れる 


AEGIS SHIP (ORB) 


3 記 般 人 構造 (トリ マラ ン ) を 採用 | 
特徴 的 な オー ブ の 大 型 水上 戦闘 艦 。 同 サイ ズ 
態 に 比べ て 対 能 対空 戦闘 が 高く 、 私 側 と 艦 
尾 に は 3 基 の ヘリ ポー ト を 有する 。 オー ブ は 同 
Ecsta 領海 の 防衛 に 当たら せ た 。 


オー ブ 連 合 首長 | 
ORB SHEIKDOM UNION 


ブラ ント 地球 連合 軍 の どちら に も 与 し な い 南 
太平 洋 の 中 立国 家 。 中 立国 を 宣言 し た 場合 、 
自国 の 領域 を 相手 国 に 利用 させ な いと いう 義 
務 が 生じ る 。 その た め 非 武装 中 立 は 論理 的 
に 成立 し 得 ず 、 武装 を 余儀 な くさ れる こと と な 


オー プ 側 は 拒否 
的 な 態度 を 敵国 に 対す る 利 算 行為 と 判断 し た 
連合 に 侵攻 され 、 壊滅 的 な 被害 を 受け た 。 


・ ウ ロボ ロス 】 大 所 突 . 
ン 小隊 が 旧作 


し た 自作 ペッ トロ ボッ ト で 、 見 た 目 は 小型 四 足 
芝 。 ちょ っ と し た 荷物 を 運ぶ た め に 作ら れ た の 
『、 自分 の 体重 を 考え ず に 上 に 乗っ た ラク ス 
に 満 され て 、 ス クラ ッ プ に な りか けた と いう 経歴 
を 持つ (耐荷 重 は 約 10kg) 。 その 後 、 アス ラン 
が 直し て 現在 も 稼働 中 で ある 。 


オー ブ 連 合 首長 国領 内 に 浮か ぶ 小 島 。 モル 
ゲン レー テ 本 杜 と MS 開 代 施 訟 が ある た め 、 そ 
の 警戒 は 厳重 で あり 、 モ ル ゲン レー テ の 島 と も 
呼ば れる 。 また 、 物 資 搬送 用 の マス ドラ イ バ ー 
が 設置 され た 「 カ ク ヤ 島 ] も 近く 、 地 球 と 宇宙 
を 結ぶ 時 要 損 点 の ひと つ で も ある 。 地球 降 
る 戦闘 で 大 き な 損害 を 受け た 


う ザ フト の サラ 隊 は 、 同 導 が 還 わ れ た 場所 を ご 
の オノ ゴ ロ 島 で は な いか と 推 油 し 、 浴 入 し た こ 


オペ ベレ ーション ・ ウ ロボ ロス 
| OPERATION UROBOROS | | 


CE.70.04.01 に 発動 され た ザフト の 軍事 作 
戦 。 その 目的 は 赤道 付近 に 位置 する 宇宙 港 ・ 
軍事 基地 を 占領 する こと で 地球 と 宇宙 の 補給 
線 を 断ち 、 地 球 連合 軍 を 疲 幣 させ る と いう も の 
で ある 。 この 作戦 で N (ニュ ー ト ロン ) ジャ マー 
が 地球 に 投下 され 、 地 球 連合 国家 は 深 計 な 
エネ ルギー 不足 に 陥る こと と な っ た 。 な お 本 作 
戦は 、C.E.70.03 に お ける 初 の 地上 降下 作戦 

一 次 ビクトリア 攻防 戦 」 の 失敗 を 踏ま え 、 
万 全 を 期し て 行わ れ た 。 


EE me05 ser03 


オル ガ ・ サ ブナ ッ ク | 

OHGA SABNAK 
対 コ ー デ ィ ネ イタ ー 用 に 、 ブ ルー コス モス の 回 
主 ム ル タ ・ ア ズラ エル が 用 意 し た 、「 第 2 期 
GAT-X シ リー ズ 」 の パイ ロッ ト の ひと り 。 薬物 な 
ど に より 人 為 的 に 改造 まれ て お り 、 所 属す る 地 
球 連合 軍 内 で は 生体 CPU と いう 備品 搬 い と 
な っ て いる 。 3 人 の 生体 CPU の 中 で は リー ダー 
格 の よう な 存在 で 、 勢い の まま ! 
ト ・ ブ エル と シ : アン ドラ ス の 3 


で 、 フ リー ダム ガン ダム と ジャ ステ ィ ス 
ガン ダム の 連携 に 敗れ た 。 


| オペ レー ショ ン ・ ス ピ 小 ブレ イク 
| OPERATION SPITBREAK 


C.E.71.05.05 に 発動 され た ザフト の 軍事 作 
戦 。 表向き は オペ レー ショ ン ・ ウ ロボ ロス の 強 
化 案 し て パナ マ 宇 宙 港 を 攻略 する と いう も の 
だ っ た が 、 実 際 の 攻撃 目標 は 地球 連合 軍 の 


中 板 で ある アラ スカ 基地 JOSI 
こ を 急 敵 する こと で 戦況 を 一 気 に 打 開 し よう と | 
いう 作戦 で ある 。 極秘 で 進め られ た 用 意 周到 


と 言え る アラ スカ へ の 何 朋 作 戦 
真 の 作戦 目標 は 連合 軍 に 漏洩 し て いた の で あ 
る 。 これ に より 、 基 地 に 突入 し た 部 隊 は サイ ク 


ロ プ ス に よっ て 戦力 の 8 割 を 失う こと と な り 、 作 
想 は 失敗 に 施 わ っ た 。 


0.M.N. Enforcer | 
OMNILEnforcer | 


正式 名 称 は Oppose Militancy & Neutralize 
Invention Enforcer (抵抗 / 交 戦 無 力 化 

侵略 強制 執行 部 隊 )。 いわ ゆる 地球 連合 
軍 の 総称 で ある 。 反 ブ プラント 国 と プラ ント 宗 主 
国 に よっ て 構成 され て いる が 、 実 質 は 各国 軍 
隊 の 寄せ 集め で あり 、 互 い を 潜在 的 仮想 敵国 
と 見 て いる 。 


クル ー セ ゼ 隊 の ジン の パイ ロッ ト 。 へ リオ ボ リス 軍 
域 の 戦 開 で 、 ム ウ ・ ラ ・ フ ラガ 操る メビウス ゼ 


カー ク ・ ウ ッ ド | 


KIRK WOOD 


ザフト の バル ト フェ ルド 隊 に 所 属す る パク ゥ の 
パイ ロッ ト 。 スト ライ ク ガ ンダ ム と 交 終 中 、 アン ド 
リュ ー・ バ ルト フェ ルド の 命令 で 無理 矢 理 パ イ 
ロッ ト を 交代 させ られ た 。 


カー ペン タリ ア 基 地 


| カガリ ・ ユ ラ ・ ア スハ 


CAGALLI YULA ATHHA 


オー スト ラリ ア 大 陵 北 部 、 ク イー ンズ ラン ド と 
ノー ザン テリ リー に 踏 が る 湾 に 位置 する 、 ザ フ 
ト の 還 事 拠点 。 地上 侵攻 の 拠点 と な る 重要 
施設 で ある 。 


機 は カガリ ・ ユ ラ ・ ア スハ の 操 す る スカ イ 
ラン は 無人 島 に 湊 基 


GARM 


ル に 設立 され た 人 業 の 和 コー ディ ネイ ター 
の 人 工 出産 を 主 産業 に する ほか 、 人 工 子 富 を 
用 いた 最高 の コー ディ ネイ ター の 研究 を 進め で 
いた 。 キラ ・ ヤ マト の 本 当 の 肉親 、 ヒビ キ ( ユ ー 
レン & ヴ ィ ア ) 夫妻 は この 企業 の 研究 員 で ある 。 


か つて 「 高 槍 」 と 呼ば れ た 台湾 の 町 。 地球 
合 軍 の 基地 が 存在 し て いた が 、 オペ レー 
ウロ ボロ ス の 発動 に より ザフト に 占領 され た 。 


オー ブ 連 人 首長 園 の 代表 、 ウ ズミ ・ ナ ラ ・ ア 
スハ の 一 人 的 。 国 に 帰れ ば お 姫 様 だ が 正義 
感 溢れ る 勝気 な 性格 で 、 中 立 の オー ブ が 地球 
連合 の MS 開発 に 関係 し て いる と いう 噂 を 確か 
め る べく へ ヘリオ ポ リス を 訪れ た 際 、 ザフト の G」 
奪取 作戦 に 巻き 込ま れ た 。 地球 に 帰 直後 は 
オー ブ を 出 春 し 、 レ ジス タン ス 「 明 け の 砂漠 」 
に 参加 。 その 戦い の 最 中 アー クエ ンジ ェ ル と 
接触 し 、 行 動 を 共に する よう に な る 。 その 後 ア ー 
クエ ンジ ェ ル を 導い て オー ブ に 帰 通 。 連合 の 
侵攻 で オー ブ が 壊 減 し た 際 は 残存 勢力 と 共に 
宇宙 戦艦 クサ ナギ で 宇宙 に 逃れ 、 第 三 勢力 と 
し て 最終 決戦 に 参加 し た 。 キラ ・ ヤ マト と は 二 
卵 性 の 双子 で ナチ ュ ラル で ある 。 主 な 搭乗 機 
は スカ イグ ラス パー、 スト ライ クル ー ジ ュ 。 


5 | 庄 


KAGUYA 


独自 に 保有 する マス ドラ イー 施設 の 名 称 
パナ マ 基 地 を 攻略 され た 地球 連合 に と っ て 、 
宇宙 へ 進出 する た め に は マス ドラ イ バ パー が 総 
し か し オー プ は 連合 の 協 
力 妥 を 拓 し 、 連 合 の 保 を 招い た 。 


MES こる みす は 。 カヤ を 


| カズ イ ・ バ スカ ー ク 
| KUZZEY BUSKIRK 


へ リオ ボ リス に ある 工業 素 カ レッ ジ の 学生 だ っ 
た が 、 ザ フト の 中 撃 の 際 に アー クエ ンジ ェ ル へ 
と 避難 。 友 人 た ちと 共に 志願 し 、 通 信 担当 と 

ジ 気 の 型 い 性 格 だ っ 
た が 、 た ま に 口 を 衝 く 言葉 に は 鋭い 指摘 や 非 
難 が 込め られ て いた 。 そん な カズ イ は 、 溢 し さ を 
増す 戦闘 が 次 第 に 耐え 難く な り 、 最 終 的 に は 
アー クエ ンジ ェ ル を 降り て いる 。 


て 艇 を 降り た 


] 


GUND.AM 
| G.U.N.D.A.M 


キラ た ちの 指導 教官 。 教授 と し て 活動 する 傍 
ら 、 モ ル ゲ ン レ ー テ 社 に な ん ら か の 技術 協力 を 
し て いた と 思わ れる 。 


シア 級 MS 搭載 艦 の 1 條 で 、 ク 
ルー ゼ 隊 に 所 属す る 次 の 名 称 。 ヴェ サリ ウス 
に 従っ て ヘリ オ ポ リ ス 問 


熱 で て 場 骨 


| カラ ミ テ ィ ガ ンダ ム 
| CALAMITY GUNDAM 


第 1 期 GAT-X シ リー ズ の 閲 発 ・ 実 戦 デ ー タ を 
基 に 、 地 球 連合 軍 が 新た に 開発 し た 第 2 其 
GAT-X シ リー ズ の 内 の 1 機 。 X100 


後 紀 機 的 位置 付け の 「G] 
か ら の 砲戦 能力 に 特 化 し た 機体 で あり 、 層 に 
装備 され た 衝角 以外 は すべ て 大 型 火 問 を 搭載 
し て いる 。 背部 に 搭載 され た 125mm2 連 装 高 
エネ ルギー 長 射程 ビー ム 砲 [シュ ラー ク 」 の ほ 
か 、 プ ラズ マサ ボッ ト を 応用 し て 趣 高 示 人 
を 発射 する バズーカ砲 「 ト ー デ ス ブ ロッ ク 」 を 装 
備 し 、 全 火 器 を 一 斉 に 発 航 し た と き の 火力 は フ 
リー ダム ガン ダム に 次 ぐ ほど で ある 。 オー プ 攻 
路 戦 に 初 投入 され て 以来 、 数 々 の 戦闘 に 参加 
し た が 、 最 終 的 
ティ ア に コク ビッ ト を 綿 か れ て 撃破 され た . 
搭乗 者 は オル ガ ・ サ ブナ ッ ク 。 


に 地球 連合 の 大 西洋 連邦 が 開発 し 
た 第 1 期 GAT.X シ リー ズ 、 通 称 「G] だ が 、 そ 
の 正式 名 称 は 「General Unilateral Neuro- 
Link Dispersive Autonomic Maneuver の 
路 称 で ある 。 その デー タ を 共に ザフト が 開発 し た 
「G」 は 「Generation : Unsubdued Nuclear 
Drive/Assaut Module complex」 を 正式 名 
称 と し た 。 ど ちら の 場合 も 頭 文字 を 並べ る と 
GULN.D.AM (= ガン ダム ) と な る 。 


ガン バレ ル 
し GUNBARREL 


メ ビ ピウス ゼロ に 4 基 搭 載 され で い る 有線 式 攻 撃 
端末 。 スラ スタ ー と 2 連装 実弾 得 を 内 蔵 し て お 
リ 、 本 体 と は 別個 に 行動 し な が 攻撃 を 仕掛け 
る こと が 可能 【 オ ー ル レン ジ 攻 撃 )。 これ に より 
メビウス ゼロ は 単体 で も MS に 匹敵 する 戦闘 能 
力 を 発揮 し た 。 その 反面 、 の 2 が 22 提 作 
に は 特殊 な 空間 認識 能力 を 持 
必要 で 、「G] 奪取 の 当時 は ムウ ・ ラ 

を は じ め と する 少数 の 人 物 し か 扱え な か っ : 


CHA + ン ライズ 


127-28 


128-29 


機動 戦士 ガン ダム SEED 


救命 ボッ ド 


C.E. に お ける 宇宙 艦 能 に 標準 装備 され て いる 
非常 用 脱出 装置 。 ブロ ッ ク 型 の ポッ ド 内 部 に 
は 人 間 が 数 名 入れ る スペ ー ス が 用 意 され 、 内 
蔵 し た 生命 雑 持 装 置 に よっ て 脱出 後 も 数 日 間 
は 生存 が 可能 。 た だ し 自力 航行 する だ け の 出 
カ は な く 、 ビー コン を 頼り に 外部 か ら 発見 され る 
の を 待つ の み で ある 。 物資 不足 
ウス セブ プン 跡 地 に で て 寅 給 を 試み た 
エン ジェ ル は 、 その 際 に ラク ス ・ ク ライ ン が 乗っ 
た 教 命 ポ ッ ド を 捨 っ た 


キラ の 両親 (養父 母 ) 


PARENTS OF KIRA 


キラ ・ ヤ マト の 両親 (ハル マ & カ リ ダ ・ ヤ マト ) は 、 
実際 に は キラ と 血 の 整 がり の な い 養 父 待 で あ 
る 。 実 の 父母 (ユー レン & ヴ ィ ア ・ ヒ ビ キ ) は ブ 
ルー コス モス の 凶 弾 に 倒れ た が 、 残 され た キラ 
と カガリ の 双子 は 、 ヴ ィ ア の 妹 の カリ : 
取ら れ た 。 だ が 、 コ ー デ ィ ネ イタ ー と ナ - 
に 分 か れ た 双子 の 行く 未 を 案じ た カリ ダ は 、 カ 
ガリ を オー プ 代 表 ウ フッ 
た の で 


キラ ・ ヤ マト 。 


KIRA YAMATO 


ビー ムラ イフ ル 
の 戦 開 


を 軽く 法衣 し 


能力 の 高き を 


| グゥ ル | 


SHEET 4 


| クス イィ フィア ス ・ レ ー ル 他 


| XiPHIAS RAL CANNON | 


オー ブ 連 合 首長 園 の 中 立 コ ロニ ー・ へ リオ ポ 
リス に 住む 学生 。 ザフト の クル ー ゼ 隊 が ヘリ 
オ ボ ポリ ス を 柚 貞 し た 限 に 、 偶然 か ら 地球 連合 
軍 の 新型 MS スト ライ ク ガ ンダ ム に 搭乗 。 その 


ー ヒ の 死 を 目 の 当 た 
、 これ まで 本 気 で 戦え な か っ た ア 
役 意 を 向け る 。 この 戦い で 瀬 
は 平和 を 望む 盲目 の 導師 マル キ 
プラ ント の 歌姫 ラウ ス ・ ク ライ ン 
の 下 へ と 運ば れ 傷 を 席 す 。 そこ で 戦う 意味 を 見 
出し た キラ は ザフト の 新型 機 フ リー ダム ガン ダム 
を ラク ス か ら 託 され 、 地 球 へ 降下 。 連合 か 5 苑 
脱し た アー クエ ンジ ェ ル を 救い オー プ ブ に 身 を 寄 
せる 。 その 後 、 想 い を 同じ くし た アス ラン 
ス 、 アー クエ ンジ ェ ル の 仲間 た ち 、 カガリ ・ ユ ラ ・ 
アス ハ ら オー プ 残 党 と 共に 、 連合 か ら も ザフト 
か ら も 独立 し た 第 三 勢力 と な り 、 両 陣営 の 戦 
争 を 終結 させ る た め 戦 っ た 。 主 な 搭乗 機 は スト 
ライ ク ガ ンダ ム 、 フ リー ダム ガン ダム 。 な お キラ 
は 、 遺 伝 子 工学 者 の 区 ユー レン 博士 が 生み 出 
究極 の コー ディ ネイ ター 「 ス ー パ ー コ 


オ に 助け られ 


ネイ ター」 の 唯一 の 成功 例 で ある 


考慮 し た 流 線 形 の シル エッ ト を 採用 し 、 さ ら に 
腕 部 と 脚 部 を 機体 内 に 収容 し て 高い 巡航 性 
能 を 発 探す る 。 水中 で は 減退 率 が 激しい ビー 
ム 兵 器 の 代わ り k 
弾 兵 器 を 複数 装備 
器 は 超 音 波 砲 と も 言え る フォ ノン メー ザー 砲 で 
ある 。 これ ら の 武器 は 水中 戦 だ け で な く 対 空 
戦闘 に も 利用 で き 、 海上 を 飛行 する アー クエ ン 
ジェ ル へ の 攻撃 に 用 いら れ た 


MS 支援 空中 機動 飛翔 体 と 呼ば れる サポ ー ト 
機 。 飛行 能力 を 持た な い MS に 空中 機動 性 
を 付加 する た め に ザフト が 開発 し た 機体 で 、 
MS1 機 を 載せ : 飛行 可能 。 機体 両用 
イル ポッ ド が 設置 され 、 攻 撃 力 の 増加 
役 買っ て いる , 


クサ ナギ 
KUSANAGI 


オー ブ が 所 有する イズ モ 級 宇宙 艦 の 艦 名 。 通 
褒 は オー ブ 本 国 と ヘリ オ ポ リス 間 に お ける 物資 
や 人 上 員 の 輸送 に 用 いら れる 。 艦 体 は 各 ブ ロッ 
ク が 独立 し た 構造 と な っ て お り 、 マス ドラ イ バ ー 
出さ れる カー ゴ 部 分 に 、 戦 闘 ブロ ッ ク と エ 
ンジ ン ・ ナ セル を 設置 する と 戦 開 艦 と し て も 機 
能 す る (ちな み に ア ー ク エン ジェ ル は 、 イズ モ 級 
に MS 運用 能力 を 付加 し た 戦闘 艦 と し て 開発 さ 
れ た と 言わ れ て いる ) 連合 軍 の オー プ 島 
攻 か ら 脱出 後 、 第 三 勢力 に 所 属す る 艦 と し て 
戦闘 に 参加 。 主 に M1 アス トレ イ の 母艦 と し て 
活躍 し た 


ドッ キン グ 後 は カガリ ・ 
ル や エタ 


ン 】 愉 開 転 計器 


型式 番号 MM-M15。 フリ ー ダ ム ガ ンダ ム の 両 
訂 部 に 設置 され た レー ル ガ ン で ある 。 普段 は 
砲身 が 折り 時 まれ 、 テ ー ル パイン ダー と し て 機 
体制 御 に 用 いら れる 。 砲身 を 展開 する と フリ ー 


速 さ れ た 実体 弾 を 高速 で 角 
背部 パイ ンダ ー に 設置 され 


名 。 MS 格納 用 ドラ イチ ュー ブ 4 基 と VTOL ( 垂 
直 難 着陸 ) 戦闘 機 用 ドラ イチ ュー ブ 4 基 を 有 す 
る 。 さら に 垂直 カタ パル ト も 3 基 備 え 、 水 中 空 
母 と し て 高い 運用 性 能 を 発揮 する 。 武装 面 で 
は 対空 ミサ イル や 魚雷 発射 管 を 多数 装備 し 、 
戦闘 能 と し て の 能力 も ; 


C.E.70、 月 を 二分 し た 地球 連合 と ザフト の 一 
連 の 月 面 戦線 を 指す 。 両者 は グリ マル ディ ・ 
クレ ー タ ー を 境 に 小 名 り 合い を 線 り 返し て し 
が 、6 月 2 日 、 エ ン デ ュ ミ オン ・ ク レー 
営 さ れ た 連合 の 資源 供給 基地 を 3 
な 戦闘 が 発生 。 MS を 投入 し 
3 能 隊 を 壊 流さ せ た が 、 連 合 が 暴走 させ た サイ 
で も 壊 減 的 な 被害 を 被っ 
た ム 


装 ビ ピア サー ロッ ク の 通称 。 これ は 、 ワ イヤ ー 付 
き の ク ロー を 射出 し て 標的 を 捕獲 する と いう 兵 
装 で ある 。 また 標的 の 動 さ を 封じ る だ け で な 
装 早 の 副 い 部 分 | 


ラー ジュ コロ イド を 搭載 し た プリッ ツ は 隠密 行動 
を 視野 に 入れ た 機 休 で ある た め 、 そ の 用 
適し た 兵 装 が 施さ れ て いる 、 


【 グ レイ プ ニ ー ル 】 ビア サ 
搭載 きれ て お 
ロー ル 


) に お ける クロ 
個人 の クロ ー 
出す の は ほぼ 不可 能 で あ , 
財力 と 政治 力 を 有する アル ・ ダ 
の 権力 と 財力 を 自ら ちの クロ ー ン に 託す こと を 決 
意 。 優秀 な 遺伝 子 工学 者 で ある ユー レン ・ ヒ 
ビ キ 博 士 の 助力 を 得 て 、 密か に クロ ー ン を 議 生 
させ た 。 それ が ラウ ・ ル ・ ク ルー ゼ で ある 。 し か 
し クル ー ゼ に は 極端 に 寿命 が 短い と いう 致命 
的 欠陥 が あっ た 。 その 事実 を 知っ た クル ー ゼ 
は 、 アル ・ ダ ・ フ ラガ へ の 人 眉 み を 増大 させ た 


は 癒し い 規制 下 に あり 


ディ ネイ ター の 研究 
アル は 英 大 な 次 


| クロ ト ・ ブ エル 
| CROT BUER 


プルー コスモス の 盟主 ハル タ ・ ア ズラ エル の 秘 
蔵 っ 子 で ある 3 人 の 生体 CPU の ひと り 。 好戦 的 
な 性 格 で 、 戦 い が 】 と 味方 を 有 那 魔 抜い する 
ほど 維 中 する 傾向 に ちる 。 その 際 に は 「 必 殺 上 
「 抹 竹 「 撃 減 | と 叫び な が ら 財 癌 を 行っ た 
る オー ブ 侵 攻 に 投入 され て 以来 、 
ル と 数 度 に 百 る 戦闘 を 線 り 広げ 
た が 、 第 2 次 ヤキ ン ・ ド ゥ ー エ 攻防 戦 の 中 で 、 ザ 
フト の イザ ー ク ・ ジ ュー ル に 討た れ て 戦死 し た 
主 な 挫 乗 機 は レイ ダー ガン ダム 


グン グ 


| GUNGNIR 


何 層 に も 重ね た 肉 を 衣 り 焼き に し て 、 薄 く スラ 
イス し た も の に 特製 ソー ス を 掛け て 食べ る トル 
コ 料 理 。 牛肉 を 使っ た も の を ド ネ ル ・ ケ バブ 


羊肉 を 使っ ・ ケ バブ と 呼ば れる , 
年 号 が CE 、 地 元 に 密着 し た 
伝統 料理 が 廃れ る こと は な か っ た よう だ 。 


ケー ファ ー ツ ヴァ イ 


KAEFER ZWEI 


地球 連合 軍 パナ マ 基 地 才 蜂 戦 に 際 し 、 ザ フト 
が 投入 し た 新兵 器 。 パナ マ 宇 宙 港 の マス ドラ 
イ バ ー 「 ポ ル タ ・ パ ナマ 」 の 破壊 を 目論ん だ も 
常に 強力 な EMP ( 電 
磁 パ ルス ) に より 、 電 子 回 路 の み を 破壊 する と 
いう も の で ある 。 EMP の 有効 範囲 内 


施し て いな か っ た パナ マ 基 地 と | 
ご と に く 行動 不能 と な り 、 ザ フト [ 
に 北 減 され る こと に な っ た の だ 


ジン に 代わ る 次 期 主力 MS と し て ザフト が 開発 
し た 機体 開発 に 際 し て は 、 へ リオ ポリ ス で 鶴 
取 し た 4 機 の 「G」 を 解析 する こと で 得 た 新 技 
術 を 積極 的 に 導入 。 それ に より ザフト で 初め て 
ビー ムラ イフ ル を 装備 し た MS と な っ た 。 主 な 搭 
乗 者 は ラウ ・ ル ・ ク ルー セ 


地球 連合 軍 の パイ ロッ ト 。 ムウ ・ ラ ・ フ ラガ と 


共に 「G] の バイ ロッ ト の 護衛 と し て ヘリ オ ポ リ 


ス に 入 洪 し た 。 MA メビウス に 搭乗 する 


115mm2 連 装 条 角 砲 。 カ 
装備 する 攻防 両用 の 盾 ( 攻 誕 シス テム 
る 。 負 机 昔 で 成 力 を 発揮 する 2 連装 実体 因 奏 
と 接近 戦 用 の 衝角 (ラム ) を 組み 合わ せ た も の 
で 、 戦況 に 応じ て 使い 分 ける こと が で きる 。 さら 
の 表面 に は 対 ビー ム 処理 が 施さ れ 、 防 御 
用 と し て も 高い 信頼 性 を 発揮 する , 


| 「 ケ ルフ ス 旋 回 式 機関 砲 


CERVUS TURRET GUN 


ジャ ステ ィ ス ガン ダム が 背部 に 搭載 する MS 支 
所 空中 機動 飛 雪 体 ファ トゥ ム -00( ダ ブル オー) 
に 装備 され た 実体 紹 兵 問 。 口径 は 小さ いも の 
の 連射 性 に 優れ 、 支 援 攻撃 や 素 制 な ど 多 目 
的 に 使用 で きる 汎用 性 の 高い 兵器 で ある , 


| みみ 2RY イ ディ イッ ヒュ ルン シ ツ ァ ニ 
GESCHMEIDIG PANZER 


ンカ ガン ダム の 両 肩 に 装備 され 
ルギー 信 向 装甲 。 プリ ッ ツ ガン ダム の ミラ 
コロ イド を 応用 し た 技術 で あり 、 特 残 な 力 場 に 


よっ て ビー ム の 軌道 を 歪 由 させ る こと が で きる 
その た め 敵 の ビー ム 攻 撃 に 対す る 総 対 的 な 慎 
と し て 機能 する 。 さら に 自 機 の 誘導 ブラ ズ マ 砲 
「 フ レス ベル グ 」 の 軌道 を 牌 曲 させ 、 予想 外 
の 方 向 か ら 攻撃 を 仕掛 ける こと も 可能 で ある , 


高 エネ ルギー 収束 火 線 ラ イフ ル 
94mm HIGH-ENERGY BEAM RIFLE 


K 力 と 射程 を 有する 
30mm ガ ン ラ 
武器 の 特性 を 変化 さ 
エネ ルギー 収束 火 


128-30 


呈す ン 


129-31 


機動 戦士 ガン ダム SEED 


サー ダー ト ] を 内 蔵 する 
用 可能 な 武装 と 言 


が 、 他 の 盾 と 比べ る と サイ ズ は 大 


COSMIC ERA 


ビー ム サ ー ベ ル や ビー ムラ イフ ル と いっ た 攻撃 地球 連合 軍 第 8 艦隊 所 属 宇宙 戦艦 モン ト ゴ 


兵 装 を 内 蔵 し た 盾 の 総称 。 地球 連合 軍 の 大 | メリ ィ の 艦長 。 先 貴 艦隊 を 率い て 、 ヘ リオ ボリ 
西洋 連 孝 が ヘリ オ ポ リ ス で 極秘 開発 し て い ス を 脱出 し た アー クエ ンジ ェ ル と の 接触 を 図っ 
5 機 の 「G] の うち 、 ブリ ッ ツガ ンダ ム に 搭載 され | た 。 能 隊 指 控 を 託さ れる だ け あっ て 優秀 な 手 


た 「 ト リ ケ ロ ス ] が 攻 モ 盾 シス テム と し て の ハ 
プリッツ ガン ダム は ザフト に 奪わ れ 


腕 の 持ち 主 な の だ が 、 ア ー ク エン ジェ ル と の 合 
流 直前 、 ク ルー ゼ 隊 の 急 席 


め 、 攻 と 盾 シス テム の 開発 デー タ も ザフト が 
所 有する こと に な り 、 戦 争 後期 に は 、 ザ フト 製 
MS に も この シス テム を 搭載 し た 機体 が 見 受け 


られ る よう 


コー ディ ネイ ター 
COORDINATOR 
遺伝 子 調整 に よっ て 肉体 的 ・ 頭 脳 
的 に 優秀 な 人 科 対し て 、 遺伝子 


操作 を 受け て いな い 人 間 は ナチ ュ ラ ル と 呼 | 
る )。 な お 、 第 二 世 代 同 士 の 出生 率 は 極端 に 
低下 し 、 種 と し て 早く も 閉 案 し た 現実 が 突き 付 
けら れ て いる 。 C.E.15、 人 類 最 初 の コー ディ ネ 
イタ ー で ある ジョ ー ジ ・ グ レン が 木星 探査 の 途 
中 で 自ら の 出自 を 公開 し て 以来 、 そ の 存在 が 


世に 知ら れる こと に な っ た 。 き 5 に ジョ ー ジ ・ タ クレ | | KOJRO MURDOCK 

な は 遺伝 子 操作 情報 も 公開 し た た め 、 自 ら ) ーー 
伝 子 調整 を 望む 者 が 急増 し た 。 し か | アー クエ ンジ ェ ル の 整備 士 で 、 隊 級 は 曹長 (の 
ネイ ター の 優れ た 能力 に 恐れ と 奴 和 を 抱く と 同 | ち に 少尉 )。 ヘリ オ ボ ポリス 脱 出 時 か ら アー クエ ン 
時 に 、 反 発する 者 も 多く 、 各 地 で 反 コ ー デ ィ ネ | ジェ ル に 乗 比 し 、 艇 が 地球 連合 か ら 離反 し て 
イタ ー 運 動 が 多発 。 プルー コ スモ ス に 代表 され | 独立 部 職 と な っ て か ら も 艦 を 下り る こと な く 、 艦 
る 、 過 激 団体 まで 現れ る に 至っ た 。 つま り ジョ ー の 整備 を 担当 し た 。 損傷 の 絶え な い ア ー ク エ 
ジ ・ グ レン の 告白 は 、 望 み に 反し 人 類 に 新 し ジェ ル が 最後 まで 無事 生き 残れ た の は 、 マー 


い 差 別 意識 を 生み 出す も の で も あ - 
る 。 その 後 コ ー デ ィ ネ イタ ー の 


ドッ ク と 彼 が 指揮 する 整備 班 の 尽力 が あっ : 
ある 。 スト ライ クタ ガン ダム の 搭乗 者 で 


ラン ト と 呼ば れ 
移住 し た が 、 反 コー ディ ネイ 
ょ る こと は な か っ た 。 そし て 
)、 ユ ニウス セブ ン へ の 核 攻撃 ( 血 の バ 
レン タイ ン 事件 ) を きっ か け に 
と ナチ ュ ラ ル の 対立 は 


発 の た め 建 造 が 始ま っ て いた ] 
る 新型 コ 


ある キラ ・ ヤ マト を 「 坊 主 」 と 呼び 、 一 人 前 の 
パイ ロッ ト と し て 扱っ て いた 


が 下 炎 


CE .。 西暦 に 代わ っ て 新しく 制定 され た 
前 世紀 末 、 民 族 間 紛 争 や 宗教 戦争 の 激 人 
伴っ て 再 構築 戦争 (第 三次 世界 大 戦 ) が 勃発 
この 戦争 終結 後 、 国 連 主導 の 下 に 新暦 と し て 
制定 され た の が C.E. で ある 。 CE. 元 年 と され 7 


の は 中 央 アジ ア 貫 絢 カ シミ ー ル 地方 で 最後 の 
核 が 使わ れ た 年 で あり 、 こ れ を 機 に 双 争 終結 
の 気運 が : 念 し た た め と され て い 
る , また CE01 以 前 に つい て は 古い 年 号 を 用 
い ず 、 CE 一 (マイ ナス ) 〇 つ 〇 と 表記 され る 
ゴット フリ ー ト Mk7 1 


GOTTFRIED Mk71 


地球 連合 軍 の 強 紅 機動 特 装 艦 アー クエ ン 
ジェ ル の 甲板 に 設け られ た 主 座 名 称 
は 225om2 連 装 高 エ ネル ギー 収束 火 線 砲 
右 戴 と 左 般 に 各 1 門 ずつ 搭載 され 、 右 航 供 
を 1 番 、 左 般 給 塔 2 番 と 呼ぶ 。 通常 は 艦内 
に 格納 され て いる が 、 使 用 時 に は 砲 内 基部 が 
せり 出す と 共に 砲身 が 伸び 、 発射 般 勢 を 取る 
こと に な る 。 ビー ム 砲 の た め 火 力 に 優れ る が 、 
設置 場所 の 関係 で 射 界 が 限定 され て し まう . 


D5 


SHEET D5 


が 格 生 する 以前 
ネイ ター の 対立 の 


イア = カカ 


SSIGH ARGYLE 


アー クエ ンジ ェ ル の CIC を 担当 する 少年 。 元々 
は へ リオ ボリ ス の 工業 カレ ッ ジ に 通う 学生 で あ 
り 、 キ ラ ・ ヤ マト と は セミ 仲間 で ある 。 ヘリ オ 
リス か 避難 する 過程 で ダー クエ ンジ ェ ル に 身 
を 寄せ た サイ は 、 キ ラ が ひと り で 戦う 事態 と な っ 
た た め 自 分 た ち も 何 か 協 力 し よう と 、 臨時 クル 
と し て 地球 連合 軍 に 入隊 し た 。 アー クタ エンジ: 
ら 離 反し た 時 に は 自ら の : 
志 で 艦 に 残り 、 戦 乱 の 終結 
た 。 親 同 士 が 決め た 婚約 者 で 3 


| コリ ント ス M114 
| CORINTH M114 


アー クエ ンジ ェ ル の 艦 尾 大 型 ミサ イル 発射 管 か 

イル で 、 対 空 防御 ミサ イル ト 

分 類 さ れる 。 AI を 搭載 し て いる た め さ ま ざ 

戦術 に 対応 で きる 。 ナタ ル ・ パ ジル ー ル は 「 自 

立 制御 パター ン B」 の 使用 で アン ブッ シュ 作戦 

を 尾 開 し た 。 これ に より ミラ ー ジ ュ コ ロイ ド を 展 
に だ ブリッツ ガン ダム を 迎撃 し た の で ある , 


トス M1 14】 弾 体 の サイ ズ 
ル 
EM 


| SAHIB ASHMAN 


北ア フリ カ の 夏 漠 地帯 を 支配 下 に 収め る ザ フ 
ト の パル ト フ ェ ル ド 隊 に 抵抗 する レジ スタ ンス 
組織 「 明 け の 砂漠 」 の リー ダー。 オー ブ 連 合 
首長 国 の 代表 ウズ ミ ・ ナ ラ ・ ア スハ と は 旧知 
の 仲 で あり 、 国 を 飛び 出し た カガリ ・ ユ ラ ・ ア 
スハ の 監督 を 密か に 任 さ れ て いた 。 カガリ が す 
ん な り と 「 明 け の 砂漠 」 に 迎え 入れ られ た の は 
その た めで ある 。 無骨 に 見 える が 高い 教養 の 
持ち 主 で あり 、 優れ た 統率 力 を 発 探し た 。 


IP Ed | 


| サイ クロ プス 


| cycLoPs 


地球 連合 軍 が 、 便秘 裏 に JOSH-A (地球 連 
合 軍 ア ラス カ 基 地 ) の 地下 に 設置 し て いた 兵 
器 。 基本 的 な 原理 は 、 強 力 な マイ クロ 波 を 照 


射す る こと で 対象 の 水分 子 を 励起 し 、 そ れ に 
よっ て 発生 し た で 焼 炊 す る と いう も の で 
ある 。 生体 に 対し て 用 いる と 血 流 が 明 時 に 沸 


騰 し て 内 体 が 硫 裂 し 、 舞 機 物 も 角 射 式 に よっ 
て 物理 的 尼 壊 起こ す 。 さ : クロ 波 の 穫 
断 は 困難 で 内 に ある も の は 南 味 方 の 
区 別 な く 破壊 的 ダメ ー ジ を 受け る と いう 無 差別 
兵器 で ある 。 本 来 は レア メタ ル 採 握 用 に 用 い 
られ て いた の だ が 、CE.70.06.02、 月 面 の エ 
クレ ー タ ー の 攻防 戦 で 連合 軍 が 
その 破壊 力 は 凄まじ く 、 兵 器 と し 


Fk 
zu00T 


ザフト が 地球 人 攻 の 裕和 階 5 投 入 し た 窒 
撃 戦 用 MS。 厳密 に は MS と いう より 移動 砲台 
と し て の 傾向 が 強く 、 両 記 に 装備 し た 2 連 キ ャ 
ノン 砲 を 用 いた 火力 支援 を f 
突撃 機 鍼 や 2 連 副 砲 を 有 し 、 火力 の ; 


| 砂漠 の 虎 
DESERT TIGER 


アフ リカ 北部 の ザフト の 地上 駐 久 軍 、 バ ルト フェ 
ルド 隊 隊 長 ア ンド リュ ー・ バ ルト フェ ルド の 異名 
C.E.70 の スエ ズ 攻 防戦 に お いて 、 パ ルト フェ 
ルド は 四 足 獣 型 WS パ クゥ を 用 いて 多大 な 戦果 
を 挙げ る 。 これ に より ザフト は アフ リカ の 北 か ら 
南 に 向かっ て 勢力 を 拡大 し 、 lk 
ド は 「 秦 注 の 虎 ] と 呼ば れる よう に な っ : 


[Zodiac Allance of Freedom Treaty」 ( 邊 
由 条 約 黄道 同盟 ) 。 C.E. (コス ミッ ク ・ イ ラ ) に 
お ける コー ディ ネイ ター の 独立 国家 「 プ ブラ ント 」 
の 政治 結社 で あり 、 一 般 的 に は プラ ント の 国 
軍 を 示す 。 ザ フト に 参加 する 兵士 た ち は 全員 
義勇 兵 で あり 、 本 来 な ら 別 の 隊 を 持っ で いる 。 
そん な 人 々 が 地球 連合 の 圧政 に 対抗 す > 
主 的 に 立ち 上 が り 、 ザ フト が 成立 し た の で ある 。 
その た め ザ フト に 階級 は な く 、 構 成員 は 肩書 き 
の み で 呼ば れ て いる 。 組織 の 意思 決定 は 、 プ 
ラン ト の 部 門 を 代表 する 責任 者 
され た 最高 評議 会 に 委ね られ て いる 
球 連合 と の 戦闘 が 激化 する と 、 国防 委員 長 パ 
トリ ッ ク ・ ザ ラ を 中 心 と する 一 部 の 強硬 派 議員 
議会 を 掌握 。 さら に 穏健 派 で あ 
ル ・ ク ライ ン の 任期 切れ か ら パ トリ ッ ク が 議長 
に 就任 し た 結果 、 ザ フト は パト リッ ク の 私 兵 に 
成り 下がっ た 。 また ラウ ・ ル ・ ク ルー ゼ の よう 
に 独自 の 行動 (連合 と の 密通 も 辞 さ な い は 
を 行う 士官 も お り 、 結 成 の 志 は 高く と も 、 必 ず 
し も 一 枚 岩 の 組織 で は な う で ある 。 


し 


シー ゲル ・ ク ライ ン 


会 アプ リリ ウス 市 代表 委員 
クラ イン の 父 で も ある 。 C.E.68 に 
会 K の 主 漠 的 人 
物 ヒ し て プラ ント と 地球 連合 の 更 末 突 を 回 選 
し ょ うと カ を 尽く し 『、CE.70 の 「 自 の 
パレ ンタ イン ] 事件 勤 発 後 、 墨 友 で あっ た 国 
防 委 員 長 バト リッ ク ・ ザ うと 度々 衝突 する よう 
|、 徹 底 抗戦 を 唱え る 世 議 の 流 に 押さ れ 、 
長 選挙 で その 座 を パト リッ ク に 譲る 
て 以後 は 独自 に 連合 と の | 
和 を 目指 し 、 ア イリ ー ン ・ カ ナー パ を は じ め と す 
る 穏健 派 議員 た ちと 水面 下 で 活動 を 行 
娘 ラ クス が フリ ー ダ ム ガ ン ダム の 強 礁 を 手 


ゲル も 指名 手配 され 、 最 
の 者 に よっ て 書 清 され て し まう 。 


「G] 強奪 作戦 


中 立国 で ある オー プ の コロ ニー、 へ リオ ボリ ス 
で 建造 され た 地球 連合 製 MS 「 第 1 期 GAT-X 
シリ ー ズ ] (コー ド ネ ー ム 「G]) の 奪取 を 目論ん 
だ ザフト の 作戦 。 ラウ ・ ル ・ ク ルー ゼ 率 いる 「 ク 
」 隊 に よっ て 実行 に 移さ れ た 本 作戦 は 、 
5 機 の 「G] の うち 4 機 (デュ エル パス ター 

プリッツ イージス) の 強奪 に 成功 し た 。 し か し 
残さ れ た スト ライ ク ガ ンダ ム の 奪取 は 果たせ ず 、 
その 機体 は 「G」 の 運用 母艦 で ある アー クエ ン 
ジェ ル と 共に ヘリ オ ポ ボリ ス か ら 難 脱 す る 。 その 
後 、 キ ラ ・ ヤ マト が 搭乗 し た スト ライ ク は 、 追 撃 
を 掛け る クル ー ゼ 隊 の 前 に 競 度 と な く 立ち は だ 
か る こと と な る の で も し クル ー ゼ 隊 が ス 
トラ イク の 強 鶴 に も 成功 し て いた ら 、 そ の 後 の 
戦局 は 大 きく 変わ っ て いた だ ろう 


| SEED 
| sEEp 


[Superior Evolutionary Element 
Destined-factor] の 路 。 「 種 の 進化 的 要素 を 
決定 づけ る 因子 | と 解 され て いる 。 C.E. に お け 
る 科学 力 を も っ て し て も 、 そ の 存在 は 実 中 され 
て いな いも の の 、 一 度 だ け 学 会 誌 に て 発表 さ 
れ 話題 を 呼ん だ 。 SEED が 発現 し た 者 は 「 人 
類 の ひと つ 先 の ステ ー ジ に 進む 」 可能 性 が あ 
る と され る が 、 そ れ が 具体 的 に どの よう な 欠 
を 持っ て いる か に 紛 々 と い : 
る 。 た だ し SEED の 発 チュ ラル 

ディ ネイ ター の 別 は な く 、 心 理 的 な 要素 が 引き 
鉄 に な っ て いる と 思わ れる 。 また SEED 発 現 後 
処理 速度 が 飛躍 的 
ある が 、 そ れ が 「 人 類 の ひと つ 先 の ス 
テー ジ に 進む ] こと と どの よう な 関連 性 が ある か 
も 判然 と し て いな い 。 キラ ・ ヤ マト や カガリ ・ ユ 
ラ ・ ア スハ な ど に SEED の 発現 が 見 られ た 


イ と 友達 の ミー シャ と 連 
う 疲 が 見 られ て いる 。 た 
レイ と は は ぐれ て し まっ 


ジェ ネ シ ス | 
GENESIS 


「Gamma Emission by Nuclear Explosion 
Stimulate nducing System]。 地球 連合 に 
対す る 切り 札 と し て 、 ザ フト が 秘密 裏 に 用 意 し 
て いた 超大 型 施設 。 本 来 は 右 星 間 航 行 用 宇 
宙 船 の 加速 装置 と し て 機能 する 予 
パト リッ ク ・ ザ ラ の 意向 に より 軍事 徴用 され 、 
Y (ガン マ ) 線 レ 射 装置 と な 
ン バ ー 部 分 と 集 部 分 で 構成 され 、 レー 
ザー を 照射 する 際 に は まず チャ ン バ ー 内 で 原子 
爆弾 を 爆発 させ る 。 その エネ ルギー を y 線 [ 
一 部 分 で 反射 ・ 集 来 。 さら に チ 
設置 され た 2 次 集束 ミラ ー で 反 
発射 な る 。 Y 線 は 透過 率 が 


童 きせ 、 
と ん どの 途 萬 物 を 突き 技 け る 。 また 減衰 する こ 
と が ほぼ な いた め 、 超 長 距離 射撃 に 最適 で あ 
り 、 ザ フト は 地球 上 や 月 面 の 連合 軍 施 設 の 攻 


撃 用 に ジェ ネン シス を 建造 し た と され て いる 。 また 
防 件 に も 優れ 、 通 常 は 施設 全体 に ミラ ー ジ 
コロ イド を 展開 し て 高い 秘匿 性 を 持つ 。 さら に 
射撃 時 に は 外壁 全体 に 用 いら れ た PS (フェ イ 
ズ シ フト ) 装 | 堅固 な 防御 力 を 発揮 し 
し か し 、 最 後 は ジャ ステ ィ ス ガン ダム の 自爆 
で 破壊 され た 


FI 


ャ シラ ィ ズ 129-32 


130-29 


機動 戦士 ガン ダム SEED 


地 百 連 合 宣 ユ 月 
軸 要 寒 ア ル テ ミ ス の 司令 官 を 務め る 飲 頭 の 男 
性 。 大 西洋 連邦 の 機密 で ある 「G」 (スト ライ ク 
ガン ダム ) の 情報 を 入手 し よう と 、 寄港 し た アー 
ンジ ェ ル と その 乗員 た ち を 拘束 し た 。 し か 


混乱 に 乗 
ル の 逃亡 を 許し て し まう 。 


クイ ン テ ィ リス 市 を 代表 する プラ ント 最高 # 
会 の メン バー で 、 議会 内 で は パト リッ ク ・ ザ ラ を 
中 心 と し た 急進 派 に 属し てい る 。 また 、 立法 委 
員 を 務め て いる が 、 立 法 委員 長 で ある アリ ー・ 
カシ ム は 程 健 洒 L る 


CGUE 


ザフト の 指揮 官 用 MS。 開発 当初 は ジン の 後 
紙 機 を 目指 し て お り 、 人 性能 は ジン を 上 回 っ て い 
る 。 と ころ が 、 量 産 に 至る 前 に 地球 連合 が 開 
期 GAT-X シ リー ズ 」 の デー タ が ザ 
フト に も た ら さ れる 。 その 結果 、 シ ダー で は 次 期 
主力 機 と し て は 作 能 不足 だ と 判断 され 、 実 際 
に は 後継 機 の 座 を ゲイ ツ に 追わ れる こと と な っ 


た 。 その た め 生産 は 総 小さ れ 、 少 数 が 指揮 官 
機 と し て 配備 され る に 留まっ た が 、 ジ ン の 上 位 
機 と し て 本 機 は 高い 戦果 を 残し た 。 武装 は スタ 


ンダ ー ド な も の が 搭載 され て いる が 、 本 機 独自 
の 装備 と し て は 「M7070 28mm パ ルカ ン シ ス 
テム 内 装 防 盾 」 が ある 。 これ は シー ルド と 実体 
汗 兵 器 を ミッ クス し た 攻防 一 体 の 複合 兵 装 で 
ある 。 主 な 搭乗 者 は ラウ ・ ル ・ ク ルー ゼ 


ジブ ラル タル 基地 

| GIBRALTAR BASE 

地上 に お ける ザフト の 拠点 の ひと つ 。 この 基地 
は 地中海 と 大 西洋 を 結ぶ ジブ ラル タル 海峡 の 
ヨー ロッ パ 側 に 位置 し て お り 、 戦 略 要 
な 要衝 で ある 。 さら に ジブ ラル タル 基地 は ザ フ 
ト の アフ リカ 方 面 軍 へ の 補給 任務 を 受け 持っ 
て お り 、 ア ー ク エン ジェ ル と スト ライ クタ ガン ダム 
攻略 に 手 を 焼く パリ ルト フェ ルド 隊 に ザウ ー ト を 回 
し た の も 、 この 基地 で ある 


ジャ ステ ィ ス ガン ダム 
JUSTICE GUNDAM 


C.E.71 に ザフト が 開発 し た 核 動力 搭載 型 MS 
の うち の 1 機 で 、 装 備 換装 型 強 尋 用 に 分 類 さ 
れる 。 分 類 の 元 と な っ た 本 機 の 特徴 と し て 、 背 
部 に 装 江 され た 空間 機動 MS 支援 兵 義 「 フ ァ 
トゥ ム -00 (ダブ ルオ ー) | が 。 
ガン ダム か ら 韻 操作 され る この 装備 は 、 本 体 
と 接続 する こと で 飛行 形態 や フラ イヤ ー 形 態 と 
いっ た SFS (サブ ・ フ ライ ト ・ シ ステ ム ) と し て 
の 運用 が 可能 で ある 。 さら に ジャ ステ ィ ス ガン ダ 
ム を 上 に 乗 リフ ター 搭乗 形態 を 取っ た り 
移動 砲台 と し て 単独 行動 さす る な ど 、 埋 況 に 
応じ て さま ざま な 運用 が 行え る よう に な っ で いる 
(パイ ロッ ト で ある アス ラン ・ ザ ラ は 分 封じ し: 
トゥ ム -00 を 較 と し 、 敵 を 幻惑 する 戦 
た )。 核 動 カ に プラ ス し て ファ トゥ ム -00 の 大 推 
カ を 得 た ジャ ステ ィ ス ガン ダム は 、 兄 郊 機 と 言 
える 核 動力 搭載 MS で ある フリ ー ダ ム ガ ン ダム 
と 同じ く 高い 機動 性 を 発 控 し 、 高 機動 能力 を 
活か し た 一 撃 苑 脱 戦法 を 得意 と し て いる 。 ま ; 
武装 は 主 兵 装 で ある ルプ ス ・ ビ ー ム ライ フル の 
ほか に 、MA-M01 ラ ケル タ ・ ビ ー ム サー ベル 
や ピー ム ブ ー メ ラン と し て 機能 する RQM51 バ 
モル な ど を 装備 。 さら に 強化 支援 ユニ ッ ト 
ティ ア 」 の 運用 も 可能 で ある 。 本 機 は フリ ー ダ 
ム ガ ンダ ム を 強奪 し た キラ ・ ヤ マト 追撃 の た め 、 
アス ラン に 与え られ た 


| JACKIE TONOMURA 


地球 連合 軍 の 仙 長 で 、 数 少な い ア ー ク エン 
ジェ ル 正 規 ク ルー の ひと り 。 本 来 は 管制 宮 で あ 
り 、 ア ー ク エン ジェ ル の コ ・ パ イロ ッ ト と し て 航 
法 管制 を 担当 する は ず し 人 員 不 足 
に より CIC で 案 敵 を 担当 する こと と な る (た だ し 
カズ イ ・ パ スカ ー ク が 下船 し て か ら は 本 来 の 管 
制 任務 に 就 い て いる )。 元 来 器用 な 性 格 だ っ た 
らし く 、 管制 か ら 索 敵 、 ソナ ー 手 と いっ た マル チ 
な 活躍 を 見 せ た 。 


シャ 三 ・ ア ンド ラス 
SHANI ANDRAS 


ムル タ ・ ア ズラ エル が 用 意 し た 3 人 の MS パイ 
ロッ ト (薬物 投与 と 外科 的 処置 に よっ て 薦 異 
的 な 身体 能力 を 獲得 し た 生体 CPU) の ひと り 
平時 は 無気力 か つ 退 廃 的 な 肢 囲 気 を 漂わ せ 
て いる が 、 戦 闘 で は 3 人 の 中 で 最も 残 尋 な 性 
格 を 起 呈 。 第 2 次 ヤキ ン ・ ド ウゥ ー エ 攻防 戦 
いて 、 デ ュ エル ガン ダム に ビー ム サ ー ベ ル で コ 
クビ ッ ト を 綱 か れ て 命 を 落と し た 。 ち な み に 長 
髪 の 下 の 瞳 は 右目 が 金色 、 左 目 が 柴 色 と いう 
ッ ド アイ の 持ち 主 で ある 。 主 な 搭乗 機 は フォ 


ビ ド ゥ ン ガ ンダ ム 。 


(ED 05 se 


モル ゲン レー テ 社 の テス ト パ イ ロッ ト で 、 アサ ギ ・ 
コー ドウ ェ ル や ・ ラ バッ ツ の 同僚 。 エリ 
カ ズ に 協力 し て M1 アメ トレ イ の 開発 を 
担っ て いた が 、 地 球 連合 軍 に よる オー プ 侵 攻 
を 皮切り と し て 実戦 に 参加 。 オノ ゴロ 島 壊 減 
後 は クサ ナギ で 宇宙 に 上 が り 、 ア ー ク エン 
ル や エタ ー ナ ル と 協力 し て 戦争 終結 に 
た 。 し か し 第 2 次 ヤキ ン ・ ド ゥ ー エ 攻防 戦 に お 
いて 機体 に 直撃 を 受け 、 命 を 落と し て いる 


地球 連合 大 西洋 連邦 事務 次 官 を 務め る 高官 
で 、 フ レイ ・ ア ルス ター の 令 親 。 娘 を 漠 受 し て 
お り 、 ヘ リオ ポリ ス の 崩壊 か ら 逃 れん た フレ イ が 
アー クエ ンジ ェ ル に 乗 能 し て いる と 知る と 、 先 
道 艇 隊 の モン ト ゴ メリ ィ に 乗り 込み 、 娘 の 下 へ 
と 急い だ 。 し か し モン ト ゴ メリ イィ は クル ー セ 隊 の 
民 刺 を 受け 、 彼 自身 も 能 と 運命 を 共に する 


ジョ ー ジ ・ グ レン 


| 
| 
| 
世界 初 の コー ディ ネイ ター と され る 人 物 。 若い 
頃 より 多様 な 分 野 で 成果 を 挙げ た こと か ら 万 
れ 、C:E.16 に は 自ら の 名 
木星 へ 
自分 が 道 伝 子 的 な 最適 
化 処置 を 受け た 「 コ ー デ ィ ネイ ター] と いう 存 
在 で ある と いう 出生 の 秘密 を 公 に し 、 そ の 技 
術 を 世界 に 公開 し た の で ある (の ち に 「 ジ ョ ー 
ジ ・ グ レン の 告白 ] と 呼ば れる ) 。 この 旅路 で 
[Evidence01」 と 名 付け られ た 地球 外 生 命 
体 の 証拠 と され る 化石 を 持ち 放っ た > < 
クレ ン は 、 C.E.53 に 暗殺 され て 命 を 落と す 。 


[p34 


| JOSH-A 
| JosHA | 


| ジン オー カー 


GINN OCHER 


ジョ シュ ア 。 アラ スカ に 設置 され た 地球 連合 
軍 の 中 枢 で ある 統合 最高 司令 部 を 指し 、 正 
式 名 称 は 「Joint Supreme Headquarters- 
Alaskal。 基地 施設 は 地下 に 硬 設 され て お 
外部 か ら の 位置 特定 は 困難 で ある 。 また 基地 | 
施設 を 理 う 厚い 岩 名 は 外部 か ら の 攻撃 に 対し 
高い 防御 能力 を 発揮 し 、 多 数 の 守備 隊 が 
配備 され た 基地 で ある 。 その た め ザ フト は 、「 オ 
ペレ ーション ・ ス ピッ トブ レイ ク ] で 連合 の パナ 
基地 に 侵攻 する と 見 せ 掛け 、 戦 力 を アラ ズ 
引き 離し て の 急 脇 を 電撃 的 に 決行 。 だ 
それ を 逆手 に 取っ た 連合 軍 大 佐 ウ ィ リア 
ム ・ サ ザー ラン ド は 基地 施設 も ろ と も 吉 軍 の 基 
減 を 計画 。 JOSH-A に 侵攻 を 開始 し た ザフト を 
み 、 サ イク ロブ プス を 用 いて 


ク は 、 ア 
いる 。 と は いえ 


ザフト が 開発 し た 主力 MS。 補助 動力 を 備え た 
外 箇 格式 の 宇宙 船 外用 作業 機器 を | 
て 兵器 に 転用 し 、CE.67 の プロ ト 
も っ て 本 格 的 に 量産 が 開始 され た 。 宇宙 地 
場所 に 影響 され な い 汎用 性 と さま ざ 
まな 武装 を 運用 で きる 拡張 性 を 有 し 、 ザ フト の 
初期 戦力 の 中 核 と な っ た 。 そし て ニュ ー ト ロン 
ジャ マー の 影響 下 で 無力 化し た 地球 較 合 軍 に 
対し て 、 圧 倒 的 な 力 を 発揮 | その 性 能 は | 
連合 軍 を は じ め と する 各 勢 力も 認め る と ころ で 
あり 、 の ち に 連合 軍 が 独自 開発 し た GAT シ リー 
ズ や オー ブ の MBF シ リー ズ も 、 そ の 根 昌 は 本 
機 を 参考 に し た と 言わ れれ て いる 。 な お 、 C.E.70 
当時 の 連合 軍 の 主 カ MA メビウス と 本 機 の 旨 
力 比 は 1 :5 と され て いる 。 た だ し 戦争 の 激化 
に 伴う 技術 革新 の 波 に つい て いけ ず 、 ビ ー ム 
兵器 を 標 汰 装備 し た ゲイ ツ な どの 次 世代 機 に 
押さ れ 、 主 力 の 座 を 裏 る こと と な っ た 。 主 な パ 
イロ ッ ト は ミゲル ・ ア イマ ン 。 


ジン の パリ エー ショ ン の ひと つ で 、 夏 漠 戦 に 特 
化し た 機体 。 彰 部 の 翼 形 スラ スタ ー を は じ め と 
する 宇宙 用 装備 を 排除 する と 同時 に 、 関 節 部 
や ダク ト 部 分 に 防 痢 処理 が 族 さ れ て いる 。 その 
た め 地 上 で の 行動 時 間 が 格段 に 延長 され てい 
る が 、 パ クゥ に 比べ る と 機動 性 に 劣る た め 、 埋 
闘 で は パク ゥ 隊 の 戦術 支援 を 行う こと が 多い 。 


い が バル ト フ ェ ルド の 
た の も 本 機 


[子宮 


キラ ・ ヤ マト の 実 の 父親 で ある ユー レン ・ ヒ ビ キ 
募り 出し た 機械 構造 の 子 害 。 最高 の コ 
ディ ネイ ター( ス ー パ ー コ ー デ ィ ネ イタ ー) の 誕生 
を 目 議 む ヒビ キ 博士 は 、 完 全 な 人 工 子宮 の 開 
発 に 没頭 し た 。 だ が 実験 は こと ご と く 失 敗 に 終 
わり 、 唯 一 の 成功 例 は 彼 自身 の 遺伝 子 を 受け 
継ぐ キラ ・ ヤ マト の み で あっ た 。 し か も 徳 の 研 
究 は ブル ー コ スモ ス か ら 危 険 視 さ れ 、 研究 資料 
と 共に 破壊 され て し まっ た 


ザフト が 開発 し た MS ジン の パリ エー ショ ン 機 。 
両 肩 に 大 型 レ ド ー ム を 増設 し 、 頭 部 セン サー も 
専用 装備 に 換装 する こと で 偵察 任務 に 対応 さ 
せ た も の で ある 。 また 案 義範 団 の 拡大 の 副 産 
物 と し て 攻撃 レン ジ も 広がっ た た め 、 実 弾 式 の 
大 口径 スナ イ パ ー ラ イフ ル を 携行 し 、 長 距 華 狙 
撃 任務 に 用 いら れる こと も ある 。 その 際 は パイ 
ロッ ト と 情報 収集 担当 の 2 名 で 運用 され る た め 、 
コク ピッ ト は 複 座 式 が 採用 され て いる 。 運用 記 
録 は あま り 残さ れ て いな い が 、 ユ ニウス セブ ン 
軍 域 で 消息 を 絶っ た ラク ス ・ ク ライ ン 捜 索 の た 
め に ユン ・ ロ ー 隊 が 用 いた と いう 記録 が ある 。 


【 ぇ カイ クラ スパ バー】 


| ジン ワスプ 
GINN WASP 


スカ イグ ラス パー 
SKY GRASPER | 


ジン を 水中 環境 で も 運用 で きる よう に 改装 し た 
派生 機 。 水中 戦闘 に 特 化し て いた グー ン や ゾ ノ 
と は 運用 法 が 異な り 、 主 に 浅 度 水 深 エ リア に 
限定 され た 哨 葉 ・ 案 敵 を 担う 。 洪水 性 能 や 機 
動 性 、 火 力 で 光る が 、 配 備 惹 の 少な いこ れ ら 
MS の サポ ボー ト 機 と し て 運用 され た 。 また ジン と 
バー ツ を 共通 する 部 分 が 多い た め 、 水中 用 MS 
と し て は 整備 性 に 優れ る と いう 特徴 を 有する 


(ズー パニ コー ディ ネイ ター 
| SUPER COORDINATOR 


キラ ・ ヤ マト と カガリ アス ハ の 実父 で 
ある ユー レン ・ ヒ ビ キ が 、 自 ら 開発 し た と 人工 子 
宮 を 用 いて 生み 出 そ うと し て いた 「 量 高 の コー 
ディ ネイ ター」 の こと (人 工 子宮 を 用 いた の は 、 
母体 と いう 不 確 実 要素 を 排除 する た め と 言わ 
れ て いる ) 。 た だ し 通常 の ロー ディ ネイ ター と の 
相違 点 は は っ きり し て お ら ず 、 ユ ー レ ン の 研究 
成果 は 彼 の 命 と 共に 失わ れ て し まっ た 。 また 研 
究 の 過程 で 数 々 の 悲劇 的 な 失敗 を 経 
れ 、 唯 一 の 成功 例 は キラ の み で ある 。 と は い 
え 、 ど の よう な 成果 を も っ て スー パー コー ディ ネ 
イタ ー を 定義 むる べき か は 未だ 判然 と し て いな 
い 。 た だ し ユー レン の 言葉 に よる と 、 彼 は 自ら 
の 子供 を 「 最 高 の 技術 で 最高 の コー ディ ネイ 
ター に する ] と 断言 し 、 そ の た め に 社会 的 地位 
や 名 声 を な け うっ て まで 研究 に 没頭 し た 。 


地球 連合 軍 が 開発 し た 大 気団 内 用 複 座 式 戦 
開 機 。 連合 宣 の 主力 戦闘 機 F-7D ス ピア ヘッ 
ド を ペー ス に 開発 され 、 第 1 甚 GATX シ リー ズ 
の 技術 を 取り 入れ て Mi 
性 能 を 獲得 。 その 上 で スト ライ カー パッ クシ ステ 
ム の 運用 機構 を 備え た 。 スト ライ ク ガ ンダ ム の 
支援 と 目的 と し て お り 、 機 休 後 部 に スト ライ カー 
パッ ク を 搭載 で きる 。 その た め 先 に 出撃 し た スト 
ライ ク ガ ンダ ム に 別 の スト ライ カー パッ ク を 運搬 
する こと で 、 さ ら な る 運用 の 柔軟 性 を 与え て い 
る (ムウ ・ ラ ・ フ ラガ は 本 機 を 「 運 び 屋 ] と 称し 
て いる ) 。 また 、 スカ イグ ラス パー は 搭載 し た ス 
トラ イカ ー パ ッ ク を 使用 可能 で ある 。 本 機 は 第 
8 能 秒 か ら ア ー ク エン ジュ ル に 3 機 搬入 され 、1 
号機 に は ムウ 、 2 号機 
(の ち に トー ル ・ ケ ー ニ ヒ ) が 
号機 は マー シャ ル 諸 島 で の 戦闘 で イー ジス ガン 
ダム に 撃墜 され 、 パ イロ ッ ト の トー ル と 共に 失わ 
れ た 


スキ ュ ラ 
SKYLLA 


腹部 固定 式 複 列 位相 エネ ルギー 砲 。 イー ジス 
ガン ダム の 腹部 に 搭載 され た 大 出力 ビー ム 砲 
主 に 対 艦 攻撃 兵 凌 と し て 開発 され た 。 ス 
を 使用 する 際 、 イー ジス ガン ダム は MA 
形態 (砲撃 形態 ) に 変形 する 必要 が ある 。 両 
手足 の クロ ー で 標的 を 固定 し 、 ゼロ 距離 か ら ス 
キュ ラ を 放っ て 確実 に 敵 を 仕留め る 戦法 が 可 
能 で ある 。 も っ と も スキ ュ ラ は 、 同 時期 の MS に 
搭載 され た 兵 装 の 中 で も 群 を 抜い た 火力 を 有 
し て いる 通常 の 射撃 で も 充分 な 破壊 
る 。 地球 連合 の 誇る 第 8 竣 職 と の 
で 、 イ ー ジ スガ ンダ ム は スキ ュ ラ を 用 いて 
複数 の 戦艦 を 撃沈 し た 


a サラ ィ z 130-30 


131-29 


機動 戦士 ガン ダム SEED 


スト ライ カー パッ ク 
STRIKER PACK 
スト ライ ク ガ ンダ ム に 用 意 され た 換装 可能 な 


パッ ク パ ッ ク 。 載 況 に 応じ て バッ ク パ ッ ク を 変更 
する こと で 、 ス トラ イク ガン ダム は 高い 汎用 性 を 
発 探す る 。 高 機動 型 の エ - 


ク 、 近接 格 開戦 を 重視 し ; 
信正 離 克 撃 戦 仕様 の ラン チャ ー ス トラ 
イカ ー バ パック の 3 タイ プ あ る 。 スト ライ カー パッ ク 
の 変更 は 専用 施設 を 備え た 場所 で 行う の が 通 
常 で あり 、 本 模 の 運用 母艦 で も ある アー クエ ン 
ジェ ル に は 自動 化 され た 換装 シス テム が 搭載 さ 
れ て いる 。 緊急 時 に は スト ライ カー パッ ク を 射出 
し 、 戦 闘 空域 で の 換 続 を 強行 する こと も で きる 
が 、 換装 の 豚 間 は 無防備 に な る 。 また 、 ス トラ 
イカ ー バ ッ ク の 運搬 を 行う 支援 機 スカ イグ ラス 
パー も 開発 され て いる 


スト ライ ク ガ ンダ ム 
STRIKE GUNDAM 


地球 連合 軍 所 属国 家 の 大 西洋 連邦 が モル 
発し た 第 1 期 GAT- ジ 

リー ズ の 1 機 。 基本 構造 に X100 系 フレ ー ム を 
で も 限り な く 人 

汎用 性 を 発 

揮 す る 。 また 「 ス トラ イカ ー パ ッ ク 」 と 呼ば れる 
換装 可能 な パッ ク バ ッ ク シ ステ ム を 採用 し 、 同 
し 機体 で あり な が ら スト ライ カー パッ ク を 変更 す 
る こと で きま ざま な 機能 を 付加 で きる の が 最大 
の 特徴 で ある 。 その 一 方 で 搭載 0S は 未完 成 
充分 に 引き 出 

だ が 、 と ある 偶然 か ら 

キラ ・ ヤ マト が OS を 調整 し て 実働 可 
キラ が フリ ー ダ ム ガ ン ダム に 

ル 用 に 変更 し て ム 


スト ライ クダ ガー 
STRIKE DAGGER 
ヘリ オ ボ リ ス で 誌 作れ た 第 1 凌 GAT.X シ リー 


ズ を 基 に 開発 され た 、 地 球 連合 軍 初 の 制式 
主 カ MS。 た だ し 「 ス トラ イク 」 の 名 を 冠 し て は い 


て も 、 スト ライ カー パッ ク の 運用 は 考慮 され て い 
な い 。 これ は 本 機 の 開発 時 期 が 埋 迫 し 
て い 当たっ て いた た め 、 生 産 性 を 最 優 


先 と し た た めで ある 。 その た め 必要 最低 限 の 
機体 能力 し か 持っ て いな い が 、 ビ ピー ム 兵 器 を 
標準 装備 し 、 ザ フト の ジン を 上 回 る 攻撃 力 を 発 
揮 し た 


スト ライ クル ー ジ ュ 
STRIKE ROUGE 


マー シャ ル 諸 島 で の 戦闘 で 半壊 し た スト ライ ク 

モル ゲン レー テ 社 に よっ て 修復 
その 際 | | パー ツ を 用 い 
て 組み 立て られ た 機体 。 その た め 外 見 は スト ラ 
イク ガン ダム と ほぼ 同じ で あり 、 ス トラ イカ ー バ : 
ク に も 対応 し て いる 。 た だ し 本 要 に は 新型 パッ 
テリ ー パ ッ ク 「 パ ワー エク ステ ンダ ー] が 搭載 さ 
れ 、PS (フェ イズ シフ ト ) 装甲 を 含む 機体 の 稼 
働 時 間 が 大 幅 に 延長 され た 。 その 影響 に より 
相 転 移 後 の 機体 色 は 赤 系 統 に 変化 し て いる , 
主 な 搭乗 者 は カガリ ・ ユ ラ ・ ア スハ 、 


イロ ッ ト も 問題 な く 操 継 て 


スペ ング ラー 級 MS 強 提 逢 | | 


地球 連合 軍 が 保 大 する 揚陸 艦艇 。 従来 の 強 | 
柚 揚 陸 艦 を 第 2 期 GAT-X シ リー ズ や スト ライ ク 
ダガー な どの MS 運用 が 可能 な よう に 改装 し た 
も の で 、 般 側 に MS ゲー ト を 増設 し て いる 。 ゲ 
ト は 喫水 線 の 上 に 設置 され て いる の 
し な が ら 5MS を 発 能 させ られ る の が 
プ へ の 侵攻 に お いて 投入 され た 


スレ ッ ジ ハマ ー 
SLEDGEHAMMER 


アー クエ ンジ ェ ル の 茎 尾 大 型 ミサ イル 発射 管 か 
ら 撃 た れる 艦 対 第 ミサ イル 。 発射 管 は 両 合 
わせ て 24 基 あり 、 迅 速 な 弾幕 の 展開 が 可能 
また 大 型 の 弾頭 を 使用 し て し 命中 す 
れ ば 多大 な 損害 を 与え られ る が 、 弾 速 が 遅い 
た め に 迎撃 され る 場合 も ある , 


地球 連合 を 構成 する 組織 の ひと つ で あり 、 イ ンド 


マレ ー シ アー タイ シン ガボール ニー イ ンド ネ シ 
ア 。 ペ トナ ム 。 カ ン ボ ジア な ど 東 南ア ジア 地域 
| 家 が 所 属し て いる 。 地球 連合 と ザフト の 軍 
還 条 突 が 本 格 化し た 際 は 中 立 姿勢 を 買い た 


ゼル マン 


クル ー ゼ 隊 に 所 属す る ロー ラ シ ア 爾 MS 搭載 
艦 ガ モ フ の 艦長 。 実直 な 軍 人 で あり 、 数 度 の 
交戦 で アー クエ ンジ ェ ル を 取り 逃がし 続け た こ 
と に 資 任 を 感じ て いた よう だ 。 その た め 地 球 連 
合 軍 第 8 艦隊 と の 地球 低 軌道 会 堪 で 身 族 艦 
に 接近 戦 を 政和 


PTETTTY3 
アル » 


| 戦闘 へ リコ ブタ ー 
| BATTLE HELICOPTER 
地球 連合 軍 の 戦闘 ヘリ コ プ タ ー 機体 下 
部 に 反転 ロー ター を 装備 する こと で 、 シ ャ ー プ 


ッ ト を 持つ に 至っ た 。 武装 は 機 音 の 
20mm バ ルカ ン 砲 と 尾久 部 分 の ミサ イル ラン 
チャ ー で 、 対地 攻撃 能力 に 特 化し て いる 


| 戦闘 へ リコ プター 
BATTLE HELICOPTER 


ザフト の 戦闘 ヘリ は 「 ア ジャ イル ] と 呼ば れる 
大 型 の シン グル ・ ロ ー タ ー を 搭載 し 、 テ ー ル ・ 


ロー ター は な いた め 、 排 ガス の 噴出 に よっ て 機 
体 の 反転 を 抑え て いる と 思わ れる 。 機 首 の ガト 
ン と 覧 端 の ハー| 


さ 


| 全 方 位 光 波 防御 帯 


地球 連合 の ユー ラ シ ア 連合 が 保有 する 軍事 
要 窪 「 ア ル テ ミス ] に 設置 され た 防御 設備 で 、 
通称 「 ア ル テ ミ ス の 座 ]。 あ ら 人 ゆる 物質 と エネ 
ルギー の 通過 を 無効 に する 絶対 防衛 フィ ー ル 
ド を 形成 し 、 こ の 設備 に よっ て アル テ ミ ス は ザ 


一 の 翌 吉 を 突 か れ て 、 ミラ ー ジ ュ コロ イド を 用 い 
ツガ ンダ ム の 侵入 を 許し て し まっ た 。 


| ソー ドス トラ イク ガン ダム 
| SWORD STRIKE GUNDAM 


ソー ドス トラ イカ ー パ ッ ク を 装備 し た スト ライ ク ガ 
ンダ ム の 呼び 名 。 近接 格 陸 戦 を 得意 と し 、 対 
開戦 や MS 同士 の 乱戦 に お ける 戦果 を 期待 
れる ほか 、 ヘ リオ ポリ ス 内 の 戦闘 の よう に コロ 
ニー へ の 指 害 を 最小 限 に する た め に 用 いら れ 
た こと も ある 。 主 兵 装 は 15.78m 対 第 刀 「 
ー ル 」。 これ は 実体 剣 で ある と 同時 
ーー ザー を 展開 で きる 大 型 剣 で あり 、 
一 撃 で 理 浮 も 両断 で きる 威力 を 持つ 。 また サ 
ブウ ェ ポ ン と し て 変幻 自在 な 軌道 を 描く ビー ム 
ブー メラ ン 「 マ イダ ス メ ッ サー ルド と 有線 
式 アン カー を 組み 合わ せ た ロケ ッ ト アン カー「 バ 
ン ツ ァ ー ア イ ゼ ン ] が 搭載 され て いる 。 


ソノ 

zo | 
ザフト が ケ 次 いで 開発 し た 水中 用 量産 
MS。 地球 連合 の 水中 用 MS の 台頭 を 予期 し 
て 開発 され た 機体 は 、 多 関節 の 腕 部 と それ に 
続く 巨大 な グロー を 有 し 、 水 中 で の 高い 格闘 
能力 を 獲得 し た 。 また 、 水 中 で は 「 人 巡航 形態 | 
形 す る こと で 機動 性 の 向上 を 図っ て いる 

主 に カー ペン タリ ア 茎 地 に 配備 さ 
ョ ン ・ ス ピッ トブ レイ ク ] 
令 部 JOSH-A 攻 略 に も 投入 され た 。 


| 大 西洋 連邦 


地球 連合 を 構成 する 連邦 国家 の ひと つ で あ 
り 、 プ ラン ト 理事 国 で も ある 。 南北 アメ リカ 大 
陸 を 勢力 下 に 置き 、 イ ギリ ス や アイ ル ラ ンド も 
構成 国 で ある 。 地球 連合 の 中 で も 特に 強大 な 
発言 権 を 有 し 、 実質 的 な 地球 連合 の 代弁 者 と 
た と ころ で ある 。 大 統領 は ジョ ゼ フ ・ コ ー プ 
ンド だ が 、 その 険 に は 反 コ ー デ ィ ネ キイ ター 組織 
「 ブ ルー コス モス 」 が 控え て お り 、 両 者 の 病 着 
が 大 西洋 連邦 の 発展 を 人 える 。 それ 
だ け に 大 西洋 連邦 で は 反 コ ー デ ィ ネ イタ ー 感 
情 が 他 の 連邦 より も 強く 、 ヘ リオ ボリス で 5 機 
の ガン ダム が 開発 され て いた の も 大 西洋 連邦 
の 指示 に よる も の で ある 。 


第 8 艦隊 


地球 連合 大 西洋 連邦 が 誇る 宇宙 能 隊 。 アガ 
メ ム ノ ン 拓 宇宙 母艦 「 メ ネ ラ オス ] を 旗艦 と し て 
お り 、 大 小 の 臣 艇 や 多数 の 搭載 艇 、M 
成 され で てい る 。 艦隊 を 預かる の は 智 括 と ! 
高い ハル バー トン 提 償 で あり 、 第 8 艦隊 が ザ フ 
ト か ら 一 目 置 か れる の は その 戦闘 能力 だ け で な 
く 、 ハ ル バ ー ト ン の 存在 が 大 きい と 言え る 
が クル ー ゼ 
戦 で メ ネ ラ オス は 苗 沈 。 艦隊 戦力 も 
害 を 受け る こと と な 


老人 。 民 の 代表 と い 
陣 の 奈 訪 的 な 役割 も 
ンス 組織 「 明 け の 夏 
た が 、 


に 


タッ ド ・ エ ルス マン 


ブラ リウ ス 市 を 代表 する プラ ン | 
の メン パー で 、 議 会 立派 に 属し て 

行政 委員 と いう 役職 を 与え られ て お 
・ 運 営 を 提 き 


洋 連合 


オー スト ラリ ア を 中 心 
アニ ア 庄 島 。 フ ィ リ ピン な ど で 構 成 さ れ て いる 
親 プ ラン ト の 姿勢 を 打ち 出し て お り 


邦 と は 緊張 状態 が 続い て いる ー ン 
ーー 一 
ーーー ニ ーー 
ダリ ダ ・ ロ ー ラ ル ハ ・ チ ャ ンド ヲ I 世 
DALIDA ROELAHA CHANDORA I 
地球 較 合 軍 の 価 長 で あり (の 
格 )、 ア ー ク エン ジェ 
子 工学 の 豊富 な 知 i 
ーー ル 不 在 の アラ スカ 
街 。 見 た 目 は | ド ・ ノ イマ ン と 協力 し 、 秀 を 守 地 か 
M 実は ザフト に 抵抗 する し > 軍 に 志願 し た ミリ アリ ア ・ ハ ウ た ち 学 生 の 教育 
スタ ンス 組織 「 明 け の 砂 漢 」 の 活動 拠点 で 係 も 担当 し 、 面倒 見 の 良さ を 覗か せ て いる 
り 、 捕 給 物 次 や 食料 が 著 積 させ て いる 。 その 
た め パ ルト フェ ルド 隊 の 凍 撃 を 受け 、 箇 は 全 減 
し て し まっ た 。 だ が 一 方 的 な 殺 杜 を 嫌う アン ド 
リュ ー・ パ ルト フェ ルド が 攻撃 前 に 退避 勧 告 を 
出し た た め 、 住民 に 被害 は 出 て いな い 。 
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地球 連合 


コー ディ ネイ ター で 構成 され た コ 
ラン ト ] の 人 台頭 を 危 恨 し た 地球 各国 家 に よっ て 
構成 され た 連合 組織 。 大 西洋 連邦 / ユ - 
アア 連 邦 / 東 アジ ア 共 和 国 南ア フリ カ 統 一 
機構 ご 南ア メリ カ 合衆国 な ど で 構 成 さ れ て お 
り 、 大 西洋 連邦 大 統領 が 実質 的 な 代表 と な っ 
て いる 。 し か し 完全 な 一 枚 涯 の 組織 で は な く 、 
プラ ント へ の 対応 や 国力 の 差 な どか ら 内 部 反 
目 が 多く 見 られ て いる 


地球 


OMNIEnforcer 


Im 
仙 


正式 名 称 は 「Onpose Militancy & Neutralize 
Invention Enforcer 。 地球 連合 
国家 の 軍 懇 に よっ て 編制 され 
る 。 その た め 横 の 連 的 弱く 、 


互い を 仮想 敵 と 
見 て いる 節 が ある 。 また 独 目 に 部 隊 編 制 や 新 


兵器 開発 を 寄せ 集め 部 隊 と し て の 感 
が 強い 。 と は いえ プラ ント と いう 共通 の 敵 を 有 し 
て お り 、 そ れ が 連合 軍 と し て の 機能 を 維持 させ 
て いた こと は 事実 で ある 


| 血 の バ レン タイ ン | 
| 


CE70、 し 間 和 755t 「 ユ ニウス セブ ン 」 が 、 


人 も の 人 が 要 わ れる こと と 
前 か ら プ ラン ト と 連合 は 交戦 状 
が 、 こ れ 以降 、 プ ラン ト 側 は 連合 に 対す る 徹底 
抗戦 実勢 を 打ち 出し 、 本 格 的 な 地球 保 攻 作戦 
り 出し て いる 。 ちな み に こ の 事件 を 引き 起こ 
し た の は 大 西洋 連邦 だ と され て いる が 、 裏 で は 
ブル ー コ スモ ス が 連合 を 動か し た と も 言わ れ て 
いる 。 連合 は 食料 生産 に よっ て プラ ント = コー 
ディ ネイ ター の 制御 を 試み よう と し て いた が 、 プ 


ラン ト は 独自 に 食料 生産 に 踏み 切 - その た 
め 運 合 は ユニ ウス セブ ン の 破壊 に よっ て 戦争 
の 早期 終結 を 目論む 。 だ が 、「 血 の パレ ンタ イ 


ン ] の 悲劇 は 逆 に プラ ント の 反発 を 招き 、 同 年 
18 日 に 独立 宣言 が な され る こと と な る 。 


つ 


ツィ オル コフスキー 
TSIOLKOVSKIY 


長 2.000m の 算 内 に は 遠心 を 利用 し た 人 工 
重力 ブロ ッ ク が 設け られ て いる 。 その ほか に も 
工業 ブロ ッ ク や 農業 ブロ ッ ク と いっ 
在 し 、 小 都市 と し て の 機能 を 備え た 
と わか りや すい 。 ちな み に 鯛 名 は 、 
帝政 ロシア に 生き た 


旧 世 紀 の 
物理 学者 コン スタ ン 
チン ・E・ ツ ィ オ ルコ フス キー に 由来 し て いる 。 


ロケ ッ ト 工 学 の 基礎 理論 を 構築 し 、「 宇 宙 旅 
行 の 父 ] と 呼ば れ た ツィ オル コフスキー の 業績 
に 、 木星 圏 へ の 遥か な 旅路 を 重ね 合わ せ た の 
か も し れ な い 


追悼 昧 霊 団 


き 起 こさ れ た 「 血 の パレ ンタ イン 」 
受 を 悼む 記 恋 式 典 の た め に 組織 


霊 田 は 壊 減 。 唯一 の 生き 残り と な っ た 
イン は アー クエ ンジ ェ ル に 回 収 され る 


ご し て いた 。 し が し 地道 人 と ブラン ト 間 の 
緊張 が 高まり 、 戦 争 勃 発 が 噂 され る よう | 
と 、 アス ラン は プラ ント に 施 逆 。 その 後 、 キ ラ も 
中 立国 オー ブ の 資源 衛星 「 ヘ リオ ポリ ス 」 に 移 
り 住ん だ 。 だ が それ か ら 8 年 後 、 ふ た り を 引合 
わせ る こと に な っ た の も 戦争 で ある と いう の は 
皮肉 な 事実 で ある 。 


(ED mg05 mm08 


| イィ アッ カ ・ エル スマ ン 肖 


園 DEARKA ELTHMAN | 


ザフト の 中 で も 特に 優れ た 
トレ ッ ド を 着用 する MS パイ | 父親 は ブラ ン 
ト 評議 会 議員 の タッ ド ・ エ ルス マン で ある 。 基 
本 的 に 陽気 な 性 格 だ が 好戦 的 な 面 が あり 、 ナ 
チュ ラル を 見 下 し て いる 。 クル ー ゼ 隊 に 所 属 
する ディ アッ カ は へ リオ ポリ ス 杜 撃 戦 で 地球 連 
合 製 の MS、 バ スタ ー ガ ンダ ム を 列 究 。 以後 は 
この 機体 の バイ ロッ ト と な り 、 ア ー ク エ : 
追撃 に 参加 し た 。 だ が 地球 降下 後 、 オ ー ブ 近 
海 で 発生 し た 戦闘 で アー クエ ンジ ェ ル の 捕虜 と 
な っ て し まっ た が 、 囚 ら わ れ の 身 と な っ た 間 の 

彼 の 心境 を 大 きく 変え る 
アリ ア ・ ハ ウ に ナイ フ で 斬り 
、 見 下 し て いた ナチ ュ ラル も 
自分 と 同じ 感情 を 持っ た 人 間 で ある と 実感 し た 
の で ある 。 アー クエ ンジ ェ ル が 連合 か ら 苑 反 し 
た 際 され た が 、 危機 に 陥っ た 
アー クエ ンジ ェ ル を 見 か ね て 助け に 入る 。 以 
は クサ ナギ や エタ ー ナ ル な ど で 構成 され た 第 
勢力 と し て 、 終 戦 ま で 戦い 抜い た の だ - 
な 搭乗 機 は バス ター ガン ダム 


与え られ る ザ フ 


に コ 


ティ リン グ 

オー ブ 軍 一 等 海 佐 で あり 、 弟 二 護 術 艇 群 の 艦 
隊 司 令 官 を 季 め る 人 物 。 状況 を 正確 に 読み 取 
り 、 的 確 な 行動 を 行う た め 、 部 下 か ら の 信頼 も 
厚い 。 ザフト の 追撃 を 逃れ る た め に オー ブ 領 海 
に 侵入 し た アー クエ ンジ ェ ル に 借 凌 柚 撃 を 加え 
た 上 で 助け た の も 、 彼 の 高度 な 政治 的 判断 に 
よる も の で ある 。 その 後 、 地球 連合 軍 の オー ブ 
侵攻 に 対し て 防 交戦 に 参加 し た が 、 乗 艦 と 運 
命 を 共に し た よう た 


アァ スハ 代表 


[デュ エル ガン ダム アサ 
朋 に 155mm レ 


記 | 語 誠 芝 

ディ ン | | デュ エル ガン ダム 

DINN | | | アサ ルト シュ ラウ ド 

es DUEL GUNDAM ASSAULT SHROUD 
ザフト が 開発 上 用 MS。 シグ ー を ペー ス = 


に し て いる た め 親 似 吉 が 多い も の の 、 単 体 で | デュ エル ガン ダム に 追加 半 四 ユ ニッ ト を 負 六 し 


の 飛行 能力 を 実現 する た め 背 部 に 3 対 の 大 型 | た 機体 。 トラ イク ガン ダム と の 戦闘 で 損傷 し た 
可変 正 を 備え る 。 また 頭 部 に は 整流 用 の エア | 際 、 機 体 の 修理 と 併せ て 装着 。 ジン な どの た め 
ロシェル を 装備 。 これ ら の パー ツ に よっ て MS と | に 開発 され た 「 ア サル トシ ュ ラウ ド ] と 呼ば れる 起 
し て は 突出 し た 空戦 能力 を 獲得 し た 。 機体 の 器 内 蔵 の 増加 装甲 を 装備 し 、 火 力 と 防御 力 の 


徹 度 的 な 軽量 化 に 伴っ て 装甲 が 簡略 化 され た | 向 


さら に アサ ルト シュ ラウ ド に は スラ 


た め 、 防御 力 は 低い 。 一 般 機 は 此 系 統 で 塗装 スタ ー も 内 蔵 さ れ て お り 、 機 体重 量 の 増加 に 伴 
され て いる が 、 ラ ウ ・ ル ・ ク ルー セ が 搭乗 う 機 動 性 の 低下 を 軽減 し て いる 。 た だ し 、 増 加 
機体 は 白 を 基調 と する 。 主 な 搭乗 者 は マル コ ・ 装甲 に PS 装甲 は 施さ れ て いな い 。 パイロット を 


モラ シム 、 ラウ ・ ル ・ ク ルー セ 。 務め る イザ ー ク ・ ジ ュー ル は 、 本 機 を 駆っ て アー 
クエ ンジ ェ ル を 追跡 し 地球 作動 道代 筐 は 
北ア フリ カ 、 マ ー シ ャ ル 諸 島 へ と 転載 。 オペ レー 
ショ ン ・ ス ピッ トブ プレ イク 発動 後 は 地球 連合 本 部 
JOSH.A 侵 攻 作戦 や パナ マ 攻 略 戦 に も 参加 。 
再び 宇宙 に 上 が っ て か 5 は 新設 され た ジュ ー ル 
隊 隊 長 機 と し て ボア ズ 戦 、 第 2 次 ヤキ ン ・ ド ゥ ー 
工 攻 防戦 を 戦い 抜き 、 弟 1 期 GAT-X シ リー ズ 中 、 
唯一 矢 働 可能 汰 能 で 信 戦 を 迎え て いる 。 


天 程 型 コ ロニ ー 


ディン 】 カー ベン タリ ア 差 地 
ロフ 和 を と し 


ジ ・ グ レン に よっ て 考案 され . 
イネ イタ ー の 居住 地 と な っ 


円筒 形 を 成 し て いた の に 対し 、 プ ラン ト は ふた 
つの 円 氏 の 頂点 を 連結 し た よう な 形状 を し て 
いる 。 この 連結 部 分 の 周囲 に 大 陽光 反射 用 
の 1 次 2 次 ミラ ー を 配 する こと で 、 日 中 夜 
地球 連合 軍 の 「G] 開発 計画 に 基づき 、 モ | 間 の 光量 差 を 再現 する の で ある 。 居住 エリ ア 
ル ゲ ン レ ー テ 社 と 共同 開発 し た 5 機 の 第 1 期 は 円 鈴 の 底 の 部 リ 、 中 心 軸 と し て 据 
GATX シ リー ズ の 1 機 。 機 体 名 が 示す 通り 、 | えた シャ フト の 周囲 に 居住 エリ ア が 広がっ て い 
本 機 は MS 同士 の 白兵戦 を 想定 し て 開発 され 、 る 。 さら に その 外側 に は 豊富 な 水 が 浴 え られ 、 
軽量 化 に よる 機動 性 ・ 運 動 性 の 向上 が 図ら | 既存 の コロ ニー より も 地上 に 似 た 生活 環境 を 
れ で いる 。 武装 は ビー ムラ イフ ル や ビー ム サ ー | 再現 で きる の が 特徴 で ある 。 
ベル 、 シ ー ル ド と いっ た 、 ス トラ イク ガン ダム に 
共通 する スタ ンダ ー ド な も の が 用 意 さ れ 、 他 の 
「G」 の よう な 特殊 機能 は 有 し て いな い 。 これ 
は 、 本 機 が 「G] 開発 計画 最初 期 に 設計 され 
た た めで 、 第 1 期 GAT-X シ リー ズ 機 の 基本 形 
で ある 。 ヘリ オ ポ リ ス を 杜 撃 し た ク 
ご 隊 に よっ て 本 機 は 強奪 され 、 以後 は ザ フ 
ト の 機体 と し て 運用 され る こと と な っ た 。 そし て 
アー クエ ンジ ェ ル 追撃 を 行っ た が 、 ス トラ イク ガ 
ンダ ム と の 戦闘 で 損傷 。 実際 の 運用 に お ける 
防御 カ や 火力 不足 を 補う た め に 追加 装備 が 施 
され 、 武 装 と 装甲 を 強化 し た デュ エル ガン ダム 
アサ ルト シュ ラウド に 生ま れ 変 わっ て いる 。 主 な 
搭 生 者 は イザ ー ク ・ ジ ュー ル 。 


| デュ エル ガン ダム 
| DUEL GUNDAM 


わる 新しい 年 号 で 、 一 般 的 に は コ ズ 
(Cosmic Era CE.) と 呼ば れる 。 
行 する 以前 に 発生 し た 再 構築 戦 
いて 、 中 央 アジ ア 旨 線 で 最後 の 村 が 合 
われ た 年 を 元 年 と 定め 、 以後 は 国連 主導 の 下 
に 統一 暦 が 正式 に 採用 せれ た 。 ちな み に 統 一 
暦 以降 は 食糧 不足 や エネ ルギー 危機 が 増大 し 
め 、 こ れ ら の 打開 策 と し て 宇宙 開発 が 本 
格 化 し 始め た 。 


[上 一 必 ]CE15、 シ ョ ー 


| トール ・ ケ ー ニ 


TOLLE KOENIG 


ヘリ オ ボ ポリ ス の 工業 カレ ッ ジ に 在籍 する 学生 
で 、 キラ ・ ヤ マト の 友人 。 ヘリ オ ポ ボリ ス を 強 抽 し 
た ザフト の クル ー ゼ 隊 か ら 逃 れ 、 地 球 連合 軍 
の 新鋭 間 能 ア ー ク エン ジェ ル に 

隙 、 ひ と り 戦う キラ の 助け に な : 
が 不足 し て いた アー クエ ンジ ェ ル の クル ー 
願 。 ブリ ッ ジ で 副 操縦 士 を 担う こと と な る 。 アー 
クエ ンジ ェ ル が 地球 に 降下 し て か ら は スカ イグ 
ラス パー2 号 機 の パイ ロッ ト と し て 戦闘 に も 参 
加 し て いる 。 だ が オー ブ 近 海 で の 戦闘 で アス ラ 
ン ・ ザ ラ が 駆る イー ジス ガン ダム の 攻撃 を 避け . 
乗 機 と 運命 を 共 同じ カレ ッ ジ の ミリ アリ 
アー ハウ と は 恋人 同士 で あり 、 彼 女 を 守る こと 
が トー ル の 戦う 理由 の ひと つ だ っ た 。 


DOMINION 


地球 連合 軍 が 開発 し た 強 異 機動 特 装 艇 
「 ア ー ク エン ジェ ル 」 の 2 番 艦 。 基本 構造 は 
アー クエ ンジ ェ ル と 変わ ら な い が 、 レ ー ダ ー や セ 


装 さ れ て いる (その 


色 も 黒 を 基 記 と し た も の と な り 、 よ り 実 
能 と な っ た 。 艦長 は アー クエ ンジ ェ ル の : 
で ある ナタ ル ・ バ ジル ー ル 。 CE71、 主 導電 
タ ・ ア ズラ 
ジャ ステ ィ ス を 確保 
め ア ズラ エル も 同 
オビ ドゥ ウン プレ イダ ー カ 
第 2 次 ヤキ ンド ドゥ ー 


アズ ラ エ ル の 不 和 も あり 撃沈 され て し まう 。 


| 

暗 

オ 

に 関わ る 命令 を 請け 負う で 

エン ジェ ル は 第 8 階 の 大 天使 

を 発 押す る こと を 拓 
| れ よ 

| 
| 


ー ン シス テム 
| DRAGO.ON. System 


| ドラ グー> 


本 来 の 正式 名 称 は 「Disconnected Rapid 
Armament Group Overlook Operation 
Network System]。 プロ ヴィ デン スガ ンダ ム 
に 搭載 され た 分 離 式 統合 制御 高速 機動 兵 装 
群 ネッ トワ ー ク シス テム の こと で ある 。 N (ニュ ー 
トロ ン ) ジャ マー の 影響 を 受け な い 量 子 通 人 
よっ て 遠隔 割 御 さ れ た 複数 の 攻撃 デバ イス を 
用 い 、 高度 な 連 換 基 撃 を 可能 と し た この シス テ 
ム は 、 完成 すれ ば MS 戦術 を 一 新 す る だ け の 可 
能 性 を 秘め て いた 。 本 来 は 搭載 予 定 の 
な か っ た プロ ヴィ デン 
小型 化 が | 
の 背部 に 外装 され る こと に な 
ステ ム を 使い こなす た め に は ナチ ュ ラ ル 
ディ ネイ ター を 問わ ず 、 高度 な 空間 認識 能力 が 
必要 で あり 、 結 果 的 に 月 られ た 者 だ け に し か 扱 
えな い シ ステ ム と な っ て し まっ た 。 ラウ ルク ル - 
で が 本 シス テム を 使い こなせ た の は 、 彼 が 優れ 
| に 


サンライズ 
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| NEUTRON JAMMER | 


。 プラ ント 評議 会 議員 の ひ 
と り で ある オー ソン ・ ホ ワイ ト が 開発 し た 装置 で 
あり 、 こ の 装置 の 影響 下 に ある 空間 で は 自由 
中 性 子 の 運動 が 著しく 阻害 され る こと に な る 。 
つま り 核分裂 反応 の 契機 と な る 中 性 子 の 衛 突 
を 抑制 する と と で 、N ジ ャ マー は あら ゆる 検 反応 
を 抑制 する の で ある 。 地球 連合 軍 に よる ユニ 
ウス セブ ン へ の 配 ミ サイ ル 攻 撃 の 報 複 手段 と 


し て 開発 され た N ジ ャ マー は 、 地 球 の 地殻 深く 
に 無数 に 埋め 込ま れ 、 地球 上 で 
効 化 


棲 反応 を 無 
れ に よっ て 枝 反 応 炉 を 主 な エネ ル 
給 手段 と し て いた 地上 各国 家 は 深刻 な 
エネ ルギー 危機 に 見 畠 わ れ て いる (この 窮 
が 連合 の 反 プ ラン ト 、 反 コー ディ ネイ ター 意識 
を 助長 させ た と も 言わ れる )。 さ ー 
は 電波 妨害 も 引き 起こ し 、 長 距離 通信 や レー 
ダー 波 の 提 乱 と いっ た 吾 次 効果 を も た らし 、 機 
動 兵器 「 モ ビル スー ツ | の 台頭 を も た らし た 


| N ジ ャ マー キャ ン セ ラー 
| NEUTRON JAMMER CANCELER 


ニュ ー ト ロン ジャ マー キャ ン セ ラテ 
動 する フ 
ム 、 プ ロ ヴ ィ デ ンス ガン ダム に 搭載 され た 特 丈 
装置 の こと で ある 。 CE.71 の 世界 に お ける 核 
反応 炉 は N ジ ャ マー の 影響 に より 自由 中 性 子 
の 運動 が 阻害 され て 校 分 裂 反応 が 発生 し な 
この N ジ ャ マー の 能力 を 無効 化す る 
ャ マー キャ ン セ ラ - 


を 余儀 な くさ れる が 、 
搭載 し た 前 述 の 3 機 は 杖 動力 を 内 蔵 し . エネ ル 
ギー 容量 や 連 純 駆 動 時 間 に お いて 圧倒 的 な 
優位 に 立つ こと が で きた 
we 


| ネビュラ 勲章 
l 


戦場 で 優れ た 功績 を 挙げ た 者 に 対し 、 プ ラン ト 
本 国 か ら 送 られ る 名 誉 ある 勲章 の 名 称 。 アス ラ 
ン ・ ザ ラ は オー ブ 近 海 の 戦闘 で スト ライ ク ガ ンダ 
を 遇 成 し た こと で ネビュラ 重 凍 授与 の 栄 稚 に 
さら に 国防 委員 会 直属 の 特務 隊 へ の 転 
属 が 決 下 し た 。 また ラウ ・ ル ・ ク ルー ゼ も 、 か つ 
て の 戦闘 で 連合 の MA37 機 、 戦 芽 6 信 を 撃沈 し 
た 武勲 を 評価 され 、 この 勲章 を 与え られ て いる 。 


スト ライ クタ と の 昔 い 
っ た 自分 の 行い を 悔い て いた 


| バー ネル ・ ジ ェ セ ッ ク 


| パー フェ クト スト ライ ク ガ ンダ タム 
| PERFECT STRIKE GUNDAM 


オー プ で 修復 され た スト ライ ク ガ ンダ ム ( 
の スト ライ カー バッ クツ の 武装 を 集約 し 
エー ルス トラ イカ ー を ペー ス と し 、 右 肩 に ラン 
チャ ー ス トラ イカ ー、 左肩 に ソー ドス トラ イカ ー の 
兵 装 を 改造 し て 取り 付け て いる 。 背中 の エー 
ルス トラ イカ ー に は 4 連装 の バッ テリ ー を 搭載 し 
て お り 、 大 量 の 電力 消費 を 貼っ て いる 。 主 な 
パイロット は ムウ ・ ラ ・ フ ラガ 」 


3 種 


戦 投入 され て お り 、 高い 攻 果 を 挙げ 
た 。 第 2 期 GAT-X シ リー ズ と も 渡 
能 を 見 せ で てい: 


ハイ マッ トモ ー ド 


| HIMAT MODE | 


大 気 国内 で の 空戦 を 行う 際 の フリ ー ダ ム ガ ン 
ダム は 、 通 常 の 状態 か ら よ り 空 戦 に 適し た 状 
能 に 移行 する 。 これ が ハイ マッ トモ ー ド で あり 、 
正式 に は 「High Maneuver Aerial Tactical 
MODE ( 高 機動 空 埋 モー ド ) 」 と 呼ば れる 。 背 
部 に 設置 され た 10 枚 の 放 寺 板 義高 速 移動 妥 
を 展開 する こと で ハイ マッ トモ ー ド へ の 移行 を 
突 了 し 、 こ の 胡 を 使っ て 巧み な 空 カ 制御 を 行 
い 、 フ リー ダム は 既存 の MS を 大 きく 上 回 る 空 
戦 能力 を 獲得 し た 。 また 無量 空間 に お いて 、 
この 牙 は 第 5・ 第 6 の 可動 肢 と し て 機能 し 、 優 
間 機 動 性 を 発揮 し た 。 この た め フ リー ダ 
ム は 大 気 園内 外 で 高い 機動 性 を 持つ 


に ーー 


機動 性 も 発揮 可 能 ど 
ん は アク ロバ ティ ッ ク を 動き が 


| ハウ メア の 護り 石 | 
| 


ノ ヴ ェ ン デル 市 か ら 選 出さ れ た プラ ント 最高 評議 
会 議員 で 、 司 法 委員 を 務め る 人 物 。 また 生産 
工学 博士 と し て も 知ら れ て いる 。 C.E.71 
し た 連合 と の 武力 衝突 に お いて 、 妨 進 派 と 穏 
健 派 に 二分 され た 評議 会 の 中 で 彼 は 中 立 の 立 
場 を 保ち 、 事 態 の 推移 を 見 いた 。 その た 
め 座 後 も 責任 を 追及 され る こと は な く 、 CE73 
に も 再選 され て 評議 会 議員 を 務め て いる , | 


オー ブ に は ハウ メア と 呼ば れる 火山 が あり 、 こ 
の 山 は オー ブ の 人 々 に と っ て 信仰 の 対象 と 
な っ て いる (「 ハ ウメ ア の 守り が あら ん こと を ] と 
は 、 オ ー プ の あちこち で 聞か れる 祈り の 言葉 で 
ある ) 。 そし て この 山 か ら 産出 され る 赤い 久石 
加工 し た お 守り が 「 ハ ウメ ア の 護り 石 ] で ある 。 


{ババ 
| | 


上 英 寺 し て v 
て 以来 


バク ゥ | 
BuCUE | 
ザフト が 開発 し た 地上 戦 用 MS。 破 漠 や 瓦 索 と 


た 足 場 の 門 い 場所 で も 系 軟 な 移動 力 を 確 
、 四 足 歩行 シス テム が 採用 され た 


論戦 に お いて この 移動 シス テム は 非常 に 有効 
で あり 、 脚 部 を 時 ん で 無限 軌 首 を 使え ば 、 さ ら 
な る 高速 移動 も 可能 と な る 。 本 機 は アフ リカ 
地区 を 中 心 に 配備 され 、 ザ フト の 地上 制圧 の 
一 画 を 担う こと と な 武装 は 2 連装 レー ル ガ 
ン か 13 連 装 ミ サイ ルポ ボッ ド の どちら か を 搭載 し 、 
高い 制圧 能力 を 甘 揮 する 。 また 地球 連合 軍 が 
開発 し た MS (第 1 期 GAT-X シ リー ズ ) の 機能 
を 分 析 し 、 格 闘 革 用 兵器 と し て 2 連装 ビー ム 
サー ベル を 搭載 し た モデ ル も 開発 され て いる , 
主 な 搭乗 者 は アン ドリ ュー・ バ ルト フェ ルド 。 


| バス ター ガン ダム | 
BUSTER GUNDAM 


地球 連合 と モル ゲン レー テ 社 が ヘリ オ ポ リス で 
共同 開発 し た 5 機 の 新型 MS の 1 機 で 、 の ち に 
ザフト に よっ て 強奪 され た 。 本 機 は アウ トレ 
か ら の 長 距 癌 支援 箇 撃 を 目的 と し た 模 佐 で あ 
リ 、 そ の コン セプト に 見 合っ た 兵 装 を 装備 し て 
いる 。 機体 右側 に 位置 する 350mm ガ ン ラン 
チャ ー は 多数 の 実体 弾 を 広範 囲 に 散布 する 面 
制圧 型 の レー ル ガ ン で あぁ り 、 一 方 、 機 体 左 側 
に 位置 する 94mm 高 エネ ルギー 収束 火 線 ライ 
フル は 、 艦 砲 を 上 回 る 射程 と 火力 を 誇る 長 距 
能 克 で ある る 。 さら に この ふた つの 砲 を 互い に 連 
結 さ せる こと で 威力 の 強化 が 可能 と な る 。 その 
療 、350mm ガ ン ラ ンチ ャ ー を 前 に し た 場合 は 
対 装甲 散弾 確 、94mm 高 エネ ルギー 収束 火 線 
ライ フル を 前 に し た 場合 は 超 高 イン パルス 長 射 
程 狙 撃 ライ フル と 呼ば れ 、 戦況 に 応じ て 使い 分 
ける の で ある 。 また 両 居 部 に は 近 想 離 射撃 で 
使用 する 6 連 鉄 ミサ イル ・ ポ ッ ド を 搭載 し 、 射撃 
戦 で は 圧倒 的 な 能力 を 発揮 する 。 だ が 射撃 戦 


装備 し て お ら ず 、 近 接 格闘 戦 に 対応 し て いな 


い の が 本 機 の 飛 点 と な っ て いる 。 ヘリ オ 
で クル ー ゼ 隊 に 強 鶴 され た 本 棋 は 、 以 科 、 デ ィ 
アッ カ ・ エ ルス マン の 乗 機 と し て アー クエ ンジ ェ 
ル 師 撃 任務 に 参加 し た 。 だ が ディ アッ カ が アー 
クエ ンジ ェ ル へ の 協力 を 表明 し て か ら は 本 機 も 
アー クエ ンジ ェ ル 所 属 と な り 、 エ ター ナル ギク サ 
ナギ と 失 に 戦乱 終結 に 寿 走 する こと と な 」 


韻 旨 サン ラ ィ テ 133-30 
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ける 共 の 物資 輸送 手 
非 て も 必要 な も の 


ハ ダ ト | 


| パナ マ 
PANAMA 


| バル ト フェ ルド 隊 | 


| WALDFERD CORPS 


画 HE 5 se 10 


ザフト の パル ト フ ェ ル ド 隊 に 所 属す る MS パイ 
ロッ ト 。 地上 に 妊 下 し た アー クエ ンジ ェ ル を 迎 
撃 す べく パク ゥ で 出没 し 、 砂 地 に 足 を 取ら れ て 
動き の 鈍い スト ライ ク ガ ンダ タム を 翻弄 し た 。 だ 
キラ ・ ヤ マト が OS を 修正 し た た め に 」 
転 。 さら に レジ スタ ンス 組織 「 明 け の 砂漠 ] も 
む を 得 ず 後退 し よう と | 
仕掛 けら れ て いた こと ( 


ト 。 その 言葉 どおり に 
その 活躍 も 


| パト リッ ク ・ ザ ラ 
| PATRICK ZARA 


ディ セン デル 市 か ら 選 出さ れ た プラ ント 最高 評 
議会 議員 。 国防 委員 長 を 務め て お り 、 地 球 連 
合 と の 役 旗 抗戦 を 唱え る 急進 派 の リー ダー で も 
ある 。 元 来 か ら ナ チュ ラル を 快く 思っ て いな か っ 
た よう だ が 、 そ れ が 憎悪 へ と 変わ - は 地球 
連合 軍 に よる プラ ント へ の 検 攻撃 一 一 俗 に 言 | 
う 「 血 の バレ ンタ イン ] 事件 が 大 きく 関係 し て い 
る 。 この 攻撃 で 彼 は 最愛 の 妻 レ ノア を 失い 、 そ 
の 憧 しみ が 連合 へ の 定 戦 布告 と いう 形 で 噴出 
し た の で ある 。 その 後 、 穏 健 路線 を 推進 する 
旧友 の シー ゲル ・ ク ライ ン を 排除 し た こと で パト 
リッ ク の 憎悪 は 歯止め を 失い 、 徳 は 次 第 に 専 | 
横 を 株 り 返す 独 坊 者 と 化し て いっ た 。 オペ レー 
ショ ン ・ ス ピッ トブ プレ イク の 攻撃 目標 を 評議 会 の 
承諾 な し に 変更 し た り 、 各 鍵 派 の 武力 排除 を 


命じ た り し た の で ある 。 さら に 連合 と ナチ ュ ラル 
を 減 亡 さ せる ウ ・ ル ・ ク ルー や と 秘密 
を 進め て い だ が 憎しみ の あま り 


て いた パト リッ ク は クル ー ゼ の 真意 (コー 
ディ ネイ ター を 含め た 人 類 の 絶滅 ) 見 抜け ず 、 
逆 に 彼 に 利用 され て し まう 。 そし て 大 量 破壊 兵 
器 ジェ ネ シ ス の 使用 を 決め た パト リッ ク は その 照 
信 を 地球 に 向け る が 、 最 後 は 部 下 の レイ ・ ユ | 
ウキ に 撃た れ て 命 を 落と し て いる 。 


中 央 アメ リカ に 位置 する 国家 で あり 、 太 平 洋 
と 大 西洋 を 結ぶ 運河 を 要する 要衝 の 地 で も あ 
る 。 CE71 の パナ マ は 地球 連合 に 参加 し て 
お り 、 地球 軍 地 上 基地 と マス ドラ イ バ ー が 建設 
され て い フト に よる 地上 保 攻 に よっ 
て カオ シュ ン と ビク トリ ア を 占拠 され た 連合 に 
と っ て 、 唯 一 残さ れ た パナ マ の マス ドラ イ バ ー 
は 宇宙 へ の 足掛かり と な る 重要 な 施設 だ 
ザフト 側 も パナ マ の 重要 性 は 燃 知 し て お り 
JOSH-A 攻 略 に 失敗 し た 報復 と し て パナ マ 侵 
攻 を 決定 。 広域 破 寺 兵器 グン グ ニ ー ル を 投入 
する こと で 連合 の MS を 無力 化し 、 さ ら に マス ド 
ライ バー を も 破壊 し た の だ っ た 。 


| バリ アン ト Mk.8 
LVALANT Mk.8 


地球 連合 軍 の 強 員 機動 特 装 能 アー クエ ンジ ェ 
ル に 搭載 され た 110mm 単 装 リ ニア カノ ン 。 両 
租 に 装備 され て お り 、 右 艇 側 が 1 番 砲 、 左 
般 抽 が 2 番 砲 と 呼称 され る 。 通常 航行 時 に は 
艦内 部 に J 収 貫 され て いる が 、 使 用 時 に は 折り 
畳 ま れ て いる 加速 レー ル を 展開 し 、 射撃 態勢 を 
取る こと と な る 。 また 、 砲 身 部 は 艦 と の ジョ イン 
ト 部 を 軸 に 広い 可動 範囲 を 有する た め 、 前 方 
だ け で な く 上 下 、 後 方 まで も 射 弄 に 収め る こと 
が で きる 。 さら に 連射 性 能 に も 優れ る た め 、 対 
能 宿 撃 だ け で な く 、 対 MS 戦闘 に も 多用 され た 。 


「 徐 漠 の 虎 」 の 異名 を 持つ ザー ト の 醤 者 、 アン ド 
リュ ー・ パ ルト フェ ルド が 率い る 陸戦 部 隊 。 地 
上 戦艦 レセ ッ プス を 旗 態 と し 、MS パ クウ を 主力 と 
し た 部 隊 で ある (バル ト フェ ルド 自身 は 指揮 官 用 
MS ラコ 9 に 搭乗 する )。 アフ リカ がら 紅 海 沿 涯 ま 
で の 広大 な 砂漠 地帯 を 勢力 下 に 置き 、 中 東 地 
区 の オア シス 都市 バナ ディ ー ヤ を 本 農地 と し て 
いる 。 ちな み に バ ルト フェ ルド は 無益 な 戦い を 好 
、 そ の 部 下 た ち も 不 必要 な 戦闘 行為 は 行 
わな か っ た 。 と は いえ ぇ ザフト の 威光 に 逆らう 者 に 


は 容赦 せ ず 、 レジ スタ ンス が 集う 夏 漠 の 小 都 市 
タッ シル を 完 訂 な きま 


: 減 し た こと も ある 。 


夏 漠 
を 利 用 する 技量 
の は 無 護 


| ハル バー トン 
HALBERTON | 


フル ネー ム は デュ エイ ン ・ ハ ル バ ー ト ン 。 地球 
連合 軍 第 8 艇 隊 避 令 官 を 務め る 知 将 で 、 ヘ リ 
オ ポ リ ス で 隠密 在 に 進め られ て いた 「G」 開発 
計画 の 最高 責任 者 。 ー ク エン ジェ ル の 
艇 長 を 務め る マリ ュー・ ラ ミア ス の 直属 の 上 官 
で も ある 。 コー ディ ネイ ター と 盲目 的 に 敵対 する 
地球 軍 内 に お いて は 先見 的 か つ 笠 軟 な 思考 
の 持ち 主 で あり 、 ザ フト か ら も 背 将 と し て 日 軒 
みれ て いる 。 それ は ハル バー トン 自身 が 偏見 に 
囚われ ず に 人 の 本 質 を 見 抜く 力 に 長け て いる 
た めで ある (その た め 軍 上 層 部 か ら は 疎 ま れ て 
らし い )。 クル ー ゼ 隊 に 追撃 され る アー クエ 
エル を 保護 すべ く 、 旗艦 メ ネ ラ オス と 共に 
第 8 艦隊 を 指揮 し て 合流 。 し か レク ルー ゼ 隊 の 
枚 追 に 壮 い 、 艦 隊 に 壊滅 的 な 打撃 を 受け て し 
や む な く ハル パー トン は アー クエ ンジ ェ ル 
を 地球 に 逃がし 、 自 ら は 敵艦 (ロー ラ シ ア 級 方 
モ フ ) と の 壮絶 な 秦 撃 戦 の の ち に 、 艦 と 運命 を 
共に っ た 。 


婚約 者 の ラク ス ・ ク ライ ン の た め に 、 ア スラ ン ・ 
ザラ が 作成 し た ペッ ト ・ ロ ボッ ト 。 内 蔵 し た AT に 
よる 簡易 会 話 機能 を 有 し て いる が 、 基 本 的 | 
は 意味 不明 の 単語 や お か し な 方 言 を し ゃ ペ っ 
て いる こと が 多い 。 と は いえ ラク ス は 気に入っ て 
いた らし く 、 そ れ に 気 を 良く し た アス ラン は 次 々 と 
新しい ハロ を 作っ て は プレ ゼン ト し 、 最 終 的 に は 
35 体 も の ハロ が 贈ら れ た 。 それ ぞ れ の ハロ は イ 
エロ ー ヤ グリーン 、 ネ イ ビ ピー ブル ー に 塗り 分 けら れ 
て いる が 、 中 で も ラク ス は ビ ピンク の ハロ が お 気 
くに も 連れ て いた 。 ちな み ( 
ラー リン グ の 差 は 個体 議 別 だ け で な く 、 特 殊 能 
力 の 違い を 示し て お り 、 た と えば ピン クハ ロ は ピッ 
キン グ 能 力 を 備え て いる と いっ た 具合 で ある 。 


ピー ムジ ニー メ ジジ 
| BEAM BOOMERANG | 


中 距離 戦 で の 使用 を 主眼 に 開発 され た MS の 
。 丸 の 部 分 に ビー ム を 発生 させ た ブー 
形状 を し て お り 、MS の マニ ビュ レー 

で 投 摘 し て 使用 する 。 投 郷 後 は 大 き な 弧 を 
描い て 詠っ て くる た め 、 一 度 避 け られ で も 標的 
の 背後 か ら 再 度 攻 撃 す る こと も 可能 で ある 。 さ 
らち に 軌道 が 予測 し こく いた め 回 遊 自体 が 難し く 、 
牽制 や 奇襲 な ど に 有効 な 兵 装 で ある 。 


E 


地球 連合 の 構成 団 家 の ひと つ 。 日 本 中華 
人 民 匠 和 国 韓国 / モ ン ゴ ル / 台 満 な どの 
極東 地域 を 支配 地 区 と し て お ! 首都 は 南 


大 西洋 連邦 や ユー ラ シ ア 連邦 ほど 強大 な 発 
言 カ は な いも の の 、 多く の 人 口 に 支え られ た 工 
業 力 が 強み で ある 。 また 反 コ ー デ ィ ネイ ター 派 
の 多い 国 と し て も 知ら れる 。 


貞 計 記 
ビ ダ ル フ 
地球 連合 軍 . > 
宇宙 要 寒 アル デミ ス の 臨検 容 と し て 、 ザ フト に 
追わ れ て 避難 し て きた アー クエ ンジ ェ ル を 受け 
入れ た 。 だ が その 手法 は 保護 と いう より も 各 捕 
K、 艦長 の マリ ュー・ ラ ミア ス か ら 非 難 され 
ビ ダ ルフ は 一 向 に 聞き 入れ よう と し な か っ 
た 。「 貴 能 に は 船籍 登録 も な く 、 無論 、 我 が 軍 
も な い 。 状況 な どか ら 判 断 し て 入 
港 は 許可 し まし た が 、 考 念 な が ら ま だ 友軍 と 認 
め ら れ た わけ で は あり ませ ん の で ね ] と の ビ ダ ル 
フ の 言葉 に 、 軍 人 と し て の マリ ュー た ち に は 
言葉 も な か っ た の だ: 


【 ビ タル フ 】 ビ ダ ルフ ( 左 ) が 強大 
理由 が ある 。 アー クエ ンジ ェ ル ど 
(スト ライ ク ガ ンダ ム 


ガン ダム 】 通常 は MS 
委 有 


ー。 | | フォ ビ ド ゥ ン ガ ンダ ム 
| FORBIDDEN GUNDAM 


地理 連合 軍 が 開発 し た 第 1 期 GAT-X シ リー ズ 
に 採用 され た 特殊 装甲 で 、PS (ビー エス ) 装甲 
と 呼ば れる こと が 多い 


を 掛け る こと で 素 
御 力 を 高め る と いう 装甲 で ある 。 
が 向上 する の は 実体 創 や 実体 強 
り 、 ビ ー ム や レー ザー と いっ た エネ ルギー 系 兵 
句 に は 効力 を 発揮 し な い 。 また 作動 時 に は 装 
甲 の 色 が 変化 する と いう 特徴 が ある 。 


: ウ ニー ザー | 


PHONON MASER CANNON | 


フォ ノン (音響 量子 ) は 特定 の 立体 内 に 生じ る 
振動 を 量子 化し た も の で 、 振 動 数 と 波長 、 振 
幅 の 関係 を 表す 際 に 用 いら れる 。 一 方 、 メ ー 
ザー と は 極 短 波長 の マイ クロ 波 を 何ら か の 手 
段 で 増幅 させ 、 レ ー ザ ー と 同じ よう な 特徴 を 持 
た せ た 電 磁 波 を 指す 。 つ まり フォ ノン ・ メ ー ザ ー 
と は 音波 を 利用 し た レー ザー と 定義 で きる 。 特 
徴 と し て 挙げ られ る の は 、 水 中 で の 減衰 率 が 
極端 に 低い こと で ある 。 マイ クロ 波 か ら 成る フ オ 
ノン ・ メ ー ザ ー は ほとん ど 拡 艇 せ ず に 直進 する 。 
さら に 充分 に 強力 な マイ クロ 波 を 利用 すれ ば 
レー ザー と 同様 の 破壊 力 を 発揮 で きる 。 この 
特徴 に 着目 し た ザフト は 水中 用 MS に フォ ノン ・ 
メー ザー を 標準 装備 し 、 水 中 で の 戦闘 能力 確 
保 を 図っ た 。 


第 1 期 GAT-X シ リー ズ (スト ライ ク を は じ め と す 
る 5 機 の 「G」) の 開発 デー タ を 基 に 、 新た に 
発 され た 第 2 期 GAT-X シ リー ズ の うち の 1 磁 。 
同じ X200 系 フレ ー ム を 有する プリ ッ ツ ガン ダム 
の 直系 に あたり 、 疫 陣 へ の 電撃 的 な 侵攻 を 革 
本 コン セプト と し て いる 。 だ が その アブ ロー チ 法 
は ブリッツ と は 大 きく 異な る ジュ コロ イド | 
を 展開 し た ブリ ッ ツ が 隠密 行動 に よる 敵陣 へ 
の 潜入 ・ 携 乱 を 得意 と する の に 対し 、 フォ ピ ドゥ 
ン ガ ンダ ム は 実体 講 を 無効 化す る TP (トラ ンス 
フェ イズ ) 装甲 と ビー ム の 軌道 を 捨 じ 曲げ る 特 
珠 装 備 「 ゲ シュ マイ ディ ッ ヒ パンツ ァ ー」 を 使っ 
た 絶対 的 な 防御 力 に よっ て 、 強 引 に 敵陣 ! 
攻 す る 戦術 を 得意 と し て いる 。 これ は 麗 部 隊 の 
目 を 引き 付け る こと を 意味 する が 、 その 対策 と し 
て フォ ビ ド ゥ ン ガ ンダ ム に は 近 ・ 遠 距離 の 両面 
で 敵 を 一 撃 で 破 する 強力 な 下 装 が 搭載 され 
た (その 反面 、 中 距離 で の 有効 な 武装 が な く 、 
対 MS 戦 で は 各 切 な 距離 で 戦う こと が 難し か っ 
た と され る )。 また 大 出力 射撃 兵 装 は すべ て 可 
動 式 の 背部 パー ツ に 集中 し て お り 、 射 設 時 
は この バ 『MS の 頭 部 を 音 っ た 強 品 形 態 
を 取る 必要 が あっ た 。 この 強敵 形態 は 大 気 
国内 飛行 を 可能 と し 、 機動 性 向上 の 一 』 
な っ て いる 。 この よう な 機能 を 有する フォ ビ ドゥ 
ン ガ ンダ ム は 地球 連合 軍 に 
実戦 投入 され て 以来 、 主 に アー クエ 
追撃 任務 を 担当 し た 。 だ が 第 2 次 ヤキ ンド ドゥ ー 
エ の 混戦 に あい て 、 デ ュ エ ル ガ ン ダム の ビー 
ム サ ー ベ ル で コク ビッ ト を 買 か れ て 撃破 され た 。 
主 な 搭乗 者 は シャ ニ ・ ア ンド ラス 。 


① フ ァ ー ス トコ ー デ ィ ネ イタ ー. 
計 し た 新 世代 コ 
称 は Productive Location Ally on Nexus 
Technology。 主 に コー ディ ネイ ター の 居住 区 
と な っ て いる 。 プラ ント の 特徴 は ふた つの 円 狂 
の 頂点 を 縦 に 連結 させ た 砂時計 の よう な 外見 
で あり 、 周囲 に は 大 陽光 を 反射 し て コロ ニー 内 


工 的 な 重力 を 効率 的 に 利用 する た めで ある 
これ に よっ て プラ ント は 巨大 な 湖 を は じ め と する 
地球 に よく 似 た 環境 を 再現 し や すい と いう 特徴 
を 有する こと と な っ た 。 その 反面 、 円 氏 の 側壁 
は 太陽 光 を 効率 的 に 取り 入れ る た め に 自己 再 
生 ガ ラス で 構成 され て お り 、 既存 の 円 簡 型 コロ 
より 耐久 度 が や や 低く な っ て いる 


③④ コー ディ ネイ ター が 中 心 と な っ て 建国 し た 新 
異 国富 で 、 正 式 名 称 は Peoples Liberetion 
Acting Nation of Technology (テク ノロ ジー 
に 立脚 し た 民族 解放 国家 )。 基本 的 に は プラ 
ント 型 コ ロニ ー1 基 を 1 区 、10 区 を 1 市 と し て お 
り 、 プ ラン ト 全体 で 12 市 が ラグ ラン ジュ 5 に 存 
在 し て いる 。 政治 形態 は 議会 民主 宙 を 採用 し 
て お り 、 各 市 か ら 1 名 ずつ 選出 され た 議員 で 構 
成 さ れる プラ ント 最高 評議 会 が 意思 決定 材 関 
で ある 。 


プラ ズ マ ブー スタ ー | 
PLASMA BO0STER | 


PLANT Supreme Council | 


アー クエ ンジ ェ ル が 宇宙 に 上 が る 際 に 利用 し 
装 ブ ー ス ター。 能 体 両 寺 側 に 位置 する 
ガン (パリ アン ト Mk.8) の 格納 口 を 竹 う よ 
うに 設置 する が 、 使 用 後 は 廃棄 され る の で 砲 
の 運用 や 艦 の 航行 能力 に 支障 を 生じ る こと は 
な い 。 ちな み に こ の ブー スタ ー が どれ ほど の 推 
7 有する か は 定か で は な い が 、 マ ス ド ライ バー 
な どの 外部 動力 な し に アー クタ エン ジェル を 地球 
周回 暫 首 に 到達 させ た こと か ら 、 そ の 能力 が 
推察 で きる と いう も の で ある 。 さら に アー クエ ン 
ジェ ル は 陽電子 砲 ロー エン グリ ン を 用 いた 「 ポ 
> 條 ロニ ッ ク ・ イ ンタ ー フ ェ ア ラン ス ] を 利用 し て 
大 気 抵抗 を 軽減 させ た た め 、 ブー スタ ー の 効率 
は さら に 高まっ た 。 


プラ ント の 最高 意思 決定 機関 。 プラ ント を 構成 
する 12 の 市 か ら 1 名 ずつ 選出 され た 講 員 か ら 
成り 、 講 会 の 総意 を も っ て 政 
和 制 を 紳 と し て いる 。 その うち の ひと り が 講 員 の 
投票 に 議長 と な る 。 し か し 地球 連合 と プ 
ラン ト と の 対立 が 激化 する よう 
頃 の 最高 評議 会 は 、 和 平 の 道 を 模索 する 穏 
健 派 (評議 会 議長 を 務め る シー ゲル ・ ク ライ ン 
が 中 心 ) と 徹底 抗戦 を 唱え る 急進 派 (国防 委 
員 長 を 務め る パト リッ ク ・ ザ ラ が 中 心 ) と に 分 
裂 。 最終 的 に 急進 派 の 急 先 狂 で あっ た 7 リッ 
ク が 議会 を 掌握 し 、 ク ライ ン 派 を 追放 し た た め 、 
戦乱 は 加速 度 的 に 激化 する こと と な っ た 。 


ea サンライズ 134-32 


プラ ント 理事 国 


の 疹 称 。 大 西洋 連邦 東 ア ジ 
ア 連 邦 と いっ た 超大 国 が 名 を 連ね て 

本 来 、 ブ ラン ト の 運営 は プラ ント 理事 国 
選出 され た 人 員 で 構成 され る 「 理 事 会 」 に 
委ね られ る 予定 だ っ た 。 し か し ナチ ュ ラ ル の 反 
発 か ら 逃れ た ター が プラ ント に 移住 
を 開始 し 、 や が て 自治 権 や 自由 名 易 権 を 求め 
た 運動 を 展開 。 理事 国 側 は これ を 黙殺 し よ 


\ と する さま ぐま な 圧力 を ブ 
けた 。 これ が プラ ント と 地球 連合 の 
軍事 衝突 を 生む きっ か け と な る . 


フリ ー ダ ム ガ ン ダム 
FREEDAM GUNDAM 


地球 連合 か ら 強 礁 し た 4 機 の 新型 MS を 参考 


に 、 ザ フト が 開発 し た ハイ エン ド MS。 ニュ ー ト 
の 影響 を 排除 する N ジ ャ マー 
理論 上 は 無 


ロン (N) ジャ 
キャ ン セ ラー を 導入 し た こと で 
限 の エネ ルギー 供給 が 可能 
載 。 その 結果 中間 で する 計 存 の 
MS と は 一 線 を 画す る 大 出力 機 と な り 、 行 動 
時 間 が 大 大 する こと と また PS 
装甲 を 無制限 に 使用 で きる こと 、 多 数 の ビー 
ム 兵 器 を 同時 に 使用 で きる こと な ど と いっ た 特 
性 を 獲得 し て いる 。 GUNDAM の 正式 名 称 は 
Generation Unsubdued Nuclear Drive/ 
Assault Module complex 三 楼 駆 動 を 使っ た 
世代 の 強 細 モ ジュ ー ル で あり 、 こ の こと 
本 機 の 特徴 が 読み 取れ る 。 外観 に お い 
役 的 な も の が 育 部 に 設置 され た 賢 状 の パー ツ 
これ は 大 気 園内 外 の 機動 性 を 確保 する 
た め の パ ー ツ で ある 。 また 大 気 園内 で 展開 す 
る と ハイ マッ ト (HIGH Maneuver Aerial) モー 
ド と 呼ば れる 高 機動 空戦 モー ド に 移行 し 、 単 
独 で の 空中 戦 が 可能 と な る 。 この よう な 多 機 
能 を 実現 し た フリ ー ダ タム ガン ダム は 、 対 地球 連 
合戦 に お ける ザフト の 切り 札 と し な る は ず 
し か レラ クス ・ ク ライ ン の 手 で キラ ・ ヤ マ | 
本 機 は 、 連 合 と ザフト の 忍 方 に 与 する ご 

立 部 隊 の 中 核 と し て 活躍 する こと と 
E な 搭乗 者 は キラ ・ ヤ マト 。 さ 
本 機 の 運用 母艦 エタ ー ナ ル に 搭載 され た 
補助 兵 装 ミー ティ ア を 用 いる こと で 、 さ ら な る 戦 
開 力 を 猿 得する こと が で きる 


ブリ ッ ツ ガン ダム 
BRITZ GUNDAM 


地球 連合 軍 が 開発 し た 5 機 の 勇 1 期 GATXX シ 
リー ズ の うち の 1 機 。 単独 で の 潜入 工作 と 強襲 
を 主眼 に 置い た 本 機 に は 特殊 装備 が 採用 され 
た 。 中 で も 特徴 的 な の は 、 新 機 輸 の ステ ルス 
シメ テム 「 ミ ラー ジュ コロ イド 」 で ある 。 これ を 展 
開 す る と 電 左 的 ステ ルス だ け で な く 光学 的 に も 
不可 視 と な り 、 探査 庫 を ほぼ 完全 に 突破 で きる 
の で ある 、 民 開 中 は PS 装甲 と の 借用 
は 不可 能 で あり 、 防 御 能力 は 低下 する 。 また 、 
熱 感知 は 回 選 で き な いた め 、 熱 探知 網 を 突破 
する に は 慣性 飛行 を する し か な く 、 機 動 性 に も 
問題 を 抱え る こと と 
りあ る ほど 優れ た ステ ルス 性 を 備え て お り 、 ミ 
ュ コ ロイ ド を 展開 し た ブリ ッ ツガ ンダ ム は 
軍 ユ ー ラ シア 連邦 の アル 
潜入 し 、 難攻不落 の 防御 シス テム 「 
の 傘 ] を 内 側 か ら 破っ て お り 、 そ 
性 を 示し た 。 主 な 搭乗 者 は ニコ ル ・ ア マル フィ 。 


ブル ー コ スモ ス | 
| BLUE COSMOS | 


イネ イタ ー の 排 選 を 唱え る 政治 結社 ( 反 
プラ ント 、 反 コ ー デ ィ ネ イタ ー 思 想 と その 主義 者 
も ブル ー コ スモ ス と 呼ば れる )。 元々 は 地球 園 
り 、 遺 伝 


た 。 特に 大 
の 政治 家 や 軍人 に は ブル ー コ スモ ス 
いい 。 だ が 彼ら は ブル ー コ スモ ス 
の 構成 員 に 過ぎ ず 、 本 当 に 力 を 有 し て いる の は 
「 盟 主 」 と 呼ば れる 代表 者 で ある 。 C.E.71 の 
産業 連合 理事 の ムル タ ・ ア ズラ エ 
E3 大 西洋 連邦 (の ち に は 地球 
連合 軍 全 体 ) を 陰 で 操作 し て コー ディ ネイ ター 
の 一 掃 を 図 


て いる 


A | 
FLLAY ALLSTER 


大 西洋 連邦 事務 次 官 ジョ ー ジ ・ ア ルス ター の 
ひと り 娘 で 、 キラ ・ ヤ マト が 通う カレ ッ ジ の 第 区 
て 
父 が 搭乗 する 艦 を 目 の 前 で ザフト に 撃 


父親 の 影響 で コー ディ ネイ ター に 偏見 
いた が 


か ら 偏 見 が 憎悪 へ と 変わ り 、 キラ ・ 
ヤマ ト を 激しく な じ っ た 。 さら に コー ディ ネイ ター 
へ の 敵 属 心 を 強め た フレ イ は 地球 連合 軍 に 志 


大 す る 。 その | 接近 し た の は 、 彼 の カ 
を も っ て コー ディ ネイ ター に 復讐 し よう と 考え た 
た めで ある 。 コー ディ ネイ ター へ の 復讐 の 
な ら フレ イ は 手段 を 選ば ず 、 キ ラ を けし か ける 為 
に 接近 。 婚約 者 で あろ サイ ・ ア ー ガ イル と 距離 
を 置い て いる 。 キラ も ほか に 理解 者 が いな か っ 
た た め フ レイ を 心 の 拠り 所 と し て いた が 、 正しい 
は な いと 理解 し て 関係 を 白紙 に 戻 そう と 
その 直後 、 戦 開 中 に キラ が 行方 不明 に 
こと か 
当 に 閉 か れ て 
その 後 、 転 属 命令 を 時 けた フレ イ は アー クエ ン 
ジェ ル を 降り る が 、 直 後に 発生 し た ザフト の ア 
ラス カ 基 地肌 投 の 須 、 偶然 出会っ た ラウ ・ ル 
が わか ら 
彼 か ら 5N ジ ャ マー キャ ン セ ラー の デー タ 
を 託さ れ て 、 ナ タル ・ パ ジル ー ル が 艦長 を 季 め 
る 連合 軍 の ドミ ニオ ン に 教 助 され る の だ が 、 そ 
の デー タ が 世界 を 破 少く きっ か け に な ろう 
な か っ た ろう 。 その 後 は 自ら の 希 
4 指揮 下 で 働 


ワレ イ ・ アル ス : 
は キラ 6 


れ て いた 


| プロ ヴィ デン スガ ンダ ム 
| PROVIDENCE GUNDAM 


フリ ー ダ ム ガ ン ダム や ジャ ステ ィ ス ガン ダム と 同 
時 期 に ザフト が 開発 し た 機体 。 N ジ ャ マー キャ 
ン セ ラー の 採用 に より 核 エ ンジ ン の 搭載 が 可 
能 と な り 、 出 力 機動 性 攻撃 カー 衝 位 時 
間 の すべ て に お いて 既存 機 を 大 きく 上 回 る 性 
能 を 発揮 する 。 さら に 本 機 最大 の 特徴 と し て 
は 、 青 分 に 設置 され た [ ド * シス テム | が 
挙げ られ る 。 量子 授 本 体 か ら 分 離し 
複数 の ビー ム 砲 端末 を コン トロ ー ル する この 
ステ ム は 、 対 多数 攻撃 や 異な る 方 位 か ら の 
集中 攻撃 を 可能 と する も の で ある 。 だ が その 反 
面 、 シス テム の 起動 に は 優れ た 空間 認識 能力 
を 有する パイ ロッ ト の 存在 が 不可 欠 で あり 、 結 
果 的 に プロ ヴィ デン スガ ンダ ム は 佑 れ た 性 能 を 
持ち な が ら も 搭乗 者 を 限定 する 機体 と な っ て し 
まっ た 。 し か し ラウ ・ ル ・ ク ルー ゼ は 本 機 を 手 
足 の よう に 所 い 、 キラ ・ ヤ マト の フリ ー ダ ム ガ ン 
ダム と 互角 の 戦い を 演じ て いる 


へ リオ ポリ ス 
HELIOPOLIS 


オー ブ 軍 合 首長 団 の 資源 コロ ニー で 、 ラク ラン 
ジュ 3 に 位置 し て いる 。 長大 な ダー を 有 す 
る 開放 型 コロ ニー と し て 知ら れ 、 キ ラ ・ ヤ マト ら 
が 通う 工業 カレ ッ ジ も 置か れ て いる な ど 、 一 見 
し た と ころ 戦乱 と は 無関係 の 場所 の よう に 見 え 
る 。 し か し オー プ の 半 民 営 企業 モル ゲン レー テ 
社 は 地球 連合 軍 と 共同 し 、 こ の 地 で 新型 MS 
と その 運用 母 杉 の 開発 に 着手 。 その 情報 を 
入手 し た ザフト の クル ー ゼ 隊 が ヘリ オ 
急 四 し 、 戦闘 の 余波 を 受け て コ | 
多数 の 死傷 者 を 生む 大 眉 事 と な っ て 


C.E.71 に お ける プラ ント 最高 評議 会 議員 の ひ 
と り で 、 オ クト ー ベ ル 市 か ら 選出 され た 人 物 
人 文科 学 総合 分 野 に 詳し い 一 方 、 バト リッ ク ・ 
いる 急進 派 に 属し 、 国 防 委員 と し て 対 
ル 姿 勢 を 明確 に し て いた 。 パトリック 
の 講 長 就任 を 後押し し た こと か ら も 、 彼 が ナ 

ラル に 抱い て いた 嫌悪 感 の 大 き さ が 推察 
の で ある 


E: 


ボア ズ 


BOAZ 


ザフト の 宇宙 要塞 。 元々 は 東 ア ジア 共和 国 が 
保有 する 資源 採掘 用 小惑星 基地 で 、 新 星 と 
呼ば れ て いた 。 し か し 地球 連合 と の 武力 衝突 
の 果て に ザフト が 奪取 し 、 宇 宙 要 塞 に 改修 さ 
れ た の で ある 。 ヤキ ン ・ ド ゥ ー エ と 共に プラ ント 
の 防 因 ライ ン を 形成 する 要 箇 と し て 機能 し て 
いた が 、CE.71.09.23 に 連合 の 核 攻撃 を 受 
け 、 空 全 に 破壊 され て いる 。 この 事態 に 激 門 
し た パト リッ ク ・ ザ ラ は ジェ ネ シ ス の 使用 を 決断 
し 、 戦乱 は 混迷 の 度合 を 増 


数 の 検 を 打 


イン タニー フェ アラ ジス 
POSITRONIC INTERFERENCE 


陽電子 が 正 電子 と 反応 する こと で 引き 起こ され 
る 千 法 現象 の こと 。 これ を 利用 し て アー クエ ン 
ジェ ル は 大 気 園 突 破 の 空気 抵抗 を 減少 させ て 
いる 。 まず 艦 首 の 陽電子 破砕 砲 ロー エン グリ ン 
を 発射 し 、 大 気 と 陽電子 と の 
物質 の コク ー ン も 形成 。 この コク ー ン 内 に 
クエ ンジ ェ ル 内 を 彼 め る こと で 空気 抵抗 を 無視 
し て 加速 で きる の で ある 。 し か も コ 正 
物質 を 引き 寄せ る 性 質 が ある た め 、 さ ら に 効率 
の 良い 加速 が で きる と いう メリ ッ ト も ある 。 その 
反面 、 大気 囲 内 で の 属 電 子 砲 の 使用 は 周囲 
の 環境 に 重大 な 汚染 を 引き 起こ す 可 能 性 】 
く 、 あく まで も 緊急 時 の 手段 で ある 。 


ホフ マン | 
HOFFMANN | 


官 。 連合 の 極秘 兵器 で ある スト ライ ク 
ガン ダム を コー ディ ネイ ター の キラ ・ ヤ マト が 運 
用 し た こと を 符 め よう と し な い ハル バー トン と は 


地球 連合 宣 第 8 艦隊 提 エイ ン ・ ハ ル バ ー | 


意見 を 異 に し て いた よう だ が 、 表 立っ て 対立 す 
る こと は な か っ た 。 キラ の 処遇 だ け で な く 、「 こ 
の 艦 ひ と つと 「G」 1 機 の た め 、 ヘ リオ ポリ ス を 


崩 培 させ 、 ア ル テ ミ ス も 壊 減 させ る と は な ] と 第 
1 期 GAT-X シ リー ズ の 開発 に は 否定 的 で あっ 
た 。 反 コ ー デ ィ ネ イタ ー 路 線 を 突き 進む 連合 軍 
上 層 部 と 柔軟 な 判断 力 を 発揮 する ハル バー ト 
ン の 間 を 取り 持つ 者 と し て 、 彼 の よう な 人 材 は | 
貴重 だ っ た よう で ある 。 し か し クル ー ゼ 隊 の 典 
撃 か ら ア ー ク エン ジェ ル を 守る べく 戦い 、 旗艦 メ 
ネ ラ オス と 運命 を 共に し た 。 


ホム ラ | 
HOMURA 

ウス ズミ ・ ナ ラ ・ ア スハ の 実弟 で あり 、 カガリ ・ ユ ラ 
アス ハ の 叔父 に あたる 人 物 。 ヘリ オ ポ リス に お 
ける MS 開発 の 次 を 取っ て オー プ 代表 首長 の 座 
を 辞任 し た ウズ ミ の 後任 に 就 いた が 、 実 権 は 依 
ウズ ミ に あり 、 彼 は あく まで 補佐 と し て の 立場 
と は いえ この 立場 に 
いた 様子 は な く 、 む し ろり : 


る マス ドラ イ バ ー の 明け 渡し の 要求 が 
際 は 、 無 茶 な 要求 に 救 高 す る ウズ ミ の 偽 
ら 、 冷静 に 避難 命令 を 出す こと を 提案 し た 。 


ポジ シト ロ : 
エン グリ ン の 斉 身 | 
し 


ル 。 般 仙 に 増 
機能 も あっ て 
要 を 加 才 度 を 香る 


単 覆 で の 大 所 還 脱 に 
基 し 


ズー ブ ョ クー ラバ 
MARTIN DACOSTA 


「 珍 漠 の 虎 ] の 異名 を 持つ ザフト 士官 、 ア ンド 
リュ ー・ バ ルト フェ ルド の 部 下 。 陸上 戦艦 レセ ッ 
プス の 副官 を 務め て お り 、 パ ルト フェ ルド が MS 
で 出撃 する 際 に は 部 隊 指 揮 を 託さ れ て いる 。 ダ 
コス タ も バル ト フェ ルド を 慕っ て お り 、 ア ー ク エン 
エル と の 戦い の の ち 、 パ ルト フェ ルド を クラ イン 
派 に 誘っ て ラク ス ・ ク ライ ン に 協力 し た の で ある 。 


Sa ラル ウツ 
MAYURA LABATT 


オー プ 連 合 音 長 国 に 本 壮 を 置く モル ゲン レー 
テ 社 に 所 属す る 女性 
ギコ ー ド ウェ ル と ジュ リヴ 
の ち に オー ブ の 主力 MS と し て 提 
スト レイ の 試験 運用 お よび 
担当 し た 
侵攻 を 受け る と 、 仲 間 
宇宙 戦艦 クサ ナギ に 搭乗 する オー 代表 カ ガ 
リ ・ ユ ラ ・ ア スハ を 守る べく 、 戦闘 に 身 を 投じ 
る こと と な エル や エタ ー 
ナル と 共闘 し 


オー ブ 連 合 首長 国 の 代表 首長 で ある アス ハ 家 
に 勤め る 侍女 。 カガリ ・ ユ ラ ・ ア スハ が 幼い 頃 


か ら 身 の 回 り の 世話 を 焼い て お り 、 父 親 と 大 各 
な 彼女 を 人 一 倍 可愛 が っ て いた 。 その た め 誰 
に 対し て も 物怖じ し な い カ ガリ で も 、 マ ー ナ に だ 


け は 頭 が 上 が ら な か - 


| 


マーナ] オープ に 寄港 
カガリ ( 左 ) と 再 
間 、 眉 を 吊り 上 げ 


ーー 
KC ジコ ニン | 


クル ー ゼ 隊 に 所 属す る MS パイ ロッ ト 。 へ リオ ボ 
リス ・ コ ロニ ー で の 「G] 絢 審 作戦 に も 参加 し 、 
ミゲル ・ ア イマ ン や アズ 
クエ ンジ ェ ル を 強襲 し た 。 
サイ ル が コロ ニー の メイ ン シ ャ フト を 硫 壊 
まい 、 ヘ リオ ボリ ス の 湖 域 を 招く こと と な 
主 な 搭乗 機 は ジン 。 


SN ジニ ニッ ラニ 
| MURRUE RAMIUS 


地球 連合 軍 の 強 皿 機動 特 装 慈 アー クエ ン 
ジェ ル の 艦長 と な っ た 女性 士官 。 ク ルー ゼ 隊 
が へ ヘリオ ポリ ス を 杜 撃 し た 長 が 死亡 し 、 
生き 残っ た 士官 の 中 で は 階級 が 一 番 高 か っ た 
に め 、 や む を 得 ず 艦 の 全権 を 病 か る こと と な 
人 と し て は 甘い と ころ が あり 、 そ れ を 一 
長 の ナタ ル ・ バ ジル ー ル に 指摘 され て 衝突 す 
る こと も し ば し ば あっ た 。 と は いえ 軍規 より も 情 
を 重んじ る マリ ュー の 気質 が 多く の 避難 民 を 捧 


する アー クエ ンジ と め 上 げ 、 ザ フト の 
換 な 追撃 を 括 い 潜る 要因 の ひと つと な っ た の 
は 事実 で ある 。 さら に この 資質 は 、 や が て 戦争 


終結 の た め の 行 動 へ と 彼女 を 駆り 立て る こと と 
な り 、 ア ラス カ 基 地 攻 防戦 に お ける 地球 連合 
軍 の 非 人 道 的 な 戦闘 を 契機 に 軍 を 抜け る 。 そ 
の 後 は 一 時 的 に オー プ へ と 身 を 寄せ 、 オ ー ブ 
壊 減 後 は 第 三 勢力 と し て 戦争 に 介入 し 、 戦 乱 
を 終結 に 導い た 


剖 通 サン ラ ィ ズ 135-28 


機動 戦士 ガン ダム SEED 


LOSSARY 


【 マ ルキ オ 導 師 】 ~ 


【 ヤ キン 


GE D5 se 12 


136-31 


| マル キオ 導師 


の リル DTZ 


横目 の 賢人 。 地球 連合 と プラ ント か ら 信頼 され る 
と 同時 に 、 双方 に 対し て 強大 な 影響 力 を 有する 
人 物 。 性 格 は 温厚 で 、 普 段 は オー プ 近 海 の 琉 
島 で 琉 児 た ちと 隠 運 生活 を 送っ て いる 。 だ が 連 
合 と プラ ント と の 確執 が 深く な り 、 軍事 的 衝突 が 
勃発 する に 至る や 、 乾 乱 総 結 の た め に 活動 を 
開始 。 連 合 事務 総長 オル パー ニ の 親 書 を 携え 、 
プラ ント 本 国 を 訪問 する な ど 積極 的 な 活動 を 展 
開 し ブ 近 海 の 埋 闘 で 重傷 を 負っ 
キラ ・ ヤ マト を 救い 、 そ の 身柄 を 型 か に ラク ス ・ 


【 マ ルキ オ 導 師 】 友 を 失い . 友よ も 刃 を 交 
秩 い に 正義 を 見 い 出 せな く な っ た 

キラ を 、 再 び 立 : 

る 。 穏やか な が 

自分 が 為す べき 

た め に 尽 カ する よう に な 


| ぁ ] 


| ミー ティ ア 
| METEoR 


ザフト が 開発 し た 核 エ ンジ ン 搭載 型 MS 用 補助 氏 
ル で 正式 名 称 は [Mobilesuit 
艇 


装 アー ム ド モ ジ 
Embeddsd Tactical EnfORoer」。 MK 
クラ ス の 火力 と 機動 カ を 付与 する こと を 目的 
発 さ れ た も の で 、 大 推 カ スラ スタ ー を 中 心 に 各種 
兵 装 ( 大 口径 ビー ム 砲 や 多数 の ミサ イル 発射 管 、 
対 第 用 大 型 ビー ム サ ー ペ ル 等 ) を 搭載 し て いる 。 
その た め 兵 器 と し て の 完成 度 は 極め て 高い 
一 方 、 本 機 の 運用 に は 棲 エ ンジ ン 搭載 型 MS 
が 不可 欠 で あり 、 特 に 搭載 兵 装 を 効率 的 ! 
用 する に は [マル チロ ッ ク オン シス テム | と 呼ば 
れる FCS (火器 管制 シス テム ) が 必要 で ある , 
C.E.71 の 段階 で は 、 フ リー ダム ガン ダム と ジャ 
ステ ィ ス ガン ダム 用 に 2 機 が 建造 され た 


ドー ティ ア 】 通常 は エタ ー ナ ル の 艦 首 に 設置 され 
主軸 と し て 用 いら れる が 、 必 要 に 応じ て 分 区 し 、NS 


渡 般 し て お り 、 マ ル チ ロッ クオ ン シ ス テム に よる 全 
絆 一 聞 侍 時 は 複数 の 拓 隊 と の 戦闘 に 有効 。 また 大 
型 ビー ム サ ー ベ ル は 麻 コ ロニ ー を 両 新 する ほど の 威 
計る 


ザフト の クル ー ゼ 隊 に 所 属す る MS パイ ロッ ト 。 
エリ ー ト の 証 で ある 「 ザ フト レッ ド ] で は な い が 、 
それ に 勝る と も 孝 ら な い 技量 を 
気 な 性 格 の 持ち 主 


誇る 。 生来 は 陽 
クル ー ゼ 隊 に 着任 し た 
ラ や ニコ ル ・ ア マル フィ | 
その 反面 、 口 が 悪 


| 
| 
MIGUEL AYMAN | 


、 戦 闘 で は ナチ ュ ラ ル を 見 下 し た 言動 が 多々 
見 られ た 本 国 に 母親 と 病 憎 
な 第 を 残し て お り 、 彼 が ザフト に 参加 し た の は 


弟 の 治療 費 を 持 出 する た め だ っ た と され る 。 し 
か し へ ヘリオ ボリ ス ・ コ ロニ ー 凍 撃 の 際 に スト ライ 
ク ガ ンダ ム に 敗れ 、 肉親 と の 再会 を 果たせ な い 
まま に 前 っ て いっ た 。 主 な 搭 生 機 は ジン . 


am 
】 スト ライ ク ガ ンダ ム と の 初戦 に 敗 
ケル は 対馬 ・ 対 要 天 用 の D 半 備 を 拘 理 し た ジ 
中 に 挑ん だ 。 だ かそ の 際 の スト ライ ク ガ ンダ ム 
ー ド スト ライ カー パッ ク を 持 湯 し た 近 失 幸 品 人 株 
を 選択 し し お り 、 そ の 武装 を 活か せな いま ま に 機体 を 
両断 され て し まっ た 


| ミス トラ ル _ 
MISTRAL 


地球 連合 軍 が 運用 し た 激 用 MA。 MA メビウス 
が 登場 する 以前 の 連合 軍 の 主力 で ある 。 
し MA (特に 戦闘 用 MA) と いう 概念 が 明確 
確立 きれ て いな か っ た 時 代 の 機体 な の で 、 そ の 
外 槍 は 答 外 作業 能 に 装 も 機関 砲 2 
門 の み と 満 科 で 、 実 埋 に 射 えら れる も の で は な 
い 。 その 反面 。 作業 機 と し て の 能力 は 高く 、 必 
要 に 応じ て 機体 を 分 離す る こと で ペイ ロー ド の | 
拡張 が 可能 と な っ て いる 。 この た め メ ビ ウ ス 配 
備後 は 主 に 作業 機 と し て 用 いら れ 、 MS が 開発 
され た CE.71 に お いて も 運用 され て いる 


た ミス トラ ル 。 機体 は マグ ネッ ト と アー ム で 国定 され て 
お り 、 コク ビッ ト は 上 部 に 位置 し て 


南ア フリ カ 統 一 機構 


地球 連 含 へ の 参列 国 の ひと つ 。 主 に アフ リカ 
南部 の 国々 で 構成 され 、 字 宙 へ の 某 け 橋 と も 
いう べき マス ドラ イ バ ー を 保有 する 国 と し て 知ら 
れる 。 ザ フト 士官 で ある アン ドリ ュー・ パ ルト フェ 
留 基地 を 提供 し た アフ リカ 共同 体 と 
対立 関係 に あり 、 その 影響 も あっ て CE.71 の 
戦乱 で は ザフト の 攻撃 目標 と な る , 


可 提 光 線 を 至 曲 させ 、 レ ー ダ ー 波 を 表 収 する と 
いう 特殊 な を 帯び た コロ イド 状 の 微粒 子 、 
また は この 徴 粒子 を 利用 し た ステ ルス 機能 の 
こと 。 放出 し た ミラ ー ジ ュ コロ イド を 電場 で 機体 
表面 に 定着 させ る と 、 そ の 機体 は 電磁 気 的 
光学 的 に ほぼ 完全 に 不可 知 と な る 。 唯一 、 赤 
外線 だ け は 遮蔽 で き な い た め 、 ュ コロ イ 
ド 展 開 中 は 高 機 動 運 動 や 戦闘 行為 が で き な 
いと いう 問題 点 が ある 。 と は いえ それ を 除け ば ミ 
ラー ジュ コロ イド の 中 密 性 は ほか の ステ ルス 技 
術 よ り も 群 を 抜い て 優秀 で 、 地 球 連 合 と ザフト 
の 双方 で 実用 化 が 門 が れ て い 
軍 が 第 1 期 GAT-X シ リー ズ の プリ ッ ツガ ンダ ム 
で 実用 化 成功 。 た だ し ブリ ッ ツ は クル ー ゼ 隊 
ユ コ ロイ ド 技術 も ザ 
(る こと と な り 、 ガ ンマ 線 レ ー ザ ー 発 


コロ イド 排 装 や 音 鶴 を 抑え る こと が で き 
コロ イド の ステ ルス 性 能 は は 完璧 
リッ ツ が 発見 
ト 本 国 で 建造 中 の ジェ ネ シ 
は 、 す べ て ミラ ー シ 
の 性 能 を 示す も の と 言え よう 


PUYP 
MIRIALLIA HAW 


ヘリ オ ポ ボリ ス ・ コ ロニ ー に 暮らす ナチ ュ ラ ル の 
少女 で 、 キ ラ ・ ヤ マト と は 同級 生 。 ザフト の ク 
ルー ゼ 隊 の 壮 撃 か ら 刀 を 逃れ る た 地球 
連合 軍 の 新造 艦 アー クエ ンジ ェ ル に 身 を 寄せ 
仲間 を 守る た め に 戦う キラ を 見 て 少し で も 
えれ ば と 、 カ レッ ジ の 同級 生 た ちと 正規 兵 
不足 の アー クエ ンジ ェ ル に 志願 し 、CIC を 担 
ME た 。 戦い を 通し て コー ディ ネイ 

ーー と ナチ ュ ラ ル の 対立 の 無益 さ を 知り 、 最 後 
に は 自分 の 乗 す 


5 | | 


ニ ヒ が 旨 場 で 語族 と し た 陳平 を 失い 、 
捕虜 と な っ た ディ アッ カ ・ エ ルス マン を 殺害 し よ 
うと し た こと も あっ た 


ドリ アリ ア ・ ハ ウ 】 16 引 の 女の子 らし 
どん な 状況 で も 明る い 笑顔 を 絶やさ な か 
右 )。 恋人 の トー ル ( 左 ) と 共に キラ を 支 


【 ム ル タ ・ ア ズラ エル | オー プ 吉 人 首長 国 へ の 
保 攻 を 橋 示 し た アズ ラ エル は 、 その 後 、 有 ら 電 


最後 に は 撤 立 無援 の まま 、 艦 と 夫 に 宇 
軸 の 敬 選 と 化し た 


Ls] 


ムウ ・ ラフ ラガ 
| MWU LA FLAGA | 


エン デュ ミオ ン の 放 の 異名 を 持つ 、 地 球 連 
合 車 の エー スパ バイ ロッ ト 。 地球 で も 有数 の 次 
産 家 で ある アル ・ ダ ・ フ ラガ の 長男 と し て 誕生 
し た が 、 両 親 の 教育 方 針 の 違い か ら 父 親 か ら 
疎 ま れ て いた と いう 過去 を 持つ ( 親 は 自分 の ク 
ロー ン に 家 を 継が せ た い と 考え て お り 、 そ うし て 
橋 生 し た の が 、 の ち に 宿命 の ライ バル と な る ラ 
ウ ・ ル ・ ク ルー ゼ で ある )。 連合 軍 に 入隊 し た 
ムウ は 、 パ イロ ッ ト と し て の 才能 を 開花 させ た 。 
そし て 持ち 前 の 優れ た 空間 認識 能力 を 認 | 
れ て メビウス ゼロ 隊 に 配属 され る と 、 ザ フト と の 
戦闘 で 数 々 の 殊勲 を 打ち 立て た 。 性 格 的 に は 
非常 に 気さく で 軍人 らし か ら ぬ 軽い 面 が 目立っ 
て いる 。 と は いえ 電 開 時 に は 豊富 な 戦闘 経験 
に 裏打ち され た 的 確 な 判断 を 下す 一 方 、 物 事 
に 因 わ れ な い 柔 軟 な 思考 を 発 押し た 。 アー ク 
エン ジェ ル に 合 渡し た 際 は 、 最 年 長者 と し て 優 
れ た 判断 力 を 発揮 し 、 不 慣れ な 乗員 た ち を 先 
導 し て いる 。 主 な 搭乗 機 は メビウス ・ セ ゼロ 、 スト 
ライ ク ガ ンダ ム 。 


【 ム ゅ ・ ラ ・ フ ララ 妨 「 不 可能 を 
可能 に する 男 」 と いう 台 同 人情 
面 も な く 口 に で きる の が ムウ と 
いう 男 で : 常に 手 々 と し 


た 態度 を 保ち 、 寄り 合い 六 帯 と 
も 言え る アー クエ ンジ ェ ル の 中 
心 的 存在 と な っ た 


ムル タ ・ ア ズラ エル 


MULTA AZHAIL | 


反 コ ー デ ィ ネ イタ ー を 標 椅 す る 秘密 結社 ブル ー 
コス モス の 盟主 。 表向き は アズ ラ エ ル 財 団 の 
御曹司 で あり 、 国 防 産業 連合 理事 の 座 に 就 
いて いる 。 その た め 地 球 連 合 (中 で も 大 西洋 
連邦 と その 同盟 国 ) に 対し て 強大 な 発言 力 を 
有 し 、 実質 的 に 連合 を 影 か ら 控 っ て いた 。 さら 
に その 影響 力 を 虹 使 し て 反 コ ー デ ィ ネ イタ ー 論 
を 展開 する だ け で な く 、 コー ディ ネイ ター 抹殺 の 
な ら ば 武力 行使 も 妹 さ な か っ た 。 そこ まで 
コー ディ ネイ ター を 憎悪 する アズ ラ エ ル の 動機 
は よく 50 られ て いな い が 


| 座 を 味わわ され た こと か 
ら 、 裕 ら を 恨む よう に な っ た と され る 。 と は いえ 、 
それ だ け で コー ディ ネイ ター の 絶滅 を 図る と は 
考え に くく 、 ほ か に も さま ざま な 要因 が 関係 し て 


<r 較 QOL 較 


: ア ー ク エンジェ ル の 強 f 
キラ ・ ヤ マト の ラン チャ ー ス トラ イ 
序盤 は 砂 漢 の 特性 を 
利用 し て スト ライ ク ガン ダム を 翻弄 し た も の の 
キラ が 砂 温 戦 用 に 機体 0S を 書き 換え る と 形 
勢 は 沙 転 。 最後 に は 350mm 高 イン バル ス 砲 
の 直撃 を 受け 、 
乗 機 は バク ウ 。 


| メ ネ ラ オス 


地球 連合 軍 第 8 医 隊 の 族 北 と な る アカ ガメ ム ノ 
ン 級 宇宙 戦艦 。 知 持 と し て 知ら れる デュ エイ 
ン ・ ハ ル バ ー ト ン 提 督 の 座 乗艦 で ある 。 合流 
し た アー クエ ンジ ェ ル は 。 ハル バー トン 提 替 の 
訪問 を 受け る た め メ ネ ラ オス の 隣 に 並び 。 そ の 
際 に アー クエ ンジ ェ ル が 保護 し て いた 避難 民 は 
ラオ ス へ と 移り 、 シ ャ トル で 地球 へ と 降下 さ 
せる 計画 で あっ た 。 その 後 、 地 球 に 時 下す る 
アー クエ ンジ ェ ル を 護衛 し 、 追撃 する ザフト の ク 
ルー ゼ 隊 と 交戦 。 無事 に アー クエ ンジ ェ ル を 脱 
出さ せ た も の の . メ ネ ラオ ス は ロー ラ シ ア 統 ガ モ 
フ と の 激しい 砲撃 戦 の 末 、 大 破 。 大 気 と の 空 
力 加 熱 に よっ て 焼 え 屋 き て いる 。 


メビウス 
MEBIUS 


CE71 の 戦乱 に お いて 地球 連合 軍 の 主力 と 
な っ た MA。 機体 サイ ズ に 比べ て 巨大 な スラ ス 
ター を 2 基 配 し て お り 、 機 動 性 と 運動 性 に 優れ 
て いる 点 が 特 得 。 また 機体 中 央 の モジ ュー ル 
に リニア ガン 、 機 体 前 面 に は バル カン 砲 、 さ ら 
に 機体 下部 の 汎用 ラッ チ に は 戦況 に 応じ て 半 
備 を 換装 する こと が で き 、 激 用 性 に も 優れ て い 
る 。 その た め 開 発 当初 は 「 爆 車 や 戦 能 並み の 
重 装 甲 、 戦 闘 機 並み の 機動 性 と 戦闘 能力 を 
両立 させ た 理想 の 機動 兵器 ] と 証 わ れ た も の 
の 、 ザ フト が 投入 し た MS の 前 に は ほとん ど 赤 
が 立た これ は メビウス の 本 領 は 戦闘 
が 宇 軍艦 般 や コロ ニー と いっ た 大 型 の 目標 を 
相手 と し た 一 撃 禁 脱 温 に あり 、MS が 得意 と す 
る 近接 戦は 想定 外 と され る 。 


メビウス ゼロ 
MEBIUS ZERO 


メビウス の 開発 に 先 齋 けり て 地球 連合 軍 が 開発 
IA。 武装 と し て は 機体 中 央 部 の リニア ガ 
ン に 加え 、 外 装 式 の ガン バレ ル が 設置 され て 
いる 。 これ は 本 体 か ら 切 り 部 し て 使用 する 有 提 
式 戦 闘 デ バイ ス で 、 通 常 は メビウス ゼロ の ブー 
スタ ー と し て 機能 する 。 だ が 埋 闘 時 に は 機体 か 
ら 切 り 離 され 、 母 機 と は 異な る 方 向 か ら 標的 を 
攻撃 する の で ある 。 予想 だ に し な い 方 向 か ら の 
連続 攻 撃 を 可能 と する メビウス セ ゼロ は 、 ザ フト 
の MS に 対抗 で きる ほぼ 唯一 の 兵器 で あっ 
し か し ガン バレ ル を 扱う に は 特殊 な 空間 認識 
能力 を 有する パイ ロッ ト が 必要 で あり 、 人 的 次 
源 の 確保 の 問題 か ら 主 力 機 と は 成り 得 な か っ 
唯一 、3 個 小隊 15 機 の メビウス ゼロ 部 隊 
が 結成 され 、 グ リマ ルディ 戦線 に 投入 され た と 
いう 記録 が 残さ れ て いる も の の 、 こ れ も ム ウ 
フラ ガ の 機体 を 除い て 全滅 と いう 憂き目 に 適っ 
て いる 。 ちな み に 「 エ ン ディ ミオ ン の 鷹 ] と いう 
ムウ の 二 つ 名 は この 時 の 戦果 を 称え た も の で 
あり 、 こ の こと か ら 彼 が メビウス ゼロ を 操縦 する 
に 足る 空間 認識 能力 を 有 し て いる こと が わか る 
と いう も の で ある 。 


GARM R&D で 


メン デル モン ト ゴ メリ ィ | 
| MENDEL | 
C.E.30 に ラグ ラン ジュ ポイ ント 4(L4) 宙 域 に 建 | 地球 連合 軍 第 8 機動 艦隊 に 所 属す る ネル ソン 
造 され た 円 簡 型 スペ ー ス コロ ニー。 G.A.RM. | 寺 宇 宙 戦 艦 で 、 艇 長 は コー プ マ ン 。 ヘリ オ ボ ポリ 
R&D (高度 遺伝 生殖 医 生 研究 所 ) が 設置 され | ス か ら 膨 出し た アー クエ ンジ ェ ル を 護衛 すべ く 


て いた 。 その た め 、 メ ン デ ル で は 通常 の コ 
ネイ ター を 下 か に 姜 宮 す る スー パー コー ディ ネイ 
ター を 生み 出す 研究 が 進め られ 、 人 工 子 宮 や 
倫理 的 に 問題 の ある クロ ー ン に 関す る 実験 も 
行わ れ て いた 。 し か し ナチ ュ ラル と コー デ 
ター の 対立 が 高まる 中 、 ブ ルー コス モ 
テロ 活動 や 研究 所 内 で 発生 し た パイ オハ ザー 
ド に よっ て コロ ニー は 放棄 され た 


も 


| モル ゲン レー テ 社 


| MORGEN ROETE | 


オー ブ 遠 合 首長 国 の 半 国 営 ・ 公 営 企業 。 オ 
ノ ゴ ロ 島 に 本 社 と 工場 施設 を 置く 兵器 メー カー 
で ある 。 オー ブ が 中 立 を 維持 し 続け て いら れる 
の は オー ブ が 開発 し た 最新 鋭 兵器 の 存在 も 
その 軍事 力 は 、 モ ル ゲ ン レ ー テ 社 の 
こそ の も の な の で ある 。 
ント と 地球 連合 の 軍事 
衝突 に お いて 、 重要 な 働き を 示し た アー クエ ン 
ジェ ル や スト ライ ク ガ ンダ ム も 、 モ ル ゲ ン レ ー テ 
社 が 開発 に か か 


モル ゲン レー 
1 期 GAT-X シ 


3 


第 8 艦隊 か ら 派遣 され た 先遣 艦隊 の 旗艦 で 
る 。 し か し 合流 直前 、 ク ルー ヤ 隊 の 強 前 を 現 
け て 艦隊 は 全滅 。 モン ト ゴ メリ ィ も 若 戦 し た も の 
の 撃沈 され て いる 。 


ヤキ ン ・ | 
| JACHIN DUE | 


ザフト が 保有 する 宇宙 要 春 。 資源 採掘 用 の 小 
惑星 を プラ ント 防御 の た め に 軍事 要塞 化 し た 


も の で 、 ザ フト の 最終 防衛 ライ ン と し て 機能 し 
て いる 。 また 、 ナ チュ ラル 環 減 の 切り 札 と し て 
バト リッ ク ・ ザ ラ が 用 意 し て いた Y 線 レー ザー 発 


射 装置 ジェ ネ シ ンス の コン トロ ー ル も ヤキ ンド ゥ ー 
エ か ら 行 われ る 。 CE.71 に 発生 し た 戦乱 で は 、 
この 要塞 を 巡っ て ザフト と 地球 連合 軍 の 最終 
決戦 が 発生 。 戦闘 終盤 に アス ラン ・ ザ ラ と か 
ガリ ・ ユ ラ ・ ア スハ ら 5 オー プ の 部 隊 が 突入 し た 
も の の 、 パト リッ ク は ヤキ ンド ゥ ー エ の 自爆 シー 
クエ ンス に ジェ ネ シ ス の 発射 を 連動 させ て い 
た 。 だ が アス ラン は ジャ ステ ィ ス ガン ダム を ? 
ネ シ ス で 自 糧 さ せ て 発射 は 防い . 
戦 の 果て に ヤキ ン ・ ド ウゥ ー エ は 陥落 し 、 両 軍 の 
間 に 停 戦 条約 が 結ば れる こと と な っ た 


a サン イズ 136-32 


137-29 


機動 戦士 ガン ダム SEED 


GLOSSARY 


| ヤル ー・ ア シュ マン | 


PE 


ンジ スタ ンス 組織 「 明 け の 砂漠 」 の リー ダー、 
サイ ー ブ ・ ア シュ マン の ひと り 候 子 。 幼い な が 
ら も ザフト の 圧 制 に 抵抗 する サイ ー プ を 誇り に 
思っ て お り 、 タ ッ シ ル の 街 で 父親 の 帰り を 待ち 
舘 び て いた 


ヤル ー・ ア シュ マン 】 ルト 
て タッ シル の 付 が 護 滅 し た 際 
づく こと な く 、 長 老 を は じ め と する 人 々 の 透 を 手 有 
けし た 。 交 親 銀 り の 勇 攻 を 占 は 幼い 息子 
た よう だ 


Ls 


| ユー ラ シ ア 連邦 


地球 連合 の 所 属国 家 の ひ と つ 。 大 西洋 連 反 
強大 な 発言 権 を 有する 
運 邦 と は 対立 関係 に ある が 、 
ー と いう 統一 見 
加 し て いる 。 と 
連邦 が 仕掛 けた サイ クロ プス に よっ て 、 字 備 
悦 と し て 配備 され た 前 隊 が 壊 減 し た た め に 大 き 
く 疲 整 。 結果 と し て 大 西洋 連邦 を 抑え 込む だ 
け の 力 を 失い 、 戦争 後期 に お ける 大 西洋 連邦 


に 。 これ は 、 連 合 内 で 大 西洋 
ア 連 邦 が 対立 し て いた こと が 
互い が プラ ント と の 戦 金 後 は 仮想 敵 
し て 想定 し て いた 。 アラ スカ 基地 の 守備 隊 
ア 連 孝 の 兵士 だ けが 政 え て 残さ れ 、 
ザフト の 困 に され た の で ある 


クエ ンジ ェ ル が 寄 汰 し た 要 室 アル テ ミ ス は ユー 
連邦 の 軍事 拠点 で ある 


【 ユ ニウス セブ ン 】 プラ > ト へ の 長 作 人 


き 所 で 5 ュー ウス セ ブン 6。 内 
な 農地 が 広がる 穏やか な コ 

た の の グフ 

の 低下 を 狂う 連合 の 柄 

る 。 その 後 、 

各 寺 碑 が 建て られ 

を 後世 に 伝え る 役 拓 を 果 た 


マイ ウス 市 か ら 選 出さ れ た プラ ント 最高 評議 会 
議員 。 ザフト レッ ド の ひと り 、 ニコ ル ・ ア マル フィ 


の 父親 で も ある 。 地球 連合 と の 武力 衝突 が 激 
化し た 当初 、 国 防 委員 の 中 で は 穏健 派 に 属し 
急進 派 


ニコ ル の 死 を 契機 に 
の パト リック ・ ザ ラ に 協力 。 開 人 
ジャ マー キャ ン セ ラー の 使用 に 


に 
< 


【 コ ー リ ・ ア マル フ +】 連合 と の 講和 条約 の 章 案 を 読 

る シー ゲル ・ ク ライ ン の 言葉 を 、 ユ ー リ は 音 々 
し い 表情 を 浮か べ て 聞い て いた 。 量 愛 の ひと り 最 子 
を 失っ た 彼 に と っ て 、 運 合 (ひい て は ナチ ュ ラル ) と 
の 和 時 を ど 考 えら れる は ず も な か っ 


| ユー レン ・ ヒ ビ キ 
ULIN HIBIKI 


キラ ・ ヤ マト と カガリ ・ ユ ラ ・ ア スハ の 実 の 父 
親 。 便 秀 な 遺伝 子 エ 学者 で あり 、 当初 は 人 類 


ネイ ター)」 の 創造 に 固執 する よう ( 
う 。 そし て 妻 (ヴィ ア ・ ヒ ビ キ ) が 受 朋 し た 到 子 
の 受精 角 の 片方 を 実験 体 と し 、 誕 生 し た の が 
キラ ・ ヤ マト で ある 。 キラ の 誕生 は 批 多 の 生体 
実験 の 成果 と ど 


【 ュ ー レ ン ・ ヒ ビ *】 コー ディ ネイ ター 臣 生 に 関す る 最 
大 の 不 確 定 要素 一 一 母体 の 条件 を 解消 + べく 、 人 


る アル ・ 
言葉 巧み に 資 援 を 持ち 掛け た ア 

ル は 、 そ の 見 返り に クロ ー ン の 製造 を 指示 。 や な 
が 、 証し 
ー ゼ ) が キラ と 義 対 する よ 


ウス 市 に 所 属す る 農業 用 コロ ニ - 
「 血 の パレ ンタ イン 事件 」 が 発 
り 、 地球 連合 の 栓 攻撃 で 
名 の 民間 人 の 命 が 失 われ る こと と な っ 
て この 事件 が まっ か け と な り 、 プ : 
武力 衝突 が 本 格 化し た 


ー【 ロ メル ・ バ ル 】 


【 ラ クス ・ ク ライ ン 】 お っ と り 
と し た 口調 と 像 し そう な 外 
見 と は 斉 腹 に 、 芯 の 

女性 で あり 、 戦 乱 示 期 に 
en < 赴き 、 濾 争 


ラウ ・ ル ・ ク ルー ゼ 
RAWW LE KLUEZE | 


属す る MS パイ ロッ ト 。 指揮 官 と し て 
ド 力 を 発揮 し 、「 ク ルー ゼ 隊 ] と 呼ば 
れる 戦闘 部 隊 を 率い た 。 だ が 軍人 と し て 有 能 
な 反面 、 精神 的 に は 非常 に 不安 定 な 要素 を 抱 
えて いた 。 それ は 彼 の 特異 な 出自 に 起因 する も 
の で ある 。 地球 で も 有数 の 資産 家 で ある アル ・ 
ダ ・ フ ラガ の クロ ー ン と し て 誕生 し た ラウ は 、 ア 
ル の 遺伝 子 を 引き 継ぐ 者 と し て 彼 の 後継 者 と 
な る は ず し か し 、 ク ロー ン 技 術 の 不備 か 
ら 寿 命 が 短 いと いう 先天 的 な 問題 を 抱え て お 
り 、 自分 を 不 完全 な 人 間 と し て 生み 出し た アル ・ 
ダ ・ フ ラガ を 憎悪 。 つい に は 殺害 に 及 ん 
が ラウ の 起り は 収まら ず 、 や が て 彼 の 憎悪 は 人 
類 全体 に 向け られ る よう に な っ た 。 ザフト に 入 
隊 し た の も その た めで 、 佑 秀 な ザフト 士官 と し て 
活躍 する 一 方 、 密 か に 地球 連合 軍 と の パイ プ 
を 作り 、 両 者 の 対立 を 助長 し た の が 


報 を 連合 側 に リー ク し た の も その た めで ある ) 
C.E.71 に お ける プラ ント と 地球 連合 の 武力 衝 
は 、 人 類 の 抹殺 を 願う ラウ の 思惑 が 
れ し て いた の だ っ た 。 ちな み に ラ ウ が ム 
ウ ・ ラ ・ フ ラガ や キラ ・ ヤ マト に 一 方 的 な 敵 昼 
心 を 燃やし た こと も 、 ク ロー ン と し て の 彼 の 出自 
が 関係 し て いる 。 ムウ は アル の 実子 で あり 、 同 
し 遺伝 子 を 分 け 合 いな が ら も 健康 体 で いら れる 
ムウ に 対す る 角 知 心 が あ っ た と され る 。 一 

スー パー コー ディ ネイ ター と し 
人 類 の 遺伝 子 研究 の 成果 で 
は 許さ れ ざ る 存在 だ 主 な 打 機 は シー、 

ゲイ ツ 、 プロ ヴィ デン スガ ンダ ム 。 
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ラク ス ・ ク ライ ン | 
LACUS CLYNE | 


プラ ント 最高 評議 会 議長 シー ゲル ・ ク ライ ン の 
ひと り 根 。 美しい 声 を 持つ 歌姫 と し て も 有名 
り 、 プ ラン ト の 国民 的 アイ ドル と し て 絶大 な 人 気 
を 集め て いた 。 その よう な 影響 力 が あっ て か 、 本 
人 の 意思 と は 関係 な く 公 的 行事 に 出席 す - 
と が 多かっ た ス セ プン 追悼 慰霊 
加 の 事前 調査 に 参加 戦闘 に 唱 遇 。 地 
球 連合 軍 級 アー クエ ンジ ェ ル に 救助 され た 。 そ 
の 過程 で 真実 の 戦争 の 次 や 、 ナ チュ ラル と コー 
デイ ネイ ター の 対立 を 実 疲 す る よう に な る 


a 志 ? 
する 同朋 の 協力 も あっ て プラ ント を 脱出 し た ラク 
ス は 、 ア ー ク エン ジェ ル や オー プ 戦 艦 ク サナ ギ と 
合流 。 プラ ント に も 連合 に も 属さ な い 第 三 勢 力 
を 形成 し 、 濃 乱 終 結 の た め に 尽力 し た 。 ちな み 


ザフト が 開発 し た 四 足 戦型 MS バク ゥ の 上 位 機 
種 に あたる 機体 。 基本 構造 は 似 て いる が 
ネ レ ー タ ー 出 力 の 向上 や 各種 セン サー 
が 図ら 5 れ て いる 。 また 開発 当初 か 
の 搭載 が 見 込ま れ て お り 、 コ クビ 
ト と ガン ナー が 乗り 込む 複 座 式 が 
ラ ゴ ゥ は パク ゥ を 遥か に 上 回 る 性 能 を 発揮 し 
遠 距離 戦 で は ビー ム 砲 主体 、 近 距 離 戦 で は ク 
ロー と ビームサーベル を 騙 使 し た 戦術 を 使い 分 
ける こと が で きる 。 主 な 操 線 者 は アン ドリ ュー・ 
バル ト フ ェ ルド 、 アイ シャ 。 


キラ ・ ヤ マト の ス | 

シフ ト ) ダウ ン に まで 追 
関 を 巧み に 使い 分 
ラ が SEED を 発現 させ 
ナイ ダー を 突き 立て られ 、 坦 毅 し て 果て た 


クル ー ゼ ] 常に 仮面 を 被っ て 
い 憎む べき 文 親 の 前 が そこ に 存 


在 す る の を 気 に し て いた の か も し れ な い 
福 の 応 


それ が 艇 慢 で 


ラス ティ ・ マ ッ ケ ンジ ー | 


RUSTY MACKENZIE 


ザフト の クル ー ゼ 


所 属す る する MS パイ ロッ 
ト ト 部 隊 で ある ザフト レッ ド に 袖 を 通す 
こと を 許さ れる ほど 優れ た 技量 の 持ち 主 で あり 
その 院 を 見 込ま れ て ヘリ オギ ポリ ス 前 撃 作戦 
参加 し た 。 だ が 強奪 目標 の 地球 連合 軍 製 MS 
で 目前 に し て 、 灸 弾 を 受け て 命 を 落と し た 


| ラン チャ ー ス トラ イク ガン ダム | 


LAUNCHER STRIKE GUNDAM 


ラン ライ カー を 装備 し た スト ライ ク ガン 
ダム の 呼び 名 。 大 型 の ビー ム 砲 を 用 いた 長 距 
離 砲撃 戦 の 仕様 で ある 。 スト ライ ク が 最初 に 装 
備 し た スト ライ カー パッ ク で あり 、 へ リオ ポリ ス の 
学生 た て 取り 付け その 後 、 ラ 
ウ ・ ル ・ ク ルー セ の シグ ー ド 攻撃 を 受け た 際 
バイ ロッ ト の キラ ・ ヤ マト は 本 装備 の 火力 を 把 所 
し な いま ま に 撃 ち 、 ヘ リオ ポリス に 穴 を 開け て し 
まう 。 な お 、 電力 を アー クエ ンジ ェ ル か ら 供給 し 、 
砲台 代わ り と し て 運用 され る こと も あっ た 。 


| ルイ ー ズ ・ ラ イト ナー | 
| | 


ユニ ウス 市 か ら 殿 出さ れ た プラ ント 最高 評議 会 
議員 。 ア スラ ン ・ ザ ラ の 母 レ ノア の 親友 で も あ 
る 。 講 会 で は 司法 委員 長 を 務め 、 急 進 派 に 属 


し て いる 。 パト リッ ク ・ ザ ラ に 協力 的 で 


レイ ダー ガン ダム | 
LHAIDER GUNDAM | 


第 1 期 GATX シ リー ズ の デー タ を 基 に 地球 軍 
合 軍 が 開発 し た MS。 イー ジス ガン ダム に 採用 
され た X300 系 の フレ ー ム 構造 を 持つ が 、 変 
形 機構 は 生還 化 され て いる 。 また イー ジス と は 
違っ て 大 気 園内 戦闘 を 強く 意識 し た 機体 構造 
を 有 し 、MA 形 態 に 変形 し た 際 に は 優れ た 飛 
行 能 力 を 発揮 する 。 MA 形態 で の 高村 動 性 を 
活か し て 標的 に 急 接近 、 瞬 時 に 変形 し て 格闘 
戦 を 行い 、 再 び 変 形 し て 素早 く 難 脱 す る と いう 
の が レイ ダー ガン ダム の コン セプト で ある 。 


| レイ ・ ユ ウキ 
アカ デミ ー 時 代 の アス ラン ・ ザ ラ の 教官 を 務め 
た ザフト の 高級 士官 。 彼 自身 コー ディ ネイ ター 
だ が 、 ジ ェ ネ シス に よっ て ナチ ュ ラ ル を 全 減 させ 
よう と いう パト リッ ク ・ ザ ラ の 考 は 疾 問 を 抱 
いて いた 。 その た め パ トリ ッ ク に 進言 する が 、 そ 
れ を 裏切り と 判断 され て 撃た れ て し まう 。 し か し 、 
最後 の 力 を 振り 紋 っ て パト リッ ク を 射殺 し た 。 


| レセ ッ プス 
| LESSEPS 


「 砂 漢 の 席 」 の 異名 を 取る ザフト 士官 、 ア ンド 
リュ ー・ パ ルト フェ ルド が 座 乗 する 陸上 戦艦 。 
高速 振動 に よっ て 夏 を 涼 状 化す る スケ イル 
モー ター を 装備 し 、 砂 漢 地帯 の 高速 移動 を 可 
能 と する 。 また MS 運用 玉 散 と し て の 機能 も 有 
し 、 パ クゥ や ラ ゴ ゥ と いっ た 陸戦 MS を 多数 搭 
載 し て いる 。 レセ ッ プス 級 は ザフト の 陵 上 昔 艇 
の 中 で も 最大 級 で あり 、 複 数 の MS 発進 ゲー ト 
を 備え た MS 運用 能力 の ほか 火力 に も 優れ る 。 
主砲 と し て 40cm 連 装 砲 を 3 基 計 6 門 搭載 し て 
いる だ け で な く 、 VLS や 特殊 兵 装 と し て 砂 湯 用 
の 魚雷 な ども 持つ 。 アー クエ ンジ ェ ル と の 最終 
戦 に よっ て 機関 が 停止 し 、 パ ルト フェ ルド に よっ 
て 授 艦 命令 が 出さ れ た 。 


レ ド ニ ル ・ キ サカ 


オー ブ 陸 軍 特 殊 空 押 部 隊 に 所 属す る 一 等 陸 
佐 。 常 に 冷静 か つ 公平 な 視点 で 物事 を 判断 
する こと か ら . オー ブ の 代表 首長 ・ 
アス ハ か ら 全幅 の 信頼 を 置か れ て い 
た め オ ー ブ を 飛び 出し : 
の お 目付 け 役 を 託さ れ 、 一 時 は レジ スタ ンス 組 
織 「 明 け の 砂漠 」 に 属し て いた こと も ある 。 バル 
ト フ ェ ル ド 隊 を 撃破 し た の ち は カ ガリ の 議 衛 と し 
て 共に アー クエ ンジ ェ ル へ と 便乗 し 、 ザ フト の 
勢力 の 手薄 な イン ド 洋 を 進む こと を 提 実 。 オー 
ブ 寄 港 に 一 役 買う 。 その 後 、 地 球 連合 軍 の 
侯 攻 で オー ブ が 湖 壊 する と 、 カ ガリ りら を 連れ 
宇宙 に 脱出 。 宇宙 戦艦 クサ ナギ の 艦長 に 就 
任 し ル や エタ ー ナ ル と 行動 を 


ロメ ロ ・ バ ル 


ROMERO PAL 


地球 連合 車 の 強襲 機動 特 全 能 ア ー ク エン 
ジェ ル の プリ ッ ジ ク ルー の ひと り 。 通信 士 で ある 
が 、 最 初 に アー クエ ンジ ェ ル を 動か し た 際 は 火 
器 管 制 も 担っ た 。 アー クエ ンジ ェ ル の 正規 軍 


人 の 中 で は 最も 若く 、 備 品 の 搬入 や 資材 管理 
る ど に も 駆り 出さ れ で いた 


機動 戦士 ガン ダム SEED DESTINY 


し こう 
機動 戦士 ガ カツ ダ ム SEED DESTINY 
| アウ ル ・ ニ ー 
| AUEL NEIDER 


地球 連合 軍 の 第 81 独 立 機動 群 (ファ ント ムペ 
イン ) に 所 属す る エク ステ ン デ ッ ド の 少年 。 年 見 
相 える も の の 、 気 に 入ら な いこ と に は 突 
敷 昭 する な ど 感 情 の 起伏 が 
汗 で 電 闘 に 臨む 。 同じ 
ング ・ オ ー ク レー、 ステ ラ ・ ル ー シ ェ と 3 
リー ワン か ら ザ フト の 新型 機 を 奪取 し 、 ア ビス ガ 
ンダ ム の パイ ロッ ト と し て ミネ ル バ を 追撃 。 連合 
軍 と オー ブ 協 同 に よる クレ タ 沖 で の サフ ト 扶 軸 
5 いて イン パル スガ ンダ ム か ら 直 撃 を 
ウル は 、 戦場 に 散っ て いっ 


8 子 者 な 一 面 も ある 。 その た め 本 来 で 
あれ ば 艦長 の タリ ア ・ グ ラディ ス を 補佐 する 立 
場 に あり な が ら 、 頼り な く 思わ れ て いた よう だ 。 
し か し 、 激 戦 を 洪 り 技 け る うち に 成長 し て いき 、 
ヘブン ズ ペ ー ス 攻略 戦 で は タリ ア に 代わ っ 
艦長 席 に 着き 、 攻 撃 指示 を 出す な どの 活躍 を | 
示し 、 徐 々 に で は ある が 軍人 と し て の スキ ル を 
高め て いっ た 。 最終 決戦 で アー クエ ンジ ェ ル に 
敗れ た 際 . タリ ア か 総員 明 避 を 一 任 さ れ た の | 
は 彼 が 一 人 前 の 士官 と な っ た こと を 彼女 が 認 
め た ろう 


| | アカ ッ キ | 


され た 本 機 は 防御 力 を 重視 し 
り 、 そ れ は 全身 を 間 う 特 列 装甲 に 
る 。 金色 に 輝く この 装甲 は 「 ヤ タ ノ カ カ 
ば れる ミラ ー コ ー テ ィング 装甲 で あり 、 敵 が 放っ 
た ビー ム に 対し 成 力 を 小 胡 する こと な < く 反 射す 
る と いう 機能 を 有 し て いる (た だ し ビー ム サ ー ベ 

| ブル や ビー ム ブ ー メ ラン の 反射 は 不可 能 )。 さら に 

ィング を 施し た 専用 の 盾 は 陽電子 
砲 の 直撃 に も 耐え 、 通 常 の MS の 次 元 を 流 各 
する 防御 能力 を 獲得 する に 至っ た 。 また バッ ク 
バッ ク の 換装 機構 も 特徴 で ある 。 大 気 園内 で 
は 空戦 用 パッ ク 「 オ オ ワ シ ] を 、 宇宙 空間 で は 
宇宙 戦 用 パッ ク [シラ ヌイ ] を 装着 する こと で 、 
アカ ツキ は 領域 に 左右 され な い 愉 動 性 を 獲得 し 
た 。 さら に シラ ヌイ に は ドラ グー ン シ ス テム と 同等 
の シス テム (誘導 機動 ピー ム 砲 搭 シ ステ ム ) が 
採用 され 、 射 H 桐 塔 を 無人 攻撃 繕 末 と し て 
運用 で きる よう に な っ て いる 。 この よう に アカ ツ 
キ は 同 世代 の MS と は 一 線 を 画す る 高 性 能 機 
で あっ た 。 し か し 、 数 々 の 特殊 能力 は 開発 期間 

| の 長期 化 と コス ト の 高騰 を 招き (アカ ツキ 1 機 で 
M1 アス トレ イ 20 機 以上 が 生産 可能 と され た )、 


ンジ ュ 4(L4) に 新造 され た プラ ント 。 アー 
(アー モリ ー1~10 か ら 成 る ) を 構成 
ザフト の 兵器 工 應 プ 
局 を 綾 括 管 理 


ンダ ムカ オス ガン ダム ガイ アガ ンダ ム ご ア 
ピス ガン ダム と いっ た セカ ンド ステ ー ジ シリ ー ズ 
を は じ め 、 ユ ニウス 条約 締結 後に 開発 され 
ニア ムシ リー ズ の 機体 が 開発 され て 
『、CE.73.10.02、 新 造 戦 第 ミネ ル 
バ の 進 宙 式 を 翌日 に 控え た 日 、 フ ァ ン トム ペイ 


結 。 実際 た 
お いて で ある 。 主 な 搭乗 


(5} a05 Ri 


アス ラー ダ GSX-NEO | 


ォ オーブ に 


を 寄せ た アス ラン ・ ザ ラ が 使用 し て 
いた スポ ー ツ カー。 6 速 MT の ツー シー ター オー 
フン カー で リア ・ ウ ィング は 収納 式 。 さら に リア ・ 
エン ジン を 積む な どか な り 特 徴 的 な マシ ン だ 
製造 メー カー を は じ め と する 詳細 な 諸 元 
明 。 か な り の 高 性 能 車 で ある こと は 確か 
スラ ン の ドラ イ ビ ピン グ テ ク と 相まって 軽快 
な 走り を 抜 露 し て いる 。 ちな み に ナ ン パ バー プレ ー 
ト の 表示 は 【13B-MSP LA-SE3P] で ある 


アス ラン ・ ザ ラ 
ATHRUN ZALA 


CE.71 の 戦乱 終結 後 、 オ ー プ に で 命 し て ア 
レッ クス ディノ を 名 乗っ て いた アス ラン は 、 オー 
プ 代 表 と な っ た カガリ ユラ ・ ア スハ の ボディ ガー 
ド を 務め て いた PC.E73。 ア ー モ リー ワン 
で の プラ ント 最高 評議 会 議長 ギル バー ト ・ デ ュ 
ラン ダル と の 会 談 に カガリ の 護衛 と し て 出席 し 
た 折 、 地 球 連 合 軍 特 殊 部 隊 フ ァ ン トム ペイ ン 
こよ る 新型 MS 強奪 に 遺 遇 。 その 戦い に 巻き 
込ま れる 形 で ザフト の 新 千 戦艦 ミネ ル バ に 性 難 
し 、 行 動 を 共に する こと と な る 。 その 際 、 父 パ 
トリ ッ ク ・ ザ ラ を 支持 する 者 た ち が 引き 起こ し た 
「 ブ レイ ク ・ ザ ・ ワ ー ル ド 」 に も 中 遇 し 、 地 球 と 
プラ ント 間 で 再び 戦端 が 開か れる と 、 戦乱 を 終 
結 させ る べく (デュ ラン ダル の 理念 を 信じ て ) ザ 
フト に 復 隊 。 FAITH と し て 正式 に ミネ ル バ へ と 
配属 。 シン ・ ア スカ や レイ ・ ザ ・ パ レル 、 ル ナ 
マリ ア ・ ホ ポーク の 指導 的 立場 と な っ た 。 だ が 、 
クレ タ 島 海域 の 戦場 で キラ ・ ヤ マト と 再会 し た 
アス ラン は 自ら の 進む べき 道 を 模索 する よう に 
な っ て いく 。 その 結果 、 次 第 に ミネ ル バ 内 で 孤 
立 し 、 シ ン と 衝突 する こと が 多く な 
そし て 戦乱 を 煽る よう な デュ ラン ダル に 不 
を 抱き 始め た アス ラン は 、 講 長 の 謀略 で 拘束 
され か けた た め に ザフト を 脱走 。 追 没 し て きた 
ン に 撃墜 され て 重傷 を 負っ た も の の 、 潜 入 し 
いた オー ブ の レ ド ニ ル ・ キ サカ に 助け られ アー 
クエ ンジ ェ ル と 合流 する 。 そう し て 再び キラ た ち 
と 共に 戦乱 終結 に 向け て 戦う よう に な る 。 デュ 
ラン ダル が デス ティ ニー プラ ン の 発動 を 宣 
た 際 に は 、 キ ラ や ラク ス ・ ク ライ ン 、 オー ブ 軍 と 
協力 し て レク イエ ム の 破壊 に 尽力 し た 。 その 最 
中 アス ラン は 、 過去 に 囚われ た まま 戦い 続け る 
シン と 刃 を 交わ し 、 本 当 は 何 を 望ん で いた か を 
思い 起こ させ る 。 そし て 戦乱 終結 後 、 ア スラ ン 
と シン は 過去 の わだかまり を 乗り 越え て 、 
園 の 平和 の た め に 行動 する こと を 和 誓い 合っ 
主 な 搭乗 機 は セイ バー ガン ダム 、 イ ン フ ィ - 
ジャ ステ ィ ス ガン ダム 。 


RS 
| AsH 


ザフト が 開発 し た 最新 鋭 の 水陸 両用 MS。 簡 
易 変形 機構 を 有 し 、 MS 形態 は 頭 部 と ボディ ー 
化し た 特徴 的 な フォ ルム を 有 し 、 水 中 
航行 時 に は 脚 部 を 収納 し た 巡航 形態 に 変形 
する 。 武装 は 両 腕 部 の 格闘 用 ビー ムク ロー や 
ビー ム 砲 、 ボ ディ ー 内 蔵 の フォ ノン メー ザー 砲 
な ど 多数 の 固定 兵 装 を 内 蔵 し て いる 。 アッ シュ 
は 紛 鶴 行動 が 重視 され る 特殊 任務 に 用 いら れ 
る こと が 多かっ た 。 オー ブ で 隔 通 生活 を 送っ 


いた ラク ス ・ ク ライ ン を 暗 条 する た め 、 ザ フト の 
特殊 部 隊 り 
機 の ア 


て 運用 され て いる 。 その 隊 、5 
投入 され た が 、 屋敷 に 隠さ れ て 


N 


2 ピー ツク | 
ABBEY WINDSOR 
- ザ フト を 離反 し た メイ リン ・ 


ネル バ に 配属 され た 女性 士 
官 。 主 に 通信 と MS の 管制 業務 を 担当 し 。、 メ イ 
リン の 抜け た 穴 を 埋め た 。 


機動 戦士 ガン ラ 


アビ スガ ンダ ム 
| ABYSS GUNDAM | 


ユニ ウス 条約 締結 後 、 ザ フト が 開発 し た セカ ン 
ドス テー ジ シリ ー ズ に 属す る 可変 MS。 水中 で 
の 行動 を 重視 し た 水中 特 化 型 MA 形態 へ の 可 
変 機構 を 有する 。 従来 の 水村 両用 型 MS が 
中 で の 運用 性 を 重視 する あま り に 陸上 で の 作 
戦 行動 に 支障 を 来 し た の に 対し 、 人 型 を 基本 
と する アビ スガ ンダ ム は 真 の 意味 で の 水陸 両 
用 性 能 を 獲得 。 さら に 宇宙 空間 で の 活動 も 可 
能 で あり 、 こ れ ま で の 水陸 両用 MS と は 一 線 を 
画す る 汎用 性 を 発揮 する 。 アビ スガ ンダ ム は ア 
ウト レン ジ で の 戦い を 主体 と する 各種 射撃 兵 装 
を 搭載 し て いる だ け で な く 、 格 闘 兵 装 と し て リー 


チ の 長い ピー ムラ ンス を 装備 し 、 敵 と 間合い を 
取る こと に 成功 。 これ ら の 兵 装 に よっ て アピス 
ガン ダム は 優れ た 


を 支援 し た 。 クレ タ 島 沖の 戦闘 
トイ ン パ ルス ガン ダム と 交戦 。 その 際 に コク | 
ト を ビーム ジャ ベリ ン で 綱 か れ 、 パ イロ ッ ト と 共 | 


| アプ リリ ウス 


プラ ント の 首都 「 ア プリ リウ ス 市 ] を 含む コロ 
群 の 名 称 。 また アプ リリ ウス 市 は プラ ント 
最高 評議 会 議事 堂 が 位置 する 首都 で も ある 
C.E.73、 ザ フト と 地表 連合 軍 の 軍事 衝突 が 
激化 する 最 中 、 地 球 宣 は 軌道 間 全 方 位 戦 
砲 レク イエ ム を 用 いて アプ リリ ウス へ の 直接 
攻撃 を 敢行 。 し か し イザ ー ク ・ ジ ュー ル 率 いる 
ジュ ー ル 隊 の 秦 問 に よっ て 射線 を 作ら す 
成功 、 辛く も 直撃 だ け は 免れ て いる 。 


【 ア プリ リウ 2】 アプ リリ ウス 市 へ 
の の 、 


アマ ギ 
AMAGI 


オー ブ 海 軍 に 所 属す る 士官 。 オー ブ 黒 海 派遣 
軍 に 従軍 し 、 ト ダ カ の 副官 と し て 派遣 軍旗 艦 


海 臣 
れ ら れ て し まう 。 その 際 、 能 と 運命 を 共 
き 添 お うと する が 、「 想 い を 同じ くす る 
者 を 集め て アー クエ ンジ ェ ル に 行け 」 と 諭 され 
て 退 艦 。 以後 は アー クエ ンジ ェ ル の プリッ ジ ク 
ルー と な り 、 CIC の 指揮 を 執っ た 。 また アー クエ 
ンジ ェ ル が オー ブ 軍 第 2 艦隊 に 坊 入 され る と 拭 
を 降り 、 ク サナ ギ に 搭乗 。 終戦 まで クサ ナギ の 
副 反 継 士 兼 CIC 管 制 官 と し て 、 ト ダ カ の 遺志 


プラ ント 最高 評 譜 会 の 一 員 で 。 プラ ント 国防 委 
員 会 に も 所 属し て いる 。 C.E.71 の 戦乱 終結 
後 、B 人 の 議員 は 任期 満了 な ど | 


し 、 新た に 数 名 が | 


官 系 の 議員 で あり 、 
属す る 。 


| アレ ックス ・ デ ィ ノ | 
| 


ALEX DINO 


C.E.71 の 戦乱 終結 後 、 オ ー ブ に 身 を 寄せ て 
いた アス ラン ・ ザ ラ が 使っ て いた 偽名 。 市 民 
番号 2500474C。 オー ブ 代 表 と な っ た カガリ ・ 
ユラ ・ ア スハ の 捕 佐 答 と し て 活動 し て いた 。 プ 
ト 最高 評議 会 議長 ギル バ ュ ラ ンダ 
ル ら 一 部 の 人 間 に は 周知 の 事実 で あっ 


アン ドリ ュー・ バ ルト フェ ルド 
| ANDOREW WALDFELD 


C.E.71 時 に は ザフト の 北ア フリ カ 駐 久 軍 司令 
官 を 務め 、「 砂 漠 の 虎 」 の 異名 を 取っ た 人 物 。 
キラ ・ ヤ マト と の 戦闘 で 左 張 、 左 芝 、 左足 を 失 
いな が ら も 奇跡 的 に 生還 し た 。 その 後 、 戦 い 
の 意義 を 自ら 問 い 直し た パル ト フェ ルド は 、 ク ラ 
イン 派 と 合流 し て 戦艦 エタ ー ナ ル の 強奪 に 協 
力 。 ラク ス ・ ク ライ ン と 共に プラ ント か ら 苑 反し 、 
ジェ ル や クサ ナギ と 合 
力 し た 。 戦後 は マリ ュー・ 
ー ブ 連 含 首長 国 に 亡命 し て 
いた が 、C.E.73 の 戦乱 に 際 し て 再び 立ち 上 
が る こと を 決意 。 ア ー ク エン ジェ ル の 副 的 士 
を 務め る 傍ら 、MS パ イロ ッ ト と し て 技量 を 発揮 
し た 。 戦争 終盤 、 ギ ル バ ー ト ・ デ ュ ラ ンダ ル 議 
長 の 真意 を 掴む べく 宇宙 へ と 上 が っ た ラク ス ・ 
クラ イン と 共に 行動 し 、 エ ター ナル の 艦長 に 龍 
い 戻 っ た パル ト フ ェ ル ド は 情報 収集 に 努め る 
そし て 議長 が 計画 する 「 デ ステ ィ ニ ー プ ラン 」 
へ と 辿り 疹 きま 、 そ の 阻止 の た め 再び アー クエ ン 
ジェ ル や オー ブ 軍 と 共に ザフト と の 決戦 
だ 。 主 な 搭乗 機 は ムラ サメ 、 ガイ アガ ンダ ム 、 


| アン ビデ クス トラ ス フ ォ ー ム | 
し AMBIDEXTROUS FORM 


ビー ム / 実体 剣 の 特殊 形態 。 2 本 の ビー ム 
サー ベル / 対 第 思 の 柄 を 接続 し 、 双 剣 状 態 と 
し た も の で 、 ソ ー ド イン パル スガ ンダ ム は 2 本 の 
MMI-710 エク ラス カリバー レー ザー 
続 し 、 ア ン ビ デ ク ス ト ラス フォ 
敵 に 刃 が 形成 され る た め に 通常 の | 
ベル プ 美 体 刻 よ り も 扱い は 難し い が 、 格 闘 戦 
で 広範 囲 を カバ ー で きる と いう 利点 が ある 。 武 
装 を アン ビデ クス トラ ス フ ォ ー ム に で きる 機体 
は 、 フリ ー ダ ム ガ ン ダム な どの 「G」 に 多い 


【 ア レッ クス ・ 


に アス ラン 
リー ワン で の 新型 「G」 強 


い 


イア ン ・ リ ー 
IAN LEE 


地球 連合 軍 第 81 独 立 機動 群 フ ァ ジ ント ムペ イン 
の 旗艦 で ある ガー ティ ・ ル ー の 能 長 。 ネオ ・ ロ 
アノ ー ク の 部 下 と し て 、 戦 闘 で は 前 線 に 赴く こ 
と の 多い ネオ に 代わ っ て 部 隊 の 指揮 を 担 
ネル バ を 追う ネオ が 地球 に 降下 し た の に 対 
て 、 イ アン は 宇宙 に 留まっ て 月 面 付近 の 戦闘 
に 参加 し た 。 戦争 終盤 、 ガー テ ィ ・ ル ー で 月 面 
の ダイ ダ ロ ス 基地 か ら ロ ー ド ・ ジ ブリー ル を 脱出 
させ よう と し た が 、 レジ ェ ン ドガ ンダ ム の 攻撃 を 
受け て 上 艦 と 運 語 を 共に し た 。 


イケ ヤ 
IKEYA 


オー ブ 軍 所 属 の ムラ サメ 隊 パ イロ ッ ト 。 タケ ミ 
ズ チ が 高 沈 し た 際 に アマ ギ に 従っ て 同僚 の ニ 
シ ザ ワ や ゴウ と 共に アー クエ ンジ ェ ル へ と 移乗 
し 、 カ ガリ ・ ユ ラ ・ ア スハ を 守護 すべ く 尽 カ し 
た 。 デス トロ イガ ンダ ム に よる ヨー ロッ パ 無 差 
別 攻撃 の 際 に は 、 ム ラサ メ 隊 の 連携 攻撃 で カ 
オス ガン ダム の 撃破 に 成功 し て いる 。 また 、 オ 
ペレ ーション ・ フ ュー リー の 際 に は ムラ サメ ( バ 
ルト フェ ルド 機 ) を 虹 る キサ カ と 共に 、 カ ガリ が 
措 乗 する アカ ツキ の 直 街 に 入っ て いる 。 主 な 
指 乗 機 は ムラ サメ 。 


ケ ヤ ] MS バイ ロッ 
と ゴウ の 3 人 で カオ スガ ンダ ム と 渡り 
と ど め を 制 し 


導電 サン ライ スズ 138-30 
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イザ ー ク < ジコ ロール 


YZAK JULE 


CE71 の 戦乱 終結 後 、 プ 
の 議員 と し て 活動 し て 
結 の 


会 議長 で ある ギル バー ト ・ 
て ザフト に 復 隊 し 、 
ル 詳 際 長 に 抜 握 さ れ た (配下 に ディ アッ カ ・ エ 


ルス マン ヤシ ホ ・ ハ ー ネ ン フー ス と し 
戦 か ら の 戦友 が いる )。 ユニ ウ 
際 に は スラ ッシュ ザク ファ ント ム を 駆り 、 ディ アッ 
カ と の 連携 で ファ ント ムペ イン の 3 機 の ガン ダム 
を 圧倒 する 。 プラ ント と 地球 の 開戦 後 、 ロード ・ 

ブリ ー ル が 月 面 基地 ダイ タダ ロ ス に 逃亡 し た 際 
軌道 間 全 方 位 間 略 相 レ クイ エム の 発射 
直 遇 。 中 継 ステ ーション を 破損 させ て プラ ン 
ト の 普 都 アプ リリ ウス 市 へ の 直 刺 を 回 選 し た 
だ が 、 破 壊し た は ず の レク イエ ム を デュ ラン ダ 
ル が 接収 し て 使用 し た こと や 「 デ テス プ 
ラン 」 の 公表 に よっ て 、 イザ ー ク は デュ ラン ダル 
信 感 を 募ら せる 。 そし て レク イエ ム を 破壊 
すべ く ラ クス ・ ク ライ ン や アー クエ ンジ ェ ル 、 オー 
プ 軍 が 動い た 時 、 イ ザー ク は 中 継 ス テー ショ ン 
ら に ザフト の 要塞 メサ イア が 
ネ ター ナル を 狙っ て いる と 知る 
や 、 い ち 早く その 危 尼 を 知ら せ て エタ ー ナ ル の 
窟 地 を 救う な ど 、 戦乱 終結 に 向け て 尽力 し た の 


素直 に 感情 を 表現 する こと が 大 手 な 
イザ ー ク だ け に 、 時 に 誤解 を 招く こと も 多々 あっ 
、 彼 は 鼻 な り に 地球 国 の 平坦 を 願っ で: 


動 し て いた 。 主 な 搭乗 機 は スラ ッシュ ザウ ファ ン 
トム 、 グフ イグ ナイ テッ ポ 、 


105 ダ 
105 DAGGER 
いち まる ご ダガー。 CE.71 に 地球 連合 軍 が 開 
汎用 量産 型 MS。「105 ダ ガー] と いう 
の は 通称 で 、 正 式 に は 「 ダ ガー」 と 呼ば れる 
本 来 な ら 連 合 軍 の 主力 量産 機 と な る 機体 で 
あっ た が 、 戦 時 に お いて 簡易 型 の スト ライ クダ 
ガー の 生産 が 俺 先 さ れ 、 本 机 の 生産 は 少数 に 
C.E73 の 半 乱 で は すでに 旧式 化し 
スト ライ カー パッ ク の 採用 や 機体 各 
ショ ン の 充実 に よっ て 高 
い 乾 時 能力 を 維持 し て いる 。 ま ー ト 対 
甲 が 採用 され 、 ピ ー ム 兵器 に 対し て 高い 防御 
能力 を 発揮 し た 。 ス トラ イク ガン ダム が 使用 し 
た 3 種類 の スト ライ カー パック だ け で は な く 、 大 
ジェ ッ ト ス トラ イカ ー な ども 装備 
る ダガー し の 生産 が 本 格 
化す る と 、105 ダ ガー は 最前 線 か ら 姿 を 消し て 
いっ た 。 


イン ド 洋 沿岸 に 位置 する 地球 連合 軍 革 地 。 ザ 
フト の 地上 拠点 の ひと つ で ある カー ペン タリ ア 
基地 へ の 足掛かり と な る べく 起 謗 建造 が 決定 
され 、 強 制 的 に 徴用 し た 地元 民 に 過酷 な 建設 
作業 を 行わ せ て いた 。 イン パル スガ ンダ ム に 発 
見 され 、 壊 減 させ られ た 。 防衛 を 担う は ず の 20 
機 の ウィ ンダ ム が ネオ ・ ロ アノ ー ク に 徴用 され て 
し まい 、 防 御 力 が 低下 し て し まっ た の が 基地 載 
減 の 直接 的 な 要因 


| イン パル スガ ンダ ム 


| IMPULSE GUNDAM 


ユニ ウス 条約 に 抵触 する こと な く 夜 分 な 軍備 を 
保有 する こと を 目的 に 、 プラ ント で 開発 され た セ 
カン ジ シ リー ズ に 属す る MS。 特徴 で あ 
る 「VPS (ヴァ リア ブル フェ イズ シフ ト ) 装甲 」 
「 デ ュー トリ オン ビー ム 送 電 シ ステ ム 」 を 搭載 す 
る ほか 、 イ ン バ ル スガ ンダ ム に は 機体 汎用 性 
の 向上 を 目的 と し た 合体 変形 機構 が 採用 され 
て いる ハ 型 可変 齋 闘 機 コ アス プレ ン 
ダー を 中 核 に 、 上 半身 を 構成 する チェ スト フラ 
イヤ ー、 下 半身 を 構成 する レッ グフ ライ ヤー の 3 
つの パー ツ で MS を 構成 する と いう も の で ある 。 
さら に この は ほか に 「 シ ル エ ッ ト ] と 呼ば れる 換装 
式 バッ ク バ パック も 用 意 さ れ 、 戦 況 に 応じ て シル 
エッ ト を 交換 する こと で 異な る 機体 性 能 を 発揮 
する こと が で きる 。 これ ら 合体 シネ テム に よっ て 
イン パル スガ ンダ ム は 極め て 優れ た 汎用 性 を 


獲得 。 対 MS 戦は も ちろ ん 、 対 邊 戦 や 速 距離 
砲撃 戦 も 可能 と / し これ ほど の 機能 
を 最大 限 に 発 提 

プ 体制 が 

連携 が 必須 で あっ た 。 主 な 搭乗 者 は シン ・ ア 
スカ 、 ルナマリア ・ ホ ー ク 


| イン フィ ニッ ト 
ジャ ステ ィ ス ガン ダム 


の JUSTICE GUNDAM 


ラク ス ・ ク ライ ン を 暗 主 と する クラ イン 派 の 軍事 
工 除 ファ クト リー が 、 ジャ ステ ィ ス ガン ダム を 基 に 
完成 させ た 機体 。 ハイ バー デュ ー ト リオ ン の 採 
用 に よっ て 基本 性 能 は ジャ ステ ィ ス より 強化 さ 
れ 、 デ ステ ィ ニ ー ガ ンダ ム や レジ ェ ンド ガン ダム 
に も 匹敵 する MS で ある 。 ペー ス と な っ た ジャ ス 
ティ ス が 近 一 中 距離 で の 高速 戦闘 を 主眼 と し 
て いる た め 、 本 機 は その コン セプト を 継承 し な が 
ら 格 闘 戦 用 ビー ム 兵 器 を 多数 搭載 。 近接 格 
講 戦 の 戦術 抜 大 を 図っ て いる 。 特 に ビーム サー 
ペル 系 の 兵 装 は 両 腰部 の シュ ペー ル ラ ケル タ 
を は じ め 、 脚 部 の グリ フォ ン 、 ビー ムキ ャ リー シー 
ルド に 搭載 され た シャ イニ ング エッ ジ に 加え 、 背 
部 に 接続 され た 大 気 園内 飛行 用 リフ ター 「 フ ァ 
トゥ ム -01」 は それ 自体 が ピー ム 刃 と し て 機能 す 
る ほど の 徹底 振り で ある 。 キラ ・ ヤ マト の 駆る ス 
トラ イク フリ ー ダ ム ガ ン ダム と は ほぼ 同時 期 に 戦 
線 投入 され た 本 機 は オー プ 侵 攻 を 図る ザフト の 
攻勢 を 押し 留め た 。 その 後 は アー クエ ンジ ェ ル 
や エタ ー ナ ル と 行動 を 共に し て いる 。 パイ ロッ ト 
は アス ラン ・ ザ ラ 。 


VPS 装甲 


Variable Phase Shift ARMOR 


ヴァ リア ブル フェ イズ シフト 装甲 。 ザフト が 開発 
し た セカ ンド ステ ー ジ シリ ー ズ に 採用 まれ た 、 改 
良 型 PS (フェ イズ シフ ト ) 装甲 の こと 。 一 定 の 
電圧 を 装甲 素材 に 掛け る こと で 材質 に 相 転 移 
を 促し 、 実 体 弾 兵器 に 対し て 圧倒 的 な 防御 カ 
を 発揮 する の が PS 装甲 だ が 、 エ ネル ギー 消費 
が 江 し く 、 稼働 時 間 に 制 限 が 課せ られ た 。 これ 
を 考慮 し た の が VPS 装 忠 で ある 。 VPS 装甲 は 
装甲 素材 に 掛け る 電圧 を 容易 に 変更 で き 、』 
要 時 以外 の 電力 消費 を 抑え つつ も 、 常 に 最 
低 限 の 防 件 力 を 確保 で きる 。 これ に よっ て セカ 
ンド ステ ー ジ シリ ー ズ は PS 装甲 搭載 機 並み の 
防御 力 を 有 し つつ 、 よ り 長 時 間 の 種 働 を 可能 
と し た 。 また VPS 装 甲 は 武器 や オプ ショ ン 兵 装 
消費 電力 に 応じ て 装甲 に 掛け る 電圧 を 調節 
する 機能 も 有 し で いる 


(5) nD5 se 02 


| ヴィ ー ノ ・ デ ュ プ レ 
VINO DUPRE | 


ザフト の 新造 戦艦 ミネ キル パ の メカ ニッ ク 。 16 歳 
の 少年 で あり 、 髪 の 一 郎 モ キオ レン ジ 色 に 染め る 
な ど お よ そ 軍人 らし か ら ぬ 外見 だ が 、 メ カニ ッ ク 
と し て の 脱 は 確か で ある 。 ザフト の 最新 説 MS と 
その 運用 母艦 の メカ ニッ クチ ー ム に 配備 され 
こと か ら も それ は 明らか で あり 、 転 載 が 続 
ル パ の 整備 と 補修 に 駆け 回 っ て いた 。 


ク に 採用 され た 装備 抱 装 シス テム 。 「 ウ ィ ザ ー 
ド ] と 呼ば れる 武装 搭載 パック パッ ク を 交換 する 
こと で 、1 機 の ザク を あら ゆる 戦況 に 対応 させ よ 

た も の で ある 。 C.E 71 ま で の ザフト は それ 
それ の 環境 に 適応 し た 局 地 埋 用 MS を 多数 凍 
出し て きた が 、 ユ ニウス 条約 に よっ て MS の 保 
有数 が 制限 され て し まう 。 そこ で 条約 

汎用 性 専門 性 を 両立 | 


の ガ ナ ー ウ ィ ザ ー ド 、 制 圧 埋 に 適し た スラ ッシュ 
ウィ ザー ド 、 空 間 問 闘 に 特 化し た ブレ イズ ウィ 
ザー ド な ど が 開発 され 、 各部 隊 に 配備 され た 


/ 


あ 


ウィ ラー ド | 


・ ジ ュー ル 】- 


[MR-Q1 


7X グリ 


ォ ン ら ビ ー ム ブレ イド ] 


LES 


| ウナ ト ・ エ マ ・ セ イラ ン 
UNATO EMA SARAN 


| エグ ザ ス 


| EXASS 


EZ2 ル ドリ 


コン プ ト ン 級 大 型 陸 上 戦 艇 の 1 叙 「 ユ ー レ ン 
ベッ ク 」 を 族 婚 と する ザフト の 陸上 部 隊 (ウィ 
ラー ド 隊 ) の 指 近 官 。 C.E.71 の 戦乱 に も 参加 
し た 経 睦 を 持つ 老 士官 で 、 ア ー ク エン ジェ ル 
対す る 追撃 に 優勢 な が 
来 配 を 振る 


WINDAM 


地球 連合 軍 大 西洋 連邦 が 開発 し た ダガーL の 
後継 機 で あり 、 地 球 軍 の 次 期 主 力量 産 機 に 
選定 され た MS。 系 統 8 的 に は CE.71 に 運用 さ 
れ た スト ライ ク ガ ンダ ム の 系 器 に 連なる 。 PS 装 
甲 は コス ト な どの 面 か ら 採用 され て いな いも の 
の 、 ス トラ イク ガン ダム に 高い 汎用 性 を も た らし 
た 換装 型 パ ッ ク パ ッ ク (スト ライ カー パッ クシ ス 
テム ) は ウィ ンダ ム に も 継承 され て お り 、 換 装 
に よっ て さま ざま な 戦局 に 対応 可能 と いう の が 
最大 の 特徴 と 言え よう 。 また 、 肩 部 や 周 部 に 
大 型 スラ スタ ー を 備え な が ら も 機体 その も の は 
全体 的 に 細身 な シル エッ ト で 、 重量 を 従来 の ダ 
ガー シリ ー ズ 並み に 押え て も 機動 性 の 向上 を 
果 た | 


ウィ ンダ ム 】 基本 性 能 が 高い スタ ンダ ー ド な 機体 で あ 
用 性 に も 優れ る た め 連 合 軍 の 各区 に 配備 
れ た 。 さ ら に 生産 性 に も 優れ る た め 物量 戦 を 主 と す る 


| ヴェ ステ ン フ ルス 隊 


ザフト の 精鋭 で ある FAITH (フェ イス ) の ひと り 、 
ハイ ネ ・ ヴ ェ ス テン フル ス が か つて 率い て いた 
部 隊 。 この 部 隊 
レン ジ 色 に 塗ら れ て お けり. 


ス 机 】 ハイ ネ を 甘 う オレ ンジ ショ ル ダ ー 


タイ エ 


中 継 ス テー ショ ン ・ グ ノー の 破壊 
の 第 二 射 の 阻止 に 成功 する 


CE73 に お ける 、 オ ー プ 連合 首長 国 の 五大 
氏族 で ある セイ ラン 家 の 長 。 ユウ ナ ・ ロ マ ・ セ 
イラ ン の 父親 で も ある 。 宰相 と し て オー ブ 代表 
の カガリ ・ ユ ラ ・ ア スハ を 補佐 する 立場 に ある 
が 、 カガリ が 国 を 空け て か ら は 実質 的 な 指導 者 
と し て 君臨 し て いた 。 ユウ ナ を カガリ の 許婚 に 
は 、 オ ー ブ 代 表 と し て の 地位 を 確固 た る 
も の に せん と する 野望 の た めで ある 。 地球 軍 
合 の 大 西洋 連邦 に 好意 的 で あり 、 ロ ゴス の 代 
表 で ある ロー ド ・ ジ ブリ ー ル を 国内 に 匿っ て い 
た 。 だ が これ が オー ブ の 中 立 性 を 侵害 する 結 
果 と な り 、 ザ フト に よる 祖国 の 話 証 を 許す こと 

て その 際 、 避 難し て し 
オグ ー ン が 侵入 し 、 崩 落す る 天井 の 
っ て 死亡 し た 。 


は 民子 の 詳 条 など では な く 、 自 分 の 出世 の た め の 足 
掛か り | か た 。 だ が 彼 の 政治 力 は 無視 で き 
「 の 将来 を 思う カガリ は 自分 を 軍 


AWACS デ ィ ン | 
AWACS DINN 


エイ ワッ クタ クス ディ ン , 早期 空 中 哨戒 機能 (Air 
bome Warning And Control System) を 搭 
イィ ン 。 育 部 に 大 型 レ ド ー ム を 装備 し 、 


っ て 探知 ・ 索 敵 が 可能 で ちる 。 兵 
装 は 76mm 重 容 撃 銃 と 対空 散弾 砲 の ほか 、 6 
連装 多目的 ラン チャ ー を 内 蔵 す る 


【 エ クス テン デポ | 戦 開 に 参加 し た エク ステ 
ン テ デポ は 「 ゆ り カケ ご 」 と 呼ば れる りう 2 ゼ 
誤 加 作業 を 受け る 必 


か が エク ステ ン テ ッ ド 
の 情 結 的 な 安定 を 欠く 要 困 と な 


GCE.71 の 戦乱 終結 後に 地球 血 合 軍 が 開発 し 
た 打 宙 用 MA で 、MS に 匹敵 する ほど の 優れ た 
機動 力 を 有する の が 特徴 。 武装 と し て 2 連装 の 
リニア ガン と 4 基 の ガン バレル を 搭載 する 。 特 
に ガン パレ ル は 、 本 機 の 前 身 で ある MA メ ビ ウ 
ス ゼ ロ に 搭 戴き れ た 全 包 国 攻 撃 シ ステ ム ガン 
バレル] の 発展 型 で 、 射撃 だ け で な く ビ ー ム カッ 
ター を 内 王 し て お り 格闘 戦 に も 対応 可能 と な っ 
これ を 使用 する に は バイ ロ 
間 認 識 能力 が 要求 され 、 結果 的 
を 持ち な が ら も 、 メ ピウス ゼロ と 同様 に エグ ザ ス 
も パイ ロッ ト を 選ぶ 機体 と を っ て いる 。 地 玩 軍 
第 81 独 立 機 動 群 ファ ント ムペ イン に 配備 され た 
エグ ザ ス は 、 ア ー モ リー ソワン 本 
の MS を 多数 撃 役 し て いる 
トム ペイ ン の 活動 が 地球 に 移る と 活躍 の 場 を 
失っ て し まっ た 。 主 な 搭乗 者 は ネオ ・ ロ アノ ー ク 。 


ビグ ザ ス 】 メビウス ゼロ より も さら に 先負 化 し た 機体 
の 上 下 左右 に ガン バレ ル を 搭載 。 戦闘 で は この ユ 
ーッ ト を 任意 に 分 苑 し 。 多 方 向 か ら の 連絡 攻撃 を 人 
掛け た 。 だ が この 機能 が 十 全 に 発揮 で きた の は 、 ネ 
オ の 潜在 能力 に よる ど 


な | 
CE.73 の 戦乱 に お いて 地球 連合 軍 が 極秘 裏 
に 育成 、 戦 線 投入 し た 強化 人 間 。 C.E.71 に 
実戦 投入 され た 生体 CPU が 薬物 投与 や 肉体 
改造 に よっ て 潜在 能力 の 強化 を 図っ た 
し 、 エ クス テン デッド は 精神 操作 を 主 に | 
化 処置 が 施さ れ て いる 。 生体 CPU に は 薬物 
依存 の 傾向 が あり 、 禁 断 症状 に | 
判断 能力 と 実行 能力 に 著しく 欠け る と い 
が あっ た 。 これ を 考慮 し て 新た | 
が エク ステ ン デ ッ ド で ある 。 
訓練 を 受け 、 素質 が ある と 認め られ た 一 握り の 
人 材 が エク ステ ン デ ッ ド の 素 体 と な る 。 その 後 、 
強化 処置 が 行わ れる が 、 そ の 際 に 安全 装置 と 
し て 「 ブ ロッ クワ ー ド 」 と 呼ば れる 暗示 が 施さ れ 
た 。 これ は 万 一 エク スズ: ド が 暴走 し た と き 
の た め の 緊 急 停止 用 で あり 、 こ の 言葉 を 耳 
し た エク ステ ン デ ッ ド は 激しい 恐慌 状態 に 陥っ 
て し まう 。 この 点 を 除け ば エク ステ ン デ ッ ド は 極 
め て 優秀 な 兵士 だ 根本 的 に 人 道 に 反し て 
いる こと や 育成 に 時 間 と 手間 が 掛か る こと か ら 
計画 は 難航 。 さら に 実験 施設 で 反乱 が 起こ っ 
た と 言わ れ 、 そ れ 以 降 、 エ クス テン デッド の 育 
成 は 頓挫 し た よう で ある 。 C.E.73 に お ける エク 
ステ ン デ ッ ド は ステ ィング ・ オ ー ク レー (ブロ ッ ク 
ワー ド : 
母 )、 ス テ : 
が ファ ント ムペ イン の ネオ ・ ロ アノ ー ク に 
預け られ た 。 彼ら は アー モリ ー ワ ン か ら ザ フト の 
新型 MS 奪取 任務 を 成功 させ た の ち 、 対 
バ の 先 兵 と 


CLE.79 に お ける プラ ント 最高 
と り 。 C.E.71 の 戦乱 停戦 後に 議員 の 地位 を 
得 た 新任 で あり 、 タ カオ ・ シ ュ ラ イ バ ー を 先 員 
長 と する プラ ント 国防 委員 会 に 所 属し て いる 。 


ドア ルド ・ リ ー】 エド ア 


ルド が 著 用 する 計 拉 の 


MML714 
| アロ ンダ イト ピー ムッ ー ド 


ソー ドイ ン パ ルス ガン ダム の MML710 「 エ クス 
カリ バー] や グフ イグ ナイ テッ ド の MML558 「 テ 
ン ペ スト 」 の 発展 型 に あたる 大 型 ピ ー ム ソード. 
刀身 は デス ティ ニー ガン ダム の 全高 を 上 回 り 、 
出力 その も の も 飛 躍 的 に 増大 し て いる 。 そ 9 
め 耐 ビーム コー ティ ング を 施し た シー ルド を 両断 
し た ほか 、 巨 体 を 誇る デス トロ イガ ンダ ム を 一 
撃 で 撃 不 す る こと も 可能 で あっ た 。 また ビー ム 
で 酔わ れ て いな い 切 先 で も デス トロ イガ ンダ ム 
の 装甲 を 破壊 で き 、 実体 千 と し て も 優れ た 能力 
を 有 し て いた 。 ちな み に 非 使用 時 に は 二 つ 折 
り に な っ て 育 部 ウェ ポン ラッ ク に 収納 され る た 
め 、 機体 の 行動 を 妨げ る こと は な い 。 


MR-Q17X 
グリ フォ ン ら 8 ビー ム ブ レイ ド 


| MR-Q15A グリ フォ ン ビ ー ム ブレ イド の 後続 モ 
デル で ある 近接 格闘 用 ビー ム 兵 装 。 ガイ アガ 
ンダ ム の 背部 交替 制御 玉 お よび イン フィ ニッ ト 
ジャ ステ ィ スガ ンダ ム の ファ トゥ ム -01 両 
載 さ れ て いる 。 ビー ム サ ー ベ ル の よう に マニ ビュ 
レー ター で 支持 する タイ プ で は な い の で 、 可動 
範囲 が 制限 され る が 、 す れ 違 いさ ざま の 攻撃 で 
効果 を 発揮 し た 


IMR-017X グリ フォ ン 2 ビー ム プ レイ ド 】 ダー ダネ ル 
ス 海 峡 に お ける ザフト と の 戦闘 で 、 ハ イネ ・ ヴ ェ ス テ 


ンダ ム は . 背 従 か ら の 不意 打ち で 敗 機 を 一 刀 両 
する ほど の 切れ 味 を 見 せ 


サン ライ ズ 


139-32 


機動 戦士 ガン ダム SEED DESTINY 


MMIX340 
バル マフ ィ オ キー ナ 光 部 ピー ム 砲 


デス ティ ニー ガン ダム の 左右 の 掌 
ビー ム 砲 。 実験 的 な 


設置 され た 
と し て の 意味 合い が 
+ 開放 型 の ビー ム 
通常 の ビー ム 砲 と し て 運 
と われ る こと が 多く 、 
着 さ せ て の ゼロ 距離 射撃 で 真価 を 発 
近接 格闘 戦 で は 相手 の 意表 を 


ネ レ ー タ ー に 近い 


用 され る が 隠し 
標的 に 


MGX-2235 


カリ ドゥ ス 複 相 ビ ー ム 砲 


アビ ピス ガン ダム の 胸部 に 設置 され た 大 型 ビー ム 
砲 で 、 アビ スガ ンダ ム の 全 兵 装 中 、 最も 高 火 カ 
を 誇る 。 耐 ビー ム コー ティ ング され た シー ルド を 
一 撃 で 破り 、 さ ら に シー ルド の 背後 の 標的 を も 
ほど の 威力 を 発 押す る 。 の 
ム の 


ダム : 
され て いる 


和 機 の 末 
の 宰 制 な 
困 的 な 兵 羨 で ある 


M1 ア スト レイ シュ ライ ク 装 備 
M1 ASTRAY + SHRIKE 


オー ブ の 量産 MS、M1 ア スト レイ に 空中 機動 
用 フラ イト ユニ ッ ト 「 シ ュ ライ ク 」 を 装備 し た 機 
体 。 シュ ライ ク は 両 豚 に 大 型 ロー ター 付き の 主 
表 を 備え た バッ ク バッ ク : 通常 の パ バック 
バック と 換装 する こと で 、 容 易 に 空戦 能力 を 人 
与 する こと が で きた 。 


お 


オオ ワシ 
OOWASHI | 
装備 。 オー ブ 連合 首長 国 


大 気 園内 航空 戦 | 
元 代表 ウズ 


バッ ク の ひ 
上 を 主眼 に | 


る こと 
が 可能 と な る 。 武装 面 で は 73F 式 改 高 エネ ル 
ギー ビー ム 砲 を 2 門 備え 、 砲 撃 能力 の 強化 が 
図ら れ て いる 。 さら に アカ ツキ 本 体 か ら 分 菊 し 
た オオ ワシ は 、 量 子 通信 に よる 遠隔 控 作 が 可 
能 な 支援 戦闘 機 と し て の 機能 も 有 し て いる 。 し 
計上 の 機能 に 留まり 、 実 戦 で 用 
(は な か っ た 


| オペ レー ショ ン ・ フ ュー リー | 


部 へ ブン ズ ペ ー ス か ら 逃 
オー ブ 連 合間 長 
取り 仕切 る セイ ラン 家 に 匿 わ れ て いる こと 
を 突き 止め た ザフト が 、 ジ ブリ ー ル の 身柄 拘束 
を て 実行 し た オー プ 侵 攻 作 戦 。 当初 
ザフト 側 は ジブ リー ル の 引き 渡し を オー ブ に 強く 
求め た が 、 オ ー プ の 実質 的 な 指導 者 の 立場 に 
あっ た ウナ ト ・ ユ マ ・ セ イラ ン の 里子 、 ユ ウナ ・ 
ラン が 「 そ の よう な 人 物 は オー ブ 国 
し な い ] と 回 答 。 だ が そん な 見 え 透 い 
た 距 が 通用 する は ず も な く 、 プ ラン ト 最 
会 議長 キル バー ト ・ デ ュ ラン ダル の 命令 
て 作戦 は 決行 され た 。 ユウ ナ が 満足 に 
き な か っ た た め オ ー プ は 組織 的 な 
ず 、 戦闘 は ザフト 有利 に 展開 し て いく 。 し か し 戦 
い の 最 中 、 オ ー プ 代表 首長 た る カガリ ・ ユ ラ ・ 
アス ハ が 帰還 。 オー ブ 軍 の 指 押 系 統 を 建て 直 
す と 同時 に 、 救 援 の アー クエ ンジ ェ ル ら と 共に 
反撃 を 開始 し た 。 その 最 中 、 戦 い の 混乱 に 紛 
れ て ジブ リー ル は 宇宙 へ 輝 亡 。 ザフト は 放 艦 セ 
ント ヘレンズ を 撃沈 され 、 事 態 を 重く 具 た ミネ ル 
バ パ 艦 長 タ リア ・ グ ラディ ス は 全部 隊 を 公海 上 に 
撤 肖 させ た 。 そし て 、 これ に よっ て オー プ 侵 攻 の 
理由 を 失っ た ザフト は 攻撃 を 中 止 し た の で ある 


評議 人 
ダル に よる ロゴ ス 対 人 


プ 


が 身 を 容 せる アイ 連合 軍 最 

部 へ ブン ズ ペ ー ス に 侵攻 。 武装 解除 と ロゴ ス 
メン パー の 引き 渡し を 求め た 作戦 。 通告 し て 回 
答 を 待つ ザフト に 対し 、 ロ ゴス 側 は 回 
で 5 時 間 を 切っ た と ころ で 先制 し 、 突 癌 戦端 を 
開い た 。 5 機 の デス トロ イガ ンダ ム や 対空 掃討 
礁 ニー ベル ング を 投入 する ロゴ ス が 戦闘 を 有 


和 に 進め る が 、 ミ ネル バ の 参戦 に よっ て デス ト 
ロイ ガン ダム が 次 々 と 撃破 され た こと か ら 形 勢 
が 逆転 。 地球 連合 軍 は 戦意 を 寮 失 し 、 最後 に 


は 全面 旗 伏し た 。 し か し 降伏 の 直前 、 形勢 不 
利 と 見 た ジブ リー ル は 他 の ロゴ ス メ ン バー を 見 
限っ て へ ブン ズ ペ ベース を 脱出 、 オ ー ブ 連 合 首 
長 国 へ と 逃 世 (の た め 戦 闘 に は 勝利 し 
た も の の 、 同盟 軍 は 最大 の 目標 で ある ジブ リー 
ル の 身柄 確保 に は 至ら な か っ た の で ある 


か 


ガー ティ ・ ル ー 
GIRTY LUE 


地球 連合 軍 の 特殊 部 隊 、 第 B1 独 立 機動 群 
ファ ント ムペ イン の 母艦 と し て 運用 され 
艦 。 ザフト の ライ ブラ リー に 登録 され て ! 
め 「 ボ キー ワン 」 と 呼称 され 
トム ペイ ン が ロゴ ス の 直接 
で あり 、 ガ ー テ ィ ・ ル ー も 連 
の 意思 に よっ て 運用 され て いる た め 
載 兵 装 や 双 朋 の 秀 体 形状 な ど 、 
乱 で 活躍 し た アー クエ ンジ ェ ル 級 の 影響 を 
受け て いる と 考え られ る が 、 ガー ティ ・ ル ー 
め と する 大 気 園内 和 行 装備 が 一 切 
用 場所 を 宇宙 に 限 7 
また アー クエ ン た 
ロイ ド の 搭載 に より 隠密 行動 が 可能 
れ は ユニ ウス 条約 に よ が 禁止 され た 
装備 で ある 。 牙 長 は イア ン ・ 


リー 


る 。 だ が ジ 


か ます ます 混 小 と し て し ま 
の だ っ た 


| ガイ アガ ンダ ム 


GAIA GUNDAM 


ユニ ウス 条約 締結 後 の ザ フト が 開発 し た セカ ン 
ドス テー ジ シ リ 


の 1 機 。 CE.71 の 戦乱 で 


MA へ の 変形 機構 が 搭載 。 状 
四 足 雷 形 態 を 使い 分 け 

る こと が で きる 。 MS 形態 で 

高 検 動 戦闘 を 得意 と する 一 方 、 

下 整 地 を 物 と も し な い 機 動 性 を 発揮 。 MS 本 

来 の 能力 に 特殊 な 地形 に お ける 機動 性 を 人 

せ 持 つ 機 体 と な っ た 。 宇宙 空間 


ラ ・ ル ー シ ェ 


ガイ アガ ンダ ム 
(リル レト フェ ルド 専用 機 ) 


ン 派 の 手引 
再び 奪わ れ 
リュ ー・ バ ルト フェ ルド の 乗 機 と な 


て いる 。 パ 


ルト フェ ルド の 戦闘 傾向 に 合わ せ て 0S の 再 調 
撃 が な され て お り 、 そ の 結果 、VPS 装 甲 が 条 
色 に 変 パル ト フェ ルド 自身 の 技 
時 も 相まって 佑 れ た 性 能 を 発 控 する よう 

た 本 機 は 、 エ ター ナル の 守り と し て CE.73 の 


戦乱 を 戦い 抜い て いる 


ルド 専用 機 )】 機体 色 の 
が 、 パ ルト フェ ルド が 自分 好 
4 


と 乱れ られ た 


生 機 と 


押し 寄せ る 同 暫 軍 の 前 に 画 
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【MMI-X340 パル マフ ィ オ キー ナ 掌 部 ビー ム 砲 】 


ー【 キ ング T@KEDG@】 


(MES) 05 sr 03 


カオ スガ ンダ ム | ガ ズ ウ ー ト 
CHAOS GUNDAM GAzuooT 
ユー ウス 集約 に 則っ て ザフト が 新規 に 開発 し た | CE71 の 戦乱 で ザフト が 実戦 投入 し た 克 


セカ ンド ステ ー ジ シリ ー ズ の 1 機 。 宇宙 空間 で 
の 高 機動 戦闘 を 主眼 に し て お り 、 MS 形態 か ら 
航空 宇宙 タイ プ の MA 形態 へ の 変形 が 可能 
な っ て いる 。 MS で は 優れ た 汎用 性 を 発揮 し 、 
MA 形態 で は セイ バー ガン ダム や フォ ー ス イン 
パル スガ ンダ ム に 匹敵 する 隊 行 能力 を 発揮 し 
た 。 さら に 司 闘 戦 兵 装 と し て 大 型 ビー ムク ロー 
を 装備 し て お り 、 状 況 に 応じ て 柔軟 な 戦闘 を 
展開 する こと が で きる 。 カオ スガ ンダ ム 最 大 の 
特徴 は 、 背 部 に 2 基 搭 載 し た 機動 兵 装 ボッ ド 
に ある と 言え よう 。 ビー ム 砲 と ミサ イル ボッ ド を 
搭載 する この ボッ ド は ドラ グー ン シ ステ ム を 改良 
し た 無線 誘導 兵器 で 、 高 度 な 空間 認識 能力 
を 持た な い 通 常 の パイ ロッ ト で も オー ルレ ンジ 
も の で ある 。 パイ ロッ ト と な っ 
・ オ ー ク レー は 機体 の 能力 を 十 全 
に 発揮 し て お り 、 自 ら の 能力 と カオ スガ ンダ ム 
シャ ル の 高 さ を 証明 し た 


全 隊 の 中 核 と し て の 働き が 期待 され 
し ベル リン 上 空 で の 戦闘 に お いて 、 ア ー ク エン ジェ ル 
いた 3 機 の ムラ サメ に よる 運 携 攻撃 を 
時 け て 投 拉 され て し まっ た 


| 柱 ミ サイ ル 指 載っ 
| マチ スト ライ カー バッ ク | 


「 ブ レイ ク ・ ザ ・ ワ ー ル ド ] 事件 の 報復 と 称し 、 
プラ ント 本 国 に 侵攻 し た 地球 連合 軍 は 核 攻撃 
を 敢行 し た 。 その 攻撃 部 隊 の ウィ ンダ ム に 用 意 
され た 核 攻撃 用 スト ライ カー パッ ク 。 ウィ ンダ ム 
の 全高 と 同 程度 の 大 型 キ ー を 2 基 設 
置 し 、 内 部 に Mk5 核 ミサ イル を 搭載 し て いる , 
キャ ニス ター が 大 き 過 ぎる た め に 機体 の 機動 
性 を 柚 ね て し まう も の の 、 ミ サイ ル 例 射 後 は パッ 
ク を 外す こと で デッド ウェ イト 化 を 防ぐ こと が で き 
る 。 な お 、C.E.71 に 締結 され た ユニ ウス 条約 
で 配 兵 器 の 使用 は 全面 禁止 され て お り 、 枝 攻 
貞 用 スト ライ カー バッ ク の 開発 ・ 軍 用 は 明らか 
な 条約 違反 で あっ た 


【 欄 ミサ イル 搭載 マル チ ス トラ イカ ー パ バック] 植 ミサ イ 


ル を 運搬 する だ け の 移動 サイ ロ で あり 、 MS 本 体 と 比 
履 す る と その 巨大 さ が 一 目 障 然 。 し か し バッ ク バ パッ ク 
と の 接続 部 分 を 支 志 に ある 程度 の 可動 能 還 を 用 
機動 性 に 対す る 配 護 や 理 用 性 の 向上 を 考慮 し て い 
こと が わか る 


戦 用 可変 MS ぜ ウ ー ト の 改修 機 。 基本 コン セブ 
ト や 埋 車 形態 へ の 変形 機構 は その まま 路 吾 さ 
れ 、 砲 撃 能力 の 高き も 受け 継が れ て いる 。 さら 
に 背部 キャ ノン 砲 は 大 型 ー ム 砲 に 換装 され 、 
両 腕 に は 大 型 ミサ イル を 新設 。 また マニ ビュ レー 
ター を 排除 し て 新た に 3 連装 軽 砲 を 搭載 する こ 
と で 、 実質 的 な 火力 は ペー ス 機 を 大 きく 上 回 っ 
で いる 。 その 一 方 、 鈍 重 な 移 動 能力 に つい て 
は ほとん ど 改良 が 施さ れ て いな か っ た 。 それ で も 
キャ タビ る 不 整 地 走破 性 が 評価 され 、 山 
馬 地 帯 な ど で 砲撃 部 隊 を 編制 し た こと も ある , 


【 ガ ズ ウ ー ト 】 地球 連合 軍 が 開い た ガル ナハ ン 基 地 
攻 還 戦 で も 、 ガ ズ ウ ー ト で 柚 成 され た 碗 部隊 が 投 
入 され て いる 。 肖 谷 に 設置 され た 陽電子 訟 を 下 倒 す 
5 ため に その 次 力 が 細 衝 る れ て いた 
電子 リフ レク ター 


の 


ロシア 南部 の 黒海 と カス ピ 海 の 間 、 ア ゼル バ 
イジ ャ ン を 中 心 と し た 一 帯 (コー カサ ス 州 ) の 州 
都 が ガル ナハ ン で あり 、 C.E. に お いて は 東 コ ユー 
共和 国 に 属し て いる 。 も と も と 温泉 地 と 
し て 有名 だ っ た ガル ナハ シン 一帯 に は 豊富 な 地 
熱 光源 が あり 、 ご これ を 利用 し た 地元 発電 は 東 
ア 共 和 国 に 電力 を 供 引 す る 重要 な プ 
ラン ト で あっ た 。 特に ザフト が ニュ ー ト ロン ジャ 
マー を 投入 し て 核 動力 が 無力 化 され る と 、 ガ ル 
ナハ ン の 重要 度 は 飛躍 的 に 向上 。 東 ユ ー ラ シ 
共和 国 の 最 重要 拠点 と な っ た の で ある 。 と 
も に 目 を 付け た 地球 連合 は ガル ナハ 
ン 一 帯 を 強制 的 に 接収 し て 連合 軍部 隊 を 駐 
留 。 さら に ザフト の 侵攻 に 対抗 すべ く 峡 谷地 
帯 に 要 宏 を 建設 し た 。 ちな 宏 に 設置 さ 
れ た 陽電子 砲 ロ ー エ ング リン は その 火力 で 押し 
寄せ る ザフト を 決 重 らし た こと か ら 、 ご の 要塞 を 
ロー エン ダリ ン ゲ ー ト と 呼ぶ こと も ある 


【 ガ ルナ ハン 】 典 か な エネ ルギー 次 澤 を 有する だ け で 
な く 、 中 近東 と 欧州 を 結ぶ 陸路 を 有する ルナ ハン 
は 戦 早 的 な 要 条 で ある 。 それ だ け に 軍 合 軍 は ガル ナ 

ン の 掌 揚 に こだわ り 、 対 する ザフト も 要 朗 の 攻略 
に 大 戦力 を 投入 し た の で ある . 


ば ルパート ・ デ ュ ラ ンダ ル 】 恋人 
タリ ア と デュ ラン ダル が 別れ た 理 
道 伝 子 が 関係 し て いる 。 遺伝子 反 作 され 


さき 


キラ ・ ヤ マト 
| KIRA YAMATO 


は 「 最 強 の 戦士 と の 異名 で 呼ば れる ほど で あ 
る (た だ し 伝説 と な っ た の は 彼 が 搭乗 し た フリ ー 
ダム ガン ダム の 強 さ で あり 、 ザ フト の 間 で は キ 
ラ の 名 は あま り 知ら れ て いな い 。 また キラ 自身 
ら の 力 が 喧伝 され る の を 望ん で | 
戦乱 終結 後 、 地 球 に 
や 母 (カリ ダ ・ 
ルキ オ 導師 の 押上 陀 を 手伝い 、 
送っ て いた 
の 間 に 再 び 緊 張 が 高まっ た 際 、 キ ラ は 静観 の 
次 勢 を 崩 そ うと は し な か っ た 。 し か し ザフト の 特 
殊 部 隊 に よる ラク ス ・ ク ライ ン 暗 殺 未 送 事件 
を 契機 と し 、 戦 場 に 戻る こと を 決意 。 政 蜂 結 
婚 を 受け 入れ た カガリ ・ ユ ラ ・ ア スハ を 式 の 直 
前 で 助け 出し 、 ア ー ク エン 今回 の 
戦争 を 描い た 人 物 を 見 極め る べく 行動 を 開始 
し た 。 そう し て 第 三 勢力 と な り 戸 軍 の 戦闘 に 介 
入 する が 、 状 況 を いた ずら に 混乱 させ る 存在 と 
捉え た ザフト に より 討伐 作戦 「 エ ンジ ェ ル ダウ 
ン | が 発令 され 、 シ ン ・ ア スカ に フリ ー ダ ム ガ ン 
ダム を 整 破 さ れ て 重傷 を 條 う 。 し か し 、 新 た 
トラ イク フリ ー ダ ムカ ンダ ム を 愛 機 と し 、 オ ー ブ 
の 危機 に 駆け 付け る 。 その 後 、 ギ ル バ ー ト デュ 
ラン ダル が 提示 し た 遺伝 子 に よる 人 類 の 選別 
(デス ティ ニー プラ ン ) を 阻止 する た め 宇 宙 へ 
と 上 が り 、 再び 戦争 に 終止 特 を 打つ の だ っ た 


静か な 生活 を 
C.E.73 に 地球 連合 軍 と ザフト と 


は ラ ・ ヤ マト 】 前 回 の 戦乱 を 
多 の 哀しみ を 体験 し 
に 、 戦 い が 生み 出 

す 不幸 を 座 よ り も 憎み 、 戦う こ 

と を 容認 し な か - 

を 止め 

戻っ た キラ に は 深い は な く 、 便 

し き を 押し 殺し て 矢 画 に 立っ 


但 が 集約 され て いる 


ギル バー ト ・ デ ュ ラ ンダ ル | 
し GILBERT DULLINDAL 


ス 条 動 締 結 後 、 新 た 
議会 議長 に 航 任 し た 人 物 。 故 シ ー ゲ ル ・ ク ラ 
イン の 時 想 を 受け 災い で ナチ ュ ラル と の 爾 和 
策 を 採り 、 戦 乱 の 傷跡 て 混迷 する プ 
ト を まとめ 上 げた 。 彼 の 本 業 は 遺伝 子 工学 で 
あり 、DNA 解 析 の 権威 で ある 。 さら に 
場 に 姿 を 現 わ す 以 前 に 、 適 人 
の 職業 や 行動 方 針 を 決定 する 計画 「 デ ステ ィ 

いた 。 と は いえ その よう 


理生 、 攻 
・ ク ライ ン の 身代わり と し て 
ル を 起用 し た り 、 ペ ルリ ン 市 外 で の 戦 較 で は フ 
リー ダム ガン ダム の 活躍 を 削除 し た 映像 を 作成 
する こと で ザフト の 正当 性 を 主張 し た の も 、 自 ら 
の 行動 を 正当 化す る 
ブル ー コ スモ ス の バッ ク 』 
合 軍 を 動か す 影響 力 を 持 
の 存在 を 公表 し た デュ ラン ダル は 
と し て これ の 打 胡 を 表明 。 世界 
ゴス の 盟主 ロー| リー ル を 


戦争 の 元凶 
な 支持 を 得 
を 打倒 する こ 


し て きた デス ティ ニー ブラ ン の 導入 を 宣言 。 だ 
が 、 価 人 の 可能 性 を 限定 する 計画 に 世界 は 
戸 、 オ ー ブ と スカ ンジ ナビ ア 王 国 は 
を 表明 する 。 同時 に 、 攻 和 勢 に 打っ 

球 連 合 軍 大 西洋 連邦 に し 
ンダ ル は 接収 し た レク イエ ム で 引導 を 渡し 、 大 
量 破壊 兵器 に よる 司 喝 手段 を 用 いて で も 計画 
の 実現 を 目論む お 。 だ が 、 キ ラ ・ ヤ マト ら を 中 心 と 
する エタ ー ナ ル や クラ イン 派 の ザフト 、 ア ー ク エ 
ジェ ル と オー ブ 軍 な ど 反 デュ ラン ダル 勢力 に 
よっ て 大 量 磁 壊 兵器 は 撃破 され て いき 、 拠点 と 
に 機動 要 寄 メサ イヤ も 無力 化 され 、 デ ュ ラン 
ダル の 野望 は 演 え る 。 最期 は 元 恋 人 の タリ ア ・ 
グラ ディ ス に 看 取 られ て 死亡 し 


キン グ T@KED@ 
KING TAKEDA 


キン グ た け だ 。 ラク ス ・ ク ライ ン [に 雪 し 
キャ ン ペ ル ) の 拡 脚 マネ ー ジ ャ ー。 な ぜ か 奇妙 
関西 弁 で 話す が 、 世 和議 い 
くだ け に ドラ イ な 一 面 も 有 し て いる 
者 と 知り つつ も 商業 的 を 成功 の み 
と し た の も 、 彼 の クー ル さ の 現れ で ある 。 前 線 
基地 を 硬 問 する 際 に ラク ス の ザク ウォ ー リ ア を 
ピン ク 色 に し た の も 彼 の 発案 らし い 


ば ング T@KED@】 本 物 の ラク ス が 


宙 へ 出る 際 
ンド リュ ー・ バ ルト フェ ルド が マネ ー ジ 

シャ トル を 究 っ た 。 本 物 一 行 に 出し 技 
に キン グ T@KEDG ( 左 ) は 、「 あ か ん で 


A > 


tz 140-32 


141-29 


機動 戦士 ガン ダム SEED DESTINY 


| グノー 


地球 連合 軍 が 開発 し た 軌道 問 全 方 位 戦 略 克 
「 レ クイ エム 」 の シス テム 
信 向 ステ ーション の ひと 
グ 状 に 接続 し た 巨大 新星 で 、 リ ング 内 に 発生 さ 
な 磁場 で レク イエ ム の ビー ム を 偏向 さ 
せる = 同様 の 価 向 ステ 
ン は ほか に 4 基 存 在 し 、 そ れ ぞ れ 「 フ ォ ー レ ] 「 ヴ ェ 
ルディ 」 「 チ ェ ル ニ ー] 「 マ ル タ ン ] と 名 付け られ 
て いる 。 この 5 基 が あれ ば 、 レ クイ エム は 地球 
あら ゆる 場所 に 照準 を 定め る こと が で きる 
で ある 。 だ が レク イエ ム の 攻撃 が プラ ント 首都 
(アプ リリ ウス 市 ) に 向け られ る と それ 以上 の 
砲 疫 を 阻止 すべ く 攻 撃 を 開始 し た ジュ ー ル 隊 と 
チェ ニス 隊 に よっ て グノー は 破壊 され て いる 。 


する MS。 ブレ ー ド アン テ ナ や 扉 部 装甲 の スパ 
イク な ど に ザク と 共通 する 部 分 が 多い が 、 


い 機動 性 を 有する 対 MS 用 格闘 戦 専 用 機 」 で 
ある 。 その た め ザ ク の 換装 用 バッ ク バ ッ ク 「 ウ ィ 
ザー ド シ ス テム ] は 搭載 され て お ら ず 、 武 装 も 
ビー ム ソ ー ド や スレ イヤ ー ウ イッ プ と いっ た 


て 高く 、 単 枝 で の 大 気 較 内 飛行 能力 を 獲得 。 
ディ ン の 空中 機動 性 能 と が ク フ ァ ン トム 以上 の 
格闘 性 能 を 併せ 持つ 。 この 飛行 能力 を 利用 し 
重 カ 下 で の 立体 的 な 格闘 戦 を 得意 と する 。 主 
な 接 乗 者 は ハイ ネ ・ ヴ ェ ス テン フル ス 。 


グラ ス ヨ ゴー 
| eLascow | 


ザフト の グラ スゴ ー 隊 の 指揮 官 。 ラク ス ・ ク ライ 
ン の 名 を 騙る テロ リス ト 追 跡 の 任 に 就き 、 デ ブリ 
た エタ ー ナ ル を 発見 する や その 撃 
っ た 。 し か し 、 駆 け 付け た キラ ・ ヤ マト が 
探る スト ライ ク フ リー ダム ガン ダム の 乱入 に よっ 
て わずか 2 分 で 部 隊 は 壊滅 。 座 乗 艦 も 機関 部 
を 射 技 か れ て 行動 不能 に 了 落っ て いる 。 グラ ス 
ゴー 隊 は 、 ナ スカ 級 高 速 載 開 穫 (グラ スゴ ー が 
座 乗 する 旗艦 と ボル スト 、 カー ナ ボ ) 3 隻 の 大 部 
隊 で 、 さ ら に は グラ スゴ ー 直 属 の 部 下 3 人 は 赤 
服 と いう 柄 鋭 で あっ た 。 当初 、 キラ が 扶 乗 し て い 
た スト ライ クル ー ジ ュ を 戦闘 不能 に 追い 込ん だ も 
の の 、 彼 が スト ライ ク フ リ ー ダ ム に 乗り 換え て か ら 
は 太刀 打ち で きず 、MS 部 隊 は 全 減 し 。 ナ スカ 
級 3 倒 も スラ スタ ー を 破壊 され て 隊 は 填 減 し た 


ズリ ニシ ラシン シド | 
GREENLAND | 
アメ リカ や カナ ダ と 共に 大 西洋 連邦 を 形成 し て 


いた 国家 の ひと つ 。 国土 の 大 半 が 北極 国 に 
属し 、 居 住 区 や 経済 園 は 沿岸 部 に 限ら れ て い 
た 。 地理 連合 軍 の 軍事 施設 や 司 例 部 も 国土 
内 に 建設 され て お り 、 北欧 地域 で ザフト の 行動 
を 監視 する 役目 を 果たし て いた と 見 られ る 。 グ 
リー ン ラ ンド 南東 に 位置 する アイ スラ ンド に は 
生産 施設 も 有する 連合 軍 の 一 大 拠点 「 ヘ ブン 
ズ ペ ベー ス 」 が 建設 され て いた 。 


クリ スタ ・ オ ー ベ ルク 


C.E.71 の 戦乱 終結 後 、 新 た に 選出 され : 
ント 最高 評議 会 の 女性 議員 。 文官 の 出身 の 
穏 健 派 で 、 地 球 連合 と プラ ント 間 の 関係 が 悪 
化す る こと を 豪 店 し て いた 。 講 長 の ギル バー ト ・ 
デュ ラン ダル が 独断 で ロゴ ス を 世界 に 暴 忠 し た 
際 は 驚き を 見 せる が 、 戦争 の な い 世 界 を 目指 
す 議 長 の 決断 と 勇気 に 教 意 を 表し 、 講 長 の 方 
針 に 倫 同 する 。 


グロ ー バ ルカ ン バ ニ ー 
| | GLOBAL COMPANY 


(8) ME 5 SHEET D4 


ゲイ ツ R 


GuAIZ R 


大 西洋 連邦 を は じ め と する 地球 連合 各国 や 連 
合 非 加盟 国 と も 繋が り の ある 車 需 産業 組織 
オー ブ の セイ ラン 家 だ け で な く 、 世 界 の 中 で 関 
わり の な い 国 は 皆無 と 言え る 。 この グロ ー バ ル 
カン 7 、 戦争 を 裏 か ら 操る 秘密 結社 
「 ロ ゴス 」 が 深く 関与 し て いる 。 彼ら が ギル バー 
ト ・ デ ュ ラ ンダ ル 議 長 に よっ て 「 世 界 の 敵 」 と 
認定 され た た め 、 世 界 各国 に 浸透 し て いる グ 
ロー バル カン パニ ー へ の 影響 も 予想 され た 

= 


| 携帯 電話 
PORTABLE TELEPHONE 


シン ・ ア スカ の 妹 で ある マユ ・ ア スカ の 形見 の 
品 。 C.E.71 の 頃 、 シ ン た ち 家 族 は オー ブ で 暮 ら 
し て いた 地球 軍 が オー ブ プ に 侵攻 
め に 避難 を 余儀 な くさ れ た 。 その 途中 、 マ コ : 
落と し た 携帯 電話 を シン が 拾い に 行っ 
を 行く 室 放 は 至近 弾 の 畑 り を 受け て 死亡 
だ けが 助かっ て し まっ た の で ある 。 それ 以来 、 シ 
ご は マユ の 携帯 電話 を 肌身 離さ ず 持ち 歩き 、 
販 を 見 て は 家族 の 写真 を 見 た り 、 


C.E.71 の 戦乱 終盤 で ザフト が 投入 し た 
の 改修 機 。 ペー ス 機 の 特徴 的 な 兵 装 だ っ た ロ 
ケッ ト ア ンカ ー「 エ クス テン ショ ナル ・ ア レス ター」 
の 代わ り に レー ル ガ ン を 配 する こと で 、 遠 距 苑 に 
対す る 攻撃 力 を 獲得 し た 。 戦乱 終結 後に 、 次 代 
の 主 カ 量産 機 開発 まぐ の 繋ぎ と し て 量産 され た 
が ミレ ニア ムシ リー ズ で ある ザク シリ ー ズ 
の 登場 に よっ て 第 一 線 か ら 吉 どか る こと と な っ た 。 


ゲル ズ ゲ ー 


GELLS-GHE 


た 、 拠 点 陸 衛 用 装 脚 型 庄 作 MA。 昆虫 の よう 
な フォ ルム の 下半身 に スト ライ クダ ガー の 上 半 


桂 に 防御 面 で は 両 肩 と 下 半 . 
し た 陽電子 リフ レク ター を 展開 す : 


ト を 用 いた 不 整 地 走破 性 に 重き 
よう で ある 。 その た め 優 攻 作 戦 に 
投入 され る こと は ほとん ど な く 、 地 上 の ガル ナハ 
ン 基 地 や 月 面 上 の ダイ ダ ロ ス 基地 と いっ た 地 
球 連 合 軍 の 軍事 拠点 に 配備 され 、 防 衛 戦 カ 


ヨコ スジ ウジ ダー 
CORESPLENDOR 


イン バル スガ ンダ ム の コク ビッ トブ ロッ ク と な る 
小型 戦闘 機 。 通常 は 戦闘 機 形 態 を し て いる 
が 、MS 形 能 と な る 際 は ブロ ッ ク 状 に 変形 し 、 
チェ スト フラ イヤ ー お よび レッ グフ ライ ヤー と ドッ 
キン グレ て イン パル スガ ンダ ム と な る 。 この よう 
な 複雑 な 機構 を ザフト が 採用 し た の は 、 ユ ニ ウ 
ス 条 約 に よっ て MS 保有 制限 が 定め られ た か ら 
で ある 。 その た め ザフト は MS1 機 の 比重 を 高め 
る べく 、 汎 用 性 を 意識 し た 新 世代 の MS 開発 
に 着手 し た 。 イン パル スガ ンダ ム は シル エ : 


ステ ム を 採用 する こと で 汎用 性 を 獲得 し た の で 
ある 。 その 中 核 を 成す の が コア スプ レン ダー で 
あり 、 各 シル エッ ト パ ー ツ が 破壊 さて も 、 そ れ 


て る こと と な り 、 コ スト や 束 備 面 を 考慮 し な けれ 
ば 、 極 め て サバ イ パ ピ リティ に 優れ た 機体 と 言 
える 。 た だ し 戦闘 機 と し て の 能力 は さき ほど で も な 
く 、 こ の 形 能 で 実戦 が 行わ れ た こと は ほとん ど 


な い 


オー ブ 軍 所 属 ム ラサ メ 隊 の パイ ロッ ト 。 オー プ 
の 実権 を 握っ た ユウ ナ ・ セ マ ・ セ イラ ン の 下 で 
戦う こと を 良し と せ ず 、 タ ケミ カズ チ 艦 長 トド ダ カ 
の 遺志 を 受け た 副官 アマ ギ に 付き 従っ て アー 
クエ ンジ ェ ル に 身 を 寄せ 


2 ( 下 ) と 同じ 

と ー シ ザワ と の 束 
溢 し て お り 、 ペ ベル リン を 介 
撃 で カオ スガ ンダ ム を 撃 較 


撃 は ペ テ ラ ン の 域 
みな 運 携 共 


コニー ル ・ ア ル メ タ | | 
CONIEL | 


地球 軍 に 占拠 され た ガル ナハ ン の 町 の 少女 
地方 で 活動 し て いる 反 地 球 連合 レジ スタ ンス 
属す る 。 弱冠 14 歳 な が ら 、 ザ フト に 対し 
て 情報 提供 を 行う 使者 の 役割 を 果たし た 。 陽 
電子 砲台 (ローエングリン ゲー ト ) を 擁する 連合 
軍 ガ ルナ ハン 要 窪 の 陥落 を 目的 と する ザ フ | 
の 地 道 の 


アス カ が 不 下面 
は 不満 を 見 せる が 法 


| | ゴン ド ワ ナ 級 宇宙 空母 
| GONDWANA 


「 ブ レイ ク ・ ザ ルド ] 事件 後 、 地 陸連 Pe 
軍 と 交 埋 決 態 に 入っ た ザフト が 実戦 拉 入 し た 
宇宙 用 大 型 空母 。 全長 1.200m を 超え る 巨 
体 の 各所 に 発 第 用 カタ ルト を 備え 、 そ の 数 は 
メイ ン だ け で も 16 基 に な る 。 それ を 活か し て 戦 
闘 で は 迅速 な 部 隊 展 開 を 可能 と し て お り 、 母 
艦 と し て の 機能 は 極め て 優秀 で ある 。 さら に 艇 
内 に は 軍事 基地 に 匹敵 する 規模 の CIC (戦闘 
指揮 所 ) が 設置 され て お り 、 機 重要 寒 と し て の 
運用 も 考慮 され て いる 。 


ナ 綴 宙 空母] ドド ー ム 型 の 巨大 6 


ザフト の 陸上 戦艦 。 スケ イル モー ター を 用 いた 
レセ ッ プ ス 級 と は 異な り 、 装 軌 式 の 移動 手帳 
を 持つ た め 活動 可能 領域 は 広い 。 CE.73 で 
運用 され た 艦 と し て は 、 西 ユー ラ シ ア 地区 に 位 
置 す る マハ ムー ル : 駐屯 する ラド ル 隊 旗 
胡 [デズモンド] が ある 。 カー ペン タリ ア 基 地 か 
ら 飛 来 し た ミネ ル バ と 合流 し た デズ モン ド は 協 
同 戦線 を 展開 し 、 地 球 連合 軍 の ロー エン グリ 
ンダー ト の 攻略 に 当たっ て いる 。 


| ザク ウォ ー リ ア | 
| ZAKU i 


人 人 伯 の ザフト が 開発 し た 
代 MS 群 アム シリ ー ズ 」 の 第 1 期 モ 
デル 。 正式 名 称 で ある ZAKU (Zaft Amored 
Keeper of Unity 王 単 一 性 の ザフト の 装甲 看 
守 ) を 見 て も わか る よう に 、 単 模 で も 優れ た 汎 
用 性 を 発揮 すべ く 、 バ ッ ク バ パッ ク 換 装 機構 (ウィ 
ザー ド シ ステ ム ) を 導入 し た 点 が 特徴 で ある 。 右 
肩 に は スパ イク アー マー、 左 肩 に は スパ イク 付 
き の シ ー ル ド を 備え 、 格 闘 理 に 配慮 し た 装備 を 
持つ 。 各 ウ ィ ザ ー ド の 換装 に より 、 砲撃 仕様 
の ガ ナ ー- 高 機動 仕様 の ブレ イズ 。 近接 戦闘 
仕様 の ステラ ュ シュ な ど 、 異 な る 機体 特性 を 持つ 
ザク と し て 運用 で きる 。 一 般 機 が ザク ウォ ー リ ア 
で あり 、 指 揮 官 機 と し て 通信 系 が 強化 され た ザ 
ク フ ァ ント ム が ある 。 C.E.73 に は ザフト の 主力 
MS と し て 多数 生産 ・ 配 備 さ れ た 。 主 な パイ ロッ 
ト は 、 アレ ックス ・ デ ィ ノ (アス ラン ・ ザ ラ ) な ど 


V 


[ザク ウォ ー リ ア 】 一 般 兵 用 


| ザク ファ ント ム 


| ZAKU PHANTOM 


[ ムシ リー XM EF # 
ク 」 の 上 位 機 、 頭 部 に マル チ ・ プ レー ド ・ 

テ ナ が 所 加 さ t た こと で 通信 指示 / 情 
報 処 理 能力 が 向上 し て お り 、 主 に 中 隊長 や 指 
押 官 クラ ス の バイ ロッ ト が 搭乗 する 。 ザク ファ ン 
トム は 右記 に も シー ルド を 装備 し 、 防 折 力 が 向 
上 し て いる 。 基本 性 能 は ザク ウォ ー リ ア と 大 差 
は な く 、 ウ ィ ザ ー ド シス テム も 共有 可能 で ある 。 
ザウ ファ ント ム は 何ら か の ウィ ザー ド シ ス テム を 
装備 し て 出撃 する こと が 多い 。 ミネ ル バ 所 属 の 
レイ ・ ザ ・ パ レル は 高 機動 仕様 の ブレ イズ ウィ 
ザー ド を 愛用 し 、 イ ザー ク ・ ジ ュー ル は 近接 戦 
同 仕 様 スラ ッシュ ウィ ザー ド を 用 いた 


| サト ー 


| saTo 。 


ユニ ウス セブ プン の 残 鱗 を 地球 に 落下 させ た ザ 
フト の テロ リス ト の リー ダー。「 血 の パレ ンタ イ 
ン ] 事件 で 錠 娘 を 失っ た こと か 5 ナ チュ ラル に 
対し て 列 い 競 届 心 を 持ち 、 衝 底 抗 を 唱え る 
バト リッ ク ・ ザ ラ の 考え に 共同 し て いた 。 ザラ 
の 死後 も 鼻 の きえ 
高 用 講 会 に 反発 
「 下 の パレ ンタ イン ] 事件 の 舞台 


ナチ ュ ラル の 蔵 減 を 
マニ ュー パ 2 型 を 駆る サト ー: 
被害 を 最小 限 に 留め よう と する ザフト の 工作 際 
ー ル 隊 や ミネ ル バ と 交戦 。 最後 
トー は 、 自 ら の 命 と 引き 換え 


ト 」 事 件 と 時 ば れ 、 地 
すこ と と な る 。 


は 「 ブ レイ ク ・ ザ ・ ワ ー 
上 に 多大 な 被害 を も 


| ザフト 特務 隊 


プラ ント 国防 委員 会 直属 の 指揮 下 に 置か れ 
る トッ プ エ リー ト 部 隊 の こと 。 一 般 に は FAITH 
(フェ イス ) と 呼称 され る 。 国防 委員 会 お よび 
プラ ント 最高 評議 会 議長 か ら 散 績 ・ 人 格 が 共 
に 優れ て いる と 認め られ た 者 だ けが 特務 隊員 と 
し て 任命 され る 。 その 権限 は 一 般 の 部 隊 指 揮 
官 より も 上 位 に あり 、 現場 レベ ル に お ける 作戦 
立 室 や 宏行 、 さ ら に は 命令 する 権限 まで も 有 
する ほど で ある 。 CE.73 の 戦乱 時 の 主 な 特務 
職員 と し て は 、 アス ラン - ザラ 、 タリ ア ・ グ ラディ 
ス 、 ハ イネ ・ ヴ ェ ス テン フル ス 、 シ ン ・ ア スカ 、 
レイ ・ ザ ・ パ レル な ど が 学 げ られ る 。 


の | 特務 隊員 の 証 と 


クラ ス に 配備 さ 
ソナ ルカ ラ 


れ た ザ 
塗り 替 
レル は 自 水色 、 ディ 
ルス マン は 時 大 色 、 ハイ 


機動 戦士 ガン ダム SEED DESTINY 


ザム ザ ザ ー ] 


ZAMZA-ZAH | 


ッッ オグ | 


Geo-GOOhN 


地球 連合 軍 の 巨大 MA。 アド ゥ カー フ ・ メ カノ 
イン ダス トリ ー 社 が 手掛け て お り 、 搭 穫 し た 陽 
電子 リフ レク ター ビー ムシ ー ル ド は ミネ ル バ の 性 
電子 破砕 窟 QZX-1 「 タ ン ネ イザ ー] を 完全 に 
防御 し た 。 また 、MS に 比肩 する 栓 動 性 を 備え 、 
巨体 な ら で は の 高い 火力 も 備え る 。 


ジェ ッ ト ス トラ イカ ー 


JET STRIKER | 


地球 連合 軍 の 主力 MS、 ダ ガーL や ウィ ンダ ム 
が 装備 する 換装 用 パッ ク バ ッ ク (スト ライ カー 
バッ ク ) の ひと つ で 、 機 体 に 大 気 園内 飛行 能 
力 を 付与 する も の で ある 。 大 型 の 主 細 と 双 今 
式 の エン ジン で 構成 され て いる 。 また 主翼 下 に 
は 多目的 ラッ チ が 4 基 用 但 さ れ 、 各 種 ミ サイ ル 
や プロ ベラ ント ・ タ ンク の 設置 に 利用 され た 。 


地 中 機 動 試験 評価 型 グ ゲー ン の 制式 採用 機 


スケ イル モー ター を 駆使 し た 岩舟 掘削 能力 と 
潜水 能力 を 併せ 持ち 、 局 地 侵攻 作戦 に お いて 
成 カ を 発揮 し た 。 ザフト に よる オー プ 侵 攻 作 濾 


中 を 掘り 進み 、 地 下 か ら オ ー ブ 音 脳 陣 が 退避 
し て いた シェ ルター を 国防 本 部 に 到達 し た 。 こ 
の 際 に 、 ウ ナ ト ・ エ マ ・ セ イラ ン を は じ め と する 
オー ブ の 首脳 陣 は 瓦 剛 の 下敷 きど : 
て いる 。 結果 と し て 、 帰還 し た カガリ ・ 
スハ の オー ブ 常 握 が スム ー ズ に 行わ れ た 。 


自己 再生 ガラ ス 


次 世代 コロ ニー で ある プラ ント の 外壁 に 用 いら 
れ た ガラ ス 状 の 構造 物 。 極小 宇宙 塵 や デブ リ 
の 衝突 に よる 損害 か ら プ ラン ト を 守る べく 、 自 
己 修 復 機能 が 採り 入れ られ て いる 。 この 機能 
に よっ て ブラ ント の メン テ ナ ン ス 作業 は 大 幅 に 
軽 渡さ れる こと と た だ し レク イエ ム の よ 
うな 大 出 カ ビー ム に よる ダメ ー ジ に は 自己 再生 
が 追い つか ず 、 人 為 的 な 修復 が 必要 と な る 


ジェ ッ ト ス トリ ー ム アタ ッ ク 
JET STREAM ATTACK 


パー の パイ ロッ ト (ヒル ダ ・ ハ ー ケ ン 
ヘル ペル トー フォ ン ・ ラ イン 
一 体 攻 撃 。 先頭 の ヒ 
ル タ 機 が 攻 性 防御 フィ ー ル ド 「 ス クリ ー ミ ング ニ 
ン パ ス 」 に より フィ ー ル ド を 展開 し 、 続 く マ ー ズ 機 
と ライ ン ハ ルト 機 が 各個 撃破 する 。 機体 の 性 
能 と 3 人 の 持 量 が 可能 と する 難 


シホ ・ ハ ー ネ ン フー ス 
SHIHO HAHNENFU 

ザフト の 女性 パイ ロッ ト 。 エリ ー ト の 印 で ある 「 ザ 
フト レッ ド ] の 着用 を 許さ れる ほど の 実力 の 持ち 
主 で あり 、 C.E71 の 戦乱 で は イザ ー ク ・ ジ ュー 
ル を 隊長 と ー ル 隊 の メン / 
また C.E73 で も ジュ ー ル 隊 てい 
戦後 も イザ ー ク と 共に お り 、 評 講 会 の 招き 
じ て プ ラン ト に 帰 思 じ ラ 


| SHRIKE 


M1 ア スト レイ 用 に 開発 され た フラ イト ロー ター 
背中 に 外 付け され る この 装備 は 、 大 型 ツイ ン 
ロー ター と スラ スタ ー で 構成 され 、 陸戦 を 主 と す 
る M1 アス トレ イ に 飛行 能力 を 付与 する 。 地球 
連合 軍 が 採用 し た 飛行 用 オプ ショ ン 「 ジ ェ ッ トス 
トラ イカ ー」 に 比べ る と トッ プス ピー ド に 労 る が 、 
小回り の 良さ を 優先 し て いる 。 


ミネ ル バ に 配属 され て いた ゲイ ツ R の パイ ロッ 
ト 。 デイ ル と いう 同僚 が いる 。 デブ リ 帯 に 近 走 
・ ル ー) の 追撃 に イ 


RE 5 SHEET D5 


ョ ゼ フ ・ コ ー プ ブラ ンド 


CE.73 に お ける 大 西洋 連邦 の 大 統領 。 [ブレ 
イク ・ ザ ・ ワ ー ル ド ] 事件 発生 後 、 コー プラ ン 
ド は プラ ント 最高 評議 会 に 対し て テロ グル ー プ 
の 引き 渡し や 賠償 金 、 プ ラン ト 側 の 即時 下村 
解除 、 現 政権 の 解体 連合 理事 国 に よる 最 
高 評議 会 穫 視 委員 会 の 派遣 と いう 法 外 な 要 
請 し た の は ロゴ 


ド ] ギル バー ト ・ デ ュ ラ ンタ 


舞 、 月 面 の アル 


宙 戦 用 バック バッ ク 。 M531R 誘 導 機 動 
ビー ム 砲 シス テム を 7 基 搭 載 し 、 無 線 誘 河 ( 
よっ て コン トロ ー ル され る この 装備 を 用 いた 立 
体 的 な 攻撃 を 可能 と する 。 また 各 ビ ー ム 砲 の 
則 に 肪 御 フ ィ ー ル ド を 展開 する こと で 、 優 れ た 
防御 能力 を 発揮 する こと も 可能 。 ちな み に こ 
装備 を 使用 する に は パイ ロッ ト に 高い 空間 
識 能力 が 要求 され る が 、 カ ガリ ・ コ ユラ ・ ア スハ 
か ら ア カツ キ を 託さ れ た ネオ ・ ロ アノ ー ク (ムウ ・ 
ラ ・ フ ラガ ) は 見 事 に 使い こなし て みせ た 


[pi 


機内 士 ガ 
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ELOSSARY 
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【 シ ン ・ ア スカ 】 優秀 な 資質 
と 有り 祭る 才能 を 持つ シン 
だ っ た が 潤し い 各 情 | 


ン は 、 ステ ラ の 幻 昌 と 人 
明日 = 未来 が 大 切 で ある 
を 知り 、 その 「 明 日 ] を 
め に 自分 は 紙 う を 得 
と 思い 起 ご 


シル エッ トシ ステ ム 
SILHOUETTE SYSTEM 


SHINN ASUKA 


イン パル スガ ンダ ム に 採用 され た バッ ク パ バッ ク 
換装 シス テム で 、 バ パッ ク パ バック 自 体 は 「 シ ル エ ッ 
ト ] と 呼称 され る 。 スト ライ ク ガ ンダ ム の スト ライ | 
カー パッ クシ ステ ム や ザク の ウィ ザー ド シ ス テム 
と いっ た 換 狼 区 バッ ク パ ッ ク よ り も 運用 性 に 便 
れ て いる 。 換装 方 式 と し て は 母艦 で 装着 する 
ほか 、 専 用 の 無人 率 引 機 シ ル エ ッ ト フ ライ ヤー 
を 用 いて 戦闘 空域 まで 運搬 し 、 そ こ で の 直接 
的 な 換装 も 可能 で ある 。 また 各 シ ル エ ッ ト に は 
パワ ー・ パ ッ ク が 内 蔵 さ れ て お り 、 パ バッ ク パ バック 
を 交換 する こと で 稼働 時 間 の 延長 を 図る こと も 
で きる 。 バッ ク パ ッ ク を 濾 況 に 応じ て 変更 す 
と で イン パル スガ ンダ ム は さま ざま な 戦闘 に 対 
応 する だ け の 汎用 性 を 獲得 し た の で ある 。 シ 

エッ ト は 3 基 で 、 そ れ ぞ れ フ ォ ー ズ 
機 重 戦闘 用 )、 ソ ー ド シル エッ ト (近接 格闘 用 ) 
ブラ スト シル エッ ト (支援 栖 設 用 ) が ある 。 


シル エッ ト フ ライ ヤ 
SILHOUETTE FLYER 


イン バル スガ ンダ ム の 換装 用 バッ ク バッ ク で あ 
る シル エッ ト を 素 引 する た め に 開発 され た 無人 
小型 機 戦闘 宙 域 まで シル エッ ト を 運び 、 分 

後 は 自動 的 に 母 双 で ある ミネ ル バ に 帰 周 する | 
いる 。 ちな み に シル エッ ト フラ イヤ . 

装 は 施さ れ て お 5 ず 、 単 体 で の 戦 
闘 能力 は 皆無 で ある 。 


グ 
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レル エッ ト フラ イヤ ー] シルエット を 牽引 する シル エッ ト 


フラ イヤ ー は 、 合 体 の 陣 に 分 基 し て 、 そ の 後 は 母 
に 揚 週 する 。 無人 と は いえ ある 程度 の 自律 飛行 は 可 
能 で あり 、 功 機 か ら の 奏 没 を 回 呈し て 確実 に レル エ 
ト を 送り 届け る よう に プロ ダラ ム さ きれ で いる 


ザフト の MS パイ ロッ ト で ある コー ディ ネイ ター 
た だ し C.E.71 の 頃 は ご く < 普通 の 民間 人 と し て 、 
ー ブ 連 合 首長 国 で 生活 し て い 
連合 軍 が オー ブ に 保 放し た こと で 埋 
火 に 巻き 込ま れ 、 家 旋 全 員 を 失っ て し まう 。 ご 
の 時 の 京 し み は 息 り に 塗り 漬 され 、 中 立 を 貫い 
< を 呼び 込ん だ オー ブ と アス ハ 家 
に 向け られ る こと と な る 。 その 後 ブ ラン ト に 移住 
し た シン は ザフト に 入隊 し 、 エ リー ト の 証 で ある 
ザフト レッ ド に 袖 を 通す まで に 成長 し た 。 そし て 
C.E73、 イ ン パ ルス ガン ダム の 正規 パイ ロッ ト と 
し で て ミネルバ に 配属 され る が 、 ア ー モ リー ワン で 
の 進軍 式 前 日 に ファ ント ムペ イン の 凍 撃 を 受け 
る 。 以後 、 鶴 われ た 新型 棋 玲 運 の た め 戦 交 ミ 
ネル バ と 共に ファ ント ムペ イン を 追撃 し 、 再び 巻 


き 起 こっ た 地球 軍 と ザフト の 戦争 の 渦中 に 身 を 
置く と と な る 。 家族 の 誤 拓 と いう 過去 に 因 わ 


も 起り の まま に 刃 を 向け る 。 そん な 戦い の 中 で 
エク ステ ン デ ッ ド の 少女 ステ ラ ・ ル ー シ ェ と 出 会 
い 心 を 通わ せ た が 『、 彼 女 も 戦争 の 犠 性 
者 と な っ て し まう 。 シン は 京 し み を 深め 、 そ の 秀 
り は 徒 に 戦場 を 混乱 させ る アー クエ ンジ ェ ル と 
フリ ー ダ ム ガ ン ダム に 向け られ る 。 その 一 方 で 
戦争 を な くそ うと する ギル バー ト ・ デ ュ ラ ンダ ル 
議長 の 考え に 共感 。 そし て フリ ー ダ ム だ け で な く 
裏切り の 濡れ 衣 を 着せ られ た アス ラン まで を も 
ち 、 議長 が 提唱 し た 「 デ ステ ィ ニー プ : 
和 な 世界 を 信じ て 


シン は 、 機体 と も ども 正 ん だ 綴り を アス ラン カ 
ち 砕 か れ 、 自 分 は た だ 守り 
付く 。 その 後 、 敵 と し て 戦っ た 

逝 する 機会 を 得 た シン は 共に 戦う こと を 約 東 
長い 混迷 の 果て に 、 シ ン は よう や く 未 来 へ と 目 
を 向け る の で あっ た 


ジン 式典 用 装飾 タイ ブ 


GINN DECORATED TYPE for CEREMONY 


式典 参列 用 の 装備 が 施さ れ た ジン 。 元 は ユニ 
ウス セブ ン の 人 悼 式 入 用 に 開発 され た も の で 、 
以後 も 式典 用 に 使わ れ た 。 専用 の 76mm 重 
突撃 機 録 は スト ッ ク 部 分 に バイ オ 技 術 で 促成 
裁 培 さ れ た 本 物 の 標 の 木 を 使用 し 、 スリ ング ベ 
天然 の 革 が 用 いら れ て いる 。 


【 ジ ン 式 内 用 装 節 タイ プ 】 ア 
新造 埋 葉 ミネ ル パ バ の 進 


の 攻撃 を 受け て 次 々 と 破壊 され た 


| ジン ハイ マニ ュー パ 2 型 | 
| GINN TYPE HIGH-MANEUVER 2 | 


ステ ィング ・ オ ー ク レー 
STING OAKLEY 


CE.71 に 開発 され た 
ショ ン 機 。 新型 スラ スタ ー を 搭載 し て 宇宙 空間 
で の 機動 力 を 独 化 し た ジン ハイ マニ ュー パ (1 
型 ) に 対し 、2 型 は 既存 スラ スタ ー の 強化 と バー 
ニア の 増設 に よる 機動 性 向上 を 図っ て いる . 
日 本 刀 を 模 し た 実体 拓 、MA-M92 新 権力 を 装 
備 する な ど 、 兵 装 は 近接 戦闘 を 主体 と し た も の 
と な り 、 格闘 能力 は 1 型 を 大 きく 上 回 っ て いる 』 


で の 機動 性 を 通 
H や ザク 部 隊 を 次 々 と 没 枝 し た の だ っ た 


y ] 


スカ ンジ ナビ ア 王 国 | 


地球 連合 に 加盟 する 国家 の ひと つ 。 ノル 
ウェ ー、 ス ェ ー デ ン 、 フ ィ ン ラン ド か ら 成 り 、 本 来 
は オー ブ 連 合 首長 国 と 同じ 中 立国 で 
が 、「 血 の パレ ンタ イン 」 事件 を 契機 と する コー 
ディ ネイ ター と ナチ ュ ラ ル の 対立 の 激化 を 受け 、 
大 西洋 連邦 か ら の 個 喝 に 近い 圧力 で 連合 に 
加盟 する こと と な っ た 。 C.E.71 の 戦乱 後 は 再び 
中 立 を 宣言 し た が 、C.E.73 に 茎 生 し た 「 ブ レイ 
ク ・ ザ ・ ワ ー ル ド ] 事件 以後 に は 連合 へ の 加盟 


を 余儀 な くさ れ て いる 。 た だ し 先 の 大 戦 の 反省 
を 込め て 反戦 姿勢 を 買い 7 時 に 外交 的 な 
影響 力も 増大 し て お り 、 ロ ー ド ・ ジ ブリ ー ル も そ 


の 動向 は 気 に し て いた よう 
ジ ナ ビア 王国 は オー ブ か ら 上 離れ た アー ク - 
ル を 、 ブル ー コ スモ ス の 意 に 反し て 匿っ て いた 


同じ く 早 々 に 拒否 の 間 勢 を 示し 


記 人 を 持つ と と に な っ 


まり に 佑 い 思い 


ステ ラ ・ ル ー シ ェ 、 ア ウル ・ ニ ー ダ と 同様 
球 連合 軍 が 極秘 裏 に 育成 し た エク ステ ン デ ッ 
ド 。 精神 的 に 不安 定 と な る こと が 多い ステ ラ や 
計 革 的 な アウ ル に 比べ て 冷 表 な 判断 力 を 有 し 
て お り 、3 人 の 中 で は リー ダー 的 な 存在 と な 
て いる 。 その た め ア ー モ リー ワン の 棋 撃 て 
心 的 な 役割 を 果たし 、 ザ フト が 開発 し た 新型 
MS 


て 破壊 衝動 が 前 面 に 押し 出さ れ . 
皿 い を 楽し お 誕 的 な 性 格 と な ご 
に は シン ・ ア スカ に よ 


【 ス ティ ング ・ オ ー ク レー】 ステ ィング は 自作 
ド の 立場 を よく 理解 し て いた 

ル パ を 討 て す 黒星 続き で あ 

上 [ファ ント ムペ イン に | 

現状 を アウ ル に 中 


ユエ クス 


の た め . 
休 爆 を 覚え て お 
ド iW 


ステ ラル ー シ ェ 


STELLAR LOUSSIER 


地球 連合 軍 第 8 
に 所 属す る エク ステ 
工 廊 コロ ニー で ある アー モリ ー ワ ン を 朋 撃 し 、 ガ 
イア ガン ダム を 強奪 し た 。 その 後 は 戦艦 ミネ ル 
バ の 追撃 を 振り 切 球 へ と 降下 し 
ろ が ある 時 、 海 で 油 れ か けた 
カ に 助け られ る 。 この 時 ステ ラ は 、 
死 ] と いう ブロ ッ ク ワ ー ド に よっ て バ 
: の だ が 、 シ ン の 「 守 る 」 と 


状態 ( 
葉 を 聞き 、 精神 の 安定 を 取り 戻し た 。 この こと 


が シン に 気 を 許す を っ か け と な る 。 だ が エク ステ 
ン デ ッ ド は 精神 を 安定 させ る 


ト を 定 枯 的 
し まう 。 し か し 、 ロ ドニ ア の ラボ で の 戦闘 に お い 
て 、 単 独 で 飛び 出し た ステ ラ は シン と 戦っ て 敗 
れ 、 捕虜 と し て 再会 する こと と な る 。 助け よう と 
する シン の こと を 次 第 に 思い 出す ステ ラ だ が 
エク ステ ン デ ッ ド は 定期 的 な 身体 メン テ ナ ン ス 
を 行わ な いと 生き 続け る こと は 叶わ な い 。 その 
ネル バカ か ら 連 れ 出さ れ た ステ 


> の 遥 い も 雇 し く 、 彼 の 記憶 が 消去 され た 上 
に デス トロ イガ ンダ ム へ と 垂 せら れ 、 再 び 乾 坦 
へ と 送り 込ま れ て し まう 。 ベル リン の 街 を 鬼頭 

テラ 説得 し よう と する が 、 現 れ た 
キラ ・ ヤ マト の フリ ー ダ ム ガ ン ダム に 恐慌 を 来 し 
た ステ ラ は シン を 攻撃 。 シン を 守 ろ うと し : 
に 機体 を 破壊 され 、 最期 は シン の 且 の 中 で 息 
主 な 搭乗 機 は ガイ アガ 


i サラ イズ 


142-30 


143-31 


機動 戦士 ガン ダム SEED DESTINY 


スト ライ ク フ リー ダム ガン ダム | 
し STRIKE FREEDOM GUNDAM 


フリ ー ダ ム ガ ン ダム の 後継 機 と し て ザフト が 開 
発し て いた 機体 デー タ を 、 ク ライ ン 派 が 奪取 し 
て 強化 ・ 改 修 し た 機体 。 核 を 動力 し 、 ハイパー 
デュ ー ト リオ ン を 駆動 機関 と する こと で 、 そ の 
能力 は 同時 期 に ザフト が 開発 し て いた デス ティ 
ニー ガン ダム や レジ ェ ンド ガン ダム に 匹敵 する 。 
キラ ・ ヤ マト の ワン オフ 機 と し て 完成 し 、 高 い 
回 避 能 力 を 誇る キラ の 操 継 を 前 提 に 、 装 甲 防 
御 力 より も 運動 性 に 重点 を 置い て いる 。 癌 部 
装甲 を 細か く 分 割 する こと で 可動 域 を 広く 取っ 
て いる ほか 、 内 部 フレ ー ム は 金色 に フェ イズ シフ 
ト す る PS 半 甲 材 を 用 いる こと で 、 関 範 部 に 持 
か る 負荷 に 耐え て 人 体 に 近い 柔軟 な 動き を 可 
能 と し た 。 この 関節 部 は 、 機 体内 部 に 漏れ た 
余 刺 パワ ー を 発光 現象 と いう 形 で 放出 する 機 
能 も 持つ 。 さら に 本 棋 の 特徴 は 搭載 され た 起 
問 に も 現れ て いる 。 フリ ー ダ ム ガ ン ダム に も 
用 され た マル チロ ッ ク オ ン シ ス テム に よる 複数 
目標 へ の 同時 攻撃 は も ちろ ん 、 青 部 の 機動 兵 
装 り イン グ は ドラ グー ン シ ス テム に よっ て 稼働 す 
る ビー ム 容 撃 砲 き 8 基 内 蔵 し 、 単 機 に よる 制 
圧力 が 大 幅 に 増大 し て いる 。 


スト ライ クル ー ジ ュ オ オリ 半 人 
【 STRIKE ROUGE 十 OOTORI 


スト ライ カー パック 「EW454F オオ トリ ] を 装 
備 し た スト ライ クル ー ジ ュ 。 オオ トリ は スト ライ ク 
ュ 用 に 開発 され た 多目的 オプ ショ ン で 、 
スト ライ カー パッ ク の よう な 高い 
つ 。 さら に ピー ム 兵 器 で ある ピ 
実体 弾 で ある レー ル ガ ン 、 格 闘 用 の 大 型 
刀 を 備え て お り 、 あ ら ゆ る 状況 に 対応 


| セイ バー ガン ダム 


| SAVIOUR GUNDAM 


ス 条 約 各 結 儀 の ザフト が 開発 し た セカ ン 
リー ズ に 属す る 可変 MS。 同 シリ ー 
ダム が 宇宙 戦 、 ガ イア ガン ダム 
が 陸戦 、 ア ビス ガン ダム が 水中 戦 に 特 化 し た 
MA 形態 を 有する の に 対し 、 セ イ バ パー ガン ダム 
の MA 形態 は 戦闘 機 の フォ ルム に 酷似 し て お 
り 、 優 れ た 大 気 園内 飛行 能力 を 発揮 する 。 つ 
まり セイ バー ガン ダム は 大 気 園内 戦闘 を 主眼 と 
し た 機体 と 考え られ る 。 その よう な コン セプト か 
5 ら MS 形態 で も 飛行 能力 を 発揮 で き 、 加 速 性 
能 に 優れ た MA 形態 と 高 機動 格闘 戦 も 可能 な 
MS 形態 を 使い 分 けた 空戦 能力 は 、 他 の 機体 
を 洪 老 し て いる 。 プラント 本 国 の デッキ に 保管 


RNN | 


ユニ ウス 条 


的 の 縮 結 後に ザフト が 取り 組ん 
計 思 想 の MS 群 。 次 世代 の 主 


カカ 量産 機 開 
シリ ー ズ と は 異な り . 
は 機体 ご と に 独立 | 
エン ド 機 で ある 。 そ の OS 名 は 「Generation 
Unrestricted Network Drive/Assault 
Module Weaponry」 (無制限 の ネッ トワ ー 
ク 駆 動 世 代 の 強 柚 モジ ュー ル 兵 装 ) で あり 、 


C.E.73 に お ける ザフト の 新型 「G」 と 言え る 
セカ ンド ステ ー ジ の 機体 は 、 インパ ルス ガン ダ 
ムー カオ スガ ンダ ムー アビ スガ ンダ ムー ガイ ア 
ガン ダム ご セイ バー ガン ダム が ある 。 


そ 


(ES) neD5 mmM6 


た 


ソー ドイ ン パ ルス ガン ダム | 


| SWORD IMPULSE GUNDAM | 


格 開戦 用 の ソー ド シ ル エッ ト を 装備 し た イン パル 
スガ ンダ ム 。 対 MS 。 対 乱戦 に お いて 真価 を 発 
押し 、 ア ー モ リー ワン に お いて ザフト の 新型 「G」 
が 強奪 され た 際 レス は ソー ド シ ル エッ に 
て 初陣 を 飾っ た 。 ビー ムレ ー ザ ー 対 第 力 と ビーム 
ブー メラ ン を 装備 し 、VPS 装 甲 は 赤 系 と な る 


9 
| 
US9GA 


オー ブ 軍 の 佐 官 。 オー ブ を 出 弄 し た カガリ ・ ユ 
ラ ・ ア スハ に 代わ っ て オー ブ 軍 の 指揮 官 と な り 、 
カガリ が 帰 加 する まで 国 の 防衛 を * 


艦 。 秀長 褒 に 座 す と 、 ネ オジ ェ ネ シス 
の 一 羅 で 損耗 し た オー プ 散 隊 を 再編 制 し 、 レ ク 
イエ ム の 破壊 に 奮戦 し た 


ダー クダ ガー モビ 


| DARK DAGGER L 


縮 


地球 運 合 軍 の 汎用 主 カ MS、 ダ ガーL の パリ 
エー ショ ン 機 。 基 本 性 能 は ベー ス 機 と 大 差 な 
いも の の 、 機 体 色 を 黒 系 統 に 変更 する こと で 
性 を 下げ 、 ス テル ス 性 を 付 
与 し て いる 。 ファ ント ムペ イン の 戦艦 ガー ティ ・ 
ルー に 搭載 され て お り 、 ザ フト の 工 鷹 コ 
で ある アー モリ ー ワ ン 騰 撃 の 一 朋 を 担っ た 。 


| ダー ダネ ルス 海峡 
| DARDANELLES STRAIT 


地中海 と 黒海 を 結ぶ 海峡 の 名 称 。 全長 は 
60km も ある が 幅 は 1.2 ご 6km ほ ど し か な く ヨー 
ロッ パ と アジ ア の 境界 を 成す 戦略 的 な 要衝 で あ 
る 。 その た め ダー ダネ ルス 海峡 を 巡る 戦い は 古 
来 か ら 内 度 と な く 行 われ た 。 C.E.73 で は 、 ザフト 
と 地下 連 合 軍 ・ オ ー プ 軍 が 全面 衝突 し た 。 そ 
こ に アー クエ ンジ ェ ル が 介入 し て 戦場 は 混乱 し 、 
多数 の 命 が 海中 に 没 し て いる 。 


ネル パパ に 漏 中 され た フェ イス の 
ス は 、 ダ ー ダ ネル ス 海 峡 の 


ダイ ダ ロ ス 基地 


月 の 裏側 の ほぼ 中 央 ( 南 線 5 度 B 分 、 東 経 179 
度 4 分 ) に 位置 する クレ ー タ ー、 ダ イダ ロス に 建 
造れ た 地球 連合 軍 革 地 。 CE.73 の 戦乱 で は 
極秘 裏 に 軌道 間 全 方 人 戦略 机 レ クイ エム が 建 
造 され て いた 。 地球 か ら 逃 走 し た ロー ド ・ ジ ブリー 
ル は ダイ ダ ロ ス 基 地 に 潜伏 し 、 レク イエ ム を 用 い 
て プラ ント 本 国 へ の 直接 攻撃 を 図っ た の で ある 。 


外 か 5 通常 の クレ ー タ ー 
は 、 基 地 の 位置 を ザ フ 
っ た と 思わ れる 


さ 


た 


第 8 1 独立 機動 群 


| タカ オ ・ シ ュ ラ イ バ ー | 


地球 連合 軍 の 特殊 部 隊 で 、 通 称 は 「 フ ァ ント 
ムペ イン 」。 ブル ー コ スモ ス の 盟主 、 ロー ド ・ ジ 
プリ ー ル に 直結 し た 独自 の 命 久 系 続 を 有 し 、 
実質 的 に は ブル ー コ スモ ス の 私 兵 と いう 意味 | 
合い が 強い 。 その た め ほ な の 連合 軍部 隊 と 

は 一 線 を 画 し た 装備 と 強大 な 権限 が 与え られ 
て いる 。 ユニ ウス セブ ン 条 約 に 違反 する : 
ジュ コロ イド を 使用 し て いた の も 、 第 81 独 立 機 
動 衝 が 連合 軍 の 正規 部 隊 で は な く 、 条 約 を 考 
慮 する 必要 が な いと 判断 され ある 。 ザ 
フト の 工 應 コロ ニー で ある アー モリ ー ワ ン や 、 
DSSD ト ロ ヤ ステ ーション を 棋 撃 し た の も 第 81 
独立 機動 群 の 仕業 で ある 。 


ダガーL | 


DAGGER L 


105 ダ ガー の 改良 機 。 ペー ス 機 と 同様 に スト ラ 
イカ ー バ パッ クシ ステ ム を 採用 し 、 装 備 の 変更 で 


さま さま な 任務 に 対応 で きる 点 が 特徴 で ある 。 
スト ライ クダ 次 いで 地球 連合 軍 の 主 カ 
機 と な っ た 。 生産 性 に 優れ て お り 、 単 機 で 活 


動 す る より も 2 へ 3 機 で 編制 され た 小隊 を 基本 
と する 集団 戦術 を 得意 と し て いる 。 


C.E.73 に お ける プラ ント 最高 評議 会 議員 の ひ 
と り 。 武官 系 諸 員 で あり 、 国防 委員 長 を 務め る 
こと か ら も 最 右 胡 的 な 存在 だ っ た と 思わ れる 。 
た だ し 議長 の ギル バー ト ・ デ ュ ラ ンダ ル が 理想 
主義 的 で 租 健 を 態度 を 表明 し て お り 、 ふ 
の 意見 の 対立 が 評議 会 の バラ ンス を 保っ て い 
た と 思わ れる 。 


・ ワ ー ル ド 事 件 
合 に 隷 し て 


| タケ ミカ ズ チ 


| TAKEMIKAZUCHI 


オー ブ 軍 が 保有 する 大 型 空母 。 元々 は 戦闘 機 
を 運搬 する た め に 建造 され た が 、 M1 アス トレ イ 
や ムラ サメ と いっ た MS の 台頭 に よっ て 、MS 運 
用 艦 と し て の 改修 が 施さ れ て いる 。 艦 体 が 3 つ 
の ユニ ッ ト で 構成 され る トリ マラ ン (3 胴 船 ) 形 
式 を 採用 し て いる た め MS 策 載 能力 は 極め て 
高く 、 数 十 機 は 積載 可能 。 さら に 7 基 も の カタ 
パル ト や 2 段 式 甲板 を 有する こと か ら 迅 速 な 部 
隊 展 開 も 行う こと が で きる 。 艦長 は ト ダ カ 。 クレ 
タ 島 沖の 海戦 で 杏 沈 し た が 、 副 官 の アマ ギ 以 
下 、 ト ダ カ の 道志 を 継い だ クル ー た ち は 退 艇 し 
ル へ と 身 を 寄せ た 。 


Ek 


ダル ダ ノ ス の 暁 作戦 


オー ブ 5 大 氏族 の ひと つ で ある マシ マ 家 を 治め 
る 当主 。 オー ブ 首 長 会 の メン バー の ひと り と し 
て オー ブ の 政策 に も 携わっ て いる 。「 ブ レイ ク ・ 
ザ ・ ワ ー ル ド ] 事件 後 、 セ イラ ン 家 に 同 
タツ キ ・ マ シマ は 地球 連合 と の 再 同 回 に 区 成 
を 表明 し た うち の ひと り で あっ 


タリ ア ・ グ ラディ ス | 
TALIA GLADYS 


ザフト の 新造 胃 ミネ ル バ の 艦長 を 務め る 女 
性 。 シン アス カ や ルナ マリ ア ・ ホ ー ク 、 レイ ・ ザ ・ 
バレ ル と いっ た 癖 の 強い 若手 バイ ロッ ト を 紋 率 
し 、 戦 況 に 応じ た 適切 な 判断 力 を 発揮 する な 
ど 、 優 れ た 指揮 能力 を 発揮 し た 。 プラ ント 最高 
評議 会 議長 の ギル パート ・ デ ュ ラ ンダ ル と は か 
つて 恋仲 で あっ た 。 双方 の 遺伝 子 的 な 問題 か 
ら 子 供 が で き な い と 知り 、 子 供 を 欲し た タリ ア 
は デュ ラン ダル と 別れ た も の の 、 夫 と 子供 を 得 


任 し た タリ ア は ファ ント ムペ イン に よる 新型 
模 強 奪 に 遺 遇 し 、 卒 取 の た め 出 航 し た 


な っ て し まっ た が 
する メサ イア の 中 で 「 自 


タル キ ウ ス | 


ダー ダネ ルス 海峡 で 、 オ ー ブ と 地球 連合 軍 に よ 
る 連合 艦隊 と 交戦 し た ミネ ル バ が 、 補 給 と 修 
理 の た め に 寄港 し た 港湾 都市 。 地中海 と 黒海 
を 結ぶ 内 海 (マル マラ 海 ) に 面 し て お り 、 周 辺 
に は 有名 な リゾ ー ト 地 が 多い 。 


ダー ダネ ルス 海峡 に 
と オー プ 軍 が 失 
ブ の 指揮 官 と し て 参加 し た ユウ ナ ・ ロ マ ・ セ イラ 
ン が 名 付け た コー ド ネー ム 。 ダー ダネ ルス は 、 ギ 
リ シ ャ 神話 の 大 神 ゼ ウス と エレ クト ラ の 息子 で 、 
ステ ィ キ ュ ア の 王 で ある ダル ダ ノ ス を 由来 と し て 
お り 、 それから ヒン ト を 得 た 作戦 名 で ある らし い 、 


| チェ スト フラ イヤ ー 
| CHEST FLYER | 


ト が 開発 し た セカ ンド ステ 
の うち の 1 機 、 イ ン バ パル スガ ンダ ム を 構成 する 
パー ツ 。 分 離 ・ 合 体 機構 を 採用 し た イン パル ー 
スガ ンダ ム は 、 チェ スト フラ イヤ ー ご レッ グフ ライ 
ヤー コア スプ レン ダー の 3 つの パー ツ か 5 成 
り 、 チ ェ ス ト フ ライ ヤー は MS の 上 半身 を 構成 す 
る 。 発進 時 に は 各 パ ー ツ が リニア ・ カ タバ ルト 
で 射出 され 、 空中 で ドッ キン グ す : 


EA SN 
CHENG ZHEN YI | 
ザフト の 新造 戦 * ル バ に 配属 され た ブリ ッ 


ジ 要 員 の び ひとり 。 火器 管制 を 担当 し 、 
バー ト ・ ハ イム (素地 担当 ) や マリ ク ・ ヤ ー ド バー 
ズ ( 操 艦 担当 ) と 


市 通 ・ サ ン ラ イズ 43-32 


の 


144-27 


しょこ と ンダ ム SEED DESTINY 


ディ アッ カ - エ ルス マン 
DEARKA ELTHMAN 


する こと と な っ 
に 復 隊 。 イザ ー ク 
に 配属 され 、 イ ザー ク の 片腕 と し て その 技量 を 
振る うこ と と な っ た 。 C.E.73、 地 球 へ と 落下 を 
始め た ユニ ウス セブ ン の 破砕 作業 に 従事 し た 
の ち 、 再 び 勃 発し た プラ ント と 地球 の 武力 衝 
突 で は イザ ー ク と 共に プラ ント 防 稀 任 季 
た 。 戦争 終盤 地球 連合 軍 の 大 量 磁 壊 兵 導 
レタ イエ ム の ピー ム 偏 向 ステ 


と に 対し 
を 抱く 。 そし て ラク ス ・ ク ライ ン や アー ク 
ジェ ル 、 オ ー プ 軍 が デュ ラン ダル に 反 
を 挙げ た 隊 、 素直 に 協力 で まな い イ 
: ん じ て 大 量 破壊 兵器 の 彼 壌 に 協力 。 デュ 
ダル に 敵対 し た 。 主 な 搭乗 機 は ガ ナ ー ザ 
ザク ファ ント ム 。 


ディ オキ ア 
DIOCUIA 


黒海 沿岸 に ある 港湾 都市 で あり 、 市 街 地 に 興 
接する 形 で ザフト の 軍事 施設 が 建設 され で てい 
る 。 地球 連合 軍 ガ ルナ ハン 要 容 を 攻略 し た 
ネル パ は ディ オキ ア に 寄港 。 乗員 た ち に 久 し 振 
り の 体 中 が 与え られ る こと と な っ 


1 処し た ミネ ル パ 
家 


】 実 内 的 な 新型 装 


偵察 用 ムラ サメ | 


オー プ 軍 の 次 期 主力 可変 MS、 ム ラサ メ の 値 
察 用 パリ エ ン 機 。 高 機動 戦闘 を 誇る ムラ 
サメ の 背中 に 大 型 レ ドー ム を 設置 し て いる 。 長 
距離 偵察 や 索敵 に 性 能 を 発揮 し 


デス ティ 

| DESTINY GUNDAM 

レジ ェ ンド ガン ダム と ほぼ 同 時 期 に 開 
ザフト の 最新 閲 MS。 セカ ンド ステ ー ジ シリ ー ズ 
に 属す る 機体 と し て 開発 され た が 、 その 背後 に 
は 形 : ユ ニウス 条 的 を 確信 犯 的 に 破る 
と いう 意図 も 含ま れ て いた よう で 、 デュ ー ト リオ 
ン ビ ピー ム 送電 ンス テム と 配 エ ンジ ン の 複合 機 
関 で ある ハイ パー デュ ー ト リオ ン を 搭載 。 従来 
機 を 圧倒 的 に 上 回 る 出力 を 持つ に 至っ た 。 こ 
れ は 棋 富 な 攻撃 兵 装 を 運用 可能 と いう こと で 
あり 、 デ ステ ィ ニ ー ガ ンダ ム は イン パル スガ ンダ 
ム の すべ て の シル エッ ト の 能力 を 集約 ・ 湊 志す 
る 機体 と な - その た め 近 一 長 距離 戦 の 全 
レン ジ に 対応 可能 な 武器 を 標準 装備 し 、 起 装 
の 換装 な し に イン パル スガ ンダ ム の 各 シ ル エ ッ 
ト を 上 回 る 攻撃 力 を 実現 。 さ PS (ヴァ リ 
アブ ルフ ェ イ ズ シ フト 装甲 ) と ビー ムシ ー ル ド に 
よる 鉄 各 の 防 全力 や 、 ヴ ォ ワ チ ュー ル ・ リ ュ ミ 
エー ル と 同 技術 で ある 光 圧 推進 を 採用 し 、 爆 
発 的 な 推進 力 を 発揮 する 。 高 機動 時 | 
ング パー ツ に 光 の 買 が 発生 し 、 
イド に よる 残像 現象 が 起き る 。 この よう に 本 機 
は 放 撃 ・ 防 御 ・ 速 度 の あら ゆる 面 で 既存 機 と 
は 次 元 の 異な る 性 能 を 獲得 し て いる 。 その 反 
面 、 こ れ ほど の 人 性能 を 誇る 機体 を 十 全 に 使い 
こなす た め パ イロ ッ ト に も 相応 の 能力 が 
れ た が 、 本 機 は シン ・ アス カ の 搭乗 前 提 と し 
て お り 、 彼 に よっ て デス ティ ニー ガン ダム は 持 
て る 能力 を 極限 まで 引き 出さ れる こと と な っ た 


| デス ティ ニー ブラ ン 


DESTINY PLAN 


提唱 され た 人 類 救済 計画 。 人 々 
の 遺伝 子 を 解析 し 、 そ の 結果 を 基 に 適切 な 職 
業 に 就 か せる こと で 個々 の 差別 意識 を な くす と 
いう も の で ある 。 この 計画 が 普及 すれ ば 人 種 
や 国家 間 の 争い が な く な り 、 世 界 ! 
平和 が も た ら さ れる と デュ ラン ダル 6 
いた よう で ある 。 し か し 遺伝 子 に 特 化し た 選別 
は 人 々 か ら 自 由 意志 を 礁 い 、 結 果 的 に 人 間 の 
可能 性 を 摘み 取る も の : 


デス トロ イガ ンダ ム 
| DESTROY GUNDAM 


生き 大 可変 MA。 バッ ク 

ペッ ク を 含む と 全高 は 50m を 超え 、 既 存 の MS 
や MA を 上 回 る 模 休 サイ ズ を 店 る 巨体 に 搭 
載 さ れ た 圧倒 的 な 火力 と 騙 御 力 を 駆使 し て 標 
的 を 理 減 、 単 機 で 拠点 制圧 を 可能 と する 。 そ 
の 火力 は 単機 都市 に 駐留 する ザフト を 壊 減 
て |、 戦術 レベル と いう より も 戦略 
また 陽電子 
る 鉄壁 の 防御 
導 に よる 遠 局 攻 撃 と いっ 
特殊 義 備 を 有 し 、 対 集団 戦 ・ 対 要 窒 戦 で は 
無類 の 強 さ を 発揮 し た 。 その 反面 、 機 動 性 と 
汎用 性 は ほとん ど な く 、 憎 | 
脆 さ を 鈴 星 する こと も あっ た 。 多 和 
いこ な すこ と は 常人 に は 無理 で あり 、 操 給 に 


エク ステ ン デ ッ ド が 必要 で ある 。 ペ ベル リン 市 街 
地 に 投入 きれ た ほか 、 へ ブン ズ ペ ー ス に は 複 
鍵 機 が 配備 され て いた 。 主 な 搭乗 者 は ステ ラ ・ 


ル ステ ィング ・ オ ー ク レー 


機体 サイ 
満 す ほ どの 巨体 を 


(m5) D5 se 07 


デュー ドリ オ S 選 ー 
送電 シス テム | 


> リー ズ MS 
入 さ れ た エネ ルギー 充電 シス テム で 、DI 
シス テム と 呼ば れる こと も ある 。 ユニ ウス 条約 
の 締結 に よっ て MS へ の 核 エン ジン 搭載 は 禁 
止 され 、 MS の 動力 に は 従来 どおり の パッ テリ ー 
が 採用 され る こと と な っ た 。 し か し バッ テリ ー で 
は 長 時 間 枕 働 が 如 し く 、 それ を 解消 する べく 開 
発 され た 電力 供給 方 法 が デュ ー ト リオ ン ビ ー ム 
送電 シス テム で ある 。 この シス テム を 搭載 し た 
MS は デュ ー ト リオ ン ピ ー ム と 呼ば れる 指向 性 
の 強い ビー ム を 対象 と な る 機体 の 送電 装置 に 
拓 射 され る こと で 、 母 憩 に 着 秀 する こと なく 短 
妊 間 で の 再 充電 が 可能 と な っ : 
トリ オン ピー ム を 受信 する に は 送電 対置 に 正 
対し 、 受 信 に 支障 が 出 な いよ うに 隊 止 する 必 
要 が ある た め 充 電 中 は 無防備 と な る が 、 
充電 は 極め て 短 時 間 で 行わ れる 


乗員 用 保 義 施設 。 男 湯 と 女 温 に 分 か 
呂 風 の 銭湯 を 模 し た 構造 を し て お り 、 
壁 一 面 に は 富士 山 の 終 が 描か れ て いる 。 戦 
韻 艇 の 設備 と し て は 極め て 珍し いと 言 む さる を 
揚 な い が 、 乗 員 た ち に は 好評 で 、 キ 
ラ ・ ヤ マト や ラク ス ・ ク ライ 
アス ハ が 疲れ を 凌 す 姿 が 見 


られ た 


機動 戦士 ガ 


SEED DESTINY 


BLOSSARY 


ト ダ カ 
TADAKA 
オー ブ 海 軍 ( 


所 属す る 士官 。 オー ブ 黒 海 派遣 


軍 の 司令 と し て 空母 タケ ミカ ズ チ に 乗艦 し 、 黒 
海 お よび クレ タ 沖 に 


いて ザフト と 交戦 し た . 
(他国 を 侵略 せ ず 、 他 国 か 
ら の 侵 申 を 許さ ず 、 他 国 の 争い に 介入 し な い ) 
を 謗 り と する ト ダ カ に と っ て 、 こ の 戦い は 自ら の 
理念 を 捨て る に 等 し いも の だ っ た 。 と は いえ 地 
球 連 合 軍 の 圧力 か ら 母国 を 守る に は 戦い に 協 


力 し な いわ け ! 苦し い 立 場 に 身 を 置い 
て いた の で ある 。 だ か ら こ そ ク レタ 沖 海 載 で 
副官 の アマ ギ に 後 を 託し 、 自 ら は 沈み ゆく タケ 


で ある 。 それ が ト ダ 
か も し れ な い 


“ ペ 


ダ カ 】 C.E.71、 オ ー ブ と 地球 
合 軍 と の 戦闘 に 巻き 込ま れ た シン 


は ザフト に 入 障 。 CE73 の 戦乱 で 
タケ ミカ ズ チ を 沈め る こと と 


ニー ペル シグ 
NIBELUNG 


装 空 掃討 地上 に お ける 地球 連合 軍 の 最 
重要 拠点 「 へ ブン ズ ペ ベース] に 設置 され た 対 
空戦 略 兵 器 。 四面 型 に 配置 され た ミラ ー 群 の 
中 央 | 射 タ ワー が 周 立 し て お り 、 タ 
ワー から 放 た れ た 


ヘブン ズ ペ ー ー ス 攻略 戦 を 
宏 施 し た ザフト に 対し て 使用 され 、 上 空 か ら 押 
し 寄せ る 降下 部 隊 を 一 撃 で 粉砕 し た 


ニン サザ ガロ 


NISHIZAWA 


オー ブ 軍 に 所 属す る MS パイ ロッ ト 。 同僚 パイ 
ロッ ト で ある イケ ヤ や ゴウ と の 連携 攻撃 に は 定 
評 が ある 。 オー ブ 軍 黒海 派遣 艦隊 旗 弟 タケ ミ 
カズ チ に 乗 態 し 、 ミ ネル パ お よび ザフト と 交戦 
し この 戦い は ニシ ザワ (さら に ほとん 
に は 不 本 意 な も の ] そ 
撃沈 され た 
ンジ ェ ル に 移乗 し 、 地球 連合 
鎮圧 の た め に カ を 振る っ た の 
主 な 搭乗 機 は ムラ サメ 


"7 (上 ) た ち ム ラサ メ 際 
撃 し た カオ スガ ンダ ム を 押え 


に = で 0 
NEUTRON STAMPEDER 


ザフト が 開発 し た 核 項 撃 防御 兵 装 。 中 性 子 の 
自由 運動 を 抑制 する こと で 棒 分 製 反 応 を 抑え 
る ニュ ー ト ロン ジャ マー と は 逆 に 、 中 性 子 の 運 
動き 暴走 させ る こと で 強制 約 に 核分裂 反応 を 
引き 起こ し 、 影響 較 内 に ある 核 絢 頭 を 爆発 させ 
る と いう も の で ある 。 通常 は ナス カ 級 戦 能 に 取 
リ り 付け られ て 使用 され る が 、 こ れ は シス テム の 
移動 を 容易 に する た め と 、 シス テム の 起動 に 必 
要 な エネ ルギー が 艇 船 に 接 載 され る 大 型 ジェ ネ 
な いと 暑い 切れ な いた め と 思わ れる 。 
ー ダ ー の 放出 する エネ ルギー に シ 
ステ ム 自 体 が 耐え られ ず 、1 度 の 使用 で 装置 
本 体 が スク ラッ プ 同 然 と な り 、 シ ステ 
も 機能 停止 状態 に 陥っ て し ま : 
無重力 状態 で し か 使用 で き な 
囲 が 限定 され る こと と 
と つ で 戦局 を 左右 する こと は 難し い 。 
地球 軍 の 核 攻撃 を 警戒 する ザフト 
重 な 装 置 で ある こと は 間違い な い 。 


と は いえ 
頁 


トロ ンス タン ピー ダー】 [ブレ イク ・ ザ ワー ルド 」 

プラ ント 本 国 に 杜 攻 設 を 実施 し た 

し 、 ニ ュー トロ ンス タン ピー ダー が 使用 さ 

の 結果 、 飛来 する 核 ミ サイ ル は も ちろ ん 、 艇 

に 搭載 され て いた 配 ミ サイ ル も 得 発 し 、 地 球 軍 は 其 
いる 


【 ネ オジ ェ キ シス 】 資 涯 新星 を 利用 し て 建 
メサ イア は 自力 航行 が 可能 で あ 

、 そ の 外 足 に 埋め 

る 内線 を 放す る AA 


ニコ = レニ アム リーズ 


ネオ ・ ロ アノ ー ク | 
NEO LORRNOKE 


ユニ ウス 条約 を 経て ザフト が 完成 させ た 次 其 
主機 の MS 詳 MS の 所 有数 が 限ら れ 
と で 一 機 あたり の 重要 性 が 向上 。 そこ で 採用 
され た ザク シリ ー ズ に は 、 地 球 連 合 軍 の スト ラ 
テム を モデ ル と し た 、「 ウ ィ ザー 
ド | と 呼ば れる 武装 パッ ク の 換装 シス テム を 採 
用 。 砲撃 戦 仕様 。 高 機動 仕様 "近接 戦闘 


レー アム シリ ー ズ の 機体 っ : 
リー ズ に 敗れ の の 渦 い 人 が 評価 まれ 抽 
式 採用 に 至っ た 。 


リー ズ 】 CE.73 に お いて 


ア 
リー ズ は 急速 に 配備 が 進み 、 ザ フト の 主力 量産 機 と 


活躍 し た 


| s ] 


ネオ ジェ ネ シ ス 


NEO GENESIS 


ザフト の 宇宙 機動 要 寄 メサ イア に 設置 され た 
ー 砲 台 。 CE.71 の 戦乱 で 
運用 され た ジェ ネ シ ス と 同じ 設計 思想 に 基づく 
戦略 兵 問 だ が 、 戚 力 は その まま で ダウ ン サ イ : 
ング に 成功 し て いる 。 また 
に ミラ ー ブ ロ ッ ク を 交換 する 必要 が あっ た こと に 
対し 、 ネ オジ ェ ネ シス の ミラ ー ブ ロ ッ ク は 連続 使 
用 が 可能 で あり 、 運用 性 が 格段 に 向上 し た 。 


地球 連合 軍 第 81 独 立 機動 群 「 フ ァ ン トム ペイ 
ン 」 の 一 部 隊 ネ オ 隊 の 隊長 を 務め る 人 物 。 
黒 の 仮面 と 長い 例 髪 が 特徴 で 、 只 々 と し た 
格 に も か か わら ず 軍 季 に は 忠実 で ある 。 部 下 か 


の 能力 を 発 押し な が ら も 彼 の 素性 は 知ら れ て お 
ら ず 、 不 可 解 な 人 物 と 見 る 者 も あ . 
だ が 彼 の 正体 が 、 ム ウ ・ ラ ・ フ ラガ で ある と す 
れ ば 、 そ れ も 当 類 の こと と 言え よう 。 C.E.71 の 
戦乱 で 戦死 し て いた と 思わ れ て いた ムウ 
が 、 実 は 地球 連合 軍 (も し く は ブル ー コ スモ ス ) 
に 密か に 救助 され て いた 。 奇跡 的 に 一 命 を 取 

が 記憶 を 完全 に 失っ 
憶 が 植え 付け られ 、 ネ 


ペル リン の 戦闘 に て フリ 
され た ネオ は 、 ア ー ク エン ジ : 
し は は う 3 か つて の 恋人 | 


クイ エム を 大 し て いる 。 主 な 搭乗 機 は エグ ザ 
ス 、 ウィ ンダ ム 、 アカ ツキ (シラ ヌイ 装備 ) 


Lo 


了 イ ・ カ ザ エ フス キー | 


J 


ラン ト 最 
評議 会 議員 。 文官 系 に 属す る 女性 で あり 、 
長 の ギル バー ト ・ デ ュ ラ ンダ ル が 提唱 する 穏 
健 政策 に 賛同 し て いた 。 デュ ラン ダル 議長 が 
独自 に ロゴ ス の 存在 を 暴 吉 し 、 彼 ら も 廃絶 し て 
戦争 の な い 世界 を 作ろ うと し た 際 も 同僚 の クリ 
スタ ・ オ ー ベ ルク 議員 と 綿 同 し た 。 だ が 、 議 長 
が デス テ 「 プ ラン を 強行 し 、 機 動 要 寒 メサ 
イア が 沈ん だ 際 は 厳し い 表情 を 浮か べ て いた 。 


レイ ・ カ ザ エフ スキ ー| [ブレ イク ・ ザ ・ ワ ー ル ド ] 直後 
プ 対す る 地球 較 合 の 一 方 的 な 中 し 入れ に 対 
し て 慣 依 する ノイ 。 あま おり に も 無謀 な 要求 に 、 連 合 に 


と っ て も 夫 は 無間 時 で 理解 し 釣 い と 基 


導通 ・ サ ン ラ イズ 144-28 


ュー プ 


144-29 
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は 


バー ド ・ 作 イム 


BURT HEIM 


ザフト の 新 多 戦艦 ミネ ル バ の ブリ ッ ジ 要員 。 同 
億 に チェ ン ・ ジ ン ・ イ ー (火器 管制 担当 ) や マ 
リク ・ ヤ ー ド バー ズ ( 操 能 手 ) が いる が 、 バ ー ト 
は 索敵 オペ レー ター を 担当 し て いる 。 その 
戦闘 で は 、 文 字 ど お り ミ ネル バ の 耳目 と な 
辺 警 式 に 当たっ て いる , 


ハイ ネ ・ ヴ ェ ス テン フル ス | 


HEINE WESTENFLUSS 


ザフト 特務 部 隊 FAITH に 所 属す る MS パイ ロッ 
ト 。 CE.71 の 戦乱 に も 参加 し て お り , 第 二 
エ 攻 防戦 で 多大 な る 戦果 を 

め ら れ FAITH に 任命 され た 。 

会 議長 ギル バー 


か い 
で 、 シ ン ・ ア スカ た ち パ イロ ッ ト と すぐ 


その まま ミネ ル バ に 配属 。 気さく な 人 柄 
ち 解 
けた 。 し か し 、 ダ ー ダ ネル スズ 海峡 で の 結 闘 に お 
いて 、 突如 乱入 し て きた キラ ・ ヤ マト の フリ ー ダ 
ム ガ ン ダム に 戦闘 能力 を 奪わ れ た 際 、 背後 か 
5 ガイ アガ ンダ ム の 一撃 を 屋 け て 乗 機 ご と 真っ 
され て いる 。 主 な 搭乗 機 は ブレ イズ ザク 
ファ ント ム 、 グフ イグ ナイ テッ ド 


ザフト が 開発 し た MS の 新型 駆動 機関 。 従来 
型 の デュ ー ト リオ ン 送 電 シ ステ ム と 核 工 
を 併設 し た ハイ ブリ ッ ド 型 機関 で ある 、 
詳細 な 情報 は 不明 で ある 。 必要 に 応 | 
か ら の 充電 が 可能 で あ で な く 、 理 論 上 
は 無限 の 動力 を 生み 出す 核 エン ジン を 搭載 し 
て いる こと か ら 、 従 来 機 を 個 か に 凌 誰 する 長 
時 間 稼働 を 計 る も の で ある 。 その た さめ 高 炎 
の ビー ム 兵 器 を 複数 装備 する こと も で き 、 
機関 を 挫 載 し た MS は 極め て 優れ た 攻撃 性能 
を 発揮 し だ し この 機関 を 有する MS は デ 
ステ ィ ニ ー ガ ンダ ム "レジェ ンド ガン ダム スト 
ライ ク フ リー ダム ガン ダム インフィニット ジ ャ ス 
ティ スガ ンダ ム の 4 機 し か 確認 され て いな い , 


己 中 | 明 2 人 


オー ブ 軍 が 使用 し た 自己 鍛造 弾 。 自己 銀 造 弾 
と は 重 例 属 製 の 円 筑 の 後方 に 爆薬 を 配置 
た 実体 猟 で 、 標 的 の 目前 で 埋 英 を 起 糧 す る こ 
と で 円 盤 を 無数 の 砲弾 型 に 成形 させ 、 小型 弾 
体 を シャ ワー の よう に 浴び せ か ける 。 防ぐ に は 
爆薬 が 起爆 する 前 に 破壊 する 必要 が ある 


オー ブ プ 軍 ムラ サメ 隊 の 隊長 。 当初 は 地上 基地 
に 配属 され て お り 、 世 界 安全 保障 条約 機構 に 
加 較 し た オー プ に 入国 し よう と し た アス ラン ・ ザ 
ラ を 迎撃 し た 。 その 後 は オー 艦隊 に 移籍 と な 

中 征 に 派遣 まれ て いる 。 そし て ミネ ル 
て 交 寺 し た の だ が 、 ク レタ 沖 海 
戦 で 敗色 が 濃厚 と な る や 、 乗 機 ご と ミネ ル バ に 
体 当たり し て 果て た の だ っ た 。 


AE 
BABI 


ディ ン の 後継 機 と し て 開 工 され た ザフト の 空中 
戦 用 主力 MS。 展開 式 の 主 細 と 空気 抵抗 を 
考慮 し た 頭 部 が 特徴 で 、 脚 部 を 背後 に 折り 同 
むこ と で MA 形態 に 変形 する 。 この 防 易 変形 


機構 が パ ビ の 量産 性 を 向上 させ 、 さ ら に 大 量 
の 火器 の 搭載 を 可能 に し た 。 その た め ディ ン と 
比べ る と 火力 面 に 優れ る が 、 そ の 分 機動 性 が 


ドッ グフ ァ イ ト は 苦手 で ある 。 大 火 
た 一 撃 離 脱 戦術 が 、 パ ビ の 基本 
的 な 戦闘 スタ イル で ある , 


ひ 


| ビー ム 偏 向 ステ ーション 


幸 道 間 全 方 位 戦 略 砲 レクイエム が 放つ ビー ム 
の 軌道 を 属 曲 させ る た め の 装置 。 スペ ー ス ・ コ 
ロニ ー を 輪切り に し た も の で 、 内 部 に ゲ シ ュ マ イ 
ディ ッ ヒ ・ パ ン ツ ァ ー が 備わっ て いる 。 レク イエ 
ム か ら 放 た れ た ビー ム が この 円 簡 内 を 通過 する 
と 、 ゲ シ ュ マ イデ ィ ッ ヒ ・ パ ン ツ ァ ー の 干渉 に よっ 
: 道 を 接 じ 曲げ る こと が 可能 。 ビー ム 偏 向 ス 
ショ ン は 全部 で 5 基 (フォ ー レ イヴ ェ ル ディ 


チェ ル ニ ー グ マル タン デ グ ノ ー) 設置 され て お 
り 、 こ れ を 経由 する こと で 、 レク イエ ム は 地球 園 
の あら ゆる 場所 を 照準 に 収め る こと が 


(m8) D5 se D8 


ヒル ダ ・ ハ ー ケ ン 


HILDA HAKEN 


ラク ス を 守護 する MS パイ ロッ ト の ひ 
と り 。 C.E71 の 頃 は シー ゲル ・ ク ライ ン を 中 心 
と する クラ イン 派 に 属し て いた 。 そし て シー ゲル 
工 き 後 、 父 の 跡 を 継い だ ラク ス に 共感 し 、 彼 
女 の 串 : の で ある 。 ヒル ダ は 仲 
間 内 で 紅 一 点 の 存在 だ が 、 ザ フト に お ける 腕 
利き の 証 で ある ザフト レッ ド を 着用 し て いる 。 戦 
癌 で は リー ダー と し て 立ち 回 り 、 優 れ た 連携 基 
要 を 投 露 。 ザフト の オー プ 侵攻 時 に チー ム を 率 
い 、 ク ライ ン 派 の 戦力 と し て C.E.73 の 戦争 に 
参戦 し た . 搭乗 機 は ドム トル ー パ ー. 


| = 


| FACTORY 


クラ イン 派 が 保有 する 兵器 工 護 。 地球 衛星 軌 
道上 の デブ リ 帯 に 浮か ぶ 休 小 惑星 
れ た 。 MS 開発 能力 は 極め て 高く 、 ス トラ イク フ 
リー ダム ガン ダム や イン フィ 


見 され か ける が 、 接 続 し て いた エタ ー ナ 
因 と な り 、 そ の 後 キラ ・ ヤ マト の 助け も あり 
発見 は 免れ た 


は 


【FArH [i 


| ファ トゥ ム -01 


ファ トゥ ム ・ オ ー ワ ン 。 イン フィ ステ ィ ス 
ガン ダム の 背部 に 設置 され た 大 型 ブー スタ ー 
兼 サ ブフ ライ トシ ステ ム で 、 ジ ャ ステ ィ ス ガン ダ 
ム の ファ トゥ ム -00 の 発展 型 で ある 。 通常 は イ 
ン フ ィ ニ ッ ト ジ ャ ステ ィ ス の 外 分 ブー スタ ー と し て 
機能 する が 、 任 意 に 分 離す る こと で 遠隔 操作 
や 自律 飛行 も 可能 と な る 。 この 時 、 フ ァ ト ゥ ム 
-01 の 上 部 に MS を 乗せ た り 、 下 部 グリ ッ プ | 
ぶら 下げ た りす る こと で サブ フラ イト シス テム と し 
て も 機能 する , 体 に は 各種 ビー ム 兵 装 
が 用 意 さ れ て お り 、 武器 庫 と し て の 役目 も 有 し 
て いる 。 中 で も 神 雪 用 意 さ れ た 格 半 兵 半 は 強 
力 で 、 それ を 展開 し た 状態 で の 体 当たり 攻撃 が 
ファ トゥ ム -01 の 真骨頂 と 言え る だ ろう 


| ファ ント ムペ イン | 
| PHANTOM PAIN | 


正式 名 称 は 第 81 独 立 機動 群 。 地球 連合 軍 
が 保有 する 特殊 部 隊 で ある 。 だ が 実際 に は ロ 
ゴス の 私 兵 と いう 性 格 が 強く 、 地 球 軍 の 管轄 
か ら 離 れ た 独自 行動 を 取る こと が ほとん ど で あ 
る 。 また 装備 や 人 員 に 関し て も ロゴ ス の 豊富 
な 資金 力 を 後ろ 店 に し て いる た め 、 通 常 の 部 
隊 よ り も 数 レベ ル 上 で あり 、 エ クス テン デ ッ | 
呼ば れる 強化 人 間 を は じ め と し た 特殊 部 隊 や 
ブル ー コ スモ ス 系 の 施設 で 教育 され た エリ ー ト 
兵 を 数 多く 擁し て いる 。 複数 の 部 隊 が 存在 し 、 
ネオ ・ ロ アノ ー ク が 指揮 する 部 隊 は アー モリ 
ワン の 弁 撃 と 新型 「G] の 強奪 を 実行 し た 


し た も の と 思わ れる 


FAITH 
LFATH 


フェ イス 。 プラ ント 国防 委員 会 の 直属 と な る 特 
丈 部 隊 で 正式 名 称 は 「Fast Acting Integrate 
Tactical Headquarers (戦術 統合 即応 本 
部 )」 し 通常 は 特務 隊 (ザフト 特務 議 ) と 呼 
ば れる こと が 多い 。 ザフト の トッ プ エ リー ト 部 隊 で 
あり 、 国 防 委 員 会 と プラ ント 最高 評議 会 に 認め 
られ た 者 し か FAITH の 称号 は 名 乗れ な い 。 また 
その 権限 は 通常 の 部 隊 指 連 官 り も 上 で あり 、 
作 昔 立案 お よび 実行 の 権限 まで 所 有 し て いる 


フォ ー ス イン パル スガ ンダ ム | 
FORCE IMPULSE GUNDAM 


高 機動 戦 用 の フォ ー ス シル エッ ト を 装備 
ン バ パル スガ ンダ ム 。 推力 が 上 し 、 空 
中 人 履行 能力 を 付与 する 。 武装 は ヴァ ジュ ラビ ー 
ム サ ー ベ ル が フォ ー ス シル エッ ト の 標準 武装 と 
な り 、 イ ン パ ルス の 標準 兵 装 で ある 高 エネ ル 
ギー ビー ムラ イフ ル と 機動 防 盾 を その まま 使う 。 
VPS 装甲 は 青 系 に な る 。 な お 、 単 機 で の 大 気 
園 突入 も 可能 


で あ 


| フォ ピ ド ゥ ン ヴ ォ ー テ クス | 
FORBIDDEN VORTEX 


や ゾ ノ と いっ た ザフト の 水中 用 MS に 対 
抗 すべ く 、 地 球 連合 軍 が 開発 し た フォ ビ ドゥ ン 
ブル ー の 量産 機 。 C.E.71 に 開発 され た フォ ビ 
ドゥ ン ガ ンダ ム を ベー ス に し つつ 、 コ クビ ピッ ト フ 
レー ム に チタ ン 合 金 製 の 耐圧 柱 を 導入 。 さ ら 


に ゲ シ ュ マイ ディ ッ ヒ ・ パ ン ツ ァ ー に よる 水圧 軽 
減 効 果 に よっ て 、 ザ フト 機 と 対等 の 水中 運用 
能力 を 獲得 し た 。 へ ブン ズ ペ ー ス 攻防 戦 で は 


フォ E| 


ウン ヴォ ー テ クス に よる MS 部 隊 が 編制 


され 、 ザ フト の 水中 用 MS 部 隊 を 圧倒 し た 。 し 
か し 次 第 に 反 ロ ゴス 同盟 の 物量 に 押さ れ 、 最 
後に は ほ ヒ ん どの 機体 が 撃破 され で いる 


ブラ スト イン ルル スガ ンダ ム 
| BLAST IMPULSE GUNDAM 


砲撃 埋 用 の ブラ スト シル エッ ト を 装備 し た イン パ 
ルス ガン ダム 。 プラ スト シル エッ ト は 拠点 攻撃 の 
ケル ペロ ス 高 エ ネル ギー 長 射程 ビー ム 
砲 、 デ リ 初速 レー ル 砲 、 フ ァ イ ヤー 
フラ イ 誘導 ミサ イル と いっ た 強力 な 火 問 を 持 載 
する 。 格闘 戦 も 考慮 され て お り 、 デ ファ イア ント 
ビー ムジ ャ ベリ ン を 持つ 。 VPS 装甲 緑 系 。 


へ 


| ヘブン ズ ペ ー ス 
| HEAVEN'S BASE 


大 西洋 北部 に 位置 する アイ スラ ン | 
た 地球 連合 軍 最 高司 令 部 。 ギル バー ト ・ デ ュ 
ラン ダル が ロゴ ス の 存在 を 嘱 寺 し た こと を 術 
れ 、 ブル ー コ スモ ス 紀 主 hー ド ・ ジ ブリ ー ル を は 
じ め と し た ロゴ ス が 立て 廷 も っ : 


トロ イガ ンダ ム と 克 

設置 され て いる た め 、 反 ロゴ ス 同 盟 の 攻撃 に 
も 充分 面 えら れる と 予測 し た ろう 。 し か し 
デス ティ ニー ガン ダム 、 レ ジェ ンド ガン ダム 、 イ 
ン パ ルス ガン ダム を 中 核 と する ミネ ル バ 隊 の 活 


舞 に よっ て 次 弟 に 戦局 は 悪化 し 、 最 終 的 に 基 
地 は 陥落 。 多 く の ロゴ ス メ ン パ ー が 拘束 され る 
こと と な っ た 。 し か し ジブ リー ル は 密か に 基地 を 
脱出 、 オー ブ へ と 避難 し て いる 


ー ス 】 大 規模 な 軍 


防衛 の 准 備 


| ALXM ト ・ フ ォ ンー ライ ン /U 上 ト | 
| HERBERT VON REINHARD J 


する MS パイ ロホ 。 ヒル ダ ・ ハ ー 
リ に 、 マー ズ ・ シ メオ ン と 3 人 で ドム 

ーー 小隊 を 結成 し て いる 。「 下 が ん な 
て 敵 を 撃破 する ヒル ダ 
な ら 移 撃つ な よ ]」 と 軽口 を 叩き 敵 を 員 


ル バ に 配属 され た ハイ ネ ・ ヴ ェ ス テン フル ス 
が 、CE.71 の 戦乱 で 所 属し て いた MS 小隊 
当時 、 ハ イネ は オレ ンジ 色 に 美 装 き れ た MS に 
扶 乗 し て お り 、 数 多く の 戦果 を 打ち 立て た 。 そ 
し て その 栄 党 を 称え て 、 ザ フト 特務 隊 (FAITH 
ニ フ ェ イス ) に 任命 され た の で ある 、 


ボナ バル ト 


第 81 独 立 機動 笑 フ ァ ン トム ペイン が 地上 で 
活動 する 際 に 母艦 と し た ハン ニ パ バル 級 陸 上 戦 
態 。 ザフト が 保有 する レセ ッ プ ス 級 と 同様 、 地 
上 に お ける 戦略 移動 拠点 と し て 機能 する が 、 


移動 方 法 は スケ イル モー ター で は な 〈、 従 来 式 
の 無限 軌道 を 利用 し て いる 。 その た め 移 重 較 
度 は や や 劣る が 膨大 な 積載 量 を 誇り 、 数 十 機 


の ウィ ンダ ム と デス トロ イガ ンダ ム を 搭載 可能 


se ・ 
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ES) mr05 sm 上 


ミネ ル バ 


MINERVA 


ユニ ウス 条約 軒 結 以降 に 鑑 造 され た ザフト の 
新造 圭 艦 。 MS 運用 能力 と 対 第 移設 力 、 防空 
能力 な ど が 高い 次 元 で まとまっ て いる 。 外見 的 
な 特徴 と し て は 醤 首 角 側 か ら 伸び る 巨大 な 可 
変 翼 が 挙げ られ 、 大 気 囲 突入 後 は 自力 飛行 
よる 航行 が 可能 と な っ て いる 。 さら に 
独自 の 装備 と し て は デュ ー ト リオ ン 送 電 シ ステ 
ム が ある 。 セカ ンド シリ ー ズ MS の 運用 母 義 と し 
て 開発 され た ミネ ル バ に 搭載 され る 特殊 装備 
で 、 イ ン パ ルス ガン ダム を は じ め と する シリ ー ズ 
樽 の 活動 時 間 を 飛躍 的 に 古 長 する こと が で まき 
る 。 この よう に 多 方 面 て 画 期 的 な 装備 
を 有する ミネ ル バ は 、 地 球 連 合 軍 の 特殊 部 隊 
ファ ント ムペ イン に よる アー モリ ー ワ ン 醒 撃 を 皮 
切り に 、 CE.73 の 戦乱 に 深く 関わ る こと と な っ 

第 三 勢力 と し て 戦場 に 介入 する アー クエ ン 
ジェ ル と 唯一 渡り 合え る 艦 で あっ た た め 、 機 度 
も 交戦 。 最終 決戦 で 敗れ 総員 退 艦 し て いる 。 
艦長 は タリ ア ・ グ ラディ ス 。 


提 に 開発 され た 新鋭 艦 で 、 艇 首 の 陽電子 砲 タン ホ 
イザ ー を は じ め と し た 最新 外 の 杉 備 の は か 、 デ ュー ト 
リオ ン 送 電 シ ステ ム や イン パル ス の 運用 シス テム な ど 
新規 の 機構 が 盛り 込ま れ て いた 。 外 見 は スマ ー ト な 
形状 を し て お り 、 大 気 国 突 入 時 や 海上 航行 時 に 
主 鍋 を 折り 量 む よう に な っ て いる 。 


ミリ アル 
MIRIALLIA HAWW 


C.E.71 の 戦乱 経 結 後 、 ア ー ク エン ジェ ル を 降 
り た ミリ アリ ア は 戦場 ジャ ー ナ リス ト と な っ て 各 
地 を 取材 し て 回 っ た 。 ラク ス ・ ク ライ ン 
キャ ン ペ ル ) の 慰問 コン サー ト を 取材 し : 
の 一 弓 前 線 で は な く あ くま で 後方 か ら 
戦争 の 真 の 姿 を 世に 伝え よう と 考え て いた よう 
に が アス ラン ・ ザ ラ や か つて の 戦友 た ちと 
再会 し た 際 、 再び アー クエ ンジ ェ ル に 乗艦 。 以 
後 は オペ レー ター と し て キラ ・ ヤ マト た ちの 戦い 
を 支え た 。 


ミリ ァ リ ア ・ ハ ウ 】 

箇 ま れ 、 ア ー ク エン 

リア 。 その 後 は 再び 軍 の 朝 朋 に 
ンジ ェ ル の ブリ ッ ジタル 一 に 復 爆 し た 


【 ム ラサ メ (バル ト フ ェ ル ド 専 用 機 )】 四 足 弄 
MS に よる 地上 戦 を 得意 と する バル ト フ ェ ル 
ド だ け に 、 ム ラサ メ で の 空中 戦は 苦手 
と は いえ 通常 の ムラ サメ を 圧 鉛 す 
る ほど の 戦果 を 挙げ て いる 


| も 


Le jlesl. 


ムラ サメ 
MURASAME = 


メイ リン ・ ホ ー ク 
MEYRIN HAWKE 


ユー クリ ッ ド 
EUCLID | 


M1 ア スト レイ の 流れ を 波 む 、 オ ー ブ 軍 の 次 期 
主力 MS。 周囲 を 海洋 で 囲ま れ た 国土 を 防衛 
する た め に 開 甘 され た ムラ サメ は 必然 的 に 卸 
空 能 力 が 付与 され 、 高 機動 戦闘 に も 対応 で 
きる よう に MA 形態 へ の 変形 機構 が 搭載 され 
た 。 MS 形態 で は 高い 汎用 性 と 格闘 性 能 を 発 
探し 、 一 方 の MA 形態 で は 戦闘 機 並み の 空戦 
能力 を も っ て し て 標的 を 残 滅する 一 ふた つ 
の 形態 が 有する 特徴 を 使い 分 ける ムラ サメ は 、 
同時 | 発 され た 機体 の 中 で も 高い 完成 訟 
を 誇り 、 空 埋 に お いて ザフト の セカ ンド ステ 
MS を 圧倒 し た こと も あっ た 。 M1 ア スト レイ と 同 
じ よ うに 個々 で の 戦闘 より も 隊 を 組ん で の 戦闘 
を 得意 と し て お り 、 編隊 に よっ て 高い 戦闘 力 を 
発 探す る 。 特に アー クエ ンジ ェ ル に 身 を 寄せ た 
ムラ サメ 隊 は デス トロ イガ ンダ ム の ベル! 
撃 の 隊 に 埋 果 を 挙げ た 。 主 な 搭乗 者 は レ ド ニ 
ル ・ キ サカ 、 ババ 、 イ ケ ヤ 、 ゴ ウ 、 ニシ ザワ 。 


【 ム ラサ メ 】 MS 形態 と MA 形態 持つ ムラ サメ 。 変 
する 時 間 は ご くわ ず か で あり 、 高 機動 戦 関 中 
機体 の 行動 に 支障 を 及ぼ すこ と は な か - 


ダー タネ ルズ 海峡 付近 の 戦闘 で アン ドリ ュー・ 
パル ト フ ェ ルド が 使用 し た 機体 。 彼 の パー ソナ 
ルカ ラー で ある 黄色 と オレ ン り 分 けら れ 、 
0S も 調整 され て いた よう で ある 。 た だ し 装備 面 
で は 変更 は な く 、 ビー ムラ イフ ル と ビーム サー ベ 
ル と いっ た 標準 的 な 武装 が 施さ れ て いた 。 ちな 
み に 宇宙 に 上 が っ た パル ト フ ェ ル ド が ガイ アガ 
ンダ ム に 乗り 換え る と 、 本 機 は レ ド ニ ル ・ キ サ 
カ に 引き 渡さ れ て いる 。 


ザフト の 最新 鋭 艦 ミ ネル バ の オペ レー ター を 和 務 
め る 女性 士官 。 ルナ マリ ア ・ ホ ー ク の 球 で あり 、 
ザフト レッ ド で ある 姉 を 章 蘭 する 一 方 、 妖 

も あっ た らし く 陰 で 対抗 意識 を 見 せ で いた 。 い 
未 が アプ ロー チ を か け て いた アス ラン 
ザラ に 惹か れ て お り 、 彼 が ザフト か ら の 離反 を 
決意 し た 時 、 巻き 込ま れ た メイ リン は 中 に 手 
助け し て 同行 を 願い 出 た 。 優れ た : 
で ある メイ リン は 同時 
も ある 。 その た め ア スラ ン 脱 走 の 折り 、 同 行 し 
た メイ リン は レイ ・ ザ ・ パ レル か ら 5 スパ イ の 柏 妖 
を 掛け られ て し まう 。 その 後 、 ア ー ク エン ジェ ル 
に 身 を 寄せ る よう に な っ た メイ リン は 、 第 三 者 的 
な 立場 か ら ザ フト と 地球 連合 軍 の 戦乱 を 眺め 
た こと か ら 、 伺 が 正しい の か を 理解 し 、 ラ クス ・ 
クラ イン ら の 活動 に 協力 する こと と な っ た 。 


る 敵 が 姉 ル 
ナマ リア だ と 気づき 、「 ど 
の ラク ス さま が 本 物 な の 
か 、 な ん で わか 5 な い の ?] 
と 、 今 の ザフト が 正しい の 
か と 呼び 掛け て いる 


メサ イア 
MESSIAH 


CE.71 の 戦乱 後に ザフト が 建造 し た 機動 要 
審 。 軍司 部 と し て の 機能 を 有する ほか 、Y( ガ 
ンマ ) 線 レ ー ザ ー 「 ネ オジ ェ ネ シス ] と 陽電子 リ 
フレ クタ ー を 装備 。 さら に 自力 推進 が 可能 な 機 
動 要 宏 で ある 。 デス ティ ニー プラ ン の 推進 目 
指す ギル バート ・ デ ュ ラ ンダ ル は 、 月 地表 近く 
に まで 移動 させ た メサ イア で 、 レ クイ エム 攻略 
に 向かう 反 ザ フト (デュ ラン ダル ) 陣営 に 対し 攻 
撃 を 試み た 。 し か レス トラ イク フリ ー ダ ム ガ ン ダ 
ム と ヒエ ター ナル の 強 民 を 受け 戦 同 不能 に 階 り 、 
最後 に は 月 面 に 激突 し て 衣 寺 | 


メサ イア 】 器 攻 不 落 を 誇る 機動 要 寄 で あっ 


イプ と 合体 し た スト ライ ク フ リ ー ダ ム に よ 
外 か ら 攻 撃 を 受け 沈 指 し た 。 


地球 連合 軍 が 開発 し た MA。 ザム ザ ザ ー や ゲ 
ルズ ゲー と 違っ て 格闘 用 兵 装 を 一 切 搭載 し て 
お ら ず メビウス や メビウス ・ セ ロロ と いっ た 初期 
MA に 近い 設計 コン セプト ( 高 機動 性 を 活か し 
た 一 撃 離 脱 ) を 持つ 。 また 宇 害 ご 地上 を 問わ 
ず に 活動 で きる た め 、 地 球 連 合 司 令 部 へ ブン 
ズ ベース の は か 、 月 面 ダイ ダ ロ ス 基地 な ど に 多 
数 配備 され て いた 。 


【 ユ ー ク リッ ド 】 ヘ ブン ズ 
クリ ッ ド 。 50m を 超え る 巨体 に 高 エネ ルギー ビー ム 克 
長 下 見 和 疫 戦 で は 


ヨウ gi 回 va セイ ラジ シ 
JONA ROMA SARAN 


オー プ 連 合 首長 国 の 五大 氏族 の ひと つ で ある 
セイ ラン 家 の 和 取 り で あり 、 オ ー ブ 宰 相 ウ ナ ト ・ 
エマ ・ セ イラ ン の 息子 で も ある 。 オー ブ 代 表 の 
カガリ ・ ユ ラ ・ ア スハ に 圧力 を 掛け 、 地 球 連合 
加盟 各国 と の 世界 安全 保障 条約 を 締結 させ 
た 。 さら に オー ブ の 平穏 の た め と いう 名 目の下 
ガリ と 結婚 式 を 挙行 し よう と し : 


れ 、 国 民 の 前 で 醒 態 を 晒す 。 その 後 は オー ブ 
の 実権 を 舞っ た 父 ウナ ト の 権力 を 背景 に 重 の 


べく カガリ が 立ち は だ か る が 、 連合 の 圧力 に 耐 
え か ね て 保身 に 走っ た ユウ ナ は カガリ を 偽者 と 
断定 。 この 行為 は オー ブ の 理念 に 反し た 派兵 
と 併せ て 枚 兵 か ら の 反発 を 招く 。 結果 、 オ ー ブ 
に 復帰 し た カガリ が ユウ ナ を 団 衣 反 迎 罪 に 問う 
と 即座 に 拘束 され た 。 直後 に 発生 し た 戦闘 の 
どさくさ で 逃亡 を 図っ た も の の 、 落 下 し て きた グ 
フイ グ ナ イ テ ッ ド に 押し 潰さ れ て し まっ た 


【 ュ ウナ ・ ロ マ ・ セ イラ ン 】 オー 


[ 任 を 持 と うと せ ず 、 いた ずら 
に 戦力 を 消 耕 させ た ユウ ナ 。 徒 
自身 に そん な つも り は な か っ た 
知れ な い が 、 
場 限り の 指示 を 出す 
者 の 艇 と は 言え ず 、 
最終 的 に 自 渡し た 


a サンライズ 


145-28 


146-29 


ユニ ウス 条約 


JUNIUS TREATY 


C.E.72.03.10、 地球 連合 加盟 国 と プラ ント お 
戦 条 


よび 親 プ ラン ト 国 家 の 問 で 締結 され 
約 。 C.E.71 に 勤 発し た 戦乱 の 引き 鉄 と な 
ユニ ウス セブ ン で 条約 が 締結 され た た め 、 こ の 
る 。 その 内 容 は 多岐 
が 、 主 な 条文 は 以下 に 示し た と お り て 


・ 村 動力 お よび N ジ ャ マー キャ ン セ ラー. 
ジュ コロ イド 技術 の 軍事 転用 の 里 止 


各国 ごと の 国 カ に 応じ た 軍備 の 制限 


・ 地 上 の 国境 線 お よび 国家 を 、CE.70.02.10 
の 状態 に 復旧 する , 


ヨアヒム ・ ラ ドル 


穫 海 最深 部 に ある ザフト の マハ ムー ル 基 地 の 
司 今 官 。 地球 連合 軍 の 支配 下 に ある スエ ス を 
解放 する た め 、 ユ ー ラ シア 西側 地域 を 支配 下 


陽電子 破砕 師 | 
「QZX-1 タン ホイ ザー」 
TANNHAUSER 


ザフト の 新造 戦艦 ミネ ル パ の 能 首 に 設置 され 
た 陽電子 砲 。 アー クエ ンジ ェ ル に 搭載 され た 


タン ホイ ザー は Y 線 に よる 大 気 汚染 の 
『 少 な いた め 、 大 気 国内 で も 使用 で きる 。 


機動 戦士 ガン ダム SEED DESTINY 


| | 陽電子 リフ レク ター 


| 
| 
LM } 
地球 連合 軍 が 開発 し た 特殊 防御 機構 。 MS 
部 隊 の 集中 克 火 や 埋 艦 の 主砲 さえ も 無 刻 化 
する ほど の 防御 性 能 を 示し 、 実 汗 系 の 攻撃 
も 有効 で ある 。 その 反面 、 シ ステ ム が 大 型 に 
ヽ 、 搭載 で きる 機体 が 限定 され て し 
まっ た 。 その た め ザ ム ザ ザー と いっ た MA や 一 


| ヨウ ラン ・ ケ ンド 
| 
| YoLANT KENT 

| ッ ク 。 シン ・ ア スカ 
た ちの 同期 で あり 友人 。 ユニ ウス セブ ン が 地 
球 へ の 衝突 コー ス に 地球 に 落ち 
た ら ゴ タゴ タ が な く な っ て ラ り 、 カ ガリ ・ 


ユラ ・ ア スハ の 起り を 招い た こと も ある 。 | 


クラ イン 暗殺 を 命じ られ 、 オ ー ブ 首 長 国 連合 に 
潜入 し た 。 し か レキ ラ ・ ヤ マト ら の 妨害 に よっ て 


計画 は 失敗 。 最期 に は 機密 保持 の た め に 自 
爆 し た 。 搭乗 機 は アッ シュ 。 


£ 


8 cD5 se 10 


る 


ACUS CLYNE 


| ルイーズ ・ ラ イト ナー 


CE 71 に 勤 発 し た 地球 連合 と プラ ント の 式 力 
衝突 を 終結 に 洛 い た 中 心 人 物 。 戦後 は キラ ・ 
ヤマ ト と 共に オー ブ 軍 合 首長 国 に 身 を 寄せ で い 
た 。 し か し ラク ス の 名 を 騙 る ミー ア ・ キ ャ ン ペ ル 
の 出現 や 自身 の 暗 終 末 胡 事件 を 通じ て 、 プ ラン 
ト 最 高 評議 会 議長 ギル パート ・ デ ュ ラ ンダ ル へ 
の 疑念 を 募ら せ て いっ た 。 そし て 平和 を 原 う キラ 
が 戦い を 礎 わ ず 立ち 上 が っ た こと も あり 、 再 び 
始ま っ た 戦争 を 終わ ら せ る べく 、 戦場 へ と 身 を 投 
じ た 。 その 後 、 補 宙 に 上 が っ た ラク ス は 同志 を 
募る と 共に デュ ラン ダル が 目指 す 世界 を 見 極め 
よう と 情報 を 集め る 。 そし て 彼 が 目指 す デス ティ 
ニー プラ ン の 概要 を 掴ん だ ラク ス は 、 そ れ を 阻 
止 すべ < 表 舞 台 へ と 姿 を 現し た 


| リカ ルド ・ オ ルフ 


73 の ユニ ウス 条約 総 寺 以降 に 選出 され 
た プラ ッ ト 最 高 評議 会 議員 。 軍属 系 で あり 、 
アラ ン ・ ク ラー ゼ ク や エド アル ド ・ リ ー と 同様 、 
プラ ント 国防 委員 を 兼任 し て いる 地 
球 連 合 と の 穏健 路線 を 推進 する ギル バー ト ・ 
デュ ラン ダル の 政策 に いい 顔 は し な か っ た . 


を 務め 上 げた 女性 。 CE.73 で | 
と な っ た ギル バー ト ・ デ ュ ラン ダル が 推進 する 
地球 連合 と の 協調 路線 に 同意 し た 


ルナ マリ ア ・ ホ ー ク | 


LUNAMARIA HAWKE 


乗 する MS パイ ロッ ト 。 勝気 な 明る 
の 証 で ある 「 ザ フト レッ ド ] を 
着用 する 。 な お 、 ミ ネル バ パ の オペ レー タ 
め る メイ リン ・ ホ ー ク は 彼女 の 妹 で ある 。 


ミネ ル パ ( 


ァ ー モ 
リー ワン で 発生 し た 新型 ガン ダム 強奪 事件 に 
遭遇 し た ルナ マリ ア は 、 プ ラン ト と 地球 連合 の 


衝突 の 中 心 に 身 を 置く 
大 戦 の 英雄 アス ラン ・ ザ ラ と 行動 を 
ち に 、 は の か な 憧れ を 抱く 。 一 方 、 戦 乱 は アー 
クエ ンジ ェ ル の 介入 を 受け て 混迷 を 深め て い 
き 、 ア スラ ン が 前 大 戦 で アー クエ ンジ ェ ル と 共 
た 仲 間 で ある こと か ら 、 彼 の 動向 を 探る 
命令 を 愛 け る ルナ マリ ア 。 その 際 に キラ ・ ヤ マ 
ト と 会 っ た アス ラン の 遣り 取り を 聞き 、 ザ フ 
疑念 を 持つ 。 これ を きっ か し ルナ マリ ア | 
自分 た ちの 戦い が 正しい の か 迷い を 抱く よう に 
な る 。 そん な 中 、 メ イリ ン を 連れ て 脱走 し た アス 
ラン が 、 ス パイ と し て シン ・ ア スカ に 討た れ て し 
まう 。 アス ラン の 斉 切 り と 妹 の 誤 失 と いう 箇 撃 
に 直面 し た ルナ マリ ア は 、 シ ン と 苦し み を 共有 
し 、 云え 合う 仲 と な っ た 。 その 後 「 デ ステ ィ ニ 
て 彼女 の 迷い は 決定 的 な も の と 
迷い を 抱え た まま 戦場 で アス ラン 
と 再会 を 果たし た ルナ マリ ア は 、 妹 を 巻き 込ん 
スラ ン に 起り を 向け る 。 だ が 本 当 は 何 が 正 
し いい か を 理解 し て いた ルナ マリ ア は 、 ア スラ ン と 
いも 止め よう と する 。 し か し 錯乱 し た 
ルナ マリ ア に 前 い 掛 か り 、 ア スラ ン C 
ん だ 怒り も ろ と も 没 破 され る 。 月 面 
ン を 助け 出し た ルナ マリ ア は 、 オー プ 
た れ な かっ た こと に 安 培 し て 号泣 する シン を 抱 
き 締 め 、 主 な 搭乗 機 
は ガ ナ ー ザ クウ ォ ー リ ア 、 イ ン バ ルス ガン ダム 。 
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レイ ・ ザ ・ バ レル | 
| REY ZA BURREL | 
ザフト の 最新 鋭 艦 ミ ネル パ に 配属 され た MS パ 
イロ ッ ト 。 ザ フト レッ ド を 許さ れ た エリ ー ト で あり 、 
同僚 カシ ン ・ ア スカ に 匹敵 する 技量 を 有する 。 
レイ は アル ・ ダ ・ フ ラガ の クロ ー ン で あり 、 ラウ ・ 
ル ・ ク ルー ゼ と 遺伝 子 を 共有 する 存在 で あっ 
『、 ク ルー ゼ に 拾わ れ た レイ は 、 事 情 
・ デュ ラン ダル の 底 護 を 受け 


尊大 戦 で クル ー セ ゼ が 死ん だ 際 、 デ ュ 
「 君 も また ラウ だ 」 と 言わ れ 、「 何 者 で も 
いう 呪縛 に 囚われ て し まう 。 間 
遺 っ た 存在 で ある 自分 を 生ん だ 世界 を 変え よう 
記 ダル の 「 デ ステ プラ ン ] 実現 
働く と と が レイ の アイ デン ティ ティ ー と 
し か し 最終 決戦 の 最 中 、 キ ラ ・ ヤ マト 
レイ の 全 は レイ 自身 の も の 」 と 賜 破 され 、 ク 
ロー ン で ある 自分 自身 の 在り よう を 考え る よ ・ 
な る 。 そし て 、 人 遺伝 子 調整 に よっ て 造り 出さ れ 
た 未来 より も キラ が 語っ た 人 間 の 可能 性 を 層 
び 、 キ ラ を 撃 と うと し た デュ ラン ダル を 自ら の 手 
で 撃っ て いる 。 最期 は 元 恋人 で ある デュ ラン ダ 
ル の 元 に 駆け 付け た タリ ア ・ グ ラディ ス に 「 よ く 
が ん ば っ た わ 」 と 抱き 締め られ 、 母 の 温もり を 感 
じ な が ら レ クイ エム と 運命 
乗 槻 は ブ プレ イズ ザク ファ ント ム 、 
ダム 


て 放 た れ た レク イエ ム は 、 中 継 コロ ニー を 介し て 
の 決死 の 応戦 で 本 国 へ の 直撃 は 免れ た も の の 、 


レク イエ ム 


REQUIEM 
(に ーーー ニ 3 


正式 名 称 は 軌道 間 全 方 位 戦略 砲 。 地球 連合 
軍 が 月 面 ダイ ダ ロ ス 基地 に 建設 し て いた 巨大 
ビー ム 砲 で ある 。 発射 口 は クレ ー タ ー に 偽装 し 
て いる が 、 攻 撃 時 に は 砲 口 が 角 出 する よう に 
な っ て いる 。 その 成 力 は 戦艦 の 主砲 3 眉 か に 
上 回 り 、 一撃 で プラ ント を 破壊 する が 、 レク イエ 
ム 是 大 の 特徴 は ビー ム の 軌道 を 自在 に 変更 で 
ゲ シ ュ マイ ディ ッ ヒ ・ 
パン ツァ ー 機 能 を 持た せ 、 ビー ム の 通過 に 合わ 
せ て で 軌道 を 屈曲 させ る 中 継 コ ロニ ー が 各所 に 
設置 され て お り 、 これ に より レク イエ ム は 月 面 上 
に 固定 され で いな が ら 地 球 騰 の あら ゆる 場所 を 
狙撃 する こと が 可能 で あっ た 。 


| レジ ェ ンド ガン ダム 
LEGEND GUNDAM 


デス ティ ニー ガン ダム と 同時 期 に 開発 され 
ザフト の 最新 倍 MS。 核 動力 と デュ ー ト リオ ン 
ビー ムシ ステ ム を 併用 し た ハイ パー デュ ー ト リオ 
シス テム が 搭載 され て いる 。 攻撃 兵 装 と し て 
は C.E.71 に 実戦 投入 され た プロ ヴィ デン スガ 
ンダ ム と 同様 に ドラ グー ン シ ス テム が 採用 され 、 
量子 通信 に コン トロ ー ル され る 無人 攻撃 
端末 を 駆使 し た 全 包 囲 同時 攻撃 を 本 領 と する 
ドラ グー ン シ ス テム の 連続 使用 は 墓 大 な 電力 
を 必要 と する が 、 ハイ パー デュ ー ト リオ ン シ ス テ 
ム の 導入 に よっ て 問題 上 は 解決 され た 。 巨大 
ン シ ス テム 用 プラ ッ ト フ ォ ー ム を 搭載 し 
に も か か わら ず 和 機動 性 に も 優れ 、C.E.73 
に 登場 し た MS の 中 で も 最上 位 に あたる 機体 と 
える 。 主 な 搭乗 者 は レイ ・ ザ ・ パ レル 。 


レ ド ニ ル ・ キ サカ 
| LEDONIR KISAKA _ | 


オー ブ 軍 の 士 71 の 戦乱 で は 国 を 飛 
び 出 し た カガリ ・ ユ ラ ・ ア スハ の 護衛 を 任 され 、 
反 ザ フト の レジ スタ ンス 組織 [明け の 砂漠 」 
在籍 し て いた こと も ある 。 その 後 、 カガリ の オー 
プ 捜 帰 と 共に 彼 も 軍 へ と 戻り 、 終 戦 に 向け て 
戦っ た 。 C.E.73 の 戦乱 で は カガリ の 片腕 と し 
て 活躍 し た 。 プラ ント 最高 評議 会 議長 ギル バー 
ト ・ デ ュ ラ ンダ ル が ロゴ ス 打 倒 を 宣言 する と 、 
それ に 呼応 し た 東 ア ジア 共和 国軍 と 共に ザ フ 
ル タ ル 基地 に 潜入 。 基地 か ら の 逃 
っ て 撃 謙 され た アス ラン ・ ザ ラ と メイ リン ・ 
ク を 救出 し 、 ア ー ク エン ジェ ル に 連れ 帰っ 
て いる 。 その 後 、 ザ フト に よる オー ブ プ 侵 攻 時 に 
は カガリ に アカ ツキ を 託し 、 自 身 は バル ト フ ェ ル 
ド 専 用 ムラ サメ で 出撃 する な ど 、 政 治 と 軍事 
の 両面 で カガリ を 補佐 し た 。 


で を | 


ロー ドジ リー ル 


LORD DJIBRIL 


CE71 の 陽 乱 で 死亡 し た ムル タ ・ ア ズラ エル 
の 後任 と し て ブル ー コ スモ ス の 角 主 と な っ た 人 
物 。 ブル ー コ スモ ス の 母体 で ある 軍 産 複合 体 
ロゴ ス の メン バー で 、 巧 みな 政治 的 手腕 と ロゴ 
ス へ の 影響 カ を 持つ 。 地球 連合 軍 内 部 に ロ 
ゴス 直轄 と も 言え る 特殊 部 隊 (第 81 独 立 機 
動 群 フ ァ ン トム ペイ ン ) を 設立 し た ジブ リー ル は 、 
アー モリ ー ワ ン 醒 設 に 敵 を 発する 一 連 の 事件 
を 引き 起こ し 、 再 び 連 合 と プラ ント を 軍事 衝突 
に 導い た 。 し か し ブラ ント 最高 評議 会 講 長 ギル 
ト ・ デ ュ ラ ンダ ル に ロゴ ス の 存在 を 暴露 さ 
れる と 、 へ ブン ズ ペ ー ス 、 オ ー フ 連合 首長 還 、 
月 面 ダ イダ ロス 基地 へ と 相次い で 送 亡 。 プラ 
ント に と ど め を 刺す べく 大 型 ビ ー ム 砲 レク イエ ム 
を 起動 させ 、 プ ラン ト 本 国 へ の 直接 攻撃 を 攻 
行 し た 。 し か し ミネ ル バ 隊 の 何 豚 に よっ て 第 2 
射 は 阻止 され 、 基地 か ら 脱出 し よう と する ど : 

を レジ ェ ン ドガ ンダ ム に 討た 


ブル ー コ る モス の 后 体 と ょ る 軍 笑 産業 補 合 体 。 
軍需 産業 を は じ め と する 経済 界 の 大 物 が メン 
パー に 名 を 達 ね て お り 、 政 界 や 財界 、 さ : 
対し て も 強大 な 影響 力 を 有 し て いる 。 ロゴ 
ス の 目的 は 地球 園 の 平和 安定 で は な く 戦 争 特 
需 に よる 利益 拡大 で あり 、 地 球 連合 と プラ ント 
の 軍事 衝突 を 助長 し た の も ロゴ ス で ある 。 彼ら 
の 存在 は プラ ント 最高 評議 会 議長 ギル バー ト ・ 
デュ ラン ダル に よっ て 大 衆 の 知る と ころ と な が ! 
へ ヘブンズ メ ペ ー ス の 攻防 戦 で ほとん どの メン 7 
が 拘束 され [法廷 に か けら れる こと と な 
た 。 ちな み に 確 認 さ れ て いる ロゴ ス の メン バー は 
以下 の 通り 。 ムル タク ・ ア ズラ エル 、 ロー ド ・ ジ ブ 


リー ル 、 ル クス ・ コ ー ラ ー、 ブ ルー ノ ・ ア ズラ エル 、 
エル ウィ ン ・ リ ラリ 

セレ ステ ィ ン ・ グ ロー ド 、 ア ダム ・ ヴ ] 

ラ ハ ム ・ ネ レイ ス 、 ダン カン ・ し ・ モ ッ ケ ル バ ー グ 。 


開発 を 主眼 と する 研究 施設 。 プ 
で 実戦 投入 され た 生体 CPU や エク ステ ン デ ッ 
ド と 呼ば れる 強化 人 間 は ロ ド ニ ア の 研究 成果 
で ある 。 だ が 研究 対象 と 素 体 ( 主 に 


戦災 孤児 ) に よる 反乱 が 発生 し た らし く 研 究 所 
は 閉鎖 。 ミネ ル バ 隊 に よる 調査 が 行わ れる まで 
は 誰 も 足 を 踏み 入れ な い 状態 だ っ た 。 


ジブ リー ル | 前 題 主 の 
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アー サー・ グ ッ ド マン 
ARTHUR GOODMAN 


部 隊 ア ロウ ズ の 作 
ー マ ー・ カ タ ギ リ の 


地球 連 才 の 独立 
戦 指 高司 令 官 
片腕 と し て 、 活動 を 再開 し 
グ へ 任 され 


高圧 的 な 人 物 で 、 ア 
ロウ ズ の 重 に 沿わ な い 敵 に 対し て は 、 良 心 の 
困 責 な く 大 量 末 拭 を 実行 移す 。 地球 連邦 
正規 軍 の クー デ タ ー の 際 は 衛星 兵器 メメ ント モ 
リ 2 号 機 を 直接 指揮 。 反 政 府 組 織 の 仕業 に 
見 せ か け て アフ リカ タワ ー を 破壊 し 、 ア ロウ ズ 


プレ イク | 
ー 型 外 宇宙 航行 母 態 ソレ ス 
ー イ ング を 巡る 最終 戦 で は 、 ア ロウ ズ 和 
職 を 率い て トレ ミー を 画 え 撃つ 。 その 際 に 科 子 
提 乱 を 用 いた 策 で 有利 に 戦 開 を 運ぶ が 、 正 規 
軍 と し て 蜂起 し た カテ ィ ー に 側面 を 容 
か れ 、 そ の 隊 に 正面 を 突破 し て を きた ダブ ルオ ー 
ライ ザー に よ れ た 。 


アー チャ ー ア リオ ス 
ARCHER ARIOS 


支援 機 GN ア ー チ ャ ー と 合体 し た 状態 の アリ オ 
スガ ンダ ム 。 ガ ンダ ムキ ュ リ オス で 採用 され た 
テー ル ブ ー ス ター の 発展 強化 に あたる 。 GN 
アー チャ ー の コン テ ナ に は 予備 武装 な ど が 内 
蔵 さ れ て お り 、 火 力 は 向上 。 両機 の 推力 を 億 
用 する こと で 巡航 速度 も 強化 され る 。 主 な 搭 
乗 才 は アレ ル ヤ ・ ハ プティ ズム と ソー マー ピー 
リス (マリ ー・ パ バー ファ シー 


アー バ ・ リ ンド 


| 
| ABER RINDT 


戦 を 得意 と する 悪名 高き アロ ウズ の 指揮 
アレ ル ヤ ・ ハ プティ ズム が 


ティ ・ マ ネ キ ン の 代わ り | 
し か し 作戦 は 失敗 。 マネ キン に 軽 ん じ ら れ た こ 


と を 屈辱 に 感じ 、 い つま で も 根 に 持つ 蛇 の よ う 
に し つこ い 性 格 を し て いる 。 カタ ロン の 拠点 に 
対し 、 オ ー ト マト ン を キル モー ド で 投入 ・ 殖 流す 

戦 を 記 け た 際 は 、 


反対 する マネ キン を よそ 


メメ ント モリ を 旗 さ れる こと と な り 、 カ タロ ン と ソレ 
スタ ルビ ー イ ング を 辺 え 撃つ 。 だ が 、 守 る こと は 
叶わ ず 、 指 押し て いた 戦 第 が メメ ント モリ の 爆 
発 に 巻き 込ま れ て 戦死 し た 。 


旧 人 類 音 新 連 盟 額 に 住む 学生 。 地球 外 変 異 
性 金属 生命 体 ELS が 擬態 し て いた 木星 有人 
探査 船 エ ウ ロ パ の 破片 が 地上 に 落ち た 隊 、 最 


邦 軍 宇 宙 局 技術 研究 所 に 軍 
て 保護 され た 


民間 の 兵器 会 社 。 ユニ オン の アメ リカ 合衆国 
アイ オ ワ 和 州 に 本 拠 地 を 置く 。 グラ ハム エー カー 
の ユニ オン フラ ッ グ カス タム に 装備 され た 新型 
イフ ル は 、 アイ リス 社 の 試作 品 で ある 


元 沖縄 基地 に 所 属し てい た 日 系 人 。 搭乗 機 は 
ブレ イヴ ー 般 用 試験 機 。 


FI 
AGRISSA 

AEU 引 栓 ホバー キャ リア 型 MA。 AEU が 第 5 
次 太 隅 光 発電 紛争 に お いて 投入 し た 大 型 兵 
器 で あり 、 上 部 に コン トロ ー ル ユニ ッ ト と し て MS 
を 搭載 する 。 低空 飛行 で 移動 で きる が 。 プ ブラ 
ズ マ フィ ー ル ド 発 生 器 を 内 蔵 す る 脚 部 を 6 本 持 
ち 、 歩 行 も 可能 で ある 。 運用 当時 は AEU へ ヘリ 
オシ の 搭載 を 前 所 と し て いた が 、 西 暦 2307 
年 、 タ クラ マカ ン 砂 漢 に て 行わ れ た 三 大 勢力 
の 合同 演習 を 名 目 と し た 対 ガ ンダ ム 直 獲 作 戦 
で は 、 最 新 MS の AEU イ ナク ト を 搭載 で きる よ 
うに 改良 され て いた 。 主 な パイ ロッ ト は アリ ー・ 
アル ・ サ ー シ ェ ス 


(0) I) wm 


アザ ディ スタ ンジ 


KINGDOM OF AZADISTAN 


中 東 の 新興 国 。 石油 の 輸出 を 基 に 発展 し た 国 
家 で ある た め 雪 道 エ レ ペ ー タ ー の 開発 
参加 し て お 5 ず 、 大 陽光 発電 の 恩恵 を 受け る こ 
と が で き な か (の 上 、 世 界 的 な 石油 資源 
の 採掘 規制 の た め 経済 は 困 窓 し て お り 、 西 暦 
2307 年 に お ける 典型 的 な 中 東国 宗 の ひと つ 
で ある 。 西暦 2301 年 に 隣国 の クル ジス 共和 国 
に 侵攻 し て 併合 する も 状況 は 変わ ら ず 、 大 陽光 
発電 を 誘致 し よう と する 改革 派 と 、 伝 寺 的 な 宗 
教生 活 を 守 ろ うと する 保守 派 が 対立 。 国政 は 
非常 に 不安 定 と 改革 派 は 、 皇 女 マリ ナ ・ 
イス マイ ー ル を 国家 代表 に 祭り 上 げ て 建て 直し 
、 マリナ も また アザ ディ スタ ン 再 建 に 力 を 
尽く す 。 それ で も 経済 田 窓 の 抜本 的 解決 は 難 
し く 、 紛 争 の 種 は 灯 り 続け て いた 。 マリ ナ が 海 
外 を 遊説 し て 協力 を 求め る も 支援 は 期待 で き な 
が 、 国 連 大 使 の 助力 に より 太陽 光 屋 信 
ナ 施 放 の 建設 が 行わ れる 。 戦争 の 火種 
を 求め る 者 た ちの 動き で スム ー ズ に 進ま な か っ 
に 。 さら うに 、 ソ レス タル ビー イン グ (CB) 打倒 後 
足し た 世界 国家 、 地 球 連邦 の 樹立 に 伴 
い 、 中 東 を 筆頭 と し た 連邦 非 加盟 国 に 対す る 

政策 は より 越し く な っ て いっ た 。 マリ ナ の 密か な 
| 協力 者 で あっ た 保守 派 の 指導 者 マス ラ 

マデ ィ ー は 死亡 し 、 西暦 2312 年 は 再 U 
| 不安 定 と な っ て お )、CB へ の 関 が わ れ た マ 
| リナ の 収 加 ヒ アル ケー ガン ダム の 箇 撃 に 』 


衣 壊 。 中 東 再編 の た め 連 邦 に 組み 込ま れ た こ 
と で 、 アザ ディ スタ ン 王 国 は 一 旦 は 消滅 する 。 し 
か し 、 イノ ベイ ド 勢 力 の 打倒 後に 発足 し た 新 連 
邦 の 治 政 に よっ て 、 再び 独立 を 果たし た 。 


アッ ショ 


ー デ ター を 
・ パ ハー キュ リー の 副官 。 密 使 と 
ル ゲ イ ・ ス ミル ノ フ の 搭乗 
機 、 テ ィ エ レン 全 領域 対応 型 を 見 て 「 テ ィ エ レ 
ンタ オッ ツー 1?」 と 覧 いて いた 上 人 類 
革新 連盟 の 兵士 だ っ た と 思わ れる , 


アニ ュー・ リ ター ナー 


ANEW RETURNER 


王 留美 (ワン ・ リ ュー ミン ) に スカ ウト され 、 活動 
を 再開 し た ソレ スタ ルビ ー イ ング に 加入 し た 
媛 。 宇宙 物理 学 MS 工学 "再生 治療 の 権 
感 で あり 、 操 船 技 術 と 料理 に も 長け る 。 西暦 
2312 年 、 ラ グラ ンジ ュ 3 の ファ クト リー で 働い て 
『、 採 能 手 と し て プトレマイオス 2 に 乗り 込 
後 ト レミ ー の 新 メ ン バ ー と な る 。 アニ ュー 
の 正体 は イノ ベイ ド だ が 、 普段 は その 記憶 が 


り 取 りさ れる の だ 


ズ ・ ア ル マ ー ク が 
ダブ ルオ ー ガ ンダ ム を 欲し た た め 、 イ ノ ベ イド と 
し て 覚醒 させ られ た アニ ュー は 本 性 を 現し 、 わ 


プ を 補助 し て ダブ ルオ ー の 
審 取 を 目論む 。 し か し 、 クル ー の 抵抗 に 道 い 失 
敗 。 脱出 に 成功 し た アニ ュー は MS ガッ デス に 
ー を 壮 う 。 その 前 に 立ち は 
あっ た ロッ クオ ン ・ ス トラ トス (ライ ル ・ 
馬 打 ちの 未 に 敗れ た 
得 を 受け 入れ る が 、 リ ボ 
体 を 乗っ 取ら れ 最 愛 の 
ライ ル の 危機 を 示 
うた め 半 那 ・F・ セ イエ イ に 討た れ て 命 を 失 っ 
た 。 その 最期 の 明 間 、 ダ ブル オー ライ ザー が 発 
する 高 濃度 粒子 空間 に お いて 、 ラ イル と お 互 
いわ か り 合え て いた こと を 確か め て 消え て いく 。 
搭乗 機 は ガッ デス 。 


2 バツ ド に | 
| AHEAD | 
アロ ウズ に の み 配 備 さ れ 
機 。 ジン クス か 5 発展 し 
を 高め た 結果 「 ガ ンダ ム 」 に 近い 構造 を 持つ 
「 ガ ンダ ム 」 する 負 の 市 民 感 情 を 考慮 し . 
外見 か ら は 似 て いる と わか ら な いよ うに 加工 さ 
れ た 。 疑似 太 隔 炉 機 の 新た な スタ ンダ ー ド を 
目指 し て 開発 され て お り 、 ど の よう な 局面 
いて も 高い 性 能 を 発揮 する よう に 設計 され て い 
る 。 主 な パイ ロッ 小 は パラ ッ グ ・ ジ ニ 


アヘ ッ ド 近接 格闘 型 
AHEAD CLOSE COMBAT TYPE 


開発 コー ド は 「 サ キ カ ケ 」。 近接 格闘 用 に カス 
タム され た テス トペ ベッ ド で 、 左 利き の ミス ター・ 
ブシ ドー が 運用 する こと を 前 提 と し : 
され て いる 。 火 器 は ほとん ど 搭載 し 
大 型 の SN ビー ム サ ー ベ ル と GN シ ョ ー ト ピー 
ム サ ー ベ ル を 持つ 。 後頭部 に 備わっ た エネ ル 
ギー ケー ブル は パワ ー 供 絵 用 で あり 、 予 備 装 
備 や GN ビー ム サ ー ペ ル の 強化 に 使わ れる 、 


アヘ ッ ド 脳 量子 波 対 応 型 
| AHEAD QUANTUM BRAINWAVE TYPE 


開発 コー ド は 「 ス マル トロ ン ]。 脳 量子 波 を 使 
用 で きる パイ ロッ ト の 搭乗 を 前 提 と し た アヘ ッ ド 
機体 と 装備 の 一 部 の コン トロ ー ル に 脳 量 
を 用 いた コン トロ ー ル を 可能 と し て いる 。 な 
お 、「 ス マル トロ ン | は 「 タ オツ ー ( 桃 )」 に 伴っ 
て 付け られ た 、「 野 いち ご ] を 意味 する スウ ェ ー 
デン 語 で ある 。 主 な パイ ロッ ト は ソー マー ピー リ 
ス 、 ルイ ス ・ ハ レヴ : 


アラ ッ ガ 

ALAGGA 

アロ ウズ の 隊員 ルイ ス ・ 
ハレ ヴィ と 共に プラ ウド の 同志 を 解 
放し よう と し た カタ ロン の 掃討 作戦 に 参加 し た 


セラ ヴィ ー ガ ンダ ム に 背後 か ら 斬 りか か る が GN 
フィ ー ル ド で 阻ま れ 、 背 中 の [ガンダム] 醒 を 目 
撃 し て 倒さ れ た 。 搭乗 機 は ジン クス 相 。 


7 りー に サー シェ ズ 
ALI AL-SAACHEZ 


戦火 の 中 で 生き る こと を 無 上 の 喜び と する 備 
兵 。 良心 の 四 責 な く 殺 人 を 犯し 、 チ ー ム トリ ニ 
ティ の 指令 者 ラグ ナ ・ ハ ー ヴ ェ イ の 秘密 
づい た 記者 、 絹 江 ・ ク ロス ロー ド を 手 に 掛け 
こと も ある 。 な お 、 テロ 組織 KPSA の リー ダー 
し て 、 タル ジス 共和 国 の ソラ ン ・ イ ブラ ヒム ( 利 
那 ・F・ セ イエ イ ) を 少年 兵 に 仕立 て 上 げた 張 
本 人 で も ある 。 西暦 2307 年 、PMC ト ラス ト の 
備 兵 と し て 、 モ ラリ ア 共 和 国 と AEU の 合同 軍 
事 演習 に 武力 介入 する で あろ う ガ ンダ ム の 画 
獲 任 務 に 就 い た サー 
エク シア の バイ ロッ ト と 遭遇 。 次 いで アザ ディ 
スタ ン 王国 の 内 紛 を 引き 起こ す た め 暗 躍 し 
際 。PKSA 時 の 隠れ 家 を 知っ て いた エク - 
の パイ ロッ ト が クル ジス の 少年 兵 だ と 確信 し た 
チー ム ト リ ニテ ィ に 捧 触 し と た サー シェ ス は 、 ヨ ハ 
ン ・ ト リ ニ テ ィ と ミハエル ・ ト リ ニ テ ィ を 殺害 し 
て ガン ダム スロ ー ネ ツ ヴァ イ を 強奪 する 。 その 
機体 を も っ て 、 国 連 軍 に よる ガン ダム 掃討 作 
戦 「FALLEN ANGELS] に フラ ンス 第 4 狼 立 
外人 機 兵 連隊 ゲー リー・ ビ アッ ジ 少 尉 の 偽名 
で 参加 し た 。 その 戦い で ガン ダム デュ ナメ ス と 
交戦 し た サー シェ ス は 、 相 討ち と な っ て 半身 を 
失う 。 し か し イノ ベイ ド 勢 力 に 捨 われ て 再生 治 
療 を 受け 、 西 暦 2312 年 、 リ ポン ズ ・ ア ル マ ー 
ク の 直属 と し て 暗躍 する よう な る 。 そし て 、 コ ロ 
ニー 型 外 宇宙 航行 母艦 ソレ スタ ルビ ー イ ング 


に 。 主 な 搭乗 機 は サ 
AEU イ ナク ト 、 アル ケー ガン ダム 


ス 専 用 


アリ オス ガン ダム 
ARIOS GUNDAM 


ガン ダム キュ リオ ス の 強化 発展 機 。 飛行 形態 
へ の 変 珍 と いう キュ リオ ス の 可変 機構 を 踏 誤 し 
つつ 、 性 能 や 火力 が 総合 的 に 向上 し て いる 
西暦 2307 る 国連 軍 と の 戦闘 で 行方 
不明 と な っ て し リオ ス の ガン ダム マイ ス 
ター、 ア レル ヤ ・ ハ プティ ズム の 生存 と 帰還 を 
信じ て 開発 され て いた た め 、 複 帰し た アレ ル ヤ 
は すぐ さま 使い こなす こと が で きた 。 ま 
オス 専用 の 支援 機 GN ア ー チ ャ ー: 
共に 運用 する こと で 埋 略 的 な 可能 性 を 高め る 
こと が 可能 で ある 。 な お 、 トラ ン ザム を 用 いた プ 
トレ マイ オス 2 の 強化 に も よく 使わ れ た 


アリ オス ガン ダム GNHW/M 
ARIOS GUNDAM GNHW/M 
アリ オス ガン ダム の 強化 仕様 。 高 出力 の GN 


広範 囲 に 攻撃 で きる GiI 
器 を 追加 装備 し 


オス ガン ダム GNHW/M] GN ア 


リ 
ル も 


アル ヴァ アロ ン 
| ALVAARON 


MA アル ヴァ トー レ の 本 体 で ある 疑似 太陽 炉 
挫 載 MS。 MA 内 部 に 格納 され て お りり 、 ア ル ヴ ァ 
トー レ は 本 機 の 強化 パー ツ で ある 。 また 、 ガ ン 
ダム ヴァ ー チ ェ と 同様 、GN フ ィ ー ル ド を 展開 可 
能 。 ガン ダム エク シア と 交戦 し 、 撃 破 さ れ た 
パイ ロッ ト は アレ ハン ドロ ・ コ ー ナ ー 


MM サンライズ NBS 


147-29 


機動 戦士 ガン ダム 00 


GLOSSARY 


アル ヴァ トー レ 


| ALVATORE 


国連 軍 の ガン ダム 掃討 作戦 FALLEN 
ANGELS」 に 投入 され た 巨大 MA。 比 似 木 昌 
炉 で ある GN ド ライ ヴ [T] を 7 基 搭 載 し た 大 出 
GN ビ ー ム 砲 を は じ め 癌 隔 誘 泊 兵 器 
グ や 格闘 用 アー ム な ど 武 装 も 多彩 
ンダ ム エ ク シア 用 の 強化 支援 メカ 
GN ア ー マ ーTYPE-E と 交戦 し て 大 破 し た 。 パ 
イロ ッ ト は アレ ハン ドロ ・ コ ー ナ ー。 


PL "人 


アル ヴァ トー レ ] 長大 な 射程 と 大 威 を 計る 機 間 の 
GN ビ ー ム 直 に 加え 、 強固 な GN フ ィ ー ル ド を 展開 で き 
る 。 内 部 に は MS アル ヴァ アロ ン を 搭載 し て お り 
MA アル ヴァ トー レ は その 強化 パー ツ で あっ た 


アル ケー ガン ダム 
ARCHE GUNDAM 


計 デ ー タ を 基 に 
リー ズ の 実戦 配備 最終 
・ ア ル ・ サ ー シ ェ ス の 専用 機 と し 
で ・ ア ル マ ー ク が イノ ベイ ド の 技術 を 
単なる ツヴァイ の | 
強化 発情 機 で 別 の 機体 と 
の 性 能 を 獲得 。 サ ー シ ェ ス の 技能 も 相まって 、 
複数 の ガン ダム を 相手 取る ほど の 戦闘 力 を 発 
控 し た 。 脱出 装置 と し て GNZ シ リー ズ と 同様 の 
コア ファ イタ ー を 採用 し て いる , 


\ イ プ 


グ を 受け 継ぎ つつ 、 還 し 
ル が 


絆 と し 
内 本 され る な ど 、 サ ー: 


「 アレ ハン ドロ ・ コ ー ナ ー 
ALEJANDRO CORNER | 


監視 者 の ひと り で あり な が ら 、 そ の 立場 を 利用 
し て 世界 の 支配 を 目 論 家 は 以前 
より イオ リ 介入 する 機会 を 狐 
り 、 イ ノ ベ イド の リボ ンズ ・ ア ル マ ー ク と の 
い に よ っ て 野望 は 現実 味 を 帯び る 。 密か 
ロー ネ シ リー ズ と ジン クス 、 医 似 太 陽 訪 の 開発 ・ 
量産 を 進め た アレ ハン ドロ は 、 リ ニア トレ イン 公 
ト グ ナ ・ ハ ー ヴ ェ イ の 協力 な ど で イオ 
計画 に 存在 し な い CB の セカ ンド チー ム 
発足 ・ 利 用 し て 世 議 を 「 打 
提供 
減 を 国連 軍 の ガン ダム 
戦 「FALLEN ANGELS」 で は 自ら MA 
アル ヴァ トー レ を 駆っ て 参戦 する が 、 半 族 ・F・ 
セイ エイ と の 戦い に 敗れ 命 を 落と し : 


直 識 を 多 - 
局 は 利用 


【 ア 


ル ヴ ァ ト ー レ 】  【 ヴ ェ ー ダ 】 


アレルヤ ・ ハ プティ ズ 
ム 】 アレ ル ヤ (を ) は 、 も 
うと り の 自分 ハレ ル ヤ 
右 ) が 仲間 を 手 ト 
師 去 を 背負 っ て 生き 
に 。 その 開 層 な 研 
時 代 は アレ ル ヤ の 
生 に 影 を 落と し て いた 
が 、 自 分 の 名 前 を 昌 
て くれ た マリ ー と の 再会 
に より アレ ル ヤ は 生き る | 
希望 を 抱く 


アレ ル ヤ ・ ハ プティ ズム アン ドレ イ ・ ス ミル ノ フ 
ALLELUJAH HAPTISM [ANDREI SMIRNOV 
ソレ スタ ルビ ー イィ ング ( CB) の ガン タム マイ ス x 


ター。 優し く 穏やか な 人 : も う ひ と り の 残 
忍 な 人 格 、 ハ レル ヤ を その 身 に 宿 
児 で あり 、 披 柱 体 57 と し て 克 
新 連盟 (人 半 連 ) の 超人 機関 技 
過ごす 。 その 際 に 超 兵 と な る た め の 肉 体 改 造 と 
脳 改造 が 施さ れ : 1 


て いる 。 撤 
人 類 半 


生 し た 。 研 
る 。 西暦 5307 
研究 所 で 自分 に 生き 
る 意味 を 与え て くれ た 少女 マリ ー・ パ バー ファン 

と 再会 。 ソー マ ・ ピ ビー リ ス と いう 名 人 の 
超 兵 と な っ て いる こと に 戸 勤 う 中 、 
ンダ ム 提 計 公 「FALLEN ANGELS | で 仙 作 
し 捕虜 と な っ た 。 西暦 2312 年 、 活 動 を 再開 し 
た CB に よっ て 教 出 され た アレ ル ヤ は 、 ガ ンダ ム 
マイ スタ ー と し て 復帰 する 。 そこ で 
し た マリ ー ど : 生き る た め に 戦い 続け る こと 
を 決意 。 仲間 と 力 を 合わ せ て イノ ベイ ド を 率い る 
ズ ・ ア ル マ ー ク を 倒し た 。 その 後 CB を 抜 
レル ヤ は マリ ー と 一 緒 に 巡礼 の 旅 へ と 出 
る が 、 西 暦 2314 年 、 脳 量子 流 に 反応 する 地 
球 外 変 異性 金属 体 ELS に 前 撃 を 受け 、CB へ 
と 復帰 。「 来 る べき 対話 を 成就 させ る べく 再び 
マイ スタ ー と し て 戦っ た 。 主 な 搭乗 機 は ガン ダム 
キュ リオ ス 、 ア リオ スガ ンダ ム 、 


アロ ウズ 
A-LAWS | 


地球 連邦 軍 が 発足 し た 政府 直 峰 の 独立 治安 
維持 部 隊 。 早急 な 世界 統一 の た め 、 恒 久 平 
和 の 名 の 下 に 反 政 府 組織 だ け で な く 非 加盟 
は する 弾圧 も 推し 進め た 。 趣 法規 的 措 
置 も 許可 され て お り 、 非 人 道 的 な 行為 が 
的 に 行わ れる こと と な る 。 人 質 す ら 切り 捨て 
容赦 な い 弾 圧 も 徹底 的 な 情報 操作 に よっ て 
隠蔽 され 、 一 般 人 は 知る 由 も な か っ た 。 プレイ 
クビ ラー 事件 の の ち 、 地 球 連 孝 軍 の 指揮 権 
は アロ ウズ に 集約 され 、 よ り 強 大 : ek 
た 。 し か し 、 イノ ベイ ド 勢 力 の 打倒 
と アロ 72 は 


ソー マ ・ ビ ピー リス 
- ユ ー カ -) な ど 対 
カン ダム 株 で 活 忠 し た 人 材 が 集 っ て いた 


【 ア ロウ ズ 】 アロ ウズ に は MS アヘ ッ ド な ど 最 新 錠 の 
法 備 が 与え られ 、 佑 秀 な 人 材 が 吾 集 さ れ た 。 最 語 


ろか 何 も | 践 遠 に な り 、 


あて つけ の 西暦 2312 
年 、 ア ロウ ズ ( ソー マ ・ 
ピー リス 招集 の os れる 。 以降 
活動 を 再開 し た ソレ スタ ルビ ー イ ンダ (CB) と 


最前 線 で 戦う 。 父 譲り の 実直 さ を 持 つ 軍 人 だ 

交 に 対す る 反発 か ら ア ンド レイ の 目 は 時 
の 結果 、 肉親 を 殺め る こと と な る 。 ブ 
一 事件 に お いて 、 ク ー デ ター の 首 | 
ハー キュ リー に 正規 軍 の 特使 と し て 


接触 し た 父 を 反乱 分 子 と 思い 込ん で 手 に 掛け 
り 続け 、 


た アン ドレ イ 。 だ が 、 そ の 行い は わ だ か 
イノ ベイ ド と CB の 最終 戦闘 に お いて 


子 空間 に 列 れ た アン ドレ イ は 、 ソー マ ・ ビ ピー リス 
に 論 さ れ て 父 の 想い を 知り 、 自 ら の 過ち を 悔い 
後 は 父 と 母 の 遣 志 を 鱗 い で 市 民 を 守 


軍 人 た らん と 決意 。 西暦 2314 年 
来 の 際 に 族 戦 。 ELS を 地球 に 行か 
煙 し て 食い 止め 、 命 を 散ら し た 。 主 な 
ジン クス 皿 、 ジン クス MV 


ELS 柚 
と 自 


【 ア ンド レイ ・ ス ミル ノ フ 】 母 の 
似 と し て 父 セ ル ゲ イ 

ンド レイ 。 母 を 見 殺し 
軍規 を 培 守 し た 父 が 。 軍 を 裏 
切り 、 飛 劇 を 引き 起こ し 2 

分 子 に 加担 し て い た と 

ん だ アン ドレ イ は 、 六 に 
2 


る 


Fr 
ANF | 
人 類 革 新 較 副 の 旧 主 力 MS ファ ント ン の 輪 H 


仕様 。 中 東 を は じ め と し た 第 三国 に 販売 し お 
り . 化石 燃料 を 動力 源 と する 、 


| 先 / 


ma 


【 ア ンプ] 西暦 2307 年 に お いて 中 東 や テロ リス ト に と っ 
て は 現役 の MS で ある 。 特に 化石 電 料 の 出 規 制 が 


あ 5 中 東 に と っ て 、 アン フ は 重宝 する 機体 で あっ た 


[W] me05 mw02 


Lo 本 


| | イア ン ・ ヴ ァ ス ティ i ヴァ ステ ィ 
IAN VULASHTI 


ン レ スタ ルビ ー イ ング (CB) の 総合 整備 
常 は トレ ミー チー ム に 同行 し て 整備 全 
「 お や っ 


っ て いる 。 西暦 2307 
後 は 身 を 潜め 、 ト ラ 
・ シ ュ ヘ ン ペ ル グ か ら 送 ら 
イン ドラ イヴ シス テム の デー タ か ら ダ ブル 

ム を 完成 させ た 。 さら に 西暦 2312 
し た CB の ガン ダム は 、 ヴ ェ ー 
イア ン が 手掛け て いる 。 な 
お 、 プ トレ マイ オス の 党 駐 医師 JB・ モ レノ と は 
親友 同士 で ある 


ヴァ ステ ィ 】 イア ン ( 右 ) の 家族 は すべ て 
CB に 参加 し て お り 、 妻 は CB の メカ ニッ ク 開 発 担当 
技士 リン ダ ・ ヴ ァ ス ティ (中 )、 嬢 は プトレマイオス 2 
栖 況 オペ レー ター の ミレ イナ ・ ヴ ァ ス ティ ( 左 ) で ある 
年 若い 要 を 持っ た こと は 件 間 を 荻 か せ た 


EAI レイ 


イオ リア 
で ある 
典 者 だ と され る 。 有人 木星 探査 計画 に は 彼 を 
ペー ス と し た リボ ンズ タイ プ の イノ ペイ ド が 参加 
し て ね り 、 木 星 有 人 探査 船 エ ウロ パ を 侵 鱗 し 
た 地球 外 変異 性 例 属 体 ELS は 彼 の 形 を 取 

て 地上 に 出現 。 大 量子 流 に 引か れ 、 ル イス ・ 
ハレ ヴィ の 下 に 赴 いた 共に 章 邪 ・F・ セ イエ イ 
と 遭遇 し た 


ル グ の 友人 


イノ ベイ ド 
マー ク の DNA マ ッ プ 提 


上 E・A・ レ イ 】 西 礎 2091 年 、 隆 島 ( 

を 訪ね た E・A・ レ イ は 、 友 人 が 

れ は 宇宙 へ 旅立つ 人 類 が 争い 
人 の 相互 理解 の な 


火種 を 生ま な いよ う 
人 を 促す も の だ っ た 


陳 | 


科 来 の 金属 と 比べ て 軽量 で 温 
性 を 持つ 新 素材 


ば 化 に 強く 
実用 化 に より 
剖 道 エレ ペー 


|E カ ー ボ ン 】 ガン ダム に も 装甲 材 と し て 用 いら れ て お 
り リ 、 高 い 技術 力 で 製 され た E カ ー ボ ン は 、 当 時 の 
MS の それ と 一 線 を 画す 防御 力 を 備え て いた 


根絶 の 


行っ 
は イオ リア | 


イエ ー ガ シ ジ ・ ク ロウ 


YAGAN CROW 


PROJECT AEOLIA 


eR ] 


西 礎 2314 年 に 新設 され た 下草 部 隊 ソ ルプ ブレ 
イヴ ス 隊 の 一 員 。 旧 ユニ オン 園 出 身 で あり 、 
オー スト ラリ ア 系 白人 。 搭乗 機 は ブレ イヴ ー 般 
用 誌 験 機 。 


の 団 区 者 と な っ て し まう 、 


| イオ リア ・ シ ュ ヘ ンベルグ 
AEOLIA SCHENBEHG 


22 世 紀 初頭 の 工学 ・ 物 理学 者 で あり 、 私 設 
武装 組織 ソレ スタ ルビ ー イ ング の 借 設 者 。 意 
識 を 伝達 する 新た な 原初 料 子 (GN 粒子 ) の 
発見 と 、 そ れ を 製造 する 半永久 機関 基礎 理 
論 の 構築 、 量 子 型 演算 処理 シス テム の 発明 . 
軌道 エレ ベー ター 建造 に 伴う 太陽 光 発 電 シ ス 
テム の 提唱 、 機 動 兵 器 (MS) 開発 の 指針 な 
ど 多 く の 偉 業 を 打ち 。 いつ 
宙 に 旅立つ で あろ う 人 舞 が 争い の 炎 竹 
を 持ち 込ま な いた め に 、 人 類 の 相互 理解 を 推 
進 。 人 類 を 進化 きせ て 「 来 る べき 対話 ] に 
る た め 、「 イ オリ ア 計 画 
コー ルド スリ ー プ し て い 
レ ハ ンド ロ ・ コ ー ナ ー に 射殺 され る 。 イオ リア は 
自身 の 殺害 も 想定 し て お り 、 この 死 を トリ ガー と 


ラン ザム シス テム の 解 族 と 、 ツ イン ドラ イ ' 
イオ リア の 願い は 成就 


テム の デー タ を 託し : 


性 全 属 体 ELS と の 対話 に 成功 。 西暦 2364 
年 に は 人 類 の 4 割 が イノ ベイ ター に 覚醒 し 、 外 
宇 軍 へ の 航海 へ と 旅立っ て いる 。 


リア ・ シ ュ 
191 年 の イオ リア 


地球 外 生 命 体 と の 接 藤 一 「 来 る べき 対話 
に 備え 、 人 類 を イノ ベイ ター と し て 進化 させ る 
計画 。 これ は 人 類 の 救済 計画 で あり 、 未 成 黙 
な 人 類 が 争い の 火種 を 抱え た まま 宇宙 へ 進出 
する こと を 防ぎ 、 異 種 と の 対話 を トラ ブル な く 

える よう に た 。 イノ ベイ 


め の 手段 の 
ひと つ で ある 。 西 礎 2307 年 か ら 遡る こと 200 
年 前 か ら 、 イオ リア ・ シ ュ ヘ ンベルグ を 中 
た 科学 者 財界 人 政治 家 な , 
画 が 推し 進め られ た 。 この た 
ピュ ー タ 「 ヴ ェ ー ダ 」 を 建造 。 計画 を 補助 する 
た め の 生体 端末 と し て 人 造 人 間 イ ノ ベ イド が 中 
られ 、 要 名 根絶 の た め の 組織 ソレ スタ ルビ ー イ 
ング (CB) の 設立 、 イノ ベイ ター へ の 進化 ( 
く 契 機 と な る GN 粒子 (を 生み 出す GN ドラ イヴ 
一 太陽 炉 ) が 生み 出さ れ た 。 イノ ペイ ド ! 
ズ ・ ア ル マ ー ク の 野心 で 計画 は 正 み を 至 む も 、 
最終 的 に CB の 活躍 で 完遂 され た 。 


池 


IKEDA 


JNN の 海外 特派 員 。 武力 介入 を 受け た モラ リ 
ア の 軍事 演習 の 占 示 や ヤ ア ザ ディ スタ ン 王 国 の 
内 紛 な ど 、 ソ レス タル ビー イン グ 絡み の 取材 を 
行っ た 。 地球 連邦 の 発足 後 、 西暦 2312 年 は 
反 政府 組織 カタ ロン に 所 属 。 JNN 時 代 の 人 
脈 を 活用 し て 組織 の カ と な り 、 ス イー ル 王 国 へ 
の 接触 な ど に も 一 役 置 っ て いる 。 イノ ベイ ド 勢 
力 の 打倒 後 は 再び 記者 と し て 活動 し た 。 


イノ ベイ ター 宙 | 


INNOVATOR 


進化 し た 人 類 。 増大 し た 8 

が で き 、 そ れ を 用 いた 意思 中 通 が 可能 で ある 。 
GN 粒子 散布 下 で は 脳 量子 波 に よる 意識 共有 
も 可能 。 また 、 状 況 把握 カメ 空 間 把握 能力 
細胞 変化 肉体 強化 理論 的 に は 常 
人 の 倍 に 等 し い 理 命 を 持つ 。 用 量子 波 
人 類 の 相互 理解 に よっ て 紛争 は な く な り 、 異 
種族 と の 対話 能力 を 獲得 。 優れ た 身体 に より 
厳し い 環境 下 の 宇宙 開 拓 に も 対応 し て いる , 
イノ ベ 條 勢力 と の 決戦 を 境 に 、 イノ ベイ ター へ 
と 常 本 で きる 因子 一 一 脳 量子 法 を 有 し た 人 類 
が 増え て いき 、 新 連邦 政府 の 保護 政策 に 
て 徐々 に 数 は 増え て いっ た 


イノ ベイ ド 
INNOVADE 


しょ っ タダ が 情報 収集 の た め に 造っ た 生体 端 
る 感応 能力 と 、 それ を 用 いた 
ヴェ ー ダ と の 直接 リン グ 、 遺 伝 子 操作 と ナノ マ 
シン に よる 老化 制御 や 身体 能力 の 強化 な ど 、 
疑似 イノ ベイ ター と で も 言う べき 能力 を 持つ 。 


IKEDA 想 


外 宇宙 航行 艦 スメラギ の 専従 特派 員 。 乗員 
の ひと り と し て 外 宇宙 へ の 旅 に 同行 し : 
は イノ ベイ ター で 占め られ て いる 中 て 
世 も 例外 で は な い 。 元 JNN の 海外 特派 員 で あ 
る 池田 の 家系 の 者 と 思わ れる 。 


に 
つう 
ヴァ ー ジ ニア 改 級 


i 試験 特務 艦 ア ルト リウ ス | 


ソル プレ イヴ ス 隊 の 還 艦 。 旧 
ジニ ア 級 宇宙 輸送 第 を 改修 | 
の 特務 乱 と し て 運用 され て いる 


| ヴァ ー ジ ニア 級 輸 送 艦 


| VIRGINIA cass SPACE TRANSPORT SHP 


ユニ オン の 参 目的 輸 逆 艦艇 の 前 部 に コン テ 
ナ が 扇状 に 配置 され て お り 、 高 い 搬送 能力 を 
持つ 。 三 大 勢力 が 統一 され た 地球 連邦 軍 に 


お いて も 運用 が 継続 され 、 起 状 を 追加 し た タイ 
プ も 登場 し た 。 


| ヴィ クト ル ・ レ オー ノ フ 
| VIKTOR LEONOV 


西暦 2314 年 に 新設 され た 強 中 部 隊 ソ ルプ レ 
イヴ ス 隊 の 隊員 。 旧 AEU 園 出身 で あり 、 モ ス 
クワ 生ま れ の ロシア 系 白人 。 搭乗 機 は ブレ イ 


ヴー 般 用 試験 機 


タ 。 ヴェ ー ダ の 端 林 は 舞 数 に 存在 し て お 
り 、 メ イン の 端末 が 破壊 され て も パ バックアップ が 
作成 され 、 完全 に 消 減 す る こと は な い 。 膨大 な 
情報 娘 理 能力 を 有 し 、 地球 全体 の ネッ トワ ー ク 
視 し て いる 。 開発 され て か ら 200 年 以上 
に 理 っ て 「 イ オリ ア 計 画 ] に 関す る 作戦 の 指示 
や 修正 な ど を 担い 、 ソ レス タル ビー イン グ の 頭 
脳 と し て 存在 。 生体 端末 で ある イノ ペイ ド を 人 
間 社 会 に 送り 込ん で 、 情 報 収 集 や 作戦 の 実 
行 要員 な ど に 用 いて いた 。 な お 、 ウ ヴェ ー ダ へ の 
アク セス に は 1 一 7 まで の レベ ル が 設け て あり 、 
ガン ダム マイ スタ ー や 監視 者 な どの 立場 に よっ 
て 閲覧 や 利用 可能 な 範囲 は 潜め られ で いる 


ヴェ ー ダ 】 


前 通 - サ ン ラ ィ イズ ・NBS 147-30 


機動 戦士 ガン ダム 00 


| ヴォ ル ガ 級 航 困 x 洋 朋 


|AEU 


| Advanced European Union 


AEU へ リオ ン | 
AEU HELLION 


立 治安 維持 部 隊 ア ロウ ズ が 主力 と し て いた 
パイ カル 級 宇宙 巡洋艦 の 改修 能 。 バイ カル 級 
を 基 に 、 上 部 ブリ ッ ジ を 播 去 し て 新 ブ リッ ジ 
ブー スタ ー MS 格納 庫 < カタ バルト を 備え た 
ッ ト が 追加 され て いる 。 西暦 2314 年 


に お ける ELS 嘩 来 に て 主力 と な っ た 。 


[mF | 
ウラ ル 級 大 型 宇宙 王 送 艦 | 
URAL class LARGE SPACE | 
TRANSPORT WARSHIP 


積載 能力 に 優れ た 宇宙 輸送 艦 。 地球 連邦 軍 
て 運用 され た 。 中 央 の コン テ 
基 ず つ コ ン テ ナ を 連結 し た 
造 を 持つ 。 その た め 最 大 96 機 も の MS 搭載 数 
を 誇る 。 また レー ザー 主砲 も 多数 備え て いる た 
め 火 力も 高い 。 


ポー デス ラジ ンジ 
AMY DYLANDY 


ロッ クオ ン ・ ス トラ トス 
ライ ル ・ デ ィ ラ ン デ ィ ) の 妹 。 ア イル ラン ド | 
お ける KPSE の 自 場 テロ に 巻き 込ま れ 、 両 親 
命 を 失っ た 。 この 事件 を まっ か け と し て 
ル は テロ を 恨む よう に な り 、 ソ レス タル ビー 
イン グ に 身 を 投じ る こと と な る 。 


旧 欧 州 連 合 (EU) を 母体 と する 勢力 。 軌道 エ 
レベ ー タ ー を 有 し た 三 大 勢力 の ひと つ で あり 、 
欧州 の 30 ヶ 国 以上 や 、 ロ シア か ら 独立 し た モ 
スク ワ が 参加 レ し て いる 。 だ が 、 軌 道 エレ ベー 
ター 建設 に 関し て は 他 の 三 大 勢力 に 後 れ を 
取っ て お り 、 軍 備 増強 路線 を 推し 進め て いる 。 


道 エ レベ ペー ター は 中 央 アフ リカ に 建設 され た 
・ ト ゥ ー ル (の ちの アフ リカ タワ ー)。 新型 機 
AEU イ ナク ト の お 投 款 目 が 、 ソ レス タル ビー イ 


ング に よる 最初 の 武力 介入 と な っ た 。 AEU 軍 
の 著名 な 出身 者 に カテ イマ ネ キ ン 、 パ トリ ッ ク ・ 
コー ラサ ワー が いる 


イギリス 


イタ リ 


AEU イ ナク ト | 
AEU ENACT _ 


西暦 2307 年 に 実戦 配備 され た AEU 初 の 太 
陽光 発電 対応 型 MS。 軌道 エレ ペー ター か ら 
の エネ ルギー 受信 連携 体制 を 築き 上 げ て お り 、 
自国 領内 に お ける 連続 稼働 時 間 は デー タ ト 
は 無制限 と な っ て いる 。 ユニ オン の 新型 機 ユ 
ニオ ン フ ラッ グ に 酷似 し た 設計 を 備え て お り . 


軌道 エレ ポ ペー ター 防衛 を 前 提 と し た 和 飛行 形態 
へ の 可変 機構 を 持つ 。 民間 軍事 会 社 PMC ト 
ラス ト に も 提供 され て いる 。 主 を パイ ロッ ト は パ 
トリ ッ ク ・ コ ー ラ サワ ー。 


画 暦 2307 年 に お ける AEU の 主力 量産 MS。 
新型 機 AEU イ ナク ト の 制式 採用 に よっ て 第 

線 を 退き つつ ある 旧式 機 で ある 。 AEU 加 盟 国 
以外 に 多数 輸出 それ て お り 、 数 多く の バリ エー 
ショ ン が 存在 。 入 手 し や すい こと か ら テ ロリ スト 
が 使用 する こと も あっ た 


IAEU ヘ リオ ン 】 


析 の 設 


スカ ウト な ども 揚 
) な ど 世 界 の 財政 界 


エディ ・ ミ ヤサカ | 
| EDDIE MIYASAKA | 


ラグ ラン ジュ 4 の コロ ニー プラ ウド で 働く < 沙 閑 ・ 
クロ スロ ー ド の 先輩 。 反 政府 組織 カタ ロン へ 
の 内 通 容疑 者 と し て 速 捕 さ れ た 


(m0) ME 上 SHEET D3 


| エミ リオ ・ リ ビ 


| EMILIO RIBISI 。 


AEU の 軍人 。 AEU の 戦術 予報 リー サ ・ ク 
ジョ ウ (スメラギ ・ 幸 ・ ノ リエ ガ ) の 恋人 で あっ カカ 
た が 、 情 報 共有 の ミス か ら 発 生 し た AEU 軍 の 
同士 討ち に よっ て 命 を 落と し た 


エム スワ ッ ド 。 ユニ オン 軍 の トッ プ ガ : 
編成 され た MS 部 隊 。 西暦 2307 年 
グラ ハム ・ エ ー カ ー が トッ プ フ ァ イ ター で 、 技 術 
願 問 と し て ビリ ー・ カ タ ギ リ が 所 属し て いる 。 


【MSWAD】 ア メリ 
が 


エル ス 。 Extraterrestrial Living-metal 
Shapeshifter (地球 外 変異 性 金属 体 ) の 申 
称 。 人 類 と は 全く 異な る 知性 体 で あり 、 竹 全体 


ELS ク アン タ 
ELs QAN [IT] 


ELS と 融合 ・ 共 生 し た 杖 態 の ダブ ルオ ー ク ア 


1 RU エガ ンタ COO 〈。。 EE 


は ー ト マト ン 】 コロ ニー プラ ウ 


| エン プラ ス 
EMPRUSS 


| オー トマ トン 


| AUTOMATON 


対 ガ ンダ ム を 想定 し た 空中 / 宇 宙 埋 用 の MA 
MA レグ ナン ト を 開発 する た め の 試作 機 で 、MA 
形態 の 有効 性 を 確認 する た め に 可変 機構 は オ 
ミッ ト さ れ で いる 。 火力 の 高い 射撃 下 装 の ほか 、 
クロ ー ア ー ム に よる 格闘 も 可能 で ある 。 主 な バ 
イロ ッ 小 は デ ヴ ァ イ ン ・ ノ ヴァ 。 


| 0 ガン ダム 
【 0 GUNDAM 


第 一 世代 の ガン ダム 。 ビーム 兵器 を 携行 で き 
る 太陽 が 搭載 棲 「 ガ ンダ ム 」 の 基礎 を 打 い た 。 
ガン ダム マイ スタ ー で あっ た リボ ンズ ・ ア ル マ ー 
ク は 、 第 三世 代 の 完成 直前 に 武力 介入 の テス 
ト の た め 0 ガン ダム で 中 東 の 乾 闘 に 参加 。 その 
共に 少年 兵 ソ ラン ・ イ ブラ ヒム と 出会い 、 ガ ン 
ダム マイ スタ ー に 推薦 し た 。 西 歴 2307 年 の 直 
力 介入 後 は ソレ スタ ルビ ー イ ング の サポ ー ト 組 
に 預け られ て いた が 、 国 連 軍 と 
四 さ れ 、 GN ド ライ ヴ を ダブ ルオ ー 
用 され た 。 西暦 2312 年 、 ヴ ェ ー 
ダ 容 違 の た め の 戦闘 で は 、 ト リコ ロー ルカ ラー 
に 再 塗装 きれ 、 粒 子 貯蔵 タン ク を 搭載 し た 実 
混 配 備 型 と し て 戦闘 に 参加 し た 。 主 な パイ ロッ 
ト は リボ ンズ ・ ア ル マ ー ク 、 


10 ガ ンダ ム ] 実戦 配 
て リボ 


換装 可能 。 西暦 2312 年 の 4 年 
入 され て アロ ウズ は 新型 を 
反 地球 連邦 勢 力 へ の 虐殺 に 使用 し た 。 MS ア 
ヘッ ド の 専用 コン テ ナ で 運用 する こと が 可能 で 
ある 。 な お 、 西暦 2314 年 に は 作業 機器 な ど と 
し て 運用 され る よう に な っ た 。 


| オー バー フラ ッ グ 
OVER FLAG | 


ユニ オン フラ ッ グ の カス タム 機 。 対 ガ ンダ ム 調 
査 隊 を 母体 と する 第 8 独立 航空 戦術 飛行 隊 
「 オ ー パ ー フ ラッ グ ス ] の 専用 機 で 、 軽 量化 と 
耐 ビー ムコ ー テ ィング が 機体 に 施さ れ 、 高 出力 
ッ ト と 新型 リニア ライ フル を 装備 
に お ける 合同 軍 
ガン ダム 箇 獲 作戦 で 初 


0-RAISER 


ダブ ルオ ー ガ ンダ ム の 支援 戦闘 機 。 本 来 は 、 
ガン ダム と 連携 し て 情報 収集 や 防御 な ど 多岐 
る サポ ー ト を 行う よう に 開発 され て いた 。 し 
か し 、 ダ ブル オー の ツイ ンド ライ ヴ シ ステ ム が 
マッ チン グ に 問題 を 抱え て いた こと か ら 、 合体 し 
て ツイ ンド ライ ヴ の 制御 に 充て る と いう 形 で 運 
用 され る こと と な る 。 


オペ レー ショ ン ・ ド ー ン 


| ガ ガ キャ ノン 


AEU と モラ リア 共和 国 と の 軍事 演習 の 作戦 
名 。 宇宙 開発 に お いて 後塵 を 拝 し た AEU は 軍 
備 増強 を 目指 し 、 宇 宙 開 発 技術 を 有する PMC 
を 主要 産業 と する モラ リア を 必要 と し て いた 
モラ リア も また 経済 の 建て 直し の た め 大 国 の 
底 護 を 必要 と し て お り 、 利 害 が 合致 し た 両者 
は 合同 軍事 演習 を 名 目 と し て ソレ スタ ルビ ー イ 
ング (CB) を 呼び 込む 。 ガン ダム の 貴 呈 に よっ 
て 国民 感情 は 軍備 増強 路線 に 傾き 、 復 典 の 
た め の 支援 を ど で モ ラリ ア に 貸し を 作り 、PMC 

な っ た こと で AEU の 思惑 通り と 


| 外部 迷彩 友 膜 | 
| | 


ガン ダム に 備わっ て いる ステ ルス 機能 。 周囲 
の 風景 に 装甲 を 同化 させ る こと に より 、 目 視 に 
お ける ステ ルス 化 を 実現 し て いる 。 な お 、 プ ト レ 
マイ オス 2 は 、 監 複 衛星 の 目 そ 誤 護 化す た め 
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マイ スタ ー か ら の 通信 で 外 | 


| GAGA 
イノ ベイ ド 用 MS で ある GNZ シ リー ズ の うち の 1 
機 。 通常 の MS MA と は コン セプト が 異な り 、 


トラ ン ザ ム で 自身 を 質量 兵器 と 化す 特攻 兵 
と し て 開発 さて て いる 。 特攻 の ほか 密着 し て 


の 自爆 攻撃 も 行 大 量 に 造ら れ 、 ト ラン ザ 
ム を 使 - デ ヴァ イン ・ ノ ヴァ と 同 タイ プ の 
イノ ベイ ド が クロ ー ン 生産 され て 搭乗 し て いる 。 
ティ エリ ア ・ ア ー デ に よる ヴェ ー ダ 掌握 と 同時 


に 、 リン ク し て いた ガ ガ も 動き を 止め た 。 


ガガガ の 改良 型 。 背中 に ジン クス 皿 の GN ピ ー ム 
ライ フル を 加工 し た GN キ ャ ノン を 装備 し 、 カ ラー 
リン グ は 地球 連邦 軍 の も の に 変更 され て いる 


われ ず 、 イ ノ ベ イ 
れる 。 ELS 導 来 


カタ ロン | 
KATHARON 

西 摩 2312 年 に お ける 最大 の 反 地 球 連 孝 組 
織 。 地球 連邦 政府 の 強硬 な 統一 変 勢 に 反対 
し て 活 量 し て いた が 、 独 立 治安 夫 持 部 隊 ア ロ 
ウズ に よる 暴挙 を を っ か け と し て 、 より 活発 な 運 
動 を 展開 する 。 た だ し 、 上 旧 時 代 の MS し か 
な いた め アロ ウズ と の 還 力 差 は 圧倒 的 で あっ 
た た め 、 大 規模 な 反攻 作戦 は 不可 能 で あっ た 。 
し か し 、 ジ ー ン 1 の コー ド ネ ー ム を 持つ カタ ロン 
構成 只 ラ イル ・ デ ィ ラ ン ディ が ソレ スタ ルビ ー イ 
ング (CB) の ガン ダム マイ スタ ー と な っ た こと で 、 
スパ イ と な っ た ライ ル を 通じ て 陣 力 体制 を 築く 。 
彼ら を 支援 する 中 、 ア ロウ ズ の 追肥 は 厳し く な 
る が 、 ヴ ェ ー ダ 容 選 の た め に 堆 勢 を 掛け た CB 
を アロ ウズ と 挟 を 分 か っ た カテ ィ ・ マ ネ 
規 軍 と 共に 支援 、 イ ノ ペ イド 勢力 の 打倒 に 買 
献 し た , その 後 の 新地 球 連 邦 政 府 の 発足 と 共 
に 、 カタ ロン の 構成 員 が 連邦 議員 と し て 招 か れ 
て お り 、 ク ラウ ス ・ グ ラー ド と シー! 

ヤー ル が 応じ て いる 


| カタ ロン の 子供 た ち 
| 


カタ ロン 中 東 支 部 で 保護 され て いた 身寄り の 
な い 子 供 た ち 。 アロ ウズ に 収監 され て いた マリ 
ナ ・ イ スマ イー ル が カタ ロン に 身 を 寄せ る ご | 
な っ て か ら は 彼女 に 懐 き 、 マ リナ と 一 緒 に 歌 を 
作り 、 平和 を 望む その 和歌 は 世界 へ と 広がっ た 。 


ヨセフ 、 ダ ビッ ド 


前 時 ・ サン ライ ィ ズ ・MBS 147-32 


148-27 
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(M0) FE D5 SHEET D4 


監視 者 


GADDESS 


イノ ベイ ド 専 用 MS で ある GNZ シ リー ズ の うち 
の 1 機 。 情報 収集 タイ プ の イノ ベイ ド で ある ア 
・ リ ター ナー 用 | あり 
直接 戦闘 を 極 7 た め に 遠 同 操作 兵器 
の GN ビー ム サ ー ベ ルフ ァ ン グ を 搭載 し て いる 


「 イ オリ ア 計 画 ] を 監視 する 役目 を 持つ 者 た ち , 
総意 に よる ソレ スタ ルビ ー イ ング (CB) の 否 : 
権 を 持つ 。 な お 、 弟 那 ・F・ セ イエ イ が モラ リ 
ア の 軍事 演習 へ の 軍事 介入 で コク ピッ ト か ら 
概 を 見 せ に 対し 、 除 名 を 推奨 する 監視 
| 者 も いた が 総意 は 得 ら れず 不問 と な っ て いる 。 


か 


ガ デ ッ サ カレ ル 
GADESSA 
イノ ベイ ド 専 用 MS と し て ガン ダム の デー タ を 基 ソレ スタ ルビ ピー イン グ が 使用 し て いる 作業 ロボ ッ 


潜 投 入 鞍 1 ト 。 単 鞍 な 作業 は 独自 に 行え る が 、 情 密 作 業 
ル の 太 | の 際 は ハロ が ドッ キン グ し て 作業 に あたる 。 通 
常 の 作業 に は アー ム を 使用 する が 、 精 密 作 業 
ュ レー ター と レー ザー 溶接 機 を 内 蔵 


発 さ れ た 、GNZ:> 
シリ ー ズ の 特徴 と し て 、 オ リ ジ 


脱出 用 の コア ファ イ 

ニラ 要 戦 用 の 機体 長 遇 程 ・ 大 大 カ 
カテ ィ ・ マネキン の GN メカ ガラ 主 兵 装 と する 
KATI MANNEQUIN ァ イ ヴ ・ リ バイ バル と ヒ リ ン 


ガン シタ ダバ ワシ ニチ モエ 
GUNDAM VIRTUE 


西暦 2307 年 の 武力 介入 に 用 いら れ た ガン ダ 
ム の うち の 1 機 。 ガン ダム マイ スタ ー、 テ ィ エ リア ・ 
アー テ の 乗 手 で 、 砲 撃 戦 に 特 化し た 機能 を 有 
し 、 対 MS 戦 よ り も 門 職 戦 や 要 計 攻略 戦 を 想 
機体 で ある 。 その た め MS 以 上 の 火力 を 
また GN フィ ー ル ド を 展開 する こと で 無敵 
い 防御 力 を 発揮 で きる 。 装甲 は パー ジ 可 
内 部 に は ガン ダム ナド レ が 隠さ れ て いる , 


AEU の MS 隊 作 埋 指 揮 官 。 自 他 し い 
生粋 の 軍人 で ある 。 学生 時 代 か ら 有 能 な 戦 
術 予報 士 し て 路 望 され て お り 、 同 窓 の リー 
サ ・ ク ジョ ウ ( ス メ ラ キ ・ 李 ・ ノ リエ ガ ) に と っ て 
目標 と な る 存在 西暦 2307 年 、 タ ク 
ラマ カン 娘 漠 で の 合同 軍事 演習 に お いて ソ = 
レス タル ビー イン グ (CB) と 因 緑 を 持ち 国連 | な どの イ 
軍 を 結成 し て の ガン ダム 掃討 作戦 「FALLEN | イノ ペイ ター の 能力 を 戦闘 に 向 
ANGELS] で は 三 大 勢力 の 合同 部 隊 の 指揮 | 造ら れ 用 
を 担 。 西暦 2312 年 
ロウ ズ に 召集 され た カテ ィ は 、 
CB と 交戦 。 その 戦法 か ら 敵 の 指揮 官 が リ - 
だ と 見 抜く 。 そし て アロ ウズ の 非道 な 作戦 に 反 
感 を 抱い て いた カテ ィ は 、6 万 人 も の 人 々 を 上 
プレ イク ビラ ー 事 件 
その 後 、 イ ノ ベ イド 勢力 と の 3 
アロ ウズ 艦隊 の 給 送 開 を 掌握 し て 
の 危機 
の 道 を カタ ロ 
西暦 2312 年 、 コ ロ 


『 軍 が 開発 し た 純粋 
MA。 MA エン プレ ス や GNZ シ リー 
ペイ ド 系 技術 が 採り 入れ られ で 
て 使う 
近作 兵器 
リ 、 MS5 個 小隊 
力 を 誇る 。 主 な パイ ロッ ト は デ 


GN ア ー チ ャ ー 
GN ARCHER 


ガン アー チャ ー。 アリ オス ガン ダム の 支 提 模 。 | 
ガン ダム キュ リオ ス の 追加 装備 で ある テー ル | 
ブー スタ ー の 発展 強化 を コン セプト と し 、 ア リオ 

ス と 合体 する こと で 推力 と 武装 を 強化 する 。 第 | 
三世 代 ガ ンダ ム の 開発 時 に 造ら れ た 


潜り 込ん で いた か 
に 隊 し 側面 を 突 し 
ン と 協力 し て 切り 拓 いた 


を 支援 機 と し て 完成 させ た 。 パイ ロッ ト は ソー 
マ ・ ビ ピー リス (マリ ー・ パ ー フ ァ シ ー) 


ティ は ELS の 興 
『 線 の 


ガン ダム エク シア 
GUNDAM EXIA 

介入 に 用 いら れ た ガン ダ 
レダ ム マ イス ター、 末 衝 ・F・ 
近接 戦闘 に 特 人 | 


ガラ ッ ジ 
GARAZZO 


西暦 2 


イノ ベイ ド 専 用 MS 


コ 、 主 に 複数 装備 し た 
実体 剣 ビー ム の 剣 で 交 闘 を 行う 。 専用 の 強 
化 支 援 メ カ で ある GN ア ー ム ズ と 合体 する こと 


ガン ダム エク シア リペア 
GUNDAM EXIA REPAIR 


国連 軍 と の 戦い で 破損 し た ガン ダム エク シア 
を 、 九 那 ・F・ セ イエ イ が 自力 で 修理 し た 機体, 
グラ ハム 専用 ユニ オン フラ ッ グ 芽 と の 潜 いて 
度 切 断 さ れ た 頭 部 は 繋ぎ 合わ され 、 右 の カメ テ 
は ティ エレ ン の ジャ ンク バー ツ を 用 いて 修復 
て いる 


ァ 
され た 。 失っ た 左腕 は マン ト で 痢 


ガン ダム エク シア リ ベ ア T | 
GUNDAM EXIA REPAIR I | 


イア ン ・ ヴ ァ ス ティ の 手 に 


ンダ ム エ ク シア 。 機体 
で 腕 周 部 の 


ガン ダム キュ リオ ス 
GUNDAM KYRIOS 


西暦 2307 年 の 武力 介入 に 
ム の うち の 1 模 。 ガン ダム マイ スタ ー、 アレ ル ヤ ・ 
ハブ プ ティ ズム の 乗 機 で 束 戦 闘 に 特 化し た 
持つ 。 最大 の 特徴 は 可変 機構 の 採用 
り 、 飛 行 形態 に 変形 で きる 各種 
機能 を 持つ テー ル ユ ニッ ト を 装備 、 さ 
ミッ ショ ン に 対応 で きる 汎用 性 を 獲得 し 


用 いら れ た ガン ダ 


22 が お 2 三 三 


GUNDAM ZABANYA 


ガン ダム デュ ナメ ス と ケル ディ ム ガ ン ダム の 系 
譜 を 継ぐ 新型 ガン ダム 。 以前 の 機体 は 初代 


ロッ クオ ディ ラン ディ 


の 物性 に 合わ せ た 狙 撃 型 で あっ た 。 ガン ダム 
サバ 


r は その コン セプト を 継承 ・ 進 展 させ 
代目 ロッ クオ ン の ライ ル ・ テ 


得意 と する 「 乱 れ 撃つ ] 射撃 戦 
機体 と な 


て いる 。 この た め コク ピッ ト に | 
ー は 廃 され 、 マ ル 
意識 し た 全 方 
位 射撃 型 と な り 、 複 維 化 し た 火器 を 制御 する 
に ハロ を 使用 。 GN ライ フル ビッ ト を 発 
IN ホ ルス ター ビッ ト を 主 兵 装 と する 、 


カル タム サル バーニャ 最終 人 


GUNDAM ZABANYA 


4 基 の GN ホ ルス ター ビッ ト を 追加 で 装備 し 
ンダ ム サ バ ー ニ ャ 。 ELS の 出来 時 、 地 球 の 
防衛 線 に 投入 され た 隊 の 装備 形態 で ある 


ガン ダム スロ ー ネ ア イン | 
GUNDAM THRONE EINS | 


ガン ダム スロ ー ネ の 1 号機 。 スロ ー ネ 
共通 の 機体 を ペー ス に し て お り 、 装備 と 武装 を 
変更 し て アイ ンプ ツヴァイ ノド ライ の 3 機 に それ 
ぞ れ カス タム され て いる 。 アイ ン は 長 距離 射 軸 
能力 に 特 化し た 機体 で 、 プ レー ド 状 の アン テ ナ 
が 特徴 。 ソ レス タル ビー イン グ の セカ ンド チー ム ・ 
トリ ニテ ィ の 長兄 ヨハ ン ・ ト リ ニ テ ィ が 搭乗 


カ な SN ハイ メカ ラン 


ガン ダム デュ ナメ スリ ペア 
| GUNDAM DYNAMES REPAIR 


内 蔵 し た GN 


ガン ダム デュ ナメ ス の 改修 型 。 西暦 2307 年 
に 発生 し た 国連 軍 と の 戦闘 に お いて 、 ア リー・ 
し ・ サ ー シ ェ ス と 戦っ て 大 久 し た 機体 を 修復 
の 。 大 陽 炉 は 搭載 し て お ら ず 、GN 科 子 
貯蔵 タン ク の 装備 に よっ て 稼働 する 。 パイロ 
ト は ロッ クオ ン ・ ス トラ トス 


ガン ダム スロ ー ネ ツ ヴァ イ | 


GUNDAM THRONE ZWEI | 


ガン ダム スロ ー キ の 2 号機 。 中 ・ 
闘 を 得意 と する ツヴァイ は 、 チーム 
う 。 ソレ スタ ルピー イン グ の セカ ンド チー ム ・ ト リ 
ハエ ル ・ ト リ ニ テ ィ が 搭乗 する 

稚 さ れ 、 


窟 離 の 戦 


ガン ダム ナド レ 

GUNDAM NADLEEH 
ガン ダム ヴァ ー チ ェ の 中 に | 
ヴェ ー ダ と リン ク する 機体 を 制御 下 に 置く トラ イ 
アル シス テム を 使用 で きる 機体 で ある た め 、 通 
常 は 秘匿 され て いる 。 ヴァ ー チ ェ の GN キ ャ ノン 


を 手持 ち 武 器 と し て 使え る ほか 、 国 連 軍 と の 
電導 用 の GN ビー ムラ イフ ル と GN シー ル 


ド が 用 意 さ れ た 。 な お 、 藤 の よう な も の は GN 
| 粒子 を 装甲 に 供給 する た め の コ ー ド で ある 


ガン ダム スロ ー ネ ド ライ 


| GUNDAM THRONE DREI 


ガン ダム スロ ー ネ の 3 号機 。 ドラ イ は サポ ー ト に 
特 化し た 機体 と な っ て お り 、GN 粒 子 発生 装 
置 に よっ て GN フィ ー ル ド を 展開 。 広範 囲 を ジャ 
ミン グ で きる 。 ソレ スタ ルビ ー イ ング の セカ ンド 
チー ム ・ ト リ ニ ティ の 未 妹 ネ ー ナ ・ ト リー 
搭乗 


ガン ダム ハル ー ト 
GUNDAM HARUTE 


ガン ダム キュ リオ ス と アリ オス ガン ダム の 
継ぐ 可変 型 の ガン ダム 。 高 機動 の コン セプト 
を 路 凍 し つつ 、 支 援 機 で ある GN アー チャ ー の 
機能 を 取り 込ん だ と と で 重臣 凌 化 し て いる 

の た め ア レル ヤ ・ ハ プティ ズム と ソー マ ・ ピ ー 
リス (マリ ー・ パ バー フ ァ シー) の 搭乗 を 前 提 と し 
が た 複 座 機 と し て 造ら れ た 。 サイ ドコ ン テ ナ に GN 
ガン ダム デュ ナメ ス | | キャ ノン 、 テー ルコ ン テ ナ に は 多数 の GN ミサ イ 
GUNDAM DYNAMES | | 搭載 し 、 本 機 ね 
mmm 体 と し て 造 5 れ 

西 層 2307 年 の 武力 介 和 
ム の うち の 1 機 。 ガン ダム マイ ズ - ロッ クオ ン ・ 
スト ラ ト ス の 乗 機 で 、 長 距離 射撃 に 特 化し た 性 
能 を 持つ 。 GN スナ イ パ ー ラ イフ ル を 主 兵 義 と し 
た 電撃 を 得意 と する が 、GN ピ ビーム ピス トル を 用 
近接 戦闘 も 可能 で ある 。 な お 、 地 上 から 
衛星 雪 道 の 対象 狙撃 で きる 店 高度 役 
銃 を は じ め と し 、 ミッ ショ ン に 応じ た 装備 も 持つ 
また 、 ガ ンダ ム エ ク シア と 同様 に 、 専 用 の 強化 
支援 メカ で ある GN ア ー ム ズ と 合体 する こと で 
戦闘 カ の 大 幅 な 強化 が 可能 で ある , 


ロー 
で ある GN/ 
を 標準 装備 し て お 


】 素 章 や 提 乱 を 
ドガ ン と GNE 


た 多 対 一 を 考慮 し た 機 


! い られ た ガン ダ 


サー ラ ィ ズ - ves 148-28 


148-29 


機動 戦士 ガン ダム 00 


BLOSSARY [ガン ダム ハル ー ト 最 


ガン ダム ルル ー ト 最終 決戦 仕様 
GUNDAM HARUTE 


カカ の GN バー ニア を 装備 し た ガン ダム ハ 
ト 。 ELS の 諾 来 時 、 地球 の 最終 防衛 線 
態 で ある 。 膝 部 や テー 
ナ に は 遠隔 探 作 武器 の GN シ ザー ビッ 
ト も 内 蔵 さ れ て お り 、 超 兵 の 脳 量子 波 に よっ て 
コン トロ ー ル され る , 


| ダル - ト マル ー ト モー ド | 
| SUNDAM HARUTE MARUTE MODE | 


趣 兵 の 能力 を 最大 限 に 引き 出 | 態 の ガン 
ダム ハル ー ト 。 本 機 に 搭載 され た マル ー ト モー 
ド は 。 アレ ル ヤ ・ ハ プティ ズム ハレルヤ ・ ハ 
プティ ズム ソー マ ・ ビ ピー リス (マリ ー・ パ ー フ ァ 
シー) に 対応 し た 3 人 分 の 0S を 同時 起動 する 

数 多い ハル ー ト の 武装 や 性 能 を 細 大 
漏らさ ず に 活用 で きる よう に な る 


ガン ダム ハル 
3 組 の ツ 


武力 介入 の た め の 機 動 兵器 「 ガ ンダ ム 」 の パ 
イロ ッ ト を 意味 する 、 ソ レス タル ビー イン グ で の 
呼称 。 ガン ダム エク シア の マイ スタ ー は 章 那 
F・ セ イエ イ 、 ガ ンダ ム デ ュ ナ メス の マイ スタ ー 
は ロッ クオ ン ・ ス トラ トス 、 ガ ンダ ムキ ュ リオ ス の 
マイ スタ ー は アレ ル ヤ ・ ハ プティ ズム 、 ガン ダム 
チェ (ガン ダム ナド レ ) の マイ スタ ー は ティ 
エリ ア ・ ア ー デ で ある 。 マイ スタ ー た ちの 正体 
は 、 GN ドラ イヴ と 同様 に S レ ベル の 秘匿 義務 
せら れ て いる 


き 


軌道 エレ ベー ター 
ORBITAL ELEVATOR 


赤道 上 に 建 二 され た 全長 5 万 km に も 及ぶ 巨 
大 建造 物 。 地上 か ら 1 万 kn の 低 軌 道 部 と 4 万 
km の 高 軌 道 部 は それ ぞ れ 軌道 エレ ベー ター 同 
土 が オー ビタ ルリ ング で 連結 され て いる 。 低 畔 
道 部 と 高 軌 道 部 に 設け られ た ステ ーション に は 
民 問 や 軍事 施 リニア トレ イン に よっ 
この リニア トレ イン を 介 
人 貞 や 資源 を 低 リ スク で 宇 害 へ と 輌 
送 する こと が 可能 と な り 、 宇 宙 開 発 を 大 き 〈 進 
属さ せ た 。 また 、 太 陽光 発電 シス テム の 根幹 
で あり 、 発 電 衛星 の 太陽 光 エ ネル ギー は 、 軌 
道 エレ ペー ター の ケー ブル (一 部 で は マイ クロ 
ブ ) を 通じ て 地上 へ と 送電 され る 仕組 み 
と な っ て いる 


' 領 の 「 タ ワー」 が 最初 に 実用 化 さ れ 、 人 
(に よる ソロ モン 諸島 北方 に 前 みれ た 2 番 
お ける アフ リカ 大 陸 の 高地 


絹 江 ・ ク ロス ロー 
KINUE CROSSROAD 

経済 特区 で ある 日 本 の テレ ビ 局 JNN に 勤め る 
る 若手 記者 。 報道 部 に 在籍 し て お り 、 西 硫 
2307 年 に お ける ソレ スタ ルビ ー イ ング (CB) 
の 活動 開始 に 合わ せ て 同 組織 の 取材 

し た 。 記者 文 が 取材 相手 の 企業 
衣 を 落 せ られ て 投獄 され た と いう 過去 
父 の 「 事 実 を 求め 、 繋 ぎ 合 わせ れ ば そこ 
実 が ある 」 と い を 薫陶 と 


【 納 江 * ク ロス ロー ド 】 第 で ある 沙 款 < クロ スロ ー ド ( 右 
と の 二 人 間 ら し で あっ た 纏 江 ( 左 ) は 、 弟 の 恋人 ルイ 
の 押し の 独 さ を 苦手 と し て いた 


戦 仕様 】 一 【 コ ロニ ー 型 外 宇 宙 航 行 母艦 ソレ スタ ルビ ピー イング] 


(M0) mM5 sD5 


| キム クラ ウス ・ グ ラー ド | 
| KLAUS GRAD 

人 類 難 新 連 品 の 司令 官 。 西 著 2307 年 | 反 政 府 組織 カタ ロン の 幹部 中 

いて 、 特 務 部 隊 頂 武 の 隊長 に セル ゲイ ・ ス ミ リー ダー。 西暦 2312 年 、 構成 員 の : 


ル ノ フ を 推し 、 超 兵 ソ ー マ ・ ピ ー リ ス を 和 預り 
西暦 2312 年 で は 地球 較 邦 軍 
| 量 邊 壊 兵 器 メ メン トモ リ に よる スイ ー ル 王国 破 


壊 に 関す る 情報 統制 な ど 、 独 立 治安 維持 部 
図っ て いた 。 さ 
カタ 


(の 意 を 楓 ん で 便 : 
に 、 ア ロウ ズ の 最 
ギリ の 要請 を 受け た キム は 、 ク ー デ ター: 
密 使 と し て セル ゲイ を 送り 込む 算段 を 取り | 
る 。 代わ り に アロ ウズ へ 転属 する 際 の 将 宜 待 
通 を 希望 。 連邦 正規 軍 が アロ ウズ に 取り 込ま 
れる 時 代 の 流れ を 察し 、 保身 を 図 


謙 ア 


ば ム 】 西 礎 2314 年 出世 丈 に 則り 付か れ で いた 自 
身 を 捨て 民間 人 を 第 一 に 考え る セル ゲイ の よう な 軍 
人 と し て 生き ELS に 記す る 先 遺 隊 に 名 
乗り を 上 げた 。 し か し 、ELS に 侵 役 され 電 し 


強 抽 用 コン テ ナ 


テ ナ 。 トレ マイ オ 


- レ マイ オス の 攻撃 型 


ス に 接続 し た まま 砲塔 と し て 使わ れる ほか 、GN 
アー ムズ と ガン ダム を 運搬 する 戦闘 航 
軍 "航空 艇 と し て も 運用 で きる 。 また 、 大 気 園 


突入 一 離脱 能力 も 持つ 。 前 方 に 大 型 GN ビー 
ム 交 、 側 面 と 上 面 に SN ビー ム ガ ン と 大 型 GN 
イル を 複数 内 蔵 し て いる た め 火 力 は 高い 


【 強 相 用 コン テ ナ 】 コン テ ナ 自 体 は GN コン 
に 番 積 し た GN 粒 子 を 用 いて 入 働 。 内 部 中 由 に が > 
ダム を 格 貫 、 後部 か 5GN ア 」 


[<」 


クア ンタ ムシ ステ ム | 
QUANTUM SYSTEM 


純 律 種 イノ ベイ ター で ある 半 那 ・F・ セ 

の 能力 を 最大 限 に 発揮 する た め の シ ステ ム 。 
ツイ ンド ライ ヴ を 直列 接続 する こと で 、 ダ ブル 
オー ライ ザー の トラ ン ザ ム バ ー ス ト を 凌ぐ クア 
タム バー スト を 発動 で きる 。 展 開 し た 超 
度 鐘 子 空間 で の 意識 共有 率 は 格段 に 向上 . 
[ES 


1 


クラ ビ ピカ ルアン 
ンプ が 可能 と を る 


の 情報 提供 を 受け つつ 物資 の 提 助 
サポ ー ト し て いた 。 イノ ベイ ド 勢 力 と の 決戦 
宙 能 除 を 率い た クラ ウス は ヴェ ー ダ 奉還 を 図る 
CB を 揚 護 し 、 イ ノ ベ イ ド 勢 力 の 打 制 に 協力 し 
た 。 新 連邦 政府 の 樹立 後 は 、 地 球 連 邦 政 府 
議会 の 一 員 と な り 、 平 和 な 世界 の 実現 ( 
尽く す 。 そし て 西暦 2364 年 、 イノ バイ ター へ 
章 新 を 遂げ た クラ ウス は 、 外 宇 宙 航 行 径 ス メ ラ 
ギ の 総 責任 者 へ と 就任 し た 


a | 


| ウラ ウス ・ グ ラー ド 】 理知 的 な 人 物 で ある 一 方 、 平 
和 を 勝ち 取る た め に は 鉱 を 手 に 取っ て 

な い 茜 烈 な 意 志 を 持つ 。 西暦 2314: 

杏 来 時 は 、 大 続編 特使 と し て 対策 に 者 直し 


グラ ハム ・ エ ー カ ー 
GRAHAM AKER 


ユニ オン の MSWAD に 所 属す る トッ プ フ ァ イ 
折 自 の 哲学 を 持っ た フラ ッ グ 乗り で 、 同 
ッ グ を 愛す る 部 下 か ら 厚 い 信頼 を 寄せ 
西暦 2307 年 、 ソレスタル ビー イン 
る 最初 の 武力 介入 に 遺 遇 し て 以 
来 、[ ガ ンダ ム 」 の 虜 と な る 。 友人 で あり 部 隊 
の 技術 顧問 で ある ビリ ー・ カタギリ と 一 緒 に 
対 ガ ンダ ム 調 査 隊 (オー バー フラ ッ ダグ ス ) に 配 
属さ れ て ガン ダム を 追う 。 中 で も ガン ダム エク シ 


乗り の 部 下 ハ ワー ド ・ メ イ 
は 、 ガ ンダ ム へ の 復讐 を 


を 失っ た 


う 。 国連 軍 の 結成 


の) 後 も ガン ダム と の 一 騎 討 ち を 願う 。 そし て 西 
訂 2312 年 、 戦 う 者 の み が 到 遅 する 極み を 求 
め た グラ ハム は 武士 道 を 会 得 し て 仮面 を 付け 


念願 だ っ た エク シア の パイ ロッ ト 利 那 ・F・ 


セイ エイ と の 再 理 
「 生 きる た め に 戦え ] と いう 半 郡 の 言葉 で 新た 
な 境地 を 拓 き 、 再 び グ ラ ハ ム と し て 新地 球 連 
邦 軍 に 仕官 する の だ っ た 


四部 際 ソ ルプ レイ ヴ 
ELS の 負 来 
道 を 切り 拓 v 


| グラ ハム 専用 
| ユニ オン フラ ッ グ カス タム 
| GRAHAMS UNION FLAG CUSTOM | 


ン フ ラッ グ の 強化 改良 機 。 グラ ハム ・ エ ー 
要請 を 受け 、 フラ ッ グ の 開発 者 で ある レイ 
直々 に カス タム を 施し た 
制式 採用 が 見 送ら れ た 高 出力 型 フラ イト ユニ ッ 
ト の 採用 に よっ て 通常 の フラ ッ グ の 2 倍 の 巡 般 
速度 を 発揮 する 。 装甲 を 含め た 機体 全体 の 軽 
各 関節 の 強化 、 面 ビー ムコ ー テ ィング 
| SM か 1 週間 の 改造 な が 

準 の 技術 が 投入 され 生み 出さ 
乗 者 の グラ ハム は 左利き で あり 
れ て いる 。 武装 は 新た 


れ な 。 が 
0S な ど が カズ: 
イリ ス 社 の 試作 し 
これ は の ち 


| グラ 八 ム 専用 
| ユニ オン フラ ッ グ カス タム II 
| GRAHAM' S UNON FLAG CUSTOM II 


GN ドラ イヴ [T] を 組み 込ん だ グラ ハム 専用 
ン フ ラッ グ カ スタ ム 。 フラ ッ グ の 可能 性 


を 解体 し て ビリ ー・ ・ カ タ ギ リ が 完成 させ た 。 強引 
と か ら 、 機 体 パ ラン 
ス を 大 きく 色 い て し まう 。 ガン ダム スロ ー ネ アイ ン 
か ら 礁 っ た GN ビー ム サ ー ペ ベル を 主 兵 装 と する 


通称 「GN 
ト げ た 


クリ ステ ィ ナ ・ シ エラ 
CHRISTINA SIERRA | 


プトレマイオス の 戦況 オペ レー ター 
グ 投 術 を 買わ れ で て 
カウ ト され た 。 母 (育て の 親 ) と コロ ニー 
で 暮らし て いた が 、 その 生活 に 嫌気 が 差し て 家 
を 飛び 出し た と いう 。 西暦 2307 年 に あけ る 国 
連 軍 と の 決戦 の 際 、 危 機 を 察し た クリ ステ ィ ナ 
は 、 可 愛 が グレ イス に 対し て 
わざ と 嘘 を 吐い て ブリ ッ ジ か 5 ら 逃がし 、 そ の 擬 ジ 
ンク ス の 攻撃 を 愛 け て 致命 傷 を 負う 。 そし て 仲 
間 に 紛争 根絶 を 託し て 死ん で いっ た 


卓越 し た 


| クル ジス 共和 


REPUBLIC OF KRUGIS 


中 東 の 一 国家 。 内 政 が 悪化 し 、 隣国 アザ ディ 
タン 王国 に 西暦 2301 年 に 侵攻 を 受け て 崩 
壊 。 強制 的 に 億 合 され た 。 ガン ダム エクシア の 
ガン ダム マイ スタ ー、 基 那 <-F・ セ イエ イ ( ソ ラン ・ 
イブ ラ ヒ ム ) の 母国 で も ある 


SPECIAL ECONOMIC ZONE JAPAN 


三 大 勢力 の ひど 
本 。 経済 発 展 の た 
が 認め られ た 特別 る 地域 と し て 成り 立っ 
る 。 21 世 紀 初頭 の 日 本 は 経済 が 
こと 再開 発 が 
行わ れ た 。 これ に よっ て 資金 や 
ち 積 極 的 に 導入 され 、 大 き な 発 履 を 遂げ て い 
革 か ら 度 舟 の 自由 度 は 非常 に 高 
、 他 国 か ら の 留学 生 の 受け 入れ も 積極 的 に 


: つ 「 ユ ニオ ン 」 に 加盟 し た 日 
外資 や 技術 の 導入 


そい 


推進 。 特に 最 先端 技術 で ある 宇宙 工学 の 分 
また ン に と っ て は 唯 


野 は 人 気 が 高 


で あり 、 地 理 的 な 関係 か ら 人 類 
革新 連 田 と の 交流 も 成 ん で ある 。 上記 の 点 か 
ら 、 ソレ スタ ルビ ピー イ ング の ガン ダム マイ スタ ー 
利 那 ・F・ セ イエ イ の 潜伏 場所 と し 


KPSA 


KPSA 


タル ジス 共和 国 の 反 政 褒 ゲリラ 組織 。 5 
脳 し た 幼い 子供 た ち に 軍事 教育 を 
年 兵 に 仕立 て 上 げ て いた 
リ 備 兵 の アリ ー・ ア ル ・ サ ー シ ェ ス , 
ソレ スタ ルビ ー イ ング の ガン ダム 
宰 那 ・F・ セ イエ イ ( 
KPSA の 少年 兵 


た 。 ま 


ケル ディ ム ガ ン ダム 


CHERUDIM GUNDAM 


ガン ダ 
と いう コン セプト を 引き 継ぎ 
げ と 攻撃 力 ・ 命 中 策 度 の 大 き な 向 上 を 果 
た 。 デュ ナメ ス の 運用 デー タ を 解析 し た 結果 
GN ビ ー ム サー ベル は 廃 きれ 、 よ り 射 撃 
し た 構体 と な っ た 。 代わ 
T で ビー ム サ ー ベ ル を 直接 月 
よう に 良さ れ 、 _ 格 還 理 に お い て も 時 昌 天 
で 応戦 で き 
スタ ル セ ン サー 
ライ フル II で 、 折 り 旦 み 時 は 3 連 パ バルカン 
も 使用 で きる 防御 用 の 吉 
と し て GN シー ルド ビッ ト を 新 

対す る 防御 能 


基本 


精度 を 


2301 年 当時 の 


ケル ディ ム ガ ン ダム GNHW/R 


CHERUDIM GUNDAM GNHW/R 


イフ ルビ ッ ト を 新た に 6 基 搭 


載 し 、 火 力 が 大 幅 に 増強 され た 。 広範 囲 へ の 
世 撃 手段 の 確保 を 念頭 に 置い た 装備 で ある 
鶴 了 の た め 、 イ ノ ベ イ ド 勢 力 と の 」 


に 投入 され た 


本 


型 外 宇宙 航行 母 


1 フル も 


ソレ スタ ルビ ー イ ング 


人 類 の 外 宇 宇 進出 を 予測 し て 用 意 さ れ て いた 
船 。「 ソ レス タル ビー イン 
大 型 母艦 は アス テロ イド を 
その 全長 は 15km に も 


し て 造ら れ て お り 


及ぶ \。 20m 口 径 の GN レー ザ 


ts 


ト は 


え 、 


主砲 と し て 比 似 太陽 炉 を カー トリ ッ ジ と し て 使う 


800m 級 の GN レー ザー 


て 自ら の 拠点 と し た . 


了 し 、 接 収 し た ヴ 


クセ ス が 可能 と な 
ド の 技術 が 人 類 に も た 


の 3 割 は ティ エリ ア 


を 搭載 。 西暦 2307 年 


> ズ ・ 


その メイ ン 端 末 を 本 弟 に 移 主 し 
西 古 2312 年 
ノ ベ イ ド 勢力 に の 最終 決戦 の 基 台 と な り 、 
は 、 新 生 


る イ 


し な り 内 部 調査 が 
進行 西 礎 2314 年 に は 全体 の 7 割 ま 


が 終 


ダ も 一 定 レ ベル まで の ア 
これ に より イン ベイ 


坦 し て お り 、 密か に 自ら 
の 肉体 や 新型 MS を 造っ て いた 


電通 ・ サ ン 


ぇ rwBs 148-30 


147-29 


機動 戦士 ガン ダム 00 


GLOSSARY 


アル ヴァ トー レ 


| ALVATORE 


国連 軍 の ガン ダム 掃討 作戦 FALLEN 
ANGELS」 に 投入 され た 巨大 MA。 比 似 木 昌 
炉 で ある GN ド ライ ヴ [T] を 7 基 搭 載 し た 大 出 
GN ビ ー ム 砲 を は じ め 癌 隔 誘 泊 兵 器 
グ や 格闘 用 アー ム な ど 武 装 も 多彩 
ンダ ム エ ク シア 用 の 強化 支援 メカ 
GN ア ー マ ーTYPE-E と 交戦 し て 大 破 し た 。 パ 
イロ ッ ト は アレ ハン ドロ ・ コ ー ナ ー。 


PL "人 


アル ヴァ トー レ ] 長大 な 射程 と 大 威 を 計る 機 間 の 
GN ビ ー ム 直 に 加え 、 強固 な GN フ ィ ー ル ド を 展開 で き 
る 。 内 部 に は MS アル ヴァ アロ ン を 搭載 し て お り 
MA アル ヴァ トー レ は その 強化 パー ツ で あっ た 


アル ケー ガン ダム 
ARCHE GUNDAM 


計 デ ー タ を 基 に 
リー ズ の 実戦 配備 最終 
・ ア ル ・ サ ー シ ェ ス の 専用 機 と し 
で ・ ア ル マ ー ク が イノ ベイ ド の 技術 を 
単なる ツヴァイ の | 
強化 発情 機 で 別 の 機体 と 
の 性 能 を 獲得 。 サ ー シ ェ ス の 技能 も 相まって 、 
複数 の ガン ダム を 相手 取る ほど の 戦闘 力 を 発 
控 し た 。 脱出 装置 と し て GNZ シ リー ズ と 同様 の 
コア ファ イタ ー を 採用 し て いる , 


\ イ プ 


グ を 受け 継ぎ つつ 、 還 し 
ル が 


絆 と し 
内 本 され る な ど 、 サ ー: 


「 アレ ハン ドロ ・ コ ー ナ ー 
ALEJANDRO CORNER | 


監視 者 の ひと り で あり な が ら 、 そ の 立場 を 利用 
し て 世界 の 支配 を 目 論 家 は 以前 
より イオ リ 介入 する 機会 を 狐 
り 、 イ ノ ベ イド の リボ ンズ ・ ア ル マ ー ク と の 
い に よ っ て 野望 は 現実 味 を 帯び る 。 密か 
ロー ネ シ リー ズ と ジン クス 、 医 似 太 陽 訪 の 開発 ・ 
量産 を 進め た アレ ハン ドロ は 、 リ ニア トレ イン 公 
ト グ ナ ・ ハ ー ヴ ェ イ の 協力 な ど で イオ 
計画 に 存在 し な い CB の セカ ンド チー ム 
発足 ・ 利 用 し て 世 議 を 「 打 
提供 
減 を 国連 軍 の ガン ダム 
戦 「FALLEN ANGELS」 で は 自ら MA 
アル ヴァ トー レ を 駆っ て 参戦 する が 、 半 族 ・F・ 
セイ エイ と の 戦い に 敗れ 命 を 落と し : 


直 識 を 多 - 
局 は 利用 


【 ア 


ル ヴ ァ ト ー レ 】  【 ヴ ェ ー ダ 】 


アレルヤ ・ ハ プティ ズ 
ム 】 アレ ル ヤ (を ) は 、 も 
うと り の 自分 ハレ ル ヤ 
右 ) が 仲間 を 手 ト 
師 去 を 背負 っ て 生き 
に 。 その 開 層 な 研 
時 代 は アレ ル ヤ の 
生 に 影 を 落と し て いた 
が 、 自 分 の 名 前 を 昌 
て くれ た マリ ー と の 再会 
に より アレ ル ヤ は 生き る | 
希望 を 抱く 


アレ ル ヤ ・ ハ プティ ズム アン ドレ イ ・ ス ミル ノ フ 
ALLELUJAH HAPTISM [ANDREI SMIRNOV 
ソレ スタ ルビ ー イィ ング ( CB) の ガン タム マイ ス x 


ター。 優し く 穏やか な 人 : も う ひ と り の 残 
忍 な 人 格 、 ハ レル ヤ を その 身 に 宿 
児 で あり 、 披 柱 体 57 と し て 克 
新 連盟 (人 半 連 ) の 超人 機関 技 
過ごす 。 その 際 に 超 兵 と な る た め の 肉 体 改 造 と 
脳 改造 が 施さ れ : 1 


て いる 。 撤 
人 類 半 


生 し た 。 研 
る 。 西暦 5307 
研究 所 で 自分 に 生き 
る 意味 を 与え て くれ た 少女 マリ ー・ パ バー ファン 

と 再会 。 ソー マ ・ ピ ビー リ ス と いう 名 人 の 
超 兵 と な っ て いる こと に 戸 勤 う 中 、 
ンダ ム 提 計 公 「FALLEN ANGELS | で 仙 作 
し 捕虜 と な っ た 。 西暦 2312 年 、 活 動 を 再開 し 
た CB に よっ て 教 出 され た アレ ル ヤ は 、 ガ ンダ ム 
マイ スタ ー と し て 復帰 する 。 そこ で 
し た マリ ー ど : 生き る た め に 戦い 続け る こと 
を 決意 。 仲間 と 力 を 合わ せ て イノ ベイ ド を 率い る 
ズ ・ ア ル マ ー ク を 倒し た 。 その 後 CB を 抜 
レル ヤ は マリ ー と 一 緒 に 巡礼 の 旅 へ と 出 
る が 、 西 暦 2314 年 、 脳 量子 流 に 反応 する 地 
球 外 変 異性 金属 体 ELS に 前 撃 を 受け 、CB へ 
と 復帰 。「 来 る べき 対話 を 成就 させ る べく 再び 
マイ スタ ー と し て 戦っ た 。 主 な 搭乗 機 は ガン ダム 
キュ リオ ス 、 ア リオ スガ ンダ ム 、 


アロ ウズ 
A-LAWS | 


地球 連邦 軍 が 発足 し た 政府 直 峰 の 独立 治安 
維持 部 隊 。 早急 な 世界 統一 の た め 、 恒 久 平 
和 の 名 の 下 に 反 政 府 組織 だ け で な く 非 加盟 
は する 弾圧 も 推し 進め た 。 趣 法規 的 措 
置 も 許可 され て お り 、 非 人 道 的 な 行為 が 
的 に 行わ れる こと と な る 。 人 質 す ら 切り 捨て 
容赦 な い 弾 圧 も 徹底 的 な 情報 操作 に よっ て 
隠蔽 され 、 一 般 人 は 知る 由 も な か っ た 。 プレイ 
クビ ラー 事件 の の ち 、 地 球 連 孝 軍 の 指揮 権 
は アロ ウズ に 集約 され 、 よ り 強 大 : ek 
た 。 し か し 、 イノ ベイ ド 勢 力 の 打倒 
と アロ 72 は 


ソー マ ・ ビ ピー リス 
- ユ ー カ -) な ど 対 
カン ダム 株 で 活 忠 し た 人 材 が 集 っ て いた 


【 ア ロウ ズ 】 アロ ウズ に は MS アヘ ッ ド な ど 最 新 錠 の 
法 備 が 与え られ 、 佑 秀 な 人 材 が 吾 集 さ れ た 。 最 語 


ろか 何 も | 践 遠 に な り 、 


あて つけ の 西暦 2312 
年 、 ア ロウ ズ ( ソー マ ・ 
ピー リス 招集 の os れる 。 以降 
活動 を 再開 し た ソレ スタ ルビ ー イ ンダ (CB) と 


最前 線 で 戦う 。 父 譲り の 実直 さ を 持 つ 軍 人 だ 

交 に 対す る 反発 か ら ア ンド レイ の 目 は 時 
の 結果 、 肉親 を 殺め る こと と な る 。 ブ 
一 事件 に お いて 、 ク ー デ ター の 首 | 
ハー キュ リー に 正規 軍 の 特使 と し て 


接触 し た 父 を 反乱 分 子 と 思い 込ん で 手 に 掛け 
り 続け 、 


た アン ドレ イ 。 だ が 、 そ の 行い は わ だ か 
イノ ベイ ド と CB の 最終 戦闘 に お いて 


子 空間 に 列 れ た アン ドレ イ は 、 ソー マ ・ ビ ピー リス 
に 論 さ れ て 父 の 想い を 知り 、 自 ら の 過ち を 悔い 
後 は 父 と 母 の 遣 志 を 鱗 い で 市 民 を 守 


軍 人 た らん と 決意 。 西暦 2314 年 
来 の 際 に 族 戦 。 ELS を 地球 に 行か 
煙 し て 食い 止め 、 命 を 散ら し た 。 主 な 
ジン クス 皿 、 ジン クス MV 


ELS 柚 
と 自 


【 ア ンド レイ ・ ス ミル ノ フ 】 母 の 
似 と し て 父 セ ル ゲ イ 

ンド レイ 。 母 を 見 殺し 
軍規 を 培 守 し た 父 が 。 軍 を 裏 
切り 、 飛 劇 を 引き 起こ し 2 

分 子 に 加担 し て い た と 

ん だ アン ドレ イ は 、 六 に 
2 


る 


Fr 
ANF | 
人 類 革 新 較 副 の 旧 主 力 MS ファ ント ン の 輪 H 


仕様 。 中 東 を は じ め と し た 第 三国 に 販売 し お 
り . 化石 燃料 を 動力 源 と する 、 


| 先 / 


ma 


【 ア ンプ] 西暦 2307 年 に お いて 中 東 や テロ リス ト に と っ 
て は 現役 の MS で ある 。 特に 化石 電 料 の 出 規 制 が 


あ 5 中 東 に と っ て 、 アン フ は 重宝 する 機体 で あっ た 


[W] me05 mw02 


Lo 本 


| | イア ン ・ ヴ ァ ス ティ i ヴァ ステ ィ 
IAN VULASHTI 


ン レ スタ ルビ ー イ ング (CB) の 総合 整備 
常 は トレ ミー チー ム に 同行 し て 整備 全 
「 お や っ 


っ て いる 。 西暦 2307 
後 は 身 を 潜め 、 ト ラ 
・ シ ュ ヘ ン ペ ル グ か ら 送 ら 
イン ドラ イヴ シス テム の デー タ か ら ダ ブル 

ム を 完成 させ た 。 さら に 西暦 2312 
し た CB の ガン ダム は 、 ヴ ェ ー 
イア ン が 手掛け て いる 。 な 
お 、 プ トレ マイ オス の 党 駐 医師 JB・ モ レノ と は 
親友 同士 で ある 


ヴァ ステ ィ 】 イア ン ( 右 ) の 家族 は すべ て 
CB に 参加 し て お り 、 妻 は CB の メカ ニッ ク 開 発 担当 
技士 リン ダ ・ ヴ ァ ス ティ (中 )、 嬢 は プトレマイオス 2 
栖 況 オペ レー ター の ミレ イナ ・ ヴ ァ ス ティ ( 左 ) で ある 
年 若い 要 を 持っ た こと は 件 間 を 荻 か せ た 


EAI レイ 


イオ リア 
で ある 
典 者 だ と され る 。 有人 木星 探査 計画 に は 彼 を 
ペー ス と し た リボ ンズ タイ プ の イノ ペイ ド が 参加 
し て ね り 、 木 星 有 人 探査 船 エ ウロ パ を 侵 鱗 し 
た 地球 外 変異 性 例 属 体 ELS は 彼 の 形 を 取 

て 地上 に 出現 。 大 量子 流 に 引か れ 、 ル イス ・ 
ハレ ヴィ の 下 に 赴 いた 共に 章 邪 ・F・ セ イエ イ 
と 遭遇 し た 


ル グ の 友人 


イノ ベイ ド 
マー ク の DNA マ ッ プ 提 


上 E・A・ レ イ 】 西 礎 2091 年 、 隆 島 ( 

を 訪ね た E・A・ レ イ は 、 友 人 が 

れ は 宇宙 へ 旅立つ 人 類 が 争い 
人 の 相互 理解 の な 


火種 を 生ま な いよ う 
人 を 促す も の だ っ た 


陳 | 


科 来 の 金属 と 比べ て 軽量 で 温 
性 を 持つ 新 素材 


ば 化 に 強く 
実用 化 に より 
剖 道 エレ ペー 


|E カ ー ボ ン 】 ガン ダム に も 装甲 材 と し て 用 いら れ て お 
り リ 、 高 い 技術 力 で 製 され た E カ ー ボ ン は 、 当 時 の 
MS の それ と 一 線 を 画す 防御 力 を 備え て いた 


根絶 の 


行っ 
は イオ リア | 


イエ ー ガ シ ジ ・ ク ロウ 


YAGAN CROW 


PROJECT AEOLIA 


eR ] 


西 礎 2314 年 に 新設 され た 下草 部 隊 ソ ルプ ブレ 
イヴ ス 隊 の 一 員 。 旧 ユニ オン 園 出 身 で あり 、 
オー スト ラリ ア 系 白人 。 搭乗 機 は ブレ イヴ ー 般 
用 誌 験 機 。 


の 団 区 者 と な っ て し まう 、 


| イオ リア ・ シ ュ ヘ ンベルグ 
AEOLIA SCHENBEHG 


22 世 紀 初頭 の 工学 ・ 物 理学 者 で あり 、 私 設 
武装 組織 ソレ スタ ルビ ー イ ング の 借 設 者 。 意 
識 を 伝達 する 新た な 原初 料 子 (GN 粒子 ) の 
発見 と 、 そ れ を 製造 する 半永久 機関 基礎 理 
論 の 構築 、 量 子 型 演算 処理 シス テム の 発明 . 
軌道 エレ ベー ター 建造 に 伴う 太陽 光 発 電 シ ス 
テム の 提唱 、 機 動 兵 器 (MS) 開発 の 指針 な 
ど 多 く の 偉 業 を 打ち 。 いつ 
宙 に 旅立つ で あろ う 人 舞 が 争い の 炎 竹 
を 持ち 込ま な いた め に 、 人 類 の 相互 理解 を 推 
進 。 人 類 を 進化 きせ て 「 来 る べき 対話 ] に 
る た め 、「 イ オリ ア 計 画 
コー ルド スリ ー プ し て い 
レ ハ ンド ロ ・ コ ー ナ ー に 射殺 され る 。 イオ リア は 
自身 の 殺害 も 想定 し て お り 、 この 死 を トリ ガー と 


ラン ザム シス テム の 解 族 と 、 ツ イン ドラ イ ' 
イオ リア の 願い は 成就 


テム の デー タ を 託し : 


性 全 属 体 ELS と の 対話 に 成功 。 西暦 2364 
年 に は 人 類 の 4 割 が イノ ベイ ター に 覚醒 し 、 外 
宇 軍 へ の 航海 へ と 旅立っ て いる 。 


リア ・ シ ュ 
191 年 の イオ リア 


地球 外 生 命 体 と の 接 藤 一 「 来 る べき 対話 
に 備え 、 人 類 を イノ ベイ ター と し て 進化 させ る 
計画 。 これ は 人 類 の 救済 計画 で あり 、 未 成 黙 
な 人 類 が 争い の 火種 を 抱え た まま 宇宙 へ 進出 
する こと を 防ぎ 、 異 種 と の 対話 を トラ ブル な く 

える よう に た 。 イノ ベイ 


め の 手段 の 
ひと つ で ある 。 西 礎 2307 年 か ら 遡る こと 200 
年 前 か ら 、 イオ リア ・ シ ュ ヘ ンベルグ を 中 
た 科学 者 財界 人 政治 家 な , 
画 が 推し 進め られ た 。 この た 
ピュ ー タ 「 ヴ ェ ー ダ 」 を 建造 。 計画 を 補助 する 
た め の 生体 端末 と し て 人 造 人 間 イ ノ ベ イド が 中 
られ 、 要 名 根絶 の た め の 組織 ソレ スタ ルビ ー イ 
ング (CB) の 設立 、 イノ ベイ ター へ の 進化 ( 
く 契 機 と な る GN 粒子 (を 生み 出す GN ドラ イヴ 
一 太陽 炉 ) が 生み 出さ れ た 。 イノ ペイ ド ! 
ズ ・ ア ル マ ー ク の 野心 で 計画 は 正 み を 至 む も 、 
最終 的 に CB の 活躍 で 完遂 され た 。 


池 


IKEDA 


JNN の 海外 特派 員 。 武力 介入 を 受け た モラ リ 
ア の 軍事 演習 の 占 示 や ヤ ア ザ ディ スタ ン 王 国 の 
内 紛 な ど 、 ソ レス タル ビー イン グ 絡み の 取材 を 
行っ た 。 地球 連邦 の 発足 後 、 西暦 2312 年 は 
反 政府 組織 カタ ロン に 所 属 。 JNN 時 代 の 人 
脈 を 活用 し て 組織 の カ と な り 、 ス イー ル 王 国 へ 
の 接触 な ど に も 一 役 置 っ て いる 。 イノ ベイ ド 勢 
力 の 打倒 後 は 再び 記者 と し て 活動 し た 。 


イノ ベイ ター 宙 | 


INNOVATOR 


進化 し た 人 類 。 増大 し た 8 

が で き 、 そ れ を 用 いた 意思 中 通 が 可能 で ある 。 
GN 粒子 散布 下 で は 脳 量子 波 に よる 意識 共有 
も 可能 。 また 、 状 況 把握 カメ 空 間 把握 能力 
細胞 変化 肉体 強化 理論 的 に は 常 
人 の 倍 に 等 し い 理 命 を 持つ 。 用 量子 波 
人 類 の 相互 理解 に よっ て 紛争 は な く な り 、 異 
種族 と の 対話 能力 を 獲得 。 優れ た 身体 に より 
厳し い 環境 下 の 宇宙 開 拓 に も 対応 し て いる , 
イノ ベ 條 勢力 と の 決戦 を 境 に 、 イノ ベイ ター へ 
と 常 本 で きる 因子 一 一 脳 量子 法 を 有 し た 人 類 
が 増え て いき 、 新 連邦 政府 の 保護 政策 に 
て 徐々 に 数 は 増え て いっ た 


イノ ベイ ド 
INNOVADE 


しょ っ タダ が 情報 収集 の た め に 造っ た 生体 端 
る 感応 能力 と 、 それ を 用 いた 
ヴェ ー ダ と の 直接 リン グ 、 遺 伝 子 操作 と ナノ マ 
シン に よる 老化 制御 や 身体 能力 の 強化 な ど 、 
疑似 イノ ベイ ター と で も 言う べき 能力 を 持つ 。 


IKEDA 想 


外 宇宙 航行 艦 スメラギ の 専従 特派 員 。 乗員 
の ひと り と し て 外 宇宙 へ の 旅 に 同行 し : 
は イノ ベイ ター で 占め られ て いる 中 て 
世 も 例外 で は な い 。 元 JNN の 海外 特派 員 で あ 
る 池田 の 家系 の 者 と 思わ れる 。 


に 
つう 
ヴァ ー ジ ニア 改 級 


i 試験 特務 艦 ア ルト リウ ス | 


ソル プレ イヴ ス 隊 の 還 艦 。 旧 
ジニ ア 級 宇宙 輸送 第 を 改修 | 
の 特務 乱 と し て 運用 され て いる 


| ヴァ ー ジ ニア 級 輸 送 艦 


| VIRGINIA cass SPACE TRANSPORT SHP 


ユニ オン の 参 目的 輸 逆 艦艇 の 前 部 に コン テ 
ナ が 扇状 に 配置 され て お り 、 高 い 搬送 能力 を 
持つ 。 三 大 勢力 が 統一 され た 地球 連邦 軍 に 


お いて も 運用 が 継続 され 、 起 状 を 追加 し た タイ 
プ も 登場 し た 。 


| ヴィ クト ル ・ レ オー ノ フ 
| VIKTOR LEONOV 


西暦 2314 年 に 新設 され た 強 中 部 隊 ソ ルプ レ 
イヴ ス 隊 の 隊員 。 旧 AEU 園 出身 で あり 、 モ ス 
クワ 生ま れ の ロシア 系 白人 。 搭乗 機 は ブレ イ 


ヴー 般 用 試験 機 


タ 。 ヴェ ー ダ の 端 林 は 舞 数 に 存在 し て お 
り 、 メ イン の 端末 が 破壊 され て も パ バックアップ が 
作成 され 、 完全 に 消 減 す る こと は な い 。 膨大 な 
情報 娘 理 能力 を 有 し 、 地球 全体 の ネッ トワ ー ク 
視 し て いる 。 開発 され て か ら 200 年 以上 
に 理 っ て 「 イ オリ ア 計 画 ] に 関す る 作戦 の 指示 
や 修正 な ど を 担い 、 ソ レス タル ビー イン グ の 頭 
脳 と し て 存在 。 生体 端末 で ある イノ ペイ ド を 人 
間 社 会 に 送り 込ん で 、 情 報 収 集 や 作戦 の 実 
行 要員 な ど に 用 いて いた 。 な お 、 ウ ヴェ ー ダ へ の 
アク セス に は 1 一 7 まで の レベ ル が 設け て あり 、 
ガン ダム マイ スタ ー や 監視 者 な どの 立場 に よっ 
て 閲覧 や 利用 可能 な 範囲 は 潜め られ で いる 


ヴェ ー ダ 】 


前 通 - サ ン ラ ィ イズ ・NBS 147-30 


機動 戦士 ガン ダム 00 


| ヴォ ル ガ 級 航 困 x 洋 朋 


|AEU 


| Advanced European Union 


AEU へ リオ ン | 
AEU HELLION 


立 治安 維持 部 隊 ア ロウ ズ が 主力 と し て いた 
パイ カル 級 宇宙 巡洋艦 の 改修 能 。 バイ カル 級 
を 基 に 、 上 部 ブリ ッ ジ を 播 去 し て 新 ブ リッ ジ 
ブー スタ ー MS 格納 庫 < カタ バルト を 備え た 
ッ ト が 追加 され て いる 。 西暦 2314 年 


に お ける ELS 嘩 来 に て 主力 と な っ た 。 


[mF | 
ウラ ル 級 大 型 宇宙 王 送 艦 | 
URAL class LARGE SPACE | 
TRANSPORT WARSHIP 


積載 能力 に 優れ た 宇宙 輸送 艦 。 地球 連邦 軍 
て 運用 され た 。 中 央 の コン テ 
基 ず つ コ ン テ ナ を 連結 し た 
造 を 持つ 。 その た め 最 大 96 機 も の MS 搭載 数 
を 誇る 。 また レー ザー 主砲 も 多数 備え て いる た 
め 火 力も 高い 。 


ポー デス ラジ ンジ 
AMY DYLANDY 


ロッ クオ ン ・ ス トラ トス 
ライ ル ・ デ ィ ラ ン デ ィ ) の 妹 。 ア イル ラン ド | 
お ける KPSE の 自 場 テロ に 巻き 込ま れ 、 両 親 
命 を 失っ た 。 この 事件 を まっ か け と し て 
ル は テロ を 恨む よう に な り 、 ソ レス タル ビー 
イン グ に 身 を 投じ る こと と な る 。 


旧 欧 州 連 合 (EU) を 母体 と する 勢力 。 軌道 エ 
レベ ー タ ー を 有 し た 三 大 勢力 の ひと つ で あり 、 
欧州 の 30 ヶ 国 以上 や 、 ロ シア か ら 独立 し た モ 
スク ワ が 参加 レ し て いる 。 だ が 、 軌 道 エレ ベー 
ター 建設 に 関し て は 他 の 三 大 勢力 に 後 れ を 
取っ て お り 、 軍 備 増強 路線 を 推し 進め て いる 。 


道 エ レベ ペー ター は 中 央 アフ リカ に 建設 され た 
・ ト ゥ ー ル (の ちの アフ リカ タワ ー)。 新型 機 
AEU イ ナク ト の お 投 款 目 が 、 ソ レス タル ビー イ 


ング に よる 最初 の 武力 介入 と な っ た 。 AEU 軍 
の 著名 な 出身 者 に カテ イマ ネ キ ン 、 パ トリ ッ ク ・ 
コー ラサ ワー が いる 


イギリス 


イタ リ 


AEU イ ナク ト | 
AEU ENACT _ 


西暦 2307 年 に 実戦 配備 され た AEU 初 の 太 
陽光 発電 対応 型 MS。 軌道 エレ ペー ター か ら 
の エネ ルギー 受信 連携 体制 を 築き 上 げ て お り 、 
自国 領内 に お ける 連続 稼働 時 間 は デー タ ト 
は 無制限 と な っ て いる 。 ユニ オン の 新型 機 ユ 
ニオ ン フ ラッ グ に 酷似 し た 設計 を 備え て お り . 


軌道 エレ ポ ペー ター 防衛 を 前 提 と し た 和 飛行 形態 
へ の 可変 機構 を 持つ 。 民間 軍事 会 社 PMC ト 
ラス ト に も 提供 され て いる 。 主 を パイ ロッ ト は パ 
トリ ッ ク ・ コ ー ラ サワ ー。 


画 暦 2307 年 に お ける AEU の 主力 量産 MS。 
新型 機 AEU イ ナク ト の 制式 採用 に よっ て 第 

線 を 退き つつ ある 旧式 機 で ある 。 AEU 加 盟 国 
以外 に 多数 輸出 それ て お り 、 数 多く の バリ エー 
ショ ン が 存在 。 入 手 し や すい こと か ら テ ロリ スト 
が 使用 する こと も あっ た 


IAEU ヘ リオ ン 】 


析 の 設 


スカ ウト な ども 揚 
) な ど 世 界 の 財政 界 


エディ ・ ミ ヤサカ | 
| EDDIE MIYASAKA | 


ラグ ラン ジュ 4 の コロ ニー プラ ウド で 働く < 沙 閑 ・ 
クロ スロ ー ド の 先輩 。 反 政府 組織 カタ ロン へ 
の 内 通 容疑 者 と し て 速 捕 さ れ た 


(m0) ME 上 SHEET D3 


| エミ リオ ・ リ ビ 


| EMILIO RIBISI 。 


AEU の 軍人 。 AEU の 戦術 予報 リー サ ・ ク 
ジョ ウ (スメラギ ・ 幸 ・ ノ リエ ガ ) の 恋人 で あっ カカ 
た が 、 情 報 共有 の ミス か ら 発 生 し た AEU 軍 の 
同士 討ち に よっ て 命 を 落と し た 


エム スワ ッ ド 。 ユニ オン 軍 の トッ プ ガ : 
編成 され た MS 部 隊 。 西暦 2307 年 
グラ ハム ・ エ ー カ ー が トッ プ フ ァ イ ター で 、 技 術 
願 問 と し て ビリ ー・ カ タ ギ リ が 所 属し て いる 。 


【MSWAD】 ア メリ 
が 


エル ス 。 Extraterrestrial Living-metal 
Shapeshifter (地球 外 変異 性 金属 体 ) の 申 
称 。 人 類 と は 全く 異な る 知性 体 で あり 、 竹 全体 


ELS ク アン タ 
ELs QAN [IT] 


ELS と 融合 ・ 共 生 し た 杖 態 の ダブ ルオ ー ク ア 


1 RU エガ ンタ COO 〈。。 EE 


は ー ト マト ン 】 コロ ニー プラ ウ 


| エン プラ ス 
EMPRUSS 


| オー トマ トン 


| AUTOMATON 


対 ガ ンダ ム を 想定 し た 空中 / 宇 宙 埋 用 の MA 
MA レグ ナン ト を 開発 する た め の 試作 機 で 、MA 
形態 の 有効 性 を 確認 する た め に 可変 機構 は オ 
ミッ ト さ れ で いる 。 火力 の 高い 射撃 下 装 の ほか 、 
クロ ー ア ー ム に よる 格闘 も 可能 で ある 。 主 な バ 
イロ ッ 小 は デ ヴ ァ イ ン ・ ノ ヴァ 。 


| 0 ガン ダム 
【 0 GUNDAM 


第 一 世代 の ガン ダム 。 ビーム 兵器 を 携行 で き 
る 太陽 が 搭載 棲 「 ガ ンダ ム 」 の 基礎 を 打 い た 。 
ガン ダム マイ スタ ー で あっ た リボ ンズ ・ ア ル マ ー 
ク は 、 第 三世 代 の 完成 直前 に 武力 介入 の テス 
ト の た め 0 ガン ダム で 中 東 の 乾 闘 に 参加 。 その 
共に 少年 兵 ソ ラン ・ イ ブラ ヒム と 出会い 、 ガ ン 
ダム マイ スタ ー に 推薦 し た 。 西 歴 2307 年 の 直 
力 介入 後 は ソレ スタ ルビ ー イ ング の サポ ー ト 組 
に 預け られ て いた が 、 国 連 軍 と 
四 さ れ 、 GN ド ライ ヴ を ダブ ルオ ー 
用 され た 。 西暦 2312 年 、 ヴ ェ ー 
ダ 容 違 の た め の 戦闘 で は 、 ト リコ ロー ルカ ラー 
に 再 塗装 きれ 、 粒 子 貯蔵 タン ク を 搭載 し た 実 
混 配 備 型 と し て 戦闘 に 参加 し た 。 主 な パイ ロッ 
ト は リボ ンズ ・ ア ル マ ー ク 、 


10 ガ ンダ ム ] 実戦 配 
て リボ 


換装 可能 。 西暦 2312 年 の 4 年 
入 され て アロ ウズ は 新型 を 
反 地球 連邦 勢 力 へ の 虐殺 に 使用 し た 。 MS ア 
ヘッ ド の 専用 コン テ ナ で 運用 する こと が 可能 で 
ある 。 な お 、 西暦 2314 年 に は 作業 機器 な ど と 
し て 運用 され る よう に な っ た 。 


| オー バー フラ ッ グ 
OVER FLAG | 


ユニ オン フラ ッ グ の カス タム 機 。 対 ガ ンダ ム 調 
査 隊 を 母体 と する 第 8 独立 航空 戦術 飛行 隊 
「 オ ー パ ー フ ラッ グ ス ] の 専用 機 で 、 軽 量化 と 
耐 ビー ムコ ー テ ィング が 機体 に 施さ れ 、 高 出力 
ッ ト と 新型 リニア ライ フル を 装備 
に お ける 合同 軍 
ガン ダム 箇 獲 作戦 で 初 


0-RAISER 


ダブ ルオ ー ガ ンダ ム の 支援 戦闘 機 。 本 来 は 、 
ガン ダム と 連携 し て 情報 収集 や 防御 な ど 多岐 
る サポ ー ト を 行う よう に 開発 され て いた 。 し 
か し 、 ダ ブル オー の ツイ ンド ライ ヴ シ ステ ム が 
マッ チン グ に 問題 を 抱え て いた こと か ら 、 合体 し 
て ツイ ンド ライ ヴ の 制御 に 充て る と いう 形 で 運 
用 され る こと と な る 。 


オペ レー ショ ン ・ ド ー ン 


| ガ ガ キャ ノン 


AEU と モラ リア 共和 国 と の 軍事 演習 の 作戦 
名 。 宇宙 開発 に お いて 後塵 を 拝 し た AEU は 軍 
備 増強 を 目指 し 、 宇 宙 開 発 技術 を 有する PMC 
を 主要 産業 と する モラ リア を 必要 と し て いた 
モラ リア も また 経済 の 建て 直し の た め 大 国 の 
底 護 を 必要 と し て お り 、 利 害 が 合致 し た 両者 
は 合同 軍事 演習 を 名 目 と し て ソレ スタ ルビ ー イ 
ング (CB) を 呼び 込む 。 ガン ダム の 貴 呈 に よっ 
て 国民 感情 は 軍備 増強 路線 に 傾き 、 復 典 の 
た め の 支援 を ど で モ ラリ ア に 貸し を 作り 、PMC 

な っ た こと で AEU の 思惑 通り と 


| 外部 迷彩 友 膜 | 
| | 


ガン ダム に 備わっ て いる ステ ルス 機能 。 周囲 
の 風景 に 装甲 を 同化 させ る こと に より 、 目 視 に 
お ける ステ ルス 化 を 実現 し て いる 。 な お 、 プ ト レ 
マイ オス 2 は 、 監 複 衛星 の 目 そ 誤 護 化す た め 


6 9 
マイ スタ ー か ら の 通信 で 外 | 


| GAGA 
イノ ベイ ド 用 MS で ある GNZ シ リー ズ の うち の 1 
機 。 通常 の MS MA と は コン セプト が 異な り 、 


トラ ン ザ ム で 自身 を 質量 兵器 と 化す 特攻 兵 
と し て 開発 さて て いる 。 特攻 の ほか 密着 し て 


の 自爆 攻撃 も 行 大 量 に 造ら れ 、 ト ラン ザ 
ム を 使 - デ ヴァ イン ・ ノ ヴァ と 同 タイ プ の 
イノ ベイ ド が クロ ー ン 生産 され て 搭乗 し て いる 。 
ティ エリ ア ・ ア ー デ に よる ヴェ ー ダ 掌握 と 同時 


に 、 リン ク し て いた ガ ガ も 動き を 止め た 。 


ガガガ の 改良 型 。 背中 に ジン クス 皿 の GN ピ ー ム 
ライ フル を 加工 し た GN キ ャ ノン を 装備 し 、 カ ラー 
リン グ は 地球 連邦 軍 の も の に 変更 され て いる 


われ ず 、 イ ノ ベ イ 
れる 。 ELS 導 来 


カタ ロン | 
KATHARON 

西 摩 2312 年 に お ける 最大 の 反 地 球 連 孝 組 
織 。 地球 連邦 政府 の 強硬 な 統一 変 勢 に 反対 
し て 活 量 し て いた が 、 独 立 治安 夫 持 部 隊 ア ロ 
ウズ に よる 暴挙 を を っ か け と し て 、 より 活発 な 運 
動 を 展開 する 。 た だ し 、 上 旧 時 代 の MS し か 
な いた め アロ ウズ と の 還 力 差 は 圧倒 的 で あっ 
た た め 、 大 規模 な 反攻 作戦 は 不可 能 で あっ た 。 
し か し 、 ジ ー ン 1 の コー ド ネ ー ム を 持つ カタ ロン 
構成 只 ラ イル ・ デ ィ ラ ン ディ が ソレ スタ ルビ ー イ 
ング (CB) の ガン ダム マイ スタ ー と な っ た こと で 、 
スパ イ と な っ た ライ ル を 通じ て 陣 力 体制 を 築く 。 
彼ら を 支援 する 中 、 ア ロウ ズ の 追肥 は 厳し く な 
る が 、 ヴ ェ ー ダ 容 選 の た め に 堆 勢 を 掛け た CB 
を アロ ウズ と 挟 を 分 か っ た カテ ィ ・ マ ネ 
規 軍 と 共に 支援 、 イ ノ ペ イド 勢力 の 打倒 に 買 
献 し た , その 後 の 新地 球 連 邦 政 府 の 発足 と 共 
に 、 カタ ロン の 構成 員 が 連邦 議員 と し て 招 か れ 
て お り 、 ク ラウ ス ・ グ ラー ド と シー! 

ヤー ル が 応じ て いる 


| カタ ロン の 子供 た ち 
| 


カタ ロン 中 東 支 部 で 保護 され て いた 身寄り の 
な い 子 供 た ち 。 アロ ウズ に 収監 され て いた マリ 
ナ ・ イ スマ イー ル が カタ ロン に 身 を 寄せ る ご | 
な っ て か ら は 彼女 に 懐 き 、 マ リナ と 一 緒 に 歌 を 
作り 、 平和 を 望む その 和歌 は 世界 へ と 広がっ た 。 


ヨセフ 、 ダ ビッ ド 


前 時 ・ サン ライ ィ ズ ・MBS 147-32 
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ソレ スタ ルビ ー イ ング 
CELESTIAL BEING 


組織 。 イオ リ 

よっ て 創設 され 、 西 暦 
2307 年 に 武力 介入 を 開始 する 。 ガン ダム を 義 
し た 実働 部 隊 (プトレマイオス )、 作 戦 計画 の 
活動 の 根幹 を 成す 量子 
| その 監視 と 認定 を 行う 人 
間 の 監視 者 、 直 接 ・ 間 接 的 に 支援 する 技術 
部 や エー ジェ ント 、 福 利 厚生 部 な どの ほか 、 支 
援 組織 フェ レシ ュ テ で 構成 され て いる 。 国連 軍 
nr 時 壊 減 し 、 
が か リ ・ ア ル マ ー ク に 掌握 され た こと で 、 
実 人 部 隊 を 中 心 に 舞 傷 だ っ た 投 術 冗 や エー 
っ て 再生 。 西 大 2312 年 に 活動 を 


ジェ ント に 


再開 し た 。 地球 連邦 軍 の 独立 治安 次 持 部 隊 
アロ ウズ の 裏 で 玄 を 引く 、 イ ノ ベ イド 勢力 を 打 
倒し で : 


ェ ー ダ を 審 骨 。 新 政府 の 発足 後 は 
か に 紛争 の 火種 を 処理 し て いた 。 そし 
丁 慎 2314 年 、 興 来 し た 地球 條 変人 人 
体 ELS と の 対話 を 成功 させ る 
武力 介入 の 開始 時 に 公表 さ 


誠 教 、 エ ネル ギー、 
と も 、 私 た ち は す べ て 
の 戦争 行為 よる 介入 を 
し ます 一 争 を 時 助 する 国 組織 、 企 業 な ども 
我々 の 武力 介入 の 対象 と と な り ます 。 私 た ち は ソ 
レス タル ビー イン グ 。 この 世 か ら 戦 争 を 根絶 さ 
せる た め に 創設 され た 、 武装 組織 で す 」 


ソレ スタ ルビ ー イ ング (映画 ) 


CELESTIAL BEING 


西暦 2314 年 に 公開 され た 映画 。 世界 支配 を 
アロ ウス を 打倒 する 、 ソレ スタ ルピー イン 
虫 が 描か れ て いる 。 事実 を 基 に 作ら 
い 文句 で 、 新 政権 の プロ パガン ダ 
う 者 も い 


太陽 光 発電 シス テム 


太陽 光 エ ネル ギー を 利用 し た 発電 シス テム 。 款 
道 エ T レ ペー ター の 高 軌道 オー ビタ ルリ ング 上 に 
無数 の 太陽 発電 衛星 (直径 約 1.000Km) 


人 術 星 は 太陽 の 向き に 合わ 
せ て 常に 集 光 面 を 変化 させ て お り 、 効 率 良く エ 
ネル ギー を 集め る こと が で きる 。 な お 、 送電 ケー 
ブル が 未 整備 の 地域 は 、 太 隆光 受信 アン テ 
ナ 施設 を 建造 し 、 直接 マイ クロ ウェ ー 
プ を 受信 する 仕組 み と な っ て いる 。 洗 困 に 喘ぐ 
アザ ディ スタ ン 王 国 は 、 国 連 の 支援 を 受け て 
太 昌 光 受信 アン テ ナ 施 設 に 着手 する が 、 反 
対 勢力 の 妨害 を 謀 け た 


テロ 行 


画 の た め に 
世界 規模 の 化石 演出 規制 が 行わ れ た 結 
果 、 石 油 産 出国 で ある 中 東庄 国 は 経済 が 悪 
化 。 太陽 光 発 電 の 根幹 を 成す 軌道 エレ ベー 


反対 し 現場 な ど で の テロ な 
ど 、 20 年 以上 に 理 っ て 紛争 が 鞍 い た 


太陽 炉 | 


GN ド ライ ヴ の 通 季 。 GN 粒子 を 生成 する 半 
永久 的 な エネ ルギー 機関 で ある 。 西暦 2307 
年 当時 オリ ジ ナ ル の 太陽 炉 は 5 基 の み で あり 、 
「 ガ ンダ ム 」 の 重力 湊 と し て 使わ れ た 


ダブ ルオ ー ガ ンダ ム 
00 GUNDAM 


ツイ ンド ライ ヴ シ ステ ム を 導入 し た ガン ダム 。 2 
基 の 太陽 炉 が 同調 する こと で 生み 出さ れる 
GN 粒子 は 倍 で は : と な り 
カカ を 発 涯 する 。 太陽 炉 は 両 肩 に 備 
勢 制 件 推 カ スラ スタ ー や GN フ ィ ー ル ド 的 な 
使い 方 も 可能 。 な お 、 ガ ンダ ム エ ク シア と 通じ 
る 構造 が ある も の の 後 婚 機 で は な く 、 よ り 汎 
用 性 の 高い 新型 ガン ダム と し て 開発 され た 機 
体 で ある 。 太陽 炉 同 士 の 相性 や 調整 の 召し さ 
を 抱え 、0 ガ ンダ ム と ガン ダム エク シア の 太陽 
炉 の 組み 合わ - っ て トラ ン ザ ム を 使い 、 稼 
働 安定 祝 域 に 押し 上 げ る こと で よう や く 起動 し 
た 。 パイ ロッ は 羊 邪 ・F・ セ イエ イ 。 


| ダブ ルオ ー ク アン タ 


| 09 QAN[T] | 


イン ベイ ター と な っ た 羊 那 ・F・ セ イエ イ の 
に 開発 され た 機体 。 ダブ ルオ ー ラ イザ ー| 
粋 な 後継 機 で あり 、 2 基 の オリ ジ ナル 太陽 炉 は 
イン ドラ イヴ 用 に 新造 され た も の で ある 。 クア 
ンタ ム バ パー スト 時 は 左肩 の 太陽 炉 が 背部 に 移 
動 し 、 直 列 接続 と な る 。 主 兵 装 に GN ソー ド V 

え 、GN ソ ー ド ビッ ト と の 組み 合わ せ ( 

バス ター ソー ドン パス ター ライ フル と な 
ソー ド と し て も 使用 可能 


ダブ ルオ ー ラ イザ ー 
00-F RAISER 


ダブルオー ガン ダム と その 支援 機 オー ライ ザー 
が 合体 し た 形態 。 不安 定 だ っ た 太陽 訪 を 
側 で 制御 し 、 安 定 稼働 に 成功 し た 。 ト 
ラン ザム 時 に は 予測 を 超え た 和子 生産 能力 を 
発揮 し 、 機体 の 量子 化 や 脳 量子 波 を 伝達 で き 
る 量子 空間 を 開く こと が 可能 。 も は や 別 機体 
め 、 そ の 状態 を 「 ト ラン ザム ライ ザー] 
パイ ロッ ト は 利 那 ・F・ セ イエ イ と 沙 林 ・ 
な お 、 イ ノ ペ イド 勢力 と の 決戦 で 


と 呼 3 
クロ スズ ロード 
大 破 し た が 修復 され 、 西 暦 2314 年 に は 粒子 
貯 滅 タン ク を 装備 し て 運用 され た 


(m0) RE 5 wl6 


多目的 給 送 角 老 虐 ( ラ オ ・ ホッ) 


人 類 革 新 連盟 の MS 輸送 艦 。 尋 の 基部 を 中 
心 に 3 個 の コン テ ナ ブ ロッ ク を 持つ 。 ブロ ッ ク は 
5 つの フロ ア に 分 か れ 、 コ ン テ ナ の 先頭 に ! 
イル 等 の 武装 を 搭載 。 残り 4 フロ ア に MS を 搭 
載 し 、 テ ィ エレ ン 宇 宙 型 を 計 12 機 搭載 で きる 。 


タリ ピア 共和 国 
REPUBLIC OF TARIBIA 


反米 意識 が 根強い 南米 北部 の 小国 。 ユニ オ 
ン の 軌道 エレ ベー ター に 近い 自国 の 立場 を 利 
用 し 、 独 自 の 太陽 光 エ ネル ギー 使用 権 を 主張 
し て ユニ オン か ら 脱 退 す る 。 だ が これ は 、 タ リ ビ 
ア と アメ リカ の 関係 を 強固 に する た め 両 国 が 仁 
組ん だ 茶番 で あっ た 。 ユニ オン と アメ リカ は 脱 
退 し た タリ ビア に 派兵 する が 、 ソレ スタ ルピー イ 
ング (CB) は ユニ オン と アメ リカ で は な く 、 タリ ビ 
ア を 紛争 耕助 国 と 見 な し て 武力 介入 を 行 
これ を 予測 し て いた タリ ビア は 脱退 の 撤回 を 表 
明 し 、 ア ズリ カ に 援助 を 請う 。 これ に より タリ ビ 
ア の 反米 感情 は 収まり 、 一 方 の ユニ オン は 反 
米 意識 の あっ た タリ ビア を アメ リカ 寄り の 政権 
と し 、 軌 道 エ レベ ペー ター 近く の 潜在 的 な 人 脅 威 を 
排除 する こと が で きた 。 ま 事件 を 機 に タ 
リビア の 二の舞 と な ら な いよ う 、 他 の 国 も 反米 
政策 を 控え る こと と な る 。 な お 、 ガ ンダ ムキ ュ リ 

力 介 入 を 行い 、 麻 染 農 国 を 焼き 払っ 


全球 地球 連邦 | | 超人 機関 技術 研究 所 
DARYL DODGE | | EARTH SPHERE FEDERATION 
オー バー フラ ッ ダス に 所 属す る フラ ッ グ ファ イ | チェ ンチ ュ ウ 。 ラグ ラン ジュ 4 に ある 人 類 新 之 | 回 近 連 合 を 母体 と し て 告 立 され た 連邦 国家 。 | 人 類 革 新 濾 時 の 研究 機関 用 量子 流 を 近 る 


ター。 部 隊 の 前 身 で ある 対 ガ ンダ ム 調査 隊 の 
初期 メン バー と し て ハワード ・ メ イス ン と 一 緒 に 
配属 され た 。 トッ プ フ ァ イタ ー た る 隊長 の グラ ハ 
ム ・ エ ー カ ー を 更 絢 し て お り 、 フ ラ 
想い も 非常 に 強い 。 主 な 搭乗 機 は 
ラッ グ 、 オー パー フラ ッ グ 、 ジン クス 。 


ン が 所 有する 吉 道 エレ ベー ター 
力 の 中 で 最初 に 建設 ・ 実 用 化 され 】 


| チー ム ト リ ニテ ィ | 


TEAM TRINITY | 


ソレ スタ ルビ ー イ ング (CB) の セカ ンド チー ム 、 
「 イ オリ ア 計画 ] に 介入 し た アレ ハン ドロ ・ コ ー 
ナー に よっ て 発足 され 、 リ ニア トレ イン 公社 の 
総裁 ラグ ナ ・ ハ ー ヴ ェ イ を 介し て 指示 が 出さ れ 
Fr タク ラマ カン 夏 漢 で の 
た ブ ト レ マ イオ 


力 介入 を 開始 
音 刻 な 行動 を 取 


大 勢 カ の 攻勢 を 受け て 劣勢 と な り 、 近世 時 
アレ ハン ドロ の 信頼 を 受け た 備 兵 アリ ー・ ア ル ・ 
サー シェ ス に よっ て ヨハ ント リ 

ニテ ィ は 殺害 。 ガン ダム エ の 介入 に 
ナ ・ ト リ ニ テ ィ は 逃げ 延び る も 、 チ ー 
イィ は 事実 上 消滅 し た 。 


盟 の スペ ー ス コロ ニー。 超人 機関 技術 研究 所 
が 置か れ て お り 、 密か に 研究 が 行わ れ て いた 。 


| 地球 外 変異 性 金属 体 


EXTRATERRESTRIAL LIVING- | 
METAL SHAPESHIFTEH 


略称 「ELS」。 西暦 2314 年 、 地 球 園 に 飛来 
し た 異 星 生 命 体 。 太陽系 と は 異な る 銀河 で 
誕生 し た 知 的 生命 体 で あり 、 液体 金属 の 身体 
を 備え 、 他 の 生物 ・ 無 機 物 と 融合 する こと で 
その 特性 を 獲得 で きる 。 メン タル 面 や 知性 は 
人 類 と 大 きく 異な り 、 個 体 より も 種 全体 と し て 
意思 を 持つ 。 その 個体 同士 脳 量子 流 に よる 
ネッ トワ ー ク で 意思 を 共有 する 。 母 星 が 死 を 迎 
えつ つ あ っ た た め 、 季 住 可能 な 新天地 を 求め 
て 主査 隊 が 送ら れ た 。 その ひと つが 太陽 系 に 
到達 し 、 人 類 と 接触 する こと と な っ た 。 そし て 、 
人 間 と 琶 合 す る こと で 人 類 と の 相互 理解 を 試 
みた の で ある 。 だ が それ は 、 人 類 に と っ て 死 と 
同義 で あり 戦 敵 が 義 か れ て し まう 。 それ で も 対 
レス タル ビー イン グ の 働き に よっ 


西暦 2311 年 に 発足 し 、2312 年 の 時 点 で 加 
副 園 は 328 ヵ 国 に も 上 る 。 これ に より 世界 人 
口 の 約 9 割 を 内 包 し 、 人 類 は 表面 的 な が ら 世 
界 統一 を 果たす こと と 、 統 一 を 急 
ぐ で あま り 連 聞 加 是 画 に 対し て 始 硬 政策 を 近 
り 、 独 立 治安 雑 持 部 隊 ア ロウ ズ を 設立 し て 弾 
圧 。 カタ ロン な ど 反 政府 勢力 の 台頭 を 招く 。 一 
方 、 イノ ベイ ド 勢 力 の 打 個 後 の 新政 府 は 融和 
政策 を 打ち 出し 、 中 東 な どの 非 絹 回 に 支援 
を 行っ た 。 また 、 イ ノ ベ イ ター や それ に 成り 得る 
人 々 の 保護 政策 を 行っ て いる 。 


ml 


| 地球 連邦 平和 維持 


地球 連邦 の 常備 軍 。 対ソ レス タル ビー イン グ 
の た : 勢力 (ユニ オン 人類 革新 連盟 
AEU) は 国連 管理 下 で 軍事 同盟 を 締結 、 史 
上 最大 規模 の 国連 軍 が 誕生 し た 。 
球 連 孝平 和弘 持 軍 の 母体 と な り 、 
か ら 1 年 接 に 各国 の 軍隊 も 解体 され 、 一 元 化 
し て 地球 連邦 平和 維持 軍 と し て 新た に 発足 し 
その 後 、 西 暦 2312 年 に お ける ブレ イク ビ 
ラー 事件 か ら 4 ヶ月 後 、 ア フリ カタ ワー の 送電 
の 再開 と 共に 正規 軍 の 指揮 権 は アロ ウズ へ と 
集約 され て し まう 。 だ が 、 イノ ベイ ド 勢 力 の 打倒 
後に アロ ウズ は 解体 され 、 正常 化し た 。 


の 此 槍 機 で ある 


パイ ロッ ト 「 超 兵 」 を 造り 出す た 』 
て お り 、 ス ペー スコ ロニ ー 全 球 (チェ ンチ ュ ウ ) 
に 研究 施設 を 置く 。 西暦 2307 年 に ソレ スタ ル 
ピー イン グ (CB) の 武力 介入 を 受け て 研究 施 
設 は 破壊 され た 。 ガン ダム マイ スタ ー の アレ ル 
ヤ ・ ハ プティ ズム は 超人 機関 の 出身 で ある 
趣 兵 1 号 で ある ソー マ ・ ピ ー リ ス と アレ ル ヤ が 到 
方 影響 を 受け た こと か ら 、 彼 が 超人 機関 出身 
の 投 検 体 E-57 だ と 知っ た 科学 者 は 機関 
て 不利 益 と な る 事実 を 黙秘 し た 。 だ が 、CB[ 
より 超人 機関 の 存在 と 研究 内 容 が 暴 路 され た 
こと で 、 セル ゲイ ・ ス ミル / フ の 判断 に より 頂 武 
の 研究 施設 は 封鎖 され 、 研 究 者 は 遠 捕 さ れ た . 


| 項 吉 


人 類 革新 連盟 の 精鋭 を 集め た 特 移 部 隊 。 ガ 
ンダ ム を 画 猿 する た め に 発足 され た 部 隊 で 、 
趣 兵 の ソー マ ・ ビ ピー リス が 所 属す る , 


人 体 改造 に よっ て 生み Me れ た 強化 兵士 。 体 
内 に 埋め 込 シン が 身体 機能 を 保全 
し 、 宇宙 環 境 下 で の 長 時 間 活 動 が 可能 。 さら 
に 各 神 経 系 統 の 感覚 増幅 処置 な ども な され て 
いる 。 また 、 グ リア 細胞 の 強化 措置 な ど で 脳 
量子 流 を 探る こと が 可能 と な り 、 常人 を 趣 え た 
反応 速度 と 身体 能力 を 持つ 。 人 類 革新 連盟 
の 超人 機関 技術 研究 所 で 公 に な る こと な く 研 
究 が 続け られ て お り 、 そ の 成果 で あ 
が 対 ガ ンダ タム の 切り 札 と し て 投入 き i 


削 人 ・ サ ン ラ ィ ズ ・MBS 150-30 


150-31 


機動 戦士 ガン ダム 00 


TD (トポロジ カル ディ フェ クト ) ブラ ン ケッ トモ 
ジュ ー ル 。 GN ド ライ ヴ の 中 枢 と な る 部 分 を 保 
護 す る 隅 壁 と し て 機能 する ユニ ッ ト で ある 。 一 
方 で 、GN ド ライ ヴ [T] ( 個 似 太陽 炉 ) は 、 中 枢 
と な る 部 分 が オリ ジ ナル の 太陽 炉 と は 異な っ 
いる 。 その た め TD ブ ラン ケッ トモ ジュ ー ル を 使う 
必要 が な く 、 製 造 が 短 時 間 で 行え る 理由 の ひ 


ディ ヴァ イン ・ ノ ヴァ 
DIVINE NOVA 


リボ ンズ - ア ル マ ー ク 配下 の イノ ベイ ド の ひと り 。 
ブリ ング ・ ス タビ ティ と は 同じ 遺伝 子 パ ター ン を 
用 い な る 存在 で ある 。 その グ 
の 死に 慣 り 、 ダブ ルオ ー ガ ンダ ム を 八 と 狙う 。 ア 
ロウ ズ の ライ セン サー と し て MA エン プラ ス を 及 
り 、 大 量 殺 寺 兵器 メメ ント モリ を 破壊 し よう と し 
た ダブ ルオ ー ラ イザ ー の 前 に 立ち 楽 か る 。 だ が 、 


ライ ザー ソー ド に よっ て 切断 され て 死亡 し た 


ティ エリ ア ・ ア ー デ 
TIERIA ERDE 


ソレ スタ ルビ ー イ ング (CB) の ガン ダム マイ ス 
ター。 ヴェ ー ダ と 直接 リン ク で きる 特別 な 力 を 
持つ も の の 、 リ ボン ズ ・ ア ル マ ー ク が ヴェ ー ダ 
を 掌握 し た こ リリ ンク は 逢 絶 。 自分 の 存 
在 意義 を 見 失い か ける が 、 ロ ッ ク オ ン ・ ス トラ ト 


た ティ エ 
に 造ら れ た 生体 端末 イノ ベイ ド 
で 、 本 人 は 自分 が 人 間 だ と 思い 込ん で いた 。 


だ が 、 同 タイ プ の イノ ベイ ド ネ ・ レ ジェ ッ 
タ か ら 自 分 も 造ら れ た 存在 だ と 知ら され る 。 さら 
に イオ リア 計画 に CB の 滅亡 は 内 包 さ れ て いる 
と 聞か され た こと で 、CB が 計画 を 阻害 する 存 


在 な の で は と 思い 悩む 
ベイ ド 勢 力 が 世 
し た ティ エリ ア は 
< 道 を 選ぶ 


界 を 歪 ませ て いる 元 | 
「 人 間 」 と し て マイ スタ ー を 偶 
画 歴 2312 年 に お ける ヴェ ー ダ の 
で は 、 リ ジェ ネ の カ を 借り て リボン 
ヴェ ー ダ を 取り 戻 成功 。 そし て 、 
肉体 を 失い ヴェ ー ダ の 一 部 と な っ た こと で イオ 
リア 計画 の 全 閲 を 把握 し 、 人 類 と 共に 未来 を 
創る こと こそ イノ ベイ ド の 在 る べき 道 だ と 理解 
する 。 こう し て 「 来 る べき 対話 」 まで 人 類 を 見 
守る こと に し た ティ エリ ア だ が 、 西 歴 2314 年 
ELS の 棋 来 の 際 、 自 ら 行動 する た め の 肉 体 と 
専用 MS ラフ ァ エ ル ガ ン ダム を 造り 上 げ 、 イベ 
な っ た 章 那 ・F・ セ イエ イ の 突 地 に 駅 
の 鍵 と な る 旭 那 を 守る た め 再 
ヴェ ー ダ の 端末 と し て ダブ ル 
オー クア ンタ に 同乗 。 和 那 を 助け て ELS と の 
対話 に 臨ん 


ティ エレ ン 皇 還 型 
TIEREN SPACE TYPE 


人 類 草 新 連盟 の MS ティ エレ ン の 宇宙 仕様 
激化 する 太陽 光 発 電 紛 争 に 対応 する た め 、 
宇宙 用 小型 MA シャ オシ ョ ウ の 代わ り と な る べく 
開発 され た 。 機体 各所 に は スラ スタ ー を 設け 、 
脚 部 に は 推進 剤 と し て 用 いる 水 を 詰め た プロ 
ペラ ント タン ク を 装備 は 長 距離 を 移動 す 
る 場合 に 複数 連結 可能 で あり 、 シ ー ル ド 代 わ 
うこ と も で きる 。 主 武 装 と し て 、 放熱 板 と 
し て も 機能 する カー ボン ブレ イド を 組み 込ん : 
射撃 格闘 を 華 用 する 200mmX25 口 和 長 
滑 腔 砲 を 持つ 。 主 な パイ ロッ ト は セル ゲイ ・ ス 
ミル ノ フ 、 


ティ エレ ン 高 機動 型 
TIEREN HIGH MOBILITY TYPE 


人 人類 革新 連盟 の MS ティ エレ ン の 派生 機 で 、 
機動 性 能 の 向上 を 試み た 機体 。 展開 式 の ウイ 
ング と ジェ ッ ト エン ジン を 搭載 し 、 ホ / い 
た 高速 移動 が 可能 で ある 」 が 
輸送 機 か ら の 滑空 降下 な ど に 使わ れる , 
装 は 地上 型 と 同じ 200mmx25 品 径 長 滑 
ボン プレ イド 。 主 な パイ ロッ ト は セル 


ティ エレ ン 高 機動 B 型 ( 防 鹿 仕 様 ) 
TIEREN HIGH MOBILITY TYPE B 
DUSTPROOF VERSION 


人 類 革新 連盟 の MS ティ エレ ン 高 機動 型 の 派 
生 機 。 砂漠 に 対応 する た め 防 塵 対策 が 施さ 
れ 、 飛行 能力 より も ホバー 機能 を 重視 し た 。 そ 
の た め 高 機動 型 が 備え る ウイ ング と ジェ ッ ト エン 
ジン は 廃 され て いる 。 主 武装 の 200mmx25 
口径 長 潜 腔 砲 は . 地上 型 の 同 滑 腔 砲 に カー 
ボン ブレ イド を 組み 込ん だ も の 。 主 を パイ ロッ ト 
は セル ゲイ ・ ス ミル ノ フ 。 


| ティ エレ ン 全 領域 対応 弄 
| TIEREN ALL REGION TYPE 


人 類 閥 新 連 品 の MS ティ エレ ン の 徐 継 機 と し て 
開発 され た 幻 の 機体 。 太陽 炉 搭 載 機 の 登場 
に 伴い 次 期 主力 機 に 採用 され る こと は な か 
が 、 先 行 し て 数 機 が ロー ルアウ ト L 
1 機 は セル ゲイ ・ ス ミル フフ 専用 
た 。 装備 の 換装 や 仕様 を 変更 す - 、 あ 
ら ゆ る 環境 は 応 で きる 。 また 、 非 太陽 炉 
搭載 機 な が ら 5 ビ ー ム ライ フル を 使用 可能 。 銃身 
5 は ビー ム サ ー ベ ル も 発生 で きる 。 別名 「 セ 
ル ゲ イ 専用 ティ エレ ンタ オツ ー」 と 呼ば れる 


(0) ED5 sf 上 


ティ エレ ンタ オツ ーー 
TIEREN TAOZ! 
超 兵 用 に カス タム し た ティ エレ ン 。 次 世代 主 カ 


機 と し 


発 され て いた 和 全 領域 に 対応 する 試 
ー ス に し て いる た め 、 宇 宙 地上 で 
十 全 に 運用 で きる 。 機体 各所 に を 
増設 し て いる ほか 、 肩 部 の シー ルド に は 大 型 推 
力 偏向 スラ スタ ー を 搭載 し 、 訪 異 的 な 機動 性 を 
持つ 。 コク ピッ ト は 通常 の ティ エレ ン と 大 きく 異 
な っ て お り 、 超 兵 の 能力 に 対応 すべ く 高速 情 
報 テム を 搭載 。 各 セ ン サ ー 情 報 を 続 
合 し た 全 周 フ ォ ロ グラ フ 表 示 を 実現 し て いる 。 


ティ エレ ン 地 上 型 


TIEREN GROUND TYPE 


人 類 草 新 軍 盟 の 主力 量産 MS。 機動 性 を 矢 
牲 に する こと で 高い 防御 力 を 備え 、 重 武装 化 
が 可能 で ある 。 コク ピッ ト の シス テム は 独特 で 、 
外部 映像 は ゴー ダル か ら パ イロ ッ ト の 網膜 へ 直 
接 照射 され る 仕 粗 み を 持つ 。 西暦 2290 年 代 
か ら 主力 と し て 運用 され て お り 、 西 礎 2307 年 
5 いて は 旧式 化し つつ ある 。 し か し 、 長 年 に 
下る 運用 で 信頼 と 生産 性 の 高い 機体 と な 
お り 、 現場 の 兵士 か ら 高い 評価 を 得 て い る 

w- 


* 


ティ エレ ン 長 距離 狙撃 弄 


TIEREN LONG-RANGE CANNON TYPE 


人 類 共 新 連 盟 の MS ティ エレ ン の 派生 機 で 、 
長 距離 肌 撃 に 特 化し た 機体 頭 部 に 当たる 
WO0mmXx50 ロ 口径 長 滑 時 砲 を 搭載 し 、 
は 発射 の 反動 を 抑え る た め の ア ンカ ー 
を 持つ 。 頭 部 の カメ ラ アイ は 胸部 に 配 され て い 
る 。 対 要 寒 " 対 MS 戦 を 得意 と し 、 最 大 射程 
40km (水平 有効 射程 20km) と 言わ れる 。 
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GLOSSARY 


ディ フェ ンス ロッ ド 


銃弾 の 共 居 角度 を 調整 する こと で 直撃 を 防ぐ 
防御 兵 装 。 ロッ ド 部 分 を 回 転 させ て 弾く よう に 
着弾 率 を 低下 させ る ほか 、 着弾 時 は プラ ズ マ 
フィ ー ル ド を 展開 する こと で 衝撃 を 経 減 する 仕 
組み を 持つ 。 主 に ユニ オン や AEU の MS が 採 
用 し て いる 。 な お 、 ジ ンタ ス の GN シ ー ル ド に は 、 
GN フィ ー ル ド と 億 用 し た GN ディ フェ ンス ロッ ド 
が 採用 され て いた 。 


デカ ルト ・ シ ャ ー マ ン 
DESCARTES SHAMAN 


地球 軍 邦 軍 に 所 属す る 純粋 種 イ ノ ベ イタ ー 
西暦 2312 年 、 ソ レス タル ビー イン グ と イノ ベイ 


ド 勢力 の 決戦 の 際 、 ダ ブル オー ライ ザー に よる 
トラ ン ザム パー スト の GN 科 子 を 目撃 し て お り 
アロ ウズ の 解体 に よっ て 連邦 軍 に 
ら 身 体 に 変調 を 来 し た 。 その 結果 部 の よう な 
も の が 働く よう に な り 、 身 体 能力 も 向上 。 軍 に 
お ける 訓練 で も 好成績 を 収める よう に な る 。 そ 
の 径 、 軍 の 研究 所 に 移送 され 、 研 究 と いう 名 
の 人 体 実験 を 経て (知ら れ て いな い 衝 那 ・F・ 
セイ エイ の 存在 を 除い て ) 人 類 初 の イノ ベイ 
ター に 認定 され た 。 以降 は モル モッ ト 同 然 の 扱 
い を 受け 不満 を ら せる 。 西暦 2314 年 に お い 
て 、 地球 に 接近 する 木星 有人 探査 船 エ ウ ロ バ 
の 破壊 に 駆り 出さ れ 、 イ ノ ペ ベイ ター 専用 MA ガ 
デラ ー ザ の 戦闘 力 を 示し た 。 ELS が 木星 か ら 
出現 し た 際 は ELS に 対す る 先 遺 調査 艦隊 の 
一 員 と し て 出撃 。 火星 軸 域 に て 混交 を 開く 
が 中 型 ELS に 捕獲 され 侵 便 さ れ て し ま : 
ルト は ELS の 声 を 「 叫 び 」 と 所 えて いた | 


侵 触 時 は 有 量 子 波 誠 断 ス ー ツ を 着 て いた 
意思 評 通 が で き な か っ た よう で ある 。 


人 類 革 新 連 盟 (人 革 連 ) の 所 有する 軌道 エレ 
ペー ター。 人 草 連 の 技術 は ユニ オン に 及ば な 
いも の の 、2 番 目 に 建造 を 成功 させ た 。 西暦 
2307 年 、 天 柱 の 送電 10 周 年 パー ティ が テロ 
の 標的 と ソレ スタ ルビ ピー イ ング に よる 
武力 介入 で 未然 に 防 が れ て いる 。 また 、 立 地 
的 に ガン ダム マイ スタ ー が 宇宙 へ 帰還 する 際 
く 利用 され た 。 


トラ イア ル シ ス テム 

TRIAL SYSTEM 
ヴェ ー ダ と リン ク し た 機体 を 制御 下 に 置く 装置 
トラ イア ルフ ィ ー ル ド を 展開 する こと で 限ら れ た 
果 を 及ぼ す 。 ガン ダム ナド 


て 使用 す 
る 。 後継 要 で ある セラ フィ ム ガ ン ダム に も 受け 
継が れ て お り 、 ヴ ェ ー ダ を 鶴 軍 し た 際 に 起動 し 
て 戦闘 の 趣 勢 を 決定 づけ た 。 


トラ ン ザム 


| TRANS-AM 


GN ドラ イヴ (太陽 炉 ) の 瞬間 的 な 出力 増大 モー 
ド 。 次 積 し た GN 粒 子 を 一 気 に 解 放す る こと 
で 、 一 定時 間 、 通 常 スペ ッ ク の 3 倍 に 相当 す 
る 出力 を 得る 。 た だ し 、 ト ラン ザム 発動 後 は 機 


体 性 能 が 極端 に 落ち て し まう 。 計画 が 至 め られ 
た 際 に 発動 する イオ リア ・ シ ュ ヘ ペン ペル 
グ が 太陽 炉 の ブラ ッ ク ボッ クス 内 に 隠し て い 


な お 、 西暦 2312 年 に 活動 を 再開 し た 新生 ソレ 
スタ ルビ ピー イン グ が 運用 する ガン ダム の トラ ン ザ 
ム は 、 機 動力 の 強化 を 中 心 に 使用 する | 旧 トラ 
ン ザ ム と 異な り 、 新 型 は 機体 特性 に 合わ せ た 
調整 (ケル ディ ム ガ ンダ ム は 精 害 射 軸 の 強化 
な ど ) が 施し て ある 。 な お 、 ビ リー・ カ タ ギ リ は 思 
師 レイ フ ・ エ イフ マン 教授 が 遺し た 太陽 炉 の 考 

記 か ら 、 引 似 太陽 炉 に よる トラ ン ザ ム を 実 
こ は 宇 宙 能 能 の 推進 
疑似 太陽 炉 が 採用 され 、 ト ラン ザム 
航行 を 実用 化 。 広大 な 宇宙 の 長 距離 航行 に 
対応 し て いる 。 


トラ ン ザ ム バ ー ス ト 
TRANS-AM BURST 


ツイ ンド ライ ヴ シ ステ ム に 搭載 され た 高 濃度 欄 
子 空間 の 形成 シス テム 。 生成 し た GN 粒子 を 
周囲 に 拡散 ・ 高 密度 量子 空間 を 出現 させ る 
この 空間 に お いて は 、 脳 量子 波 に 目覚 め て い 
な い 人 間 で も GN 欄 子 を 媒介 と し て 意識 の 共 
有 を 可能 と する 


、 


トリ ロバ イト 
TRILOBI TE 


独立 治安 維持 部 隊 ア ロウ ズ の 水中 用 MA 
疑似 太陽 炉 を 3 基 備え て お り 、 水 中 で 高い 
動力 を 講 る 。 バイ ロッ ト は 2 名 。 ユ . 
製 で あり 、 頭 部 に は フラ ッ グ 系 の セン サー が 用 
いら れ て いる 。 推進 時 は 流線型 の 形態 を 
て いる が 、 近 反 音 闘 時 は クロー ア ー ム を 展開 し 
た 格闘 が 可能 』 GN 魚 軍 に よる 中 距 次 攻撃 だ 
け で な く 、 接近 し て の 格闘 戦 も こなす 。 


I 
| PTOLEMY 
ガン ダム の 運用 母 態 で ある 多目的 輸送 艦 プ ト 
レ マ イ オス “プトレマイオス 2 プトレマイオス 2 
改 の 愛称 。 ソレ スタ ルビ ー イ ング の セカ ンド チー 
ム 、 トリ ニテ ィ の 出現 ! 、 チ ー ム 名 と し 
て の 使わ れ 方 も し て し 


ナイ ル 級 大 型 豚 軸 戦艦 


西暦 2314 年 に お ける 地球 連邦 軍 の 新型 
IEAEU ス タッ フ の 主導 で 開発 され 、 ト ラン ザム 
航行 が 可能 な 疑似 太陽 炉 搭 載 艦 と し て 3 隻 が 
完成 し た 。 大 型 ピ ー ム 砲 や ミサ イル コン テ 
緊 装 し 、GN フ ィ ー ル ド の 展開 も 可能 。 また MS 
運用 能力 も 高く 、MS18 機 (2 個 中 隊 ) と 予備 
4 信 の 計 22 機 を 搭載 ・ 運 用 で きる 


ニー ルル ・ ディラン ディ 
NEIL DYLANDY 


初代 ロッ クオ ン ・ ス トラ トス の 本 名 。 アイ ル ラン 
ド 出身 で 、 反 政府 ゲリラ 組織 KPSA の 自爆 テ 
両親 と 妹 を 失う 。 その た め テロ に 
い 憎 し み を 抱き 、 戦 争 根絶 の 理念 に 綿 同 し 
ソレ スタ ルビ ー イ ング に 参加 。 ガン ダム マイ ス 
国 達 軍 と の 載 闘 で 。 KPSA 
アリ ー・ ア ル ・ 
っ て 自ら も 命 を 


MY イズ MBS 


150-32 


151-27 
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ネー ナ ・ 


トリ ニテ ィ 
NENA TRINITY 


ソレ スタ ルビ ピー イン グ (CB) の セカ ンド チー ム 「 ト 


リー ニティ] の 未 の 妹 で 
の ガン ダム マイ スタ ー。 サボ 


イン ペ ベビー で 


ダ と 限定 的 な が 


ガン ダム スロ 


符 に ネー ナ は 脳 量子 波 を 使 
と が で き 、 ヴ ェ ー 


る 特殊 な 能力 を 持つ 。 ガン ダム マイ スタ ー の 和書 


、 人 を う 。 チー ム 
ント で ある 王 留美 (ワン ・ 


嫌う 相手 な が ら も 1 


施 視 肪 々 と 復讐 の 機会 を 被っ て いた 


放 を 翻 し 、 彼 女 


ティ の 基 寺 後 


、 初 対面 で いき 


兄妹 


従順 な 角度 


を 亡き 者 と する 。 だ が その 直後 、 ネ ー ナ を 両親 


の 似 と する ルイ ス ・ 


の 似 を 討 て な い ! 


ハレ ヴ 
まま 死ん て 


ネフ ェ ル ・ ナ ギー ブ 
NEFER NAGIV 


西 礎 2314 年 に 新設 され 


舞 部 隊 ソ 
ラリ ア 
エジプト 系 の る 
試験 機 


搭乗 穏 は ブレ 


われ 、 兄 た ち 


地球 連邦 軍 の 強 
し ブレ イヴ ス 隊 の 隊員 。 旧 AEU 園 モ 
和 国 の PMC に 所 属し て 


物 で 、 


脳 量子 波 
QUANTUM BRAINWAVES 


ネン トワ ー ク や 電 渡 を 介さ ず に 全 思 可能 
と する 特殊 な 脳波 。 意 議 を 伝達 する 原初 料 
子 (GN 粒子 ) を 介する こと で 、 さ ら な る 可能 性 
を 持つ 。 人 類 が 進化 し た る イノ ベイ ター 
を 模 し て 造ら た イノ ベイ ド や 、 脳 の 外科 手術 
て 人 為 的 に 生み 出さ れ た 超 兵 も 脳 量子 


波 を 操る こと が で きる 。 西 荷 2312 年 以降 、 人 
類 の 中 に も 歴 量子 流 を 持つ 者 が 増加 し つつ あ 
り 、 イ ノ ベ イタ ー へ と 進化 する た め の 重要 な 因 
子 と 考え られ た 。 また 脳 量子 流 を 持つ 者 は 運 


動 能力 や 反射 速度 の 向上 が 見 られ る 。 な お 
地球 外 変異 性 金属 体 ELS は 、 脳 量子 波 に 
よっ て コ ン を 行い 、 そ れ を 発する 
人 類 ( 


| き 寄せ られ た 。 


は 


AE クラ おり 3 
PATRICK COLASOUR 


AEU 軍 の エー スパ イロ ッ ト 。 軽い 性 格 の お 調 
子 者 だ が 、 エ ー ス を 自称 する に 充分 な 技量 を 
持つ 。 西暦 2307 年 新型 MS で ある AEU イ ナ 
クト の デモ ンス トレ ーション に お いて 最初 の 武 
介入 を 受け て 以降 、 ガ ンダ ム と は 午 度 も 戦う 
こと と な り 、 そ の 度 に 必ず 生還 する こと か ら 「 不 
死 身 の コ ー ラ サワ ー」 と 皮肉 も 込め て 呼ば れる 
うに な る 。 タク ラマ カン 夏 洪 に お ける 合同 軍 

っ た カテ ィ ・ マ ネ キン に ひ 
と め 惚れ し 、 積 李 的 に アプ ロー チ を 行う 。 西 歴 
2312 年 に お いて も 、 独 立 治安 維持 部 隊 ア ロ 
ウズ に 配属 と を っ た カテ ィ を 追っ て 自ら も 志 放 
彼女 が アロ ウズ に 反旗 を 祝 し た 隊 も 付き 従っ 
た 。 イノ ベイ ド 勢 力 の 打倒 後 は カテ ィ と 結婚 、 
晴れ て パト リッ ク ・ マ ネ キ ン と な る 。 西暦 2314 
年 に お ける 地球 外 変異 性 金属 体 ELS と の 接 
前 で は 、 島 館 さ れ て 自 撮 を 決意 する が 、 問 一 
髪 、 ダ ブル オー クア ンタ に 救 われ て いる 。 主 な 
搭乗 機 は AEU イ ナク ト 、 
ジン クス M 


ジン クス 、 ジン クス 和 、 


バラ テック ・ ジ ニン | 
BARACK ZININ | 
独立 治安 維持 部 隊 ア ロウ ズ の MS パイ ロッ ト . 


友 連 孝 テロ に 巻き 込ま れ て 妻 を 失っ た こと か 
、 反 政府 勢力 カタ ロン を 憎む 。 ルイ ス ・ ハ レ 
ヴィ が 所 属す る MS 小隊 の 隊長 を 務め て お り 、 
た び た び 発作 を 起こ す ル イス を 疎ん じ て い た 
ー プ ラウ | 
ンダ ム エ ク シア と 行動 を 再開 し た ソレ ス 
ー イ ング (CB) と 遺 遇 。 その 後 は カテ ィ ・ 
マネキン の 下 に 配 届き れる 。 ラグ ラン ジュ 9 に あ 
る CB の ファ クト リー を 笛 撃 し た 際 、 ダ ブル オー 
ライ ザー の 攻撃 を 受け て 戦死 し た 。 主 な 搭乗 
機 は アヘ ッ ド 


人 ハレ ル ヤ ・ 八 プティ ズム 
ALLELUJAH HAPTISM 


アレ ル ヤ ・ ハ プティ ズム の も う ひ と つの 人 格 
超人 機関 技術 研究 所 で 脳 に 外科 処置 が 施さ 
れ た 影響 に より 生ま れ た 。 好戦 的 で 残 妨 な 気 
性 の 持ち 主 で 、 口 調 も 粗暴 で ある 。 また 、 アレ 
ル ヤ と は 異な り 脳 量子 渡 を 操る こと が で き 、 「 思 
考 」 と 「 反 射 ] の 融合 を 実現 し た 真 の 超 兵 と し 
て 反射] を 受け 持つ (アレ ル ヤ は 「 思 考 ] を 


担当 )。 国連 軍 と の 戦闘 の 了 に 消滅 し た 
見 えた が 、 ツイン ドライヴ の 実験 で 発生 し た GN 
粒子 の 影響 子 波 に 刺激 を 受け た こと 


で 、 再び 表層 へ と 現れ た 


(0) ED5 sll 


ハロ 
HARO 


ソレ スタ ルビ ー イ ング (CB) が 用 いで いる 小型 
汎用 マシ ン 。 カレ ル と 合体 し て の MS 整備 や 
MS の コン トロ ー ル サポ ー ト な ど 様々 な 活動 を 
行う 。 独立 し た AI を 組み 込ん だ 情報 端末 で あ 
リ 、 単純 な 受け 答え も 可能 。 機密 保持 の た め 
CB の 人 員 は 限ら れ て お り 、 緑 の 下 の 力持ち と 
し て 組織 に は 必須 の 存在 で ある 。 色 違 い の 個 
体 が 多く 、 中 で も ガン ダム デュ ナメ ス な ど に 同乗 
し て サポ ー ト を 行う オレ ンジ 色 の ハロ は 最 古参 
で 、 フ ェ ルト ・ グ レイ スズ と 仲 が 良い 。 な お 、 チ ー 
ム ト リ ニ ティ の HARO を 「 兄 きん] と 呼び 、 募 う 
よう な 行動 を 見 せ た 。 


チー ム の ハロ と 外見 は は ぼ 一 緒 で ある 
も の の 、 口 が 悪い 。 丁 暦 2307 年 か ら 逆 る こ 
と 80 年 前 、 コ ー ナ ー 家 の 手 の 者 に 。 
有人 深 査 秀 エ ウロ パ の 残 骨 か ら 発見 され た 。 
HARD の 中 に は GN ド ライ ヴ 等 の 情報 が 存在 
し て お り 、 正 似 太陽 炉 の 製造 に 調 が っ た 。 


ハワード ・ メ イス ン 


HOWARD MASON 


オー バー フラ ックス に 所 属す る フラ ッ ク フ ァ イ 
ター。 部 隊 の 前 身 で ある 対 ガ ンダ ム 調 査 隊 の 
初期 メン バー と し て ダリ ル ・ ダ ッ ジ と 一 緒 ( 
属さ れ た 。 トッ プ フ ァ イタ ー で ある 隊長 の 
ム ・ エ ー カ ー を 尊 薇 し て いる 。 冷 胸 沈着 な 性 
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BLOSSARY 


【 ビ リー カタギリ 】 西暦 231 4 年 
ウ ( ス * ラ ギ ) と の : 


> ( 右 ) の 章 列 な ア 
リー ( 左 ) は 、 押 し 
I け て 恋人 間 係 と な る 


バニ ング マル バー キュ リー 
PANG HERCURY . 


ビリ ー・ カ タ ギ リ 。 | 
| BILLY KATAGIRI 0 


地球 運 邦 軍 の 情報 作戦 室 に 所 属す る 深 
軍人 。 人 類 革新 連盟 出身 で 、 セ ル ゲ イ ・ 
と その 妻 ホリ ー・ ス ミル ノ フ と は 親しい 間 
柄 で ある 。 優れ た 政治 と 良 議 あ る 市 民 、 そ し て 
宣 組 織 が 操 止 力 と し て 機能 すれ ば 平和 な 世界 
に な る と いう 確固 た る 理想 を 持つ 。 その た め 独 
立 治安 雑 持 部 隊 ア ロウ ズ が 誤っ た 車 事 力 を 行 


使 する 事態 を 看過 で きず 、 西 暦 2312 年 、 正 
規 軍 の 有志 で クー デ タ ー に 踏み 切っ た 。 アフ リ 
カタ ワー 


を 占拠 し て アロ ウズ の 秦 行 を 世に 知ら 
の の 、 ア ロウ ズ は 6 万 人 の 人 質 
メン トモ リ で 事実 を 隠 蘇 し よう と 
り ブ レイ クビ ラー 事件 が 発生 し 、 
ー デ ター が 大 惨事 を 引き 起こ し 
を 、 セ ル ゲ イ の 息 


特使 と し て 説得 に 訪れ て いた 
で も 多く の 市 民 を 救い 、 そ の 上 で 死な !| と 
叱 只 され 、 落下 する ピラー の 破 す 


| ov 


術 顧 問 。 部 隊長 を 移 め る フラ ッ グ ファ イタ 
グラ ハム ・ エ ー カ ー と は 親友 同士 で あり 
参加 し た AEU の 新型 MS の 視察 で : 
ソレ スタ ルビ ー イ ング (CB) の 武 カ 
態 に 伴い 、 対 ガン ダム 調査 
オー バー フラ ックス へ と 転属 。 思 師 で ある レイ 
フ ・ エ イフ マン と ガン ダム を 研究 し 、 グ ラ ハ ム を 
サポ ー ト し た 。 者 い な が ら も ユニ オン フラ ッ グ の 


ガン ダム と の 決 電 
し て は 奥手 で あり 、 


想い を 寄せ る 大 学 
時 代 の 同 葉 リ ー サ ・ ク ジョ ウ (スメラギ ・ 字 ・ ノ 


リエ が ガ ) に アプ ロー チ す る も の の 、 押し は 融 
た 。 だ が 、 国 連 軍 と の 戦い で CB が 壊 流し た の 
ち 、 ア ルコ ー ル に 逃げ た クジ ョ ウ を 辱 け 入れ 、 
一 緒 に 暮らす こと と な る 。 し か し 、 西 暦 2312 
年 、 訪 ね て きた 青年 一 一 利 那 ・F・ セ イエ イ に 
よっ て クジ ョ ウ が CB の 一 員 だ と 聞か され 、 開 然 
と する 。 ク ジョウ が 自分 を 騙し て 利用 し て い , 
と 思い 込ん だ ビリ ー は 、 叔 父 ホー マー・ カ タ ギ 
リ 司 令 に 話 わ れ て いた アロ ウズ に 復讐 の た め 
身 を 投じ た 。 そこ で 新型 MS の 研究 に 従事 し た 
ピリ ー は 、 ミス ター・ ブ シン ドー と 名 乗る 親友 の 
め に 専用 機 を 開発 。 疑似 太陽 炉 で の トラ ン ザ 
ム を 実現 させ た 。 その 後 イノ ベイ ド 勢 力 に 協力 
し 、 ヴ ェ ー ダ の 審 思 に きた スメラギ と 対 財 する 
銃口 を 向け る ビリ ー だ が 、 ト ラン ザム バー スト が 
形成 する 高 濃度 粒子 空間 に お いて 自分 の 規 
い を 再 確認 し 、 誤 解 を 解い て スメラギ の 本 心 と 
講 罪 を 受け 入れ る こと が で きた の だ っ た 。 西暦 
2314 年 、 地 理 連 邦 軍 の 技術 硬 問 と な っ た ビ 
リー は 、 木 星 有人 探査 船 エ ウロ パ の 破片 が 地 
球 に 落下 し た 際 、 その 調査 に 従事 。 他 の 研究 
者 と 共同 で 地球 外 変 異性 金属 体 ELS と 名 付 


型 外 宇宙 航行 母艦 ソレ スタ ルビ ー 


PMC ト ラス ト | ヒ リ ン グ ・ ケ ア 
| HILING CARE J 
AEU に 加盟 する モラ リア 共和 国 を 拠点 と す リボ ンズ ・ ア ル マ ー ク 率い る イノ ベイ ド 勢 力 の ひ 


る 民間 軍事 会 社 。 民 間 軍 事 会 社 (Private 
Military Company) と は 、 偽 兵 の 派遣 兵 
士 育成 軍隊 締 持 兵器 の 開発 ・ 輸 送 な ど 
を ビジ ネス で 請け 負う 企業 で ある 。 また 、PMC 
は 宇宙 開発 に 関す る 一 定 の ノウ ハウ も 有 し て 
お り 、 こ の 分 野 で 他 の 三 大 勢力 に 立ち 遅れ て 
いる AEU は 宇宙 開発 技術 を 欲し て いた 。 一 
、 モ ラリ ア 共 和 国 は 民間 軍事 会 社 を 積極 的 
致 ・ 優 遇 する こと で 発展 を 遂げ た 小国 


あり 、 ソ レス タル ビー イン グ の 武力 介入 に よっ 
て 紛争 が 縮小 。 これ に より 破綻 し か か っ た 経 
済 の 建て 直し を 図っ て AEU へ と 接近 す 


【PMC ト ラス ト 】 モラ リア 共和 国 の 軍 東 共 相 線 で 


ある PMC ト ラス ト 。 アリ ー・ ア ル ・ サ ー 
し 、 サー シェ ス 職 を 率い る 


も 情 兵 


と り 。 リボ ンズ と 同じ 塩基 配列 パタ ー ン 0026 タ 
イプ を 持ち 、 人 間 の 内 面 や 感情 的 な 部 分 を 度 
肉 る 言動 が 多い 。 その た め イノ ベイ ター を 自称 
する 自分 た ち イ ノ ベ イド に 高い 稔 持 を 持ち 、 人 
間 を 見 下 し て いた 。 アロ ウズ の ライ セン サー と 
し て 衛星 兵器 メメ ント モリ の 護衛 に 参加 し 、 以 
降 、 リ ヴァ イヴ ・ リ バイ バル ら 仲間 の イノ ベイ ド 
と 行動 を 共に する 。 ヴェ ー ダ を 巡る 決戦 で は 、 
真 の 超 兵 の 力 を 発揮 し た アレ ル ヤ (ハレルヤ)・ 
ハ プ ティ ズム に 圧倒 さ れ 、 リ ボン ズ に 助け を 求 
て 死ん で いっ た 。 主 な 搭乗 機 は ガ デ ッ サ 、 ガ 


ラッ ツ 。 


【 ヒ リン グ ・ ケ ア 】 小 悪 訂 的 な 作 格 で 「 補 し いな ら 肝 
め て あげ る けど ?. 同型 スタ ビ テ ィ を 
失っ た デ ヴ ァ イン ・ ノ ヴィ を か ら か う ヒ リン グ 」 


ファ ント ン 
FAN TONG 
類 革新 連盟 の 上 量産 MS。 戦車 の 延長 線 


上 に ある 設計 思想 か ら 、 厚 い 装 甲 と 優れ た 攻 
設 力 を 持つ 。 大 陽光 発電 紛争 時 に 主力 と な っ 
た 機体 で あり 、 化 石 燃料 で 発電 し 、 そ の 電力 
で 動く <。 た だ し 、 腰 な どの 一 部 動力 は 化石 多 
を 直接 使用 し て いる 


【 フ ァ ン トン 】 155mmy50 品 生長 済 腔 砲 と カー 
スピ ビア を 装備 。 な お 、 輪 出仕 様 の 部 化 版 (モン 
モテル) が アン フ で ある 


フェ ルト ・ グ レイ ス ] 
GRACE 


プトレマイオス (トレ ミー) の 戦況 オペ レー ター 


ソレ スタ ルビ ー イ ング (CB 

た 。 その た め ト レミ ー の クル ー を 家 
族 の よう に 感じ て いる 。 あま り 感情 を 表 に 出さ 
な い 少女 で あっ た が 、 ク リス ティ ナ ・ シ エラ や 
ロッ クオ ン ・ ス トラ トス デ 
クル ー と の 交流 に よっ て 次 第 に 避 情 表 
か に な っ て いく 。 国連 軍 と の 戦い で は 、 
い を 抱い て いた ニー ル や 、 自 分 を 可愛 が - 
れ た クリ ス た ちの 死 を 経験 。 仲間 の 死 を 乗り 越 
えて 、 西 暦 2312 年 、 新 生 し た CB で は 大 きく 
る 。 いつ し か 刻 那 ・F・ セ イ 
"れる よう に な り 、 イ ノ ベ イ ド 勢 力 と の 
決戦 直前 、 無 事 を 折っ て 花 を 贈っ た 。 それ は 
午 那 に と っ て 平和 の 象徴 と な り 、 心 に 花 を 抱く 
よう 。 西 甘 2314 年 、 放 那 と 対話 し た 大 
型 ELS は 、 そ の 放 を 花 に 変え て 共存 の 意思 
示し た 。 フェ ルト の 贈っ た 花 は 、 相 互 理解 に 
き な 役 割 を 果たし た の で ある 、 


フェ ルト ・ ダ レイ ス ] [生き残れ よ ル の 
言 芸 は 、 フ ェ ルト の 指針 と な る 人 失 の 


【 プ トレ マイ オス 】 ガン ダム の 宣 
用 に 特 化し て いる た め 臣 装 は 持 


を 所 で きる 


| FALLEN ANGELS | 


FALLEN ANGELS 

国連 軍 に よる ガン ダム 掃討 作 昌 。 西暦 2307 
年 に 開始 され た ソレ スタ ルピー イン グ (CB) の 
力 介入 に 対し 、 三 大 勢力 (ユニ オン 人類 
華 新 連鎖 AEU) は 為す 術 が な か 

舞 似 太 時 炉 搭載 機 を 入手 し 」 


能 と な る 。 西暦 2308 年 、 ト | 


連 軍 と CB の 実働 部 隊 は 激突 。 CB は プ ト レ マ 
イオ ス と 4 機 の ガン ダム を 失い 壊 減 し た 


【FALLEN ANGELS] CB の 裏 切 ! 
コー ナー か ら 比 似 大 陽 が 搭載 MS4 
替 力 は 、 軍事 同 

ル グ ア トー レ に 的 乗 し 、 総 攻撃 を 仕掛 けた 


不死 身 の コ ー ラ サワ ー 


AEU 軍 の エー スパ イロ ッ ト 、 パ トリ ッ ク ・ コ ー 
サワ ー の 異名 。 ガン ダム と 遺 遇 し 、 敗 北 の 度 
に 生還 する こと か ら 皮 肉 を 込め て そう 呼ば れ 
た 。 カテ ィ ・ マ ネ キ ン と 結婚 し て パト リッ ク ・ マ 
ネ キ ン と な っ た 際 、 パ トリ ッ ク は 「 幸 せ の コー ラ 
サワ ー| を 自称 し て いる 。 


く な っ ちゃ 
る 地 革 外 変 信金 導体 ELS 剖 に お し 
杏 角 され か けた パト リッ ク 。 自爆 し よう と し 
歴 . ダブ ルオ ー ク アン タ に よっ て 教 わ 


ER 


PTOLEMAIOS 


ガン ダム の 多 艦 と な る 参 目的 MS 輸送 能 。 飼 
務 は ト ガン ダム を 搭載 する 4 基 の コン 
テ ナ を 持つ 。 艦内 に は プリ ー フ ィング ルー ム や 
ヴェ ー ダ と の リン ク が 可能 な シス テム ルー ム な ど 
も 備え る 。 また 、GN 粒 子 を 用 いた 推進 シス テ 
ム を 有する が 、 コン テ ナ 内 の 各 ガ ンダ ム が 生成 
する GN 粒 子 を チャ ー ジ し て 推進 や SN フィー ル 
に 用 いて いる 。 ブリ ッ ジ クル ー は 、 指 
術 予報 士 の スメラギ ・ 李 ・ ノ リエ ガ 、 
ヒ テ ンダ ー ル ・ ツ エー リ 、 砲 撃 
ラッ セ ・ ア イオ ン 、 戦況 オペ レー ター に クリ ステ ィ 
ナ ・ シ エラ と フェ ルト ・ グ レイ ス 。 常駐 医師 と し 
て 医務 室 に JB・ モ レノ 、 総 合 整 備 土 と し て イ 
アン ・ ヴ ァ ス ティ が 乗 能 し て いる 。 ガン ダム エク 
シア ー ガ ンダ ム デ ュ ナ メス ガン ダム キュ リオ 
スイ ガン ダム ヴァ ー チ ェ を 搭載 。 


a サン ライ ・MeS 151-28 


152-27 


機動 戦士 ガン ダム 00 


プトレマイオス ら 
PTOLEMAIOS 2 


プトレマイオス の 後継 艦 。 新生 し た ソレ スタ ル 
ビー イン グ の 帳 能 と な り 、 前 艇 を 踏 舞 す る と 同 
時 に 、 大 気 園内 や 水中 で の 航行 能力 を 獲得 し 
地上 で の 運用 時 に 監 禄 衛星 の 
迷彩 を 展開 可能 
テ ナ 内 の 各 ガ ンダ ム の トラ ン ザ ム を 用 いて 
半 和 脱 能 力も 獲得 し て いる 。 リヒ テン ダー 
ル ・ ツ エー リ が 戦死 し た こと で 採 縮 士 と 砲 軸 
は ラッ セ - ア イオ ン が 薬 任 し て いた が 、 
リタ ー ナ ー が 操 衣 士 と し て 乗 艇 し た こと 
は 砲撃 士 に 専任 。 同じ く 戦死 し た 
ナ ・ シ エラ に 代わ り 、 ミ レイ ナ ・ ヴ ァ ス ティ が 戦 
況 オペ レー ター 兼 整備 士 と し て 乗 艇 し て いる , 
タダ ブル オー ガン ダム イケル ディム ガ ンダ ム / ガ 
ンダ ム ア リ オス “セラヴィー ガン ダム 、 支 援 機 
と し て GN アー チャ ー と オー ライ ザー を 搭載 . 


プトレマイオス 2 改 | 


更 点 は な いも の の 、 搭 載 す る 
借り ず 、 単 艦 で トラ ン ザ ム を 
いる 。 ユニ オン フラ ッ グ ソレ スタ ル 
仕様 ダブ ルオ ー ラ イザ ー ガ ンダ 
ャ ガン ダム ハル ー ト ダブ ルオ ー 


プラ ウド | 
| PROUD | 


ラグランジュ 4 で 建造 中 の スペ ー ス コロ ニー 
重 カ エリ ア で は た 反 政 府 勢 力 の 活動 
事 さ せら れ て いる 。 独立 治 
る 反 牙 府 組織 カタ ロ 
プラ ウド 内 に 還 用 
本 来 で 


が キル モー ド で 
ば カタ ロン の 同志 が 教 助 に 訪れ る は ず で 
あっ た が . オー トマ トン の 実験 場 と なり 、 無 差別 
殺 二 が 行わ れ た 


ブリ ング ・ ス タビ ティ 
BRING STABITY 


は 対 に な る 存在 で ある 。 ファ クト リ 
トレ マイ オス 2 に 接 煎 し 、 ダ ブル オー ガン ダム と 

戦闘 力 を 見 せつ けた 。 その 後 、 地 
| じ イノ ベイ ド の 仲間 と し て ティ エリ 
得 に 応じ な い 彼 を 倒 そ 
ガン ダム と いう 身 の 
ち に 道 う 。 主 な 搭乗 機 は ガ 
決戦 兵器 と し て 量産 され た ガ ガ 
の パイ ロッ ト は ブリ ング と 同 タ イプ で あっ た 。 


一 般 用 試験 機 | 
BRAVE(STANDARD TEST TYPE) | 


西暦 2314 年 時 に お ける 地球 連邦 軍 の 制式 
採用 MS。 急 陽 部 隊 ソ ル ブ レ イヴ ス に 配備 さ 
れ 、 実 証 試験 の 段階 で ある 。 マス ラオ か ら 発 
展 し 、 元 ユニ オン と 元 AEU の 技術 者 が 中 心 と 
な っ て 開発 し て お り 、 両 陣営 の 特徴 と 言え る 
可変 機構 を 採用 。 宇宙 開拓 時 代 | に 
高 機動 ・ 広 範囲 の 運用 を 前 提 と し < 
る 。 一 般 用 の 医 侯 大 陽 炉 は 1 基 の み 。 パイ ロッ 
ト は ヴィ クト ル ・ レ オー ノ フ 、 ル ドル フ ・ シ ュ ライ 
パー、 ア キラ ・ タ ケイ 、 イェー ガン ・ ク ロウ 、 ネ 
フェ ル ・ ナ ギー ブ 


ELS と 接触 


ブレ イヴ 指揮 官 用 試験 機 | 


BRAVE(COMMANDER TEST TYPE) 


プレ イヴ の 指揮 宮 機 。 基本 的 な 構造 は 一 般 
用 と 同じ だ が 、 指 揮 官 用 は 疑似 太陽 が を サイ 
ドバイ ンダ ー に 2 基 搭載 し 、 一 方 が 破損 し て も 
残っ た も う 一 方 で 制御 が 可能 で ある 
武装 は 一 般 用 と 一 部 異な っ て いる 。 パイ ロッ 
は グラ ハム ・ エ ー カ ー 


| ブレ イク ピラ ー 事 件 | 


画 歴 2312 年 に 起き た 軌道 エレ ペー ター の 半 


が アフ リカ タワ ー を 占拠 し ター を 発端 
する 。 衛星 兵器 メメ ント モリ に よっ て 、 独立 治 
安 維 持 部 隊 ア ロウ ズ は 人 質 ご と クー デ タ ー 派 
の 正規 軍 を 亡き 者 と し よう と し た 。 ダブ ルオ ー 
イザ ー が レー ザー の 発射 を 阻止 し よう と し 
の の 失敗 し 、 ク ー デ ター 派 が 占拠 し て いる 低 
軌道 ステ ーション を 狙う は ず だ っ た メメ ント モリ 
の レー ザー は 、 アフ リカ タワ ー の 外壁 に 着弾 
衝撃 て ピラ ー の 外壁 が パー ジ さ れ て し まう 。 そ 
の 外壁 の 破片 は 人 口 密集 地 に 降り 注ぐ こと と 
な っ た が 、 ソ レス タル ピー イン グ (CB) の 戦術 
予報 土 ス メラ ギ ・ 地 ・ ノ リエ ガ の 呼び 掛け に よ 


り 、 店 内 に も CB イク: カタ ロン 
正規 軍 、 ア ロウ ズ の 敵 味 方 が 一 涼 と な り 降り 
注ぐ 破片 の 除去 に 従事 。 幸 う じ て 人 口 密度 が 


高い 都市 部 へ の 直撃 を 防い 


人 


ホー マー・ カ タ ギ リ 


HOMER KATAGIRI 


独立 治安 維持 部 隊 ア ロウ ズ の 最高 司令 宮 。 
恒久 平和 の 実現 を 真剣 に 望ん で お り 、 そ の た 
め の 秩 牲 は 床 わ な い 。 その 覚悟 は 、「 人 類 は 
死 を 想い 、 平 和 の 尊 さ を 考え ね ば な らん の だ ] 
と 、 衛星 兵器 メメ ント モリ に よっ て 建造 に 1 世紀 
を 費やし た 動 道 エ レベ ー タ ー を 攻撃 し 、 罪 の な 
い 民 間 人 6 万 人 も の 命 を 奪う こと も た め ら わ な 
い ほ ど で あ っ た 。 式 士 道 に 傾倒 し て お り 、 負 那 
F・ セ イエ イ と の 再戦 を 望む ダラ ハム ・ エ ー カ ー 
に 影響 を 与え ・ プ ブシ ドー と な る きっ か 


切腹 し て 最期 を 遂げ た 。 


| ホリ ー・ ス ミル ノ フ | 
| HOLLY SMIRNOV 


セル ゲイ ・ ス ミル ノ フ の 妻 で 、 ア ンド レイ の 母 
人 類 革 新 連 明 の 軍人 で も あり 、 西 暦 2312 年 
か ら 逆 る こと 14 年 前 、 軌 道 エ レベ ペー ター 天 柱 
を 守る た め の 戦闘 で 命 を 落と し た 。 当時 、 章 
部 隊 の 攻勢 が 激しく 、 前 線 を 後退 し な けれ ば な 
作戦 本 部 か ら の 命令 に 
いた セル ゲイ は 、 最終 防衛 
ライ ン へ の 撤退 命令 を 下す 。 その 決定 に よっ 
て 、 前 線 で 戦 つて いた ホリ ー の 第 4 小 際 は 救 
援 が 送ら れず 全滅 し た の で ある 。 この 事件 で 、 
セル ゲイ が 軍規 を 優先 し て ホリ ー を 見 殺し に し 


た と アン ドレ イ は 考え 、 父 子 に 確執 が 生ま れ て 
し まう . 


ノ フ ] ホリ ー (中 内) 、 モ ル ゲ イ 


本 て 


ボル ス ・ ア ッ サ ン 
| BORS ASSAN 


・ ク ロス ロー ド と ルイ ス ・ ハ レヴ ィ の 研修 
を 監督 し た 人 物 。 地球 の 景色 に 夢中 に な る ル 
イス に 落下 の 危険 を 注意 し た が 、 そ の 矢先 に 
パラ ンス を 崩し 、 重 力 に 引か れ て 落下 し た ルイ 
ス と 沙 慈 を 呆れ な が ら 助け た 
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GLOSSARY 


【 マ スラ オ 】 吾 部 に は オー/ 
グ ス の ダリ ル ・ ダ ッ ジ 機 の も の を 使 
用 。 きら に GN ロ ング ビー ム サ ー ベ 
ル の 発振 品名 は 「 ハ ワー ド ]、 同 じ 


イタ ー の 想い を 受け 継 
な っ て いる 


プトレマイオス 2】 - 


紅蘭 | 


」 HONG LONG 


MASURAO 


マス ラオ rN ] 


ン ロ ン 。 ソレ スタ ルビ ピー イン グ (CB) の エー 
ジェ ント で 、 王 留美 (ワン 
ガー ド と し て 彼女 に 付き 従 
アザ ディ スタ ン 王 国 の 内 紛 に お ける マス ー ド ・ 
ラフ マデ ィ ー の 救出 作戦 で は 、 銃 を 持っ た 複 
数 の 数 を 素手 で 制圧 し た 。 紅蘭 は 留美 の 兄 で 
ある が 王家 の 当主 に 足る 器 で な か っ 
の 産 を 才能 ある 妹 が 強制 的 に 継が され . 
の こと で 妹 の 人 生 を 歪 ま せ た と いう 負い 目 を 持 
つた めか 、 変 草 を 強く 望む 留美 が 手段 を 問わ 
ず イ ノ ペ ベイ ド 勢 力 に 協力 する よう に な っ て も 、 紅 
態 は 億 で 仕え 続け る 。 そし て 西暦 2312 年 、 イ 
A 通じ た ネー ナ ・ ト リ ニ ティ の 醒 撃 
受け 、 銃弾 か ら 留 甘 を 底 っ て 命 を 落と し た 。 


【 穫 前 | CB の 理念 か ら 外れ る 行為 を 行う チー ム ト リ ニ 
に 対し 、 世界 の 変 天 を 誘発 し た と し て 協力 する 劉 
美 、 その 行動 か ら 妹 が 今 の 世界 を 嫌っ て いる こと を 
理解 し た 紅 龍 は 、 禄 雑 な 表情 を 見 せる 。 妹 が 世界 を 
に も ある こと を 理解 し て お り 、CB 填 
を 進ん で いる こと を 知り な が ら も 兄 と 

し て 株 を 最後 まで 補 り 通 そう と し た 


ま 


スー ドラ ラフ マデ ティー | 
MASSOUD RACHMADI 


アザ ディ スタ ン 王国 の 宗教 的 指導 者 。 保守 派 
の 代表 を 務め る が 、 そ れ は 改革 派 を 快く 思わ な 
い 保 補 派 が 暴走 し な いよ うに 、 彼 ら の 気持 ち 
の 受け 皿 と な る た めで あっ た 。 改革 派 の 要請 を 
受け た マリ ナ ・ イ スマ イ ル げ 二 み に する 
こと を 決意 し た 陣 、 敢 
こと で 、 国 を 安定 させ る こと を 選ん 
西暦 2307 年 、 内 乱 の 誘発 を 目 議 ん だ 
リー・ ア ル ・ サ ー シ ェ ス に よっ て マス ー ド は 誘拐 
され て し ま より 保守 派 は 改革 派 の 仁 
開 と ぎえ 軍事 クー デ タ ー が 勃発 し た も の の 、 ソ 
レス タル ビー イン グ (CB) に 救出 され た 。 


元 ユ ニオ ン 開 発 箇 の 手 に よる 試作 機 。 
ス 系 や アヘ ッ ド に 代わ る 次 期 主力 機 と し て 、 当 
初 は アヘ ッ ド を ペー ス と し て 進め られ て いた 。 だ 
が 、 ミ スタ ー の 専用 機 と な る こと が : 
まっ た こと か ら 、 設 計 を 一 新 。 ユニ オン フラ ッ グ 
を ペー ス に 急 ピ ッ チ で 開発 され た 。 外見 は 
ター・ ブ シ ポ ドー の 好み に 合わ せ 、 格 闘 戦 に 特 
化し た 仕様 と な っ て いる 。 また 、 妖 似 太 陽 炉 
の トラ ン ザ ム を 実現 し た 最初 の 機体 で も ある . 
その 後 、 強 化 改 造 が 施さ れ た マス ラオ は 、「 ス 
サ ノ オ ] と し て 新生 し た 。 


LRT 
MARIE PARFACY 


ソー マ ・ ピ ー リ ス 本 来 の 人 格 。 超人 機関 技術 
研究 所 の 被 検体 で 当初 は 五感 を 失っ て いた 
が 、「 ソ ー マ ・ ビ ピー リス] と いう 別 の 人 格 を 上 書 
き さ れる こと で 五感 を 回 復 。 ピー リス と し て 生ま 
れ 変 わっ た マリ ー は 、 超 兵 1 号 と し て 人 類 革 新 
連 副 の 特務 部 隊 ・ 頂 武 に 派遣 され 、 研 究 所 
で 唯一 の 友人 で あっ た アレ ル ヤ ・ ハ プティ ズム 
と 広 肉 に も 戦う こと と な る 。 西暦 2312 年 、 国 
われ て いた アレ ル ヤ と の 接触 で 。 ビ ピー リス の 記 
憶 を 残し た まま マリ ー の 人 格 が 踊る 。 以後 、 ア 
レル ヤ と 一 緒 に ソレ スタ ルビ ー イ ング (CB) に 
身 を 寄せ る が 、 ブ レイ クビ ラー 事件 に ちい て 、 
父 の よう に 募っ て し 
目 の 前 で 殺さ れ 、 その > 
が 再び 表 に 雅 っ て し まう 。 だ 
ト に よる 意識 共有 に より 、 セルゲイ を 閑 し た 
の 息子 アン ドレ イ ・ ス ミル ノ フ の 気持 ち を 知り 、 
復讐 は セル ゲイ が 望む と ころ で は な いと 理解 
イノ ベイ ド 勢 力 の 打倒 後 は ソー マ の 人 格 | 
り 、 ア レル ヤ と 巡礼 の 旅 に 出 た 。 西暦 2314 
年 の 地球 外 変 異性 会 属 体 ELS の 前 来 の 際 
は 、 旅 の 途中 で に 引か れ た ELSk 
われ . 再び CB に に 
マリ ー と ソー マ 、 両 者 の 人 格 は 融合 し て いた と 
され る 。 


【 マ リー・ パ バー ファ シー】 五 感 が 側が か 4 な いた め 胎 量子 流 
で し 自分 の 人 
( 腕 量 子 波 ) を 財 く 
深め る 。 そし て 徳 に 「 ア レル ヤ 」 と いう 名 前 を 昌 っ た 


【 マ スー ド ・ ラ フ マ デ ィ ー】 CB に 
助け 出さ れ た マス ー ド は 、 ガ ンダ 
ム エ ク シア に よっ で 王宮 に 送り 


届け られ た 。 非武装 で 公 の 前 
れれ た ガン ダム は 。 記 力 行使 
ず に 紛争 を 止め る こと を 
た の で ある 


マリ ナイ スマ イー ル 


MARINA ISMAIL 


アザ ディ スタ ン 王国 の 第 一 塁 女 。 普通 の 家 

た が 、 血 筋 の せ 
散り 上 げ ら れ て し まう 。 王政 を 復活 
お 飾り の 殺 竹 と 
それ で も 国 や 民 を 想 
持ち は 強く 、 よ り 良 い 治世 を 行 お うと 政治 
手 陀 に 長け た 友人 、 シ ー リ ン ・ バ フ テ ィ ヤー ル 
を 側近 と し て 招き 、 教 師 と し て 教え を 請う 。 西 
暦 2307 年 、 大 陽光 発電 シス テム を 誘致 する 


ルピー イン グ (CB) の ガン ダム マイ スタ ー、 導 
那 ・F・ セ イエ イ と 出会う 。 わずか な 交流 の 中 、 
午 著 が 詳 よ り も 人 と 人 が わか り 合え る 道 を 求め 
て いる こと を 知っ た マリ ナ は 、 平 和 へ の 道筋 は 
自分 と 異な る も の の 共感 を 抱く よう に な っ て い 
” 本 た 中 、CB 壊 減 に 伴い 地球 連邦 が 樹 

、 農 し い 中 東 政策 に よっ て アザ ディ スタ ン 
Fe た され る 。 さら に 国 を 守る た め 政府 
の 打倒 が 必要 上 考え た シー リン は マリ ナ の 下 を 
去っ て いく 。 そし て 西暦 2312 年 、CB の 活動 
再開 に 侍 い 妖 惑 を 持た れ て 連邦 に 収監 され た 
マリ ナ は 、 思 い 掛 け な い 相手 一 一 章 除 に 救助 
され 、 シ ー リ ン が 身 を 寄せ る 反 政 府 組織 カタ ロ 
ン に 保護 され る の アザ ディ スタ ン に 記 
ろう と する マリ ナ を よそ に 、 連 邦 の 中 東 政策 に 
よっ て 印 国 は 解体 - 消 減 し て し まう 。 失意 の 中 、 
平和 を 模索 する マリ ナ は 、 カ タロ ン が 保護 し た 
子供 た ちと 共に 平和 を 願っ て 歌 を 作る 。 その 
歌 は 非 戦 の 象徴 と し て 世界 中 で 流れ 、 戦 う 潮 
那 の 元 に も 届く の だ っ た 。 イノ ベイ ド 勢 力 の 打 
倒 後 、 一 新 し た 連邦 の 二 援 で や ザ ディ スタ ン 
王国 は 復興 を 果たす 。 西暦 2314 年 、 マ リナ 
は 前 政府 の 中 東 政策 を 改め させ る た め 、 中 東 
使節 団 の 代表 と し て 活動 し て いた 。 それ を 快く 
思わ な い コ ロニ ー 開 発 公社 に よっ て 暗殺 され そ 
うに な る が 、CB 
ELS 醒 来 時 は 民衆 を 安心 させ る た 
まり 避難 民 の 世話 を し て いた が 、 上 空 に 大 
ELS の 変化 し た 「 花 ] を 目撃 し 、 首 那 が 対話 に 
成功 し た こと を 知る の だ っ た 。 


ピリ ナー イス マイ ー ル ] 武力 の 行使 で 世界 か ら 争 い 
を 一 拶 し て 平和 を 筑 こ うと する 剤 民 ( 右 ) に 対し 、 自 
分 の 中 に ある 幸せ を 他 者 と 共有 し 、 そ の 峠 を 広げ て 
いく こと が 平和 の 道 だ に 考え る マリ ナ ( 左 )。 目指 す 
場所 り の 道 が 変わ る こと は な か 
た 。 だ が 、 西暦 2364 年 、ELS と の 対話 か ら 帰 し 
た 羊 那 が マリ ナ の 下 を 訪れ た 際 、 そ れ ぞ れ 珍 
た 道 は どちら も 正しかっ た と 互い に 確信 し 、 ふ た り は よ 
うく 理解 し 合う 


neD5 jm]1 
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ミー ナ ・ カ ー マ イ ン 
MINA CARMINE 


優秀 な 宇宙 物理 学者 。 西暦 2314 年 、 木 星 
有人 探査 船 エ ウ ロ バ の 破片 の 地球 へ の 落下 


と 、 それに 伴う 事件 が 発生 し た 除 、 連 邦 軍 宇 
軍 局 技術 研究 所 で その 分 析 に 従事 し た 。 そこ 
で 、 脳 量子 波 の 高い 入間 に 破 同 一 一 地球 外 


変異 性 金属 体 ELS が 引き 寄せ られ て いる と い 
る の WEL の 6 、 ビ 
ー 型 外 宇宙 航 
和義 ソ レス タル ビー イン グ へ し た な 
お 、 ソレ スタ ルビ ー イ ング へ の 適 伝 子 提供 者 が 
祖先 に いた よう で ある 。 


ビリ ー( 左 ) に 好意 を 審 せ て いる 
1 られ な い 女 性 が 心 に 存在 
の 気持 ち を 変え て みせ る 


ミス ター・ ブ シド ー 

MISTER BUSHIDO 

独立 治安 維持 部 隊 ア ロウ ズ の ライ セン サー。 
独自 行動 の 免許 を 司令 部 か ら 与 えら れ て いる 
「 ワ ンマ ン ア ー ミ ー」 で あり 、 任 務 の 参加 " 不 
参加 も 自由 甚 量 に 任 さ れ て いる 。 国連 軍 と ソ 
レス タル ビー イン グ (CB) の 激突 に お いて 、 妙 
那 ・F・ セ イエ イ と 一騎 討ち の 末 に 相討ち と 
な っ た グラ ハム ・ エ ー カ ー は 、CB と の 再戦 の 
場 と 戦う 者 の 極み を 求め 、 武 士道 に 精通 する 
アロ ウズ 最高 司令 官 ホー マー・ カ タ ギ リ を 訪ね 
る 。 そこ で 修行 の 未 に 武士 道 を 体得 し 
首部 と の 戦い で 負っ た 傷 を 隠す よう に 0 
けた 結果 . 


を 再開 し た CBI 閉 那 の 姿 を 認め 、 一 騎 討 ち 
よる 決着 を 望む 。 その 戦い で イノ ベイ ター へ 
と 変 草 を 導 げ た 半 地 に 「 生 
き て 明日 を 掴む 」 どい う 戦い の 意味 を 見 せら れ 、 
ガン ダム を 越え ね ば な ら な いと いう 呪縛 か ら 解 
き 放 た れる 。 主 な 搭乗 機 は アヘ ッ ド 近 接 格闘 
型 、 マス ラオ 、 スサノオ 


ドス ター・ プ シド -] 戦い の 
果て の 勝 和み を 求め る ブシ 
ドー に 対し 。 和 那 は 生き 残 
た 先 の 未来 を 求め た 。 その 
差 は 決着 と な っ て 表れ 、 戦 


い に 数 れ た ブシ ドー は 、 閉 半 
の 「 生 きる た め に 戦え 」 と い 
な 境 地 換 く 


MR Yt 
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ミハエル ・ ト リ ニ ティ 
MICHAEL TRINITY | 


ソレ スタ ルビ ピー イン グ (CB) の セカ ンド チー ム 「 ト 


マイ スタ ー。 自分 た ち 兄妹 に 敵対 す 


る 相手 に は 、 すぐ に ケン カ を 売る 短気 な 人 物 で 
ある 。 また 、 好 戦 的 で 格下 の 相手 に 対し て も 
容赦 し な い 。 人 類 革新 連盟 の ジン クス 部 隊 か 
ら の 表記 中 、 ア レ ハ ンド ロ ・ コ ー ナ ー に 雇 わ れ 
た 備 兵 アリ ー・ ア ル ・ サ ー シ ェ ス の 凶 弾 を 沈 け 


気 な い 最期 を 遂げ る 。 その 後 、 ミハエル の 
スロ ー ネ ツヴァイ は 搭乗 者 を 認証 する た め の バ 
イオ メト リク ス が 書き 換え られ て 、 サ ー シ ェ ス の 
乗 楓 と な っ た 


ミレ イナ ・ ヴ ァ ス ティ | 


MILEINA VASHTI | 


新生 し た ソレ スタ ルビ ー イ シグ (CB) の 新 メン 
、 プ トレ マイ オス 2 の 戦況 4 


7 ァ ス ティ の 的 で ある 。 メカ 
あり 、 艇 や ガン ダム の 整備 ・ 修 理 
逆境 に お いて も めげ な い 天性 の 
明る さ で 周囲 を 和 ま せる 、 新 生 CB の ムー ド メ ー 


ミン 
MING 
人 類 革 新 連 回 の 特務 部 隊 ・ 頂 武 の 副官 。 が 
ンダ ム 直 拓 作 戦 に 参加 し 、 ガ ンダ ムキ ュ リオ ス 
と ガン ダム ヴ ャ ー チ ェ の 捕獲 を 実行 し た 


反撃 を 受け て 撤退 する こと と な り 、 ハ レル ヤ ・ 
ハ プ テ ィ ズ ム の 操る キュ リオ ス か ら 、 セ 
ル ゲ イ ・ ス ミル ノ フ と ソー マ ・ ビ ー リ ス を 逃がす 
た め 、 自 分 が 権 牡 と な っ て 机 を 足止め し 、 病 を 


落と し た 


め 


メメ ント モリ 
自由 電子 レー ザー 撮 射 半 置 。 オー ビタ ルリ ン 
グ の 粒子 加速 問 を 用 いた 衛星 兵 癌 


本 体 を 低 軌道 リン グ に 設置 し て 
上 の 半 算数 十 km を 消滅 させ る ほど の 威力 を 計 
リ 、 上 面 と 下面 の 両方 に 発射 部 を 有 す た め 地 
上 宇宙 どちら に も 掃射 可能 。 中 東 の スイ ー 
ル 王 園 と り チ エラ 王国 の 軍事 基地 に 撃ち 込ま 


れ 、 宇 宙 で は 反 連 孝 組 線 カ タロ ン 艦 粒 に 向け 
て 使わ れ た 。 王 留美 (ワン ・ リ ュー ミン ) の 提 
も 留美 へ の 嫌がら 


に よっ て 建造 され 
せ の : ナ ・ ト リ ニ テ ィ が 構造 図 を トレ ミー 
た 。 その た め 穫 点 の 電磁 場 光 共 振 部 が 
判明 し 、 メ メン トモ リ の 戦術 プラ > 
が 組み 上 げ ら れ た 。 強固 な 外装 を 有 し 、 ト ラン 
ザム に よる セラ ヴィ ー ガ ンダ ム の ハイ パー パース 
ト と プトレマイオス 2 の GN ミ サイ ル 、 ケ ルディ ム 
ガン ダム の 狙撃 で どう に が 破壊 し た 。 


に ・ 


| 木星 有人 探査 租 エ ウロ バ | 


木星 有人 探査 計画 で 使わ れ た 探査 船 。 探査 


た め 、 リ ボン ズ ・ ア ル マ ー ク と 同じ タイ プ の イノ 
ペイ ド が 乗船 し て いた と され る 。 な お 、 チ ー ム ト 
リ ニ テ ィ の HARO も エ ウ ロ パ か ら 回 収 さ れ た も 
の で ある 。 事故 の 発生 に よっ て 放棄 され て い 
西暦 2314 年 、 地 球 外 変 異性 金属 体 
餅 さ れ て 地球 | 来 し た 


モラ リア 共和 
MORALIA 
AEU に 所 属す る 新興 国 。 西 層 2284 年 に 津 国 


され 、 ヨ ー ロ ッ パ 南部 に 位置 する 。 人 口 18 万 
の 小国 だ が 、 300 万 も の 外国 人 労働 者 を 国内 


に 受け 入れ で 発展 し た 。 中 で も 約 4000 社 ある 
民間 企業 の うち ら 割 が 民間 軍事 会 社 で ある 


| 有人 木星 探査 計画 | 
| MANNED JUPITER 
| EXPLORATION PROJECT 


西暦 2314 年 か ら 聞 る こと 130 年 ほど 前 
れ た 木星 の 探査 計画 。 し か し 、 裏 で は GN ド ラ 
イヴ (太陽 炉 ) の 開発 を 行っ て いた 。 太陽 炉 
の 完成 後 は 、 機 密 保持 の た め 事 故 
け て 木星 有人 探査 船 エ ウ ロバ は 破壊 され て い 
る 。 独立 し た Al 端末 と し て HARO が 使わ れ て お 
り 、 コ ー ナ ー 家 の 手 の 者 が エ ウ ロバ の 残 圭 か 
回 収 。 その 中 に 残さ れ て で いた デー タ か ら 、 の 
ち に GN ドラ イヴ [T] が 製造 れ た 


(m0) HE 5 SHEET 12 


エー 

UNION | 
Union of Solar Energy and Free Nations 
太 隅 エ ネル ギー と 自由 国家 の 連合 )。 世界 
経済 連合 と も 呼ば れる 。 西側 諸国 を 中 た 
経済 連合 で あり 、 アメ リカ を リー ダー と し て 、 カナ 
ダ . オセ アニ ア 、 南ア メリ カ 大 陸 、 日 本 な ど 50 ヵ 
国 以上 の 参加 国 で 構成 され る 。 中 で も 日 本 は 、 
経済 特区 と し て 独自 に 発展 を 遂げ た 。 最も 
軌道 エレ ペー ター「 タ ワー] を 填 造 し た 勢力 で あ 
り 、 三 大 勢力 の 中 で も 高い 技術 力 と 経済 力 を 
持つ 。 ト ッ プ ガン で 編制 され た MS 部 隊 MSWAD 
(エム スワ ッ ド ) を 獲 し 、 ト ッ プ フ ァ イタ ー に グラ 
ハム ・ エ ー カ ー、 技術 頭 問 に ビリ ー・ カ タ ギ リ 
が 在籍 。 また 著名 な 技術 者 で ある レイ フ ・ エ イ 
フ マ ン 教授 な ど 、 人 材 も 豊富 で ある 。 宇宙 へ 
の 進出 や MS 開発 に お いて も 一 歩 先 を 進ん で 
お り 、 飛行 形態 へ の 可変 機構 を 備え た ユニ オ 
ン リア ルド 、 ユ ニオ ン フラ ッ グ を 配 代 。 その 機動 
力 は 他国 の 條 威 と な っ た 。 な お 、 アメ リカ が エネ 
ルギー の 分 配 権 を 握っ て お り 、 不満 を 抱く 双 加 
国 は 少な く な い 。 それ を 象徴 する の が 分 配 権 を 
巡る タリ ビア 共和 思 に よる ユニ オン 脱退 又 動 で 
ある 。 また 「 世 界 の 警察 」 を 自記 し て お り 、 ユニ 
オン 勢力 外 の 派兵 に 関し て 人 類 壮 新 連 と は 
緊張 状態 に あっ た 。 ガン ダム の 趣 獲 を 目的 と し 
た 友好 国 な ど へ の 派兵 も 行っ て いる 


| 2 ルフ ラシック) 
| UNiON FLAG 


飛行 形態 へ の 可変 機構 を 有 す ユ ニオ ン リ アル 
ド の 後継 機 。 リア ルド と 異な り 変形 に 専用 設 
備 に よる 換装 作 葉 を 必要 と し な い 。 4 基 の 水 
素 ブ ラズ マジ ェ ッ ト を 搭載 し 、 リ アル ド を 超え る 
落 行 性 能 を 獲得 し た 。 西暦 2307 年 、! 
ド に 代わ る 主力 量産 機 と し て 配備 が 進ん で い 
る 。 主 兵 装 は リア ルド を 踏襲 し た リニア ライ フ 
ル 、 デ ィ フ ェ ン スロ ッ ド 、 ソ ニッ ク ブレ イド (プラ 
ズ マ ソー ド ) を 持つ 。 主 を た パイロット は グラ ハム ・ 
エー カー、 ハワード メイ スン 、 ダリ ル ・ ダ ッ ジ 、 ジ ョ 
シュ ア ・ エ ド ワ ー ズ 。 な お 、 フ ライ ト ユ ニッ ト を 排 
除 し て 装甲 を 追加 し た 陸戦 型 、 通称 「 シ ェ 
ラッ グ 」 も 少数 が 配備 され て いた 


| ユニ オン フラ ッ グ 
ソレ スタ ルビ ー イ ング 仕様 


UNON FLAG CELESTIAL BEING TYPE 


ソレ スタ ルビ ー 


ング (CB) が 改修 を 施し た 
ユニ オン フラ ッ グ オー ビッ ト 
ー ガ ー ド 仕様 を ペー ス と す 
武装 は 、GN コ ン デ ン サ ー を 搭載 し た 
Tex。 イノ ベイ ド 勢 の 打倒 に よっ 
、 な いよ う 
に 摘ん で いた CB は 、 目 立つ 「 ガ 
型 機 を 使用 し て v 


ニオ ン フ ラッ 
バッ ケー ジ コ 


る 。 


| ユニ オン リア ルド 
UNION REALDO _ 


飛行 形態 へ の 可変 機構 を 有する 
主力 量産 Mi 変形 は 専用 設備 に 
る 換装 作業 が 必要 で ある 。 主 兵 凌 は リニア 
イフ ル 、 ディ フェ ンス ロッ ド 、 ソニ ッ ク ブ レイ ド ( ブ 
ラズ マソ ー ド ) を 持つ 。 


必 2307 生 
フラ ッ グ の 
よっ て 一 線 を 退 


し て 現 各 で あ 
た が 


リン グ 


| ユニ オン リア ルド パー タン ク 
| UNION REALDO HOVERTANK 


ン リ アル ド の パリ エー ショ ン 。 地上 用 
特 化 し て お り 、 下 部 は ホバー タン ク に 換装 され 
て いる 。 リア ルド は 各 パ ー ツ が ブロ ッ ク 化 し た 
構造 を 持つ た め 、 換 装 は 容易 で あっ た 。 主 兵 
装 は 背部 の リニア ライ フル 、 腕 部 に ロケ ッ ト ラ 
ンチ ャ ー と 60mm 機 関 克 を 持つ 


ヨハ ン ・ ト ドリ ニテ ィ 
JOHANN TRINITY 


ソレ スタ ルビ ー イ ング (CB) の セカ ンド チー ム | ト 
リ ニ テ ィ ] の 長兄 で 、 ガ ンダ ム ス ロー ネ ア イ ン 
の ガン ダム マイ スタ ー。 クセ の 強い 弟妹 も ヨハ 
ン の 言い つけ に は 逆らわ ず 、 兄 と し て チー を 
よく まとめ て いた 。 チー ム の 中 で も 唯一 冷静 な 
性 格 の 持ち 主 で 、 エー ジェ ント の 王 留美 (ワン ・ 
リュ ー ミ ン ) の 接触 を 受け て も 拒む こと な く 、 畠 
助 の 提案 を 受け 入れ た その 準備 は 功 
を 奏 さ ず 、 人 過激 な 武力 介 入 で 世界 の 統一 を 差 
め た こと で チー ム ト リ ニ ティ は 用 消 み と され 、 着 
し 向け られ た 偽 兵 アリ ー・ ア ル ・ サ ー シ ェ ス の 
措 撃 に より 命 を 落と す 。 理知 的 か つ 生 真 面目 
な ヨハ ン は 、 自 分 た ち は 選 ば れ た マイ スタ ー 
と 最期 まで 信じ 、 ア レ ハ ン ドロ ・ コ ー ナ ー に 利 
に 気づか ず 死 ん で い - 


| ライ セン サー | 


治安 維持 部 隊 ア ロウ ズ に お いて 、 司 令 


独 
部 か ら 独 自 行動 の 免許 を 与え ち れ た 人 物 を 「 ラ 
イセ ン サ ー] と 呼ぶ 
プシ ドー の 他 


ライ セン サー は 、 ミス ター・ 

リボ ンズ ・ ア ル マ ー ク 配下 の 
(リヴ ァ イ ヴ リ バイ バル 、 ヒ リン グ ・ 
ケア 、 ブ リン グ ・ ス タビ ティ 、 デ ヴ ァ イン ・ ノ ヴァ ) 
が 存在 し た 。 


国際 テロ ネッ トワ ー ク 組織 の ひと つ で 、 自 
回 題 主義 組織 を 名 無 る 。 ソレ スタ ルビ ー イ ング 
(CB) の 武力 介入 の 中 止 と 武装 解除 を 要求 
し 、 ユニ オン 、 AEU、 人 類 革 新 軍 盟 (人 革 連 ) 
な ど 世 界 主要 7 都市 で 同時 爆破 テロ を 起こ し 

ラ ・ イ デン ラ の 拠点 は 世界 に 複数 存在 し 
CB の エー ジェ ント に も 特定 は 名 航 す 

テロ を 撲 戒 す る た め 世 界 各国 の 謀 
報 機関 が ラ ・ イ デン ラ の 構成 員 の 情報 を 故意 
に ネッ トワ ー ク へ と 流出 させ た こと で 3 ヶ所 の 活 
動 拠点 の 特定 に 成功 。 AEU 領 の スコ ッ ト ラ ン 
海上 に 脱出 し た 者 た ち は ガ ンダ ム エ ク 
シア 、 ユニ オン 領 の 南米 山岳 地帯 の 放 
ンダ ム デ ュ ナ メス 、 人 革 連 額 の マー シャ ル 庄 島 
の 施設 は ガン ダム ヴァ ー チ ェ が 同時 に 武力 介 
入 を 行い 、 組織 は 壊滅 し た 


(の 柱 的 と な り ) 
の 目前 で バス 


| ライ ル ・ デ ィ ラ ン デ ィ 
LYLE DYLANDY 

目 ロ ッ ク オ ン ・ ス トラ トス 。 ニー ル ・ デ ィ ラ 
ン デ ィ の 双子 の 弟 テロ で 死ん だ 家族 の 
復讐 を 兄 ほ 思い 詰め て は いな 西 
礎 2312 年 に は 反 政 府 組織 カタ ロン の 構成 員 
「 ジ ー ン ワン 」 と し て 活動 し て いた 。 だ が 剰 那 ・ 
F・ セ イエ イ の 接触 を 受け た こと を 契機 と し 、 中 
東 支部 の リー ダー、 クラ ウス ・ グ ラー ド の 要請 を 
受け て スパ イ と し て ソレ スタ ルビ ピー イ ング (CB) 
に 参加 。 密か に カタ ロン と CB の 連絡 役 を 担う 。 
イノ ベイ ド 打 倍 後 は カタ ロン を 離れ 、 改 め て CB 
の ガン ダム マイ スタ ー と し て 生き る 道 を 選ん だ 。 


ラグ ナ ・ ハ ー ヴ ェ イ 


リニア トレ イン 公社 の 総裁 。 ソレ スタ ルビ ピー イン 
グ の 監視 者 で も あ 同 
連 大 使 ア レ ハ ン ドロ ・ コ ー ナ ー と 通じ 、 チー ム ト 
リー ティ に 指示 を 出し て いた 。 だ が 、 ト リ ニ ティ 
カ 介 入 で 世界 の 統一 が 早まっ 
と に より 、 秘 密 を 知る 邪魔 者 と し て 、 ア レ 
ハン ドロ の 依頼 を 受け た 備 兵 デリ ー・ ア ル ・ サ ー 
シェ ス に よっ て 殺害 され た 


| | ラッセ ・ ア イオ ン 

| | LASSE AEON 
ソレスタル ビー イン グ (CB) の 本 で 、 プ ト レ 
マイ オス の 砲撃 士 。 リヒ テン ダー ル ・ ツ エー リ 


世 き 後 は プトレマイオス 2 の 操 能 士 を 務め た 
元々 は ガン ダム マイ スタ ー の 候 袖 者 で あり 
GN アー ムズ に 搭乗 し て ガン ダム の 支援 も 揚 
| う 。 国連 軍 と の 戦い で アレ ハン ドロ ・ コ ー ナ ー 
| の 務 る MA アル ヴァ トー レ に 揉み 、 そ の 際 に 
性 の ある GN 粒子 の 後遺 症 に よっ 
| 体 が 側 まれ て いく <。 それ を 表 に 出さ ず 、 西 歴 
2312 年 、 活 動 を 再開 し た 新生 CB で も 活動 を 
続け た 。 身体 の こと は スメラギ ・ 地 ・ ノ リエ ガ 
と な る が 、 無 理 を 押し て 戦い に 参 
トラ ン ザ ム パ ー ス ト に よる GN 秒 
た こと で 快 方 に 向かう 。 西暦 2314 征 
5 ける 地球 外 変異 性 金属 体 ELS 農 来 の | 
は 、 プ トレ マイ オス 2 改 の 操 能 土 に 集 
る 。 主 な 搭乗 機 は GN アー マーTYPE-E、0 ガ 
ンダ ム (実戦 配備 型 ) 


ラ ・ ト ゥ ー ル 


西暦 2307 年 の 時 点 で は 未完 成 で ある AEU 
の 軌道 エレ ペー ター。 完全 稼動 に は 至っ て い 
な いた め 同 時 に 宇宙 開発 も 
他 の 三 大 勢力 の 後塵 を 拝 し て いる AEU は 当 
時 係り を 覚え て いた 。 そう し た 状況 か ら 、AEU 
は 条約 で 決め られ た 以上 の 戦力 を 軌道 エレ 
ベー ター に 辻 駐 させ て お り 、 ソ レス タル ビー イン 
グ (CB) の 最初 の 武力 介入 で 暴 款 され で | 
な お 、 モ ラリ ア 共 和 国 が 有する 民間 軍事 
会 社 PMC の 宇宙 開発 技術 を 欲し た AEU は 
合同 演習 を 行う こと で PMC と の 関係 を 密 に し 
よう と 計画 。 CB の 武力 介入 を 招く 
AU 


剖 通 サン ライ ズ ・NBS 152-30 


153-29 


機動 戦士 ガン ダム 00 


ラフ ァ エ ル ガ ン ダム | 
RAPHAEL GUNDAM | 


同化 し た ティ エリ ア ・ ア ー デ が 硬 造 し 
ンダ ム 。 不測 の 事態 に 備え 
型 外 宇宙 航行 母艦 ソレ スタ ルビ ー イ ング 内 で 
のみ に 開 発 ・ 建 造 され て お り 、 西 暦 2314 年 
に お ける 地球 外 変異 性 金属 体 ELS の 襲来 
の 際 に 運用 され た 。 イノ ベイ ド 専 用 MS で ある 
GNZ シ リー ズ (が 系 ) を ペー ス と し た 機 休 な が 
ら 、 大 火力 か つ 体 と 別に MS を 搭載 し て いる 
点 な ど 、 カ ンダ ム ヴ ァ ー チ ェ と セラ ヴィ ー ガ ンダ 
ム の コン セプト を 受け 継ぐ 。 大 破 し た セラ ヴィ ー 
ガン ダム を 利用 し た 、 セ ラヴ ィ ー ガ ンダ ム II を 上 
部 ユニ ッ ト と し て 装着 。 た だ し オリ ジ ナ ル の 大 
陽 炉 は 搭載 し て お ら ず 、3 基 (セラ ヴィ ー ガ ンダ 
ム T と 2 基 の GN ビ ッ グ キ ャ ノン ) の 疑似 太陽 太 
で 稼動 する 。 莉那 ・F・ セ イエ イ を 救出 する た め 、 
失わ れ た 


ファ エル ガン ダム 】 機体 上 


ト は GN ビッ グ キ ャ ノン と し 


リア ル IRA | 


アイ ル ラ ンド の 武装 組織 。 宗教 的 な 対立 を 発 
端 と し 、4 世 紀 も の あい だ テロ 活動 を 続け でき 
た 。 だ が 、 西暦 2307 年 、 ソ レス タル ビー イン グ 
が 開始 し た 武力 介入 の 影響 の 結果 、 武力 
る テロ 行為 の 完全 凍結 


か し 、 武力 介入 を 恐れ て 先手 を 打っ た に 過ぎ な 
いと 、 ロッ クオ ン ・ ス トラ トス と アレ ル ヤ ・ ハ プティ 
ズム は 捉え で いた 


| Sk 
| LEE ZHEJIANG 


独立 治安 誰 持 部 際 ア ロウ ズ に 所 属す る 中 佐 。 
アー サー・ グ ッ ド マ ン 淫 将 の 副官 担う 。 軍用 
オー トマ トン の 実際 に お いて も 、 平 静 に 任務 を 
こなす 非情 さ を 持つ 。 カテ ィ ・ マ ネ キン の 戦術 
プラン に より 、 大 気 園 を 突破 し て くる プ ト レ マ イ 
オス 2 を 待ち 伏せ し た が 、 事 前 に 出撃 し て いた 
ダブ ルオ ー ガ ンダ ム に 卒 乗艦 を 攻撃 され 、 艦 と 
運 語 を 共に し た 


リィ アン 
LIANG 


ガン ダム スロ ー ネ ド ライ を 格納 する 航 宙 航空 
機 : ソレ スタ ルビ ー イ ング の 壊滅 後 、 王 留美 ( ワ 


ン ・ リ ュー 


報 活動 など の 極秘 任務 に お いて 重宝 され た 
主 兵 装 は 、 ス ロー ネ ド ライ が 新た | 
GN ロン グラ イフ ル 、 


リー サ ・ ク ジョ ウ 
スメラギ ・ 地 ・ ノ リエ ガ の 本 名 。 17 歳 で ユニ オ 
ン 視 の 国際 大 学 を 卒業 し た 才 媛 で 、 戦 術 巴 
報 の 天才 カテ ィ ・ マ ネ キ ン に 憧れ て 自ら も 戦術 
予報 士 の 道 を 歩む 。 戦争 が 止め られ な いな ら 
戦 条 で 早期 解決 を 図り 、 裕 害 を 最小 限 に 抑え 
て 人 命 を 救う とら いう 、 カ ティ の よう な 考え を 抱い 
て AEU 軍 の 戦術 予報 士 と な っ た 。 だ が 、 議 情 
報 て 友軍 同士 が 激突 す る 事態 が 発生 
し 、 大 き な 犠 牧 が 出 て し まう 。 その 中 に は 恋人 
の エミ リオ ・ リ ビシ も お り 、 自 ら の 失敗 を 悔やん 
だ クジ ョ ウ は 、 過 去 を 払拭 する た め に ソレ スタ 
ルビ ー イ ング へ と 身 を 投じ た 


リヴ ァ イ ヴ ・ リ バイ バル 


REVIVE REVIVAL 


リボ ンズ ・ ア ル マ ー ク 率い る イノ ベイ ド 勢 力 の ひ 
と り 。 最初 に 独立 治安 維持 部 隊 ア ロウ ズ に 派 
邊 され た ライ セン サー の イノ ベイ ド で 、 補 要員 
の パト リッ ク ・ コ ー ラ サワ ー と 共に 着任 し た 。 
る 舞い を 見 せ 、 イ ノ ベ イド の 例 に 漏 
間 を 見 下 し た 対応 を する 。 だ が 、 人 間 を 
働 り つつ も 状況 は 的 確 に 分 析 し て お り 、 カテ ィ 
マネ キン を 指揮 官 と し て 有 能 だ と 認め て いた ほ 
か 、 利 逆 ・F・ セ イエ イ が イノ ベイ ター に 覚醒 し 
つつ ある こと を 認識 し て いた 。 それ で も イノ ベイ 
ド と し て の 鈴 桂 か ら 、 た か が 人 間 だ と 最後 まで 
軽 ん じ て お り 、 歩 みる 
ダ を 巡る 最終 決戦 、 b' 
共に セラ ヴィ ー ガ ンダ ム を 撃 欄 し た も の の 、 ケ 
ルディ ム ガ ン ダム と 死闘 を 演じ た 未 に 命 を 落と 
し た 。 搭乗 機 は ガ デ ッ サ 


3 a 
リジェ ネ ・ レ ジェ ッ タ 
REGENE REGETTA 


リボ ンズ ・ ア ル マ ー ク 率い る イノ ベイ ド 勢 力 の ひ 
と り 。 その 中 で も 変り 種 で あり 、 リ ボン ズ より も 
自分 の ほう が 「 イ オリ ア 計 画 ] の 担い 手 に 相応 
し いと 野心 を 抱く 。 独自 に 行動 する リジェ ネ は 、 
リボ ンズ に 協力 する エー ジェ ント の 王 留美 ( ワ 
) に 近づき 、 自 分 の 手 で 計画 を 
進め る べく ソレ スタ ルビ ー イ ング に さま ざま な 情 
報 を リー ク さ せる 。 最終 的 に は ヴェ ー ダ の 位置 
を も 知ら せ た が 、 リ ジェ ネ の 暗 雇 は 脳 量子 波 を 
通じ て リボ ンズ に 科 抜 け で あっ た 。 その 事実 を 
伝え 5 れ た こと で 逆 上 し 、 繋 ち 条 し て し まう も の 
の 、 別 の 肉体 で | ンズ に 驚 楊 。 その 
直後 に 備 兵 アリ ー・ ア ル ・ サ ー シ ェ ス | 
て 命 を 落と す 。 し か し リジェ ネ の 意識 は ヴェ ー ダ 
に 残り 続け て いた 。 そし て 、 リ オ 


ペイ ター へ と 変 草 を 遂げ た 莉那 ・F・ セ イエ イ 
が ダブ ルオ ー ラ イザ ー に よる トラ ン ザ ム バ ー ス ト 
を 発動 させ た 際 、 リ ボン ズ の 脳 量 子 流 が 乱れ 
た 障 を 狙い 、 ヴェ ー ダ の 奉還 を 手助け し た 


ン 0988 タ イ 


提 重 戦士 ガ ンダ ム OO 


ELOSSARY 


【 ラ ファ エル ガン ダム 】 一 【 リ ボン ズ ・ ア ル マ ー ク 】 


【 リ ニア トレ イン 】 カー 
チュ ー ブ 制 レー ル を 走る 、 寺 道 エ 
レバー ター 内 の リニア トレ イン 
上 昇 の 際 は 初期 加速 を 行い 、 そ 
の 後 の 減速 状態 で は 車内 が 無 
更 力 状 租 と な る 。 プレ イク ピラ ー 
事件 の 際 は 、 地 上 へ と 向かう リ ニ 
アト レイ ン ザ 、 パ ー ジ され た ユ 
ト の 落下 に 若き 込ま れ 、 多 く の 相 
社寺 を 生ん だ 


| リニア トレ イン 
| 


リニア ライ フル 


(M0) ne05 ser13 


| リボー ンズ ガン ダム 】 ガン ダム 
モー ド は 汎用 性 に 傑 れ た 形 
吉 近 両方 の 彩 な 武器 を 使 
な す が 、 その タ 上 は ガン 
ダム エク シア と 兄弟 機 と 言っ て 差 
し 到 え 4 い ほ どの 共 通 項 を 持つ 


| リポ ボー ンズ ガン ダム 


| REBORNS GUNDAM 


リボ ンズ ・ ア ル マ ー ク 
RIBBONS ALMARK 


軌道 エレ ペー ター の 移動 手段 と な る 交通 機 
関 。 軌道 エレ ベー ター 内 に 複数 の ライ ン が 設 
け て あり 、 地 上 と 宇宙 を 繋い で いる 。 この 
アト レイ ン を 用 いて 、 低 軌道 部 や 高 軌 道 
ある ステ ーション に 大 や 物資 の 輸送 を 行う 。 普 
通 の 電車 や バス の よう に 、 低 軌道 ステ ー シ ョ 
ン へ の 直行 便 な どの 複数 の 合 が 用 意 さ れ て い 
る 。 車輌 は 基本 的 に 10 両 編成 と な 
車内 は 3 弱 建 て の 構造 を 持つ 。 部 屋 に は 別 科 
全 で 個室 も 用 意 さ れ て お り 、 実 習 に 向かう ルイ 
ス ・ ハ レヴ ィ の 我がまま を 聞い た 沙 越 - タ ロス ロー 
ダン ト も お り 

: ど を 行う 。 な お 、 リ ニア トレ イン 
は 交通 だ け で な く 物資 輸送 の 側面 も あり 、 宇 
宙 開 発 の 要 と な っ て いる 。 軌道 エレ ベー ター が 
存在 し な か っ た 場合 、 ロ ケッ ト の 打ち 上 げ と い 
う 方 法 に よっ て 宇宙 へ と 物資 や 人 材 を 送る 必 
要 が ある 。 これ で は 輸送 で きる 物資 量 な ど に 限 
り が ある 上 、 一 度 の 打ち 上 げに も 多大 な 労力 
と 時 間 を 必要 と し 、 大 き な リ スク を 抱え る 必要 
が あっ た 。 リニア トレ イン は これ を 解消 し 、 ロ ケッ 
ト の 打ち 上 げ で は 不可 能 で ある 物資 の 輸送 を 
実現 。 少な を い リ スク に よっ て ロケ ッ ト を 超え る 給 
送 能力 を 発揮 し た の で ある 。 大量 に 資源 を 宇 
宙 へ と 送る こと で 宇宙 開発 は 劇 的 に 進展 し 、 
西暦 2307 年 に お いて は 少数 の スペ ー ス コロ 
ニー の 建設 に 成功 し て いる 。 た だ し 現状 で は 
人 口 が 過剰 で は な いた め 、 本 格 的 な 移住 は 行 
て いな い 


ニア トレ イン 公社 


レイ ン を 運営 する 公共 企業 体 。 天 柱 交 
勢力 が 有する 軌道 エレ ペー 
ター「 タ ワー」「 天 柱 」 「 ラ ・ ト ウー ル (アフ リカ タ 
- ぞ れ に 別 の 公社 が 存在 し 、 それ を リ 


ニア トレ イン 公社 が 統括 し て いる も の と 思わ れ 
る 。 総裁 は ラグ ナ ・ ハ ー ヴ ェ イ , 


i 

【 リ ニア トレ イン 公社 】 公社 ご と に 特色 が あり 、 リ ニア 

トレ イン の アテ ンダ ント も 公社 独自 の 制服 を 着用 し て 
上 は 天 柱 交通 公社 の アテ ン 


ue ッ エー リ 】 クリ 
ステ ィ ナ ( 右 ) に 像 し いと こ 


西暦 2307 年 に お いて 、 主 に ユニ オン と AEU の 
MS が 運用 し て いる 射撃 武器 。 電 厩 加速 し た 実 
体 弾 を 撃つ ライ フル で あり 、 飛 行 形態 で は 機 首 と 
し で 利用 され る 。 アイ リス 社 は 新型 ライ フル を 開 
発し 、 試 作 を グラ ハム 専用 ユニ オン フラ ッ グ カス 
タム が 使用 。 200mm 大 口径 初速 弾 を 発射 で 
きた が 、 そ の 分 チャ ー ジ が 必要 で あっ た 


[リニア ライ フル ] 上 (写真) が AEU イ ナク ト の リ ニ 
アラ イラ ル 。 口 生 120mm で 、35 秒 に 1 発 の 居合 
で 発射 する 。 な お 低 出力 モー ド で は 連射 が 可能 
回 は ュ ニ = グ の も の で 、 チ ャ ー ジ の 調 可 


で 成 力 を 増減 で きる 


リヒ テン ダー ル ・ ツ エー 
LUICHTENDAHL TSERY 


ソレ スタ ルビ ピー イン グ の 構成 員 で 、 プ トレ マイ オ 
ス の 操 能 士 を 担 うら 。 お 調子 者 の 陽気 な 青年 


で 愛称 は 「 リ ヒ ティ ]。 太陽 発電 紛争 に よっ 
て 軌道 エレ ペー ター の 技術 者 だ っ た 両親 を 失 
い 、 巻き 込ま れ た リヒ ティ も 身体 の 半分 が 機械 


化 され て いる 。 乙女 心 に は 貴 く 、 スメラギ ・ 李 ・ 
ノリ エガ と 王 留 美 (ワン ・ リ ュー ミン ) の 水着 姿 
を 録画 し た り 、 ロッ クオ ン ・ ス トラ トス の 心配 を す 
る フェ ルト ・ グ レイ ス の 想い に 気づか な か っ ) 
と 、 同じ ブリッジ クル ー の クリ ステ ィ ナ 
果 れ られ る こと が 多い 。 人 類 革 新 連 皿 
ンダ ム 直 獲 作 紙 に お いて 、 頂 武部 隊 が 展開 し 
レス タル ビー イン グ の 提案 方 法 (双方 
置 し て GN 料 子 の 通信 造 断 
領域 を 特定 し た ) に 引っ か か っ た こと を 見 表し 、 
プトレマイオス が 探知 され て し まう ミス を 起こ し た 
こと も ある 。 この 時 は 、 ク リス ティ ナ の 代わ り 
当直 し て お り 、 彼 女 に 起 5 れ て いる 。 国連 軍 と 
の 戦闘 で ブリ ッ ジ に 攻撃 を 受け た 際 、 想 い を 寄 
せる クリ ステ ィ ナ を 底 っ て 命 を 落と し 2 


ンズ ・ ア ル マ ー ク の 専用 ガン ダム 。 それ ぞ 
れ 特性 が 異な る 「 ガ ンダ ム モ ー ド ] と 「 キ ャ ノン 
」 の ふた つの 姿 を 持ち 、 軽 況 に 応じ て 変 
る 戦法 を 実践 する 。 本 来 、 ガ ンダ ム モ ー ド 
と キャ ノン モー ド は 別々 の 機体 で あり 、 ガ ンダ 
ム を 主体 に キャ ノン が 支援 する 形 で あっ た 。 だ 
が 、 仲 間 を 当て に し て いな い リ ボン ズ が ひと り 
で 戦う べく 、 両 機 を 一 
は 比 似 太陽 炉 な が 
が 姿 み 出し た ツイ ンド ライ ヴ シ ステ ム を 滑 入 し て 
お り 、 ト ラン ザム も 可能 。 既存 MS の 機能 性 
能 … 武装 の 集大成 と 言う べき 特別 な 機体 で あ 
る 。 主 兵 装 は GN バ パス ター ライ フル 、 大 型 GN 
ビームサーベル 、 大 型 小型 GN フ ィ 
グ 、GN シ ー ル ド を 装備 。 ソレ スタ ルビ ー イ ング 
と の 最終 決戦 に お いて ダブ ルオ ー ラ イザ ー と 
交戦 し 、 相討ち と な っ て 大 硫 し た 。 


リボ ー ン ズ キ ャ ノン | 


REBORNS CANNON 


リポ ー ン ズ ガ ンダ ム の キャ ノン モー ド 。 吉 距離 
射撃 に 特 化し て お り 、 ガ ンダ ム ヴ ァ ー チ ェ と 同 
ー の 基礎 デー タ 
メイ ンカ メラ は 砲撃 に 
と 同じ も の を 採用 し り 
撃 精 度 も 高い 。 最初 は リボ 
で 出現 し 、 ト ライ アル フィ ー ル ド を 展開 中 
セラ フィ ム ガ ン ダム を 破壊 し 


【 リ ポー ンズ キャ ノン 】 
大 型 GN フ ィ ン ファ ング 
を 利用 し た 4 門 の キャ 


ソレ スタ ルビ ー イ ング (CB) の 監視 者 で ある ア 
レ ハ ンド ロ ・ コ 国連 大 使 の 従者 。 その 
正体 は 「 イ オリ ア 計 画 ] の た め ヴ ェ ー ダ に 造ら 
れ た 生体 端末 イノ ベイ ド で ある 。 自分 が 人 類 よ 
り も 優れ た 存在 で ある と 考え 、 イ フ ベ イド の 使 
命 と し て 「 人 類 が イノ ベイ ター と し て 革新 する 手 
人 類 を 
、 ヴェ ー ダ を 
操る こと は で き な い た め 。、 そ の 支配 が 及ば な い 
監視 者 一 一 野心 を 抱い て いた アレ ハン ドロ に 
近づき 、 彼 を 利用 する こと で ヴェ ー ダ を 党 提 
蜂 似 太陽 煽 の 製造 、 チ ー ム イィ の 設立 
と 過 滴 な 武力 介入 を アレ ハン ドロ の 険 で 操り . 
世界 の 意思 統一 を 促進 させ て CB を 壊 減 させ 
た 。 地球 連邦 の 樹立 後 は 、 手 駒 と し て 造っ た 
配下 の イノ ベイ ド と 共に イノ ベイ ター を 名 乗り 
連邦 大 統領 を 裏 で 操っ て 世界 統一 を 推進 
独立 治安 維持 部 隊 ア ロウ ズ を 使っ て 非 連 邦 
加盟 国 や 反 政 府 組 織 の 弾圧 を 行う 。 CB の 活 
動 再開 後 は イノ ベイ ド た ちや 備 兵 アリ ー・ ア ル ・ 
サー シェ ス 、 エー ジェ ント の 王 劉 美 (フン 
、 ガ ンダ ム に 恨み を 持つ 資産 家 の 娘 ルイ 

ス ・ ハ レヴ ィ な ど を 利用 し 、 自 分 の 知り 得 な い 
ツイ ンド ライ ヴ シ ステ ム を 用 いた ダブ ルオ ー ガ ン 
ダム の 奪取 を 画策 す る 。 だ が 、 イ ノ ベ イド の ひ 
と り リジェ ネ ・ レ ジェ ッ タ の 野心 あ っ 


ある 0 ガン ダム の ガン ダム マイ スタ ー で ある 。 そ 
の 機体 テス ト を 行っ た クル ジス 共和 国 に 居合 
わせ た ゲリラ の 少年 兵 ソ ラン ・ イ ブラ ヒム か ら 、 
神 を 見 る よう な 瞳 を 向け られ た こと が リボ ンズ の 
人 類 支配 の 実行 に 拍車 を 掛け た 。 この 後 リボ 
ンズ は 、 ヴ ェ ー ダ に 対し ソラ ン を マイ スタ ー に 推 
攻 し 、「 羊 那 ・F・ セ イエ イ ] が 誕生 し : 
ある 。 主 な 搭乗 機 は 0 ガン ダム 
ンダ ムリ ボー ンズ キャ ノン 


ンズ スガ 


の 信 憶 き に より 、 自 分 は イノ 
ベイ ター を 超え た イノ ベイ タ 


前 叶 ・ サ ニラ ィ テ ・Mas 153-30 


153-31 


リポ ンズ ・ ア ル マ ー ク が 配下 の イノ ベイ | 
佳 々 で いる 邸宅 。 陽射し に 溢れ た 大 広間 に 見 
える が 、 実 は すべ て 映像 で あり 、 ラ グラ ンジ ュ 2 
の 月 の 裏側 に 隠さ れ て いた 、 コロ ニー 型 外 宇宙 
航行 母艦 ソレ スタ ルビ ー イ ング の 一 宝 で あっ た 


| 留美 の VTOL 


王家 の 自家 用 VTOL (Vertical Take-Off and 
Landing) 機 。 王 留美 (ワン 
(ホン ロン ) が 移動 する 際 に 使用 し て いる 。 情 
培 収 集 に 必要 な 機器 が 揃っ て お り 、 ア ザ : 
スタ ン 王 国 で 宗教 的 指導 者 マス ー| 
ディ ー が 誘拐 され 内 戦 が 発生 し た 際 は 、 ガ ンダ 
ム マ イス ター の 肝 那 ・F・ セ イエ イヒ ロッ クオ ン ・ 
スト ラス の 待機 場所 と し て も 活用 され た 。 


| リン ダ ・ ヴ ァ ス ティ 
| LINDA VASHTI 


ソレ スタ ルビ ー イ ング に 参加 する メカ 
発 担当 技師 。 総合 整備 士 の イア ン 
ティ の 妻 で あり 、 戦 況 オペ レー ター の ミレ イナ ・ 
ヴァ ステ ィ の 母 で も ある 。 ラグ ラン ジュ 3 の ファ ク 
トリ ー に て 、 ガ ンダ ム の 支援 機 オー ライ ザー や 
GN アー チャ ー の 開発 な ど に 携わる 。 ヴェ ー ダ を 
巡る 決戦 の 隊 は 、 ガ ンダ ム の 強化 パー ツ GN へ 
ビー ウェ ポン や GN コ ン デン サー を 装備 し た 実 
戦 配備 型 の O ガ ンダ ム を プトレマイオス 2 に 運ん 
で きた 。 西 礎 2314 年 、 木 星 園 で ダブ ルオ ー ク 
アン タ の た め の 新 た な GN ドラ イヴ の 製造 に 2 
年 間 従 事 し て いた リン ダ は 、 地 球 外 変異 性 金 
属 体 ELS の 襲来 直前 に 地球 囲 へ と 帰 思 。 対 
ッ シ ョ ン で イア ン と 共に ELS 
な る が 、 す ん で の と ころ で 用 
那 "F- セ イエ イ が 対話 に 成功 し 、 守 地 を 脱し た 。 
な お 、 イ ノ ベ イド 勢力 と の 決戦 直前 に フェ ルト 
グレ イス が 半 那 に 購 っ た 花 は 、 リ ンダ が ラボ で 
育て た も の で ある 。 


ヴァ ステ ィ 】 いこ 


| ルイ ス ・ ハ レヴィ 


| LOUISE HALEVY 


経済 特区 日 本 の 高校 で 宇宙 工学 を 学ぶ 留学 
生 。 AEU の スペ イン 出身 。 恋人 の 沙 李 ・ ク ロ 
スロ ー ド と 共に 平穏 な 日 常 を 送っ て いた が 、 ソ 
レス タル ビー イン グ (CB) の 武力 介入 が ルイ 
ス の 人 生 を 狂わ せる 。 親 成 の 結婚 式場 に 出 
席 し た 際 、 ガ ンダ ム ス ロ ー ネ ドラ イ の 気まぐれ 
に よる 攻撃 を 受け て 両親 を 殺さ れ 、 さ ら に 毒性 
を 帯び た GN 粒 子 に より 細胞 異常 が 発生 。 再 
生 治療 を 行え ず 左 院 も 失っ て し まう 。 その 後 ル 
イス は ガン ダム へ の 復讐 を 族 い 、 財 因 で ある 
ハレ ヴ - 道産 を 軍 に 寄贈 。 世界 を 陰 か ら 
動か すり リボ ンズ ・ ア ル マ ー ク と 接触 を 持つ 。 そ 
の 際 、 リポ ンズ か ら 引 胞 異常 を 抑制 する 薬 ( イ 
ノ ペ イド の 体内 に ある ナノ マシ ン を 用 いた も の ) 
を も らい 、 副 次 効果 に よっ て 微量 な が ら 脳 量 
子 流 の 使用 が 可能 と な っ た こと で MS の バイ 
ロッ ト 適性 を 得 た の で ある 。 そし て 西暦 2312 
年 、 地球 連邦 軍 の 独立 治安 維持 部 隊 ア ロウ 
ズ に 籍 を 置い た ルイ ス は 、 初 陣 で ガン ダム と 
遭遇 する の だ 活動 を 再開 し た CB と の 凌 
い の 中 、 偶 禁 に 再会 し た 沙 惹 の 友人 、 利 罰 ・ 
F・ セ イエ イ が CB だ と 知り 田 惑 。 その 上 、 ダブ 
ルオ ー ラ イザ ー の GN 粒子 に よる 意識 共有 で 
沙 堪 が CB に いる こと を 理解 し 、 彼 も また 学生 
の 頃 か ら CB と 繋が り が あっ た の で は と 思い 込 
ん で し まう 。 信じ て し 裏切ら れ た ルイ ス 
は 復讐 を 拠り 所 


半ば リボ ンズ の 便 
位 と 成り か け て いた ルイ ス は 沙 堪 も 敵 と 見 な し 
て 鉛 い 掛か る が 、 ト ラン ザム バー スト に よっ て 
その 呪縛 か ら 解き 放 た れる 。 その 後 、 身 体 を 
衣 ん で いた 細 許 異常 は 治り 、 左 用 も 再生 が 中 
う 。 PTSD に 苦し みな が ら も 沙 慈 の 支え で リハ 
ピリ に 勤しむ お ル イス は 快 方 に 向かう が 、 西 大 
2314 年 、 地 球 外 変異 性 全 属 体 ELS の 員 来 
に より 妥 量 子 波 の 影響 を 受け 、 発 作 が 再 全 
地球 に 落下 し た 木星 有人 探査 俗 エ ウ ロ パ の 
破片 (ELS) に 狙わ れる 。 衝 邪 に 救 われ た ル 
が 地球 連 孝 に 促 護 され る 中 、ELS 
激突 。 ルイ ス は 政府 を 助け よう と 
牙 を 送り 出し 、 無事 を 祈る の だ っ た 。 主 
な 搭乗 機 は ジン クス 中 、 ア ヘッ ド 脳 量子 流 対 
応 樺 、 レグ ナン ト 。 


ルイ ス の 父 | 
LOUISE'S FATHER | | 


ルイ ス ・ ハ レヴ ィ の 父親 。 ルイ ス の ボー イフ レン 


ド で ある 沙門 ・ ク ロス ロー ド に 対し 、 奏 は 「 主 
人 の 面影 が ある ] と 話し て お り 、 雰 囲 所 | 
碧 に 似 て いた も の と 思わ れる 


暦 2307 年 、 | 
バイ ン 北部 カン タブ リア 州 の 保養 | 
地 で 催さ れ て いた 、 親 成 の 結婚 式 に 家族 で 

出席 。 新郎 新婦 に 祝い の 挨拶 を し た 直 和 
イ の スト レス 発 英 と いう 


晒さ れ 、 妻 と も ども ビー ム の 直撃 を 受け て 死亡 
な お 、 生 き 残 っ た 娘 ル イス が 入院 し た 病 
撃 を 受け た 


し た 
院 で は 、 ソ レス タル ビー イン グ 
の だ か ら 、 裏 で 戦争 に 関わ っ て いた 
か と 看護 師 に 噂 され て いた 。 


| ルイ ス の 母 


| LOUISE'S MOTHER | 


ルイ ス ・ ハ レヴ ィ の 母親 。 国際 テロ ネッ トワ ー 


ク 組 織 ラ ー イ デン ラ の 無 差別 テロ な 
情勢 が 不安 定 に な 
航 規制 が か か っ て い : 


土 の コ ネ で 経済 特区 日 本 : 
スペ イン に 連れ 帰ろ うと し た 際 、 娘 か ら ボ ポー イ フ 
ンド と し て 沙 結 を 紹介 され 、 当 初 は 冷た く あし 
し か し 母 の 性 格 を 熟知 し 
『、 沙 慈 へ の 態度 は 一 
:、 ル イス の 焼き も ち を 父 所 に べったり と 寄り 
添う よう に な る 。 その 後 ル イス を 連れ 帰る こと は 
諦め 、 スペ イン へ と 帰っ て 行っ た 


ルイ ス を 


00) E05 wl4 


| ルド ルフ ・ シ ュ ライ バー 
| RUDOLF SCHREIBER | 


西暦 2314 年 に 新設 され た 強 際 部 隊 ソ ルプ レ 
イヴ ス 隊 の 一 員 。 旧 AEU 園 出身 の 、 ド イツ 系 
白人 で ある 。 部 隊 の 設立 早々 、 地 球 外 変異 
性 金属 体 ELS の 幼 来 に 直面 。 キム 中 将 率い 
る ELS 調 査 先 遺 隊 の 危機 に 駆け 付け た 際 、 
交戦 する ガン ダム を 援護 し て 離脱 を 助け た 。 そ 
の 後 は 迫る ELS の 本 隊 に 抗 すべ く 最終 防衛 
線 に 出撃 し 、 激 闘 を 繰り 広げ た 。 挫 乗 機 は ブ 
レイ ヴー 般 用 試験 機 


|[ レ ィ フ ・ エ イラ マシ | 
RALPH EIFMAN | 


エガ ) の 思 師 で も ある 。 深 舞 な 人 物 で 、 ソ レス 
タル ビー イン グ の 主力 介入 で タリ ビア の 将 薬 
農園 が 焼却 され た こと に つい て は 、「 わ し は 麻 
業 は 好 か ん 」 と 言い 放ち 、 ガン ダム の 行動 を 支 
持 し て い ガン ダム 調査 職 ( オ ー バ パー フラ 
プス ) の 設立 後 は 技術 主任 と し て 招 聴 され 
ユニ オン フラ ッ グ の 開発 者 で も あり 、 ガ ンダ ム 
の 動力 源 に TD ブラ ン ケ ッ ト が 使用 され て いる こ 
と を 予測 し 、 イ オリ ア ・ シ ュ ヘ ンベルグ が 目指 
す 計 画 の 本 質 に 迫る 。 その 結果 リボ ンズ ・ ア 
ル マ ー ク に 危 人 さも な 、 チ ー ム トリ ニテ ィ に よる 武 
カ 介 入 の 形 を と っ て 口 を 封じ られ た 。 な お 、 GN 
ドラ イヴ を 研究 し た 手記 が 遺 さ れ て ちり 、 こ れ 
を 基 に ビリ ー は 疑似 太陽 炉 に よる トラ ン ザム を 
実現 させ て いる 。 また 、 西 歴 2314 年 に 開発 
され た ユニ オン 系 の 流れ を 混む MS ブレ イヴ に 
は 、 エイ フ マ ン 教授 の 名 を 冠 し た 新 OS 「LEIF」 
が 導入 され て いる 。 


レグ ナン ト 
| BEGNANT 


イノ ベイ ド の 技術 を 導入 し た MA の 完成 形 。 可 
変 機構 を 工 えて お り 、 飛 行 に 適し た MA 形態 か 
ら MS 形 態 に 変形 で きる 。 その た め 空 戦 ヶ 宇 
軍 昔 を 主体 と し な が ら 、 地 上 に お ける 工 闘 に も 
対応 し て いた 。 歪曲 し て 撃ち 込む こと が で きる 
ピー ム 砲 や 、 対 ガン ダム を 前 提 と し た 電磁 閑 エ 
グ ナ ー ウ ィ ッ プ な ど 多 彩 な 兵 装 を 持つ 。 さら に 強 
力 な GN フィ ー ル ド も 展開 で き 、 ハ イ パ ー パ ー ズ ス 
トモ ー ド を 起動 し た と セラヴィー ガン ダム の 砲撃 す 
ら 防 い だ 。 な お 、 エ ンプ ラス は MA 形態 を 完成 
させ る た め の 試 作 機 で あり 、 リポ ンズ ・ ア ル マ ー 
ク が ルイ ス ・ ハ レヴ ィ に 与え る た め に 開発 し た 
ブレ イク ピラー 事 件 後に 完成 し 、 イ ノ ベ イド と し 
て 覚醒 し た アニ ュー た ち に 随伴 し て 出撃 。 複数 
の ガン ダム と 渡り 合う 戦闘 力 を 見 せ た 。 また ラグ 
ラン ジュ 5 の コロ ニー・ エ クリ プス に お いて 、 ガ 
ンダ ム ス ロー ネ ドラ イ を 圧倒 し 、 ル イス の 復讐 を 
成 氷 きせ て いる 。 そし て ヴェ ー ダ を 巡る 決戦 で ダ 
ブル オー ライ ザー と 交 旨 し 、 特 攻 兵器 ガ ガ の 体 
当たり に 巻き 込ま れる こと を 承知 で ガン ダム を 
拘束 する が 、 破壊 で きず に 大 破 し た 。 


【 レ ダナ 
NZ ァ ンプ wGN マ イ 2 ロ S サイ を 人 し て お り 放 
い 火 力 を 備え て い 


ロシア の 荒 熊 


人 類 革 新 連 中 の 軍人 セル ゲイ ・ ス ミル ノ フ の 
異名 。 大 陽光 発電 紛争 に お いて 戦果 を 挙げ 
た セル ゲイ は 、「 ロ シア の 荒 熊 ] の 名 で 知ら れ 
る よう に な っ た 。 この 時 の 作戦 は よく 知ら れ て お 
り 、 セ ル ゲ イ の 名 は ソレ スタ ルビ ー イ ング (CB) 
の 戦術 予報 土 スメラギ ・ 李 ・ ノ リエ ガ も 知る と 
ころ で あみ 国連 軍 で 一 緒 に な っ た 備 
兵 ア リー・ ア ル ・ サ ー シ ェ ス は 、 セ ル ゲ イ か ら 
挨拶 を 受け て 有名 人 だ と 驚い て い 


は 戦術 を 
き 、 ス メラ ギ の 予 沿 を 外 て 
電 で CB を 生地 に 人 


ロッ クオ ン ・ ス トラ トス 

詞 計 デイ ラ シ デ 2 

LOCKON STRATOS 

ソレ スタ ルビ ー イン グ (cB) の ガン ダム マイ ス 

ター。 本 名 は ニー ル ・ デ ィ ラ ン デ ィ 。 マイ スタ ー 

の 中 で は 最 年 長者 で 面倒 見 が 良い こと か ら 、 
うな 存在 と な 

ィ ス タン 王国 の 内 

を 誘拐 し た 備 兵 


戦 で は マス ー ド ・ ラ フ マ : 
ち を 狙撃 で 仕留め る 技量 を 見 せ た 。 出身 は ア 
イル ラン ド で あり 、 幼 い 頃 に 反 政 府 ゲ リラ 組織 
KPSA の 自 撮 テロ に 巻き 込ま れ て 両親 と 妹 を 
失っ た こと か ら 、 CB の 紛争 根絶 の 理念 に 将 同 
し て マイ スタ ー と な っ た 。 和 那 ・F・ セ イエ イ が 
KPSA で あっ た こと を 知っ た 際 、 彼 が 利用 され 
た 犠牲 者 で ある こと を 知り つつ も 感情 は 納得 で 
きず 、 八 と し て 銃口 を 向け る 。 それ を 真っ 向 か 
見 据え 、「 俺 が ガン ダム ただ] と 戦争 を 根絶 する 
存在 た らん と する 半 那 に 、 ロ ッ ク オ ン は 自分 と 同 
じ 覚 悟 を 見 出し て | 認め る の そし 
て 、 チー ム ト リ ニテ ィ の 出現 や 、 何 者 か の 裏 切 
り で 疑似 太陽 炉 搭載 MS を 国連 軍 が 有 し た 
と な ど 、CB の 存在 意義 に 揺れ る プトレマイオス 
(トレ ミー) の 中 、 紛争 根 絶 の た め の 基 介入 
を 確固 と し た 態度 で 綱 く 。 トリ ニテ ィ を ガン ダム 
認め な い 系 邪 に 同意 し 、 国 連 軍 に も 武力 人 
入 b 国連 軍 と の 戦 ティ エリ ア 
デ を 底 っ 中 き 目 を 負傷 する が 、 ト | 
の 危機 に 押し て 出撃 。 そこ で KPSA の リー 
アル ・ サ ー シ ェ ス と 交戦 し 、 
家族 の 似 を 討つ 。 搭乗 機 は ガ 
ュ ナ メス 、GN ア ー マ ーTYP.D。 機体 
レン ジ 色 の Al 端 末 ハ ロ を 連れ て 


ロッ クオ ン ・ ス トラ トス | 
(ライ ル ・ デ ィ ラ ン デ ィ ) 
| LOCKON STRATOS 


ソレ スタ ルビ ー イ ング (CB) の ガン ダム マイ ス 
ター。 初代 ロッ クオ ン ・ ス トラ トス で ある ニー ル ・ 
ラン ディ の 双子 の 弟 で 、 本 名 は ライ ル ・ デ ィ 

Ts 西暦 2312 年 、 半 那 ・F・ セ イエ イ 
に スカ ウト され 、 兄 の 跡 を 継い で 二 代 目 ロ ッ ク 
オン と な っ た 。 ライ ル は 反 政 府 組織 カタ ロン の 
構成 員 「 ジ ー ン ワン 」 で あり 、 ス パイ の 役割 を 
帯び た まま 活動 を 再開 し た CB に 参加 。 カタ ロ 
ン と 密か に 連絡 を 取り 、 補 充 物 資 な どの 支援 
に 尽力 する 。 また 、 半 那 が 家族 の 似 で ある 反 
政府 ゲリラ 組織 KPSA の 一 員 だ と 知っ た ライ 
ル だ が 、 冷静 な 態度 を 貫き 、 世 界 の 変革 より 
も 兄 が 私 乱 を 優先 させ た こと に 納得 。 自分 は 
そこ まで 思い 詰め る こと は で きず 、 過 去 で は な 
く 未来 の た め に 戦う と 、 兄 ニー ル と は 異な る 道 
治安 持 和 隊 アロ ウズ と の 電 
、 新 た な プリ ッ ジ クル ー の アニ ュー・ リ 
ー と 恋仲 と を る が 、 彼 女 は イノ ベイ ド の 


スパ イ で あっ た 。 それ で も 互い に 過ごし た 時 間 

は 無駄 で は な く 、 ラ イル の 気持 ち は ア 

通じ て お り 、 説 得 に 成功 する 。 し か し 、 そ こ に 
ポン ズ ・ ア ル マ ー ク に アニ 


ライ ル は 危機 に 陥る , 
死 の 間際 GN 粒子 に よる 意 : 
有 に よっ て 、 人 間 と イノ ベイ ド の 垣根 を 越え て 
お 互い 理解 し 合え て いた こと を 知る の だ : 
けた 利 孝 を 一 度 は 恨む が 、 ラ イ 


の 決戦 に 臨む お 。 そこ で 兄 を は じ め と し た 家族 の 
アル ・ サ ー シ ェ ス と の 因縁 に 
決着 を つけ る の イノ ベイ ド 勢 力 の 打倒 
徒 は ガン ダム マイ スタ ー を 続け る こと を 選び 、 西 
暦 2314 年 、 コ ロニ ー 公 社 に よる 中 東 使節 団 
の 栓 設 明 止 な ど 、 密か に 紛争 の 火種 を 消す 活 
動 を 続け て いた 。 地球 外 変 異性 金属 体 ELS 
の 襲来 に お いて は 、 ELS と の 共存 を 信じ 、 アレ 
ル ヤ ・ ハ プティ ズム た ちと 力 を 合わ せ て 対話 に 
向かう 氷 那 の 道 を 切り 拓く 。 そし て 最後 に 、 対 
話 の 成功 を 示す ELS の 花 を 見 る の 主 
な 搭乗 機 は ケル ディ ム ガ ン ダム 、 ガ ンダ ム サ 
バー ニャ 、 ガン ダム デュ ナメ スリ ベア . 


【 王 久美 】 今 の 世界 を 嫌い 、 
ら な けれ ば 壊れ 


ウー クロ ニーダ 。 


| WORK LOADER 


上 道 エ レベ ー タ ー の 下 設 に 使用 きれ た 作業 
械 。 ワーク ロー ダー が 発展 し 、 そ の 過程 で モビ 
ルアー マー (MA) が 生ま れ 、 最 終 的 に モビ ル 
スー ツ (MS) と な っ て いっ 


王 留 美 
WANG LIU MEI | 
ワン ・ リ ュー ミン 。 ソレ スタ ルビ ピー イン グ [CB) 


の エー ジェ ント 。 英 大 な 資産 を 積極 的 に CB の 
サポ ー ト に 使い 、 地上 で の ミッ ショ ン な ど で 便 宣 
を 図る 。 15 歳 の 若 さ で 王室 の 当主 と な っ た す 
媛 で ある が 、 当 主 の 器 で は な か っ た 兄 一 一 紅 
租 (ホン ロン ) の 代わ り と し て 強制 され た 立場 を 
その 実は 恨ん で いた 。 人 生 を 歪め られ た リュ ー 
ミン は 自分 の 解放 の た め 人 世界 の 変 華 に 一 繧 
の 望み を 託し 、 紛 争 の 根絶 を 理念 に 抱く ソレ 
スタ ルビ ー イ ング (CB) に 協力 。 王家 当主 の 
卒 か ら 解放 され 、 自 分 の 人 生 を や り 直 すこ と を 
願う 。 その た め な ら ば 手段 は 問わ ず 、 過激 な 起 
力 介 入 を 行う チー ム ト リ ニテ ィ や 、 人 類 の 支配 
を 目論む イノ ベイ ド 勢 力 へ の 協力 も 辞 さなか っ 
に 。 国連 軍 の 攻撃 bo 
その 再建 に 力 を 貸す 裏 で リボ ンズ ・ 

WE 天 ン トリ の 


変 半 を 求め て 暗 弄 する 。 変革 求め る あま り 迷 
走 し た 結果 、 ト リ ニ ティ の 生き 残り と し て 召し 抱 
えた ネー ナ ・ ト リ ニ ティ の 裏切り に より 、 世 界 の 
変 間 を 目 に する こと な く 殺 され て し まっ た 


を すく われ て し まう 


Lr 


tz -MBs 153-32 


154-29 


機動 戦士 ガン ダム 008B0 ポケ ッ ト の 中 の 戦争 


アル フレ ッ ド ・ イ ズル ハ 


ALFRED IZURUHA 


サイ ド 6 の り ポ ボー に 住む 1 1 歳 の 少年 。 学校 の 成 
は 振る わな いも の の 目 端 が 利き 、 喘 嘆 の 判 
の 場 を 切り 抜 し 


時 下 で あっ て も 戦争 の 実態 を 知ら ず 、MS や 麗 
憧れ る 年 相応 の 男の子 
に 駆 られ て 上 撃 墜 さ れ た ザ 
た アル は 、 ジ オン 公国 軍 パ イ 


ル 。 一 方 その ビデ 
軍 が 誤 取 を 試み る 横 的 一 宇 四 

び 込 まれ た ニュ ー タ イプ 専用 ガン ダム の 
コン テ ナ も 映っ て いた 。 これ に より 公国 軍 は ル 
ピコ ン 作戦 を 人 て 


兵隊 へ の 憧れ 
か ら サ イク ロ プス 隊 に 協力 を 申し 出る の だ っ た 
兄 の よう に 慕い な が ら 連 邦 軍 の 基地 
アル は 、 持 ち 前 の 覧 さと 子供 特有 
で つい に ガン ダム の 居場所 を 突き 止 
ブス 隊 の ガン ダム 奪取 は 失 
ニー ィ 以 外 の 隊員 は 戦死 作戦 の 失 
は 栓 攻撃 の 店 機 に 晒さ れる こと 
を 出 よう 
内 と な る 。 親しい 人 々 を 核 攻撃 
ル は 、 警 府 に 話す が 相手 に し 
な 時 、 ガ ンダ ム を 倒す 
呈 絡 を 受け 、 仲 直り を し た 
を 合わ せ て ザク H 改 を 修理 する 。 作戦 決 
行 と な る 2 リス マス の 日 イル を 柄 ん 人 
国軍 の 較 基 が 衣 
た アル は 、 戦い を 止め よう 
に 遅く 緒 闘 は 始ま り 
ィ の ザク HG は コク ビ 小 を 貫 か れる 
た 。 さら に ガン ダム の パイ ロッ ト は 、 姉 の よ 
2 度 人 クリ スチ ー ナ ・ マ ッ ク ン 


機動 戦士 ガン ダム 0080 
ポケ ッ ト の 中 の 戦争 


アル フレ ッ ド の 先生 | 
| ALFRED'S TEACHER | 


アル フレ ッ ド ・ イ ズル ハ (アル ) の 担任 教師 
5 年 A 組 を 担任 し 、 美 人 だ が 成績 に は 厳し い 
アル た ちと ケン カ し た ドロ レス ・ ヘ イズ の 嘘 泣き 
届 さ れ 、 アル と チェ イ に 一方 的 な を 与え る , 
そう いっ た 態度 か ら か 、「 投 業 は つま ん な いく せ 
宿題 ば っ か 出す し 、 すぐ 立た せる し 」 と アル か 
ら 際 品 を 叩か れ で いた , 


アレ ックス 
ALEX 


RX-78NT-1 の コー ド ネ ー ム 。 「 ア レッ クス ] 
の 愛称 は 「RX] と 「 装 甲 積層 試験 (Amor 
Layered Examination) ] の 略称 か ら 取 られ 
た 。 ニュ ー タ イブ 専用 ガン ダム で 
イ 用 に 調整 され た 機体 で ある 。 
党 人 離れ し 反応 速度 に 機体 が 
機体 へ と 正確 


ュー タイ ブ 用 と は いえ 、 連邦 
その 研究 は 基礎 段階 レベ ル で あり 
公国 軍 の よう な サイ コミ ュ ・ シ ステ ム は 漠 
入 され て いな い 。 あ くま で も 既存 の 機体 の 延 
長 線 上 と し て 、 機 体 追従 性 を 迫 求 する コン セブ 
ト に より ニュ ー タ イプ の 専用 機 を 造り 上 げた の 
で ある 。 オー ガス タ 基 地 で 開発 され た アレ ッ ク 
て サイ ド 6 の リボ ー・ コ ロ 
、 最 終 調整 が 行わ れ て いた 。 し か 
し 、 機体 の 奪取 を 狙う ジオ ン 公 国軍 の サイ クロ 
プス 隊 の 腸 撃 に より 大 破 。 な お 、 専 用 の ビー 

シー ルド を 標 と する も の 
年 戦争 が 終結 し 


た 


ショ ン の 採用 機体 で も あ | 装甲 で 
ある チョ バム ・ ア ー マ ー を 装備 で きる 。 パイ ロッ 


ト は クリ スチ ー ナ ・ マ ッ ケ ンジ ー. 


アン ディ ・ ス トロ ー ス | 
ANDY STRAUSS 


ジオ ン 公 国軍 サイ クロ プス 隊 の 一 
い 性 格 
隊 の 中 で は 小柄 な 価格 で あ 、 
ト 向き で あっ た と され る 。 地球 連邦 軍 の 北極 
基地 を 明 撃 し た 際 、 隊長 の ハー ディ ・ シ ュ タ イ 
ー と 共に 潜水艦 用 ドッ ク か ら 浴 入 。 座 取 目 
様 で ある ニュ ー タ イブ 専用 ガン ダム を 搭載 し て 
いる シャ トル を 目 の 前 に し な 
攻撃 を 愛 ( 


乗 機 は ハイ ゴッグ 


死亡 し 


い 


| イー ムズ ・ イ ズル ハ 
| EMS 9 | 


アル フレ ッ ド (アル ) の 父親 。 
ム ア イ 社 に 務め 、 仕 事 に 打ち 込む あま り 家 
を 哲 みな か っ た 。 その た め 一 年 戦争 当時 は 家 
族 と 別居 し て お り 、 定期 的 に アル と 会 
を 尋ね る 程度 、 や り 直す べく 妻 ミ 
コ ・ イ ズル ハ に 手紙 を 書い た イー ムズ は 促 
直り し 、3 人 一 緒 に 暮らし て 
そし て UC.0079. 12 の クリ 
一 緒 に 過ごそ うと リボ ポー に 帰る の 


運送 業 の : 


| VALKYRIE 


ァ ル キュ ー レ ] 
| 


ムサイ 級 軽 巡 洋 北 の 最終 生産 型 の 1 葉 。 同 
型 艦 「 ジ ー ク フリ ー ト 」 と 共に グラ ナダ に 配備 さ 
れ た 。 U.C.0079.12.25 の 実行 時 間 に 向け 
公国 軍 フ ォ ン ・ ヘ ル シ ン グ の 指揮 に よっ て サイ 
ド 6 の リポ ボー・ コ ロニ ー に 向け て 出港 。 その 祭 
中 、 連 邦 軍 の 艦隊 と 交戦 、 投降 し た 


設計 ・ 開 発 され た MS 朋 実 体 弾 兵器 
戦闘 を 考慮 し て お り 、 弾 丸 の 初速 を 向 . 
た 。 紅 丸 は 成形 相 薬 弾 も 使用 可能 
ちら に 本 体 が コン パク ト に 分 、 携 行 弾 数 が 
増す な ど 総合 性 能 の 底上げ が 図ら うれ て いる , 
銃口 下部 に グレ ネー ド も 装着 可能 


機動 戦士 ガン ダム O( 


Ei 


か 


ガ プ リエ ル ・ ラ ミレ ス ・ カ ルシア 
GABLIEL LAMILACE GARCIA 


ジオ ン 公 国軍 サイ クロ プス 隊 の 隊員 。 銃器 と 
爆発 物 の ブ プロ フェ 
な 振る 舞い が 目立つ 。 アル フレ ッ ド ・ イ ズル ハ 
が 警察 官 を 連れ て きた 際 、 殺す こと で 面倒 事 
新人 の バー ナー ド ・ ワ イ 
( 当初 は 辛く 当たる も の の 、 
「 自 分 より 階級 が 低い バー ニ ィ に 威 張 れ な く な 
る か ら 死ぬ な 」 と 、 不 器用 な 気遣い を 見 せる 仲 
間 想 い の 一 面 を 持つ 。 U.C.0079.12.19、 ル 
ピコ ン 作戦 に お いて リポ ー の U.N メ ディ カル ・ 
セン ター 吐 撃 に 参加 。 バー ニ ィ の ミス か ら 連 邦 
軍 に 挿 ま 長 た ち を 援護 し て 銃撃 戦 を 行う 
も の の 、 ア レッ クス の 奉 取 が 不可 能 だ と 判断 
パー ニ ィ に 隊長 を 連れ て 逃げ る よう に 指示 し 、 
中 着地 雷 で アレ ックス を 破壊 し よう と 試み る が 
失敗 し て 爆死 し た 。 搭乗 機 は ハイ ゴッグ 


PLAY BOY」 


| ガン キャ ノン 量産 型 
GUNCANNON MASS-PRO TYPE 


一 年 戦争 末期 、 RX-77 ガン キャ ノン の 運用 
デー タ を 受け た 地球 連 孝 軍 が 、 量 産 化 を 前 提 
発し た 試作 機 。 後期 生産 型 ジム の パー 
を 流用 する と 共に 、 装 甲 材質 や フレ ー ム 構造 
を 全面 的 に 見 直す こと で 生産 性 の 向上 を 図っ 
た 。 また 主 兵 装 で ある キャ ノン 砲 は 半 格納 式 
変更 され 、 使用 時 に 砲身 が 展開 する よう に な っ 
て いる 。 と ころ が 運用 試験 結果 は 思わ し く な 
か っ た よう で 、 本 機 の 開発 な 試作 機 の み に 留 
まり 、 の ち に チョ バム ・ ア ー マ ー 構 造 を 取り 入 
れ た ジム ・ キ ャ ノン IL が 開発 され る こと と な っ た 」 


きま 


| KILLING 


ジオ ン 公 国軍 グラ ナダ 基地 に 駐留 する 突撃 機 
動 軍 中 佐 。 サイ クロ ブス 隊 の 上 司 だ が 、 現 場 
と は 折り 合い が 章 く 無 護 な 命令 を 下す 。 連邦 
軍 の 北極 基地 を 凍 撃 する 了 、 研究 施設 と 断定 
し て 一 個 小 隊 に よる 奇 朋 を 提案 。 サイ クロ プ 
ス 隊 の 隊長 ハー ディ ・ シ ュ タ イナ ー の 要請 を 無 
視 し て 強行 し た 結果 、 隊員 の ひと り リア ン デ ィ ・ ス 


の リコ 

運ば れ た こと を 知っ た キリ ング は 、 目 標 の 奪取 も 
し く は 破壊 を 目的 と し た ルビ コン 作戦 を 発動 、 サ 
イク ロ プ ス 隊 を 送り 込む 。 そし て 失敗 の 報告 を 
受け た キリ ング は 、 枝 弾頭 を 保管 し て いる グラ 
ナダ 基地 司令 ルー ゲン ス を 射 条 し で リボ ー へ の 
本 攻撃 を 強行 し た 。 も と より サイ クロ プス 隊 は 、 
ガン ダム の 所 在 を 確認 する た め の 捨 石 だ っ た 
の で ある 。 だ が 、 核 攻撃 を 担っ た フォ ン ・ ヘ ル シ 
ング 牙 下 の 艦隊 は 連邦 軍 の 艦隊 と 交戦 後に 
投降 し た た め 、 核 攻撃 は 失敗 に 終わ っ て いる 。 


| グラ ー フ ・ ツ ェ ッ ペ リン | 
GRAF ZEPPELIN 


チ ペ 級 テ ィ ベ 型 高速 重 巡洋艦 。 一 年 戦争 後 
半 に 開発 され た チ べ 級 高 速 重 巡 洋 能 の 改修 
艦 で 、 月 面 都市 グラ ナダ に 配備 され た 。 ルビ コ 
ン 作 戦 に 投入 され 、 パ バー ナー ド ・ ワ イズ マン の 
特務 艦 を サイ ド 6 の リオ 潜入 させ 
る た め 感 力 債 究 の 形 を 取っ た 曲 動 に 用 いら れ 
た 。 また 、 サ イク ロ プ ス 隊 の ガン ダム 奉 取 ・ 破 
壊 の 失敗 を 受け 、 リ ボー へ の 杭 攻 撃 の た め に 
出撃 する 。 艦長 は フォ ン ・ ヘ ル シ ン グ 大 佐 


| グラ ナダ 基地 
| BRANADK BASE 


月 面 都市 グラ ナダ は フォ ン ・ ブ ラウ ン に 次 く 規 
模 の 工業 都市 で ある 。 一 年 戦争 開 区 直後 
公国 宣 は ダラ ナダ へ 電撃 的 に 保 攻 。 これ を 占 
拠 し て 、 軍事 基 地 化し た 。 以後 、 グ ラナ ダ に は 
公国 軍 の MS 生産 実験 施設 が 建設 され 、 ソ 
ロモ ン 、 ア ・ パ オア ・ ク ー、 グラ ナダ を 結ぶ 
ン は 、 公 国 本 土 (サイ ド 3) を 守備 する 絶対 防 
箱 ラ イン と 定め られ た 


| クリ ス の 両親 | 


| CHRIS'S PARENTS | 


アル フレ ッ ド ・ イ ズル ハ (アル ) の 隣人 で 、 ク リ 
スチ ー ナ ・ マ ッ ケ ンジ ー (クリ ス ) の 父母 。 怒 ク 
リス が パー ナー ド ・ ワ イズ マン (バーニィ) を 泥 
自宅 に 招い て お | 
ニ ィ の 関係 を 尋ね た 。 そ 
j る アル の 兄 だ と 聞 


| クリ スチ ー ナ ・ マ ッ ケ ンジ ー 


| CHRISTINA MACKENZIE 


地球 連邦 軍 の G-4 (実際 ) 所 属す る 中 
アレ ックス の テス トバ パイロット 。 親しい 人 
「 ク リス 」 と 呼ば れ て いる 。 リポ ー・ コ ロ 
ニー の 高校 を 卒業 後 、 連 邦 宇宙 軍 士 官学 校 
へ 入学 し た クリ ス は 、U.C.0078、 同 校 を 首席 
で 卒業 後 、 連 邦 軍 へ 入隊 。 在学 中 は 宇宙 戦 
闘 機 の パイ ロッ ト を 目指 し て お り 戦 技研 究 団 へ 
配属 され た が 配属 直後 に 一 年 戦争 が 勃発 
の 隊 、 提 綻 技術 の 優秀 さ を 評価 され 、 
軍 統 合 技術 研究 本 部 應 下 の 試験 部 三 
と な っ た 。 ここ で クリ ス は 、RX シ リー ズ の 基礎 
動作 デー タ と 教育 型 コン ピュ ー タ の 育成 を 揚 
当 する こと と な っ た 。 さら に 一 年 戦争 後半 、 RX 
シリ ー ズ の 完成 と 同時 に 試験 部 隊 は 再編 成 
RX-78NT-1 アレ ックス の 開発 に 伴っ て G-4 
実験 部 隊 が 設立 され 、 ク リス は 選任 パイ ロッ ト 
と し て 拡 握 さ れる 
ステ ム ・ エ ンジ ニア だ 
イロ ッ ト を 兼ね る よう 
UC.0079.12、 運 用 テス ト を 控え 
ス と 共に 宇宙 へ 上 が り 、 サ イド 6 の リ 
ロニ ー で 最終 運用 試験 に も 参加 し た 。 その 最 


た (タリ ス は 元 * シ 
た が 、 人 手 不足 か 5 バ 
な っ た と いう 説 も ある ), 
アレ ッ ク 


中 、 ジ オン 公国 軍 サ イク ロ プ ス 隊 の 講 撃 を 受 
け 、 一 度 は 撃退 に 成功 。 し か し 、2 度 目 の 出 
撃 で 相討ち と な り 、 機 体 は 大 破 。 クリ ス も 負傷 
し て いる 


一 年 戦争 終了 後 は 地上 勤務 と な っ 
の 後 の 詳し い 記 録 は 残さ れ て いな い 
クリ ス が 撃破 し た ザク I 改 の パイ ロッ 


ト は 、 彼女 の 知っ て いる 人 物 [バー ナー ド ・ ワ 
イマ の クリ ス は その 事実 を 知ら な 
か っ た 

| グレ イフ ァ ン トム 


GLAY FANTOM 


一 年 戦争 当 待 に 就役 し た ペガサス 級 強 民 揚 
隆 艦 の 1 隻 。 先行 する ホワ イト ペー ス 級 より も 
ブラ ッシュ アッ プ が 進ん だ 艦 体 は シン プル か つ 
スリ ム で あり 、 空力 抵抗 優れ て いる の が 特徴 
で ある 。 これ は 、 ホ ワイ トペ ー ス 級 の MS カタ バ 


け 継 ぎ つ つ も 、 さ 
と 思わ れる 。 事実 、 サイ ド 6 駐留 の 連邦 軍 へ 配 
備 さ れ た 本 艦 の 運用 成績 は 優れ た も の で 、 そ 
の デー タ は ペガサス 級 7 番 艦 アルビオン] の 
建造 じ われ る 。 また 、 本 艦 自体 
の 同型 能 も 小数 建造 ぶれ 、 U.C.0083.11.10 
に コン ペイ トウ 宙 域 で 挙行 され た 観艦式 へ 参加 
が 確認 され て いる 、 


前 箇 ・ サ ン ラ ィ イス 154-30 


155-27 


機動 戦士 ガン ダム O080 ポケ ッ ト の 中 の 戦争 


ーー 年 戦争 末期 に 少将 
実戦 技 入 され た 。 新規 に 開発 
ム ・ マ シン ガン は 減衰 率 が 低く 
器 管制 シス テム を 搭載 する こと で 長 外苑 柄 密 
射撃 を 可能 と し た 。 本 機 が 「MS-14 狙 撃 型 」 
と 呼ば れる の は その た めで ある 。 また 大 出力 
バー 
ク も 有 し て お り 、 高 い 運動 性 の 実現 に も 成功 
し た 。 これ に より 、 ペ ー ス 根 を 大 きく 上 回 る 性 
能 を 発揮 する こと と な っ た 本 機 は 、 指 近 官 機 と 
し て の 配備 が 予定 され て いた 。 し か し 生産 時 
期 が 戦争 未 期 と いう こと か ら 5 ロー ルアウ ト し た 機 
体 数 は 極 箕 に 少な く 、 サ イド 6 の リボ ー・ コ ロ 
軍 域 で 発生 し た 戦闘 で 目撃 され た 程度 で ある 


ニア ・ ユ ニッ ト と 脱着 式 プ ロペ ベラ ント ・ タ ン 


レン ルウ ルウ ケッ ニコ 


KAMPFER 


され る MS。 一 年 
ルアウ ト し た 機体 は 汎用 機 ( ま 
ベース に し た 改修 概 ) が 多い も 
地 埋 仕様 に 特 化し 
械 動 性 を 活か し た 


も 多数 搭載 され 、 優 れ た 運動 性 を 持つ 。 武 
面 で は 実体 弾 兵器 が 多数 用 意 さ れ 、 全 身 の 
マウ ント ・ ラ ッ チ に 武器 を 装備 し た 
動 を 可能 と し た 。 フル 装備 状 


る 。 さら に 格闘 性 能 に 
よる と 連邦 軍 の RX シリ 
その 反面 、 機 動 性 の 維 


な く 、 終 戦 前 
入 さ れ た 1 機 が | 


残っ で ! 


と の 戦闘 で 大 磁 し た 。 主 な 搭乗 者 は ミハイル ・ 


サイ クロ プス 隊 
CYCLOPS SQUAD | 
ジ ォ ン 公国 軍 突 撃 機動 隊 に 所 属す る 特務 小 


隊 。 MS に よる 前 撃 や 潜入 工作 な ど 幅広 い 任 
す 特 原 部 隊 で ある 。 UC.0079.12 の 


ング を 閥 可 と し た 上 大 部 に 多 わ れ て し 
ら 、 サ イク ロ プ ス 隊 に は 過酷 な 任務 が 
て いた 。 その た め 、 当 初 6 名 だ っ た 隊員 は 同年 
月 の 時 点 で 4 名 と な っ て いる 
ガン ダム を 狙っ た 地球 連邦 軍 の 北極 基地 農 撃 
は 、 キ リン グ の 無 絆 な 作戦 強行 に よっ で 

ディ を 失う こと と な っ て し まう . ルビコン 作 
バー ナー ド ・ ワ イズ マン (バーニィ ) が 
補充 され た サイ クロ ブス 隊 は 、 サイ ド 6 の リボ 

コロ ニー に 潜入 。 ガン ダム の 奪取 も し く は 破壊 
を 任務 と する が 、 実 際 に は 標的 を 確認 する た 
め の 捨 石 扱い 隊長 の ハ は キリ 
ング の 思惑 を 穴 し て いた が 、 プ ロフ ェ ッ ショ ナル 
作戦 の 完遂 に 導 進 する 。 し か 
し 、 カ ンダ ム が 運び 込ま れ た UIN. メ ディ カル ・ 
セン ター の 租 撃 は バー ニ ィ の ミス か ら 潜 入部 隊 
の 正体 が 圭 見 し て 失敗 に 終わ り 、 ハ ー デ ィ と ガ 
ルシア は 戦死 。 同 時 に MS ケン プ フ ァ ー で 隅 
て いた ミー シャ も 、 起 動 し た アレ ックス 
て 没 破 され 戦死 する の だ っ た 。 残さ れ た 
は 、 作 戦 失敗 時 に リポ ボー へ 枝 攻 撃 が 
こと を 知り 、 そ れ を 防ぐ た め 決 死 の 覚 


戦死 する の だ っ た 。 幸い 、 
陳 9S 軍 に 投降 し た た め 形 は 未 放 に | が 
イ は 知る 由 も な が 


し (ラグ ラン ジュ ) 4 に 建設 
ニー の 集団 を 指す 名 称 で 、 
年 戦争 発生 直入 に 中 立 宣言 を 行い 、 サ イド G 
宙 域 で は いか な る 戦闘 行為 (戦闘 協力 行為 も 
含む ) も 果 止 と され た が 、 こ の 中 立 性 を 隔 れ 装 
ュー タイ ブ 研 究 の た め の 


通称 「 リ ー ア 」。 一 


フラ ナガ ン 機 関 を 設立 。 連邦 軍 は 医療 機関 
UN. メ ディ カル ・ セ ンタ ー 
の た め の 秘 密 研 究 施設 ) 


(実際 に は MS 開発 
) を 建設 し た 。 当初 は 
は な か っ た が 、 埋 争 
公国 軍 の MS が 侵入 
し 被害 を 被っ て いる 。 当時 の ラン ク 内 問 は 公 
国 と の 幣 が り が 深かっ た も の の 、 戦 争 終 盤 
公国 の 不利 を 悟っ "次 第 に 地球 連邦 寄 
り の 姿勢 を 示す よ : っ た 。 


ザク TI 
ZAKUI FZ 


ー 年 戦争 中 に 登場 し た ザク TI の バリ エー ショ ン 
機 の 中 で も 、 最 後期 に 開発 され た 機体 。 機体 
各所 ア を 増設 し 、 ラ ンド セル の : 
ター も 大 型 化し て いる 。 その た め S 型 に 区 敵 す 


区 直す る 運 重 性 を 有 し た と され る が 、 こ れ は 機 
体操 作 の 容易 さ に よる も の と 考え られ る 。 ま 
本 機 は 「 統 合 整備 計画 ] 後に 開発 され た た め 、 
ゲル ググ な どの 新鋭 機 に 使用 され る 互換 7 
ツ も 多く あっ た こと が 、 機 体 性 能 の 底上げ に 寄 
与 し た 。 その 反面 、 ロー ルアウ ト 時 期 が 一 年 戦 
事 未 期 で あっ た こと か ら 生 産 ・ 配 備 機 数 は 少 
く 、 実 戦記 録 も ほとん ど 壮 っ Se 主 な 採 
給 者 は バ (バーニィ 


| HE 5 SHEET D2 


ザク cg B タ イプ 

ZAKUIFZ B TYPE 

ザク HI 改 の パリ エー ショ ン 機 で 、 頭 部 装甲 が フ 
リッ ツ ・ ヘ ルム を 模 し た 形状 に 変更 され て いる 
機体 性 ー ス 機 と 大 差 な い の で 、 部 隊 も し 
く は パイ ロッ ト 個人 に よる カス タム と 思わ れる 。 


SIEGFRIED 


年 旨 争 後期 に 建造 され た ムサイ 級 軽 人 洋 
艦 最終 生産 型 の 1 隻 で 、 艦 体 番 号 は 「101」 
が 与え られ て いる 。 MS 運用 能力 は その まま に 
機動 性 と 航続 正 離 を 向上 させ た 本 級 
艦艇 と し て の 戦術 価値 が 高 <、 第 隊 護衛 な ど 
に 利用 され る 予定 だ っ た 。 た だ し 埋 争 徐 期 に 
実戦 没入 され た 本 級 の 建造 数 と 運用 記録 は 
極端 に 少な く 、 本 艦 と 同型 艇 で ある 「 ヴ ァ ル 
キュ ー レ 」( 艦 体 番号 は 103) の 記録 が 残さ れ 
て いる の み で ある 。 ち な み に 散 名 の 由来 は 、 
旧 世 紀 の 提 情 詩 [ニー ベル ング の 指輪 ] の 主 
人 公 で あり 、 不死身 の 英雄 と 語 わ れ た ジー ク フ 
われ る 。 お そら く は か つて の 英雄 の よ 
活躍 を 本 艦 に も 望ん だ の で あろ う , 


| GK モ ー タ ー ・ サ ービス 


GK MOTOR SEHVICE 


る 整備 会 社 。 た 
け の 某 空 企業 で あり 、 ジ オン 公国 軍 
設 と し て 利用 され て いた 。 公国 軍 特 
る サイ クロ プス 隊 は 、GK モ ー タ ー・ 
サー ビス 社屋 を 活動 拠点 と し 
用 ガン ダム (アレ クス の 中 


ジム 寒冷 地 仕様 | 
GM COLD DISTRICTS TYPE | 


一 年 戦争 時 に 地球 連邦 軍 が 開発 し た ジム ・ タ 
イプ MS の パリ エー ショ ン の ひと っ 。 先行 生産 弄 
(後期 型 ) を ペー ス に 、 寒冷 地 で の 運用 を 見 込 
ん だ 改修 が 施さ れ た 。 これ は 地球 連邦 軍 に 寒 
冷 地 で の MS 運用 デー タ が な か っ た た めで あり 、 
その 意味 で は 、 本 機 は デー タ 収 集 機 と し て の 側 


ジム ・ コ マン ド 宇宙 戦 仕様 | 


GM COMMAND SPACE 


放り お宮 用 と し て 人 人 まれ た た 

、 宇 四 提 点 駐 留 に 特 化し た 機体 が 必要 と き 
Pe その た め 開 発 され た の が 本 機 で あり 、 先 
行 量 産 型 と は 多少 異な る 形状 を 持つ 。 特徴 と し 
て は コロ ニー 周辺 下 域 の 戦闘 に 耐え られ る よう 、 
スラ スタ ー 出 力 が 変更 され た 点 が 挙げ られ る 。 


| ジム ・ コ マン ド コロ ニー 戦 仕様 」 
GM COMMAND COLONNEY | 


ーー 年 戦争 時 に 地球 連邦 軍 が 開発 し 
イプ MS の バリ エー ショ ン の ひと つ 
ンド 宇宙 戦 仕様 と ほぼ 同時 期 に 開発 され 、 外 
見 的 に も ほとん ど 同じ だ が 、 ラ ンド セル の 形状 
に 本 機 は 主 兵 装 と し て ブル パッ プ ・ 


損害 を 最小 限 に 抑え る た めで ある 。 ビー ム 兵 器 


を コロ ニー 内 で 使用 する と 、 最悪 の 場合 、 ビ ー 
ム 放 射 束 が 外壁 を 貫通 する 危険 性 が ある こと 
を 考 写 し た 仕様 で あっ た 


| ジム ・ ス ナイ パーHI | 
| GM SNIPER IT 


球 連邦 軍 が 開発 し 0 
ヨン の ひと つ 。 ジム ・ ス ナイ 
パー カス タム が 先行 量産 型 を ペー ス に し て いる 
の に 対し 、 本 機 は 後期 生産 型 を 母体 と し て いる 。 
その た め 総合 性 能 に 優れ 、 ガ ンダ ム を 除く と 、 
一 年 戦争 時 に 登場 し た 連邦 系 MS の 中 で も 最 
優秀 機 に 数 えら れる 。 特に 長 距離 狙撃 能 力 に 
優れ 、 本 機 に 採用 され た 精密 狙撃 用 ライ フル 
は 、1.000km で 数 セン チ の 誤差 と いう 信じ られ 
な い 数 値 を 記録 し た (この 精度 は 、 同じく 精 狗 
ル グ グ J を 上 回 る )。 7 


W が 、 U.C.0079.12.19k 
サイ ド 6 の リボ ー・ コ ロ 


[ジム ・ コ マン ド 宇宙 潤 】 サイ 


スカ ー レ ッ ト 隊 | 
SCARLET TEAM | 


一 年 戦争 末期 に サイ ド 6 宙 域 に 実戦 配備 され 
た グレ イフ ァ ント ム を 母艦 と する MS 部 隊 。 ジム * 
コマ ンド 、 ・ ス ナイ バーII、 ガ ン キ ャ ノン 量 
産 型 が 2 機 ずつ 配備 され 、 サイ ド 6 宙 域 の 哨戒 
任務 (さら に リポ ボー・ コ ロニ ー に 搬入 され た 新 
型 ガ ンダ ム 「 ア レッ クス ] の 護衛 ) に 就 いて い 
た 。 だ が 、 リ ボー 内 で 発生 し た ケン プ フ ァ ー と 
の 戦闘 で 全 機 撃破 され て し まう 。 


ズゴック E 
ZGOK-EXPRIMENT 


ズゴック ・ エ クス ペリ メン ト 。「 統 合 整備 計画 」 
に よっ て 開発 され た ズゴック の 改修 機 で あり 、 
ペー ス 機 より も 生産 性 が 向上 し て いる 。 それ と 
同時 に 機体 能力 の 強化 も 図ら れ 、 脆 部 や 肢 
部 に フレ キシ ブル ・ ペ ベロ ウズ ・ り リム を 採り 入れ 
る こと で 関節 の 可動 域 を 拡大 し 、 格 闘 性 能 の 
向上 を 実現 し た 。 また 両院 に 装備 され た ビー 
ム ・ カ ノン は 高い 火力 と 連射 性 能 の 両立 に 成 
功 。 さら に 簡易 マニ ビュ レー ター と し て も 機能 す 
る アイ アン ・ ネ イル が 搭載 され た 。 これ に より 
ズゴック E は ペー ス 機 を 上 回 る 戦闘 能力 を 獲得 
し た の で ある 。 一 方 、 移 動 性 能 も 向上 し て お 
り 、 特 に 水中 で の 移動 は 手足 を ボディ ー 内 に 
収納 し 、 抵 抗 の 軽減 を 図る よう に な っ て いる 。 
主 な 搭乗 者 は ハー ディ ・ シ ュ タ イナ ー。 


。: 如 


チェ <f 
| cHAY 


サイ ド 6 の リボ ー・ コ ロニ ー に 暮らす 小学 生 の 
少年 。 アル フレ ッ ド ・ ANT ETN 
ト の 悪友 で 、 学 校 の 勉強 も そこ 
幸 争 ご っ こ を し て いた 。 チェ イ の 見 は 人 
軍 の MS パイ ロッ ト で あり 、 兄 か ら 仕 入れ た 軍 の 
話 を アル や テル コッ ト に 語っ て し 


チャ セー 


CHALIE 


= 


サイ ド 6 の リボ ー・ コ ロニ ー で 、 バー 「 ピ ンク ・ エ 
レフ ァ ン ト ] を 経営 する 初老 の 男性 。 裏 で は ジ 
オン 公国 軍 の スパ イ と し て 働き 、 新 型 ガン ダム 
(アレ ックス ) が 搬入 され た 研究 施設 の 情報 
や 、 サ イク ロブ ス 隊 の 逃走 に 必要 な 害 類 を 用 
意 し た 。 サイ クロ プス 隊 隊 長 ハ ー デ ュ タ 
イナ ー と は 旧知 の 仲 で あり 、 情 報 収集 の 過程 
で 徳 ら が 捨て 駒 同然 の 揚 い を 受け で いる こと 
を 知り 、 そ れ と な くそ の 情報 を 告げ た 。 だ が 軍 
人 堅気 の ハー ディ は 男 と 知り つつ も 任務 を 全う 
し よう と し 、 チ ャ ー リ ー も 敢えて 止め よう と は し な 
か っ た 。 それ が 相手 に 対す る 破 な り の 礼儀 で 


【 ズ ゴ ッ ク E】 北 柱 基 
た 新型 ガン ダム (アレ ッ ク 


156-27 


機動 戦士 ガン ダム 0080 ポケ ッ ト の 中 の 戦争 


に = 
| CHOBHAM ARMOR 


アレ ックス に は 、 防 和 カ の 地 強 を 主眼 と し た 電 


加 装 甲 が 用 意 さ れ て いた 。 この 増加 装甲 を チョ 
バム ・ ア ー マ ー と 呼ぶ 。 一 般 的 な チョ バム ・ 
マー は I 旧 世紀 か ら 用 いら れ た ハイ ブリ | 


マー と し て 知ら れ 、 チ タニ ウム 合 全 の シー ト を 中 
り 付け た ナイ ロン ・ マ イク ロメ ッシュ の 板 を 積 居 
し 、 装 甲板 で サン ドイ ッ チ 1 の で ある 。 こ 
の 装甲 に 机 弾 が 命中 する と 、 間 箇 に も 重なっ 
甲 材質 に よっ て 速度 が 急 : 表し 、 綱 
通 を 0 カ ぐ よ うに な っ て いる 。 つま り チ ョ バム ・ ア ー 
マー は 「 破 壊さ れる こと で 衝撃 を 吸収 する 装甲 
な の で ある 。 アレ ックス に 用 意 さ れ た チョ バム ・ 
アー マー も 原理 は 同 装甲 材質 に ルナ ・ 
チタ ニウム 合金 を た 用 いて いる た め 防 御 力 は 格 
その 反面 、 装 備 時 の 自重 は 50t 以 
上 増加 し 、 機 動 性 を 著しく 損なう 原因 と な - 
マグ ネッ ト ・ コ ー テ ィング を 施し て 機動 性 
る こと を 主眼 と し た アレ ックス に と っ て 、 チ ョ バム ・ 
ー マ ー は 機体 特性 に そぐわ な い オ プシ ョ ン 装 
備 と な る 。 アー マー 内 に 補助 バー ニア が 配 され 
て いた と は いえ 、 装備 前 の 機動 性 と 同等 に する 
に は 至ら な か っ た 。 


て 


ディ ッ ク ・ ル ムン バ 
DICK LUMUNBA 


一 年 戦争 当時 、 サ イド 6 の U.N. メ ディ カル ・ セ 
ンタ ー で メカ ニカ ル ・ ア ー ム の 研究 に 携 ね 
博士 医療 機関 と し て 知ら れる U.N. メ ディ 
カル ・ セ ンタ ー だ が 、 実際 は 地球 連邦 車 の 軍 
事 施設 で あり 、MS の 開発 と 運用 試験 が 行わ 
れ て いた 。 その た め ル ムン バ も MS の 研究 
わっ て いた (新型 ガン ダム ニア レッ クス の 開発 
し か し 当時 の サイ 
ド G は 中 立地 帯 で あり 軍事 研究 は 国 
際 法 違反 と な る 。 その た め 表 向き は 義肢 の 研 
完 と いう 形 を 取っ て いた よう だ 。 ちな み に ルム ン 
が 不 自由 で 、 移 動 に は 電動 の 車椅子 を 
用 いて いた 。 サイ クロ ブス 障 の 前 撃 当日 、 ア レッ 
クス の ティ トバ イロ ッ ト で ある クリ スチ ー ナ ・ マ 
ケン ジー の 頼み を 受け 、 見学 し た いと いう アル フ 
レッ ド ・ イ ズル ハ を 研究 室 に 招い て いた 


ム ・ ア ー マ ー] チョ バム 


箕 着 し た アレ 


| テル コッ ト 
TELCOTT 


サイ ド 6 の リボ ー・ コ ! 暮らす 小学 生 の 男 
の 子 で 、 ア ルフ レッ ド ・ イ ズル ハ (アル ) の 同級 
生 。 アル や チェ イ と は 悪友 同士 で あり 、 よ く 戦争 
ご っ こ に 明け 暮れ て いた 。 大 食 漢 で あり 、 合 成 
食料 で 美味 し く な いと 評判 の 学校 給食 を 、 友 
人 の 分 まで 食べ る 食 爽 の 持ち 主 で ある 。 


】 偶然 か ら アル が 戦 


ドラ ケン E | 
| DRAKEN-E | 


一 年 戦争 時 の サイ ド 6 の り ボ ー・ コ ロニ ー 政 府 
が 、 自衛 用 に 配備 し た ミド ル MS。 愛称 は ポス ト 
マン 。 MS の 3 分 の 1 に 満た な い 機体 サイ ズ ( 全 
高 4.921m) し か な く 、 ボ ディ ー の 大 半 を 占め る 
・ ユ ニッ ト に 手足 を 付け 足し た と いう 代 
物 で ある 。 その た め 頭 部 を は じ め と する 余分 な 
は 極力 排除 され 、 パ イロ ッ ト は 外部 を 直 
店 する よう に な っ て いる 。 その 反面 
は 特殊 機構 が 設置 され て お り 、 
部 の 外装 が 展開 し て 最大 直径 122cm の 
掴め る よう 


『、 こ れ は 本 機 が あく まで 対人 用 を 主 
で ある 。 その た め リ ボー 内 に ケン プ 
ファ ー が 俣 入 し た 際 、 迎撃 し た ドラ ケン E 部 隊 
は 戦果 を 挙げ る こと も で きず に 全 減 し た 


(80) 本 5 sf09 


| ドロ レス ・ ヘ イズ 


DORORES HAYNES | 


サイ ド 6 の リボ ポー・ 草 ら す 少女 。 愛 | 
称 は ドロ シ - 前 じ る 同級 生 の 男 
子 を 「 馬 鹿 み た い ] と 見 下 し て いた 。 だ が 、 彼 
女 も 戦争 の 本 質 を 知っ て いた わけ で は な く 、 ク 
ラス メイ ト の アル フレ ッ ド ・ イ ズル ハ が 悲惨 な 現 
実に 直面 し て 涙 に 墓 れ た 時 も 、 そ の 心境 を 慮 
る こと が で き な か っ た 。 


は 


| ハー ディ ・ シ ュ タ イナ ー 
| HARDIE STEINER 


オン 公国 軍 サ イク ロ プ ス 隊 の 隊長 。 さま ざま 
な 特殊 任務 に 対応 する 技量 と 才覚 を 持つ 優 
短 な 軍人 だ が 、 現 場 主義 を 綱 い た が ゆえ | 
任務 内 容 を 巡っ て 上 宜 と 条 突 する こと も 多い 。 
その た め 軍 上 層 部 に は ハー ディ を 不 ん じ る 者 
が 多く 、 そ の 疾 果 、 地 球 連 邦 軍 が 開発 し た 新 
型 ガ ンダ ム (アレ ックス ) 強 玲 と いう 国難 な 任務 
\ 渡 され て し まう 。 ハー ディ 自身 、 こ の 任 
務 が 囲 で ある こと を 知っ て いた が 、 プ ロ の 軍人 


と し て の 意地 で 任務 を 違 成 し よう と し た 。 だ が 
達 邦 軍 北 極 茶 地 を 杜 撃 し た 際 に は 、 部 下 の ア 
ン デ ィ ・ ス トロ ー ス も を 失 禁 航 を 取り 逃 


が し 、 寺 く サイ ド 6 の 戦闘 (ルビ コン 作戦 ) で は 
自身 も 命 を 落と 主 な 搭乗 幾 は ズゴック E。 


バー ナー ド ぃ 内 マメ 
BERNARD WISEMAN 


オン 公国 軍 サ イク ロブ プス 隊 に 配属 され た 新 
で 、 愛称 は バー ニ ィ 。 一 年 戦争 終 鯉 に 召集 
、 訓練 も そこ そこ に 突撃 機動 隊 に 配備 さ 
サイ クロ プス 隊 の 中 で は 味噌 っ か す 扱い 
だ と 自覚 し つつ 、 偶 然 知り 合い 民間 
人 の 少年 アル フレ ッ ド ・ イ ズル ハ (アル ) の お 
守り 役 と し て 共に 行動 し た 。 戦場 を 離れ れ ば 蘭 
入間 年 で あり 同年 代 の クリ スチ ー ナ ・ マ ッ 
ー (クリ ス ) に 密か に 潤い 想い を 寄せ る 
Res (クリ ス は アレ ックス の テス ト 
は 相手 の 素性 を 知ら 
を 募ら せ て いた ) 。 し か し 新型 方 

ンダ ム (アレ ックス ) 強 共 作戦 (ルビ コン 作戦 ) 
に 失敗 し て 隊 は 全 減 。 さら に ガン ダム 撃破 を 目 
論 む 軍 上 層 部 が サイ ド 6 に 村 攻 撃 を 仕掛 ける 
と 知る や 、 一 度 は コロ ニー を 入 げ 出 そ うと し た 

し か し アル や クリ ス の こと が 気持 か り と な っ て 
げ 出 すこ と を 思い 留まる 。 そし て 枝 攻 撃 を 回 避 
させ る た め に 単独 で アレ ックス 撃破 を 目論み 、 
その 戦い の 中 で 命 を 落と し て いる 。 主 な 搭乗 
機 は サク TK 


は 


ハイ ゴッグ 
HY-GOGG 


一 年 戦争 末期 に ジオ ン 公 国軍 が 開発 し た 水陸 
両用 型 MS。 その 名 が 示す よう に 「 ゴ ッ グ 」 の 後 
継 機 だ が 、 受け 継が れ て いる の は 機体 コン セ プ 
ト の み で あり 、 ほ ば 新設 計 機 と 骨 
は な い (開発 者 の 中 に は 本 機 こ そ 真 の ゴッグ 
と 言う 者 も いた ほど で ある )。 本 機 の 特徴 は 、 コ 
スト ダウ ン に 伴う 軽量 化 と 高 出力 化 に ある 。 凹 
凸 の 少な い 機 体形 状 は 水中 で の 機動 力 向 上 
- 責 献 し 、 伸 縮 自在 の フレ キシ ブル ・ ペ ベロ ウズ ・ 
リム を 可動 式 の 肩 装甲 内 に 収め る こと で 、 ズ 
回る 航行 能力 を 実現 し た 。 また 高 出 
カジ ェ ネ レー ター の 搭載 に よっ て 連射 性 に 優れ 
る ビー ム ・ カ ノン を 両 腕 部 に 内 蔵 。 きら に ビー 
ム ・ カ ノン の 交 口 を 取り 厨 む よう に 4 基 の アイ ア 
ネイ ル を 設置 する こと で 射撃 戦 と 格闘 戦 の 
可能 な 部 時 カ を 獲得 し た 。 従来 の 

水陸 両用 MS は 、 水 中 と 陸上 で の 性能 差 が 激 
いい と いう 矢 点 を 有 し て いた 。 だ が 、 その 問題 上 
を 解決 し た 本 機 は 、 水 際 両 用 機 の 傑作 と 呼 
に 相応 し い 枝 体 で あっ た 。 た だ し それ は と の 性 
能 を 有 し な が ら も 開発 時 期 が 戦争 末期 だ っ た 
め 、 本 機 の 生産 数 は 少数 に 留まっ て いる 。 主 
な 搭乗 者 は アン ディ ・ ス トロ 
ンス キー、 ガ プリ エル ・ 


フォ ン ・ ヘ ル シ ン グ 
VON HELSING 


オン 公 国軍 突撃 機動 軍 に 所 属す る 高級 士 
定 。 チ べ 紹 ティ ペ 型 高速 重 巡 洋 艦 「 グ ラー フ 
ソ ツェ ッ ペ リン] の 艦長 で も ある 。 地球 連邦 軍 が 
開発 し た 新型 ガン ダム (アレ ックス ) の 奪取 を 
論 む サイ クロ プス 隊 を 措 護 し 、 サ イド 6 の リボ ー・ 
する 陽動 攻撃 を 指 探し た 。 さら に キ 
リン グ の 密 合 を 受け て 、 グ ラナ ダ 基 地 に 保管 を 


する 行為 で あり 、 キ リン グ と し て は 不 本 意 で は あ ・ 
、 公 国 の 勝利 の た め と 主張 する キリ ング 
々 従っ た 。 し か し 、 リ ボー に 向かう 途中 に 
軍 能 隊 と 戦闘 に な り 、 降伏 し て いる 。 


邦 


ほ 


| 北極 基地 


ARCTIC BASE 


北極 海 に 浮か ぶ 巨 大 な 氷山 に 設け られ た 地 
球 連邦 軍 の 基地 。 軍事 基地 と いう より も 輸 
施設 と し て の 性 格 が 強く 、 シ ャ トル 発着 場 が 併 
設 さ れ て い と の 連絡 用 と し て 機 


能 し て いた と 思わ れる 。 北米 オー ガス タ 基 地 で 
開発 され た 新型 ガン ダム 「 ア レッ クス 」 を 、 サ イ 
ド 6 の 研究 施設 に 運搬 する た め の 中 継 地点 と 
な っ た 。 シャ トル 打ち 上 げ 当 時 引 了 に 備え て 


型 ガン ダム 栓 送 の 情報 は リー ク さ れ て お り 、 シ ャ 
トル の 打ち 上 げ 直 前 、 北 橿 基地 は 公国 軍 
務 部 隊 サ イク ロ プス 隊 の 本 撃 を 受け て いる 。 そ 
の 際 に 基地 に は 多大 な 被害 を 受け た も の の 、 
アレ ックス を 無事 に 宇宙 へ と 打ち 上 げ る こと に 
成功 し て いる 。 また 、 基 地 の 防 衛 部 隊 は サイ ク 
ロ プ ス 隊 の うち 1 機 を 遇 議 し て いる 。 


| ミチ コ ・ イ ズル 八 
LMCHIKO IZURUHA 


| UN メデ ィ カ ル ・ セ ンタ ー | 
k U.N.MEDICAL CENTER | 


| LUGENTH 


アル フレ ッ ド ・ イ ズル ハ (アル ) の 母親 。 庭 の 
世話 や 婦人 会 へ の 出席 な ど 、 普 通 の 主婦 と し 
て の 日 々 を 送っ て いた 。 夫 イ ー ム ズ ・ イ ズル ハ 
と は 別居 し て いた が 、 ア ル を 通じ て 渡さ れ た 
ムズ の 手紙 で 復 緑 を 希望 し て いる こと を 知り 、 
より を 戻す こと と な る 。 


地球 連邦 軍 の ミ デ ア ・ タ イプ 輸送 機 の パリ エー 
ショ ン で 、 後 期 型 ミ デ ア と 呼ば れる 場合 も ある 。 
基本 構造 は ペー ス 機 (前 期 型 ミ デ テア) と 変わ ら な 
い が 、 機 種 部 分 が 大 型 化 し て いた り 、 コ ン テ ナ 
が 機体 と 一体 化し て いた り と いう 相 店 点 も ある 。 
さら に 前 期 型 ミ デ ア より も 若干 ペイ ロー ド が 縮小 
ざれ 、 その 分 、 最高 速度 を 箇 視 し た よう で ある 。 


[ミイ ル ・ カ ミン スキ ー | 
| MIKHAIL KAMINESKY | 


ン 公 国軍 サイ クロ プス 隊 の 一 員 。 愛称 は 
シャ 。 パイ ロッ ト と し て の 技量 は 隊長 の ハー 
ディ ・ シ ュ タイ ナー も 一 目 置き 、 ル ビ コ ン 作戦 で 
は ケン プ フ ァ ー で の 陽動 を 託さ れ た 。 地球 連邦 
軍 北 極 基地 槍 撃 に 際 し て は 、 ハ イ ゴ ッ グ を 駆っ 
て 連邦 軍 守 備 部 隊 (ジム 寒冷 地 仕様 ) を 多数 
撃破 し た サイ ド 6 の リボ ー・ コ ロニ ー で は 、 
連邦 軍艦 グ レイ ファ ント ム 所 属 の MS 部 隊 ( ス 
カー レッ ト 隊 ) を 全 減 に 追い や っ て いる 。 し か し そ 
の 直後 に 新型 ガン ダム (アレ ックス ) と の 戦闘 で 
戦死 し て いる 。 


サイ ド 6 の ! 設置 され た 地球 連 
孝 の 医療 研究 施設 で 、 義肢 の 研究 開発 を 目的 
と し て いた 。 だ が それ は 表向き の 姿 で あり 、 実 | 
は 連邦 軍 の 軍事 施設 だ っ た 。 サイ ド 6 の 中 立 性 
を 聞 手 に 邦 軍 は 、 医療 施設 を 隠れ 三 
に し て 軍事 施設 を 建設 し て いた の で ある 


【UIN. メ ディ カル ・ セ ンタ ー] 


ジオ ン 公 国軍 突撃 機動 軍 に 所 属す る 士官 。 グ 
ラナ ダ 基 地 局 令 で あり 、 基 地内 に 保管 され て い 
る 枝 弾 頭 の 管理 を 任 さ ね て いる 。 し か し 地球 連 
邦 軍 が 開発 し た 新型 ガン ダム (アレ ックス ) 破壊 
に 雪 着 する キリ ング が 本 弾頭 を 持ち 出す ご 
反対 し た た め に 、 射殺 され て し まっ た . 


| ルビ コン 作戦 
| OPERATION RUBICON 


一 年 戦争 に お いて ジオ ン 公 国軍 が 運用 し た 
ユー コン 級 潜水 艦 の 改修 艦 。 武装 と MS 搭載 
能力 が 強化 され 、 対 能 ミサ イル 発射 符 が 12 基 、 
魚 箇 発射 管 が 6 基 に 増設 され た 。 


【U-99】 連邦 重 北極 地 を 講 幸 する サイ クロ ブス 際 
が 乗 態 し た U-99。 連邦 軍 の 警戒 抽 サイ 


| リッ ク ・ ド ム AI 
RICK-DOM ZWEI 


リッ ク ・ ド ム ツヴァイ 。 一 年 戦争 末期 の ジオ ン 
公国 軍 が リッ ク ・ ド ム を ペー ス に 開発 し た 改修 
機 。 統合 整備 計画 に 則り 、 装 甲 形状 を 見 直す 
こと で 番 弾 性 能 の 向上 を 図る と 同時 に 機動 性 
も 強化 し て いる 。 その た め 総合 性 能 は ペー ス 機 
を 大 幅 に 上 回 っ た も の の 、 開 発 時 期 が 時 期 だ 
け に 量産 され る こと な く 終戦 を 迎え で いる 。 


地球 連邦 軍 が サイ ド 6 の リボ ー・ コ ロ 
入 し た 新型 ガン ダム (アレ ックス ) の 容 取 も し く 
は 破壊 を 目的 と し た 作戦 。 ジオ ン 公園 軍 特 務 
部 隊 の サイ クロ プス 隊 が 従事 させ られ た が 、 彼 
容 取 も し く は 破壊 に 失敗 し た 場合 は 、 リ 
3 し て 柱 攻 撃 を 仕掛 ける こと も 含ん で い 
る (た だ し 村 攻 撃 に 関し て は サイ クロ プス 隊 に 
は 知ら きれ て いな か っ た |。 U.C.0079.12.18 
に コロ 潜入 し た サイ クロ ブス 隊 は 、 
12.20 に 工作 活動 を 実行 。 連邦 軍 施 設 に 洪 
^ 返り 討ち に 遭い 、 新 兵 バ パー ナー ド ・ ワ 
イズ マン (パー ニ ィ ) を 残し て 全員 戦死 を 遂げ 
た 。 この 報告 を 受け た 作戦 責任 者 の キリ ング 
ー へ の 模 攻 撃 を 命じ る が 、 弾頭 を 積ん だ 
ン ・ ヘ ル シ ン グ 鹿 下 の 艦 隊 が 連邦 軍艦 隊 
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R 還 ブフ シベ UO ら 3 


NA GN 


I フィ ー ル ド 
I FIELD 
アイ フィ ー ル ド 。 ミノ フス キー 粒子 を コン トロ ー ル 


術 の 一 種 。 あら か じ め 電 荷 を 
フス キー 料 子 を 散布 し 、 ビ ー ム を 屈折 させ る 空 

空間 に 飛び 込ん だ ビー ム を 収 
果 が ある 。 この 技術 は 
成 力 ・ 射 程 向上 の た め に 研 
が 、「 ビ ー ム ・ パ リア 」 と し て も 
使わ れる 。 ジオ ン 公 国 車 の MA ビグ ・ ザ ム に 初 
て 搭 載 さ れ た ビー ム ・ パ リア は 、T フ ィ ー ル ド 
用 し た も の で あ 


アイ ラン ド ・ イ ー ズ 


ISLAND EAS 


デラ ー ズ 紛争 で 地球 に 落着 し た コロ 
は サイ ド 4 に 位置 し て 
年 戦争 で 大 き な 被害 を 受け 
ULC.O082.05 よ り 実 施さ れ た 


直 再 地球 の 幸信 生産 は 者 し い 視 害 を 時 けた 


アイ ラン ド ・ ブ レイ ド 、 
ISLAND BLADE 


アイ ラン ド ・ イ ー ズ と : 
強 導 され た 


機動 戦士 ガン ダム 0083 スタ ー ダ スト メモ リー 


機動 戦士 ガンタ ダム 0083 
スタ ー ダ スト メモ リー 


dr 
AXIS 


アス テロ イド ・ ペ ルト に 位置 し た , 


小吉 星 基地 で 、 
を 拠点 と し た 則 公 国軍 勢力 を 便宜 上 「 ア ク 


シズ 」 と 呼ぶ 。 ドズル ・ ザ ビ の 遺児 
ラオ ・ ザ ビ を 擁し て お り 、 公国 
力 を 誇る 。 祥 を 分 か っ た と は いえ 、 志 を 

ー ズ ・ フ リー ト の 「 星 の 選 ] 作戦 
と を 残 


アク シス 先 遺 艦隊 


AXIS ADVANCE FLEETS 


U.C.0083 の デラ ー ズ 紛争 時 、 火星 近 : 
ステ ロイ ド ・ ペ ベル ト に 居 を 構え る 公国 軍 残 党勢 
カ ア ク シズ が 、 地 球 國 に 送り 込ん だ 艇 隊 。 族 
態 は グ ワザ ン 。 地球 連邦 と デラ ー ズ ・ フ リー ト 
与 し な い 中 立 の 立場 表明 し て い 
た 。 た だ し 、 デラ テー ズ - フ リー ト に MA ノイ エー ジ 
ル を 提供 する と 共に 同 組織 の 将兵 の 回 収 を 担 
い 、 明 ら か に 「 是 の 居 」 作戦 支援 の た め 派遣 
され た 艦隊 で あっ た 。 


アク ラム さそ ハリ ダ 

ACLAM HALIDDA 

アル ビオ ン の ブリ ッ ジ クル ー で 、 航 法 士 を 季 め 
る 。 コロ ニー の 落下 国 止 限界 点 ま で の 時 間 由 
出 を 担っ た 。 デラ ー ズ 紛争 後 は ティ ター ンズ 
拓 握 され 、 旗艦 アル ・ ギ ザ に 配属 され た 


| アダムス キー 


ADAMSKI 


ズ ・ フ リー ト に 参加 し た 元 ジオ ン 公国 軍 
兵士 。 「 星 の 局 」 作戦 の 始ま り と な っ た トリ ント 
ン で 出 
邦 軍 の 追 設 を 
時 7 デック ・ ア レン の パワ ー ド ・ ジ ム 没 す 
る も 、 新 米 テ スト パイ ロッ ト の チャ ッ ク ・ キ ー ズ 
に 撃墜 され た 


財 


アナ バハ イム ・ エ レク トロ ニク ス 社 
ANAHEIM ELECTRONICS 
地球 に 本 社 を 置く 


通称 「 ア ナハ イム | TAE 
巨大 複合 企業 。 元々 は 主 に 宇宙 開発 に 対し 
て 投資 を 行っ で いた が 、 一 年 戦争 終結 後 


オン 公国 最大 の MS メー カーZEONIC (ジオ 

ク ) 社 を 吸収 合併 急速 に MS 開発 の 技 
術 力 を 身 に 付け 、 地 球 最 大 の MS メー カー と な 
る 。 月 画 都 市 グラ ナダ に MS 開発 工場 を 有 し 
機体 を り リリ ー ス し て きた 。 その た め 連 邦 政 
府 や コロ ニー 群 に 対す る 発言 力 は 強く 、 政治 ・ 
経済 に も 通じ る 存在 で ある 。 た だ し 、 経 営 モラ 
ル に 対す る 社内 理念 は 低く 、 自 社 の 利 益 を 追 
求 する た め 敵 対 関係 に ある 双方 の 組織 に 対し 
て の 技術 提供 や 、 融 工 作 を 働く な ど 戦争 商人 
と し て の 一 面 も 有 し て いる 。 U.C.0083 に お け 
る デラ ー ズ ・ フ リー ト と の 密約 、U.C.0087 に 
お ける ティ ター ンズ と エゥーゴ 双方 へ の 機体 提 
供 な ど 、 その 実例 は 枚挙 に 札 が な い 、 


E05 wm 


アナ ベル ・ ガ トニ 


ANAVEL GATO 


一 年 戦争 末期 に お ける ドズル ・ サ ビ 配 下 の 
エー スパ イロ ッ ト 。 ソロ モン の 攻防 戦 で 名 を 馳 
せ 、「 ソ ロモ ン の 悪夢 ] と いう 異名 で 広く 知ら れ 
て お り 、 連 邦 軍 士 官学 校 の 卒業 検定 
ど で あ っ た 。 ドズル 亡き 後 は エギ ー ユ ・ 
に 従 都市 フォ ン ・ ブ ラウ ン に 港 伏し 
た 。 U.C.0083、「 星 の 層 」 作戦 の 中 核 と な り 、 
重力 下 テスト を 行う べく オー スト ラリ ア の トリ ント 
ン 基 夫 に 運び 込ま れ た ガン ダム 試作 2 号機 を 
強 玲 。 追撃 を か わし て 宇宙 へ と 逃れ 、 地 球 連 
邦 軍 が コン ペイ トウ で 算式 に 松 攻 撃 
を 見 舞 その 後 は シー マ 艦 隊 が 奪っ た コロ 
ラン ド ・ イ ー ズ を 護衛 し 、 最 終 調 束 
を 行っ て 北米 の 腰 廊 地帯 に コロ ニー を 落下 さ 
せ た 。 2 号機 の 奪取 過程 で 較 孝 軍 の 新米 テス 
ト パ イ ロ ッ ト 、 コ ウ ・ ウ ラキ と 出会う 。 当初 は 青 
も 掛け な か っ た が 、 自 ら を 追う 最 
コロ ニー の 最終 
望む 。 その 決着 間際 、 バ 
スク ・ オ ム が 私 秀 で 放っ た ソー ラ ・ シ ステ ム T 
に よっ て 勝負 は 水 を 差 さ れ て し まう 。 そし て コウ 
に と ど め は 刺さ ず 、 最期 は アク シズ 先 艦 隊 に 
多く の 僚 友 を 逃がす た め 、 特 攻 し て 果 
て た 。 主 な 搭乗 機 は リッ ク ・ ド ム 、 ゲル ググ 、 ガ 
ンダ ム 試 作 2 号機 、 ノ イエ ・ ジ ー ル 


アル ビオ ン 
ALBION 


U.C.0081.10.13 に 地球 連邦 
れ た 「 ガ ンダ ム 開 発 計画 ] の 一 
され た 強 樺 揚陸 艦 。 一 年 戦 争 
た ホワ イト ペー ス や トロ イ ホ ー ス の 設計 思想 を 
受け 継ぐ で こと か ら べ ペガサス 級 に 属し 、 ア ルビ オ 
ン は その 7 番 艦 で ある 。 当時 の 連邦 軍艦 艇 が 
MS の 運用 を 主 劇 と し て いな か っ た こと に 対し 、 
アル ビオ ン は 2 基 の MS カタ バルト を 搭載 。 戦 
開 艦 と MS 運用 母艦 の 二 面 性 を 有 し て いる 
主 兵 対 と し て 両 寺 に メガ 粒子 砲 を 搭載 する ほ 
か 、 対地 対空 レー ザー、 対 第 ミサ イル な どの 充 
実 し た 武装 を 持つ 。 また 大 気 国内 の 飛行 を 可 
能 と する ミノ フス キー・ ク ラフ ト や レー ザー 推進 
シス テム と いっ た 特殊 装備 も 有 し て いる 。 族長 
は エイ パー・ シ ナ プ ス 」 


アル ファ ・A・ ベ イト 
| ALPHA A BAIT 


一 年 昔 争 時 、 サ ウス ・ バ ニン グ 素 いる 「 不 死 
身 の 第 4 小隊 ] に 所 属し て いた MS パイ ロッ ト . 


ルビ オン 隊 に 配属 され た 。 再び バ 

、 彼 の 戦死 後 は 小 

隊長 の 代わ り を 務め る こと と な る ラフ 

リー ト に よる 動乱 の 終結 後 は 、 ベ ルナ ルド ・ モ 
ン シ ア 、 チャ ッ プ ・ ア デル と 共に ティ ター ンズ に 
加わ っ て いる 。 主 な 搭乗 機 は ジム ・ カ スタ ム 


アロ イス ・ モ ズリ ー 


アル ビオ ン 付き の 医務 官 。 乗員 の 健康 
医療 業務 に 携わり 、 エ イア 
の 湖 量 の 管理 も 


茨 の | 
THORN GARDEN 


公国 軍 確 党 の エギ ー ユ 
派 が サイ ド 5 宙 域 に 設営 
宙 城 に 針 造 さも て お り 、 地 球 
逃れ る た め に は も っ て こい の 場所 で ある 。 浮遊 
する 残 角 や 小間 星 を 質 材 と する こと で 、 独自 
の 戦力 を 保持 する まで ! 居住 性 は 低 
く 、 残 党 兵 た ちの 多く は 艦艇 で 起 居 し た り 、 月 
面 都市 や サイ ド 6 に 潜伏 する こと が 多 か 


イワ ン ・ パ サロ フ | 
IVAN PASROF 


アル ビオ ン の プリ ッ ジ ク ルー で 、 挫 錠 手 を 務め 
る 。 文庫 本 を 片手 に 、 時 間 さ え あ れ ば 読書 に 
勤しむ 姿 が 見 られ た 。 他 の ブリッジ クル ー と 同 


様 、 デ ラー ズ 紛 争 後 は ティ ター ンズ に 抜 握 さ 


ヴァ ル ・ ヴ ァ ロ 
VALWALO 


ピグ ロ の 流れ を 流 む MA。 一 年 戦争 時 に ジオ ン 
公国 軍 が 開 革 し て いた が 、 破 要 処 分 
ナー が 月 面 都市 フォ ン ・ 


ガン や バル カン 砲 な どの 火器 の ほか 、 接近 戦 
用 の 大 型 クロ ー を 持つ 。 また 地域 制圧 用 の 特 
殊 兵 器 プ ラズ マ ・ リ ー ダ ー を 装備 し て いる 。 隻 
腕 の ケリ イ が 自ら 操 継 する た め に コク ピッ ト を 改 
悠 し 、 . 


ウラ キ も 協力 し た が 、 最 
彼 の 搭乗 する ガン ダム 試作 1 号機 フ 
アン と 交戦 し 、 撃 記 さ れ た 。 


ウィ リア ム ・ モ ー リ ス 
WILLIAM MAURIS 


アル ビオ ン の ブリ ッ ジ ク ルー で 、 通 信士 を 務め 
る 。 普段 は 物静か だ が 、 礁 われ た ガン ダム 試 
作 2 号 機 の 行方 を 追っ て アフ リカ を 入 利 う 際 . 
喚 き 散ら す ジ ャ ブ プロー 高官 か ら の 通 
ち 、「 ジ ャ ブロ ー の 連中 は 、 自 分 た ち に 2 号機 
の 核 を 撃た れる ん じゃ な いか と 、 蜂 の 巣 を 突い 
た 騒ぎ で す 」 と 、 さ す が に 秀 り を 鍋 わ に し た こと 
も ある 。 デラ ー ズ 紛 争 後 は ティ ター ンズ に 坊 所 
され 、 放 艦 ア ル ・ ギ ザ に 配属 され た 


ヴィ リィ ・ グ ラー ドル 
BILY GLARDLE 


に お ける アナ ベル ・ ガ トー 能 
・ ギ ュ ント の 艦長 。 ガ カトー が 
当 する 。 U.C.0083. 
EE る コロ 
いて 、 ガン ダム 試 
ペル を 艦橋 に 受け 


デラ ー ズ ・ フ リー| 
隊 の 旗艦 、 ペ ー. 
出撃 中 の 際 に は 指揮 も | 
111 生 し た デ 
ニー 落下 阻止 を 巡る 戦闘 に 
作 3 号 機 の 大 型 ピ ー ム ・ サ 
艦 と 運命 を 


ウォ ルフ ガン グ ・ ヴ ァ ー ル 
WOLFGUNG WALL 


ジオ ン 公 国軍 残 覚 。 ノイ エン ・ ビ ピッ ター の 副官 


| HLV 
HEAVY LIFT LAUNCH VEHICLE 


宇宙 往還 機 の 一 種 だ が 、 ス ペー スシ ャ トル の 
数 ~ 十 数 倍 の ペイ ロー ド を 有する 大 重量 離 昇 
機 。 円 欠 形 の 本 体 の 上 部 が 賀 物 室 、 下 部 が 
油 料 と エン ジン で 構成 され る 。 スペ ー ス シャ トル 
と の 相違 点 は 、 HLV が 完全 回 収 型 (使い 捨て 
ブー スタ ー な ど が 不要 ) で 、 生 直交 着陸 方 式 
の た め 滑 走路 が 不要 な こと な ど が 挙げ られ る 、 


RS 


34x 156-30 


157-29 


ンダ ム 0083 スタ ー ダ スト メモ リー 


EYPHAR SINAPUS | 


ベガ サス 級 強 押 掲 陸 艦 アル ビオ ン の 艦長 
U.C 0083.10.13、 オ ー ス トラ リア の トリ ン 
基地 に ガン ダム 試作 1・2 号 機 を 運搬 する が 、 
そこ で デラ ー ズ ・ フ リー ト の 舞 撃 に 遣い 、 号 
機 を 強 礁 され る 。 その 後 、 直 属 の 上 官 で ある 
ジョ ン ・ コ ー ウ ェ ン 中 将 か ら 試 作 2 号機 栓 軍人 
受け 、 ア フリ カ を 邊 て 手 宙 ヘ 上 が る も 、 デ 
よる コン ペイ トウ へ の 模 攻 撃 
まう 。 その 後 シナ プス は 、「 星 の 居 ] 
作戦 の 狙い は 別に ある と 推測 し 、 戦力 と し て 必 
要 に な る で あろ う ガ ンダ ム 試 作 3 号 機 を 受領 す 
る た め ラ ビア ン ロ ー ズ に 向かう 。 途中 、 デ ラー 
ズ の 目的 は コロ ニー 落と し に ある こと が 判明 し 
て 受領 を 急ぐ が 、 す で に 「 ガ ンダ ム 開 発 計画 ] 


は コー ヴェ ン の 手 を 離れ 、 ア ルビ ピオ ン は 足止め 
う 。 事態 は シナ プス の 手 の 届 か な 
コー ウェ ン の 政敵 ジー 


を 連 け て し : 
い 場 所 で 進行 し て お り 、 


3 シナ プス は て 放 作 3 を 反 
し 、 コ ロニ ー の 沙 下 阻止 に 比 ん だ 。 そし て 、 戦 


上 に 春 走 する も 


間隔 争 に 券 込ま れ メ 2 
給 争 の 終結 後に 軍規 違反 を 問わ れ 、 銃 条 弄 
に 処せ られ た 。 


AIGUILLE DELAZ 


U.C.0080 年 代 初頭 、 地 球 園 に 潜伏 する 公 
国軍 残 沈 の うち 、 最大 勢力 を 擁する 
フリ ー ト の 指導 者 。 一 年 戦争 当時 は ギレ ン ・ 
ザビ の 配下 と し て ア ・ バ オア ・ ク ター の 防衛 に 


礁 宙 域 に 昌久 基地 [次 の 園 」 を 設営 し た テ 
ラー ズ は 、 反 地球 連邦 活動 を 開始 する 。 そし 
て TU.C.0083.10、 デ : 


デラ ー ズ は 連邦 軍 に 

ウツ に よっ て 拘束 され る 。 し か し 、 作 戦中 上 命令 

を 出す の を 頑として 拒否 し 、 自 分 の 命 を 頭 み ず 

アナ ベル ・ ガ トー に 「 星 の 居 ] 完 遂 を 指示 。 憶 っ 
っ て 射殺 され た 


[8] neD5 mmmD2 


| MS 用 ホバー ボー ト | オサリバン | 核 バ ズー カ 

| HOVER BOAT | ORSAYVAN NUCLEAR BAZOOKA 

ガン ダム 試作 2 号機 を 奪取 し た アナ ベル ・ 四 ー | アナ ハイ ム ・ エ レク トロ ニク ス 社 (AE) の 常務 。 | 型 頭 に 村 を 搭載 し た MS 用 所 行 兵 疾 。 一 週間 
が 、 オ ー ス トラ リア 脱出 に 利用 し た 特殊 艇 。 水 E フリ ー ト 両 軍 に 通じ 戦争 や ルウ ム 戦 役 で 、 ジ オン 公国 軍 が 対 艦 兵 
面 効果 で 水上 及び 地表 を 滑走 する 。 MS を 1 機 利益 を 得 て いた 。 特に 公国 軍 残 党 の | 。 問 と し て 多用 し た 。 た だ し 、 南 極 条約 で 株 兵器 


搭載 で きる も の の 、 武装 は 任 紀 で ある 。 


| Mk-82 核 弾頭 


Mk-82 ATOMIC BOMB 


作 2 号 機 に 接戦 さ れ た 枝 閣 頭 。 自 
民 人 頭 と 呼ば れる 特殊 も の 
ノ フ スキ ー 粒 子 の 縮退 層 を 持つ の 


を 放つ 火球 を 爆発 後 も 数 秒間 礁 持 し 、 戦 術 
核 で あり な が ら 戦 略 核 に 匹敵 する 破壊 力 を 生 
む 核 の 軍事 使用 は 南極 条約 で 禁止 
この 弾頭 の 開発 は 地 束 連 邦 
軍 の 内 部 で も 極秘 裏 に 進め られ た 。 


ORKIS 


「 ガ ンダ ム 開 発 計画 ] に よっ て 設計 され た 、 ガ 
ンダ ム 試 作 3 号機 の 構成 要素 の ひと つ 。 各種 
武器 コン テ ナ と 1 フィ ー ル ド ・ ジ ェ ネ レー ター、 さ 
ら に 推進 装置 を 取り 付け た 姿 は まさ に 移動 武 
器 庫 で あり - アー ム ド ベ ペー ス と も 呼ば れる 。 た 
し 、 オ ー キ ス 単 体 で 稼働 する こと は で きず 、 作 
戦 行動 時 に は 枝 体 コート ロー ル の 中 枢 と な る 
MS (ステ イメ ン ) と 合体 する 必要 が ある 


オー キス | 


マ ・ ガ ラ ハ ウ と は 、U.C.0083 に 発生 し た 
ー ズ 紛争 以前 か ら 関 係 を 持ち 、 ガ ンダ ム 
試作 4 号機 を 改修 し た ガー ペラ ・ テ トラ を 密か 
渡し て いる 。 U.C.0083、 月 落下 軌道 を 
描く コロ ニー に 対し て イグ ニッ ショ ン ・ レ ー ザ ー 
を 照射 。 コロ ニー の 軌道 を 変更 し 、 連 邦 軍師 
撃 艦隊 の 裏 を か く 手助け を : 


| GERBERA-TETRA 


画 」 で 開発 され た ガン ダム 紅 
作 4 号機 を ペー ス に 改修 し た 機体 。 対 MS 戦 
開 、 特 に 白兵戦 を 主眼 に 置 v 
れ 、 近接 戦闘 で 高い 能力 を 発揮 する 


肩 部 に 
大 型 ス ラス ター を 搭載 する こと で 機動 性 の 向 


上 を 実現 。 さら に オプ ショ ン パー ツ と し て 開発 さ 
れ た シュ ツル ム ・ ブ ー ス ター を 装着 する こと で 
加速 性 能 と 航続 四 離 が 格段 に 増 旨 さ れる 。 
本 機 は アナ ハイ ム ・ エ レク トロ ニク ス 社 の 常務 
オサリバン と シー マ ・ ガ ラ ハ ウ と の 吾 約 
で 艦隊 に 裏 渡さ れ 、U.C.0083 に 発生 し た デ 

人 争 に 参加 し た 。 し か し 、 ガ ンダ ム 試 作 
3 号機 の メガ ・ ビ ー ム 砲 の 直撃 を 記 け て 撃隊 
れ た 。 パイ ロッ ト は シー マ ・ ガ ラ ハ ウ , 


の 保有 及び 使用 の 全面 禁止 が 決定 。 以来 
年 昔 争 で 核 バ メー カ が 用 いら れる こと 
な っ た 。 一 方 、 連邦 軍 は 、 一 年 戦争 終了 
配 パ プー カ (アト ミッ ク ・ パ バズーカ ) 挫 載 の ガン 
ダム 試作 2 号機 を 開発 。 し か し 、 こ の 機体 は デ 
ラー ズ ト に よっ て 共 取 され 、 コ ン ペ イト 
ウ 軸 域 の 観 息 式 に 対し て 核 攻撃 が 行わ れ た 


| ガトー 専用 ゲル ググ 


GELGOOG GATO'S CUSTOM 


UC.0079.12.31、 ア ・ パ オア ・ ク ー 埋 
ナベ ル ・ ガ トー が 搭乗 し た 専用 機 。 機 
体 性 能 は 通常 機 変 わ 5 な いも の の 、 ガ トー の 
操 継 技術 も あっ て 鬼 祥 の 如き 活躍 を し た 。 機 
体 色 が グリ ー ン と ブル ー に 変更 され て いる 


| カリ ウス 


KARIUS 


一 年 間 争 時 に お ける アナ ベル ・ ガ トー の 部 下 
第 302 哨 戒 中 隊 の 数 少な い 生存 者 。 戦 
後 は デラ ー ズ ・ フ リー ト に 身 を 寄せ 、 典 伏 の 序 
を 穴 っ て いた 。 そし て U.C.0083、「 星 の 居 
作戦 に 参戦 。 この 時 も ガト ー に 付き 従い 、 ソロ 
モン 宙 域 に 向 「 星 の 選 」 終了 後に ガ 


観 角 式 


THE NAVAL REVIEW 


地球 連邦 軍 に よっ て U.C.0064 か ら 始め られ 
以後 、 毎 年 11 月 に 挙行 され る 軍 行 事 。 連邦 
艦隊 が 多数 参加 する 田村 な 式典 で あり 、 散 
隊 の 威容 を 知ら し め る こと で スペ ー ス ノイ ド に 
対す る 抑止 力 た らん と し た 。 も っ と も 仮想 敵国 
で ある ジオ ン 公 国 を 失 年 戦争 終了 後 は 
埋 六 式 挙 行 の 意味 が 妖 問 視 さ れ 争 に 
よる 艦隊 戦力 の 減少 や 、 折 か ら 准 行 中 の 較 
U.C.0081~ 
送ら れ た (戦争 終結 
、 小 規模 な が ら も 挙行 

。 U.C.0083 の 観 能 式 
画 の 成果 を 世に 知ら し め 、 一 
得 な 動き を 見 せる 公国 軍馬 党 へ の 威 
洪 を 行う た め 、 例 年 に な い 大 規模 な も の と な っ 
この と き 式 典 に 参加 し た 受 聞 艦 艇 の 総数 
は 明らか に され て いな い が 。 地球 軌道 第 隊 や 
周辺 宙 域 を 哨戒 する 艦艇 を 除く 全 艦艇 が 召集 
され た と も 言わ れる 。 その た め 式 典 が 実施 され 
ペイ トウ ( 旧 ソ ロモ ン ) 宙 域 は 無数 の 北 
1 めく され た 。 だ が 、 この の 替 放 式 は 
フリ ー ト の 柚 撃 を 受け 、 参 加 第 艇 の 
9802 が 行 不能 以上 の 損害 を 受け る と い 
う 大 惨事 と 化し た 


ガン ダム 開発 計画 


GUNDAM DEVELOPMENT PROJECT 
(GP PROJECT) 


ーー 年 戦争 に 勝利 し た と は いえ 、MS 開 発 技術 
に つい て は 、 地 球 連 邦 軍 と ジオ ン 公国 軍 の 技 
術 格差 は 歴然 た る も の が あっ た 。 連邦 の 勝利 
は 量産 され た ジム の 性 能 で は な く 、 物 量 に よる 
も の だ と 言わ れ た ほど で ある 。 また 軍 内 部 に は 
砲撃 戦 を 主体 と し た 戦略 (大 艦 巨砲 主義 ) が 
根強く 、 ザ ク の 性 能 を 見 せ 付 けら れ て も MS 開 
発 を 血 問 視 す る 風 浦 が あっ た 。 この 流れ を 一 
新 し 、MS を 積極 的 に 戦略 へ 組み 込む べく 立 
案 ・ 実 施さ れ た の が 「 ガ ンダ ム 開 発 計画 ] (GP 
計画 ) で ある 。 計画 の 実施 は 連邦 軍 再 建 計画 
の 可決 され た 1 週間 後 の U.C.0081.10.20. 
ジョ ン ・ コ ー ウ ェ ン 中 桁 の 管理 の 下 、 ア ナハ イ 
ム ・ エ レク トロ ニク ス 社 (AE) と の 極秘 プロ ジェ 
クト と し て 始動 。 計画 は 、 そ の 時 点 で の 最高 
性 能 を 有する MS 開発 が 目的 と され 、 ま ず は 一 
間 発 され た MS を いく つか の カテ ゴ 
その カテ ゴリ ー に 、 連 邦 か ら 出 さき 
れ た 「 最 強 の 機動 兵器 ] 「 必 要 な 機能 を すべ 
て 有する 兵 問 」 と いっ た コン セフト が 組み 合わ 
画 で 開発 され た 機体 は 1 
運用 が 想定 され る 頒 域 に 応じ て 
作 され た 。 最終 的 
役 計 実 が 提出 きれ 、 GP シ 
リー ズ と し て ロー ルアウ ト し た 。 


ガン ダム 試作 1 号機 
ZEPHYRANTHES 
ガン ダム 開発 ほ て ロー ルアウ ト し た 試 
作 1 号 槻 で 、 コ ー ド ネ ゼフィランサス 」 


一 年 戦争 時 の 名 機 RX-78 ガン ダム の コン セ 
プ ト を 継承 、 そ の バー ジョ ン ア ッ プ 機 と し て 開発 
され た 。 その た め コア ・ ブ ロッ ク ・ シ ステ ム や 
教育 型 コン ピュ ー タ ー と いっ た シス テム を 搭載 
それ と 並行 し て 各部 構造 の 小型 化 ・ 高 性 能 
化 を 図り 、 フ レー ム や 関節 部 の 構造 の 簡略 化 
が 行わ れ は 、U.C.0080 年 
代 後 半 の MS の 基本 構造 で る る ムー バブ ル ・ 
フレ ー ム へ と 発話 )。 この 結果 、 試 作 1 号 機 は 
非常 に 汎用 性 の 高い 機体 と な り 、 多少 の パー 
ツ 換 装 で 異な る 戦闘 領域 に 対応 で きる まで に 
至っ た 。 この た め 試 作 1 号 機 は 「 汎 用 多用 途 
MS」 と 定義 する こと が で きる 。 この 機体 は 、 重 
カ 下 テス ト の た め ガ ンダ ム 試 作 号 機 と 共に 軍 
用 義 ア ルビ オン へ と 配備 され 、 オー スト ラリ ア の 
トリ ント ン 連 邦 軍 基地 に 移送 され た 。 その 後 、 
試作 2 号機 が デラ ー ズ て 強奪 
撃 部 隊 の 1 機 と し て 実戦 投入 
に 。 パイ ロッ ト は コウ ・ ウ ラキ 


ガン ダム 試作 1 号機 
ルル PS 
ZEPHYRANTHES Fullbumem 


ガン ダム 試作 1 号機 を 空間 戦闘 用 に 改修 し た 
機体 変更 簡 所 は コア ・ フ ァ イ タ ーII の エン ジ 
ト 、 胸部 の オプ ショ ン パー ツ - 機体 
ニッ ト 換装 な ど が 挙げ られ る 。 中 で も 
は 
ッ ド と 呼 ラス ター 
と 推進 剤 タン ク で 構成 され て いる 。 ボッ ド は ジョ 
イン ト 部 を 軸 に 上 下 左 右 に 回 転 し 、 四 肢 の 
AMBAC (アン バッ ク ) と 併せ て 高い 機動 性 を 
実現 し た 。 その 反面 、 本 機 は 大 量 の 推進 剤 を 
要 と し た が 、 脚 部 オプ ショ ン パ ー ツ を 推進 ユ 
小 兼 推進 剤 タン ク に し て 対応 し て いる 。 ち 
換装 作業 は 2 日 で 完了 し 、 その 蜂 、 実機 
アル が 行わ れ た き の 機体 に は 加 
速 中 の G フ ラッ ター も 認め られ ず 、 ト ライ アル 開 
始 早々 1159%% の ギャ ング フラ ッ グ を マー ク 。 し か 
し 開発 者 に 言わ せる と 、 計 算 
う 破 格 の 数 字 を 出す こと も 可能 た 
パイ ロッ ト は コウ ・ ウ ラキ 


ガン ダム 試作 2 号機 
PHYSALIS 
「 ガ ンダ ム 開 発 計画 ] に よっ て ロー ルアウ ト し た 
試作 2 号機 で 、 コー ド ネー ム は 「 サ イサ リス ]。 ミ 
ノ フ スキー 粒子 艇 布 下 に お ける 敵 勢 カ の 完全 
な 3 打 人 を 前 提 と し た 機体 は 、 設計 当初 は 
誤用 重 MS」 と が 、 最 終 的 


[本 
人 人 の 過 へ と 変 。 戦術 欄 レ ベル の 
核 名 発 身 装 置 と 生 村 装備 を 併せ 持つ 、 か つ 


例 の な い MS と な っ た 。 その た め 全身 の 装 
甲 は 放射 線 防御 を 施さ れ た 重厚 な も の と な り 、 
冷却 装置 を 開 ね た 専用 > 有償 と され 
た 。 また 一 繋 必中 の 作戦 行動 を 実現 する べく 、 
両 肩 に は 大 推 カ スラ スタ ー を 内 蔵 し た フレ キシ 
ブル ・ ス ラス ター・ バ イン ダー (FTB) を 装備 
FTB は AMBAC に も 利用 お され 、 そ の 結果 、 重 
MS と は 思え な い ほ どの 反応 速度 と 機動 性 を 実 
反面 、 固 定 武装 は パル カン と ビー 
ム ・ サ ー ベ ル の み で あり 、 強 垂 用 と し て は 最 独 

、 検 絡 頭 使用 後 の 戦 開 力 は 十 全 と 
ほ ア ナベ ル ・ ガ ト 


| ガン ダム 試作 3 号機 


DENDROBIUM 


「 ガ ンダ ム 開 発 計画 ] に よっ て ロー ルアウ ト し 
た 試作 3 号機 で 、 コ ー ド ネー ム は 「 デ ンド ロビ ウ 
ム ] 。 武器 庫 と 推進 シス テム を 兼ね た アー ム ド 
ペー ス ・ オ ー キ ス を 、 火 誤 管 制 を 司る MS 部 分 ・ 
ステ イメ ン が コン トロ ー ル する と いう 特異 な コン 
セプト の 基 に 開発 が 進行 。 そ の 結果 単機 
で 拠点 防衛 "攻略 が 可能 な 戦略 機動 兵器 と 
な っ た 。 これ ば は 要 春 級 の 火力 に 戦艦 級 の 推力 
を 併せ 持つ 趣 兵器 で ある 。 その た め 機 体 全長 
は 140m あ まり に も 及び 、 高 度 な 戦略 兵器 
りな が ら も 補給 や 備 面 は 劣 電 で 4 


「 星 の 局 」 作 埋 

戦果 を 残し つつ も 
雪 や 技術 が の ちの MS に 引き 継が れ な か 
ろう 。 パイ ロ 


ト は コウ ・ ウ ラキ 。 


ガン ダム 試作 3 号機 ステ イメ ン 
STAMEN 


ガン ダム 試作 3 号機 の 中 検 と な っ て 火 問 管制 
を 司る MS 部 分 で あり 、 コ ー ド ネー ム は 「 テ ンド 
ロビ ウム ・ ス テイ メン ] 。 MS 単体 で も ガン ダム 
試作 1 号機 フル バ に 匹敵 する 高 機 
動 性 を 有する が 、 そ の 真価 は アー ム ド ペ ー ス ・ 
オー キス と ドッ キン グ し た 時 に 十 全 に 発揮 され 
る 。 オー キス に 搭載 され た メガ ・ ビ ー ム ライ フル 
や 大 型 ピ ー ム ・ サ ー ペ ル と いっ た 強力 な 武装 
は ステ イメ ン と の ドッ キン グ 状 態 で 初め て 使え る 
その た め ス テイ メン が 単体 で 行動 する 
は 珍し く 、 ほ と ん ど は オー キス と ドッ キン グ 状 
態 に ある こと が 多い 。 また 、 オ ー キ ス と の 合体 
を 考慮 し た テー ル バ イン ダー は 連動 性 機動 
の 向上 に も 寄与 し て あり 、 コ クビ ッ ト は 全 天 
周囲 モニ ・ シ ー ト が 導入 され て い 
る 。 パイ ロッ ト は コウ ・ ウ ラキ 


Lr 


157-31 


きま 


キン バラ イド 鉱山 基地 
KINBERAIED MINING BASE 


一 年 戦争 終了 後 公国 軍 残 党 が アフ リ 
カ 大 陸 に 地 。 アフ リカ 戦線 の 公国 
軍 残 常 は U.C.008006 に 連邦 軍 に よっ て 武 
装 解 、 キ ン パ ラド 鉱山 基地 は その 
も 維持 され 、 抵 抗 活動 を 続け た 。 
レー ザー 通信 用 の ダイ ヤ モ ンド 鉱山 の 蹴 地 に 建 
造 され た 基地 は 地下 寺 道 を 利用 し た た め に 秘 
<、MS 部 職 だ け で な く 、HLV の 発 有 
保有 。 残存 勢力 と し て は 破格 の 装備 を 
し て いた 。 差 地 司 令 は ノイ エン ・ ビ ッ ター 少 料 
基地 の 公国 軍 残 沈 は デラ ー ズ ・ フ リー ト の 「 星 
の 局 ] 作戦 ンダ ム 試 作 2 号機 を 宇 軍 
へ 打ち 上 げ る た め 席 の 子 の HLV を 使用 し た 。 そ 
の 陽動 の た め ビ ッ タ ー は 手勢 を 率い て 出撃 し 、 
徳 の 死後 に 基地 の 残党 は 降 佑 し た . 


グリ ー ン ・ ワ イア ッ ト 


GREEN WYAT 


学 行 され た 観艦式 の 観 


U.C.0083.11.1 


沿 者 、 こ の 観 逢 式 は スペ 
邦 の 実力 を 見 せ 付け る 絶好 の 機会 
だ 。 式 の 終了 は 、 す な わ ち デ ラ 

の 敗北 を 意味 宮 

し 、 式 途中 に 襲撃 し て きた ガン ダム 試作 2 号 
機 の 核 攻撃 を 受け 、 バー ミン ガム と 共に 蒸発 し 
て いる 。 抽 艦 式 の 観 問 官 と いえ ば 栄 准 あ る 職 


務 だ が 、 ワ イア ッ ト に と っ て は 自ら の 死 を 飾る 反 
全 と な っ て し ま ” 

ワイ アッ ト は 、 座 乗艦 パー ミ 

茶葉 と 茶器 を 持ち 込み 、 紅 菜 を 楽し ん て 


機動 戦士 ガ ノ イダ ム 0083 スタ ー ダ スト メモ リー 


ハウ の 部 下 で 階級 は 中 尉 。 ケリ イ ・ 
完成 させ た MA ヴァ ル ・ ヴ ァ 
は ず だ っ た 。 し か し 、 ケ リィ に 金銭 を 
れ た 際 の 軽 は ずみ な 一 言 に よっ て 、 
ケリ ィ の 出撃 を 促し て し まう 。 その こと を 知っ た 
シー マ の 箇 り は 凄まじ く 、 単 身 グル ト は ザク T で 
ヴァ ル ・ ヴ ァ ロ と 戦わ され る 結果 と な り 、 乗 機 
と 運命 を 共に し て いる 


クレ ナ ・ ハ クセ ル 


CLEHNA HACSWELL 


U.C.0083 当 時 の アナ ハイ ム ・ 
ス 社 が 所 有する ドッ ク 艦 、 ラ ビア ン ロ ー ズ の 最 
高 責任 者 。 当 昧 、 ラビ アン ロー ズ は ガン ダム 試 
作 3 号 機 の 開発 及び トラ イア ル の 研究 施設 と 
な っ て お り 、 ク レナ の 肩書 き は 艦長 で は な < 所 


長 で ある 。 クレ ナ の 管轄 は 主 に ガン ダム 試作 3 
号機 だ が 、 試 作 1 号機 担当 の ニナ ・ パ ー プ ル 
トン と も 面識 が あっ た よう で ある 、 


クウ デジ | 
GWADEN | 


デラ ー ズ ・ フ リー ト の 旗艦 と な っ た グ ワ ジン 級 大 
型 宇宙 戦艦 。 同型 紫 の 1.5 倍 と いう スケ ー ル 
る こと か ら ギ レン ・ ザ ビ の 乗 衝 と し て 建 


マガ ラ ハ ウ の 裏切り に よっ て 指揮 

デラ ー ズ を は じ め 艇 長 ら ブ リッ ジ ク ル ー は 閑 害 さ 
れ た 。 その 直後 、 脱 出し た ガー ベラ ・ 
テト ラ に よる 腹いせ の 攻撃 を 受け て 撃沈 し た 。 


| グ ワ デン の 艦長 | | 
| GWADEN'S CAPTAIN 


エギ ー ユ ・ デ ラー ズ の 乗 散 で あり 、 
フリ ー ト の 放 態 で も ある グ ワ ジン 綴 大 型 宇宙 埋 
艦 「 グ ワ デ ン ] の 艦長 。 U.C.0083.11.12、 コ 
落下 を 巡る 戦い の 最 中 、 シ ー マ ・ ガ ラ 
ハウ が 艦橋 を 占拠 し た 際 、 射殺 され た 


グ ワ シン ザ シ 
GWANZAN 


小惑星 ア : まれ た 公国 軍 残 党 が 独自 
開発 し た ダグ ワン パン 級 大 型 宇宙 戦艦 の 1 焦 
UC.0083.11.10 に アク シズ 先遣 租 隊 放 艦 と 
し て 地球 園 に 帰還 。 連邦 政府 に よっ て 数 日 間 
の 滞在 許可 が 下り る と 、 ズ ・ フ リー ト に 
AMA-X2 ノイ エ ・ ジ ー ル を 提供 し た 。 11.13、 
滞在 期限 終了 と 共に アク シズ に 帰還 し た が 、 
その 際 、 デ ラー ズ ・ フ リー ト 残 存 兵 を 回 収 し 
よう で ある 。 艦長 は ユー リー・ ハ スラ ー 少 将 。 | 


【 グ ワン ザン 】 当時 
艇 / 


王 孝 軍 か 


ゲイ リー | | 
GAL | 


U.C.0083 に 勃発 し た 「 星 の 局 ] 作戦 に 参加 
し た 、 公 国軍 残党 の MS パイ ロッ ト 。 ガン ダム 
【 作 2 号機 の 奪取 を 画策 する アナ ベル ・ ガ トー 
を 援護 すべ く 、 連 邦 軍 ト リン トン 基地 に 夜襲 を 
仕掛 けた 。 陽動 の 役割 は 果たし た が 脱出 は 
叶わ ず 戦 死 し た 。 搭乗 機 は ドム ・ ト ロー ペン 。 


(8] 本 05 wl09 


| ケリ ィ ・ レ ズ ナ ー 
| KELLEY LAYZNER | 


アナ ベル ・ 四 ー と 共に 一 年 戦争 を 戦い 抜い 
公 回 軍 MS パ イロ ッ ト 。 戦 開 中 に 左腕 を 失っ 
軍 を 除隊 し た が 、 兵 士 と し て の 開 争 本 能 を 忘 
れる こと が で きず ひと り で MA ヴァ ル ・ 
ヴ ア ロ の 改修 を 続け て いた 。 U.C.0083、 アル 
ピオ ン か ら 脱 走 し た コウ ・ ウ ラキ と 出会い 、 ヴァ 
ヴァ ロ の 改修 を 通じ て 自分 が 戦士 と し て 未 
て いる こと を 知る 。 そし で 
ト の 決起 を 知っ た ケリ ィ は 、 . 
謗 い を 受け て 「 星 の 選 ] 作戦 へ の 参戦 を 決意 。 
し か し シー マゲ 必 要 と し た の は ヴァ ル ・ ヴ ァ ロ の 
方 で あり 、 今更 、 隻 腕 の 戦士 迎え る つも り は 
な か っ た の で ある 。 シー マ の 部 下 (タル ト 中 尉 ) 
か ら そ の 事実 を 知っ た ケリ ィ は 、 単身 ヴァ ル ・ ヴ ァ 
ロ で 出撃 。 ガン ダム を 倒す こと で 戦士 と し て の 移 
持 を 賀 こ うと し た 。 ガン ダム 試作 1 号機 フル バー 
ン の パイ ロッ ト が コウ だ と 知っ て も 戦士 と し 
て 変わ ら ず 相対 し 、 爆発 の 中 に 消え て いっ た 。 


| ゲル ググ M 
| GELGOOG MARINE 


ゲル ググ マリ ー ネ 。 U.C.0083 に 勤 発し た デラ ー 
ズ 紛 争 に お いて 、 シ ー マ ャ 艦隊 部 隊 が 使用 し 
ゲル ググ の パリ エー ショ ン 機 。 [M] は マリ ー ネ 
略称 で あり 、 その 名 が 示す よう に 海兵 隊 仕 様 の 
改修 が 施さ れ て いる 。 主 な 変 
ペラ ント ・ タ ンク の 増 
延長 、 両 前 胸部 に 110mm 速 射 交 の 設置 、 各 
部 スラ スタ ー の 増設 と ラン ド セ ル の 変更 な ど が 
挙げ られ る 。 これ に より ラン ド セ ル か ら は シー ルド 
と ビーム ・ ナ ギ ナ タ 用 の ラッ チ が な く な り 、 ザ ク の 
ーー ルド を 流用 し た スパ イク ・ シ ー ル ド を 装備 。 ま 
ー ム ・ ナ ギ ナ タ の 代わ り に ビー ム ・ サ ー ベ ル 
を 両 展 の ポケ ッ ト に 内 茂 し た 。 本 機 は 基本 性 能 
の 底上げ を 目的 に 改修 され た が 、 同 時 に 生産 コ 
スト の 引き 下げ も 考 應 し た た め 、 カタ ログ スペ ッ ク 
上 は さほど 高 性 能 と は 言い 難い 。 し か し 量産 機 と 
し て の 生産 性 と 汎用 性 に 優れ 、 豊 富 な オプ ショ 
ン 兵 装 を 駆使 し て デラ ー ズ 紛争 を 戦い 抜 


i 


| ゲル ググ M 指 揮 官 機 | ア ・ フ ァ イ タ ーT 宇宙 仕様 | 後期 生産 型 ハ サイ | コム サイ I 
GELGOOG M COMMANDER MODEL CORE FIGHER T SPACE VERSION | | | MUSAI KOMUSAI I 

| ーー 
ゲル ググ M (マリ ー ネ ) 指揮 宮 機 。 シー マ 秀 隊 | コア ・ フ ァ イ タ ーII の 改修 棋 。 ペー ス 機 は 大 気 | ジオ ン 公 国軍 の ムサイ 級 軽 近 洋 能 の パリ エー | ムサイ 弧 軽 近 洋 能 後 期 型 の 拭 首 


の 指揮 官 務 め る シー マ ・ ガ ラ ハ ウ が 搭乗 す 
る 機体 で ある 。 ゲル ググ M か ら の 変更 点 と 
は スラ スタ ー 推 の 増強 、 マ ル チ ・ ブ レー ド ・ 
アン テ ナ の 追加 、 専 用 シー ルド と ビー ム ・ ラ イ 
フル の 採用 な ど が ある 。 特に ビー ム ・ ラ イフ ル 
は 火力 だ け で な く 連 射 性 に 優れ る 。 し か し 、 
ナハ イム ・ エ レク トロ ニク ス 社 か ら ガ ー ペ 
トラ が 供与 され る と 、 シ ー マ は そちら に 乗り 換え 
、 以後 、 機体 の 消息 は 不明 で ある 


CORE FIGHER I 


連邦 軍 の 「 ガ ンダ ム 開 発 計画 ] を 受け て 、 アナ 
ハイ ム ・ エ レク トロ ニク ス 社 (AE) が 開発 し た 
ンダ タム 試作 1 号機 の コク ピッ ト ・ モ ジュ ー ル に 
な る ユニ ッ ト 。 普段 は 埋 闘 機 と し て 用 いら れる 
が 、RX-78 の コア ・ フ ァ イ タ ー が 戦闘 機 と し て 
は 人 深 癌 な 観 が 否め な か っ た こと に 対し 、 本 機 は 
当初 か ら 航空 戦力 た り 得る 機体 と し て 開発 され 
た 。 その た め 全 体 の シル エッ ト は 一 般 の 航空 機 
と 大 差 な く 、 高 い 空戦 能力 を 有 し て いる 。 また 
MS の 中 枢 ユ ニッ ト と し て の 機能 付与 され て お 
り 、 変 形 ・ 合 体 する こと で MS の 中 枢 と し て 機 
能 す る 。 た だ し 、 ド ッ キ ング 方 式 が 従来 の パー 
ティ カル ・ イ ン ・ ザ ・ ポ ボディ (MS の 機体 に 対し 
で 重 直 方 向 に 合体 ) か が: 
ザ ・ ボ ディ 方 式 (MS の 機体 に 対し て 】 
向 に 合体 ) に 変更 され た 。 その た め 本 機 の メイ 
ン ・ ス ラス ター は MS の 背部 に 幼 出 し 、 合 体 科 
は MS の メイ ン ・ ス ラス ター と し て 機能 する 。 主 
な 搭乗 者 は コウ ・ ウ ラキ 、 ニッ ク ・ オ ー ビ ピル 。 


国内 飛行 を 前 提 と し て いる が 、 い くつ か の パー 
ツ 換 装 を 行う こと で 宇宙 空間 で の 運用 が 可能 
に な る 。 この 機体 を コア ・ フ ァ イ ターT 宇宙 仕 
様 と 呼ぶ 。 ペ ー ス 機 と の 決定 的 な 相違 点 は 、 
主 械 の 代 も ゎ 置 され た ユニ バー サル ・ ブ ー 
スト ・ ボ ッ ド で ある 。 大 型 ブー スタ ー と 推進 剤 タ 
ンク で 構成 され る この パー ツ は 、 ジ ョ イン ト 部 分 
を 中 心 に し て 上 下 左右 へ フレ キシ ブル に 可動 
また は 回 転 で きる 。 その た め 機体 方 向 に 関係 
ラス ター の 推進 方 向 を 変化 させ る こと が 
き 、 人 急激 な 加減 速 や ト リッ キー な 機動 性 を 発 
探 で きる の で ある 。 主 な 搭乗 者 は コウ ・ ウ ラキ 、 
ニナ ・ パ バー ブル トン 。 


記 必 a ウ ララ ギ 


KOU URAKI 


ショ ン の ひと つ で 、「 後 期 型 ] [ムサイ 級 軽 巡 
洋 艦 後期 型 」 と も 呼ば れる 。 一 年 戦争 末期 に 
少数 生産 され た 本 明 は 、 圭 反応 炉 の 性 能 
向上 に 伴う メガ 粒子 砲 の 増設 が 図ら れ 、 対 能 
戦闘 能力 が 強化 され た 。 また MS カタ バルト を 
艦 体 左 右 に 配置 し 、 発 進 口 を 前 向き に 変更 し 
た こと で 、4 機 の MS を 同時 に 発進 さき る こと が 


2 や 、 シ ー マ ・ ガ ラ ハ ウ 艦隊 麻 下 の 
ペル ング 」 が 挙げ られ る 


| 穀倉 地帯 


| GRANARY 


連邦 軍 所 属 の MS パイ ロッ ト で あり 、MS な どの 
機器 に 精通 し て いる 。 U.C.0083 に 勃発 し た 
「 星 の 局 」 作戦 の 真相 を 知る 貴 垂 な 人 物 で も 
ある 。 オー スト ラリ ア の トリ ント ン 基 地 で テス トバ 
イロ ッ ト を し て いた が 、 アナ ベル ・ ガ ト - 
ンダ ム 誌 作 2 号機 強 導 事件 に 遺 遇 
際 、 ガ ンダ ム 試作 1 号機 に 搭乗 し て 交戦 し た ご 
と か ら ア ルビ オン 隊 に 配属 され 、 ガ トー と 試作 2 
号機 の 追撃 任務 に 加わ る こと に な 

後 、 乗 機 を 試作 1 号機 フル バー ニア ン 
し 、 コン ペイ ト 9 宙 域 で ガト ー 
試作 2 号機 と 相討ち と な る 。 その 後 も 「 星 の 扇 」 
作戦 は 続い て お り 」 デラ ー ズ ・ フ リー ト に 
よる コロ ニー 落と し を 巡る 攻防 戦 で は 試作 3 号 
機 デ ンド ロビ ウム に 乗り 換え て ガト ー に 挑ん だ 
し か し 、 コ ロニ ー の 落下 阻止 は 成ら な か っ た も 
の の 、 帳 奴 を 決する た め 待 ち 構え て いた ガト ー 
と 一 騎 討 ち を 行う 。 最後 まで 決着 は つか な か っ 
た 。 その 一 方 で 、 コ ウ が 想い を 寄せ る アナ ハイ 
ム ・ エ レク トロ ニク ズ ナー バー 
プル トン が 、 か つて ガト ー と 恋仲 
発芽 。 し か も 彼女 が ガト ー を 選ん だ 
は 見 えた ) こと で 、 さ ま ざ ま な 意味 で 屈辱 に まみ 
れる こと と な っ た 。 デラ ー ズ 紛争 の 終結 後 、 コ 
ウ は 試作 3 号機 無断 使用 の 罪 を 問わ れ 、 身 役 
一 年 の 判決 を 受け た 。 た だ し 、 こ の 罪状 は 「 ガ 
ンダ ム 開 発 計画 」 の 抹消 に 伴い 消 減 し て い 
る 。 無罪 放 免 と な っ た コウ は 北米 オー クリ ー 基 
地 に 転任 と な り 、 そ の 地 で ニナ と 再会 し 
な 搭乗 機 は 、 ザク IIF2 型 (連邦 軍 カ ラー)、 ガ 
ダム 試作 1 号機 、 ガン ダム 試作 1 号機 フル バー 
ニア ン 、 ガン ダム 試作 3 号機 デン ドロ ピ ウ ム 


UC.O083 に お ける 北ア メリ カ 大 陸 は 小麦 を 
中 心 と する 大 穀 廊 地帯 で あり 、 地 球 の 食糧 供 
給 を 支え る 重要 な エリ ア 」 
けた デ 


ャ ブロ ー へ の 落下 
と 見 せ か けた コロ ニー る 北ア メリ カ 
尊 倉 地帯 の 壊 減 を 画策 。 「 星 の 局 」 作戦 と 名 
付け られ た この 作戦 は 見 事 に 成功 し 、 地 球 園 
の 食糧 事情 に : これ に より 地 
球 連 邦 は コ の 食料 供給 に 依存 せ ざ 
る を 得 な く な り 、 結 果 的 に スペ ー ス ノイ ド の 発 
言 力 が 強化 され る と いう の が 、「 星 の 層 」 作戦 
の 最終 的 な 目 算 だ っ た 。 し か し 予想 と は 裏腹 
スペ ー ス ノイ ド と の 対立 を 明確 に し た 地球 
連邦 は 、 公 国軍 残党 狩り を 名 目 と する エリ ー ト 
集団 「 テ ィ ター ンズ 」 を 発足 。 さら な る 戦乱 の 
火種 を 生む 結果 と な っ て し ま 


た 大 気 圏 突入 カ プ セ ル で 、 単 に 
呼ぶ 場合 も ある 。 ペー ス と な っ た コム サイ より も 
航空 機 的 な シル エッ ト を 有 し 、 大 気 8 
能力 が 向上 し て いる 。 また 機体 
ン テ ナ が 増設 され 


| COLONY P.C. 


正式 名 称 は 「 コ 理 公社 」。 宇宙 世紀 
に お ける スペ ー ス : コ ロニ ー の 建造 と 保守 管理 
ラグ ラン ドイ ント 間 の 輸送 を 一 手 
巨大 NGO で ある 。 スペ 
ロニ ー は 生活 の 場 と 
社 の 業務 は ほか の 3 
され る 。 また も 
は 条約 で 保障 され る こと に な 


COLONY RECYCLNG PROJECT 


ーー 年 戦争 後 、 地球 連 孝 政府 の 経 攻 済 筑 の 
た 計画 。 連邦 政府 


に 移住 きせ る 方 
お ける ジオ ン 公 国軍 の 各 サ イド 乱調 に よっ 
居住 可能 な コロ ニー の 絶対 数 が 不足 し て い 
そこ で 物理 的 損傷 や 汚染 被害 の 少な い コ 
ジ 和 国 ) まで 象 航 し 、 メ 
び 各 サイ ド へ 移送 し 
て 鈴 民 を 謀 け 入れ る と いう 計画 が 実 放さ れ た の 
る 。 第 1 次 移送 計画 は U.C.0082.05、 サ 
イド 4 を 対象 と し て 実施 され 、 翌年 に は サイ ド 1 
を 対象 と する 第 2 次 和 施さ れ て い 


サン 


158-27 


機動 戦士 ガン ダム 0083 スタ ー ダ スト メモ リー 


コロ ン ブ フス 改 級 宇宙 輸送 艦 
| COLUNBUS MODIRED TRANSPORTER 


一 年 当 後 コロ ンプ ス 直 直送 猫 を ペー 
ス に 改修 を 施し た 艦 。 外 観 の 変化 は ほとん ど 
な いも の の 、 輸送 能 カ だ け に 留まら ず 補 給 能 と 
し て の 機能 も 強化 し た 。 艇 体 中 央 に は ドッ キン 
グ ・ ア ー ム を 新設 し 、 こ れ で 対 梨 艦 を 固定 し て 
迅速 補給 作業 を 行う こと が 可能 と な っ 


コン トロ ー ル 艦 
CONTROL SHIP 


ソー ラ ・ シ ステ ム I を 集中 制御 する た め の 専用 
舌 。 コロ ン フ ス 改 報 宇宙 補給 第 を 改修 し た も 
の で 、 シス テム 制御 用 の 通信 設備 と スー パー・ 
コン ピュ ー タ ー が 搭載 され て いる 。 これ ら の 機 
器 に より 21x36km (ミラ ー 展 開 時 の サイ ズ ) 
に も 及ぶ ソー ラ ・ シ メス テム II の 制御 を 担う 


| コン ペイ トウ 
| KONPEITOU 


U.C.0079.12.24、 地球 運 邦 軍 は ジオ ン 公 国 
神 の ソロ モン 放 略 作戦 を 開始 し 、 要 宣 占 信 に 
成功 し は 連邦 軍 管 電 下 
と な り め られ た の 


名 称 が 「 コ ン ペ イト 


UC.0083 に は 観 着 式 の 開 


宇 軍 拠 点 と な けり 
催 軍 域 と な っ た . 


さき 


サウ ス ・ バ ニン グ 
SOUTH BURNING 


一 年 戦争 に も 参戦 し た 地球 連邦 軍 の ペ 
MS パイ ロッ ト 。 戦争 当時 は 「 不 死 身 の 第 4 小 
隊 」 小隊 長 と し て MS 部 隊 を 率い 、 ア ・ パ オア ・ 
戦後 は オー スト ラリ 
ア 大 陸 の トリ ント ン 基 地 に 配属 され 、 パ イロ ッ ト 
養成 と 新型 MS の 運用 テス ト に 従事 する 。 し か 
し 、 ULC.0083.10.13、 アナ ベ 
ダム 試作 2 号機 が 強奪 され た 
鶴 選 作戦 に 参加 。 その まま ペガサス 級 強 本 揚 
陸 艦 アル ビオ ン に 転属 と な り MS 隊 の 指揮 を 担 
う 。 同年 11.08、 連 邦 軍 戦艦 バー ミン ガム 救 
出 の た め に 出撃 し た 朋 に 拓 弾 し 、 帰 朋 用 中 に 
乗 機 が 爆発 し て 命 を 落と し て いる 。 教官 と し て 
部 下 に は 厳し く 接し た が 、 その 実 、 教え 子 の 成 
長 を 人 一 倍 喜 ん で いた 。 特に ガン ダム 試作 1 
号機 の パイ ロッ ト に 任命 され た コウ ・ ウ ラキ の 
オ 能 価 し て お り 、 そ の 成長 を 誰 よ り も 
望ん で いた の で ある 。 アル ビオ ン 艦 長 エイ バ 
シナ プス か ら 厚 い 信頼 を 寄せ られ て お り 、 コ ウ 
た ち 教 え 子 か ら は 父親 の よう に 慕 われ て いた 
ちな み に 妻 (シル ビア ・ バ ニン グ ) と は 別居 中 
で あっ た が 、 乗 機 に シル ビア の 写真 を 忍ばせ て 
いた 。 主 な 搭乗 機 は ジム 改 、 ジム ・ カ スタ ムル 


ザク HF2 型 


ZAKUIL F2 TYPE 


ー 年 戦争 後期 に ジオ ン 公国 軍 が 障 
クエ の 後期 生産 型 。 ザク HF 型 の 一 部 パー ツ を 
改修 し 、 機 体 の 軽量 化 と スラスター 推力 の 増 
加 を 図っ て いる 。 その た め 機動 性 で は ペー ス 
機 を 上 回 っ て いる 。 外見 上 の 大 き な 変更 
胸部 装甲 の 形状 で 、 増 加 装 甲 を 施す こと で パ 
イロ ッ ト の 生存 率 向 上 を 目指 し た 。 本 機 は 主 に 
ソロ モン や アフ リカ 圭 線 に 投入 され て お り 、 同 
じ F2 型 で も 宇宙 重力 下 仕様 の 2 種類 が 存 
在 。 た だ し 型番 は どちら も MS-06F.2 で あり 
外見 上 の 違い も な い 。 唯一 の 違い は カラ 
ング で 、 宇 宙 仕 様 の 機体 が ライ ト グ リー ン を 基 
調 と し て いる こと に 対し 、 重力 下 仕様 の 機体 に 
は サン ドブ ラウ ン に 塗装 され た も の も 』 


ザク HF2 型 
(キン バラ イド 仕様 ) 
ZAKUI F2 TYPE (KINBERAIED CUSTOM) 


アフ リカ 地区 に 


置 する キン バラ イド 鉱山 基地 
昌信 用 2 機 


の た め 、 きい 補修 パーツ を や り 畠 り し な が ら 
現地 改修 し た 本 機 は 、 機 体 ご と に 細部 が 異な 
る 。 その た め 「 キ ン バ ラ イド 仕様 」 と いう 名 称 も 
便宜 上 の も の で ある 。 


| ザク TIF2 型 (指揮 官 機 ) 


ZAKUI F2 TYPE (COMMANDER TYPE) 


ザク IIF2 型 の 指揮 官 仕 様 機 。 基本 的 な 機体 
性 能 は ペー ス 機 と 変わ らち な い が 、 豆 部 に マル 
チ ・ ブ レー ド ・ ア ン テ ナ が 設置 され 、 通 信 ・ 指 
押 機 能 が 増強 され て いる 。 これ は 公国 軍 系 
MS に 愛 け 継が れる 伝統 的 な 仕様 


E05 ml4 


ザク IF2 型 (地球 連邦 軍 仕 様 ) 


ZAKUT F2 TYPE(EF.S.F. TYPE) | 


一 年 戦争 終結 後 か らし ば らく の 問 、 地 球 連 
邦 軍 は 接収 し た ジオ ン 公 国軍 の MS を 自軍 
の 戦力 と し て 運用 する こと が ー 部 
の ザク IIF2 型 も 連邦 軍 に よっ て 用 いら れ 
U.C.0083 の トリ ント ン 基地 に 配備 され た 機体 
は 初等 パ バイ ロッ ト の 訓練 用 に 利用 され た 。 その 
際 、 敵 味方 の 識別 の た め 、 機体 色 は ライ トブ ラ 
ウン を 基調 と し た も の に 変更 され て いる 


ザ メ ル 
XAMEL | 


一 年 戦争 に お いて 公国 軍 が 開発 し た 長 距 離 
支援 用 MS。 開発 段階 の 試案 で は 「 メ ル ザ ・ 
ウン ・ カ ノー ネ 」 の コー ド ネ ー ム が 与え られ 、 陸 
の 電 も 放 を れ < 、 束 線 

投入 を 待た ず し て 終戦 を 迎え る 。 だ が 公国 軍 
交 上 が 運 用 し て お り 、 U.C.0083 に 勃発 し 


ー・ ユ ニッ ト と 背部 の 680mm カ ノン 
砲 で 占め られ て いる 。 その た め 本 機 は 欄 重 性 
見 な され が ち だ が 、 脚 部 の 熱 配 ホ バー 
意外 な ほど の 高 機動 性 を 発 探す る 


を 使い 、 
また 680mm カ ノン 砲 は 砲身 を 展開 する と 自 機 


以上 の 長 さ と な り 、 射 程 と 研 壊 力 に 優れ る 。 こ 
れ ら の 能力 を 用 い 、 い ち 早く 身 表 位置 を 確保 
し て 、 英 部 隊 や 搬 点 に 砲撃 を 仕掛 ける の が 本 
機 の 運用 法 と され た 。 その た め パ イロ ッ ト の 他 
と し た が 、 拘 綻 系 を 切り 替え る 
運用 可能 で ある 。 主 な パイ ロッ 


サラ ミス 改 級 宇 宙 X: 
SALAMIS MODIFIED 


一 年 戦争 後 の 連 邦 軍 宇 宙 角 隊 再 編 に 伴い 、 
サラ ミス 級 を ペー ス に 改修 が 施さ れ た 宇宙 巡 
洋 能 。 従来 艦 が 全長 228m で あ - 
て 本 級 は 198m と 小型 に な り 、 重 量 も 1 万 1 ほ 
ど 軽 量化 し た 。 これ に 加え て 将 核 反応 の 出 
カカ 強化 を 図っ た た め 、 航 続 距 離 は 飛躍 的 に 増 
大 し た 。 し か し 小型 ・ 軽 量化 の た め 大 気 財 突 
入力 ブ セ ル は 廃 され 、MS 運 用 能力 も 切り 捨て 
られ て いる 。 MS 運用 能力 が な いと いう こと は 、 
ける 連邦 艦隊 の 敗北 の 教 
訓 を な ん ら 活か し て いな いこ と に な り 、 吉 邦 軍 
が 「 対 艦 戸 元 主義 ] か ら 脱し 切れ て で いな いこ と 
を 示し て いる 。 た だ し 対 第 攻撃 能力 に | 


限っ て は 


大 幅 な 強化 が 図ら れ て お り 、 主砲 の 2 連 拓 メ ガ 
粒子 砲 3 門 を は じ め 、 レー ザー 砲 、 機関 想 、 ミ 
サイ ル ・ ラ ンチ ャ ー な ど 多岐 いる 


ザン ジル バル I 級 機動 巡洋艦 
ZANZIBAR I-CLASS TASK | 
FORCE BATTLE CRUISER 


ザン ジ パ バル 報 機動 連 洋 艇 計 邊 階 か ら 改 
修 ・ 退 造 し た も の 。 火 業 式 主砲 を メガ 料 子 克 
に 換装 し 、 艦 首 下部 に も 増設 。 機関 想 は 収 
納 式 に 変更 され た 。 また 系 体側 面 に MS 発進 


用 カタ パル ト が 搭載 MS 運用 母艦 と し て 
の 機能 も 増大 し て いる 。 シー マ 能 隊 の 旗 賠 「 リ 
リー・ マ ルレ ー ン ] が 知ら れ て いる 


| 302 哨 戒 中 隊 


一 年 戦争 終盤 に ち おい て 、 ジ オン 公国 軍 士 官 の 
アナ ベル ・ ガ トー が 中 隊長 を 務め た MS 部 隊 
カリ ウス も 同 部 隊 に 所 属し て いた 。 宇宙 攻撃 軍 
に 所 属し 、 ソロ モン の 攻防 で 多大 な 活躍 を し た 
ソロ モン 陥落 後 は ドロ ス 級 大 型 空 峡 「 ド ロワ 」 
母艦 と し 、 ア ・ パ オア ・ ク ー の 攻防 戦 に 参加 し た 


シー て HN 
CIMA GARAHAU 


「 シ ー マ 艦 張 ] の 司令 官 を 務め る 妖 筐 な 女性 
士官 。 一 年 戦争 で は 公国 重 海 兵隊 と し て 一 
週間 戦争 に 参 江 し 、 各 サイ ド へ の 素 カ ス 攻 撃 
に 従事 。 この 汚れ 仕事 は 戦後 に 同胞 か ら 戦 
犯 扱い を 受け 、 放 心 の 部 下 た ちと 海馬 行 放 
生計 を 立て て いた 。 UC.0083、 デ ラー ズ ・ フ 
リー ト の 指導 者 エキ ー ユ ・ デ ラー ズ か ら 「 星 の 
眉 」 作 戦へ の 協力 要請 を 受け て 参戦 する 。 し か 
し シー マ が デラ ー ズ の 配下 に 付い た 真 の 理由 
は 「 星 の 層 」 成就 で は な く 、 戦乱 に 垂 じ で 地球 
連邦 軍 上 層 部 に 取り 入り 、 自 分 た ちの 地位 と 
名 状 を 保 陵 さ せる と いう も の だ っ た 。 アナ ベル ・ 
ガトー が 評 し た と お り 、 ま さ に シー マ は [獅子 
の で ある 。 作戦 発動 後 の > 
に 従う と 見 せ 掛け 、 そ の 裏 で 海賊 
パイ プ を 駆使 し て 様々 な 工作 活 
動 に 出 た 。 アナ ハイ ム ・ エ レク トロ ニク ス 社 の 
常務 オサリバン と の 裏 取り 引き や 、 連 邦 軍 高 
官 へ の 「 星 の 局 」 作戦 計画 書 の 引き 渡し (これ 
は 未 導 に 終わ っ た ) な ど 、 シ ー マ は 着実 に 魔手 
を 伸ばし て 作戦 の 最終 段階 て 
ラー ズ の 身柄 を 掌握 し 、 デ ラー ズ ・ フ リー ト に 
戦闘 中 止 命令 を 出す デラ ー ズ は ガト - 
作戦 続行 を 指示 。 激 史 し た シー マ は デラ ー ズ を 
射殺 し て 自ら MS で 出撃 する が 、 そ の 後 の 戦況 
は シー マ の 望む 方 向 に は 推移 せ ず 、 最 後に は 
ガン ダム 試作 号機 の メガ ・ ビ ー ム 砲 で コク ビッ 
ト を 綱 か れ 戦 死 し た 。 主 な 搭乗 機 は ケル ググ M 
指揮 官 機 、 ガー ベラ ・ テ トラ 。 


ー マ 艦 隊 
| CIMA'S FLEET 


ー マ ・ ガ ラ ハ ウ が 艦隊 司令 を 務め る 海賊 艦 
隊 。 正式 に は 公国 宣 突撃 機 動 還 所 属 の シー 
マ 海 兵 上 陸戦 闘 部 隊 (MAU "CIMA')。 旗 
艦 は ザン ジ バ ル 改 表 機 動 巡洋艦 「 リ リー・ マ ル 
レー ン 」 で 、 そ の 他 の 艦 は ムサイ 組 埋 巡洋艦 
後期 型 で 構成 され て いる 。 本 来 は 公国 軍 所 属 
の 外人 部 隊 肖 隊 だ っ た が 、 一 年 戦争 後 は どの 
勢力 に も 属さ ず 、 無 頼 の 募 と し て 海賊 行為 を 
ULC.0083 に ぉ ける デラ ー ズ 
紛争 で は 、 デラ ー ズ ・ フ リー ト の 一 部 隊 と し て コ 
ャ ッ ク を 航 が 阻止 


に 究 返 っ た た め 、 そ れ 以 附 は 連 孝 軍 の 友軍 艦 
隊 と し て デ ・ フ リー ト と 戦闘 を 行っ た 
か し 、 こ の 戦 | と ん どの 艦 は 撃破 


態 の リリ ー・ マ ルレ ー ン も 宇宙 の 漠 居 と な 


GEEN COLINY 


ジャ ミト フ ・ ハ イマ ン を 控 す る 派閥 ( コ 
を 形成 し て いる 連邦 宇 瑞 軍 総 司令 。 自ら の 権 
勢 を 拡大 すべ く <、U.C.0083 に 勤 発し た 
ズ 維 争 を 政治 的 に 利用 し よう と 画策 し た 。 
一 環 と し て デラ ー ズ 配下 の シー マ ・ ガ ラ ハ ウ と 
接触 し 、「 星 の 選 」 作戦 の 概要 を 入手 し 、 その 
作戦 内 容 を 逆手 に 取っ て 連邦 軍 内 の 敵対 泊 
問 の 排除 を 行っ た の で ある 。 彼 の 計略 は 見 事 
に 成功 し 、 政 敵 で ある ジョ ン ・ コ ー ウ ェ ン 中 将 
は 拘束 され た 。 さら に 「 星 の 選 」 作戦 に よっ て 
生じ た 一 連 の 被害 を 巧み に 利用 し 、 公 国軍 残 


オン 海兵 隊 


本 来 の 海兵 隊 は 海軍 に 属す る 特殊 部 隊 を 指 
し 、 上 陸 作 戦 や 空 旗 降下 を 主任 務 と する 。 
が 宇宙 世紀 に お い | 軍 の 必要 性 は ほ と 
ん ど な く な り 、M し た よう な 作 


ざ 。 一 年 戦争 時 の 公国 軍 は 、 開 戦 直前 に 無 
徴 の 意 造 艦隊 を 編制 。 その 多く は 戸籍 の 
者 や 開戦 直前 に 入植 し た 他 サ イド 
り 、「 外 人 部隊 」 と 呼 
従事 する こと が 多かっ た 。 
陣 の 責任 逃れ に 利用 し 容 . 
で あぁ っ た 。 公国 軍 海 兵隊 と し て 知ら れ 
し て は 、 シー マ ・ ガ ラ ハ ウ 率 いる 「 シ ー マ 艇 隊 」 
が 挙げ うら れる 。 シー マ た ちら 肖 酷 な 任務 や 汚 
れ 仕 事 を 押し 付け られ た 挙句 、 戦犯 と され た 


ジオ ン 公 


残党 


mi 


ジオ ン 残 党 、 公 国 各 残党 と も 呼ば れる 。 一 年 
戦争 終結 後 も 地球 連邦 軍 に 対す 
を 続行 する 公国 軍部 隊 の こと 。 戦 f 
公国 は ジオ ン 共 和 国 に 改め られ 、 人 2 
体 され た 。 し か し 一 部 の 部 隊 は この 事態 
と せ ず 、 あ る 者 は 小惑星 ア 
び 、 ま た ある 者 は 地球 園 に 留 ま 
| に 潜り 、 ゲ リラ 活動 を 展開 し た の で ある 。 彼ら 
| は 公園 と ザビ 家 の 再興 
| 中 に は 第 一 次 ネオ ・ ジ オン 戦争 や 「 ラ プラ ス の 
箱 ] 事 件 の 頃 ま で 活動 を 続け て いた 部 障 も あ 

ど で あ る し た 残党 の 根強い 抵 
し て 連邦 軍 も 手 を こま ね いて いた わけ で 
「 残 党 狩り 」 と 称す る 戦闘 が 戦 


158-28 


159-29 
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ジオ ン 公 国軍 の 技 
は 各地 で 運動 を 展開 。 これ に 対し て 地 
球 連 邦 軍 も 制圧 部 隊 を 派遣 し 、「 ジ オン 残党 
| 0 っ だ し 両者 の 戦闘 は 散発 的 
、 抵 抗 運動 を 一 掃 す る に は 至ら 


こと で 、 連 孝 軍 内 外 
する 声 が 高まっ た (た だ し 
PP 
そし て ジャ : 


徹底 し だ 琲 隊 の 動き 


ター ンズ 」 を 組織 し 


が 燈 ま 


) で ある , 


邦 軍 の 主力 と 
ジム ・ タ イプ MS。 正確 に は ジム の パリ 
機 で は な く 、 後 期生 産 型 ジム に 若干 
一 年 戦争 後に 量産 体制 に 入っ 


画 ] か ら 得 ら 
棄 存 の 技術 の み に 頼 
つま り 、 ジ ム と グリ 
ジム 1 の 中 間 に 位 
8 軍 に お ける MS 開発 の 推移 を 
知る 上 で 貴重 な 機体 と 言え る 。 ちな み に 本 機 
の カラ ー リ ング は ペー ス 機 と 同様 の 塗り 分 けが 
基準 と な っ た が 、 トリ ント ン 基 地 に 配備 され た 機 
体 は ホワ イト と グレ ー で 塗装 され て いた 。 主 な パ 
イロ ッ ト は サウ ス ・ パ バニ ング 、 カレ ント 


され た 機体 で ある 


ジム ・ カ スタ ム 
GM CUSTOM | 


一 年 戦争 後に 
イプ MS の パリ エー 


の 技術 が 転用 され 
スタ 基地 に 保管 され て し パー ツ が 用 い 
られ た 。 その 結果 、 当 時 の MS と し て は : 
で あり な が ら 開 発 費 を 抑え る こと が で き 
いえ 、 高 性 能 め え に 
た 技量 を 要求 する 機体 と な - 


ガン キャ ノン を ペー ス に し つつ 量産 化 
が 目 論 まれ た 機体 で ある 。 主 兵 装 で ある 両 肩 
の キャ ノン 砲 は ビー ム 兵 器 に 変更 され 、 火 力 と 
射程 距 戴 は ペー ス 機 か ら 大 きく 向上 し た 。 防 
御 面 で は アレ ックス に 採用 され た チョ バム ・ ア 

マー の 概念 を 採り 入れ 


サー ベル を 搭載 し 、 
っ て いる 。 これ ら の 仕様 に よ 

は 中 距離 支援 型 MS の ひと つの 完成 形 と な っ 
た の で ある 。 強 放 され た ガン ダム 試作 2 号機 を 


ジム ・ ク ゥ エル 
GM QUEL 


ジム ・ カ スタ ム を ペー ス に 開発 され た ジム ・ タ イ 
ブ プ MS の パリ エー ショ ン 機 で 、 デ ラー ズ 給 争 終 
結 直 後 の 地球 連邦 軍 に お いて は 完成 度 の 高 
い 機体 で ある 。 本 機 は ティ ター ンズ に よる 運用 
が 前 提 と され 、 機体 色 は 「 テ ィ タ ー ン ズ ・ カ ラー 
(ネイ ビー ブル ー と ミディ アム ブル ー)」 が 使用 
され た 。 また 開発 に あたっ て は 、 公 回 軍 系 MS 
技術 者 を 擁する アナ ハイ ム ・ エ レク トロ ニク ス 
排除 され 、 純 枠 に 連邦 軍 系 技術 の み で 


攻略 と v 
強化 が 施さ れ 


セッ サー は ガン ダム ・ タイ プ ブ ( 匹敵 する 能力 を 
持つ と まで 言わ れる 。 また 機体 の 一 部 に は ムー 
パブ ル ・ フ レー ム の 先駆 け と な る 技術 が 採用 さ 
れ 、 第 一 世代 MS と 第 二 世 代 MS と の 間 に 位 
置 付け られ る 貴重 な 機体 で も ある 。 


RE 
JACQUELINE SIMON 


アル ビオ ン の ブリ ッ ジ クル ー で 、 左 般 オ ペ ベレー 
ター を 季 め る 女性 士官 。 思 に 
出し て し まう 性 格 で 、 そ れ が 元 


た 。 その 一 方 で 酒 万 が か みな り 悪 く 、 フ ォ ン : ブ プラ 
ウン の バブ で は 酔っ た 勢い で スコ ッ ト に し な だ れ 
か か る 婆 が 目撃 され て いる 。 デラ ー ズ 紛争 後 は 
ティ ター ンズ に 抜 握 さ れ 、 旗艦 アル ・ ギ ザ に 配 
属さ れ た 
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ジャ ミト フ ・ ハ イマ ン 
JAMITOV | HYMEN 


・ コ リ rp き の 参謀 


コリ ニ 
その 影響 
派閥 の 祥 斉 


を 受け で 総帥 と な 


地球 連邦 軍 ト リン トン 基地 の 食堂 を 取り 仕 サ 
人 物 。 100 名 を 超え る 基地 要員 や テス トバ イ 
ロッ ト に 出す 毎日 の 食事 を 献立 か ら 調理 まで を 
行い 、 挙 本 面 か ら の 健康 を 竹 理 し で 
の た め 好 き 接 い に は 容赦 な く 、 有 無 を 言わ さ ず 
よう に 指導 し て いた よう だ 


FS EE ウェ ン 
JOHN KOWEN 


地球 導 中 持 で あり 軍 内 派閥 の ひ 。 


の 地位 を 追わ 
後継 と も 見 な され た 
終 9 
て 「 ガ ンダ ム 開 発 計画 ] を 立案 ・ 
彼 の 台頭 を 快く 思わ な か っ 


は 、U.C.0083 に 勤 発し た デラ ー ズ 紛争 を 利 


用 し て コー ウェ ン の 追い 落と し を 画策 。 その 結 
果 、 ガ ンダ bin 


カ 


に 


| ステ ファ ン - ヘボ ン 
| STEPHANE HEPBURN 


地球 連邦 軍 の 宇宙 の 要衝 で ある コン ペイ トウ 
の 司令 官 。 デラ ー ズ ・ フ リー ト の 決起 を 過小 
評価 し て お り 、 要塞 が ガン ダム 試作 号 強 に 
る 検 攻撃 を 受け て も 純 要 に 彼 衝 の 力 
で 埋 況 を 判断 。 明 存 拓 隊 が デラ ー ズ の 提 


撃 戦 を 仕掛 けた 。 し か し ァ 
フリ ー ト の 鹿 に 拉 り 、 コ ロニ ー の 軌道 が 地球 に 
変え られ る と 、 追 撃 艦 隊 は 次 々 と 推進 剤 切れ 
り 、 歯 央 みす る し か な か っ た 


ソー ラス デム HI | 
SOLAR SYSTEN I 


簡 し た シー ト に 変更 され 展開 作業 が 容易 
に な っ た (ユニ 自体 も 30mX15m と 大 型 化 
し て いる ー ズ 紛争 で 用 いら れ た この 兵 
装 は 、 ミ ラー 総数 40 万 8.000 枚 、 縦 21km, 
横 36km の 十字 形 を 形成 する サイ ズ と な っ た 
パス ク ・ オ ム が 弟 隊 司令 代行 を 務め る 地球 軌 
道 艇 療 の 箕 1 秀 隊 、 アル ビオ ン 隊 や コ 
ン ペ イト ウ の コ ! 
く 展開 され た 


外装 部 分 を 蒸発 させ 
トロ ー ル が 破 
に は 至ら な か っ た 


壊さ れ た た め に 完全 硫 載 


阻 上 限界 点 攻 防戦 | 


| ATTACKING LIMITATION POINT | 


U.C.0083 に デラ ー ズ ・ フ リー ト が 引き 起こ し た 
一 年 戦争 以来 、 地 球 の 
被害 を も た らし た 大 規模 テ 
北米 大 陸 べ の コロ ニー 落下 を 主眼 
と する この 作戦 の 最終 局面 が 、 地 球 周回 軌 
道 近傍 軍 域 で の 阻止 限界 点 攻 防戦 ] で あ 
る 。 「 阻 止 限界 点 」 と は コロ ニー の 地球 落下 
軌道 を 変更 で きる 限界 点 で あり 、 こ の 地点 を 
突破 し て し まう と 、 コ ロニ ー の 地球 落着 を 防ぐ 
手立て は な い 。 そ 
闘 は 総力 戦 と な っ た 
は デラ ー ズ の 床 計 で 行動 
戦闘 に 参加 し た の は 地球 軌道 艦隊 と アル ビオ 
ン 隊 の み で ある 。 その 若 戦 も 虚しく コロ ニー は 
阻止 限界 点 を 突破 し て し まう が 、 地 球 軌道 算 
隊 は 奥の手 と し て ソー ラ ・ シ ステ ム TL を 利用 し た 
コロ ニー の 破壊 を 試み る 。 だ が 、 ア ナベ ル ・ ガ 
トー の 壮 撃 に より コン トロ ー ル 艦 を 破壊 され で 
失敗 。 これ に より 「 星 の 局 」 は 成 装 し た 


| ソロ モン の 悪夢 | 
| NIGHTMARE of SOLOMON 


ジオ ン 公 国軍 MS パイ ロッ ト 、 ア ナベ ル ・ ガ トー 
に 付け られ た 異名 。 UC.0079.12.24、 ン ロモ 
ン 攻 防戦 は 地 静 連邦 軍 の 勝利 に 終わ り 、 公 国 
軍 残 存 部 隊 は ア ・ パ オア ・ ク ー へ の 鬼 退 を 余 
儀 な くさ れ た 。 だ が 連邦 軍 第 隊 は これ ぞ 
ず 、 激しい 追撃 戦 を 行っ た 。 この 時 、 リッ ク ・ ド ム 
を 馳 る ガト ー は 、 ドロ ス 級 大 列 空母 「 ド ロワ 」 を 棒 
する 撤退 第 隊 の 殿 (し ん が り ) を 務め 、 連邦 軍 
飼 軸 部 隊 に 多大 な 被害 を 与え た の で ある 。 ソロ 
モン 陥落 の 勢い を 得 た 連邦 軍 だ が 
き ガ トー の 動き で 悪 陣 を 味わう こと と 
て この 戦闘 以来 トー は [ソロ モン の 悪夢 ] の 
名 で 呼ば れる よう に な っ た の で ある , 


地球 軌道 艦隊 


一 年 埋 争 で 多大 な る 従 害 を 袖 っ た 地 丈 連邦 
宇宙 軍 は 、 戦 後に 大 幅 な 再編 が な され た 。 そ 
の 際 、 地球 へ の 敵 替 侵攻 を 防ぐ た め に 地球 
雪 道 上 を 作戦 域 と する 艦隊 が 新設 され た 。 こ 
れ が 地球 軌道 艦隊 ズ 紛 争 時 の 
地球 軌道 艦隊 は 、 第 1 艇 隊 を 筆頭 に 複数 の 
艦 粒 で 構成 され て いた 。 シー マ ・ ガ ラ ハ ウ か ら 
の 情報 提供 に より 、 
の 軌道 上 
この 第 1 能 隊 で ある 


チャ ッ ク ・ キ ー ス | 
CHACK KEITH | 
地球 連 者 軍 に 所 属す る MS テス ト パ イ ロ ト 。 コ 
ウ ・ ウ ラキ と は ナイ メー 学校 以来 の 親 
友 で あり , 彼 が ガン ダム 試作 1 号機 パイ ロッ と し 
て アル ビオ ン 隊 に 転属 する と . 
で 志願 し た 。 強奪 され た ガン ダム 試作 2 号機 を 
追跡 する 過程 \ー ズ ・ フ リー ト が 引き 起こ し 
の 戦闘 に 参加 し ー ズ 紛争 ] の 渦 
ひと り と な る 。 紛争 終結 後 は 北米 地 
区 の オー クリー 基地 に 配属 と : 、 そ の 地 で 
パイ ロッ と し て の 腕 は 十 人 並み 
て コウ の 良き サポ ー ト 役 と な っ 
恋愛 に まで 及 ん で お り 、 
いい を 寄せ る コウ の 後押し 
主 な 搭乗 機 は ジム ・ キ ャ ノン IL 


| チャ ッ プ ・ ア デル 
CHAP ADEL 


アル ファ \A・ ベ イト や ベル ナル ド ・ モ ン 
と 共に アル ビオ ン へ と 赴任 し て きた ペ 
MS パイ ロッ ト 。 一 年 戦争 で は サウ ス ・ バ 
が 率い る 「 不 死 身 の 第 4 小隊 」 の 一 員 で あり 
再び パニ ング と 組め る こと を 喜ん で いた 。 女 好 
き の モ ン シ ア に 比べ る と アク の な い 性 格 の 持 
ち 主 で あり 、 モ ン シ ア と ペイ ト の 度 の 過ぎ 
ふざけ に 加わ る こと は な か っ た 反面 、 止 め る こ 
と も と は いえ 3 人 の チー ム ワ ー ク は 抜 
群 で あり . ズ 紛 争 を 最後 まで 戦い 拓 

動乱 終結 後 は ティ タ 


| DICK ALLEN | 


トリ ント ン 基 地 に 所 属す る テス トバ イロ ッ ト で . コ 
ウ ・ ウ ラキ や チャ ッ ク ・ キ ー ス ら 新作 士官 の 上 官 
MS パイ ロッ ト ヒ し て の 腕前 は サウ ス ・ パ ニン グ 
次 いで 高く 、 大 型 バッ ク バ ッ ク を 装備 し た パワ ー 
ド ・ ジ ム の テス ト パ イ ロッ ト に 抜 控 さ れ て いた 。 そ 
の た め ア ルビ オン が 到着 し た 際 に は 、 新 型 要 ( ガ 
ンダ ム 誌 作 1 号機 ) の パイ ロッ ト に 選抜 され 
る の で は と 期待 し て いた 。 と ころ が 試作 号機 は 
アナ ベル ・ カ トー に 強 礁 され て し まい 、 師 撃 革 に 
参加 し た アレ ン は 至近 距離 か 5 の パ バズーカ の 一 
撃 を 受け て し まい 、 機体 と 運命 


機動 戦士 ガン ダム 0083 スタ ー 


デ ト ロ ー フ ・ コッ セ 収 
DEATROAF KOCSEL 


ラ ハ ウ の り 、 シ ー マ 艦 職 
の 旗 閥 「 リ マル レー ン ] の 能 長 を 務め る 
男性 自分 た ち を 見 限っ た ジオ ン 公 国 と その 
関係 者 へ の 恨み を 募ら せる シー マ を 補 価 
U.C.0083 に 勤 発し た デラ ー ズ 紛争 に お し 
デラ ー ズ - フ リー 旗艦 「 グ ワ デ ン ] の ブリ ッ ジ 
に 制圧 する 。 だ が 、 ア ナベ ル ・ ガ 

9 ジ を 磁 壊 れ 、 錠 


トー の ノイ エ ・ 
げ る 間もなく 部 下 と 共に 宇宙 へ と 吸い 出さ れ て 


し まっ た 


デラ ー ズ 直言 
DELAZ S DECLARATION 


UCD0X 


懸 エ ギー ュ ユ ・ デ 
戦 古 告 
* は 連邦 軍 が 南 前 反 する 欄 失 
載 MS (ガン ダム 試作 2 号機 ) の 開発 を 実施 し 
『 実 を 公表 し 、 自 ら の 戦い に 大 義 が あ 
る こと を 主張 し た 。 以下 の 文華 は 、 デ ラー ズ に 


「 地 球 連 
ぐ 。 我々 

ー 年 戦争 」 と 
の 終戦 協定 が 偽 


それ は 間もなく 実証 され < 
思い 続け た ペ ノ イド の 自活 権 確立 を 信 
に 焼 か れ て いっ た 者 た ちの こと 
敢えて その 渦中 に 飛び 入ら 
「 る 若者 の こと を スペ ー ス ノイ ド の 
る 自治 権 要 求 に 対し 、 連 邦 

て 、 さ さや か な る 
いる 意図 を 証明 する 
る 。 見 よ ! これ 
の ガン ダム は 村 攻 撃 を 目 
の で ある 。 南極 条約 違反 
か に 開発 され た 
呪 わし き 連 邦 の 悪意 を 否 
が お ろう か 。 願 み よ 。 な ぜ 、[ ジ オン 独立 戦争 
が 勤 発し た の か を 。 な ぜ 我 ち が 
イク ン と 共に ある の が を 。 寿々 は 


けし 、 戦 線 を 布告 する も の 
の 忠 き に 薄 わ され る こと な く 、 繰り 返し . 
心 に 聞こ えて くる 祖国 の 名 誉 の た め に 

ジ ォ ン 」 


ダス トメ モリ ー 


デラ ー ズ 専用 リッ ク ・ ド ム 


DELAZ'S RICK-DOM 


ジオ ン 公 回 理 校 で ある エギ ー ユ ・ デ ラー ズ 

ー 年 戦争 時 に 保有 し て いた 試作 機 。 宇 
軍 仕 様 ド ム (MS-09R リッ ク ・ ド ム ) の 改修 機 
MS-09F ドム ・ フ ュ ン フ ) の 系 譜 に 属す る と 
され る が 、 熱 融 革 用 ドム (MS-09F/TROP ド 
ムー トロ ー ペ ン ) の 宇宙 戦 仕様 機 と いう 説 も あ 
る 。 いずれ に せよ 、 舌 の 多い 機体 で ある 


鳴 し 、 そ の 傘下 に 入っ た 艦隊 や 
ラー ズ ・ フ リー ト と され る 。 シー マ 艦 隊 が 
ズ ・ フ リー ト の 一 派 に 数 えら れる の は そ 
で ある ) 。 一 年 戦争 の 敗戦 後 、 暗 礁 宙 城 に 「 活 
の 園 」 を 建設 し た デラ - フリ ー ト は 、 雌 伏 
刻 を 過ごし な が ら 由 力 を 整備 し そし 
て UC.0083、 地 球 連邦 軍 に よる 「 ガ ンダ ム 
画 と # 生生 


ST 的 15 隻 、 輸 送 北 ・ 補 給 
艦 約 20 供 、 MS 約 60 機 と 言わ れ て いる 。 一 年 
5 軍 と 比較 する と 極め 
『、 デ ラー ズ は 知 
略 を 尽く し て 「 是 の 居 ] 作戦 を 完遂 し た 
その 結果 、 デ ラー ズ ・ フ リー ト 自体 も 壊滅 し 
わずか に 生き 残っ た 将兵 は 小惑星 アク 


デラ ー ズ 紛争 
DELAZ CONFLICT 


U.C.0083、 地 球 罰 に 潜伏 する ジオ ン 公 国 
軍 残 党 の 中 で も 最大 勢力 を 詩 る デラ 
リー ト が 引き 起こ し た 大 規模 テ 
争 」 と 呼ぶ 
暫 密 に 計画 され : 

の 作戦 と な っ て いた 


星 の 選 」 作戦 は 3 段 構え 
第 1 段階 は ガン ダム 試 
作 2 号 機 と 核 笑 頭 の 奪取 。 第 2 段階 は ガン ダ 
ム 誌 作 2 号機 に よる 地球 連邦 軍 観 差 式 の 急 


襲 。 さら に 輸送 中 の コロ ニー の 強 専 と 、 そ れ 
と し と いう 第 3 段階 を も 
了 と な る 。 デラ ー ズ ・ フ リー ト の 戦 
力 は 地球 連邦 軍 に 比べ る と 圧倒 的 に 劣っ て 
周到 な 裏 工作 (アナ ハイ ム ・ エ レク ト 
ス 社 と の 裏 取 引 な ど ) を 経て 計画 は 順 
調 に 進行 。 最終 段階 シー マ ・ ガ ラ ハ ウ に よ 


いた が 


る 裏切り 行為 が 発覚 し た コロ ニー は 北 3 
地区 に 落着 し 、 作 戦は 完遂 され た 。 ちな み に 
この 作戦 で デラ ー ズ が 目指 し た の は 連邦 軍 
へ の 単なる 草 趣 返し で は な く 、 ス ペー ス ノ イ ド 
の 権利 拡大 を 狙っ た も の : われ て い 
る 。 地球 還 の 重要 な 食糧 生産 地帯 で ある 北 


米 地区 に コロ ニー を 落と す . 
生産 力 を 無視 で き な い よう | 
ド の 発言 力 を 強化 し よう と し た の で ある 。 だ が 
の 乾 電 一 郷 の 作戦 は 連邦 軍 高 官 に 
用 され 、 公 国軍 残党 (ひい て は ス 
ス ノ イド ) を 危険 視 す る 必 潮 を 生み 出す こと と 
な っ た 。 そし て さら に 公国 軍 残 党 狩り を 目的 と 
し た 特務 組織 「 テ ィ ター ンズ 」 の 発足 の 要因 


( 


ドム ・ ト ロー ペン 


DOM TROPEN 


ニー の 


一 年 戦争 終盤 に ジオ ン 公 国軍 が 開発 し た ドム 
の パリ エー ショ ン 機 。 熱 基 を 意味 する ドイ 
「Tropen] を 機体 名 に 用 いて いる こと か ちら 
か る よう に 、 熱 帯 地域 で の 運用 を 主眼 と | 
機体 で ある 。 その 一方 で 拡散 ビー ム 砲 
する と 同時 に 府 部 凌 甲 を 強化 し 、 機 休 
ラッ チ を 設置 し 、 換 行 兵 装 の 増加 を 図っ て 
る 。 主 な 搭乗 者 は アダ ム ス キー、 ゲイ リー 


ドム ・ ト ロー ペン 
(キン バラ イド 仕様 ) 
DOM TROPEN 
(KINBERAIED COLOR) 


アフ リカ 地区 の ジオ ン 公国 軍 陸 党 が 洪 も 鉱山 
基地 「 キ ン バ ラ イド ] で 運用 され て いた 機体 
通常 の ドム ・ ト ロー ペン は 筐 を 基調 と し た 機体 
色 で 準 装 され て いる が 、 こ の 基地 の 機体 は サ 
ンド ブラ ウン 系 に 変更 され で いた 。 キン パラ イド 
基地 は 砂漠 と サパ ン ナ で 囲ま れ て お り 、 カ モ フ 
ラー ジュ を 目的 と し た カラ ー リ ング と 考え られ る 


ドラ イ ゼ 
DORIZE 


ユー コン 級 潜水 艦 U-801 の 艦長 を 務め る ジオ 
ン 公 国軍 士官 。 一 年 電 争 後 は ゲリラ 活動 に 
身 を 投じ て い デラ ー ズ ・ フ リー ト が 実施 
し た 「 星 の 居 ] 作戦 に 共感 。 その 初期 自 階 に 
お ける 地球 連邦 軍 ト リン トン 基地 輸 撃 作戦 で 、 
基地 に 潜入 し た アナ ベル ・ ガ トー の 後方 支援 
を 担当 し た 。 さら に ガト ー と 強 春 し た ガン ダム 試 
作 2 号機 を 回 収 する 予定 の コム サイ [が 没 破 さ 
れる と 、 アフ リカ 地区 まで 


な 


Po 
DRA-C 


ズ ・ フ リー ト が 独自 に 開発 し 、「 星 の 肩 
作戦 に 投入 し た 宇宙 用 MS。 と は いえ 資材 


で きる は ず も な く 、 本 機 は ザク IF2 型 と ガト ル 
宇宙 戦闘 機 の パー ツ を 流用 し て 開発 され た ( ボ 

ィ ー と 頭 部 は ザク IF2 型 、 脚 部 スタ ビラ イ 
バッ ク バッ ク に ガト ル の 部 品 が 使わ れ て 
いる )。 その た め 総 合 性 能 は 同時 代 の 機 4 
比べ て 劣っ て お り 、 そ れ を カバ ー す る た め に 高 
機動 性 を 活か し た 一 撃 難 脱 戦法 が 採ら れ た 。 | 
本 機 の 機動 性 は リッ ク ・ ド ム II に 多 油 する と 言 | 
われ 、 それ こそ が 最大 の 武器 と な っ た の で ある 。 | 
し か し 、 あ くま で 数 合わ せ の 機体 あり 、 実 戦 | 
で は 哨戒 ・ 案 本 任務 に 使わ れる こと が 多かっ 


TORRINGTON BASE 


オー スト ラリ ア 大 陸 に 位置 する 地球 連邦 軍 基 
地 。 一 年 戦争 以前 に 建設 され 、 後 方 支援 任 
務 を 主眼 と し た トリ ント ン 基 地 で は 新型 機 や 実 


落と し に 
オー スト ラリ ア 東 岸 に 巨大 な クレ ー タ ー 
生じ る と 、 ト リン トン 基地 は 海岸 線 に 近い 位 
置 と な っ て し まい 、 一 年 戦争 後 は 機密 保持 に 
支障 を 来 す よ うに な っ た 。 それ で も 連邦 軍 は 本 
基地 を 新型 機 の 評価 試験 場所 と し て 利用 し 続 
けた の だ が 、UC.0083 に デラ ー ズ ・ フ リー ト 
の 細 撃 を 許す こと に な っ て し まう 。 な お 、 トリ ント 
ン 基 地 は 枝 貯 蔵 施設 を 持ち 、 南 極 条 約 に よっ 
て 入 弾頭 は 央 重 に 管理 され て いた 。 この た め 
に 、 戦 術 杜 弾 頭 を 装備 可能 な ガン ダム 試作 2 
号機 の テス ト 場 に 選ば れ た の で ある 。 基地 局 | 
令 は ホー キン ズ ・ マ ー キ ネ リー 准将 


な 


ナカ ッ ハ ・ ナ カト | 


NAKOHHA NAKATO 


地球 軍 邦 軍 401 警備 中 隊 の 指揮 官 。 ジー ン ・ 
コリ ニー 提 青 の 派閥 に 与 し て お り 、 ラ ビア ン 
ロー ズ に 寄港 し た アル ビオ ン 隊 の デラ ー ズ ・ フ 
リー ト 師 撃 任 務 を 解除 し 、 警護 任 務 を 通達 。 さ 
ら に トラ イア ル を 実施 し て いた ガン ダム 試 
号機 を 凍結 し た (デラ ー ズ 紛争 を 利用 し て 派閥 
拡大 を 狙う コリ て 、 対 抗 派閥 に 属す 
る アル ビオ ン 隊 は 久 摩 な 存在 で あり 、 ナ カト を 
通じ て アル ピオ ン 隊 の 妨害 を 計っ た )。 その 命 
令 に 反対 し た コウ ・ ウ ラキ が 試作 3 号機 を 奪取 
、 ナナ カト は 射 条 を 試み る 。 だ が 、 
ア で ある ルセット ・ オ デ 


ビー が コウ を 底 い 、 命 を 落と す 。 この 不祥事 を 
コウ の 所 為 と し て 処理 し よう と し た ナカ ト だ が 
蜂起 し た エイ バー プ : 了 圧 され た 


ナッ シュ ビル 
NASHVILLE 


U.C.0083 頃 に 就役 し て いた 地球 連邦 軍 所 


属 の サラ ミス 改 級 宇宙 巡洋艦 。 同型 第 の 「 ユ 
ゞ ガサ ス 級 強 鯖 提 陸 能 ア ルビ オ 


イリ ン 」 と 
ン の 護衛 に 団 き 、 デ ラー ズ ・ フ リー ト に 強奪 さ 
れ た ガン ダム 試作 2 号機 を 接 索 し て いた 。 だ が 
暗礁 軍 域 の 捜索 中 に シー マ ・ ガ ラ ハ ウ の 嘩 撃 
を 受け 、 指 揮 官 用 ケル ググ M に 至近 獲 離 か ら 
艦橋 を 柚 ち 抜か れ て 撃沈 し て いる 


| NICK AUBIL 


デラ ー ズ ・ フ リー ト が アナ ハイ ム ・ エ レク トロ 
クス 社 (AE) を り 込 ん だ スパ イ で . ト - 
ム は ブラ ウエ ンジ ェ ル 。 AE の ァ カ . * 
ム に 配属 され た オー ビル は ガン ダム 試作 1・2 
当 する 一 方 、 そ の 情報 を デ 
明 告 し て いた 。 アナ ベル ・ ガ 
トー を トリ ント と 基 地 に 潜入 させ て 、 ガ ンダ ム 試 
作 2 号機 の 強奪 を 手引 き し た の も オー ビ ピル の 仕 
業 で ある 。 その 後 も アル ビオ ン に 乗り 込み 謀 報 
活動 を 行っ て いた の だ が 、 落 と し た 書類 か ら 正 
体 が 発覚 し た た め 予 備 の コア ・ フ ァ イ タ ーI で | 
アル ビオ ン か 脱出 。 アフ リカ 地区 の キン パラ 
鉱山 基地 に 和 逃げ 込 も うと し た が 、 位 置 が 名 
見 する こと を 恐れ た 基地 司令 ノイ エン ・ ビ ッ ター 
の 指示 で 撃隊 され た 。 その 後 放り 出さ 
れ た オー ビル の 消息 は 不明 で ある 。 


スバ パイ だ と 発 低 し た 


NINA'S SUPERIOR 
・ パ ー ブ ル トン の 上 司 。 アナ ハイ ム ・ エ レ 
クト ロニ クス 社 (AE)、 フ ォ ン ・ ブ ラウ ン 支 社 リ 
バ モ ア 工 場 MS 開 発 セ クシ ョ ン SE 課長 と いう 
肩書 き を 持つ 。 自分 の 地位 の 安定 の た め 上 司 
オサリバン の 指示 で 向 し て い 
た ニナ に 艦 か ら 降 り る 。 


大 の パー プル トシ 


NINA PURPLETON 


ナハ イム ・ エ レタ トロ ニク ス 福 (AE) の 女性 
ジニ ア 。 ガン ダム 試作 1・2 号 機 の 専属 
SE と し て 地球 連邦 軍艦 アル ビオ ン に 出向 し 、 
その 地 で デラ ー ズ ・ フ リー ト に よる 「 星 の 選 」 
作戦 に 巻き 込ま れ て し まっ た 。 アナ ベル ・ ガ トー 
に よっ て ガン ダム 試作 2 号機 が 強 誰 さ れ 、 ガ ン 
ダム 試作 1 号機 と 刃 を 交え る こと に な っ た の で 
自分 の 手掛け た 機体 に 深い 思い 入れ の 
の 事件 は 衝 軟 で あり 、 ア ル 
て ガン ダム 試作 2 号機 提 筆 任 
務 に 加わ る ほど 、 機 体 の 奪 避 に 拘っ て いた 
捜索 任務 を 通し て 、 ニ ナ は ガン ダム 以上 
に 大 切な 存在 を 見 い 出す こと と な る 。 それ が 
連邦 軍 テ スト パイ ロッ ト の コウ ・ ウ ラキ で あり 
ンダ ム に 純粋 な 憧れ を 示す 彼 に 対し 、 最 初 
は 子供 を 見 る よう な 目 で 接し て i 

次 第 に 実力 を 示し て いっ た 彼 を 見 直 
に な る 。 コウ 自身 も ニナ を 意識 する よう に な っ 
いっ た が 恋 后 沙汰 に は 奥手 で 品 下 手 な 
当初 は すれ 違い も 多かっ 
ウン を 打ち 明け られ た こと か 
彼女 の 胸 の 
試作 2 号 
は ニナ の か つて の 恋人 で あ 


枝 を 強奪 し た ガト 
り 、 捜 索 任務 を 続行 すれ ば 愛す る 人 ーー コウ 
と ガト ー 同 士 が 衝突 する こと は 必至 だ 


で ある 。 ニナ の 予感 は 現実 の も の と な り 、 地球 
に 落下 する コロ ニー の 内 部 で ガト ー と 再会 し た 
ニナ は 、 コ ウ に 銃 を 向け て まで ふた り を 戦わ せ 
トー は コウ と の 決着 を 望み 、 
ナ は アク シズ 先 違 艦隊 に 託 


を 選ん だ 。 戦乱 終結 役 、 
オーク リー 基地 に 出向 と な 


地 で コウ と 再会 し て いる 


ニーF I トー 
NEW ANTWERP 


月 面 第 二 の 都市 で ある グラ ナダ か ら 、 さ ほど 難 
\ い ない 場所 に 建設 され た 月 面 都市 。 ガン 
ダム 試作 1・2 号 機 の 専属 SE で あ : 
プル トン は ニュ ー ア ント ワー プ 出 身 で 、 
この 都市 に 屋 を 欄 え て いる 。 し か し 
る つも り は な く 、 父 
TV 電話 に 対し 、 問わ 


ゃ 前 通 ・ サ ン ラ ィ メ 1960-30 


る 。 複数 の 強 


邦 軍 軌 道 尼 隊 を 相手 と 
の 艦艇 を 撃沈 し 、 連 
シス テム II の コン 


B 軍 の 切り 札 て 
ロー ル 艦 も 破 壌 し た 


機動 戦士 ガン ダム 0083 スタ ー ダ スト メモ リー 


ジイ エン ・ ビ ww タ ババ 


NEWEN BITTER 


ミン ガム の 艦長 


BIRMINGHAM'S CAPTAIN 


軍 地 球 攻 撃 軍 筑 3 | 一 年 戦争 後に 建造 され た 、 地 球 連邦 軍 の 大 
地上 機動 師 団 東 ア フリ カ 方 面 キン パラ イド 共 | 型 宇宙 埋 艇 パー ミン ガム の 秀長 を 務め る 人 
1 て 戦後 お 連邦 軍 当時 の 軍閥 の ひと つ 「 ワ イア ッ ト 派 ] に 属 


イア ッ ト の 腰巾着 


の 部 下 の 活躍 に より ガト 
に 離脱 する こ 
は ザク IF2: 


号機 が 搭載 す 
ヤー に 無数 の 場 弾 を 繋げ た 


代 堆 す る 兵 庄 で ある 
の 標 
要塞 攻 
用 時 に は 禁 
扱い の 茜 し し 


近 す る 必要 が あり 、 極 め 


は 


りー ミシン ガ ガ パ 


BIRMINGHAM 


バス ク ・ オ ム 


BASK OM 


後に j に 
窒 5 門 と 単 凌 メ ガ 江 子 
は メ 和 子 交 4 門 


問 が 本 権 を 名 う 湊 態 で あり パス ク は ジ 
提 人 の 派閥 に 属し て いた 
ジョ ン コー ウェ ン 派閥 の 3 
た め デ ラー スズ 紛 争 を 利用 し 
ンス テム を 応 開 し 、 地 球 ( 
た 。 破壊 | 


邦 宣 上 暦 部 が 何 

本 艦 の 特徴 か 
る 。 U.C.0083.11.10、 グ リー ン ・ 
座 乗 す ガム は 連邦 軍 観 
く < コンペ イト ウ 宙 域 に 移動 。 式 


に 就任 し て いる 
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バス ク の 副官 
BASK'S ADJUTANT 


バスク ・ オ ム の 補佐 を 担当 する 人 物 。 ソー ラ ・ 
シス テム TI に よる コロ ニー 破壊 任務 の 指揮 を 
執っ た 。 友軍 を 巻き 込む バス ク の 攻撃 命令 を 
に が 、 そ の 願い は 叶わ な か っ た 


HAMAN KARN 


| : 地 アク シズ に 逃げ 延び た ジオ ン 公国 
軍 残 党 を 率い る 才女 。 16 歳 で アク シズ 摂政 と 
な り フリ ー ト が 決行 し た 「 星 の 局 」 
作戦 の 支援 を 行っ た 


バル フィ ッシュ 
WALFISH 


] 作戦 に 参加 し た アナ ベル ・ ガ トー の 

ム 。 U.C.0083.10.13、 デ ラー ズ ・ 
フリ ー ト の 先 独 と し て 地球 に 降り 立っ た が トー 
は 、 単 身 で 地球 連邦 軍 ト リン トン 基地 に 潜入 
し 、 ガン ダム 試作 2 号機 の 強奪 に 成功 し た 


Ni22/ 


ビ コ ッ ク | 
BICOK | 


RE 
| PLASMA LEADER 


ベラ ラベ ラ 管 制 区 
VELLA VELLA GUARD AREA 


新型 MS 開発 (GP シリ ー ズ ) の た め の デ ー タ 
収集 を 目的 と し て 改修 され た 実験 機 。 その た 
め 「 パ ワー ド ・ ジ ム ] と いう 名 称 2 


装 人 し 、 自重 加 に よる 肝癌 へ の 負担 を 考 庶 
し て 新型 ショ ッ ク ・ ア プ ソ ー バ ー も 増設 され た 。 
よっ て 重力 下 環境 で の 優れ た 機動 性 を 
・ ジ ム は 、 の ちの MS 開発 に 
必要 と な る 貴重 な 運用 デー タ を 残し て いる , 
な み に パ ワー ド ・ ジ ム は 2 機 試作 れ 、 オ ー ス ト 
ラリ ア の トリ ント ン 基 地 で パニ ン グ 隊 と カレ ント 
: 備 。 模擬 戦 スタ イル の 激しい 運用 テス 
ト を 実施 し て いた 。 し か し 、U.C.0083.10.13 
に デラ ー ズ ・ フ リー ト が 実行 し た 「 星 の 層 」 作 
戦 に お いて トリ ント ン 基 地 は 朋 撃 を 受け 、 奪 わ 
れ た ガン ダム 試作 2 号機 の 追撃 戦 に お いて 失 
われ て いる 。 主 な 搭乗 者 は ディ ッ ク ・ ア レン 」 


| ピー ター・ ス コッ ト 
PEATAR SCOTT 


ベガ サス 級 強 本 揚 陸 私 アルビオン の ブリ ッ ジ 

要員 で 、 右 航 側 オペ レー ター を 務め て いる 。 真 

面目 な 性 格 で 、 同僚 の ジャ クリ ー ヌ ・ シ モン 

か ら か われ る こと が 多かっ た 。 いつ も 電卓 を 持 
いて お り 、 勤務 外 で 


Y ・ ビ コッ ク 。 地球 連邦 軍 ト リン トン 基地 に 所 
属す る 技術 士官 。 新型 機 や 実験 機 の 評価 試 
験 が 実施 され る トリ ント ン 基 地 に お いて 重要 な 
存在 で あり 、 パワ ー ド ・ ジ ム の 模擬 戦闘 で は 
た 。 その 除 、 テ スト パイ ロッ ト 

2 追加 バッ ク バ ッ ク の 出力 
を 出し 切っ て いな いこ と を 指摘 し て いる 


が 1 


フォ ン ・ ブ ラウ ン 
VON BRAUN 


最大 の 規模 と 人 口 を 

球 国 最大 の コン グロ マリ > 企業 、 
エレ クト ロニ クス 社 が この 地 
る 。 奪わ れ た ガン ダム 試作 2 号機 を 追う アル ビ 
オン 隊 は 、 暗 和 宙 域 に お ける シー マ ・ ガ ラ ハ ウ 
と の 交戦 後に フォ ン ・ ブ ラウ ン へ と 容 港 し た 


不死 身 の 第 4 小隊 
4Ih MS SQUADRON 


一 年 戦争 で 勇 名 を 馳せ た 地球 運 邦 軍 所 属 の 
MS 小隊 の こと 。 リー ダー の サウ ス ・ パ ニン グ を 
ルフ ァ ・A・ ペ イト 、 ベル ナル ド ・ モ ン 
の 4 人 で 構成 され 、 ソ 
ロモ ン 攻 罰 戦 や ア ・ パ オア ・ ク ー で の 決戦 で 
戦果 を 挙げ た 。 し か し 腕 
前 に 反し て 人 間 性 に は 大 い に 問題 が あっ た 


MA ヴァ ル ・ ヴ ァ ロ に 搭載 され た 3 基 一 組 の 特 
殊 兵 器 。 広域 高周波 加熱 装置 と も 呼ば れ 
放出 し た 3 基 の 発振 器 の 間 に プ ラズ マ 結界 を 
張り 、 結 界 内 に 閉じ 込め られ た 精 才 機 器 に 3 
天 な 機能 障害 を も た ら す も の で ある 。 結界 内 
は 極め て 高温 に な る た め 、 搭 乗 バ イロ ッ ト へ の 
副 次 的 ダメ ー ジ も 期待 で きる 。 だ が 、 発 振 状 を 
固定 する た め に は 宇宙 空間 の よう な 無重力 状 
態 で は 召し く 場所 が 月 面 な どの 重 カ 下 
に 限定 され て し まう 。 また プラ ズ マ 結界 に よる 
攻撃 は 敵 味 方 の 区 別 な く 影響 を 1 
戦 状態 で は 運用 し に くい と いっ た 問題 点 が 疾 
出し 、 武 器 と し て の 有効 性 を 疑問 補 す る 者 も 
いる 。 U.C.0083、 フ ォ ン ・ ブ ラウ ン 近 郊 で 発 
生 し た 載 闘 に お いて ガン ダム 試作 1 号機 ブル 
一 時 的 に で は ある が 


ペール < ギュ エン トド 
PEER GYNT 


「 星 の 選 」 作戦 に ちい て 、 ア ナベ ペル ・ ガ トー が 
搭乗 し た ムサイ 級 軽 巡洋艦 後期 型 の 艦 名 
大 幅 な 改修 は 施さ れ て お ら ず 、 航 統 距 離 や 対 
態 交 軸 能力 、 MS 運用 能力 は 


いる 。 ガト ー の 腹心 で ある ヴィ リィ ・ グ ラー ド 
ル 艦 長 を は じ め 優 秀 な 乗組 員 に 恵まれ た 
ル ・ ギ ュ ント は 、 デ ラー ズ ・ フ リー ト の 中 核 の ひ 
と つと 言え る 艦 で ある 。 し か し 地球 へ の 落下 軌 
道 に 乗 を 巡る 攻防 戦 で 、 ガ ンダ ム 
試作 3 号機 の 攻撃 を 受け て 撃 況 され 


地球 れ 宇 要 委 コ ン ペイ トウ が 張 す る 

t の ひと つ 。 ラモス 哨 
同様 の エリ ア の 

“ 明 も 離れ た 場所 
位置 し て お り 、 侵 入 者 に 対す る 早期 警戒 を 
担当 する エリ ア で ある 。 U.C.0083、 連 邦 軍 が 
観 双 式 を 挙行 する に あ ルビ オン 隊 に は 
式典 へ の 参加 で は な く 、 ペ ララ ベラ 管制 区 で 
の 哨 式 任務 が 下さ れ た 


ベル ナル ド ・ モ ン シ ア 
BEHNARD MONSHA 


ガン ダム 試作 2 号機 邊 跡 の 任 に 就 いた いた アル ビ 
3 補 補 要員 IMS パ イロ 
戦争 時 | 
と し て 不死身 の E 
転載 し て いた 。 その た め 下 癌 経験 
酒 状 と 女 次 が 惑 い と いう 人 間 性 に 問題 の 多い 
人 物 で あっ た 。 アル ビオ ン 配 備後 も ガン ダム 試 
作 1 号機 の 正規 パイ ロッ ト の 座 を 巡っ て コウ ・ 
ウラ キ と 対立 。 さら に ひと め 惚 れ U 
プル トン が コウ と 親しい と 知る や 、 欄 味 な 
で コウ に 絡ん だ 。 その 試作 1 号機 を 巡る 棋 
戦 で コウ に 敗北 する も 、 モ ン シ ア は 素直 に 負け 
を 認め な か っ た 。 その 後 アフ リカ | 
ダム 試作 2 号機 の 捜索 で は 、 
の 公国 軍 残 党 に 対し コウ ら を | 
動 に 引っ か か っ た 
す が 、 や り 遂 げた 値 を 見 て 
、 戦 闘 の 最 
を 落と す と 不 真面目 な 態度 は 影 を 潜め . 


富 だ が 


いく 


必 さ れ た 。 主 な 搭 末 機 は ジム ・ カ スタ ム 


A サラ イズ 


ダム 0083 スタ ー ダ スト メモ リー 


は 


ホー キン ズ ・ マ ー ネ リ 


HAWKINS MARNERY 


ガン ダム 試作 2 
め 棲 貯蔵 庫 の 開 圭 
を 解除 し た 際 、「 南 極 条約 以来 、 こ こ を 開け 
の は 初め て だ よ ] と シナ ブス に 話し 掛け る 


| ボー ラ ・ ギ リッ シュ 
PORAL GUILISH 


アナ ハイ ム ・ エ レク トロ ニク ス 社 の 女性 エン ジ 
・ ブ ラウ ン 支社 リバ モ 
所 属し て お り 、 ガ ンダ ム 試 人 
・2 号 機 の 開発 担当 と し て アル ビオ ン に 出向 
ナ ・ パ バー ブル トン の 親友 で も ある 
フリ ー ト に よる 試作 2 号機 強 奉 
ナ を 気違い 、 気 晴らし の 7 
? の 診 を 勧め る な ど 面 倒 見 
り の 仲 を 取り する が 、 コウ の あ 
り の 鈍感 さ に 呆れ 、「 あ な た 、MS し か 扱え な 
」 と 起 る こと も あっ た 。 結局 ニナ は 傷 付 
アル ビオ ン の 出航 直前 、 艦 を 降り る こと を 


161-27 


ボール 改 修 型 


BALL Type C 


一 年 戦争 後 も ボー ル 
は な く 、U.C.0083 頃 に 
ら 改 修 機 が 運用 すれ て いた 。 サ 
マニ ビュ レー ター、 底 
部 スラ スタ ー の 大 型 化 、 機 体制 和 用 スラ スタ 
仕様 変更 が 見 られ る も の の . 
ー ス 機 を 踏 袋 し て いる 。 そ 


の た め 戦 闘 に は 不向き で あり 、 さ ら に 生産 数 自 
体 も 縮小 傾向 に め 「 数 の 論理 ] で 優 
いた 。 そこ で 改修 


り 、 中 空間 
ト 型 機器 の 組み 立て と い 、 
| いら れる の が ほとん ど だ っ た 。 


「 星 の 選 」 作戦 


OPERATION STARDUST 


首 中 エキ ギー ユ ・ デ ラー ズ が 
戦は 数 画 さ れ て お り 、 地球 連邦 軍 が 
開発 し た 戦術 核 搭載 型 MS、 ガ ンダ ム 試 作 2 
号機 の 強奪 に よっ て 作戦 は 開始 され た 。 重力 
オー スト ラリ ア の トリ ント ン 基 地 に 
作 2 号 機 を 、 潜入 し た アナ ベル ・ ガ 
宇宙 へ と 上 が り 、「 デ ラテ 
言 ] で 宣戦 布告 を 行っ た 。 次 に 試作 2 号機 は 
コン ペイ トウ を 葵 撃 。 連邦 軍 の 製 箕 式 | 
連邦 軍 の 注意 が 引き 付け ら 


る 。 さら に 月 へ 落と す と 見 せ か け て コ 
地球 に 転進 させ 、 最 終 前 に は 北 】 
下さ せる と いう 作戦 で あ 
落と し の 影響 が 大 きい た め 、 こ の 作 寺 を 大 規 
模 テ ロ と 称す る 向き も 多い 。 し か し デラ ー ズ 自 
身 は この 作戦 を プロ パガン ダ と 考え て いた 。 北 
米 の 末 倉 地帯 を 壊 渡さ せる こと て = 
対す る 食料 生産 依存 束 


(の 計略 は 一 部 の 3 
に よっ て 巧み に 利用 され 、 ス ペー ス ノ イ ド を 危 
険 視 する 風潮 を 生み 出す こと と な っ て し ま 


加 し た リン 0 
リー や アダ ム ス キ ー と : 
ン 共 地 を 醒 掌 し 、 ガ ンダ 


2 号機 が 脱出 する まで の 時 間 種 ぎ を 買っ て 出る 
が 、 コ ムサイ I で の 脱出 は 失敗 。 ガト ー 離 説 の 
近海 に 潜む 潜水 艦 ユー コ 
サウ ス ・ バ ニン グ の ジム 改 と 
落と し た 。 持 乗 機 は ザ メル 」 


マゼラン 改 級 宇宙 戦艦 


MAGELLAN MODIFIED 


「 連 邦 箇 再編 計画 」 


れ て いる 。 その 一 方 
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も 


モー ラ ・ バ シッ ト 
MAULA BASHIT 


アル ビオ ン 所 属 の MS 整備 班 の リー ダー を 務め 
る 女性 。 並み の 男性 を 上 回 る 体 遂 と 成夫 の 良 
さ の 持ち 主 だ が 、 女 性 と し て の 感性 も 併せ 持 
て お り 、 隊 内 の 女性 クル ー カ ら 頼 り に され て い 
中 で も アナ ハイ ム ・ エ レク トロ ニク ス 社 (AE 
ナ ・ パ ー プ ルト ン と は 親友 と な 
彼女 の 相談 相手 と な っ た 。 特 
い 人 で ある コウ ・ ウ ラキ に 関す る 
りり の 仲 を か ら か うこ と も あ 


ょ な く コ ウ の 方 か ら 脇 ます よう に 頼ん だ こと も あ 

その 一 方 で 、 自 分 も MS パイ ロッ ト の チャ ッ ク ・ 
し い 間柄 と な る 。 デラ ー ズ 紛争 後 は 
K の オー クリ ー 基 地 に 配属 と な 


a イリ 
YUIRIN 


改 統 巡洋艦 。 同型 工 の ナ 
ン の 支援 任務 に 就 し 


っ て 運用 
改修 能 。 200m に 
大 で あり 、 豊 富 
な 武 対 と ペイ ロー ド を 備え で いた 。 単独 で 
期 航海 も 可能 で 、 内 部 に は 簡易 指揮 所 
置 され で いた 。 残党 部 率 が 一 年 戦争 後 も 長期 
て 括 抗 活動 を 続け られ た 理由 の ひと つ 
と し て 、 U-801 に 代表 され る 、 単 能 で 行動 で まき 
る 艦 が 多数 残っ て いた こと が 考え られ る 。 艦長 
は ドラ イ ゼ 


Na スラー 
| UREY HUSRER 


「 星 の 選 」 作戦 を 支援 する た め に 派遣 され : 
クシ ズ 先 中 艦隊 司令 官 。 ハマ ー ン ・ カ ー ン の 
意向 を 受け 、 デ ラー ズ ・ フ リー ト に MA ノイ エ 
渡し た 。 し か し 当時 の アク シズ 上 層 
部 は 地 玉 連 邦 軍 と 本 格 的 に 事 を 構え る の は 時 
期 沿 叶 と いう 意見 が 大 勢 を 占め て お り 、 先 遺 
艦隊 は 後方 支援 以外 の 一 切 の 支 戦 を 禁止 
れ て いた 。 その た め ユ ー リ ー は デラ ー ズ ・ フ リー 
ト の 活 中 を 放 に 刺 み 、「 星 の 作戦 了 彼 
は 残存 兵 の 回 収 に 全力 を 尽く し た 
ロニ ー の 地球 落着 の 光 を 目撃 


ジー ル 


それ を 「 漠 た ちの 魂 の 部 き 」 その 後 
ガト ー の 手配 パー ブル ト 
ン に 対し 、 ヽ と 戻る か の 


ら 


に ラリ ラ ルン ) 
LATUERA CHAPRA 


月 面 都市 フォ ン ・ ブ ラウ ン に 暮らす 民間 人 の 少 
女 。 ジオ ン 公国 軍 残 完 で ある ケリ ィ ・ レ ズ ナー 


ラバ ン ・ カ ー ク ス 
RABAN KARCS 


地球 連邦 軍 ト リン トン 基地 に 所 属す る テス ト パ 
イロ ッ ト 。 パワ ー ド ・ ジ ム の 運用 試験 で は 、 新 
任 士官 で ちる コウ ・ ウ ラキ と チャ ッ ク ・ キ ー ス を 
て ザク TIF2 型 小 際 を 指揮 し た 。 公国 軍 残 
党 に よる 基地 頭 撃 の 際 に 命 を 落と し た 


EZ ショージ 
| LA VIE EN ROSE 


アナ ハイ ム ・ エ レク トロ ニク ス 社 (AE) が 所 有 
する ドッ ク 閣 。 ガン ダム 試作 号機 の 研究 施設 
と し て 使わ れ て いた 。 し か し 、 デ ラー ズ 紛 争 の 
発生 に 伴い 、 画 ] を 推進 し て 
『 失 潤す る と 、 権 
の 自 が 掛か っ た 


て 指揮 下 に 置か れ 、 試作 号機 の 開発 は 凍結 
され て し まう 。 所 長 は タレ ナ ・ ハ クセ ル 。 


り 


リッ ク - ド ム T 
| RICK-DOM ZWEI 


リッ ク ・ ド ム ツヴァイ 。 リッ ク ・ ド ム の 改修 機 
一 年 戦争 末期 に 開発 され 、 ソ ロモ ン な ど に 配 
備 され た 。 潜 争 後 も 公国 軍 残 党 は 本 機 を 利用 
し 、 U.C 0083 に 勤 発し た 「 星 の 局 」 作戦 に も 
投入 され て いる 。 主 な 搭乗 者 は カリ ウス 、 


U リ =r bi 
LILY MARREIN 


シー マ ・ ガ ラ ハ ウ 率い る 「 シ ー マ 艇 隊 ] の 族 能 と 
な る ザン ジ バ ル IL 級 科 動 巡洋艦 。 ビー ム 兵器 
開発 技術 の 恩恵 を 受け 、 ペ ー ス 艦 で 
贅 だ っ た 主 克 が ら 連 付 メ ガ 粒 子 砲 
た 。 艦 首 信 向 型 メガ 粒子 交 も メガ 粒子 砲 に 変 
、 艦 体 各部 に 設置 され た 機関 は 格納 式 
気 国内 飛行 能力 の 向上 


開発 時 期 が 遅 か 
に 運用 され た 艦 は 少な く 、 リ リー・ マ ル | 
一 年 戦争 当時 の 運用 記録 は ほとん ど 践 っ て い 


な い 


る 


ルセット ・ オ デビ ピー 


LUCETTE AUDEVIE 


ス 社 (AE) の 女性 
ン 支 社 リバ モア エ 
作 3 号機 の 専属 SE と 
し て ラビ アン ロー ズ で の 軍用 試験 に 出向 し て 
デラ ー ズ 紛争 の あお り を 受 


アナ ハイ ム ・ エ レク トロ ニ 


いた 受け て 機 
体 の 凍結 処置 我慢 
の な ら な い ル セッ ト は 、 コ ウ ・ ウ ラキ を 導 き 付け 
て 試作 3 号機 の 起動 を 目論ん だ の で ある 。 し か 
し 、 機 体 の 実戦 投入 阻止 を 図る ナカ ッ ハ ・ ナ 
四 の 凶 弾 に 玉 れ 、 ニ ナ に 試作 3 号機 を 託し 
命 を 落と し た 。 


レー ザー 推進 シス テム 


アル ビオ ン に 設置 され た 外部 点火 式 推進 機 
関 。 月 面 レー ザー ステ ーション か カ ら 放射 され た イ 
グ ニ ッ ショ ン ・ レ ー ザ ー で 推進 剤 に 点火 し 、 通 
辻 推 進 よ り も 高い 推力 を 発揮 する も の で ある 
イグ ニッ ショ ン ・ レ ー ザ ー の 到達 範囲 内 で し 
使用 で き な い も の の 、 月 の 重力 囲 を 突破 す 
極め て 効率 的 な 


ME 1x 


161-28 


161-29 


機動 戦士 ガン ダム 第 DBMS 小 隊 


アイ ナ ・ サ ハリ ン 


AINA SAHALIM 


ジ ォ ン 公 還 の 没落 し た サハ リン 家 の 倒立 。 MA 
アプ サラ ス の 開発 で サハ リン 家 の 再興 を 目指 
す 兄 ギニア ス 技 術 少将 を 支え 、 そ の 夢 を 叶え 
る べく [アプサラス 計画 ] の テス ト パ イ ロッ ト を 
担う 。 宇宙 で 地球 連邦 軍 の 士官 シロ ー・ ア マ 
ダダ と 交 昔 し た アイ ナ は 共に 壮 殴 する も 、 シ ロー 
が 敵 で ある 自分 を 助け 、 力 を 合わ せ て 救援 を 呼 
ん だ こと か ら 好 巧 を 換 く 。 その 後 、 地 上 に 障 り 
た アイ ナ は 、 東 南ア ジア 地区 の ラサ 税 密 工 業 
基地 で アプ サラ ス の 開発 に 従事 する 。 その 過 
程 で 再び シロ ー と 戦場 で 出会い 、 
雪山 に て 救援 を 


で 辿り 着い 


アイ ナ だ が 、 戦 争 は 
「 人 は 理解 し 
信念 に 共感 し た アイ ナ は 、 兵 に 無 B 
を 強い て まで アプ サラ ス の 完成 を 直ぐ 兄 を よそ 
に 、 傷病 兵 を 宇宙 へ 逃がす た め に 手 を 尽く す . 


そし て . を 境 に ラサ 基地 へ と 連 
邦 軍 の 攻勢 が 始ま る 中 、 完 成 し た アプ サラ ス 
皿 で 出撃 し た アイ ナ は . 
連 才 E 身 を 晒し て 


が ス と 連邦 軍 総 
の 悪意 は アイ ナ の 想い を 踏み に じ り 、 傷 病 兵 
の 乗る ザン ジ パ ル 級 ケ ル ゲ レン は 撃ち 落と され 
て し まう 。 アイ ナ の 直り は 連邦 軍 に 向け られ 
が - 駆け 付け た シロ ー の 次 を 見 て 正気 を 取り 記 
し 、 狂気 に 囚われ た 兄 と 決別 する 。 その た め ギ 
に 撃た れ た アイ ナ だ が 、 シ ロー に 救 わ 
アプ サラ ス 四 を 討つ 。 戦い の の ち に 姿 を 
岐 ませ た アイ ナ は ジャ ン ヌ と 名 を 変え 、 シ ロー と 
一 系 に 新しい 人 生 を 歩み 出し た の で ある 。 


| 機動 戦士 ガン ダム 第 DBMS 小 隊 


| 隔 裕 


AINA | 


| 地球 に 脱出 し た フラ ナガ ン 機関 の 子供 た ちの 
ひと り 。 「 ア イナ 」 の 名 を シロ ー- ア マダ ヒア イナ 
サハ リン か ら 付 け て も ら 、 地球 へ 降り る 直 


前 、 ムサイ の 中 で 不安 そう な カレ ン と ミケ ル を 抱 


地球 降下 後に 酷い 火傷 を 全身 に 負 
ロー を 探し に 事 た ミケ ル ・ ニ ノリ ッ チ と キキ ・ 


AS | 


ジオ ン 公 国軍 トッ プ 小 隊 の 新兵 。 オデ ッ サ の 戦 
同 か ら 送 げ 延 び た 肥 残 兵 で 、 キ キ ・ ロ ジー タ た 
ち が 住 お ゲリラ の 村 と 知ら ず に 食糧 調達 の た 
っ た 。 アス は ザク の 武力 を 背景 
住民 を 脅 そう と 意見 する が 、 穏 便 に 事 を 成 し た 
いと 考え る 隊長 トッ プ に 短 虎 を 容 め られ て 
従う 。 だ が 、 ア ス の 無頼 な 行動 が きっ か け で ゲ 
リラ と 戦闘 に な っ て し まう 。 


アッ ガイ 
ACGUY 


ン 公国 軍 の 水陸 両用 MS。 左腕 の アイ ア 
ル の 形状 は ハイ ゴッグ の も の に 近く 
6 本 で 関節 を 有 し で いる 。 オデ ッ サ 戦 線 に 投入 


され て お り 、 ガ ウ 緑 攻撃 空母 で ラサ 秘密 工 場 
基地 へ と 撤退 し た 。 その 際 に ラサ 基地 の 捜索 
を 開始 し た 第 08 小 剛 と 交戦 


| アプ サラ ス I 


| APSARAS I 


開発 され た 完成 形 . 


メイ ン セ ン サー に ザク ヘッ 
ド を 流用 する と ころ は 踏 租 し て いる が 、 ミ ノ フス 


キー・ ク ラフ ト を 2 基 搭載 し た こと か ら 機体 サイ 
ズ は 2 倍 以 上 に 巨大 化 。 さ ! 型 メガ 粒子 
砲 の 出力 も 強化 さま れ て いる 。 この 機体 は コジ 
マ 大 隊 に よる 公国 軍 の ラサ 秘密 工場 基地 の 
包囲 戦 に お いて 初め て 変 を 現し 、 そ の 連 軍 
部 隊 に 大 き な 被 害 を 与え た 。 し か し 、 第 08 小 
隊 に 所 属す る ガン ダム EzB に コク ビット を 破壊 
され 、 撃破 きれ で いる 。 パイ ロット は アイ ナ ・ サ 
ハリ ン 、 ギ ニア ス ・ サ ハリ ン 。 


APSARAS I 


中 破 し た アプ サラ スエ を 改修 し た 機体 。 メガ 粒 
子 砲 を 実装 し 、 射 糧 場 で 射撃 テス ト が 行わ れ 
た 。 その 場所 は 達者 軍 の 筑 08 小 際 に 突き 止 
め ら れ て し まい 、 待 ち 伏せ に 道 う で 損傷 
を 受け た こと で コン トロ ー ル を 和 失い 、 機 体 に 取 
り 付い た 陸戦 型 ガン ダム ご と 雪山 に 不時着 
連邦 軍 の 手 に 渡る こと を 恐れ 、 パ イロ ッ ト の ア 
イナ ・ サ ハリ レン の 手 で 自爆 処理 され た 


[| 本 05 sml1 


アプ サラ ス 1 
| APSARAS I | 


ハリ ン 指 揮 の 下 、 公 国軍 の 東南 
サ 秘密 工場 基地 に て 開発 さ れ 
大 MA。 第 1 号機 は ミノ フス キー・ ク ラフ ト 
る 飛 首 デー タ 収 集 を 目的 と する た め 戦 闘 
能力 は な い 。 外観 は アプ サラ ス II と 同じ だ が 
フラ イト プラ ン を 円 滑 に 行う た め 大 型 メガ 粒子 
補 の 砲 口 は カバ ー で 笑わ れ て いた 


アプ サラ ス 計 画 
APSARAS PROJECT 


ニア ス ・ サ ハリ ン の 指揮 の 下 
連邦 軍 総 司令 部 ジャ ブロ ー 攻 


ジオ ン 公 国軍 


4 要 な スペ ッ ク を 要求 され た 
、 ミ ノ フス キー・ ク ラフ ト と 大 型 メ ガ 
子 砲 が 搭載 され た 。 テス トペ ッ ド と し て 1 一 2 号 
機 が 建造 まれ 、 そ の デー タ を 反映 させ た 3 号 
が 完成 形 と きれ て いる 。 自爆 し た アプ サラ ス II 
を 回 収 し た 連邦 軍 は 、 そ の 研究 結果 に より 新 
型 MA の 存在 を 中 々 し きも の と 判断 。 極東 方 面 
コジ マ 大 隊 に よる 開発 拠点 の 捜査 ・ 獲 減 作 
戦 を 敢行 し て いる 。 この 攻撃 に より アプ 
は 破壊 され 、 ジ ャ ブロ ー へ の 人 番 威 は 消滅 し た 


リス ニラ 
| ALICE MILLER 


れ 、 シ ロー を 尋問 し た 。 巧み な 話術 だ け で な く 
代目 折 剤 を 用 いる な ど 人 底 し た 上 度 を 見 
せ 、 目 的 の た め に は 手段 を 選ば な い 性 格 で あ 


い 


2 ヤー 

| ETHAN LIAR 

地球 連邦 軍 析 方 面 軍 独 立 機 繊 化 連隊 
高 責任 者 で 、 階 級 は 大 佐 。 温厚 そう な 外見 と 
は 裏腹 に 目的 の た め な ら 非 道 な 手段 も 知 さ な 
い 冷 潤 な 一面 を 持つ , シロ ー・ ア マダ 
イ 果 惑 が 発生 | 束 殺 を 反 め か し て カレ ン 
や サン ダー ス Jr に 監視 を 命じ た 。 第 07 小 隊 を 
槍 て 胞 に し た り 、 公 国軍 の 傷病 琴 が 乗る ケル 
ゲ レ ン 事 隊 を 指示 する な ど 、 非 人 道 的 な 作 只 
を 執っ た こと で 部 下 の コジ マ か ら 見 捨て られ る 。 
アプ サラ ス を 開発 する ジオ ン 公 国軍 の ラサ 移 
密 工 場 基地 の 幾 減 作戦 に お いて 、 ビ ッ グ ・ ト 
レー 表 に て 指揮 を 執っ た 。 その 際 に アプ サラ ス 
由 の メガ 粒子 砲 の 直撃 を 受け て 圭 死 し て いる 


| W-208 エ リア | 
W-208 AREA 


「 ウ イス キー に いま る は ち エリ ア ] と 読む 。 東南 
アジ ア 極 東 戦 痕 に お ける 湖畔 の 村 が ある 区 
域 を 指す 。 アプ サラ ス I が 不時着 し た こと か ら 
地球 運 邦 軍 に 悟ら れ ぬ よう 秘密 裏 に 修理 を 進 


め よ うと し た ジオ ン 公国 軍 に より 占拠 され た . 


| 宇宙 輸送 租 の オペ レー ター 
| SPACE TRANSPORTER'S OPERATOR 


シロ ー・ ア マダ が 極東 アジ ア 戦 線 へ の 赴任 二 
前 に 搭乗 し て いた 、 宇 宙 輸 送 艇 の 女性 オペ 
レー ター。 ジオ ン 公国 軍 と 遺 遇 し た 味方 機 を 
支援 し よう と 提案 し 
共に 反対 し 、 進路 変更 は 無 了 


| 宇宙 輸送 朋 の 骨 長 
| | SPACE TRANSPORTER'S OFFICER 
アマ ダ が 極 車 アジ ア 戦 線 へ の 赴任 直 


宇宙 輸送 艇 の 艇 長 。 被 汗 
支援 


| シロ ー 


れ は ば 船 を 危険 に 晒す こと に な る と 反対 し た 。 


ーー 


ズ 


As ラン 
ELEDORE MACHIS 


| エレ ド フ 


地球 連 郊 軍 革 08 小隊 最 古 参 メ ン バ パー の 0 と 
り 。 ソナ ー 要 員 と し て ホバー・ ト ラッ ク に 乗り 込 
み 、 戦闘 支援 を 担当 する 。 実は ミュ ー ジ シャ ン を 
目指 し て お り 、 自 分 の 曲 が 採用 され た と いう 通 
知 を 見 る や 無 四 外 出し 、 湖 畔 の 村 で ジオ ン 公 
国軍 の 捕虜 に な っ て し まう 。 脱走 し た 際 に ザク タ 
ンク に 乗り 入 ん で 逃げ よう と する が 、 閉 所 恐怖 
症 で MS の コク ピッ ト を 閉め る こと が で きず 、 そ れ 
が 元 で 負傷 。 一 時 は 譜 を 離脱 し て いた こと も あ 


部 隊 に 転属 と な っ た され る 。 


| エレ ドア 
| ELEDORE 


| 地球 に 服 出し た フラ ナガ ン 機関 の 子供 た ちの 
シロ ー」 に 次 ぐ 年 長者 と し て 「 サ ンダ ー ー 
| ス ] と 一 緒 に ほか の 子供 た ちの 面倒 を 見 て い 
その 名 前 は 第 08 小 際 の 一 員 、 エ レ ド ア 
、 シ ロー・ ア マダ が 名 付け 
| た 08 小隊 の エレ ドア と 違っ て 品数 は 少な い 

キキ ・ ロ ジー タ か ら ま ま ご と に 誘わ れ 7 

ロー」 の 目 を 気 に し て で き な か 


カレ ンジ ン ・ ジョ シュ ワウ 
| KAREN JOSHUA 


地球 連邦 軍 禁 車 方 面 軍 コジ マ 大 隊 筑 08MS 
属す る MS パイ ロッ ト 。 シロ ー・ ア マダ 
古参 で 、 新 任 隊 長 
の シロ ー を [ちゃん] 呼ば わり し て いた 。 郊 御 

リッ チ か ら は 「 姉 さん 」 と 呼 
次 第 に 隊員 を 第 一 に 考え 


MS の 拓 は 高い も の の 戦闘 の 激化 や 
彼女 自身 の 性 格 が 反映 し て か 、 機 休 の 被 因 率 
も 高かっ た 。 その た め 予 備 パ ー ツ が 底 を 突き 


替 し た 通称 「 ジ ム 頭 」 に 乗る と と と な 
供 の エレ ドア ・ マ シス は カレ ン の こと を 気 
いた が 、 彼女 自 身 は エレ ドア の 気持 ち を 敢 
従軍 前 は 医学 生 で 
ヾ テラ ン の 軍医 で あっ た 
その た め 戦 争 を 憎む よう に な る 。 ラサ 秘密 工 
場 基地 で の 戦闘 で シロ ー が 行方 不明 と 
の ち は 他 の 部 隊 
配給 係 と な っ た 。 


オデ ッ サ 残党 兵 


オデ ッ サ の 洪 い で 敗北 を 喫し た ジオ ン 公国 軍 | 
は 中 軍 へ と 透 れ た が 、 地 丈 に 取り 残さ れ た 部 
隊 も 多数 いた 。 残党 兵 は アジ ア や アフ リカ 方 
面 に 後退 。 敗走 中 の 残 沈 狩り や 、 逃げ た 
展開 する 連邦 軍 に よっ て 討た れ た 者 た ち も 少な 
く な い 。 ヨー ロッ パ 方 面 の 桂 ユ ー リ ・ ケ ラー ネ 
は 、 撤 退 し て 東南 アジ ア 地区 の ラサ 秘密 工場 
基地 の ザン ジ バ パル 級 ケ ル ゲ レン を 接 相 し よう と 
し た が 、 ア ブサ ラス 開発 を 優先 する ギニア ス ・ 
サハ リン に 邪魔 者 と 判断 され て 暑 殺 され た 。 ラ 
サ 基 地 で は ケル ゲ レ ン の 動力 を 電力 供給 に 使 
用 し て アプ サラ ス の 開発 を 進め て いた こと か ら 」 
能 の 接収 は 死活 問題 と な る 。 その 結果 、 狂 気 
| われ た ギニア ス は 旧友 を 手 に 掛け る が 
暗殺 の た め の 爆 発 で 基地 は 発見 され て し まう 


ひと り 。 双子 の 姉 株 の ミケ ル と は 見 た 目 が そっ 
くり で ある 。 突然 に 訪れ た キキ ・ ロ ジー タ 
| ル ・ ニ ノリ ッ チ に 好奇 心 と 警 工 の 入り 混 じ 
目 を 向け 、 次 第 畔 ける まで 
と は まま ご と を し て いる 。 フラ ナガ ン 機 関 で は 名 
前 に No.1020 と 記さ れ て い : 


前 時 ・ サ ン ラ イズ 1961-30 


162-2Z 


機動 戦士 ガン ダム 第 ODBMS 小 隊 


ガン ダム Ez8 | 
GUNDAM Ez8 | 


ガン ダム イー ジー エイ ト 。 正式 に は 「Extra- 
ZERO8」 で 、 極 整 方 面 軍 コ ジマ 大 隊 第 08 小 
隊 所 属 特別 機 を 意味 する 。 アプ サラ ス I と の 
戦闘 で 大 破 し た シロ ー・ ア マダ の 陸戦 型 ガ ン 
ダム を 、 改 修 し た 機体 。 補修 パー ツ や 流用 部 
品 を 用 いで | ワン メイ ク の か 
いる 。 主 な 改修 点 は 
胸部 装甲 を は じ め と する 機体 各部 の 装甲 形状 
を 見 直し 、 マ ル チ ・ ラ ンチ ャ ー を 12.7mm バ ル 
カン 移 に 変更 、 無 段階 方 仁 ア ン テ ナ を 直立 弄 
多目的 アン テ ナ に 変更 し て いる 。 東南 アジ ア 
戦線 に お いて 、 ラ サ 秘 密 工場 基地 の 捜索 と 
攻略 に 投入 され た が 、 ア プ サ ラス 四 と 相対 ちと 
いう 形 で 大 


| ガン ペリ ー 
| GUNPERRY 


一 年 戦争 時 、 ホ ワイ トペ ー ス と の 連携 を 考慮 し 
て 開発 され た 地球 連邦 軍 の 輸送 機 。 
を 作戦 領域 へ 高速 輸送 する 手段 と し て 用 いら 
れ 、 機体 中 央 部 を 巨大 な コン テ ナ が 占め る 等 
異な 形状 か ら 、 公 国軍 か ら 「 ナ カワ レ ] の コー ド 
ネー ム を 与え られ た 。 一 年 戦争 末期 、 本 機 は 少 
数 量産 され て 東南 アジ ア 方 面 に 配備 され た 。 


(て 


機械 化 混成 大 隊 


オン 公国 軍 に 遅れ て MS 開 例 
機体 運用 と 
その た 


一 年 戦争 期 
に 成功 し た 地球 連邦 軍 だ っ た が 
実 綾 デ ー タ は 絶対 的 に 下 足 し て いた 。 
め 軍 上 層 部 は 実戦 部 隊 に MS を 試験 
備 。 既存 兵器 と の 兼ね 合い や 新しい 戦術 ・ 
戦略 の 立案 用 の デー タ 収 集 を 行っ た 。 その た 
め 部 隊 編 制 は 歩兵 や 戦車 に MS が 加わ っ た 大 
機甲 部 隊 と いう 体 を 成 し 、 誰 が 言う と も な く 機 
械 化 混成 部 隊 、 も し く は 混成 大 隊 と 呼称 され 
た 。 東南 アジ ア 方 面 に 配備 され た 極東 方 面 軍 
コジ マ 大 隊 が これ る 。 実機 デー タ の 収 
集 と いう 性 格 上 、 これ ら の 部 隊 に は MS が 優先 
的 に 配備 され た 消耗 品 や 
交換 パー ツ が 慢性 的 に 不足 し が ち で あり 、 デー 
収集 より も 移 働 する 実機 を 確保 する ほう が 難 
し いと 、 ぼやく 兵 が 多かっ た と いう 。 


東 南 アジ ア 地 区 に 勢力 範囲 を 有する ゲ ! 
頭目 の 嬢 。 と ある 偶 振 か ら 第 08 小 隊 隊 長 シ 


を 村 の 様子 を 探る スパ イ と 疑っ て い 
に 彼 の 実直 な 人 柄 に 惹か れ 始め 、 最終 


ラス の 行方 を 追い 、 射 電場 の 情報 08 小隊 
に も た らし た 


その 作戦 に 同行 し 、 シ ロー に 積 
作戦 
クニ ッ ク 気分 で まとわりつく な と 邪 
れ で し まう 。 乙女 心 を 解 さ な い シロ ー と 喧 
嘩 する が 、 そ の 後 は 過剰 な 協力 や 接触 を 自戒 ヤ 

る よう に な る 。 オデッサ 検 沈 兵 に 村 を 荒らさ 


発 
ナガ ン 機 関 の 実 験 体 で ある 子供 た ちと 出 会 
て いる 


際 


キキ 
| KIKI 

地球 に 説 出 し た フラ ナガ ン 機関 の 子供 た ちの 
ひと りり, 還 究 引 旬 いた 少年 少女 の 中 


、 火 傷 で 動け な い ア イナ の 食 
いた 。 自分 の 名 前 の 持 


ギニア スネ ・ サ 人 ルル リン 


GINIUS SAHALIM 


ジオ ン 公 国軍 の 技術 将校 で 、 階 級 は 少尉 。 
東南 アジ ア 地 区 の ラサ 秘密 工場 基地 で 試作 
MA アプ サラ ス の 開発 を 行っ て いた 。 没落 し た 
サハ リン 家 再 届 を 夢 に 掲げ て MA の 開発 を し て 
いた の だ が 、 病 に 冒 され て 日 々 衰 史 し て いく に 
従い 精神 的 破綻 を 迎え る 。 そし て 次 第 に アプ 
サラ ス 完 成 に 異常 な まで の 妄 較 を 見 せる よう に 
な っ た 。 実 の 妹 で る る ア イナ ・ サ ハリ ン の こと 
も 自分 の 夢 と 歪ん だ 愛情 で 縛っ て いた が 、 ア 
イナ が 意思 を 明確 に し て 自分 か ら 離 れ て いっ た 
こと が 狂気 に 拍車 を 掛け て し まう 。 
ま 少 し の と ころ 、 オ デ ッ サ の 敗戦 で 搬 退 し て き 
た ユー リ ・ ケ ラー ネ か ら 基地 の 動力 と し て いる 
ケル ゲ レ ン の 譲渡 と アプ サラ ス 開 発 の 凍結 を 
合 じ られ た ギニア ス は 、 旧知 の 仲 で ちる ユー リ 
の 暗殺 すら 服 わ ず 、 完 成 後 は 一 緒 に 開発 し て 
きた 仲間 た ち も 手 に 掛け る の だ っ た 。 最終 的 
に は 完成 し た アプ サラ ス に 自分 も 同乗 し て 出 
座 。 傷病 船 を 脱 出さ せる た め 連 邦 軍 と 交渉 す 
る アイ ナ に 業 を 煮やし 、 戦端 を 開く 。 その 結果 、 
作 病 船 は 撃 座れ アイ ナ か ら 決別 され る が 、 自 
ら な い 妹 を 遇 つ 。 語 肉 に も ギ 


[0] HE 5 sl2 


グフ カス タム 


GOUF CUSTOM | 


り 、 ヒ ー ト ・ ワ イヤ ー に 変更 され て いる 。 また 、 
オプ ショ ン 兵 装 (35mm ガ トリ ング 窟 や 75mm 
ガト リン グ ・ シ ー ル ド ) の 追加 が 行わ れ 、 近接 戦 ・ 

主 な パイ ロッ 


RN a 


| グフ ・ フ ライ ト タ イ プ 


| GOUF FLIGHT TYPE 


区 の 公国 軍 が 研究 を 進め て いた グフ 
の バリ エー ショ ン 機 。 脚 部 に 部 枝 ジ ェ ッ ト ・ エ ン 
ジン を 4 基 搭 載 す る こと で 膨大 な 推力 を 発揮 , 
さら に ラン ド セ ル と スカ ー ト ・ ア ー マ ー に 可動 式 
の 安定 要 を 追加 し 、 飛 行 中 の 姿勢 制 得 性 の 
向上 を 図っ た 。 その 結果 、 単体 で の 飛行 可能 
MS と し て は 初め て 実戦 レベ ル の 能力 を 発揮 し 
た と 言わ れる 。 アプ サラ ス 皿 の 随 任 機 と し て 2 
擬 の ダフ ・ フ ライ ト タ イ プ が 同行 し た 。 


け 


| ケル ゲ レ ン 
| KERGUELEN 


ザン ジ バ ル 級 机 動 巡 洋 艦 の 艦 名 。 東南 アジ 
建設 され た アプ サラ ス 開 発 の た め の 
エ 場 基地 に 所 属す る 非常 用 の 脱出 
大 気団 離脱 用 ブー スタ ー を 接続 され 


反応 妨 を 使用 し て いた 。 連邦 軍 コ ジマ 
基地 を 包囲 する 最 中 、 傷 病 兵 を 乗せ た ケル ゲ 
レン は 基地 を 脱出 し た が 、 連 邦 軍 の ジム ・ ス 
ナイ バー に よる 臣 撃 を 受け て 井 発 四散 し た 


高 機動 型 ザク 


| ZAKU I RD-4 TYPE | 


MA アプ サラ ス 開 発 の 一 環 と し て 開発 され た 
ク の バリ エー ショ ン 機 。 脚 部 を リッ ク ・ ド ム と 
型 の も の へ と 改修 し て いる ほか 、 スパ イク ・ ア ー 
マー の スパ イク と シー ルド は 取り 外さ れ で いる 
また コク ビッ ト は 胴体 中 央 に 置か れ た 。 主 兵 装 


は ザク ・ マ シン ガン と ヒー ト ・ ホ ー ク を 持つ 。 リッ 
ク ・ ド ム 開 発 の た め の 実験 機 と の 説 も ある が 
アプ サラ ス 開 発 の デー タ 収 集 を 目的 と し た 機体 
だ と いう 。 パイ ロッ ト は アイ ナ ・ サ ハリ ン 。 


コジ XR 
KOJIMA 


連邦 軍 極 東方 面 軍 機械 化 混成 大 隊 の 大 隊 
長 で 、 階級 は 中 佐 。 常に 不機嫌 そう だ が 、 意 
外 に も 部 下 か ら の 信頼 は 厚い 。 公 国軍 の ラサ 
秘密 工場 基地 の 攻略 光 で イー イヤ ー 
の 副官 を 務め た が 、 部 下 を 死地 に 追い や る ラ 
イヤ ー の 束 配 に 反発 し 、 独 自 に 行動 し た 


コジ マ 大 隊 
KOJIMA BATTALION 


正式 名 称 は 地球 連邦 軍 極 東方 面 軍機 械 化 
混成 大 隊 。 一 年 戦争 時 の 東南 アジ ア 地 | 
配備 され 戦 部 隊 で ある 。 コジ マ 大 隊 に は 
連邦 製 MS の 試作 機 が 投入 され 、 作戦 地域 の 
制圧 だ け で な く 、 MS を 作戦 計画 の 立案 
や 機体 運用 理論 の 確立 な ど が 求め られ た 。 


|| サウ キャ ノン (人 前 
| ZAKU CANNON 


ジオ ン 公国 軍 東 南ア ジア 方 面 軍 に よっ て 現地 
改修 され た 機体 。 ザク I を ベー ス に 改造 され 、 
右 肩 に 大 型 キ ャ ノン 克 と スモ ー ク ・ デ ィ ス チャ ー 
ジャ ー を 搭載 し て いる 。 ゲ リラ の 村 を 占拠 し た 
公国 軍部 隊 に よっ て 軍用 され 、 地球 吉孝 軍 第 
08MS 小 隊 と ハイ ウェ イ 越 し に 交戦 し た 


ザク タン ク (ザク 1 タ イフ) | 
ZAKU TANK (ZAKU I TYPE) 


ザク タン ク の バリ エー ショ ン 機 。 東南 アジ ア 地 
区 に 駐留 し て いた ジオ ン 公 国軍 が 作製 し た 。 
ザク IT を ペー ス に し て お り 、 両 腕 の マニ ピュ レー 
ター が 大 型 クレ ー ン に 抱 朴 され て いる 。 まま 
ゼラ ・ ペ ー ス 部 分 に は ドー ザー・ ブ レー ド が 増 
設 さ れ 、 不 整地 で の 効率 的 な 作業 を 補助 し て 
いる 。 捕虜 と な っ て いた 地球 連邦 軍 第 08 小 
隊 の エレ ドア ・ マ シス と ミケ ル が 脱 
走 し た 際 、 強 礁 し て 装甲 車 を 破壊 し 


[サク タン (ザク 1 タイ プ 
本 の ハン ガー デッキ 
作業 に 対応 すべ く 


| ザク TJ 型 (アス 機 ) 
ZAKUI J TYPE (AS'S MS) 


トッ プ 小隊 の 隊員 アス が 搭乗 する ザク LJ 型 。 
オデ ッ サ 作戦 で 公国 軍 が 敗戦 し た た め 、 東 南 
アジ ア に 逃し た 機体 で ある 。 右 肩 装甲 が 
シー ルド ご と 失わ れ 、 内 部 フレ ー ム が 會 き 出 し 
腰部 分 の 装甲 


を 防ぐ た めか 、 連邦 軍 製 MS (お そら く は ジム の 
装備 ) の シー ルド を 携行 し て いる 。 本 棋 は トッ プ 
東南 アジ ア 地 


小 潤 の 他 の 機体 と 連れ 立 - 
区 の 農村 (実は ゲリラ の 村 ) 
し アス が キキ ・ ロ ジー タ に 無礼 な 行為 を 働い た 
た め 、 コ クビ バズーカ の 直撃 を 受け て 機 
能 停止 し た 。 


RE 


ザク IJ 型 (デル 機 ) 
AR JTYPE (DEL'S MS) 


トッ プ 小 隊 の 隊員 デル が 搭乗 する ザク HI 型 。 
アス 機 と 同様 、 東 南ア ジア に 逃亡 し た 機体 
ある 。 左肩 の スパ イク ・ ア ー マ ー に は 大 き な 穴 
が 開き 、 右 扇 シ ー ル ド に は ビー ム 兵 器 に よっ て 
浴 解 し た 痕 いる 。 さら に 動 カ バイ プ の 
一 郎 が 破断 し て し まっ て いる が 、 致 命 的 
働 不良 に 陥る こと は な か っ た よう だ 。 東南 アジ 
ア の ゲリラ の 村 で 、 陵 戦型 ガン ダム の 長 間 郊 
狙撃 を 受け て 大 破 し た 。 


ザク HJC 弄 


ZAKUIL JC TYPE 


ー 年 戦争 で の 東南 アジ ア 地区 に 配備 され た ザ 
2TJ 型 の バリ エー ショ ン 機 。 コク ピッ ト ・ ハ ッ チ 
と コク ビッ ト 周辺 の レイ アウ ト が 主 な 変更 点 で 、 
技 乗 時 に は 胸部 装甲 が 跳ね 上 が り 、 コ クビ ピッ 
ト ・ ハッ チ が 露出 する よう に な っ て いる 。 主 な 
バイ ロッ ト は ノリ スー パッ カー ド 


| ザク 1 (コロ ニー 戦 仕様 ) 


ーー 年 戦争 緒戦 (一 週間 戦争 ) に お いて 、 ジ オ 
ン 公国 軍 が 行っ た 電撃 的 な 侵攻 作戦 に 用 い 
られ た 機体 基本 性 能 は 変わ ら な い が 、 武 器 
の 代わ り に 猛毒 の GG (ダブ ル ジ ー) ガス 発射 
装置 を 携行 し て いる 。 この 装備 を 使っ て コロ 
内 に 毒ガス を 充満 させ 、 住 民 虐 殺 を 図っ 
で ある (た だ し パイ ロ 、 使 用 され る 
ガス は 致死 性 の な い 催涙 ガス と 説明 され て い 
た らし い ) 。 この 攻撃 に よっ て サイ ド 1、2、4 は 


ザク 1 (トッ プ 機 ) 
ZAKUI TOP CUSTOM 


ザク 1 の 地上 用 改修 機 。 オデ ッ サ か ら 逃 げ 延 
び た トッ プ 小 隊 隊 長 の トッ プ が 乗 機 と し て いた 。 
頭 部 に マル チ ・ ブ レー ド ・ ア ン テ ナ が 追加 さ 
れ 、 通 信 機能 の 強化 が 図ら れ て いる 。 また 左 
肩 ア ザク I の パー ツ に 換装 され て いる 
らし く 、 スパ イク を 外し た 形跡 が 見 られ る 。 本 機 
は オデ ッ サ 作戦 に 参加 後 、 部 下 と 共に 東南 ア 
ジア 地区 へ と 逃走 。 そこ で 地元 ゲリラ と 連邦 
軍 第 08MS 小 隊 と 交戦 と な り 、 撃破 され た 


MA ライ x 
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サル リン 家 
THE SAHALIM FAMILY 


UC.0079 アス ・ サ ハリ ン が 当主 を 務 
め る サイ ド 3 の 貴族 階 概 。 た だ し 、 そ の 頃 に は 


軍 技 術士 補 と な っ た 
アス は 、 巨大 MA アプ サラ ス に よる 地球 連邦 
軍 基 地 ジャ ブロ ー へ の 直接 攻撃 を 提 と 
ころ が 戦況 の 悪化 と 共に サハ リン 家 再 興 と い 
う 狂気 に 取っ て 変わ り 、 基 地 も 友軍 も 
て まで アプサラス を 完成 させ よう と いう 
た 。 最愛 の 妹 ア イナ ・ サ ハリ ン の 制 
止 も 、 ギ ニア ス の 耳 に は 届か な か っ た の で ある 


プ サ ラ ス を 開発 する 公国 軍 の ラサ 秘密 工場 基 


地 に 潜入 し た 際 に 戦死 し て いる 。 主 な 搭乗 機 


は 陸戦 型 ジム 、 ホバー・ ト ラッ ク 


SANDERS 


地球 に 脱出 し た フラ ナガ ン 機 関 の 子供 た ちの 


ー・ サ シン ダース 

レッ ダ が 名 付け た 。 隊 

フリ ッ チ と キキ ・ ロ 
連行 し た 


風 腕 の 持ち 主 で 


国軍 の 新型 MA 調査 と 


ー の 手足 


軍 情 報 部 に 所 属す る 詳 才 部 員 ア リ 
の 部 下 。 サン グラ ス を 掛け た 


Es コア ブス ター 
JET CORE-BOOSTER 


コア ・ ブ ー ス ター の 簡易 生産 型 。 そ ! 
ア ・ イ ー ジ ー」 と 通称 され る こと が 
実体 弾 系 を 主体 と する 。 ジ 


ガ 粒 子 砲 で は 


ロ 


オン 公国 軍 の ラサ 秘密 工場 基地 の 攻略 戦 に 


お いて 大 量 投入 され 、 


の 形 を 変え る ほど の 電撃 を 行 - 


アプ サラ ス 開 発 た め 東南 アジ ア 地区 


基 : 


設 を 内 包 す る 山 


れ た 、 ラ サ 秘 密 工 場 基 地 に 所 属す る 女性 兵 


士 。 アイ ナ ・ サ ハリ ンジ 


の 世 


ニッ カー ド 
GIDAN NICKERD 


地球 連邦 軍 東 南ア ジア 方 面 軍 補 給 中 層 隊 
長 。 初老 だ が バイ タリ ティ ー に 溢れ 、 酒 と 女 と 
賭け 事 に 目 が な い 。 さら に 補給 中 隊 議 長 と いう 
資 を 横流し し て 


の の 人 情 
生き よう と する シロ ー・ ア マ 
な お 、W-208 エ リ 
ア に ある 湖畔 の 村 で ホテ ル を 営む マリ ア に 入 
れ 込ん で お り 、 何かと 物資 を 融通 し て いた 


死神 サン ダー ス 


地球 連邦 軍 の MS パイ ロッ ト 、 テ 
に 付け られ た 不 名 誉 な 涯 名 


サン ダー ス は いく つも の 小 | 
が 、 ど の 隊 も 3 回 目 の 出撃 で こと ご 
けが 生 四 する と いう 事態 を 繰り 返し 
囲 の 者 は 次 第 に サン ダー 
神 と 見 な す よう に な り 、 彼 
と 肩 を 並べ る こと すら 拒 稀 する よう に な っ た の 
で ある 。 サン ダー 自身 も この 不可 解 な ジン ク 
ス に 思い 悩ん で し 第 08MS 小 議 の 
「 そ ん な つま らん 
が 吹き 飛ば し て や る 」 と 
シュ ワリ が 身 を 持っ て ジ 
ンク ス を 打ち 破 ろ うと し た こと で 、 サ ンダ ー ス は 
アプ サラ ス I と の 遺 貞 戦 で 馬 気 を 刻 い 起こ し て 
立ち 向かい 、 見 事 に 自分 の 手 で 「 死 神 ] の 汚 
名 を 返上 し た 


[W] m05 wm09 


ジム 頭 
GM HEAD 


地球 連邦 軍 東 南ア ジア 方 面 軍機 械 化 混成 大 
隊 第 08MS/ 小 隊 で 運用 され た 、 陸 戦型 ガン タダ 


ム の 現地 改修 機 。 陸戦 型 ガ ンダ ム の ボディ に 
パーツ 


陸戦 型 ジム の 頭 部 を 接続 し た も の で 、 
線 部 隊 の 除 全 の 筑 
ッ ト 以 外 は 陸戦 型 ガン ダム の た 
X-79 [G] と 表記 され る 。 本 
ラサ 秘密 工場 基地 の 攻略 戦 に 投入 さ 
方 支援 を 行う 量産 型 ガン タン ク の 族 血 を 担当 
そこ で ノリ ス ・ パ ッ カ ー ド の グフ ・ カ スタ ム を 相 
手 に 基 戦 し られ て し まう 。 主 な 搭 
乗 者 は カレ ン ・ ジ ョ 


ュ ワ 


ジム ・ ス ナイ パー 
GM SNIPER 


ジオ ン 公 国軍 の ラサ 秘密 工場 基地 攻略 の た 
め に 月 意 され た 機体 。 陵 紙 型 ジ ム に 大 型 ロン 
グレ ンジ ・ ビ ー ム ・ ラ イフ ル を 搭載 し た も の で 、 
基本 性 能 は ペー ス 機 と 同等 で ある 。 その た め 
「 ジ ム ・ ス ナイ パー」 と いう 名 称 も 正式 な も の 
で は な く 、 現 場 の 判断 で そう 呼ば た と する 了 向 
きも ある 。 外部 ジェ ネ レー ター と 冷却 装置 か ら 
エネ ルギー を 供給 され る 大 型 ロ ング レン シ 
ム ・ ラ イフ ル の 火力 は 凄まじ く 、 一 撃 で ザ 
バル 組 機 動 巡洋艦 ケル ゲ レ ン を 撃破 し て い 
る 。 だ が 、 直 後 の アプ サラ ス 四 と の 戦闘 で 本 
LA 
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初期 型 ジム 


GM PRECESSION TYPE 


シロ ー* ア マダ 
SHIROH AMADA 


方 面 軍機 械 化 混成 大 
戦争 緒 暴 で は 


RGM-79 ジム の 本 格 的 な 量産 を 前 に し て 先 
行 試作 量産 され た RGM-79 [G] 陸戦 型 ジ ム 
を 、 宇 宙 用 


話し た 機体 で あり 、RGM-79 
式 番 号 が 与え られ て いる 。 オデ 
: が 開始 され る 以前 の 連邦 軍勢 力 宙 域 
『 用 試 険 が 進め られ 、 収 集 され た 運用 デー 
| タ は ジム の 開発 に フィ ー ド パック さ れ た 


サイ ド 2 に 赴任 し 
軍 の 毒ガス 攻撃 を 目 疫 し 、 そ れ 以 来 、 公 国軍 
深い 憎しみ を 抱く よう に な る 。 だ が 転 
球 に 降下 する 直前 、 公 | テ 
スト パイ ロッ ト 、 ア イナ ・ サ ハリ ン と 出 会 
が 、 そ の 後 の シロ ー の 運命 を 大 きく 変え る こと 
に な っ た 。 アイ ナ と の 接 能 か ら 公 国軍 に も 
る に 足る 人 物 が いる こと を 知っ た シロ ー は 、 実 | 
うち に 、 戦い の 無 意 味 さ を 謗 | 
こ な る 。 その 想い は アイ ナ と 再会 し て 、 | 
で さら に 強く な 
リ 、 審 問 会 で スパ イ 容 疑 を 掛け られ て も アイ ナ 
を 信じ た 。 そし て 公国 軍 の ラサ 秘密 工場 基地 
攻略 終 の 最 中 に アイ ナ を 止め る た め 、 軍 を 難 
脱 。 同じ よう に 兄 ギニア ス ・ サ ハ 快 を 分 
か っ た アイ ナ と 壇 力 し て アプ サラ ス 還 を 撃破 す 
る と 、 機体 と 共に 火口 の 中 に 消え て いっ た 。 そ 
の 戦い で シロ ー は MIA 扱 いと な っ た が 、 千足 を 
失い つつ も 生き 延び て お り 、 カ ー ト と いう 名 
アイ ナ と 平穏 な 生活 を 送っ た 。 主 な 搭乗 機 は 
ボー ル K 型 . 陸戦 型 ガ ンダ ム 、 ガン ダム Ez8, 


戦闘 へ ヘリコプター 


BATTLE HELICOPTER 


機 の 割 に は 高い 機動 性 を 発揮 する 。 武装 は 機 
首 の 機銃 と 有 繰 式 ミ サイ ル ・ ラ ンチ ャ ー を 装備 し 
れ ら を 使っ て 対地 攻撃 


= | 
SHIROH | 
ナガ ン 機関 の 子供 た ちの ひ 


地球 
と り 。 地球 で 出会っ ・ ア マダ か ら そ 
仲間 を 守る べく 年 長者 と し て 気 


れ た キキ ・ ロ 


と 出会い 、 


第 07MS 小 隊 


THE 07th MS TEAM 


一 年 争 当 時 の 地球 字面 
械 化 混成 大 隊 に 属す る MS 小隊 。 小隊 長 は 
ブ で 、 隊 員 に は サリ ー と マイ ク が いる 。 第 08MS 


じ て 基 


地 に 入る 。 し か し ギニア 尋問 を | 小隊 を 生 視 し て お り 、OB 小 隊 と 交流 の ある ゲ リ 
受け て し まう 。 アプ サラ ス 開 発 に 異常 ラ の 村 が 公国 軍 に 占拠 され た 際 、 隊 長 が 講 慎 
執 汗 を 見 せる ギニア ス は 中 で 身動き を できない 隊員 に 嫌がら せ で 情報 を 伝 
きず 撤回 の 機会 を 穴 っ て いた の で ある えた こと も ある 。 だ が ジオ ン 公 国軍 の ラサ 秘密 


先 、 情報 を 知る シン シア が 捕まる こと ど : 


| 工場 基地 の 攻略 に お いて 、 全 溢 し て し まっ た 


第 08MS 小 隊 
THE 08th MS TEAM 


一 年 戦争 当時 の 地球 連邦 
械 化 混成 大 隊 に 属す る MS 
新任 少 射 の シロ ー・ ア マ : 
ジョ シュ ワ 、 エ レ ド ア ・ 

ス Jr、 ミ ケル 
士官 と は 中 


当初 隊員 た ち は 戸 惑 いと 反 
戦果 より も 部 下 や 民間 
その た め に は 軍法 会 議 に 


人 の 命 を 


重視 し 


する 向き も 
な か っ た 。 > 


電 基 地 を 発見 し て 
行方 不明 と : 


と ホバー・ ト ラッ ク で 編制 され て いる 
地球 連邦 

ー 年 戦争 時 の 地 

軍団 で 、 司令 官 

主 に 東南 中 央 ア て 
いる 地区 に 次 
く 天然 穫 拓 の 産出 ここ を 容 


る の が 極東 方 面 軍 ( 
の 軍団 に は 運 孝 箇 が 
運用 テー タ 取 得 と いう 特殊 任務 が 与え られ 、 
陸戦 型 ジ ム や 陸戦 型 ガン ダム と いっ た 初期 量 
加 (に 配備 され た こと で も 知 
た コジ マ 大 隊 も 極東 方 
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チビ 

CHIBI 
東南 アジ ア 地 区 に 位置 する バル ク 村 を 拠点 と 
する ゲリラ の ひと り 。 まだ 少年 だ : は 
する 意気 込み は 大 人 顔負け で あり 、 


て いた 。 戦い が 生む 悲劇 な ど 気 | 
る 風 も な く 戦っ て いた ちの の 、 パ ルク 村 が 戦い 
の 龍 台 と な り 、 多 く の 仲間 が 犠牲 に な る と 、 亡 


テリ ー - サ シダ ー ズ Ji 
TELLY SANDERS Jr 


第 08MS 小 隊 に 配属 され た MS パイ ロッ ト 。 そ 
れ 以 前 は 連邦 宇宙 軍 に 属し て お り 、 先 行 型 ジ 
ム で 敵 を 6 模 も 撃破 する 埋 果 を 挙げ て いた 。 だ 
が 、 そ の 華々 し い 戦 果 と は 裏腹 に 、 サ ンダ ー ス 

な ス が 付き まとっ て いた 。 か つ 
ト 隊 は すべ て 3 度目 の 出 


ンダ ー ス 」 と いう 不 名 蒼 な 津名 を 付け られ た 1 


は 、 友 軍 か ら 目の敵 に され て し まう 。 サン ダー ス 
自身 も この ジン クス を 思 一 時 は 08 小 
隊 を 転出 する こと まで 考え た 。 だ が 、 小 隊長 の 


シロ ー・ ア マダ と 隊員 の カレ ン ・ ジ ョ シュ ワ は 、 
サン ダー ス の ジン クス を き 


オデ ッ サ の 敗戦 か ら 光 げ 征 び た ト ッ プ 小 隊 の 一 
員 。 新兵 で ある アス の 教育 係 を 務め て い 
な 性 格 で 、 小 隊長 で ある トッ プ の 指示 
何かと トラ ブル を 引き 起こ す アス に 
兵士 と し て の 自覚 を 促 そう と 努め で いた 。 だ が 
バル ク 村 (その 実体 は キキ ・ ロ ジー タ た ち が 住 
) で 食料 を 調達 する 矢先 、 ア ス が 
と か ら ゲ リラ の 報 1 
撃 中 され た アス 機 を 残し て 止む な 描 退 し よう と 
し た が 、 了 戦型 ガン ダム に よる 店 距 
剖 撃 の 標的 と な り 、 機 体 を 撃ち 抜か れ て し 
まっ た 。 搭乗 機 は ザク LJ 弄 . 


東南 アジ ア 戦 線 
EASTSOUTH ASIA LINE 


一 年 戦争 に お ける 地上 の 激戦 区 の ひと つっ, 
東南 アジ ア 地 区 は 貴重 な 戦略 物資 で ある 化 
石英 料 (石油 や 天然 ガス ) が 埋 喜 さ れ て いる こ 
と で 知ら れ 、 地 球 降下 作戦 を 実施 し た ジオ ン 
公国 軍 は この 地区 を 占拠 し 、 補給線 の 維持 に 
利用 し た 地球 連邦 軍 と し て は 公国 軍 
の 捕 給 線 を 寸断 する た め に 東南 アジ ア 地 区 の 
奪回 が 名 務 で あり 、 コ ジャ 隊長 配下 の 大 隊 を 
は じ め と する 多く の 部 隊 が この 地 に 駐屯 する こ 
両者 の 間 で 流し い 戦い が 展開 し 、 
ッ サ 作戦 で 連邦 軍 が 勝利 する と 、 物 資 不 
辿っ た 公国 軍部 隊 は 次 々 と 地球 か ら 脱 
南ア ジア 地区 を 占拠 する 公国 軍 
部 隊 も 同様 で あり 、 最 終 的 に この 地区 は 連邦 
軍 に 奪回 され た 


英 


東南 アジ ア 方 面 還 
機械 化 混成 大 隊 


地球 連邦 陸軍 の 一 翼 を 担う 大 隊 。 主 に 東南 
アジ アー 中 央 アジ ア 地 区 (東南 アジ ア 戦 線 と 
呼ば れる ) で 活動 し て いた 。 この 部 隊 が 「 機 械 
化 混成 大 隊 と 呼称 され た こと に つい て は 、 当 
時 の 連邦 軍 上 層 部 の 思惑 が 色 選 く 反 映 さ れ 
て いる 。 一 年 戦争 緒戦 に お いて . ジオ ン 公 国 
軍 が 実 埋 投 入 し た MS の 戦果 は 目覚 まし く 、 連 
邦 宣 が 反撃 に 転ずる た め に は 独自 の MS 開発 
と 軍用 理論 の 確立 が 急務 と され た 。 その 一 環 
と し て 、 陸 戦 用 MS の デー タ 収集 と 運用 試験 
の 場 と し て 選ば れ た の が 東南 アジ ア 戦 線 


た 。 この 地区 を 活動 拠点 と する 部 隊 に は 優先 
複数 の MS 小隊 


的 に MS が 配備 され 、 常 時 
が 運用 され る こと と な っ 
軍 と し て は 珍し いこ と で あり 、 
械 化 混成 大 隊 ] と 呼ば れる よう | 

に 、MS パ ー ツ が 潤沢 で は な く 、 既 存 
兵器 (戦車 や 戦闘 車輌 、 歩 兵部 隊 ) と 行動 を 
する こと を 強い られ た た め に 「 混 成 大 隊 ] 
た と する 向き も ある が 、 こ 


ド ・ ダ イ L 


DO-DAII | 


ジオ ン 公国 軍 が 開発 し た ド ・ ダ イ YS を 再 設 
し た 機体 。 ペー ス 機 が 重 坦 泡 機 と し て 設計 
れ で いた の に 対し 、 こ ちら は 開発 当初 か ら サ ブ ・ 
フラ イト ・ シ ステ ム (SFS) と し て MS と の 連携 
が 考慮 され で いた 。 その た め 武 装 は 施さ れ て お 
ら ず 、 代 わり に 推力 向上 が 図ら れ て いる 。 これ 
に より 、MS を 搭載 し た すま 高い 機動 性 を 確保 
で きる よう に 反面 、 生 産 時 期 
が 一 年 戦争 末期 だ っ た た め 生産 数 は 少な い , 


(8) 本 人 ml4 


| トップ 
TOP 


トッ プ 小 隊 の 小隊 長 を 務め る ジオ ン 公国 軍 の 
MS パイ ロッ ト 。 本 来 は オデ ッ サ 地 区 に 配属 され 
て いた の だ が 、 公 国軍 が オデ ッ サ で 大 敗 を 話す 
る と 隊員 (デル と アス ) を 引き 連れ て 脱出 し 、 東 
南ア ジア 地区 に 逃げ 延び た 。 その 地 
た 農村 (実は ゲリラ の 隠れ 村 ) で 食料 
よう と し た が 、 アス が 軽率 な 行動 を 取っ 
渉 は 決裂 さら に 村 の 人 間 と 懇意 
地球 連邦 軍 MS 小 隊 (第 08MS 小 隊 ) の 前 撃 
て し まっ た 。 この 時 、 ト ッ プ は 村 か 5 の 脱 
出 を 第 一 に 考え て いた が 、 持 し 寄せ る ゲ リ フ 兵 
怖 を 覚え て 思わ ず 対 人 兵器 を 使用 . 
被害 の 拡大 を 避け よう と し た シロ ー・ ア マ 
ど め を 制 され た 。 搭乗 頂 は ザク T 


ダ に 


ドッ プ | 
DoPP | 


東南 アジ ア 地 区 を 支配 下 と する ジオ ン 公 国軍 
部 隊 (極東 方 面 制圧 軍 と 呼ば れる こと が 多い ) 
が 運用 し た ドッ プ の パリ エー ショ ン 機 。 基本 的 
な 形状 や 機体 性 能 は ペー ス 機 と 同じ だ が 、 細 
部 の デザ イン が 変更 され て いる 。 ドッ プ は 生産 
時 期 や 生産 拠点 に よっ て 細部 が 異な っ て お り . 
本 機 も 東南 アジ ア 地 区 に お ける 現地 改修 機 : 
と 思わ れる 。 主 な パイ ロッ ト は ノリ ス ・ パ ッ カ ー ド 、 


= | 
| NYEVA 


ジオ ン 公 国軍 の 少年 整備 兵 。 アプ サラ メ 開 発 
の た めのう サ 秘 密 工 場 基地 に 所 属す る 。 ま 
幼 さ が 残る 願 立ち を し て お り 、 ノ リス ・ パ ッ カ ー ド 
の グフ ・ カ スタ ム を 整備 し な が ら 、 母 国 に 帰れ る 
日 を 心待ち に し て いる 素振り を 見 せ た 


ビエ ー バ 】 基地 脱出 用 の 紙 の 準備 が 撃 いつ 
と ノリ ス ( 左 ) か 告げ られ た ニ エ ー バ ( 右 


東南 アジ ア の バル ク 村 に 居 を 構え る ゲリラ の 一 
貞 。 ゲリラ 仲間 で は 最も 背 が 高く 揮 せ て いる が 、 
菱 闘 で は 率先 し て 先陣 を 切る な ど 血 気 盛ん な 性 
格 の 持ち 主 で ある 。 だ が その 性 格 が 裏目 に 出 て 
し まい 、 廊 料 を 求め て 村 に 健 入 し た ジオ ン 公国 
軍 の オデ ッ サ 残 党 兵 (トップ 部 隊 ) の アス に 先制 
攻撃 を 仕掛 け て し まっ た 。 これ に より 村 は 戦場 
な り 、 ゲリラ の 長 で ある バレ スト ・ ロ ジー タ は 死亡 
ノッ 自身 も 対人 兵器 の 攻撃 に 晒さ れ て 命 を 沙 


ブリ ス ・ パ ッ カ ー ド 


| NORRIS PACKARD 


ジオ ン 公国 軍 が 東南 アジ ア 地区 に 建設 し た ラ 
ササ 秘密 工場 基地 の 守備 隊長 アス ・ サ ハ 
リン と その 妹 の アイ ナ ・ サ ハリ ン の 親代わり を 
務め て お り 、 ギニア ス が アプ サラ ス 開 発 の 綴 責 
任 者 と な る と 、 その 右 院 と な っ て 行動 し た 。 アイ 


ナ が アプ サラ ス の テス トバ イロ ッ | 


た アイ ナ を 見 守る よう に な る 。 そし て 最後 に は 、 
病院 船 の 脱出 を 願う アイ ナ の 望み を 叶え る べ 
く 、 基 地 砲 撃 を 担当 する 地球 連邦 軍 第 08MS 
小隊 と 単独 で 対 財 。 自ら の 命 と 引き 換え に 績 
枕 般 脱出 の 下地 を 整え 、 最後 まで 08 小 隊 を 生 
に 。 その | | の 前 に 立ち は だ 好 二 
手 こ そ 、 アイ ナ が っ か け と な っ た 想い 人 
シロ ー・ ア マダ だ と 知る 。 対 時 し て 彼女 を 託 せ 
る 存在 だ と シロ ー を 認め た ノリ ス は 、 音 びに 彼 
顔 し な が ら 散 っ て いっ た の で ある 。 MS パイ ロッ 
ト と し て の 敬 は エー ス 級 で あり ) ト ・ コ ア ・ 
ブー スタ ー に 空中 戦 を 仕掛 け て 撃隊 で きる ほど 
の 技量 を 持つ 。 質実 剛健 な 職業 軍人 だ が 強 
面 を 外 し て 部 下 や 同僚 に 対す る 面倒 見 
が 良く 、 周 囲 か ら 厚 い 信頼 を 寄せ られ て いた 
主 な 搭乗 機 は ザク! 型 、 ド ッ プ 、 グ フカ スタ ム 、 


は 


| パリー 
|VARI 


オデ ッ サ 戦線 か ら 撤退 し た ジオ ン 公 国軍 兵士 の 
ひめ )。 欧州 方 面 制圧 軍 指 揮 官 ユー リ ・ ケ ラー 
ネ に 率い られ て 東南 アジ ア 方 面 に 鬼 退 し た 。 そ 
こ で ラサ 秘密 工場 基地 の 動力 源 と な っ て いる ザ 
ンジ バル 級 機 動 巡 洋 艇 ケ ル ゲ レン で 、 地球 脱 
出 を 試み る こと と な る 。 その 際 、 友軍 の 撤退 を 控 
護 す べく 少数 の マセ フ ・ ア タッ ク で 防衛 線 を 展 
開 し よう と する ボー ン ・ ア ブス ト に 共感 し 、 防 衛 隊 
に 志願 。 接近 する 第 0BMS 小 隊 の 足止め に 成 
功 し 、 措 退 ま で の 時 間 を 稼い だ 。 ケラ ー ネ と 合流 
し で て 統 退 を 彼 の 謀殺 に 差 き 込ま れ て 
ギニア ス ・ サ ハリ ン に 役 さ れ て いる 。 


バレ スト ・ ロ ジー タ 
VALEST LOGITA 


東南 アジ ア 地 区 に ある バル ク 村 の リー ダー 
普段 は 村 の 代表 と し 
る が 、 そ れ は 表 の 顔 で あり 

軍 に 対す る 抵抗 運動 を 行う ゲリラ た ちの 頭目 で 
ある 。 公国 軍 に 故 わ れ た 土地 を 取り 
目的 で あり 、 炭 民 に 姿 を 変え た ゲ リ 
いて 抵抗 活動 を 続け て いた 。 村長 と し て 老 
な 政治 的 手腕 を 発揮 し 、 娘 キキ ・ ロ ジー タ が 
拉致 し て きた シロ ー. ア マダ に 対し 、 公 国軍 右 
領 下 の 村 の 解放 に 力 を 貸す 約束 を 取り 付け て 
いる 。 その 際 、 作 戦 開始 時 間 が 迫っ て 焦る シ 


(ゲリラ ) は 絶大 の 信頼 を 寄せ 
。 だ が オデ ッ サ の 者 党 兵 が 村 を 興 
際 に 、 パ バー ニア の 噴射 炎 で 屋敷 ご と 焼 か れ 
志 半 ば に し て 命 を 落と し て いる 


ヒゲ 


HIGE 


東南 アジ ア の バル ク 村 に 居 を 構え る ゲリラ の - 
員 。 立派 な 顎 句 が 特徴 の 巨 見 た 目 に と 
反し て 細か い 気 配り を 見 せる 。 その た め 、 ゲ リラ 

の 頭目 で ある パレ スト ・ ロ ジー タ か ら 娘 キキ ・ ロ ジー 

タ の お 目付 け 役 を 仰せ つか っ て いた 。 


ビ ピッグ ・ ト レー 級 陸戦 艇 
BIG TRAY CLASS LANDING CRAFT 


年 戦争 時 の 地球 連邦 軍 が 運用 し た 陸 導 
極東 方 面 軍 に も ピッ グ ・ ト レー 級 は 配備 され て 
お り 、 イー サン ・ ラ イヤ ー の 座 業 態 と な っ た 。 こ 
の 艦 は グレ ー に 塗装 され 、 能 首 の 実体 弾 窟 が 
メガ 粒子 砲 に 換装 きれ て いる 


A 


フラ ナガ ン 機 関 
FLANAGAN AGENCY 


ジオ ン 公 国軍 が 極秘 裏 に 設立 し た ニュ ー タ イ 
プ 研 究 機 関 責任 者 で ある フラ ナガ ン 博士 の 
下 . 人 体 実 只 納 い の 研究 を 行っ て ちり 年 貞 
の 行か な い 子 供 ま で が 実験 対象 と され て いた 
ーー 年 戦争 の 終戦 直前 、 公 国 再 興 の 日 に 備え 
る 験 対象 の 子供 た ち は 密 か に 地球 へ と 
逃がさ れ た 。 地球 に 降り た 子供 た ち は 大 人 た 
ちの 死後 も 自力 で 生活 し て いた が 、 ラ サ 秒 密 
工場 基地 で の 戦闘 後 、 行 方 を 岐 ませ て いた シ 
ロー・ ア マダ と アイ ナ ・ サ ハリ ン に 出会い 。 さ 
まさ ざま な 生き る 術 を 教わる , 


前 通 ' サ ン ライズ 163-32 


機動 戦士 ガン ダム 第 OBMS 小 隊 


ほ 


ボー ル K 型 


BALLTYPE K 


ャ リバ パー と 呼ば れ . 
ps 距離 で の に 対応 し て いる 。 ロー 

7 『 照 打 が 追加 され た の も 、 近 接 身 撃 
昔 を 考慮 し た た め と 思わ れる 。 一 方 で マニ ビュ 
アー ム を 追加 し た タイ プ と な 
り 、 作 業 機 と し て の 利便 性 向上 も 見 込ま れ て 
いた 。 その た め ボ ー ル の バリ エー ショ ン の 中 で 
は 最も 汎用 性 に 優れ て いる 


ボー ン ・ ア ブス ト 
BONE ABUST | 


オデ ッ サ 戦線 で 敗走 し た ジオ ン 公国 軍 士 官 
拉 明 部 際 を 搭載 し た ガウ 級 攻 撃 空母 指揮 し 
て 東南 アジ ア 地 区 に 向かう 途中 、 降 下 作戦 を 
実施 する 第 08MS 小 隊 と 遺 遇 。 必要 以上 の 
帳 柏 を 嫌う シロー・ ア マダ に 見 逃し て も ら っ た 
も の の 、 ア ブス ト 自 身 は それ を 


まで の 時 間 を 稼ぐ 危険 な 
アタ ッ ク 部 隊 


ホバー- 


ドラ ウ 多 


HOVER TRUCK 


陸上 に お ける MS 部 隊 の 行動 を 補 住 する た め 
に 運用 され た 、 地 球 連 邦 軍 の サポ ー ト 車 績 。 
兵 装 は 機関 鉱 が 1 碁 と 貧弱 だ が 、 機 体 下部 に 
設置 され た ホバー クラ フト ・ ト を 駆使 し た 
高い 走破 性 を 実現 。 また 機体 側面 に 大 弄 聴 
音 セ ン サ ー (アン ダー・ グ ラウ ンド ・ ソ ナー) を 
搭載 し 、 英 味方 の 音 紋 確認 や 視界 の 効か な 
い 状 況 で の 周辺 控 査 に 成 力 を 発揮 する 。 さら 
内 部 . ス に は 余裕 が ある 物資 輸 
送 や 隊員 の 休 馬 所 、 移 重 指 近所 と し て も 利用 
され た 。 シロ ー・ ア マダ 率い る 第 08MS 小 隊 に 
も ホバー・ ト ラッ ク が 1 機 配備 され て お り 、MS 
と 共に さま ざま な 戦場 に 赴 い 主 な 搭乗 
者 は エレ ドア ・ マ シス 、 ミケ ル ・ ニ ノリ ッ チ . 


ま 


| マイ ク 


MIKE 


電球 地上 軍 福 方 本 村 化 洩 
民 第 07MS 小 隊 に 所 属す る MS パイ ロッ ト 。 
隊長 の ロブ と 一緒 


、「 死 神 」 と 澤 名 され た テ 
件 を つけ て 喧嘩 を 引き 
工場 基地 の 攻略 戦 で 、 イ ー 
な 基地 突入 戦 


駆り 出さ れ た 結果 
プ の 爆発 に 巻き 
な 搭乗 機 は 陸戦 型 ジム 。 


官 。 リス 
ある ゲリラ の 村 の 監 梓 を 引き 受け て いた 。 ノリ 
ス が 特別 視察 に 訪れ て きた 際 、 村 が 地球 連 
邦 軍 筑 08MS 小 隊 の 要 撃 を 受け る 。 ゲリラ も 
加わ っ た こと で 敗戦 が 濃厚 と な っ た た め 、 マ サ 
ド は ノリ ス の 命令 で 撤退 を 行う 。 その 時 間 を 稼 
で ぐ 隊 に 戦闘 ヘリ コ プ タ ー で 北側 幸 面 の 支援 を 
受け 持つ が 。 至近 距離 か ら 訂 埋 型 ガン ダム の 
バズ ー カ に よる 砲撃 を 倒 け 戦死 し 


CI ピラ クタ ツタ 
MAGELLA-ATTACK 


一 年 戦争 時 に ジオ ン 公 | 
開発 し た 大 型 戦車 。 車体 部 ( マ ゼ ラ ・ ペ ー ス ) 
と VTOL 機能 を 有する 砲塔 部 (〒 ゼ ラー トッ プ ) 
で 構成 され 、 それ ぞ れ 分 離し て 独自 に 行動 で き 
る 。 ヨー ロッ パ 戦 線 に 配備 され た マ ゼ ラ ・ ア タッ 
ク は 現地 改修 が 施さ れ て お り 、 細 部 や カラ ー リ 
ング が 異な っ て いた 。 オデ ッ サ の 販 残 兵 が 東 
南ア ジア 地区 に で 運用 し て いる 。 主 な パイ ロッ 
ト は ボー ン ・ ア ブス ト 、 パリ ー、 ルネ ン 


W-208 エ リア に ある 湖畔 の 村 で ホテ ル を 営む 
女性 。 アプ サラ ス I の 修理 を 極秘 に 行う た め 村 
が 公国 テル が 兵士 の 宿 
と 対応 し 、 公 国 
宇 も 一 目 置い て 丁寧 に 対応 し て いた 。 ゲリラ 
の 少女 キキ ・ ロ ジー タ の 家庭 教師 も し て お り 、 
連邦 軍 に 事 能 を 報告 する た め 居合 わせ た 彼女 
を 使い な お 、 地 球 連邦 軍 の ジダン ・ 
ニッ カー ド が 「 女 神 ] と 惚れ 込ん で お り 、 優 し く 
な 源 女 で ある 。 


| | ミケ ル 


(0) D5 se D5 


リッ チチ 
【 MICHEL NINORICH 


地球 連邦 軍 極 東方 画 軍 村 械 人 混成 大 隊 第 
08MS 小 隊 に 配属 され た 新兵 の 少年 。 本 人 
は MS パイ ロッ ト を 希望 し て いた が 、 実際 に は ホ 
バー・ ト ラッ ク の 砲手 業 、 ソナ ー 手 で ある エレ ド 
ア ・ マ シス の 助手 に 任命 され る 。 着任 当初 は 
ふてくされ た 様子 を 見 せ た が 、 実 戦 を 体験 し て 
か ら は 文句 も 少な く な り エレ ドア と 候 の 合っ た コ 
* ョ ン を 発揮 し て いる 。 故 閣 に B.B. と 
いう 名 の 恋人 を 残し て お り 、 室 な 時 間 を 見 つけ 
て は 手紙 を 送っ て いた 。 し か し 、 手 紙 の 赴 り 取 

りか 5 不安 を 覚え た BB と の 仲 は 中 各 と な り 、 8 
つい に ル の 帰り を 待た ず に B.B. は 他 の 

男 と 結婚 。 幸せ そう な 花嫁 次 の 写真 を 送ら れ 

ケル だ が 未練 は 捨て 切れ な か ] 
の 後 も B.B の 写真 を 捨て られ ず に い : 
た ep ち 


フラ ナガ ン 機 関 の 了 1 
人 生 を 歩ん で 


ミケ ル 
MICHEL 


フラ ナガ ン 機関 
な っ て いた 、 双子 の 女の子 の うち の ひとり (もう 
ひと り の 名 前 は カレ ン )。 すべ て の 経歴 が 抹消 
され て いる の で 詳細 は 不明 で 、「 ミ ケル 」 と いう 
名 も 本 名 で は な く 、 軍 を 苑 受 し た シロ ー・ ア マダ 
が 付け た も の で ある (研究 所 で は No.1021 と い 
う 番 号 で 呼ば れ て いた )。 極端 に 無口 な 性 格 
で ある こと も あり 、 徳 女 が 研究 所 で どの よう な 提 
い を 受け て いた の か は わか ら な い 。 し か し . 行方 
不明 の シロ ー- ア マダ を 探し に 来 た > 
タ と の 出会い が 彼女 の 心 を 開か せ た よう だ 


一 年 戦争 時 に 地球 連邦 軍 が 運用 し 
機 。 機体 中 央 部 に 着脱 式 の 大 型 コン 
搭載 し 、160t も の ベイ ロー ド を 詩 る 。 配備 場 
所 や 運用 時 期 に よっ て 若干 の 仕様 変更 が あ 
り 、 東 南ア ジア 地区 に 展開 し た 機械 化 混成 
隊 に よっ て 運用 され た 機体 は 、 ジェ ッ ト ・ エン 
ン の イン テー ク 部 分 や 水平 尾 閉 の 形状 に 違 
い が 見 られ る 


弄 MA ア プ ・ 
サ 租 密 工 人 


| ユー リ ・ ケ ラー ネ 
| YURI KELLERNE 


ジオ ン 公 国軍 ヨー ロッ パ 方 面 制 圧 軍 の 将軍 の 
ひと り 。 豪放 孝 落 な 性 格 で 、 部 下 か ら の 信頼 
は 厚い (その 反面 、 無 遠慮 な 振る 無い を 嫌う 
者 も いた ) 。 サハ リン 家 と は 旧知 の 間柄 で あり 、 
ギニア ス ・ サ ハリ ン と は 親しい 友人 の よ 上 
し て いた 。 ヨー ロッ パ 戦 線 を 指揮 し て いた が 、 
オデ ッ サ の 敗退 を 受け て 東南 アジ ア へ の 搬 退 
を 指示 。 ギニア ス の 指揮 下 に ある ラサ 秘密 工 
場 基地 を 部 隊 再 編制 の 損 点 に 据え た 。 その 
只 、 ラサ 基地 の 動力 源 と な ジ バ ル 
級 機 動 巡 洋 艦 ケル ゲ レ ン の 接収 と アプ サラ ス 
の 開 甘 中 止 を ギニア ス に 要請 する 。 だ が 、 ア 
プ サ ラ スズ 建造 に 執念 を 農 や す : 
て 疎 ま れ て し まい 、 暗 奄 され る こと と な る 。 まだ 
開発 中 止 命令 が ギレ ン ・ ザ ビ へ と 伝わっ て い 
な いこ と が 、 尋 問 さ れ た 秘書 官 
ニア ス に 漏れ 、 ケ ラー ネ さ え 亡 き 者 と な : 
在 者 は いな 
基地 の 坊 道 に 
坦 条 され た 


辿り 沙 い た と ころ で 部 下 も ろ と も 


A 


ラ ザ 秘 密 工場 基地 | 
ジオ ン 公国 軍 が 東南 アジ ア 地 区 に 設け た 基 
地 。 新型 MA アプ サラ ス の 開発 が ギニア ス ・ 
サハ リン 技術 少 料 を 筆頭 に 進め られ で い 
山 基地 で 、 ラサ の 山 是 地 帯 の 地下 に 建造 され 
て いる 。 その た め 発 見 や 攻略 が 極め て 困難 で 
あっ た 。 基地 内 部 に は 武器 開発 工 褒 の ほか 
作戦 司 久 部 や 脱出 用 シャ トル の 打ち 上 げ 設 備 
な ど が あり 、 ザ ンジ バル 級 機 動 公洋 艇 ケル ゲ 
レン が 電力 の 供給 源 と し て 利用 され て いる 。 ア 
プ サ ラ ス を 箇 威 と 認め た 地球 連邦 軍 の コジ マ ャ 
大 隊 に よっ て 包囲 攻撃 され 、 アプサラス 皿 が 
撃破 され た 際 に 基地 自体 も 誘 糞 し 


| 陸戦 型 ガン ダム 
| GUNDAM GROUND TYPE 


地球 連邦 地上 軍 が 開発 し た 陸戦 型 MS。 RX- 
で 構成 され た 機体 で 
りな が ら も ペー ス 機 の 基本 設 
高い 能力 を 発揮 し た 。 た 
は 限り が あり 、 破損 が 続く と 他 
『 用 いら れる こと も あっ た 。 その 
た め 同 じ 陸 航 型 ガ アン ダム で も 機体 間 の 人 性能 差 
が 著 し か - され る 。 主 な 搭乗 者 は シロ ー・ ア 
マダ 、 テリ ー- サ ンダ ー ス Jr.、 カレ ント ジョ シュ ワ 』 


計 が 優れ て い 
し 余生 パー 


| 陸戦 型 ジム 
| GM GROUND TYPE 


陸戦 型 ガン ダム と 同時 期 に 、 地 球 連邦 地上 
軍 で 運用 され て いた 陸戦 MS。 当初 は 陸戦 型 
ガン ダム の み が 量 産 ・ 先 行 投入 され る 予定 
、 そ れ だ け で は 敵 戦 力 ( な い 
と 判断 され 、 陸 戦型 ジム の 生産 が 旋 較 決定 
生産 ライ ン も 陸戦 型 ガ ンダ ム の も の を 利用 し て 
既に フォ ー マ ッ ト と し て 確立 され た 量産 機 
、 パーツ の 整備 や メン テ ナ ン ス 方 法 は 末端 
の 兵士 に まで 行き 届い て いる 。 その た め 地 球 
各地 の 戦線 に 投入 され 、 特 に 東南 アジ ア 戦 
線 や オデ ッ サ 作戦 で 活躍 し た こと で 知ら れ て い 
る 。 主 な 搭乗 者 は ロブ 、 サリ ー、 マイ ク 


| 量産 型 ガ ンタ ンク 
GUNTANK MASS PRODUCT TYPE 


を 見 直し 、 生 産 性 の 
向上 を | 計 は 踏 醒 し つつ . 
コア ・ ブ ロッ ク ・ シ ステ ム や 空間 機動 用 装備 
が 排除 され た こと が 主 な 改修 点 で ある 。 その 一 
方 で 背部 ラン ド セ ル に は 自動 給 弾 シス テム が 
増設 され . 射 区 間隔 の 短縮 化 が 図ら れ て いる 。 


ルネ ン 
LUNEN 


ボー ン ・ ア ブス ト と 共に オデ ッ サ 戦線 か ら 騰 出 
し た 公国 軍兵 。 東南 アジ ア 地区 の ラサ 秘密 
工場 基地 に 向かっ た 彼 は 、 本 隊 が 擁 退 する ま 
で の 時 間 稼 ぎ を する と いう アプ スト に 貧 同 し 


ロブ 
ROB 
地球 較 孝 軍 東 南ア ジア 方 面 軍機 械 化 混成 部 


隊 第 07MS 小 隊 隊 長 。 口 が テリ ー・ サ ン 
ダー ス Jr を 「 死 神 ] 呼ば わり し て 喧嘩 を 仕掛け 
性 慎 中 の 第 08MS 小 隊 の 


に する ゲリラ の 少女 キキ ・ ロ 
ジー タ の 村 が オデ ッ サ の 壮 党 兵 に 襲わ れ 
る こと を 教え る な ど 、 嫌がら せ の 数 々 を し て いた 
ジオ ン 公 国軍 の ラサ 秘 補 工 場 基地 攻略 戦 で 
は 、 爆 発 物 の 解体 に 失敗 し て 小隊 ご と 全 減 す 
る と いう 事態 に 陥 - 搭乗 機 は 陸戦 型 ジ ム 。 


x 164-28 


機動 戦士 ガン ダム MS IGLOO 一 年 戦争 秘録 、 黙示 録 0079/ 機 動 戦士 ガサ ンダ ム MS 


IGLO02 重力 戦線 


あ 


アリ ー ヌ ・ ネ イズ ン 
ALINE NAZON iM 
地球 連 孝 軍 の ガン タン ク 小 隊 指 揮 官 を 務め る 


囚人 兵 。 技術 中 尉 と し て 了 強 詳 型 ガン タン 
6 恋人 で あぁ る 同 條 


を 

。 宣 本 幸江 二 界 に より 
終身 刑 が 下さ れ て 投 村 され た アリ ー ヌ だ が 、 率 
人 へ の 復讐 を 胸 に 囚人 兵 と な り ガ ンタ ンク 小 
と な る 。 ヨー ロッ パ 戦 株 を 転戦 し 


虹 和 44 


2 クン Ld IGL008 


アル ベル ト ・ シ ャ ハト 


ALBERTO SCHACHT 還 ] 
ジオ ン 公 国軍 技術 本 部 の 本 部 長 。 第 603 技 
術 試験 隊 に 派遣 さ マイ の 直 
属 の 上 官 で も ある 。 験 運用 を 主 


眼 と し て 新設 され た 


公 
、 シャ ハト 自身 は 
、 故 国 へ の 忠 


れ な が ら も 任務 用 行 を マイ へ と 伝 


アレ クサ ンド ロ ・ ヘ ン メ 
ALEKSANDRO HEMME [ 軸 ] 
艦艇 ヨー 


ジオ ン 公 国軍 に 戦時 微 用 され た 宇 
ツン ヘイ ム に 配属 され た 人 術 長 。 一 年 戦争 緒 
戦 の ルウ ム 戦 役 に お いて 、 ヨー ツン ヘイ ム に は 
大 型 プラ ズ マ 狗 [ヨルムンガンド] の 運用 試験 
と いう 大 任 が 与え られ 、 ヘ ン メ に その トリ ガー が 
預け られ た 。 「 大 砲 屋 冥 利 に 尽き る っ て も ん だ 」 
ヨル ムン ガン ド は 軍 上 礎 
E 躍 し た 
の は 人 型 機動 兵器 きら に 至近 
が ヨル ムン ガン ド を 前 い 、 致命 傷 を 負っ た へ 
8 る 戦争 を 左右 する の は 艦 砲 で 
は な く MS だ と 実感 。 薄れ ゆく 意識 の 中 、 ヨ ル 
ムン ガン ド の 最後 の 一 撃 を 放っ た ヘン メ は 、 爆 
敢 する 届 能 の 姿 を 謗 に 所 え な 

引き 取っ た の ; 


ABSM 
ABSM [ 鳳 ] 
Anti Beam Shietd Missile (アン チ ・ ビ ー ム ・ 


ー ル ド ・ ミ サイ ル ) 。 ジオ ン 公国 軍 が ビー ム 兵 
問 に 対す る 防御 築 と し て 開発 し た 兵 装 。 弾頭 
に ビー ム 提 乱 粒 子 を 内 蔵 し た ミサ イル を 周囲 
放ち 、 機 体 の 周囲 で 爆散 させ 
ム 提 乱 幕 を 形成 する 。 ビー ム 攻撃 を 無効 化 で 
きる が 、 一定 時間 ご と に 散布 する 必要 が ある 


い 


144 高 地 
男 ) 


地球 連邦 軍 の ヨー ロッ パ 反 攻 作 戦 で ある オ 
デ ッ サ 埋 線 に お いて 、 地 球 軍 邦 軍 独 立 混成 
第 44 旅 団 が 攻略 を 担当 し た 区 画 。 ジオ ン 公 
軍 の ダブ デ 級 陸戦 艇 に よる 精度 の 高い 砲 
苦戦 を 強い られ る が 、 ヨ ー ロ ッ パ を 転戦 す 
ンタ ンク 小隊 の 投入 で 巻き返し を 図っ た 


ヴィ ー ゼ ル 


WEASEL 


ジオ ン 公国 軍 の 水陸 両用 装 輪 人家 警戒 
太 輪 又 動 の 軽装 皿 車 用 に 収納 式 ス 
クリ ュー を 備え た : 7 
栓 堪 に は 37mm の 単 装 機 関 邊 を 搭載 する 


ヴェ ルナ ー・ ホ ル バ イ ン 
WERNER HOLBEIN 還 ] 


ジオ ン 公 国軍 海兵 隊 の 青年 。 モビ ル ダ イ パー 
シス テム の テス トバ イロ ッ ト と し て 技術 試験 隊 
に 配属 され た 。 当初 
軌道 要 撃 作戦 に 従 』 
能 が 沈め ら 
れる 。 階級 


で 奇声 を 発する 
同乗 し た 603 の ヶ 
操縦 技 
れ て いる 。 静止 衛 星 軌道 上 か ら 
に 降下 し つつ 交差 軌道 上 に ある 凍 艇 を 攻撃 す 
る モビ ル ダ イ バー シス テム は 、 nr は 者 付 
攻撃 手段 と され な が ら も 実際 
埋 果 に 見 合う だ け の 兵器 で は な か っ 
デ ッ サ 陥 基 以 後 、 公 国 
実施 し て お り 、 地球 降下 を 果たし た パイ ロッ ト を 
再び 宇 軍 に 戻す だ け の 輸送 線 を 確保 する の も 
難し い 状態 だ っ た 。 し か し モビ ル ダ イ パー シス テ 
ム の コン セプト を 気に入っ た ホル バイ 


を 口 に する こと な く 作戦 に 参加 。 2 回 の 失敗 の 
の 


後 の 作 戦 で 5 隻 の 地球 連邦 軍艦 艇 を 
連邦 軍 の 迎撃 を 受け て 被弾 機体 
こ 海 に 3 


| HLV 
HLV 由 ] 


正式 名 称 は Heavy-lift Launch Vehice (大 
シャ トル と 同様 の 軌道 和 
D ボ ディ ー 内 部 の ほとん ど 
が ペイ ロー ド で 占め られ 、 物 資 を 満載 し た HLV 
は 軌道 上 か ら 地雷 に 午 直 降下 


噴射 ロケ ッ ト を 利用 し て 軟着陸 
道上 に 大 専用 ブース ター 
よく 、 こ うし て 地上 と 周回 軌道 を 


で 輸送 任務 を 行う の で ある 。 
トル より も 生産 コス ト や 運用 コス ト が 低く 、 一 


地 は 悪く . 旅客 用 に は 使わ れ な か - 
戦争 で 地球 降下 作戦 を 実施 し た ジオ 
h 首 上 か ら HLV を 大 量 に 
部 隊 の 補給 線 を 確保 し た 。 


機 戦 士 ガン ダム MS IGLOO 一 年 才 和 、 


GLOSSARY 


[アリ ー ヌ ・ ネ イズ 


エー リッ ヒ ・ ク リュ ー ガ ー 
EHRLICH KRUGER 


第 603 技 術 試験 隊 の 叙 和 ヨ ー ツ ン ヘ イム の 
副長 。 一 年 戦争 以前 の クリ ュー ガー は 軍人 で 
は な く 、 空 間 商船 高等 専門 学校 の 卒業 生 と 
し て 商船 運航 に 携わっ て いた 。 そし て 30 代 で 
ヨー ツン ヘイ ム と 巡り 合い 、 以後 は 艦長 の マル 
ティ ン ・ プ ロホ ノウ の 片腕 と し て 航海 し で いた 
し か し 、 地 球 連 者 と の 開戦 準備 を 整え る 公国 


箇 に よっ て ヨー ツン ヘイ ム は 乗員 ご と 徴用 され 、 
クリ ュー カー も 大 尉 相当 官 と いう 軍属 と な っ た 
の で ある , 


ビー リッ ヒ ・ ク リュ ー ガ ー] 一 年 戦争 以前 か 5、 連邦 
軍 の 経済 寺 鋼 を 極 い 滑っ て 物資 輸送 を 成功 

た 百 戦 錬磨 の 船乗り で あり 、 プ ロホ ノウ ど 
ET 
る な ど 、 係 れ た 女房 次 と し て の カ を 発 探し た の で 


エル ヴィ ン ・ キ ャ ディ ラッ ク | 
| ERWIN CADILLAC LL 


一 年 間 争 未 期 に 第 603 技 術 試験 隊 に 配属 さ 
闘 大 隊 所 属 の 年 少 兵 。 また 
603 に 管理 官 と し て 派遣 され た モニ ク ・ キ ャ ディ 
ラッ ク の 弟 で も ある 。 昔 か ら 活発 な 姉 に 憧れ て 
お り 、 家 を 出 て 自由 に 自分 の 道 を 歩ん で いる こ 
と を 蒸 ん で いた 。 結局 、 跡 紀 ぎ と し て 両親 の 傍 
に 居 て 欲し いと いう モニ ク の 願い を よそ に 、 エ 
ル ヴ ィ ン は 恋 願 し て 家 を 出る の だ っ た 。 な お 、 
姉 の 手紙 に 書か れ て いた オリ ヴァ ー・ マ イ に 親 
し み を 抱い て お り 、 出 撃 前 に 言葉 N 
ゴ を 信じ て いる と 語る 。 必要 最小 限 の 訓練 で 
最前 線 に 派遣 され た た め に パイ ロッ ト と し て の 
練 度 は 低い が 、 祖 国 の た め に 戦 お うと いう 弄 
い 意 赤 の 持ち 主 で ある 。 その 一 
弟 の 実戦 参加 に 騨 念 ま 示し 
と し て の 立場 上 、 彼 を 戦場 か ら 引き 離す こと は 
で き な か っ た 。 その 不安 は 的 中 し 、 オ ッ コ で 出 
撃 し た エル ヴィ ン は 、 月 周回 軌道 上 で 遺 遇 し た 
地球 連邦 軍 の ボー ル 部 隊 と 交戦 。 仲間 に 被 
害 は 出 た も の の 導 部 隊 を 壊 渡さ せ 、 さ 
内 の 1 機 を 捕獲 する ご 
必 し た 彼 の 隙 を 突く よう に 出現 し た サラ ミス 組 
近 洋 散 の 次 撃 受け 姉 の 目 の 前 で 宇宙 の 
菩 層 と な 


し か し 安 


【 エ ル ヴ ィ ン ・ キ ャ ディ ラッ ク 】「 惣 々 は 全員 志 是 兵 で 
あり ます 。 腕 は 未熟 か も し れ ま せん が や っ て みせ ます 
自分 は 死ぬ た め は あり ませ ん 。 公国 の た 
め 、 家族 を 守る た め に 来 た の で あり ます 由 。 年 少 兵 
の お 守り を 任 され た と 慎 湊 や る か た な い ヘ ル ペ ルト 
フォ ン ・ カ スペ ン に 対し 、 エ ル ヴ ィ ン は 間 然 

度 で 自分 と 但 間 た ちの 士気 の 高 さ を 訴 え 


ビル マー・ ス ネル ]】 エル 
大 時 0 理 用 尼 は 所 の バー ソナ 


Logistic Weapon Container の 菩 称 。 掲 力 
コン テ ナ と も 呼ば れる 。 一 年 戦争 で 地球 降下 
作戦 を 成功 させ た ジオ ン 公 国軍 が 、 地 上 部 隊 
に 本 給 物 資 を 送り 届け る た め に 月 いた 外 備 で 
ある 。 同じ 目的 で 開発 され た HLV が 動力 付き 
な の に 対し て L.W.C. に は 動力 も 推進 機器 も な 
く 、 内 部 スペ ー ス の ほとん ど が ペイ ロー 
られ て いる 。 と ころ が L.W.C. は リフ ティ ング ・ 
ボディ ー の 形状 を し て いる た め 、 高 速 で の 大 気 
園 突入 後 は その 速度 を 利用 し て 揚力 を 発生 さ 
せる こと が で きる 。 そし て グラ イダ ー の よ 
空 し 、 補 給 物資 を 地上 の 任意 の 地点 に 送り 
届け る の で ある 。 動力 が な いた めし .W.C. の 生 
産 コ スト は 極め て 安価 と な っ た 。 だ が 実際 に 運 
用 し て みる と 、 印 生 な 機体 は 大 気 園 
動 性 が すこ ぷる 悪く 、 飛行 距離 も 思っ た より 短 
か っ た 。 そし て な に より 地 麗 連邦 軍 の 防空 兵 
器 の 格好 の 本 食 と な る と 予測 され た 。 この 事 
態 を 打破 する に は L.W.C. に 高い 機動 性 を 付 
与 すれ ば いい こと は 明白 だ っ た 。 そこ で 人 国軍 
技術 開発 部 は LW.C. に 高 機動 マヌ ー パ ・ シ 
ステ ム と 管制 ユニ ッ ト を 増設 する 計画 を 発動 し 
これ が 「 モ ビル ダイ パー シス テム 」 の 端緒 


で ある 。 ゼー ゴ ッ ク に 用 意 され た LW.C. は 、 
傍 に 応じ て 内 部 兵 装 を 交換 で きる よう に な っ 
お り 、 


Np で 区 記 する 学生 較 し 


ク に 用意 され た LW.C. は 2 種類 
頂 平 形状 の タイ ブ (上 ) で 、 こ 
サイ ル も し く は ロケ ッ ト ・ 
も う ひ と つ は 先端 に 
下 ) で 、 試作 拡 骨 メガ 者 


後 は LWG< 
損なわ な いよ うに 


エル マー・ ス ネル 


ジオ ン 公国 軍 の 欧州 方 面 軍 に 所 属す る MS パ 
イロ ッ ト 。「 ホ ワイ ト オ ー ガ ー」 (白き 鬼 ) の 異名 
を 取り 、 公国 の 国営 放送 で 取り 上 げ ら れる ほど 
ヨー ロッ パ 戦 線 で 大 き な 戦 果 を 挙げ て い : 
が 、U.C.0079.07.26、 北 方 戦線 に お いて 「 地 
球 連邦 軍 の が お 忍び で 視察 に 来る ] と の 
偽 情 報 に より 出撃 。 連邦 軍 第 44 機 械 化 混成 
連隊 の ハー マ : ル 中 尉 率い る 埋 車 小 
隊 の 待ち 伏せ を 受け て 交戦 し た 際 、 61 式 戦車 
5 型 の 主砲 を コク ピッ ト に 受け で 戦死 し て いる 。 
死神 に 交 和 人 られ て いた 者 の ひ 
。 指 乗 機 は ザク IJ 型 


は リヴ ァ ー・ マ 1 曲 者 

揃い の 603 に ね いて 、 試 

作 兵 問 の 試験 軍用 
ける マイ の 純 東 さ は 


9GG0' 


一 年 戦争 末期 、 戦 局 悪 化 と 物資 困 突 に 人 
ジオ ン 公 国軍 技術 本 部 が 「 決 戦 兵器 ] と いう 
名 目 で 信連 開発 し た 駆逐 モビ ルポ ッ ド 。 実際 
の オッ ゴ は 劣勢 の 公国 軍 の 台所 事情 を 反映 し 
て 正規 の 手続 き を 踏ま あま ま に 、 な し 崩し 的 に 
量産 され た 機体 で ある 。 構成 パー ツ も 新規 作 
成 で は な く 、 既 存 の MS パー ツ を 流用 し て 組み 
立て られ た 。 特に 当時 の 公国 軍 は 地上 か ら 搬 
退 し て 陵 用 MS の パー ツ が 余っ て 
いた 。 冷却 装置 の な い 地 上 用 ジェ ネ レー ター 
が オッ ゴ に 搭載 され た の は その た めで ある 。 だ 
が 宇宙 空間 で は 排 熟 用 の 装置 は 必須 で あり 、 
苦肉の策 と し て 推進 剤 を 冷却 剤 に 流用 する こ | 
と が 決定 し た 。 その た め 巨 大 な プロ ベラ ント ・ 
ク を 搭載 し た オッ ゴ は 、2 基 の ドラ ム 向 を 
横 に 繋げ た よう な 極め て 不 愉 好 な も の と な っ て 
し まっ た 。 と ころ が 機体 サイ ズ に 見 合わ な い ほ 
どの プロ ペラ ント ・ タ ンク の 搭載 は 作戦 行動 
時 間 の 向上 と 激しい 機動 戦 を 可能 と し た 。 結 
果 と し て は 地球 連邦 軍 が 開発 し た モビ ル 
「 ボ ー ル ] を 上 回 る 浴 在 能力 を 導 得 する こと と 
で ある 。 武装 は すべ て ザク 系 MS の 携 
兵 装 を 流用 し 、 機 体 右側 の アタ ッ チ メン ト に 
マシ ン ガ ン や バズ ー カ を 設置 可能 。 また 機体 
各部 の アタ ッ チ メン ト や ハー ド ・ ボ ポイ ント に ロケ ッ | 
ト 弾 ツル ム ・ フ ァ ウ スト を 装備 で き 、 必 | 


要 に 応じ て 兵 装 を 変更 で きる 
装 業 AMBAC (アン パック) 肢 
部 に 2 基 の マニ ビュ レー ター 
装備 に より 、 
用 が 可 
成 
防戦 直前 に カス ペン 戦闘 大 隊 に 組み 込ま れ た 
第 603 験 隊 へ と 配備 。 運用 試験 と は 
名 ば か り の 実戦 投入 が 行わ れ た 。 その 数 は 34 


置 。 これ ら の 
造 品 な が ら も オッ ゴ は 和 柔軟 な 運 
能 な 機体 と な っ た の で ある 。 こう し て 完 
清き 着け た オッ ゴ は 、 ア ・ パ オア ・ ク ー 攻 


機 に 上 る と 記録 され て いる が 、12 月 30 日 と 31 
日 に 行わ れ た 戦闘 で 多く が 失わ れ て いる 。 主 
な 搭乗 者 は エル ヴィ ン ・ キ ャ ディ ラッ ク 。 


【 オ ッ ゴ 】 中 央 の コク ビット ・ ブ ロッ ク を 岳 む 左右 の 円 
人 簡 状 ユニ ッ ト が プロ ペラ ント ・ タ ンク で あり 、 その 形状 
か ら 「 先 祖 返 り ] [ドラ ム 缶 」 と 語ら れる こと も あ - 

と は いえ 技術 本 部 が 求め る 最低 の 機体 性 能 は クリ 
アー し て お り 、 思わ ぬ 理 果 を 発揮 し た 


= マイ 
OLIVER MAY 


第 603 技 術 試験 隊 に 配属 され た ジオ ン 公 回 軍 
の 技術 中 尉 。 一 年 綾 争 開戦 の 3 ヶ月 前 
を 卒業 し て 公国 軍 に 入隊 し 、 技術 情報 科 士 官 
と し て 任官 し て 603 に 配属 され る 。 新兵 器 の 


試験 運用 と デー タ 収集 を 目的 と する 603 は , マ 
て まさ に 天 李 と いう べき も の た 
還 の 機体 は と れ も 由 局 の 直 
それ 以前 ( 


配備 や 有効 性 すら 怪し い 放 人 兵器 ば か り だ 
た ご 3 人 603 と る 作 兵 


面 し た マイ は 得 誠 と し て し まう 、 し か 
不遇 の 試作 天 器 に も 鍼 い 想 い を 傾け る 者 た 
開発 担当 者 や パイ ロッ ト な ど ) が いる こと を 運 
用 を 通し て 名 っ た マイ は 、 技 和志 


な っ は 、 戦 場 の 空気 を 肌身 

に 、 兵 問 開発 を 通し て 戦争 に 関わ っ 
人 々 の 想い に 共感 し た 。 「 僕 は 今 、 戦 うべ き ! 
と し て ここ に 来 まし た 
座り 、 本 当 に わ : 
合 を は 
を 預け た 兵器 を 見 つめ る こと 。 た と え それ が ど 
の よう な 兵器 で あっ て も 、 記 録 を 後世 まで 王 し 


た い 。 だ か ら ! 未来 に それ が 繋が っ て …… 男 
た ち が 信 じ た ひと つの 道 を ] と 、 戦 場 
に 身 を 置い 言葉 は 、 迷 い 


振り 切っ た 彼 の 心境 を 端的 に 表し て いる と 言え 
よう 。 ちな み に この 激戦 を マイ は 生き 
その 後 、 彼 が どの よう な 生き 方 を 
不明 で ある 


か 


カー ゴト ラッ ク 
CARGO TRUCK iM4 


地球 連邦 軍 の 6 輪 式 車 績 。 主 に 兵員 の 輸 
を 担い 、 キ ャ ピン に は 複数 の モニ ター と 通 
問 を 持つ 。 リア ゲー ト の 中 央 パネ ル は ステ ッ プ 
と し て 機能 する 。 武装 と し て 車載 機関 銃 を 搭 
幸助 手 席 に 乗り お 込ん だ 乗員 が 手動 で 貞 ] 
ヨー ロッ パ 戦 線 の 第 44 機 械 化 混成 連隊 を は 
じ め 、 地上 部 隊 で 広く 運用 され て いた 


デー 
ゴト ラッ ク 】 ペン 
『、 マリ ア 
も の の 
され 、 さら に 車 斬 は 身 を 潜め る 対 MS 特技 兵 た ち | 
け て 投稿 され た 


ュー 
バー バリ ー 率 いる 対 MS 特技 
も 連用 し た 。 ザク 
マシ ン ガ ン で 吹き 飛ば 
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機動 戦士 ガン ダム MS IGLOO 一 年 戦争 


カス ペン 戦闘 大 隊 | | | 観測 ポッ ド 
回 


生 律 の ジオ ン 公国 軍人 で ある ヘル ペル ト ・ フ ォ 
ン ・ カス ペン を 隊長 と する MS 部 隊 。 一 年 戦 


i) 


ヘイ ム に 搭載 され た デー タ 収 集 用 無 
| 問 。 第 603 技 術 試験 際 の 運用 試験 に 


争 終盤 、 ソ ロモ ン に お ける 戦闘 で 大 損害 を 受 

け 、 宇 軍 要 宏 ア ・ バ オア ・ ク 一 防御 の た め に | が 、 観 測 宙 域 に 投入 され る と パー ツ を 展開 し て 
急 宰 編制 され た 。 その 際 に 第 603 技 術 試験 隊 自動 的 ( き 

が この 大 隊 に 編入 され て いる 。 だ が 大 仰 な 部 | 介し て デー タ を ヨー ツン ヘイ ム に 転送 する よう ! 
隊 名 と は 裏腹 に 、 配 備 さ れ た の は 急造 され た な っ て いる 。 603 部 隊 に は さま ざま な 試験 兵器 


が 配備 され 
測 ポ ッ ド に よ 


、 そ れ ら 兵器 の 記録 は この 観 


駆 九 モビ ルポ ッ ド 「 オ ッ ゴ ] と 年 端 も 行か ぬ 年 
3 て な され た の で ある 


と いう 有 欄 れ に 対し て カズ 
は 人 目 も は ば か ら ず に 趣 り の 声 を 上 げた が 
を 返せ ば 当時 の 公国 軍 に は その 程 
し か 残さ れ て いな か っ た と いう 3 
603 部 隊 が 編入 され た の は オッ ゴ の 評価 試験 
の た め と いう 名 目 で あっ た 。 だ が ア ・ パ オア ・ ク ー 
の E フ ィ ー ル ド の 防衛 任務 に 絶 いた 戦闘 大 隊 
は 連邦 軍 の 獲 攻 に 耐え 抜き 、 要 震 か ら 脱 出す 
る 友軍 艦艇 か ら 連 邦 軍 の 目 を 引き 離す こと に 
成功 し て いる 。 な お 、 ソ ロモ ン 戦 後に 再編 され 
た 大 隊 の 構成 は 、 カ スペ ン 大 佐 を 指揮 官 と し 
て 専任 准尉 3 名 、 年 少 兵 30 名 (曹長 10 名 

佑 長 20 名 ) で あっ た 。 な お 、 年 少 兵 の エル ヴィ 
ン ・ キ ャ ディ ラッ ク 曹 長 は 第 1 中 隊 第 2 小隊 の 
小 議長 で 、 フ ラン ツ ト 何 長 と フリ ー ド リ 

ヒ ・ カ ッ テ ル 何 長 を 


いた 


観測 機 


第 603 技 術 試験 隊 が 乗り 込む 
載 され た デー タ 了 収集 用 小型 宇宙 艇 。 武 
は な く 、 埋 闘 力 は 皆無 で ある 。 その 代わ り に 機 


フス キー 粒子 散布 環境 下 で も 必要 
を 収集 する こと が で きる 。 と 
に は 観測 宙 域 (往々 に し て 実 
必要 が あり 、 デ ー タ 収集 
は 相応 の 覚悟 と 技量 


4 革 1 組 の 砲 を 5 基 搭 載 し た 発射 装置 本 体 
放 然 板 で 構成 され て お り 、 モ ビル ダイ パー シス 
テム (ゼー ゴ ッ ク ) の 兵 装 の ひと つと し て 運用 さ 
れ た 。 と は いえ モビ ル ダ イ パ バー シス テム は 使い 
捨て が 前 提 で あり 、 強 力 な 火力 を 有する クー ベ 
ル メ も 使用 後 の 破 率 を 全 僕 な くさ れ て いる 。 だ 
が 運用 例 に お いて 唯一 、 地 球 連邦 軍 巡 洋 艦 
4 箋 と 戦 能 1 隻 を 撃破 し 、 そ の 威力 を 遺 殿 な く 
示し た 兵 装 で あ - 


機動 戦士 ガン ダム MS IGLO02 重力 戦線 


ジオ ン 公 国軍 に 寝返っ た 地球 連邦 還 
隆 埋 強 型 ガン タン ク の 開発 に 携わっ て お り 
技術 士官 の アリ ー ヌ ・ ネ イズ ン と は 恋人 同士 で 
あっ ウラ イド は 陸 理 強 紅型 ガン タン グ の 
情報 を 手 土産 に 公国 軍 へ と 走り 、 その せい で ア 
身 
公国 軍 に 身 を 置い た クラ イド は 、 連邦 
め オデ ッ サ の 情報 を 連邦 軍 


リー ヌ は 軍機 情報 漏洩 庄助 罪 の 定 罪 で 
刑 と な る 


その 際 に 
リー ヌ は 死ん だ も の と し て 覚悟 を 決め て い 
、 オ デ ッ サ 戦 線 の 144; 
人 兵 と な っ た アリ ー ヌ と 再会 。 自 分 が 搭乗 する ダ 
ブ デ 級 陸 戦 角 を 自爆 で 破壊 し よう と する 彼女 を 
得 し よう と する が 、 命 を 惜しん で の 
られ て し まい 、 自 爆 を 止め る こと は で き な : 


写真 。 因 人 兵 と な 
破 へ の 


け 


「 ゲ ル グ グ (カス ペン 専用 機 ) 
GELGOOG 一 ]| 


ヘル ペル ト ・ フ ォ ン ・ カ スペ ン に 与え られ た 再 
用 機 。 頭 部 に マル チ ・ プ ブレード アンテナ を 増 
設 し た 中 隊長 仕様 機 で ある 。 ラン ド セ ル や 機 
体 各部 に 設置 され た スラ スタ ー の 推力 は 量産 
機 よ り も 優れ て お り 、 高 機動 戦闘 に 耐え 5 れる 
スペ ッ ク を 有 し て いる 。 また 機体 色 は グ 


レー に 変更 され 、 右 扇 装 甲 に は カス ペン の エ 
ン ブ レ ム ( 骨 骨 ) が 描か れ て いる 。 開発 時 期 が 
一 年 戦争 末期 だ っ た こと か ら 充 分 な 機体 数 が 
生産 で き な か っ た ゲル ググ だ が 、 そ の よう な 状 


況 で も カス ペン が 専用 械 を 与え ち れ た と いう ご 
と は 、 彼 の 技量 が 高く 評価 され て いた こと を 示 
す も の で あろ う 


(2) 05 ser02 


| コア ・ ブ ー ス ターH 
| イン ター セプト タイ プ | 
CORE-BOOSTER HINTERCEPT TYPE [ 則 | 


一 年 紙 争 で 地球 連邦 軍 が 運用 し た コア ・ ブ ー 
スタ ー の パリ エー ショ ン 機 。 機 導 に コア ・ フ ァ イ 
ター を 流用 し 、 大 出力 ブース ター と プロ ペラ ント 
| タン ク を 兼ね た 大 型 ユニ ッ ト を 接続 し た 高 高度 
迎撃 用 の 改修 機 で ある 。 ペー ス 機 が 大 気 圏 
対し て 、 本 機 は あ 
くま で 大 気 園内 に 限っ た 運用 を 想定 し て いる 
その た め 余 分 な 装備 を 除外 し た 機体 は 優れ た 
加速 性 能 を 発 押し 、 敵 航空 戦力 へ の 迎 没 戦 
闘 に 用 いら れ た 。 さら に 機体 下部 の ラッ チ に 外 
装 式 ロ ケッ ト ・ モ ー タ ー を 設置 する こと で 、 航 


ン 公 国軍 読 作 兵器 ゼー ゴ ッ ク を 迎撃 する た め 
に 本 機 が 投入 され た 。 


KOMUSAI 画 | 


ジオ ン 公国 軍 が 軍用 し た ムサイ 級 軽 巡 洋 能 に 
搭載 され て いた 大 気 園 突入 カブ セル 。 第 603 
技術 試験 隊 に も 配備 され 、 重 力 下 で の 運用 
試験 が 必要 な 試作 兵器 の 運搬 に 用 いら れ た 
603 部 隊 の 機体 は ペイ ロー ド 搬出 口 が 異な る 
タイ プ で あり 、 通常 は 機体 下部 に 位置 する 携 
出口 が 後部 (メイ ン ・ ス ラス ター の 間 に 位置 し 、 
外側 に 展開 し た 陳 鼓 が スロ ー プ に な る ) に 変更 
いる 。 ご : っ て 着陸 後 の 物資 搬入 
容易 に な っ た ほか 、 飛 行 中 に 物資 や 兵器 を 
投下 する 空 抵 任 務 に も 参加 可能 と な っ た 


さ 


サウ ロペ ル タ 
SAUROPELTA | 
ジオ ン 公 国軍 の 電機 動車 。 ジオ ン が 公国 制 に 


全 行 + る 稲生 開発 され て お り 、 コ スト パフ ォ ー 
シン プル な 模造 を 持つ 。 多様 
な 環境 に 適応 きる 汎用 性 を 備え る た め 公 国 
軍 の 地上 侯 攻 に お いて 重宝 され 、 歩 兵部 隊 
や 偵察 部 隊 な ど く 運 用 され た 。 


ザク J 型 ( セ モ ベ ン テ 隊 ) 
ZAKUT J TYPE 


地球 連邦 陸軍 の 特殊 部 隊 「 セ モ 隊 ] が 
直 獲 運用 し た ザク IIJ 型 。 U.C.0079.05、 セ 
北米 大 陸 の アリ ゾ ナ 砂 削 に 点 
在 する ジオ ン 公 国軍 物資 集積 所 の 破壊 と いう 
特命 を 帯び た 。 その 際 に 彼ら は 公国 軍 か ら 南 
ク 1 型 を 使用 。 友軍 部隊 の フリ を し 
近 し 、 公 国軍 兵 の 油断 を 誘っ た 
と で ある 。 さら に 弾薬 を は じ め 
と する 消耗 品 は 焼け 残っ た 残骸 か ら 奪 い 、 小 
部 隊 な が ら 極 め て 効率 的 な 破壊 活動 を 行っ て 
いた 。 当時 、 連 邦 軍 は MS を 所 有 し て お ら ず 、 
公国 軍 が 疑わ な か っ た の も 無理 は な いと 言え よ 


う 。 だ が 、 第 603 技 術 試験 隊 に よる モビ ル タ ン 


ク 「 ヒ ルド ルプ ] の 運用 試験 の た め 地 上 に 降下 
し た コム サイ を 攻撃 し た こと か ら 、 ヒ ルド ル ブ と 
交戦 と な り 全 減 し て いる 。 


了 土 ガン ダム MS GLO02 重力 戦 折 


| ザク IJ 型 ホワ イト オー ガー | 


ZAKUILJ TYPE WHITE OGRE (m2 a 


ジオ ン 公園 軍 の 欧州 方 面 軍 に 所 属す る エル 
マー・ ス ネル 大 肝 の 専用 機 。 マル チ ・ ブ レー ド ・ 
ナ を 備え て お り 、 ト カゲ の パー ソナ ル マ ー 
ク と 白い パー ソナ ルカ ラー が 特徴 で ある 。 その 
カラ ー リ ング と 戦果 か ら 、 白き 鬼 = ホワ イト オー 
ガー」 と 呼ば れ 地球 連邦 軍 の 兵士 た ち に 恐れ 
られ て いた 。 だ が 、 連 邦 軍 第 44 機 械 化 混成 
運 隊 の ハー マン ・ ヤ ン デ ル 中 尉 率い る 、 特 別 
意向 の 昔 事 小隊 に よっ て 党 破 され て いる 。 


| ジー ン ・ ザ ビエ ル 
【 JEANNE XAVIER 


男 
ジオ ン 公 国軍 の 第 603 技 術 試験 隊 に 所 属す 
る 女性 。 603 部 隊 の 母艦 ヨー ツン ヘイ ム の 2 
等 航海 士 と し て 、 案 敵 を は じ め と する オペ レー 
ター 業務 を 担う 。 公国 軍服 を 身 に 着け て いる 
ザビ エル は 「 軍 人 人 」 で は な く 「 軍 属 ] で ある 
ン ヘ イム は 民間 の 貨客船 を 乗員 ご と 徴 
用 し た も の で あり 、 秀長 を は じ め と する 多く の 生 
員 が 軍属 で あっ た 


U.C.0079.04.26、 撃墜 され た ドッ プ の 火球 と 
共に 地上 に 降り 立っ た 存在 。 剥き 出し の 強い 
感情 を 持つ 魂 を 欲し て お り 、 戦 い に 強 い 想い 
を 抱く 兵士 に 送り 付い て 、 そ の 感情 を 浪 っ て 戦 
い に 向 か わせ た と いう 。 地上 を 地球 園 の 奈落 
と 呼び 、 オ デ ッ サ の 戦い が 葵 わっ た の ち 地 狼 
の 門 は 末 だ 閉じ ず ] と 玉 い た 死神 は 、 < 
の 血 が 流れ る こと を 理解 し て いた 。 


ジム (後期 型 
eM = 皿 


ジム の 後期 生産 型 を 改修 し た タイ プ 。 後期 型 
は 、 当初 の スペ ッ ク を 発揮 で き な か っ た 初期 生 
産 型 の 技術 的 問題 を 解決 し 、「V 作 戦 ] が 目指 
し た 本 束 の 性 能 を 取り 戻し た 機 休 で ある 。 一 
方 、 ルナ ツー の 工 座 が 独自 に 開発 し た 宇宙 用 
ジム を ペー ス に し た 機体 と いう 説 も ある 。 


| ジム (先行 量産 型 ) | 
| eM 


地球 連邦 軍 の 主力 MS。 ジオ ン 公 国軍 第 603 
技術 試験 隊 が 、U.C.0079.11.07 の ツタ 最 
終 評 価 試 験 に お いて 適 遇 し た 。 ジャ ブロ ー 基 
地 や ルナ ツー で 大 量 生産 され た 先行 量産 理 で 
あり 、 数 合わ せ の た め の 謙 価 版 量産 機 と され 
る タイ プ で ある ( ゾ ダ を 追跡 し て ジェ ネ レ ー タ ー 
が オー バー ヒー ト し 、 自 壊し た の も 廉価 版 ゆ え 
か も し れ な い ) 


ジャ ン ・ リ ュ ッ ク ・ デ ュ バ ル 
| JEAN LUC DUVALL 


EMS-10 ヅダ の 評価 試験 の 一 環 と し て 、 第 
603 技 術 試験 隊 に 着任 し た ジオ ン 公国 軍 テ ス 
ト パ イ ロッ ト 。 元々 は ZIMMAD (ツィ マッ ト ) 社 
の テス ト パ イ ロ ッ ト で あり 、EMS-04 ヴ ダ の 開 
発 に 携わっ て いた 。 し か し ZEONIC (ジオ ニッ 
ク ) 社 の 開発 し た ザク 1 と の トラ イア ル 中 、 空 
中 今 解 事 故 を 起こ し た EMS-04 は 制式 採用 を 
見 送ら れ て し まう 。 評価 試験 で 新型 と 喧伝 れ 
た EMS-10 は 欠陥 機 の まま で 、 運 用 試験 軍 
上 大 部 の プロ パガン ダ と いう の が 実情 
デュ バル 自身 は その 事実 を 知っ て いた が 、 そ れ 
を 隠し 続け て いた 。 し か し EMS-10 の 空中 分 
解 事故 は 地球 連邦 軍 に よる プロ パガン タダ 放送 
で 赴 呈 し て し まう 。 それ で も 一 握り の 可能 性 を 
信じ る デュ バル は 、 オ デ ッ サ か ら 脱 出し た 友軍 
部 隊 を 幸 出 すべ く ツ ダ で 発進 。 ジム 部 隊 を 相 
手 に 番 戦 し 、 最 後 | ネ レ ー タ ー を オー バー 
ロー ド さ せ て 、 機 体 と 共に 虚空 に 消え て いっ た 。 


通 近 する 戦況 の 影 旨 了 両用 MS で ある ズ 
ゴ ッ ク を 流用 し 、 再 設計 が 施さ れ た 。 当時 の 
公国 軍勢 力 は 地上 の 右 頒 区 域 を 追わ れ て 宇 
軍 に 移行 し つつ あっ た た め 、 宇 宙 戦 で は 軍用 
で き な い ズゴック の 
る 。 地球 周回 軌道 か ら 大 気 園 に 突入 する モビ 
は 高い 気密 性 や 蝶 補 な 


大 気 中 水中 を 
核 ハ イブ リッ ド ・ エ ンジ ン を 
搭載 し て いる こと に 転用 の 理由 を 求め る 者 も い 
る 。 機 佐 の 右腕 は セン サー・ ユ ニ 
また 下半身 は 完全 に 
竹 兵 装 を 搭載 する 大 型 コン テ ナ (LWC) と の 
接続 装置 と 熱 核 エ ンジ ン が 搭載 され た 
が 接続 きれ た ゼー ゴ ッ ク は 軌道 上 か ら 投下 さ 
れ 、 任 務 終 了 後 は LWC を 投棄 し て 滑空 。 周 
辺 空域 で 待機 する ガウ 攻撃 空母 が 収容 する 
だ が 収容 後 、 パ イロ ッ ト と 戦闘 デー タ は 宇宙 に 


た 。 な お 、 


ジオ ン 公国 軍 が 地上 で 運用 し た B 輸 式 の トラ ッ 
ク 。 幌 を 張っ た 開放 式 の 荷台 を 備え 、 中 央 の 
床 は 展開 する こと で 簡易 ペン チ と し て 合う こと が 
で きる 。 主 に 後方 で の 人 員 輸 送 に 用 いら れ た 。 


し で 構成 され 
イヤ を 備え 


a 


ォ ン ラズ 165-28 


ち て 


中 型 汎用 バイ ク デメ ジ エ ー ル ・ ソ ン ネ ン 
中 M| DEMEZIERE SONNEN [] 
ジオ ン 公 国軍 が 地上 で 運用 し た 軍用 バイ | ジオ ン 公国 軍 の 戦車 兵 教導 団 の 教 
ク 。 自動車 製造 で 名 を 衝 ら れる 開発 メー カー | 官 を 務め る ほど 優秀 MS 
ss 通称 ベン ク ) 製 で 、 軍 内 部 の 政治 的 な | の 転 科 適応 試験 k、 自 景 自 秋 
SE 第 44 機 械 化 混成 連隊 カゲ 仙 いて 地 用 され た と 晶 き れ て いる 。 し 9 し 実 | に な 生活 を 送っ て いた 。 し か し 
セ モ ベン テ 隊 本 || | 除 の 運用 に 価 を | ULC.007905、 試 作 MT (モビ ル タ ン ク ) ヒル ド 


年 て お り 、 長 班 離 償 察 や 伝 人 任務 、 空手 作 戦 | ルプ の 評価 試験 を 行う た め に 第 603 技 術 試験 
= 地球 連邦 軍 欧 州 方 面 軍 の 一 部 隊 。 連隊 の | に まで 投入 され た 。 地 上 部 隊 で 広く 配備 され て お | 隊 に 配属 と な る 。 MS が 戦場 の 主流 と な 
地球 連邦 地上 宣 に 所 属す る 特 珠 部 隊 ( 元 は | 対 IM 特技 兵 小隊 を 指揮 する ペン ・ バ ー バ リー | り 、 ラ ン バ ・ ラ ル 独 立 遊 疫 隊 で も 運用 され て いる 年 戦争 に お いて ヒル ドル ブ が 実戦 配備 され る 
戦車 部 隊 ) の ひと つ で 、 隊長 は フェ デリ コ ・ ツ ァ | 中 尉 は 部下 が 次 々 と 戦死 する た め 死神 と 撮 拉 可能 性 は 皆無 で あり 、 ご 
リア ー ノ 。 特殊 部 隊 は 直 残 し た ザク を 運用 し 、 | され 、 戦 車 小隊 の 指揮 官 ハ ー マ ン ・ ヤ ン デ ル 配備 の 口実 
FE 中 慰 は 死神 と 墓 らし て いる と 暗 さ れ て お り 、 人 | 車 兵 と し 
生き 残り 続け た こと で 死神] と 呼ば て 疑わ な か 
し か し 、 両 名 と も 滋 戦 
数 や 作戦 活動 男 団 は 極 と し て いる 。 の ち に MS が 配備 さ 
モ ベ ペン テ 隊 は ジオ ン 公 国軍 勢力 下 の ポ 144 旅団 と し て 再編 され た 。 大 
ゾ ナ 夏 漠 に て 活動 し て お り 、 2 個 小隊 で 部 隊 を ケー レ ・ コ レ マ ッ タ 少 佐 
形成 し て いた 。 U.C.0079.04.29 に 第 128 物 
交信 積 所 05 09 に 第 7 物資 和 策 所 を 環 軸 | | 


ソン ネン は セ モ ペ 
が 、 自 分 も 隊 長 


十 全 に 使い こなし 
ン テ 隊 を 全 減 に 追い 3 
“ ッ ァ リア ー ノ ) と 相討ち と な り 、 大 


の 柴 積 所 が 公国 軍 試 作 兵器 モビ ル タ ン 第 603 技 術 試 験 隊 | し た ヒル ドル プ を 墓標 と し た の だ っ た 
ク 「 ヒ ルド ル : り テ スト 地域 近辺 で あっ た ご , | 由 ] に 603 部 隊 に 配属 され 
門 | ラッ ク は ソン ネン と 六 見 
シオ する 特 狂 部 隊 
戦時 衛 イム を 


と し 、 試 作 兵器 の 試験 軍用 と 評価 ・ 査 定 を 主 
な 任務 と し た 。 試験 隊 の 報告 を 基 に し て 兵器 
開発 の 指針 を 決定 する と いう の が その 目的 で あ 
が 第 603 技 術 試験 際 に 送ら れ て く 。 
実戦 で は 利用 価値 
Hh を 押さ れ た も の が は と ん ど で あり 
開発 現場 へ フィ ー ド / 
よう だ 。 緒戦 で は 電撃 的 な 勝利 
っ た が 、 湯 株 が 障 着 状 


な か っ た 
反 め た 公国 
路 り 算 化 の 一 


ZUDAH [ 還 ] 
UC.0071 に ZIMMAD (ツィ マッ ト ) 社 に よっ 


て 設計 ・ 開 発 され た 機体 (EMS-04) 。 も し く 
は その 機体 を ペー ス に 改修 作業 を 施し 、 一 年 
戦争 


いて 第 603 技 術 試験 隊 が 評価 試験 
機体 (EMS-10) と 。 EMS-04 
フス キー 補 子 散 和 環境 下 
を 考慮 し た 人 型 機動 兵器 と し 


ZEONIC (ジオ ニッ ク ) 社 の ザク I と の 間 で 、 ジ 
国軍 で の 制式 採用 を 剛 け た コン ペティ 
+ だ が 、 飛行 性能 試験 中 に 
機体 は 宮 失 、 パ イロ 
ト も 死亡 する と いう 惨事 を 起こ し て し まう 。 これ 
HEMS-04 に 搭載 され た 推進 シス テム [木星 
エン ジン 」 の 欠 答 に 機体 フレ ー ム の 強度 が 宙 え EE 
事故 を 受け て | | ドメニコ ・ マ ルケ ス 
公国 軍 は ザク 1 の 採用 を 決定 。 優秀 な 性 能 を 
ゃ 、 EMS-04 は 日 の 目 を る こと は | ENCO MARGDES 

た 。 た だ し ザク 1 の 重 産後 も EMS-04 の | 第 603 技 術 試 験 隊 の 試験 運用 散 ヨ ー 
後継 機 の 開発 は 続け られ 、 一 年 戦争 後半 の イム の 能 を 任 さ れ 等 航海 士 の 青 
U.C.0079.10 に 新型 エン ジン (土星 エン ジン )。 民間 條 客船 を 乗員 
を 搭載 し た EMS-10 が 完成 し た , ム に は あく の 強い 人 村 が 多 
10 完 成 の 報 は 、 運 所 し 
ガン ダ で あり 、 空 中 分 朋 


対 MS 特 技 兵 


ANTI MS SOLDIER (m2) 


地上 軍 で 対 MS 用 火 
扱う 兵士 で 、 通 称 「 ザ クハ ンタ 
連邦 軍 の : 


て いく 。 そこ で 対戦 車 特技 兵 分 隊 を 対 MS 用 
に 転 科 し て 対 撤退 の 殿 を 務め つつ 生 

"うた め 非 常に 損耗 が 激しく 
軍 第 44 機 械 
化 混成 連隊 に は ペン ・ パ バーバ パリー 中尉 の 部 障 し 
か 残っ て いな い 有 様 年 04.27 
ヨー ロッ パ 南 方 戦線 の マリ アー ジュ 郊外 
パ バーバ パ リー 中尉 以下 、 部 隊 全 員 が 戦死 し て いる 


ら に 戦闘 中 で も 平気 で 軽 
口 を D く 態度 に も 問題 が あっ た 
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(GLOO 一 年 戦争 秘録 、 野 


GLOSSARY 


ドロ バ ・ ク ズ ワ ヨ 
| DROGBA KUZWAYO [gl2) 


地球 連邦 軍 ガ ンタ ンク 小隊 の 因 人 兵 。 ヨー 
ロッ パ の 各 戦 線 を 転載 し て お り 、 常 に 久 険 な 
先陣 を 切ら され て いた 。 オデ ッ サ 作 
高地 の 攻略 を 担 3 独立 混成 第 44 旅 団 に 召集 
され 、 遅 参 し た こと を 責め る ミケ ー レ ・ コ レ マ - 
少佐 に 食っ て 掛か る 容 を 見 せ た 。 搭乗 機 
陸戦 強酸 型 ガ ンタ ンク の 3 番 機 


『 


【 ド ロバ ・ ク ズ ワ ヨ 】 144 高 地 の 戦 いで ダブ デ 綴 陸 覧 
艇 を 狐 う ク ズ ワ ヨ だ が 、 後 方 の 英 に 気 を 取ら れ て 前 
方 か 5 迫る ザク 1 の 攻撃 で 被弾 。 その まま 突撃 し 、「 お 
まえ も ロー トル か ……] と の 言葉 を 遺し て ザク [を 券 ま 


。 ] 


ハー マン ・ ヤ ン デ ル 
HREMAN YANDEL 


地球 連邦 軍 欧 州 方 面 軍 の 第 44 機 械 化 混成 
連隊 戦車 小隊 の 指揮 官 。 61 式 法 車 5 型 の 車 
長 兼 砲 手 を 務め 、MS 通 算 撃 破 数 7 機 を 
る 戦車 エー ス で ある 。 だ が 死神 と 募ら し て いる 
と 噂 され て お り 、 気 名 し い 性 格 も あっ て 部 隊 の 
中 で も 敬遠 され て いた 。 以前 、 ホ ワイ ト オ ー ガ ー 
と の 異名 を 持つ ジオ ン 公 国生 の エル マ 
ネル と の 戦闘 で 重傷 を 負い 、 片 足 を 失う 。 それ 
で も 偶 質 軍人 と し て 除隊 は せ ず 、 ホ ワイ ト オ ー 
ガー 打倒 に 異常 な 執着 を 燃やす よう に な る 。 


と どー 
[ハーマン ・ ヤ ン デ ル 】 UC.0079.07 26、 ヨー ロ 
パ バ 北 方 戦線 に お いて 信 情 報 を 流し 、 ホ ワイ ト オ ー ガ ー 
を 誘き 出し た ヤン デル は 、 特別 編制 の 和 車 部隊 を 率 
いて 宿敵 を 討つ こと に 成功 する 。 だ が 、 直 福 に 公国 
軍 第 11 パ トロ ー ル 部 隊 の 歩兵 か ら 対 戦車 ロケ ッ ト ・ 
ラン チャ ー を 撃ち 込ま れ で 戦死 し た 


| ババ ・ シ ルイ ス 
| PAPA SIDNEY LEWIS 


地球 連邦 軍 欧 州 方 面 軍 の 第 44 機 械 化 混成 
連隊 、 対 MS 特技 兵 小隊 第 1 分 隊 の 砲手 。 小 
隊 指 揮 官 業 第 1 分 隊長 の ベン ・ バ パー バリ ー 中 
尉 と 共に 生き 残っ て きた ペデ 副官 的 な 
立場 で 


4 


バッド ニ 


ーー ルイ ス 】U.C.0079.04.27、 ヨ ー ロ 
バ 南 方 戦線 の マリ アー ジュ 近郊 に お いて 2 機 の ザク 
1 に 棄 。 仲間 が 次 々 と 撃 研 さ れる 中 、 激 呈し た ルイ 
ス 番長 は ラコ タ に 乗っ て 究 近 電 を 仕掛 ける が 対人 兵 
器 を 更け て 埋 死 し た 


録 0079/ 機動 戦士 


【 ヒ ルド ルプ 】 力 還 形態 と モビ ル 形 
陳 を 備え る ヒル ドル プ 。 モビ ル 形 能 
で は 主砲 の 30 サ ンチ 向 を 含む ユ 
ニッ ト が 上 半身 に 変形 する 。 さら に 
モビ ル 形 態 で は マニ ビュ レー ター が 
使用 可能 な た め 、MS の 携行 兵 義 
が 併用 で きる と いう 極め て 野心 的 な 
設計 が な され て いる 


ビグ ・ ラ ング | 


一 年 戦争 末期 に ジオ ン 公 国軍 が 実戦 投入 し 
た 試作 MA。 開発 中 だ っ た 超 胡 組 MA を は じ め 、 
廃棄 処分 と な っ た 各種 試作 兵器 を 寄せ 集め た 
ト と し て ビグ ロ が 用 いら れ で 
いる 。 機体 各部 に 大 小 の 兵 装 を 搭載 、 さ ら に 
ビー ム 揚 乱 膜 発射 筒 も 設置 し て いる 。 と は いえ 
ピグ ・ ラ ング の 本 来 の 目的 は 戦闘 で は な い 。 機 
体 後部 は 所 速 な 補 茶 と 整備 作業 を 可能 と する 
ト で あり 、 最 前 線 に 展開 する 部 隊 
速やか な 補給 作業 を 行い 、 戦 線 の 維持 を 図る 
と いう の が ビグ ・ ラ ング の 任務 な の で ある 。 ア 
バオア ・ ク ー 攻 防戦 に お いて E フ ィ ー ル ド 防 衛 
に 投入 され た ビグ ・ ラ ング は 、 試作 モビ ル ボ ポッド 
「 オ ッ ゴ 」 と の 連携 で 、 そ の 補給 能力 を 存 分 に 
発揮 し た 。 搭乗 者 は オリ ヴァ ー・ マ イ 、 


イル と 
グ だ け に 、 対 委 要 戦 や 

た と 思わ れる 。 だ が その 反面 

鈍重 な 機体 は 高志 戦闘 を 得意 と する ビグ ロ の 特性 を 
符 し て し まい 、 機 動 兵器 に よる 近接 攻撃 に は 思わ 
脆 き を 選出 すこ と 


| ヒデ ト ・ ワ シヤ 
HIDETO WASHIYA 


第 603 技 術 試験 隊 に 配属 され た ジオ ン 公国 軍 
テス ト パ イ ロ ッ ト 。 士官 学校 在学 中 か 5MS バ 
イロ ッ ト に 憧れ て お り 、603 部 隊 へ の 配属 は 憶 
れ を 現実 に 変え る 機会 と 考え て いた 。 と ころ が 
実際 の 8603 部隊 は 室 用 化 を 見 限ら れ た 試験 
兵器 の テス ト 運 用 を 行う 部 隊 で あり 、 ワ シヤ の 
希望 は 一 時 的 に 裏切ら れ て し まう こと と な っ た 
と は いえ 戦況 の 通 迫 に 伴っ て 603 部 隊 も 運用 
試験 を 名 目 と し た 実戦 に 又 り 出さ れる こと と な 
り 、 ワ シヤ に も MS に 搭乗 する 機会 が 与え られ 
た 。 搭乗 機 は ツ ヅダ 。 


| ヒル ドル ブ 
HILDOLFR 


MS に 先駆 け て ジオ ン 公 国軍 が 開発 を 行っ た 
陵 則 兵 器 。 U.C.0075 の 計画 発動 後 、MS の 
開発 と 並行 し て 研究 が 進め られ た ヒル ドル ブ は 
小型 名 枝 琶 合 炉 を 搭載 し た 戦 
ず だ っ た 。 と ころ が MS が 優秀 な 陸戦 兵器 に 成 
り 得 る と 判明 し た 段階 開発 は 玉 走 。 MS 技術 
を 大 胆 に 取り 入れ た モビ ル タ ン ク と し て ロー ル ア 
ウト し た 。 ヒル ドル ブ は 戦 半 車 輌 と MS の 特徴 を 
併せ 持つ 汎用 兵器 に な る と 思わ れ た が 、 開 発 
に は 英 大 な コス ト が か か る こと か ら 制 式 採用 は 
U.C.007905.09 に | 
再 評価 試験 の 名 目 で 現地 配備 が な され た が 、 
その 際 に 直 獲 し た ザク を 運用 する 地球 連邦 
軍 の セ モ ペン テ 隊 と 交戦 。 6 機 の ザ 21 
する が ヒル ドル プ も 戦闘 
は デメ ジ エ ー ル ・ 


能 と な 


ソン ネン 


ふ 


フェ デリ コ ・ ツ ァ リ アー ノ | 
| FEDERICO CZARIANO IANO  [ 画 ] 


地球 連 所 軍 「 セ モ ペン テ 際 9 ジオ ン 公 国 
軍 か ら 直 獲 し た ザク [で 部 潤 編 制 さ れ た 特殊 部 
隊 を 率い 、 味 方 を 装っ て 北米 地区 アリ ゾ ナ 夏 
漢 に 点 在 する 公 固 軍 物資 集積 所 の 杏 撃 を し 
いた 。 だ が 第 67 集 積 所 の 前 撃 に 合わ せ 、 コム 
サイ の 地球 降下 に 電 遇 。 そこ か ら 投 下さ れ た 公 
国軍 試作 MT( モ ビル タン ク ) ヒル ドル ブ と 交戦 し 
て 部 隊 は 全滅 。 ツァ リア ー ノ 中 佐 も 相討ち と に い 
う 形 で 戦死 し て いる 。 搭乗 機 は ザク lJ 型 


由 
[フェ デリ コ ・ ツ ァ リア ー ン 】 左 眼 の 眼帯 や 右 類 の 刀 
人 が 軍人 と し て の ツァ リア ー ノ の 半生 を 物語 っ て い 
る 。 ちな み に 本 来 の セ モ ペ ン テ 際 は 電車 部 隊 で あり 
か つて は 彼 も 車 長 と し て 戦場 を 駆け 人 っ た も の と 思 
われ る 。 そし て 電車 に 代わ る 性 次 兵部 一 MS で も 
彼 は 通 憶 な くそ の 技 生 を 発揮 し た の だ っ た 


ヒデ ト ・ ワ シヤ 】 パイ ロッ ト と し 
て の 技量 は 使 れ て いた が お 調 
子 者 で あり 、 ツ ダ 2 番 機 の バイ 
ロッ ト に 挟 控 され た 時 に は 江面 
の 笑み を 浮か べ て いた 


| ブラ ッ ド ハウ ンド ロ 


| BLOOD HOUND 2 


高い 情報 処理 能力 を 持つ 
た ゆめ 戦場 に お ける 指揮 車輌 と し て も 運用 され 
立 混成 第 44 旅 団 
・ コ レ マ ッ タ が 搭乗 し て 


ピラ ッ ド ハ ウ ンド 】 
勤 する こと も 沿 提 と し て お 
珍重 方 を 採用 し 


ハウ ンド は MS に 随伴 し て 
ホバー クラ フト に よる 
走 慈 性 を 手 得 し た 


轄 部 門 。 試作 
の 運用 試験 を 取り 仕切 る 技術 本 部 と は 別 系 
統 の 機関 で あり 、 ペ ー ネ ミ ュ ン デ 機 関 が 表 立 - 
た 行動 を 取る こと は め た 。 その た 
り 機 関 に 関す る 情報 は 皆無 に 等 し い 。 ち 
な み に 機 関 名 は 、 旧 世紀 | て 世界 初 の 
弾道 ミサ イル の 開発 が 行わ れ た 兵器 実験 
由来 し て いる よう で ある , 


デ 機 聞録 を 楼 し て 「P」 と 「M] を 組み 
レム で ある 。 幸便 府 か ら 603 技 術 計 験 議 に 派 遺 され 
・ キ ャ ディ ラッ ク 特 季 大 司 の 制服 の 左 袖 に 

の 破 章 が 硬い 付け られ . 彼女 の 所 属 を さり け な く 


HEAVY FORK-CLASS (Ma) 
地球 連邦 軍 が 運用 し た 陸上 戦艦 。 双 己 型 の 
能 首 を 持つ 宰 特 な 形状 を し て お り 、 そ の 前 方 
四 板 に 3 連装 主 窒 を 配 すこ と で 短 前 方 へ の 高 
い 打撃 力 を 持つ 。 この た め 攻 撃 型 陸上 戦 艇 と 
呼ば れる 場合 も ある 


【 へ ビィ ・ フ ォ ー ク 】 オデ ッ サザ 作戦 で は 第 4 打撃 部 隊 に 
2 井 が 所 属 。 ピッグ ・ ト レー 地 と 共に 、144 高 夫 の 攻 
う 狂 立 混成 第 44 旅 団 の 支援 栖 疫 を 担っ た 
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| ヘル ベル ト ・ フ ォ ン ・ カ スペ ン 加 
| HERBERT VON KUSPEN 上 妃 | 


本 い 、 再 び カ スペ ン が 指揮 を 執る 
た 。 だ が 、 生 粋 の 軍人 で あ 
て 技 術 屋 や 戦闘 経験 の な い 年 3 
置く < こと は 、 屈辱 
し 、 エル ヴィ ン ・ キ ャ ディ ラッ ク の 決意 を 聞い て 
年 少 共 の 志 の 高 さ を 理解 し 、 彼 5 を 精鋭 と し て 
認め る の : ・ パ オア ・ ク ー 攻 騙 
戦 の E フ ィ ー ル ド 防 衛 任務 で は 、 危機 に 陥っ た 
年 少 兵 の 救援 に 駆け 付け 、 子 供 た ち を 底 っ て 
散っ て いく 。 搭乗 機 は ゲル ググ 


em 


二手 は 義手 で あり 


その た 


| ベン ・ バ ー バ リー 
BEN BARBERRY 


地球 連邦 軍 欧 州 方 面 軍 の 第 44 機 械 化 混成 
連隊 、 対 MS 特技 兵 小隊 の 指揮 宮 兼 第 1 分 隊 
長 。MS 通 算 撃破 
抑 退 する 連隊 の 後方 支 
パ 南 方 戦線 マリ ア ・ 
迎 羅 する 。 部 隊 は 陸 革 
き 残 
留め る の だ 
ザ 2H に 対処 で 


マル ティ ン ・ プ ロホ ノウ 
MARTIN PROCHNOW 息 


第 603 技 術 試験 隊 に 徴用 され た 導 客 船 ヨ ー ツ 
ン ヘ イム の 艦長 。 階級 は 中 佐 相当 官 。 サイ ド 
3 の 空間 商船 大 学 を 卒業 
て 電 絡 人 害 の 船長 を 牧 め た ベテラン の 船 
乗り で ある 。 その た め 判 軒 能力 は 3 

軍 士 官 以上 で あり 、603 部 隊 
ニタ ・ キ ャ ディ ラッ ク を も 
と も あ 用 、 自 分 の 船 で 好き 勝手 する 
603 部 際 と キャ ディ ラッ ク 特 務 大 尉 を 民 ん じ て 
いた が 、 次 第 に 試作 兵器 に 惑 ける 人 々 の 想い 
を 動 み 取り 、 軍 人 と は 異な る 立場 で 年 戦争 
の 推移 を 見 字 


て いく 


[マル ティ ン ・ プ ロホ ノリ] 長年 に 奄 っ て 質 容 答 の 径 
に 考え る 傾向 が 
ク 特 季 大 月 の 
と も あっ た 
信頼 を 寄せ 、 キ 
次 第 に 彼 の 技量 を 認め る よう に な っ 


み | 


a ER 
MICHELE COLEMATTA 


地球 連邦 軍 欧 州 方 面 軍 第 44 機 化 混成 
連隊 (の ちの 独立 混成 策 44 旅 団 ) の 大 隊 指 
り 出す 冷酷 な 


い 濃 し て 連隊 の 雑 持 を 較 
ら 麻 下 の 消耗 は 著しく 、 次 々 と 部 隊 が 
「 死 神 旅団 ] と 噂 され る 
人 兵 で 編制 され た 
入 し 、 旗 団 の 担当 区 画 で ある 14. 


消滅 する 
オデ ッ サ 作戦 で は 囚 
タン ク 小 隊 も 戦場 に 投 


地 の 牙 略 


コレ マッ タ ] 居 丈 高 な 感度 で 部 下 に 接し 


イズ ン と 同じ 技術 士官 で ある 。 カル ッ ピ 


ペン ・ パ ー パ リー】 石切 り 場 落ち た 2 機 目 の に 選 進 し た : 
ザク I を 理 破 し 中 内 。 し か し 、 邊 後に 地 中 | 
に に 為す 術 は な か っ た 。 
| 
| 
| 
ま 』 
ドミ ーー レ ・ 
| 
マ ゼ ラ ・ ア イン 空 擬 戦 車 | | | ミロ ス ・ カ ルッ ピ 
MAGELL-EINS 2 | | MLOS KARPPI 
と | 3 
ジオ ンタ へ の 侵攻 の た め | 
し た 空 押 戦 車 。 空中 輸送 や 空 拓 則 術 を 前 提 と 
し て 、 車体 は 小型 化 され て 軍用 性 を 高め て いる 


地上 侵攻 の 際 も 降下 部 隊 の 一 翼 を 担っ た 


技術 少尉 の 目的 も ネイ ズン と 同じ ダブ デ 級 陸 
先陣 を 切っ て 特攻 し 、 自 爆 し た 
戦 強 醒 型 ガ ンタ ンク の 2 番 機 


ビ 】 「 ど こま で も お 供し 


技術 中 慰 に 厚い 信頼 を 
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モニ ク ・ キ ャ ディ ラッ ク 
MONIQUE CADILLAC 上 
公国 軍 総 帥 府 の ペー ネ デ 機 関 か 


遣 され た 特務 大 肝 
失礼 な 口 を 利く こ 


ら 第 603 技 術 試 験 潤 に 
任務 遂行 を 重 ん 
と が 多く 


る あま り 
着任 早々 、 ヨ ー 
・ プ ロホ ノウ か ら 脱 まれ て いる , 
め 煙 た が られ て いた が 、 
任務 を 通し て 公国 
作 機 に 懸け る 人 々 の 情 幸 に 漁 れ 
ツン ヘイ ム に 溶け 込ん で いっ た . 
ラッ ク と いう 弟 が 
し た 。 し か し 赤 況 の 劣勢 に 
ル ヴ ィ ン も 年 少 兵 と し て 戦場 に 立つ こ 
カス ペン 紙 闘 大 隊 の 一 員 と し て ヨ 

決戦 兵 
器 と は 名 ば か り の オッ ゴ で 出納 し 戦果 を 学 げ た 
も の の 、 モ ニク の 目 の 前 で 命 を 落と ! 
その 衝撃 と 哀しみ に 、 一 時 は 記入 状 人 
て 部 屋 に 引き 稲 も る 。 だ が 、 ア ・ パ オア ・ ク ー 
し て 仲間 
マイ 技術 中 慰 


603 部 


の 次 を 見 


駆け 付け て マイ 
年 少 兵 た ち を 助け 出す こと に 成功 。 ヨー ツン 
ペイ ム の 仲間 た ちと ・ パ オア ・ ク ー カ 


離脱 し た 。 搭乗 機 は ソ ダ (予備 機 ) 


【 モ ニク ・ キ ャ ディ ラッ ク 】 「 本 物 の 技術 バカ] と し て 
(は マイ 技術 中 財 の 真っ 直ぐ な 情 人 
で お り 、 家族 へ の 手紙 の 中 に よ 


モビ ル ダ イ バー シス テム 
MOBILE DIVER SYSTEM  [ 由 ] 


公国 軍 が 実戦 投入 し 7 作 兵器 と その 
運用 シス テム の 総称 。 地球 周回 軌道 上 か ら 太 
突入 し 、 地 上 や 海上 の 標的 に 奇 器 攻 
撃 を 仕掛 ける 特殊 兵器 で ある 。 モビ ル ダ イ バー 
シス テム は 、 水 陸 両 用 MS ズゴック を 改修 し た 
機動 管制 ユニ ッ ト 「 ゼ ー ゴ ッ ク 」 と 兵器 コン テ ナ 
構成 され て いる 。 LWC は 作戦 用 途 


ジオ ン 公 | 


で 更 が 可能 対 能 大 型 
ロケ ッ ト ・ 試作 拡 艇 メ 
才 子 机 な ど が 用 癒さ れ た 。 U.C.007912 


培 邦 軍 基 地 ジャ ブロ ー か カ ら 苑 床 する 宇宙 入隊 
を 撃破 すべ く 、 モ ビル ダイ バー シス テム は 3 度 
に 長 っ て 運用 され た 。 そし て 2 回 の 失敗 の の 
緩 4 悠 、 マ ゼラ ン 級 
する と いう 殊勲 を 挙げ て いる 。 し か し 
この 時 点 で 主戦 場 は 字 宙 へ と 推移 し て お り . 
地表 を 攻撃 目標 と する モビ ル ダ イ バー 
は 活躍 の 場 を 失っ て いた の だ っ た 


ビル ダイ バー シス テム 】 軌道 上 か ら 投下 され る モビ 
ル ダ イ バー シス テム は 、 任 務 終了 後に WC を 技 林 
きら に 回 板 機 の ガウ 綴 攻撃 空 挟 と 合流 後 。、 パイロット 
と 活 開 デー タ が 回 収 さ れる と ゼー ゴ ッ ク 本 体 も 投 本 さ 
れる 、 完全 な 使い 捨て 兵器 だ っ た 
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モビ ル タ ン ク | 
MOBILE TANK 


ヒル ドル ブ に 充て られ た カテ ゴリ ー。 MA で は な 
い の は 、 ヒル ドル ブ の 開発 が MS 以前 に 着手 さ 
れ た た めで あり 、MS や MA と いっ た 概 
生 す る 以前 に 分 類 を し な けれ ば な ら 
と か ら 、 急 英作 られ た の で ある 


開発 され た MS の 技術 を 導入 され た こと が 「 モ | 
ク 」 と いう カテ ゴリ ー 名 の 由来 で ある 。 
モビ ルポ ボッ ド 
MOBILE POD 

戦争 末期 、 戦況 の 悪化 を 鑑み 、 ジオ ン 公 
国軍 技術 本 部 が 「 決 戦 兵器 ] と し て 急 達 開発 
し た オッ ゴ に 充て られ た カテ ゴリ ー。 推進 剤 タン 
ク を 構 に 連結 させ か ら 連 邦 軍兵 か 「 ド 
ラム 告 」 と 撮 控 さ : 


の 宏 負 し た 公国 軍 に と っ て 、 あ り 
コ は 廉価 兵 療 以 外 
と り 時 点 で の 公国 
それ は 搭乗 パイ ロッ ト た 
ち も よ く 理 解 し て い : 


ヨー ッ ン ヘイ ム 
JoTUNHEIM 男 ]) 
ジオ ン 公 国軍 第 603 投 術 用 し た 
試験 支援 尋 。 元々 は サイ ド 3 の コロ ニー 間 を 巡 
る 民間 貨客船 だ っ た 地球 連邦 軍 と の 武力 
衝突 を 鑑み て 乗組 員 ご と 徴用 され 、 試 作 兵 器 


の 運用 母艦 と し て 利用 され た 。 艦 体 は は つの ブ 
ロッ ク か ら 構 成 され 、 中 制 お よび 動力 
区 画 、 そ の 両側 に MS ドッ ク 薬 用 の カー ゴ ・ 

i ペイ ロー ド 能 力 を 有する 
き な い 大 型 試作 兵 
器 の 試験 連用 も ヨー ツン ヘイ ム な ら 可 能 で あ 
る 。 な お 、 同 型 艇 に 604 試 験 支援 艦 と し て 徴 
用 され た ム ス ペ ル ヘ イム が ある 。 能 長 ! 
ティ ン ・ プ ロホ 」 


[ヨー ツン ヘイ ム 】 ヨー ツン 
で 外 落 が 異な り 、 志 修 を 軍 ね な が ら 長 期 に 臣 っ て 連 


イム は 時 期 


用 され た 。 ヴ ダ の 評価 試験 の 際 は MS 用 の 発散 
ステ ム や 、 オッ ゴ の 評価 試 給 で は 発進 シス テム 、 モ ビ ピ 
スネ 
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ヨル ムン ガン ド 
JORMUNGAND 


ルウ ム 胃 役 に お いて 第 60S 技 術 試 験 際 が 試 
験 運用 を 行っ た 超大 型 核 融合 プラ ズ マ ・ ガ 
ン 。 弾 体 の 核 融合 妨 を 暴走 させ る こと で プラ ズ 
モイ ド を 発生 させ 、 全 長 200m を 超え る 砲身 で 
順次 加速 させ る こと で 最大 射程 2.000km を 得 
る 。 だ が 砲身 部 分 の 冷却 に 時 間 が か か り 、 身 
出さ れる プラ ズ マ が 地 志 気 の 影響 を 受け や す 
く 、 精密 撃 に は 観測 機 等 に よる 問 接 身 
指示 が 不可 欠 と いっ た 問題 点 を 制式 配 
備 は 見 送ら れ て いる 。 だ が その 事実 は 603 部 
隊 に は 伏せ られ 、 新 型 機動 兵器 (MS) の カモ 
フラ ー ジ ュ と し て 運用 され た の だ っ た 。 砲手 と し 
て アレ クサ ンド ロ ・ ヘ ン メ が 任命 され 、「 大 砲 屋 
の 幕 引 き の 時 期 ] と 称し 、 最 後 の あ が き を 見 せ 
た 。 一 年 閉 争 の 秋 戦 と な る ルウ ム 戦 役 に お い 
て 試験 軍用 が 行わ れ た も の の 、 開 戦後 いつ ま 
で 経っ で も 間接 身上 指 示 が 届か ず 、 独 自 に 観 
測 を 開始 する も MS に 制止 され て し まう 。 この 時 
初め て 、 ヨ ルム ン ガ ンド は 戦力 外 の 兵器 で あっ 
た と ヨー ツン ヘイ ム の 乗員 は 知る の で あっ た 。 


ウラ コタ 

LAKOTA (ma) 
地球 連邦 軍 が 運用 し た 高 機動 車 績 。 対 MS 
特 枝 兵 小隊 の 移動 手段 と し て 運用 され る こと 
が 多く 、1 個 分 隊 あ た り 2 台 が 支 燈 され て いる 。 
荷台 に は 対 MS 重 誘導 弾 り ジー ナ を 分 割 し て 


固定 ・ 搭 載 で き 、 支 援 機関 銃 を 固定 する た め 
の 銃 穫 や 弾薬 着 ラ ッ ク も 持つ 。 


【 ラ コタ 】 ペン ・ パ ー バ リー 中 司 の 第 1 分隊 1 号車 の 
ラコ タ 。 U.C.0079.04.27、 連 潤 の 役 瞬 を 支援 する 
マリ アー ジュ 郊外 に 向かい 、 ザク 』 を 迎 昌 す る 隊 


【 陸 戦 強 凍 型 ガン タン ク ] ガン 
タン ク と 似 た 外見 を 備え 、 当 時 
の 陸戦 兵器 の 中 で も 最大 級 
の 大 力 を 訪 る 。 一 方 で 機動 カ 


も 共 な 備え . 突 軸 克 形態 を 取 
る こと で MS を 凄 杉 する 之 度 を 
勝る 


| ヨル ムシ ガン ド 】 603 部 隊 の 克 
長 ヘン メ 大 慰 に 託さ れ た ヨル ムン ガ 


ンド は 、 合計 3 回 発 待 され た 。 し か し 
第 1、2 射 は 間接 穫 撃 指示 が な い 
に 標的 を 提 え 切れ な : ま 


13 時 で は 手 負い の マセ ラン 細 を 
一 撃 で 沈め た も の の 、 それ が ヨル ム 
ン ガ ンド の 最後 の 攻撃 と な る 
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陸戦 型 ジム K 
GM GROUND TYPE iM 


地球 連邦 地上 軍 が 一 年 戦争 後半 に 主力 と し 
た 陸戦 用 MS。 MS 配備 を 求め る 前 線 の 強い 
要望 に 応え 、 陸 埋 型 ガン ダム で は 足り な い 数 を 
補う た め 急 避 量 産 さ れ た 。 陸戦 型 ガン ダム の 
と 生産 ライ ン を 流用 し て いる た め 、 制 式 
採用 され た ジム より も 大 幅 に 高い 性 能 を 発 探し 
た 。 一 方 で 生産 性 は 低く 、 東南 アジ ア の コジ マ 
大 陸 な ど 一 部 に の み 配 備 され て いる 。 な お 、 本 
機 の 配備 を 受け 、 地 球 連 孝 軍 欧州 方 面 軍 の 
第 4 機械 化 混成 運 除 は 、 MS の 運用 を 前 提 と 
し た 独立 混成 第 44 旅 団 へ と 再編 され た 。 


【 叶 電 型 タム ] オデ ッ サ 作戦 で 144 高 地 の 攻 否 を 
担っ た 独立 混成 第 44 旅 団 は 、 陸 戦型 ジム を 主力 と 
し て 先陣 を 切っ た 。 だ が 、 前 トー チカ や ダブ テ 細 埋 
艇 の 克 撃 に 晒さ れ た ほか 、 無 謀 な 突撃 で キラッ プ に 
掛か る な ど 大 き な 損 害 を 出 


陸戦 強襲 型 ガ ンタ ンク 


ASSAULT GUNTANK 


地球 連邦 地上 軍 の 陸戦 兵器 。 RX 計画 と 次 
期 主力 戦車 開発 計画 が 融合 し て 誕生 し た 試 
作 機 RTX-44 に 改良 を 加え 、 戦 力 化し た 急造 
兵器 で ある 。 支援 機 と し て 開発 され た ガン タン 
ク と は 異な り 、 対 MS 用 と し て 開発 され て いる 。 
この 機体 の 情報 を 持っ て 、 連 邦 軍 士 官 タライ 
ド ・ ペ タニ ー が ジオ ン 公 国軍 に 身売り し 
開発 は 中 止 され て いる 。 だ が 劉 千 兵器 に 退 ぎ 
元 より 未来 は 閉ざさ れ て いた 兵器 で 
力 と 機動 性 を 兼ね 備え た 高い 戦闘 
力 を 持つ が 自爆 装置 も 組み 込ま れ て お り 、 実 
質 は 特攻 兵器 で ある 。 ヨー ロッ パ 戦 線 の 各地 
転載 、 最 徐 に オデ ッ サ 作戦 で 144 高 地 の 攻 
パイロット は 囚人 兵 の アリ ー 
ス - カ ルッ ピ 、 ド ロバ クズ ワ ヨ 


REGINA 1B 


地球 連邦 軍 が 開発 し た 歩兵 用 の 対 MS 重 講 
導 弾 (AMSM)。 対戦 車 特技 兵 か ら 転 科 し た 対 
MS 特技 兵 に よっ て 取り 扱わ れ 、 リ ジー ナ 1 基 を 
分 隊 5 人 で 使用 し 、 通 常 は 3 一 4 個 分 隊 で 構成 
され た 小隊 に よっ て 運用 され る 。 機動 力 は な い 
た め 待 ち 佑 せ に 使う 」 か な く 、 主 に 味方 の 後退 
支援 に 用 いら れ た 。 連邦 軍 欧 州 方 面 軍 の 第 
44 機 械 化 混成 連隊 、 対 MS 特技 兵 小隊 を 率 
いた ペン ・ パ バー バリー 中 尉 は MS 通算 撃破 記録 
13 を 数 える 戦果 を 挙げ て いる 


れ 


レイ バン ・ ス ラー | 
LABAN SLUR 1812 


地球 連邦 軍 欧 州 方 面 軍 の 第 44 機 械 化 混成 
連隊 戦車 小隊 に 所 属す る 軍 曽 。「 死 神 と 暮 ら 
す 男 ] と し て 味方 か ら も 敬遠 され る ハー マン 
ヤン デル 中 尉 の 下 に 配属 され 、 61 式 戦車 5 型 
の ドラ イ バ ー を 担う 。 戦車 エー ス で ある ヤン デ 
ル 中 尉 の 眼 銘 に 適う 操 継 技 術 を 持ち 、MS( 
も 果敢 に 立ち 向かう 度胸 ちあ る 。 だ が ヤン デル 
中 尉 の 背後 に 死神 の 次 を 目 軸 し た こと や 、 ジ 
オン 公国 軍 の 「 ホ ワイ ト オ ー ガ ー] に 異常 な 執 
着 を 見 せる 中 尉 の 奇抜 な 行動 に 耐え られ な く な 


は 却下 され る 。 理 応 な く 出撃 する 
の の 、 ホワ イト オー ガー の 打倒 に 成功 する 


1 ワッ パ 】 オデ ッ サ 戦線 の 攻防 
いて も 投入 され て お り 、 還 
に は まっ た 陸戦 型 ジム に 肉薄 
し . 嘱 着 式 の 野 限 爆 穫 を 仕出 
ける と いう 埋 法 を 実行 し た 
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【 リ ジー ナ 】 商 型 の ラン チャ ー 前 

脱 較 問 話 肖 装 置 "設置 ・ 安 
用 の 3 詩 か ら 成る 。 歩兵 用 の 火力 と 
し て は 強力 だ が 、 ザ ク I『I の 装置 を 本 
壊す る に は 胞 癌 な 部 分 を 狙う 必要 
が あり 、 発 射 科 は 誘導 ケー ブル を 
操作 し て 目標 に 命中 させ る 


も 
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| Type-61 5+ iM4 


うく いち し きせ ん し ゃ ご が た 。 地球 連邦 軍 の 主 
力 戦車 で ある 61 式 戦車 の バリエーション 。 連 
装 式 155mm 滑 腔 克 が 特徴 で 、 衛 星 と の デー 
タリ ンク で 長 距離 精密 射撃 を 可能 と し て いた 

フフ スキ ー 粒 子 の 登場 に よ - 
子 装備 は 似 と な る 。 これ に より 2 名 と いう 乗員 
で 操る に は 負担 が 大 きい 兵器 と な っ た 。 主 な 
挨 維 者 は ハー マン ヤン デル 、 レ イ パ ン スラ ー 


【61 式 戦車 5 弄 】「 租 の 王者 
能 戦 車 で あっ た が 。 MS の 登 て 
われ て し まっ た 。 だ が 、 連 却 軍 に と っ て MS に 有効 打 
そえ られ る 谷 少 な い 兵器 で あり 、 ヨ ー ロ ッ パ 戦 珠 で 
は 対 MS 習 技 兵 小 騰 な ど を 使い 演 し な が 5 肖 

デル 中 尉 の 戦車 部 隊 ド ジオ ン 公国 車 の 
オー ガー の 没 破 に 成功 し て いる 


ジオ ン 公 国軍 が 開発 し た パー ソナ ル ・ 示 
バイ ク 。 内 燃 機 関 で は な く 、 電 動 モ ー タ ー に よる 


わる ファ ン を 個別 に 制御 す 
性 を 備え 、 自 動 化 さ れ た 操縦 ( 
も 数 時 間 の 訓練 で 乗り こなす こと が で きる 簡易 さ 
を 持つ 。 機動 性 を 話 か し た 哨 連絡 任務 な 
に 投入 され 、 パト ロー ル 潤 な ど で 運 用 され た 


サン ラス 


166-32 


16Z-29 


機動 戦士 ガン ダム SEED C.E.73 一 STAHGAZEH 一 


機動 戦士 ガン ダム SEED 
C.E.73 一 STARGAZER 一 


い 


105 ス ロー ター ダガー 


105 SLAUGHTER DAGGER 


さ F 第 81 独 立 機動 本 ファ ント ム 
制式 主力 MS。 105 ダ ガー に 独自 の マイ 


許さ れ て いる 。 また 、 中 距 華 欄 馬 戦 
闘 に 対応 し た スト ライ カー パッ クシ ステ ム で ある 
エー ルス トラ イカ ー を 標準 装備 と し 、 大 気 園内 
で の 飛行 能力 も 獲得 し て いる 


ヴェ ル デ バ スタ ー ガ ンダ ム 
VERDE BUSTER GUNDAM 


地球 連合 


に 配備 され 


1 独立 機動 群 フ ペイン 
バス ター ガン ダム の 改修 機 。 ア 
仕 に よっ て 、 長 距離 移設 機能 を 活か 
戦闘 も こなせ る よう に 武装 が ア 
兵 装 で ある ビー ムラ イ 
左右 の 肩 装甲 
臣 半 に 変更 。 新規 に M9009B 複 
合 パ ヨネ ッ ト 装 備 型 ピ ー ム ライ フル 2 丁 を 腰部 
に 装備 し た は 通常 射撃 で も 一 般 的 
な ビー ムラ イフ ル を 上 回 る 火力 を 誇る が 
に 強力 な 大 型 ラン 
チャ ー モ ー ド に 移行 する 。 また ペー ス 機 の 吾 点 
近接 戦闘 能力 の 低 さ ) を カバ ー す る た め に 


FCS も 強化 され 
搭乗 者 は シャ ム ス ・ コ ー ザ 


ヴォ ワ チ ュー ル ・ リ ュ ミ エー ル | 


DSSD ( 深 宇 宇 探査 開発 機構 ) が 開発 し た 
惑星 問 航 行 シス テム 。 フラ ンス 半 で 「 光 り 畑 け 
る 運び 手 」 を 意味 する 。 火星 以遠 の 深 宇宙 
探査 ・ 開 発 用 に 開発 し た MS スタ ー ケ イザ ー 
に 搭載 され て お り 、 背 部 の トー ラス (円 環 構造 
体 ) が ヴォ ワ チ ュー ル ・ リ ュ ミエ ー ル の パワ ー 
ン テ ナ 開 可 動 式 スラ スタ ー で ある 。 大 属 
磁気 流 (太陽 風 ) を 展開 し た 
の 膜 で 受け 止め 、 特殊 な エネ ル 
ば える 


エド モン ド ・ デ ュ ク ロ 
EDOMOND DUCLOS 


DSSD の 技 
来 は 地球 連合 軍 に 在籍 し て お り 、CE.71 の 
戦乱 で は 戦車 隊 隊 長 と し て 従軍 し て いた 。 し か 
し 戦乱 の 人 多 波 で 姉 夫婦 が 事故 死 。 残さ れ た 揚 
の 養父 と な り 、 埋 
後 は 軍 を 湿 役 する と 、 姉 夫 導 が 技術 者 と し て 
働い て いた DSSD に 転職 し た 。 その 役 は 南米 
フォ ル タ レザ 近郊 の DSSD 技 術 開発 セン ター 
いる 。 「 ブ レイ ク ・ ザ ・ 
ワー ルド 」 事件 で は 、 ジン の 農 撃 に リニア ガン 
タン ク 部 隊 を 率い て 凌い 、 自 ら の 
こ 、 セレ ー ネ ・ マ ク グリ フ を 宇宙 に 送り 出し た の 
る 


け 


ME D5 SHEET 川 


し 


ケル ベロ スウ ィ ザ ー ド 


KERBEROS WIZARD 


パク ゥ ハウ ンド と 並行 し て 開発 され た 高 動 近 
接 昔 闘 用 ウィ ザー ド 。 多重 関節 式 の ブー ム に 


取り 付け られ た パク 2 と 同じ 形状 の 頭 部 を 持つ 
異様 な 形態 を し て いる 。 それ ぞ れ の 頭 部 に は 


ビー ム 砲 と ビー ム フ ァ ン グ が 内 蔵 され 、 別 個 の 


7 フ な どの ウィ ザー 
ドッ ステ ム 対 応 機 で の 運用 も 可能 。 その 麻 
双頭 部 分 の ビー ム フ ァ ング は 取り 外す こと で 手 
持ち の ビー ム サ ー ベ ル と な り 、 さ ら に ふた つ を 
連結 する と 双 丸 の ジャ ペリ ン と し て 使用 で き ; 
と は いえ あく まで バ 発 され た 
ケル ベロ スウ ィ ザ ー ド だ け に 、 その 真価 は パク ゥ 
ハウ ンド ヒ の 連携 に よっ て 発揮 され る 


ト 


/ 


ケル ベロ スパ クゥ ハウ ンド | 
KERBEROS BuCUE HOUND 


ユニ ウス 条約 姓 結 後 の ザフト が 、C.E.71 に 運 

に パク ゥ の パリ エー ショ ン 。 当時 、 プ ラン 
レニ アム シリ ー ズ の 開発 が 進め 
その 一 方 で より 安価 な 手段 で 
軍備 拡大 を 図る 方 筑 も 採ら れ 、 現用 機種 の 強 
化 改修 案 が 提示 され た 。 その 一 環 と し て 誕生 
る 。 育 部 の 回 転 式 
アム シリ ー ズ で 
ィ ザ ー ド シス テム の アタ ッ チ メン ト が 増設 
パク ウゥ ハウ ンド は 、 機 種 間 の 兵 装 共用 
化 や 装備 換装 に よる 戦 城 拡大 が 可 
た , な お . パ クッ ハウ ンド は 「 ケ ル ペ ロメ 
ド ] の 運用 に 合わ せ て 
れ て いる 


シビ リア ン ア スト レイ | 
DSSD カ スタ ム 
CIVILIAN ASTRAY DSSD CUSTOM 


DSSD が 保有 する MS。 シビ リア ン ア スト レイ 
の 改修 機 で あり 、 宇宙 空間 で の 作業 や 自 衝 用 
戦力 と し て 使わ れ た 。 通信 機能 強化 用 の 
ロッ ドア ン テ ナ や 、 極 小 デブ リ と の 衝 突 か 
を 保護 する バイ 搭載 。 メイ ンス 
は 、 惑 星 間 航 行 用 シス テム 「 ヴ ォ ワ 


シャ ム ス ・ コ ー ザ | 
SHAMS COUZA 


地球 連合 軍 第 81 疲 立 機動 医 フ ァ ント ムペ イン 
の MS パイ ロッ ト 。 スウ ェ ン ・ カ ル ・ バ ヤン や 
テ ルク ロフ ト と 特殊 戦 MS 小 隊 を 構成 し て 
を 斜め か ら 見 る 皮肉 屋 で ある が 仲間 
ィ ー が 戦死 し て 以来 コ 
対す る 憎しみ は 


ジン タイラ シン サー シェ シド 


GINN TYPE INSURGENT 


イタ ー の 反 連 合 レ ジス タン ス が 独自 
に 改修 し た ジン 。 右側 頭 部 と 左肩 、 サ イド アー 
マー に 夜間 用 投光器 が 設置 され て いる が 、 そ 


れ 以 外 は 通常 の ジン と 変わ りな い 。 「 ブ レイ ク ・ 
ザ ・ ワ ー ル ド 事件 に よっ て 、 半 ば 水没 し た 南 
米 フ ォ ル タ レ ザ 市 街 地 を 負 撃 し た 


さ 


た 


ET SEEI 


GLOSSARY 


スウ ェ ン ・ カ ル ・ バ ヤン 
SVEN CAL BAYANG 


地球 連合 軍 第 81 独 立 機動 群 フ ァ ン トム ペイ 

の 特殊 載 MS 小 隊 に 所 属す る MS パイ ロ 
ト 。 幼少 の 頃 は 天 立 党 が 好き な ごく 普通 の 少 
年 だ っ た が 、 テ ロ に 巻き 込ま れ て 両親 を 失う 。 
その 後 、 ブ ルー コス モス が 運営 する 特 原状 護 
施設 に 預け られ 、 コ ー デ ィ ネ イタ ー 紙 滅 の た め 
の 英才 教育 と 高度 な 軍事 訓練 を 受け て 育つ 
ファ ント ムペ イン は DSSD が 開発 する MS ス 
ター ゲイ ザー ガン ダム の AI ユニ ッ ト を 求め 、 ト ロ 
ヤス テー ショ ン の 時 撃 を 実施 。 スウ ェ ン は スタ ー 
ゲイ ザー と の 激戦 の 果て に 金星 軌道 付近 に ま 
で 飛ば され て し まう 。 そこ で 生き残る た め に 協力 
する こ た セレ ー ネ ・ マ ク グ リフ に 母 の 面 
影 を 見 い 出し 、 両 親 を は じ め 自 分 を 大 切 に 想っ 
て くれ て いた 人 々 が いた こと を 思い 出し た 。 主 
な 搭乗 機 は スト ライ クノ ワー ル ガ ン ダム 


は ウェン ・ カ ル ・ バ ヤン | 幼少 時 に 受け た 洗 有 紛い 
の 救 育 と 激しい 軍事 古 引 に よっ て 、 ス ウェ ン は ナチ ュ 
ラル で あり な が ら も コー ディ ネイ ター に 匹敵 る 人 秀 
な 戦闘 能 力 を 獲 福 し た 。 し か し それ と 引き 換え に 、 人 
間 5 し い 感情 は 心 の 奥 に 押し 込め られ で し まう 


スタ ー ゲ イザ ー ガ ンダ ム 
STARGAZER GUNDAM 


DSSD が 開発 し た MS。 自己 対話 弄 補 列 分 


ステ ム は ietker UNmamed Deployment 
Autonomic Manipulation (無人 ・ 自 律 運 用 
展開 教導 機 ) 」 と 総称 し 略称 は [GUNDAM] 
と な る 。 CE.73 の 段階 で At ユニ ッ ト は 経験 
足 か ら 赤 ん 坊 程度 の 認識 カ し か 有 し て お ら ず 
サフ ユニ ッ ト に 提 座 の コク ビッ ト が 用 便 さ れ 、 
人 人間 の 操縦 デー タ を フィ ー ド バッ ク さ せる こと 
で 経験 値 を 積む 作業 が 行わ れ て いた 。 また 本 
機 に は 新 機軸 の 右 間 推 進 シス テム 「 ヴ ォ ワ 
チュ ー ル ・ リ ュ ミ エー ル ] (VL) が 搭載 され て い 
る 。 主 な 持 乗 者 は セレ ー ネ ・ マ ク グ リフ 、 ソル ・ 
リュ ー ネ ・ ラ ンジ ュ 


【 ス ター ケイ ザー ガン ダ 
ム 】 円 構造 体 で ある VL 
が スタ ー ゲ イザー の 特徴 

り 円 形 パー ツ は 多量 関 


る 。 また WL 柏 作 時 に 特 
異な リン グ 状 の 発光 現 集 


が 発生 する が 。 こ れ は 周 
囲 の 空間 へ の エネ ルギー 
干渉 に よっ て 生じ る 弄 産 
物 で 、 接 般 し た 物体 を ビー 
ム サ ー ベ ル の よう に 切断 
すき 能力 を 有 し て いる 


【105 ス ロー ター ダ ガ 


| スト ライ クノ ワー ル ガ ン ダム | 
STRIKE NOIR BUNDAM 


スト ライ ク ガ ンダ ム の 改修 機 。 アク タイ オン ・ イ 
ンダ スト リー 社 が 再生 産 ・ 強 化 改修 し た 機体 
で 、 地球 連合 軍 第 81 独立 機動 桁 ファ ント ムペ 
イン の 特殊 潜 MS 小 隊 に 配備 され た 。 あら ゆる 
局面 へ の 即時 対応 を 主眼 と し た 万 能 型 換装 
パッ ク バ パック 「 ノ ワー ルス トラ イカ ー] を 専用 に 
装備 し 、 周囲 の 地形 や 戦況 に た 右 さ れ な い 汎 
用 性 を 発揮 する 。 また 搭載 OS や イン ター フェ イ 
ス 系 の ブラ ッシュ アッ プ も 並行 し て 行わ れ 、 優 
れ た 機動 性 を 獲得 し た 。 主 な 武器 は 接近 戦 に 
特 化 し た 大 型 割 と 、 ノ ワー ルス トラ イカ ー に 装 
人 備 され た 長 射程 レー ル ガ ン で ある 。 さら に 両 | 

部 に は アン カー 付き の ワイ ヤー (アン カ 
チャ ー) を 内 蔵 し て お り 、 こ れ は 無重力 空間 

機体 を 固定 する だ け で な く 、 攻撃 対 象 の 動き を 
封じ る 際 に も 利用 され る 。 主 な 搭乗 者 は スウ ェ 
ン ・ カ ル ・ バ ヤン 。 


ダム 】 搭載 きれ た パワ ー エ ク 

ダー の 副 次 効果 に よっ て 、 VPS (ヴァ リア ブル | 
フェ イズ シフ ト ) 奈 甲 が 起動 する と 接 体 色 が 黒 系 続 
に 変化 する 。 似 語 で 時 を 意味 する [ノワール] を 機 


セレ ー ネ ・ マ ク グ リフ 
SELENE MACGRIFF 


DSSD 投 術 開発 セン ター 「GSX-401FW ス 
画 ] 開発 技術 陣 の コー デ 
成 の は 手段 を 選ば ず 、 
その た め に は いか な る 努力 も 惜しま な い 。 その 
性 格 が 批判 の 対象 に され る こと も あっ た が 、 セ 
レー ネ 自 身 は 一 向 に 関知 し な か - 
け 意 志 の 強 い 女性 な の で ある 。 


女 の 性 格 
に は 宇宙 事故 で 両親 を 亡くし た こと が 


いる よう だ が 、 彼 女 の 口 か ら は 何 も 語 


研究 者 で あり 


ショ ン を 前 撃 し た 際 に | 
ター ゲイ ザー ガン ダム に 搭乗 。 スト ライ クノ ワー 
ル ガ ン ダム を 排除 する た め 、 自 分 の 乗る スタ ー 
ゲイ ザー ご と スト ライ クノ ワー ル を 金星 軌道 近 
傍 に まで 吹き 欧 ば す の だ っ た 。 地球 帰還 の た 
め ス ター ゲイ ザー を 加速 さす た セレーネ は 、 生 
本 の た め 代 謝 を 抑え る 業 物 を 注射 し て 眠り 
助 が 来る こと に 周 け る 。 そ 
し て 669 時 間 後 、DSSD 探 査 始 6 号 に 搭乗 
て 現 け 付け た ソル ・ リ ュー ネ ・ ラ ンジ ュ に 
救助 され た 


ドレ ー ネ ・ マ ク グリ フ 】 金星 才 近傍 か ら 地球 へ と 
帰還 する 座 、 な ぜ 殺 る ない の か と いう 召 問 を 投げ 提 
ける 勲 パ イロ ッ ト ーー ス ウェ ン ・ カ ル ・ パ ヤン に 革 し 
「 赤 し いか ら 」 「 衣 る まで 声 を 拝 けら れる 相手 が 論 し 
か っ た | と 返す セレ ー ネ 。 スウ ェ ン は そこ に 人 の 温もり 
を 感じ 、 セレ ー ネ は 穏やか に 展 り に 問 く の だ っ た 


【 シ ュー ディ ー・ ホ ルク ロフ ト 】 


し を 」 


[W] me05 wl 


mM 


ソル ・ リ ュー ネ ・ ラ ンジ ュ 
SOLLYNE LANGE 


DSSD が 開発 し た MS スタ ー ゲ イザ ー ガ ンダ ム 
の テス トバ パイ ロッ ト 。 第 一 世代 の コー ディ ネイ 
ター で あり 、 事故 死 し た 両親 と 同じ DSSD に 
務め 、 同 じ 境遇 の た め 実 の 姉 の よう に 親しく し 
て いる セレ ー ネ ー マク グリ フ と 共に スタ ー ゲ イ 
ザー の 開発 に 胃 進 し た 。 C.E73 に は DSSD ト 
ロ ヤ ステ で 実働 試験 に 深き 次 け た が 
戦争 の 推移 に より ファ ント ムペ イン の 急 弁 を 受 
け 、 セ レー ネ と スタ ー ゲ イザ ー に 搭乗 し て ステ ー 
ショ ン を 守る た め に 戦う 。 だ が 、 敵 を 追い 詰め 
な が ら エネ 尽き て し まう 。 直後 、 セ レー 
ネ か ら 強制 的 に 脱出 させ られ た ソル は 、 自 ら を 
秩 牲 に スト ライ クノ ワー ル ご と 飛ば され た 彼女 
一 発振 御 星 で ファ ント ムペ 
、DSSD 探 査 船 6 
金星 軌道 近傍 に 飛ば され た セレ ー ネ を 迎 
< く の だ っ た 


レル ・ リ ュー ネ ・ ラ ンジ ュ 】 先 を 見 よう と する 強 き が ソ 
ル に は あっ た , 自ら が 手掛け た 探査 用 MS を 「 上 を 見 
る 者 、 そ の 向こう に ある 星 を 見 る 者 … ス ター ゲイ 

第 の 携 線 は スタ ー ゲ イザ ー と 共 


| DSSD 
DSSD 


「Deep Space Survey and Development 
Organization ( 深 宇 軍 探査 開発 機構 )」。 そ 
の 通称 が 「DSSD] で ある 。 火星 軌道 以 直 に 
広がる 深 宇 宙 の 探査 お よび 開発 を 目的 に 設 
立 され た 機関 。 設立 は 地球 連合 ご プラ ント 

非 同 副 中 立国 家 群 が 共同 で 設立 に 参画 し て 
お り 、 地 球 連合 軍 と ザフト の 両 陣営 に 対し て 
中 立 か つ 特別 な 権限 を 有 す 。 その 基本 理念 は 
「 フ ロン ティ ア の 前 進 ] 一 一 すなわち あら る 
国家 体制" 宏 示 民族 を 超越 し た 人 類 と い 
う 種 を 、 よ り 遠 く の 宇宙 に 送り 出す こと に ある 
その 一 環 が 「 ス ター ゲイ ザー 計画 ] で あり 、 こ ご 
れ は 人 工 知能 を 搭載 し た 自 待 型 MS に よる 深 
宇宙 の 探索 と いう も の と ころ が 、 探査 
用 MS スタ ー ゲ イザ ー ガ ンダ ム に 搭載 予定 の A 
I 奪取 を 目論ん だ ファ ント ムペ イン が DSSD ト ロ 
ヤス テー ショ ン を 強 忠 し 、 大 き な 被害 を 局 け る . 


地 に 研究 施設 を 保有 。 さら に 保安 用 と し て 人 自 に カ 


スタ ム さ れ た MS シビ リア ン ア スト レイ を 配備 し て いる 


ファ ント ムペ イシン 
PHANTOM PAIN 


ブル ー コ スモ ス の 最 , 
所 属す る 不正 規 
と し て 地球 連合 軍 に 所 属す る が 
ルー コス モス の 私 兵 集団 で ある 
共 、 以 前 は 地球 較 合 軍 に 依存 し 
コス モス だ が 、 意 思 を 直接 体現 する た め の 武 
装 集 回 と し て 生み 出さ れ た 


思 決 定 機関 ロゴ ス に 
部 隊 。 第 81 狼 立 機動 群 
実際 に は ブ 


ワ ァ ント ムペ イン 】 DSSD を 皇 連 し た ファ ント ムペ イン 
は ホアキン 隊 で あり 、 カ スタ ム MS を 軍記 する 届 下 
特殊 戦 MS 小 普 に は 、 スウ ェ ン ・ カ ル ・ パ ヤン 

ナル クロ フト 、 シ ャ ム メ ・ コ ー ザ が 所 放し 


| ブル デュ エル ガン ダム 


BLU DUEL GUNDAM 


張 さ れ 、 高 い 防 件 力 を 獲得 し た 。 な お 、 
ブル ] は 「 青 ] を 意味 する イタ リア 語 。 搭乗 
者 は ミュ ー デ ティー・ ホ ルク ロフ ト 」 


ブル デュ エル ガン ダム 】 ブル デュ エル 専用 に 開発 
れ た 2 丁 の M7G2 リ トラ クタ ブル ビー ム ガ ン を 主 兵 林 
と する ほか 、 対 MS 用 に MK315 ス ティ レッ ト 投入 時 
状 門 軸 入 絢 も 選 部 に 装 穫 する 


| み ぁ 」 


ミー ティー ミュ ー デ ィ ー・ ホ ルク ロフ ト 
MUDIE HOLCROFT 


地球 連合 軍 第 81 独 立 機動 格 フ ァ ン トム ペイ 
ン の MS バイ 


ロス パク ウゥ ハ ウン ド が け に 攻撃 され た 
は 、 反 撃 の 隙 も 与え られ な いま ま 
搭乗 機 は ブル デュ エル ガン ダム 


ホル クロ フト ] 「 良 い コ 
は 死ん だ コー ディ ネイ ター だ け と し 
隊 底 的 に 的 を 基 し た 


ネイ ター 
戦 開 で は 


MA 


x 167-30 


機動 戦士 ガン ダム AGE 


ノウ ン ・ エ ネ ミー 


i アス ノ 家 
THE ASUNO FAMILY 
し て 名 を 馳せ 
ば れ た 古代 の MS 
入っ た メモ リ 
幼い で いる 
アン ドル ー・ サ ン ベ ル ト 
ANDREW SUNBELT 


168-29 


| 機動 戦士 ガン ダム AGE 


イノ ア の 妻 。 A.G.101 年 


| アセ ム ・ ア ス ノ 
ASEMU ASUNO 


フリ ッ ト ・ ア ス ノ の 息子 。 AG.140 年 、 コ ロニ ー 
トル ディ ア ) アセ ム は 、17 歳 の 主 生 
日 に 父 フリ ッ ト か ら AGE デ パイ ス と 共に ガン ダ 
ム AGE-1 を 受け 継ぐ 。 時 を 同じ くし て 、 平 和 な 
は ず の トル エイ ガン が 出現 。 大 切な 
人 々 を 守る : アセ ム は ガン ダム で 敵 を 退け 
る 。 その 傍ら 学園 生活 を 送る アセ ム は 、 転 校 
生 ゼ ハー ト ・ ガ レッ ト と 出会い 、MS ク ラブ と 幼 
の ロマ リー・ ス トー ン を 通じ て 友情 を 育む 
学園 卒業 の 日 、 ゼ ハー ト が ヴェ イガ ン 
こと を 知っ て 樽 然 と する 。 その 後 、 連 孝 軍 
し た アセ ム は 軽 艇 ディ ー ヴ ァ の ウル フ 際 
に 配属 され 、 ガ ンダ ム AGE.2 の パイ ロッ ト と し 


て 戦場 に 立つ 。 そし て 、 瑞 と な っ た 親友 セハ ー 
ト と の 関係 、 父 の 背中 に 追い つけ な いも どか し 
さ 、 自分 が X ラ ウン ダー の 適性 を 持 いこ と な 
ど 多 く の こ と 理由 を 見 失っ て い 


く 。 し か し 、 ウ ルフ ・ エ ニア クル の 導き 
スー バー バイ ロ 
ひと っ 


け の 強 さ を 身 
め に 戦う の か を 思 


アダ ム ス ・ テ ィ ネ ル 
ADAMS TINEL 


地球 連邦 軍 の 少尉 。 A.G.115 年 、 ス ペー スコ 
ノーラ ) の 連邦 軍 基 地 ア リン スト > 
配属 され て いた が 、UE の 員 撃 後 は 戦艦 ディ ー 
の ブリ ッ ジ クル ー と な り 航 行 統括 を : 
べく < 行動 する 生 真 面 日 さ 
ディ ー ヴ ァ 艦 長 の グル ー デ ッ 
『 を 反逆 者 と し て 追っ て きた 際 、 戦 
追手 の スト ラー・ グ アバ ラン に 訴 
な お 、 母 の 写真 を 入れ た ロケ ッ ト ペ 
まい て いる 


ADELE 


ジェ ノア スシ リー ズ に 代わ っ て 地球 連邦 軍 の 主 
量産 機 と な っ た MS。 ガン ダム AGE-1 の 基 
り 、AGE-1 の 量産 
うべ き 機 体 で ある 。 AGE・1 の フレ ー ム の 
工 展 型 を 採用 し て お り 、 起 装 が 華 用 で きる ほ 
か 、 タ イタ スス パロ ー へ の ウェ ア 換 装 機構 も 
探り 入れ で いる 。 A.G.140 年 代 の 主力 
運用 され て お り 、AG.164 年 、 第 一 線 は 退 
た も の の 、 地 上 の 連邦 車 司 令 部 ロス トロ ウラ 
ン に お いて タイ タス 装備 で 
ある 。 主 な パイ ロッ ト は で 
アリ ー サ ・ ガ ン ヘ イル 。 


運 


し ルキ ャ ノン 
ADELE CANNON 


ドッ ズ キャ ノン を 2 門 装備 し た アデ ル の パリ エー 
ショ ン 。 火力 の 強化 を 主眼 と し て 開発 され た ア 
デル 専用 の ウェ ア で あり 、 秦 遇 特 化 型 と し て 高 
い 火 力 を 持つ 


アデ ルル ペー タロ 
ADELE MARKT 


アデ ル を 改良 し た 能力 向上 型 。 A.G.160 年 代 に 
量産 機 ど いる 。 ウェ アシ ステ ム 
は アデ ル を 踏 肌 し て いる が 、 脚 部 スラ スタ ー を 大 
型 化し た 宇宙 用 と 、 脚 部 に 地上 走行 用 の 装 輪 


(ME 本 05 sm 


アド バン ス ド ・ ジ ェ ネ レー ショ ン 
ADVANCED GENERATION 


移民 が 開始 され 


て の 兵 問 の 廃棄 を 定め た 「 銀 の 杯 ] 条約 を 
5 の 創設 と 共に 年 号 は 「 ア ド バ 


締結 。 地理 

ンス ド ・ ジ ェ ネ レー ショ ン (A.G.)] に 改め られ た , 
アマ テウ ス 

AMADEUS 


A.G.140 年 代 に ける 地球 連邦 軍 の 放 艦 
連邦 軍 総 司令 官 フリ ッ ト ・ ア ス ノ の 参謀 で ある 
フレ デリ ッ ク ・ ア ル グ レ アス が 乗 能 する 。 以降 
A.G.164 年 の ルナ ベー ス 奪 還 作 戦 や 宇宙 要 
垂 ラ ・ グ 、 提 暫 と な っ た ア 


アラ ベル ・ ゾ イ 
ARABELLE ZO! 


UE の 宇宙 要 夫 ア ン バ パット の 司令 官 ギー 
イ の 息子 。 A.G.115 年 の コウ モリ 退治 戦 】 
お いて 、 ア ン バ ッ ト に 乗り 込ん で きた グル ー デ 
2・ コ 殺さ れ た 。 そし て A.G.141 
年 、 反 逆 者 と し て 服役 し て いた グル ー デ ッ ク の 
出所 を 狙い 利 殺す る も 、 直 
殺さ れ た 。 グル ー デ ッ ク は 連邦 上 居 部 と ヴ 
ガン に 繋が り が ある こと を 調べ て お り 、 そ : 
を 危 條 し た 人 物 一 一 地球 連邦 政府 大 統領 フ 
ロイ ・ オ ルフ ェ ノア の 手 の 者 に より 、 ア ラ 
は 鉄砲 玉 と し て 使い | 


の 航行 統括 を 担う 
岩礁 定 域 を 航行 する 際 は 案 敵 シス テム が 限定 
され る こと に 不安 な 様子 を 見 せ て 、「 何 その 臣 
気 な 感じ ] と イリ シャ ・ ム ライ に 果 れ られ で いた 。 


地球 連邦 軍 の 少 
た 戦 第 ディ ー ヴ ァ の ブリ 
括 を 担う 。 オリ パー ノー ツ の 連邦 軍 基 地 で 「 問 
題 」 と され て いた 軍人 の ひと り で 、 厳 し い 物言い 
が 特徴 。 また 、 特 別 警戒 宙 域 サル ガッ ソー の 
不気味 な 噂 に も 「 噂 は 噂 」 と 言い 切り 、 何 事 に 
も 動じ な い 性 格 で あっ た 。 


| アリ ー サ ・ ガ ン ヘ イル | 
| ARISA GUNHALE | 


AG.141 用 され た 戦 第 ディ ー' 
フ 隊 に 所 属す る 佑 長 。 戦闘 で は アリ ー サ と 同じ 
く ア デル を 乗 機 と する マッ クス ・ ハ ー ト ウェ イ と コ 
ン ビ を 組む 。 ディ ケ ・ ガ ン ヘ イル の 娘 で 
友人 フリ ッ ト ・ ア ス ノ の 息子 アセ ム ・ ア ス ノ に 興 
味 を 持ち 、 融 極 的 に 交流 を 図る 。 な お 、 母 と な っ 
た アリ ー サ は 教育 ママ | 


アリ ンス トン | 
ARINSTON | 
コロ ニー ノーラ ) に 置か れ た 地球 連邦 軍 の 軍 


| 

| 
事 基地 。 AG.115 年 に UE の 導 沸 を 受け て ノー | 
ラ ご と 失わ れ た 。 基地 司令 は ヘン ドリ ッ ク ・ ブ 
ルー ザー。 副官 の グル ー デ ッ ク ・ エ イノ ア と 指 | 
揮 所 の : ス ・ ア ロイ ら 要 員 は 、 ノ ー ラ 壊 減 
後に 戦艦 ディ ー ヴ ァ の ブリ ッ ジ クル ー 


| アン ディ ・ ド レイ ム ス 


オリ パー ノー ツ の 地球 連邦 軍 基 地 司 令 
A.G.164 年 、 ヴ ェ イガ ン の 地上 侵攻 が 開始 さ 
れ た 際 、 退 役 し た フリ ッ ト ・ ア ス フ 元 総司 令 か 
老朽 義 デ ィ ー ヴ ァ 出 撃 の 要請 が な され る 
非常 時 で 人 手 が 足り ず 、 重 属 で も な い フリ ッ ト 
か ら の 要請 が まかり 通る こと を 快く 思わ な い ドレ 
イム ス は 、 欄 が ら せ と し て ディ ー ヴ ァ の クル ー に 
問題 ある 軍人 を 配属 し た 。 


| アル ザッ ク ・ バ ー ミ ング ス | 
| ALZACK BIRMINGS 


中 立 コ スリ ー) を 支配 し て いる 大 富 
豪 。 ザラ ム 連 合 を 束ね る ドン ・ ボ ヤー ジ の 旧友 
で あり 、 そ の 口利き で UE 討伐 に 協力 する 。 自 
然 保護 区 の 中 に 屋敷 を 持ち 、 そ こ を ディ ー ヴ ァ 
行 の 作戦 会 議 の 場 と し て 提供 し た 。 


地球 連邦 軍 の 月 基地 ルナ ペー ス の 司令 官 。 
ヴェ イガ ン と 密か に 内 通し 、 基 地 を 掌握 し た 
な お 、 レ イナ (ジラ ー ド ) ・ ス プリ ガン が 連邦 軍 
を 見 限る 原因 と な っ た 実験 事故 は アロ ー ン が 
仕組 ん だ こと で あり 、X ラ ウン ダー を 手 土産 と し | 
て ヴェ イガ ン に 肢 返 る た め の 策 衣 で あっ た 。 


| 
AARON SIMMONS | | 
| 


| アン バッ ト 
AMBAT 


UE の 宇宙 要 究 。 元 は 地球 連邦 軍 の 要 寄 で 、 
老朽 化 の た め 廃棄 され て いた も の を 利用 し て 
造ら れ た 。 基地 司令 は ギー ラ ・ ゾ イ 。 巨大 母 
艦 フ ァ ・ ボ ー セ と 多数 の ヴェ イガ ン 製 MS ガ フ ラ 
ン と バク ト が 配備 され 、X ラ ウン ダー の デ 
ガレ ッ ト も 所 属し て いた 。 この 要 寒 の 攻略 作戦 
は 、 そ の 名 称 か ら 後 の 世に 「 コ ウ モ リ 退 洛 戦 
役 | と 呼ば れる こと と な る 


い 


2 ジョ 


地球 連 孝 軍 の 曹長 。A.G.164 年 に 再 就役 し 
た 埋 艦 ディ ー ヴ ァ の ブリ ッ ジ クル ー で 、 案 敵 を 
担当 する 。 また 、 地 上 の 連邦 車 総司 令 部 ロス 
トロ ウラ ン の 攻防 戦 で は 艦内 の ダメ ー ジ コン ト 
ロー ル も 担っ て いた 。 オリ バー ノー ツ の 連邦 軍 
基地 で 「 問 題 」 と され て いた 軍人 の ひと り で 、 
着任 早々 に 居眠り を し て いた か と 思え ば 、 小腹 
が 空い た と 同僚 の オト ロ ・ バ ンタ の 食べ 物 を 勝 
手 に 食べ る な ど マ イペ ー ス を 崩さ な い 


| イー ノ ・ レ ジン 
| INO REJIN 


指揮 通信 補 。 A.G.115 年 メス 
E レス ト 


イヴ ウ ァ ニス メシ ステ が 
EVS SYSTEM 
星 園 の 風土 病 で ある マー ズレ イ を 無効 化す 


る シス テム 。 A.G.164 年 の 終 陽 後 、AGE シ ス 
テム と EXA-DB の 情報 を 集約 し て 開発 され た 


イゴール ・ エ バン ス 
IGOR EVANS 


工場 コロ ニー (ソロ ン シ ティ ) に ある テク ノ ソ ロ 
ン 杜 の ガル バー ディ ア 工 場 長 。 そ の 正体 は 
ヴェ イガ ン で あっ た 。 ディ ー ヴ ァ の 調査 に 居 え る 
テク ノ ソ ロン 社 の 事業 部 長 に 
で 堂々 と し て いれ ば いい と 隠し 通 そう と する だ 
が 、 ヴ ェ イガ ン 製 MS が 発見 され た た め 強 硬 策 
を 採り 、MS で 出撃 し た も の の ガン ダム AGE-2 
され た 。 搭乗 機 は ドラ ド 


| イリ シャ ・ ム ライ 


| IRISSYA MURAI 


な お 、 デ ィ ー ヴ ァ に 配属 され 
る 前 は 、 連邦 軍 第 8 方 面 軍 に 所 属す る 航 下 能 
ムラ サメ の 通信 士 で あっ た 。 AG.140 年 、 コロ 
ラス ) を 凍 う ヴェ イガ ン か ら 5 脱出 艇 を 
向かう 際 、 偽 
・ ガ レッ ト 一 行 の バス ポー ト ID 


禄 半 ・ サ ン ライ ズ ・NBS 168-30 


168-31 


機動 戦士 ガン ダム AGE 


1 ウラ ク < ヲ ライ 6 


IWARK BRIA 


ラバ 同 昼 と ザラ ム 連 合 の 戦 


まれ た フリ ッ ト ・ ア ス ノ と エミ リー・ ア 


助 し た 


市 民 を 巻 
を 募ら せ て お り 


む エ ウパ と ザラ ム の 抗争 
養女 の リリ ア が 巻き 込 


ウィ ルナ ・ ジ ャ ニス ティ 
WILNA JANISTY 
地球 連邦 軍 の 少尉 。 AG.141 年 
た 戦艦 ディ ー ヴ ァ に 所 属し 、 指 揮 通 信 
め る , 


画 「 マ ー ズ 
た に め 地球 連邦 
地球 へ の 上 許 運 を 悲 願 と 
20% が 置 され る マ 
め ら れ て ねり 人 
直す る 」 と いう 感情 が 


し て 建国 し た 。 人 口 


アン ノウ ン ・ エ 
還 ら れ て お り 
匿 さ れ て いた 
年 の 「 コ ウ モリ 退治 戦役 」 を 境 
の 名 は 公 と な る , 


ヴェ イガ ン ギ ア 


ーー 国家 戦争 時 代 
る 。 尾 の ビー ム 砲 (デル タゲ イザ ー) と 釣 爪 弄 
の ヒー トブ レー ド を 持つ 。 対 ガン ダム の 切り と 
し て 、 宇 宙 要 塞 ラ ・ グ ラミ ス を 公 る 攻防 の 終 
盤 に 投入 され た 


ヴェ イガ ン ギ ア ・ シ ド 
VAGAN GEAR SID 
シド が 合体 し た ヴェ イガ ン キ ギア , 


ス に 破 模 さ れ た 
地 合 を 図っ た 姿 で 


ガン ダム レギ ル 


を 問わ ず 肌 い 掛か る こと と な る 


ヴェ イガ ン 戦 艦 
VAGAN FLEET 


ヴェ イガ ン の 戦闘 閥 。 フ ァ ・ 
大 母艦 の 一 部 が 分 離し て 運 
「 見 えな い 奉 」 と 呼ば れる ステ ルス 機能 を 有 
し 、 察知 され る こと な く 航行 可能 で ある 


ウェ イボ ー ド 
WAY BOARD 


地球 連合 軍 が 開発 | 


ブフ ライ トシ ステ ム 。 
た め の も の で 、 ビ ピー 


ウェ シディ 05 ツ 
WENDY HERTZ 
地上 の オリ バー ノー ツ で 暮らす キオ 


アス ノ の 


幼なじみ 。 ヴェ イガ ン の 地上 侵攻 
に 巻き 込ま れ 、 助け た 子供 た ちと 一 緒 ( 
ヴァ へ と 避難 し た 。 そ 護 た ちの 世話 を 


な が ら 、 医 療 班 長 の ユノ ア ・ ア ス ノ を 手伝う 
うに な る 。 人 が 傷つく こと を 悲し む 合 し い 性 格 
だ が 。 戦場 


ウォ ルト ・ ベ ッ ト 
WALT BET. 


戦艦 ディ ー ヴ ァ の ブリ ッ ジ クル ー。 A.G.115 年 、 
の 連 孝 軍 共 地 ア リン 
『、UE の 座 撃 後 は ディ ー 


(AGE) neD5 mm02 


ウォ ン ・ カ スト ロフ ァ 


地球 軍 邦 軍 の 旨 長 。 AG.164 征 
皿 能 ディー ヴァ の プリッ ジ クルー で 、 オ リバ パー ノー 
ツ の 連邦 軍 共 地 で 「 問 題 ] と され て いた 軍人 の 
ひと り で ある 。 コン ピュ ー タ ー に 詳し く 、 着 任 時 は 
ブリ ッ ジ の 機材 に 異 味 津々 で あっ た 。 その 腕 を 
時 込ま れ て ルナ ベー ス の 占 所 部 隊 に 抜 手 さ れ 、 
機材 を 応急 修理 を 復帰 。 ヴェ イ : 
対す る 降 人 勧告 を 可能 に さ 


に 再 未 役 し た 


ウッ トビ ッ ト ・ ガ ン ヘ イル 


A.G.164 年 に 再 就役 し た 戦 能 ディ ー ヴ ァ の 束 
備 士 。 ディ ケ ・ ガ ン ヘ イル の 孫 で あり アリ ー サ の 
息子 で も ある 。 メカ 好き は ディ ケ に 
の 反対 を 押し 切っ て ディ ー ヴ ァ に 乗り 込ん だ 。 


小屋 。 その 中 に は ガン ダム AGE-1 が 隠さ 
れ て いた 。 アセ ム ・ ア ス ノ 17 歳 の 醒 生 日 に 、 フ 
リッ ト ・ ア ス ノ か ら AGE デ バイ ス と : 
も 受け 継い で いる 。 


あ 


ED 


BLOSSARY 


| ウル フ ・ エ ニア クル 
WOOLF ENNEACLE 


地球 連邦 軍 の エー スパ イロ ッ ト 。 MS を 用 いた 
グラ ンプ リレー ス の 元 ス ター 選手 で あっ た が 
周り に 敵 な し と 悟っ て 鳴物 入り で 軍人 と 
変わ り 者 で ある 。 A.G.1 15 年 、 紙 艦 デ ィ ー ヴ ァ 
内 に ヒー リン グ ス リ ー プ 状態 で 乗 艇 し て いた が 、 
コロ ニー (ソー ラ ) か ら 離脱 後に 目覚 め た 。 MS 
部 隊 の 隊長 と な っ た 際 、 ガン ダム AGE-1 を 自 


分 の 機体 に し よう と フリ ッ ト ・ ア ス ノ に 勝負 を 持 
ち 掛 ける が 、 突 名 軸 遇 し た UE と の 埋 闘 で フリ ッ 
沈み が ちな 


ト の 実力 を 認め る の だ っ た 。 悩み で 
フリ ッ ト を 支え 、 和 良き 兄貴 分 | 
戦役 を 戦い 抜い た 。 
て お り 、 ジ ェ ノ アス カス タム と G エ グ ゼ ス の 両 根 
に は 白い カラ ー リ ング が 施さ れ て いる 、 


【 ウ ルフ ・ エ ニア クル 】 邊 人家 で あり . 動物 的 な 稀 と 
正確 無比 な 操縦 技術 か 5「 白 い 狼 」 と の 異名 を 持つ 


| ウル フ ・ エ ニア クル | 
| WOOLF ENNEACLE | 


AG.141 年 に お ける ディ ー ヴ ァ の MS 部 隊 の 隊 
長 。 49 歳 の ベテラン だ が 、 軍 上 居 部 か ら は 扱 
い 存 在 と し て 知ら れ て いる 。 模範 的 な 軍 
な いも の の 部 下 の 面倒 見 は 良い 。 フリ ッ 
ト ・ ア ス ノ の 息子 アセ ム ・ ア ス ノ が 、 自 分 に X 
ラウ ンダ ー 能 力 を 持た な いこ と に 悩む 中 で スー 
パー バイ ロッ ト へ の 道 を 指し 示し た 。 し か し 、 コ ロ 
ノー トラ ム の 攻防 戦 で アセ ム を 底 い 、 命 を 
落と し て いき 。 拉 乗 機 は G パ ウン サー。 


と ) 
[ウル フ ・ エ ニア クル ] X ラ ウン ダー と 互角 以上 | 
合う 技量 の 持ち 主 で ある 一 方 、 チ クノ ソロ ン 

し 、 ヴ ェ イ ガン の 二 力 者 で ある 証拠 を 舞 む 

で の 活躍 も 見 せ た 


ウロ ッ ゾ 
WROZZO [| 


ヴェ イガ ン の 水陸 両用 MS。 砂漠 で の 運用 を 前 
提 と し た ゴメ ル と 、 機 件 構成 は ほぼ 同様 で ある 。 
南米 に ある 地球 連邦 車 の 総司 令 部 ロス トロ ウ 
ラン の 攻略 に 投入 され た 。 機体 に プラ ズ マ 粒 
子 坦 弾 を 内 蔵 し 、 倒 され た 振り を し て 基地 内 に 
爆弾 を 仕掛 ける と いう 作戦 に 使わ れ た 。 


【 ウ ロッツ] 近接 戦闘 に 
は MA 形 能 ( 上 ) に 変 


水中 の 移動 時 
量産 機 (上 ) と 


指 提 記 林 ( 下 ) が 存在 し 、 ダレ スト ・ グ ー ン が 誰 乗 し た 
指 所 機 は シャ ナル ア ・ マ レン と 相討ち に な っ た 


【AGE デ バイ ス 】 メモ リー ユー: ト 痕 
ガン ダム の 起動 キー だ が 、 通 信 機 
回 や 地図 な ども 内 蔵 
デバ イス で ある 


ウロ ッ ソ R 
L WROZZO R 


【EXADVI 


AGE デ バイ ス 
AGE DEVICE 


メラ ウン ダー 専用 の ウロ ッ ゾ 。 カラ ー リ ング 以外 、 
外見 は 一 般 機 。 指揮 官 機 と 変わ りな い が 、 操 


赤い 専用 カラ ー の 模 休 に 持 乗 し た 。 


【 ウ ロッ ゾ R ウロ ッ プ R (を ) は せ ハ ー ト の 高い X ラ ウン 
ダー 能力 に 追 陣 で きず 。 ガン ダム AGE-3 フォ ー ト レス 
右 ) と の 戦 開 で 機体 限 界 に 直し て し まう 


ーー 


ズ 


| AGE シ ステ ム 
AGE SYSTEM 


迷 況 に 昌 適 機体 や 武装 を 生み 出す ガン ダム 
専用 の 進化 シス テム 。 アス ノ 家 が 研究 し て き 
物 の 進化 の 謎 を 数 値 化し た も の ! 
ト ・ ア ス ノ が 自己 進化 の 夢想 を 加え て 完成 し 
た 。 AGE シ ステ ム は 、「 ガ ンダ ム 」 「AGE デ パイ 
ス 」 「AGE ビ ルター」 の 
ダム 」 が 戦闘 | 
ロッ ト 特性 な どの 情報 を 収集 し 、 そ の 敵 


バイ 
応 し た 装備 お よび 機体 を [AGE デバ 


し 、「AGE ビ ル ダ ー] に 


ム を 応用 する こと で 、 戦闘 航 の 新た 
も 可能 で あっ た 。 


【AGE シ ステ ム 】 生 物 の 進化 の 仕 租 み を 応用 し た MS 
の 再 相 圭 シス テム で 、 埋 旧 を 経 険 する こと で 
く な る た め の 設 計 図 を 導き 出す 。 登録 され た 人 間 に 合 
わせ て 成長 する た め 、 そ の パイ ロッ ト の オン リー ワン の 
シス テム と な る 


起動 キー に も な っ て お り 、 

の 生体 デー タ と 認証 コー ド で ロッ ク さ れ て いる 
AG.108 年 、 ア ス ノ 家 が 暮らす コロ ニー (オー 
ヴァ ン ) は UE の 柚 撃 を 受け 、 生 き 残 っ た フリ 
ト ・ ア ス ノ が AGE デ パイ ス を 受け 継い だ 


AGE ビ ルター 
AGE BUILDER 


AGE デ バイ ス の 提案 する 装備 "機体 を 造り 上 
げ る 高速 成形 マシ ン 。 コロ ー 
脱 す る 共に 戦 能 ディ ー ヴ ァ へ と 移さ れ 
後 、AG.164 年 の 主要 
了 皿 で ディ ー ヴ ァ が 沈む まで 使わ れ て いる 


【AGE ビ ル ダ ー】 灰 村 と な る イン ゴト か ら 間 較 に フレ ー | 
ム を 削り 出し て 組み 立て る こと が で きる 。 な お 、 戦 関 
タ が 不 十分 な 場合 で も 、 推 論 設 計 機 杜 の ワー ニ . 
レベ ル を 下げ る こと で 色 引 に 醒 衝 する こと が 可能 | 


[エイ ラロ ー ズ 


人 部 軍 の 匠 胡 A.G.164 年 6 刺し 
た 戦艦 ディ ー ヴ ァ の ブリ ッ ジ クル ー で 、 火器 管制 
を 担う 。 オリ パー ノー ツ の 連邦 軍 基 地 で 「 問 題 」 


と まれ で いた 軍人 の ひと り で 、 非常 に 口 が 悪い 。 


隊 の 出撃 を 促し た 


【EXA-DB】EXA-DB は 地球 弄 
の 星 帯 の 中 


[ 幅 | mr05 mg02 


EUBA'S SHIP | 


エ ウ パ 同 是 の 戦闘 第 。 地球 連邦 軍 の ダー ウィ 
ン 級 宇宙 戦艦 と 同様 二 礎 式 の 双 周 構 
造 を 備え て いる 。 前 方 に 連装 主砲 を 5 基 配 し 、 
高い 火力 を 持つ 


【 エ ウパ バ 老 】 戦艦 ディ ー ヴ 
制 し 、 UE の 宇 軍 要 要 


連合 と 穫 虐 を 玉 
トト の 攻略 に 参加 し た 


| エ ウ 人 同盟 
| EUBA 


コロ ニー 国家 戦争 時 代 に お ける | 
ひと つ 。 AG.115 年 、 コ ロ ) 
で は ラク ト ・ エ ルフ ァ メル を リー サラ ム 

と 小競り合い を 続け て いた 『、 フ リッ ・ 
アス ノ の 働き 掛け に よっ て ザラ ム と 協力 し 、UE 
の 宇 由 要 守 アン パル ト の 必 早 に き 加 する 


区 一 。 MS ゼノ を 主として 周り 
的 に ザラ ム と 東関 を 折り 広げ て いた 


国家 戦争 以前 の あ 
ー タ ペー ス で 


当時 の 連邦 政府 に よっ て 秘密 裏 に 
られ 、EXA-DB と し て 保存 され て 
は 兵器 と な る MS "艦船 の 設計 
効率 的 な 戦術 な ど 過 去 の 戦争 に お ける す 
て の 技術 が 記さ れ て いる 。 この 


虹 け 付け た 補 和 海 降 ビシ 

アン の キャ プ テ ン ・ ア ッシュ と 共闘 し て シド の 

撃破 に 成功 する 。 その 後 EXADB は ビシ デ 
ン に よっ て 破壊 され た 


PE 


リン ライズ ・MBS 168-32 


169-29 


機動 戦士 ガン ダム AGE 


X ト ラン スミ ッ タ クター 
X TRANSMITTER 


が ラウ ジ タ ダニ 
XROUNDER 


「X 領 域 」 


和 置 。 脳波 を 用 いた 
ト 「 ビ ッ ト ] を 複数 同時 に 操作 
で あり 、 ギラ ー ガ や ガン ダム レギ 


扱え る 存 


ウー ド に ボタ 
EDWARD OTAWA 


れ て いた が 、UE: 
関 ブリ 
同様 、 グ ルー 


クル 


コウ モリ 所 治 戦 簡 を 戦い 技 し 


の アリ ンス トン 基地 に 配属 さ 
醒 撃 後 は ディ ー ヴ ァ 


担当 する 。 他 の ブリ ッ ジ 


イノ ア に 損 同 し 、 


エミ リー< ュ アス ノ 
EMLY ASUNO 


り 、 


球 の オリ バー ノ 


リー・ ア モン ド 
幸せ な 家庭 を 


ヴェ イガ ン の 侵攻 


(NE) mg05 09 


オデ ィ オ ・ ブ ラン 
ODIO BURAN 


ん 4G.141 年 に 運用 され た 戦艦 ディ ー ヴ ァ の ブ 
リッ ジタル ー。 機関 ブリッ ジ 、 エ ンジ ン 動 力 

担当 する 。 同僚 の エル ・ ト ニー ズ と 一 緒 に 、 初 
め て 訪れ た 地球 連邦 軍 総 司令 部 ビッ クリ ング 
で 盛り 上 が 


エミ リー・ ア モン ド エル メダ 
EMILY AMONDE ELMEDA 


フリ ッ ト ・ ア ス ノ が コロ ニー (ノーラ) に 移住 し て エ ウ パ 同盟 の 普 領 ラ クト ・ エ ルフ ァ メ ル の 専用 
両親 は お ら ず 、 祖 父 の バル | MS。 ラ クト 用 に カス タマ イズ され た ゼノ 
た り で 暮らし て いる 。 世 パイ クア ー マ ー、 アン テ ナ が 
強く 活発 な 少女 で 、UE の 謀 撃 で ノー フ か ら 退 
避 す る 際 、 フリ ッ ト を 追っ て 戦 能 ディーヴァ に 乗 
3 戦い か ら フリ ッ ト を 速 ざ けた いと 願う 
8 腹 に 彼 は ガン ダム の パイ ロッ ト 
と し て 成長 し て いく 。 人 々 を 守り た いと いう フリ ッ 
ト の 意志 を 理解 う 
こと に 強く 反対 する 。 し か し 、 「 
て あげ な よ 」 と いう ララ バー リ ・ 


オト ロ ・ バ ンダ 


地球 連邦 軍 の 軍曹 。 AG.164 年 に 再 就 役 し 
た 戦 能 ディ ー ヴ ァ の ブリ ッ ジ ク ル 
リッ ジ 、 動 力 系 の 管制 を 担う 。 オリ 
の 連邦 軍 基 地 で 「 問 題 」 と され て し 
ひと り で 大食漢 。 特別 警戒 宙 域 サル ガッ ソー 
の こと を 知ら ず 、 雇 の エリ ア と いう 噂 に 怖 気 づく 
ど 、 憶 病 な と ころ が ある 


スー ジー マス コピ ー ス クー ル の 課外 活動 。 アセ 
ム ・ ア ス ノ 、 マシ ル ・ ボ イド 、 シャ ー ウ ィ ー・ ベ ルト 
所 属し て いる 。 MS 選手 権 の トル ディ ア 大 
佑 勝 竣 験 が あり 、 A.G 140 年 の 大 会 ! 


球 運 孝 と UE ニ = ヴェイ ガン の 長き 戦争 の 始ま り 
と な っ た 。 な お 、 エ ンジ ェ ル に UE を 招き 入れ た 
の が 、 当 時 潜入 し て いた ヤー ク ・ ド レ ( キ ギー ラ ・ 
ゾ イ ) で あっ た 


オ ネ ッ ト ・ コ ー リ ー 


HONETTE CORY 


エル ・ ト 戦艦 ディ ー ヴ ァ の ブリ ッ ジ クル ー。 AG.115 年 、 
ELLE TONYS コ (ソーラ) の アリ ンス トン 基地 に 配属 さ 
に れ て いた が 、UE の 壮 没 後 は ディ ー ヴ ァ に 乗り 


A.G.141 年 に 運用 され た 戦艦 ディ ー ヴ 
リッ ジ ク ル ー 


込ん で 手近 所信 福 を 担当 する 。 グル ー デ ッ ク ・ 
エイ ノア の 考え る UE の 宇宙 要 寒 アン バッ ト 攻 
導 戦 に 、 イ ー ノ レジ ン と 銀 き 合っ て 席 同 し た 


MS 鍛治 の 名 門 ア ス ノ 家 : 
スコ ロニ ー。 AG.108 年 
て 劇 壊 し た 


『 住 ん で いた スペ ー 
IE の 柚 撃 け 


あ 


か 


| オブ ライ ト ・ ロ ー レ イン 
OBRIGHT LORAIN 


地 匠 連邦 軍 の 中 尉 。 A.G.141 征 戦艦 ディ ー 
ヴァ の ウル フ 隊 に 配属 され た 。 生 真 面目 な 軍 
人 で 、 以 前 ウル フ ・ エ ニア クル と 同じ 部 隊 だ っ 
も あり 、「 最 高 の 隊長 」 と 厚い 信頼 を 
て いる 。 乗 機 の 担当 で ある 整備 
と 悪 章 に な り 、 空 気 を 読ま を い オ ブラ イト は MS 
格納 庫 で レミ に プロ ボー ズ し た 。 赤面 し て 去る 
告白 は 玉砕 し た か に 見 えた が 想い は 叶 
い 、 結 婚 を 約束 する の だ ヴェ イガ 
ン の 移動 要 誠 ダ ウネ ス と の 戦闘 で し ミ は ディ ー 
ヴァ を 守っ て 死 記し 、 オ ブラ イト は 深い 悲し み を 
背負 うこ と と な る 。 搭乗 機 は ジェ ノア ス IL。 


ルル 


0 ke ロー レイ ン 


| oBRIGHT LORAIN 


50 誠 の 十 参 兵 と な ライ ト 。 AG.164 
年 、 オ リバ ー ノ ー ツ の 軍事 基地 に 配属 され て 
いた が 、 ヴ ェ イガ ン の 地球 島 攻 に 伴っ て 戦艦 
ディ ー ヴ ァ の アビ ス 隊 へ 入る 。 以前 より も 宴 里 

に 付 その 腕前 
は ヴェ イガ ン と の 最終 決戦 で X ラ ウン ダー の レ 
イル ・ ラ イト を 倒す ほど で ある 。 最期 は フラ ム ・ 
ナラ と 相討ち に な っ て 戦死 し た 。 搭乗 機 は ジェ 
ノア ス 0 カ スタ ム 。 


| オリ バー ノー 
OLIVERNOTES 


いて アス ノ 家 が 住む 地球 の 
リッ ト ・ ア ス ノ は 陣 の キオ と 一 緒 に 理 
ガン ダム を 受け 継ぐ た め の 英 才 教 育 を 施し 
[勇気 の 日 ] に ヴェ イガ ン の 地球 侵攻 が 
開始 され 、 オリ パー ノー ツ は 戦場 と な る 。 アレ ント 
川 が 眉 召 区 域 と な っ て お り 、 その 後に 街 の 住人 


退役 し 


ヴァ 配属 直後 は 陰気 な 河 
いざ 実戦 と な れ ば テキ パ キ と 実務 を こなす 優秀 
な ブリ ッ ジ 要 員 で あっ た 。 


火星 移住 計画 「 マ ー ズ バー ステ イ 計画 | の 失 
敗 で 地理 連邦 政府 に 見 捨て られ 、 火 星 に 取り 
残さ れ た 人 々 が 独立 国家 ヴェ イガ ン を 興し て 住 
む 。 テラ フォ ー ミ ング の 失敗 で 火星 の 地磁気 は 
変質 し 、 マー ズレ イ と 呼ば れる 死 病 が 鞍 。 死 
と 隣り 合わ せ の 生活 を 余 位 な くさ れ て いる 。 


ガ フ ラン 
GAFRAN 
A.G.101 年 頃 か ら 運 用 され て いる UE (= ヴェ 


り 量産 MS。 EXA-DB の デー 
ヴェ イガ ン 技術 者 が 独自 に 


対応 し 、 掌 に ビー ム パ バル カン 兼用 の 
ピー ム サ ー ペ ル を 内 蔵 し 、 尾 部 状 パ ー ツ は ビー 
ムラ イフ ル と : り 、 高い 威力 を 持つ 。 


ラム ma 合 の 普 祝 ド ン ・ 
ボ ヤ ー ジ 用 に カス タマ 、 
アー マー が 増大 され 、 右 肩 は スパ イク 
付き シー ルド に 換装 (ギラ の シー ルド 仕様 も 存 
在 )、 最 


部 に は スパ イク が 追加 され て いる 。 最 
期 は UE の 大 型 母 艦 に 突撃 し て 英 っ た 


| ガン ダム 
| GUNDAM 


伝説 の 救世 主として 語り 継が れ て いる MS。 
代々 の アス ノ 家 が 数 々 の 名 機 「 ガ ンダ ム 」 を 造 
り 出し て いた と いう 。 その 設計 図 は 、 ア ス ノ 家 に 
受け 継が れる AGE デ バイ ス に 記録 され て い : 
MS 負 治 の 間 で は 有名 な 機体 で あり 、 大 昔 の 戦 
争 で 何 度 と な く 大 き な 戦果 を 挙げ た と 、 マ ッ ド ー 
ナ 工 房 の ムク レ ド ・ マ ッ ド ー ナ が 語っ て いた 


る 


し 


| ガン ダム AGE-FX 
GUNDAM AGE-FX 


キオ ・ ア ス ノ の 高い X ラ ウン ダー 能力 に 対応 す 
べく AGE シ ステ ム が 提 寒 し た ガン ダム 。 FX は 
「Follow X-rounder を 意味 する 。 2 
ける ガン ダム レギ ルス と の 戦闘 デー タ を 基 に 、 
ガン ダム AGE-3 を フレ ー ム レベ ル で 改修 し て 造 
り 出 され た 。 X ラ ウン ダー 専用 の ヴェ イガ ン 製 
MS が 使う ビッ ト を 参考 に 、 小 型 追尾 ユニ ッ ト 「C 
ファ ン ネ ル 」 を 主 兵 閉 と する 


ガン ダム AGE-FX FX バー スト 
GUNDAM AGE-FX BURST 


機動 を 最大 に 
を 負う も の の 、 単 殿 で 数 の 瑞 を 撃 | 
圧倒 的 な 戦闘 力 を 発揮 で きる 

画 


GEFX Fx 
を 利用 


ガン ダム AGE.3 オー ビタ ル 
GUNDAM AGE-3 ORBITAL 


宇宙 空間 で の 効率 的 な 軍用 を 目的 と し た ウェ ア 
「G パ バイパー] と の ドッ キン グ 形 態 。 強化 され た 
スラ スタ ー. スタ ー に よっ て 機動 性 が 向上 
し て いる 。 パイ ロッ ト は キオ ・ ア ス / ノ , 


ガン ダム AGE-3 ノー マル | 
GUNDAM AGE-3 NORMAL 


AG.164 年 
ダム 。 本 体 と な る 部 分 を 「 コ アフ 
手足 と な る ウェ ア 「G セ プター」 と の ドッ キン グ に 
よっ て MS と な る 。 パイ ロッ ト は キオ ・ ア ス ノ 


ガン ダム AGE-3 フォ ー ト レス 
GUNDAM AGE-3 FORTRESS 


*-] と 
パー に よる 移動 方 式 を 備 
い 機動 性 を 持つ 。 パイ ロッ ト は 


Ma サラ イズ MBS 169-30 


機動 戦士 ガン ノダ ム AGE 


170-31 


ガン ダム AGE-2 ダー クル ウン ド 
GUNDAM AGE2 DARK HOUND | 


宇 軍 海 農 ビ シディ アン の 首領 キャ ブテン ・ ア 」 
シュ の 専用 機 。 ガン ダム AGE-2 を ペー ス に 改 


修 さ れ 、AGE シ ステ ム が 介在 し な い ガ ンダ ム と 
な っ た 。 その 完成 に は マッ ドー ナ エ 房 が 携わっ 
て いた と され る ン 


ガン ダム AGE-2 ダブル バレット 
| GUNDAM AGE-2 DOUBEL BULLET 


対 大 軍用 フル ウェ ポン ウェ ア 。 高村 動 # 旨 と す 
る AGE-2 に 火力 を 上 乗せ し て いる 。 二 門 プ ニ 
刀 の 武装 は 操 緯 技術 に セン ス を 必要 と する 機 
体 と な っ た が 、 反 射 神経 と 直観 力 に 優れ た アセ 
ム ・ ア ス ノ の 能力 を 活か す ウ ェ ア と な っ た 


| ガン ダム AGE-2 ノー マル 
GUNDAM AGE-2 NORMAL 


AG.141 年 に 実戦 投入 され 代 の か 
ンダ ム 。 高速 移動 可能 な 飛行 スト ライ 
ダー 形態) へ の 可変 機構 を 導入 し 、 敵 より も 
優位 な ポジ ショ ン の 占 位 を 可能 と する 機動 性 を 


ガン ダム AGE-1 スパ ロー | 
GUNDAM AGE-1 SPALLOW | 


スパ ロー ウェ ア に 換装 し た ガン ダム AGE-1。 UE 
高 機動 MS ゼ ダ ス に 対 拓 す る た め 、AGE シ ス 
テム が 導き 出し た ウェ ア で ある 。 極限 まで 軽量 化 
を 追求 し た パー ツ に 姿勢 制御 バー ニア を 増設 す 
る こと で 、 か つて な い ほ どの 高速 移動 と 運動 性 
を 獲得 密 機 と いう 側面 も 持つ た め 、 ビー 
ム 兵 器 な ど 探 知 され や すい 装備 は 持た な い 。 


ガン ダム AGE-1 タイ タス | 


| GUNDAM AGE-1 TITUS 


食す る た め 、AGE シ ステ ム が 導き 出し 
ア で ある 。 タイ タス パー ツ の 耐力 と 重 
か し た 格闘 戦 を 得意 と し 、 直 接 打撃 
特 化し た 攻撃 スタ イル で 戦う 。 この 四 計 パー ツ 
に は ビー ムジ ェ ネ レー ター を 内 蔵 。 磁気 旋光 シ 
ステ ム に より 肩 膝 部 の ビー ム ス パ イク で の 攻 
撃 や 、 腕 部 に 展開 され る 円 環状 の ビー ム 収 東 
体 で ビー ムラ リア ッ ト を 繰り 出す こと が で きる 


Es フー マル | 
GUNDAM AGE-1 NORMAL 


機体 を 進化 させ る AGE シ ステ ム を 備え た MS、 
AGE デ パイ ス に 記録 され て いた 「 ガ ンダ ム 」 の 
計 図 を 基 に 、 フ リッ ト ・ ア ス ノ が 造り 上 げた 
頭 部 の 各種 セン サー と 背中 に 備え た ウイ ング 状 
の ブリ ー ド アン テ ナ で 情報 収集 を 行い 
組み 込ま れ た AGE シ ステ ム の 中 板 : 
析 、 AGE ビ ピル ダ ー と 連動 し て 敵 に : 
を 獲得 する 。 独自 に 葉 展 させ た 
を 動力 源 と し 、 地球 連邦 軍 の MS ジェ ノア ス を 運 
か に 超え る 出力 を 持つ 。 また 、 胴体 胸部 " 脚 
部 は 独立 し た ユニ オト 構造 と な っ て お り 、 四肢 の 
は 応 す る ウェ アシ ステ ム が 
これ に より タイ タス ウェ ア に よる パ 
、 ス パロ ー ウ ェ ア に よる スピ ー ド 
重視 タイ プ に 機体 特性 を シフ ト で きる 。 主 な パイ 
ロロ 水 は フ リッ ト 、 ア セム ・ ア ス ノ 、 デシ ル ・ カ レット 


(MGE) HE 5 SHEET 04 
| ガン ダム AGE-1 グラ ン サ | | | ガン ダム 博物 館 | 
GUNDAM AGE-1 GLANSA | 


ガン ダム AGE-1 っ 地球 と ヴェ イガ ン の 戦争 を 終結 に 導い た 救世 上 


の 強化 プラ ン 。 増加 
装甲 を 全身 に 纏う フル アー マー 仕様 で ある 主 、 フ リッ ト ・ ア ス ノ と ガン ダム の 功績 を 称え て 
両 腕 の シー ルド ライ フル は 攻防 一 体 の 武装 で | 地球 の 首都 ブル ー シ ア に 建て られ た 博物 館 
あり 、 内 蔵 し た ドッ ズラ イフ ル は ビー ム サ ー ペ ベル 


と し て も 機能 。 攻撃 力 と 防御 カ が 大 幅 
し て いる 。 パイ ロッ ト は フリ ッ ト ・ ア ス ノ 


向上 


ガン ダム レギ ルス 


| GUNDAM LEGILIS 


ガン ダム AGE-1 ソー ディ ア 
GUNDAM AGE-1 SWORDIA 7 


エイ ガン 製 ガン ダム 。 EXADB を ペー - ス と す 

る ヴェ イガ ン の 技術 に 、 ガン ダム AGE-3 を 解析 

ンダ ム AGE-1 の ウェ ア . し て 得 た デー タ を 投入 し て 造り 上 げ ら れ た 。 高 

装 し て お り 、 射 撃 武 器 レベ ル X ラ ウン ダー の 素養 を 最大 限 に 引き 出 
\。 主 武装 の レベ ル タ ブレ ー ド は 、 | す 高い ポテンシャル を 備え る 。 パ イロ ッ ト は フェ 

MS ドラ ド の ビー ム サ ー ベ ル を 切り 裂く ほど の 鋭 | ザー ル ・ イ ゼル カン ト 、 ゼ ハー ト ・ ガ レッ ト 

さ を 持つ 。 パイ ロッ ト は アセ ム ・ ア ス ノ 」 


レギ ルス ] レギ ル 


ガン ダム AGE- ] フラ ッ ト 
_GUNDAM AGE-1 FLAT 


ガン ダム AGE-1 の 改修 機 。 AGE シ ステ ム の 
中 枢 ユ ニッ ト と 切り 部 し て 運用 で きる よう に 、 地 
球 連 邦 軍 総 司令 部 ピッ グリ ング に て 改良 され 
た 。 胸部 に カバ ー が 施さ れ 、 頭 部 セン サー の 
色 が 変わ っ て いる も の の 形状 に 大 き な 変 化 は 
な い 。 パイ ロッ ト は フリ ッ ト ・ ア ス ノ 。 


ギー ラ ・ ソ イ 
GERRA ZOI 


UE (アン ノウ ン ・ エ ネ ミ ー) の 宇宙 要 老 アン 
バッ ト の 司令 宮 。 商人 ヤー ク ・ ド レ を 名 乗っ て 


MS を 密売 し 、 地 球 圏 の 混乱 に 拍車 
べく 時 足し た 。 アン 
首 デ ィ ー ヴ ァ 稀 長 グル ー デ ッ ク ・ エ イン ア に 撃 


、 要塞 の 自爆 装置 を 作動 させ て 死亡 する 。 
ゾ イ に 地球 種 の 感 か し さ 
搭乗 機 は デフ ァ ー ス 


お 、 息子 アラ ベル 
を 説い て 育て て いた 


クラ ン シ ェ カス タム 


CLANCHE CUSTOM 


約 。 数 十 
国家 戦争 は 大 き な 指 牲 を 出 
と か ら 、 そ の 過ち を 繰り 返さ な い 
戦争 終結 後に 綺 結 さ れ た . 


の 部 隊長 用 カス タム 機 。 機動 性 の 向 
、 フ ノー マル 仕様 の クラ ン シ ェ が 持つ 標 

装 に 加え て 、 ガン ダム AGE-2 ダブ ル バ レ ッ 
ト の 実戦 デー タ を フィ ー ド バッ ク し た ウツ イン ドッ ズ 
キャ ノン を 両 買 の バイ ンダ ー 部 に 追加 レ 、 火力 も 
増強 され て いる 。 また 機体 各部 も 改修 され て お 
り 、 総 合 的 な 性 能 の 強化 が 施さ れ て いる 。 主 な 
バイ ロッ ト は セリ ッ ク ・ ア ビス 


キオ ・ ア ス ノ 
KIO ASUNO 


フリ ルト ・ ア ス ノ の 孫 。 アセ ム ・ ア ス ノ と ロマ リ 

スト ー ン の 息子 で も ある 。 住ん で いた オリ バー ノー 
ツ が ヴェ イガ ン に 侵攻 きれ た 時 、 祖 文 と 共に ガン 
ダム AGE-3 を 起動 させ て 戦っ た 。 祖父 7 
れる キオ 姉 の よ 
ナル ア ・ マ レン の 裏切り や 宇宙 海 諾 と 
アセ ム と の 再会 を 経て 、 戦 人 争 と フリ ッ ト の 非情 き 


て ヴェ イガ ン の 厳し い 実情 と 、 彼 ら も また 同じ 人 
間 で を 知る の だ っ た 。 頑 な に ヴェ イガ ン 
の 蔵 洲 を 唱え る フリ ッ ト に 反目 し た キオ は 、 地 球 と 
ヴェ イガ ン の 鞭 争 を 止め よう と 敵 戦い 

幼い は フリ ッ ト を 動か し 、 つ い に は 


キャ プ テ ン ・ ア ッシュ 
CAPTAIN ASH 


宇宙 海賊 ビシ ディ アン の 首領 。 AG.151 年 の 
涯 流 船 調査 任務 で 行方 不明 と な っ て いた アセ 
ム ・ ア ス ノ が 名 を 変え た 次 で ある 。 任務 で 
傷 を 負っ た アセ ム は ビシ ディ アン に 救助 され て 
一 命 を 取り 留め た 。 そこ で ヴェ イガ ン を 戦争 に 


御 を 保つ こと で 被害 を 最小 限 に 抑え よう と 考え 


で ある 。 A.G.164 年 、 ヴ ェ イ ガン の 地球 
ヴァ ー 行 に 接触 し た アセ 
国家 戦争 時 代 の 技術 が 記録 さ 
れ た EXA-DB の 存在 を 伝え 、 の ち に 
搭乗 機 は ガン ダム AGE-2 ダー クハ ウン ド 


キャ プ テ ン ・ ア ング ラッ ソ 


宇宙 海 農 ビ シディ アン の 前 首領 。 アモ ム ・ ア ス 
ノ を 動け り 、 の ち に 首領 の 座 を 譲っ 


グリ ン ・ ラ イズ 


GREN RISE 


ーー 部 隊 「 マ ジ シ ャ ンズ 


ン EXA-DB を 
| ¥ を 負っ た 


ヴェ イガ ン の X ラ ウン 


ST の ラット bay 8 の サブ リー ダー。 コロ ニー (ソロ ン シ ティ ) か 
ギラ ー ガ ら 脱 出す る ゼ ハ ー ト ・ 
GHIRARGA テー ーーy で tm アー ダブ ル バ パレット に 
ファ ント ム 3 の ひと り で ある 巨漢 気性 は 荒い も 


指揮 官 用 MS の 実験 機 を せ ハ ー ト ・ ガ レッ ト 専 | の の 仲間 想い で あり 、 テ モン ・ ラ ー ジ の 戦死 
用 に 改修 し た 機体 。 地上 で の 運用 に 向け た 恐 
竜 的 な 形状 の MS が 主流 の 中 で . 汎用 性 の 高 
い 人 型 の 形状 を 採用 し て いる 。 ルナ ベー ス の 


攻略 戦 で 、 能 力 を 暴走 さき た ジラ ー ド ・ ス プリ 


ガン の 攻撃 を 受け て 大 破 し た 。 
ン 
| 
= | 
ウラ シンジ cm | 
CLANCHE | 
A.G.164 年 に お ける 地球 連邦 軍 の 量産 MS。 | 
ココ | | アン ダム AGE2 の デー タ を 基 に 開発 され た 可 
ギラ ー ガ 改 究 MS で 、 飛 行 形態 に 変形 で きる 。 主 な パイ ロッ | AG.115 年 、 
GHIRARGA CUSTOM ト は シャ ナル ア ・ マ レン 、 デ レク ・ ジ ャ ッ ク ロ ウ 、 は 、 民 間 人 を 
ジョ ナ サ ン ・ ギ スタ ー ブ 
大 菅 し た ギラ ー が を 條 提 し 、 カラ ー リ ング を 変更 
し て レイ ル ・ ラ イト の 上 機 と し た 必修 機 。 ギラ ー に 収まる 。 それ は すべ て [天使 の 落日 
ガ ビ ピッ ト は 装備 され で て いない 区 す る た めで あっ た 。 自分 の 
の クル ー に 打ち 明け 、 打 倒 
UE の 綿 同 を 得 た グル ー デ ッ ク は 、 そ の 拠点 と 
な る 宇宙 要 宏 アン パット を 突き 止め 、 連邦 軍 に 
追わ れ な が ら も ザラ ム 連 合 と エ ウ バ 同一 と 共同 
で て 相 実 の 硫 壊 に 成功 する 。 その後 グル ー デ 
ク は 反逆 者 と し て 服役 し 、A.G.141 年 に 出所 
し た 。 録 中 て 連邦 の 人 間 が ヴェ イガ ン と 吉 が り 
を 持つ こと を 知り フリ ッ ト ・ ア ス ノ に 接 評 する が . 
凌 漢 (アラ ベル ・ ゾ イ ) の 襲撃 に 見 せ 掛 けた 
暗殺 で 口 封 じ を 図ら れる 。 し か し 最期 の 恨 間 、 
フリ ッ ト に 情報 を 送り 届け て 命 を 落と し た 
天使 の 落日 ] を 招い た UE の 
Wary シ っ rzrngs 170-32 


機動 戦士 ガン ダム AGE 


グル ドリ ン 
GURDOLIN 


の ヴェ イガ ン の 宇宙 用 試作 MS。 ドリ ル 状 の ビー 
ム 、 ビ ー ム スク レイ パー を 先端 に 発生 させ て の 
体 当たり や 、 撃 ち 出し て の 攻撃 を 行う 。 パイ ロッ 
ト は コ ド ム ・ タ イナ ム 、 


クロ ノ ス 
KHRONOS 


ゼイ ドラ を 重 装 化し た X ラ ウン ダー 用 の 機体 で 、 
デシ ル ・ ガ レッ ト の 専用 機 。 初戦 闘 後 、 デ シル 
の 要望 で パイン ダー』 
キャ ノン が 追加 装備 され 
A.G.141 年 に 投入 され た が 、 
ト と な っ た アセ ム ・ ア ス ノ に 撃破 され 


力も 増強 され る 
バイ ロッ 


け 


ケイ シャ * ロ イズ 


地球 の オリ バー ノー ツ に 住む キオ ・ ア スン ノ の 同 
級 生 。 ヴェ イガ ン の 地球 侵攻 の 除 、 キ オ と ウェ 
ディ ・ ハ ー ツ と 別れ 、 レ ブル ス ・ ラ モン ド 、 ロ 
) と 一 緒 に 問 難 し た 
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Cc 


コア Ir イタ = 
CORE FIGHTER 
脱出 カプ セル を 兼ね た 小型 戦闘 機 。 AGE シ ス 
テム を 内 蔵 し て お り 、 ガン ダム AGE-3 の 胸部 と 
頭 部 を 構成 する 中 枢 パ ー ツ に 変形 する 。 

出 


コウ モリ 退治 戦役 


AG.115 年 、 デ ィ ー ヴ ァ ー エ ウパ 同盟 ザラ 
ム 連 合 の 合同 部 隊 に よる 、UE の 宇宙 要 寒 ア 
ン パ バッ ト 電 略 戦 を 「 コ ウ モ リ 人 退治 戦役 ] と 呼称 
し た 。 UE (アン ノウ ン ・ エ ネ ミ ー) の 正体 が ヴェ 
イガ ン だ と 暴 か れ た 戦闘 で あり 、 地 束 側 の 反 
撃 の 狼煙 と し て 知ら れる 


コー ルド スリ ー プ 
COLD SLEEP 


ヴェ イガ ン で 使用 され て いる 冷凍 冬眠 も 
フェ ザー ル ・ イ ゼル カン ト の プロ ジェ クト ・ 
ン は 数 十 年 に 豆 る 壮大 な も の で あり 、 そ ! 
画 に 携わる 者 は 要 所 に お いて 活動 する 必要 が 
ある 。 その た め 行 動 する 時 機 まで 眠っ て 待つ 


| GODOM TYNEHAM 


アン トム 3 と 呼称 され た ヴェ イガ ン 部 隊 の 隊 
冷 騰 に 状況 を 判断 する 豪傑 で A.G.161 
ト ・ オ ッ ト ー と デモ ン ・ ラ ー ジ を 率い て 
か る 地球 連邦 軍 を 抽 
し か し ガン ダム AGE-3 フォ ー ト レ 
携 を 破 ら れ て 敗北 。 その 戦い で 戦死 し 


派 の 攻撃 部 隊 で 出撃 し た も の の 
仲間 の 似 は 討 て な いま ま 戦 死 し た 。 搭乗 機 は 
ゴメ ル 、 ダナ ジン 、 グル ドリ ン . 


ゴメ ル 
GOMEL 


ヴェ イガ ン の 局 地 載 用 MS。 砂漠 で の 運用 を 
前 提 と し た 機体 で 、 潜 っ た 砂 中 か ら の 一 撃 離 
脱 戦 法 を 得意 と する 。 パイ ロッ ト は ゴ ド ム ・ タ イ 
ナム 、 グラ ッ ト ・ オ ッ ト ー、 デモ ン ・ ラ ー ジ 


ー 国 家 が 地球 園 の 芋 権 を 争っ 
コロ ニー へ の 移住 か ら 数 百 
年 が 過ぎ た 宇宙 時 代 に 勃発 し 、 多 く の 補 
生ん で 終結 する 。 その 過ち を 繰り 近 さ な いた め 


(ME HE D5 SHEET D5 


ヴェ イガ ン の 大 型 破 壊 兵器 。 名 称 の 通り コロ 
の 破壊 に 使用 され た 。 ヴェ イガ ン に 占拠 され 
た 地球 軍 基 地 ル ナ ペ ー ス で も 製造 され 、 基 地 
の 奪 選 を 迫る 連邦 軍 に 向け られ た こと も ある 


に と ゴー だ 
COLONY BEACH 


トル ディ ア ) に ある 地区 の ひと つ 。 海辺 
お り 、MS ク ラブ が 大 会 に 備え 


ザ ナ ル ド ・ ベ イハ ー ト 


ZANALD BEYHART | 


ガレ : 小 を 快く 思っ て お ら ず 
造 」 と 毛嫌い し て いる 。 その た 
総司 令 官 の 座 を イ ゼ ル カ ント 
も 受け 入れ ず に 反発 。 流れ 弾 に 見 せ 掛け て ゼ 
ハー ト の 暗 懲 を 計 み た ほか 人 金 令 を 聞か ず 
独自 行動 を 取る 
い 、 味 方 を 巻き 込ん で の ディ グマ 
よっ て 死亡 し た 。 乗 機 は ザム ドラ 


さ 


ザ フ ァ ー ロー グ 


ZAFAR ROGUE 


ヴェ イガ ン の X ラ ウン ダー 部 際 「 マ ジ シ ャ ンズ 8」 
の ひと り 。 A.G.141 年 に お ける コ | ント 
デシ ル ・ ガ レッ ト の 思念 渡 
ル を 奪わ れ た ザ フ ァ ー は . 
に ガン ダム AGE-2 の 
その 際 に アセ ム ・ ア ス 


ラム ) の 攻防 戦 で 
で 機体 の コン トロ 


|[ げ ム ドラ ー グ 
XAMDRAG 


ヴェ イガ ン の 幹部 ザ ナ ルド ・ ペ ベイ ハー ト の 専用 
MS。 重 装甲 ・ 重 武装 の 機体 で 、 速 度 重複 
| と は 異な る コン セプト を 


A.G.101 年 に 起き た UE に よる コロ ニー 
ジェ ル ) 醒 撃 事件 「 天 使 の 落日 ] に より 、 母 ア 
イリ と 共に 命 を 落と し た 。 当時 7 歳 


ザラ ム 艦 | 
ZALAM'S SHIP | 
ザラ ム 連 合 の 昔 多 地球 連邦 軍 の ダー ウィ 
ン 級 宇宙 戦艦 や エ ウ バ 角 と 同様 、 上 下 二 礎 
式 の 双 胴 構造 を 備え て いる 。 連装 主砲 を 前 方 
に 4 基 、 後 方 に 5 基 配 し 、 後 部 側 の 火力 が 厚 
い 。 また 多数 の ミサ イル 発射 管 を 持つ 、 


ザラ ム 運 合 


ZALAM 


コロ ニー 国家 戦争 時 代 に お 
の ひと つ 。 AG.115 年 、 コ ロ 
ン ) で は ドン ・ ボ ヤー ジ を リー: 
同盟 と 派 関 争い を 続け て いた 
アス ノ の 働き 
ヤー ジ を 戦 し 


つも 、 UE の 宇宙 要 ? 
加 する , 


一 。 MS 


サル ガッ ソー 


特別 警戒 宙 域 に 指定 され て いる DX342 宙 域 
の 通称 。 ラグ 点 に 停留 され た 捕獲 
星 群 が 太陽 の 癌 で 少し ずっ 蒸 部 し 、 寺 の よう 
に 視界 が 悪い エリ ア と な っ て いる 。 地球 連邦 
軍 総 司令 部 ロス トロ ウラ ン か ら 宇 宙 へ 上 が っ た 
戦 衝 デ ィ ー ヴ ァ が 、 宇 軍 海 農 ビ シディ アン と ヴェ 
イガ ン に 著 撃 を 受け た 


エニ アク ル の カス タム MS。 ガン ダム 


ウル フ ・ 
に 匹敵 する MS を 手 に 入れ る た ゆめ 、AG.115 


年 、 ウ ルフ が マッ ドー ナ 工 房 に 依頼 し た 機体 で 
ある 。 ガン ダム AGE-1 を 参考 
を ペー ス と し て 造り 出さ れ た 。 ビー ムラ イフ ル は 


ドッ ズラ イフ ル と 同等 の 威力 を 持つ 


G エ グ ゼ ス ジャ ッ ク エ ッ ジ 
G-EXES JACKEDGE 
宇 軍 海賊 ビシ ディ アン の 軍用 根 。 G エ グ 
の 改良 機 で 、 ビ シディ アン の 中 で も 練 度 
い バ パイ ロッ ト 用 の 機体 で ある , 


G セ プター 


ガン ダム AGE-3 ノー マル を 構成 する G ウ ェ ア , 
大 出力 と 高 火 カ を 備え 、 戦艦 デ ィ ー ヴ ァ の フォ 
ブラ スタ ー キ ャ ノン の 技術 を 応用 し た 巨大 
火器 シグ マシ スラ イブ ル を 搭載 する , 


タル を 構成 する G ウ ェ 
ラス ター の 増設 や 推力 強 


ガン ダム AGE.3 
ア 。 空間 戦闘 
化 に 比重 が 置か れ た 


G-BOUNCER 


AG.140 年 前 後に お ける 
の 乗 機 。 ア デル と 同様 に ガン ダム AGE-1 を 
ペー ス と し た 機体 だ が 、 ウ ェ ア シ ステ 
ト さ れ て お り 、 ガ ンダ ム AGE-1 スパ ロー を 基 と 
し た スピ ー ド 重視 の 仕様 と な っ 


G ホ ッ パ ー 


ガン ダム AGE-3 フォ ー ト レス を 構成 する G ウ ェ 


ジェ オア スス 
| GENOACE 


地球 連邦 軍 の 主力 量産 MS。 A.G.101 年 に 
起き た コロ ニー 興 区 事件 [天使 落日] を 契機 
と し て 配備 が 開始 され た 。 拡張 性 と 汎用 性 の 
い 機 林 だ が 、 火 や 装甲 の 面 で UE 製 MS 
遠く 及ば な い 。 主 兵 結 の ビー ム ス プ レー ガ 
ン は UE 製 MS に 対し て 歯 が 立た ず 、 の ち に ドッ 
スガ ン が 配備 され た こと で よう や く 対抗 可能 と 
な っ た 。 主 を パイ ロッ ト は ラー ガン ・ ド レイ ス 、 フ 
リッ ト ・ ア ス ノ 


表 隊 特別 分 隊 の 


を 革 員 と する 


ジェ ノア ス 0 カス タム 
GENOACE 0.CUSTOM 


ジェ ノア ス II の カス タム 機 。 頭 部 の セン サー 
通信 系 を は じ め 、 バッ ク パ バッ ク と 肩 部 を 
て スラ スタ ー を 増強 し 、 ア デル : 
能 を 獲得 し て いる 。 A.G.161 
イト ・ ロ ー レ イン の 専用 機 で 


0 (オー 
ライ ト の イニ シャ ル か ら 付 けら れ た 


ME サン ライ スズ MBS 
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エ ノ ア スカ スタ ム 


GENOACE CUSTOM 


ウル フ "グル の 専用 カス タム MS。 マッ 
ドー ナオ 工房 の 手 に よる カス タム 機 で あり 、 パッ 
ク パ ッ ク の スラ スタ ー を 双発 に 増強 し つつ 肩 部 
大 性 を 大 きく 向上 き 


ジェ ノア ス I 
GENOACE I 


を 詩 べ 、 そ れ を 基 に 総合 戦闘 力 の 高い パイ ロッ 
育成 する た め の も の 。 5 年 以上 の MS 搭乗 
経験 者 が 対象 で 、 制 限 は 設け られ て いな い 
フリ ッ ト ・ ア ス ノ が 考案 し 、X ラ ウン ダー の 適性 
も 調べ る こと が で きる 


テク ノロ ジー と 
技術 で 生み 出さ れ て お り 、EXA-DB に 接近 す 
る 者 を 舞 差 別に 句 う 。 一 度 ア セム ・ ア ス ノ と 
セ ゼ ハー ト ・ ガ レッ ト に よっ て 破壊 され た か に 見 え 
た が 、 自 己 修 複 し て 地球 と ヴェ イガ ン の 決戦 に 
乱入 。 ヴェ イガ ン ギ ア に 取り 付き 乗っ 取 ろ うと 
する 。 だ が 、 セラ ・ キ ンス の X ラ ウン ター 能力 
よっ て 支配 が 叶わ ず 、 暴 直さ せる に 留まっ 
な お 、AG.151 年 に 漂流 角 調 査 任務 中 の ア 
セム を 前 い 重 優 を 負わ せ た 存 在 が シド で ある 


ジャー ウィ ー・ ベ ルド シ 
SHAWEE BELTON 


スー ジー マス コピ ー ス クー ル の 学生 。 アセ ム ・ 


シャ ナル ア ・ マ レン 


SHANALUA MULLEN 


戦 矯 ディ ー ヴ ァ に 所 属す る アビ ス 隊 の 中 
戦争 で 親 を 失っ て お り 、 難 病 の 妹 を ひと り で 
養っ て いる 。 その 治療 費 を 技 出 する た め 、 大 人 金 
と 引き 換え に ヴェ イガ ン の スパ イ と な っ た 。 態 | 
か 情報 を 敵 ( 


っ て きた キオ ・ ア ス ノ を 守っ て 敵 と 
相討ち に な り 死 亡 す る 。 拉 乗 機 は クラ ン シ ェ 


シャ ナル ア の 妹 


シャ ナル ア ・ マ レン の 妹 。 治療 を 続け な けれ ば 
死ん で し まう 難病 を 患っ て いる 、 


シャ ルド ー ル 
_SHALDOLL 


マ ボ ポー ナ エ 房 製 の オリ ジ ナル MS。 本 来 は モビ 
ルス ポーツ に 使わ れる レー ス 用 の 機体 で ある 
注 主 の オー ダー で 改造 され る こと を 前 提 と し た 
非常 に 優れ た 拡張 性 を 持つ 。 主 な パ 
イロ ッ ト は フリ ッ ト ・ ア ス ノ 、 ウル フ ・ エ ニア クル 


シャ ルド ー ル M 
SHALDOLL M 
ムク レ ド ・ マ メー 


ルド ー ル 。 頭 部 が 独自 の 形状 と な 
ンカ メラ は ツイ ン アイ タイ ブ を 持つ 。 


| シャ ルド ー ル 改 | 
| SHALDOLL CUSTOM | 


シャ ルド ー ル の 地球 連邦 軍 仕 様 。 軍備 拡大 の 
た め 、 運 邦 軍 は マッ ボボ ドー ナ 工 房 の シャ ルド ー ル を 
制式 採用 する 。 軍 で の 運用 に 当 た 
の セン サー 通信 系 の 強化 と 
ク バ ッ ク に 変更 を 加え て 運動 性 の 改良 が 
た 。 民間 か ら 臣 時 登用 され た パイ ロッ ト が 好 ん - 
生 機 と し て いる , 


(ME) nD5 sr Ob 


シャ ルド ー ル ロー グ 
SHALDOLL ROGUE 


の 運用 機 。 シャ ルド ー ル 


宇宙 海 農 ビン ディ ア > 
改 を ペー ス と し 、 ビ シディ アン 仕様 に 改修 され 
て いる 

\ 


ヴェ イガ ン の 本 拠 地 で ある 火星 の コロ ニー ( セ 
カン ドム ー ン ) の スラ ム 街 に ある 丘 。 ヴェ イガ ン 
の ディ ー ン ノル ウ ・ ア ノン 見 妹 に と っ て 、 美しい 
景色 を 見 る こと が で きる 思い 出 の 場所 で ある , 


| ジョ セ ・ マ リス 
JOSSE MARIS 


アス ノ 家 の 使用 人 。 単なる 使用 人 で は な く 護 
衛 の 役割 も 果たし 、 馬 小 屋 に 隠さ れ た 
AGE-1 の 発進 準備 な ども 手 伝 の ち に 宇 
軍 海 賊 ビシ ディ アン の プリ ッ ジ ク ルー と な っ た よ 
う で ある 


戦 の 際 、 隊長 セ リッ ク ・ 
アビ ス の 死に 涙 を 見 せる が オプ ライ ト ・ オ ー レ イ 
ン の 叱 呂 で 発 秦 。 X ラ ウン ダー に 
ち 向 か い 、 散っ た 。 挫 乗 概 は タラ ン シ ェ 


ザラ ム 連 合 が 主力 と する MS。 エ ウ バ 同盟 の 
MS ゼノ と 比べ 、 ジ ラ は パワ ー を 重視 し て いる 。 な 
お 、 肩 アー マー は シー ルド タイ プ に も 換装 可能 。 


使わ れ た 


ジラ ー ド ・ ス プリ ガン 
GIRARD SPIGGAN | 
球 連 邦 軍 の メラ ウン 


し た 連邦 軍 を 見 限り 、 復 讐 の た ! 
AG.161 年 、 ルナ ベー ス の 牙 防 

ンダ ー 能 力 を 時 走 さ せ た の ち 、 フ リッ ト ・ ア ス ノ 
戦死 し た 。 搭乗 本 は G パ ウン サー・ 
デオ ス 、 ティ エル ヴァ 。 


GIRARD FORNELL 


地球 連邦 軍 の テス ト パ イ ロッ ト 。 ルナ 
所 属し 、X ラ ウン ダー 能力 の 増幅 装置 を 実験 す 
る テス ト 履 走 。 限 石 に 激突 し 
て 命 を 落と し た 。 搭乗 機 は G バ ウン サー・ デ オス 。 


| ジル スペ イン 
| JILSBEIN 


ヴェ イ 
修 機 。 X ト ラ 
ト 系 は 装備 され て い を い 


の X ラ ウン ダー 専用 機 ゼ イド ラ の 改 
を 搭載 し て いる が 、 ピッ 
主 を パイ ロッ ト は 


ー 


ゼタ ダス 
ZEDAS 


せ 


UE (アン タウ ン ・ エ ヴェ イカ ガン の 高 機 
動 MS。 X ラ ウン ダー 用 と し て 最初 に 初め て 実戦 
投入 され た 可変 MS で 、 ビ ー ム サー ペル 以上 の 


切れ 味 を 持つ 実体 剣 ゼ ダス ソー ド を 持つ 。 遠隔 
f 5 ュ ラ な 挨 作 が 可能 で 、 性 能 強化 と の 名 目 で マッ ドー ナ 
スー ジー マス コビー ニス クー ニール ゼイ ダル ス 工房 に 預け られ た 昧 に UE の 機体 だ と 記 見 し 
2EYDLUS 無人 で 工房 か ら 離 脱し た 。 主 な パイ ロッ ト は デシ 
ル ・ ガ レッ ト 。 
コロ ニー (トル ディア) に ある 学園 。 アセ ム ・ ア ス | 格闘 理 に 特 化 し た ヴェ イガ ン 製 MS。 起 装 に は 


ノ や ロマ リー・ ス トー ン が 通っ て いた 


スー パー パイ ロッ ト 
SUPER PILOT 


ウル フ ・ エ ニア クル の 考え る 「X ラ ウン ダー で は な 
いす ご い パ イロ ッ ト ] の こと 。 常人 で も 技量 と 経 
験 で 部 X ラ ウン ダー を 倒せ る こと を 証明 レ し た ウル 
フ は 、 ア セム ・ ア ス ノ に 常人 で も X ラ ウン ダー と 
流 り 合え る と いう 自信 も 与え た 


| スト ラー - グアバ ラン 
STOLLER GUAVARAN 


地球 連邦 軍 の 第 8 宇宙 艦 胡 特 列 分 中 隊 司 令 

ッ ク ・ エ イノ ア の 身柄 を 拘束 する た 

ンス リー) に 乗り 込ん だ 。 戦艦 ディ ー 

港 する 隙 を 狙っ て 動き を 封じ 込め 、 降 
術 家 で ある 。 チョ コ を 好む 


ガン ダム AGE-1 スパ ロー の 主 兵 装 シグ ルプ レイ 
ド の 技術 が 用 いら れ て いる 。 パイ ロッ ト は メデ リ 


ー の パイ ロッ ト に 対 
対応 力 と 機体 性 能 が 向上 し て 
ダス を 路 仁 し て いる 、 


ゼイ ドラ 
ZEYDRA 


AG.141 年 に お ける ゼ ハ ー ト ・ ガ レッ ト の 専用 
機 。 ゼ ダ ス の 流れ を 波 み つつ 、 重 力 下 で の 運 
用 性 を 評価 され た ドラ ド の 設計 ノウ ハウ も 採り 
入れ で いる 


ゼ ダ ス M 


| zEDAS M 


〈《 セ カン ドム ー ン 〉 


SECAND MOON 


火星 圏 の 居住 コロ ニー で あり . ヴェ イガ ン の 本 
拠 地 。 火星 国 の 指導 者 フェ ザー ル ・ イ ゼル カン 
ト が 住み 、 捕 えた キオ ・ ア スン を 招い て ヴェ イガ 
ン の 厳し い 実情 を 見 せ た 。 


エ ウ バ 同盟 が 主 カ と する MS。 ザラ ム 連 合 の 
MS ジラ と 比べ 、 セ ゼノ は スピ ー ド を 重視 し て いる , 
ン 〉 で の 勢力 争い に 投入 さき 


前 通 ・ サ ン ライ ズ ・MBS 


ーー 


172-30 


機動 戦士 ガン ダム AGE 


(ME) aD5 se D07 


ゼ ハ ー ト ・ ガ レッ ト 
ZEHEART GALETTE 


スー ジー マス コ | ー ル の 転校 生 。 その 正 
体 は 優れ た X ラ ウン ダー の 資質 を 持つ ヴェ イガ 
ン の 戦士 で ある 。 A.G.140 年 、 ガ ンダ ム 捜索 
の た め コロ ニー (人 トル ディ ア ) る が 、 学 
生 と し て アセ ム ・ ア ス ノ や ロマ リー・ ス トー ン 。 
過ごす うち に 友情 が 芽生 える 。 し か し ヴェ イガ ン 
の 人 問 と し て アセ ム と 決別 し た ゼ ハ ー ト は 、 地 
球 抽 圧 軍司 令 に 抜 握 さ れ 、 地 球 連 邦 軍 総 司 
負 部 ピッ クリ ング 攻略 と コロ ニー (ノー トラ ム ) 奉 
取 に 動く 。 戦場 で 再会 し た アセ ム を 戦い か ら 刀 
る べく 説得 を 
も 虚しく 英 堆 な 
攻防 の 折り 、 移 動 要 案 ダウ ネス の 地球 5 
阻止 する た め ア セム と 協力 し て 要 案 を 白 爆 させ 
る 。 説 出 時 に アセ ム を 底 い 地球 に 降下 する が 、 
ダー、 ドー ル ・ フ ロス ト の 犠 
れ 、 その 後 は コー ルド スリ ー プ へ と 入 
搭乗 機 は ゼ ダ ス R、 セイ ドラ 


ゼ ハ ー ト ・ ガ レッ ト 
ZEHEART GALETTE 


AG 161 年 に お 
ルド スリ ー プ か ら | 
ト ・ エ デン が 自分 

画 で は な 


に 問い 質 す 。 結果 
魂 を 無駄 に し な いた 
+ 画 を 引き 継ぐ 
れ 地 球 連 


友情 は 続い 


ゼラ ・ ギ ンス 
ZERA GINS 


フェ ザー ル ・ イ ゼル カン ト の クロ ー ン 。 人 間 的 
な 感情 は 持ち 合わ せ て お ら ず 、 戦 闘 目的 の み 


ダ ズ ・ ロ ー デ ン | 


た DAZ RODEN | 
| ゼ ハ ー ト ・ ガ レッ ト の お 目付 け 役 。 A.G.140 年 、 


セハ ー ト と 共に コロ : トル ディ ア ) へ と 潜入 


を 担っ : レー トラ ム ) を 巡 
_- ta フリ ッ ト ・ ア ス ノ と 交戦 し 、 捨 て 身 の 
ダー ウィ ン 級 宇宙 戦艦 足止め で 散っ て いっ た 。 搭乗 概 は ドラ ド L。 ざ 


DARWIN 


地球 連邦 軍 の 主力 散 。 AG.115 征 以前 か ら 就 
役 し て お )、 新 型 艦 が 就役 し た A.G.161 年 に お 
いて も 現役 で あっ た 


セリ ッ ク ・ アピ ス 


SERIC ABIS | 


A.G.161 年 に お ける ヴェ イガ ン の 地球 侵攻 
時 、 戦 弁 デ ィ ー ヴ ァ に 配属 され アビ ス 隊 を 率い 
た 。 新米 虐 長 の ナ ト ー ラ ・ エ イナ ス を 気 に 掛け 、 
彼女 を 支え て いく 。 ヴェ イガ ン と の 最終 決 


揚 作 し た 自 機 が 連邦 軍 の 起死回生 の た め の 

射線 上 に いる こと を 承知 し 、 身 動き で き な い 自 333 時 ] 
構わ ず 撃 て と 、 ナ ト を 託し て 削っ クジ シン 

て いっ た 。 搭乗 機 は クラ ン シ ェ カス タム 


DANAZINE | 


地球 保 攻 を 前 提 に 開発 され 
MS。 地 上 で の 走破 能力 に 特 化 【 
琴 竜 の よう な 外見 を 獲得 し た 
数 世代 前 の も の を 改良 し て 搭載 し て いる 

4.G.161 年 に お ける ヴェ イガ ン の 地球 侵攻 で 
主力 と な 


| ダウ ネス 


っ ヴェ イガ ン の 移動 要 案 | 
ゼル ・ ブ ラン ト ビー ム 兵 器 フォ 
ZEL BRANT | | テス の 慎 」 を 展開 で きる 
ヴェ イガ ン の X ラ ウン ダー 部 隊 「 マ ジ 
の ひと り 。 仲間 と 同様 に 自信 
負 に こだわ る 誌 開 派 で ある 。 挫 乗 杜 は ゼ ダ ス M. 


る 


【 セ ル ・ プ ラン ト 】 コロ ニ 
AGE.2 ダブ ル バ レッ 


1) で 、 ガ ンタ タク 
TAKU 


地球 の オリ バー ノー ツ に 住む 子供 。 A.G.161 
年 、 ヴェイ ガン の 地球 侵攻 で 両親 か ら は ぐれ た 


と ころ を キオ ・ ア ス ノ に 救助 され 、 その後 は 戦艦 
ディ ー 護 さ れ た 」 


ツ ロ ン シ テ ィ 〉 


テク ノン ロン 社 の 本 社 が ある 地球 国 の 工業 コ 
ロニ ー。 テク ノ ソロ ン 社 は ヴェ イガ ン と 通じ て お 
り 、 ガ ル バ ー デ ィ ア の 工場 で MS の 部 品 な ど を 
密か に 製 


ヴェ イガ ン の 幹部 ザ ナ ル ド ・ ペ イハ ー ト の 副官 。 
ザ ナ ル ド と 同様 に 、 幹部 と な っ た ゼ ハ ー ト ・ ガ レッ 
ト の 台頭 を 快く 思っ て いな い 。 


| ダレ スト ・ ク グー ン | 


| DARWST GOONE | 


ゼ ハ ー ト ・ ガ レッ ト の 部 下 の ひ と り 。 アビ ス 隊 の 
シャ ナル ア ・ マ レン に 取り 引き を 持ち 掛け 、 ヴェ 
イガ ン の スパ イ に 仕立 て 上 げた 人 物 で ある 
搭乗 機 は 指揮 官 用 の ウロ ッ プ 


| 地球 連邦 


ー 国 家 戦争 の 終結 に 伴い 樹立 され た 地 
の 統一 政府 。 UE (アン ノウ ン - エエ 


の 正体 が 火星 移住 計画 時 に 地球 政府 が 見 捨 
て た 人 々 だ と 坦 匿 し て いた が 、AG.115 年 の 
コウ モリ 退治 戦役 で 公 と な る 。 一 方 の ヴェ イガ 


ン 側 は 地球 側 を 「 地 球 種 ] と し て 荒ん で いる 。 


て 


ディ アン ・ フ ォ ン ロイ ド | 
DIAN FONROID 


グル ー デ ッ ク ・ エ イノ 
た 。 グル ー デ ッ ク に 拘束 さ 

) に 捨て 置か れ 、 崩壊 
に 巻き 込ま れ た も の と 思わ れる 


ディ ー ヴ ァ 
DIVA 


A.G.115 年 に お ける 地球 較 孝 軍 の 新造 戦 
艦 。 A.G.161 年 、 予 備 役 と し て オリ バー ノー 
の 還 事 基地 に 置か れ て いた が 、 ヴ ェ イガ ン の 
地球 侵攻 に 伴い 再 就役 する , 


ディ ー ヴ アァ 強 肛 揚 際 形 態 _ 


フォ トン ブラ スタ ー キ ャ ノン の 運用 形態 。 戦力 
を 上 げ る た め 、 艦 長 の グル ー デ ッ ク ・ エ イノ ア 
は AGE シ ステ ム の 活用 を 発案 。 その 試み は 功 
を 表し 、 ム クレ ド ・ マ ッ ド ー ナ が 大 改造 を 施し た 
以後 は この 形態 で 運用 され た 。 


ディ ー ジ < アメ ジン 
DEED ANON 


「 ガ ン の 本 拠 地 (セカ ンド ムー ン ) の スラ ム 
街 に 住む 少年 。 ひっ た くり キオ ・ ア ス 
ノ を 助け た こと で 友人 に な る 。 マー ズレ イ を 患 
い 余命 わずか な 妹 ルウ ・ ア ノン を 実 じ て お り 
妹 に 楽し い 想 い 出 を 与え て くれ た キオ | 
る 。 妹 の 死後 、 軍 に 入隊 し た ディ 
で キオ と 再会 。 誰 に も 死ん で 欲し く な いと いう 
キオ の 願い に 予 を 収め る が 、 味方 で ある ザ ナ ル 
搭乗 


ド ・ ペ ベイ ハー ト に 撃た れ て 命 を 落と し た 
機 は ジル スペ イン 。 


| | ティ エル ヴァ 
THIELEVA 
地球 連邦 軍 の メラ ウン ダー 対応 MS。 G パ ウン 
サー を ペー 財 発 され た 機体 で 、 遠 隔 操作 
兵器 T ビ ッ ト を 持つ 。 


(= 
が が 


ディ グマ ゼノ ン 砲 


備わる 要 容 
、 連 射 は で き な いも の の 強大 


字 軍 要 実 ラ ・ グ 
カビ ー ム 兵器 
な 破壊 カ を 持つ . 


ディ ケ ・ ガ ン ヘ イル 
| DIQUE GUNHALE 


フリ ッ ト ・ ア ス ノ 生 。 子 
力 し て いる フリ ッ ト を 末 敬 し つつ 茨 ん 
争 意 議 を 持っ て いた 。 コ 


お り 、 競 
ニー (ノー ラ ) か ら 脱 
ー・ ア モン ド と 行動 


況 


| テク ノ ソ ロン 
| TECHNO SOLON 


工業 コロ ニー (ソロ ン シ ティ 社 を 置く 地 
球 園 の 民間 企業 。 ヴェ イガ ン に 協力 し 、 ガ ル 
パー ディ ア 工 場 で MS を 製造 し て い ? 


テク ノ ソ ロン 事業 部 長 
TECHNO SOLON GENERAL MANAGER 


ヴェ イガ ン に 協力 する テク ノ ソ ロン の 責任 者 
吾 能 ディ ー ヴ ァ の 了 臣 検 を 受け た 脈 、 秀長 ミレ 
地球 連邦 の 内 通 者 の 
指示 を 受け て お り 、 ヴ ェ イ ガン と 通じ て いる 証拠 
を 残さ な いよ うに 工場 を 自 旭 させ て 次 を 消し た 


デシ ル ・ ガ レッ ト 

DESIL GALETTE 

UE (アン ノウ ン ー) の 子供 で 、 優れ た X 
ラウ ンダ ー 能 力 を 持つ 。 A.G.115 年 時 、 退屈 


を 紛らわす た め [ ー (ファ で 偶 
療 を 装い フリ ッ ト ・ ア ス ノ と 接触 。 当初 は 取る 
に 足ら ちな い 相手 と 認 議 し て いた が 、X ラ ウン ダー 
と し て 目覚 め 始 め た フリ ッ ト に 後 れ を 取り 、 彼 が 


ン パ バッ ト の 攻防 戦 に お いて ユリ ン を MS ファ ル 

シア に 乗せ て 操り 、 フ リッ ト を 追い 詰め る の だ っ 

た 。 し か し ユリ ン は フリ ッ ト を 底 っ て 死亡 し 、 彼 

の 綴り を 買っ た デシ ル は 完全 な 敗北 を 喫する , 

主 な 搭 乗 機 は ゼ ダ ス 、 ガン ダム AGE-1 
a 


1 


っ ィ zrwes 173-32 


デシ ル ・ ガ レッ ト | | テレク ・ ジ ww ク ロウ | 
DESIL GALETTE | | 
A.G.141 年 、 コ ー ル ドス リー プ か ら 目 覚め た デ | 戦 艇 ディ ー ヴ ァ 属す る アビ ス 隊 の 中 尉 
シル 。 ゼ ハ ー ト ・ カ レット の 兄 で あり 、 地 球 制 A.G.161 年 、 ヴ ェ イ ガン と の 最終 決戦 の 際 、 
圧 軍司 令 と く て いな い 。 自分 敵 戦 艦 の 挙動 が お か し いこ と に 気付 き . を 
と 同じ く ゼ ハ - 反感 を 抱く X ラ ウン ダー 部 隊 見 破る きっ か け を 作っ た 。 し か し デレ タク は 離脱 
「 マ ジ シ ャ ンズ 8] を 吐 し で ' わ ず デ ィ グ マ ゼ ノ ン 砲 に 巻き 込ま れ て 
出撃 を 繰り 返す 。 そ | 落と し て いる 。 搭乗 機 は クラ ン シ ェ 
DESPERADO 
8 Cea SY 
ン で し 、 重 機 の よう に レ / 
| で きる も の の 戦闘 力 は 低い 。 パイ ロッ ト は 
イワ ー ク ・ ブ ライ ア 。 
と っ 4 


AG.101 年 に 発生 し た コロ 
の 破壊 事件 。 UE (アン ノウ ン ・ エ ネ ミ 
イガ ン に よる 最初 の 攻撃 と され る 


フジ カニ 
DEFURSE 


UE (アン ン 作 MS。 重 カ 
下 で の 運用 を 前 提 と し て 開発 中 の 機体 。 の ち 
支援 MS レガ ン ナ ー と し て 完成 し 、 地 球 
投入 され た 。 パイ ロッ ト は キー ラ ・ ソ イ 


ドー ル ・ フ ロス ト 
DOLE FROST 


ヴェ イガ ン の X ラ ウン ダー 部 隊 「 マ ジ シ ャ ンズ 8] 
の リー ダー。 ヴェ イガ ン の 未来 の た め [プロ ジェ 
クト ・ エ デン ] 実現 に 選 進 する セハ ー ト ・ ガ レッ 
ト を 信じ 、 彼 が 地球 に 落ち た 際 は 身 を 第 
り 死ん で いっ た 。 な お 、 フ ラム ・ ナ ラ の 兄 で ある 
搭乗 機 は ゼ ダ ス M」 


ヴェ イガ ン 部 隊 の ひと 
年 少 で あっ た が AG.164 
乗 機 は ゴメ ル 。 


174-29 


(NE) mg05 上 8 


ドッ ズラ イフ ル ドン ・ ボ ヤー ジ 

DON BOYAGE 
AGE シ ステ ム が 導き 出し た UE 製 MS の 装甲 を コロ ニー (ファ ー デ ー ン ) の 旧 国 家 勢 力 ザ ラム 
撃ち 抜け る ビー ムラ イブ ル 。 ビー ム を ドリ ル 状 に 連合 を 束ね る 長 。 部 下 か ら ド ン と 呼ば れ て い 


撃ち 出す こと で 貫通 力 を 高め て いる 人 間 同 士 


に 立ち 向かう フリ ッ ト ・ ア ス ノ | 


い 未 


し て UE 
派閥 争い の な 
と いう 光明 を 見 た ポ ヤ ー ジ は エ ウ パ 同 題 
と 休戦 を 結 : 後 、UE の 大 部 隊 
人 間 の 意地 を 見 せる 
い が み 合 


て いた 


ドラ ド 
DORADO 


重力 下 で の 運用 を 主体 と し た ヴェ イガ ン 製 MS 
AG.140 年 代 力 と な っ た 。 主 な パイ 
ロッ ト は ダ ズ ・ ロ ー デ ン 、 イゴール ・ エ バン ス 


| ナ ト ー ラ ・ エ イナ ス 
| NATORA EINUS 


AG.164 年 に お ける 戦艦 ディ ー ヴ ァ の 能 長 
オリ パー ノー ツ の 地 束 軍 邦 軍 基 地 に 所 属し て 
お り 、 祖 父 が 軍 高 宜 で あっ た こと か ら 七 贅 り と 
を 叩か れ て いた 。 その た め ヴ ェ イガ ン の 地 
球 侵攻 の 際 に 嫌がら せ で 艦長 に 抜 覆 され 、 狼 
名 し た まま 就任 。 し か し MS 部 洋 を 率い る セリ 
ク ・ ア ビス に 去 え られ 、 色 力 を 絶やさ ず 艦 長 と 
し て 成長 し て いく 


| < トル ディ ア 〉 
TORDIA 


ー。 UE の 攻撃 で 破壊 され た コ 
ー (ソー ラ ) の 難民 の 受け 入れ 先 で あり 、 
AG.140 年 時 に ぇ 


AGd40 


| ドレ ー ネ ・ イ ゼル カン ト 
| DORENE EZELCANT ネッ ド ェ カー ン 


フェ ザー ル ・ イ ゼル カン ト の 妻 。 マー ズレ イ に 設 NED KARN 
まれ た 夫 フ ェ ザー ル と 理想 を 共有 し 、 最 後 まで 
支え 続け た 。 キオ ・ ア ス ノ が 、 亡 き 我 が チロ ヴェ イガ ン の X ラ ウン ダー 部 隊 [マジ 


と に 郊 き 、 夫 が 理想 を の ひと り 。 メン パー の 中 て 


乗 機 は ゼ ダ ス M. 


は 最 年 長 


の 


ソー トラ ム 〉 
NORTRUM 


地球 に 最も 近い コロ ニー。 AG、141 年 に お い 
て 、 地 球 連 邦 軍 と ヴェ イガ ン が (ノー トラ ム ) を 
巡り 大 き な 寺 闘 が 発生 し た 


| ソー ヌ 
NORA 

フリ ッ ト ・ ア ス ノ が コロ ニー (オー ヴァ ン ) か ら 移 
住 し た コロ ニー。 アリ ンス トン 基地 で ガン ダム 
AGE-1 が 開発 され た 。 UE の 興 撃 で 崩壊 し た , 


| バル ガス ・ ダ イソ ン 


VARGAS DYSON 


アリ ンス トン 基地 の 束 備 部 技術 士官 で 、 エ ミ 
リー・ ア モン ド の 祖父 。 フリ ッ ト ・ ア ス ノ と は 友 
人 の よう な 関係 を 築い て お り 、 AGE シ ステ ム と 
ガン ダム AGE-1 の 開発 を 手伝っ た 。 AG.140 
年 時 は アス ノ 家 の 一 員 と し て 暮らし て いる , 


| ハロ | 
し HARO 


フリ ッ ト ・ ア ス ノ の ペッ トロ ボ 。 コン ピュ ー タ ー 敵 
末 と し て も 機能 し 、AGE シ ステ ム に ガン ダム の 
戦闘 デー タ を 転送 する 共に も 使わ れる 。 


加え 、 胸 部 に ビー ム ス パ イク を 搭載 する 。 電磁 
装甲 を 採用 し て お り 、 ガ ンダ ム AGE-1 の ドッ ズ 
ライ フル で は 撃ち 抜け な か っ た 。 


[hin es 
| BARONOKE 


宇宙 海賊 ビシ ディ アン の 海賊 船 。 地球 連邦 軍 
の 新鋭 紙 を 強 礁 し 、 マ ッ ポ ー ナ 工房 の 手 で 必修 し 
で ある 。 戦 鑑 ディ ー ヴ ァ と 同機 に MS カタ パ 


ルト を 左右 に 備え る た め 、 MS 運用 能力 は 高い 


ハン ス ・ ル ー 


HANS RUZI 


アス ノ 家 の 使用 人 。 相棒 の 


ビシ ディ アン 
| BISIDIAN 

キャ プ テ ン ・ ア ッシュ (アセ ム ) が 首領 を 務め る 
宇宙 海賊 。 地球 連邦 と ヴェ イガ ン の 均 稀 を 保 


つた め 両 勢力 を 租 撃 し 、 情 報 や 物資 を 玲 っ て 
過剰 な 戦力 を 削ぐ こと で 、 大 き な 戦 いり が 起 き な 
いよ うに 陰ながら 活動 し て いた 。 初代 首領 は 
キャ プ テ ン ・ ア ング ラッ ソ 


[EXADB 


| ビッ グリ ング 
BIG RING 


地球 連邦 軍 の 総司 令 部 が 置か れ た 衛星 軌道 
の 基地 。 A.G.140 年 時 の 基地 司 希 官 は フリ ッ ルト 
アス ノ 。 A.G.164 年 、 ヴェ イガ ン の 宇宙 要 宏 ラ ・ 
グラ ミス の ディ グマ ゼノ ン 砲 を 受け て 破壊 され た 


AG.164 年 に お ける ゼ ハ ー ト ・ ガ レッ ト の 座 乗 
艦 。 ヴェ イガ ン の 新型 戦闘 艦 
の 運用 も 可能 で ある 


ファ ・ ポ ボー ゼ 
FA BOSE 


て 戦闘 艇 と な る 。「 見 えな い 座 」 を 搭載 し て お 
り 、 隠 密 行 動 が 可能 で ある 。 4.G.115 年 、 宇 
軍 要 塞 ア ン パッ ト に 配備 され 


= 
i 


科 で 埋 虹 まれ た 
141 年 に 


ーー 


(ファ ニテ デ テージ 
| FARDAIN 
AG.115 年 に お いて 、 上 国家 勢力 の エ ウ バ 同 


塁 と ザラ ム 連 合 が 争う 地球 圏 の コロ ニー、。 コロ 
(トル ディ ア ) へ の 連絡 船 が 出 て いる , 


pS wes 174-30 


175-31 


機動 戦士 ガン ダム AGE 


ファ ルク ・ オ クラ ム ド 


FALK OCRAMUD 


ス の 司令 官 。 ゼ ハ ー ト ・ ガ 
れ た オウ ラム ド は 、 戦 況 を 
・ ギ ンス を 出撃 させ た 


ファ ルシア 

FARSIA 

メラ ウン ダー 用 の MS。 MS パイ ロッ ト で は な い 
者 の 搭乗 が 考慮 され 、 台 座 の よ ル シ 


は X ラ ウン ダー 能力 に よる 遠 馬 操作 
装置 を 業 ね て いる 。 外部 か ら の 能力 を 


ファ ント ム 3 
PHANTOM 3 


砂 江 地帯 に 出 波 す る 7 ェ イガ ン の 名 隊 。AG.164 
年 の ヴェ イガ ン 一斉 暴 起 の 際 、 次 を 見 せ ず に 砂 
中 か ら 問い 掛か る 戦法 か ら 、 正 体 不明 の 部 隊 と 

3」 と 呼 


フェ ザー ル ・ イ ゼル カン ト 


FEZARL EZELCANT 


ェ イ ガン の 指導 者 で あり 、 強 大 3 
能力 者 。 人 類 全体 を 愛 い 、 争 い を な くす た め 
に 優れ た 種 で 世界 を 創造 する 「 プ ロジ ェクト ・ 
画す る 。 コー ルド スリ ー プ を 前 り 
いた が 、AG.164 年 、 


フォ ー ン ファ ルシア | 
FAWN FARSIA | 


X ラ ウン ダー 用 MS ファ ルシア の 発展 後継 機 。 
パイ ロッ ト は フラ ム ・ ナ ラ 、 


ラム ・* ま る 
FRAM NARA 


ヴェ イガ ン の 士官 。 せ ハ ー ト ・ ガ レッ ト の 副官 の 
ひと り で 、 そ の 失脚 を 狂う ザ ナ ルド ・ ベ イハ ー ト 
っ て 送り 込ま れ た 。 兄 ドー ル ・ フ ロス ト の 死 
が セハ ー ト の 責任 だ と 思い 込ん で お り 、 そ の 人 
格 を 見 定め よう と する 。 ヴェ イガ ン の た め に 半 
進 す る ゼ ハ ー ト の 究 を 間近 で 見 た こと で 考え を 
改め 、 次 第 に 惹か れ て いっ た 。 最終 決戦 の 際 、 
アビ ス 隊 の オブ ロー レイ ン と 相討ち に な 
る 。 搭乗 機 は フォ ー ン ファ ルシア 


フリ ッ ト - アス ノ ① 
FLIT ASUNO | 


ガン ダム AGE-1 と AGE シ ステ ム を 造り 上 げた 
少年 。 MS 氏 冶 の 名 門 ア ス ノ 家 の 未 南 で 、 救 
世 主 ガン ダム に 翠 れ て 育つ 。UE の 舞 撃 で 


開発 し た フリ ッ ト は 、ALG.115 年 に UE の 台 撃 
を 時 けた 具 に ガン ダム で 立ち 向かう 。 その 後 も 
戦 研 ディ ー ヴ ァ に 乗 艇 し 、UE の 宇 軍 要 寒 アン 
バッ ト の 攻略 に 貢献 し た 


| フリ ッ ト ・ ア ス ノ ( 
| FLIT ASUNO 


AG.140 年 に お ける 地球 連邦 軍 総 司令 部 

シグ 司 今 。 ダル ー デ ッ ク ・ エ イノ ア か ら 
を 受け 、 地 球 連邦 大 統領 フロ イ ・ オ 
ルフ ェ ノ ア が ヴェ イガ ン の 内 通 者 で も る こと を 
告発 。 連邦 政府 の 改革 を 成し遂げ た 。 搭乗 
機 は ガン ダム AGE-1 フラ ッ ト 。 


フリ ッ ト ・ ア ス ノ ③ 
FLIT ASUNO 


人 退役 し た 元 終 司 令 。 AG.164 年 に お ける ヴェ | 
イガ ン の 地球 侵攻 に お いて 音 列 に 復帰 する 。 | 
最終 存 の 道 を 訴え る キオ ・ ア ス ノ の 

得 を 受け 入れ た フリ ッ ト は 、 ヴ ェ イ ガン と 連邦 | 
軍 の 双方 に 共闘 を 呼び 措 け て 両 勢力 が 和睦 

する きっ か け を つく り 、 救世 主 と な っ た 。 搭乗 機 | 
は ガン ダム AGE-1 ダラ ン サ | 


リッ ト ・ ア ス ノ ③】 サ 
える フリ ( 左 


ブル ー シ ア 


地球 連邦 の 首都 。 救世 主 フリ ッ ト ・ ア ス ノ の 」 


フレ デリ ッ ク ・ ア ル グ レ アス 
FREDERICK ALGREUS 


AG.140 年 時 に お ける 地球 連邦 軍 総 司令 部 
ビッ グリ ング 参謀 。 スラ イス レイ ンズ 士官 学校 
を 主席 で 率 業 し た エリ ー ト で ある 。 総司 人 で あ 
る フリ ッ ト ・ ア ス ノ を 末 敬 する 。 


(MGE) 本 05 sl9 


| フロ イ ・ オ ルフ ェ ノ ア | 
FROI OLFENOA 


AG.140 年 時 に お ける 地球 連邦 政府 首相 
各 住 計画 の 立案 者 で あり 隠 款 工作 の 指 
揮 を 執っ た シュ トレ イト ・ フ ォ ンド ー ル 博士 は 血 
緑 者 で ある 。 その 事実 の 公表 を ネタ に ヴェ イガ 
ン か ら 番 迫 さ れる が 、 結 果 的 に ヴェ イガ ン と 密 
約 し 、 そ の 情報 提供 を 基 に 資金 を 作っ て 首相 
の 座 に 上 り 詰め た 


| プロ ジェ クト ・ エ デン | 
| | 


ヴェ イガ ン の 民 が 人 らし く 生き る 世界 と ! 
いた が 、 そ の 実は 新しい 人 類 の 創 
ザー ル ・ イ ゼル カン ト は 地球 を 理想 卿 エデン と 
し 、 選ば れ た 種 に よる 新 世界 を 目指 し た 


ヘン ドリ ッ ク ・ ブ ルー ザー 
HENDRIK BRUZAR 

の 地球 束 才 軍 基地 アリ 
トン の 司 久 官 。 UE の 身 松 で 家族 を 失っ 
リッ ト ・ ア ス ノ を 3 ほ 取 っ 


りり 離す た 


1AG.115 年 


独り 基 


は 
ま 


マッ クス ・ ハ ー ト ウェ イ 


ま MAX HARTWAY 
A.G.141 年 、 埋 能 デ ィ ー ヴ ァ の ウル フ 隊 に 配 


属さ れ た 少尉 。 戦場 で は アリ ッ サ ・ ガ ン ヘ イル 
と コン ビ を 組ん で 戦っ た 。 持 乗 機 は アデ ル 。 


マー ズバ ー ス ディ イ 計画 


地球 圏 の 人 口 増加 を 解消 する た め に 行わ れ た 


6 基 の コロ ニー を 建造 し て 移 
し か し 火星 の 磁気 央 を 原因 と 
する 死 病 が 募 古 。 移住 民 は 全員 死亡 し た と さ 
実は 多く の 人 間 が 火星 回 に 取り 残さ 
れ で いた の で ある 。 


イ 1 戦績 優季 


イ バ ル 間 識 を 持ち 、 張 り 合 


| トマ ッ ド = サジ 自 丹 | 
| | MADDONA FACTORY 


MS 銀 冶 と し て 名 を 駒 せ る ムク レ ド ・ マ ッ ドー ナ 
の 工房 。 巨大 な ファ クト リー シッ プ を 拠点 と する 。 


ェ イガ ン を 確 国 


る 46 | 
| MARS RAY 


火星 園 に 住む 人 々 の 20% が 権 る 死 病 。 ヴェ イ 
ガン の 民 は 死 が 身近 に ある た め 、 失う こと の 恐れ 
か ら 争 する と いう 感情 を 押し 理 し て 生き て いる 


で 、 ヴェ イガ ン に 囚われ た キオ ・ ア ス ノ の お 
係 と し て 面倒 を 見 た 。 


| マジ シャ ンズ 8 
| MAGlClIANS 8 | 


ヴェ イガ ン の X ラ ウン ダー 部 隊 。 A.G.141 年 の 
戦闘 に 投入 され て 全員 が 戦死 し た ーーー 


マリ アス メジ 


フリ ッ ルト ・ ア ス ノ の 母 。 A.G.108 年 、 UE に よる コ 
ロニ ー (オー ヴァ ン ) 前 撃 の 際 に 市 を 落と し た 


| マシ ル ・ ボ イド 

| MACIL BOIp 

スー ジー マス コピ ー ス クー ル の 学生 。 アセ ム ・ 
アス ノ と 同じ MS クラ ブ に 所 属し て お り 、 シ ャ ー 
ウィ ー・ ペ ベル トン と 共に 居る こと が 多い 、 


ee 


EXA-DB か ら ヴ ェ イ ガン が 手 に 入れ た ステ ルス 
機能 。 視認 レー ダー 探知 を 不可 能 に する 


要 案 や 艦船 な ど に 用 いて いる 。 


【 見 え ざ る 全 】 移動 要 末 ダウ ネス は 、 赤 外線 で 排 灯 
を 形 知 され 、 その 動き が 吉見 し た 


ミュ ョ ー セ ル 
メラ ウン ダー 能力 を 強制 的 に 引き 出す ヘル メ 


ト 。 強制 的 に X 額 域 を 活性 化 さ せる こと で 脳 
本 来 の 機能 に 悪影響 を も た ら す 」 


に 過信 


| MILLAIS ALLOY 


地球 連邦 車 の 中 尉 。 AG.115 年 、 コ 
(ソー ラ ) の アリ ンス トン 基地 に | 
が 、UE の 壮 撃 後 は 戦 第 ディ ー ヴ ァ の ブリ 
クル ー と な り 艦 内 シス テム の 統括 を 担う 


格 で 、 馴れ 明 れ 
アク ル を 当初 は て いた が 、 い 
議 す る よう に な り 、 連 孝 軍 に 追わ 
と に 迷い を 覚え た 際 に 相談 を す : 


が ら UE 
も あっ た 


ミレ ルー スズ > アロイ 
MILLAIS ALLOY 


地球 連邦 軍 の 中 佐 。 A.G.141 年 、 戦 態 ディ ー 
ヴァ の 艦長 を 担 )。 ウル フ ・ エ ニア クル と は 長 
い 付き 合い で あり 、 テ クノ ソロ ン 社 の 内 債 を 行う 
際 、 相棒 と し て 全幅 の 信頼 を 置い て いた 


| ミン ク ・ レ イデ ン 
MINK REIDEN 


ヴェ イ 


ン の X ラ ウン ダー 部 隊 「 マ ジン ャ ンズ 8] 

の ひと り 。 コロ ニー (ノー トラ ム ) を 巡る 戦い で 戦 ー 
ディ ー ヴ ァ を 醒 う が 、 オ ブラ イト ・ ロ ー レ イン 機 

放 辻 け て フォ トン ブラ スタ ー キ ャ ノン の 

砲 口 に 身 を 晒し 、 直撃 を 受け て 死亡 し た 。 搭乗 

機 は ゼ ダス M 


| MINSRY 


音 の 地球 の 自然 を 再現 し た 最も 美しい と 評判 
の コロ ニー。 旧 国 家 戦 争 の 終了 時 、 地球 連邦 
へ の 参加 を 拒ん で 中 


ムク レ ド ・ マ ッ ド ー ナ 
MUKURED MADORNA 


な 頑固 親父 で あり 、 マ ッ ド ー ナ 工房 は ムク レ ド が 
一 代 で 皇 き 上 げた 。 A.G.115 年 、UE の 宇宙 


ャ ルド ー ル 部 隊 を 率い 
まま 後方 支援 を 相 っ た 


前 通 . サ ン ラ ィ ズ ・MBS 175-32 


機動 戦士 ガン ダム AGE 


| メデ ル ・ ザ ント | | 


MEDEL ZANT 


ュ ウゥ | 


ヴェ イガ ン の 移動 要 大 ダウ ネス の 総司 令 官 
フェ ザー ル ・ イ ゼル カン ト が 地球 制圧 軍司 令 
官 と し て 選ん だ ゼ ハ ー ト ・ ガ レッ ト を 信じ 、 

に 捕 佐 し た 。 搭乗 機 は ゼイ ダル ス , 


地球 の オリ バー ノー ツ に 住 お 子供 。 A.G.164 
年 、 ヴェイ ガン の 地球 侵攻 で 両親 か ら は ぐれ 
際 、 タク と ルッ カ と 一 緒 に キオ ・ ア ス ノ に 救助 さ 
れ た 


UE 

UNKNOWN ENEMY 

アン ノウ ン ・ エ 「 ユ ー イ ー] と 申し て 呼 
ば れる こと が 多い 。「 天 使 の 落日 ] で 、 コ ロ 


ェ ル ) を 器 っ た 正体 不明 の 敵 を UE と 
称す よう に な っ た 


MS 鍛冶 


MS ビル スー ツ ) を 造り 出す 名 工 。 アス ノ 家 
は 代々 「 ガ ンダ ム 」 を 排出 し て いる 名 の 知れ た 


MS 最 治 冶 で ある . 
や [勇気 の 日 」 
) 
[天使 の 落日 」 が 発生 し た 日 が こう 呼ば れる 
| に な っ た 。 この 日 を ヴェ イガ ン 埋 争 が 始ま っ た 日 
ーー ジー と 定め 、 拍 粧 者 を 盾 うた め の 國 祭 が 首都 ブ 
ヤー クボ ルー ジア で 執り 行わ れ た 


YARK DOLE 


(エン ジェ ル ) に UE (アン ノウ ン ・ エ ネ ミー) 
込ん だ 張本人 で も ある 。 


ユノ ア - アス ノ | 


| UNOA ASUNO 


アセ ム ・ ア ス ノ の 妹 。 活発 な 少女 で 、 A.G.141 
マジ ンダ 76 員 と し て 各地 を 


| ュ リ ン ・ ル シェ ル | | 陸 フラ ミス 
| YURIN LUCIEL 1 | 8 LA GRAMIS 
| (ソーラ) に 住む 少女 。 UE の 肌 撃 時 ヴェ イガ ン の 宇宙 要塞 。 形状 可変 型 移動 要 寒 


フリ ッ ト ・ ア ス ノ と 出会い 、 不 思 議 な 力 で 敵 
の 撃退 に 力 を 貸す 。 その 後 、 コ ロニ ー (トル ディ 
ア ) で フリ ッ ト と 再会 。 宇宙 要塞 アン バット 放 略 
の 作戦 を 練る 合間 り は 心 の 距離 を 縮め 
る 。 その 後 、 便 れ た X ラ ウン ダー 能力 を UE の デ 
し ・ ガ レッ ト に 利用 され た ユリ ン は 、 ア ン バ ッ 
ト で の 決戦 で MS ファ ルシア に 搭乗 させ られ . 
フリ ッ ト と 望ま ね 再会 を 果たす 。 そし て 、 動 か せ 
ぬ は ず の 機体 を 控 り デシ ル の 凶 刃 か ら フ リッ ト 
を 工 い 、 命 を 落と し た 


ラー ガン ・ ド レイ ス 


LARGAN DRACE 


所 属す 
崩壊 後 は 戦艦 ディ ー 
搭乗 機 は ジェ ノア ス 


る MS パイロ 
ヴァ に 秒 郊 


・ ア ロイ に 古 奄 
クル と の 仲 を 


| ラク ト ・ エ ルフ ァ メ ル 
(BACT ELFAMEL NN | 


コロ ニー (ファ ー デ ー ン ) の 旧 国 家 勢 カエ ウパ 
同盟 の リー ダー 格 。 フリ ッ ト ・ ア ス ノ に 共感 し 、 
ザラ ム 連 合 と 共に UE と 戦う こと を 決意 する 。 そ 
の 後 、UE に 特攻 し て 黒 て た ザラ ム の 長 ド ン ・ 
ッ 継ぎ 、UE の 宇宙 要塞 アン 
バッ ト 攻 略 で ザラ ム と エ ウ バ を 率い て 戦っ た 
搭乗 機 は エル メダ 。 


ファ 


で あり 、 戦 況 に 応じ て 形状 と 機能 を 変化 させ る 
こと が 可能 。 要 夫 意 ディ グマ ゼノ ン を 搭載 する 。 


| ラド ッ ク ・ ホ ー ン 
| HADDOCK HOME 


宇宙 海賊 ビンディ アン の 副官 。 キャ プ テ ン ・ ア ッ 
シュ 不在 の 懇 は 海賊 船 パロ ノー ク の 指揮 を る 。 


[2 
救い 出 


ン 】 キオ ・ ア ス ノ を (セカ ンド ムー ン 〉 
た 隊 、 キ ャ プ テ ン ・ ア ッシュ に 対し 、 島 
よう と 気 を 和 


ララ バー リ ・ マ ッ ド ー ナ 
LAHAPARLY MADORNA | 


ムク レ ド ・ マ ッ ド ー ナ の 妻 。 姉御 肌 の 活発 な 
性 格 を し て お り 、 夫 ムク レ ド を 尻 に 敷い て いる 。 
AG.164 年 に は 記 き ムク レ ド の 跡 を 継い で マッ 
ドー ナ エ 房 を 守 : 家 を 出 た 息子 ロディ 
の 成長 を 淡 し くも 温か く 見 守っ て いた 


女 。 イワ ー ク ・ ブ ライ ア が 引き 取っ て 育 


孤児 で 、 イ ワー ク を [パパ] と 呼び 懐い て いる 


リア ] 活 


0 EE 計 還 


ルウ < アク ン 
LU ANON 


ヴェ イガ ン の 本 拠 地 コロ ニー (セカ ンド ムー ン ) 
の スラ ム に 住む 少女 。 マー ズレ イ を 患い 、 安静 


暮らし て いた が 、 兄 ディ ー ン が 助け た キオ ・ ア 
ス ノ に 興味 を 抱き 友達 と な っ た 。 その 後 キオ の 
持っ て くる マー ズレ イ の 薬 に よっ て 一 時 的 に 症 
状 は 安定 し 、 望 ん で いた 「 人 間 ら し い 」 日 々 を 
送る の だ っ た 。 そし て ジャ ンク の 丘 へ キオ と 遊び 
に 行く と いう 夢 を 叶え た の ち 、 幸 せな 想い 出 を 
胸 に 抱い て 息 を 引き 取る 。 その 短い 生 は 、 キ オ 
に ヴェ イガ が ン と の 和解 を 決意 させ た 。 


【 ル 9- ア ノン ] 未来 を 繧 っ た 絵日記 を つけ て お り 、 ジ ャ 
ンク の 丘 に キオ ( 右 ) と 重 歩 に 行く こと を 夢見 て いた 
ルウ ( 左 ) 。 その 夢 は 叶い 、 キ オ に 希望 を も ら っ て 未 
遠 の 眠 り に 統 い た 


地球 の オリ バー ノ - も 子供 。 AG.164 
年 、 ヴ ェ イ ガン の 地球 侵攻 で 両親 か ら は ぐれ た 
際 、 キオ ・ ア ス ノ に 栽 助 され た 。 その 後 は 成り 
行き か ら 戦 艦 ディ ー ヴ ァ で 保護 され る 


ユウ ( 左 ) と 一 緒 に 別れ を 惜しん で いた 。 


Ln ] 


レイ ナ ・ ス プリ ガン 


地球 連邦 軍 の ルナ ペー ス に 所 属す る テス ト パ 
イロ ッ ト 。 恋人 を 失っ た 実験 事故 を 隠 産 し た 軍 
上 層 部 に 恨み を 抱き 、「 ジ ラー ド ・ ス プリ ガン 」 
と し て ヴェ イガ ン に 寝返っ た 


【 レ イナ ・ ス プリ ガン 】 高い X ラ ウン ダー 能力 
同僚 で あり 恋人 の ジラ ー ド ・ フ ォ ー ネ ル と 共 
バイ ロッ ト を 務め て いた 


【 メ デル 


ザン ト 】 一 【 ロ マリ ー ・ ス トー ン 】 


LEIL LWRIGHT 


a 


| レブ ルス ・ ラ モッ ト | 


! 


回 ev ドー ナ 
RODY MADORNA 


AG.164 年 に お ける ゼ ハー ト ・ ガ レッ ト の 恒 宮 
の ひと り 。 地下 連邦 軍 の 地上 総司 令 朗 ロ スト 
ロウ ラン 侵攻 後 は EXA-DB 探 索 の 指揮 を 任 さ 
れ 、 見 事 に ゼ ハー ト の 期待 に 応え て いる 。 地 
球 連邦 軍 と の 最終 決戦 
め 足 止め する 役目 を 命じ られ た フラ ム ・ ナ ラ 
つき 合い 、 自ら を 犠牲 に し た 陣 と な る 。 その 際 . 
アビ ス 隊 の オプ ライ ト ・ ロ ー レ イン に 討た れん 
搭乗 機 は ウロ ッ ゾ 、 ギラ ー ガ 改 。 


レイ ル ・ ラ イト 】 セハ ー 
兵 を 大 切 に する 性 格 も 醒 み 取 
ハー ト を 助け る た の 出撃 し 


て お 


レオ ・ ル イス 
| Leo Louls 

ヴェ イガ ン の X ラ ウン ダー 部 隊 「 マ ジ シャ ンズ B」 
の ひと り 。 デン シル ・ ガ レッ ト に 唆 か され て グリ ン ・ 
ライ ズ の 敵討 ち に 出撃 し た 朋 、 ガ ンダ ム AGE- 
2 ダブ ル バ レ ッ ト に 討ち 取ら れる 。 搭乗 機 は ゼ 


ダス M。 


【 レ オ ・ ル イス ] メラ ウン ダー の 中 で も エリ ー ト で ある 自 
食 を 持ち 、 美 し さ に こだわ り を 持つ 


レガ ン ナ ー 
REGANNER 
デフ ァ ー ス を 改良 し た 量産 機 。 大 型 の ビー ム 


キャ ノン を 装備 し て お り 、 火 力 支援 MS と し て 運 
用 され る 。 


ここ 


【 レ ガン ナー] A.G.164 年 に お ける 地球 侵 下 で 投入 
され た ガン ナー タイ プ 。 相当 時 の 弾薬 を 搭載 する た 
め 、 キオ ・ ア ス ノ は 空中 で 巡 壊 し た 


| レッ シー・ ア ド ネ ル 
| HESSY ADNELL 


ヴェ イガ ン の X ラ ウン ダー 部 隊 「 マ ジ シャ ンズ B」 
の ひと り 。 グリ ン ・ ラ イズ と ゼル ・ ブ ラッ ド の 敵 
討 5 の た め 無断 出 殆 し た 随 、 ウル フ ・ エ ニア ク 
ル に 撃墜 され た 。 搭乗 機 は ゼ ダ ス M。 


アド ネル 】 セハ ー ト ・ ガ レッ ト の 命令 に 従 


する 墜 長 の ドー ル ・ フ ロス ト に 対し 、「 あ ん な 著 
造 の 命令 と 私 た ちの プラ イド 、 どちら が 大 事 か 比べ る 
まで も な いで し ょ うに 」 と 反論 


オリ パー ノー ツ に 住む キオ ・ ア ス ノ の 同級 生 | 
ライ セン ス を 取っ た ば か り の 車 で 、「 勇 気 の 日 」 
の MS エキ シビ ジョ ン を 見 よう と キオ を 誘っ た 。 


レブ ルス ・ ラ モッ ト ] ヴェ イガ 
子供 を 却 お うと 言う キオ ( 右 ) に 
無理 だ と 断っ た レブ ルス ( 左 


地球 連邦 軍 の 曹長 で 、A.G.141 年 に お ける 
戦艦 ディ ー ヴ ァ の 整備 兵 。 ジェ ノア ス T の 整備 
を 担当 し て いた こと が 緑 で 、 パ イロ ッ ト の オブ ラ 
イト ・ ロ ー レ イン と 親しく な る 。 コロ 
ラム ) を 巡る 戦い で 、 英 の 攻撃 か * 
を 守っ て 命 を 落と 


モッ ト の 車 に 乗っ て 街 の 広場 
く 途 中 、 ヴェ イガ ン の 地上 侵攻 に 遭遇 する 。 


前 右 ) は 空中 に 展開 する プ 


に ・ ゼ オス を い 
ち 早く 発見 し た 


| ロッ ド ・ ア ブス 


ROD ABUS 


= リ 


所 
ノ ( 左 ) に 炒 わ れ た アブ ス ( 右 )。 以降 、 友達 と な 


アプ ス ] 実習 で 道 名 し た と ころ を アセ ム ・ ア ス 


華 式 の 日 、 アセ ム を 担ぎ 上 げ て 壇上 に 連れ で 行 


ムク レ ド メ ララ バー リ ・ マ ッ ドー ナ 夫 妻 の 候 子 。 
父 を 東 散 し て いる 一 方 、 同 じ 道 で は 越え られ な 
いか も し れ な いと 自分 の 道 を 探し 、 戦 闘 シ ミュ 
レー ショ ンマ シン を 開発 し 
ナ 工 房 の 跡取り で あり な が ら 家 を 出 た ロディ 
は 、 軍 に 志 牟 し て 一 兵 本 か ら 整備 士長 と な り 、 
ん 4.G.164 年 、 戦 艦 ディー ヴァ で AGE シ ステ ム 
を 愛 け 持 つ 。 


が ある と 元気 づけ た 


il り デ 35/ メ ジ / 

ROMARY ASUNO 

アセ ム ・ ア ス ノ と 結婚 し た ロマ リー。 息子 キオ 
を 授かる が 、 ア セム は 涯 流 船 調査 任務 で 行方 
不明 と な っ て し まう 。 


ロマ リー・ ア スン 】 13 年 振り に アセ ム 涯 し 
て その 公 に 飛び 込む ロマ リー。 その 後 、 宇 宙 海 農 と 
な っ た アセ ム の 出 立 を 見 送っ た 


ロマ リー・ ス ト 
HOMARY STONE 


AG.140 年 当時 、 スー ジー マス コピ ー ス クー ル 
に 通う アセ ム ・ ア ス ノ の 同級 生 。 MS クラ ブ の 
マネ ー ジ ャ ー の よう な 立場 で あり 、 ア セム と 転 
校生 ぜ ハ ー ト ・ ガ レッ ト が 育 も 友情 に 憧れ な が 
ら 、 共 に 学生 生活 を 過ごす 。 そし て 卒業 式 の 
日 に ゼ ハ ー ト が ヴェ イガ ン だ と 知り 、 御 撃 を 愛 け 
つつ も 彼 が どん な 想い に 
て いた の か 知り た いと 軍 に 入隊 し 、 戦艦 ディ ー 
ヴァ の ブリ ッ ジ クル ー と な る 。 戦い の 中 、 ゼ ハー 
ト を 追い 求め る ロマ リー と 片 や 敵対 する アセ ム 
の 心 は すれ 違う が 、 自 分 の 理想 像 を アモ ム と 
セハ ー ト に 押し 付け て いた こと に 気付 いた ロマ 
リー は 、 コ ロニ ー (ノー トラ ム ) の 攻防 戦後 に 
除隊 。 その 後 アセ ム と 結婚 する 。 


5 前 通 ・ サ ン ライ ズ ・MBS 176-32 


177-31 


機動 戦士 ガン ダム UC 


ー ム ド ・ ア ー マ ー 
ARMED ARMOR 


RX-0 シ リー ズ 用 に 設計 ・ 開 発 され た 増加 サイ 
コフレ ー ム 装備 。 数 タイ プ が 開発 され 、 そ れ ぞ 
れ に 異な る 機能 を 有する 。 


アー ム ド ・ ア ー マ ーBS: 
装備 。 内 蔵 する セン サー ユニ ッ ト が 捉え た 空間 

タ を 、 サイ コ 介し て パイ ロッ 
え 、 そ の 感応 波 を フィ ン 状 の ビー ム 偏光 
本 度 の 予 洋 射 撃 を 可 


パ バン シィ の 専用 


能 と し て いる 、 


ー ム ド ・ ア ー マ ーVN…… パ ン シ ィ の 左腕 
部 に 詩 備 され た 接近 戦 用 の 増加 サイ コフレ ー 
ム 兵 装 。 サ イコ フレ ー ム を 基部 と する 4 基 の 辰 
開 式 ク ロー ユニ ッ ト を 備え 、 そ れ ら が 超 振動 す 


る こと で 絶大 な 破壊 力 を 発揮 する , 


ター と メガ ・ キ ャ ン ン を 組み 込む こと で 機 拓 
た 複合 装備 で 、NT-D の 発動 と 同時 に 

状 が 変化 する 。 通常 の 
部 に 装着 する ほか 、 
装着 され る 


・ ア ー ム ド ・ ア ー マ ーXC 


パン シィ ・ フ ル 


作 備 され た 増加 サイ コフレ ー ム 装備 。 ジェ ネ 


レー ター の 出力 強化 と 、 パ イロ ッ ト と 機体 の 親 
和 性 向上 を 目的 と し た 追加 装備 で 、 機 体育 面 
に 装備 され る 。 頭 部 ブレ ー ド アン テ ナ と 連動 し 
て 感応 波 の 送受 信 能 力 を 増幅 させ る 、 


ー ロ ン ・ テ ルコ 
AARON TERZIEFF 


アナ ハイ ム ・ エ レク トロ ニク ス 社 の 技術 者 で 、 
装甲 材質 部 門 の 担当 と し て RX-0 開 
参加 し た 。 年 齢 は 32 歳 。 (イン ダ 

こ お け る 戦闘 以降 、 ネ ェ リ 
技術 的 な アド バイ ザー の 役 


2 ザック 

EWAC ZACK 
RMS-108 ハイ ザッ ク を ペー ス と し て ULC- 
0080 年 代 後半 に 開発 され た 地球 連邦 軍 が 
開発 し た 偵 案 必 MS。 型式 番号 は RMS-119. 
頭 部 と 一 体 化 し た レー ダー ドー ム や デー タ 
ド を 対 備 し 、 ミ ノ フ スキ ー 粒 子 英和 環境 下 で の 
偵 穴 ・ 情 報 収 集 能力 に 優れ て いる 。 


REX | 
AQUA GM | 
ーー 年 戦争 時 に RGM-79 ジム を ペー ス に 開発 さ 
れ た 地球 連邦 軍 の 水中 用 MS。 型式 番号 は 
HAG-79。 ハー ブー ン ・ ガ ン や ミサ イル ・ ラ ン 
チャ ー な ど を 装備 し て いる 。 U.C.0090 年 代 に お 
いて は 老朽 化 著 し い 機体 だ 、 後 継 機 の 
開発 が 行わ れ な いま ま 還 用 が 続け られ て で いた. 


アク シズ ・ シ ョ ッ ク | 


AXIS SHOCK. 


U.C.0093 の [シャ ア の 反乱 」 に お いて 確認 さ 
れ た 、 サ イコ フレ ー ム の オー バー ロー ド 現象 。 リ 
ガン ダム の サイ コフレ ー ム を 媒介 に 集積 され た 
地球 囲 の 全 人 類 の 無 意 護 が 、 小 惑星 アク シ 
ズ の 地球 落下 を 阻止 する ほど の 物理 的 な パ 
ワー を 発揮 する サイ コ ・ フ ィ ー ル ド を 発生 させ た 
も の と 推測 され て いる 

ye 


| アナ ハイ ム ・ エ レク トロ ニク ス 
工業 専門 学校 


ANAHEM ELECTRONCS INDUSTRIAL COLLEGE 


社 へ の 就職 率 100% 
義 か ら プ チ MS の 採 継 な 
様々 な 教育 を 行っ て いた 。 U.C.0096 当 時 の 
理事 長 は ビス ト 財 団 当 主 カ ー デ ィ ア ス ・ ビ スト 


アル ベル ト ・ ビ スト 
ALBERTO VIST 


アナ ハイ ム ・ エ レク トロ ニク ス 社 の 幹部 。 年 齢 
は 33 歳 。 カー ディ アス ・ ビ スト の 実子 で 、 バナー 


霞 紅 マー サ ・ ビ スト ・ カ ー バ イン の 企 あ に 加 湯 。 
箱 ] を 巡る 争乱 の 終 ) し 、 野望 が 
た マー サ を 諭し 、 や り 直し を 動 め た 


| アレ ク 
| ALEC 
袖 付 き } の メン バー の ひと り で 、 


和紀 手 を 拉 8 た フラ スト ・ スコ ー ル に 代 
わっ て オペ レー ター を 担当 し た 


| ME 5 SHEET D1 


アン クタ シャー 
ANKSHA あ 


アナ ハイ ム ・ エ レク トロ ニク ス 社 が 開発 し た 地 

球 連邦 軍 の 主力 可変 MS。 型式 番号 は RAS- か 
96。 ジェ ガン 系 MS と の 内 装 部 品 の 規格 共通 

化 が 図 5 れ て お り 、NRX-044 アッ シマ ー の 後 

礁 機 と し て その 設計 コン セプト を 引き 継ぎ つつ 

も 、 地球 連邦 軍制 MS の 特徴 が 強調 され た 機 
体 と な っ て いる 。 高 高度 で の 迎撃 戦闘 が 可能 

な 大 気 園内 層 行 能力 を 有 し 、 サ ブ ・ フ ライ ト ・ 

シス テム (SFS) と し て の 運用 も 可能 


| ANGELO SAUPER | 


フル ・ フロ ンタ ル の 部 下 親衛 隊 の 隊長 を 務 
め る 「 抽 付き ] の メン バー。 階 組 は 大 尉 で 年 
齢 は 19 歳 。 フロ ンタ ル を 「 人 を 超え られ た 方 」 
と 称し て 心 酢 し 、 彼 に 付き 従う 。 単 張 で せ ネ ラ 
ル ・ レ ビル の MS 隊 を 圧倒 する ほど の 優れ た パ 
イロ ッ ト だ が 、 ネェ ル ・ ア ー ガ マ と の 共同 戦線 
で は フロ ンタ ル の 留守 中 に 監視 役 を 季 め な が 
ら も 反乱 を 許し て いる 。 最終 決戦 で は 味方 も ろ 
と も ユニ コー ン ガ ンダ ム を 撃つ 狂気 を 修 わ に す 
る が 、 パ ナー ジ と の 共鳴 で フロ ンタ ル の 妃 影 を 
見 せ 付け られ 、 錯乱 状態 の 中 で 乗 機 の コッ ク 
ビッ ト に クロ ー を 突き 立て て 戦線 を 藤 脱 。 戦い 
に フロ ンタ ル を 発見 し 、 穏 や か 
浮か べた 。 搭乗 機 は ギラ 
ザウ バー 専用 機 )、 ロ ー ゼ ン ・ ズ ー ル . 


隊 の 部 下 を 


い | 


イフ リー ト ・ シ ュ ナ イド | 
L EFREET SCHNEID 


エイ ブル ス 
ABLES 


一 年 戦争 期 に 開発 され た ジオ ン 公国 軍 の 白 兵 カフ カス の 森 」 を 
戦 用 試作 MS で 、 型 式 番号 は MS-08TX/S. 
MS-08TX イフ リー ト & を 改修 し た 機体 で 、 投 | 

も 可能 な ヒー ト ・ ダ ー ト を 装備 。 ジオ ン 残 党 軍 
に よっ て 改修 を 繰り 返し て 運用 され 続け た , 


EWAC JEGAN 4 還 語 計 計 


RGM-89D ジェ ガン D 型 の 換装 バリ エー ショ ン ECOAS 


の ひと つ で 、 型 式 番 号 は RGM-89DEW。 全 

察 に 特 化し た 仕様 で 、 頭 部 と 左前 腕 部 に セン 地球 連邦 宇宙 軍 特 丈 作戦 群 。「Eeth 
サー ユニ ッ ト を 、 右 前 腕 部 に カメ ラ ・ ユ ニッ ト を | COlony ASteroid」 の 頭 文字 か ら 取 られ た 名 
備え 、 高い 情報 収集 能力 を 誇る , 称 で 、「 作 戦 、 場 所 を 問わ ず 」 が 信条 で ある 。 


ネオ ・ ジ オン 残党 の 摘発 を 主任 季 と し 
て 新設 され た 特殊 部 隊 で 、“ マ ン ハ ンタ ー (人 
狩 " とも 澤 名 され て いる 。 軍務 か ら 敬 
に い 活動 が 特権 的 に 保証 され て い 
その 詳細 は 秘匿 さ も れ て いる た め 、 地 球 
ほす る 者 は 少な く な い 、 


イン ダス トリ アル フー 


| INDUSTRIAL 7 


サイ ド に は 属さ な い 独 立 し た コロ 
運営 は アナ ハイ ム ・ エ レク ト 


手 載 され た 特殊 
ブ 」 の 路 で ある と 
スト ロイ ヤー」 の 意 


味 も 持つ 

と で 発動 し 
モー ド を 起動 させ 、 第 異 的 な 戦闘 力 を 発 押さ せ 
る 。 ニュ ー タ イブ の 根絶 


スト リア ル 7] | 
ーー ガマ と 


は 「 ラ プラ ス ・ プ ログ 
み 、 NT-D の 発動 に よっ て 「 箱 
の 座標 が 開示 され る 仕掛 け を 施し た 


オー ドリ ー・ バ ー ン 
AUDREY BURNE 


イン ダス トリ アル 7) に 潜入 し 
ビ が 、 パ ナー ジ ・ リ ンク ス に 名 乗っ 
ダス トリ アル 7) の 繁華 街 で 上 里 さ れ 
「Runaway Princess」 の 看板 を 目 に し : 
が 、 そ の 登場 人 物 か ら 思い つい た も の と 見 られ る 」 


バラ オ ・ ザ 
偽名 。 (イン 
いた 映画 


オッ トー・ ミ タス 


レ ド ・ ベ ル 隊 に 所 属す る 強襲 掲 陸 艇 ネェ ル ・ 
ガマ の 租 長 。 随 級 は 大 佐 で 年 齢 は 45 歳 

ラプ ラス の 独 を 確保 する 任務 を 
ンダ スト リア ル 7) で ユニ コー ン ガン ダム を 
し た こと で 「 箱 」 を 巡る 争乱 に 巻き 込ま れる , 


カー ディ アス ・ ビ スト 
CARDEAS VIST 


ピスト 財団 の 当主 に し て . 
る 争乱 の 端緒 を | 
祖父 で ある ピス ト 寄 
謀 し て 「 箱 ] を 開放 す 
ン ガ ンダ ム ( 
ん で 資格 を 持つ 乗り 手 を 「 箱 ] へ と 導く 鍵 

た 。 さら に 「 補 付き ] と 取り 引き し て ユニ コー ン 
ガン ダム を 引き 渡 そ うと する 。 パナ ー ジ の 実 


ラス の 親 」 を 巡 


画 を 進め 、 ユ ニコ ー 


se 
KAI SHIDEN 


ドワイト ペー ス の 乗組 


員 の ひと り 。 戦後 は 地下 連邦 軍 を 離れ 、 ジ ャ ー 
ナリ スト と し て 活動 ラプ ラス の 箱 を 
トー チカ ー イ ル マ を 通 


ライ ト ・ ノ ア の 依頼 で ガラ 
こ あたっ た 。 また 、 争乱 の 終 
條 に コロ ニー レー ザー の 情報 を 知ら せ 


ガエル ・ チ ャ ン 
GAEL CHAN 


ー デ ィ アス の 計画 の 全貌 ヤサイ アム ・ ビ スト 
所 在 を 知る 数 少な い 人 間 の ひ 
の 死後 は サイ アム の 側 
の 推移 を 見 守っ た 


カフ カス の 森 


Forest of Kavkaz 


の 射撃 管制 を 行う 施設 で 
令 エ イブ ルス が 指揮 を 執っ 


ジジ エー リル 
GARENCIERES 


袖 付き ] が 運用 し た 
入 能 力 と 重 カ 下 飛行 
機 で 、4 機 の MS を 失 
ン ネ マン が 指 た 働 部 隊 「 ガ ラン シ 
隊 」 の 母 態 と し て 、 様々 な 作戦 に 従事 し た 


178-29 


機動 戦士 ガン ダム UC 


旧 首 相 官 邸 ラ プラ ス | 


FORMER PRIME MINISTER'S 
RESIDENCE LAPLACE 


ガル ス K 
GALLUSSK 


ハマ ー ン 戦争 期 に ネオ ・ ジ オン が 開発 し た 地 
上 侵攻 用 MS、AMX-101 ガル ス J の パリ エー 


宇宙 世紀 へ の 改 歴 に 合わ せ て 、 地 球 連邦 政 


ショ ン 機 型式 番号 は AMX-101K し 府 首相 宮邸 と し て 建造 され た 宇宙 ステ ー シ ョ 
の ン 。 U.C.0001.01.0- 暦 セ レモ . が 行 
われ た が 、 爆破 テロ に よっ て 破壊 され た 。 
| ギラ ・ ズ ー ル 


| GEARA ZULU | 


AMS-119 ギラ ・ ド ー ガ に 代わ 
期 主力 機 と し し て 開発 され た 汎用 MS。 型式 番 
は AMS-129。 ジオ ン 系 列 機 の 特 懲 を 愛 け 継 
オ ・ ジ オン 残党 Rt 0 の 


2 を 和信 し た 林 和 陸 欄 を は 
っ て 装備 な どの 仕様 が 異 


ガン キャ ノン ・ デ ィ テ クタ ー 


GUN CANNON DT 


ダリ プス 戦役 戦後 は 

球 連邦 軍 に 幼 入 され た 支援 用 MS。 型式 番号 

は MSA-005K。 MSA-005 メタ ス を ペー ス と し 

中 算 離 支援 用 の ビー ム ・ キ ャ ノン 
いる 


お いて ネオ ・ ジ オン が 運用 
た 主力 MS で 、 高 い 汎用 性 を 有する 。 型式 
は AMS-119。 約 100 機 が 生産 され た う 
機 が 「 袖 付き ] で 運用 され て いる 


ギガ ン 


GIGAN 


ーー デー ギル ボア ・ サ ント 
画 ] に 基づい GILBOA SANT 


ガラ ン シ ェ ー ル 隊 の 


家族 を 持つ 。 ガ 
が 、 MS の パイ ロッ ト を 務 


は MS-12。 下半身 を 3 
簡易 MS で 、180mm 無 反動 
下半身 を プ 
体 が 運 


員 。 妻 と 3 人 の 子供 の 
シェ ー ル の 採 能 を 担当 1 
と も あっ 


クシ ャ トリ ヤ 


KSHATRIYA 


マリ ー 
と し て ガラ ン シ ェ ー ル 隊 で 運 
た 番号 は NZ-666。 
イズ で NZ-000 クィ ン ・ マ ン サ と 同等 の 戦闘 
現 。 武装 や ファ ン ネル ・ コ ン テ ナ な どの 
複合 機能 を 有 し 4 若 の バイ ンダ ー か ら 、 
連邦 軍 か ら は 「 四 枚 羽 根 ] と 
ー ン ガン ダム と の 軽 闘 
ガマ に 接収 され 、 共 闘 


ジオ ン が 開発 し た NT 用 MS で 
・ ク ルス の 乗 


で 大 破 。 ネェ ル ・ ア ー: 
能勢 を 取っ た 『 袖 付き 
ベッ セル ング ] と し て 改修 され た が 、 


武装 の 多く が 使用 不能 

ネェ ル ・ ア ー ガ マ の クル ー が 改修 を 施し た 「 ク 
シャ トリ ヤ ・ リ ペア ー ド 」 は 、 ビ ー ム ・ ガ トリ ング 
ガン や ハイ パー・ ビ ピー ム ・ ジ ャ ペリ ン な ど 、 新た 
な 装備 が 追加 され て いる , 


グスタフ ・ カ ー ル 
| GUSTAV KARL 


HGM シ リー ズ の 直系 機 と し て 、RGML96X ジェ 
ン で 開発 が 進め られ た 汎用 主力 
番号 は FD-03。 稼動 試験 を 名 目 と し 


| D5 se 02 


| コン ロ ィ - ハー ゲン セン 


| CONROY HAAGENSEN 


エコ ー ズ 920 部 隊 の 副 司 令 を 務め た 地球 補 
邦 軍 少 佐 で 、 年 齢 は 35 歳 。 920 部 隊 の 司令 
ダグ ザー マッ クー ル の 右腕 と し て 、「 ラ プラ ス の 
箱 』 を る 任務 に 従事 し た 。 ダグ ザ が 戦死 し た 
の ち は 部隊 を 率い た 


| サイ アム ・ ビ スト 


| SYAM VIST 


ビス ト 財 団 の 宗 主 で あり 、 宇 宙 世 紀 の 魔 史 を 
て きた 人 物 。 首相 官 札 ラ プラ ス の 
爆破 テロ に 関与 し 、 偶 然 [ラプ ラス の 箱 | を 手 
に 入れ る 。 それ を 利用 し て 地球 連邦 政府 と ビ 
スト 財団 の 共生 関係 を 作り 出す 一 方 
の 真実 が 埋 波 する こと を 危 蛋 し 、 カ ー デ ィ ア ス 
詩 し て その 開放 を 計画 し た 


| サイ コ ・ フ ィ ー ル ド | 
| PSYCHO-FIELD | 


する が その 明らか な っ 
る 争乱 に お し 


ロロ や パン 


NA 


PSYCHO SHARD 


NZ-999 ネオ ・ ジ オン グ に 搭載 され た 新型 す 
イコ ミュ 兵器 。 半月 状 の 装置 か ら 発生 させ た 
光 の 結晶 体 (サイ コシ ャ ー ド ) と 本 体 の サイ コ フ 
レー ム を 共鳴 さき せる こと に よっ て 、 単 機 で サイ 
コ ・ フ ィ ー ル ド に 酷似 し た 現象 引き起こす. 


ザク !・ ス ナイ バー タイ ブ | | 
ZAKU 1 SNIPER TYPE 


MS-05 ザク 1 を 長 距離 狙 羅 用 に 改修 し : 
体 。 型式 番号 は MS-05L。 ビー ム : ス ナイ パー 
ライ フル を 装備 し 、 育 部 に は サブ ・ ジ ェ ネ レー 
ター 内 蔵 の 大 型 ラン ド セ ル を 備え る 


ジェ ガン 
JEGAN 


U.C.O090 年 代 初 頭 に 開発 され た 地球 連邦 
軍 の 主力 MS。 型式 番号 は RGM.89。 ジム 系 
列 機 の 汎用 性 と 信頼 性 を 特徴 と し 、 マ イナ ー 
チェ ンジ を 重ね な が ら 主 力 機 と し て 運用 され た 
ネェ ル ・ ア ー ガ マ に は 派生 機 の D 型 (RGM 
89D) が 配備 され 、 戦 力 の 中 核 を 担っ た 。 本 
機 を ペー ス と する パリ エー ショ ン 機 も 多く 、 セ ン 
サー や 装甲 を 強化 し た エコ ー ズ 仕様 機 (型式 
番号 は RGM-89De) な ど が 知ら れる 。 また 、 ゼ 
ネ ラル ・ レ ビル な ど に も 配備 され て いた 42 型 な 
ど 幅広 い タ イプ が 運用 され て いた 。 


UC 計画 」 の 下 、 RX-0 ユニ コー ン ガ ンダ ム の 
随伴 機 と し て 開発 され た 汎用 MS。 型式 番号 
は RGM-96X。 RGM-89 ジェ ガン の 基礎 技術 
を ペー ス と し 、 ユ ニコ ー ン ガン ダム が 英 NT 専 用 
機 と 戦闘 を 行う た め の 状 況 を 作り 出す と いう 運 
用 を 想定 し て いた 。 また 、 機 体 各部 に オプ ショ 
> ーー 一 右 肩 部 ビー ム ・ キ ャ ノン 、 左 肩 部 
4 連 マ ル チ ・ ラ ンチ ャ ー な ど 一 一 を 増設 し た 重 
装 仕様 で ある ジェ スタ ・ キ ャ ノン も 運用 され た 


ジオ ン 共 和 国 


(THE) REPUBLIC OF ZEON 


自治 権 の 返還 が U.C.0100 に 追 
ジオ ン 共 和 国 を “サイ ド 共 9 
考え る フロ ンタ ル は 、「 逢 ] を 手 に 入れ る こと で 、 


SINANJU 


Tu 一 環 で 開発 され た 試作 MS。 型 
式 番号 は MSN-06S。 ムー バブ ルフ レー ム の 
一 部 に サイ コフレ ー ム を 用 い 、 そ の 検証 デー タ 
が RX-0 ユニ コー ン ガ ンダ ム の 開発 に 活用 さ 
れ て いる 。『 補 付き 」 に 強奪 され て 改修 が 施さ 
れ 、 フ ル ・ フ ロン タル の 専用 機 と し て ・ 
アズ ナブ ル の 再来 」 の 存在 を 世に 知ら し め た 。 


シャ イア ン 防 空 司令 基地 
Cheyanne Base 


北米 に 位置 する 地球 連 孝 空軍 基地 。 一 年 戦 
争 後 は 鮭 地 と 見 な され て い : 

で に は グリ ブス 2 の コ | 
カフ カス の 森 」 が 置か れ 、 防衛 戦力 も 
増強 され て いた 。「 ラ プラ ス の 箱 ] を 刀 る 争乱 
の 末期 に は メガ ラニ カ へ の 攻撃 の 指揮 が 執 ら 


シャ ン ブ ロ 
SHAMBLO 


ネオ ・ ジ オン 戦争 か ら の 遺産 を 受け 継 
オン 残党 軍 が 完成 させ た 水陸 両用 大 型 
MA。 型式 番号 は AMA-X7。「 袖 付き | の 技 
術 供与 に よっ て サイ コフレ ー ム を 導入 、 大 出力 
メガ 粒子 砲 の 火力 と リフ レク ター・ ビ ッ ト の 防 


御 力 を 両立 さす て いる 。 


ジュ アッ グ 
JUAGGU 


ジャ ブロ ー 基 地 攻 略 を 目的 に ジオ ン 公 国軍 が 
開発 し た 特務 MS 群 の ひと つ 。 型式 番号 は 
MSM-04G。 両 腕 部 を 3 連装 ロケ ッ ト ・ ラ ン 
チャ ー と し た 独特 の 構造 を 特徴 と する , 


AT 。 セミ スト ライ カー 


| GM TL SEMI STRIKER 


トリ ント ン 基 地 で 運用 され て いた RGM-179 ジ 
ム I の 現地 改修 機 。 両 局部 と 左前 腕 部 に 増 
加 装甲 を 施し 、 ツ イン ・ ビ ー ム ・ ス ピア を 装備 
し た 近接 戦 仕様 の 機体 


| シュ ツル ム ・ ガ ルス 


| SCHUZRUM-GALLUSS 


AMX-101 ガル ス J』 の パリ エー ショ ン 機 の ひと 
つ で 、 型 式 番号 は AMX-101E。 装甲 の 排 
除 な ど に よる 徹底 し た 軽量 化 が 図 ち れ て いる 
「 袖 付き 運用 され 、 最 終 決戦 で は 
ネェ ル ・ ア ー ガ マ に 肉 落し 


シル ヴァ ・ バ レト 

SILVER BULLET 
AMX-014 ドー ペン ・ り ルフ を 改修 し た 地球 
連邦 軍 の 試作 MS。 型式 番号 は ARX-014. 
頭 部 は ガン ダム ・ タ イブ に 変更 され て いる 


親衛 隊 
GUARDS 
摘 付 を] に お いて フル ・ フ ロン タル の 警護 や 
及 作 を 季 め る 岳人 部 隊 。 アン ジェ ロ ・ ザ ウパ 
が 隊長 を 務め る 


ベク コク ジル セガ ニ / 
STARK JEGAN 


| HGM-89 ジェ ガン の パリ エー ショ ン 機 の ひと 
つ 。 型式 番号 は HGM-89S。 総合 性 能 の 向 
上 が 図ら れ た 特務 仕様 


スベ ロア ・ ジ ン ネ マン 
SUBEROA ZINNERMAN 


ガラ ン シ ェ ー ル 隊 を 率い る 「 袖 付き ] の メン 
バー。 年 齢 は 52 蔵 。 一 年 戦争 に も 参加 し た 
生 律 の 軍 人 で . 妻 と 鳩 を 地球 軍 邦 軍 に 茜 さ れ 
復 夫 れる 。 第 一 次 キオ ・ ジ オン 戦争 
後に プル トゥ エル プ を 保護 、 マ リー ダー クル ス と 
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「 ゼ セー ズール 


ZEE ZULU 


抽 付 き 」 の 水陸 両用 MS で 、 型 式 番 号 は 
AMS-129M。 ギラ ・ ズ 
レー ム に 水中 用 装備 を 


プシ ョ ン 化す る こと で 汎用 性 


プラス 
L Zplus 


カラ バ が 開発 し た MSZ-006 Z ガ ンダ ム の 再 
設計 機 で 、 型 式 番 号 は MSZ-006A1。 大 気 
園内 巡航 能 と 生産 性 に 使 れる 


2] U.C.0096 の 


ゼネ ラル ・ レ ビル 
_GENERAL REVIL 


地表 連邦 宇宙 軍 再 編 の 要 と し て 建造 され 
コス ・ ギ ア 組 大 虹 戦 覆 の 2 番 郊 。 4 個 大 隊 衣 
48 機 の MS を 搭載 可能 で ある 


式 番号 は MSM-08。 MSM-07 
ズゴック の 派生 機 で 、 ブ ナー メラ ン ・ カ ッ タ ー や アー 


i 


179-39 


| 袖 付 き 


THE SLEEVES 


シャ ア ・ ア ズ ナ ブル を 失 ・ ジ オン の 残 
フル ・ フ ロン タル の 下 で 絆 合 され た 租 線 , 
| 飾り の よう な 意匠 が 施さ れ て 
こと か ら こ う 呼 ば れ 、 地 球 連邦 軍 か ら は テ 
ロリ スト 組織 と 認定 され て いる , 


の 首都 。 請 事 堂前 に は 宇宙 世紀 宮 章 の 石碑 
の レプ リカ が 置か れ て いた 


ダリ ル ・ マ ッ ギ ネス 
DARYL McGUINNESS 


カイ ラム に 所 属す る MS 部 隊 「 ト ライ ス 
ター」 の 一 員 。 階 相 は 中 尉 で 年 齢 は 27 駐 
艦 に 乗り 込ん だ ビス ト 財 団 の エー ジェ ント に 喧 
噂 を 売る 場面 も 見 られ た 。 搭乗 機 は > 


ティ ク バ 

TIKVA 

袖 付き ] の メン パー、 ギル ボア ・ サ ント の 長男 
父 か ら 捕虜 取 容 所 で の 体験 を 聞か され て いた 
た め 、 地球 連邦 軍 が 悪 禁 な も の と 考え て いた 


ダグ ザ ・ マ ッ ク ー ル 
DAGUZA MACKLE 


エコ ー ズ 920 部 隊 の 司令 を 務め る 地球 連邦 
軍 中 佐 で 、 年齢 は 38 誠 。 「 ラ プラ ス の 箱 」 確 
保 の 任務 を 帯び て ネェ エル ・ ア ー ガ マ に 乗艦 し 、 
箱 ] を 巡る 争乱 に 身 を 投じ る 。 


タク ヤ ・ イ レイ 


| TAKUYA IREI 


スエ 業 専門 学校 
に 所 う パ ナー ジ ・ リ ンク ス の 同級 生 で 、 年 齢 は 
16 歳 。( イ ンダ スト リア ル 7) の 戦闘 に 券 き 込 ま 
れ 、 身 を 寄せ た ネェ ル ・ ア ー ガ マ に 協力 する , 


DESERT GELGO0G 


ジオ ン 公 国軍 が 開発 し た MS-14A ゲル ググ の 
夏 漢 戦 仕様 機 で 、 型 式 番号 は MS-14D。 砂 
ブ プ や ゃ 左腕 部 アー ム ド ・ パ スタ ー 


【 デ ザー ト ・ ゲ ル グ グ 】 ジオ 
ケッ ト 


「 デル タプ ラス 
DELTA PLUS 


エレ クト ロニ クス 社 製 の 可変 MS。 型式 番号 は 
MSN-001A1。 ウェ イブ ライ ダー 形態 へ の 変 
形 に より 、 単 独 で の 大 気 園 突入 と 1G 重 カカ 下 
の 飛行 を 可能 と し て いる 


(6] 上 D5 se D3 


と 


さき 


トム ラ 
TOMURA 
ガラ ン シ ェ ー ル 隊 の 整備 を 担当 する 「 補 付き 」 に 


メン バー。 年 齢 は 24 歳 で 隊 の 中 で は 若手 だ 
が 、 優れ た 整備 技術 を 有する , 


トド ライ スタ = 


(THE) TRI-STARS 


ル ・ ギ ャ レッ ト 、 ダリ ル ・ マ ッ ギ ネス 、 ワッ 
「 ニ ー の 3 名 か ら 成 る 地理 連邦 軍 ロ 
ンド ・ ベ ル 隊 の パイ ロッ トチ ー ム 。 ラー・ カ イラ 
ム に 所 属し 、RGM-96X ジェ スタ を 運用 する 。 
本 来 「UC 計 画 」 の テス ト パ イ ロット 候補 だ っ た 


トリ ント ン 基地 
TORRINGTON BASE 


オー スト ラリ ア 東 部 に 位置 する 地球 連邦 軍 基 
地 。 一 年 戦争 時 に は 後方 支援 基地 と し て 機 
能 し 、 デ ラー ズ 紛 争 で は 最初 の 戦場 と な っ た 
U.C.0096 当 時 に は 港湾 部 に も 基地 施設 が 
存在 し た 


レコ 


トロ ハチ | 


TOROHACHI 


U.C.0096 当 時 の 最新 型 作 葉 用 プチ モビ ル 
スー ツ 。 トロ ハチ は 愛称 で 、 正 式 名 称 は 「 ト ル 
社 製 プ チ モ ビル スー ツ TOLRO-800 型 ]。 ミ 
ネバ パ ・ ラ オ ・ ザ ビ を 救出 する 際 に パナ ー ジ ・ リ 
ンク ス が 用 いた 。 


ナイ ジェ ル ・ ギ ャ レッ ト 
NIGEL GARRETT 


地球 連邦 軍 ロ ンド ・ ペ ベル 隊 に 所 属す る パイ ロ 
ト 。 秒 級 は 大 尉 で 年 齢 は 27 歳 。 冷静 な 判断 


と 素 越 し た 戦闘 術 を 茸 ね 備え た 実力 者 
で 、 ラー・ カ イラ ム の MS 部 隊 トラ イス ター] - 三井 SE 
の リー ダー を 務め る 。 搭乗 機 は ジェ スタ ネモ ブ I 

NEMOm BANAGHER LINKS 


グリ プス 埋 符 示 期 に 開発 され た MSA-003 ネ 
モ の 改修 機 。 型式 番号 は MSA-004K。 肩 部 
に ビー ム 


火力 不足 の 改 療 


キャ ノン を 装備 


ペー ス 機 の 欠点 
て いる 。 


ンダ スト リア ル 7) の アナ ハイ ム ・ エ レク トロ 
ス 工 業 専門 学校 に 通う 16 歳 の 少年 。 オ 
ドリ ー と の 出会い を 機 に 
プラ ス の 箱 ] を 巡る 争乱 に 巻き 込ま れ 、RX-0 
ー ン ガン ダム の パイ ロッ ト と な る 。「 箱 
を で ニュ ー タ イプ へ と 覚醒 し て い 
き 、 ユ ニコ ー ン ガン ダム の 真 の 力 を 発揮 させ 


ヒル ・ ド ー ソ ン 
HILL DAWSON 


旗艦 レ 
年 齢 は 43 


補 付 き 「 の メン 
ラ の 畿 長 を 務め る 


ー の ひと り で . 
階級 は 克 


A 


た 。 搭乗 機 は トロ ハチ 、 ユ ニコ ー ン ガン ダム 、 
フル アー マー・ ユ ニコ ンダ ム 。 
ーーー ニー ピル ラク IRO 
パラ オ BRIGHT NOA 
PALAU ey ーー 
ロン ド ・ ペ ル 隊 司令 と 旗艦 ラー・ カ イラ ム の 艦 
サイ ド 6 に 所 属す る 民間 の 資源 採掘 衝 星 で . 4 U.C.0096 


ネエ ェ ル ・ ア ー ガ マ 

NAHEL ARGAMA 

ハマ ー ン 戦争 期 に 建造 され た エゥーゴ の 宇宙 
戦艦 畔 後に 大 規模 改修 が 施さ れ て 強 肛 
掲 了 艇 と な る 。 艇 底部 に ハイ パー・ メ ガ 粒 子 
砲 を 備え る 。 ロン ド ・ ペ ル 隊 に 配備 され た が 


は 


バイ アラ ン ・ カ スタ ム 


つの 小惑星 を 連結 さ 


た 構造 を 特徴 と する 


UC.0096 当 時 は 「 補 付き] の 拠点 と し て 利用 | 争 以来 の 経歴 か ゥ ニュ ー タ イブ 
され て いた が 、 居 住 区 に は 民間 人 も 多く 生活 と 目 さ れ 、 軍 の 本 流 か ら は 外れ 
し て いた プラ ス の 机 」 を 巡る 名 


中 で パナ ー ジ ・ リ ンク ス に 可能 
態 の 収拾 玩 


その 特殊 性 ゆえ に 艦隊 編制 に 組み 込ま れる こ 
と な く 単 艦 で 運用 され 、「 ラ ブラ ス の 箱 ] を 巡る 
争乱 の 渦中 に あっ た 。 艦長 は オッ トー ス 


BYALRANT CUSTOM 


グリ プス 音 役 期 に ディ ター ンズ が 開発 し た RX- 
160 バイ アラ ン の 天 存 機 に 改修 を 施し た 地 
球 連邦 軍 の 技術 試験 機 。 型式 番号 は RX: 
160S。 非 変形 MS の 単独 大 気 園 飛 行 能力 を 
追求 し 、 既存 技術 の 薔 積 に よっ て 優れ た 空中 
機動 性 を 実現 し て いる , | 


フラ スト ・ ス コー ル 
FLASTE SCHOLE 


ビス ト 財 | 
THE VIST FOUNDATION 


ネオ ・ ジ オン グ 
NEO ZEONG | 
補 付 き ] が フル ・ フ ロン タル の 専用 機 と し て 設 


ビス ト 家 宗 主 サ イア ム ・ ビ スト が 設立 | 


開発 し た 拠点 攻略 用 大 型 MA。 型式 法人 で 、 表 向き は 美術 品 な どの 輸送 を 
は NZ-999。 100m 超 の ハル ( 外 誠 ) ユ ニッ ト に 、 織 だ が 、 実体 は 「 ラ プラ ス の 逢 を 背景 に 地球 
MSN-06S シナ ンジ ュ を コア ユニ ッ ト と し て 組み 連邦 政府 と の 共生 関係 を 築い て いた 。 2 代目 


込ん だ NT 専用 機 で ある 。 単体 で サイ コ ・ フ ィ ー 
し た 現象 を 発生 させ る サイ コシ ャ ー| 
発生 問 を は じ め 、 様々 な サイ コミ ュ 兵 問 を 装備 


当主 カー ディ アス ・ ビ スト は 「 箱 ] の 開放 を 目 
の 関係 を 反故 に し よう と し 、 彼 の 死後 
ーー サ ・ ビ スト ・ カ ー バ イン が 実権 を 握っ た 


180-35 
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フル ・ フ ロン タル | 
FULL FRONTAL 


「 シ ャ ア ・ ア ズ ナブ ル の 再来 ] と 噂 され る 年 齢 
不詳 の 仮面 の 男 。 階級 は 大 佐 。 優れ た カリ ス 
に オ ・ ジ オン の 残党 勢力 を 綱 合 

オ ・ ザ ビ を 象徴 と する 『 補 付き 
な 指導 者 と な る 。 バナ ー ジ ・ リ ンク ス 
て ラプ ラス ・ プ ログ ラム の 開示 を 図っ 
人 の 可能 性 を 否定 する 選 


を 利用 し 
た 。 し か し 
バ の 部 反 を 招き 、 ネ ェ ル ・ ア ー ガ マ と 「 ラ ブラ 


ス の 箱 』 の 争 容 戦 に 」 と の 対 
決 の 果て に 己 の 内 を 満た す 妄 念 か ら 解放 され 
た 。 搭乗 機 は シナ ンジ ュ 、 ネオ ・ ジ オン グ 


FULL ARMOR UNICORN GUNDAM 


袖 付 き ] と の 最終 決戦 に 備え 、 タ ク ヤ ・ イ レイ 
の プラ ン に 基づい て アー ロン ・ テ ル ジ ェ フ が 調 
整 、 現地 改修 を 施し た RX-0 ユニ コ ダ 
ム の 武装 増加 仕様 。 ネェ エル ・ ア ー ガ マ に 残存 
し た 法 備 き を 機体 各 部 に 増設 。 また 、 重 量 の 増 
加 に よる 機動 性 の 低下 を 補う た め 、94 式 ペー 
スジ ャ パー の ブー スタ ー ユ ニッ ト を 装備 し て いる 
決戦 に 忠 ん だ バナ ー ジ ・ リ ンク ス の 乗 機 と し て 
運用 され 、 ネ ェ ル ・ ア ー ガ マ の 血 路 を 開い た 


ブロ に < ター ク Sa 
PROTOTYPE STARK JEGAN 
ガン の 運用 試験 機 と し 


RGM-89S スタ ー 
て 開発 され た 機体 。 型式 番号 は RGM-89S。 
肩 部 に 4 発 の 大 型 対 工 ミサ イル を 装備 し 、 機 
体 各部 に 装甲 ヤス ラス ター を 増設 し て いる 


ベル トー チカ ・ イ ル マ | 
BELTORCHIKA IRMA 


カラ バ の メン パー と し て グリ プス 戦役 に 参加 し 
た 女性 。「 ラ プラス の 箱 ] を 巡る 争乱 に お いて 
は ルオ 商会 と 関係 の 深い 情報 屋 と し て ブライ 
ト ・ ノ ア に 協力 し た 。 また 、 カ イ ・ シ デン と も 皿 
が り が あ - 


マー サ ・ ビ スト ・ カ ー バ イン | 
MARTHA VIST CARBINE | 


アナ ハイ ム ・ エ レク トロ ニク ス 社 の 会 長 一 族 で 
ある カー バイ ン 家 に 灯 い だ サイ アム ・ ビ スト の 
孫娘 。 年 齢 は 55 歳 。 車 越し た 政治 手腕 を 有 
する 野心 家 で あり 、 地 球 連邦 軍 参 謀 本 部 と 結 
託し て 兄 カー ディ アス ・ ビ スト の 計画 を 妨害 し 、 
彼 の 死後 は 当主 代行 と し て ビス ト 財 団 の 実権 
を 握る . 


マリ ー ダ ・ ク ルス 
MARIDA CRUZ 


ガラ ン シ ェ ー ル 隊 に 身 を 置く 「 補 付き | の 独 化 人 
階級 は 中 尉 で 年 齢 は 18 歳 。 か つて は ブル 
ラブ ラス の 箱 ] を 館 
・ リ ンク ス と 出会い 、 彼 
き な 影響 を 与え る が 、 マ ー サ に 再 調整 を 施 
され て 敵対 し た 。 ジン ネ マ ン ら に 教 出さ れ た の ち 、 
ミネ パ に 従い 「 宙 付き ] と 決別 最終 決戦 に お 
いて リ デ ィ ・ マ ー セ ナス と の 戦い の 末 に 命 を 落と 
し た 。 搭乗 機 は クシ ャ トリ ヤ 、 パ ン シ ィ 、 ク シャ トリ 
、 ク シャ トリ ヤ ・ リ ペア ー ド 


ミコ aw ドル バー お 
MICOTT BARTSCH 


アナ ハイ ム ・ エ レク トロ ニク ス 工 業 専 門 学校 の 
生徒 で 、 パ ナー ジ ・ リ ンク ス に 想い を 寄せ る 少 
女 。 年齢 は 16 歳 。 「 ラ プラ ス の 箱 」 を 巡る 争 
乱 に 巻き 込ま れ た た め | 
ネバ ・ ラ オ ・ ザ ビ の 信念 に 触れ で : 
向き 合っ た 


に 知ら せよ うと し 


| ミネ バ ・ ラ オ ・ ザ ビ | 
MINEVA LAO ZABI | 


ジオ ン 公 国 を 率い た ザビ 家 の 遺 児 。 年 齢 は 16 
版 。「 宙 付き の 旗 た が 、 
の 箱 」 に よっ て 引き 起こ され る 半 争 を 危 慣 し て 
独り 行動 を 起こ す 。 争乱 末期 に は フル ・ フ ロン 
タル と 社 を 分 か ち 、 ネ ェ ル ・ ア ー ガ マ に 身 を 寄 
せ て パナ ー ジ と 共に 「 箱 ] に 辿り 着く 。 そし て 、 
パナ ー ジ と フロ ンタ ル の 最後 の 対決 を 見 届け 、 
箱 」 の 真実 を 世界 に 伝え る 役割 を 果たし た 


ミネ キバ パー ラオ ・ ザ ビ 】 (イン ダス ト 
リア ル 7) で バナ ー ジ 


ニニ 回 < オイ ウ ウ クシ 
MIHIRO OIWAKKEN 
地球 連邦 軍 ロ ンド ・ ペ ベル 鱗 の 強 顎 揚陸 態 ネェ 


ル ・ ア ー ガ マ で 通信 士 を 務め る 士官 年 齢 は 
22 歳 護 級 は 少尉 利発 で 快活 な 性 格 の 女 


メガ ラニ カ 
MAGALLANICA 


(イン ダス トリ アル 7〉 の 建造 
ル ダ ー で 、 そ の 形状 か ら 「 カ タテ 
実 骨 は ビス ト 財 団 の 大 型 宇宙 船 で 、 ビ スト 
家 の 屋 敷 や サイ アム ・ ビ スト が 眠る 「 氷 室 ] が 
位置 する 


UC 計 画 
| THE) UC PROJEcT 


地球 連邦 軍 再 編 計画 の 一 環 と し て 企 国 し た 
プロ ジェ クト 。 スペ ー ス ノイ ド が 撮り 所 と する ジ 


イブ MS 開発 を 根幹 と する 。 そ 
て ユニ コー ン ガ ンダ ム が 開発 され た 


| UNICORN GUNDAM 


の フラ ッ グ シ ッ プ 機 と し て 開発 され 
た 試作 MS。 型式 番号 は RX-0。 ムー パブ ルフ 
レー ム の すべ て を サイ コフレ ー ム で 形成 し た フ 
ル ・ サ イコ フレ ー ム 実装 機 で 、 対 NT 用 特殊 OS 
「NT-D」 を 搭載 する 。 通 常 状 態 は 「 ユ ニコ ー 
ン モ ー ド 」 と 呼ば れ 、NTD 発 動 時 に は 全身 の 
フレ ー ム が 伸長 し て 「 デ スト ロイ モー ド 」 へ と " 変 
身 "し て 機体 性 能 、 殊 に 機動 性 が 飛躍 的 に 向 
上 する 


コー ジ ク タジク > バボ 
ら 号 機 バ ン シ ィ 
UNICORN GUNDAM 02 BANSHEE 


RX-0 ユニ コー ン ガ ンダ ム の 2 号機 。 型式 番 
号 は RX-0。 基 は 1 号機 と ほぼ お 
が 、 頭 部 形状 や カラ ー リ ング に 差異 が あり 、 専 
用 装備 の 「 ア ー ム ド ・ ア ー マ ー] を 備え る 点 を 
た 、1 号 枝 の デー タ と 重力 下 稼 

完成 


ら 号 機 バ ン シ ィ ・ ノ ルン 
UNICORN GUNDAM 02 BANSHEE NORN 


RX-0 ユニ コー ン ガン ダム 2 号機 パン シィ に 本 
来 の 強化 改修 を 施し た 総合 性 能 向上 仕様 
型式 番号 は RX.OINJ。 アー ム ド ・ ア ー マ ー を 
含め た 武装 が 一 新 さ れ 、 多 機能 武装 の 
ビ ピング ・ ラ ンチ ャ ー や バイ ロッ ト と の 親和 性 向上 
を 図る アー ム ド ・ ア ー マ ーXC な ど を 装備 する 


号機 バン シィ ノル 
プル トゥ エ 


コン カー クス 
YONEM KIRKS | 


ュー ギニア を 拠点 と す - ン 残 党 軍 の リー 
ダー。 階級 は 少佐 で 年 齢 は 39 旅 。 ロニ ・ ガ ー 
ベイ の 親代わり と な る 一 方 、『 袖 付き] と 連携 し 
て 地球 連 孝 へ の 反攻 を 企 国 。 吉 地 の ジオ ン 残 
沈 軍 を 絆 合 し て トリ ント ン 基地 角 撃 を 敢行 し た . 


| リ デ ィ ・ マ ー セ ナス 


= RIDDHE MARCENAS 
地球 連 孝 宣 ロン ド ・ ペ ベル 潤 に 所 属す る パイ ロッ 
年 齢 は 23 歳 。 政治 族 
を 投じ 、 ネ ェ ル ・ ア ー ガ 
ラブ ラス の 籍 | を 巡る 争乱 
EE ‘= ・ ラ オ ・ サ ザビ を 父 ロ ー ナ ン 
ラプ ラス ・ ブ ログ ラム 父 か ら 真実 を 聞か 
| La+ PROGRAM 絶望 し 、 対 昭 的 
カー ディ アス ・ ビ スト に よっ て RX:0 ユニ コー ン 
ガン ダム に 組み 込ま れ た プロ グラ ム 。 特定 の 


座標 で NT-D を 発動 させ る 
箱 ] に 続く 次 の 座標 が 


ラプ ラス の 


ラブ ラス の 箱 
LAPLACE'S BOX 


改 暦 セレ モニ ー で 発表 され る 予定 だ っ た 真 の 
宇宙 世紀 天草 の 石 百 。 首相 官邸 ラブ ラス の 
爆破 テロ で 失わ れ た と され て いた が 、 サイ アム ・ 
ビス ト が 入手 し 秘匿 し て いた 。 複製 で は 削除 さ 
れ た 「 新 人 類 の 発生 と 政治 へ の 参画 ] を 示唆 
する 条文 が 刻ま れ て いる 。 


| レイ アム ・ ボ ポーリン ネ ア 
| IAM BORRINEA 


地球 連邦 軍 ロ ンド ・ ペ ベル 隊 に 所 属し 、 強 敵 
揚陸 艦 ネェ ル ・ ア ー ガ マ の 副長 を 務め た 女性 
士官 。 蒼 級 は 中 佐 で 年 齢 は 40 歳 。 当初 は 
優季 不断 な オッ ト ス 散 長 を 軽視 する 徹 
が あっ た 


リゼ ル 


MSZ-006 Z ガ ンダ ム の 技術 継承 を 目指 し て 
開発 され た 地球 連邦 軍 の 可変 MS。 型式 番 
号 は RGZ-95。 MSA-005 メタ ス を 参考 に 変 
形 機構 簡 路 化 し 、RGM-B9 ジェ ガン と 基本 
部 品 を 共用 する こと で コス ト ダウ ン を 実現 し て 
いる 。 また 、 了 隊長 機 仕様 (型式 番号 は RGZ- 
95C) は バッ ク バッ ク の 構造 や セン サ 
リー リン グ が 異な り 、 メ ガ ・ ビ ピー ム ・ 
を 標準 装備 する 。 ゼネ ラル ・ レ ビル に も 配備 さ 
れ て お り 、 そちら に は 推力 リミッタ ー の 上 限 が 廃 
され て いた 。 また 、 デ ィ フ ェ ン サーb ユ ニッ ト を 装 
備 し た 機体 も 配備 され て いた 。 


地球 で ダイ ナー を 営む 老人 で 、 生 粋 の アー ス 
ナス 邸 か ら 抜け 出し て 店 に 立ち 
ラオ ・ ザ ビ に 、 宇宙 移民 時 代 か 


セル 】 ジ 
的 な 運用 


ロー ゼン ・ ズ ー ル 
ROZEN ZULU 


AMS-129 ギラ ズー ル を ペー ス と する 「 袖 付き 
の 試作 MS。 型式 番号 は YAMS-132。 AMX- 
103 ハン マ ・ ハ ンマ の コン セプト を 継承 し 、 両 
租 部 は 有線 請 導 式 の イン コム 。 また . サイ コミ ュ 
の 機能 を 阻害 する サイ コ 


| ロト 
LOTO 


エコ ー ズ の 専用 機 と し て 海軍 戦略 研究 」 
ナリ ィ ) が 開発 し た 小型 MS。 型式 番 
D-50C。 タン ク 形 態 へ の 変形 機構 と 、 司令 本 
部 と し て の 運用 も 想定 され て いた 。 


Et 


LONI GARVEY 


ジオ ン 残 党 軍 の パイ ロッ ト 。 階級 は 少尉 で 年 
験 は 18 歳 。 元 ジ オン 公国 軍人 で 資産 家 の マ 
ハデ ィ ・ ガー ベイ の 娯 で 、 父 を 殺し た 地球 連邦 
軍 へ の 復讐 心 を 抱く 。 トリ ント ン 基 地 負 撃 に お 
いて サイ コミ ュ の 最 走 に 因 わ れ 、 条 本 を 素 り 返 
す 。 搭乗 機 は シャ ン ブ ロ . 


ワッ ツ ・ ステ ッ プ ニー 


WATTS STEPNEY 


カイ ラム の MS 部 隊 「 ト ライ スタ ー」 の メン 
バー。 階級 は 中 尉 で 年 齢 は 26 歳 。 搭乗 機 は 
ジェ スタ 、 ジェ スタ ・ キ ャ ノン 


